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製品に関する一般的注意事項 
 

1. NC端子の処理 

【注意】NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

NC(Non-Connection)端子は、内部回路に接続しない場合の他、テスト用端子やノイズ軽減などの

目的で使用します。このため、NC端子には、何も接続しないようにしてください。 

2. 未使用入力端子の処理 

【注意】未使用の入力端子は、ハイまたはローレベルに固定してください。 

CMOS製品の入力端子は、一般にハイインピーダンス入力となっています。未使用端子を開放状

態で動作させると、周辺ノイズの誘導により中間レベルが発生し、内部で貫通電流が流れて誤動

作を起こす恐れがあります。 

未使用の入力端子は、入力をプルアップかプルダウンによって、ハイまたはローレベルに固定し

てください。 

3. 初期化前の処置 

【注意】電源投入時は、製品の状態は不定です。 

すべての電源に電圧が印加され、リセット端子にローレベルが入力されるまでの間、内部回路は

不確定であり、レジスタの設定や各端子の出力状態は不定となります。この不定状態によってシ

ステムが誤動作を起こさないようにシステム設計を行ってください。 

リセット機能を持つ製品は、電源投入後は、まずリセット動作を実行してください。 

4. 未定義・リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】未定義・リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

未定義・リザーブアドレスは、将来の機能拡張用の他、テスト用レジスタなどが割り付けられて

います。 

これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については、保証できませんの

で、アクセスしないようにしてください。 

5. 各レジスタリザーブビットの読み出し／書き込み 

各モジュールで使用されるレジスタのリザーブビットは、その説明記述中に読み出し／書き込み

値の指定が特にない限り以下のように取り扱ってください。 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む場合は、0を書き込むか、直前に読み出した値を書

き込むかいずれかにしてください。 

直前に読み出した値を書き込むようにしておくと、将来このビットに拡張機能を割り当てること

がある場合、その拡張機能に影響を与えない利点があります。 

 

 



 

本書の構成 

 
 

本書は、以下の構成で制作しています。 
 

1. 製品に関する一般的注意事項 

2. 本書の構成 

3. はじめに 

4. 目次 

5. 概要 

6. 各機能モジュールの説明 

・CPUおよびシステム制御系 

・内蔵周辺モジュール 

   各モジュールの機能説明の構成は、モジュール毎に異なりますが、一般的には、 

   ①特長、②入出力端子、③レジスタの説明、④動作説明、⑤使用上の注意事項、 

   等の節で構成されています。 

 

本 LSIを用いた応用システムを設計する際、注意事項を十分確認の上設計してください。 

各章の本文中には説明に対する注意事項と、各章の最後には使用上の注意事項があります。 

必ずお読みください。(使用上の注意事項は必要により記載されます。) 

 

   7. 電気的特性 

   8. 付録 

   9. 本版で修正または追加された箇所 

   10. 索引 
 



 

はじめに 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

RISCマイコンです。 
 

対象者  本マニュアルは、本 LSIを用いた応用システムを設計するユーザを対象としています。 

本マニュアルを使用される読者には、電気回路、論理回路、およびマイクロコンピュータに関する

基本的な知識を必要とします。 
 

目的   本マニュアルは、本 LSIのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくことを目的

としています。 
 

読み方  

• 機能全体を理解しようとするとき。 

→ 目次にしたがって読んでください。 

  本書は、大きく分類すると、CPU、システム制御機能、周辺機能の順に構成されています。 

• FPUの機能および各命令の詳細を理解したいとき。 

→ 別冊の「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」を参照してください。 
 

凡例 ビット表記  ：左側が上位ビット、右側が下位ビットの順に表記します。 

   数字の表記  ：2進数は B'XXXX、16進数は H'XXXX、10進数は XXXXで表します。 

   記号の表記  ：ローアクティブの信号にはオーババー（XXXX）を付けます。 



 

 

以下に本書内で使用されている略語または略称を示します。 

• 本製品固有の略号または略称 

 

略称 英語名 日本語名 

ATAPI ATAPI Controller ATAPIコントローラ 

CPG Clock Pulse Generator クロック発振器 

DMAC Direct Memory Access Controller ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

E-DMAC Ethernet Controller Direct Memory 

Access Controller (E-DMAC) 

イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

EtherC Ethernet Controller イーサネットコントローラ 

FLCTL NAND Flash Memory Controller NANDフラッシュメモリコントローラ 

G2D 2D Graphics Engine 2Dグラフィックスエンジン 

GPIO General Purpose I/O 汎用入出力ポート 

H-UDI User Debug Interface ユーザデバッグインタフェース 

IIC I2C Bus Interface I2Cバスインタフェース 

INTC Interrupt Controller 割り込みコントローラ 

MCU Memory Controller Unit メモリコントローラユニット 

MMU Memory Management Unit メモリマネジメントユニット 

SCIF Serial Communication Interface with 

FIFO 

FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース 

TMU Timer Unit リセット、タイマユニット 

UBC User Break Controller ユーザブレークコントローラ 

USB USB Host/Function Interface USBホスト／ファンクションインタフェース 

VDC2 Video Display Controller2 表示コントローラ 2 

WDT Watchdog Timer and Reset リセット・ウォッチドッグタイマ 

SSI Serial Sound Interface シリアルサウンドインタフェース 

LCDC LCD Controller LCDコントローラ 

SRC Sampling Rate Converter サンプリングレートコンバータ 

 



 

 

• その他の略語または略称 

 

略語／略称 フルスペル 日本語名 

bps bits per second 転送速度を表す単位 

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査 

DMA Direct Memory Access ダイレクトメモリアクセス 

DMAC Direct Memory Access Controller ダイレクトメモリアクセスコントローラ 

Hi-Z High Impedance ハイインピーダンス 

I/O Input/Output 入出力 

LSB Least Significant Bit 最下位ビット 

MSB Most Significant Bit 最上位ビット 

NC Non-Connection 未接続端子 

PLL Phase Locked Loop 位相ロックループ 
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1. 概要 

1.1 SH7764の特長 

本 LSIは、ルネサスオリジナルの RISC方式の CPUをコアにして、システム構成に必要な周辺機能を集積した

システム LSIです。 

本 LSIの CPUは、RISC（Reduced Instruction Set Computer）方式の命令セットを持っており、スーパースカラア

ーキテクチャを採用しているため、命令実行速度が飛躍的に向上しています。CPUコアとして SH-4Aを採用し、

従来のマイコンでは実現が不可能だった、高速性が要求されるリアルタイム制御等のアプリケーションでも、よ

り低いコストでかつ高性能／高機能なシステムを組むことが可能となります。 

本 LSIはキャッシュメモリとして、命令キャッシュ、オペランドキャッシュをそれぞれ 32Kバイトを内蔵して

います。オペランドキャッシュはコピーバック、ライトスルーモードの選択が可能です。更に 4Gバイトの仮想ア

ドレス空間のアクセスを可能にするメモリマネジメントユニット（MMU）を内蔵しています。命令に関しては、

4エントリ・フルアソシアティブ TLB、命令／オペランド共用の 64エントリ・フルアソシアティブ TLBを持って

います。また 16Kバイトの SRAMを内蔵しています。内蔵 SRAMは高速アクセスが可能であり、システムのス

タック領域として、高性能を要求される機能のコア部分の常駐領域として使用することが可能です。 

本 LSIは、表示処理を高速に行うための、2Dグラフィックスエンジン（G2D）を内蔵しています。G2Dで描画

した画面は、LCDコントローラ（LCDC）等を経由し表示することが可能です。 

さらに本 LSIはシステム構成に必要な周辺機能として、イーサネットコントローラ（EtherC）、USBホストイ

ンタフェース（V2.0 ハイスピードおよびフルスピード）、ATAPIコントローラ（Ultra DMAサポート）、FIFO

内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF）、I2Cバスインタフェース（IIC）、専用 DMAC内蔵の

シリアルサウンドインタフェース（SSI）、32ビットタイマ（TMU）、ウォッチドッグタイマ（WDT）、割り込

みコントローラ（INTC）、I/Oポート、SDホストインタフェース（SDHI）などを内蔵しています。 

また、本 LSIでは外部メモリアクセスサポート機能により、SDRAMなどのメモリや周辺 LSIと直接接続を行

えます。これらにより、システムコストの大幅な低減が可能です。 

本 LSIの特長を表 1.1に示します。 
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SH7764グループ

表 1.1 SH7764の特長 

項目 特   長 

CPU • ルネサス独自の SuperHアーキテクチャ（SH-4A） 

• SH-1、SH-2、SH-3、SH-4とオブジェクトコードレベルで互換性あり 

• 32ビット内部データバス 

• 汎用レジスタファイル： 

－ 16本の 32ビット汎用レジスタ（および 8本の 32ビットシャドウレジスタ） 

－ 7本の 32ビット制御レジスタ 

－ 4本の 32ビットシステムレジスタ 

－ 高速割り込み応答のためのレジスタバンク 

• RISCタイプ命令セット（SHシリーズと上位互換性有り）： 

－ 命令長：コードの効率改善のための 16ビット固定長 

－ ロードストアアーキテクチャ 

－ 遅延分岐命令 

－ 条件付き実行 

－ C言語に基づく命令セット 

• FPUを含む 2命令同時実行スーパースカラ 

• 命令実行時間：最大 2命令／サイクル 

• アドレス空間：4Gバイト 

• 空間識別子 ASID：8ビット、256の仮想アドレス空間 

• 乗算器内蔵 

• 8段パイプライン 

• ハーバードアーキテクチャー 
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項目 特   長 

FPU • 浮動小数点コプロセッサ内蔵（FPU） 

• 単精度（32ビット）、倍精度（64ビット）サポート 

• IEEE-754準拠のデータフォーマットおよび例外をサポート 

• 丸めモード：近傍及び 0方向への丸め 

• 非正規化数の取り扱い：0への切捨て、または IEEE754に準拠のための割り込み発生 

• 浮動小数点レジスタ：32ビット×16ワード×2バンク 

（単精度×16ワードまたは倍精度×8ワード）×2バンク 

• 32ビット CPU-FPU浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

• FMAC（乗算およびアキュムレート：積和）命令をサポート 

• FDIV（除算）／FSQRT（平方根）命令をサポート 

• FLDI0/FLD1（ロード定数 0/1）命令をサポート 

• 命令実行時間 

－ レイテンシ（FADD/FSUB）：3サイクル（単精度）、5サイクル（倍精度） 

－ レイテンシ（FMAC/FMUL）：5サイクル（単精度）、7サイクル（倍精度） 

－ ピッチ（FADD/FSUB）：1サイクル（単精度）、1サイクル（倍精度） 

－ ピッチ（FMAC/FMUL）：1サイクル（単精度）、3サイクル（倍精度） 

【注】FMACについては単精度のみサポートしています。 

• 3Dグラフィック命令（単精度のみ） 

－ 4次元ベクトル変換及び行列演算（FTRV）、4サイクル（ピッチ）、8サイクル（レイテンシ） 

－ 4次元ベクトルの内積（FIPR）、1サイクル（ピッチ）、5サイクル（レイテンシ） 

• 11段パイプライン 

メモリ管理ユニット 

（MMU） 

• 4Gバイトのアドレス空間、256のアドレス空間識別子（ASID 8ビット） 

• 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

• 複数のページサイズをサポート：1K、4K 、8K、64K、256K、1M、4M、64Mバイト 

• 命令に対する 4エントリのフルアソシアティブ TLB 

• 命令およびオペランドに対する 64エントリのフルアソシアティブ TLB 

• ソフトウェアにより入れ換え方法およびランダムカウンタ方式入れ替えアルゴリズムをサポート 

• TLBの内容はアドレスマッピングにより直接アクセス可能 

• アクセス権チェック機能 

キャッシュメモリ • 命令キャッシュ（IC） 

－ 32Kバイト、4ウェイセットアソシエイティブ 

－ 256エントリ／ウェイ、32バイトブロック長 

－ 低消費電力機能（ウェイ予測機能） 

• オペランドキャッシュ（OC） 

－ 32Kバイト、4ウェイセットアソシエイティブ 

－ 256エントリ／ウェイ、32バイトブロック長 

• 1段コピーバックバッファ、1段ライトスルーバッファ 

• ストアキュー（32バイト×2エントリ） 
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SH7764グループ

項目 特   長 

内蔵メモリ 

（ILメモリ） 

• 高速アクセス可能な 16Kバイト RAM 

• 1ページ構成 

• 3ポートからのアクセスが可能で、以下の 3つの読み出し/書き込みポートを持つ。 

－ SuperHywayバス 

－ キャッシュ/RAM内蔵バス 

－ 命令バス 

• CPUからは、8/16/32/64ビットオペランドアクセス。 

• 外部要求による 8/16/32/64ビットおよび 16/32バイトアクセスが可能。 

ユーザブレーク 

コントローラ

（UBC） 

• ユーザブレーク割り込みによるデバッグをサポート 

• 2本のブレークチャネル 

• アドレス、データ値、アクセスのタイプ、データサイズはすべてブレーク条件として設定可能 

• シーケンシャルブレーク機能をサポート 

クロック発振器 

（CPG） 

• メインクロック選択回路：EXTALからの入力クロックの周波数の 10～12倍 

• クロック動作モード： 

－ CPU周波数：max 324MHz 

－ ローカルバス：max 108MHz 

－ SDRAM：max 108MHz 

－ USB：48MHz 

－ VDC2：表示パネルサイズに応じたクロック周波数を入力 

ウォッチドッグ 

タイマ 

（WDT） 

• カウンタオーバフローにより内部をリセットするウォッチドッグタイマモードと、割り込みを発生す

るインターバルタイマモードをサポート 

• ウォッチドッグタイマモード時、オーバフロー信号を外部に出力。また、LSI内部にリセット（パワー

オンリセット）をアサート可能 

• 1チャネル内蔵 

割り込み 

コントローラ

（INTC） 

• ダイレクトジャンプ方式（SH-4互換） 

• 外部割込み：3本の外部割り込み端子（NMI、IRQ1、IRQ0） 

• 内蔵周辺割り込み：モジュールごとに優先順位を設定 

ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ 

（DMAC） 

• チャネル数：6チャネル（うち 2チャネルは外部リクエスト可能） 

• 転送データサイズ：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイト 

• 最大転送バイト数：16,777,216回 

• アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• バスモード：サイクルスチールモードとバーストモードから選択可 

• 転送要求：外部リクエスト（チャネル 0、チャネル 1）、内蔵周辺モジュールリクエスト、オートリク

エストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 
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SH7764グループ 

項目 特   長 

メモリコントロール 

ユニット 

(MCU) 

• 外部メモリアクセスをサポート 

－ 4本の外部メモリセレクト信号を出力 

－ 4エリア（FLASH、SDRAM）、それぞれ最大 64Mバイトの外部メモリ空間 

• SRAM：データバス幅 32ビット／16ビット／8ビットを選択可能 

• SDRAM：データバス幅 64ビット／32ビットを選択可能 

• ビッグエンディアンまたはリトルエンディアンを設定可能 

【SRAMインタフェース】 

• NOR型の FLASHメモリが接続可能 

• サイクルウェイト機能：（ハードウェアによるウェイト制御：信号） 

• データバス衝突回避のためのウェイト制御（アイドルサイクルの挿入）： 

－ リードサイクル直後のリードサイクル間のウェイト設定 

－ リードサイクル直後のライトサイクル間のウェイト設定 

【SDRAMインタフェース】 

• リフレッシュ機能： 

－ オートリフレッシュ（プログラマプルリフレッシュカウンタ内蔵） 

－ セルフリフレッシュ 

• タイミング設定： 

ロウカラムレーテンシ、カラムレーテンシ、ロウアクティブ期間、 

ライトリカバリ期間、ロウプリチャージ期間、オートリフレッシュ要求間隔、 

初期化プリチャージサイクル数、初期化オートリフレッシュ要求間隔 

• バーストアクセス方式：ランダムカラム（SDRAMバースト長：32ビットバス 8、64ビットバス 4） 

• 初期化シーケンサ機能：プリチャージ、オートリフレッシュコマンドを発行 

タイマ（TMU） • 6チャネルオートリロード型 32ビットタイマ 

• チャネル 2のみ、インプットキャプチャ機能を搭載 

• 各チャネルとも 6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

－ 外部クロック、5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024） 

（ただし、Pckは周辺クロック） 

FIFO内蔵シリアル 

コミュニケーション 

インタフェース 

（SCIF） 

• 3チャネル内蔵 

• 送受信用 FIFO各 16バイト内蔵 

• 調歩同期／クロック同期式モードの選択が可能。 

• 全二重通信が可能 

• 送受信クロックソースを、ボーレートジェネレータからの内部クロック、または SCK端子からの外部

クロックから選択可能 

• モデムコントロール機能（調歩同期式モード時） 
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SH7764グループ

項目 特   長 

I2Cバス 

インタフェース 

（IIC） 

• フィリップス社の提唱する I2Cバス（Inter IC Bus）インタフェース方式に対応 

• マスタ／スレーブ機能 

• マルチマスタ機能 

• 400Kbpsまでの転送をサポート 

• システムクロックからプログラマブルにクロックを生成 

ATAPI 

インタフェース

（ATAPI） 

• プライマリチャネルサポート 

• マスタスレーブ機能 

• 転送モード： 

PIOモード 0～4、マルチワード DMAモード 0～2、ウルトラ DMAモード 0～4（最大 66Mbps） 

• 32バイトダブルバッファサポートによる高速転送 

• ディスクリプタモードをサポート 

• 専用 DMAC 1チャネル内蔵 

• I/O：3.3V対応 

【注】 ATAPIコントローラの入出力端子には、プライマリ入出力グループとセカンダリ入出力グループ

（ミラー端子）の 2つの端子グループがあります。どちらの端子グループも常に同じ入出力動作

をします。ただし、2つの端子を混在して使用することは不可です。 

シリアルサウンド 

インタフェース

（SSI） 

• 6チャネルの双方向シリアル転送 

• 多様なシリアルオーディオフォーマットをサポート 

• マスタ／スレーブ機能をサポート 

• プログラマブルワードクロック、ビットクロック生成機能 

• マルチチャネルフォーマット機能 

• 8/16/18/20/22/24/32ビットデータフォーマットをサポート 

• SSIネットワーク機能 

任意のオーディオクロックのチャネルを接続可能です。例えば、以下のような接続が可能です。 

－ 例 1 すべてのオーディオクロックを接続。 

－ 例 2 チャネル 0-2のオーディオクロックを接続。 

－ 例 3 チャネル 0-1、チャネル 2-3、チャネル 4-5のオーディオクロックそれぞれ接続。 

－ 例 4 すべてのチャネルのオーディオクロックを独立に使用。 

同様に、任意のチャネルの SSISCK端子／SSIWS端子をセットにして接続が可能です。この設定は、

オーディオクロックの接続とは独立に指定が可能です。 

• SSI-DMAC 

SSI専用 DMACを搭載しており、6チャネルの SSIと外部メモリあるいは内蔵メモリ間のデータ転送

を行います。 

－ チャネル数：送信 6チャネル、受信 6チャネル 

－ 転送データサイズ：8バイト、16バイト、32バイト 

－ 最大転送バイト数：4294967296回 

－ バスモード：サイクルスチールモード 

－ 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 
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SH7764グループ 

項目 特   長 

イーサネット 

コントローラ 

(EtherC) 

• イーサネットのMAC（Media Access Control）機能 

データフレームの組み立て／分解（IEEE802.3準拠フレーム形式） 

CSMA/CD方式のリンク管理（データの衝突回避、衝突発生検出時の処理） 

CRC計算 

FIFO内蔵（送受信それぞれ 2Kバイト） 

全二重／半二重送受信 

ショートパケット、ロングパケット検出 

• MII（Media Independent Interface）標準規格に対応 

ステーション管理（STA機能） 

転送レート 10/100Mbps 

• マジックパケット検出機能（WOL：Wake on LAN出力）有り 

イーサネット 

コントローラ用

DMAC (E-DMAC) 

• ディスクリプタ管理方式のデータ転送により、CPUの負荷軽減 

• Ether受信 FIFO（2Kバイト）から受信バッファへの転送：1チャネル 

• 送信バッファから EtherC送信 FIFO（2Kバイト）への転送：1チャネル 

• 32バイトバースト転送によりバスを効率よく使用 

• シングルフレーム・マルチバッファ対応可能 

USBホスト／ 

ファンクション 

インタフェース

（USB） 

• USBバージョン 2.0準拠 

• 480Mbpsおよび 12Mbpsの転送速度をサポート 

• ホスト、ファンクションとして使用可能（ソフトウェアで設定可能） 

• PHYを内蔵 

• ハブを 1段経由し、複数のペリフェラル機器と接続可能 

• 通信バッファとして 5Kバイトの RAMを内蔵 

LCDコントローラ

（LCDC） 

• 16x1～1024x1024ドットの表示サイズをサポート 

• 4、8、15、16bpp カラーモードをサポート 

• 1、2、4、6bpp グレイスケールモードをサポート 

• TFT/DSTN/STN ディスプレイをサポート 

• 信号極性を設定可能 

• 24 ビットカラーパレットメモリ（24 ビット中 R:5/G:6/B:5 として 16 ビットが有効） 

• ユニファイドグラフィックメモリアーキテクチャ 
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SH7764グループ

項目 特   長 

2Dグラフィックス 

エンジン 

（2D Engine：G2D） 

【図形描画機能】 

• 4頂点描画 

• 多角形描画 

• 線描画 

• 高機能太線描画 

• アンチエイリアス処理 

• ラスタオペレーション／αブレンド付ビット BLT 

【座標変換機能】 

• 4×4マトリックス演算＋透視法のW除算を実行 

【色表現】 

• ソース：1、8、16ビット／画素、描画：8、16ビット／画素 

• ワーク：2値 

【スクリーン座標】 

• X方向：0～4095、Y方向：0～4095 

【レジスタ設定】 

• カレントポインタ設定 

• ローカルオフセット設定 

• 特定のアドレスマップドレジスタ設定 

【シーケンス制御】 

• Vsync待ち 

• ジャンプ 

• サブルーチン（ネスティングレベル：1） 

表示コントローラ 2 

（VDC2） 

【グラフィック処理機能】 

• プレーン構成：グラフィック表示プレーン 4プレーン構成 

• グラフィックスのαブレンド、クロマキー機能（入力データは RGB16形式に対応） 

【出力機能】 

• デジタル RGB出力（各 6ビット） 

• VESA規格対応のパネル出力（RGB6:6:6、HD、VD、DE） 

• BTA T-1004ディジタル（8:4:4並列）IF出力 

• 外部同期モードサポート 

NAND 

フラッシュメモリ 

コントローラ 

（FLCTL） 

• NAND型フラッシュメモリとの直結が可能 

• セクタ（512＋16バイト）単位のリードライト、ECC処理を実施 

• バイト単位のリードライト 

• 256バイトの FIFOを内蔵 

• 多値（MLC）フラッシュメモリには未対応 
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SH7764グループ 

項目 特   長 

サンプリングレート 

コンバータ（SRC） 

• データ形式：ステレオ 32ビット（L/R各 16ビット）、モノラル 16ビット 

• 入力サンプリングレート：8/11.025/12/16/22.05/24/32/44.1/48kHz 

• 出力サンプリングレート：44.1/48kHz 

I/Oポート 

(GPIO) 

• 77本の汎用入出力ポート 

• 入出力ポートはビットごとに入出力切替可能 

• ポートは、割り込みの端子、内蔵機能などとマルチプレックス 

低消費電力モード • 本 LSIの消費電力をさげるために 3種類の低消費電力モードをサポート 

－ スリープモード：CPUへのクロック供給を停止 

－ リフレッシュスタンバイモード：CPUおよび内蔵周辺モジュールは動作を停止します。CPGは動

作を続け、SDRAMのリフレッシュ動作は継続可能です。 

－ モジュールスタンバイ機能：内蔵周辺モジュールへのクロック供給を停止 

デバッグ 

インタフェース 

• H-UDI (User Debugging Interface) 

• AUD (Advanced User Debugger) 

SDホストインタフ

ェース（SDHI） 

（SDHIの搭載、非

搭載は製品によって

異なります。詳細は

付録の型名一覧を参

照してください。） 

• SDメモリ／IOカードインタフェース（1ビット／4ビット SDバス） 

• エラーチェック機能：CRC7（コマンド）、CRC16（データ） 

• 割り込み要求：カードアクセス割り込み、SDIOアクセス割り込み、カード検出割り込み 

• DMAC転送要求：SD_BUFライト、SD_BUFリード 

• カード検出機能、ライトプロテクトサポート 

電源電圧 • VDD、VDD-PLL：1.25±0.1V 

• VDDQ：3.3±0.3V 

パッケージ BGA-404ピン（19mm×19mm） 

プロセス • 90nm CMOSプロセス 
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SH7764グループ

1.2 ブロック図 
図 1.1に SH7764のブロック図を示します。 
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【記号説明】 
ATAPI ：ATAPIコントローラ
CPG ：クロック発振器
CPU ：中央演算処理装置
DMAC ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
E-DMAC ：イーサネットコントローラ用ダイレクト
　　　　 アクセスコントローラ
EtherC ：イーサネットコントローラ
FLCTL ：NANDフラッシュメモリコントローラ
FPU ：浮動小数点ユニット
GPIO ：汎用I/O
G2D ：2Dグラフィックスエンジン
HPB ：周辺バスブリッジ
H-UDI ：ユーザデバッグインタフェース
IIC ：I2Cバスインタフェース 
INTC ：割り込みコントローラ
LCDC ：LCDコントローラ

ILRAM ：ILメモリ
MCU ：メモリコントローラユニット
MMU ：メモリマネジメントユニット
SCIF ：FIFO 内蔵シリアルコミュニケーション
　　　 インタフェース
SHwpPR ：SuperHywayバスパケットルータ
SRC ：サンプリングレートコンバータ
SSI ：シリアルサウンドインタフェース
SSI-DMAC：シリアルサウンドインタフェース用DMAC
TMU ：タイマユニット
UBC ：ユーザブレイクコントローラ
USB ：USBホスト／ファンクションインタフェース
VDC2 ：表示コントローラ2
WDT ：ウォッチドッグタイマ
SDHI ：SDホストインタフェース
ini ：バスへリクエストを出すポート
tgt ：バスからリクエストを受けるポート
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図 1.1 ブロック図 
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1.3 ピン配置 

図 1.2にピン配置図を示します。 
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1.4 端子機能 
各端子の機能を表 1.2に示します。 

 

表 1.2 端子機能 

分類 端子名 入出力 機   能 

VDD 入力 内部電源用 

電源 

内部コア電源用の電源端子です。すべての VDD端子を

システムの電源に接続してください。開放すると動作し

ません。 

VSS 入力 内部電源／ 

入出力回路用 

グランド 

内部コア電源／入出力回路用のグランド端子です。すべ

ての VSS端子をシステム電源（0V）に接続してくださ

い。開放すると動作しません。 

VDDQ 入力 入出力回路用電

源 

入出力端子用（IO）の電源端子です。すべての VDDQ

端子をシステムの電源に接続してください。開放端子が

あると動作しません。 

VDD_PLL1 入力 PLL1用電源 内蔵 PLL1発振器用の電源端子です。開放すると動作し

ません。 

VSS_PLL1 入力 PLL1用 

グランド 

内蔵 PLL1発振器用のグランド端子です。開放すると動

作しません。 

VDD_PLL2 入力 PLL2用電源 内蔵 PLL2発振器用の電源端子です。開放すると動作し

ません。 

電源 

VSS_PLL2 入力 PLL2用 

グランド 

内蔵 PLL2発振器用のグランド端子です。開放すると動

作しません。 

EXTAL 入力 水晶発振子／ 

外部クロック 

水晶発振子を接続します。また、EXTAL端子は外部ク

ロックを入力することもできます。 

XTAL 出力 水晶発振子 水晶発振子を接続します。 

クロック 

CLKOUT 出力 システム 

クロック出力 

外部デバイスにシステムクロックを供給します。 

MODE2 

MODE1 

MODE0 

入力 クロック動作 

モード設定 

クロック動作モードを設定します。これらの端子は動作

中に変化させないでください。 

MODE4 

MODE3 

入力 バスモード 

設定 

バス動作モードを設定します。これらの端子は動作中に

変化させないでください。 

MODE5 入力 エンディアン 

設定 

CPUのエンディアンの選択をします。これらの端子は

動作中に変化させないでください。 

MODE7 入力 XIN/XOUT 

端子機能設定 

USB用外部クロック、水晶発振子の使用を指定します。 

動作モード 

コントロール 

MODE8 入力 EXTAL/XTAL端

子機能設定 

外部クロック、水晶発振子の使用を指定します。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

PRESET 入力 パワーオン 

リセット 

この端子がローレベルになると、パワーオンリセット状

態になります。 

WDTOVF 出力 ウオッチ 

ドッグタイマオ

ーバフロー 

WDTからのオーバフロー出力信号です。 

BREQ 入力 バス権要求 外部デバイスがバス権の開放要求するときにローレベ

ルにします。 

システム制御 

BACK 出力 バス権要求 

アクノリッジ 

バス権を外部デバイスに開放したことを示します。

BREQ信号を出力したデバイスは、BACK信号を受け

て、バス権を獲得したことを知ることが出来ます。 

NMI 入力 ノンマスカブル

割り込み 

ノンマスカブル割り込み要求端子です。使用しない場合

はハイレベルに固定してください。 

IRQ1、IRQ0 入力 割り込み要求 

1、0 

マスク可能な割り込み要求端子です。 

レベル入力、エッジ入力の選択が可能です。エッジ入力

の場合、立ち上がり、立ち下がり、両エッジの選択が可

能です。 

PINT15～

PINT0 

入力 ポート 

割り込み 

ポートからの割り込み要求端子です。 

PA7～PA0および PB7～PB0を使用して割り込みを発

生させます。ローレベル入力です。 

割り込み 

IRQOUT 出力 割り込み検出 割込み要求を検出し、受け付けた事を示すステータス信

号です。 

アドレスバス A25～A0 出力 アドレスバス アドレスを出力します。 

データバス D63～D0 入出力 データバス 双方向のデータバスです。 

動作ステータス STATUS1、 

STATUS0 

出力 内部動作 

状態表示 

STATUS[1:0]で下記の状態を示します。 

00：通常状態 

01：スタンバイ状態 

10：スリープ状態 

11：リセット状態 

CS3～CS0 出力 チップ 

セレクト 3～0 

外部メモリまたはデバイスのためのチップセレクト信

号です。 

BS 出力 バスサイクルス

タート 

バスサイクルの開始を示す信号です。複数のバスサイク

ルで構成されるバストランザクションの最初のバスサ

イクル時にアサートされます。 

RD 出力 読み出し 外部のデバイスから読み出すことを示します。 

R/W 出力 リード／ライト

記号 

外部のデバイスに対する読み出し、書込み状態を示しま

す。読み出し時ハイレベル、書き込み時ローレベルを出

力します。 

バス制御 

RDY 入力 ウェイト 外部空間をアクセスするときのバスサイクルにウェイ

トサイクルを挿入させる入力です。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

WE0 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 7～0に書

き込みすることを示します（8/16/32ビットバスアクセ

ス時）。DQM64LLとピンを兼用しています。 

WE1 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 15～8に

書き込みすることを示します（16/32ビットバスアクセ

ス時）。DQM64LUとピンを兼用しています。 

WE2 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 23～16に

書き込みすることを示します（32ビットバスアクセス

時）。DQM64ULとピンを兼用しています。 

バス制御 

WE3 出力 バイト指定 外部メモリまたはデバイスのデータのビット 31～24に

書き込みすることを示します（32ビットバスアクセス

時）。 

DQM64UUとピンを兼用しています。 

RAS 出力 RAS SDRAM接続時に RAS端子に接続します。 

CAS 出力 CAS SDRAM接続時に CAS端子に接続します。 

CKE 出力 CKイネーブル SDRAM接続時に CKE端子に接続します。 

DQMUU 出力 バイト選択 0 SDRAM接続時にデータバスのビット 31～24を選択し

ます。 

DQMUL 出力 バイト選択 1 SDRAM接続時にデータバスのビット 23～16を選択し

ます。 

DQMLU 出力 バイト選択 2 SDRAM接続時にデータバスのビット15～8を選択しま

す。 

DQMLL 出力 バイト選択 3 SDRAM接続時にデータバスのビット 7～0を選択しま

す。 

DQM64UU 出力 64ビット 

バイト選択 0 

SDRAM接続時にデータバスのビット 63～56を選択し

ます。WE3とピンを兼用しています。 

DQM64UL 出力 64ビット 

バイト選択 1 

SDRAM接続時にデータバスのビット 55～48を選択し

ます。WE2とピンを兼用しています。 

DQM64LU 出力 64ビット 

バイト選択 2 

SDRAM接続時にデータバスのビット 47～40を選択し

ます。WE1とピンを兼用しています。 

バス制御 DRAM 

インタフェース 

DQM64LL 出力 64ビット 

バイト選択 3 

SDRAM接続時にデータバスのビット 39～32を選択し

ます。WE0とピンを兼用しています。 

DR5～DR0 出力 デジタルレッド

データ出力 

ビデオデータの出力端子です。 

DG5～DG0 出力 デジタルグリー

ンデータ出力 

ビデオデータの出力端子です。 

DB5～DB0 出力 デジタルブルー

データ出力 

ビデオデータの出力端子です。 

VSYNC 出力 垂直同期信号 垂直同期信号です。 

表示 

コントローラ 2

（VDC2） 

HSYNC 出力 水平同期信号 水平同期信号です。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

DE_V 出力 垂直データ 

イネーブル信号

垂直データイネーブル信号です。 表示 

コントローラ 2

（VDC2） DE_H／DE_C 出力 水平データ 

イネーブル信号

／表示イネーブ

ル信号 

水平データイネーブル信号／表示イネーブル信号です。 

 COM／CDE 出力 ゲート制御信号

／クロマデータ

イネーブル信号

ゲート制御信号／表示イネーブル（レジスタに設定した

クロマキー対象色と一致したときにアサート）です。 

 BT_DATA7～

BT_DATA0 

入出力 BTA-T1004 

表示データ 

BTA-T1004 表示データの出力端子です。 

 BT_HSYNC 出力 BTA-T1004水平

同期 

BTA-T1004 用水平同期信号です。 

 BT_VSYNC 出力 BTA-T1004 

垂直同期 

BTA-T1004用垂直同期信号です。 

 BT_DE_C 出力 BTA-T1004  

表示イネーブル

BTA-T1004表示イネーブル信号です。 

 EX_HSYNC 入力 HSYNC入力 外部同期モード時、HSYNC信号を入力します。 

 EX_VSYNC 入力 VSYNC入力 外部同期モード時、VSYNC信号を入力します。 

 DCLKIN 入力 パネルソース 

クロック入力 

表示用のソースクロックを入力します。表示パネルサイ

ズに合わせた周波数を入力します。 

 DCLKOUT 出力 パネルクロック

出力 

パネルクロックの出力端子です。 

DREQ0、 

DREQ1 

入力 DMA転送要求 外部からの DMA転送要求の入力端子です。 

DACK0、 

DACK1 

出力 DMA転送要求 

アクノリッジ 

外部からの DMA転送要求に対する、DMAアクノリッ

ジ出力端子です。 

ダイレクト 

メモリアクセス 

コントローラ 

（DMAC） 

DTEND0、 

DTEND1 

出力 DMA転送終了 

出力 

DMA転送終了出力信号です。 

CRS 入力 キャリア 

センス 

キャリアセンス信号の入力端子です。 

COL 入力 コリジョン 信号の衝突検出信号の入力端子です。 

MII_TXD3～

MII_TXD0 

出力 送信データ 4ビットの送信データ端子です。 

PHYのデータ送信端子に接続します。 

TX_EN 出力 送信 

イネーブル 

MII_TXD端子上に送信データが準備できたことを示し

ます。 

TX_CLK 入力 送信クロック TX_EN、TX_ER、MII_TXDのクロック信号です。 

TX_ER 出力 送信エラー 送信中のエラーを PHY-LSIに通知する為の信号です。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC） 

MII_RXD3～

MII_RXD0 

入力 受信データ 4ビットの受信データ端子です。 

PHYのデータ受信端子に接続します。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

RX_DV 入力 受信データ 

バリッド 

MII_RXD端子上に受信データが準備できたことを示し

ます。 

RX_CLK 入力 受信クロック RX_DV、RX_ER、MII_RXDのクロック信号です。 

RX_ER 入力 受信エラー 受信中に発生したエラーを通知する端子です。 

MDC 出力 管理用 

クロック 

MDIOによる転送情報のクロック信号です。 

MDIO 入出力 管理用データ 管理情報を交換する為の双方向のデータ端子です。 

WOL 出力 MAGIC 

パケット受信 

Magicパケットを受信する為の端子です。 

LNKSTA 入力 リンク 

ステータス 

PHY-LSIからのリンク状態を入力する端子です。 

イーサネット 

コントローラ 

（EtherC） 

EXOUT 出力 汎用出力 外部出力用端子です。 

IDED15～ 

IDED0 

IDED15_M～ 

IDED0_M 

入出力 IDE 

データバス 

双方向データバス 

IDED15_M～IDED0_Mは、ミラー端子です。 

ATAPI 

インタフェース 

（ATAPI） 

IDEA2～IDEA0

IDEA2_M～ 

IDEA0_M 

出力 IDE 

アドレスバス 

IDEのアドレス出力端子です。 

IDEA2_M～IDEA0_Mは、ミラー端子です。 

IODACK 

IODACK_M 

出力 IDEDMA 

アクノリッジ 

プライマリチャネル DMAアクノリッジ信号（アクティ

ブロー）IODACK_Mは、ミラー端子です。 

IODREQ 

IODREQ_M 

入力 IDEDMA 

リクエスト 

プライマリチャネル DMA要求信号（アクティブハイ） 

IODREQ_Mはミラー端子です。 

IDECS1、 

IDECS0 

IDECS1_M 

IDECS0_M 

出力 IDEチップ 

セレクト 

プライマリチャネルチップセレクト（アクティブロー） 

IDECS1_M、IDECS0_Mは、ミラー端子です。 

IDEIOWR 

IDEIOWR_M 

出力 IDEライト 

信号 

プライマリチャネル書き込み信号（アクティブロー） 

IDEIOWR_Mは、ミラー端子です。 

IDEIORD 

IDEIORD_M 

出力 IDEリード 

信号 

プライマリチャネルリード信号（アクティブロー） 

IDEIORD_Mはミラー端子です。 

IDEIORDY 

IDEIORDY_M 

入力 IDE 

レディ信号 

プライマリチャネルレディ信号（アクティブハイ） 

IDEIORDY_Mはミラー端子です。 

IDEINT 

IDEINT_M 

入力 IDE  

割り込み信号 

プライマリチャネル割り込み要求信号 

（アクティブハイ） 

IDEINT_Mはミラー端子です。 

IDERST 

IDERST_M 

出力 IDEリセット 

信号 

プライマリチャネル ATAPIデバイスリセット（アクテ

ィブロー）IDERST_Mはミラー端子です。 

 

DIRECTION 

DIRECTION_

M 

出力 ディレクション

信号 

外部レベルシフタディレクション信号（デバイスのライ

ト時に 0）DIRECTION_Mは、ミラー端子です。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

SCK0、SCK1、

SCK2 

入出力 シリアルクロ

ック 

シリアルクロック入出力端子です。 

TXD0、TXD1、

TXD2 

出力 送信データ シリアルデータ出力端子です。 

RXD0、RXD1、

RXD2 

入力 受信データ シリアルデータ入力端子です。 

CTS0、CTS1、

CTS2 

入出力 モデム制御 

送信可信号 

モデムを制御する、送信データを停止／再開する信号で

す。 

FIFO内蔵 

シリアル 

コミュニケーシ

ョンインタフェ

ース（SCIF） 

RTS0、RTS1、

RTS2 

入出力 モデム制御 

送信要求信号

モデムを制御する、受信データを停止／再開する信号で

す。 

SCL 入出力 シリアル 

クロック 

シリアルクロック入出力端子です。 I2Cバス 

インタフェース 

（IIC） SDA 入出力 シリアル 

データ 

シリアルデータ入出力端子です。 

XIN 入力 USB用 

水晶発振子／

外部クロック

USB動作用の水晶発振子または外部クロックを接続しま

す。 

XOUT 出力 USB用 

水晶発振子 

USB動作用の水晶発振子を接続します。 

DP 入出力 D＋信号 USB D＋信号 

DM 入出力 D－信号 USB D－信号 

VBUS 入力 Vbus信号 USB Vbus信号 

REFRIN 入力 リファレンス

入力 

5.6kΩ（±1％）の抵抗を介して VSSQA_USBに接続 

VDD_USB デジタル 

電源 

USB PHY 

デジタル部 

電源 

USB PHYのデジタル部用電源です。 

1.25V（Typ）を入力します。 

USBホスト／ 

ファンクション

コントローラ 

(USB) 

VSS_USB デジタル 

グランド 

USB PHY 

デジタル部 

グランド 

USB PHYのデジタル部用グランドです。 

0Vを入力します。 

VDDQ_USB デジタル 

電源 

USB PHY 

デジタル部 

電源 

USB PHYのデジタル部用電源です。 

3.3V（Typ）を入力します。 

 

VSSQ_USB デジタル 

グランド 

USB PHY 

デジタル部 

グランド 

USB PHYのデジタル部用グランドです。 

0Vを入力します。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

VDDA_USB アナログ 

電源 

USB PHY 

アナログ部 

電源 

USB PHYのアナログ部用電源です。 

1.25V（Typ）を入力します。 

VSSA_USB アナログ 

グランド 

USB PHY 

アナログ部 

グランド 

USB PHYのアナログ部用グランドです。 

0Vを入力します。 

VDDQA_USB アナログ 

電源 

USB PHY 

アナログ部 

電源 

USB PHYのアナログ部用電源です。 

3.3V（Typ）を入力します。 

VSSQA_USB アナログ 

グランド 

USB PHY 

アナログ部 

グランド 

USB PHYのアナログ部用グランドです。 

0Vを入力します。 

UV12 デジタル 

電源 

USB PHY 

デジタル部 

電源 

USB PHYのデジタル部用電源です。 

1.25V（Typ）を入力します。 

USBホスト／ 

ファンクション

コントローラ 

(USB) 

UG12 デジタル 

グランド 

USB PHY 

デジタル部 

グランド 

USB PHYのデジタル部用グランドです。 

0Vを入力します。 

32ビット 

タイマ（TMU） 

TCLK 入力 タイマ 

クロック 

タイマの外部クロック入力です。 

チャネル 2のインプットキャプチャ信号としても使用でき

ます。 

SSIDATA0、

SSIDATA1、

SSIDATA2、

SSIDATA3、

SSIDATA4、

SSIDATA5 

入出力 SSIデータ 

入出力 

シリアルデータ入出力端子です。 

SSISCK0、

SSISCK1、

SSISCK2、

SSISCK3、

SSISCK4、

SSISCK5、 

入出力 SSIクロック

入出力 

シリアルクロック入出力端子です。 

シリアル 

サウンド 

インタフェース

（SSI） 

SSIWS0、

SSIWS1、

SSIWS2、

SSIWS3、

SSIWS4、

SSIWS5 

入出力 SSIクロック

LR入出力 

ワード選択入出力端子です。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

シリアル 

サウンド 

インタフェース

（SSI） 

AUDIO_CLK0、

AUDIO_CLK1、

AUDIO_CLK2、

AUDIO_CLK3、

AUDIO_CLK4、

AUDIO_CLK5 

入力 SSI 

オーディオ用

外部クロック

オーディオ用外部クロックを入力します。このクロックを

分周器に入力して使用します。 

LCD_DATA15

～LCD_DATA0

出力 LCDデータ LCDパネル用データ出力端子です。 

LCD_DON 出力 表示開始 

信号 

表示開始信号（DON）端子です。 

LCD_CL1 出力 シフトクロッ

ク 1 

LCDシフトクロック 1／水平同期信号端子です。 

LCD_CL2 出力 シフトクロッ

ク 2 

LCDシフトクロック 2／ドットクロック端子です。 

LCD_CLK 入力 クロックソー

ス 

LCDクロックソース入力端子です。外部クロックを入力し

てください。水晶発振子を接続することはできません。 

LCD_FLM 出力 ラインマーカ ファーストラインマーカ／垂直同期信号端子です。 

LCD_VCPWC 出力 電源制御

（VCC） 

LCD液晶モジュール電源制御（VCC）端子です。 

LCD_VEPWC 出力 電源制御

（VEE） 

LCD液晶モジュール電源制御（VEE）端子です。 

LCD 

コントローラ

（LCDC） 

LCD_M_DISP 出力 液晶交流化 液晶交流化信号／DISP信号端子です。 

FCE 出力 チップ 

イネーブル 

チップイネーブル端子です。 

FD7～FD0 入出力 データ入出力 コマンド、アドレス、データの入出力端子です。 

FCLE 出力 コマンドラッ

チイネーブル

コマンドラッチイネーブル（CLE） 

コマンド出力時にアサートします。 

FALE 出力 アドレスラッ

チイネーブル

アドレスラッチイネーブル（ALE） 

アドレス出力時にアサートします。 

データ入出力時にネゲートします。 

FRE 出力 リード 

イネーブル 

リードイネーブル（RE） 

REの立下りエッジでデータリードします。 

FWE 出力 ライト 

イネーブル 

ライトイネーブル 

WEの立ち上がりエッジでフラッシュメモリがコマンド、

アドレスおよびデータをラッチします。 

NAND 

フラッシュ 

メモリ 

コントローラ

（FLCTL） 

FR/B 入力 レディ／ 

ビジー 

レディ／ビジー 

ハイレベルでレディ状態を、ローレベルでビジー状態を示

します。 
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分類 端子名 入出力 機   能 

PA7～PA0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PB7～PB0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PC7～PC0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PD7～PD0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PE7～PE0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PF7～PF0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PG7～PG0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PH7～PH0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

PI4～PI0 入出力 汎用ポート 5ビットの汎用入出力ポートです。 

I/Oポート 

(GPIO) 

PJ7～PJ0 入出力 汎用ポート 8ビットの汎用入出力ポートです。 

TCK 入力 テスト 

クロック 

テストクロック入力端子です。 

TMS 入力 テストモード

セレクト 

テストモードセレクト信号入力端子です。 

TRST 入力 テスト 

リセット 

初期化信号入力端子です。 

TDI 入力 テストデータ

入力 

インストラクションとデータのシリアル入力端子です。 

ユーザデバッグ 

インタフェース 

（H-UDI） 

TDO 出力 テストデータ

出力 

インストラクションとデータのシリアル出力端子です。 

AUDATA3～

AUDATA0、 

AUDCK、 

AUDSYNC 

出力 エミュレータ

用端子 

エミュレータ専用の端子 

ASEBRK 

/BRKACK 

入出力 エミュレータ

用端子 

エミュレータ専用の端子 

アドバンスド 

ユーザ 

デバッガ（AUD） 

MPMD 入力 チップモード

指定端子 

エミュレーションサポートモードとして動作させる

（MPMD＝ローレベル）か、本体チップモードとして動作

させる（MPMD＝ハイレベル）かを指定します。 
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1.5 アドレスマップ 
図 1.3に本 LSIの内部のアドレスマップを示します。 

H'0000 0000

H'2000 0000

H'4000 0000

H'8000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF

H'E000 0000

H'E400 0000
H'E520 0000
H'E520 4000

H'F000 0000
H'F100 0000
H'F200 0000
H'F300 0000
H'F400 0000
H'F500 0000
H'F600 0000
H'F700 0000

H'F800 0000

H'FFFF FFFF

エリア0 SRAM 　　64MB
エリア1 SDRAM 　　64MB
エリア2 SDRAM 　　64MB
エリア3 SRAM 　　64MB
エリア4  リザーブ  64MB
エリア5 リザーブ 　　64MB
エリア6 リザーブ 　　64MB
エリア7 内蔵I/O空間 64MB

リザーブ

リザーブ

リザーブ

リザーブ

内蔵I/O

512MB

512MB

1GB

1GB

512MB

512MB

64MB

64MB

ストアキュー

UTLBD 16MB

リザーブ 16MB
ILRAM 16KB

ICA 16MB
ICD 16MB
ITLBA 16MB
ITLBD 16MB
OCA 16MB
OCD 16MB
UTLBA 16MB

Control Register

128MB

160MB

リザーブ

29ビット物理アドレス空間

TLB変換

 

図 1.3 物理アドレス空間（1） 
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SCIF0 64KB

SCIF1 64KB

SCIF2 64KB

IIC 64KB

FLCTL 64KB
G2D 64KB
VDC2（POUT） 64KB

ATAPI 64KB
GPIO 64KB

H'FFE0 0000
H'FFE1 0000
H'FFE2 0000
H'FFE3 0000
H'FFE4 0000
H'FFE5 0000
H'FFE6 0000
H'FFE7 0000
H'FFE8 0000
H'FFE9 0000
H'FFEA 0000
H'FFEB 0000
H'FFEC 0000
H'FFED 0000
H'FFEE 0000

H'FFEF 0000

768KB

INTC 512KB

 512KB

CPG/WDT 512KB

TMU 512KB

SCIF他 512KB
FLCTL他 512KB

ATAPI他

H'FFC0 0000

H'FFC8 0000

H'FFD0 0000

H'FFD8 0000
H'FFE0 0000
H'FFE8 0000
H'FFF0 0000

USB 1MB

CPU

4MB

2MB

2MB

DMAC

2MB

Ether

2MB

リザーブ

SSI

3MB
リザーブ

3MB

リザーブ
リザーブ

1MB

H'FE40 0000

H'FE50 0000

H'FE60 0000

H'FE80 0000

H'FEB0 0000

H'FEE0 0000

H'FF00 0000

H'FF40 0000

H'FF60 0000

Target Register

リザーブ

リザーブ

デバッグ

64MB

16MB

16MB

MCU 4MB
HPB 4MB

H'F800 0000

H'FC00 0000

H'FD00 0000

H'FE40 0000

H'FF80 0000

H'FFC0 0000 リザーブ
256KB

H'FFF4 0000

LCDC 64KB

リザーブ 64KB

リザーブ 64KB
リザーブ 64KB

リザーブ 64KB

VDC2（GRA1） 64KB
VDC2（GRA2） 64KB
VDC2（GRA3） 64KB
VDC2（GRA4） 64KB

リザーブ 64KB

SRC 64KB

H'FFF0 0000
H'FFF1 0000
H'FFF2 0000
H'FFF3 0000

 

図 1.3 物理アドレス空間（2） 
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2. プログラミングモデル 

本章では、SH-4Aのプログラミングモデルについて記述します。SH-4Aでは以下に示すレジスタとデータ形式

を持っています。 

2.1 データフォーマット 

SH-4Aでサポートしているデータフォーマットを図 2.1に示します。 

バイト（8ビット）

ワード（16ビット）

ロングワード（32ビット）

単精度浮動小数点（32ビット）

倍精度浮動小数点（64ビット）

07

015

031

031 30 22

s e f

063 62 51

s e f

【記号説明】 s
e
f

：符号ビット
：指数フィールド
：小数フィールド

 

図 2.1 データフォーマット 
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2.2 レジスタの構成 

2.2.1 特権モードとバンク 

（1） 処理モード 

処理モードにはユーザモードと特権モードの 2つがあります。通常はユーザモードで動作し、例外が発生また

は割り込みを受け付けると特権モードになります。レジスタには、汎用レジスタ、システムレジスタ、コントロ

ールレジスタ、および浮動小数点レジスタがあり、アクセスできるレジスタはそれぞれの処理モードで異なりま

す。 
 

（2） 汎用レジスタ 

汎用レジスタには R0から R15までの 16本のレジスタがあります。汎用レジスタ R0から R7は、バンクレジス

タで、処理モードで切り替えることができます。 

• 特権モードの場合 

ステータスレジスタ（SR）のレジスタバンクビット（RB）により、汎用レジスタとしてアクセスできるレ

ジスタとできないレジスタが決められます。汎用レジスタとしてアクセスできないレジスタは、コントロー

ルレジスタのロード命令（LDC）とストア命令（STC）でアクセスします。 

RBビットが1のとき、つまりバンク1が選ばれているときは、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

RBビットが0のとき、つまりバンク0が選ばれているときは、バンク0の汎用レジスタR0_BANK0から

R7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタが汎用レジスタR0からR15としてアクセ

スすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1からR7_BANK1の8本のレジスタはLDC/STC命令でア

クセスできます。 

• ユーザモードの場合 

バンク0の汎用レジスタR0_BANK0からR7_BANK0とバンクに関係ないR8からR15との合計16本のレジスタ

が汎用レジスタR0からR15としてアクセスすることができ、バンク1の汎用レジスタR0_BANK1から

R7_BANK1の8本のレジスタはアクセスできません。 

 

（3） コントロールレジスタ 

コントロールレジスタには、処理モードで共通のグローバルベースレジスタ（GBR）とステータスレジスタ（SR）

があり、特権モードでのみアクセスできる退避ステータスレジスタ（SSR）、退避プログラムカウンタ（SPC）、

ベクタベースレジスタ（VBR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）、デバッグベースレジスタ（DBR）があり

ます。ステータスレジスタには、特権モードでのみアクセスできるビット（例えば RBビット）があります。 
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（4） システムレジスタ 

システムレジスタには、積和レジスタ（MACH/MACL）、プロシージャレジスタ（PR）、プログラムカウンタ

（PC）があり、処理モードに関係しません。 
 

（5） 浮動小数点レジスタと FPUに関するシステムレジスタ 

浮動小数点レジスタには、FR0～FR15、XF0～XF15の 32本のレジスタがあります。FR0～FR15、XF0～XF15

をおのおの FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1のいずれのバンクに割り付けるか選

択できます。 

また、FR0～FR15は、DR0/2/4/6/8/10/12/14（倍精度浮動小数点レジスタ、またはレジスタペア）の 8本、FV0/4/8/12

（レジスタベクタ）の 4本として使用でき、XF0～XF15は、XD0/2/4/6/8/10/12/14（レジスタペア）の 8本、XMTRX

（レジスタ行列）の 1本として使用できます。 

FPUに関するシステムレジスタには、浮動小数点コミュニケーションレジスタ（FPUL）と浮動小数点ステータ

ス／コントロールレジスタ（FPSCR）があり、FPU-CPU間の通信や例外処理の設定を行います。 
 

リセット後のレジスタの値を表 2.1に示します。 
 

表 2.1 レジスタの初期値 

区分 レジスタ 初期値* 

汎用レジスタ R0_BANK0～R7_BANK0、 

R0_BANK1～R7_BANK1、 

R8～R15 

不定 

SR MDビットは 1、RBビットは 1、BLビットは 1、

FDビットは 0、IMASKは B'1111、リザーブビッ

トは 0、その他は不定 

GBR、SSR、SPC、SGR、DBR 不定 

コントロールレジスタ 

VBR H'00000000 

MACH、MACL、PR 不定 システムレジスタ 

PC H'A0000000 

FR0～FR15、XF0～XF15、FPUL 不定 浮動小数点レジスタ 

FPSCR H'00040001 

【注】 * パワーオンリセットで初期化されます。 

 

処理モード別の CPUレジスタ構成を図 2.2に示します。 

ユーザモードと特権モードは、ステータスレジスタの処理モードビット（MD）で切り替えます。 
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31 0
R0_BANK0*1, *2

R1_BANK0*2

R2_BANK0*2

R3_BANK0*2

R4_BANK0*2

R5_BANK0*2

R6_BANK0*2

R7_BANK0*2

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

SR

GBR
MACH
MACL

PR

PC

（a）ユーザモードのレジスタ構成

31 0
R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9

R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（b）特権モードのレジスタ構成
（RB＝１）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

【注】　*1　R0レジスタは、インデックス付きレジスタ間接アドレッシングモードと、
　　　　　　インデックス付きGBR間接アドレッシングモードのインデックスレジスタ
　　　　　　として使われます。
　　　　*2　バンクレジスタ
　　　　*3　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが１のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが０のとき、LDC/STC命令でのみアクセスされます。
　　　　*4　バンクレジスタ
　　　　　　SRレジスタのRBビットが０のとき、汎用レジスタとしてアクセスされます。
　　　　　　RBビットが１のとき、LDC/STC 命令でのみアクセスされます。

31 0

R0_BANK1*1, *3

R1_BANK1*3

R2_BANK1*3

R3_BANK1*3

R4_BANK1*3

R5_BANK1*3

R6_BANK1*3

R7_BANK1*3

R8
R9
R10
R11
R12
R13
R14
R15

R0_BANK0*1, *4

R1_BANK0*4

R2_BANK0*4

R3_BANK0*4

R4_BANK0*4

R5_BANK0*4

R6_BANK0*4

R7_BANK0*4

（c）特権モードのレジスタ構成
（RB＝０）

GBR
MACH
MACL

VBR
PR

SR
SSR

PC
SPC

SGR

DBR

SGR

DBR

 

図 2.2 処理モード別の CPUレジスタ構成 
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2.2.2 汎用レジスタ 

図 2.3に処理モードと汎用レジスタの関係を示します。SH-4Aには 24本の 32ビット汎用レジスタ（R0_BANK0

～R7_BANK0、R0_BANK1～R7_BANK1、R8～R15）があります。ただし、これらのうち 16本のレジスタのみ 1

つの処理モードで汎用レジスタ R0～R15としてアクセスできます。SH-4Aには特権モードとユーザモードの 2つ

の処理モードがあります。R0～R7はその 2つのモードにより次のように割り当てられます。 

• R0_BANK0～R7_BANK0 

ユーザモード（SR.MD＝0）では、常にR0～R7に割り当てられます。 

特権モード（SR.MD＝1）では、（SR.RB＝0）の場合に限りR0～R7に割り当てられます。 

•  R0_BANK1～R7_BANK1 

ユーザモードでは、アクセスできません。 

特権モードでは、（SR.RB＝1）の場合に限り、R0～R7に割り当てられます。 

 

SR.MD=0　または
(SR.MD=1, SR.RB=0）

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK0

R1_BANK0

R2_BANK0

R3_BANK0

R4_BANK0

R5_BANK0

R6_BANK0

R7_BANK0

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0_BANK1

R1_BANK1

R2_BANK1

R3_BANK1

R4_BANK1

R5_BANK1

R6_BANK1

R7_BANK1

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

R8

R9

R10

R11

R12

R13

R14

R15

(SR.MD=1, SR.RB=1)

 

図 2.3 汎用レジスタ 
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【プログラミング上の注意】 

 ユーザモードの R0～R7は R0_BANK0～R7_BANK0に、例外・割り込み後の R0～R7は R0_BANK1～R7_BANK1に

割り当てられるので、割り込みハンドラはユーザモードの R0～R7（R0_BANK0～R7_BANK0）を退避または復帰する

必要はありません。 

 

2.2.3 浮動小数点レジスタ 

図 2.4に浮動小数点レジスタを示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、2つの

バンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、この 32

本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXとして

参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。図 2.4を参照してくだ

さい。 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0、FPR l_BANK0、FPR2_BANK0、FPR3_BANK0、 

FPR4_BANK0、FPR5_BANK0、FPR6_BANK0、FPR7_BANK0、 

FPR8_BANK0、FPR9_BANK0、FPR10_BANK0、FPR11_BANK0、 

FPR12_BANK0、FPR13_BANK0、FPR14_BANK0、FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1、FPR1_BANK1、FPR2_BANK1、FPR3_BANK1、 

FPR4_BANK1、FPR5_BANK1、FPR6_BANK1、FPR7_BANK1、 

FPR8_BANK1、FPR9_BANK1、FPR10_BANK1、FPR11_BANK1、 

FPR12_BANK1、FPR13_BANK1、FPR14_BANK1、FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
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（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 

XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 
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FPR0_BANK0

FPR1_BANK0

FPR2_BANK0

FPR3_BANK0

FPR4_BANK0

FPR5_BANK0

FPR6_BANK0

FPR7_BANK0

FPR8_BANK0

FPR9_BANK0

FPR10_BANK0

FPR11_BANK0

FPR12_BANK0

FPR13_BANK0

FPR14_BANK0

FPR15_BANK0

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0_BANK1

FPR1_BANK1

FPR2_BANK1

FPR3_BANK1

FPR4_BANK1

FPR5_BANK1

FPR6_BANK1

FPR7_BANK1

FPR8_BANK1

FPR9_BANK1

FPR10_BANK1

FPR11_BANK1

FPR12_BANK1

FPR13_BANK1

FPR14_BANK1

FPR15_BANK1

XF0

XF1

XF2 

XF3

XF4

XF5

XF6

XF7 

XF8 

XF9 

XF10 

XF11

XF12

XF13

XF14

XF15

FR0

FR1

FR2 

FR3

FR4

FR5

FR6

FR7 

FR8 

FR9 

FR10 

FR11

FR12

FR13

FR14

FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR=0 FPSCR.FR=1

 

図 2.4 浮動小数点レジスタ 
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2.2.4 コントロールレジスタ 

（1） ステータスレジスタ（SR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― MD RB BL ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

FD ― ― ― ― ― M Q IMASK ― ― S T

初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0初期値：
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

30 MD 1 R/W 処理モード 

処理モードを選択します。 

0：ユーザモード 

（命令の中には実行できない命令があります。また、リソースの中に

はアクセスできないリソースがあります。） 

1：特権モード 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

29 RB 1 R/W 特権モードでの汎用レジスタバンク指定ビット 

0：R0_BANK0～R7_BANK0は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK1～R7_BANK1は LDC/STC命令でアクセスできます。 

1：R0_BANK1～R7_BANK1は汎用レジスタ R0～R7としてアクセスで

き、R0_BANK0～R7_BANK0は LDC/STC命令でアクセスできます。 

例外または割り込みにより 1にセットされます。 

28 BL 1 R/W 例外／割り込みブロックビット 

このビットが 1のとき、割り込み要求はマスクされ、ユーザブレーク以外

の一般例外が発生すると、プロセッサはリセット状態に遷移します。 

一般例外または割り込みにより 1にセットされます。 

27～16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

15 FD 0 R/W FPUディスエーブルビット 

このビットが 1のとき、FPU命令は一般 FPU抑止例外を発生させ、FPU

命令が遅延スロットにある場合、スロット FPU抑止例外が発生します（FPU

命令：H'F***命令、FPUL/FPSCRに対する LDS(.L)/STS(.L)命令）。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 M 0 R/W Mビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

8 Q 0 R/W Qビット 

DIV0S、DIV0U、DIV1命令で使用します。 

7～4 IMASK すべて 1 R/W 割り込みマスクレベル 

IMASK以下のレベルの割り込みはマスクされます。また、割り込みが発生

した場合に、IMASKが割り込み受け付けレベルに変化する動作と変化しな

い動作を、CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）を用いて切り替えること

ができます。CPUOPMの動作は、「付録 A. CPU動作モードレジスタ

（CPUOPM）」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 S 0 R/W Sビット 

MAC命令の飽和動作を指定します。 

0 T 0 R/W Tビット 

真／偽条件、キャリ、ボロー、オーバフローまたはアンダフローなどを表

します。 

詳細は、「第 3章 命令セット」を参照してください。 

 

（2） 退避ステータスレジスタ（SSR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

SRの内容は例外または割り込みの発生時、SSRに退避されます。 
 

（3） 退避プログラムカウンタ（SPC）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

例外または割り込みの発生した命令のアドレスは SPCに退避されます。 
 

（4） グローバルベースレジスタ（GBR）（32ビット、初期値＝不定） 

GBRは@(disp,GBR)、@(R0,GBR)アドレッシングのベースアドレスとして参照されます。 
 

（5） ベクタベースレジスタ（VBR）（32ビット、特権保護、初期値＝H'0000 0000） 

VBRは例外および割り込み発生時、分岐先のベースアドレスとして参照されます。詳細については「第 5章 例

外処理」を参照してください。 
 

（6） 退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

R15の内容は例外または割り込みの発生時 SGRに退避されます。 
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（7） デバッグベースレジスタ（DBR）（32ビット、特権保護、初期値＝不定） 

ユーザブレークデバッグ機能を有効にする場合（CBCR.UBDE＝1）、DBRは VBRの代わりにユーザブレーク

ハンドラへの分岐先アドレスとして参照されます。 
 

2.2.5 システムレジスタ 

（1） 積和上位レジスタ（MACH）（32ビット、初期値＝不定）、 

積和下位レジスタ（MACL）（32ビット、初期値＝不定） 

MACH／MACLは、MAC命令の加算値として用いられます。またMAC命令、MUL命令の演算結果を格納す

るためにも用いられます。 
 

（2） プロシージャレジスタ（PR）（32ビット、初期値＝不定） 

BSR、BSRF、JSR命令を用いたサブルーチンコールの戻りアドレスは PRに格納されます。PRは、サブルーチ

ンからの復帰命令（RTS）によって参照されます。 
 

（3） プログラムカウンタ（PC）（32ビット、初期値＝H'A000 0000） 

PCは実行中の命令アドレスを示します。 
 

（4） 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 2.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 

17～12 Cause すべて 0 R/W 

11～7 Enable（EN） すべて 0 R/W 

6～2 Flag すべて 0 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 2.2を参照してください。 

1、0 RM 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 



 

2. プログラミングモデル 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  2-13 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　 切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（2）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0
*1、*2 *2

 

図 2.5 SZビットとエンディアンの関係 

 

表 2.2 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

（5） 浮動小数点通信レジスタ（FPUL）（32ビット、初期値＝不定） 

FPUレジスタと CPUレジスタ間のデータ転送は、FPULを介して行われます。 
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2.3 メモリ割り付けレジスタ 
制御レジスタのうち、以下のメモリ領域にマッピングされているものがあります。これらのメモリ領域に割り

付けられたレジスタには、2つのアドレスがあります。 

H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

以上 2つの領域は次のように使用します。 
 

• H'1C00 0000～H'1FFF FFFF 

この領域はMMUのアドレス変換機能を用いてアクセスしなければなりません。この領域のページ番号をTLB

の該当フィールドに設定することでメモリ割り付けレジスタへアクセスできます。この領域に対して、MMU

のアドレス変換機能を用いずにアクセスした場合の動作は保証されません。 

• H'FC00 0000～H'FFFF FFFF 

ユーザモードで領域H'FC00 0000～H'FFFF FFFFにアクセスすると、アドレスエラーが発生します。ユーザモ

ードではメモリ割り付けレジスタはアドレス変換によるアクセスで参照することができます。 

 

【注】 2つの領域のレジスタが割り付けられていないアドレスにはアクセスしないでください。レジスタが割り付けられてい

ないアドレスに対するアクセスの動作は不定になります。また、メモリ割り付けレジスタは一定のデータサイズでアク

セスしなければなりません。不正なサイズでアクセスした場合も動作は不定になります。 

2.4 レジスタのデータ形式 

レジスタオペランドのデータサイズは常にロングワード（32ビット）です。メモリ上のデータをレジスタへロ

ードするとき、メモリオペランドのデータサイズがバイト（8ビット）、もしくはワード（16ビット）の場合は、

ロングワードに符号拡張し、レジスタに格納します。 

31
S S

S

067

67 0

31
S S

S

01415

1415 0

 

図 2.6 バイトデータ、ワードデータのレジスタ中のデータ形式 
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2.5 メモリ上でのデータ形式 

バイト、ワード、ロングワードのデータ形式があります。メモリは 8ビットのバイト、16ビットのワード、32

ビットのロングワードいずれの形でもアクセスすることができます。32ビットに満たないメモリオペランドは符

号拡張されてレジスタに格納されます。 

ワードオペランドはワード境界（2バイト刻みの偶数番地：2n番地）から、ロングワードオペランドはロング

ワード境界（4バイト刻みの偶数番地：4n番地）からアクセスしてください。これを守らない場合は、アドレス

エラーになります。バイトオペランドはどの番地からでもアクセスできます。 

データフォーマットは、ビッグエンディアンかリトルエンディアンのどちらかのバイト順を選択できます。エ

ンディアンはパワーオンリセット時に外部ピンで設定してください。エンディアンは動的には変更できません。

ただしビット位置は常に最上位（most-significant）から最下位（least-significant）へ左から右へ減少するように番

号が付けられています。すなわち 32ビットのロングワードでは、一番左のビット、ビット 31が最上位ビットで、

一番右のビット、ビット 0が最下位ビットです。 

メモリ上のデータ形式を図 2.7に示します。 

A 番地

A

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0 15 0

31 0

15 0

31 0

23 15 7 0
A + 1 A + 2 A + 3

バイト 0

ワード 0

ロングワード

ワード 1

バイト 1 バイト 2 バイト 3

A + 11

7 07 0 7 0 7 0
31

15 0

23 15 7 0
A + 10 A + 9 A + 8

バイト 3

ワード 1

ロングワード

ワード 0

バイト 2 バイト 1 バイト 0

A + 4 番地

A + 8 番地

A + 8 番地

A + 4 番地

A 番地

ビッグエンディアン リトルエンディアン  

図 2.7 メモリ上のデータ形式 

64ビットのデータ形式については図 2.5を参照してください。 
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2.6 処理状態 
処理状態には、大きく分けてリセット状態、命令実行状態、低消費電力状態の 3種類があります。 

（1） リセット状態 

CPUがリセットされている状態です。 

パワーオンリセット状態では、CPUの内部状態と内蔵周辺モジュールのレジスタが初期化されます。詳細は、

各章のレジスタ構成を参照してください。 
 

（2） 命令実行状態 

CPUが順次プログラムを実行している状態です。命令実行状態には、一般のプログラム実行状態と例外処理状

態があります。 
 

（3） 低消費電力状態 

CPUの動作が停止し消費電力が低い状態です。スリープ命令で低消費電力状態になります。スリープモード、

およびスタンバイモードの 2つのモードがあります。低消費電力状態の詳細は、「第 28章 低消費電力モード」

を参照してください。 

すべての状態から

リセット入力時

リセット状態

命令実行状態
スリープ命令実行時

低消費電力状態
割り込み発生時

リセット解除時

リセット入力時 リセット入力時

 

図 2.8 処理状態遷移図 
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2.7 使用上の注意事項 

2.7.1 自己書き換えコードに対する注意事項 

SH-4Aは、処理を高速に行うために命令の先読みを従来の SH-4に比べ大幅に強化しています。このためメモリ

上の命令列の書き換えを行った直後に当該命令を実行しようとすると、すでに先読みされた更新前の命令が実行

される可能性が高くなります。確実に更新された命令を実行するためには、書き換えを行う命令と書き換えられ

た命令の実行の間に下記の命令列を実行するようにしてください。 
 

（1） 書き換える命令がキャッシング不可能領域にある場合 

SYNCO 

ICBI @Rn 

ICBI命令の Rnで指定するアドレスは、アドレスエラーにならない範囲で任意のアドレスで構いません。 
 

（2） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（ライトスルーモード時） 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応する命令キャッシュの領域すべてを ICBI命令で無効化してください。ICBIはライン単

位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

（3） 書き換える命令列がキャッシング可能領域にある場合（コピーバックモード時） 

OCBP @Rmまたは OCBWB @Rm 

SYNCO 

ICBI @Rn 

書き換えた命令列に対応するオペランドキャッシュの領域すべてを OCBP命令または OCBWB命令で主記憶に

書き戻しを行い、その後 ICBI命令で対応する命令キャッシュ領域の無効化を行ってください。ICBI/OCBP/OCBWB

はライン単位で行います。1ラインは 32バイトです。 
 

【注】 自己書き換えコード：動的にメモリ上の命令列を書き換えながら実行する命令列 
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3. 命令セット 

SH-4Aの命令セットは固定長 16ビット命令で実現されます。SH-4Aはバイト（8ビット）、ワード（16ビット）、

ロングワード（32ビット）、クワッドワード（64ビット）のデータサイズでメモリにアクセスします。単精度浮

動小数点データ（32ビット）は、ロングワードまたはクワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。

倍精度浮動小数点データ（64ビット）は、クワッドワードサイズでメモリとのやりとりが可能です。SH-4Aがバ

イトサイズおよびワードサイズのデータをメモリからレジスタに移動するとデータは符号拡張されます。 

3.1 実行環境 

（1） PC 

PCはその命令自身の命令アドレスを示します。 
 

（2） ロード／ストアアーキテクチャ 

SH-4Aは基本的演算をレジスタで実行するロード／ストアアーキテクチャを特長としています。メモリで直接

実行する論理 AND演算のようなビット操作演算を除き、メモリアクセスを必要とする演算はレジスタにロードし

た後、レジスタで実行されます。 
 

（3） 遅延分岐 

SH-4Aの分岐命令および RTEは、BF、BTの 2つの分岐命令を除き遅延分岐です。遅延分岐では分岐命令の次

の命令は分岐先命令の前に実行されます。 

（4） 遅延スロット 

遅延分岐後のこの実行スロットは「遅延スロット」と呼ばれます。たとえば、BRA実行シーケンスは次のとお

りです。 
 

表 3.1 遅延分岐命令の実行順序 

命令列 実行順序 

 BRA TARGET （遅延分岐命令） BRA 

 ADD  （遅延スロット） ↓ 

  ：   ADD 

  ：   ↓ 

TARGET target-inst  （分岐先命令） target-inst 

 

命令によっては遅延スロットで実行するとスロット不当命令例外を発生します。「第 5章 例外処理」を参照

してください。分岐が成立しなかった BF/S、BT/Sの次の命令も遅延スロット命令です。 
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（5） Tビット 

ステータスレジスタ（SR）の Tビットは、比較演算の結果などを示すために使用し、条件付き分岐命令で参照

します。たとえば、以下に条件付き分岐命令例を示します。 
 

ADD #1, R0 ;Tビットは ADD演算で変更されません。 

CMP/EQ R1, R0 ;R0=R1のとき Tビットは 1にセットされる。 

BT TARGET ;Tビット=1（R0=R1）のとき TARGETに分岐する。 
 

RTEの遅延スロットで、ステータスレジスタ（SR）ビットは次のように参照されます。命令アクセスは変更の

前にMDビットを使用し、データアクセスは変更後のMDビットにアクセスします。変更後の他のＳ、T、M、Q、

FD、BL、RBビットを遅延スロットの命令実行のために使用します。STC、STC.L SR命令は、変更後すべての SR

ビットにアクセスします。 
 

（6） 定数値 

8ビットの定数値は命令コード、イミディエイト値で指定できます。また 16ビット、32ビットの定数値はメモ

リで定義することができ、PC相対ロード命令で参照できます。 
 

MOV.W @(disp, PC), Rn 

MOV.L @(disp, PC), Rn 
 

浮動小数点に対する PC相対ロード命令はありません。ただし、単精度浮動小数点レジスタに対して FLDI0、

FLDI1命令を使用することによって、0.0または 1.0にセットすることができます。 
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3.2 アドレッシングモード 

表 3.2にアドレッシングモードと実効アドレスの計算を示します。仮想アドレス空間のある位置をアクセスす

ると（MMUCR.AT＝1）、実効アドレスは物理アドレスに変換されます。複数の仮想メモリ空間システムを選択

した場合（MMUCR.SV＝0）、PTEHの最下位ビットもアクセスの ASIDとして参照されます。「第 7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 
 

表 3.2 アドレッシングモードと実効アドレス 

アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

レジスタ直接 Rn 実効アドレスはレジスタ Rnです。 

（オペランドはレジスタ Rnの内容です。） 

－ 

レジスタ間接 @Rn 実効アドレスはレジスタ Rnの内容です。 

Rn Rn
 

Rn→EA（EA：実効アドレス） 

ポストインクリメント 

レジスタ間接 

@Rn＋ 実効アドレスはレジスタ R n の内容です。命令実行後 R n

に定数を加算します。定数はオペランドサイズがバイトの

とき 1、ワードのとき 2、ロングワードのとき 4、クワッ

ドワードのとき 8です。 

Rn Rn

1/2/4/8

＋
Rn＋1/2/4/8

 

Rn→EA 

命令実行後 

バイト：Rn＋1→Rn 

ワード：Rn＋2→Rn 

ロングワード：Rn＋4→Rn 

クワッドワード：Rn＋8→Rn 

プリデクリメント 

レジスタ間接 

@－Rn 実効アドレスは、あらかじめ定数を減算したレジスタ Rn

の内容です。定数はバイトのとき 1、ワードのとき 2、ロ

ングワードのとき 4、クワッドワードのとき 8です。 

Rn

Rn－1/2/4/8

1/2/4/8

－
Rn－1/2/4/8

 

バイト：Rn－1→Rn 

ワード：Rn－2→Rn 

ロングワード：Rn－4→Rn 

クワッドワード：Rn－8→Rn 

Rn→EA 

（計算後の Rn で命令実行） 

ディスプレースメント 

付きレジスタ間接 

@(disp:4, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに 4ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペ

ランドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロン

グワードで 4倍します。 

Rn

Rn

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：Rn＋disp→EA 

ワード：Rn＋disp×2→EA 

ロングワード：Rn＋disp×4→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

インデックス付き 

レジスタ間接 

@(R0, Rn) 実効アドレスはレジスタ Rnに R0を加算した内容です。 

Rn

R0

Rn＋R0＋

 

Rn＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き GBR間接 

@(disp:8, GBR) 実効アドレスはレジスタGBRに 8ビットディスプレースメ

ント dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペラ

ンドサイズによってバイトで 1倍、ワードで 2倍、ロング

ワードで 4倍します。 

GBR

GBR

＋disp×1/2/4

1/2/4

＋
disp(ゼロ拡張)

×

 

バイト：GBR＋disp→EA 

ワード：GBR＋disp×2→EA 

ロングワード：GBR＋disp×4→EA 

インデックス付き 

GBR間接 

@(R0, GBR) 実効アドレスはレジスタ GBRに R0を加算した内容です。

GBR

GBR＋R0

R0

＋

 

GBR＋R0→EA 

ディスプレースメント 

付き PC相対 

@(disp:8, PC) 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを加算した内容です。dispはゼロ拡張後、オペランド

サイズによってワードで 2倍、ロングワードで 4倍します。

さらにロングワードのときはPCの下位2ビットをマスクし

ます。 

PC＋4＋disp×2
または
PC＆

H'FFFFFFFC＋4
＋disp×4

＋

×

2/4

disp(ゼロ拡張)

PC

H'FFFFFFFC ＋

＆

4

＊ ＊ロングワードのとき

ワード：PC＋4＋disp×2→EA 

ロングワード： 

PC & H'FFFFFFFC＋4＋disp×→EA 
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アドレッシング 

モード 

命令 

フォーマット 

実効アドレスの計算方法 計算式 

PC相対 disp:8 実効アドレスは PC＋4に 8ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp (符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

 disp:12 実効アドレスは PC＋4に 12ビットディスプレースメント

dispを符号拡張後 2倍し、加算した内容です。 

×

2

disp(符号拡張)
＋ PC＋4＋disp×2

PC

＋

4

 

PC＋4＋disp×2→Branch-Target 

PC相対 Rn 実効アドレスは PC＋4に Rnを加算した内容です。 

PC＋4＋Rn

Rn

＋

PC

＋

4

 

PC＋4＋Rn→Branch-Target 

イミディエイト #imm:8 TST, AND, OR, XOR命令の 8ビットイミディエイト immは

ゼロ拡張します。 

－ 

 #imm:8 MOV, ADD, CMP/EQ命令の 8ビットイミディエイト immは

符号拡張します。 

－ 

 #imm:8 TRAPA命令の 8ビットイミディエイト immはゼロ拡張後、

4倍します。 

－ 

【注】 下記のディスプレースメント（disp）を伴うアドレッシングモードにおいて、本マニュアルのアセンブラ記述は、オペラ

ンドサイズに応じたスケーリング（×1、×2、×4）を行う前の値を書いています。これは、LSIの動作を明確にするた

めで、実際のアセンブラの記述は、各アセンブラの表記ルールを参照してください。 

  ＠（disp:4, Rn） ;ディスプレースメント付きレジスタ間接 

  ＠（disp:8, GBR） ;ディスプレースメント付き GBR間接 

  ＠（disp:8, PC） ;ディスプレースメント付き PC相対 

  disp: 8, disp:12 ;PC相対 
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3.3 命令セット 

表 3.4～表 3.13に示す SuperH命令の説明に使用する表記を表 3.3に示します。 
 

表 3.3 命令リストの表記 

項目 フォーマット 説   明 

命令ニーモニック OP.Sz SRC,DEST 

 

OP：オペレーションコード 

Sz：サイズ 

SRC：ソースオペランド 

DEST：ソースおよび／またはデスティネーションオペランド 

Rm：ソースレジスタ 

Rn：デスティネーションレジスタ 

imm：イミディエイトデータ 

disp：ディスプレースメント 

演算の要約  →、←：転送方向 

(xx) ：メモリオペランド 

M/Q/T：SRのフラグビット 

&：各ビットの論理積 

| ：各ビットの論理和 

^：各ビット排他的論理和 

~：各ビットの論理否定 

<<n,>>n：nビットシフト 

命令コード MSB←→LSB mmmm：レジスタ番号（Rm、FRm） 

nnnn：レジスタ番号（Rn、FRn） 

0000：R0, FR0 

0001：R1, FR1 

 ： 

1111：R15, FR15 

mmm：レジスタ番号（DRm、XDm、Rm_BANK） 

nnn：レジスタ番号（DRn、XDn、Rn_BANK） 

000：DR0、XD0、R0_BANK 

001：DR2、XD2、R1_BANK 

 ： 

111：DR14、XD14、R7_BANK 

mm：レジスタ番号(FVm) 

nn： レジスタ番号(FVn) 
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項目 フォーマット 説   明 

命令コード MSB←→LSB 00： FV0 

01： FV4 

10： FV8 

11： FV12 

iiii：イミディエイト値 

dddd：ディスプレースメント 

特権モード － 「特権」と記載してある場合、特権モードでのみ実行可能です。 

Tビット 命令実行後の Tビットの値 －：変更なし 

新規 － 「新規」と記載してある場合は、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）

の VERビットの値が H'20の SH-4Aで新規に追加された命令です。 

【注】 スケーリング（x1、x2、x4、x8）は命令オペランドのサイズに応じて実行されます。 
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表 3.4 固定小数点転送命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOV #imm,Rn imm→符号拡張→Rn 1110nnnniiiiiiii － － － 

MOV.W @(disp*,PC),Rn (disp×2+PC+4)→符号拡張→Rn 1001nnnndddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,PC),Rn (disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4)→Rn 1101nnnndddddddd － － － 

MOV Rm,Rn Rm→Rn 0110nnnnmmmm0011 － － － 

MOV.B Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L Rm,@Rn Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0000 － － － 

MOV.W @Rm,Rn (Rm)→符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm0001 － － － 

MOV.L @Rm,Rn (Rm)→Rn 0110nnnnmmmm0010 － － － 

MOV.B Rm,@-Rn Rn-1→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@-Rn Rn-2→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@-Rn Rn-4→Rn, Rm→(Rn) 0010nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+1→Rm 0110nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W @Rm+,Rn (Rm)→符号拡張→Rn, Rm+2→Rm 0110nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L @Rm+,Rn (Rm)→Rn, Rm+4→Rm 0110nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,Rn) R0→(disp+Rn) 10000000nnnndddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,Rn) R0→(disp×2+Rn) 10000001nnnndddd － － － 

MOV.L Rm,@(disp*,Rn) Rm→(disp×4+Rn) 0001nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B @(disp*,Rm),R0 (disp+Rm)→符号拡張→R0 10000100mmmmdddd － － － 

MOV.W @(disp*,Rm),R0 (disp×2+Rm)→符号拡張→R0 10000101mmmmdddd － － － 

MOV.L @(disp*,Rm),Rn (disp×4+Rm)→Rn 0101nnnnmmmmdddd － － － 

MOV.B Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0100 － － － 

MOV.W Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0101 － － － 

MOV.L Rm,@(R0,Rn) Rm→(R0+Rn) 0000nnnnmmmm0110 － － － 

MOV.B @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1100 － － － 

MOV.W @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→符号拡張→Rn 0000nnnnmmmm1101 － － － 

MOV.L @(R0,Rm),Rn (R0+Rm)→Rn 0000nnnnmmmm1110 － － － 

MOV.B R0,@(disp*,GBR) R0→(disp+GBR) 11000000dddddddd － － － 

MOV.W R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×2+GBR) 11000001dddddddd － － － 

MOV.L R0,@(disp*,GBR) R0→(disp×4+GBR) 11000010dddddddd － － － 

MOV.B @(disp*,GBR),R0 (disp+GBR)→符号拡張→R0 11000100dddddddd － － － 

MOV.W @(disp*,GBR),R0 (disp×2+GBR)→符号拡張→R0 11000101dddddddd － － － 

MOV.L @(disp*,GBR),R0 (disp×4+GBR)→R0 11000110dddddddd － － － 

MOVA @(disp*,PC),R0 disp×4+PC&H'FFFFFFFC+4→R0 11000111dddddddd － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

MOVCO.L R0,@Rn LDST→T 

if(T==1)R0→(Rn) 

0→LDST 

0000nnnn01110011 － LDST 新規 

MOVLI.L @Rm,R0 1→LDST 

(Rm)→R0 

ただし、割り込み／例外発生時 0→LDST

0000mmmm01100011 － － 新規 

MOVUA.L @Rm,R0 (Rm)→R0 

非境界調整データのロード 

0100mmmm10101001 － － 新規 

MOVUA.L @Rm+,R0 (Rm)→R0,Rm+4→Rm 

非境界調整データのロード 

0100mmmm11101001 － － 新規 

MOVT Rn T→Rn 0000nnnn00101001 － － － 

SWAP.B Rm,Rn Rm→下位 2バイトの 

上下バイト交換→Rn 

0110nnnnmmmm1000 － － － 

SWAP.W Rm,Rn Rm→上下ワード交換→Rn 0110nnnnmmmm1001 － － － 

XTRCT Rm,Rn Rm:Rnの中央 32ビット→Rn 0010nnnnmmmm1101 － － － 

【注】 * ルネサスのアセンブラでは、dispにスケーリング後（×1、×2、×4）の値を設定します。 

 

表 3.5 算術演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ADD Rm,Rn Rn+Rm→Rn 0011nnnnmmmm1100 － － － 

ADD #imm,Rn Rn+imm→Rn 0111nnnniiiiiiii － － － 

ADDC Rm,Rn Rn+Rm+T→Rn,キャリ→T 0011nnnnmmmm1110 － キャリ － 

ADDV Rm,Rn Rn+Rm→Rn,オーバフロー→T 0011nnnnmmmm1111 － オ－バ 

フロ－ 

－ 

CMP/EQ #imm,R0 R0=immのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

10001000iiiiiiii － 比較 

結果 

－ 

CMP/EQ Rm,Rn Rn=Rmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0000 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HS Rm,Rn 無符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0010 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GE Rm,Rn 有符号で Rn≧Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0011 － 比較 

結果 

－ 

CMP/HI Rm,Rn 無符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0110 － 比較 

結果 

－ 

CMP/GT Rm,Rn 有符号で Rn>Rm のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0011nnnnmmmm0111 － 比較 

結果 

－ 

CMP/PZ Rn Rn≧0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010001 － 比較 

結果 

－ 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CMP/PL Rn Rn>0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0100nnnn00010101 － 比較 

結果 

－ 

CMP/STR Rm,Rn いずれかのバイトが等しいとき 1→T

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1100 － 比較 

結果 

－ 

DIV1 Rm,Rn 1ステップ除算(Rn÷Rm) 0011nnnnmmmm0100 － 計算 

結果 

－ 

DIV0S Rm,Rn Rn のMSB→Q, Rm のMSB→M,  

M^Q→T 

0010nnnnmmmm0111 － 計算 

結果 

－ 

DIV0U  0→M/Q/T 0000000000011001 － 0 － 

DMULS.L Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm1101 － － － 

DMULU.L Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MAC, 

32×32→64ビット 

0011nnnnmmmm0101 － － － 

DT Rn Rn-1→Rn, Rn が 0のとき 1→T 

Rn が 0以外のとき 0→T 

0100nnnn00010000 － 比較 

結果 

－ 

EXTS.B Rm,Rn Rm をバイトから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1110 － － － 

EXTS.W Rm,Rn Rm をワードから符号拡張→Rn 0110nnnnmmmm1111 － － － 

EXTU.B Rm,Rn Rm をバイトからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1100 － － － 

EXTU.W Rm,Rn Rm をワードからゼロ拡張→Rn 0110nnnnmmmm1101 － － － 

MAC.L @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+4→Rn, Rm+4→Rm 

32×32＋64→64ビット 

0000nnnnmmmm1111 － － 

 

－ 

MAC.W @Rm+,@Rn+ 符号付きで 

(Rn)×(Rm)+MAC→MAC 

Rn+2→Rn, Rm+2→Rm 

16×16+64→64ビット 

0100nnnnmmmm1111 － － － 

MUL.L Rm,Rn Rn×Rm→MACL 

32×32→32ビット 

0000nnnnmmmm0111 － － － 

MULS.W Rm,Rn 符号付きで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1111 － － － 

MULU.W Rm,Rn 符号なしで Rn×Rm→MACL 

16×16→32ビット 

0010nnnnmmmm1110 － － － 

NEG Rm,Rn 0-Rm→Rn 0110nnnnmmmm1011 － － － 

NEGC Rm,Rn 0-Rm-T→Rn, ボロー→T 0110nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUB Rm,Rn Rn-Rm→Rn 0011nnnnmmmm1000 － － － 

SUBC Rm,Rn Rn-Rm-T→Rn,ボロー→T 0011nnnnmmmm1010 － ボロー － 

SUBV Rm,Rn Rn-Rm→Rn,アンダフロー→T 0011nnnnmmmm1011 － アンダ 

フロー 

－ 
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表 3.6 論理演算命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

AND Rm,Rn Rn & Rm→Rn 0010nnnnmmmm1001 － － － 

AND #imm,R0 R0 & imm→R0 11001001iiiiiiii － － － 

AND.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) & imm→(R0+GBR) 11001101iiiiiiii － － － 

NOT Rm,Rn ~Rm→Rn 0110nnnnmmmm0111 － － － 

OR Rm,Rn Rn｜Rm→Rn 0010nnnnmmmm1011 － － － 

OR #imm,R0 R0｜imm→R0 11001011iiiiiiii － － － 

OR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) | imm→(R0+GBR) 11001111iiiiiiii － － － 

TAS.B @Rn (Rn)が 0のとき 1→T 

それ以外とき 0→T 

両方に対して 1→(Rn)のMSB 

0100nnnn00011011 － テスト 

結果 

－ 

TST Rm,Rn Rn & Rm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

0010nnnnmmmm1000 － テスト 

結果 

－ 

TST #imm,R0 R0 & imm,結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001000iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

TST.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR)&imm, 

結果が 0のとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

11001100iiiiiiii － テスト 

結果 

－ 

XOR Rm,Rn Rn ^ Rm→Rn 0010nnnnmmmm1010 － － － 

XOR #imm,R0 R0 ^ imm→R0 11001010iiiiiiii － － － 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) (R0+GBR) ^ imm→(R0+GBR) 11001110iiiiiiii － － － 
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表 3.7 シフト命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

ROTL Rn T←Rn←MSB 0100nnnn00000100 － MSB － 

ROTR Rn LSB→Rn→T 0100nnnn00000101 － LSB － 

ROTCL Rn T←Rn←T 0100nnnn00100100 － MSB － 

ROTCR Rn T→Rn→T 0100nnnn00100101 － LSB － 

SHAD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[MSB→Rn] 

0100nnnnmmmm1100 － － － 

SHAL Rn T←Rn←0 0100nnnn00100000 － MSB － 

SHAR Rn MSB→Rn→T 0100nnnn00100001 － LSB － 

SHLD Rm, Rn Rm≧0のとき Rn<<Rm→Rn, 

Rm<0のとき Rn>>Rm→[0→Rn] 

0100nnnnmmmm1101 － － － 

SHLL Rn T←Rn←0 0100nnnn00000000 － MSB － 

SHLR Rn 0→Rn→T 0100nnnn00000001 － LSB － 

SHLL2 Rn Rn<<2→Rn 0100nnnn00001000 － － － 

SHLR2 Rn Rn>>2→Rn 0100nnnn00001001 － － － 

SHLL8 Rn Rn<<8→Rn 0100nnnn00011000 － － － 

SHLR8 Rn Rn>>8→Rn 0100nnnn00011001 － － － 

SHLL16 Rn Rn<<16→Rn 0100nnnn00101000 － － － 

SHLR16 Rn Rn>>16→Rn 0100nnnn00101001 － － － 

 



 

3. 命令セット 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  3-13 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

表 3.8 分岐命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

BF label T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001011dddddddd － － － 

BF/S label 遅延分岐,T=0のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=1のとき nop 

10001111dddddddd － － － 

BT label T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001001dddddddd － － － 

BT/S label 遅延分岐,T=1のとき disp×2+PC+4→PC, 

T=0のとき nop 

10001101dddddddd － － － 

BRA label 遅延分岐,disp×2+PC+4→PC 1010dddddddddddd － － － 

BRAF Rn 遅延分岐,Rn+PC+4→PC 0000nnnn00100011 － － － 

BSR label 遅延分岐,PC+4→PR, 

disp×2+PC+4→PC 

1011dddddddddddd － － － 

BSRF Rn 遅延分岐,PC+4→PR, 

Rn+PC+4→PC 

0000nnnn00000011 － － － 

JMP @Rn 遅延分岐,Rn→PC 0100nnnn00101011 － － － 

JSR @Rn 遅延分岐,PC+4→PR,Rn→PC 0100nnnn00001011 － － － 

RTS  遅延分岐,PR→PC 0000000000001011 － － － 

 

表 3.9 システム制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

CLRMAC  0→MACH,MACL 0000000000101000 － － － 

CLRS  0→S 0000000001001000 － － － 

CLRT  0→T 0000000000001000 － 0 － 

ICBI @Rn キャッシュを無効化  0000nnnn11100011 － － 新規 

LDC Rm,SR Rm→SR 0100mmmm00001110 特権 LSB － 

LDC Rm,GBR Rm→GBR 0100mmmm00011110 － － － 

LDC Rm,VBR Rm→VBR 0100mmmm00101110 特権 － － 

LDC Rm,SGR Rm→SGR 0100mmmm00111010 特権 － 新規 

LDC Rm,SSR Rm→SSR 0100mmmm00111110 特権 － － 

LDC Rm,SPC Rm→SPC 0100mmmm01001110 特権 － － 

LDC Rm,DBR Rm→DBR 0100mmmm11111010 特権 － － 

LDC Rm,Rn_BANK Rm→Rn_BANK(n=0～7) 0100mmmm1nnn1110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SR (Rm)→SR,Rm+4→Rm 0100mmmm00000111 特権 LSB － 

LDC.L @Rm+,GBR (Rm)→GBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00010111 － － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDC.L @Rm+,VBR (Rm)→VBR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SGR (Rm)→SGR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110110 特権 － 新規 

LDC.L @Rm+,SSR (Rm)→SSR,Rm+4→Rm 0100mmmm00110111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,SPC (Rm)→SPC,Rm+4→Rm 0100mmmm01000111 特権 － － 

LDC.L @Rm+,DBR (Rm)→DBR,Rm+4→Rm 0100mmmm11110110 特権 － － 

LDC.L @Rm+,Rn_BANK (Rm)→Rn_BANK,Rm+4→Rm 0100mmmm1nnn0111 特権 － － 

LDS Rm,MACH Rm→MACH 0100mmmm00001010 － － － 

LDS Rm,MACL Rm→MACL 0100mmmm00011010 － － － 

LDS Rm,PR Rm→PR 0100mmmm00101010 － － － 

LDS.L @Rm+,MACH (Rm)→MACH,Rm+4→Rm 0100mmmm00000110 － － － 

LDS.L @Rm+,MACL (Rm)→MACL,Rm+4→Rm 0100mmmm00010110 － － － 

LDS.L @Rm+,PR (Rm)→PR,Rm+4→Rm 0100mmmm00100110 － － － 

LDTLB  PTEH/PTEL(/PTEA)→TLB 0000000000111000 特権 － － 

MOVCA.L R0,@Rn （キャッシュブロックをフェッチせ

ずに）R0→(Rn) 

0000nnnn11000011 － － － 

NOP  無操作 0000000000001001 － － － 

OCBI @Rn オペランドキャッシュブロックを無

効にする 

0000nnnn10010011 － － － 

OCBP @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックし無効にする 

0000nnnn10100011 － － － 

OCBWB @Rn オペランドキャッシュブロックをラ

イトバックする 

0000nnnn10110011 － － － 

PREF @Rn (Rn)→オペランドキャッシュ 0000nnnn10000011 － － － 

PREFI @Rn 32バイトの命令ブロックを命令キ

ャッシュに読み込む 

0000nnnn11010011 － － 新規 

RTE  遅延分岐,SSR/SPC→SR/PC 0000000000101011 特権 － － 

SETS  1→S 0000000001011000 － － － 

SETT  1→T 0000000000011000 － 1 － 

SLEEP  スリープもしくはスタンバイ 0000000000011011 特権 － － 

STC SR,Rn SR→Rn 0000nnnn00000010 特権 － － 

STC GBR,Rn GBR→Rn 0000nnnn00010010 － － － 

STC VBR,Rn VBR→Rn 0000nnnn00100010 特権 － － 

STC SSR,Rn SSR→Rn 0000nnnn00110010 特権 － － 

STC SPC,Rn SPC→Rn 0000nnnn01000010 特権 － － 

STC SGR,Rn SGR→Rn 0000nnnn00111010 特権 － － 

STC DBR,Rn DBR→Rn 0000nnnn11111010 特権 － － 

STC Rm_BANK,Rn Rm_BANK→Rn(m=0～7) 0000nnnn1mmm0010 特権 － － 
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命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

STC.L SR,@-Rn Rn-4→Rn,SR→(Rn) 0100nnnn00000011 特権 － － 

STC.L GBR,@-Rn Rn-4→Rn,GBR→(Rn) 0100nnnn00010011 － － － 

STC.L VBR,@-Rn Rn-4→Rn,VBR→(Rn) 0100nnnn00100011 特権 － － 

STC.L SSR,@-Rn Rn-4→Rn,SSR→(Rn) 0100nnnn00110011 特権 － － 

STC.L SPC,@-Rn Rn-4→Rn,SPC→(Rn) 0100nnnn01000011 特権 － － 

STC.L SGR,@-Rn Rn-4→Rn,SGR→(Rn) 0100nnnn00110010 特権 － － 

STC.L DBR,@-Rn Rn-4→Rn,DBR→(Rn) 0100nnnn11110010 特権 － － 

STC.L Rm_BANK,@-Rn Rn-4→Rn,Rm_BANK→(Rn) 

(m=0～7) 

0100nnnn1mmm0011 特権 － － 

STS MACH,Rn MACH→Rn 0000nnnn00001010 － － － 

STS MACL,Rn MACL→Rn 0000nnnn00011010 － － － 

STS PR,Rn PR→Rn 0000nnnn00101010 － － － 

STS.L MACH,@-Rn Rn-4→Rn,MACH→(Rn) 0100nnnn00000010 － － － 

STS.L MACL,@-Rn Rn-4→Rn,MACL→(Rn) 0100nnnn00010010 － － － 

STS.L PR,@-Rn Rn-4→Rn,PR→(Rn) 0100nnnn00100010 － － － 

SYNCO  本命令に先行するデータアクセスの

完了まで、本命令以降の命令によるデ

ータアクセスを開始しません。 

0000000010101011 － － 新規 

TRAPA #imm imm<<2→TRA,PC+2→SPC, 

SR→SSR,R15→SGR, 

1→SR.MD/BL/RB,H'160→EXPEVT, 

VBR+H'0100→PC 

11000011iiiiiiii － － － 
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表 3.10 浮動小数点単精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FLDI0 FRn H'00000000→FRn 1111nnnn10001101 － － － 

FLDI1 FRn H'3F800000→FRn 1111nnnn10011101 － － － 

FMOV FRm,FRn FRm→FRn 1111nnnnmmmm1100 － － － 

FMOV.S @Rm,FRn (Rm)→FRn 1111nnnnmmmm1000 － － － 

FMOV.S @(R0,Rm),FRn (R0+Rm)→FRn 1111nnnnmmmm0110 － － － 

FMOV.S @Rm+,FRn (Rm)→FRn,Rm+4→Rm 1111nnnnmmmm1001 － － － 

FMOV.S FRm,@Rn FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1010 － － － 

FMOV.S FRm,@-Rn Rn-4→Rn,FRm→(Rn) 1111nnnnmmmm1011 － － － 

FMOV.S FRm,@(R0,Rn) FRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmmm0111 － － － 

FMOV DRm,DRn DRm→DRn 1111nnn0mmm01100 － － － 

FMOV @Rm,DRn (Rm)→DRn 1111nnn0mmmm1000 － － － 

FMOV @(R0,Rm),DRn (R0+Rm)→DRn 1111nnn0mmmm0110 － － － 

FMOV @Rm+,DRn (Rm)→DRn,Rm+8→Rm 1111nnn0mmmm1001 － － － 

FMOV DRm,@Rn DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01010 － － － 

FMOV DRm,@-Rn Rn-8→Rn,DRm→(Rn) 1111nnnnmmm01011 － － － 

FMOV DRm,@(R0,Rn) DRm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm00111 － － － 

FLDS FRm,FPUL FRm→FPUL 1111mmmm00011101 － － － 

FSTS FPUL,FRn FPUL→FRn 1111nnnn00001101 － － － 

FABS FRn FRn & H'7FFF FFFF→FRn 1111nnnn01011101 － － － 

FADD FRm,FRn FRn+FRm→FRn 1111nnnnmmmm0000 － － － 

FCMP/EQ FRm,FRn FRn=FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT FRm,FRn FRn>FRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnnnmmmm0101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV FRm,FRn FRn/FRm→FRn 1111nnnnmmmm0011 － － － 

FLOAT FPUL,FRn (float)FPUL→FRn 1111nnnn00101101 － － － 

FMAC FR0,FRm,FRn FR0×FRm+FRn→FRn 1111nnnnmmmm1110 － － － 

FMUL FRm,FRn FRn×FRm→FRn 1111nnnnmmmm0010 － － － 

FNEG FRn FRn ^ H'80000000→FRn 1111nnnn01001101 － － － 

FSQRT FRn sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01101101 － － － 

FSUB FRm,FRn FRn - FRm→FRn 1111nnnnmmmm0001 － － － 

FTRC FRm,FPUL (long)FRm→FPUL 1111mmmm00111101 － － － 

【注】 * sqrt(FRｎ)は FRnの平方根を表します。 
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表 3.11 浮動小数点倍精度命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FABS DRn DRn&H'7FFF FFFF FFFF FFFF→DRn 1111nnn001011101 － － － 

FADD DRm,DRn DRn+DRm→DRn 1111nnn0mmm00000 － － － 

FCMP/EQ DRm,DRn DRn=DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00100 － 比較 

結果 

－ 

FCMP/GT DRm,DRn DRn>DRmのとき 1→T 

それ以外のとき 0→T 

1111nnn0mmm00101 － 比較 

結果 

－ 

FDIV DRm,DRn DRn/DRm→DRn 1111nnn0mmm00011 － － － 

FCNVDS DRm,FPUL double_to_float(DRm)→FPUL 1111mmm010111101 － － － 

FCNVSD FPUL,DRn float_to_double(FPUL)→DRn 1111nnn010101101 － － － 

FLOAT FPUL,DRn (float)FPUL→DRn 1111nnn000101101 － － － 

FMUL DRm,DRn DRn×DRm→DRn 1111nnn0mmm00010 － － － 

FNEG DRn DRn ^ H'8000 0000 0000 0000→DRn 1111nnn001001101 － － － 

FSQRT DRn sqrt(DRn)→DRn* 1111nnn001101101 － － － 

FSUB DRm,DRn DRn - DRm→DRn 1111nnn0mmm00001 － － － 

FTRC DRm,FPUL (long)DRm→FPUL 1111mmm000111101 － － － 

【注】 * sqrt(DRn)は DRnの平方根を表します。 

 

表 3.12 浮動小数点制御命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

LDS Rm,FPSCR Rm→FPSCR 0100mmmm01101010 － － － 

LDS Rm,FPUL Rm→FPUL 0100mmmm01011010 － － － 

LDS.L @Rm+,FPSCR (Rm)→FPSCR,Rm+4→Rm 0100mmmm01100110 － － － 

LDS.L @Rm+,FPUL (Rm)→FPUL,Rm+4→Rm 0100mmmm01010110 － － － 

STS FPSCR,Rn FPSCR→Rn 0000nnnn01101010 － － － 

STS FPUL,Rn FPUL→Rn 0000nnnn01011010 － － － 

STS.L FPSCR,@-Rn Rn-4→Rn,FPSCR→(Rn) 0100nnnn01100010 － － － 

STS.L FPUL,@-Rn Rn-4→Rn,FPUL→(Rn) 0100nnnn01010010 － － － 
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表 3.13 浮動小数点グラフィック強化命令 

命令 動作 命令コード 特権 T 

ビット 

新規 

FMOV DRm,XDn DRm→XDn 1111nnn1mmm01100 － － － 

FMOV XDm,DRn XDm→DRn 1111nnn0mmm11100 － － － 

FMOV XDm,XDn XDm→XDn 1111nnn1mmm11100 － － － 

FMOV @Rm,XDn (Rm)→XDn 1111nnn1mmmm1000 － － － 

FMOV @Rm+,XDn (Rm)→XDn,Rm+8→Rm 1111nnn1mmmm1001 － － － 

FMOV @(R0,Rm),XDn (R0+Rm)→XDn 1111nnn1mmmm0110 － － － 

FMOV XDm,@Rn XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11010 － － － 

FMOV XDm,@-Rn Rn-8→Rn,XDm→(Rn) 1111nnnnmmm11011 － － － 

FMOV XDm,@(R0,Rn) XDm→(R0+Rn) 1111nnnnmmm10111 － － － 

FIPR FVm,FVn inner_product(FVm,FVn) 

→FR[n+3] 

1111nnmm11101101 － － － 

FTRV XMTRX,FVn transform_vector(XMTRX,FVn) 

→FVn 

1111nn0111111101 － － － 

FRCHG  ～FRSCR.FR→FRSCR.FR 1111101111111101 － － － 

FSCHG  ～FPSCR.SZ→FPSCR.SZ 1111001111111101 － － － 

FPCHG  ～FPSCR.PR→FPSCR.PR 1111011111111101 － － 新規 

FSRRA FRn 1/sqrt(FRn)→FRn* 1111nnnn01111101 － － 新規 

FSCA FPUL,DRn sin(FPUL)→FRn 

cos(FPUL)→FR[n+1] 

1111nnn011111101 － － 新規 

【注】 * sqrt(FRn)は FRnの平方根を表します。 
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4. パイプライン動作 

SH-4Aは 2命令並列型（2-ILP, Instruction-Level-Parallelism）のスーパスカラパイプライン処理マイクロプロセッ

サです。命令実行はパイプライン化され、2つの命令を並行して実行できます。 

4.1 パイプライン 

図 4.1に基本パイプラインを示します。通常、パイプラインは命令フェッチ（I1、I2、I3）、デコード・レジス

タリード（ID）、実行（E1、E2、E3）、ライトバック（WB）の 8ステージから構成されます。1つの命令は基本

パイプラインの組み合わせとして実行されます。 

（1）一般パイプライン

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算-フォワーディング

-アドレス計算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

（2）一般ロード／ストアパイプライン

（3）特殊パイプライン

（4）特殊ロード／ストアパイプライン

（5）浮動小数点パイプライン

（6）浮動小数点拡張パイプライン

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-演算
-ライトバック

-演算 -演算-レジスタリード
-フォワーディング

I1 I2 ID FS1 FS2 FS4FS3 FS

-演算

-命令フェッチ -プリデコード -命令デコード
-発行

-レジスタリード
-フォワーディング

-演算 -演算 -演算 -演算 -演算 -演算
-ライトバック

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-メモリデータアクセス

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-フォワーディング-命令フェッチ -命令デコード
-発行
-レジスタリード

-ライトバック-演算

I1 I2 ID E1 E2 E3 WB

-命令フェッチ

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード

-プリデコード -命令デコード
-発行
-レジスタリード

I1 I2

I3

I3

I3

I3

I3 ID E1 E2 E3 WB

 

図 4.1 基本パイプライン 
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図 4.2に命令実行パターンを示します。図 4.2で使用する表記とその意味を以下に示します。 
 

表 4.1 命令実行パターン表記説明 

表   記 意   味 

E1 E2 E3 WB  
CPU EXパイプ占有 

S1 S2 S3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴う場合） 

s1 s2 s3 WB  
CPU LSパイプ占有 

（メモリアクセスを伴わない場合） 

E1/S1 
CPU EXか LSの 

いずれか一方を占有 

E1S1 E1s1、  
CPU EXと LSの 

両方を占有 

M2 M3 MS  
CPU MULT演算器占有 

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS  
FPU-EXパイプ占有 

FS1 FS2 FS3 FS4 FS  
FPU-LSパイプ占有 

ID  
IDステージをロック 

 
CPUと FPU両方のパイプを占有 
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（1-1）BF、BF/S、BT、BT/S、BRA、BSR；1発行サイクル＋0～3分岐サイクル

I1 I2 I3

（I1） （ID）

ID E1/S1 E2/s2 E3/s3 WB

I3

I3

I3

（I2） （I3）

（1-2）JSR、JMP、BRAF、BSRF；1発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（分岐先命令）

（1-3）RTS；1発行サイクル＋0～4分岐サイクル

I1 I2 ID E1/S1 E2/S2 E3/S3 WB

（1-4）RTE；4発行サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
E2s2ID E3s3

ID
WB

ID

【注】例外ハンドラの先頭命令のIDステージまで
         15サイクルです。

（1-5）TRAPA；8発行サイクル＋5サイクル＋2分岐サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1 E3s3E2s2

E1s1
E1s1

E1s1
E1s1

E2s2
E2s2

E2s2
E2s2

E3s3
E3s3

E3s3
E3s3

WB
WB

WB
WB

E2s2 E3s3 WB
E2s2 E3s3 WB

E1s1
E1s1

【注】クロック停止期間は状態により変化します。

（1-6）SLEEP；2発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB
E1s1

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

（I1） （ID）（I2）（I3）

（I1） （ID）（I2） （I3） （分岐先命令）

【注】分岐命令のうち（1-1）に類するものは、
命令の先読みにより分岐サイクルが軽減
される場合があります。

E2s2 E3s3 WB

【注】 RTS命令については、命令の先読みにより
分岐サイクルが0となる場合があります。

E1s1

ID

ID
ID

ID
ID

ID
ID

WB

ID  

図 4.2 命令実行パターン（1） 
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（2-1）1ステップ演算（EXタイプ）；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID E1 E2 E3 WB

I3

I3

I3

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID E1/S1 E2/s2 E3/s3

E1/s1 E2/s2 E3/S3

WB

（2-2）1ステップ演算（LSタイプ）；1発行サイクル

（2-3）1ステップ演算（MTタイプ）；1発行サイクル

（2-4）MOV（MTタイプ）；1発行サイクル

EXT[SU].[BW]、MOVT、SWAP、XTRCT、ADD*、CMP*、DIV*、DT、NEG*、SUB*、AND、AND#、NOT、
OR、OR#、TST、TST#、XOR、XOR#、ROT*、SHA*、SHL*、CLRS、CLRT、SETS、SETT

MOV#、NOP

MOVA

MOV

【注】AND#、OR#、TST#、XOR#はGBR相対命令を除く

 

図 4.2 命令実行パターン（2） 
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（3-1）ロード／ストア；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

I3

I3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-2）AND.B、OR.B、XOR.B、TST.B；3発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-3）TAS.B；4発行サイクル

（3-4）PREF、OCBI、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、SYNCO；1発行サイクル

E2S2 E3S3 WB

MOV.[BWL]、MOV.[BWL]@(d,GBR)

E1S1

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2S2 E3S3 WBE1S1

E2s2 E3s3E1s1

（3-5）LDTLB；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

（3-6）ICBI；8発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

（3-7）PREFI；5発行サイクル＋5サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

（3-8）MOVLI.L；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

I3

I3

（3-9）MOVCO.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（3-10）MOVUA.L；2発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

ID
ID

ID
ID

ID

E1s1 E2s2 E3s3 WBID

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2） （I3）

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

E1s1
E1s1

E1s1

E2s2
E2s2

E2s2

E3s3
E3s3

E3s3

WB
WB

WB

（I1） （ID）（I2）（I3）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

ID
ID

ID

（PREFIの次の命令に分岐します。）

（ICBIの次の命令に分岐します。）

最低５サイクル

最低５サイクル

 

図 4.2 命令実行パターン（3） 
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（4-1）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-2）DBR/SGRへのLDC；4発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-3）GBRへのLDC；1発行サイクル

（4-4）SRへのLDC；4発行サイクル＋4分岐サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-5）Rp_BANK/SSR/SPC/VBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1s1 E2s2 E3s3 WB

（4-6）DBR/SGRへのLDC.L；4発行サイクル

（4-7）GBRへのLDC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
ID

ID
ID

I1 I2 ID E1S1 E2S2 E3S3 WB
ID

ID
ID

ID
ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-8）SRへのLDC.L；6発行サイクル＋4分岐サイクル

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

（I1） （ID）（I2） （I3）

（次の命令へ分岐します）

ID

ID
ID

ID

ID
ID

 

図 4.2 命令実行パターン（4） 
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（4-9）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（4-10）SRからのSTC；1発行サイクル

（4-11）DBR/GBR/Rp_BANK/SSR/SPC/VBR/SGRからのSTC.L；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1s1 E2s2 E3s3

WB

（4-12）SRからのSTC.L；1発行サイクル

（4-13）PRへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID WB

I1 I2 ID S1 S2 S3

E1S1 E2S2 E3S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-14）PRへのLDS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB

（4-15）PRからのSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

（4-16）PRからのSTS.L；1発行サイクル

（I1） （I2） （I3） （ID）（??1）（??2）（??3）（WB）

（4-17）BSRF、BSR、JSRの遅延スロット命令（PRセット）；0発行サイクル

【注】遅延スロット命令のE3ステージでPRの値が更新されます。
　　　遅延スロットにPRからのSTS、STS.L命令が使用されている場合、
　　　更新されたPRの値が使用されます。  

図 4.2 命令実行パターン（5） 
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（5-1）MACH/LへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3 WB
MS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（5-2）MACH/LへのLDS.L；1発行サイクル

（5-3）MACH/LからのSTS；1発行サイクル

（5-4）MACH/LからのSTS.L；1発行サイクル

I1 I2 ID E1 M2 M3

E1 M2 M3

MS

E1 M2 M3 MS

M2 M3 MS

（5-5）MULS.W、MULU.W；1発行サイクル

（5-6）DMULS.L、DMULU.L、MUL.L；1発行サイクル

（5-7）CLRMAC；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WB

I1 I2 ID

（5-8）MAC.W；2発行サイクル

（5-9）MAC.L；2発行サイクル

I1 I2 ID s1 s2 s3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
MS

M2 M3 MS

M2 M3 MS
M2 M3

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB
S1 S2 S3 WBID

ID

 

図 4.2 命令実行パターン（6） 
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（6-1）FPULへのLDS；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3

s1 s2 s3 WB

s1 s2 s3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

FS1 FS2 FS3 FS4

FS1 FS2 FS3 FS4

FS

FS1 FS2 FS3 FS4 FS

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

I3

（6-2）FPULからのSTS；1発行サイクル

（6-3）FPULへのLDS.L；1発行サイクル

（6-4）FPULからのSTS.L；1発行サイクル

（6-5）FPSCRへのLDS；1発行サイクル

（6-6）FPSCRからのSTS；1発行サイクル

（6-7）FPSCRへのLDS.L；1発行サイクル

（6-8）FPSCRからのSTS.L；1発行サイクル

（6-9）FPUロードストア命令FMOV；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID S1 S2 S3 WB

S1 S2 S3

S1 S2 S3

WB

I1 I2 ID s1 s2 s3

I1 I2 ID WB

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4

S1 S2 S3 WB

FS1 FS2 FS3 FS4 FS
s1 s2 s3 WB

I1 I2 ID

（6-10）FLDS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

I1 I2 ID

（6-11）FSTS；1発行サイクル

I1 I2 ID

I1 I2 ID

s1 s2 s3
FS  

図 4.2 命令実行パターン（7） 
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（6-12）単精度FABS、FNEG／倍精度FABS、FNEG；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4 FS

（6-13）FLDI0、FLDI1；1発行サイクル

（6-14）単精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-15）単精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

（6-16）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-17）倍精度浮動小数点演算；1発行サイクル

（6-18）倍精度FDIV/FSQRT；1発行サイクル

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID s1 s2 s3
FS1 FS2 FS3 FS4

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4
FEDS（除算器占有サイクル）

FE5 FE6 FS

FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FS

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FMAC、FMUL、FSUB、FTRC、FRCHG、FSCHG、FPCHG

FCMP/EQ、FCMP/GT、FADD、FLOAT、FSUB、FTRC、FCNVSD、FCNVDS

FMUL

I1 I2 I3 ID
FEDS（除算器占有サイクル）

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（8） 
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（6-19）FIPR；1発行サイクル

（6-20）FTRV；1発行サイクル

（6-21）FSRRA；1発行サイクル

（6-22）FSCA；1発行サイクル

関数演算器占有サイクル

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3
FEPL

FEPL

FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

I1 I2 I3 ID FE1 FE2
FE1 FE2

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

関数演算器占有サイクル

FS

FS

 

図 4.2 命令実行パターン（9） 
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4.2 並列実行性 
命令は利用する内部機能ブロックにより、表 4.2に示すようなグループに分類されます。表 4.3に並列実行可能

な 2つの命令の組み合わせをグループごとに示します。たとえば、EXグループに分類された ADDと BRグルー

プの BRAは並列実行できます。 
 

表 4.2 命令グループ 

命令 

グループ 

命   令 

EX ADD 

ADDC 

ADDV 

AND #imm,R0 

AND Rm,Rn 

CLRMAC 

CLRS 

CLRT 

CMP 

DIV0S 

DIV0U 

DIV1 

DMUS.L 

DMULU.L 

DT 

EXTS 

EXTU 

MOVT 

MUL.L 

MULS.W 

MULU.W 

NEG 

NEGC 

NOT 

OR #imm,R0 

OR Rm,Rn 

ROTCL 

ROTCR 

ROTL 

ROTR 

SETS 

SETT 

SHAD 

SHAL 

SHAR 

SHLD 

SHLL 

SHLL2 

SHLL8 

SHLL16 

SHLR 

SHLR2 

SHLR8 

SHLR16 

SUB 

SUBC 

SUBV 

SWAP 

TST #imm,R0 

TST Rm,Rn 

XOR #imm,R0 

XOR Rm,Rn 

XTRCT 

 

MT MOV #imm,Rn MOV Rm,Rn  NOP  

BR BF 

BF/S 

BRA 

BRAF 

BSR 

BSRF 

BT 

BT/S 

JMP 

JSR 

RTS 

LS FABS 

FNEG 

FLDI0 

FLDI1 

FLDS 

FMOV @adr,FR 

FMOV FR,@adr 

FMOV FR,FR 

FMOV.S @adr,FR 

FMOV.S FR,@adr 

FSTS 

LDC Rm,CR1 

LDC.L @Rm+,CR1 

LDS Rm,SR1 

LDS Rm,SR2 

LDS.L @adr,SR2 

LDS.L @Rm+,SR1  

LDS.L @Rm+,SR2 

MOV.[BWL] @adr,R 

MOV.[BWL] R,@adr 

MOVA 

MOVCA.L 

MOVUA 

OCBI 

OCBP 

OCBWB 

PREF 

STC CR2,Rn 

STC.L CR2,@-Rn 

STS SR2,Rn 

STS.L SR2,@-Rn 

STS SR1,Rn 

STS.L SR1,@-Rn 



 

4. パイプライン動作 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00   4-13 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

命令 

グループ 

命   令 

FE FADD 

FSUB 

FCMP（S/D） 

FCNVDS 

FCNVSD 

FDIV 

FIPR 

FLOAT 

FMAC 

FMUL 

FRCHG 

FSCHG 

FSQRT 

FTRC 

FTRV 

FSCA 

FSRRA 

FPCHG 

CO AND.B #imm,@(R0,GBR)

ICBI 

LDC Rm,DBR 

LDC Rm,SGR 

LDC Rm,SR 

LDC.L @Rm+,DBR 

LDC.L @Rm+,SGR 

LDC.L @Rm+,SR 

LDTLB 

MAC.L 

MAC.W 

MOVCO 

MOVLI 

OR.B #imm,@(R0,GBR) 

PREFI 

RTE 

SLEEP 

STC SR,Rn 

STC.L SR,@-Rn 

SYNCO 

TAS.B 

TRAPA 

TST.B #imm,@(R0,GBR) 

XOR.B #imm,@(R0,GBR) 

【記号説明】 R ：Rm/Rn 

  @adr ：アドレス 

  SR1 ：MACH/MACL/PR 

  SR2 ：FPUL/FPSCR 

  CR1 ：GBR/Rp_BANK/SPC/SSR/VBR 

  CR2 ：CR1/DBR/SGR 

  FR ：FRm/FRn/DRm/DRn/XDm/XDn 

 

2命令の同時実行は次の場合に限ります。 

1. addr（先行）とaddr+2（後行）の2命令で1Kバイト（最小のページサイズ）をまたがないこと 

2. 表4.3（先行・後行掛け合わせ表）で同時実行可能である（○となっている）こと 

3. addrにある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

4. addr+2にある命令がそれ以前の命令とデータコンフリクトがないこと 

5. 2命令とも有効であること 
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表 4.3 先行・後行掛け合わせ表 

先行命令（addr）  

EX MT BR LS FE CO 

EX × ○ ○ ○ ○ 

MT ○ ○ ○ ○ ○ 

BR ○ ○ × ○ ○ 

LS ○ ○ ○ × ○ 

FE ○ ○ ○ ○ × 

 後行命令 

（addr+2） 

CO  × 
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4.3 発行レートと実行ステート 
命令の発行レートと実行ステートを表 4.4に示します。表 4.4中の命令グループは表 4.2における分類に対応し

ます。また、本節に示す発行レートと実行ステートでは、パイプラインストールによるペナルティサイクルは考

慮していません。 
 
（1）発行レート

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

発行レート：3

E2S2 E3S3 WB

発行レートは、命令の発行と次の命令の発行の間隔を示します。

（例）AND.B命令

E1S1

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1

ID
ID

ID

（I1） （ID）（I2） （I3）次命令

M3M2
発行レート：2

（I1） （I3） （ID）（I2）次命令

（例）MAC.W命令

実行ステートは、命令がパイプラインを占有するサイクル数を次の基準で示します。

・CPU命令
（例）AND.B命令

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

実行ステート：3

E2S2 E3S3 WBE1S1ID
ID

I1 I2 I3 ID S1 S2 S3 WB

MS
S2 S3 WBS1ID

M3M2

（例）MAC.W命令
実行ステート：4

・FPU命令
（例）FMUL命令

実行ステート：14
（例）FDIV命令

（2）実行ステート

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6

FS
FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

FE1 FE2 FE3 FE4 FE5 FE6 FS

I1 I2 I3 ID

I1 I2 I3 ID
除算器占有サイクル

FS

実行ステート：3

FE3 FE4 FE5 FE6 FS
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表 4.4 発行レートと実行ステート 

機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

1 EXTS.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

2 EXTS.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

3 EXTU.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

4 EXTU.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

5 MOV Rm,Rn MT 1 1 2-4 

6 MOV #imm,Rn MT 1 1 2-3 

7 MOVA @(disp,PC),R0 LS 1 1 2-2 

8 MOV.W @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

9 MOV.L @(disp,PC),Rn LS 1 1 3-1 

10 MOV.B @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

11 MOV.W @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

12 MOV.L @Rm,Rn LS 1 1 3-1 

13 MOV.B @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

14 MOV.W @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

15 MOV.L @Rm+,Rn LS 1 1 3-1 

16 MOV.B @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

17 MOV.W @(disp,Rm),R0 LS 1 1 3-1 

18 MOV.L @(disp,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

19 MOV.B @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

20 MOV.W @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

21 MOV.L @(R0,Rm),Rn LS 1 1 3-1 

22 MOV.B @(disp,GBR),R0 LS 1 1 3-1 

23 MOV.W @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

24 MOV.L @(disp, GBR),R0 LS 1 1 3-1 

25 MOV.B Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

26 MOV.W Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

27 MOV.L Rm,@Rn LS 1 1 3-1 

28 MOV.B Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

29 MOV.W Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

30 MOV.L Rm,@-Rn LS 1 1 3-1 

31 MOV.B R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

32 MOV.W R0,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

33 MOV.L Rm,@(disp,Rn) LS 1 1 3-1 

34 MOV.B Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

データ 

転送命令 

35 MOV.W Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

36 MOV.L Rm,@(R0,Rn) LS 1 1 3-1 

37 MOV.B R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

38 MOV.W R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

39 MOV.L R0,@(disp,GBR) LS 1 1 3-1 

40 MOVCA.L R0,@Rn LS 1 1 3-4 

41 MOVCO.L R0,@Rn CO 1 1 3-9 

42 MOVLI.L @Rm,R0 CO 1 1 3-8 

43 MOVUA.L @Rm,R0 LS 2 2 3-10 

44 MOVUA.L @Rm+,R0 LS 2 2 3-10 

45 MOVT Rn EX 1 1 2-1 

46 OCBI @Rn LS 1 1 3-4 

47 OCBP @Rn LS 1 1 3-4 

48 OCBWB @Rn LS 1 1 3-4 

49 PREF @Rn LS 1 1 3-4 

50 SWAP.B Rm,Rn EX 1 1 2-1 

51 SWAP.W Rm,Rn EX 1 1 2-1 

データ 

転送命令 

52 XTRCT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

53 ADD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

54 ADD #imm,Rn EX 1 1 2-1 

55 ADDC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

56 ADDV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

57 CMP/EQ #imm,R0 EX 1 1 2-1 

58 CMP/EQ Rm,Rn EX 1 1 2-1 

59 CMP/GE Rm,Rn EX 1 1 2-1 

60 CMP/GT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

61 CMP/HI Rm,Rn EX 1 1 2-1 

62 CMP/HS Rm,Rn EX 1 1 2-1 

63 CMP/PL Rn EX 1 1 2-1 

64 CMP/PZ Rn EX 1 1 2-1 

65 CMP/STR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

66 DIV0S Rm,Rn EX 1 1 2-1 

67 DIV0U  EX 1 1 2-1 

68 DIV1 Rm,Rn EX 1 1 2-1 

69 DMULS.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

70 DMULU.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

71 DT Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

72 MAC.L @Rm+,@Rn+ CO 2 5 5-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

73 MAC.W @Rm+,@Rn+ CO 2 4 5-8 

74 MUL.L Rm,Rn EX 1 2 5-6 

75 MULS.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

76 MULU.W Rm,Rn EX 1 1 5-5 

77 NEG Rm,Rn EX 1 1 2-1 

78 NEGC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

79 SUB Rm,Rn EX 1 1 2-1 

80 SUBC Rm,Rn EX 1 1 2-1 

固定小数点 

算術命令 

81 SUBV Rm,Rn EX 1 1 2-1 

82 AND Rm,Rn EX 1 1 2-1 

83 AND #imm,R0 EX 1 1 2-1 

84 AND.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

85 NOT Rm,Rn EX 1 1 2-1 

86 OR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

87 OR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

88 OR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

89 TAS.B @Rn CO 4 4 3-3 

90 TST Rm,Rn EX 1 1 2-1 

91 TST #imm,R0 EX 1 1 2-1 

92 TST.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

93 XOR Rm,Rn EX 1 1 2-1 

94 XOR #imm,R0 EX 1 1 2-1 

論理命令 

95 XOR.B #imm,@(R0,GBR) CO 3 3 3-2 

96 ROTL Rn EX 1 1 2-1 

97 ROTR Rn EX 1 1 2-1 

98 ROTCL Rn EX 1 1 2-1 

99 ROTCR Rn EX 1 1 2-1 

100 SHAD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

101 SHAL Rn EX 1 1 2-1 

102 SHAR Rn EX 1 1 2-1 

103 SHLD Rm,Rn EX 1 1 2-1 

104 SHLL Rn EX 1 1 2-1 

105 SHLL2 Rn EX 1 1 2-1 

106 SHLL8 Rn EX 1 1 2-1 

107 SHLL16 Rn EX 1 1 2-1 

108 SHLR Rn EX 1 1 2-1 

シフト命令 

109 SHLR2 Rn EX 1 1 2-1 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

110 SHLR8 Rn EX 1 1 2-1 シフト命令 

111 SHLR16 Rn EX 1 1 2-1 

112 BF disp BR 1+0～2 1 1-1 

113 BF/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

114 BT disp BR 1+0～2 1 1-1 

115 BT/S disp BR 1+0～2 1 1-1 

116 BRA disp BR 1+0～2 1 1-1 

117 BRAF Rm BR 1+3 1 1-2 

118 BSR disp BR 1+0～2 1 1-1 

119 BSRF Rm BR 1+3 1 1-2 

120 JMP @Rn BR 1+3 1 1-2 

121 JSR @Rn BR 1+3 1 1-2 

分岐命令 

122 RTS  BR 1+0～3 1 1-3 

123 NOP  MT 1 1 2-3 

124 CLRMAC  EX 1 1 5-7 

125 CLRS  EX 1 1 2-1 

126 CLRT  EX 1 1 2-1 

127 ICBI @Rn CO 8+5+3 13 3-6 

128 SETS  EX 1 1 2-1 

129 SETT  EX 1 1 2-1 

130 PREFI @Rn CO 5+5+3 10 3-7 

131 SYNCO  CO 不定 不定 3-4 

132 TRAPA #imm CO 8+5+1 13 1-5 

133 RTE  CO 4+1 4 1-4 

134 SLEEP  CO 不定 不定 1-6 

135 LDTLB  CO 1 1 3-5 

136 LDC Rm,DBR CO 4 4 4-2 

137 LDC Rm,SGR CO 4 4 4-2 

138 LDC Rm,GBR LS 1 1 4-3 

139 LDC Rm,Rp_BANK LS 1 1 4-1 

140 LDC Rm,SR CO 4+3 4 4-4 

141 LDC Rm,SSR LS 1 1 4-1 

142 LDC Rm,SPC LS 1 1 4-1 

143 LDC Rm,VBR LS 1 1 4-1 

144 LDC.L @Rm+,DBR CO 4 4 4-6 

システム制御 

命令 

145 LDC.L @Rm+,SGR CO 4 4 4-6 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

146 LDC.L @Rm+,GBR LS 1 1 4-7 

147 LDC.L @Rm+,Rp_BANK LS 1 1 4-5 

148 LDC.L @Rm+,SR CO 6+3 4 4-8 

149 LDC.L @Rm+,SSR LS 1 1 4-5 

150 LDC.L @Rm+,SPC LS 1 1 4-5 

151 LDC.L @Rm+,VBR LS 1 1 4-5 

152 LDS Rm,MACH LS 1 1 5-1 

153 LDS Rm,MACL LS 1 1 5-1 

154 LDS Rm,PR LS 1 1 4-13 

155 LDS.L @Rm+,MACH LS 1 1 5-2 

156 LDS.L @Rm+,MACL LS 1 1 5-2 

157 LDS.L @Rm+,PR LS 1 1 4-14 

158 STC DBR,Rn LS 1 1 4-9 

159 STC SGR,Rn LS 1 1 4-9 

160 STC GBR,Rn LS 1 1 4-9 

161 STC Rp_BANK,Rn LS 1 1 4-9 

162 STC SR,Rn CO 1 1 4-10 

163 STC SSR,Rn LS 1 1 4-9 

164 STC SPC,Rn LS 1 1 4-9 

165 STC VBR,Rn LS 1 1 4-9 

166 STC.L DBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

167 STC.L SGR,@-Rn LS 1 1 4-11 

168 STC.L GBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

169 STC.L Rp_BANK,@-Rn LS 1 1 4-11 

170 STC.L SR,@-Rn CO 1 1 4-12 

171 STC.L SSR,@-Rn LS 1 1 4-11 

172 STC.L SPC,@-Rn LS 1 1 4-11 

173 STC.L VBR,@-Rn LS 1 1 4-11 

174 STS MACH,Rn LS 1 1 5-3 

175 STS MACL,Rn LS 1 1 5-3 

176 STS PR,Rn LS 1 1 4-15 

177 STS.L MACH,@-Rn LS 1 1 5-4 

178 STS.L MACL,@-Rn LS 1 1 5-4 

システム制御 

命令 

179 STS.L PR,@-Rn LS 1 1 4-16 

180 FLDI0 FRn LS 1 1 6-13 

181 FLDI1 FRn LS 1 1 6-13 

単精度 

浮動小数点 

命令 
182 FMOV FRm,FRn LS 1 1 6-9 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

183 FMOV.S @Rm,FRn LS 1 1 6-9 

184 FMOV.S @Rm+,FRn LS 1 1 6-9 

185 FMOV.S @(R0,Rm),FRn LS 1 1 6-9 

186 FMOV.S FRm,@Rn LS 1 1 6-9 

187 FMOV.S FRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

188 FMOV.S FRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

189 FLDS FRm,FPUL LS 1 1 6-10 

190 FSTS FPUL,FRn LS 1 1 6-11 

191 FABS FRn LS 1 1 6-12 

192 FADD FRm,FRn FE 1 1 6-14 

193 FCMP/EQ FRm,FRn FE 1 1 6-14 

194 FCMP/GT FRm,FRn FE 1 1 6-14 

195 FDIV FRm,FRn FE 1 14 6-15 

196 FLOAT FPUL,FRn FE 1 1 6-14 

197 FMAC FR0,FRm,FRn FE 1 1 6-14 

198 FMUL FRm,FRn FE 1 1 6-14 

199 FNEG FRn LS 1 1 6-12 

200 FSQRT FRn FE 1 30 6-15 

201 FSUB FRm,FRn FE 1 1 6-14 

202 FTRC FRm,FPUL FE 1 1 6-14 

203 FMOV DRm,DRn LS 1 1 6-9 

204 FMOV @Rm,DRn LS 1 1 6-9 

205 FMOV @Rm+,DRn LS 1 1 6-9 

206 FMOV @(R0,Rm),DRn LS 1 1 6-9 

単精度 

浮動小数点 

命令 

207 FMOV DRm,@Rn LS 1 1 6-9 

 208 FMOV DRm,@-Rn LS 1 1 6-9 

 209 FMOV DRm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

倍精度 210 FABS DRn LS 1 1 6-12 

浮動小数点 211 FADD DRm,DRn FE 1 1 6-16 

命令 212 FCMP/EQ DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 213 FCMP/GT DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 214 FCNVDS DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

 215 FCNVSD FPUL,DRn FE 1 1 6-16 

 216 FDIV DRm,DRn FE 1 14 6-18 

 217 FLOAT FPUL,DRn FE 1 1 6-16 
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機能 

分類 

No. 命令 命令 

グループ

発行 

レート 

実行 

ステート 

実行 

パターン 

倍精度 218 FMUL DRm,DRn FE 1 3 6-17 

浮動小数点 219 FNEG DRn LS 1 1 6-12 

命令 220 FSQRT DRn FE 1 30 6-18 

 221 FSUB DRm,DRn FE 1 1 6-16 

 222 FTRC DRm,FPUL FE 1 1 6-16 

FPU 223 LDS Rm,FPUL LS 1 1 6-1 

システム制御 224 LDS Rm,FPSCR LS 1 1 6-5 

命令 225 LDS.L @Rm+,FPUL LS 1 1 6-3 

 226 LDS.L @Rm+,FPSCR LS 1 1 6-7 

 227 STS FPUL,Rn LS 1 1 6-2 

 228 STS FPSCR,Rn LS 1 1 6-6 

 229 STS.L FPUL,@-Rn LS 1 1 6-4 

 230 STS.L FPSCR,@-Rn LS 1 1 6-8 

231 FMOV DRm,XDn LS 1 1 6-9 

232 FMOV XDm,DRn LS 1 1 6-9 

233 FMOV XDm,XDn LS 1 1 6-9 

234 FMOV @Rm,XDn LS 1 1 6-9 

235 FMOV @Rm+,XDn LS 1 1 6-9 

236 FMOV @(R0,Rm),XDn LS 1 1 6-9 

237 FMOV XDm,@Rn LS 1 1 6-9 

238 FMOV XDm,@-Rn LS 1 1 6-9 

239 FMOV XDm,@(R0,Rn) LS 1 1 6-9 

240 FIPR FVm,FVn FE 1 1 6-19 

241 FRCHG  FE 1 1 6-14 

242 FSCHG  FE 1 1 6-14 

243 FPCHG  FE 1 1 6-14 

244 FSRRA FRn FE 1 1 6-21 

245 FSCA FPUL,DRn FE 1 3 6-22 

グラフィクス 

強化命令 

246 FTRV XMTRX,FVn FE 1 4 6-20 
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5. 例外処理 

5.1 概要 

例外処理とは、リセット、一般例外、割り込みが検出されたときに、通常とは異なるプログラムで必要な処理

を行うことをいいます。たとえば、実行中の命令の異常終了が発生した場合、適切な処置をすることで、元のプ

ログラムに復帰したり、異常を報告して終了するといった制御が必要になります。このような機能をサポートす

るために、異常終了に対して、例外処理要求を発生させ、ユーザが作成した例外処理ルーチンに制御の流れが渡

ることなどを総称して例外処理と呼びます。 

SH-4Aの例外処理は、リセット、一般例外、割り込みの 3つに分類されます。 

5.2 レジスタの説明 

例外処理に関するレジスタ構成を表 5.1に示します。 
 

表 5.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32 

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32 

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 H'1F2F 0004 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 5.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

TRAPA例外レジスタ TRA 不定 保持 保持 

例外事象レジスタ EXPEVT H'0000 0000 保持 保持 

割り込み事象レジスタ INTEVT 不定 保持 保持 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK H'0000 0000 保持 保持 
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5.2.1 TRAPA例外レジスタ（TRA） 

TRAPA例外レジスタ（TRA）は、TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータ（imm）が設定されるレジス

タです。TRAは TRAPA命令実行時にハードウェアにより自動的に設定されます。TRAはソフトウェアからも変

更が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― TRACODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0初期値：
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R RR/W：

― ―

 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9～2 TRACODE 不定 R/W TRAPAコード 

TRAPA命令の 8ビットイミディエイトデータが設定されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

5.2.2 例外事象レジスタ（EXPEVT） 

例外事象レジスタ（EXPEVT）には、12ビットのリセットと一般例外事象による例外コードが設定されます。

例外コードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。EXPEVTはソフトウェアからも変更

が可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― EXPCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0/1 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 EXPCODE H'000 

または 

H'020 

R/W 例外コード 

リセット、一般例外の例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照し

てください。 

 

5.2.3 割り込み事象レジスタ（INTEVT） 
 

割り込み事象レジスタ（INTEVT）には、14ビットの割り込み要求による例外コードが設定されます。例外コ

ードは例外受け付け時にハードウェアにより自動的に設定されます。INTEVTはソフトウェアからも変更が可能

です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― INTCODE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～0 INTCODE 不定 R/W 例外コード 

割り込みの例外コードが設定されます。詳細は表 5.3を参照してください。 
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5.2.4 非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK） 

EXPMASKレジスタは、下記 1.～3.に該当する機能が使用された場合に例外を発生および抑止することができま

す。この 1.～3.に該当する機能は、今後の SuperHシリーズでサポートされなくなる可能性があります。あらかじ

め EXPMASKレジスタの例外発生機能を用いることで、ソフトウェアがこれらの機能を用いているかを調べるこ

とが可能となり、今後の SuperHシリーズで本機能が未サポートになった場合に容易にソフトウェアの移行を行う

ことが可能となります。 

1. RTE命令の遅延スロットがNOP命令以外である場合 

2. 分岐命令の遅延スロットがSLEEP命令である場合 

3. IC/OCメモリ割り付け連想書き込みを実行した場合 

 

非サポート検出例外レジスタ（EXPMASK）の値により、1.～2.はスロット不当命令例外、3.はデータアドレス

エラー例外をそれぞれ発生させることができます。 

EXPMASKレジスタの該当ビットに 1を書き込むことにより例外の発生を抑止できますが、今後の互換性を維

持するため、上記機能を使用しないプログラムを作成することを強く推奨します。 

EXPMASKレジスタの更新は CPUのストア命令で行ってください。更新後一度レジスタを読み出した後、以下

の操作のどちらかを実行してください。この操作をすることによって、更新後のレジスタ値で動作することが保

証されます。 

• RTE命令を実行 

• 任意アドレス（キャッシング不可領域でも良い）に対するICBI命令を実行 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MM
CAW － － BRDS

SLP
RTE
DS

－ － － －
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4 MMCAW 0 R/W メモリ割り付けキャッシュ連想ライト 

0：メモリ割り付け連想書き込みを禁止します。（データアドレスエラー

例外発生） 

1：メモリ割り付け連想書き込みを許可します。 

詳細は「8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作」を参照してください。 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 BRDSSLP 0 R/W 遅延スロット SLEEP命令 

0：遅延スロットにある SLEEP命令を禁止します。 

（SLEEP命令をスロット不当命令とします） 

1：遅延スロットにある SLEEP命令を許可します。 

0 RTEDS 0 R/W RTE遅延スロット 

0：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を禁止します。 

（NOP命令以外をスロット不当命令とします） 

1：RTE命令の遅延スロットにある NOP命令以外を許可します。 
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5.3 例外処理の機能 

5.3.1 例外処理の流れ 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、R15の内容がそれぞれ退避プログラ

ムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ（SGR）に退避され、ベクタア

ドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、ユーザによって、個々

の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプログラムに戻るために

は、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が復帰し、例外などが発

生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令では R15に書き戻されま

せん。 

基本的な例外処理の流れは次のようになります。SRのビットの意味の詳細は、「第 2章 プログラミングモデ

ル」を参照してください。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは、例外要因の例外事象レジスタ（EXPEVT）、または割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビッ

ト13～0に書き込まれます。 

7. CPUOPMの割り込みモード切り替えビット（INTMU）が1の場合、SRの割り込みマスクレベルビット（IMASK）

が割り込み受け付けレベルに変更されます。 

8. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

5.3.2 例外処理ベクタアドレス 

リセットベクタアドレスは H'A000 0000に固定されています。例外、割り込みのベクタアドレスはベクタベー

スアドレスに各事象のオフセット値を加えたアドレスです。ベクタベースアドレスはベクタベースレジスタ

（VBR）にソフトウェアで設定します。たとえば、TLBミス例外のオフセットは H'0000 0400ですから、VBRに

H'9C08 0000を設定しておくと、例外処理ベクタアドレスは H'9C08 0400になります。例外処理ベクタアドレスで

さらに例外が発生すると、二重例外となり、回復が困難になりますので、ベクタアドレスはアドレス変換の対象

とならない P1、P2領域のアドレスを指定してください。 
 



 

5. 例外処理 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00   5-7 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

5.4 例外の種類と優先順位 

表 5.3に、例外の種類、優先順位、ベクタアドレス、および例外／割り込みコードを示します。 
 

表 5.3 例外一覧 

例外遷移先 例外 

区分 

実行 

形態 

例外 優先 

レベル

優先

順位 ベクタベース オフセット 

例外 

コード 

パワーオンリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

H-UDIリセット 1 1 H'A000 0000 － H'000 

命令 TLB多重ヒット例外 1 2 H'A000 0000 － H'140 

リセット 中断型 

データ TLB多重ヒット例外 1 3 H'A000 0000 － H'140 

命令実行前ユーザブレーク* 2 0 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

命令アドレスエラー 2 1 （VBR） H'100 H'0E0 

命令 TLBミス例外 2 2 （VBR） H'400 H'040 

命令 TLB保護違反例外 2 3 （VBR） H'100 H'0A0 

一般不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'180 

スロット不当命令例外 2 4 （VBR） H'100 H'1A0 

一般 FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'800 

スロット FPU抑止例外 2 4 （VBR） H'100 H'820 

データアドレスエラー（読み出し） 2 5 （VBR） H'100 H'0E0 

データアドレスエラー（書き込み） 2 5 （VBR） H'100 H'100 

データ TLBミス例外（読み出し） 2 6 （VBR） H'400 H'040 

データ TLBミス例外（書き込み） 2 6 （VBR） H'400 H'060 

データ TLB保護違反例外（読み出し） 2 7 （VBR） H'100 H'0A0 

データ TLB保護違反例外（書き込み） 2 7 （VBR） H'100 H'0C0 

FPU例外 2 8 （VBR） H'100 H'120 

再実行型 

初期ページ書き込み例外 2 9 （VBR） H'100 H'080 

無条件トラップ（TRAPA） 2 4 （VBR） H'100 H'160 

一般例外 

完了型 

命令実行後ユーザブレーク* 2 10 （VBR/DBR） H'100/－ H'1E0 

ノンマスカブル割り込み 3 － （VBR） H'600 H'1C0 割り込み 完了型 

一般割り込み要求 4 － （VBR） H'600 － 

優先度 ：まず優先レベルで順位付けし、同一レベル内を優先順位で順位付けします（より小さい数値が、優先度が高くなり

ます）。 

例外遷移先 ：リセットでは H'A000 0000、その他では（VBR＋オフセット）へ制御が移ります。 

例外コード ：リセット、一般例外では EXPEVT、割込みでは INTEVTに格納されます。 

 

【注】 * CBCR.UBDE=1のとき PC=DBR。その他は PC=VBR+H'100 
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5.5 例外フロー 

5.5.1 例外フロー 

図 5.1に、命令実行と例外処理の基本動作を概念的に示します。ここでは説明の都合上、命令を 1命令ずつ逐

次的に実行することを基本として説明しています。図 5.1には、例外種別（リセット、一般例外、割り込み）間

の優先順位が表されています。なお図 5.1では、例外成立時のレジスタ設定を SSR、SPC、SGR、EXPEVT/INTEVT、

SR、および PCに限っていますが、例外によってはこの他にもハードウェアによって自動的に設定されるレジス

タがあります。詳細は、「5.6 各例外の説明」を参照してください。また、遅延分岐命令と遅延スロット命令を

実行中の例外処理や、2回データアクセスが発生する命令については「5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優

先順位」を参照してください。 

リセットが
要求されている

次の命令を実行

一般例外が
要求されている

最優先の
例外は再実行型

割り込みが
要求されている

命令実行結果を取り消す

No

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

SSR←SR
SPC←PC
SGR←R15
EXPEVT/INTEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL}←111
SR.IMASK←受理した割り込みレベル*
PC←(CBCR.UBDE=1&&User_Break?
　　　DBR:(VBR+Offset))

EXPEVT←例外コード
SR.{MD,RB,BL,FD,IMASK}←11101111
PC←H'A000 0000

【注】* 最優先の例外が割り込みのとき。なおIMASKを更新するかしないかをソフトウェアで設定可能です。
MNIの割り込み受け付けレベルは、B'1111です。

 

図 5.1 命令実行と例外処理 
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5.5.2 例外要因の受け付け 

2つ以上の例外が同時に発生したときに受け付ける例外を決定するため、すべての例外には優先順位が決められ

ています。一般例外の中の一般不当命令例外、スロット不当命令例外、一般 FPU抑止例外、スロット FPU抑止例

外、無条件トラップ例外の 5つは、それぞれの命令解析の過程で検出され、命令パイプラインの中では同時に発

生しない例外です。このため優先順位は同じ値になっています。一般例外は命令実行に従った順序で検出されま

す。しかし、例外処理は命令の流れの順序（プログラム順）に従って処理されます。つまり、先の命令の例外が、

後続の命令の例外よりも優先されて受け付けられます。一般例外の受け付け順序の例を図 5.2に示します。 

TLBミス（データアクセス）パイプラインの流れ：

検出の順序：

命令n

命令n+1

一般不当命令例外（命令n+1)およびTLBミス（命令n+2）を同時に検出

TLBミス（命令n）

例外処理の順序：

TLBミス（命令n）

命令nの再実行

一般不当命令例外（命令n+1）

命令n+1の再実行

TLBミス（命令n+2）

命令n+2の再実行

命令n+3の実行

プログラムの順序

1

命令n+2

命令n+3

一般不当命令例外

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2I1 ID E1 E2 E3 WB

I2

I3 

I3I1 ID E1 E2 E3 WB

I2 I3I1 ID E1 E2 E3 WB

TLBミス（命令アクセス）

2

3

4

I1、I2、I3
ID
E1、E2、E3
（E2、E3
WB

：命令フェッチ
：命令デコード
：命令実行
：メモリアクセス）
：結果の格納

【記号説明】

 

図 5.2 一般例外の受け付け順序の例 
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5.5.3 例外要求と BLビット 

SRの BLビットが 0のとき、一般例外、割り込みを受け付けます。 

SRの BLビットが 1のときに、ユーザブレークを除く一般例外が発生した場合には、CPUの内部レジスタ、他

のモジュールのレジスタは、パワーオンリセット後の状態になり、リセットと同アドレス（H’A000 0000）に分岐

します。ユーザブレークが発生した場合の動作については「第 30章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」を

参照してください。また、通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアで BL

ビットが 0にクリアされてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留す

るか、受け付けるかをソフトウェアによって設定可能です。 

このように、通常は例外状態を多重に受け付け可能にするためには、SPCと SSRを退避させ、その後 SRの BL

ビットを 0クリアします。 

5.5.4 例外処理からの復帰 

例外処理からの復帰は、RTE命令を使用します。RTE命令により、SPCが PCに、SSRが SRに回復され、SPC

のアドレスに分岐して、例外処理ルーチンから復帰します。もし、メモリに SPC、SSRを退避していた場合には、

SRの BLビットを 1にセットしてから、SPCと SSRを回復し、RTE命令を発行してください。 
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5.6 各例外の説明 
個別の例外処理動作について、発生要因、発生時の遷移先アドレス、遷移時のプロセッサの動作を説明します。 

5.6.1 リセット 

（1） パワーオンリセット 

• 条件： 

パワーオンリセット要求 

• 動作： 

EXPEVTにH'000を設定し、CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行った後リセットベクタ（H'A0000000）

に分岐します。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。電源投入時には必ずパワーオンリセッ

トを行ってください。 
 

（2） H-UDIリセット 

• 要因：SDIR. TI[7:4]がB'0110（ネゲート）、またはB'0111（アサート） 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

 例外コードH'000をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

 CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、「第31章 ユーザデバッグインタフェース

（H-UDI）」および各章のレジスタの説明を参照してください。 
 

（3） 命令 TLB多重ヒット例外 

• 要因：ITLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31：

10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

 例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をパワーオンリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

（4） データ TLB多重ヒット例外 

• 要因：UTLBのアドレスが多重に一致 

• 遷移先アドレス：H'A000 0000 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31：

10]にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 
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例外コードH'140をEXPEVTにセットします。VBR、 SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

CPUおよび内蔵周辺モジュールの初期化をパワーオンリセットの場合と同様に行います。詳細は、各章のレ

ジスタの説明を参照してください。 

 

5.6.2 一般例外 

（1） データ TLBミス例外 

• 要因：UTLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'040を、書き込みの場合は例外コードH'060をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0400に分岐します。 

TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
Data_TLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'00000040 : H'00000060; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（2） 命令 TLBミス例外 

• 要因：ITLBのアドレス比較の結果、アドレスが不一致 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0400 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 
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本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'040をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0400に分岐します。 

 TLBミス処理高速化のために、他の例外とオフセットを分けています。 

 
ITLB_miss_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000040; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000400; 

} 

 

（3） 初期ページ書き込み例外 

• 要因：ストアアクセスでTLBにヒットしたが、ダーティビットD = 0 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'080をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Initial_write_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000080; 

 SR.MD = 1; 
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 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（4） データ TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.4、表5.5に示すUTLBのプロテクション情報（PRビットあるいはEPRビット）に反す

る。 

 

表 5.4 UTLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

00 読み出しのみ可 アクセス不可 

01 読み出し／書き込み可 アクセス不可 

10 読み出しのみ可 読み出しのみ可 

11 読み出し／書き込み可 読み出し／書き込み可 

 

表 5.5 UTLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5] 特権モードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 

 

EPR[4] 特権モードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

EPR[2] ユーザモードでの読み出しの可否 

1 読み出し可 

0 読み出し不可 
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EPR[1] ユーザモードでの書き込みの可否 

1 書き込み可 

0 書き込み不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合には例外コードH'0A0を、書き込みの場合には例外コードH'0C0をEXPEVTにセットします。

SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。 

 
Data_TLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access ? H'000000A0 : H'000000C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（5） 命令 TLB保護違反例外 

• 要因：アクセスが表5.6、表5.7に示すITLBのプロテクション情報（PRビット）に反する。 

 

表 5.6 ITLBプロテクション情報（TLB互換モードの場合） 

PR 特権モード ユーザモード 

0 アクセス可 アクセス不可 

1 アクセス可 アクセス可 
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表 5.7 ITLBプロテクション情報（TLB拡張モードの場合） 

EPR[5]、EPR[3] 特権モードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 ICBIのみ実行不可、他は実行可 

00 実行不可 

 

EPR[2]、EPR[0] ユーザモードでの実行の可否 

11、01 実行可 

10 ICBIのみ実行不可、他は実行可 

00 実行不可 

 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
ITLB_protection_violation_exception() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（6） データアドレスエラー 

• 要因： 

- ワードデータをワード境界以外（2n＋1）からアクセス 

- ロングワードデータをロングワードデータ境界以外（4n＋1、4n＋2、4n＋3）からアクセス（ただしMOVUA

命令は除きます。） 

- クワッドワードをクワッドワードデータ境界以外（8n＋1、8n＋2、8n＋3、8n＋4、8n＋5、8n＋6、8n＋7）

からアクセス 

- ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFへのアクセス 

ただし、H'E000 0000～H'E3FF FFFFおよびH'E500 0000～H'E5FF FFFFは、それぞれユーザモードからアク

セスする設定が可能です。詳しくは「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」および「第9章 内

蔵メモリ」を参照してください。 

- EXPMASKレジスタのMMCAWビットが0で、IC/OCメモリ割り付け連想書き込み 

メモリ割り付け連想書き込みについては、「8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作」を参照してくださ

い。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号(22ビット)をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

読み出しの場合は例外コードH'0E0を、書き込みの場合は例外コードH'100をEXPEVTにセットします。SRの

BLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリ

マネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Data_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = read_access? H'000000E0: H'00000100; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（7） 命令アドレスエラー 

• 要因： 

- ワード境界以外（2n＋1）から命令フェッチ 

 - ユーザモードでの領域H'8000 0000～H'FFFF FFFFから命令フェッチ 

ただし、H'E500 0000～H'E5FF FFFFはユーザモードからアクセスする設定が可能です。詳しくは「第9章 内

蔵メモリ」を参照してください。 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた仮想アドレス（32ビット）をTEAに、対応する仮想ページ番号（22ビット）をPTEH[31:10]

にセットします。PTEHのASIDは本例外発生時のASIDを示します。 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'0E0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。詳細は「第7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。 

 
Instruction_address_error() 

{ 

 TEA = EXCEPTION_ADDRESS; 

 PTEH.VPN = PAGE_NUMBER; 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000000E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（8） 無条件トラップ 

• 要因：TRAPA命令の実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

処理完了型の例外のため、TRAPA命令の次の命令のPCをSPCに退避します。TRAPA命令実行時のSR、R15

をSSR、SGRに退避します。TRAPA命令中の8ビットのイミディエイトを4倍して、TRA[9:0]にセットします。

例外コードH'160をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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TRAPA_exception() 

{ 

 SPC = PC + 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 TRA = imm << 2; 

 EXPEVT = H'00000160; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

（9） 一般不当命令例外 

• 要因：  

- 遅延スロット以外にある未定義命令をデコード 

遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット以外にある特権命令をユーザモードでデコード 

特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP、 

ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

 本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

 例外コードH'180をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義コードをデコードした場合には動作を保証しません。 

 
General_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000180; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（10）スロット不当命令例外 

• 要因： 

- 遅延スロットにある未定義命令をデコード 

 遅延分岐命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT/S、BF/S 

 未定義命令：H'FFFD 

- 遅延スロット内のPCを書き換える命令をデコード 

 PCを書き換える命令：JMP、JSR、BRA、BRAF、BSR、BSRF、RTS、RTE、BT、BF、BT/S、BF/S、TRAPA、 

 LDC Rm,SR、LDC.L @Rm＋,SR、ICBI、PREFI 

- 遅延スロット内の特権命令をユーザモードでデコード 

 特権命令：LDC、STC、RTE、LDTLB、SLEEP 

 ただし、LDC、STCでGBRをアクセスする命令を除く 

- 遅延スロット内のPC相対MOV命令、MOVA命令をデコード 

- EXPMASKレジスタのBRDSSLPビットが0で、遅延スロットにあるSLEEP命令を実行 

- EXPMASKレジスタのRTEDSビットが0で、遅延スロットにあるNOP以外の命令を実行 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

 例外コードH'1A0をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。なお、H'FFFD以外の未定義命令をデコードした場合には動作を保証しません。 

 
Slot_illegal_instruction_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001A0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 
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（11）一般 FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロット以外にあるFPU命令*をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。 

例外コードH'800をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 

 
General_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000800; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

【注】 * FPU命令とは命令コードの最初の 4ビットがＦである命令（ただし、未定義命令 H'FFFDを除く）と、FPUL、FPSCR

に対する LDS、STS、LDS.L、STS.L命令です。 

 

（12）スロット FPU抑止例外 

• 要因：遅延スロットにあるFPU命令をSR.FD=1でデコード 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

直前の遅延分岐命令のPCをSPCに退避します。本例外発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。 

例外コードH'820をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0100に分岐します。 
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Slot_fpu_disable_exception() 

{ 

 SPC = PC - 2; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000820; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

（13）命令実行前ユーザブレーク／命令実行後ユーザブレーク 

• 要因：ユーザブレークポイントコントローラに設定したブレーク条件が成立 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100、またはDBR 

• 遷移時動作： 

命令実行後ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令の直後の命令のPCをSPCに退避します。命令

実行前ブレークの場合、ブレークポイントを設定した命令のPCをSPCに退避します。 

ブレーク発生時のSR、R15をSSR、SGRに退避します。例外コードH'1E0をEXPEVTにセットします。 

 SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝VBR＋H'0100に分岐します。ただし、PC=DBR

に分岐することも可能です。 

 データブレークを設定した場合のPCについてなど、詳細は「第30章 ユーザブレークコントローラ（UBC）」

を参照してください。 

 
User_break_exception() 

{ 

 SPC = (pre_execution break? PC : PC + 2); 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'000001E0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = (CBCR.UBDE==1 ? DBR : VBR + H’00000100); 

} 
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（14）FPU例外 

• 要因：浮動小数点演算実行による例外 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0100 

• 遷移時動作： 

本例外を発生させた命令のPC、SRをそれぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退避します。例

外コードH'120をEXPEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、

PC=VBR+H'0100に分岐します。 

 
FPU_exception() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 EXPEVT = H'00000120; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 PC = VBR + H'00000100; 

} 

 

5.6.3 割り込み 

（1） NMI（ノンマスカブル割り込み） 

• 要因：NMI端子のエッジ検出 

• 遷移先アドレス：VBR＋H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

本割り込みを受け付けた命令の直後のPC、SRを、それぞれSPC、SSRに退避し、そのときのR15をSGRに退

避します。 

 例外コードH'1C0をINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1にセットし、PC＝

VBR＋H'0600に分岐します。本割り込みは、SRのBLビットが0のときはSRの割り込みマスクビットによって

マスクされず、最優先で受け付けられます。SRのBLビットが1のとき本割り込みがマスクされるか、受け付

けるかをソフトウェアによって設定可能です。CPUOPMのINTMUビットが1のときに、NMI割り込みを受け

付けた場合、SRのIMASKビットには、B'1111がセットされます。 

詳細は「第13章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 
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NMI() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'000001C0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 If(cond)SR.IMASK = B'1111; 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

（2） 一般割り込み要求 

• 要因： 

 SRの割り込みマスクビットが割り込み要求の割り込みレベルより小さく、かつSRのBLが0（命令の切れ目で

受け付けます。） 

• 遷移先アドレス：VBR + H'0000 0600 

• 遷移時動作： 

受け付けた命令の直後のPCをSPCにセットします。受け付けた時点のSR、R15をSSR、SGRにセットします。 

各割り込み要因に対応したコードをINTEVTにセットします。SRのBLビット、MDビット、RBビットを1に

セットし、VBR＋H'0600に分岐します。CPUOPMのINTMUビットが1のときに、一般割り込みを受け付けた

場合、SRのIMASKビットには、受け付けた割り込みのレベルが設定されます。 

詳細は「第13章 割り込みコントローラ（INTC）」を参照してください。 

 
Module_interruption() 

{ 

 SPC = PC; 

 SSR = SR; 

 SGR = R15; 

 INTEVT = H'00000400 ~ H'00003FE0; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 if(cond)SR.IMASK = level_of_accepted_interrupt(); 

 PC = VBR + H'00000600; 

} 

 



 

5. 例外処理 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00   5-25 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

5.6.4 複数回の例外が発生する場合の優先順位 

メモリを 2回アクセスする命令や、不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令などでは、複数回例外

が発生します。この場合、通常の例外優先順位と異なるので、注意が必要です。 

（1） メモリを 2回アクセスする命令 

MAC命令やメモリ―メモリ間論理演算命令、TAS命令、MOVUA命令は 1つの命令でデータ転送が 2回あるた

め、それぞれのデータ転送時に例外の発生を検出します。そのため、以下の順位で判定します。 

1. 1回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

2. 1回目のデータ転送のTLBミス 

3. 1回目のデータ転送のTLB保護違反 

4. 1回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

5. 2回目のデータ転送のデータアドレスエラー 

6. 2回目のデータ転送のTLBミス 

7. 2回目のデータ転送のTLB保護違反 

8. 2回目のデータ転送の初期ページ書き込み例外 

 

（2） 不可分である遅延付き分岐命令と遅延スロット命令 

遅延付き分岐命令と遅延スロット命令は不可分であるため、1つの命令として扱われます。そのため、それぞれ

の命令における例外についても、優先順位が通常と異なります。遅延スロット命令が 1回のデータ転送しか持た

ない場合の順位を示します。 

1. 遅延付き分岐命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

2. 遅延スロット命令における優先レベル1、2の中断型および再実行型例外をチェックします。 

3. 遅延付き分岐命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

4. 遅延スロット命令における優先レベル2の完了型例外をチェックします。 

5. 遅延付き分岐命令における優先レベル3と遅延スロット命令における優先レベル3をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

6. 遅延付き分岐命令における優先レベル4と遅延スロット命令における優先レベル4をチェックします（この2

つの間の優先順位はありません）。 

 

遅延スロット命令が 2回目のデータ転送を持つ場合、2.において、（1）のように 2回チェックを行います。 

なお、受け付けた例外（最も優先度が高い例外）が遅延スロット命令の再実行型例外である場合、分岐命令の

PRレジスタ書き込み動作（BSR、BSRF、JSRの PC→PR動作）は抑止されません。ただし、その場合の PRレジ

スタの内容は保証されません。 
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5.7 注意事項 

（1） 例外処理からの復帰 

1. SRのBLビットをソフトウェアでチェックしてください。メモリにSPC、SSRを退避していた場合には、SRの

BLビットを1にしてからそれらを回復してください。 

2. RTE命令を発行してください。RTE命令により、SPCがPCに、SSRがSRにセットされ、SPCのアドレスに分

岐して、例外処理から復帰します。 

 

（2） SR.BL＝1のときに一般例外または割り込みが発生した場合 

1. 一般例外 

ユーザブレークを除く一般例外が発生した場合には例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、パワーオ

ンリセットが発生します。このときEXPEVTは、H'0000 0020となり、SSRは不定値となります。 

2. 割り込み 

通常の割り込みが発生した場合には、割り込み要求は保留され、ソフトウェアでSRのBLビットが0にクリア

されてから受け付けられます。ノンマスカブル割り込み（NMI）が発生した場合は、保留するか、受け付け

るかをソフトウェアによって設定可能です。 

ただし、スリープまたはスタンバイ状態では、SRのBLビットが1であっても、割り込みを受け付けます。 

 

（3） 例外発生時の SPC 

1. 再実行型の一般例外 

例外が発生した命令のPCがSPCにセットされ、例外処理から復帰後に再実行されます。ただし、遅延スロッ

ト命令で発生した場合、直前の遅延分岐命令の条件が成立する、しないに関係なく遅延分岐命令のPCがSPC

にセットされます。 

2. 完了型の一般例外、割り込み 

例外が発生した命令の次の命令のPCがSPCにセットされます。ただし、遅延スロット付き分岐命令で発生し

た場合、分岐先のPCがSPCにセットされます。 

 

（4） RTE命令の遅延スロット 

1. RTE命令の遅延スロットに配置された命令は、SSRに退避されていた値がSRに復帰されたのち実行されます。

命令アクセスに関する例外の受け付け判定は復帰前のSRの値に応じて決定され、その他の例外の受け付け判

定は復帰後とのSRによる処理モードやBLビットに依存して決定されます。完了型の例外に関してはRTEの分

岐先の実行前に受け付けられますが、再実行型の例外が発生すると動作が保証されません。 

2. RTE命令の遅延スロットに配置された命令では、ユーザブレークの受け付けは行われません。 
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（5） SRレジスタ値変更と例外の受け付け 

1. LDC命令によりSRレジスタのMDやBLビットを操作した場合は、その次命令から新しいSRレジスタの値で例

外の受け付けを再判定します*。完了型例外では次命令の実行後に例外が受け付けられますが、完了型例外の

うち、割り込みに関しては次命令の実行前に受け付けを行います。 

【注】 * SRに対する LDC命令が実行されると、後続命令への命令フェッチが再び行われ、新しい SRの値で命令フェッチ

例外の再評価が行われます。 
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6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

6.1 概要 

FPUには次のような特長があります。 

• IEEE754規格に準拠 

• 32本の単精度浮動小数点レジスタ（16本の倍精度レジスタとしても参照できます） 

• 2つの丸めモード：近傍および0方向への丸め 

• 2つの非正規化数処理モード：0へのフラッシュと非正規化数の扱い 

• 6つの例外要因： 

FPUエラー、無効演算、0による除算、オーバフロー、アンダフロー、不正確 

• 包括命令： 

単精度、倍精度、グラフィックサポート、システム制御 

• SH-4AでSH-4に対して下記の3命令を追加しました。 

FSRRA、FSCA、FPCHG 

 

SRの FDビットを 1にセットすると、浮動小数点ユニット（FPU）は使用できなくなり、FPU命令を実行しよ

うとすると FPU抑止例外（一般 FPU抑止例外またはスロット FPU抑止例外）が発生します。 
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6.2 データフォーマット 

6.2.1 浮動小数点フォーマット 

浮動小数点は次の 3つのフィールドから構成されています。 

• 符号ビット（s） 

• 指数フィ－ルド（e） 

• 小数フィールド（f） 

 

SH-4Aは図 6.1と図 6.2に示すフォーマットを用いて単精度、倍精度浮動小数点を扱うことができます。 
 

31

s e f

30 23 22 0

 

図 6.1 単精度浮動小数点フォーマット 

63

s e f

62 52 51 0

 

図 6.2 倍精度浮動小数点フォーマット 

指数は次のようにバイアス付きで表します。 
 

e＝E＋バイアス 
 

バイアスのない指数 Eの範囲は、Emin - 1から Emax + 1までです。Emin - 1と Emax + 1の 2つの値は次のように区別

します。Emin - 1は 0（正、負両方の符号）と非正規化数を表し、Emax + 1は正または負の無限大または非数（NaN）

を表します。表 6.1に浮動小数点のフォーマットとパラメータを示します。 
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表 6.1 浮動小数点のフォーマットとパラメータ 

パラメータ 単精度 倍精度 

総ビット幅 32ビット 64ビット 

符号ビット（s） 1ビット 1ビット 

指数フィールド（e） 8ビット 11ビット 

小数フィールド（f） 23ビット 52ビット 

精度 24ビット 53ビット 

バイアス +127 +1023 

Emax +127 +1023 

Emin -126 -1022 

 

浮動小数点の数値 vは次のようにして決められます。 

• E = Emax + 1かつf≠0の場合、vは符号sに関係なく非数（NaN）です。 

• E = Emax + 1かつf = 0の場合、vは(-1)s（無限）「正または負の無限」です。 

• Emin ≦ E ≦ Emaxの場合、vは(-1)s 2 E（1.f）「正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf≠0の場合、vは(-1)s 2 Emin（0.f）「非正規化数」です。 

• E = Emin - 1かつf = 0の場合、vは(-1)s 0「正または負の0」です。 

 

表 6.2に 16進数による各タイプの範囲を示します。シグナリング非数とクワイアット非数については、「6.2.2 

非数（NaN）」を、非正規化数については「6.2.3 非正規化数」を参照してください。 
 

表 6.2 浮動小数点の範囲 

タイプ 単精度 倍精度 

シグナリング非数 H'7FFFFFFF～H'7FC00000 H'7FFFFFFF FFFFFFFF～H'7FF80000 00000000 

クワイアット非数 H'7FBFFFFF～H'7F800001 H'7FF7FFFF FFFFFFFF～H'7FF00000 00000001 

正の無限大 H'7F800000 H'7FF00000 00000000 

正の正規化数 H'7F7FFFFF～H'00800000 H'7FEFFFFF FFFFFFFF～H'00100000 00000000 

正の非正規化数 H'007FFFFF～H'00000001 H'000FFFFF FFFFFFFF～H'00000000 00000001 

正のゼロ H'00000000 H'00000000 00000000 

負のゼロ H'80000000 H'80000000 00000000 

負の非正規化数 H'80000001～H'807FFFFF H'80000000 00000001～H'800FFFFF FFFFFFFF 

負の正規化数 H'80800000～H'FF7FFFFF H'80100000 00000000～H'FFEFFFFF FFFFFFFF 

負の無限大 H'FF800000 H'FFF00000 00000000 

クワイアット非数 H'FF800001～H'FFBFFFFF H'FFF00000 00000001～H'FFF7FFFF FFFFFFFF 

シグナリング非数 H'FFC00000～H'FFFFFFFF H'FFF80000 00000000～H'FFFFFFFF FFFFFFFF 

 



 

6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

6-4  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

6.2.2 非数（NaN） 

図 6.3に非数（NaN）のビットパターンを示します。次の場合の値は NaNです。 

• 符号ビット ：don't care 

• 指数フィールド：すべてのビットが1 

• 小数フィールド：少なくとも1ビットが1 

 

NaNは、小数フィールドのMSBが 1の場合はシグナリング非数（sNaN）であり、0の場合はクワイアット非数

（qNaN）です。 

31

x 1 1 1 1 1 1 1 1 N x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x x

30 23 22 0

N＝1：sNaN

N＝0：qNaN

 

図 6.3 単精度の NaNビットパターン 

sNaNをレジスタ・レジスタ間の転送命令 FABSまたは FNEG以外の浮動小数点値を生成する演算の入力データ

とすると、 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが0の場合、演算結果（出力）はqNaNになります。 

• FPSCRレジスタのEN.Vビットが1の場合、無効演算例外が発生します。この場合、演算のデスティネーショ

ンレジスタの内容は変更しません。 

 

レジスタ・レジスタ間の転送命令には、下記の 3命令があります。 

• FMOV FRm,FRn 

• FLDS FRm,FPUL 

• FSTS FPUL,FRn 

 

浮動小数点値を生成する演算で qNaNを入力し、その演算に sNaNを入力していない場合、FPSCRレジスタの

EN.Vビットの設定に関係なく出力は常に qNaNです。この場合、例外は発生しません。 
 

演算結果として SH-4Aが生成する qNaNの値は、常に次のような値になります。 
 

• 単精度qNaN：H'7FBFFFFF 

• 倍精度qNaN：H'7FF7FFFF FFFFFFFF 

 

非数（NaN）を入力した場合の浮動小数点演算の詳細については「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.2.3 非正規化数 

非正規化数の浮動小数点値は、指数フィールドは 0として、小数フィールドは 0以外の値として表現します。 

FPUのステータスレジスタ FPSCRの DNビットが 1の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）

は、（レジスタ・レジスタ間の転送命令、FNEG、FABS以外の演算の）値を生成する浮動小数点演算で正のゼロ

または負のゼロになります。 

FPSCRの DNビットが 0の場合、非正規化数（ソースオペランドまたは演算結果）はそのまま処理されます。

非正規化数を入力する場合の浮動小数点演算の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の

「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 
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6.3 レジスタ 

6.3.1 浮動小数点レジスタ 

図 6.4に浮動小数点レジスタの構成を示します。32本の 32ビット浮動小数点レジスタがあります。これらは、

2つのバンクで構成され、FPR0_BANK0～FPR15_BANK0、FPR0_BANK1～FPR15_BANK1があります。また、こ

の 32本レジスタは FR0～FR15、DR0/2/4/6/8/l0/12/14、FV0/4/8/12、XF0～XF15、XD0/2/4/6/8/l0/12/14、XMTRXと

して参照されます。FPRn_BANKiと参照名の対応は FPSCRの FRビットによって決まります。 
 

（1） 浮動小数点レジスタ FPRn_BANKi（32レジスタ） 

FPR0_BANK0～FPR15_BANK0 

FPR0_BANK1～FPR15_BANK1 
 

（2） 単精度浮動小数点レジスタ FRi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 

FPSCR.FR＝1のとき、FR0～FR15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。 
 

（3） 倍精度浮動小数点レジスタ、または単精度浮動小数点レジスタのペア DRi（8レジスタ） 

DRレジスタは、2つの FRレジスタから構成されます。 

DR0＝{FR0、FR1}、DR2＝{FR2、FR3}、 

DR4＝{FR4、FR5}、DR6＝{FR6、FR7}、 

DR8＝{FR8、FR9}、DR10＝{FR10、FR11}、 

DR12＝{FR12、FR13}、DR14＝{FR14、FR15} 
 

（4） 単精度浮動小数点ベクトルレジスタ FVi（4レジスタ） 

FVレジスタは 4つの FRレジスタから構成されます。 

FV0＝{FR0、FR1、FR2、FR3},  

FV4＝{FR4、FR5、FR6、FR7},  

FV8＝{FR8、FR9、FR10、FR11},  

FVl2＝{FR12、FR13、FR14、FR15} 
 

（5） 単精度浮動小数点拡張レジスタ XFi（16レジスタ） 

FPSCR.FR＝0のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK1～FPR15_BANK1に割り当てられます。  

FPSCR.FR＝1のとき、XF0～XF15は FPR0_BANK0～FPR15_BANK0に割り当てられます。 
 

（6） 単精度浮動小数点拡張レジスタのペア XDi（8レジスタ） 

XDレジスタは 2つの XFレジスタから構成されます。 

XD0＝{XF0、XF1}、XD2＝{XF2、XF3}、 

XD4＝{XF4、XF5}、XD6＝{XF6、XF7}、 

XD8＝{XF8、XF9}、XD10＝{XF10、XF11}、 
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XD12＝{XF12、XF13}、XD14＝{XF14、XF15} 
 

（7） 単精度浮動小数点拡張レジスタ行列 XMTRX 

XMTRXは 16本の XFレジスタから構成されます。 

XMTRX＝ XF0   XF4   XF8   XF12  

 XF1   XF5   XF9   XF13  

 XF2   XF6   XF10  XF14  

 XF3   XF7   XF11  XF15 

FPR0 BANK0
FPR1 BANK0
FPR2 BANK0
FPR3 BANK0
FPR4 BANK0
FPR5 BANK0
FPR6 BANK0
FPR7 BANK0
FPR8 BANK0
FPR9 BANK0

FPR10 BANK0
FPR11 BANK0
FPR12 BANK0
FPR13 BANK0
FPR14 BANK0
FPR15 BANK0

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0 XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPR0 BANK1
FPR1 BANK1
FPR2 BANK1
FPR3 BANK1
FPR4 BANK1
FPR5 BANK1
FPR6 BANK1
FPR7 BANK1
FPR8 BANK1
FPR9 BANK1

FPR10 BANK1
FPR11 BANK1
FPR12 BANK1
FPR13 BANK1
FPR14 BANK1
FPR15 BANK1

XF0
XF1
XF2 
XF3
XF4
XF5
XF6
XF7 
XF8 
XF9 
XF10 
XF11
XF12
XF13
XF14
XF15

FR0
FR1
FR2 
FR3
FR4
FR5
FR6
FR7 
FR8 
FR9 
FR10 
FR11
FR12
FR13
FR14
FR15

DR0

DR2 

DR4

DR6

DR8 

DR10 

DR12

DR14

FV0

FV4

FV8 

FV12

XD0XMTRX

XD2 

XD4

XD6

XD8 

XD10 

XD12

XD14

FPSCR.FR＝0 FPSCR.FR＝1

 

図 6.4 浮動小数点レジスタ 
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6.3.2 浮動小数点ステータス／コントロールレジスタ（FPSCR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

Enable（EN）

FR SZ PR DN

Flag RMCause

Cause

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～22 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

21 FR 0 R/W 浮動小数点レジスタバンク 

0：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は FR0～FR15に、FPR0_BANK1～

FPR15_BANK1は XF0～XF15に割り当てられます。 

1：FPR0_BANK0～FPR15_BANK0は XF0～XF15に、FPR0_BANK1～

FPR15～BANK1は FR0～FR15に割り当てられます。 

20 SZ 0 R/W 転送サイズモード 

0：FMOV命令のデータサイズは 32ビットです。 

1：FMOV命令のデータサイズは 32ビットペア、または 64ビットです。 

SZビットおよび PRビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

19 PR 0 R/W 精度モード 

0：浮動小数点命令を単精度演算として実行します。 

1：浮動小数点命令を倍精度演算として実行します（グラフィックサポー

ト命令は未定義です）。 

PRビットおよび SZビットとエンディアンとの関係については、図 6.5を

参照してください。 

18 DN 1 R/W 非正規化モード 

0：非正規化数を非正規化数として扱います。 

1：非正規化数を 0として扱います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17～12 Cause 000000 R/W 

11～7 Enable（EN） 00000 R/W 

6～2 Flag 00000 R/W 

FPU例外要因フィールド 

FPU例外イネーブルフィールド 

FPU例外フラグフィールド 

FPU演算命令を実行すると、FPU例外要因フィールドは最初に 0に設定さ

れます。次に FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドと FPU例

外フラグフィールドの該当ビットが 1にセットされます。 

FPU例外フラグフィールドは、FPU例外フラグフィールドが最後にクリア

されたそれ以降に発生した例外のステータスを保持します。 

各フィールドのビットの割り付けについては表 6.3を参照してください。 

1、0 R 01 R/W 丸めモード 

丸めの方法を選択します。 

00：近傍への丸め 

01：0方向への丸め 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：リザーブ（設定禁止） 

 

・ビッグエンディアンの場合

・リトルエンディアンの場合

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

8n＋4 8n＋78n 8n＋3

63

63　　　  32 31　 　　 0

浮動小数点レジスタ

浮動小数点レジスタ

メモリ上の位置

メモリ上の位置

DR（2i）

FR（2i） FR（2i＋1）

4n 4m4n＋3 4m＋3

63　　　 32 31　 　　  0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n＋48n＋78n＋3 8n

63　　　  32 31　 　　 0

（1）SZ＝0の場合 （2）SZ＝1、PR＝0の場合

【注】 *1　SZ＝0、PR＝0では、DRレジスタを使用できません。
*2　DRレジスタのビット位置（63～0）は、PR=1のときの（PR＝0ではその後にPR＝1に
　　切り替えた際の）倍精度小数点フォーマットとの対応において意味を持ちます。

63 0

0

63 0

63 0

63 0

63 0

DR（2i）

FR（2i＋1）FR（2i）

8n8n＋38n＋7 8n＋4

63　　　  32 31　 　　 0

（3）SZ＝1、PR＝1の場合

63 0

63 0

*1、*2 *2

 

図 6.5 SZビットとエンディアンの関係 
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表 6.3 FPU例外処理に関連するビットの割り付け 

  FPUエラー

（E） 

無効演算 

（V） 

0除算 

（Z） 

オーバ 

フロー（O）

アンダ 

フロー（U） 

不正確 

（I） 

Cause FPU例外要因 

フィールド 

ビット 17 ビット 16 ビット 15 ビット 14 ビット 13 ビット 12 

Enable FPU例外イネーブル

フィールド 

なし ビット 11 ビット 10 ビット 9 ビット 8 ビット 7 

Flag FPU例外フラグ 

フィールド 

なし ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 

 

6.3.3 浮動小数点通信レジスタ（FPUL） 

FPUと CPU間の情報伝達は FPULレジスタを介して行われます。FPULレジスタは 32ビットのシステムレジス

タで、LDS、STS命令によって CPUからもアクセスします。たとえば、汎用レジスタ R1に格納した整数を単精

度浮動小数点に変換する処理フローは次のとおりです。 
 

R1 → （LDS命令）→ FPUL → （単精度 FLOAT命令） → FR1 

6.4 丸め 

浮動小数点命令において、丸めは中間結果から最終演算結果を生成する際に実行されます。したがって、FMAC、

FTRV、FIPRのような組み合わせ命令の結果は、FADD、FSUB、FMULなどの基本命令だけを用いた結果とは異

なります。FMACは 1度、FADD、FSUBおよび FMULは 2度というように丸めの回数が異なるためです。 

丸めには 2つの方法があり、使用する方法は FPSCRの RMフィールドで決まります。 

RM=00：近傍への丸め 

RM=01：0方向への丸め 
 

（1） 近傍への丸め 

演算結果はもっとも近い表現可能な値に丸められます。もっとも近い表現可能な値が 2つある場合、LSBが 0

の方を選択します。 

丸め前の値が 2Emax（2-2-p）以上であれば丸め前と同じ符号の無限となります。ここで Emax、pは単精度でそれ

ぞれ 127、24、倍精度で 1023、53です。 
 

（2） 0方向への丸め 

丸め前の値の丸めビット以下の桁は切り捨てられます。 

ただし、丸め前の値が表現可能な最大絶対値数よりも絶対値が大きい場合、丸め前と同じ符号の表現可能な最

大絶対値の数になります。 
 



 

6. 浮動小数点ユニット（FPU） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00   6-11 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

6.5 浮動小数点例外 
FPU関連の例外は次のとおりです。 

 

（1） 一般 FPU抑止／スロット FPU抑止例外 

SR.FD＝1のときに FPU命令を実行すると発生します。FPU命令が遅延スロット以外にある場合は一般 FPU抑

止例外が、FPU命令が遅延スロットにある場合はスロット FPU抑止例外が発生します。 
 

（2） FPU例外 

例外要因は次のとおりです。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数の入力時 

• 無効演算（V）： 

NaN入力のような無効な演算の場合 

• 0による除算（Z）： 

除数0による除算 

• オーバフロー（O）： 

演算結果がオーバフローする場合 

• アンダフロー（U）： 

演算結果がアンダフローする場合 

• 不正確例外（I）： 

丸めが発生する場合 

 

FPSCRの FPU例外要因フィールドには上記 E、V、Z、O、U、Iのすべてに該当するビットが含まれ、FPSCR

のフラグおよびイネーブルフィールドには V、Z、O、U、Iに該当するビットが含まれていますが Eに該当するビ

ットは含まれていません。このように FPUエラーはディスエーブルにすることができません。 

FPU例外が発生すると、FPU例外要因フィールドの該当するビットは 1にセットされ FPU例外フラグフィール

ドに該当するビットに 1が累積されます。FPU例外が発生しない場合、FPU例外要因フィールドの該当するビッ

トは 0にクリアされ、FPU例外フラグフィールドに該当するビットは変更されません。 
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（3） FPU例外処理 

FPU例外は次の場合に発生します。 

• FPUエラー（E）： 

FPSCR.DN＝0かつ非正規化数を扱えない命令への非正規化数の入力時 

• 無効演算（V） 

：FPSCR.EN.V＝1かつ（命令=FTRVまたは無効演算）の場合 

• 0による除算（Z） 

：FPSCR.EN.Z＝1かつ除数0による除算またはFSRRAの入力が0の場合 

• オーバフロー（O） 

：FPSCR.EN.O＝1かつ演算結果がオーバフローする可能性のある場合 

• アンダフロー（U） 

：FPSCR.EN.U＝1かつ演算結果がアンダフローする可能性のある場合 

• 不正確例外（I） 

：FPSCR.EN.I＝1かつ演算結果が不正確になる可能性のある命令 

 

FPU例外が発生する場合の詳細については、「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命

令の説明」を参照してください。 

FPU演算に起因するすべての例外事象は、同一の例外事象として割り付けられています。例外の意味内容は、

システムレジスタ FPSCRを読み出して、保持されている情報を解釈することでソフトウェアにより決定します。 

また、いかなる FPU例外処理動作によっても、デスティネーションレジスタは変更されません。 
 

上記以外で FPU例外要因が発生すると、V、Z、O、U、Iに対する該当ビットを 1にセットし、演算結果として

デフォルト値を生成します。 

• 無効演算（V）： 

結果としてqNaNを生成します。 

• 0による除算（Z）： 

丸め前と同じ符号付きの無限大を生成します。 

• オーバフロー（O）： 

0方向への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き最大正規化数を生成します。 

近傍への丸めのとき、丸め前と同じ符号付き無限大を生成します。 

• アンダフロー（U）： 

FPSCR.DN＝0のとき、丸め前と同じ符号付き非正規化数、または丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

FPSCR.DN＝1のとき、丸め前と同じ符号付き0を生成します。 

•  不正確例外（I）： 

不正確な結果を生成します。 
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6.6 グラフィックサポート機能 

SH-4Aは 2種類のグラフィック機能をサポートしています。1つはジオメトリック演算用の命令であり、もう

一つは高速データ転送を可能にするペア単精度転送命令です。 

6.6.1 ジオメトリック演算命令 

ジオメトリック演算命令は最小のハードウェアで高速演算を可能とするため、SH-4Aは 4つの乗算の部分的演

算結果のうち相対的に小さな値を無視します。したがって、演算結果には以下に示す誤差が生じます。 
 

最大誤差＝MAX（各乗算結果×2－MIN（乗数の有効数字桁数－1、被乗数の有効数字桁数－1））＋MAX（結果値×2－23、2－149） 

 

ただし、有効数字桁数は正規化数が 24、非正規化数が 23（小数部のリーディングゼロの桁数）となります。 

将来の SuperHシリーズでの演算誤差は保証しますが、異なるプロセッサコア間の同一の演算結果は保証しませ

ん。 
 

（1） FIPR FVm,FVn（m、n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 内積（m≠n）： 

一般的に、この演算はポリゴン表面の輝度や表面／裏面を判定するために使用されます。 

• 各要素の平方和（m=n）： 

一般的に、この演算はベクトルの長さを得るために使用されます。 

 

FIPR命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラグ

フィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、FPU例外イネーブルフィールドの

Iビットがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。 
 

（2） FTRV XMTRX、FVn（n：0、4、8、12） 

この命令の用途例を以下に示します。 
 

• 行列（4×4）・ベクトル（4）： 

一般的に、この演算は、視点の変更、角度の変更、または移動といったベクトル変換（4次元）に使用されま

す。基本的に、角度＋平行移動のためのアフィン変換処理は、4×4行列を必要とします。したがって、SH-4A

は4次元演算をサポートしています。 

• 行列（4×4）×行列（4×4）： 

この演算を行うためには、FTRV命令を4回実行する必要があります。 

 

FIRV命令は不正確例外を検出しないため、命令を実行すると、FPU例外要因フィールドおよび FPU例外フラ

グフィールドの不正確例外（I）ビットが常に 1にセットされます。したがって、イネーブルフィールドの Iビッ

トがセットされていれば、FPU例外処理が実行されます。また、FTRV命令の実行の際、レジスタ内のすべての
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データタイプを実行前にチェックすることができません。FPU例外イネーブルフィールドの Vビットがセットさ

れていると、FPU例外処理が実行されます。 
 

（3） FRCHG 

この命令はバンクレジスタを変更します。例えば、FTRV命令を使用する場合、背後にあるバンク上に行列の

要素を設定する必要があります。しかし、変換行列の要素自体を作成するには、前面にあるバンクのレジスタを

使用する方が簡単です。FPSCRに対する LDS命令を使用すると、この命令は FPUの状態を維持するために、4～

5サイクルを費やします。FRCHG命令では FPSCR.FRビットの変更を 1サイクルで行うことができます。 
 

6.6.2 ペア単精度データ転送 

強力なジオメトリック演算命令に加えて、SH-4Aは高速データ転送命令をサポートしています。 

FPSCR.SZ＝1のとき、ペア単精度データ転送命令によるデータ転送を行えます。 
 

• FMOV DRm/XDm、DRn/XDRn（m、n：0、2、4、6、8、10、12、14） 

• FMOV DRm/XDm、@Rn（m：0、2、4、6、8、10、12、14、n：0～15） 

これらの命令により、2つの単精度（2×32ビット）データを転送することができます。つまり、これらの命

令の転送性能が2倍となります。 

 

• FSCHG 

この命令はFPSCRのSZビットの値を変更します。ペア単精度データ転送を行うか行わないかを高速に切り換

えることができます。 
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7. メモリマネジメントユニット（MMU） 

SH-4Aは、8ビットのアドレス空間識別子と 32ビットの仮想アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間

を扱うことができます。仮想アドレスから物理アドレスへのアドレス変換は、SH-4Aに内蔵されたメモリマネジ

メントユニット（MMU：Memory Management Unit）を用いて行います。MMUは変換ルックアサイドバッファ

（TLB：Translation Lookaside Buffer）にユーザ作成のアドレス変換テーブルの情報をキャッシングすることにより、

高速にアドレス変換を行います。 

SH-4Aは命令 TLB（ITLB）を 4エントリ、共用 TLB（UTLB）を 64エントリ内蔵しており ITLBには UTLBの

コピーがハードウェアにより格納されます。アドレス変換方式はページング方式です。また特権モード、ユーザ

モードのそれぞれにおいて、仮想アドレス空間へのアクセス権を設定し、記憶保護を行うことができます。 

MMUのフラグ機能に関して、TLB互換モード（ページサイズ 4種類、保護ビット 4ビット）と TLB拡張モー

ド（ページサイズ 8種類、保護ビット 6ビット）があります。 

TLB互換モードと TLB拡張モードの選択は、ソフトウェアからの制御レジスタ設定（MMUCRレジスタのME

ビット）で行います。MMUのフラグ機能に関しては、TLB互換モード、TLB拡張モードの両方を並列して説明

します。 
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7.1 MMUの概要 
MMUとは物理メモリを有効に利用するために考え出された機能です。図 7.1（0）に示すように、プロセスの

サイズが物理メモリより少ない場合、プロセスのすべてを物理メモリへマッピングすることが可能です。しかし

プロセスのサイズが増大し、物理メモリに収まらない場合、プロセスを分割して実行に必要な部分を随時物理メ

モリへマッピングする必要が生じます（図 7.1（1））。この物理メモリへのマッピングをプロセス自身が考えな

がら実行していては、プロセスにかかる負担が増大します。この負担を軽減するために物理メモリへのマッピン

グを一括して行おうとして生まれた考え方が仮想記憶方式です（図 7.1（2））。仮想記憶方式では物理メモリに

比べて十分に大きな仮想メモリを用意します。プロセスはこの仮想メモリにマッピングされます。このためプロ

セスは仮想メモリ上での動作だけを考えていればよくなります。仮想メモリから物理メモリへのマッピングには、

MMUが用いられます。通常、OSがMMUを管理しており、プロセスが必要とする仮想メモリを円滑に物理メモ

リへマッピングできるように物理メモリの入れ換えを行います。物理メモリの入れ換えは 2次記憶などとの間で

行われます。 

こうして生まれた仮想記憶方式は、複数のプロセスが同時に走行するタイムシェアリングシステム（TSS）の上

で威力を発揮します（図 7.1（3））。TSS上で走行する複数のプロセスが、おのおの物理メモリへのマッピング

を意識しながら動作していたのでは効率が上がりません。この効率を上げ、各プロセスの負担を減らすために仮

想記憶方式は使われます（図 7.1（4））。この仮想記憶方式ではプロセスごとに仮想メモリが割り当てられます。

MMUは複数の仮想メモリを効率よく物理メモリへマッピングする働きをします。さらに、あるプロセスが別のプ

ロセスの物理メモリに誤ってアクセスしないように、MMUには記憶保護の機能も備わっています。 

MMUを用いて仮想メモリから物理メモリへアドレス変換を行うとき、その変換情報がMMUに登録されていな

かったり、別のプロセスの仮想メモリへ誤ってアクセスしたりすることがあります。そのときMMUは例外を発

生させて、物理メモリのマッピングを変更し、新たなアドレス変換情報を登録します。 

MMUの機能はソフトウェアのみでも実現可能ですが、プロセスが物理メモリへアクセスするたびにソフトウェ

アで変換を行っていたのでは効率が悪くなります。そのためハードウェア上にアドレス変換のためのバッファ

（TLB）を用意し、頻繁に使用されるアドレス変換情報は TLBに置いておきます。TLBはアドレス変換情報のた

めのキャッシュといえます。しかしキャッシュと違いアドレス変換に失敗したとき、つまり例外が発生したとき

のアドレス変換情報の入れ換えは通常ソフトウェアで行います。このためソフトウェアで柔軟にメモリ管理を行

うことが可能となります。 

MMUが仮想メモリから物理メモリへのマッピングをする方式として、固定長のアドレス変換を用いる方式（ペ

ージング方式）と可変長のアドレス変換を用いる方式（セグメント方式）があります。ページング方式では固定

サイズのページと呼ばれるアドレス空間が変換の単位となります。 

以下、SH-4Aでは仮想メモリ上のアドレス空間のことを仮想アドレス空間、物理メモリ上のアドレス空間のこ

とを物理アドレス空間と呼ぶことにします。 
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図 7.1 MMUの役割 
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7.1.1 アドレス空間 

（1） 仮想アドレス空間 

SH-4Aは 32ビットの仮想アドレス空間をサポートし、4Gバイトのアドレス空間をアクセスできます。仮想ア

ドレス空間は図 7.2、図 7.3に示すとおり、いくつかの領域に分かれています。特権モードでは P0領域から P4領

域の 4Gバイトの空間をアクセスすることが可能です。ユーザモードでは U0領域の 2Gバイトの空間をアクセス

可能です。またMMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットが 0の場合、ストアキュー領域の 64Mバイトの

空間もアクセス可能になり、内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR）の RMDビットが 1の場合、内蔵メモリ領域の

16Mバイトの空間もアクセス可能になります。ユーザモードで U0領域、ストアキュー領域、内蔵メモリ領域以

外をアクセスした場合、アドレスエラーとなります。 

MMUCRの ATビットを 1にし、MMUをイネーブルにしたとき、これらの領域のうち、P0、P3、U0領域は、

任意の物理アドレス空間へ 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード時）、あるいは

1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）でマッピングすることができます。また

8ビットのアドレス空間識別子を用いることにより、P0、P3、U0領域を 256個まで増やすことが可能です。仮想

アドレス空間から 29ビットの物理アドレス空間へのマッピングには TLBを用います。 

エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー

ストアキュー領域

内蔵メモリ領域

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能

P0領域
キャッシング可能

P2領域
キャッシング不可

P3領域
キャッシング可能

P4領域
キャッシング不可

U0領域
キャッシング可能

H'0000 0000

H'8000 0000

H'E000 0000

H'E400 0000

H'E500 0000

H'E600 0000
H'FFFF FFFF

H'0000 0000

H'8000 0000

H'FFFF FFFF

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

 

図 7.2 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝0） 
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エリア0
エリア1
エリア2
エリア3
エリア4
エリア5
エリア6
エリア7

物理アドレス空間
256256

U0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

アドレスエラー

アドレスエラー

アドレスエラー
ストアキュー領域

P0領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

ユーザモード特権モード

P1領域
キャッシング可能
アドレス変換不可

P2領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

P3領域
キャッシング可能
アドレス変換可能

P4領域
キャッシング不可
アドレス変換不可

内蔵メモリ領域

H'FFFF FFFF

H'E000 0000
H'E500 0000
H'E400 0000
H'E000 0000

H'E600 0000

H'C000 0000

H'A000 0000

H'8000 0000

H'0000 0000

H'FFFF FFFF

H'8000 0000

H'0000 0000

 

図 7.3 仮想アドレス空間（MMUCR.AT＝1） 

（a） P0、P3、U0領域 

P0、P3、U0領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが可能な領域です。 

MMUがディスエーブルの場合、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間のアドレ

スとなります。キャッシュを用いるか否かはキャッシュコントロールレジスタ（CCR）に従います。キャッシュ

を用いた場合、ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRのWTビット

に従います。 

MMUがイネーブルの場合、これらの領域は TLBを用いて 1K/4K/64K/1Mバイトページ単位（TLB互換モード

時）、あるいは 1K/4K/8K/64K/256K/1M/4M/64Mバイトページ単位（TLB拡張モード時）に任意の物理アドレス

空間へマッピングできます。CCRがキャッシュイネーブル状態であり、かつ TLBエントリの当該ページのキャッ

シング可能ビット（Cビット）が 1のとき、キャッシュを用いたアクセスが行えます。キャッシュを用いた場合、

ライトアクセスにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、TLBのWTビットに従います。 

これらの領域を、TLBにより物理アドレス空間のエリア7に存在する制御レジスタ領域にマッピングする場合、

当該ページの Cビットは 0にしてください。 
 

（b） P1領域 

P1領域は TLBを用いたアドレス変換が行えませんが、キャッシュを用いたアクセスは可能な領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。キャッシュを用いるか否かは CCRに従います。キャッシュを用いた場合、ライトアクセ

スにおけるコピーバック方式とライトスルー方式の切り替えは、CCRの CBビットに従います。 
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（c） P2領域 

P2領域は TLBを用いたアドレス変換とキャッシュを用いたアクセスが行えない領域です。 

MMUがイネーブルか否かにかかわらず、アドレスの上位 3ビットを 0にしたものが対応する物理アドレス空間

のアドレスとなります。 
 

（d） P4領域 

P4領域は SH-4Aの内部リソースにマッピングされる領域です。この領域は、ストアキューと内蔵メモリ領域を

除いて TLBを用いたアドレス変換ができません。また、この領域はキャッシュを用いたアクセスが行えません。

P4領域の詳細を図 7.4に示します。 

H'E000 0000

H'E400 0000

H'F000 0000

H'F100 0000

H'F200 0000

H'F300 0000

H'F400 0000

H'F500 0000

H'F600 0000

H'F700 0000

H'F800 0000

H'FC00 0000

ストアキュー

リザーブ領域

内蔵メモリ領域

命令キャッシュアドレスアレイ

命令キャッシュデータアレイ

命令TLBアドレスアレイ

命令TLBデータアレイ

オペランドキャッシュアドレスアレイ

オペランドキャッシュデータアレイ

共用TLBアドレスアレイ

共用TLBデータアレイ

リザーブ領域

制御レジスタ領域

H'FFFF FFFF

H'E500 0000
H'E600 0000

 

図 7.4 P4領域 

H'E000 0000～H'E3FF FFFFまでは、ストアキュー（SQ）にアクセスするための領域です。ユーザモードでのア

クセス権はMMUCRの SQMDビットで指定します。詳細は「8.7 ストアキュー」を参照してください。 

H'E500 0000～H'E5FF FFFFまでは、内蔵メモリをアクセスするための領域です。ユーザモードでのアクセス権

は RAMCRレジスタの RMDビットで指定します。詳細は「第 9章 内蔵メモリ」を参照してください。 

H'F000 0000～H'F0FF FFFFまでは、命令キャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳

細は「8.6.1 ICアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F100 0000～H'F1FF FFFFまでは、命令キャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域 です。詳細

は「8.6.2 ICデータアレイ」を参照してください。 
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H'F200 0000～H'F2FF FFFFまでは、命令 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.1 ITLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F300 0000～H'F37F FFFFまでは、命令 TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は「7.7.2 

ITLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参照してく

ださい。 

H'F400 0000～H'F4FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのアドレスアレイを直接アクセスするための領域で

す。詳細は「8.6.3 OCアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F500 0000～H'F5FF FFFFまでは、オペランドキャッシュのデータアレイを直接アクセスするための領域です。

詳細は「8.6.4 OCデータアレイ」を参照してください。 

H'F600 0000～H'F60F FFFFまでは、共用 TLBのアドレスアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は

「7.7.4 UTLBアドレスアレイ」を参照してください。 

H'F700 0000～H'F70F FFFFまでは、共用TLBのデータアレイを直接アクセスするための領域です。詳細は、「7.7.5 

UTLBデータアレイ（TLB互換モード）」および「7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード）」を参照して

ください。 

H'FC00 0000～H'FFFF FFFFまでは内蔵周辺モジュールの制御レジスタの領域です。詳細は各章のレジスタ説明

の項を参照してください。 
 

（2） 物理アドレス空間 

SH-4Aは 29ビットの物理アドレス空間をサポートします。物理アドレス空間は図 7.5に示すとおり 8つの領域

に分かれています。エリア 7はリザーブ領域です。詳細は「第 11章 メモリコントローラユニット（MCU）」

の章を参照してください。 

TLBを用いて物理アドレス空間のエリア 7をアクセスする場合のみ、エリア 7の H'1C00 0000～H'1FFF FFFFま

での領域がリザーブ領域ではなくなり、仮想アドレス空間の P4領域に含まれる制御レジスタ領域と等価になりま

す。 

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1000 0000

H'1400 0000

H'1800 0000

H'1C00 0000

H'1FFF FFFF

エリア0

エリア1

エリア2

エリア3

エリア4

エリア5

エリア6

エリア7（リザーブ領域）
 

図 7.5 物理アドレス空間 
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（3） アドレス変換 

MMUを使用するとき、仮想アドレス空間はページという単位に分割され、そのページ単位で物理アドレスに変

換されます。外部メモリ上のアドレス変換テーブルには、仮想アドレスに対応する物理アドレスや、記憶保護コ

ードなどの付加情報が格納され、TLBにはアドレス変換の高速化のために、外部メモリ上のアドレス変換テーブ

ルの内容がキャッシングされます。SH-4Aでは命令のアクセスには ITLBを、データのアクセスには UTLBを用

います。P4領域以外へのアクセスが発生するとそのアクセスされた仮想アドレスが物理アドレスへ変換されます。

その仮想アドレスが P1、P2領域に属する場合、TLBをアクセスせずに物理アドレスが一意に決定されます。その

仮想アドレスが P0、U0、P3領域に属する場合には、仮想アドレスで TLBが検索され、その仮想アドレスが TLB

に登録されている場合には、TLBヒットとなり、TLBから対応する物理アドレスが読み出されます。またアクセ

スされた仮想アドレスが TLBに登録されていない場合には、TLBミス例外が発生し、処理が TLBミス例外処理

ルーチンへ移ります。TLBミス例外処理ルーチンでは、外部メモリ上のアドレス変換テーブルを検索し、対応す

る物理アドレス、ページ管理情報を TLBに登録します。そして例外処理ルーチンから復帰後、TLBミス例外を発

生させた命令を再実行します。 
 

（4） 単一仮想記憶モードと多重仮想記憶モード 

仮想記憶方式には、単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式があり、MMUCRの SVビットにより選択が可能で

す。単一仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行し、ある仮

想アドレスに対応する物理アドレスは一意に定まります。多重仮想記憶方式では、複数のプロセスが仮想アドレ

ス空間を共有して使用しながら走行するため、ある仮想アドレスはプロセスにより異なった物理アドレスに変換

され得ます。単一仮想記憶方式と多重仮想記憶方式との動作上の違いは、TLBのアドレス比較の方式（「7.3.3 ア

ドレス変換方式」参照）のみです。 
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（5） アドレス空間識別子（ASID） 

多重仮想記憶モードの場合、8ビットのアドレス空間識別子（ASID）は仮想アドレス空間を共有しながら同時

に走行する複数のプロセスを区別するために用いられます。ASIDは 8ビットで、ソフトウェアがMMU内の PTEH

に現在走行中のプロセスの ASIDをセットすることで設定可能です。また ASIDによってプロセスを切り替えの際

に TLBをパージしないで済みます。 

単一仮想記憶モードの場合、ASID は仮想アドレス空間を排他的に使用しながら同時に走行する複数のプロセ

スの記憶保護のために用いられます。 
 

【注】 単一仮想記憶モードの設定で、ASIDが異なる同一の仮想ページ番号（VPN）を持つエントリを複数同時に TLBに設定

してはいけません。 
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7.2 レジスタの説明 
MMU処理に関するレジスタを以下に示します。 

 

表 7.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32 

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32 

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32 

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32 

ページテーブルエントリアシスタンスレ

ジスタ 

PTEA R/W H'FF00 0034 H'1F00 0034 32 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 7.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ページテーブルエントリ上位レジスタ PTEH 不定 保持 保持 

ページテーブルエントリ下位レジスタ PTEL 不定 保持 保持 

変換テーブルベースレジスタ TTB 不定 保持 保持 

TLB例外アドレスレジスタ TEA 不定 保持 保持 

MMU制御レジスタ MMUCR H'0000 0000 保持 保持 

ページテーブルエントリアシスタンスレ

ジスタ 

PTEA H'0000 xxx0 保持 保持 

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR H'0000 0000 保持 保持 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR H'0000 0000 保持 保持 
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7.2.1 ページテーブルエントリ上位レジスタ（PTEH） 

PTEHは仮想ページ番号（VPN）とアドレス空間識別子（ASID）から構成されています。VPNはMMU例外ま

たはアドレスエラー例外が発生した際に、ハードウェアにより例外を発生させた仮想アドレスの VPNが設定され

ます。VPNはページサイズによって異なりますが、例外発生時にハードウェアにより設定される VPNは例外を発

生させた仮想アドレスの上位 22ビットとなります。VPNの設定はソフトウェアにより行うことも可能です。ASID

には現在実行中のプロセスの番号をソフトウェアにより設定します。ASIDがハードウェアにより更新されること

はありません。この VPNと ASIDは、LDTLB命令により UTLBに登録されます。 

PTEHレジスタの ASIDフィールドを更新後、更新後の ASID値を使用する P0、P3、U0領域へのアクセス（命

令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3のいずれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. PTEH更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令の実行は不要

です。しかしこの方法では、PTEH更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低

下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

VPN

VPN ASID

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ －

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 VPN 不定 R/W 仮想ページ番号 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 ASID 不定 R/W アドレス空間識別子 
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7.2.2 ページテーブルエントリ下位レジスタ（PTEL） 

PTELは LDTLB命令により UTLBへ登録する物理ページ番号とページ管理情報を格納するために使用されます。

本レジスタはソフトウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ―

― V SZ1 PR1 PR0 SZ0 C D SH WT

PPN

PPN

初期値：
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

28～10 PPN 不定 R/W 物理ページ番号 

9 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 V 不定 R/W 

7 SZ1 不定 R/W 

6 

5 

PR1 

PR0 

不定 

不定 

R/W 

R/W 

4 SZ0 不定 R/W 

3 C 不定 R/W 

2 D 不定 R/W 

1 SH 不定 R/W 

0 WT 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.3 TLBの機能（TLB互換モード；MMUCR.ME＝0）」および

「7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1）」を参照してく

ださい。 

【注】SZ1、PR1、SZ0、PR0は TLB互換モード時のみ有効です。 
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7.2.3 変換テーブルベースレジスタ（TTB） 

TTBは、現在使用しているページテーブルのベースアドレスの格納用などの用途に使用します。TTBはソフト

ウェアの指示がない限り内容が変更されることはありません。本レジスタはソフトウェアで自由に使用可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

TTB

TTB

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

 
 

7.2.4 TLB例外アドレスレジスタ（TEA） 

TEAは、MMU例外またはアドレスエラー例外発生後に、例外を発生させた仮想アドレスが格納されます。こ

のレジスタはソフトウェアにより変更することは可能です。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

－ －

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

MMU例外／アドレスエラーを発生させた仮想アドレス

30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － － －

TEA

TEA

 
 

7.2.5 MMU制御レジスタ（MMUCR） 

MMUCRの各ビットは以下に示すようにMMUの設定を行います。このためMMUCRの書き換えは P1、P2領

域のプログラムで行うようにしてください。 

MMUCRレジスタを更新後、P0、P3、U0、ストアキュー領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、

以下の 1～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP0、P3、U0領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. MMUCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

MMUCRはソフトウェアにより変更可能です。ただし LRUIビットと URCビットはハードウェアにより更新さ

れることもあります。 
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ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット：

初期値：
R/W： R/W

LRUI

URC SQMD TI ATSV

URB

R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

ME － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 LRUI 000000 R/W 入れ換えを行う ITLBエントリを示す LRUビット 

ITLBミス発生時に入れ換える ITLBのエントリを決めるため、LRU方式

（Least Recently Used）を用います。LRUIビットを用いて ITLBの追い出

すエントリを確定できます。 

LRUIは、以下のアルゴリズムで更新が行われます。 

なお、以下の「x」は更新を行わないことを意味します。 

000xxx：ITLBのエントリ 0を用いたとき 

1xx00x：ITLBのエントリ 1を用いたとき 

x1x1x0：ITLBのエントリ 2を用いたとき 

xx1x11：ITLBのエントリ 3を用いたとき 

xxxxxx：上記以外 

また LRUIが以下の状態のとき、対応する ITLBのエントリが ITLBミスに

より更新されます。なお、下表で設定禁止の値にはソフトウェアの責任で

設定しないようにしてください。またパワーオンリセット後に LRUIは 0

に初期化されるので、ハードウェアの更新によって LRUIが設定禁止の値

になることはありません。 

なお、以下の「x」は Don't careを意味します。 

111xxx：ITLBのエントリ 0が更新される 

0xx11x：ITLBのエントリ 1が更新される 

x0x0x1：ITLBのエントリ 2が更新される 

xx0x00：ITLBのエントリ 3が更新される 

上記以外：設定禁止 

25、24 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

23～18 URB 000000 R/W 入れ換えを行う UTLBエントリの境界を示すビット 

URB≠0のときに有効となります。 

17、16 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 URC 000000 R/W LDTLB命令により入れ換えを行う UTLBエントリを示すためのランダム

カウンタ 

UTLBへのアクセスが発生するたびにインクリメントされます。ただし

URB＞0の場合、URC＝URBの条件が成立すると URCは 0にクリアされ

ます。またソフトウェアにより URC＞URBとなる値が URCに書き込まれ

た場合、最初は URC＝H'3Fになるまで URBを超えてインクリメントされ

ますので注意してください。なお URCは、LDTLB命令によってカウント

アップされません。 

9 SQMD 0 R/W ストアキューモードビット 

ストアキューへのアクセス権を指定します。 

0：ユーザ／特権アクセスが可能 

1：特権アクセスが可能（ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外） 

8 SV 0 R/W 単一仮想記憶モード／多重仮想記憶モード切り替えビット 

このビットを変更するときは、必ずTIビットにも1を書き込んでください。 

0：多重仮想記憶モード 

1：単一仮想記憶モード 

7 ME 0 R/W TLB拡張モード切り替えビット 

0：TLB互換モード 

1：TLB拡張モード 

MEビットの値を変更する場合には、必ず TIビットに 1を指定して、ITLB、

UTLBの内容を無効化してください。 

6～3 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

2 TI 0 R/W TLB無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと、UTLB/ITLBの有効ビットをすべて 0にクリ

アします。読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

0 AT 0 R/W アドレス変換有効ビット 

MMUのイネーブル（有効）とディスエーブル（無効）を指定します。 

0：MMUディスエーブルにする 

1：MMUイネーブルにする 

ATビットが 0の状態ではMMU例外は発生しません。このためMMUを使

用しないソフトウェアでは ATビットを 0の状態で使用してください。 
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7.2.6 ページテーブルエントリアシスタンスレジスタ（PTEA） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― EPR ESZ ― ― ― ―

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0 0 0 0初期値：
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R RR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13～8 EPR 不定 R/W 

7～4 ESZ 不定 R/W 

ページ管理情報 

各ビットの意味は、共用 TLB（UTLB）の対応するビットと同じです。 

詳細は「7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1）」を参照

してください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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7.2.7 物理アドレス空間制御レジスタ（PASCR） 

PASCRは物理アドレス空間の動作を制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

UB

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7～0 UB H'00 R/W エリア（64Mバイト）ごとのバッファドライト制御 

キャッシュを使わない書き込みのバスアクセスが完了するまで次の CPU

からのバスアクセスを待たせるかをエリアごとに指定します。 

0：バッファドライト（CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待たず

に次のバスアクセスを行います） 

1：アンバッファドライト（CPUは書き込みのバスアクセスの完了を待

ってから次のバスアクセスを行います） 

UB[7]：制御レジスタ領域に対応 

UB[6]：エリア 6に対応 

UB[5]：エリア 5に対応 

UB[4]：エリア 4に対応 

UB[3]：エリア 3に対応 

UB[2]：エリア 2に対応 

UB[1]：エリア 1に対応 

UB[0]：エリア 0に対応 
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7.2.8 命令再フェッチ抑止制御レジスタ（IRMCR） 

IRMCRは特定のリソースが変更された場合に、次の命令を命令フェッチからやり直すかどうかを制御します。

特定のリソースとは、制御レジスタの一部、TLB、キャッシュを示します。 

初期状態ではリソース変更後、次の命令の命令フェッチをやり直すように設定されています。しかしこの状態

では、リソースの変更を一回行うごとに命令フェッチのやり直しが起こり、CPUの処理性能が低下します。その

ため IRMCRの各ビットを 1に設定し、必要なリソースの変更をまとめて行ったうえで、特定の命令を実行し、変

更後のリソースを使用するプログラムの実行へ移るようにすることを推奨します。 

特定のシーケンスに関しては、各リソースの説明を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― R2 R1 LT MT MC

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事

項」を参照してください。 

4 R2 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 2 

MMUCR、PASCR、CCR、RAMCR、PTEHの各レジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

3 R1 0 R/W レジスタ変更後再フェッチ抑止 1 

アドレス H'FF200000～H'FF2FFFFFに存在するレジスタが変更された場

合に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

2 LT 0 R/W LDTLB実行後再フェッチ抑止 

LDTLB命令を実行後に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御しま

す。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MT 0 R/W メモリ割り付け TLBライト後再フェッチ抑止 

MMUCR.AT＝1の状態で、メモリ割り付け ITLB/UTLBライトを行った後

に、次命令の再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 

0 MC 0 R/W メモリ割り付け ICライト後再フェッチ抑止 

CCN.ICE＝1の状態で、メモリ割り付け ICライトを行った後に、次命令の

再フェッチを行うかどうかを制御します。 

0：再フェッチを行います 

1：再フェッチを行いません 
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7.3 TLBの機能（TLB互換モード；MMUCR.ME＝0） 

7.3.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

UTLBは次の 2つの目的のために使用されます。 

1. データアクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換する。 

2. 命令TLBミスのとき、ITLBへ登録するアドレス変換情報のテーブル。 

 

このため共用 TLBと呼ばれます。UTLBには外部メモリ上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシ

ングされます。アドレス変換テーブルには仮想ページ番号とアドレス空間識別子、それに対応する物理ページ番

号とページ管理情報が格納されています。図 7.6に UTLBの構成を示します。UTLBはフルアソシアティブ方式

の 64エントリで構成されています。図 7.7にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

C

C

C

PR[1:0] 

PR[1:0] 

PR[1:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] SZ[1:0] SH C PR[1:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 7.6 UTLBの構成（TLB互換モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

  4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

  64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

  1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

 単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

 ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

SZ[1:0]：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

 00：1Kバイトページ 

 01：4Kバイトページ 

 10： 64Kバイトページ 

 11：1Mバイトページ 
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V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 22ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

 （「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

PR[1:0]：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 2ビットデータ 

 00：特権モードで読み出しのみ可能 

 01：特権モードで読み出し／書き込み可能 

 10：特権／ユーザモードで読み出しのみ可能 

 11：特権／ユーザモードで読み出し／書き込み可能 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能。 

 1：キャッシング可能。 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない。 

 1：書き込みが行われた。 
 

WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
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31

・1Kバイトページ

10 9 0
仮想アドレス

31

・4Kバイトページ

12 11 0
仮想アドレス

31

・64Kバイトページ

16 15 0
仮想アドレス

31

・1Mバイトページ

20 19 0
仮想アドレス

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

VPN オフセット

28 10 9 0
物理アドレス

28 12 11 0
物理アドレス

28 16 15 0
物理アドレス

28 20 19 0
物理アドレス

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット

PPN オフセット
 

図 7.7 ページサイズとアドレスの関係（TLB互換モード） 

7.3.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

ITLBは命令アクセスのとき、仮想アドレスを物理アドレスへ変換するために用いられます。ITLBには UTLB

上に置かれるアドレス変換テーブルの情報がキャッシングされます。図 7.8に ITLBの構成を示します。ITLBは

フルアソシアティブの 4エントリで構成されています。 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10] 

PPN[28:10]

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0] 

SZ[1:0]

SH

SH

SH

SH

C

C

C

C

PR

PR

PR

PR

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0] 

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10] 

VPN[31:10] 

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　1.　D、WTビットをサポートしません。
　　　　2.　PRビットが1ビットになり、UTLBのPRビットの上位1ビットに対応します。  

図 7.8 ITLBの構成（TLB互換モード） 
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7.3.3 アドレス変換方式 

図 7.9に、UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 

SH＝0かつ
（MMUCR.SV＝0または

SR.MD＝0）

VPNs一致かつ
ASIDs一致かつ

V＝1

1エントリのみ一致

SR.MD?

ライトスルーモードで
キャッシュアクセス

データTLB
保護違反例外

初期ページ
書き込み例外

データTLB
保護違反例外

コピーバックモードで
キャッシュアクセス

R/W?R/W?

仮想アドレス（VA）に対するデータアクセス

VAが
P4領域

VA が 
P2領域

VA が 
P1領域

VAが
P0、U0、P3領域

Yes

Yes

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

1（特権）

PR? PR?

0（ユーザ）

D?

R/W?
WWW

RRR R

W
R/W?

WT?

C＝1かつ
CCR.OCE＝1

1

1

0

0

00 or 
01

10 11 01 or 11 00 or 10

MMUCR.AT＝1

Yes
No

データTLB
多重ヒット例外

データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0

CCR.OCE?
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図 7.9 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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図 7.10に ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.10 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB互換モード） 
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7.4 TLBの機能（TLB拡張モード；MMUCR.ME＝1） 

7.4.1 共用 TLB（UTLB）の構成 

図 7.11にTLB拡張モード時のUTLBの構成を示します。図 7.12にページサイズとアドレスの関係を示します。 

PPN[28:10]

PPN[28:10]

PPN[28:10]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

ESZ[3:0]

SH

SH

SH

C

C

C

EPR[5:0]

EPR[5:0]

EPR[5:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

D

D

D

WT

WT

WT

PPN[28:10] ESZ[3:0] SH C EPR[5:0]ASID[7:0] VPN[31:10] Vエントリ63 D WT
 

図 7.11 UTLBの構成（TLB拡張モード） 

【記号説明】 

VPN：仮想ページ番号 1Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 22ビット 

4Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 20ビット 

8Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 19ビット 

64Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 16ビット 

256Kバイトページのとき、仮想アドレスの上位 14ビット 

1Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 12ビット 

4Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 10ビット 

64Mバイトページのとき、仮想アドレスの上位 6ビット 
 

ASID：アドレス空間識別子 仮想ページをアクセスできるプロセスを示します。 

単一仮想記憶モードかつユーザモードか、多重仮想記憶モードのときで、SHビ 

ットが 0ならアドレス比較の際に PTEH中の ASIDと比較されます。 
 

SH：共有状態ビット 0：複数のプロセスでページを共有しません。 

  1：複数のプロセスでページを共有します。 
 

ESZ：ページサイズビット ページサイズを指定します。 

0000：1Kバイトページ 

0001：4Kバイトページ 

0010：8Kバイトページ 

0100：64Kバイトページ 

0101：256Kバイトページ 

0111：1Mバイトページ 

1000：4Mバイトページ 

1100：64Mバイトページ 
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【注】 上記以外の値を登録した場合の動作は保証しません。 

V：有効ビット エントリが有効かどうかを示します。 

 0：無効 

 1：有効 

 パワーオンリセット時に 0にクリアされます。 
 

PPN：物理ページ番号 物理アドレスの上位 19ビット 

 1Kバイトページのときは PPN[28:10]が有効です。 

 4Kバイトページのときは PPN[28:12]が有効です。 

 8Kバイトページのときは PPN[28:13]が有効です。 

 64Kバイトページのときは PPN[28:16]が有効です。 

 256Kバイトページのときは PPN[28:18]が有効です。 

 1Mバイトページのときは PPN[28:20]が有効です。 

 4Mバイトページのときは PPN[28:22]が有効です。 

 64Mバイトページのときは PPN[28:26]が有効です。 

また PPNの設定においてはシノニム問題に注意してください 

（「7.5.5 シノニム問題の回避」参照）。 
 

EPR：保護キーデータ ページのアクセス権をコードで表した 6ビットデータ 

特権モードでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）およびユーザモー

ドでの読み出し／書き込み／実行（命令フェッチ）に対する許可を独立に設定

可能です。各ビットそれぞれ 0で不許可、1で許可を示します。 

EPR[5]：特権モードでの読み出し 

EPR[4]：特権モードでの書き込み 

EPR[3]：特権モードでの実行（命令フェッチ） 

EPR[2]：ユーザモードでの読み出し 

EPR[1]：ユーザモードでの書き込み 

 EPR[0]：ユーザモードでの実行（命令フェッチ） 
 

C：キャッシング可能ビット ページがキャッシング可能かどうか示します。 

 0：キャッシング不可能 

 1：キャッシング可能 

 制御レジスタ空間のマッピングを行う場合、このビットは 0にしてください。 
 

D：ダーティビット ページに書き込みが行われたかどうかを示します。 

 0：書き込みが行われていない 

 1：書き込みが行われた 
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WT：ライトスルービット キャッシュへの書き込みモードを指定します。 

 0：コピーバックモード 

 1：ライトスルーモード 
 

仮想アドレス 物理アドレス
31

1Kバイトページ

10 9 0

VPN オフセット

28 10 9 0

PPN オフセット

31

4Kバイトページ

12 11 0

VPN オフセット

28 12 11 0

PPN オフセット

31

64Kバイトページ

16 15 0

VPN オフセット

28 16 15 0

PPN オフセット

31

8Kバイトページ

13 12 0

VPN オフセット

28 13 12 0

PPN オフセット

31

1Mバイトページ

20 19 0

VPN オフセット

28 20 19 0

PPN オフセット

31

4Mバイトページ

22 21 0

VPN オフセット

28 22 21 0

PPN オフセット

31

64Mバイトページ

26 25 0

VPN オフセット

28 26 25 0

PPN オフセット

31

256Kバイトページ

18 17 0

VPN オフセット

28 18 17 0

PPN オフセット

 

図 7.12 ページサイズとアドレスの関係（TLB拡張モード） 
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7.4.2 命令 TLB（ITLB）の構成 

図 7.13に TLB拡張モード時の ITLBの構成を示します。 
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ESZ[3:0]
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SH

SH

SH
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C

C

C

C

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[5]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[3]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[2]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

EPR[0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

ASID[7:0]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

VPN[31:10]

V

V

V

V

エントリ0

エントリ1

エントリ2

エントリ3

【注】　EPR[4]、EPR[1]、D、WTビットをサポートしません。  

図 7.13 ITLBの構成（TLB拡張モード） 

7.4.3 アドレス変換方式 

図 7.14に TLB拡張モード時の UTLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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SH＝0かつ
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0

1

1
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R W W R

MMUCR.AT＝1

Yes
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データTLB
ミス例外

メモリアクセス
（キャッシング不可）内部リソースアクセス

1
0
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0
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0

1
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0
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図 7.14 UTLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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図 7.15に TLB拡張モード時の ITLBを用いたメモリアクセスのフローを示します。 
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図 7.15 ITLBを用いたメモリアクセスフロー（TLB拡張モード） 
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7.5 MMUの機能 

7.5.1 MMUのハードウェア管理 

SH-4AがサポートするMMUの機能として次のものがあります。 

1. ソフトウェアがアクセスする仮想アドレスをデコードし、MMUCRの設定に従ってUTLB、ITLBを制御して

アドレス変換を行います。 

2. アドレス変換の際に読み出されたページ管理情報をもとに、キャッシュへのアクセス状態を判定します（C、

WTビット）。 

3. データアクセス、命令アクセスにおいて正常にアドレス変換が行われなかった場合、MMU例外の発生により

ソフトウェアに通知します。 

4. 命令アクセスでITLBにアドレス変換情報が登録されていないとき、UTLBを検索します。必要なアドレス変

換情報がUTLBに登録されていた場合、MMUCRのLRUIビットに従い、ITLBにそのアドレス変換情報をコピ

ーします。 

 

7.5.2 MMUのソフトウェア管理 

MMUに対するソフトウェアの処理として次のものがあります。 

1. MMU関連レジスタの設定。一部ハードウェアにより自動的に更新されるものもあります。 

2. TLBエントリの登録、削除、読み出し。UTLBエントリの登録にはLDTLB命令を用いる方法と、メモリ割り

付けUTLBに直接書き込む方法があります。ITLBエントリの登録はメモリ割り付けITLBに直接書き込む方法

しかありません。UTLB、ITLBエントリの削除と読み出しは、メモリ割り付けUTLB、ITLBをアクセスする

ことで可能です。 

3. MMU例外処理。MMU例外が発生したときにハードウェア側から設定された情報を元に処理を行います。 
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7.5.3 MMUの命令（LDTLB） 

UTLBエントリを登録する命令として TLBロード命令（LDTLB）があります。LDTLB命令が発行されると、

SH-4Aは PTEHと PTELの内容を（加えて TLB拡張モードの場合には PTEAの内容を）URCビットが指し示す

UTLBエントリにコピーします。LDTLB命令により ITLBエントリの更新は行われませんので、UTLBエントリ

から追い出されたアドレス変換情報が ITLBエントリに残る可能性があります。LDTLB命令はアドレス変換情報

を変更する命令のため、必ず P1、P2領域のプログラムで発行するようにしてください。LDTLB命令実行後、TLB

が有効な領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1.～3.のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はTLBが有効な領域で構いません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. LDTLB命令実行前にあらかじめIRMCR.LT=0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、LDTLB命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能

が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3.は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1.または 2.を用いることを推奨します。 

図 7.16、図 7.17に LDTLB命令の動作を示します。 
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図 7.16 LDTLB命令の動作（TLB互換モード） 
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図 7.17 LDTLB命令の動作（TLB拡張モード） 
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7.5.4 ハードウェア ITLBミスハンドリング 

SH-4Aは命令アクセスの際、ITLBを検索して必要なアドレス変換情報を見つけられなかった（ITLBミス）場

合、ハードウェアにより UTLBを検索し、必要なアドレス変換情報があれば ITLBへの登録を行います。これを

ハードウェア ITLBミスハンドリングと呼びます。UTLBを検索しても必要なアドレス変換情報が見つからない場

合、命令 TLBミス例外を発生し、処理をソフトウェアへ移します。 
 

7.5.5 シノニム問題の回避 

以下ではオペランドキャッシュが 32Kバイトのケースについて説明します。 

TLBエントリに 1K、4Kバイトページを登録するときにシノニム問題が発生する可能性があります。シノニム

問題とは、複数の仮想アドレスが 1つの物理アドレスにマッピングされる場合に、キャッシュの複数のエントリ

に同一の物理アドレスのデータが登録されてしまい、データの一致性を保証できなくなるという問題です。この

問題は命令 TLBや命令キャッシュではデータの読み出ししか行わないため発生しません。SH-4Aではオペランド

キャッシュの高速動作のために仮想アドレスの[12:5]を用いて、エントリの指定を行います。しかし 1Kバイトペ

ージでは仮想アドレスの[12:10]が、4Kバイトページでは仮想アドレスの[12]がアドレス変換の対象になります。

このため変換後の物理アドレスの[12:10]と仮想アドレスの[12:10]が異なる可能性があります。 

このため UTLBエントリへのアドレス変換情報の登録には以下の制限が生じます。 
 

1. 複数の1KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12:10]は必ず等しくなるようにしてください。 

2. 複数の4KバイトページのUTLBエントリが同一の物理アドレスに変換されるアドレス変換情報をUTLBに登

録するとき、VPN[12]は必ず等しくなるようにしてください。 

3. 1KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

4. 4KバイトページのUTLBエントリの物理アドレスを、異なるページサイズのUTLBエントリで使用しないでく

ださい。 

 

上記の制限はキャッシュを用いたアクセスを行う場合に限定されます。 

キャッシュサイズが 32Kバイトから変ると、シノニム問題が発生する可能性があるページサイズと、UTLBエ

ントリ登録時に等しくなるようにする必要がある VPNのビット位置は、以上の説明から変ります。8Kバイト～

64Kバイトのキャッシュサイズに対してシノニム問題が発生する可能性があるページサイズを表 7.3に示します。 
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表 7.3 キャッシュサイズとシノニム問題の回避策 

キャッシュサイズ シノニム問題が発生する可能性のある 

ページサイズ 

等しくなるように登録する VPNの 

ビット位置 

8Kバイト 1Kバイトページ VPN[10] 

16Kバイト 1Kバイトページ VPN[11:10] 

1Kバイトページ VPN[12:10] 32Kバイト 

4Kバイトページ VPN[12] 

1Kバイトページ VPN[13:10] 64Kバイト 

4Kバイトページ VPN[13:12] 

【注】 将来の SuperH RISC engineファミリ拡張に備えて、複数のアドレス変換情報が同一の物理メモリを使用する場合、

VPN[20:10]を等しくなるようにしてください。また、異なるページサイズのアドレスを変換情報で同一の物理アドレス

を使用しないでください。 
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7.6 MMU例外 
MMU例外には、命令 TLB多重ヒット例外、命令 TLBミス例外、命令 TLB保護違反例外、データ TLB多重ヒ

ット例外、データ TLBミス例外、データ TLB保護違反例外、初期ページ書き込み例外の 7つの例外があります。

各例外の発生条件については図 7.9、図 7.10、図 7.14、図 7.15および「第 5章 例外処理」を参照してください。 
 

7.6.1 命令 TLB多重ヒット例外 

命令 TLB多重ヒット例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致する ITLBエントリが複数存在した場合に

発生します。ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBを検索する際に UTLBで多重ヒットが発生した

場合も、命令 TLB多重ヒット例外となります。 

命令 TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。 

• ハードウェア処理 

命令TLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたITLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデバ

ッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

7.6.2 命令 TLBミス例外 

命令 TLBミス例外は、ハードウェア ITLBミスハンドリングにより UTLBエントリに命令アクセスした仮想ア

ドレスに対応するアドレス変換情報が見つからなかったときに発生します。命令 TLBミス例外のハードウェアで

行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。これはデータ TLBミス例外時の処理と同じです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'040を、EXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 
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6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、命令TLBミス例外処理ルーチンを開始しま

す。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。 

TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

LDTLB命令の実行に関しては、「7.8.1 LDTLB命令使用上の注意事項」を参照してください。 

 

7.6.3 命令 TLB保護違反例外 

命令 TLB保護違反例外は、命令アクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が ITLBエントリに存

在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRあるいは EPRビットで指定されるアクセス権で許されてい

ない場合に発生します。命令 TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次

のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

命令TLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'0A0をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 
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5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、命令TLB保護違反例外処理ルーチンを開始

します。 

 

• ソフトウェア処理（命令TLB保護違反例外処理ルーチン） 

命令TLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

 

7.6.4 データ TLB多重ヒット例外 

データ TLB多重ヒット例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致する UTLBエントリが複数存在した場

合に発生します。 

データ TLB多重ヒット例外が発生するとリセットになり、キャッシュのコヒーレンシは保証しません。また例

外発生以前の UTLB内の PPNの内容は壊れることがあります。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB多重ヒット例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

2. 例外コードH'140をEXPEVTに設定します。 

3. リセット処理ルーチン（H'A000 0000）に分岐します。 

 

• ソフトウェア処理（リセットルーチン） 

リセット処理ルーチンで多重ヒットを発生させたUTLBエントリを確認します。この例外はプログラムのデ

バッグ時に用いるためのもので、通常はこの例外を発生させないでください。 

 

7.6.5 データ TLBミス例外 

データ TLBミス例外は、データアクセスした仮想アドレスに対応するアドレス変換情報が UTLB内に見つから

なかったときに発生します。データ TLBミス例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は

次のとおりです。 
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• ハードウェア処理 

データTLBミス例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'040を、書き込みのとき例外コードH'060を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0400を加えたアドレスに分岐し、データTLBミス例外処理ルーチンを開始し

ます。 
 

• ソフトウェア処理（データTLBミス例外処理ルーチン） 

外部メモリのページテーブルを検索し、必要なページテーブルエントリを割り当てるのはソフトウェアの責

任です。必要なページテーブルエントリを探して割り当てるために、ソフトウェアでは次のように処理して

ください。 

1. TLB互換モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリの

PPN、PR、SZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値を、PTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部

メモリのアドレス変換テーブルに記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、

V、WTの各ビットの値をPTEL、PTEAに書き込みます。 

2. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

3. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

4. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 

LDTLB命令の実行に関しては、「7.8.1 LDTLB命令使用上の注意事項」を参照してください。 
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7.6.6 データ TLB保護違反例外 

データ TLB保護違反例外は、データアクセスした仮想アドレスに一致するアドレス変換情報が UTLBエントリ

に存在するにもかかわらず、実際のアクセスタイプが PRまたは EPRビットで指定されるアクセス権で許されて

いない場合に発生します。データ TLB保護違反例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理

は次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

データTLB保護違反例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 読み出しのとき例外コードH'0A0を、書き込みのとき例外コードH'0C0を、EXPEVTに設定します（OCBP、

OCBWB：読み出し； OCBI、MOVCA.L：書き込み）。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、データTLB保護違反例外処理ルーチンを開

始します。 
 

• ソフトウェア処理（データTLB保護違反例外処理ルーチン） 

データTLB保護違反を解決し、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、

制御を通常の流れに戻してください。ただしLDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.6.7 初期ページ書き込み例外 

初期ページ書き込み例外は、データアクセス（書き込み）した仮想アドレスに一致するアドレス変換情報がUTLB

エントリに存在し、アクセス権も許されているにもかかわらず、Dビットが 0であった場合に発生します。初期

ページ書き込み例外のハードウェアで行われる処理と、ソフトウェアで行う処理は次のとおりです。 
 

• ハードウェア処理 

初期ページ書き込み例外のとき、ハードウェアは次の処理を行います。 

1. 例外が発生した仮想アドレスのVPNをPTEHに設定します。 

2. 例外の発生した仮想アドレスをTEAに設定します。 

3. 例外コードH'080をEXPEVTに設定します。 

4. 例外が発生した命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。もし例外が遅延スロットで発生した場合

は、遅延分岐命令のアドレスを指すPCの値をSPCに設定します。 

5. 例外が発生したときのSRの内容をSSRに設定します。そのときのR15をSGRに設定します。 

6. SRのMDビットを1に設定し、特権モードに切り替えます。 

7. SRのBLビットを1に設定し、これ以降の例外要求をマスクします。 

8. SRのRBビットを1に設定します。 

9. VBRの内容にオフセットH'0000 0100を加えたアドレスに分岐し、初期ページ書き込み例外処理ルーチンを開

始します。 

 

• ソフトウェア処理（初期ページ書き込み例外処理ルーチン） 

ソフトウェアの責任で、次のように処理してください。 

1. 外部メモリから必要なページテーブルエントリを探し出します。 

2. 外部メモリのページテーブルエントリのDビットに1を書き込んでください。 

3. TLB互換モードの場合、外部メモリに記憶されているページテーブルエントリのPPN、PR、SZ、C、D、WT、

SH、Vのビットの値をPTELに書き込みます。TLB拡張モードの場合、外部メモリのアドレス変換テーブルに

記録されているページテーブルエントリのPPN、EPR、ESZ、C、D、SH、V、WTの各ビットの値をPTEL、

PTEAに書き込みます。 

4. エントリ置き換えで置き換えられるエントリをソフトウェアで指定する場合、その値をMMUCRのURCに書

き込みます。このときURCがURBを超えるような場合、LDTLB命令発行後に適切な値に変更してください。 

5. LDTLB命令を実行させ、TLB互換モードの場合、PTEH、PTELの内容をUTLBに書き込みます。TLB拡張モー

ドの場合は、PTEH、PTELおよびPTEAの内容をUTLBに書き込みます。 

6. 最後に、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行させ、例外処理ルーチンを終わらせ、制御を通常の流れに

戻してください。ただし、LDTLB命令の次の命令以降にRTE命令を発行してください。 
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7.7 メモリ割り付け TLBの構成 

ITLBおよび UTLBをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P1/P2領域のプログラムからMOV

命令によって ITLBおよび UTLBの内容の読み出し、書き込みが可能です。別の領域のプログラムからアクセス

する場合、動作の保証はありません。 

メモリ割り付け TLBアクセス後、P1/P2領域以外へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1

～3のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はP1/P2領域以外でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. メモリ割り付けTLBアクセスの前にあらかじめIRMCR.MT＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の

命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、MMUCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直す

ため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

ITLBおよび UTLBは仮想アドレス空間の P4領域に割り付けられています。 

TLB互換モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、PR、C、SHをデ

ータアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、SZ、

PR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dはアドレスアレイ側からとデータアレイ

側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB拡張モードの場合、ITLBでは VPN、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、EPR、C、SHを

データアレイとしてアクセス可能です。UTLBでは VPN、D、V、ASIDをアドレスアレイとして、PPN、V、ESZ、

EPR、C、D、WT、SHをデータアレイとしてアクセス可能です。Vと Dは、アドレスアレイ側からとデータアレ

イ側からの両方からアクセスできるようになっています。 

TLB互換モード、TLB拡張モードどちらの場合もアクセスサイズはロングワードサイズのみ可能です。この領

域に対して命令フェッチは行えません。リザーブビットに対しては、書き込み値として 0を指定してください。

読み出し値は保証しません。 
 

7.7.1 ITLBアドレスアレイ 

ITLBのアドレスアレイは P4領域の H'F200 0000～H'F2FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:24]が ITLBアドレスアレイを示す H'F2になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。アドレス部[1:0]はロングワードアクセスのため 0を指定してください。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

ITLBアドレスアレイに対しては以下の２種類の操作が可能です。 
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1. ITLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へVPN、V、ASIDを読み出します。 

2. ITLBアドレスアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、V、ASID

を書き込みます。 

 

アドレス部

31 23 0

1 1 1 1 0 0 1 0 00E

データ部

31 10 9 0

VVPN

VPN：
V：
 E：
*：

24

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
Don't care

10 9 8 7 2 1

9 8 7

ASID

ASID：
：
アドレス空間識別子
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * * * * * * * * *

 

図 7.18 メモリ割り付け ITLBアドレスアレイ 

7.7.2 ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F300 0000～H'F37F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 1に

書き込む PPN、V、SZ、PR、C、SHを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイを示す H'F30になっており、[9:8]でエントリを選択するようになっ

ています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6]が PRを、[3]が Cを、[1]が SHを示します。 

ITLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. ITLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、SHを読

み出します。 

2. ITLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、SHを書き込みます。 
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アドレス部
31 23 0

1 1 1 1 0 0 01 1 00E

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
*：

24

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
Don't care

10 9 8 7 2 1

PR：
C：

SH：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 730 2928 4 36 5

SZ SHPR

CPPN

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

 

図 7.19 メモリ割り付け ITLBデータアレイ（TLB互換モード） 

7.7.3 ITLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、ITLBデータアレイは ITLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、ITLBデ

ータアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、ITLBデータアレイ 1

の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、ITLBデータアレイ 1へ

の書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの ITLBデータアレイ 2の書き込みを行ってください。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、ITLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスした

場合の動作は保証しません。 
 

（1） ITLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7、6、4がリザーブビットに

なります。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：Don't care

C
SH
：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928

2 1

4 3

CPPN

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 0 E

23 22 8 710 9

SH

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.20 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 
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（2） ITLBデータアレイ 2 

ITLBのデータアレイは P4領域の H'F380 0000～H'F3FF FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。 

アドレス部は、[31:23]が ITLBデータアレイ 2を示す H'F38になっており、[9:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[13][11][10][8]がそれぞれ EPR[5][3][2][0]を、[7:4]が ESZを示します。ITLBデータアレイ 2に対し

ては以下の 2種類の操作が可能です。 

1. TLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 

2. ITLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するITLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

 

E
EPR
ESZ

*

：エントリ
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

EPR[5]

EPR[3] EPR[0]

EPR[2]

アドレス部

データ部

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

ESZ

10 9 81314 1211 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 0 1 1 1 E

23 22 8 710 9

* * * * * ** **** * * * * * * * *

 

図 7.21 メモリ割り付け ITLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.7.4 UTLBアドレスアレイ 

UTLBのアドレスアレイは P4領域の H'F600 0000～H'F60F FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのア

クセスには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはアドレスアレイ

に書き込む VPN、D、V、ASIDを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBアドレスアレイを示す H'F60になっており、[13:8]でエントリを選択するように

なっています。アドレス部[7]の連想ビット（Aビット）は、UTLBアドレスアレイへの書き込みのときのアドレ

ス比較の有無を指定します。 

データ部は、[31:10]が VPNを、[9]が Dを、[8]が Vを、[7:0]が ASIDを示します。 

UTLBアドレスアレイに対しては以下の 3種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へVPN、D、V、ASIDを読み出し

ます。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

2. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたVPN、D、V、

ASIDを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

3. UTLBアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、データ部で指定されたVPNとPTEH.ASIDを用い、UTLBの全エ

ントリとの間で比較が行われます。比較は通常のアドレス比較の規則に従いますが、UTLBにミスした場合、

例外は発生せずノーオペレーションとなります。比較によりデータ部で指定したVPNに対応するUTLBエン

トリが存在した場合、そのエントリに対してデータ部で指定したDとVを書き込みます。この連想動作はITLB

に対しても同時に行われ、ITLB内に一致するエントリが存在した場合はそのエントリに対してVを書き込み

ます。UTLBでの比較でノーオペレーションとなってもITLBで一致していればITLB側にのみ書き込みは行い

ます。またUTLBとITLBの両方で一致した場合、UTLBの情報がITLBへも書き込まれます。 

 

アドレス部

データ部

VPN：
V：
E：
D：
*：

仮想ページ番号
有効ビット
エントリ
ダーティビット
Don't care

ASID：
A：
：

アドレス空間識別子
連想ビット
リザーブビット
（書き込むときは0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 0

VD

10 9 8 7

A

8 7 6 2 1

ASIDVPN

31 20 0

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0E

14 13

* * * * * * * * * **

19

 

図 7.22 メモリ割り付け UTLBアドレスアレイ 
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7.7.5 UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F700 0000～H'F70F FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセ

スには、32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）が

必要です。アドレス部はアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイに書

き込む PPN、V、SZ、PR、C、D、SH、WTを指定します。 

アドレス部は、[31:20]が UTLBデータアレイを示す H'F70になっており、[13:8]でエントリを選択するようにな

っています。 

データ部は、[28:10]が PPNを、[8]が Vを、[7]、[4]が SZを、[6:5]が PRを、[3]が Cを、[2]が Dを、[1]が SH

を、[0]がWTを示します。 

UTLBデータアレイに対しては以下の 2種類の操作が可能です。 
 

1. UTLBデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へPPN、V、SZ、PR、C、D、SH、

WTを読み出します。 

2. UTLBデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたPPN、V、SZ、

PR、C、D、SH、WTを書き込みます。 

 

アドレス部

データ部

PPN：
V：
E：

SZ：
D：
*：

物理ページ番号
有効ビット
エントリ
ページサイズビット
ダーティビット
Don't care

PR：
C：

SH：
WT：
：

保護キーデータ
キャッシング可能ビット
共有状態ビット
ライトスルービット
リザーブビット
（書き込むときは常に0を書き込んでください。
　読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928 4 36 5

PR CPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

1920 8 714 13

D

SZ SH WT

* * * * * *** * * * *

 

図 7.23 メモリ割り付け UTLBデータアレイ（TLB互換モード） 
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7.7.6 UTLBデータアレイ（TLB拡張モード） 

TLB拡張モードのとき、UTLBデータアレイは UTLBデータアレイ 1に名称が変更になります。また、UTLB

データアレイ 2が追加となり、EPR、ESZをアクセス可能になります。TLB拡張モードでは、UTLBデータアレ

イ 1の PR、SZビットはリザーブビットとなり、書き込み値は 0を指定してください。また、UTLBデータアレイ

1への書き込みを行った場合には、その後必ず同一エントリの UTLBデータアレイ 2の書き込みを行ってくださ

い。 

TLB互換モード（MMUCR.ME＝0）のときには、UTLBデータアレイ 2のアクセスは行えません。アクセスし

た場合の動作は保証しません。 
 

（1） UTLBデータアレイ 1 

TLB拡張モードでは、互換モードの PR、SZビットに対応するデータ部のビット 7～4がリザーブビットになり

ます。書き込み時には 0を指定してください。 

アドレス部

データ部

PPN
V
E
D
*

：物理ページ番号
：有効ビット
：エントリ
：ダーティビット
：Don't care

C
SH
WT

：キャッシング可能ビット
：共有状態ビット
：ライトスルービット
：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

31 2 1 0

V

10 9 8 72928

2 1

4 3

C DPPN

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 E

20 19 8 714 13

WTSH

* * * * * ** ** * * *

 

図 7.24 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 1（TLB拡張モード） 

（2） UTLBデータアレイ 2 

UTLBのデータアレイは P4領域の H'F780 0000～H'F78F FFFFに割り付けられています。データアレイ 2のアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定（書き込み時）

が必要です。アドレス部にはアクセスするエントリを選択するための情報を指定し、データ部にはデータアレイ 2

に書き込む EPR、ESZを指定します。アドレス部は[31:20]が UTLBデータアレイ 2を示す H'F78になっており、

[13:8]でエントリを選択するようになっています。 

データ部は、[13:8]が EPRを、[7:4]が ESZを示します。UTLBデータアレイ 2に対しては以下の 2種類の操作

が可能です。 

1. UTLBデータアレイ2 読み出し 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリから、データ部へEPR、ESZを読み出します。 
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2. UTLBデータアレイ2 書き込み 

アドレス部に指定されたエントリに対応するUTLBエントリに対して、データ部で指定されたEPR、ESZを書

き込みます。 

 

アドレス部

データ部

E
EPR
ESZ

*

：エントリ 
：保護キーデータ
：ページサイズビット
：Don't care

31 08 7

2 1

4 3

31 0

001 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 E

2019 8 714

14

13

13

：リザーブビット
 （書き込むときは0を書き込んでください。
　 読み出すと不定値が読み出されます。）

* * * * * ** ** * * *

ESZEPR

 

図 7.25 メモリ割り付け UTLBデータアレイ 2（TLB拡張モード） 
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7.8 使用上の注意事項 

7.8.1 LDTLB命令使用上の注意事項 

MMUCR.URCにソフトウェアで書き込まずに、LDTLB命令を実行する場合は、下記の 1.または 2.のどちらか

を行ってください。 

1. TLBミス例外処理ルーチン*1はP1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみに配置し、TLBミス例外処理ル

ーチンでの命令アクセス*2はP1領域、P2領域あるいは内蔵メモリ領域のみになるようにしてください。TLB

ミス例外処理ルーチンを内蔵メモリに配置する場合は、RAMCRのPRビットを0（初期値）にしてください。 

また、TLBミス例外処理ルーチンではFDIV命令またはFSQRT命令を使用しないでください。 

2. TLBミス例外が発生した際は、MMUCR.URCに1を加算してからLDTLB命令を実行してください。 

 

【注】 *1 例外処理ルーチン：例外発生時の VBR＋オフセットの番地から、元のプログラムに復帰する RTEおよび RTEの

遅延スロットに至るまでに実行されるすべての命令を意味します。 

 *2 命令アクセス：PREFI命令と ICBI命令によるアクセスを含みます。 
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8. キャッシュ 

本 LSIは命令用に 32Kバイトの命令キャッシュ（IC）を、データ用に 32Kバイトのオペランドキャッシュ（OC）

を内蔵しています。 
 

8.1 特長 

キャッシュの特長を表 8.1に示します。 

SH-4Aでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。SQの特長を表 8.2に示します。 
 

表 8.1 キャッシュの特長 

項目 命令キャッシュ オペランドキャッシュ 

容量 32Kバイトキャッシュ 32Kバイトキャッシュ 

方式 4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

4ウェイセットアソシアティブ、 

仮想アドレスインデックス／物理アドレスタグ 

ラインサイズ 32バイト 32バイト 

エントリ数 256エントリ／ウェイ 256エントリ／ウェイ 

書き込み方式 － コピーバック／ライトスルー選択可能 

置換方式 LRU（Least Recently Used）アルゴリズム LRU（Least Recently Used）アルゴリズム 

 

表 8.2 ストアキューの特長 

項目 ストアキュー 

容量 2×32バイト 

アドレス H'E000 0000～H'E3FF FFFF 

ライト ストア命令（1サイクルライト） 

ライトバック プリフェッチ命令（PREF命令） 

アクセス権 MMUディスエーブル時：MMU制御レジスタ（MMUCR）の SQMDビットによる 

MMUイネーブル時：個々のページ PRによる 

 

SH-4Aのオペランドキャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッ

シュラインから構成されます。図 8.1にオペランドキャッシュの構成を示します。 

命令キャッシュは 4ウェイセットアソシアティブ方式で、おのおののウェイは 256本のキャッシュラインから

構成されます。図 8.2に命令キャッシュの構成を示します。 

SH-4Aは消費電力を低減するために ICウェイ予測機構を搭載しています。また、非サポート検出例外レジスタ

（EXPMASK）を用いて、メモリ割り付け連想ライト機能を例外として検出することが可能です。詳細は、「第 5

章 例外処理」を参照してください。 
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図 8.1 オペランドキャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 
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図 8.2 命令キャッシュの構成（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

（1） タグ 

キャッシュされるデータラインの物理アドレス29ビットの上位19ビットを格納します。タグはパワーオンリ

セットで初期化されません。 

 

（2） Vビット（有効ビット） 

キャッシュラインに有効なデータが格納されているか否かを示します。このビットが1のとき、そのキャッシ

ュラインのデータは有効となります。Vビットはパワーオンリセットで0に初期化されます。 

 

（3） Uビット（ダーティビット） 

コピーバックモードでキャッシュを使用中に、キャッシュラインへデータを書き込んだとき、Uビットが1に

なります。つまりUビットはキャッシュライン中のデータと外部メモリ中のデータとの不一致を示します。

メモリ割り付けキャッシュ（「8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成」参照）をアクセスすることにより

Uビットを書き換えない限り、ライトスルーモードでキャッシュを使用中はUビットが1になることはありま

せん。Uビットはパワーオンリセットで0に初期化されます。 
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（4） データ部 

データ部には1キャッシュラインあたり32バイト（256ビット）のデータが格納されます。データアレイはパ

ワーオンリセットで初期化されません。 

 

（5） LRU部 

4ウェイセットアソシアティブ方式では、エントリアドレスが同じデータを4つまでキャッシュに登録できま

す。エントリを登録するとき、4つのウェイのうち、どのウェイに登録するかをLRUビットが示します。LRU

ビットは各エントリ6ビットからなり、ハードウェアで制御します。ウェイ選択のアルゴリズムとして、最も

以前にアクセスされたウェイを選ぶLRU（Least Recently Used）アルゴリズムを使用しています。LRUビット

は、パワーオンリセットで0に初期化されます。 

 

8.2 レジスタの説明 

キャッシュに関連するレジスタを以下に示します。 
 

表 8.3 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 8.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

キャッシュ制御レジスタ CCR H'0000 0000 保持 保持 

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 不定 保持 保持 

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 不定 保持 保持 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 保持 保持 
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8.2.1 キャッシュ制御レジスタ（CCR） 

CCRは、キャッシュの動作モードの選択、キャッシュの全エントリの無効化、キャッシュへの書き込みモード

の選択を行います。 

CCRの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムまたは ILメモリ上のプログラムで行わなければ

なりません。CCR更新後、キャッシング可能領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング可能領域でかまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. CCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンスは不

要です。しかしこの方法では、CCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処理性能が

低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ICEICI－ WTCBOCI－ OCE

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－

R

－

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11 ICI 0 R/W IC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと ICの全エントリの Vビットを 0にします。

読み出すと常に 0が読み出されます。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

8 ICE 0 R/W IC有効ビット 

ICの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ管

理情報の Cビットも 1でなければ ICを使用できません。 

0：ICを使用しない 

1：ICを使用する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

3 OCI 0 R/W OC無効化ビット 

このビットに 1を書き込むと OCの全エントリの V、Uビットを 0にしま

す。読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 CB 0 R/W コピーバックビット 

P1領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。 

0：ライトスルーモード 

1：コピーバックモード 

1 WT 0 R/W ライトスルーモード 

P0、U0、P3領域のキャッシュへの書き込みモードを示します。ただし、

アドレス変換が行われる場合は、ページ管理情報のWTビットの値を優先

します。 

0：コピーバックモード 

1：ライトスルーモード 

0 OCE 0 R/W OC有効ビット 

OCの使用を選択します。ただしアドレス変換が行われる場合は、ページ

管理情報の Cビットも 1でなければ OCを使用できません。 

0：OCを使用しない 

1：OCを使用する 
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8.2.2 キューアドレス制御レジスタ 0（QACR0） 

QACR0は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー0（SQ0）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA0

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA0 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ0に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

 

8.2.3 キューアドレス制御レジスタ 1（QACR1） 

QACR1は、MMUがディスエーブルのとき、ストアキュー1（SQ1）がマップされているエリアを設定します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R/W R/W

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

AREA1

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

－

R

－ － －

R R R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－

R

－－ －

R

－

R

－

R

－

R/W

－ － － － － － － － － － － －

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 － － － 0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

4～2 AREA1 不定 R/W MMUがディスエーブルのとき、SQ1に対する物理アドレス 28～26を生成

します。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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8.2.4 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは ICおよび OCのウェイ数と ICウェイ予測の制御を行います。 

RAMCRへの書き換えは、キャッシング不可の P2領域のプログラムで行われなければなりません。RAMCR更

新後、キャッシング可能領域または ILメモリ領域へのアクセス（命令フェッチを含む）を行う前に、以下の 1～3

のどれかを実行してください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。この場合、分岐先はキャッシング不可領域またはILメモリ領域で

かまいません。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

3. RAMCR更新の前にあらかじめIRMCR.R2＝0（初期値）と設定されていた場合には、特定の命令シーケンス

は不要です。しかしこの方法では、RAMCR更新命令の次命令を命令フェッチからやり直すため、CPUの処

理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R/W R/W R/W R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

IC2WRP－－ －－－ICWPD －

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R/W

RMD

R/W

OC2W

R

－

－ － － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

0：ICは 4ウェイ動作 

1：ICは 2ウェイ動作 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

0：OCは 4ウェイ動作 

1：OCは 2ウェイ動作 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

ICウェイ予測の使用を選択します。 

0：命令キャッシュはウェイ予測を行う 

1：命令キャッシュはウェイ予測を行わない 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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8.3 オペランドキャッシュの動作説明 

8.3.1 読み出し動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを読み出す場合、

OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータをアクセスサイ

ズに応じて読み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残り

のキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッ

シュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、

Uビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読み出しデータを返します。残りのキ

ャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュ

に1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、U

ビットに0を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライ

トバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.2 プリフェッチ動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域からデータを OCにプリフェ

ッチする場合、OCは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 5. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス（書き戻しなし） 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みま

す。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

5. キャッシュミス（書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、仮想

アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みます。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分のデー

タが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読

み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を、Uビットに0を書き込みます。

また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。その後、ライトバックバッファのデータ

を外部メモリへ書き戻します。 
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8.3.3 書き込み動作 

オペランドキャッシュ（OC）が有効（CCR.OCE=1）かつキャッシング可能な領域に対してデータが書き込まれ

る場合、OCは以下のように動作します。 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビット、Uビ

ットおよびLRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグの比較、

および対象となる領域の属性から、 

 コピーバック ライトスルー 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. → 4. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが0

の場合 → 5. → 7. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在せず、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのUビットが1

の場合 → 6. → 7. 

3. キャッシュヒット（コピーバック） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込みます。またUビットに1を書き込み、ヒットしたウェイが最新となるようにLRU

ビットを更新します。 

4. キャッシュヒット（ライトスルー） 

ヒットしたウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アク

セスサイズに応じて書き込むとともに、仮想アドレスに対応する外部メモリに対しても書き込みを行います。

またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。この場合、Uビットは更新されません。 

5. キャッシュミス(コピーバック、書き戻しなし) 

置換対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセ

スサイズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキ

ャッシュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。

データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード(8バイト)から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。 

6. キャッシュミス（コピーバック、書き戻しあり） 

置換対象ウェイのキャッシュラインのタグとデータ部をライトバックバッファへ退避します。その後、置換

対象ウェイのデータ部の、仮想アドレスのビット[4:0]でインデックスされるデータ位置に対し、アクセスサ

イズに応じて書き込みます。また仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッ

シュラインへデータを読み込みます（ただし、すでに書き込み済みのキャッシュミスしたデータを除く）。
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データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウンド

方式で行います。キャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することがで

きます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、

Vビットに1を、Uビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビットを更新しま

す。その後、ライトバックバッファのデータを外部メモリへ書き戻します。 

7. キャッシュミス（ライトスルー） 

仮想アドレスに対応した外部メモリへ、指定されたアクセスサイズで書き込みを行います。この場合、キャ

ッシュへの書き込みは行われません。タグ、Vビット、Uビット、LRUビットも更新されません。 

 

8.3.4 ライトバックバッファ 

SH-4Aは、キャッシュミスによりダーティなキャッシュのエントリを外部メモリに追い出す必要が生じた場合、

キャッシュへのデータの読み込みを優先させ性能を向上させるために、追い出すキャッシュラインのデータを格

納するためのライトバックバッファを内蔵しています。ライトバックバッファはキャッシュ 1ライン分のデータ

と追い出す先の物理アドレスで構成されます。 

LW7物理アドレス[28:5] LW6LW5LW4LW3LW2LW1LW0
 

図 8.3 ライトバックバッファの構成 

8.3.5 ライトスルーバッファ 

SH-4Aは、ライトスルーモード時のデータの書き込みや、キャッシング不可能な領域に対する書き込み動作に

おいて、書き込みデータを保持するための 64ビットのバッファを内蔵しています。これにより CPUはライトス

ルーバッファへの書き込みが完了すると、外部メモリへの書き込みの完了を待たずに次の動作へ移ります。 

物理アドレス[28:0] LW1LW0
 

図 8.4 ライトスルーバッファの構成 

8.3.6 OC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの OC2Wビットを 1にセットすると、OCのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する OC 2ウェイ

モードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け OCアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1

のみが使用されます。 

OC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行ってください。また、書き換える時点ですでに OCに有効

なラインが登録されている場合には、OC2Wビットを書き換える前に、必要に応じてソフトウェアにより書き戻

しを行った後、CCRレジスタの OCIビットに 1を書き込み、OCの全エントリを無効にしてください。 
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8.4 命令キャッシュの動作説明 

8.4.1 読み出し動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から命令フェッチを行う場合、ICは

以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 

3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイのデータ部から、仮想アドレスのビット[4:3]でインデックスされるデータを命令として読

み出します。またヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、LRUビットにより選択された置換対象ウェイのキャッシュ

ラインへデータを読み込みます。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8

バイト）から順にラップアラウンド方式で行い、該当するデータがキャッシュへ到着した時点で、CPUへ読

み出しデータを命令として返します。残りのキャッシュ1ライン分のデータが読み込まれている間、CPUは次

の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータの読み込みが完了した時点で、物理アド

レスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換したウェイが最新となるようにLRUビット

を更新します。 

 

8.4.2 プリフェッチ動作 

命令キャッシュ（IC）が有効（CCR.ICE=1）かつキャッシング可能な領域から、命令を ICにプリフェッチする

場合、ICは以下のように動作します。 
 

1. 仮想アドレスのビット[12:5]でインデックスされる各ウェイのキャッシュラインから、タグ、Vビットおよび

LRUビットを読み出します。 

2. 仮想アドレスをMMUにより変換した物理アドレスのビット[28:10]と、各ウェイから読み出したタグを比較

し、 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在する場合 → 3. 

• タグが一致かつVビットが1のウェイが存在しない場合 → 4. 
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3. キャッシュヒット 

ヒットしたウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

4. キャッシュミス 

仮想アドレスに対応する物理アドレス空間から、置換対象ウェイのキャッシュラインへデータを読み込みま

す。データの読み込みはキャッシュミスしたデータを含むクワッドワード（8バイト）から順にラップアラウ

ンド方式で行います。プリフェッチ動作ではCPUがデータの到着を待つことはなく、キャッシュ1ライン分の

データが読み込まれている間、CPUは次の処理を実行することができます。キャッシュに1ライン分のデータ

の読み込みが完了した時点で、物理アドレスによるタグを登録し、Vビットに1を書き込みます。また置換し

たウェイが最新となるようにLRUビットを更新します。 

 

8.4.3 IC 2ウェイモード 

RAMCRレジスタの IC 2Wビットを 1にセットすると、ICのウェイ 0とウェイ 1のみを使用する IC 2ウェイモ

ードとなり、消費電力を低減できます。本モードではメモリ割り付け ICアクセスも含め、ウェイ 0とウェイ 1の

みが使用されます。 

IC2Wビットの書き換えは P2領域のプログラムで行うようにしてください。また、書き換える時点ですでに IC

に有効なラインが登録されている場合には、IC2Wビットを書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書

き込み、ICの全エントリを無効化してください。 

8.4.4 命令キャッシュウェイ予測 

SH-4Aは消費電力を低減するために命令キャッシュ（IC）ウェイ予測機構を内蔵し、予測したウェイのデータ

アレイのみを起動します。ウェイ予測ミスが発生した場合には正しいウェイのデータを再読み出しするため、命

令フェッチ性能が低下することがあります。ICWPDビットを 1にセットすると、ICウェイ予測機構を停止させる

ことができます。本モードではウェイ予測ミスは発生しないため、命令フェッチ性能の低下はありませんが ICの

消費電力が増加します。また、ICWPDビットの切り換えはキャッシング不可の P2領域を走行するプログラムで

行ってください。また、書き換える時点ですでに ICに有効なラインが登録されている場合には、ICWPDビット

を書き換える前に、CCRレジスタの ICIビットに 1を書き込み、ICの全エントリを無効化してください。 
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8.5 キャッシュ操作命令 

8.5.1 キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシ 

（1） キャッシュ操作命令一覧 

キャッシュと外部メモリとのコヒーレンシはソフトウェアで保証してください。SH-4Aではキャッシュを操作

する命令として次の 6命令をサポートしています。各命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」

の「第 11章 各命令の説明」を参照してください。 

• オペランドキャッシュインバリデイト命令 ：OCBI @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しなし） 

• オペランドキャッシュパージ命令 ：OCBP @Rn 

オペランドキャッシュの無効化（書き戻しあり） 

• オペランドキャッシュライトバック命令 ：OCBWB @Rn 

オペランドキャッシュの書き戻し 

• オペランドキャッシュアロケート命令 ：MOVCA.L R0,@Rn 

オペランドキャッシュの確保 

• 命令キャッシュインバリデイト命令 ：ICBI @Rn 

命令キャッシュの無効化 

• オペランドアクセス同期命令 ：SYNCO 

データ転送の完了待ち 

 

（2） コヒーレンシ制御 

オペランドキャッシュのコヒーレンシ制御のために、SuperHywayバスからの PURGE および FLUSH トランザ

クションを受け付けることが可能です。PURGE/FLUSH トランザクションで与えられるアドレスは物理アドレス

です。そのため MMU がイネーブルの場合、キャッシュシノニム問題を回避するため、1Kバイトのページサイ

ズを使用しないでください。 
 

• PURGEトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリを無効化しま

す。無効化されるラインがダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ミスした場合にはノーオペレー

ションです。 
 

• FLUSHトランザクション 

オペランドキャッシュがイネーブルの時、オペランドキャッシュを検索し、ヒットしたエントリがあり、かつ

ダーティであれば外部メモリへ書き戻しを行います。ヒットしたエントリの無効化は行いません。ミスした場合

またはヒットしたエントリがダーティでなかった場合にはノーオペレーションです。 
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（3） コヒーレンシ制御に関連した命令仕様変更 

オペランドキャッシュ操作命令のうち、OCBI、OCBP、OCBWBのコヒーレンシ制御に関連した仕様が、プロ

セッサバージョンレジスタ（PVR）の VERビットの値が H'20の SH-4Aから変更になっています。 

1. インバリデイト命令：OCBI＠Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであっても書き戻しは行いません。

本操作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関

連例外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

2. パージ命令：OCBP @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインを無効化します。このとき無効化されるラインがダーティであれば書き戻しを行います。本操

作は特権モードでのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例

外は発生しません。 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 

3. ライトバック命令：OCBWB @Rnの変更点 

Rnが指し示すアドレスが非キャッシュ領域の場合、プロセッサバージョンレジスタ（PVR）のVERビットの

値がH'20のSH-4Aでは本命令はNOPとして動作しましたが、拡張機能を備えたSH-4Aでは、Rn[31:24]がH'F4

（OCアドレスアレイ領域）の場合のみ、ウェイ＝Rn[14:13]、エントリ＝Rn[12:5]で示されるオペランドキャ

ッシュラインがダーティであれば書き戻しを行い、ダーティビットを0の状態にします。本操作は特権モード

でのみ実行可能で、ユーザモードではアドレスエラー例外を発生します。また、TLB関連例外は発生しませ

ん。 
 

Rn[31:24]がH'F4以外のメモリ割り付けアレイ領域、制御レジスタ領域、およびそのリザーブ領域（H'F0～H'F3、

H'F5～H'FF）への本命令の実行は行わないでください。 
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8.5.2 プリフェッチ動作 

キャッシュミスにより発生するキャッシュフィルのペナルティを削減するために、SH-4Aではプリフェッチ命

令をサポートしています。読み出し動作、書き込み動作によりキャッシュミスの発生することがわかっていた場

合、プリフェッチ命令によりあらかじめキャッシュへデータをフィルしておき、読み出し動作、書き込み動作に

おいてキャッシュミスを発生させないようにできます。これによりソフトウェアの性能が向上します。すでにキ

ャッシュに格納されているデータに対して、プリフェッチ命令を実行したり、プリフェッチしようとしたアドレ

スが UTLBにミスした場合やプロテクションに違反した場合は、ノーオペレーションとなり例外を発生させませ

ん。プリフェッチ命令の詳細は「SH-4A拡張機能ソフトウェアマニュアル」の「第 11章 各命令の説明」を参照

してください。 

• プリフェッチ命令（OC） ：PREF @Rn 

• プリフェッチ命令（IC） ：PREFI @Rn 
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8.6 メモリ割り付けキャッシュの構成 
IC、OCをソフトウェアで管理するために、特権モードのとき、P2領域のプログラムからMOV命令によって

ICデータアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。また特権モードのとき P2領域のプログラムあるいは

ILメモリ領域のプログラムからMOV命令によって ICアドレスアレイの内容の読み出し／書き込みが可能です。

他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。この場合、P0、U0、P1、P3領域への分岐は、以下の 1～

3のどれかの方法で行ってください。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行した後、P0、U0、P1、P3領域

への分岐を行ってください。 

3. メモリ割り付けICへのアクセスの前に、あらかじめIRMCR.MC＝0（初期値）と設定されていた場合には、

特定の命令シーケンスは不要です。しかしこの方法では、メモリ割り付けICアクセス命令の次命令を命令フ

ェッチからやり直すため、CPUの処理性能が低下しますのでご注意ください。 

 

ただし、方法 3は今後の SuperHシリーズでは保証されない可能性があります。今後の SuperHシリーズでの互

換性を保証するためには、1または 2を用いることを推奨します。 

また、特権モードのとき、P1、P2領域のプログラムからMOV命令によって OCの内容の読み出し／書き込み

が可能です。他の領域のプログラムからのアクセスは保証しません。IC、OCは仮想アドレス空間の P4領域に割

り付けられています。ICのアドレスアレイ／データアレイ、OCのアドレスアレイ／データアレイともにデータ

アクセスのみ可能でアクセスサイズはロングワード固定です。この領域に対して命令フェッチは行えません。予

約ビットには 0を設定するようにしてください。予約ビットの読み出し値は不定です。 
 

8.6.1 ICアドレスアレイ 

ICのアドレスアレイは P4領域の H'F000 0000～H'F0FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Vビットを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICアドレスアレイを示す H'F0になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は ICアドレスアレイへの書き込みのときに連

想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してくだ

さい。 

データ部は[31:10]がタグを、[0]が Vビットを示します。ICアドレスアレイのタグは 19ビットのためデータ部

[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行う書き込みのときのみ

仮想アドレスの指定のため用います。 

ICアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） ICアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリから、データ部へタグとVビットを読み出

します。読み出す場合アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 
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（2） ICアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリに対して、データ部で指定されたタグとV

ビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 

 

（3） ICアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイのタ

グとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。アドレス部[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをITLBを用い物理アドレスに

変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部で指定

したVビットをICのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとなります。本動作はIC

の特定のエントリの無効化に用いられます。アドレス変換の際にITLBにミスした場合や、一致判定で不一致に

なった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行われません。 

 

【注】 ICアドレスアレイ連想ライト機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。ITLBミスハン

ドリングや命令 TLBミス例外の通知を行い、確実に ICの操作が可能な ICBI命令の使用を推奨します。 

 

アドレス部
31 23 12 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 0 00 0 0エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

ウェイ

V
A

24 131415

：有効ビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care*

* * * * * * * * *

 

図 8.5 メモリ割り付け ICアドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

8.6.2 ICデータアレイ 

ICのデータアレイは P4領域の H'F100 0000～H'F1FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が ICデータアレイを示す H'F1になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

ICデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） ICデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） ICデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するICエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。 

アドレス部
31 23 12 5 4 2 1 0

1 1 1 1 0 0 0 1 エントリ L

データ部
31 0

ロングワードデータ

L
*

24 131415

：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0 0* * * * * * * * *

 

図 8.6 メモリ割り付け ICデータアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

8.6.3 OCアドレスアレイ 

OCのアドレスアレイは P4領域の H'F400 0000～H'F4FF FFFFに割り付けられています。アドレスアレイのアク

セスには 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。ア

ドレス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込みタグと Uビットと Vビットを指定

します。 

アドレス部は[31:24]が OCアドレスアレイを示す H'F4になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定

するようになっています。アドレス部[3]の連想ビット（Aビット）は OCアドレスアレイへの書き込みのときに

連想を行うかどうかを指定します。アクセスはロングワードサイズ固定ですのでアドレス部[1:0]は 0を指定して

ください。 

データ部は[31:10]がタグを、[1]が Uビットを、[0]が Vビットを示します。OCアドレスアレイのタグは 19ビ

ットのため、データ部[31:29]は連想を行わない書き込みのときには使用されません。データ部[31:29]は連想を行

う書き込みのときのみ仮想アドレスの指定のため用います。 

OCアドレスアレイに対しては次の 3種類の操作が可能です。 
 

（1） OCアドレスアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリから、データ部へタグとUビットとVビッ

トを読み出します。読み出す場合、アドレス部に指定される連想ビットは1でも0でも連想動作は行いません。 

 

（2） OCアドレスアレイ 書き込み（連想なし） 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリに対して、データ部で指定されたタグとU

ビットとVビットを書き込みます。アドレス部のAビットは0にしてください。 



 

8. キャッシュ 

8-22  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

書き込みをUビットが1、Vビットが1のキャッシュラインに対して行った場合、そのキャッシュラインの書き

戻しを行った後、データ部で指定されたタグとUビットとVビットを書き込みます。 

 

（3） OCアドレスアレイ 書き込み（連想あり） 

アドレス部のAビットが1で書き込みのとき、アドレス部で指定されたエントリに格納されている各ウェイの

タグとデータ部で指定されたタグとの間で一致判定が行われます。ビット[14:13]のウェイ番号は使用されま

せん。このときMMUがイネーブルなら、データ部[31:10]で指定した仮想アドレスをUTLBを用い物理アドレ

スに変換してから一致判定を行います。アドレスが一致しそのウェイのVビットが1であったなら、データ部

で指定したUビットとVビットをOCのエントリに書き込みます。それ以外の場合はノーオペレーションとな

ります。本動作はOCの特定のエントリの無効化に用いられます。このときOCのエントリのUビットが1で、

Vビットに0もしくはUビットに0を書き込んだ場合、書き戻しが発生します。アドレス変換の際にUTLBにミ

スした場合や、一致判定で不一致になった場合、例外は発生せずノーオペレーションとなり書き込みは行わ

れません。 

 

【注】 OCアドレスアレイ連想ライト機能は今後の SuperHシリーズではサポートされない可能性があります。データ TLBミ

ス例外の通知を行い、確実に OCの操作が可能な OCBI/OCBP/OCBWB命令の使用を推奨します。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 0 エントリ A

データ部
31 10 9 1 0

Vタグ

24 13121415

2

U

V
U
A

：有効ビット
：ダーティビット
：連想ビット
：リザーブビット（書き込むときは常に0を書き込んでください。読み出したときの値は不定です）
：Don't care

ウェイ

00 0 0* * * * * * * * *

*
 

図 8.7 メモリ割り付け OCアドレスアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

8.6.4 OCデータアレイ 

OCのデータアレイは P4領域の H'F500 0000～H'F5FF FFFFに割り付けられています。データアレイのアクセス

には 32ビットのアドレス部の指定（読み出し／書き込み時）と 32ビットのデータ部の指定が必要です。アドレ

ス部ではアクセスするウェイとエントリを指定し、データ部には書き込むロングワードデータを指定します。 

アドレス部は[31:24]が OCデータアレイを示す H'F5になっており、[14:13]でウェイ、[12:5]でエントリを指定す

るようになっています。アドレス部[4:2]はエントリ内のロングワードデータの指定に用います。アクセスはロン

グワードサイズ固定なのでアドレス部[1:0]は 0を指定してください。 

データ部はロングワードデータの指定に用います。 

OCデータアレイに対しては次の 2種類の操作が可能です。 
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（1） OCデータアレイ 読み出し 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータから、データ部へロングワードデータを読み出します。 

 

（2） OCデータアレイ 書き込み 

アドレス部に設定されたウェイとエントリに対応するOCエントリのうち、アドレス部のロングワード指定ビ

ットで指定されたデータに対して、データ部で指定されたロングワードデータを書き込みます。この書き込

みによりアドレスアレイ側のUビットは1になりません。 

アドレス部
31 23 5 4 3 2 1 0

1 1 1 1 0 1 0 1 エントリ

データ部
31 0

ロングワードデータ

24 13121415

L
*
：ロングワード指定ビット
：Don't care

ウェイ

0L 0* * * * * * * * *

 

図 8.8 メモリ割り付け OCデータアレイ（キャッシュサイズ＝32Kバイトの場合） 

8.6.5 メモリ割り付け連想ライトの動作 

ICアドレスアレイ、OCアドレスアレイへの連想あり書き込みは、今後の SuperHシリーズではサポートされな

い可能性があります。ITLBミスハンドリング、命令 TLBミス例外の通知やデータ TLBミス例外の通知を行い、

確実に ICまたは OCの操作が可能な ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令の使用を推奨します。SH-4Aでは過渡的

な措置として本機能を利用した場合にアドレスエラーを発生します。従来製品との互換性を重視する場合には

EXPMASKレジスタ（H'FF2F 0004）のMMCAWビットを 1とすることで本機能を利用することが可能ですが、

今後の SuperHシリーズでの互換性を保証するためには、ICBI、OCBI、OCBP、OCBWB命令を使用してください。 
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8.7 ストアキュー 
SH-4Aでは、外部メモリへの高速な書き込みを行うために 32バイト×2のストアキュー（SQ）をサポートしま

す。 

8.7.1 SQの構成 

SQは図 8.9に示すとおり、32バイトの SQ0と 32バイトの SQ1から成り立っています。SQ0、SQ1はそれぞれ

独立に設定することが可能です。 

SQ0 SQ0[0] SQ0[1] SQ0[2] SQ0[3] SQ0[4] SQ0[5] SQ0[6] SQ0[7]

SQ1 SQ1[0] SQ1[1] SQ1[2] SQ1[3] SQ1[4] SQ1[5] SQ1[6] SQ1[7]

4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B 4B  

図 8.9 ストアキューの構成 

8.7.2 SQへの書き込み 

SQへの書き込みは P4領域の H'E000 0000～H'E3FF FFFCに対するストア命令で行うことができます。アクセス

サイズはロングワード、もしくはクワッドワードが可能です。このアドレスは以下の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：Don't care ：外部メモリへの転送・アクセス権で使用 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
 

8.7.3 外部メモリへの転送 

SQから外部メモリへの転送は、プリフェッチ命令（PREF）により行えます。PREF命令を P4領域の H'E000 0000

～H'E3FF FFFCに対して発行することにより、SQから外部メモリへの転送が開始します。転送は 32バイト固定

で、開始アドレスは必ず 32バイト境界となります。一方の SQを外部メモリへ転送中に、もう一方の SQへの書

き込みはペナルティサイクルなしに行えますが、外部メモリへ転送中の SQへの書き込みは外部メモリへの転送が

完了するまで待たされます。 

SQの転送先の物理アドレス[28:0]はMMUイネーブル／ディスエーブルにより次のように指定します。 
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（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBのVPNにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を、PPNに転送先の物理アドレスを設定します。ASID、

V、SZ、SH、PR、Dビットは通常のアドレス変換と同様の意味を持ちますが、C、WTビットはこのページに

関しては意味を持ちません。 

SQ領域へのプリフェッチ命令が発行されると、アドレス変換を行い、SZビットの指定に従い物理アドレス

[28:10]を生成します。物理アドレスの[9:5]についてはMMUディスエーブルと同様にアドレス変換前のアドレ

スから生成します。物理アドレスの[4:0]は0固定です。SQから外部メモリへの転送はこのアドレスに対して

行われます。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

PREF命令を発行するアドレスにSQ領域（H'E000 0000～H'E3FF FFFF）を指定します。このアドレス[31:0]は

次の意味を持ちます。 

[31:26] ：111000 ：ストアキュー指定 

[25:6] ：アドレス ：転送先物理アドレス[25:6] 

[5] ：0/1 ：0:SQ0指定 1:SQ1指定 かつ 転送先物理アドレス[5] 

[4:2] ：Don't care ：プリフェッチのときは意味を持たない。 

[1:0] ：00 ：0固定 

 

上記のアドレスから生成できない物理アドレス[28:26]は、QACR0、QACR1から生成します。 

QACR0[4:2] ：SQ0に対する物理アドレス[28:26] 

QACR1[4:2] ：SQ1に対する物理アドレス[28:26] 

 

物理アドレスの[4:0]は、バースト転送の開始が32バイト境界のため常に0固定となります。 
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8.7.4 SQアクセスの例外判定 

SQへの書き込み、および外部メモリへの転送（PREF命令）の例外判定はMMUイネーブル／ディスエーブル

により次のように行われます。なお、SQへの書き込みで例外が発生した場合、SQの内容は元の値が保証されま

す。SQから外部メモリへの転送で例外が発生した場合、外部メモリへの転送は抑止されます。 
 

（1） MMUイネーブル（MMUCR.AT＝1）の場合 

UTLBに登録されたアドレス変換情報とSQMDビットに従います。SQへの書き込みはライトタイプ、SQから

外部メモリへの転送（PREF命令）はリードタイプとして例外判定が行われ、TLBミス例外、保護違反例外が

発生します。ただし、SQMDビットによりSQへのアクセスを特権モードのみ許可している場合、ユーザモー

ドでアドレス変換に成功してもアドレスエラーとなります。 

 

（2） MMUディスエーブル（MMUCR.AT＝0）の場合 

SQMDビットに従います。 

0：特権／ユーザアクセス可能 

1：特権アクセス可能 

SQMDビットが1のときに、ユーザモードでSQ領域をアクセスするとアドレスエラーが発生します。 

 

8.7.5 SQからの読み出し 

SH-4Aでは、特権モードのとき、SQからの読み出しを P4領域の H'FF00 1000～H'FF00 103Cに対するロード命

令で行うことができます。アクセスサイズはロングワードでのみアクセス可能です。 

[31:6] ：H'FF00 1000 ：ストアキュー指定 

[5] ：0/1 ：0：SQ0指定、1：SQ1指定 

[4:2] ：LW指定 ：SQ0、SQ1内のロングワード位置を指定 

[1:0] ：00 ：0固定 
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9. 内蔵メモリ 

本 LSIは ILメモリを内蔵しています。ILメモリは命令の格納に適しています。 

9.1 特長 

（1） ILメモリ 

• 容量： 

ILメモリの容量は、16Kバイトです。 

• ページ： 

ILメモリは4ページ（ページ0～ページ3）に分かれています。 

• メモリマップ： 

ILメモリは、仮想アドレス空間、物理アドレス空間ともに、表9.1に示されるアドレスに配置されています。 

 

表 9.1 ILメモリアドレス 

メモリサイズ ページ 

16Kバイト 

ページ 0 H'E520 0000～ H'E520 0FFF 

ページ 1 H'E520 1000～ H'E520 1FFF 

ページ 2 H'E520 2000～ H'E520 2FFF 

ページ 3 H'E520 3000～ H'E520 3FFF 

 

• ポート： 

3本の独立した読み出し／書き込みポートを持ち、SuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、および命

令バスと接続されています。命令フェッチには命令バスが、オペランドアクセスにはキャッシュ・RAM内蔵

バスが、SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセスにはSuperHywayバスがそれぞれ使用されます。 

• 優先順位： 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求があった場合には、優先順位に従ってアクセスが処

理されます。優先順位は高い順にSuperHywayバス、キャッシュ・RAM内蔵バス、命令バスとなります。 
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9.2 レジスタの説明 
内蔵メモリに関するレジスタは以下のとおりです。 

 

表 9.2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

サイズ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 9.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

名  称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR H'0000 0000 保持 保持 
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9.2.1 内蔵メモリ制御レジスタ（RAMCR） 

RAMCRは内蔵メモリの保護機能の制御を行います。 

 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット名：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RMD RP IC2W OC2W

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

ビット名：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W

0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R R R R R

ICWPD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

9 RMD 0 R/W 内蔵メモリアクセスモードビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセス権を指定します。 

0：特権アクセスが可能(ユーザアクセスの場合はアドレスエラー例外) 

1：ユーザ／特権アクセスが可能 

8 RP 0 R/W 内蔵メモリ保護有効ビット 

仮想アドレス空間からの内蔵メモリへのアクセスに対して、ITLB、UTLB

を用いた保護機能の使用を選択します。 

0：保護機能を使用しない 

1：保護機能を使用する 

詳細は「9.4 内蔵メモリの保護機能」を参照してください。 

7 IC2W 0 R/W IC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.4.3 IC 2ウェイモード」を参照してください。 

6 OC2W 0 R/W OC 2ウェイモードビット 

詳細は「8.3.6 OC 2ウェイモード」を参照してください。 

5 ICWPD 0 R/W ICウェイ予測抑止ビット 

詳細は「8.4.4 命令キャッシュウェイ予測」を参照してください。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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9.3 動作説明 

9.3.1 CPUからの命令フェッチアクセス 

CPUからの命令フェッチアクセスは、仮想アドレスにより命令バスから直接アクセスを行います。命令バスか

らのアクセスは、ILメモリの同じページに連続してアクセスする場合、かつ競合が発生しない場合に 1サイクル

アクセスになります。 
 

9.3.2 CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセス 

CPUからのオペランドアクセスおよび FPUからのアクセスは、キャッシュ・RAM内蔵バスからアクセスを行

います。キャッシュ・RAM内蔵バスからのアクセスは複数サイクルかかります。 
 

【注】 PC相対（＠（disp.pc））によるオペランドアクセスが可能です。 
 

9.3.3 SuperHywayバスマスタモジュールからのアクセス 

DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールからの内蔵メモリへのアクセスは、物理アドレスバスである

SuperHywayバスからのアクセスとなりますが、仮想アドレスと同じアドレスを使用してください。 
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9.4 内蔵メモリの保護機能 
SH-4Aでは、内蔵メモリに対して、内蔵メモリ制御レジスタRAMCRの内蔵メモリアクセスモードビット（RMD）

と内蔵メモリ保護有効ビット（RP）を使用して以下の保護機能を実現します。 

• CPUおよびFPUからのアクセスに対する保護機能 

RAMCR.RMD＝0のとき、ユーザモードでの内蔵メモリ領域へのアクセスをアドレスエラー例外と判定しま

す。 

またMMUCR.AT＝1かつRAMCR.RP＝1のときは、アドレスエラー例外の判定に加えて、P4領域の一部であ

る内蔵メモリ領域もP0/P3/U0領域と同じようにMMU例外の判定を行います。 

以上を表9.4にまとめます。 

 

表 9.4 内蔵メモリへのアクセスに対する保護機能による例外 

MMUCR.AT RAMCR.RP SR.MD RAMCR.RMD 必ず発生する例外 起こり得る例外 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 x 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － － 

0 

1 x － － 

0 アドレスエラー例外 － 0 

1 － MMU例外 

1 

1 

1 x － MMU例外 

【記号説明】 x：Don't care 

 

9.5 使用上の注意事項 

9.5.1 ページ競合 

同じページに対して異なるバスから同時にアクセス要求が発生した場合は、ページ競合となります。各アクセ

スは正しく完了しますが、このような競合はメモリアクセスの性能低下を招きます。したがって、できるだけ競

合が起こらないようにソフトウェアでの対策を推奨いたします。たとえば各バスごとに異なるページをアクセス

すると競合は発生しません。 

9.5.2 ページの切り替わり 

命令バスからのアクセスでは、連続して同じページをアクセスする場合は 1サイクルアクセスになりますが、

ページをまたぐ場合およびアクセスが ILメモリ以外から ILメモリに切り替わる場合には複数サイクル（最大 2

サイクルウェイト）かかります。したがって、性能最適化の観点からは、命令バスからのアクセスはページが頻

繁に切り替わることを避けるようにソフトウェアが配慮することを推奨します。例えばページ毎に独立したプロ

グラムを配置すると効率がよくなります。 
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9.5.3 コヒーレンシ 

ILメモリに命令を配置する場合、ILメモリに命令を書き込んだ後、以下のシーケンスを実行してから書き換え

後の命令への分岐を行ってください。 

• SYNCO 

• ICBI @Rn 

 

この場合、ICBI命令の対象はアドレスエラー例外にならない範囲で任意のアドレスでよく（ILメモリのアドレ

スでもよい）、キャッシュヒット／ミスどちらでも構いません。 

9.5.4 スリープモード 

スリープモード中は、DMACなどの SuperHywayバスマスタモジュールから ILメモリへのアクセスは行えませ

ん。 
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10. クロック発振器（CPG） 

クロック発振器（CPG）は本 LSIの内蔵周辺モジュールおよび外部バスインタフェースに供給するクロックの

生成と低消費電力の制御を行います。クロック発振器は、水晶発振回路、PLL回路、分周回路および制御部で構

成されます。 

10.1 特長 

• 本LSI内部用のクロックを生成 

CPU、FPU、キャッシュ、TLBで使用するCPUクロック（Ick）と、SuperHywayで使用するSHwyクロック（SHck）、

内蔵周辺モジュールへ供給する周辺クロック（Pck）を生成します。 

• 本LSI外部用のクロックを生成 

外部バスインタフェースで使用するバスクロック（Bck）を生成します。 

• クロックモード 

CPGへのクロック入力について水晶発振子入力か外部クロック入力かを選択します。 

パワーオンリセット後のCPUクロック、SHwyクロック、バスクロック、周辺クロックの逓倍率の組み合わせ

を2種類のクロック動作モードから選択できます。 

• 低消費電力モードの制御 

スリープモード、リフレッシュスタンバイモードでのクロック停止、およびモジュールスタンバイ機能での

特定モジュールの停止が可能です。 
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図 10.1に CPGのブロック図を示します。 

PLL回路1 
×10
×12

PLL 回路 2 
×1

クロック周波数
制御回路

FRQCR

クロック制御回路

XTAL

CLKOUT

バスクロック
（Bck）

CPUクロック
（Ick）

SHwyクロック
（SHck）

周辺クロック 
（Pck）

MODE2

MODE1

MODE0

MODE8

DCLKIN

EXTAL

PLLCR MSTPCR VDC2CLKCR

バスインタフェース

周辺バス

【記号説明】

【注】 * STBCR、MSTPCRについては、「第28章　低消費電力モード」を参照してください。

FRQCR 
STBCR
MSTPCR
PLLCR
VDC2CLKCR

：周波数制御レジスタ
：スタンバイコントロールレジスタ*
：モジュールストップレジスタ* 
：PLLコントロールレジスタ 
：VDC2クロック制御レジスタ

水晶発振器

STBCR

分周回路1

分周回路2

×1 
×1/3
×1/6

×1 
×1/2

パネルソースクロック
（VDC2へ）

 

図 10.1 CPGブロック図 
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CPGの各ブロックは次のように機能します。 
 

（1） PLL回路 1 

PLL回路 1は、水晶発振回路または EXTAL端子からの入力クロック周波数を、10、12倍に逓倍する機能を持

ちます。クロックの逓倍率は、モード端子MODE0、MODE1、およびMODE2の組み合わせで決まります。 
 

（2） PLL回路 2 

PLL回路 2は、バスクロック（Bck）と、外部周辺インタフェースで使用する CLKOUTのクロックの位相を合

わせる機能を持ちます。 
 

（3） 水晶発振回路 

XTAL、EXTAL端子に水晶発振子を接続して使用する場合の発振回路です。 

水晶発振回路はMODE8端子の設定により使用可能となります。 
 

（4） 分周回路 1 

分周回路 1は、CPUクロック（Ick）、SHwyクロック（SHck）、周辺クロック（Pck）、バスクロック（Bck）

を生成します。 
 

（5） 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

周波数制御レジスタは、Ick、SHck、Pck、Bckの周波数分周率の確認ができます。読み出し専用です。 
 

（6） PLL制御レジスタ（PLLCR） 

PLL制御レジスタには、CLKOUT出力のオン／オフ制御ビットが割り当てられています。 
 

（7） モジュールストップレジスタ（MSTPCR） 

モジュールストップレジスタには、各周辺モジュールの動作／停止を制御するビットが割り当てられています。

本レジスタの仕様については「第 28章 低消費電力モード」を参照してください。 
 

（8） スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

スタンバイコントロールレジスタには、スタンバイビットが割り当てられています。本レジスタの仕様につい

ては「第 28章 低消費電力モード」を参照してください。 
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10.2 入出力端子 
CPGの端子構成を表 10.1に示します。 

 

表 10.1 CPGの端子構成と機能 

【注】 CLKOUTの ACタイミング保証は、電気的特性の章を参照してください。なお、水晶発振回路の入力周波数と逓倍率の

関係にご注意ください。 
 

10.3 クロック動作モード 

モード制御端子（MODE0、MODE1、およびMODE2）の組み合わせとパワーオンリセット後のクロック動作モ

ードの関係を表 10.2に示します。 
 

表 10.2 クロック動作モード 

【注】 *1 上記以外のモード端子MODE0、MODE1、およびMODE2の組み合わせは設定禁止です。 

 *2 水晶発振回路または EXTAL端子からの入力クロック周波数を 1としたときの各クロック周波数比です。 
 

端子名 機能 入出力 説   明 

MODE0 

MODE1 

MODE2 

モード制御端子 

0、1、2 

クロック動作モード 

入力 パワーオンリセット後のクロック動作モードを設定します。 

MODE8 モード制御端子 8 

クロック入力モード 

入力 水晶発振子の使用／不使用を設定します。 

MODE8＝Lのとき、EXTALから外部クロックを入力します。 

MODE8＝Hのとき、EXTAL、XTALに水晶発振子を接続します。 

XTAL 出力 水晶発振子を接続します。 

EXTAL 入力 水晶発振子を接続します。 

または外部クロック入力端子として使用します。 

CLKOUT 

クロック端子 

出力 外部バスクロック出力端子として使用します 

外部端子 

組み合わせ*1 

CPG生成クロック クロック 

動作 

モード MODE

2 

MODE

1 

MODE

0 

PLL

1 

PLL

2 

EXTAL

周波数 

（MHz）

（a） 

 

Ick SHck Bck Pck 

FRQCR 

初期値 

周波数比*2 

（b） 

10 10 / 3 10 / 3 10 / 6 2 0 1 0 オン オン 24～32.4

周波数 

（MHz）

（a）*（b）

240～

324

80～

108

80～

108 

40～

54 

H'3032004

4 

周波数比*2 

（c） 

12 4 4 2 3 0 1 1 オン オン 24～27

周波数 

（MHz）

（a）*（c）

288～

324

96～

108

96～

108 

48～

54 

H'4032004

4 
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10.4 レジスタの説明 

CPGのレジスタ構成を表 10.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 10.4に示します。 
 

表 10.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

周波数制御レジスタ FRQCR R H'FFC8 0000 H'1FC8 0000 32 

PLLコントロールレジスタ PLLCR R/W H'FFC8 0024 H'1FC8 0024 32 

VDC2クロック制御レジスタ VDC2CLKCR R/W H'FFC8 0004 H'1FC8 0004 32 

 

表 10.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

周波数制御レジスタ FRQCR H'x032 0044* 保持 保持 

PLLコントロールレジスタ PLLCR H'0000 E001 保持 保持 

VDC2クロック制御レジスタ VDC2CLKCR H'0000 0080 保持 保持 

【注】 * MODE0、MODE1およびMODE2の設定により選択されるクロック動作モードにより設定される初期値となります。 
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10.4.1 周波数制御レジスタ（FRQCR） 

FRQCRは、読み出し専用の 32ビットのレジスタで、CPUクロック（Ick）、SHwyクロック（SHck）、周辺ク

ロック（Pck）、バスクロック（Bck）のパワーオンリセット後の周波数分周率の確認が可能です。周波数比は、

「表 10.2 クロック動作モード」を参照してください。FRQCRはロングワードアクセスのみ可能です。書き込ん

だ場合の動作は保証できません。 

本レジスタは PRESET端子によるパワーオンリセット時およびWDTオーバフローによるパワーオンリセット

時のみリセットされます。 
 

161718192021222324252627282931 30

010011000000－－－ －

－ CFC[2:0]－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

001000100000000 0

P0FC[2:0]－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

－ BFC[2:0]

－ P1FC[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － 不定 R リザーブビット 

クロック動作モードがモード 2のときは 0011、モード 3のときは 0100が

読み出されます。 

27～23 － 00000 R リザーブビット 

読み出すと常に 00000が読み出されます。 

22～20 CFC[2:0] 011 R CPUクロック（Ick）および SHwyクロック（SHck）周波数の分周率 

 Ick SHck 

011：1倍 1/3倍 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

18～16 BFC[2:0] 010 R バスクロック（Bck）周波数の分周率 

010：×1/3倍 

15～7 － 000000000 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

6～4 PFC[2:0] 100 R 周辺クロック（Pck）周波数の分周率 

100：×1/6倍 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2～0 － 100 R リザーブビット 

読み出すと常に 100が読み出されます。 
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10.4.2 PLLコントロールレジスタ（PLLCR） 

PLLCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CLKOUT端子からのクロック出力の有無の指

定を行います。PLLCRはロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

100000000000011 1

CKONECKOFF－－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

15～13 － すべて 1 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

12～2 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値は初期値と同値にしてください。 

1 CKOFF 0 R/W CLKOUT出力停止 

0：CLKOUT端子からのクロックを出力します。 

1：CLKOUT端子からのクロック出力を停止します。端子状態は、Hi-Zで

す。 

0 CKONE 1 R/W クロック出力イネーブル 

ソフトウェアスタンバイ中に CLKOUT端子からのクロックを出力するか、

ローレベルに固定するかを設定します。 

0：ローレベルに固定 

1：クロックを出力 
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10.4.3 VDC2クロック制御レジスタ（VDC2CLKCR） 

VDC2CLKCRは、読み出し/書き出し可能な 32ビットのレジスタで、VDC2クロックの選択を行うことができ

ます。VDC2CLKCRは、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————————— —

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000010000000 0

———————CKSEL——————— —

RRRRRRRR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

7 CKSEL 1 R/W パネルソースクロック分周率選択 

DCLKIN端子から入力し、VDC2モジュールに供給されるパネルソー

スクロックの周波数分周率を指定します。 

0：DCLKIN入力×1/1 

1：DCLKIN入力×1/2 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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10.5 ボード設計上の注意事項 

（1） 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量はできるだけ EXTAL端子および XTAL端子の近くに置いてください。また、これらの端子

の信号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあります。 

信号線交差禁止

CL1、CL2およびダンピング抵抗値は、使用する水晶発振子メーカと 
評価検討の上、値を決めてください。

推奨値
CL1 = CL2 = 20pF
R=0Ω

【注】

水晶発振子

XTAL

R

SH7764

EXTAL

CL2CL1

 

図 10.2 水晶発振子使用時の注意 

（2） 外部クロックを EXTAL端子から入力するときの注意 

XTAL端子には、何も接続しないでください。 

（3） PLL電源配線時の注意事項 

各 VDD-PLLおよび VSS-PLLは、その他の VDD、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにノイ

ズフィルタとして抵抗 RCBおよびバイパスコンデンサ CPBを挿入してください。 
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VDD-PLL1

VSS-PLL1

SH7764

VDD-PLL2

VSS-PLL2

CPB11

0.1μF

CPB12

RCB1

RCB1 = RCB2 = 4.7Ω
CPB11 = CPB21 = 0.1μF
CPB12 = CPB22 = 1μF

推奨値

1.25V

1μF

4.7Ω

4.7 ΩCPB21

0.1μF

CPB22

RCB2

1μF

 

図 10.3 PLL電源配線時の注意事項 
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11. メモリコントローラユニット（MCU） 

メモリコントローラユニット（MCU）は CPUや各種モジュールからのアクセスを調停し、SRAM、SDARMイ

ンタフェースの制御信号を出力するモジュールです。本モジュールにより SRAM、ROM、SDRAMなどを直接接

続することができます。 

本モジュールは、SuperHywayバスインタフェース（SHIF）、Pixelバスインタフェース（PXIF）、LCDコント

ローラ直結バスインタフェース（LCDIF）、SRAMコントローラ（LBSC）、SDRAMコントローラ（SBSC）、お

よび、インタフェースモジュールから各コントローラへのアクセスを調停するアービタ（ARBT）を備えています。 

11.1 特長 

• 外部メモリアクセスをサポート 

－ 4本の外部メモリセレクト信号を出力 

－ 4エリア（FLASH、SDRAM）、それぞれ最大64Mバイトの外部メモリ空間 

• SRAM：データバス幅32ビット／16ビット／8ビットを選択可能 

• SDRAM：データバス幅64ビット／32ビットを選択可能 

• ビッグエンディアンまたはリトルエンディアンを設定可能 

【SRAMインタフェース】 

• NOR型のFLASHメモリが接続可能 

• サイクルウェイト機能：（ハードウェアによるウェイト制御：信号） 

• データバス衝突回避のためのウェイト制御（アイドルサイクルの挿入）： 

－ リードサイクル直後のリードサイクル間のウェイト設定 

－ リードサイクル直後のライトサイクル間のウェイト設定 

【SDRAMインタフェース】 

• リフレッシュ機能： 

－ オートリフレッシュ（プログラマプルリフレッシュカウンタ内蔵） 

－ セルフリフレッシュ 

• タイミング設定： 

ロウカラムレーテンシ、カラムレーテンシ、ロウアクティブ期間、 

ライトリカバリ期間、ロウプリチャージ期間、オートリフレッシュ要求間隔、 

初期化プリチャージサイクル数、初期化オートリフレッシュ要求間隔 

• バーストアクセス方式：ランダムカラム（SDRAMバースト長：32ビットバス 8、64ビットバス 4） 

• 初期化シーケンサ機能：プリチャージ、オートリフレッシュコマンドを発行 
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図 11.1に本メモリコントローラのブロック図を示します。 

32bit 64bit 128bit

コマンドおよび 
ライトデータバッファ

256bit
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アライメント

リードデータ
バッファ

32bit
64bit

64bit

64bit
調停調停調停
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アライメント・
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調停
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図 11.1 MCUブロック図 

 

1. SHIF（SuperHyway Interface）：CPU-SRAMおよびSDRAM間のインタフェースです。SuperHywayプロトコル

でインタフェースします。バス幅は64ビットです。SuperHywayバスはスプリットトランザクションのバスで

あり、効率的なデータ転送が可能です。スプリットトランザクションとは通信をリクエストパケットとレス

ポンスパケットとに分けて実施する方式のことです。これを用いると、1つの通信が完了するまでの間バスを

占有し続けることがありません。 

2. PXIF（Pixel Bus Interface）：ユニファイドメモリ（SDRAM）をアクセスする周辺モジュールを接続するイン

タフェースブロックです。モジュールごとに独立したポートを有しており、各信号はPixelバスプロトコルで
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ピア・ツー・ピアに接続されます。バス幅は32ビット、64ビット、128ビットをサポートします。 

3. LCDIF（LCD controller bus interface）：LCDCを接続するバスです。LCDCのみが接続され、専用のバスプロ

トコルとなっています。バス幅は256ビットです。アクセス可能領域はSDRAM空間のみです。 

4. ARBT（Arbiter）：別途定める優先順位判定を行い、SHIF、PXIF、LCDIFの各インタフェース間の調停を行

います。 

5. LBSC（SRAM Local Bus Controller）：SRAMへのリード／ライトアクセスを制御します。 

LBSCには、次のような特徴があります。 

• 外部メモリ空間のうちエリア0、エリア3を管理 

• メモリ容量は、各エリア最大64Mバイト 

• バス幅を8/16/32ビットに設定可能（エリア0は外部端子により、エリア３はレジスタにより設定） 

• RDY端子によりウェイトステート挿入可能 

• ウェイトステート挿入をプログラムで制御可能 

• 連続したメモリアクセス時におけるデータバスの衝突回避のためのウェイトサイクル自動挿入機能 

• 低速メモリとの接続用に書き込みサイクル時のライトストローブのセットアップタイムとホールドタイム期

間を挿入可能 

6. SBSC（SDRAM Bus Controller）：SDRAMへのリード／ライトアクセスを制御します。SDRAMのタイミング

規定に従ってコマンド発行やリード／ライトデータの送受信を行います。SDRAMへのバス幅は32ビット、

64ビットの2つをサポートし、バースト長は32ビット時8、64ビット時4で、32バイト転送を基本とします。リ

フレッシュは、オートリフレッシュとセルフリフレッシュをサポートします。バンクオープンモード設定時

にロウアドレスにヒットした場合のデータ転送は連続したバースト転送となります。 
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11.2 入出力端子 
MCUの端子構成を表 11.1に示します。 

 

表 11.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 説   明 

A25～A0 アドレスバス 出力 アドレス出力 

D63～D32 データバス 入出力 データ入出力（他の端子とマルチプレクスされます） 

D31～D0 データバス 入出力 データ入出力 

BS バスサイクル開始 出力 バスサイクルの開始を示す信号 

CS3～CS0 チップセレクト 出力 アクセス中のエリアを示すチップセレクト信号 

RD リード 出力 外部デバイスからの読み出し信号 

R/W リード／ライト 出力 データバスの入出力方向指示信号 SDRAMアクセス時、WE信号 

RAS ロウアドレスストローブ 出力 SDRAM RAS信号 

CAS カラムアドレスストローブ 出力 SDRAM CAS信号 

CKE クロックイネーブル 出力 SDRAM  クロックイネーブル信号 

DQMLL データマスク 出力 SDRAM  D7～D0データマスク信号 

DQMLU データマスク 出力 SDRAM  D15～D8データマスク信号 

DQMUL データマスク 出力 SDRAM  D23～D16データマスク信号 

DQMUU データマスク 出力 SDRAM  D31～D24データマスク信号 

WE0 データイネーブル 0 出力 SRAMアクセス時、D7～D0対応のライトストローブ信号 

SDRAMインタフェース設定時、D39～D32データマスク信号 

（ハイアクティブ） 

WE1 データイネーブル 1 出力 SRAMアクセス時、D15～D8対応のライトストローブ信号 

SDRAMインタフェース設定時、D47～D40データマスク信号 

（ハイアクティブ） 

WE2 データイネーブル 2 出力 SRAMアクセス時、D23～D16対応のライトストローブ信号 

SDRAMインタフェース設定時、D55～D48データマスク信号 

（ハイアクティブ） 

WE3 データイネーブル 3 出力 SRAMアクセス時、D31～D24対応のライトストローブ信号 

SDRAMインタフェース設定時、D63～D56データマスク信号 

（ハイアクティブ） 

RDY レディ 入力 ウェイトステート要求信号 

BREQ バス解放要求 入力 バス解放の要求信号 

BACK バス使用可／バス返還要求 出力 バス使用の許可信号／バスの返還要求信号 

MODE3 

MODE4 

エリア 0バス幅 入力 パワーオンリセット時、エリア 0のバス幅設定信号 

MODE5 エンディアン切り替え 入力 パワーオンリセット時、エンディアン設定 

DACK0* DMAC0アクノリッジ信号 出力 DMACチャネル 0のデータアクノリッジ 

 



 

11. メモリコントローラユニット（MCU） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  11-5 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

端子名 機能 入出力 説   明 

DACK1* DMAC1アクノリッジ信号 出力 DMACチャネル 1のデータアクノリッジ 

DTEND0* DMAC0転送終了信号 出力 DMACチャネル 0の転送終了 

DTEND1* DMAC1転送終了信号 出力 DMACチャネル 1の転送終了 

【注】 * DACK0、DACK1および DTEND0、DTEND1端子は DMACの CHCR0、CHCR1の ALビットで極性選択可能（初

期値はローアクティブ）。 
 

11.3 エリアの概要 

11.3.1 空間分割 

本 LSIは、アーキテクチャとして 32ビットの仮想アドレス空間を有しています。仮想アドレスは、上位側アド

レスの値によって 5領域に分割されています。また、外部メモリ空間は 29ビットのアドレス空間を有しており 4

エリアに分割されています。 

仮想アドレスは、アドレス変換機構（MMU）により任意の外部アドレスに割り付けることができます。詳細は

「第 7章 メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。この章では、外部アドレスのエリア分

割について記述します。 

本 LSIは、表 11.2に示すように外部アドレスの 4つのエリアに SRAMおよび SDRAMを接続出来ます。 

H'0000 0000

H'8000 0000

H'A000 0000

H'C000 0000

H'E000 0000

H'FFFF FFFF
H'E400 0000

H'0000 0000

H'0400 0000

H'0800 0000

H'0C00 0000

H'1FFF FFFF

エリア0（CS0）

エリア1（CS1）

エリア2（CS2）

エリア3（CS3）
P0、U0領域

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域

P4領域

P0、U0領域

256

P1領域

P2領域

P3領域

ストアキュー領域

P4領域

【注】1.

2.

MMUオフ時（MMUCR.AT＝0）には、32ビットアドレス中の上位3ビットを無視して、固定的に29ビット
外部アドレスにマッピングされます。
MMUオン時（MMUCR.AT＝1）には、P0、U0、P3、ストアキューの各領域はTLBを用いて任意の外部
アドレスにマッピングが可能です。
詳細は、「第7章　メモリマネジメントユニット（MMU）」を参照してください。  

図 11.2 仮想アドレス空間と外部メモリ空間の対応 
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表 11.2 外部メモリ空間マップ 

エリア 外部アドレス 容量 接続可能メモリ 接続可能バス幅

（ビット） 

アクセスサイズ 

0 H'0000 0000～H'03FF FFFF 64Mバイト SRAM 8、16、32*1 8、16、32 

1 H'0400 0000～H'07FF FFFF 64Mバイト SDRAM 32、64*2 32、64 

2 H'0800 0000～H'0BFF FFFF 64Mバイト SDRAM 32、64*2 32、64 

3 H'0C00 0000～H'0FFF FFFF 64Mバイト SRAM 8、16、32*2 8、16、32 

【注】 *1 外部端子でメモリバス幅を指定します。 

 *2 レジスタでメモリバス幅を指定します。 

11.3.2 メモリバス幅 

メモリバス幅の設定方法は空間ごとに異なります。エリア 0では、PRESET端子によるパワーオンリセット時

に外部端子を用いてバスサイズを 8ビット、16ビット、32ビットから選ぶことができます。外部端子（MODE4、

MODE3）とバス幅の関係を表 11.3に示します。 
 

表 11.3 エリア 0メモリバス幅の設定 

MODE4 MODE3 バス幅 

0 0 リザーブ 

0 1 8ビット 

1 0 16ビット 

1 1 32ビット 

 

エリア 1、2はメモリインタフェースレジスタ（MIM）によってバス幅を 32ビット、64ビットから選ぶことが

できます（エリア 1、エリア 2のバス幅は共通です）。詳しくは「11.4.2 メモリインタフェースモードレジスタ

（MIM）」を参照ください。 

エリア 3は CS3バスコントロールレジスタ（CS3BCR）によって、バス幅を 8ビット、16ビット、32ビットか

ら選ぶことが出来ます。詳しくは「11.4.15 CS3バスコントロールレジスタ（CS3BCR）」を参照ください。 
 

11.3.3 エンディアン設定 

エンディアン設定は、外部端子（MODE5）の状態により決定されます。このエンディアン設定は、エリア 0、3

およびエリア 1、2すべて共通です。外部端子（MODE5）とエンディアンの関係を表 11.4に示します。 

 
表 11.4 エンディアンの設定 

MODE5 エンディアン 

0 ビッグエンディアン 

1 リトルエンディアン 
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11.4 レジスタの説明 

レジスタ構成を表 11.5に示します。レジスタのビット幅は 64ビットですがロングワード（32ビット）でアク

セスしてください。ライトはロングワード単位に状態へ反映されます。リードはアクセスを行った時点でのロン

グワードの値が参照されます。ビット 63～32をアクセスする際には 8n+0番地を、ビット 31～0をアクセスする

際には 8n+4番地を指定してください。これらのレジスタにより、各種メモリとのインタフェース、ウェイトステ

ートなどの制御を行います。 
 

表 11.5 レジスタ構成 

アドレス レジスタ名 略称 初期値 アクセス 

H'FF80 0000 バージョンコントロールレジスタ VCR H'0B04 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0008 メモリインタフェースモードレジスタ MIM H'0000 0000 061A 0x40 32 

H'FF80 0010 SDRAMコントロールレジスタ SCR H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0018 SDRAMタイミングレジスタ STR H'0000 0000 00FF FFE7 32 

H'FF80 0030 SDRAMロウアトリビュートレジスタ SDRA H'0000 0000 0000 0200 32 

H'FFAx xxxx SDRAMモードレジスタ SDMR － 32 

H'FF80 0200 アービトレーションモードレジスタ AMR H'0000 0000 0400 0000 32 

H'FF80 0100 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC0 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0108 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD0 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0110 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM0 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0118 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC1 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0120 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD1 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0128 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM1 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0130 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC2 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0138 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD2 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0140 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM2 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0148 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC3 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0150 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD3 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0158 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM3 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0160 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC4 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0168 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD4 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0170 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM4 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0178 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC5 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0180 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD5 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0188 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM5 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0190 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC6 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0198 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD6 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 01A0 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM6 H'0000 0000 0000 0000 32 
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アドレス レジスタ名 略称 初期値 アクセス 

H'FF80 01A8 リニアタイル変換コントロールレジスタ LTC7 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 01B0 リニアタイル領域先頭アドレスレジスタ LTAD7 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 01B8 リニアタイル領域先頭アドレスマスクレジスタ LTAM7 H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 0218 リクエストマスク設定レジスタ RQM H'0000 0000 0000 0000 32 

H'FF80 1000 バスコントロールレジスタ BCR H'0000 0000 3800 0000 32 

H'FF80 2000 CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR H'0000 0000 7777 7x80 32 

H'FF80 2008 CS0ウェイトコントロールレジス CS0WCR H'0000 0000 7777 770F 32 

H'FF80 2030 CS3バスコントロールレジスタ CS3BCR H'0000 0000 7777 7380 32 

H'FF80 2038 CS3ウェイトコントロールレジスタ CS3WCR H'0000 0000 7777 770F 32 

【注】 指定アクセスサイズ以外でのアクセスは行わないでください。 

 

11.4.1 バージョンコントロールレジスタ（VCR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－ERR_
SNT

－－－BAD_
OPC

－－DRAM_
INACTIVE

DRAM_
SELFREF－－－－－ －

RR/WRRRR/WRRR/WR/WRRRRR R

001000001101000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～10 － 0 or 1 R リザーブビット 

読み出すと上記ビット図内の値が読み出されます。書き込む値はすべて 0にして

ください。 

9 DRAM_ 

SELFREF 

0 R/W MIMレジスタの RMODE、DRE、DCEビットによりセルフリフレッシュモードに

設定されている際、データブロックの領域に対してアクセスした場合、1がセッ

トされます。0書き込みにより 0クリアされます。 

8 DRAM_ 

INACTIVE 

0 R/W MIMレジスタのDCEビットにより SDRAMコントローラが無効化されている際、

データブロックの領域に対してアクセスした場合、1がセットされます。0書き込

みにより 0クリアされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 BAD_OPC 0 R/W 本ビットは、SuperHywayより本メモリコントローラがサポートしていないリク

エストを受信した場合、1セットされます。0書き込みにより 0クリアされます。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 ERR_SNT 0 R/W 本ビットは、メモリコントローラから SuperHywayに対してエラーレスポンスを

返した場合、1にセットされます。0書き込みにより 0クリアされます。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

11.4.2 メモリインタフェースモードレジスタ（MIM） 

 
495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

010110000110000 0

DRI[11:0]－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R

01234567891011121315 14

00000010*000000 0

DCE－－－－－BW[1:0]ENDIANDRE－－－－－ －

R/WRRRRRR/WR/WRR/WRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－RMODESELFS－－－－－－－－－PCKE－BOMODE[1:0]

RR/WRRRRRRRRRRR/WRR/W R/W

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～48 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

47、46 BOMODE 

[1:0] 

00 R/W 本ビットにより SDRAMアクセスモードの切り替えを行います。リードライト可

能です。本メモリコントローラは 2種類の SDRAMアクセスモードをサポートし

ます。各モード時の動作説明は「11.7.7 バンクオープンモード」を参照してく

ださい。 

00：BANKオープンモード 

01：BANKクローズモード 

10、11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

45 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

44 PCKE 0 R/W 本ビットにより SDRAMアクセス以外のとき（アイドルおよびバンクアクティブ

状態時）CKEをローレベルにしてパワーダウンモードにします。本ビットを 1に

すると本機能が有効になります。本機能により SDRAMの消費電力を抑えること

ができます。 

43～35 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

34 SELFS 0 R 本ビットにより SDRAMがセルフリフレッシュ状態にあるのかどうかを判定でき

ます。1のとき、セルフリフレッシュ中であり、0のとき、非セルフリフレッシュ

状態です。 

33 RMODE 0 R/W 本ビットによりオートリフレッシュを行うのか、セルフリフレッシュを行うのか

を指定します。本ビットによる指定が有効になるのは DREビットが 1のときのみ

です。リードライト可能です。本ビットが 0のときはオートリフレッシュです。1

のときはセルフリフレッシュです。 

32～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～16 DRI[11:0] H'61A R/W DRI（DRAM Refresh Interval）ビット 

リフレッシュが有効な（DREビットが 1）場合、本ビットにて最大リフレッシュ

間隔（オートリフレッシュ）を指定できます。1カウントはメモリクロックの周

期と同じです。 

100MHzの場合は 10nsに相当します。本レジスタによる設定可能な最小値は

H'020カウント分です。それ未満に設定した場合にはカウント値に H'020分加算

されます。 

メモリコントローラモジュールは内部に 12ビットのカウンタを持っています。こ

のカウンタは DCEビットが 0のとき、または、DREビットが 0のとき、または、

RMODEビットが 1のとき 0にクリアされ、それ以外のとき、外部メモリクロッ

クでカウントアップします。このカウンタは DRIビットと比較され一致するとオ

ートリフレッシュ要求をコントローラ内部で発生させ、オートリフレッシュを行

います。なおカウンタは一致した時点で 0クリアされ、再度カウントアップされ

ます。内部で発生したオートリフレッシュ要求は最大 1回分記録されており、DCE

ビットが 1、かつ、DREビットが 1、かつ、RMODEビットが 0であれば、オー

トリフレッシュが行われるまではオートリフレッシュ要求がクリアされることは

ありません。本ビットを設定する際には DREビットを 0にして書き込みを行った

後、DREの 1書き込みを行ってください。このとき、DRIビットは前回の書き込

み値と同じ値を与えてください。 

* バス解放時は設定値の半分のカウントでリフレッシュ要求を発生します。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 DRE 0 R/W DRE（DRAM Refresh Enable）ビット 

本ビットによりリフレッシュ機構の有効化または無効化を行います。1のとき、

有効化を行います。0のときは無効化を行います。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 ENDIAN * R 本ビットは外部データバスがビッグあるいはリトルエンディアンかを表示しま

す。1のとき、ビッグエンディアン、0のとき、リトルエンディアンです。 

本ビットへの書き込みは無効です。 

7、6 BW[1:0] 01 R/W BW（Bus Width）ビット 

本ビットにより、SDRAMバス幅の指定を行います。ビットの設定により 32ビッ

ト、64ビットに対応します。 

01：32ビット幅 

10：64ビット幅 

00、11：設定禁止 

5～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 DCE 0 R/W DCE（DRAMコントローライネーブル）ビット 

メモリコントローラによる SDRAM制御の許可を行います。本ビットが 1のとき、

SDRAM制御の許可をします。本ビットが 0であるとメモリコントローラは

SuperHywayからのリクエストに対してエラーレスポンスを返します。 

したがって SDRAM動作中には DCEビットには常に 1を設定してください。 

【注】 SDRAM制御用レジスタの設定はすべてエリア 1、エリア 2共通です。エリア 1、エリア 2個別の設定はできません。 
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11.4.3 SDRAMコントロールレジスタ（SCR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

SMS[2:0]－－－－－－－－－－－－ －

R/WR/WR/WRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 SMS[2:0] 000 R/W SMS（SDRAM Mode Select）ビット 

本ビットにより電源投入時およびリセット解除後の SDRAM初期化を行います。 

本ビットをソフトウェアで設定することで下記コマンドが発行されます。 

初期化手順は「11.7.9 SDRAM初期化シーケンス」を参照してください。 

一度のレジスタ書き込みでコマンドが 1回発行されます。 

000：通常動作を行います。 

001：NOPコマンドを発行します。（MIM.DCE=1のときのみ有効） 

010：PALLコマンドを発行します。（MIM.DCE=1のときのみ有効） 

011：CKEをイネーブルします。その際に DESELECTコマンドを発行します。 

（MIM.DCE=1のときのみ有効） 

100：CBR（オート）リフレッシュコマンドを発行します。 

（MIM.DCE=1のときのみ有効） 

上記以外の設定は禁止です。上記以外の値に設定した場合の動作は保証しません。 
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11.4.4 SDRAMタイミングレジスタ（STR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

111111110000000 0

SWR[1:0]RW[2:0]WR[2:0]－－－－－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRRRR R

01234567891011121315 14

111001111111111 1

－SRCDSCL[2:0]SRC[2:0]SRP[1:0]SRAS[2:0]SRFC[2:0]

RR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23～21 WR[2:0] 111 R/W SDRAMに対するWRITEコマンド発行後の READコマンド発行までの最低サイ

クル数を指定します。 

000：4サイクル 

001：5サイクル 

010：6サイクル 

011：7サイクル 

100：8サイクル 

101：9サイクル 

110：10サイクル 

111：11サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20～18 RW[2:0] 111 R/W SDRAMに対する READコマンド発行後のWRITEコマンド発行までの最低サイ

クル数を指定します。 

000：6サイクル 

001：7サイクル 

010：8サイクル 

011：9サイクル 

100：10サイクル 

101：11サイクル 

110：12サイクル 

111：13サイクル 

17、16 SWR[1:0] 11 R/W ライト時の最終のポストアンプルから PRE/PALLコマンド発行までのサイクル数

（Twr）を規定します。 

00：2サイクル 

01：3サイクル 

10：4サイクル 

11：5サイクル 

15～13 SRFC[2:0] 111 R/W 同一バンク間の下記のアクセス時間に対するサイクル数規定（Trfc）を指定します。 

（1）オートリフレッシュから ACTコマンド発行 

（2）オートリフレッシュからオートリフレッシュ 

000：8サイクル 

001：9サイクル 

010：10サイクル 

011：11サイクル 

100：12サイクル 

101：13サイクル 

110：14サイクル 

111：15サイクル 

12～10 SRAS[2:0] 111 R/W 同一バンク間の ACTコマンド発行から PREコマンド発行までの最低サイクル数

（Tras）を指定します。 

000：7サイクル 

001：8サイクル 

010：9サイクル 

011：10サイクル 

100：11サイクル 

101：12サイクル 

110：13サイクル 

111：14サイクル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 SRP[1:0] 11 R/W PREコマンド発行から ACTコマンド発行までのサイクル数（Trp）を指定します。 

00：2サイクル 

01：3サイクル 

10：4サイクル 

11：5サイクル 

7～5 SRC[2:0] 111 R/W 同一バンク間の下記のアクセス時間に対するサイクル数規定（Trc）を指定します。 

（1）ACTコマンド発行からオートリフレッシュ 

（2）ACTコマンド発行から ACTコマンド発行 

000：8サイクル 

001：9サイクル 

010：10サイクル 

011：11サイクル 

100：12サイクル 

101：13サイクル 

110：14サイクル 

111：15サイクル 

4～2 SCL[2:0] 001 R/W データリード時の CASレイテンシー（CL）を指定します。 

000：2サイクル 

001：3サイクル 

上記以外：リザーブ 

1 SRCD 1 R/W RAS（ACTコマンド）から CAS（READ/READA、WRITE/WRITEAコマンド）発

行までのサイクル数（Trcd）を指定します。 

0：2サイクル 

1：3サイクル 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 
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11.4.5 SDRAMロウアトリビュートレジスタ（SDRA） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000100000 0

－－－－－－－－SPLIT[3:0]－－－ －

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～8 SPLIT[3:0] 0010 R/W 本ビットにより接続した SDRAMの row/column構成を指定します。 

0010：12×9 (= 8M×16bit品 or 8M×32bit品) 

0100：13×9 (= 16M×16bit品) 

上記以外は設定禁止です。 

表 11.6にて SPLITビットと row/columnの関係を示します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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表 11.6 アドレスマルチプレクス 

• 外部バス幅が32ビットの場合 

SDRAMアドレス BA1 BA0 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 外部バス 

32bit SH7764アドレス A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 

Bank（2） 12 13              

Row（12）    11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

128Mbit 

（16MB） 

8M×16 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

Bank（2） 12 13              

Row（12）    11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

256Mbit 

（32MB） 

8M×32 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

Bank（2） 12 13              

Row（13）   11 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

256Mbit 

（32MB） 

16M×16 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

 

• 外部バス幅が64ビットの場合 

SDRAMアドレス BA1 BA0 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 外部バス 

64bit SH7764アドレス A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 

Bank（2） 14 13              

Row（12）    12 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

128Mbit 

（16MB） 

8M×16 
Col（9）       11 10 9 8 7 6 5 4 3 

Bank（2） 14 13              

Row（12）    12 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

256Mbit 

（32MB） 

8M×32 
Col（9）       11 10 9 8 7 6 5 4 3 
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11.4.6 SDRAMモードレジスタ（SDMR） 

本レジスタは、SDRAMのモードレジスタの設定を行うために使用します。 

本モジュール内に実体はないため、リードは無効です。SDRAMにとってはライトアドレスのみが意味を持ち、

ライトデータは無視されます。 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 011

1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0SDMR
アドレス

ビット：

A12
A11
A10
A9
A8
A7
A6
A5
A4
A3
A2
A1
A0

BA1
BA0

RAS_N

CS_N

WE_N

CAS_N

SDRAM

【サポート設定】
（1）BL＝4（外部バス64bit時）or 8（外部バス32bit時）
（2）BT＝Sequential
（3）LMODE（CL）＝2 or 3
（4）OPCODE＝Burst read & Burst write

上記以外の設定を行った場合、動作は保証されません。

"L"

"L"

"L"

"L"
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11.4.7 アービトレーションモードレジスタ（AMR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000010000 0

SWAM－—－－－－－LAM[2:0]－－－－ －

R/WRRRRRRRR/WR/WR/WRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

PAM[7:0]－－－－－－－ －

RRR/WRRRR/WR/WRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 LAM[2:0] 100 R/W LCDCアービトレーションセレクト 

LCDCの調停優先順位を設定します。 

100：LCDCの優先順位は Level1（デフォルト） 

010：LCDCの優先順位は Level2 

001：LCDCの優先順位は Level3 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 SWAM 0 R/W SuperHywayモジュール Level2アービトレーションイネーブル 

SuperHywayモジュールの優先順位を Level2にします。 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 PAM[7:0] H'00 R/W Pixelバスモジュール Level2アービトレーションイネーブル 

Pixelバスのモジュールの優先順位を Level2にします。各ビットとモジュールの

対応は次のとおりです。 

PAM[7]：G2D（コマンド） 

PAM[6]：G2D（データ） 

PAM[5]：（予約） 

PAM[4]：（予約） 

PAM[3]：（予約） 

PAM[2]：ATAPI 

PAM[1]：（予約） 

PAM[0]：（予約） 
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11.4.8 リニアタイル変換コントロールレジスタ（LTCn） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－－－－－－－－－－－LTE －

RRRRRRRRRRRRRRR/W R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

LTGBM－－－－－－－－LTMWX[3:0]－－ －

R/WRRRRRRRRR/WR/WR/WR/WRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～32 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

31 LTE 0 R/W リニアタイル変換イネーブル 

LTADと LTAMで指定される空間でリニアタイル変換を行います。 

30～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～9 LTMWX 

[3:0] 

H'0 R/W メモリ幅設定 

画像領域の横幅を設定します。 

0001：512 

0010：1024 

0100：2048 

1000：4096 

上記以外、設定禁止 

8～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 LTGBM 0 R/W 16bppグラフィックスモードイネーブルビット 

グラフィックモードの指定を行います。 

0：8bpp 

1：16bpp 

【注】 電源投入後の初期設定時など、どのモジュールからも SDRAMへアクセスがない状態にした後に設定してください（オ

ートリフレッシュ除く） 
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11.4.9 リニアタイル変換領域先頭アドレスレジスタ（LTADn） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－LTAD[8:0]－－ －

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48 

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～20 LTAD[8:0] H'000 R/W リニアタイル変換先頭アドレス 

リニアタイル変換の先頭アドレスを指定します。 

19～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 電源投入後の初期設定時など、どのモジュールからも SDRAMへアクセスがない状態にした後に設定してください（オ

ートリフレッシュ除く） 
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11.4.10 リニアタイル変換領域先頭アドレスマスクレジスタ（LTAMn） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－—－LTAM[8:0]－－ －

RRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～20 LTAM[8:0] H'000 R/W リニアタイル変換先頭アドレスマスク 

レジスタ LTADと実アドレスの比較する範囲を指定します。 

19～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

LTAM[8:0]にはユニファイドメモリの物理アドレスを指定してください。 

また、そのデータ形式は左から 1が 1つずつ詰まる形のみです。つまり、"(H'000,) (H'100,) H'180, H'1C0, H'1E0, 

H'1F0, H'1F8, H'1FC, H'1FE, H'1FF"のどれかを指定してください。 

【注】 本 LSIのユニファイドメモリ空間は、エリア 1、およびエリア 2の各 64MB空間のため(H'000,) (H'100,)は指定しない

でください。 

 

例） 

（a）LTAD[8:0] = = B'010000000 

LTAM[8:0] = = B'111111000 

このとき、タイル変換される領域はアドレスのビット28から23までがB'010000の領域（8MB）が指定されま

す。 

（b）LTAD[8:0] = = B'001010101 

LTAM[8:0] = = B'111111100 
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このとき、タイル変換される領域はアドレスのビット28から22までがB'0010101の領域（4MB）が指定されま

す。 

（c）LTAM[8:0] = = B'111111111 

この場合、1MBのスペースがリニアタイル変換を行う空間となります。 

（d）LTAM[8:0] = = B'110000000 

この場合、128MBのスペースすべてがリニアタイル変換を行う空間となります。 

 

なお、電源投入後の初期設定時など、どのモジュールからも SDRAMへアクセスがない状態にした後に設定し

てください（オートリフレッシュを除く）。 

 

11.4.11 リクエストマスク設定レジスタ（RQM） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

LCDM－－－－－－－NMIME－－－－－－ －

R/WRRRRRRRR/WRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－ATAM－－2DCM2DDM－－VDCM－－－－ －

RRR/WRRR/WR/WRRRR/WRRRR R

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 NMIME 0 R/W NMI時リクエストマスクイネーブル 

0：NMI時でも主記憶アクセスのリクエストをマスクしません。 

1：NMI時に主記憶アクセスのリクエストをマスクします。 

23～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 LCDM 0 R/W LCDCリクエストマスクイネーブル 

0：LCDCのリクエストをマスクしません。 

1：LCDCのリクエストをマスクします。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 VDCM 0 R/W VDC2リクエストマスクイネーブル 

0：VDC2のリクエストをマスクしません。 

1：VDC2のリクエストをマスクします。 

9～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 2DDM 0 R/W 2DD（G2Dのデータ）リクエストマスクイネーブル 

0：2DDMのリクエストをマスクしません。 

1：2DDMのリクエストをマスクします。 

5 2DCM 0 R/W 2DC（G2Dのコマンド）リクエストマスクイネーブル 

0：2DCMのリクエストをマスクしません。 

1：2DCMのリクエストをマスクします。 

4、3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 ATAM 0 R/W ATAPIリクエストマスクイネーブル 

0：ATAPIのリクエストをマスクしません。 

1：ATAPIのリクエストをマスクします。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

NMI時にメモリアクセスの調停をモジュールごとにマスクできます。本設定は調停動作に反映されるため、仕

掛りのメモリアクセスには適用されません。 
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11.4.12 バスコントロールレジスタ（BCR） 
 

495051525354555657585960616263

333435363738394041424344454647

161718192021222324252627282931 30

000000000001110 0

－BREQEN－－－－－－OPUP－DPUPIRSD[2:0]－ －

RR/WRRRRRRR/WRR/WR/WR/WR/WR R

01234567891011121315 14
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

29～27 IRSD[2:0] 111 R/W SRAM-SDRAMサイクル間アイドル 

SRAM領域（エリア 0、3）にアクセスした後、SDRAM領域（エリア 1、2）にア

クセスする場合のアクセス後に挿入するアイドルサイクル数を指定 

000：4アイドルサイクル挿入 

001：5アイドルサイクル挿入 

010：6アイドルサイクル挿入 

011：7アイドルサイクル挿入 

100：8アイドルサイクル挿入 

101：9アイドルサイクル挿入 

110：10アイドルサイクル挿入 

111：11アイドルサイクル挿入 

26 DPUP 0 R/W データ端子プルアップ抵抗制御 

データ端子（D63～D0）のプルアップ抵抗の状態を指定します。このビットは、

パワーオンリセット時に初期化されます。 

0：データ端子（D63～D0）のプルアップ抵抗は、メモリアクセス前後にオンに

なるサイクルがあります。 

1：データ端子（D63～D0）のプルアップ抵抗は、オフ。 

【注】 データ端子のプルアップが必要な場合、プルアップ抵抗を外付けすること

を推奨します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 OPUP 0 R/W コントロール出力端子プルアップ抵抗制御 

A25～A0、BS、CSn、RD、WEn/DQMn、R/W、RAS、CASの Hi-Z時のプルアッ

プ抵抗の状態を指定します。このビットはパワーオンリセット時に初期化されま

す。 

0：コントロール出力のプルアップ抵抗は、オン。 

1：コントロール出力のプルアップ抵抗は、オフ。 

23～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 BREQEN 0 R/W BREQイネーブル 

外部リクエストを受け付け可能とするかを設定します。このビットはパワーオン

リセット時に初期化します。 

0：外部リクエストを受け付けない 

1：外部リクエストを受け付ける 

16～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 IPUP 0 R/W 入力端子プルアップ抵抗制御 

入力端子（RDY、BREQ）のプルアップ抵抗の状態を指定します。 

このビットは、パワーオンリセット時に初期化されます。 

0：入力端子（RDY、BREQ）のプルアップ抵抗は、オン。 

1：入力端子（RDY、BREQ）のプルアップ抵抗は、オフ。 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 ASYNC1 0 R/W 非同期入力 1 

BREQ端子の非同期入力を可能にします。 

0：BREQ端子は、CLKOUTに対する同期入力。 

1：BREQ端子は、CLKOUTに対する非同期入力。 

0 ASYNC0 0 R/W 非同期入力 0 

RDY端子の非同期入力を可能にします。 

0：RDY端子は、CLKOUTに対する同期入力。 

RDY端子は、最後のソフトウェアウェイトステートが終わって、T2ステー

トに移ろうとするときの CLKOUTの立ち上がり、および、各ハードウェア

ウェイトステートが終わって、T2ステートに移ろうとするときの CLKOUT

の立ち上がりでサンプリングされます。 

1：RDY端子は、CLKOUTに対して非同期入力。 

RDY端子は、最後のソフトウェアウェイトが始まるときの CLKOUT立ち上

がり、および、各ハードウェアウェイトが始まるときの CLKOUT立ち上が

りでサンプリングされます。 
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11.4.13 CS0バスコントロールレジスタ（CS0BCR） 
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000000000000000 0
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RRRRRRRRRRRRRRR R
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48

000000000000000 0
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～31 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 IWW[2:0] 111 R/W ライト-リード／ライト-ライトサイクル間アイドル 

SRAM領域（エリア 0、3）に接続されたメモリにライトアクセスした後に挿入す

るアイドルサイクル数を指定します。 

対象となるサイクルはライト-リードサイクル間、ライト-ライトサイクル間です。

対象となるエリアはエリア 0-エリア 0アクセス間、エリア 0－エリア 3アクセス

間です。 

000：アイドルサイクル無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 IWRWD 

[2:0] 

111 R/W 別空間リード-ライトサイクル間アイドル 

エリア 0空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルリード-ライトサイクル間です。対象

となるエリアは、エリア 0-エリア 3アクセス間です。 

000：アイドルサイクル無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 IWRWS 

[2:0] 

111 R/W エリア 0同一空間リード－ライトサイクル間アイドル 

エリア 0空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間で

かつ 

リード－ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクル無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 



 

11. メモリコントローラユニット（MCU） 

11-30  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18～16 IWRRD 

[2:0] 

111 R/W 別空間リード-リードサイクル間アイドル 

エリア 0空間に接続されたメモリにリードアクセスした後の挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。 

対象となるサイクルは、リード-リードサイクル間です。対象となるエリアは、エ

リア 0-エリア 3アクセス間です。 

000：アイドルサイクル無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 IWRRS 

[2:0] 

111 R/W エリア 0同一空間リード－リードサイクル間アイドル 

エリア 0空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイドルサ

イクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが同一空間で

かつ 

リード－リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクル無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 SZ[1:0] 不定 R バス幅 

パワーオンリセット時に、バスサイズを指定する外部端子（MODE4、MODE3）

をサンプリングします。 

00：リザーブ 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RDSPL 1 R/W RDホールドサイクル 

RDのリードデータサンプルタイミングに対するホールド時間に挿入されるサイ

クル数を指定します。このビットを 1に設定するときは、CS0WCRの RDHビッ

トで設定する RDネゲート－CS0ネゲート遅延サイクルを 1以上に設定してくだ

さい。 

またこのビットを 1に設定することにより、RDネゲート－CS0ネゲート遅延サ

イクルは 1サイクル減ります。 

0：無し 

1：1サイクル挿入 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

11.4.14 CSnウェイトコントロールレジスタ（CSnWCR） 
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ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～31 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

30～28 ADS[2:0] 111 R/W アドレスセットアップサイクル 

アドレスのCSnアサートに対するセットアップ時間に挿入されるサイクル数を指

定します。 

000：サイクル挿入無し 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～24 ADH[2:0] 111 R/W アドレスホールドサイクル 

アドレスのCSnネゲートに対するホールド時間に挿入されるサイクル数を指定し

ます。 

000：サイクル挿入無し 

001：1サイクル挿入 

010：2サイクル挿入 

011：3サイクル挿入 

100：4サイクル挿入 

101：5サイクル挿入 

110：6サイクル挿入 

111：7サイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 RDS[2:0] 111 R/W CSnアサート－RDアサート遅延サイクル 

CSnアサートから RDアサートに挿入されるサイクル数を指定します。 

000：サイクル挿入無し（1サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（2サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（3サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（4サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（6サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（7サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（8サイクル遅延） 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18～16 RDH[2:0] 111 R/W RDネゲート－CSnネゲート遅延サイクル 

RDネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。 

000：サイクル挿入無し（0サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7サイクル遅延） 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 WTS[2:0] 111 R/W CSnアサート－WEnアサート遅延サイクル 

CSnアサートからWEnアサートに挿入されるサイクル数を指定します。 

000：サイクル挿入無し（0.5サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1.5サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2.5サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3.5サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4.5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5.5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6.5サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7.5サイクル遅延） 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～8 WTH[2:0] 111 R/W WEnネゲート－CSnネゲート遅延サイクル 

WEnネゲートから CSnネゲートに挿入されるサイクル数を指定します。 

000：サイクル挿入無し（0.5サイクル遅延） 

001：1サイクル挿入（1.5サイクル遅延） 

010：2サイクル挿入（2.5サイクル遅延） 

011：3サイクル挿入（3.5サイクル遅延） 

100：4サイクル挿入（4.5サイクル遅延） 

101：5サイクル挿入（5.5サイクル遅延） 

110：6サイクル挿入（6.5サイクル遅延） 

111：7サイクル挿入（7.5サイクル遅延） 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 BSH[2:0] 000 R/W CSn空間アクセス時の BSのアサート時間を延長するために挿入されるサイクル

数を指定します。 

延長は、リード時 CSnWCRの RDS、ライト時 CSnWCRのWTSが 000以外に

設定されているとき有効です。また、このビットの設定により、アクセスの総サ

イクル数は変わりません。 

000：BSアサートは 1サイクル 

001：BSアサートは 2サイクル 

010：設定禁止 

011：設定禁止 

100：設定禁止 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：設定禁止 

3～0 IW[3:0] 1111 R/W CSn空間アクセス時の挿入ウェイトサイクル挿入ウェイトサイクル数を指定しま

す。 

RDY端子による外部ウェイト挿入はサイクル挿入無しのときにはできません。 

0000：サイクル挿入無し 

0001：1サイクル挿入 

0010：2サイクル挿入 

0011：3サイクル挿入 

0100：4サイクル挿入 

0101：5サイクル挿入 

0110：6サイクル挿入 

0111：7サイクル挿入 

1000：8サイクル挿入 

1001：9サイクル挿入 

1010：11サイクル挿入 

1011：13サイクル挿入 

1100：15サイクル挿入 

1101：17サイクル挿入 

1110：21サイクル挿入 

1111：25サイクル挿入 
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11.4.15 CS3バスコントロールレジスタ（CS3BCR） 
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RRRRRRRR/WR/WR/WRRR/WR/WR R/W

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

32

48

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

63～31 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30～28 IWW[2:0] 111 R/W ライト-リード／ライト-ライトサイクル間アイドル 

SRAM領域（エリア 0、3）に接続されたメモリにライトアクセスした後に

挿入するアイドルサイクル数を指定します。対象となるサイクルはライト-

リードサイクル間、ライト-ライトサイクル間です。 

対象となるエリアはエリア 3-エリア 0アクセス間、エリア 3-エリア 3アク

セス間です。 

000：アイドルサイクル挿入無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

27 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～24 IWRWD 

[2:0] 

111 R/W 別空間リード-ライトサイクル間アイドル 

エリア 3空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイ

ドルサイクル数を指定します。対象となるサイクルは、リード-ライトサイ

クル間です。対象となるエリアは、エリア 3-エリア 0アクセス間です。 

000：アイドルサイクル挿入無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

23 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22～20 IWRWS 

[2:0] 

111 R/W エリア 3同一空間リード-ライトサイクル間アイドル 

エリア 3空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイ

ドルサイクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセスが

同一空間でかつリード-ライトサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクル挿入無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

19 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18～16 IWRRD 

[2:0] 

111 R/W 別空間リード-リードサイクル間アイドル 

エリア 3空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイ

ドルサイクル数を指定します。対象となるサイクルは、リード-リードサイ

クル間です。対象となるエリアは、エリア 3-エリア 0アクセス間です。 

000：アイドルサイクル挿入無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～12 IWRRS 

[2:0] 

111 R/W エリア 3同一空間リード-リードサイクル間アイドル 

エリア 3空間に接続されたメモリにリードアクセスした後に挿入するアイ

ドルサイクル数を指定します。対象となるサイクルは、連続するアクセス同

一空間でかつリード-リードサイクルの場合です。 

000：アイドルサイクル挿入無し 

001：1アイドルサイクル挿入 

010：2アイドルサイクル挿入 

011：3アイドルサイクル挿入 

100：4アイドルサイクル挿入 

101：5アイドルサイクル挿入 

110：6アイドルサイクル挿入 

111：7アイドルサイクル挿入 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 SZ 11 R/W バス幅 

エリア 3のバス幅を指定します。 

00：リザーブ 

01：8ビット 

10：16ビット 

11：32ビット 

7 RDSPL 1 R/W RDホールドサイクル 

RDのリードデータサンプルタイミングに対するホールド時間に挿入される

サイクル数を指定します。このビットを 1に設定するときは、CS3WCRの

RDHビットで設定するRDネゲート-CS3ネゲート遅延サイクルを 1以上に

設定してください。またこのビットを 1に設定することにより、RDネゲー

ト-CS3ネゲート遅延サイクルは 1サイクル減ります。 

0：無し 

1：1サイクル挿入 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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11.5 動作説明 

11.5.1 エンディアン／アクセスサイズとデータアライメント 

本 LSIでは、バイトデータの並び方を上位バイト（MSByte）が 0番地側になるビッグエンディアン、下位バイ

ト（LSByte）が 0番地側になるリトルエンディアンのいずれもサポートしています。この切り替えは、外部端子

（MODE5端子）で PRESET端子によるパワーオンリセット時に設定します。PRESET端子によるパワーオンリセ

ット時、MODE5端子がローレベルのときビッグエンディアンになり、MODE5端子がハイレベルのときリトルエ

ンディアンになります。 

また、データバス幅は、通常メモリ（エリア 0、エリア 3）としては 8ビット、16ビット、32ビット幅の 3種

類から選べます。SDRAM（エリア 1、エリア 2）は、32ビット、64ビットから選べます。データのアライメント

は、各デバイスのデータバス幅およびエンディアンに合わせて行われます。したがって、データバス幅がアクセ

スサイズより小さい場合、アクセスサイズになるまで複数回のバスサイクルを自動的に発生させます。この場合、

バス幅分のアドレスを自動的にインクリメントしてアクセスを行います。例えば SRAMインタフェースで 8ビッ

トバス幅のエリアにロングワードアクセスを行う場合、自動的にアドレスを 1ずつインクリメントして、4回アク

セスを行います。また、32バイト転送時は、設定したバス幅に従い合計 32バイトのデータを連続して転送します。

先頭のアクセスはアクセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対し

てラップアラウンドで行われます。本 LSIでは、それぞれのインタフェース間で、データのアライメントおよび

データ長の変換を自動的に行います。（Pixelバス、LCDCからのアクセスはラップアラウンドされません。） 

エンディアンとデバイスのデータ幅とアクセスの単位との関係を表 11.7～表 11.16に示します。 
 

表 11.7 32ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 データ 

7～0 

－ － － アサート    

4n+1 1 － データ 

7～0 

－ －  アサート   

4n+2 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

バイト 

4n+3 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n 1 データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート   ワード 

4n+2 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 
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表 11.8 16ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  バイト 

2n+1 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

4n 1 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

 

表 11.9 8ビット外部デバイス／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

2n 1 － － － データ 

15～8 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n 1 － － － データ 

31～24 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

23～16 

   アサート 

4n+2 3 － － － データ 

15～8 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

7～0 

   アサート 
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表 11.10 32ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

4n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n+1 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

4n+2 1 － データ 

7～0 

－ －  アサート   

バイト 

4n+3 1 データ 

7～0 

－ － － アサート    

4n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート ワード 

4n+2 1 データ 

15～8 

データ 

7～0 

－ － アサート アサート   

ロング 

ワード 

4n 1 データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

アサート アサート アサート アサート 

 

表 11.11 16ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

2n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート バイト 

2n+1 1 － － データ 

7～0 

－   アサート  

ワード 2n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート 

4n 1 － － データ 

15～8 

データ 

7～0 

  アサート アサート ロング 

ワード 

4n+2 2 － － データ 

31～24 

データ 

23～16 

  アサート アサート 
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表 11.12 8ビット外部デバイス／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 0、3） 

動作 データバス ストローブ信号 

アクセス

サイズ 

アドレス 

No.

D31～

D24 

D23～

D16 

D15～D8 D7～D0 WE3 WE2 WE1 WE0 

バイト n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

2n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート ワード 

2n+1 2 － － － データ 

15～8 

   アサート 

4n 1 － － － データ 

7～0 

   アサート 

4n+1 2 － － － データ 

15～8 

   アサート 

4n+2 3 － － － データ 

23～16 

   アサート 

ロング 

ワード 

4n+3 4 － － － データ 

31～24 

   アサート 
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表 11.13 外部バス幅 32ビット／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 1、2） 

 D63～56 D55～48 D47～40 D39～32 D31～24 D23～16 D15～8 D7～0 

0番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

1番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

2番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

3番地バイトアクセス        データ 

7～0 

4番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

5番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

6番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

7番地バイトアクセス        データ 

7～0 

0番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

2番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

4番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

6番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

4番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地クワッドワード 

アクセス（1回目：0番地）

    データ 

63～56

データ 

55～48

データ 

47～40 

データ 

39～32 

0番地クワッドワード 

アクセス（2回目：4番地）

    データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 
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表 11.14 外部バス幅 32ビット／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 1、2） 
 D63～56 D55～48 D47～40 D39～32 D31～24 D23～16 D15～8 D7～0 

0番地バイトアクセス        データ 

7～0 

1番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

2番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

3番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

4番地バイトアクセス        データ 

7～0 

5番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

6番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

7番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

0番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

2番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

4番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

6番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

0番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

4番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地クワッドワード 

アクセス（1回目：0番地）

    データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地クワッドワード 

アクセス（2回目：4番地）

    データ 

63～56

データ 

55～48

データ 

47～40 

データ 

39～32 
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表 11.15 外部バス幅 64ビット／ビッグエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 1、2） 

 D63～56 D55～48 D47～40 D39～32 D31～24 D23～16 D15～8 D7～0 

0番地バイトアクセス データ 

7～0 

       

1番地バイトアクセス  データ 

7～0 

      

2番地バイトアクセス   データ 

7～0 

     

3番地バイトアクセス    データ 

7～0 

    

4番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

5番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

6番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

7番地バイトアクセス        データ 

7～0 

0番地ワードアクセス データ 

15～8 

データ 

7～0 

      

2番地ワードアクセス   データ 

15～8 

データ 

7～0 

    

4番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

6番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地ロングワードアクセス データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

    

4番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

0番地クワッドワード 

アクセス 

データ 

63～56 

データ 

55～48 

データ 

47～40

データ 

39～32

データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 
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表 11.16 外部バス幅 64ビット／リトルエンディアンのアクセスとデータアライメント（エリア 1、2） 
 D63～56 D55～48 D47～40 D39～32 D31～24 D23～16 D15～8 D7～0 

0番地バイトアクセス        データ 

7～0 

1番地バイトアクセス       データ 

7～0 

 

2番地バイトアクセス      データ 

7～0 

  

3番地バイトアクセス     データ 

7～0 

   

4番地バイトアクセス    データ 

7～0 

    

5番地バイトアクセス   データ 

7～0 

     

6番地バイトアクセス  データ 

7～0 

      

7番地バイトアクセス データ 

7～0 

       

0番地ワードアクセス       データ 

15～8 

データ 

7～0 

2番地ワードアクセス     データ 

15～8 

データ 

7～0 

  

4番地ワードアクセス   データ 

15～8 

データ 

7～0 

    

6番地ワードアクセス データ 

15～8 

データ 

7～0 

      

0番地ロングワードアクセス     データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

4番地ロングワードアクセス データ 

31～24 

データ 

23～16 

データ 

15～8 

データ 

7～0 

    

0番地クワッドワード 

アクセス 

データ 

63～56 

データ 

55～48 

データ 

47～40

データ 

39～32

データ 

31～24

データ 

23～16

データ 

15～8 

データ 

7～0 

 

11.5.2 各モジュールのデータアライメント 

メモリコントローラ内部のエンディアンは CPUのエンディアンに一致し、ビッグエンディアン／リトルエンデ

ィアンのどちらにもなりえます。SuperHywayバスに接続されるモジュール、Pixel バスに接続されるモジュール、

LCD直結バスに接続される LCDCはそれぞれのバス幅内のデータアライメントを各モジュール内部で行います。 
 



 

11. メモリコントローラユニット（MCU） 

11-46  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

11.6 SRAMインタフェース 

11.6.1 基本タイミング 

SRAMインタフェースは、主に SRAMの接続を考慮してストローブ信号を出力します。ウェイトのない通常ア

クセスは 2サイクルで終了します。BS信号はバスサイクルの開始を表すため、1サイクルまたは 2サイクルアサ

ートされます。CS0、CS3信号は、T1の立ち上がりでアサートされ T2のクロックの次の立ち上がりでネゲートさ

れます。したがって最小ピッチでアクセスする場合は、ネゲート期間は生まれません。 

アクセスサイズは、読み出し時は指定がありません。アドレス端子（A[25:0]）に正しいアクセスアドレスが出

力されていますが、アクセスサイズの指定がないので、32ビットデバイスでは 32ビット、16ビットデバイスで

は 16ビットを常に読み出すことになります。書き込み時には書き込みを行うバイトのWE信号のみがアサートさ

れます。32バイト転送時は、設定したバス幅に従い、合計 32バイトを連続して行います。 

先頭のアクセスはアクセス要求があったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対

してラップアラウンドで行われます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0
（リード時）

WE

D31～D0 
（ライト時）

BS

T2

RDY

DACKn
( )

 

図 11.3 SRAMインタフェースの基本タイミング 
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図 11.4に 32ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、図 11.5に 16ビットデータ幅の SRAMとの接続例を、図

11.6に 8ビットデータ幅の SRAMとの接続例を示します。 

...
...

...
...

...

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

...
...

...
...

A18

A2
CS0

RD

D31

D24
WE3

D23

D16
WE2

D15

D8
WE1

D7

D0
WE0

SH7764
128K ×  8ビット

SRAM
...

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......
......

...

...

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

...
...

...
...

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......
... ...

...
...

  

図 11.4 32ビットデータ幅 SRAM接続例 
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A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

A17

SH7764

A1
CS0

RD

D15

D8
WE1

D7

D0
WE0

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......
... ...

......
... ...

......

......

......

128K ×  8ビット
SRAM

 

図 11.5 16ビットデータ幅 SRAM接続例 

A16

A0
CS0

RD

D7

D0
WE0

A16

A0
CS

OE

I/O7

I/O0
WE

......

......

......

......

SH7764
128 K ×  8ビット

SRAM

 

図 11.6 8ビットデータ幅 SRAM接続例 

 



 

11. メモリコントローラユニット（MCU） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  11-49 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

11.6.2 ウェイトステート制御 

CSnWCRの設定により、SRAMインタフェースのウェイトステートの挿入を制御できます。CSnWCRの IWビ

ットが 0以外のときは、このウェイト指定に従ったソフトウェイトが挿入されます。CSnWCRによって、図 11.7

に示す SRAMインタフェースのウェイトタイミングで、Twのサイクルがウェイトサイクルとして指定サイクル

数だけ挿入されます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD

D31～D0
（リード時）

WE

D31～D0
（ライト時）

BS

Tw T2

RDY

DACKn
(ローアクティブ時)

 

図 11.7 SRAMインタフェースのウェイトタイミング（ソフトウェアウェイトのみ） 
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CSnWCRによってソフトウェアによるウェイトを指定したときに、外部からのウェイト入力 RDY信号もサン

プリングされます。RDY信号のサンプリングを図 11.8に示します。ソフトウェアウェイトとして 1サイクルのウ

ェイトを指定しています。サンプリングは Twステートから T2ステートに移行する際に行われるので、T1のサイ

クルおよび 1回目の Twサイクルで RDY信号をアサートしてもなにも影響を与えません。RDY信号はクロックの

立ち上がりでサンプリングされます。 

T1

CLKOUT

A25～A0

CSn

R/W

RD
（リード時）

D31～D0
（リード時）

WE
（ライト時）

D31～D0
（ライト時）

BS

Tw Twe T2

RDY

DACKn
( )

 

図 11.8 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング 

（RDY信号によるウェイトステート挿入、RDY信号は同期入力） 
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11.6.3 リードストローブネゲートタイミング 

SRAMインタフェース時、CSnBCRの RDSPL（ビット 7）の設定により、リード時のストローブのネゲートタ

イミングを設定することができます。 

CLKOUT

TAS1 T1 TS1 TW TW TW TW T2 TH1 TH2 TAH1

*1

【注】 *1 CSnBCR.RDSPL＝1設定時。
 *2  CSnWCR.BSH＝1設定時。

A25～A0

CSn

R/W

RD
（リード時）

D31～D0
（リード時）

WE
（ライト時）

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝0）

BS
*2

TS1：CSnアサート－RDアサート
遅延サイクル

CSnWCR RDS（0～7）

TH1、TH2：RDネゲート－CSnネゲート
遅延サイクル

CSnWCR RDH（0～7）

TAS1: アドレスセットアップ
ウェイト

CSnWCR ADS（0～7）

Tw: アクセスウェイト
CSnWCR IW（0～25）

TAH1: アドレスホールドウェイト
CSnWCR AHS（0～7）

TS1：CSnアサート－WEアサート
遅延サイクル

CSnWCR WTS（0～7）

TH1、TH2：WEネゲート－CSnネゲート
遅延サイクル

CSnWCR WTH（0～7）

TAS1：アドレスセットアップ
ウェイト

CSnWCR ADS（0～7）

Tw: アクセスウェイト
CSnWCR IW（0～25）

TAH1：アドレスホールドウェイト
CSnWCR ADH（0～7）

CLKOUT CLKOUT

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝1～7）

 

図 11.9 SRAMインタフェースのウェイトステートタイミング（リードストローブネゲートタイミングの設定） 
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11.7 SDRAMインタフェース 

11.7.1 SDRAM直結方式 

SDRAMは CS信号によって選択できるため、RAS等の制御信号を共通に使用して物理空間のエリア 1とエリア

2に接続が可能です。 

SDRAMを直結するための制御信号は RAS、CAS、R/W、CS1または CS2、DQMLL、DQMLU、DQMUL、DQMUU、

WE0～WE3（64bit時）および CKE信号です。CS1または CS2を除く信号は各エリア共通であり、CKEを除く信

号は CS1または CS2がアサートされたときのみ有効となり取り込まれます。 

本モジュールでは SDRAMの動作モードとして、バーストリード／ライトのモードをサポートしています。デ

ータのバス幅は 32ビットまたは 64ビットであり、MIMの BWビットで設定します。 

SDRAMに対し、バーストリード／ライトでアクセスするため、シングルリード時でも 32バイトのデータを読

み込みます。またシングルライト時でも 32バイトのデータ転送を行いますが、不必要なデータ転送のときは、

DQMLL、DQMLU、DQMUL、DQMUU、WE0～WE3がアサートされません。 

表 11.17に SDRAMに対するサポートコマンドの一覧を示します。 
 

表 11.17 SDRAMサポートコマンド 

端   子 機   能 シンボル

CKE

n-1

CKE 

n 

CSn RAS CAS R/W A 

[14:13]

A 

[12:11] 

A 

[10] 

A 

[9:0] 

Device deselect DESL H X H X X X X X X X 

No Operation NOP H X L H H H X X X X 

Read READ H X L H L H V V L V 

Read with auto 

precharge 

READA H X L H L H V V H V 

Write WRITE H X L H L L V V L V 

Write with auto 

precharge 

WRITEA H X L H L L V V H V 

Bank Activate ACT H X L L H H V V V V 

Precharge select bank PRE H X L L H L X X L X 

Precharge select all 

bank 

PALL H X L L H L X X H X 

Auto refresh CBR H H L L L H X X X X 

Self refresh entry from 

IDLE 

SLFRSH H L L L L H X X X X 

Self refresh entry exit SLFRSHX L H H X X X X X X X 

Power Down entry PWRDN H L H X X X X X X X 

Power Down exit PWRDNX L H H X X X X X X X 

Mode register set MRS H X L L L L V V V V 
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図 11.10に外部バス 64ビット時の 8M×16ビットの SDRAMを示します。また図 11.11に外部バス 32ビット

時の 8M×16ビットの SDRAMを接続する場合の例を示します。 

A[14:0]
CLKOUT

CKE
CS1

SH7764
128Mbit (16MB) SDRAM

8M × 16

D15～D0
DQMLU
DQMLL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE

RAS

CAS

R/W
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

D63～D48
DQM64UU
DQM64UL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

D47～D32
DQM64LU
DQM64LL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

D31～D16
DQMUU
DQMUL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

 

図 11.10 64ビットデータ幅シンクロナス DRAM接続例（エリア 1） 
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A[14:0]
CLKOUT

CKE
CS1

SH7764
128Mbit (16MB) SDRAM

8M × 16

D15～D0
DQMLU
DQMLL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE

RAS

CAS

R/W
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

D31～D16
DQMUU
DQMUL

BA[1:0], A[11:0]
CLK
CKE
CS
RAS
CAS
WE
I/O15～I/O0
DQMU
DQML

 

図 11.11 32ビットデータ幅シンクロナス DRAM接続例（エリア 1） 
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11.7.2 アドレスマルチプレクス 

MIMレジスタの BW[1:0]ビット、SDRAレジスタの SPLIT[3:0]の指定に従って、外付けのマルチプレクス回路

なしに SDRAMに接続できるように、アドレスのマルチプレクスを行います。 

表 11.18にマルチプレクスの指定ビットとアドレス端子に出力されるビットの関係を示します。 

A25～A15に出力されるアドレスは保証されません。 

 

表 11.18 SDRAMバス幅とアドレスマルチプレクスの関係 

• 外部バスが32ビットの場合 

SDRAMアドレス BA1 BA0 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 外部バス 

32bit SH7764アドレス A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 

Bank（2） 12 13              

Row（12）    11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

128Mbit 

（16MB） 

8M×16 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

Bank（2） 12 13              

Row（12）    11 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

256Mbit 

（32MB） 

8M×32 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

Bank（2） 12 13              

Row（13）   11 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 

256Mbit 

（32MB） 

16M×16 
Col（9）       10 9 8 7 6 5 4 3 2 

 

• 外部バスが64ビットの場合 

SDRAMアドレス BA1 BA0 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 外部バス 

64bit SH7764アドレス A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 

Bank（2） 14 13              

Row（12）    12 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

128Mbit 

（16MB） 

8M×16 
Col（9）       11 10 9 8 7 6 5 4 3 

Bank（2） 14 13              

Row（12）    12 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 

256Mbit 

（32MB） 

8M×32 
Col（9）       11 10 9 8 7 6 5 4 3 
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11.7.3 バーストリード 

バーストリード時のタイミングチャートを図 11.12に示します。データ幅 64ビット、バンククローズモードで

使用した場合を想定しており、バースト長は 4となっています。 

DACKn
( )

CLKOUT

CKE

R/W

CAS

DQMn

CSn

RAS

BS

D[63:0]
（リード時）

Bank
address

Precharge
-sel

Address

Q3Q2Q1Q0

・転送サイズ：32バイト
・外部バス：64ビット
・BL：4バースト
・CL：3

 

図 11.12 SDRAMインタフェース基本タイミング（1）バーストリード 
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11.7.4 バーストライト 

バーストライト時のタイミングチャートを図 11.13に示します。データ幅 64ビット、バンククローズモードで

使用した場合を想定しており、バースト長は 4となっています。 

DACKn
( )

CLKOUT

CKE

R/W

CAS

DQMn

CSn

RAS

BS

D[63:0]
（ライト時）

Bank
address

Precharge
-sel

Address

D3D2D1D0

・転送サイズ：32バイト
・外部バス：64ビット
・BL：4バースト
・CL：3

 

図 11.13 SDRAMインタフェース基本タイミング（2）バーストライト 
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11.7.5 シングルリード 

シングルリード時のタイミングチャートを図 11.14に示します。データ幅 64ビット、バンククローズモードで

使用した場合を想定しており、バースト長は 4となっています。シングルリード時もバーストリード時と同様に

バースト長 4で読み出され、MCU内でリード要求サイズに調整されます。 

空のサイクルがあると、メモリアクセス時間が増大し、プログラムの実行速度や DMA転送速度の低下を招く

ので、データを 32バイト境界に配置して 32バイト単位の転送ができるようなデータ構造を採用することが重要

です。 

DACKn
( )

CLKOUT

CKE

R/W

CAS

DQMn

CSn

RAS

BS

D[63:0]
（リード時）

Bank
address

Precharge
-sel

Address

Q3Q2Q1Q0

・転送サイズ：32バイト
・外部バス：64ビット
・BL：4バースト
・CL：3

 

図 11.14 SDRAMインタフェース基本タイミング（3）シングルリード 
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11.7.6 シングルライト 

シングルライト時のタイミングチャートを図 11.15に示します。データ幅 64ビット、バンククローズモードで

使用した場合を想定しており、バースト長は 4となっています。シングルライト時もバーストライト時と同様に

バースト長 4で書き込みが行われますが、不要なデータサイクルでは DQMnがアサートされデータライトをマス

クします。空のサイクルがあると、メモリアクセス時間が増大し、プログラムの実行速度や DMA転送速度の低

下を招くので、データを 32バイト境界に配置して 32バイト単位の転送ができるようなデータ構造を採用するこ

とが重要です。 

DACKn
( )

CLKOUT

CKE

R/W

CAS

DQMn

CSn

RAS

BS

D[63:0]
（ライト時）

Bank
address

Precharge
-sel

Address

D3D2D1D0

・転送サイズ：32バイト
・外部バス：64ビット
・BL：4バースト
・CL：3

 

図 11.15 SDRAMインタフェース基本タイミング（4）シングルライト 
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11.7.7 バンクオープンモード 

同一のロウアドレスに対するアクセスを高速にサポートするため、SDRAMのバンク機能を用います。 

MIMレジスタの BOMODE[1:0]ビットが 00の場合、リード／ライトコマンドはオートプリチャージなしのコマ

ンド（READ、WRIT）を使用してアクセスを行います。この場合、アクセスが終了してもプリチャージが行われ

ません。同じバンクの同じロウアドレスにアクセスする場合、ACTVコマンドを発行せずに、ただちに READま

たはWRITコマンドを発行することができます。SDRAMの内部は 4つのバンクに分かれているので、それぞれ

のバンクで 1つのロウアドレスをアクティブ状態としておくことができます。次のアクセスが異なるロウアドレ

スに対するものであった場合には、最初に PREコマンドを発行して当該バンクのプリチャージを行い、プリチャ

ージ完了後 ACTVコマンド、READまたはWRITコマンドの順にアクセスを行います。異なるロウアドレスに対

するアクセスが続く場合には、アクセス要求があってからプリチャージを行うため、かえってアクセス時間が延

びてしまいます。 

各バンクをアクティブ状態にしておける時間 tRASには制限があります。プログラムの実行によってこの値を守

る周期で、キャッシュにヒットせず別のロウアドレスにアクセスする保証がない場合、オートリフレッシュを行

う設定にし、リフレッシュ周期を tRASの最大値以下に設定する必要があります。これにより、各バンクの最大ア

クティブ状態時間の制約を守ることができます。オートリフレッシュを使用しない場合には、所定時間以上各バ

ンクがアクティブ状態にとどまらない工夫をプログラムでする必要があります。 

図 11.16には同一のロウアドレスに対するバーストリードサイクルを、図 11.17には異なるロウアドレスに対

するバーストリードサイクルを示します。同様に、図 11.18に同一のロウアドレスに対するライトサイクルを、

図 11.19には異なるロウアドレスに対するライトサイクルを示します。 
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図 11.16 SDRAMインタフェース基本タイミング（5）バーストリード 

（バンクオープンモード 同一ロウアドレス） 
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図 11.17 SDRAMインタフェース基本タイミング（6）バーストリード 

（バンクオープンモード 異なるロウアドレス） 
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図 11.18 SDRAMインタフェース基本タイミング（7）バーストライト 

（バンクオープンモード 同一ロウアドレス） 
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図 11.19 SDRAMインタフェース基本タイミング（8）バーストライト 

（バンクオープンモード 異なるロウアドレス） 
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11.7.8 リフレッシュ 

（1） オートリフレッシュ 

MIMレジスタの DRI[11:0]ビットの設定によりオートリフレッシュ間隔を規定しますが、DRI[11:0]ビットの設

定と DREビットの 1設定を同時に行うと初回のオートリフレッシュまでの間隔は、DRI[11:0]に設定する前のレジ

スタ値になり、2回目以降は DRI[11:0]で設定した値となります。これを避けるため、DRI[11:0]ビットの設定時、

DREビットを 0設定します。その後、DREビットを 1に設定することにより初回から指定した間隔でオートリフ

レッシュが行われます。なお、DREビットを 1に設定する際には、DRI[11:0]には前回設定したサイクル数と同じ

値を与えてください。 

なお、MIMレジスタを使用したカウンタによるオートリフレッシュ機構を動作させないと、メモリコントロー

ラの遅延調整機構が正常に動作しないため、正常な SDRAMリードアクセスを行えません。そのため、本仕様書

に記載した SDRAM初期化シーケンスやセルフリフレッシュ状態からの復帰シーケンスにあるように、必ずMIM

レジスタ設定によるオートリフレッシュ機構を動作させてから、SDRAMに対してリードアクセスを行ってくださ

い。 

LBSCによる SRAMアクセス中に SDRAMのオートリフレッシュが発生した場合、ARBTモジュールは、次に

SRAMアクセス要求が受け付けられている場合でも、オートリフレッシュを優先させ SRAM要求をマスクします。

オートリフレッシュ終了後、規定サイクルのアイドル期間後、次の要求を LBSCに転送します。これは、次の転

送要求が SDRAMアクセスの場合も同様です。 
 

（2） セルフリフレッシュ 

［セルフリフレッシュ状態への遷移］ 

1. メモリコントローラへのトランザクションが完了していることを確認してください。 

2. ソフトウェアによりSCRレジスタのSMS[2:0]ビットを使用してPALL（全バンクプリチャージ）コマンドを発

行してください。開かれていたSDRAMのバンクが閉じられます。その後、SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを

使用してCBR（オートリフレッシュ）コマンドを発行し、メモリのすべての行に対して集中リフレッシュ

（CBR）を行ってください。 

3. セルフリフレッシュ状態へSDRAMを遷移させるためにSBSCのMIMレジスタのDREビットを1、RMODEビッ

トを1に設定してください。このときBW[1:0]ビットを10、DCEビットは1のままとしてください。 

4. メモリコントローラはセルフリフレッシュコマンドを自動的に発行し、外部端子CKEをローレベルにします。

その後SDRAMは自動的にパワーダウンモードになります。 

5. SDRAMがセルフリフレッシュモードに遷移したかどうかは、MIMレジスタのリードを行い、ステータスビ

ットSELFSを確認することで判定できます。 
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［セルフリフレッシュ状態からの復帰］ 

1. MIMレジスタのDREビットを0、RMODEビットを0に設定することによりセルフリフレッシュ状態を解除し

ます。このときBW[1:0]ビットを再設定してください。 

2. SDRAMがセルフリフレッシュモードから解除されたかどうかは、MIMレジスタのステータスビットSELFS

をリードして確認することで判定できます。 

3. 解除後、SDRAMが要求する時間まで、アクセスを待ちます。 

4. アクセス可能になった時点で、SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを使用してCBR（オートリフレッシュ）コマ

ンドを発行し、メモリのすべての行に対して集中リフレッシュ（CBR）を行ってください。 

5. SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを用いてPALL（全バンクプリチャージ）コマンドを発行します。 

6. SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを用いてCBRコマンドを発行します。 

7. MIMレジスタ設定によりカウンタによるオートリフレッシュ機構を動作させて、オートリフレッシュが周期

的に行われるように設定してください。その後、通常アクセスが可能になります。 

 

11.7.9 SDRAM初期化シーケンス 

下記に初期化シーケンスを記載します。シーケンスに記載されたサイクル数や時間は例ですので、詳細は各メ

モリベンダのデータシートを参照して決定してください。 

1. SDRAMに供給されている電源を、VDD、VDDQの順で投入します。 

2. 電源、クロックが安定した後、200μs以上現状を維持します。 

3. MIMレジスタのDCEビット、BW[1:0]ビット、BOMODE[1:0]ビットの設定を行い、SDRAMコントローラのイ

ネーブル設定、バス幅やSDRAMアクセスモードの設定をしてください。このとき、DREビットは0のままと

して、自動的なカウンタによるオートリフレッシュ動作が発生しないようにしてください。 

4. SDRAレジスタのSPLIT[3:0]ビットの設定を行い接続メモリ種のアドレスマルチプレクスを選択し、そして接

続メモリのタイミングにあわせてSTRレジスタの設定を行います。 

5. SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを使用してCKEをイネーブルします。本設定で端子CKEがハイレベルになり

ます。 

6. SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを使用してPALL（全バンクプリチャージ）コマンドを発行します。 

7. SCRレジスタのSMS[2:0]ビットを使用してCBR（オートリフレッシュ）コマンドを8回発行します。 

8. SDMRレジスタを使用してMRSコマンドを発行することによりSDRAMの動作モードを設定します。 
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11.8 アクセスサイクル間ウェイト 

11.8.1 エリア 0、3サイクル間ウェイト 

エリア 0、3空間の連続アクセスおよびエリア 0、3－エリア 1、2の連続アクセス時、CSnバスコントロールレ

ジスタ（CSnBCR）およびバスコントロールレジスタ（BCR）に示される、アクセスサイクル間にアイドルサイク

ルが挿入されます。 

CSnBCRのアクセスサイクル間ウェイト設定ビット IWW、IWRWD、IWRRD、IWRWS、IWRRSおよび BCRの

IRSDによって、少なくとも指定されたサイクルを、アイドルサイクルとして挿入します。 

エリア 0、3－エリア 1、2空間の連続アクセスは、最少 4サイクルのアイドル期間が挿入されます。また、アク

セスサイズが 8バイト、16バイトおよび 32バイトのときは、4バイトアクセスごとにアクセスサイクル間ウェイ

トが挿入されます。 
 

11.8.2 エリア 1、2サイクル間ウェイト 

エリア 1、2空間の連続アクセスは、同エリア内はリード－リードおよびライト－ライトは最短 1サイクルで連

続アクセスできます。ライト－リードおよびリード－ライトは、SDRAMタイミングレジスタ（STR）のWR、RW

によってコマンドインターバルを設定出来ます。 

エリア 1－エリア 2間の連続アクセスは、最少 3サイクルのアイドル期間が挿入されます。 
 

11.8.3 エリア 1、2－エリア 0、3サイクル間ウェイト 

エリア 1、2－エリア 0、3空間の連続アクセスは、最少 2サイクルのアイドル期間が挿入されます。 
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11.9 バスアービトレーション 
本モジュールは LSI内部の他モジュールからのアクセス調停機能と、LSI外部デバイスからのバス権要求に対す

るバス調停機能を有しています。 

11.9.1 内部モジュールアクセス調停 

本モジュールは CPUや各 Pixel バスモジュール、LCDCの SDRAMおよび SRAMアクセスを調停するアクセス

調停機能を備えます（Pixel バスおよび LCDCからは、SRAMへのアクセスは行えません）。SDRAMアクセスに

はリアルタイム性が求められる表示画像データの読み出しなどがあり、各モジュールが要求する応答時間やバン

ド幅を満たすようにそれぞれの優先度を決める必要があります。 

1. SDRAMのリフレッシュ、ページ管理などのSDRAM制御は最優先（Level0）で実行します。 

メモリのリフレッシュは別途設定するメモリリフレッシュ間隔に従って実施します。 

2. 表示コントローラ（VDC2）とLCDコントローラ（LCDC）は優先度を高くして（Level1）、リアルタイム性

を必要とする表示出力のデータ転送に対応します。 

3. その他のアクセスはLevel2およびLevel3となります。 

モジュールごとにどのレベルに設定するか選択が可能です。 

 

各リクエストの調停方法を図 11.20に示します。優先度 Level1で VDC2と LCDCをラウンドロビンとし、優先

度 Level3で SuperHywayモジュール（CPU、DMAC、EtherC、他）、ATAPI、G2Dコマンド／データのラウンド

ロビンとしています。アービトレーションは、調停タイミングのときにアサートされているリクエスト信号によ

り調停を行います。図 11.21に、SuperHywayモジュールと G2Dモジュールを Level2にあげた場合を例示します。 

実線のモジュールのみで調停されます。 

NMIによる割り込み処理中のメモリアクセスを制限するリクエストマスク機能があります。これにより、NMI

発生時における CPU割り込み処理のメモリ占有率を相対的に向上させることができます。NMIの用途によって最

適に設定可能なように、リクエストマスク設定レジスタ（RQM）でモジュールごとに設定できます。 

また、LCDCはレジスタ設定により、調停レベルを Level1、Level2、Level3から選択可能です。 
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図 11.20 リクエスト調停方法（1） 
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図 11.21 リクエスト調停方法（2） 

優先順位は、優先レベル、優先レベル内ラウンドロビン、および、サブラウンドロビンの順に階層的に判定さ

れます。以下、それぞれの判定動作を説明します。 
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1. 優先レベルによる判定 

優先レベルによる判定は固定です。Level0 > Level1 > level2 > Level3 

2. Level1ラウンドロビンによる判定 

Level1内の優先渡はラウンドロビンで判定します。 

リセット後：LCDC＞Pixelバス 

LCDC選択後：Pixelバス＞LCDC 

Pixelバス選択後：LCDC＞Pixelバス 

ただし、PixelバスはLevel1 Pixelバスサブラウンドロビンで選択されたものを示します。 

3. Level1 Pixelバスサブラウンドロビン 

Level1のPixelバスサブラウンドロビンが選択された場合、その中の優先度もラウンドロビンで判定されます。 

リセット後：VDC2（レイヤ1）＞VDC2（レイヤ2）＞VDC2（レイヤ3）＞VDC2（レイヤ4） 

VDC2（レイヤ1）選択後：VDC2（レイヤ2）＞VDC2（レイヤ3）＞VDC2（レイヤ4）＞VDC2（レイヤ1） 

VDC2（レイヤ2）選択後：VDC2（レイヤ3）＞VDC2（レイヤ4）＞VDC2（レイヤ1）＞VDC2（レイヤ2） 

VDC2（レイヤ3）選択後：VDC2（レイヤ4）＞VDC2（レイヤ1）＞VDC2（レイヤ2）＞VDC2（レイヤ3） 

VDC2（レイヤ4）選択後：VDC2（レイヤ1）＞VDC2（レイヤ2）＞VDC2（レイヤ3）＞VDC2（レイヤ4） 

4. Level2、Level3ラウンドロビンによる判定 

Level2またはLevel3内の優先度はラウンドロビンで判定します。Level2またはLevel3に属するデバイスは個別

にどの優先度レベルに属するかをアービトレーション制御レジスタで設定可能です。 

各レベルに複数のデバイスを設定した場合には、それぞれのレベルの中でラウンドロビン調停されます。 

1つの優先度レベルに属するデバイス間で以下の優先度となります。 

リセット後：SuperHyway > Pixelバス＞LCDC、ただし、PixelバスはLevel2、Level3 Pixelバスサブラウンドロ

ビンで選択されたものを表します。 

SuperHyway 選択後：Pixelバス＞LCDC＞SuperHyway 

Pixelバス選択後：LCDC＞SuperHyway > Pixelバス 

LCDC選択後：SuperHyway＞Pixelバス＞LCDC 

5. Level2、Level3 Pixelバスサブラウンドロビンによる判定 

Level2またはLevel3内のPixelバスサブラウンドロビンが選択された場合、その中の優先度もラウンドロビン

で判定されます。 

リセット後：ATAPI > G2Dコマンド> G2Dデータ 

ATAPI選択後：G2Dコマンド> G2Dデータ> ATAPI 

G2Dコマンド選択後：G2Dデータ> ATAPI > G2Dコマンド 

G2Dデータ選択後：ATAPI > G2Dコマンド> G2Dデータ 
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11.9.2 多段調停動作 

（1） 3段階調停 

1つのモジュールからのメモリアクセスは以下の 3段階の調停を経て実行されます。 

（a） 第 1段階調停 

モジュールの物理的接続関係に従って調停を行い、以下の 5種類のアクセス要求に絞り込みます。 

A1：Level1の Pixelバス要求。VDC2（レイヤ 1）、VDC2（レイヤ 2）、VDC2（レイヤ 3）、VDC2（レイヤ 4）

から一つ選択されます。 

A2：Level2の Pixelバス要求。ATAPI、G2Dコマンド、G2Dデータから一つ選択されます。 

A3：Level3の Pixelバス要求。ATAPI、G2Dコマンド、G2Dデータから一つ選択されます。 

A4：SuperHyWay要求。単一なので調停しませんが、アービトレーション制御レジスタによって Level2または

Level3に設定されます。 

A5：LCDC要求。単一なので調停しませんが、アービトレーション制御レジスタによって Level1、Level2また

は Level3に設定されます。 

（b） 第 2段階調停 

B：A1～A5から優先レベル、優先レベル内ラウンドロビンにて判定し、1つ選択されます。 

（c） 第 3段階調停 

C：リフレッシュなどの SDRAM制御と Bとの調停を行います。 

SDRAM制御が常に優先されます。 

 

（2） 調停後のアクセス順序 

3段階の調停では、第 1段階、および、第 2段階の調停で複数の要求からの絞込みを行うため、実行順序に注意

が必要です。なぜなら、これらの調停を独立して実施するために A1～A5に対応するアクセス要求のキューを持

っているからです。動作の概要を以下に説明します。 

1. メモリ制御処理（C）が実行されます。 

2. すでに優先判定され、キューイングされていたアクセス（B）が実行されます。 

3. A1～A5から1つ選ばれ（Axとします）、Bにキューイングされます。 

4. 選ばれたAxに対応する各モジュールについて次の調停を行いキューイングします（Ayとします）。 

 

ただし、次の調停で Ayが Bにキューイングされるとは限りません。この判定は第 2段階優先判定の結果に依

存します（Azとします）。 

以上より、実行されるアクセスの順序は C→B→Ax→Az→…→Az→Ayの順になります。 

A5を Level1以外に設定した場合、すべてのレベル 1アクセス要求は A1に集約します。かつ、A1には他のレ

ベルの要求を入れていません。そのため、Ayがレベル 1（すなわち A1）で Azがそれ以外の場合は Azより優先

して選択され、C→B→Ax→Ay（A1）の順になります。また、たとえレベル 1アクセス要求が第 1段階の優先調

停で勝ち残らず、A1として選択されない場合、C→B→Ax→A1→…→A1→Ay（A1）の順になります。 

別のレベル 1アクセス要求が先行しますが、第 1、第 2段階で優先判定済みの B、Axに引き続いてレベル 1要

求が受け付けられること自体は変わりません。 
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上記多段調停回路の記号（A1～5、B、C）は、図 11.22に記載してあります。 

32bit 64bit 128bit

コマンドおよび 
ライトデータバッファ

256bit
レベル3

256bit
レベル2

256bit

アライメント・
リニア→タイル

256bit
レベル1

アライメント

リードデータ
バッファ

32bit
64bit

64bit

64bit
調停調停調停

128bit

アライメント・
リニア→タイル

調停

Pixel SuperHyway 

PXIFSHIF

64bit

64bit

エリア間リクエスト制御 バス解放制御

SRAMコントローラ
（エリア0、3）

LBSC

SDRAMコントローラ
（エリア1、2）

SBSCレジスタ群

エリア間レスポンス制御

256bit

256bit

アライメント

LCDIF

64bit

256bit

ARBT

LCDC

B
R

E
Q

B
A

C
K

(A4) (A5)

(A3) (A2) (A1)

(B)

(C)

R
D

Y

C
S

0

C
S

1

C
S

2

C
S

3

R
/WB
S

R
D

R
A

S

C
A

S

C
K

E

W
E

0

W
E

1

W
E

2

W
E

3

D
Q

M
LL

D
Q

M
LU

D
Q

M
U

L

D
Q

M
U

U

D
63
～

D
0

A
25
～

A
0

アライメント

 

図 11.22 MCUブロック図 
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11.9.3 外部デバイスによるバス権要求 

本モジュールには、外部デバイスからバス権の要求があると、そのデバイスにバス権を与えるバスアービトレ

ーション機能が備わっています。 

定常状態では、本 LSIがバス権を有し、他の外部デバイスからのバス使用要求を受けてバスの解放を行い、バ

スの使用許諾を行います。バスを解放時は一部の信号を除き、SRAM/SDRAMに接続されている信号をハイイン

ピーダンス状態とします。以下の説明ではバス権要求を行う外部デバイスをスレーブと呼びます。 

本 LSIの内部には、CPUや DMACなどの SuperHywayバスモジュール、Pixelバス接続モジュール、LCDCのバ

スマスタが存在します。また、これらに加え SDRAMを接続してリフレッシュ制御を行わせる場合、リフレッシ

ュ要求もバスマスタとなります。内部バスマスタから同時に要求が発生した場合、11.9.1 内部モジュールアクセ

ス調停、11.9.2 多段調停動作で示したとおりの調停を行います。内部バスマスタとスレーブからの要求が同時に

発生した場合の優先度は、高いほうから順にリフレッシュ要求、スレーブからの要求、内部バスマスタ要求とな

ります。 

マスタとスレーブとの間でバスを受け渡す際、接続されているデバイスの誤動作を防ぐため、バス解放に先立

って全てのバス制御信号はネゲート状態とします。バス権を受け取る場合にも、バス制御信号はネゲート状態か

らバスのドライブを開始します。バス権を受け渡すマスタとスレーブで同じ値をドライブするので、出力バッフ

ァの衝突は回避できます。 

バス権の譲渡はバスサイクルの切れ目で行われます。 

バス解放要求（BREQ）がアサートされると本モジュールは受付済みのリクエストを全て処理した後、バス使用

許可信号（BACK）を出力し、バスを解放します。BREQがネゲートされると BACKをネゲートし、バスの使用

を再開します。 

また、本 LSIがバス権を所有している時に、リフレッシュ要求が発生すると本 LSIは実行中のバスサイクルが

終わり次第リフレッシュ動作を行います。ただし、データバス幅がアクセスサイズより小さいことによって生じ

る複数のバスサイクル、たとえば 8ビットバス幅のメモリにロングワードアクセスを行う場合や、キャッシュフ

ィルやライトバックなどの 32バイト転送の途中ではリフレッシュ動作は待たされます。 

バス解放状態ではリフレッシュ動作が行えないため、同様にリフレッシュ要求は待たされます。リフレッシュ

要求が発生した場合、本 LSIは BACKをネゲートし、現在バス権を所有している外部デバイスにバス解放を要求

します。外部デバイスは BACKがネゲートされたら、BREQをネゲートするようにしてください。これによりバ

ス権の戻った本 LSIが処理を行います。 

BACKをネゲートしてもすぐにバス権が取り戻せるわけではないので、リフレッシュ動作はバス権所有時より

待たされリフレッシュ間隔が満たせない可能性があります。そのため、バス解放時にはリフレッシュインターバ

ルビット（MIMの DRI[11:0]ビット）に設定した値の半分のインターバルでリフレッシュ要求を発生します。 
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11.9.4 バス解放・獲得シーケンス 

本 LSIは、バス権要求を受けない限り自分でバスを保有しています。 

外部からのバス権要求（BREQ）のアサート（ローレベル）を受け、受付済みの内部バスマスタのリクエスト処

理が終わり次第バス権使用許可（BACK）をアサート（ローレベル）し、バスの解放を行います。リフレッシュ要

求によるバス権要求が出ていない場合は、スレーブがバスを解放したことを示す BREQのネゲート（ハイレベル）

を受けて BACKをネゲート（ハイレベル）し、バスの使用を再開します。 

バス解放状態でメモリリフレッシュ要求によるバス権要求が出た場合、バス使用許可（BACK）をネゲートし、

スレーブがバスを解放したことを示す BREQのネゲートを受けて、バスの使用を再開します。 

バス解放時は SDRAMインタフェースの CKEとバスアービトレーションの BACK、および DMA転送を制御す

る DACK0、DACK1、DTEND0、DTEND1を除き、バスインタフェースに関連する全てのバス制御出力信号をハ

イインピーダンスとします。 

SDRAMも、アクティブとなっているバンクに対してプリチャージコマンドを発行し、これを終了させた後バ

スの解放を行います。 

具体的なバス解放シーケンスは次の通りです。まずバス使用許可信号をクロックの立ち上がりに同期してアサ

ートします。この BACKアサートの次のクロックの立ち上がりに同期してアドレスバスおよびデータバスをハイ

インピーダンスにします。同時にバス制御信号（BS、CSn、RAS、CAS、WEn、RD、R/W、DQMn）をハイイン

ピーダンスにします。これらのバス制御信号は遅くともハイインピーダンスにする 1サイクル前にはネゲートさ

れています。バス権要求信号のサンプリングはクロックの立ち上がりで行います。 

スレーブからバス権を再獲得するときのシーケンスは次の通りです。 

BREQのネゲートをクロックの立ち上がりで検出すると、ただちに BACKをネゲートすると共にバス制御信号

のドライブを開始します。アドレスバスのドライブを開始するのも、同相のクロックの立ち上がりです。バスア

クセスの開始は、もっとも早い場合にはバス制御信号のドライブを開始した 1サイクル後のクロックの立ち上が

りです。 

バス権を再獲得してリフレッシュ動作、バスアクセスの実行を開始するためには、2サイクル以上の BREQの

ネゲートが必要です。 

BACKをアサートしバスを解放している状態でリフレッシュ要求が発生した場合、バス権の放棄をスレーブに

要求するために、BREQがアサートされている状態でも BACKをネゲートします。ユーザが個別に設計したスレ

ーブの場合、アービトレーションによるオーバヘッドを現象させるため、連続して複数回のバスアクセスを発生

しようとすることがあります。連続した複数回のアクセスの合計時間がリフレッシュ周期を超えるスレーブを接

続する場合には、BACKのネゲートを検出した時、できるだけ速やかにバス権を解放するように設計してくださ

い。 

また、バス解放状態で内部バスマスタからのバスアクセス要求が発生しても、バス権を取得するまで要求を受

け付けません。ただしこの場合には BACKはネゲートせず、バス権の放棄要求をしません。メモリリフレッシュ

要求が発生しバス権を再取得した時に、内部バスマスタの要求が受け付け待ち状態だった場合には、リフレッシ

ュ動作に続いてそれらのバスアクセスも連続で行います。そのため、直ちにスレーブから再度のバス権要求があ

ったとしても、受け付けたバスアクセスが完了するまでバスを解放しない場合があります。 
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図 11.23 アービトレーションシーケンス 

 

11.9.5 マスタとスレーブの協調 

マスタとスレーブで矛盾無くシステムリソースを制御するために、役割分担を明確にする必要があります。ま

た、低消費電力動作を行う場合にも分担を行わないといけません。 

本 LSIを用いた応用システムを設計する場合、初期化、低消費電力制御など全ての制御を本 LSIが行うことを

想定しています。 

本 LSIはパワーオンリセット後、BREQイネーブルビット（BCR.BREQEN）を 1に設定するまで、スレーブか

らのバス権要求を受け付けません。 

スレーブ側のデバイスが使用に先立って初期化が必要なメモリを初期化が完了する前にアクセスしないように、

初期化終了後に BREQイネーブルビットに 1を書き込んでください。 
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11.10 データのコヒーレンシ 

（1） メモリアクセス一般での考察 

メモリアクセスにはリードとライトがあり、その前後関係から以下の 4通りの組み合わせがあります。 

（a） WAR（Write after Read）リードの後にライト 

先に実施したリードが順序的に後のライトデータを返す、つまり、リード要求がバス上で待たされている間に

別モジュールのライトデータが反映されてしまう場合を考える必要があります。 

このケースはライトで破壊されては困るデータをその前にリードしたい場合であり、ソフトウェア、システム

的にリード終了後にライトを起動することになります。このようにすることでライトが先に反映されないように

することができます。従ってハードによるサポートはありません。 

（b） RAR（Read after Read）リードの後にリード 

同一のデータをリードするのでコヒーレンシの問題は起こりません。 

（c） WAW（Write after Write）ライトの後にライト 

先に実施したライトが順序的に後のライトを上書きしてしまう、つまり、先のライト要求がバス上で待たされ

ている間に別モジュールのライトが反映され、その後、待たされていたライトが反映される場合を考える必要が

あります。このケースは同一アドレスへのライトであり、ソフトウェア、システム的に管理可能なものですが、

後続のライトに先立って先行のライトがメモリに反映済みであることを保証する必要があります。 

（d） RAW（Read after Write）ライトの後にリード 

先に実施したライトが順序的に後のリードに反映されない、つまり、先のライト要求がバス上で待たされてい

る間に別モジュールのリードが実施され、その後、待たされていたライトが反映される場合を考える必要があり

ます。このケースは同一アドレスへのリード、ライトであり、ソフトウェア、システム的に管理可能なものです

が、後続のリードに先立って先行のライトがメモリに反映済みであることを保証する必要があります。 

以上のことから、何らかの手段でライトの反映を確認する必要があります。 
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（2） ライトアクセス反映保証手段 

（a） SuperHywayデバイスのライトについて 

ライトデータがメモリに反映されたことを保証するには、CPUで SYNCO命令を実行してください。 

これにより、メモリコントローラの SuperHywayインタフェース部（SHIF）に溜まったライトデータがメモリ

に反映されたことが保証されます。例として「CPUでディスプレイリストを主記憶にライトし、2Dグラフィック

スエンジンにレンダリングスタートの指示を出す」場合を示します（図 11.24）。なお、CPUだけが連続してア

クセスする場合にはコヒーレンシの問題は発生しません。 

1. CPUでは、「ディスプレイリストのライト（最終ライト）」を実行し、その後に「SYNCO命令」を実行。 

CPUは、SuperHywayバスからackが返るまで動作を停止する。 

2. メモリコントローラのSuperHywayインタフェース部（SHIF）にSuperHywayバスからのライトデータを受理

する。この時点では、SuperHywayデバイスへのack信号は返さない。 

3. SHIFからアービタ部（ARBT）にライトデータを出力する。 

4. 3.と同一サイクルでARBTが調停動作を行い、SHIFがバス権を取得するとSHIFに受理信号（fin信号）を返す。 

5. ARBTは次のサイクルでライトデータをSBSCに出力する。 

6. SHIFは、データがARBTへ受け付けられたら、SuperHywayデバイスへResponse信号を返す。 

7. SBSCは、ARBTからのデータを受理すると受理信号（fin信号）を返す。 

ARBTはSBSCからのfin信号を受けてから、SBSCへのライトデータの出力を停止する。 

ここで5.、6.、7.は並列動作になります。 

8. ack信号がCPUにかえると、CPUはSYNCO命令の後に続くプログラムを実行する 

（レンダリングスタート指示） 

 

以上のとおりの動作により、「メモリコントローラから SuperHywayバスに ackが返ったときには、SuperHyway

からのライトデータが SBSCで受け付けられた」ことが保証されます。SBSCで受け付けられたライト要求および

リード要求は受け付けた順に処理されます。よって、後から SBSCに到着したリード要求が先のライトデータ処

理よりも先に実行される、ということは起きません。このハード的な仕組みにより、CPUで SYNCO命令を実行

すると「ライトデータが SBSCに受け付けられた」ことが保証されます。 
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図 11.24 SuperHywayデバイスからのライトデータの反映 

（b） Pixelバスデバイスのライトについて 

Pixelバスデバイスがライトデータの send信号（最終ライトデータの ack信号に相当）を受け取るのは、ライト

データが BSCで受け付けられた後です。各 Pixelバスデバイスは、ライトデータの send信号を確認することによ

り、ライトデータが SBSCに届いたことがわかります。ライトデータが SBSCに届けば、そのライトデータは他

のライトデータに追い越されることはありません。 

（3） ソフトウェアリセット確認手段 

ソフトウェアリセットについては各モジュールの章を参照ください。 

各モジュールのソフトウェアリセットが SH7764上に正しく反映されるためにはメモリアクセスと同様のライ

トアクセス反映確認手段が必要になります。このため、ソフトウェアリセットに移行後、解除するまでの間に、

以下の処理を実行してください。 

1. ソフトウェアリセットを行う当該モジュールとCPUの優先順位が同じ場合は、SDRAMの任意の領域に対する

ダミーリードを3回実施してください。 

2. ソフトウェアリセットを行う当該モジュールがレベル2でCPUがレベル3の場合、SDRAMの任意の領域に対す

るダミーリードを1回実施してください。 

3. ソフトウェアリセットを行う当該モジュールがレベル3でCPUがレベル2の場合、当該モジュール以外の

Level2、Level3モジュールのSDRAMへのアクセスをすべて終了させてください。 
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11.11 リニア・タイルアドレス変換 

（1） タイルアドレッシング領域 

本 LSIでは、接続される SDRAMの指定された範囲においてアドレス付けを変更する機能があります（LCDC

からのアクセスはリニア・タイルアドレス変換されません）。 

このアドレス付けが変更された領域をタイルアドレッシング領域とよびます。タイルアドレッシング領域は 2

次元方向のアクセスが多いグラフィックス領域に適しています。この領域では 32B×16ラインの画像領域をタイ

ルとよび、1つのタイルを連続した 512バイトのメモリに割り当てます。これにより、アクセスする場所が行方向

に頻繁に変化する場合でも SDRAMの 1ページにヒットする確率が高くなります。 

1ユニット：512バイト

16ライン

メモリ幅  

図 11.25 タイルアドレス領域のデータ配列 
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（2） リニアアドレスアクセスのタイルアドレスアクセスへの変換 

タイル型のアドレスへの変換はレジスタ LTC[0:7]、LTAD[0:7]によって指定され、メモリコントローラ内部にて

実施されます。SDRAM上には最大 8箇所のタイルアドレッシング領域を定義できます。領域のサイズは最小 1M

バイトで、先頭アドレスの下位ビットをマスクする指定を行うことにより 2の n乗のサイズへと拡張可能です。

領域はこのサイズの境界アドレスで定義されます。また、複数のリニアタイル変換領域はお互いに重ならないよ

うに指定してください。重なりが生じた場合のアドレス変換は保証されません。リニア領域とタイル領域をまた

がる転送は禁止です。未定義動作ですのでメモリの内容は保証されません。 

UM空間

1 MB境界

2n MB境界

リニア領域

例）画像データをコピー

1MB

タイル領域
最大８領域
指定可能

2n MB 最小1MB～

自動的にマッピングを変更

あ

あ

64Mバイト／エリア

 

図 11.26 リニアタイル変換の概念 
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（3） リニア･タイルアドレス変換方法 

表 11.19にリニアアドレスからタイルアドレスへの変換仕様を示します。 
 

表 11.19 リニアアドレスのタイルアドレスへの変換対応 

MWX リニアアドレス LT- 

GBM 画素数 

（タイル数） 

27-21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4-0 

512(16) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 8 7 6 5 12 11 10 9 ↑ 

1024(32) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 9 8 7 6 5 13 12 11 10 ↑ 

2048(64) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 10 9 8 7 6 5 14 13 12 11 ↑ 

0 

4096(128) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 11 10 9 8 7 6 5 15 14 13 12 ↑ 

512(16) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 15 14 9 8 7 6 5 13 12 11 10 ↑ 

1024(32) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 10 9 8 7 6 5 14 13 12 11 ↑ 

2048(64) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 11 10 9 8 7 6 5 15 14 13 12 ↑ 

1 

4096(128) ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ 12 11 10 9 8 7 6 5 16 15 14 13 ↑ 

 

LTCnレジスタの LTGBMビットはグラフィックスビットモードで画像データの画素フォーマットを示します。

LTGBM＝0の場合で、8ビット／ピクセル、LTGGBM＝1のときには 16ビット/ピクセルを意味します。MWXは

メモリ幅を示し、画素数で指定されます。 

メモリ幅は、512、1024、2048、4096のみです。リニアタイル変換は、8ビット／ピクセル、16ビット／ピクセ

ルのみをサポートしております。 

図 11.27にリニア・タイル変換の動作を示します。図中、LTAMはリニア・タイル変換アドレスマスク、LTAD

はリニア・タイル変換領域先頭アドレスです。 
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2n MB境界

2n MB 最小1MB～

8

9 9 9

9

8

9

1

1

4 4

7 4 4 5

64MB／エリア

LTAM[28:20] LTAD[28:20] リニアアドレスA[28:00]

LTGBM = 8ビット／ピクセル
MWX = 512 ピクセルの場合

タイルアドレスB[28:00]

UM空間

1 MB境界

タイル領域
最大８領域
指定可能

1MB

 

図 11.27 リニア・タイル変換の動作説明 
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11.12 使用上の注意 

11.12.1 リフレッシュ 

リフレッシュスタンバイモード、ハードウェアスタンバイモードに遷移させると、オートリフレッシュは実行

されなくなります。リフレッシュが必要なメモリシステムの場合はメモリをセルフリフレッシュ状態にしてから

リフレッシュスタンバイモードに遷移してください。 

ハードウェアスタンバイ時には、全端子がハイインピーダンス状態となるためメモリのリフレッシュは行なえ

ません。 
 

11.12.2 外部バスアービトレーション 

リフレッシュスタンバイモードに遷移させると、バス権を解放しなくなります。外部バスアービトレーション

を行なうシステムでは BREQイネーブルビット（BCR.BREQEN）を 0に設定してからリフレッシュスタンバイモ

ードに遷移してください。BREQイネーブルビットを 1に設定したままでリフレッシュスタンバイモードに遷移

した場合の動作は保証されません。 
 

11.12.3 Pixelバスの転送サイズとアクセスアドレス境界 

本モジュールは 32バイト転送時にアクセスアドレスが 32バイト境界でなかった場合、先頭のアクセスはアク

セス要求のあったデータに対して行われ、残りのアクセスは 32バイト境界のデータに対してラップアラウンドで

行われます。 

ただし ATAPI、G2D、LCDCからのアクセスはラップアラウンドされませんので、注意が必要です。具体的に

は、これらのモジュールが持つレジスタへの設定値に注意が必要です。詳細は各モジュールの章を参照してくだ

さい。 
 

11.12.4 RDYによるウェイトステート挿入をしない場合の処置について 

パワーオンリセット解除後、RDY入力端子は LSI内部でプルアップされますので、RDYによるウェイトステー

ト挿入をしない場合は、LSI外部にプルダウン抵抗を設けたうえで、BCRレジスタの IPUPビットを 1に設定して

ください（LSI内部プルアップ抵抗をオフしてください）。このとき、BREQ入力端子の LSI内部プルアップ抵抗

も同時にオフされますので、必要に応じて BREQ端子の処理も行ってください。 

外部プルダウン抵抗を R（kΩ）とすると、「表 34.4 DC特性 [USBトランシーバ、I2C関連端子を除く]」か

ら VccQ×
R

20+R
 ≦VccQ×0.2を満足する必要があります。よって、R≦5となります。 
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12. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

本 LSIは、ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）を内蔵しています。DMACは、DACK（DMA転 

送終了通知）付き外部デバイス、外部メモリ、内蔵メモリ、メモリマップト外部デバイス、内蔵周辺モジュー

ル間のデータ転送を、CPUに代わって高速に行うことができます。 

12.1 特長 

• チャネル数：6チャネル（うちチャネル0、1は外部リクエスト受け付け可能） 

• アドレス空間：アーキテクチャ上は4Gバイト 

• 転送データ長：バイト、ワード（2バイト）、ロングワード（4バイト）、16バイト、32バイト 

• 最大転送回数：16,777,216回 

•  アドレスモード：デュアルアドレスモード 

• 転送要求： 

外部リクエスト（チャネル0、1）、内蔵周辺モジュールリクエスト（チャネル0～5）、オートリクエスト 

の3種類から選択可能。 

内蔵周辺モジュールリクエストを発行できるものは以下のモジュールです。 

   SCIF0、SCIF1、SCIF2、USB、FLCTL、SRC 

• バスモード： 

サイクルスチールモード（通常モードとインタミッテントモード）とバーストモードから選択可能 

• 優先順位：チャネル優先順位固定モードとラウンドロビンモードから選択可能 

• 割り込み要求：データ転送ハーフエンド時およびデータ転送終了時、また、アドレスエラー発生時にCPUへ

割り込み要求を発生可能 

• 外部リクエスト検出：DREQ入力のロー／ハイレベル検出、立ち上がり／立ち下がりエッジ検出から選択可

能 

• DMA転送要求受け付け信号（DACK）およびDMA転送終了信号（DTEND）はアクティブレベルを設定可能 
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DMACのブロック図を図 12.1に示します。 

回数制御

チャネル0～5
SARm

DARm

TCRm

CHCRm

DMAOR0

DMARS0～2

SARBn

DARBn

TCRBn

レジスタ制御

S
up

er
H

yw
ay

 バ
ス

起動制御

要求優先制御

バス
インタフェース

内蔵メモリ

内蔵周辺
モジュール

割り込み
コントローラ

周辺バス
コントローラ

DMA転送要求信号

DMINT0～DMINT5

【記号説明】

m ：0～5
n ：0～3
【注】 * ハーフエンド割り込み要求は、チャネル0～3のみ有効。

CHCRm 
DARm 
DARBn 
DMAOR0 
DMARS0～2 
DMINTm

：DMAチャネルコントロールレジスタm
：DMA デスティネーションレジスタm
：DMA デスティネーションレジスタBn 
：DMAオペレーションレジスタ0
：DMA拡張リソースレジスタ0～2  
：DMA転送終了／ハーフエンド割り込み要求* 

：チャネル0～5アドレスエラー割り込み要求、 
：DMAソースアドレスレジスタm
：DMAソースアドレスレジスタ Bn
：SuperHywayバス（内部バス）
：DMA トランスカウントレジスタm
：DMA トランスカウントレジスタBn

DMAE
SARm
SARBn 
SHwy バス 
TCRm 
TCRBn

DMAE0

DREQ0、DREQ1

DTEND0、DTEND1

DACK0、DACK1

DMA転送終了通知

Flash

SDRAM

MCU

DMAC

 

図 12.1 DMACブロック図 



 

12. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  12-3 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

12.2 入出力端子 
DMAC関係の外部端子を以下に示します。 

外部バスに接続する端子の構成を表 12.1に示します。DMACとしては、外部バス用に 2チャネル分の端子（チ

ャネル 0、1）を持ちます。 
 

表 12.1 外部バスに対する端子構成 

チャネル 名称 略称 入出力 機   能 

DMA転送要求 DREQ0*1 入力 外部デバイスからチャネル 0への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DACK0*2 出力 チャネル 0から外部デバイスへの DMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

0 

DMA転送終了通知 DTEND0*2 出力 チャネル 0から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

DMA転送要求 DREQ1*1 入力 外部デバイスからチャネル 1への DMA転送要求入力 

DREQ受け付け確認 DACK1*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送要求に対するスト

ローブを出力 

1 

DMA転送終了通知 DTEND1*2 出力 チャネル 1から外部デバイスへの DMA転送終了出力 

【注】 *1 初期値はローレベル検出です。 

 *2 初期値はローアクティブです。 
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12.3 レジスタの説明 
DMACのレジスタ構成を表 12.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 12.3に示しま

す。 
 

表 12.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

0 DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 R/W H'FF60 8020 H'1F60 8020 32 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 0 

DAR0 R/W H'FF60 8024 H'1F60 8024 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 0 TCR0 R/W H'FF60 8028 H'1F60 8028 32 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 0 CHCR0 R/W*1 H'FF60 802C H'1F60 802C 32 

1 DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 R/W H'FF60 8030 H'1F60 8030 32 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 1 

DAR1 R/W H'FF60 8034 H'1F60 8034 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 1 TCR1 R/W H'FF60 8038 H'1F60 8038 32 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 1 CHCR1 R/W*1 H'FF60 803C H'1F60 803C 32 

2 DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 R/W H'FF60 8040 H'1F60 8040 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 2 

DAR2 R/W H'FF60 8044 H'1F60 8044 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 2 TCR2 R/W H'FF60 8048 H'1F60 8048 32 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 2 CHCR2 R/W*1 H'FF60 804C H'1F60 804C 32 

3 DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 R/W H'FF60 8050 H'1F60 8050 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 3 

DAR3 R/W H'FF60 8054 H'1F60 8054 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 3 TCR3 R/W H'FF60 8058 H'1F60 8058 32 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 3 CHCR3 R/W*1 H'FF60 805C H'1F60 805C 32 

0～5共通 DMAオペレーションレジスタ 0 DMAOR0 R/W*2 H'FF60 8060 H'1F60 8060 16 

4 DMAソースアドレスレジスタ 4 SAR4 R/W H'FF60 8070 H'1F60 8070 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 4 

DAR4 R/W H'FF60 8074 H'1F60 8074 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 4 TCR4 R/W H'FF60 8078 H'1F60 8078 32 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 4 CHCR4 R/W*1 H'FF60 807C H'1F60 807C 32 

5 DMAソースアドレスレジスタ 5 SAR5 R/W H'FF60 8080 H'1F60 8080 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 5 

DAR5 R/W H'FF60 8084 H'1F60 8084 32 

 DMAトランスファカウントレジスタ 5 TCR5 R/W H'FF60 8088 H'1F60 8088 32 

 DMAチャネルコントロールレジスタ 5 CHCR5 R/W*1 H'FF60 808C H'1F60 808C 32 
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チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ*3 

0 DMAソースアドレスレジスタ B0 SARB0 R/W H'FF60 8120 H'1F60 8120 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B0 

DARB0 R/W H'FF60 8124 H'1F60 8124 32 

 DMAトランスファカウントレジスタB0 TCRB0 R/W H'FF60 8128 H'1F60 8128 32 

1 DMAソースアドレスレジスタ B1 SARB1 R/W H'FF60 8130 H'1F60 8130 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B1 

DARB1 R/W H'FF60 8134 H'1F60 8134 32 

 DMAトランスファカウントレジスタB1 TCRB1 R/W H'FF60 8138 H'1F60 8138 32 

2 DMAソースアドレスレジスタ B2 SARB2 R/W H'FF60 8140 H'1F60 8140 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B2 

DARB2 R/W H'FF60 8144 H'1F60 8144 32 

 DMAトランスファカウントレジスタB2 TCRB2 R/W H'FF60 8148 H'1F60 8148 32 

3 DMAソースアドレスレジスタ B3 SARB3 R/W H'FF60 8150 H'1F60 8150 32 

 DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B3 

DARB3 R/W H'FF60 8154 H'1F60 8154 32 

 DMAトランスファカウントレジスタB3 TCRB3 R/W H'FF60 8158 H'1F60 8158 32 

0/1 DMA拡張リソースセレクタ 0 DMARS0 R/W H'FF60 9000 H'1F60 9000 16 

2/3 DMA拡張リソースセレクタ 1 DMARS1 R/W H'FF60 9004 H'1F60 9004 16 

4/5 DMA拡張リソースセレクタ 2 DMARS2 R/W H'FF60 9008 H'1F60 9008 16 

【注】 *1 CHCRの HE、TEビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。フラグをクリア

しない場合は、本ビットには 1を書き込んでください。本ビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません。 

 *2 DMAORの AE、NMIFビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。フラグをクリ

アしない場合は、本ビットには 1を書き込んでください。本ビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えませ

ん。 

 *3 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 
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表 12.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ モジュール 

スタンバイ 

0 DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 0 

DAR0 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 0 TCR0 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 0 CHCR0 H'4000 0000 保持 保持 

1 DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 1 

DAR1 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 1 TCR1 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 1 CHCR1 H'4000 0000 保持 保持 

2 DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 2 

DAR2 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 2 TCR2 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 2 CHCR2 H'4000 0000 保持 保持 

3 DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 3 

DAR3 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 3 TCR3 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 3 CHCR3 H'4000 0000 保持 保持 

0～5共通 DMAオペレーションレジスタ 0 DMAOR0 H'0000 保持 保持 

4 DMAソースアドレスレジスタ 4 SAR4 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 4 

DAR4 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 4 TCR4 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 4 CHCR4 H'4000 0000 保持 保持 

5 DMAソースアドレスレジスタ 5 SAR5 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ 5 

DAR5 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ 5 TCR5 不定 保持 保持 

 DMA チャネルコントロールレジスタ 5 CHCR5 H'4000 0000 保持 保持 

0 DMAソースアドレスレジスタ B0 SARB0 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ B0 

DARB0 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ

B0 

TCRB0 不定 保持 保持 
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チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ モジュール 

スタンバイ 

1 DMAソースアドレスレジスタ B1 SARB1 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ B1 

DARB1 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ

B1 

TCRB1 不定 保持 保持 

2 DMAソースアドレスレジスタ B2 SARB2 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ B2 

DARB2 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ

B2 

TCRB2 不定 保持 保持 

3 DMAソースアドレスレジスタ B3 SARB3 不定 保持 保持 

 DMAデスティネーションアドレスレジ

スタ B3 

DARB3 不定 保持 保持 

 DMAトランスファカウントレジスタ

B3 

TCRB3 不定 保持 保持 

0/1 DMA拡張リソースセレクタ 0 DMARS0 H'0000 保持 保持 

2/3 DMA拡張リソースセレクタ 1 DMARS1 H'0000 保持 保持 

4/5 DMA拡張リソースセレクタ 2 DMARS2 H'0000 保持 保持 

 

12.3.1 DMAソースアドレスレジスタ 0～5（SAR0～SAR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SAR

SAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

SARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送元のアドレスを指定します。DMA転 

送中は、次の転送元アドレスを示しています。ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、

ワード、ロングワード境界のアドレスを指定してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、

32バイト境界に値を設定してください。 

SARの初期値は不定です。 
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12.3.2 DMAソースアドレスレジスタ B0～3（SARB0～SARB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SARB

SARB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

SARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで SARに再設定す

る DMA転送元のアドレスを指定します。CPUからの SARへの書き込みデータが SARBにも書き込まれます。SAR

と異なるアドレスを設定したい場合は、SAR書き込み後に SARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

SARBの初期値は不定です。 
 

12.3.3 DMAデスティネーションアドレスレジスタ 0～5（DAR0～DAR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DAR

DAR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

DARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送先のアドレスを指定します。DMA転 

送中は、次の転送先アドレスを示しています。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定 

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DARの初期値は不定です。 
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12.3.4 DMAデスティネーションアドレスレジスタ B0～3（DARB0～DARB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DARB

DARB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

DARBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、リピート／リロードモードで DARに再設定す 

る DMA転送先のアドレスを指定します。CPUからの DARへの書き込みデータが DARBにも書き込まれます。 

DARと異なるアドレスを設定したい場合は、DAR書き込み後に DARBへの書き込みを行ってください。 

ワード、ロングワード幅のデータ転送を行う場合は、それぞれ、ワード、ロングワード境界のアドレスを指定 

してください。16バイト、32バイトで転送を行う場合は、16バイト、32バイト境界に値を設定してください。 

DARBの初期値は不定です。 
 

12.3.5 DMAトランスファカウントレジスタ 0～5（TCR0～TCR5） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCR

TCR

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送回数を指定します。転送回数は、設定

値が H'0000 0001のときは 1回、H'00FF FFFFのときは 16,777,215回で、H'0000 0000のときは 16,777,216回（最大

転送回数）になります。DMA転送中は、残りの転送回数を示しています。 

TCRのビット 31～24は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

TCRの初期値は不定です。 
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12.3.6 DMAトランスファカウントレジスタ B0～3（TCRB0～TCRB3） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TCRB

TCRB

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：  
 

TCRBは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、CPUからの TCRへの書き込みデータが TCRB 

にも書き込まれます。ハーフエンド機能使用時はハーフエンド検出に使用する初期値保持レジスタとして用い

られます。また本レジスタは、リピートモードで TCRに再設定する DMA転送回数を指定します。リロードモー

ドでは DMA転送回数の設定および転送回数カウンタとして用いられます。 

リロードモードにおいて、ビット 7～0は転送回数カウンタとして動作し、値が 0になると SAR／DARが更新

され、TCRBのビット 23～16がビット 7～0にロードされます。ビット 23～16はリロードするまでの転送回数を

設定してください。リロードモード使用時、ビット 23～16とビット 7～0は同じ値を設定し、ビット 15～8は 0

を設定してください。また、リロードモード使用時は、CHCRの HIEビットを 0とし、ハーフエンド機能を使用

しないでください。 

TCRBのビット 31～24は、読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

TCRBの初期値は不定です。 
 

12.3.7 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～5（CHCR0～CHCR5） 

CHCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送モードを制御します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 1 0 0 0 0 0

RPT[2:0]

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R/W R/W R/W R R/W R R/W R/W R/(W)* R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

DM[1:0] SM[1:0] RS[3:0] TS[1:0]

0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/(W)* R/W

LCKN DO DVMD TS[2] HE HIE AM AL

DL DS TB IE TE DE

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

【注】  *   フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

30 LCKN 1 R/W バスロック信号抑止ビット 

SHwyバス読み出し命令時に SHwyバスロック信号の出力／抑止を設定し

ます。本ビットはサイクルスチールモード実行時に有効となります。 

SHwyバスロック信号を抑止することにより、DMAC以外のバスマスタのバ

ス要求が受け付けられます。これにより、システム全体のバス使用効率をあ

げることが可能です。なお、バーストモード実行時には必ず 0を設定してく

ださい。また、内蔵モジュールリクエストモードで USBを選択する場合に

は必ず 1を選択してください。 

0：バスロック信号出力許可 

1：バスロック信号出力抑止 

29、28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

27～25 RPT[2:0] すべて 0 R/W DMA設定更新指定ビット 

本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効となります。 

000：通常モード 

001：リピートモード：SAR/DAR/TCRをリピートします  

010：リピートモード：DAR/TCRをリピートします 

011：リピートモード：SAR/TCRをリピートします 

100：リザーブ（設定禁止） 

101：リロードモード：SAR/DAR/TCRをリロードします 

110：リロードモード：DAR/TCRをリロードします 

111：リロードモード：SAR/TCRをリロードします 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

23 DO 0 R/W DMAオーバラン 

DREQをオーバラン 0で検出するか、オーバラン 1で検出するかを選択し

ます。本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。 

0：DREQをオーバラン 0で検出 

1：DREQをオーバラン 1で検出 

22 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 DVMD 0 R/W 分割転送モード指定 

FLCTLとメモリ間で、16byte単位の DMA転送を実行することを指定しま

す。 

FACTLモジュールを使用しない場合は、必ず 0に設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TS[2] 0 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[1:0]と合わせて DMA転送サイズの設定を行います。転送元または転送

先が、転送サイズが指定された内蔵周辺モジュールのレジスタの場合には、

必ずその転送サイズとアクセスサイズを合わせてください。転送元または

転送先として SARまたは DARに設定するアドレスは、転送サイズとアド

レス境界を必ず一致させてください。 

TS[2:0] 

000：バイト単位 

001：ワード（2バイト）単位 

010：ロングワード（4バイト）単位 

011：16バイト単位 

100：32バイト単位 

上記以外：設定禁止 

【注】 周辺バスに接続される周辺モジュール（FLCTLおよび USBを除き）

をソースまたはデスティネーションとした転送を行う場合は、

TS[2:0]の転送サイズはロングワード以下の設定としてください。

FLCTLでは 16バイトまで、USBでは 32バイトまで設定可能です。

FLCTLの 16バイトの転送を行う場合は、DVMDビットに 1を設定

してください。 

19 HE 0 R/(W)* ハーフエンドフラグビット 

HIE（ビット 18）に 1を設定し、転送回数が転送開始前に設定した TCRの

値の 1/2（右に 1ビットシフトした値）になると、HEは 1になります。 

• 偶数回のときは、（転送前にセットした TCR）÷2で HEは 1にセット 

• 奇数回のときは、（転送前にセットした TCR－1）÷2で HEは 1にセッ

ト 

• 最大転送回数のときは、8,388608回（H'0080 0000）で HEは 1にセット 

転送回数が転送開始前に設定した値の 1/2になる前に、NMI割り込み、ア

ドレスエラーによって転送が終了した場合および DEビット（ビット 0）、

DMAORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転送を終了させた場合に

は、HEビットはセットされません。また、HEビットに 1がセットされて

から NMI割り込み、アドレスエラーによって転送が終了した場合および DE

ビット（ビット 0）、DMAORの DMEビット（ビット 0）をクリアして転

送を終了させた場合、HEビットはセットされたままとなります。HEビッ

トのクリアは、HEビットの 1を読み出してから 0を書き込む必要がありま

す。ただし、HEビットをクリアしない場合は、常に 1を書き込んでくださ 

い。HEビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません。本ビット

は CHCR0～CHCR3でのみ有効となります。 

0：DMA転送中または DMA転送中断で、 

 TCR＞（転送前にセットした TCR）÷2 

［クリア条件］HEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：TCR＝（転送前にセットした TCR）÷2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 HIE 0 R/W ハーフエンドイネーブルビット 

転送回数が、転送開始前にセットした TCRの値が 1/2になった転送の読み

出しサイクルが終わった時点で、CPUに割り込み要求するかどうかを指定

します。HIEビットを 1にセットした場合、HEビットがセットされると

CPUに対し割り込みを要求します。TCRの値が 1/2の転送完了を確認する

には割り込み発生後に SYNCO命令を発行した後、転送先空間をダミーリ

ードしてください。リロードモード設定時は本ビットを 0に設定してくだ

さい。本ビットは CHCR0～CHCR3でのみ有効となります。 

0：ハーフエンド割り込みを禁止 

1：ハーフエンド割り込みを許可 

17 AM 0 R/W アクノリッジモード 

デュアルアドレスモードで、DACKをデータ読み出しサイクルで出力する

か、書き込みサイクルで出力するかを選択します。本ビットは CHCR0、

CHCR1でのみ有効です。 

0：読み出しサイクルで DACKを出力 

1：書き込みサイクルで DACKを出力 

16 AL 0 R/W アクノリッジレベル 

DACKおよび DTEND信号をハイアクティブにするかローアクティブにす

るかを指定します。本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。 

0：DACKおよび DTENDをローアクティブ出力 

1：DACKおよび DTENDをハイアクティブ出力 

15、14 DM[1:0] 00 R/W デスティネーションアドレスモード 

DMA転送先のアドレスの増減を指定します。 

00：デスティネーションアドレスは固定 

01：デスティネーションアドレスは増加 

 バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：デスティネーションアドレスは減少 

 バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13、12 SM[1:0] 00 R/W ソースアドレスモード 

DMA転送元のアドレスの増減を指定します。 

00：ソースアドレスは固定 

01：ソースアドレスは増加 

 バイト単位転送時は＋1 

ワード単位転送時は＋2 

ロングワード単位転送時は＋4 

16バイト単位転送時は＋16 

32バイト単位転送時は＋32 

10：ソースアドレスは減少 

 バイト単位転送時は－1 

ワード単位転送時は－2 

ロングワード単位転送時は－4 

16／32バイト単位転送時は設定禁止 

11：設定禁止 

11～8 RS[3:0] すべて 0 R/W リソースセレクト 

転送要求元を指定します。転送要求元の変更は、必ず DMAイネーブルビッ

ト（DE）が 0の状態で行ってください。 

0000：外部リクエスト、デュアルアドレスモード 

0100：オートリクエスト 

1000：内蔵周辺モジュールリクエスト 

 DMA拡張リソースセレクタ（DMARS0～2）で選択 

上記以外：設定禁止 

【注】外部リクエストの指定は CHCR0、CHCR1でのみ有効です。 

 CHCR2～CHCR5では外部リクエスト指定は設定禁止です。 

内蔵周辺モジュールリクエストの指定は CHCR0～CHCR5で有効

です。 

7 

6 

DL 

DS 

0 

0 

R/W 

R/W 

DREQレベル、DREQエッジセレクト 

DREQ入力の検出方法と、検出レベルを選択します。 

本ビットは CHCR0、CHCR1でのみ有効です。またチャネル 0、チャネル

1でも転送要求元を内蔵周辺モジュール、またはオートリクエストに指定し

た場合、本ビットは無効です。 

00：ローレベル検出 

01：立ち下がりエッジ検出 

10：ハイレベル検出 

11：立ち上がりエッジ検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 TB 0 R/W トランスファバスモード 

DMA転送のバスモードを選択します。 

0：サイクルスチールモード 

1：バーストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストを設定したときはサイクルスチールモード

としてください。 

4、3 TS[1:0] 00 R/W DMA転送サイズ指定ビット 

TS[2]（ビット 20）の説明を御参照ください。 

2 IE 0 R/W インタラプトイネーブル 

DMA最終転送時に CPUに割り込み要求するかどうかを指定します。 

IEビットを 1にセットした場合、TEビットがセットされ DMA最終転送の

読み出しサイクルが終わった時に、CPUに対し割り込み（DMINT）を要求

します。最終転送完了を確認するには割り込み発生後に SYNCO命令を発

行した後、転送先空間をダミーリードしてください。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

1 TE 0 R/(W)* トランスファエンドフラグ 

DMAトランスファカウントレジスタ（TCR）の値が 0になり（DMA最終

転送の実行を開始するとき）、TEビットは 1にセットされます。TCRが 0

にならないときに、NMI割り込み、DMAアドレスエラーによって転送が終

了した場合、および DEビット、DMAオペレーションレジスタ（DMAOR）

の DMEビットをクリアして転送を終了させた場合には、TEビットはセッ

トされません。TEビットをクリアするには、TEビットの 1を読み出して

から 0を書き込みます。ただし、TEビットをクリアしない場合は、常に 1

を書き込んでください。TEビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与

えません。 

TEビットがセットされていると、DEビットを 1にしていても転送は許可

されません。 

0：DMA転送中または DMA転送の転送中断 

［クリア条件］TEビットの 1読み出し後、0書き込み 

1：TCR＝0（DMA最終転送中または DMA転送終了） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 DE 0 R/W DMAイネーブル 

DMA転送を許可または禁止します。オートリクエストモードでは、DEビ

ットおよび DMAORの DMEビットを 1にセットすると転送を開始します。 

ただし、TEビット、DMAORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0で

あることが必要です。外部リクエスト、周辺モジュールリクエストでは、

DEビットと DMEビットを 1にセットした後で、さらに該当デバイスまた

は該当周辺モジュールから DMA転送要求があると転送を開始します。ただ

し、この場合にもオートリクエストモードと同じく、TEビット、NMIFビ

ット、AEビットのすべてが 0であることが必要です。DEビットを 0にク

リアすると、転送を中断することができます。 

内蔵周辺モジュールリクエスト設定時に DEビットを 0にクリアし、転送

を中断するときは、該当周辺モジュールからの DMA転送要求がクリアされ

ているときに行ってください。 

0：DMA転送を禁止 

1：DMA転送を許可 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 

 

12.3.8 DMAオペレーションレジスタ 0（DMAOR0） 

DMAORは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタで、DMA転送時のチャネルの優先順位を指定しま 

す。また、DMAの転送状態（ステータス）も示します。 

DMAOR0はチャネル 0～5の共通レジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0

CMS[1:0] PR[1:0]

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R/W R/W R R R R R R/(W)*R/(W)* R/W

AE NMIF DME

ビット：

初期値：

R/W：

【注】  *   フラグをクリアするための0ライトのみ可能です。  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 CMS[1:0] 00 R/W サイクルスチールモードセレクト 

サイクルスチールモード時に通常モードとインタミッテントモードを選択しま

す。インタミッテントモードを有効にするためには、DMAOR0に対応する全チ

ャネル（チャネル 0～5）のバスモードがサイクルスチールモードであることが

必要です。 

00：通常モード 

01：設定禁止 

10：インタミッテントモード 16  

 外部バスクロック 16クロックに 1回 DMA転送を実行 

11：インタミッテントモード 64 

 外部バスクロック 64クロックに 1回 DMA転送を実行 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PR[1:0] 00 R/W プライオリティーモード 

同時に複数のチャネルに転送要求があった場合に、実行するチャネルの優先順位

を決定するビットです。 

00：CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5   （DMAOR0） 

01：CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5   （DMAOR0） 

10：設定禁止 

11：CH0～CH5のラウンドロビンモード  （DMAOR0） 

ラウンドロビンモードを指定した場合、DMAOR0に対応する全チャネル（チャ

ネル 0～5）でサイクルスチールモードとバーストモードの混在はできません。 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 AE 0 R/(W)* アドレスエラーフラグ 

DMA転送中にアドレスエラーが発生したことを示すフラグです。 

本ビットは、以下の条件でセットされます。 

• SARまたは DARに設定された値が転送サイズ境界と不一致の場合 

• 転送元または転送先が無効空間の場合 

• 転送元または転送先がモジュールストップ中の場合 

DMAOR0の AEビットがセットされると、DMAOR0に対応するチャネル（チャ

ネル 0～5）の CHCR0～5の DEビットと DMAOR0の DMEビットを 1にセッ

トしても、チャネル 0～5の DMA転送は許可されません。 

0：DMACによるアドレスエラーなし 

［クリア条件］AEビットの 1読み出し後、0書き込み（ただし、AEビットを

クリアしない場合は、常に 1を書き込んでください。AEビッ

トへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません）。 

1：DMA転送中にアドレスエラー発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 NMIF 0 R/(W)* NMIフラグ 

NMI割り込みが発生したことを示すフラグです。NMIFビットがセットされると、

CHCRの DEビットと DMAORの DMEビットを 1にセットしても、DMA転送

は許可されません。 

NMIが入力されたとき、少なくとも実行中の DMA転送の 1転送単位までは行わ

れます。DMACが動作していないときに NMI割り込みが入力されても、NMIF

ビットは 1にセットされます。 

NMIが入力されたとき、DMA転送は停止します。NMI割り込み復帰後は全チャ

ネルの再設定をした後、転送を開始してください。 

0：NMI割り込みなし 

［クリア条件］NMIFビットの 1読み出し後、0書き込み（ただし、NMIFビ

ットをクリアしない場合は、常に 1を書き込んでください。

NMIFビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えませ

ん）。 

1：NMI割り込み発生 

0 DME 0 R/W DMAマスタイネーブル 

DRMOR0に対応する全チャネル（チャネル 0～5）の DMA転送を許可または禁

止します。DMEビットおよび CHCRの DEビットを 1にセットすると、DMA

転送が許可されます。ただし転送を行うチャネルの CHCRにある TEビットとチ

ャネルに対応する DMAORの NMIFビット、AEビットのすべてが 0であること

が必要です。DMEビットを 0にクリアすると DRMOR0に対応する全チャネル

（チャネル 0～5）の DMA転送が中断されます。 

DMAORに対応するチャネルのいずれかで、内蔵モジュールリクエストを設定し

ているときに DMEビットを 0にクリアし DMA転送を中断する場合は、該当周

辺モジュールからの DMA転送要求がクリアされているときに行ってください。 

0：チャネル 0～5の DMA転送を禁止（DRMOR0） 

1：チャネル 0～5の DMA転送を許可（DRMOR0） 

【注】 * フラグをクリアするための 0ライトのみ可能です。 
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12.3.9 DMA拡張リソースセレクタ 0～2（DMARS0～DMARS2） 
 

• DMARS0 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C1MID[5:0] C1RID[1:0] C0MID[5:0] C0RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

• DMARS1 
15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C3MID[5:0] C3RID[1:0] C2MID[5:0] C2RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

•  DMARS2 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

C5MID[5:0] C5RID[1:0] C4MID[5:0] C4RID[1:0]

ビット：

初期値：

R/W：  
 

DMARSは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。DMARS0はチャネル 0および 1、DMARS1は

チャネル 2および 3、DMARS2はチャネル 4および 5の周辺モジュールからの DMA転送要求元を設定します。

本レジスタで、SCIF0、SCIF1、SCIF2、USB、FLCTL、SRCの転送要求を設定できます。 

表 12.4以外のMID／RIDを設定したときの動作は保証できません。DMARSレジスタからの転送要求は、CHCR0

～CHCR5レジスタのリソースセレクトビット（RS[3:0]）＝B'1000に設定したときのみ有効です。B'1000以外の

場合は、DMARSを設定しても転送要求元として受け付けられません。また、一つの周辺モジュールの転送要求を

DMACの複数のチャネルのリソースにして割り当てを行わないでください。割り当てを行った場合の動作の保証

はできません。 
 

• DMARS0の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C1MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 1転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

9、8 C1RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 1転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 

7～2 C0MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 0転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

1、0 C0RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 0転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 
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• DMARS1の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C3MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 3転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

9、8 C3RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 3転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 

7～2 C2MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 2転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

1、0 C2RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 2転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 

 

• DMARS2の設定 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 C5MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 5転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

9、8 C5RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 5転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 

7～2 C4MID[5:0] すべて 0 R/W DMAチャネル 4転送要求元モジュール ID[5:0]（MID） 

表 12.4参照 

1、0 C4RID[1:0] 00 R/W DMAチャネル 4転送要求元レジスタ ID[1:0]（RID） 

表 12.4参照 
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表 12.4 転送要求元一覧 

周辺モジュール 1チャネル分の設定値 

（MID＋RID） 

MID RID 機  能 

SCIF0 H'21 B'00 1000 B'01 送信 

 H'22  B'10 受信 

SCIF1 H'29 B'00 1010 B'01 送信 

 H'2A  B'10 受信 

SCIF2 H'41 B'01 0000 B'01 送信 

 H'42  B'10 受信 

USB H'45 B'01 0001 B'01 送信 

 H'46  B'10 受信 

FLCTL H'83 B'10 0000 B'11 データ部送受信 

 H'87 B'10 0001 B'11 管理コード部送受信 

SRC H'C1 B'11 0000 B'01 SRCODからのデータ転送 

 H'C2  B'10 SRCIDへのデータ転送 
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12.4 動作説明 
DMACは DMA転送要求があると決められたチャネルの優先順位に従って転送を開始し、転送終了条件が満た

されると転送を終了します。転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエスト

の 3種類のモードがあります。バスモードは、バーストモードとサイクルスチールモードを選択することができ

ます。 
 

12.4.1 DMA転送要求 

DMA転送要求はデータの転送元または転送先に発生させるのが基本的な使い方ですが、転送元でも転送先でも

ない外部デバイスや内蔵周辺モジュールに発生させる使い方もできます。 

転送要求にはオートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストの 3種類があります。転送

要求の選択は DMAチャネルごとに CHCRの RS[3:0]ビットおよび DMARS0～DMARS2レジスタによって行いま

す。 
 

（1） オートリクエストモード 

オートリクエストモードはメモリ同士の転送や、転送要求を発生できない内蔵周辺モジュールとメモリ転送の

ように、転送要求信号が外部から来ない場合に、DMAC内部で自動的に転送要求信号を発生するモードです。DMA

チャネルごとに CHCRの DEビットおよびチャネル 0～5共通の DMAOR0の DMEビットを 1にセットすると転

送が開始されます。ただしチャネル 0～5では DMAOR0の AEビット、NMIFビットがすべて 0である必要があり

ます。 
 

（2） 外部リクエストモード 

外部リクエストモードは、LSIの外部デバイスからの転送要求信号（DREQ0、DREQ1）によって転送を開始さ

せるモードです。DMAチャネル 0、1のみ有効です。表 12.5に外部リクエストモードの設定を示します。DMA

転送が許可されているとき（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）に DREQが入力されると DMA転送

が開始されます。 
 

表 12.5 RSビットによる外部リクエストモードの設定 

CHCR 

RS3 RS2 RS1 RS0 

アドレスモード 転送元 転送先 

0 0 0 0 デュアルアドレスモード 任意 任意 

 

DREQをエッジで検出するかレベルで検出するかは、表 12.6に示す CHCR0、CHCR1の DREQレベル（DL）

ビットと DREQエッジセレクト（DS）ビットで選択します。転送要求元は必ずしもデータの転送元か転送先であ

る必要はありません。 
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表 12.6 DL、DSビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 

DL DS 

外部リクエスト検出方法 

0 0 ローレベル検出 （初期値DREQ） 

 1 立ち下がり検出  

1 0 ハイレベル検出  

 1 立ち上がり検出  

 

DREQが受け付けられると DREQ端子は要求受け付け不可能状態となります。受け付けた DREQに対するアク

ノリッジ DACKを出力した後、再び DREQ端子は要求を受け付けることが可能になります。 

DREQをレベル検出で使う場合、DACKを出力して次の DREQを検出するタイミングによって、リクエストと

同じ回数の転送を実行して中断する場合（オーバラン 0）と、リクエストより 1つ多い回数の転送を実行して中断

する場合（オーバラン 1）があります。オーバランを 0にするか 1にするかは、CHCRの DOビットで選択します。 
 

表 12.7 DOビットによる外部リクエスト検出の選択 

CHCR 

DO 

外部リクエスト 

0 オーバラン 0 （初期値） 

1 オーバラン 1  

 

（3） 内蔵周辺モジュールリクエストモード 

内蔵周辺モジュールリクエストモードでは、内蔵周辺モジュールからの DMA転送要求信号によって転送が実 

行されます。DMA転送要求信号は、DMARS0～DMARS2にて設定する SCIF0、SCIF1、SCIF2、USB、FLCTL、

SRCからの送信データエンプティ転送要求と受信データフル転送要求があります。内蔵周辺モジュールリクエス

トモード選択時に、DMA転送許可状態（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）であると、転送要求信号

によって転送が実行されます。 

転送要求を SCIF0の送信データエンプティ転送要求に設定した場合、転送先を当該 SCIF0のトランスミットデ

ータレジスタとする必要があります。同様に転送要求を SCIF0の受信データフル転送要求に設定した場合、転送

元を当該 SCIF0のレシーブデータレジスタとする必要があります。これらは SCIF1、SCIF2、USB、FLCTL、SRC

も同様です。 
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表 12.8 RS[3:0]ビットによる内蔵周辺モジュールリクエストモードの選択 

CHCR DMARS 

RS[3:0] MID RID

DMA転送 

要求元 

DMA転送要求信号 転送元 転送先 バス モード 

01 SCIF0送信部 TXI  

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR0 サイクル  

スチール 

001000 

10 SCIF0受信部 RXI（受信 FIFOデータフル） SCFRDR0 任意 サイクル  

スチール 

01 SCIF1送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR1 サイクル  

スチール 

001010 

10 SCIF1受信部 RXI（受信 FIFOデータフル） SCFRDR1 任意 サイクル  

スチール 

01 SCIF2送信部 TXI 

（送信 FIFOデータエンプティ）

任意 SCFTDR2 サイクル  

スチール 

010000 

10 SCIF2受信部 RXI（受信 FIFOデータフル） SCFTDR2 任意 サイクル  

スチール 

USB送信部* 送信データエンプティ要求 任意 USB 

D1FIFO 

サイクル  

スチール 

01 

USB受信部* 受信データフル要求 USB 

D1FIFO 

任意 サイクル  

スチール 

USB送信部* 送信データエンプティ要求 任意 USB 

D0FIFO 

サイクル  

スチール 

010001 

10 

USB受信部* 受信データフル要求 USB 

D0FIFO 

任意 サイクル  

スチール 

FLCTL 

データ部送信

送信 FIFOデータエンプティ要求 任意 FLDTFIFO サイクル  

スチール 

100000 11 

FLCTL 

データ部受信

受信 FIFOデータフル要求 FLDTFIFO 任意 サイクル  

スチール 

FLCTL管理 

コード部送信

送信 FIFOデータエンプティ要求 任意 FLECFIFO サイクル  

スチール 

100001 11 

FLCTL管理 

コード部受信

受信 FIFOデータフル要求 FLECFIFO 任意 サイクル  

スチール 

01 SRC SRCOD SRCOD FIFOデータフル要求 SRC 任意 サイクル  

スチール 

1000 

110000 

10 SRC SRCID SRCID FIFOデータエンプティ 

要求 

任意 SRC サイクル  

スチール 

【注】 * USBの送信部／受信部の選択は USBの設定により決まります。 
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12.4.2 チャネルの優先順位 

DMACは、同時に複数のチャネルに対して転送要求があった場合には、決められた優先順位に従って転送を行

います。チャネルの優先順位は固定、ラウンドロビンの 2種類のモードから選択できます。モードの選択は

DMAOR0（チャネル 0～5）の PR[1:0]ビットにより行います。 
 

（1） 固定モード 

固定モードではチャネルの優先順位は変化しません。 

固定モードには以下に示す 2種類があります。 

• チャネル0～5 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

CH0＞CH2＞CH3＞CH1＞CH4＞CH5 

これらの選択は DMAOR0の PR[1:0]ビットにより行います。 
 

（2） ラウンドロビンモード 

ラウンドロビンモードでは、1つのチャネルで、1転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、また

は 32バイト単位）の転送が終了するごとにそのチャネルの優先順位が一番低くなるように優先順位を変更します。

この動作を図 12.2に示します。なおリセット直後のラウンドロビンモードの優先順位は、CH0＞CH1＞CH2＞CH3

＞CH4＞CH5です。 

ラウンドロビンモードを指定した場合、DMAOR0に対応する全チャネル（チャネル 0～5）でサイクルスチール

モードとバーストモードの混在はできません。 
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CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0    

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH2＞CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5  

CH3＞CH4＞CH5＞CH0＞CH1＞CH2 

CH0＞CH1＞CH2＞CH3＞CH4＞CH5 

（1）チャネル0を転送した場合

初期優先順位

初期優先順位

初期優先順位

初期優先順位

転送後の優先順位

優先順位の変更なし。

チャネル2の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル2より優先順位の高かった
チャネル0、1の優先順位もシフトする。
その直後にチャネル5にのみ転送要求があっ
た場合、チャネル5の優先順位を一番低く
すると同時に、チャネル5より優先順位の
高かったチャネル3、4の優先順位も低くす
る。

チャネル1の優先順位を一番低くすると同
時に、チャネル1より優先順位の高かった
チャネル0の優先順位もシフトする。

チャネル0の優先順位を一番低くする。

転送後の優先順位

転送後の優先順位

転送後の優先順位

チャネル5にのみ転送
要求があった場合の転
送後の優先順位

（2）チャネル1を転送した場合

（3）チャネル2を転送した場合

（4）チャネル5を転送した場合

 

図 12.2 ラウンドロビンモード（例：チャネル 0～5） 



 

12. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  12-27 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

図 12.3にチャネル 0とチャネル 3に同時に転送要求が発生し、チャネル 0の転送中にチャネル 1の転送要求が

発生した場合のチャネルの優先順位の変化を示します。この場合の DMACの動作は以下のようになります。 

1. チャネル0とチャネル3に同時に転送要求が発生します。 

2. チャネル0のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル0の転送を開始します。（チャネル3は転送

待ち） 

3. チャネル0の転送中にチャネル1に転送要求が発生します（チャネル1とチャネル3は転送待ち）。 

4. チャネル0の転送を終了すると、チャネル0の優先順位を一番低くします。 

5. この時点でチャネル1のほうがチャネル3より優先順位が高いので、チャネル1の転送を開始します（チャネル

3は転送待ち）。 

6. チャネル1の転送を終了すると、チャネル1の優先順位を一番低くします。 

7. チャネル3の転送を開始します。 

8. チャネル3の転送を終了すると、チャネル3の優先順位が一番低くなるように、チャネル3と一緒にチャネル2

の優先順位を低くします。 

 

転送要求 待ちチャネル DMAC動作 チャネル優先順位

（1）チャネル0、3に発生

（3）チャネル1に発生

0＞1＞2＞3＞4＞5（2）チャネル0転送開始

（4）チャネル0転送終了

（5）チャネル1転送開始

（6）チャネル1転送終了

（7）チャネル3転送開始

（8）チャネル3転送終了

1＞2＞3＞4＞5＞0

2＞3＞4＞5＞0＞1

4＞5＞0＞1＞2＞3

優先順位変更

優先順位変更

優先順位変更なし

3

3

1、3

 

図 12.3 ラウンドロビンモードでのチャネル優先順位（例：チャネル 0～5） 
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12.4.3 DMA転送の種類 

表 12.8に DMACがサポートできる転送を示します。具体的な転送動作タイミングは、バスモードによって違 

います。バスモードは、サイクルスチールモードとバーストモードがあります。 
 

（1） デュアルアドレスモード 

デュアルアドレスモードは、転送元と転送先をともにアドレスによってアクセスする場合に使うモードです。

転送元と転送先は外部でも内部でもかまいません。このモードでは、DMACは、読み出しサイクルで転送元を、

書き込みサイクルで転送先をアクセスし、2つのバスサイクルで転送を行います。このとき、転送データは一時的

に DMACに格納されます。たとえば、図 12.4のような外部メモリ同士の転送では、読み出しサイクルで一方の

外部メモリからデータが DMACに読み出され、続く書き込みサイクルでそのデータがもう一方の外部メモリに書

き込まれます。 

データ
バッファ

ア
ド
レ
ス
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

ア
ド
レ
ス
バ
ス

デ
ー
タ
バ
ス

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

メモリ

転送元モジュール

転送先モジュール

SAR

DAR

データ
バッファ

SAR

DAR

SARの値をアドレスとし、転送元モジュールからデータを読み込み、DMAC内部
に一時格納する。

1回目のバスサイクル

2回目のバスサイクル

DARの値をアドレスとし、DMAC内に格納したデータバッファの値を転送先のモ
ジュールに書き込む。

DMAC

DMAC

 

図 12.4 デュアルアドレスモードのデータフロー 
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転送要求は、オートリクエスト、外部リクエスト、内蔵周辺モジュールリクエストのいずれでも可能です。デ

ュアルアドレスモードでは、DACKはリードサイクルあるいはライトサイクルに出力可能です。リードサイクル

とライトサイクルのどちらに出力するかはチャネルコントロールレジスタ（CHCR）によって設定可能です。 

図 12.5にデュアルアドレスモードでの DMA転送タイミング例を示します。 

CLKOUT

A25～A0

【注】 外部メモリ空間→外部メモリ空間、読み出しサイクルにDACK 出力の場合
 DACKは、CSnと同じタイミングで出力されます。

D31～D0

WEn

RD

DACKn
（アクティブロー）

CSn

転送元アドレス 転送先アドレス

データ読み出し
サイクル

データ読み出し
サイクル

（1回目） （2回目）

 

図 12.5 デュアルモードの DMA転送タイミング例（転送元：通常メモリ、転送先：通常メモリ） 

（2） バスモード 

バスモードにはサイクルスチールモードとバーストモードがあります。モードの選択はチャネルコントロール

レジスタ（CHCR）の TBビットによって行います。 
 

（a） サイクルスチールモード 

• 通常モード1（LCKN＝0、TB＝0） 

サイクルスチールの通常モード1では、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワード、16バイト、 

または32バイト単位）の転送を終了するたびにSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡します。その後転送 

要求があれば、次の転送要求を発行し、再び1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたSHwyバス 

のバス権を他のバスマスタに渡します。これを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。 

図12.6にサイクルスチール通常モード1でのDMA転送タイミング例を示します。 
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CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み  

図 12.6 サイクルスチール通常モード 1の DMA転送例（DREQローレベル検出） 

• 通常モード2（LCKN＝1、TB＝0） 

サイクルスチールの通常モード2では、DMACはSHwyバスのバス権の確保は行わず1転送単位の読み出しサイ

クル、書き込みサイクルごとにSHwyバスのバス権を取りに行く転送です。 

図12.7にサイクルスチールモード2でのDMA転送タイミング例を示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

バス権をいったんCPUに返す

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

CPU CPU

 

図 12.7 サイクルスチール通常モード 2の DMA転送例（DREQローレベル検出） 

• インタミッテントモード16、インタミッテントモード64（LCKN＝0または1、TB＝0） 

サイクルスチールのインタミッテントモードでは、DMACは一回の転送単位（バイト、ワード、ロングワー

ド、16バイト、または32バイト単位）の転送を終了するたびにSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡しま

す。その後転送要求があれば、Bckで16クロックまたは64クロック待った後に、次の転送要求を発行し、再

び1転送単位の転送を行い、その転送を終了するとまたSHwyバスのバス権を他のバスマスタに渡します。こ

れを転送終了条件が満たされるまで繰り返します。このためDMA転送によるバス占有割合をサイクルスチー

ル通常モード1、通常モード2に比べ、低く抑えることが可能です。 

DMACが再び次の転送要求を発行するときに、キャッシュミスによるエントリの更新などが行われていると

きなどは、DMA転送がさらに待たされる場合があります。 

インタミッテントモードは、DMAOR0に対応する全チャネル（チャネル0～5）のバスモードがサイクルスチ

ールモードであることが必要です。 

図12.8にサイクルスチールインタミッテントモードでのDMA転送タイミング例を示します。 
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CPU CPU CPU DMAC DMAC CPU DMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

読み出し／書き込み 読み出し／書き込み

CPU

16または64Bck以上
（CPUバス使用状態によって変わります）

 

図 12.8 サイクルスチールインタミッテントモードの DMA転送例（DREQローレベル検出） 

（b） バーストモード（LCKN＝0、TB＝1） 

バーストモードでは DMACは一度 SHwyバスのバス権を取ると、転送終了条件が満たされるまで SHwyバスの

バス権を解放せずに転送を続けます。ただし、外部リクエストモードで、DREQをレベルで検出する場合には、

DREQがアクティブなレベルでなくなると、転送終了条件が満たされていなくても、すでに要求を受け付けたDMA 

転送要求を終了後に他のバスマスタに SHwyバスのバス権を渡します。 

バーストモードは、内蔵周辺モジュールが転送要求元となっている場合には使用できません。 

図 12.9にバーストモードでの DMA転送タイミングを示します。 

CPU CPU CPU DMAC DMAC DMACDMAC DMAC CPU

DREQ

SHwyバスサイクル

読み出し 書き込み 読み出し 書き込み 読み出し 書き込み

DMAC

 

図 12.9 バーストモードでの DMA転送例（DREQローレベル検出） 

（3） DMA転送区間 

表 12.9にオートリクエストでの DMA転送区間、表 12.10に外部リクエストでの DMA転送区間、表 12.11に

周辺リクエストでの DMA転送区間を示します。 
 

表 12.9 オートリクエストでの DMA転送区間 

転送先 転送元 

MCU空間 内蔵周辺  

モジュール* 

ILメモリ 

MCU空間 〇 〇 〇 

内蔵周辺モジュール* 〇 〇 〇 

ILメモリ 〇 〇 〇 

【記号説明】 〇：転送可能 

【注】 * 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 



 

12. ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC） 

12-32  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

表 12.10 外部リクエストでの DMA転送区間*2 

転送先 転送元 

MCU空間 内蔵周辺  

モジュール*1 

ILメモリ 

MCU空間 〇 〇 〇 

内蔵周辺モジュール*1 〇 〇 〇 

ILメモリ 〇 〇 〇 

【記号説明】 〇：転送可能、×：転送不可 

【注】 *1 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 *2 外部リクエストはチャネル 0、1のみです。 

 

表 12.11 周辺リクエストでの DMA転送区間*2、*3 

転送先 転送元 

MCU空間 内蔵周辺 

モジュール*1 

ILメモリ 

MCU空間 × 〇 × 

内蔵周辺モジュール*1 〇 〇 〇 

ILメモリ × 〇 × 

【記号説明】 〇：転送可能、×：転送不可 

【注】 *1 転送元または転送先が周辺モジュールの場合、レジスタで許されるアクセスサイズ 

 *2 転送元または転送先は周辺リクエストの要求レジスタである必要があります。 

 *3 サイクルスチールモードのみ設定可能です。 

 

（4） バスモードとチャネルの優先順位 

優先順位固定モード（CH0＞CH1）において、チャネル 1がバーストモード転送中でも、それより優先順位の高

いチャネル 0に転送要求が発生すると、ただちにチャネル 0の転送を開始します。 

このとき、チャネル 0もバーストモードの場合は、優先順位の高いチャネル 0の転送がすべて終了してから、

チャネル 1の転送を継続します。 

また、チャネル 0がサイクルスチールモードの場合、まず優先順位の高いチャネル 0が 1転送単位の転送を行

った後、バス権を解放せずに連続してチャネル 1が転送されます。その後も、チャネル 0→チャネル 1→チャネル

0→チャネル 1というように交互に転送が行われます。つまり、バス状態は、サイクルスチールモード転送終了後

の CPUサイクルがバーストモード転送に置き換わった形になります（以後、バーストモードの優先実行と呼びま

す）。 

この例を図 12.10に示します。競合するバーストモードが複数チャネルある場合は、その中で一番優先順位の

高いチャネルが優先実行されます。 

DMA転送を複数チャネルで行う場合は、競合するすべてのバースト転送が終了するまで、バス権はバスマスタ

に解放しません。 
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DMA CH1
バーストモード

優先順位：
CH0：
CH1：

CH0＞CH1
サイクルスチールモード
バーストモード

DMA CH1
バーストモード

CH0転送要因

CH1転送要因

CPU DMA CH1 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH0 DMA CH1 DMA CH1 CPU

DMA CH0とCH1の
バーストモード 

 

図 12.10 複数チャネルが動作する場合のバス状態 

ラウンドロビンモードでは、図 12.3に示した仕様で優先順位が変化します。ただし、バスモードがサイクルス 

チールモードのチャネルとバーストモードのチャネルを混在することはできません。 
 

12.4.4 転送フロー 

DMAソースアドレスレジスタ（SAR）、DMAデスティネーションアドレスレジスタ（DAR）、DMAトラン

スファカウントレジスタ（TCR）、DMAチャネルコントロールレジスタ（CHCR）、DMAオペレーションレジ

スタ（DMAOR）、DMA拡張リソースセレクタ（DMARS）に目的の転送条件設定後、DMACは以下の順序でデ

ータを転送します。 

転送許可状態かどうか（DE＝1、DME＝1、TE＝0、AE＝0、NMIF＝0）をチェックします。 

転送許可状態で転送要求が発生すると 1転送単位のデータ（TS[2:0]の設定により決定）を転送します。オート

リクエストモードの場合は DEビットおよび DMEビットが 1にセットされると自動的に転送を開始します。 

1回の転送を行うごとに TCRの値を 1デクリメントします。具体的な転送フローは、アドレスモード、バスモ

ードにより異なります。 

指定された回数の転送を終える（TCRの値が 0になる）と、転送を正常に終了します。このとき CHCRの IE

ビットに 1がセットしてあれば、CPUに DEI割り込みを発生します。 

DMACによるアドレスエラーか NMI割り込みが発生した場合には、転送を中断します。また CHCRの DEビッ

トか DMAORの DMEビットが 0にされても転送を中断します。 

図 12.11に DMA転送のフローチャートを示します。 
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開始

初期設定
（SAR、DAR、TCR、CHCR、DMAOR、

SARB、DARB、TCRB、DMARS）

DE、DME＝1と
TE、AE、NMIF＝0?

No

No

No No

Yes

Yes

Yes

Yes

転送要求発生？

転送実行（1転送単位） ：
  TCR – 1→ TCR、SARおよびDARの更新
リロードモード実行時 ：
  TCRBL – 1 →TCRBL

No

Yes

No

No

No

No

No

SARB/DARBロード
TCRBH → TCRBLロード

TE＝1

転送終了正常終了

バスモード
DREQ検出方法
転送要求モード

*4

*3

*2

*1

*6

*5

*6

SARB/DARBロード
TCRB → TCRロード

*5 Yes

Yes

リロードモード?

TCRBL＝0?

DEI割り込み要求
（IE＝1のとき）

NMIF＝1、
AE＝1、DE＝0、または

DME＝0?

HIE＝0またはHE＝1?

TCR＝TCRB/2?

Yes

Yes

Yes

TCR＝0?

リピートモード?
NMIF＝1、 

AE＝1、DE＝0、または
DME＝0?

HE＝1、DEI割り込み要求
（HIE＝1）

【注】 *1 リピートモード実行時、HIE＝1 かつHE＝0 であれば、TE＝1 でも転送要求を受け付けます。
*2 オートリクエストの場合、NMIF＝0,AE＝0 かつ、TE＝0 もしくはTE＝1、HE＝0、HIE＝1
 （リピートモード時）で、DE、DME が1 にセットされると転送を開始します。
*3 バーストモードでDREQ がレベル検出(外部リクエスト)か、サイクルスチールモード
*4 バーストモードでDREQ がエッジ検出(外部リクエスト)か、バーストモードでオートリクエスト
*5 SAR およびDAR へのロードは、各モードの動作条件によって異なります。
*6 TCRBH はTCRB[23:16]をTCRBL はTCRB[7:0]をそれぞれ表しています。  

図 12.11 DMA転送フローチャート 
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12.4.5 リピートモード転送 

DMACのリピートモード転送を使用すると、DMA転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能と

なります。 

本機能をハーフエンド機能とセットで使用することで二重バッファ転送を仮想的に行うことが可能となります。 

本機能により以下の処理を効率的に行うことが可能となります。例として、外部メモリからデータを取り込み、

処理を行う場合について説明します。 

ここでは 40ワードのデータを取り込みごとに順次処理を行うことを仮定し、その際の処理を説明します。 
 

1.  DMACの設定 

SARに外部メモリのアドレスを設定します。 

DARに内部メモリのデータ格納領域のアドレスを設定します。 

TCRに80（H'50）を設定します。 

CHCRに以下の設定をします。 

  RPT（ビット27、26、25）＝B'010 ：リピートモード 

                   （デスティネーション側をリピート領域として使用） 

  HIE（ビット18）＝B'1：TCR/2の割り込み発生 

  DM（ビット15、14）＝B'01：DARは増加 

  SM（ビット13、12）＝B'00：SARは固定 

  IE（ビット2）＝B'1 ：割り込み許可 

  DE（ビット0）＝B'1：DMA転送許可 

  この他、TB、TSなど使用条件に合わせて設定。 

DMAORのCMS、PRを使用条件に合わせて設定し、DMEに1を設定します。 

2. 1.の設定によりDMA転送開始 

3. TCRが初期設定値の1/2になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しHE（ビット19）に1がセットされていることを確認し、DARに設定し

たアドレスから40ワード分のデータの処理を実行。 

4. TCRが0になり割り込み発生。 

割り込み処理にて、CHCRを読み出しTE（ビット1）に1がセットされていることを確認し、DARに設定した

アドレスから40を足したアドレスから40ワード分のデータの処理を実行。 

この際DMACでは、DARにDARBの値がコピーされ初期化されるとともに、TCRにもTCRBの値がコピーされ、

初期値80に戻ります。 

5. 以後、2.～3.がDME＝0もしくはDE＝0が設定されるか、NMI割り込みが発生するまで繰り返し実行されます。

つまり、本機能を使用することで、順次受け取るデータの格納バッファと信号処理用のデータバッファとを

交互に切り替えながら、逐次可能となります。 
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12.4.6 リロードモード転送 

DMACのリロードモード転送を使用すると、CHCRの RPT[2:0]ビットの設定により、TCRB[7:0]に設定した回

数の転送ごとに SARB/DARBに設定された値を SAR/DARに、TCRB[23:16]に設定された値を TCRB[7:0]に再設定

し、TCRが 0になるまで転送を再設定することなく繰り返し実行することが可能となります。本機能は、特定エ

リアを使ったデータ転送を繰り返し行う際に有効です。この動作を図 12.12に示します。 

DMAC
RPT[2:0]ビット

S
H

w
yバ
ス

CHCR

TCR

TCRB

SAR/DAR

SARB/DARB

リロード制御部

リロード信号

リロードカウンタ

転送カウンタ

転送要求

 

図 12.12 リロード機能図 

リロードモード実行時は、TCRBをリロードカウンタとして使用します。「12.3.6 DMAトランスファカウン 

トレジスタ B0～3（TCRB0～TCRB3）」を参照し、TCRBを設定してください。 
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12.4.7 DREQ端子のサンプリングタイミング 

各バスモードに対する DREQ入力のサンプリングタイミングを図 12.13、図 12.14、図 12.15、図 12.16に示し

ます。 

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

：不感帯  

図 12.13 サイクルスチールモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン0、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

1回目受け付け 2回目受け付け

CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン1、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

：不感帯  

図 12.14 サイクルスチールモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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バースト受け付け

CPU DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ
（立ち上がり）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

：不感帯  

図 12.15 バーストモード・エッジ検出時の DREQ入力検出タイミング例 

CPU DMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン0、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始

1回目受け付け 2回目受け付け

1回目受け付け 2回目受け付け 3回目受け付け

CPU DMAC DMAC

CLKOUT

DREQ
（オーバラン1、ハイレベル）

DACK
（ハイアクティブ）

バスサイクル

受け付け開始 受け付け開始

：不感帯  

図 12.16 バーストモード・レベル検出時の DREQ入力検出タイミング例 
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図 12.17に DTEND出力タイミングを示します。 

DMAC CPU CPU CPUDMAC

CLKOUT

DREQ

DACK

DTEND

バスサイクル

最終DMA転送

 

図 12.17 DMA転送終了信号タイミング（サイクルスチール・レベル検出） 

8ビット外部デバイスや 16ビット外部デバイスにロングワードアクセスしたり、8ビット外部デバイスにワー

ドアクセスをする場合、データをアライメントするため DACK出力および DTEND出力が分割したりされるので

注意してください。この例を図 12.18に示します。 

CLKOUT

CS

WEn

DACKn
（ローアクティブ）

RDY

RD

アドレス

データ

DTENDn 
（ローアクティブ）

T1 T2 Taw T1 T2

 DTENDはDMA転送の最終転送単位の間、アサートされます。
 転送単位が複数のバスサイクルに分割され、かつバスサイクル間でCSが
 ネゲートする場合、DTENDも分割されます。

【注】

 

図 12.18 通常メモリアクセス例（ノーウェイト、アイドルサイクル 1、 

16ビットデバイスへのロングワードアクセス） 
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12.5 使用上の注意 

本 DMACを使用する際は、以下のことに注意してください。 
 

12.5.1 モジュールストップについて 

本 DMAC動作中に、CPGのレジスタ設定によるモジュールストップを行わないでください。モジュールストッ

プさせた場合、動作中の転送内容は保証できません。 
 

12.5.2 アドレスエラーについて 

DMAアドレスエラーが発生した場合、下記手順を行った後、DMAORに対応する全チャネルの再設定してから

転送を開始してください。 

1. 下記モジュールへのダミーリード。 

• MCU：BCR（バスステートコントロールレジスタ）ダミーリード 

• INTC：INTC2B3（モジュール別割り込み要因レジスタ3）のダミーリード 

• ILメモリ：ILメモリのダミーリード 

• EtherC：EESR（EtherC/E-DMACステータスレジスタ）のダミーリード 

• USB：USBINTSTS0（USB割り込みステータス0レジスタ）のダミーリード 

2. SYNCO命令を発行。 

3. DMAアドレスエラーの発生したDMAORに対応する全チャネルの再設定。 

• DMAOR0のAEビットが1にセットされた場合はチャネル0～5の再設定をしてください。 

 

12.5.3 バーストモード転送時の注意 

バーストモード転送中は、そのチャネルの転送が完了するまで以下のことをしないでください。 

• スリープモードに遷移させないでください。 

• CPGのレジスタ設定によるモジュールストップを行わないでください。 

 

12.5.4 DACKの分割出力 

8ビット外部デバイスや 16ビット外部デバイスにロングワードアクセスしたり、8ビット外部デバイスにワー

ドアクセスなど、DMA転送単位が複数のバスサイクルに分割され場合、かつバスサイクル間で CSがネゲートす

る場合、データをアライメントするため CS同様に DACK出力も分割されるので注意してください。 
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12.5.5 DMACへの DMA転送禁止 

転送元、転送先に DMACレジスタを設定して DMA転送は行わないでください。 
 

12.5.6 NMI割り込みについて 

NMI割り込みが発生した場合、DMA転送は停止します。NMI割り込み復帰後は全チャネルの再設定をした後

送を開始してください。 
 

12.5.7 外部バス幅を超える DMA転送サイズにおける CSn出力の設定 

1回の DMA転送が複数のバスサイクルに分かれる場合*1、それらのバスサイクル間で CSnがネゲートされない

ように設定してください*2。設定の詳細は表 11.7～表 11.16を参照してください。 

CSnがネゲートされる設定をおこなった場合、DREQのサンプリングが正しく行われず、誤動作する可能性が

あります。 

【注】 *1 外部バス幅にバス幅より大きい DMA転送単位で転送を行う場合。 

  例：8、16、32ビットバス幅のエリアに 16、32バイト転送を行った場合、または、8、16ビットバス幅のエリア

 にロングワード（32ビット）転送を行った場合や 8ビットのエリアにワード（16ビット）転送を行った場合。 

 *2 バスサイクル間で CSnがネゲートされる場合、DACK出力もネゲートされます（DACKが分割されます）。 

 

12.5.8 DACKのアサートと DREQ検出について 

2回以上の DMA転送において、DREQレベル検出オーバラン 1および DREQエッジ検出の場合、それぞれの

DMA転送の間も DACKがアサートされ続けてしまう場合があります*。この場合、DMA転送が途中で停止状態

となり、正しく行われない可能性がありますので、下記のようにそれぞれの DMA転送の間にアイドルを 1サイ

クル以上挿入してください。 

転送元が SDRAM以外の外部メモリ空間で読み出しサイクルに DACKを出力する設定（CHCR.AM＝0）の場合 

1. CSnBCR.IWRRD[2:0]＝B'001～B'111 

（別空間リード－リードサイクル間アイドルを1サイクル以上挿入）（n＝0、3） 

2. CSnBCR.IWRRS[2:0]＝B'001～B'111 

（同一空間リード－リードサイクル間アイドルを1サイクル以上挿入）（n＝0、3） 

転送先が SDRAM以外の外部メモリ空間で書き込みサイクルに DACKを出力する設定（CHCR.AM＝1）の場合 

1. CSnBCR.IWW[2:0]＝B'001～B'111 

（ライト－リード／ライト－ライトサイクル間アイドルを1サイクル以上挿入）（n＝0、3） 

【注】 * 転送元が SDRAM以外の外部メモリ空間で読み出しサイクルに DACKを出力する設定の場合、または、転送先が

SDRAM以外の外部メモリ空間で書き込みサイクルに DACKを出力する設定の場合で、アイドルサイクルなしを設定

（CSnBCR.IWRRD、IWRRS、IWWに B'000を設定）した場合。転送元と転送先がともに SDRAM以外の外部メモリ

空間の場合は該当しません。 
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表 12.12に 1回の DMA転送におけるバスサイクル発生数とMCUのレジスタ設定を示します。本設定により、

複数のバスサイクルが発生した場合においても、CSnはネゲートされません。なお、下記設定において、転送元

または転送先のどちらか一方のみが SDRAM以外の外部メモリ空間の場合、2回以上の DMA転送の間も DACK

がアサートされ続けてしまうのを避けるため CSnBCR.IWRRD、CSnBCR.IWRRSまたは CSnBCR.IWWを B'001～

B'111に設定してください。この場合、16バイト転送では、12.5.7により複数のバスサイクルが発生し、かつそ

れらバスサイクルの間で CSnがネゲートされるため DREQのサンプリングが正しく行われず、誤動作する可能性

がありますので御注意ください。 

 

表 12.12 DMA転送におけるバスサイクル発生数と MCUレジスタ設定値の関係 

 

CSnがネゲートされない設定 バス幅 

[ビット] 

DMA転送の 

アクセスサイズ 

バスサイクル

発生数 CSnBCR.IWRRD,IWRRS 

または IWW 

CSnWCR.ADSおよび ADH 

バイト 1 任意 任意 

ワード 2 任意 B'000 

ロングワード 4 任意 B'000 

16バイト 16 B'000 B'000 

8 

32バイト 32 任意 B'000 

バイト 1 任意 任意 

ワード 1 任意 任意 

ロングワード 2 任意 B'000 

16バイト 8 B'000 B'000 

16 

32バイト 16 任意 B'000 

バイト 1 任意 任意 

ワード 1 任意 任意 

ロングワード 1 任意 任意 

16バイト 4 B'000 B'000 

32 

32バイト 8 任意 B'000 
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12.5.9 DMA転送要求の二重受け付け 

USB（送信）、USB（受信）、FLCTL（データ部送受信）、FLCTL（管理コード部送受信）、SRC（SRCODか

らのデータ転送）、SDHI（送信）、SDHI（受信）、または DREQ端子の何れかを転送要求元として*1DMACを

起動している場合は、スリープモードへの遷移、スリープモードからの復帰、当該 DMACチャネルの DEビット

*2のクリア、DMEビット*3のクリアを行わないで下さい。上記に違反した場合、1回の転送要求に対して 2回の

DMAC転送が発生することがあります。 

これを防ぐため、DMAC転送が終了したのを確認して（DMACトランスファエンド割り込みを待って）から、

スリープモードへの遷移、スリープモードからの復帰、当該 DMACチャネルの DEビット*2のクリア、DMEビッ

ト*3のクリアを行ってください。 

上記条件で DMACを起動している場合、アドレスエラー例外（AEビット*4をセットするような事象）、また

は NMI割り込み例外発生が発生すると、同様に、1回の転送要求に対して 2回の DMAC転送が発生することがあ

ります。 

【注】 *1 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～5（CHCR0～CHCR5）のビット 11～8 RS[3:0]ビット、および DMA拡張

リソースセレクタ 0～2（DMARS0～DMARS2）の設定により、転送要求元の指定を行います。 

 *2 DMAチャネルコントロールレジスタ 0～5（CHCR0～CHCR5）のビット 0 

 *3 DMAオペレーションレジスタ 0（DMAOR0）のビット 0 

 *4 DMAオペレーションレジスタ 0（DMAOR0）のビット 2 
 

12.5.10 DMACフラグビットのクリアについて 

DMAチャネルコントロールレジスタ CHCR0～CHCR5の HEビット、TEビット、および DMAオペレーション

レジスタ DMAOR0の AEビット、NMIFビットの各フラグが 1にセットされるタイミングで、CPUによる読み出

しを行うと、CPUには 0が返されますが、DMAC内部論理は CPUに 1を返したと認識することがあります。こ

のため、その後 CPUが当該フラグに 0を書き込むと、1読み出し後の 0書き込みの条件が成立し、当該フラグが

誤ってクリアされることがあります。 

これを回避するため、上記フラグのクリアを意図しない当該レジスタへの書き込みでは、当該フラグビットに 1

を書き込んでください（上記フラグビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません）。上記フラグのク

リアを意図する当該レジスタへの書き込みでのみ、当該フラグビットに 0を書き込んでください。 
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13. 割り込みコントローラ（INTC） 

割り込みコントローラ（INTC）は、割り込み要因の優先順位を判定し、CPU（SH-4A）への割り込み要求を制

御します。INTCには、各割り込みの優先順位を設定するためのレジスタがあり、ユーザがこのレジスタに設定し

た優先順位に従って割り込み要求を処理します。 

13.1 特長 

（1） SH-4互換仕様 

INTCには次のような特長があります。 

• 外部割り込みの割り込み優先順位を15レベル設定可能 

割り込み優先レベル設定レジスタにより、外部割り込みの優先順位を端子別に15レベルまで設定することが

できます。 

• NMIノイズキャンセル 

NMI端子の状態を示すNMI入力レベルビットを持っています。割り込み例外処理ルーチンでこのビットを読

み出すことにより端子状態を確認でき、ノイズキャンセラとして使用できます。 

• SR.BLビットが1にセットされたときのNMI要求のマスク 

SR.BLビットが1にセットされたとき、NMI要求をマスクするかどうかを選択できます。 

 

（2） SH-4Aで拡張される機能 

• SR.IMASKビットを受け付けた割り込みレベルに自動更新可能 

• 内蔵モジュール割り込みの優先順位は30レベル設定可能 

13本の割り込み優先レベル設定レジスタにより、内蔵モジュール割り込みの優先順位を要求別に30レベルま

で設定することができます。 

• ユーザモード割り込み禁止機能 

ユーザモードで動作中、ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK）に割り込みマスクレベ

ルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止することができます。 
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図 13.1に INTCのブロック図を示します。 

2

IRQ1、

NMI
入力

コントロール

16

GPIO ポート

PINT15
～PINT0 GPIO 割り込み

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

（割り込み要求）

バス
インタフェース

外部割り込み
優先順位判定
レベル1～15
の15 レベル

内蔵モジュール
割り込み

優先順位判定
レベル2～31
の30レベル

SR.IMASK

CPU 
例外処理

NMI

IRQ

INTPRI

USERIMASK.UIMASK

ICR0、ICR1

周辺
モジュール

【注】周辺モジュールとして割り込み要求を出力できるモジュールは、
 TMU、SCIF、VDC2、IIC、EtherC、G2D、SSI、ATAPI、USB、FLCTL、SRC、LCDCです。

【記号説明】
DMAC  ：ダイレクトメモリアクセスコントローラ
H-UDI  ：ユーザデバッグインタフェース
ICR0、ICR1  ：割り込みコントロールレジスタ0、1
INTPRI  ：優先順位設定レジスタ
INT2PRI0～INT2PRI12 ：優先順位設定レジスタ0～12 
INT2GPIC  ：GPIO 割り込み設定レジスタ 
SR.IMASK  ：ステータスレジスタのIMASK ビット 
USERIMASK.UIMASK  ：ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタのUIMASK ビット
WDT  ：ウォッチドッグタイマ

内蔵モジュール

DMAC

H-UDI

WDT

バス
インタフェース

INT2PRI0～
INT2PRI12

INT2GPIC
INTC

周
辺
バ
ス

比較器IRQ0

 

図 13.1 INTCのブロック図 
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13.1.1 割り込み方式 

割り込み発生時の基本的な例外処理の流れは次のようになります。 

例外処理では、プログラムカウンタ（PC）、ステータスレジスタ（SR）、汎用レジスタ 15（R15）の内容がそ

れぞれ退避プログラムカウンタ（SPC）、退避ステータスレジスタ（SSR）、退避ジェネラルレジスタ 15（SGR）

に退避され、ベクタアドレスに従って対応する例外処理ルーチンの実行を開始します。例外処理ルーチンとは、

ユーザによって、個々の例外の内容に応じて作成されたプログラムです。例外処理ルーチンを終了させ、元のプ

ログラムに戻るためには、例外処理からの復帰命令（RTE）を実行します。本命令によって、PCと SRの内容が

復帰し、例外などが発生した時点での通常処理ルーチンに戻ることができます。なお、SGRの内容は RTE命令で

は R15に書き戻されません。 

1. PC、SRおよびR15の内容がそれぞれSPC、SSRおよびSGRに退避されます。 

2. SRのブロックビット（BL）が1に設定されます。 

3. SRのモードビット（MD）が1に設定されます。 

4. SRのレジスタバンクビット（RB）が1に設定されます。 

5. リセット時、SRのFPUディスエーブルビット（FD）が0に設定されます。 

6. 例外コードは割り込み事象レジスタ（INTEVT）のビット13～0に書き込まれます。 

割り込み例外処理ルーチンの先頭番地ベクタベースレジスタ（VBR）＋H'600にジャンプします。 

7. 決められた例外処理のベクタアドレスに分岐して、例外処理ルーチンを開始します。 

 

13.1.2 INTCで想定する割り込み 

想定する割り込み種別の例を表 13.1に示します。INTCでは外部割り込み要因と内蔵モジュール割り込み要因

をサポートします。 

外部割り込み要因とは、外部端子からの入力による NMI、IRQ割り込みのことです。 

IRQ割り込みでは検出方法としてレベルのほか、立ち上がりエッジ、立ち下がりエッジも選択可能です。 
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表 13.1 想定する割り込み 

要   因 要因数 

（最大） 

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備   考 

NMI 1 － H'1C0  

H'240 IRQ0 

外部割り込み 

IRQ 2 INTPRI 

レジスタ設定値 H'280 IRQ1 

WDT 1 H'560 ITI 

TMU0 1 H'580 TUNI0 

TMU1 1 H'5A0 TUNI1 

H'5C0 TUNI2 TMU2 2 

H'5E0 TICPI2 

H-UDI 1 H'600 H-UDI 

LCDC 1 H'620 LCDCI 

H'640 DMINT0 

H'660 DMINT1 

H’680 DMINT2 

H'6A0 DMINT3 

DMAC 7（5/7） 

H'6C0 DMAE 

（ch0～ch5共通） 

H'700 ERI0 

H'720 RXI0 

H'740 BRI0 

SCIF0 4 

H'760 TXI0 

H'780 DMINT4 DMAC 7（2/7） 

H'7A0 DMINT5 

VDC2 1 H'860 VDCI 

IIC 1 H'8A0 IICI 

EtherC 1 H'920 EINT 

G2D 1 H'980 G2DI 

H'A00 SSIDMA0 

H'A20 SSICH0 

H'A40 SSICH1 

SSI_A 4 

H'A60 SSICH2 

H'AA0 SSIDMA1 

H'AC0 SSICH3 

H'AE0 SSICH4 

内蔵 

モジュール 

割り込み 

SSI_B 4 

INT2PRI0～

INT2PRI12 

レジスタ設定値 

H'B00 SSICH5 
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要   因 要因数 

（最大） 

優先順位 INTEVT 

（例外コード）

備   考 

H'B80 ERI1 

H'BA0 RXI1 

H'BC0 BRI1 

SCIF1 4 

H'BE0 TXI1 

ATAPI 1 H'C00 ATAI 

USB 1 H'C60 USBI 

H'D00 FLSTE 

H'D20 FLTEND 

H'D40 FLTRQ0 

FLCTL 4 

H'D60 FLTRQ1 

TMU3 1 H'E00 TUNI3 

TMU4 1 H'E20 TUNI4 

TMU5 1 H'E40 TUNI5 

H'E80 SRC OVF 

H'EA0 SRC IDEI 

SRC 3 

H'EC0 SRC ODFI 

H'F00 ERI2 

H'F20 RXI2 

H'F40 BRI2 

SCIF2 4 

H'F60 TXI2 

H'F80 CH0 

H'FA0 CH1 

H'FC0 CH2 

内蔵 

モジュール 

割り込み 

GPIO 4 

INT2PRI0～

INT2PRI12 

レジスタ設定値 

H'FE0 CH3 

【注】 *1 内蔵モジュール割り込みの要因で使用している略称 

 ITI ：WDTインターバルタイマ割り込み 

 TUNI0～TUNI5 ：TMUチャネル 0～5アンダフロー割り込み 

 TICPI2 ：TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み 

 DMINT0～DMINT5 ：DMAC チャネル 0～5転送終了割り込み 

 DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル 0～5共通） 

 ERI0、ERI1、ERI2 ：SCIFチャネル 0、1、2受信エラー割り込み 

 RXI0、RXI1、RXI2 ：SCIFチャネル 0、1、2受信データフル割り込み 

 BRI0、BRI1、BRI2 ：SCIFチャネル 0、1、2ブレーク割り込み要求 

 TXI0、TXI1、TXI2 ：SCIFチャネル 0、1、2送信データエンプティ割り込み 

 CH0 ：PINT0～PINT3端子からの GPIOチャネル 0割り込み 

 CH1 ：PINT4～PINT7端子からの GPIOチャネル 1割り込み 
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 CH2 ：PINT8～PINT11端子からの GPIOチャネル 2割り込み 

 CH3 ：PINT12～PINT15端子からの GPIOチャネル 3割り込み 

 

13.2 入出力端子 

表 13.2に端子構成を以下に示します。 
 

表 13.2 INTCの端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

NMI ノンマスカブル割り込み

入力端子 

入力 マスク不可能な割り込み要求信号入力 

IRQ1、IRQ0 外部割り込み入力端子 入力 IRQ1、IRQ0割り込み要求信号の入力 

IRQOUT 割り込み要求出力端子 出力 割り込み要求が発生したことを外部デバイスに通知する信号の出力 

PINT15～

PINT0 

ポート割り込み入力端子 入力 ポート割り込み要求信号入力 
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13.3 レジスタの説明 
表 13.3に INTCのレジスタ構成を示します。また、表 13.4に各処理モードにおけるレジスタの状態を示します。 

 

表 13.3 INTCのレジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'FFD0 0000 H'1FD0 0000 32 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'FFD0 001C H'1FD0 001C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FFD0 0010 H'1FD0 0010 32 

割り込み要因レジスタ INTREQ R/W H'FFD0 0024 H'1FD0 0024 32 

割り込みマスクレジスタ INTMSK R/W H'FFD0 0044 H'1FD0 0044 32 

割り込みマスククリアレジスタ INTMSKCLR R/W H'FFD0 0064 H'1FD0 0064 32 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/W H'FFD0 00C0 H'1FD0 00C0 32 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK R/W H'FFD3 0000 H'1FD3 0000 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 R/W H'FFD4 0000 H'1FD4 0000 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 R/W H'FFD4 0004 H'1FD4 0004 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 R/W H'FFD4 0008 H'1FD4 0008 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 R/W H'FFD4 000C H'1FD4 000C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 R/W H'FFD4 0010 H'1FD4 0010 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 R/W H'FFD4 0014 H'1FD4 0014 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 R/W H'FFD4 0018 H'1FD4 0018 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 R/W H'FFD4 001C H'1FD4 001C 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 R/W H'FFD4 00A0 H'1FD4 00A0 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 R/W H'FFD4 00A4 H'1FD4 00A4 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 R/W H'FFD4 00A8 H'1FD4 00A8 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 R/W H'FFD4 00AC H'1FD4 00AC 32 

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 R/W H'FFD4 00B0 H'1FD4 00B0 32 

割り込み要因レジスタ 0（マスク状態の影響なし） INT2A0 R H'FFD4 0030 H'1FD4 0030 32 

割り込み要因レジスタ 01 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A01 R H'FFD4 00C0 H'1FD4 00C0 32 

割り込み要因レジスタ 1（マスク状態の影響あり） INT2A1 R H'FFD4 0034 H'1FD4 0034 32 

割り込み要因レジスタ 11 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A11 R H'FFD4 00C4 H'1FD4 00C4 32 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKR R/W H'FFD4 0038 H'1FD4 0038 32 

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 R/W H'FFD4 00D0 H'1FD4 00D0 32 

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR W H'FFD4 003C H'1FD4 003C 32 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 W H'FFD4 00D4 H'1FD4 00D4 32 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

モジュール別割り込み要因レジスタ 0 INT2B0 R H'FFD4 0040 H'1FD4 0040 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 2 INT2B2 R H'FFD4 0048 H'1FD4 0048 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 3 INT2B3 R H'FFD4 004C H'1FD4 004C 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 4 INT2B4 R H'FFD4 0050 H'1FD4 0050 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 5 INT2B5 R H'FFD4 0054 H'1FD4 0054 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 6 INT2B6 R H'FFD4 0058 H'1FD4 0058 32 

モジュール別割り込み要因レジスタ 7 INT2B7 R H'FFD4 005C H'1FD4 005C 32 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC R/W H'FFD4 0090 H'1FD4 0090 32 

 

表 13.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオンリセット 

PRESET端子／

WDT/H-UDIによる 

スリープ 

SLEEP命令による 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 H'x000 0000 保持 

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ INTREQ H'0000 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ INTMSK H'FF00 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ INTMSKCLR H'0000 0000 保持 

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR H'x000 0000 保持 

ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ USERIMASK H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 H'0000 0000 保持 

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 H'0000 0000 保持 

割り込み要因レジスタ 0（マスク状態の影響なし） INT2A0 H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ 01（マスク状態の影響なし） INT2A01 H'xxxx xxxx 保持 

割り込み要因レジスタ 1（マスク状態の影響あり） INT2A1 H'0000 0000 保持 
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名   称 略称 パワーオンリセット 

PRESET端子／

WDT/H-UDIによる 

スリープ 

SLEEP命令による 

割り込み要因レジスタ 11（マスク状態の影響あり） INT2A11 H'0000 0000 保持 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKR H'FFFF FFFF 保持 

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 H'FFFF FFFF 保持 

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR H'0000 0000 保持 

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 H'0000 0000 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 0 INT2B0 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 2 INT2B2 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 3 INT2B3 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 4 INT2B4 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 5 INT2B5 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 6 INT2B6 H'xxxx xxxx 保持 

モジュール別割り込み要因レジスタ 7 INT2B7 H'xxxx xxxx 保持 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC H'0000 0000 保持 
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13.3.1 割り込みコントロールレジスタ 0（ICR0） 

ICR0は、NMI端子の入力信号検出モードを設定し、NMI端子入力されているレベルを示します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

NMIL MAI — — — — NMIB NMIE — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

NMI端子に入力されている信号のレベルが設定されます。 

このビットを読むことによって、NMI端子のレベルを知ることがで

きます。 

0：NMI端子にローレベルが入力されている 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている 

本ビットへの書き込みは無効です。 

30 MAI 0 R/W MAI割り込みマスク 

CPUの SR.BLビットにかかわらず、NMI端子の入力レベルが 

ローレベルの期間すべての割り込みをマスクするかどうかを指定

します。 

0：NMIがローレベルでも割り込み許可 

1：NMIがローレベルの期間、割り込み禁止 

29～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

25 NMIB 0 R/W NMIブロックモード 

CPUの SR.BLビットが 1のときに NMI割り込みを SR.BLビット

が 0になるまで保留するか、即時に検出するか選択します。 

0：SR.BL＝1のとき NMI割り込み要求を保留する（初期値） 

1：SR.BL＝1のとき NMI割り込みを保留しない 

【注】SR.BL＝1のままで割り込みを受け付けると、以前の例外情

報（SSR、SPC、SGR、INTEVT）は失われます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

24 NMIE 0 R/W NMIエッジセレクト 

NMI端子への割り込み要求信号を、立ち下がりエッジで検出する

か、立ち上がりエッジで検出するかを選択します。 

0：NMI入力の立ち下がりエッジで割り込み要求を検出（初期値） 

1：NMI入力の立ち上がりエッジで割り込み要求を検出 

23 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてく

ださい。 

22～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

 

13.3.2 割り込みコントロールレジスタ 1（ICR1） 

ICR1は、外部割り込み入力端子 IRQ1、IRQ0に対して、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、ローレベル、

ハイレベルの検出モードを端子ごとに指定する読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

IRQ0S IRQ1S

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 IRQ0S 00 R/W 

29、28 IRQ1S 00 R/W 

IRQnセンスセレクト 

IRQ1、IRQ0端子に対する割り込み信号を立ち下がりエッジ、立ち
上がりエッジ、ローレベル、ハイレベルのどれで検出するか選択し
ます。 

IRQnS IRQn割り込み要求検出方法 

00 割込み要求を IRQn入力の立ち下がりエッジで検出 

01 割込み要求を IRQn入力の立ち上がりエッジで検出 

10 割込み要求を IRQn入力のローレベルで検出 

11 割込み要求を IRQn入力のハイレベルで検出 

【注】n＝0、1 

27～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 
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【注】 IRQがレベル入力に設定されている場合（IRQnS[1]）、CPUが何らかの割り込みを受け付けるまで要因を保持します（IRQ

であるとは限りません）。これにより、SLEEPからの復帰時に、復帰前に割り込み要因が取り下げられた場合でも割り

込みハンドラに分岐することが保証されます。保持された割り込みは、該当する割り込みのマスクビット（割り込みマ

スクレジスタの IMビット）を 1にすることでクリアできます。 

 

13.3.3 割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI） 

INTPRIは、IRQ1、IRQ0割り込みの優先順位（レベル 15～0）を設定する読み出し／書き込み可能な 32ビット

のレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

IP0 IP1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 IP0 H'0 R/W IRQ0の独立した割り込み要求の優先順位 

27～24 IP1 H'0 R/W IRQ1の独立した割り込み要求の優先順位 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

 

各 4ビットのフィールドに H'F～H'1の値を設定して割り込み優先順位を定めてください。値が大きいほど優先

レベルが高くなります。 

また、H'0を設定した場合は割り込みがマスクされます。（初期値） 
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13.3.4 割り込み要因レジスタ（INTREQ） 

INTREQは、INTCにどの IRQn（n＝0、1）割り込みが要求されているかを示す読み出し、条件付き書き込み可

能な 32ビットのレジスタです。 

INTPRI、INTMSKによって割り込みがマスクされても本レジスタのビットは影響を受けません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

IR0 IR1

 
 

説   明 ビット ビット名 初期値 R/W 

エッジ検出時 

（ICR1.IRQnS＝00または 01） 

レベル検出時 

（ICR1.IRQnS＝10または 11） 

31 IR0 0 R/W 

30 IR1 0 R/W 

読み込み時 

0：対応する割り込み要求を検出してい

ません。 

1：対応する割り込みを要求検出しまし

た。 

書き込み時* 

0：1を読み出したビットに限り 0にク

リアされます。 

1：検出した割り込み要求を保持しま

す。 

読み込み時 

0：対応する割り込み端子がア

サートされていません。 

1：対応する割り込み端子がア

サートされ、まだ CPUが

受け付けていません。 

書き込みは無効です。 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 n＝0、1 

 * 0を読み出したビットには１を書き込むようにしてください。 
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13.3.5 割り込みマスクレジスタ（INTMSK） 

INTMSKは、IRQn（n＝0、1）割り込み要求ごとにマスクするかどうかを設定する読み出し、条件付き書き込

み可能な 32ビットのレジスタです。割り込みマスクを解除するには、INTMSKCLRレジスタの対応するビットに

1を書き込みます。本レジスタの各ビットに 0を書き込んでも、値は変化しません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

IM00 IM01

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IM00 1 R/W IRQ0の独立した割り込み要因

のマスク 

30 IM01 1 R/W IRQ1の独立した割り込み要因

のマスク 

29～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出され

ます。書き込む値も常に 0にし

てください。 

読み出し時 

0：割り込みを受け付ける 

1：割り込みをマスクする 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みをマスクする 
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13.3.6 割り込みマスククリアレジスタ（INTMSKCLR） 

INTMSKCLRは、IRQn（n＝0、1）割り込み要求ごとのマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットレ

ジスタです。読み出した値は保証しません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— — — — — — — — — — — — — — — —
W W W W W W W W W W W W W W W W

— — — — — — — — — — — — — — — —
W W W W W W W W W W W W W W W W

— — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

IC00 IC01

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 IC00 不定 W IRQ0の独立した割り込み要因

のマスククリア 

30 IC01 不定 W IRQ1の独立した割り込み要因

のマスククリア 

29～0 － すべて 

不定 

W リザーブビット 

書き込む値は常に 0にしてくだ

さい。 

読み出し時 

不定値を返します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可する） 
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13.3.7 NMIフラグコントロールレジスタ（NMIFCR） 

NMIFCRは、読み出し、一部条件付き書き込み可能な NMIフラグ（NMIFLビット）を持つ 32ビットレジスタ

です。NMIFLビットは、INTCにより NMIが検出されると自動的に 1にセットされます。NMIFLビットは 0を書

き込むことでクリアされます。 

NMIFLビットの値は CPUの NMI受理には影響を与えません。つまり、INTCにより検出された NMI要求は、

CPUに受け付けられることによりクリアされますが、NMIFLビットは自動的にクリアされません。また、NMI

要求がCPUに受け付けられるより前にNMIFLビットに 0を書き込んだ場合でも、NMI要求は取り消されません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

—

—

— — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

NMIL NMIFL

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 NMIL 不定 R NMI入力レベル 

0：NMI端子にローレベルが入力されている 

1：NMI端子にハイレベルが入力されている 

本ビットへの書き込みは無効です。 

30～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

16 NMIFL 0 R/W NMIフラグ（NMI割り込み要求信号検出） 

読み出し時 

1：NMIが検出された 

0：NMIが検出されていない 

書き込み時 

0：NMIフラグをクリア 

1：無効（1書き込みは無視されます） 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 
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13.3.8 ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタ（USERIMASK） 

USERIMASKは、受け付け可能な割り込みレベルを設定するための読み出し、一部条件付き書き込み可能な 32

ビットレジスタです。エリア 7アドレスにMMUのアドレス変換を使用してアクセスすることにより、本レジス

タはユーザモードでアクセス可能です。INTCのその他のレジスタとは異なる 64Kバイトページに配置されますの

で、本レジスタのみユーザモードでアクセス可能に設定できます。 

UIMASK設定値以下の割り込みレベルに設定された割り込みはマスクされます。H'Fを設定すると NMI以外の

全割り込みがマスクされます。 

UIMASK設定値より高い割り込みレベルに設定された割り込みは受け付けられますが、割り込みマスクレジス

タの対応する割り込みの割り込みマスクビットが 0（割り込み許可）であること、また SR.IMASKビットがその

割り込みレベルより低く設定されている場合のみ受け付けられます。 

また、割り込みが受け付けられても UIMASKの値は変化しません。 

パワーオンリセット時に H'0000 0000（全割り込み許可）に初期化されます。 

誤書き込みを防止するため、本レジスタへの書き込みは、ビット 31～24が H'A5のときのみ有効です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — —UIMASK

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － H'00 R/W リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

UIMASKビットに値を書き込むときは、本ビットは H'A5に設定し

てください（書き込んでください）。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

7～4 UIMASK H'0 R/W ユーザ割り込みマスクレベル 

UIMASK設定値以下のレベルの割り込みはマスクされます。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 
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（1） ユーザ割り込みマスクレベル設定レジスタの使用手順 

USERIMASKに割り込みマスクレベルを設定することにより、設定値以下のレベルの割り込みを禁止すること

ができます。本機能を用いることにより、ユーザモードで動作するデバイスドライバ等のタスク中で緊急度の高

い処理を行う際に、より緊急度の低い割り込みを禁止することで完了までの時間を短縮できます。 

USERIMASKは、INTCその他のレジスタとは異なる 64KB空間に配置されています。ユーザモードで本レジス

タをアクセスする場合は、MMUによるアドレス変換によりアクセスします。マルチタスク OSの場合、

USERIMASKにアクセスできるプロセスはMMUの記憶保護により管理してください。また、そのタスクを終了

する場合や他のタスクに切り替える場合は、必ず UIMASKビットを 0にクリアしてください。誤って UIMASK

ビットに 0以外の値を設定したままタスクを終了すると、その割り込みレベル以下の割り込みが禁止されたまま

となり、OSのタスク切り替えが行われなくなるなどの不具合を起こすことがあります。 

以下に使用手順の例を示します。 

1. 準備として、割り込みを以下（A）と（B）に分類し、（B）より（A）の割り込みレベルを高く設定する。 

（A）デバイスドライバ中で割り込み受付けされるべき割り込み 

 （OSで使用する割り込み;タイマ割り込み等） 

（B）デバイスドライバ中で割り込み禁止されるべき割り込み 

2. 割り込みを禁止したいデバイスドライバにのみUSERIMASKが存在するアドレス空間へのアクセスを許可す

るようにMMUを設定します。 

3. デバイスドライバに分岐する。 

4. ユーザモードで動作するデバイスドライバ中で、（B）の割り込みがマスクされるようにUIMASKビットを

設定する。 

5. デバイスドライバ中で緊急度の高い処理を行う。 

6. UIMASKビットを0にクリアし、デバイスドライバの処理から復帰する。 
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13.3.9 割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI12） 

割り込み優先順位設定レジスタ（INT2PRI0～INT2PRI12）は、内蔵モジュール割り込みの優先順位（レベル 31

～0）を設定します。 

INT2PRI0～INT2PRI12は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。リセット時は 0に初

期化されます。 

本レジスタでは、個々の割り込み要因を 5ビットで 32通り、30レベル（H'00と H'01は割り込み要求をマスク）

の優先レベルに割り付け設定することが可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — —

— — — — — —

 
 

割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI12レジスタの各ビットの対応を表 13.5に示します。 
 

表 13.5 割り込み要求元と INT2PRI0～INT2PRI12レジスタ 

ビット レジスタ 

28～24 20～16 12～8 4～0 

INT2PRI0 TMU0(TUNI0) TMU0(TUNI1) TMU0(TUNI2) TMU0(TICPI2) 

INT2PRI1 TMU1(TUNI3) TMU1(TUNI4) TMU1(TUNI5) リザーブ 

INT2PRI2 SCIF0 SCIF1 WDT リザーブ 

INT2PRI3 H-UDI DMAC リザーブ リザーブ 

INT2PRI4 リザーブ G2D SSI_A(SSIDMA0) SSI_A(SSICH0) 

INT2PRI5 SSI_A(SSICH1) SSI_A(SSICH2) リザーブ SSI_B 

INT2PRI6 ATAPI リザーブ FLCTL SRC（OVF） 

INT2PRI7 SCIF2 GPIO リザーブ リザーブ 

INT2PRI8 リザーブ SRC（ODFI） SRC（IDEI） リザーブ 

INT2PRI9 LCDC リザーブ リザーブ IIC 

INT2PRI10 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ 

INT2PRI11 リザーブ リザーブ リザーブ リザーブ 

INT2PRI12 VDC2 リザーブ USB EtherC 

【注】 大きい値ほど優先度が高くなります。なお、設定値 H'00と H'01は要求がマスクされていることと同じ状態です。 
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13.3.10 割り込み要因レジスタ 0（マスク状態の影響なし）（INT2A0） 

INT2A0は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。割り込

みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、該当ビットの要因表示を行いま

す（該当ビットの割り込みは行いません）。割り込みマスクレジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合

は、INT2A1レジスタを使用ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 — 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — —

— — — 0 — — —

— —

— — — — 0 — —

— —

— SRC

— —

—

— — — — —

ATAPI SSI_B — SSI_A 
CH2

SSI_A 
CH1

SSI_A 
CH0

SSI_A 
DMA0

FLCTLGPIO

G2D — DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

25 GPIO 不定 R GPIO割り込み要因表示 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

23 SRC 不定 R SRC OVF割り込み要因表示 

22 FLCTL 不定 R FLCTL割り込み要因表示 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

20 ATAPI 不定 R ATAPI割り込み要因表示 

19 SSI_B 不定 R SSI_B割り込み要因表示 

18 － 0 
R 

リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

17 SSI_ACH2 不定 R SSI_A (SSICH2)割り込み要因表示 

16 SSI_ACH1 不定 R SSI_A (SSICH1)割り込み要因表示 

15 SSI_ACH0 不定 R SSI_A (SSICH0)要因表示 

14 SSI_ADMA0 不定 R SSI_A (SSIDMA0)要因表示 

13 G2D 不定 R G2D割り込み要因表示 

12～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの状態の影響は受

けないレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 DMAC 不定 R DMACチャネル 0～5割り込み要因表

示およびアドレスエラー割り込み 

7 H-UDI 不定 R H-UDI割り込み要因表示 

6 － 0 R 読み出すと常に 0が読み出されます。

5 WDT 不定 R WDT割り込み要因表示 

4 SCIF1 不定 R SCIF1割り込み要因表示 

3 SCIF0  不定 R SCIF0割り込み要因表示 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。

1 TMU1  不定 R TMU1割り込み要因表示 

0 TMU0  不定 R TMU0割り込み要因表示 

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの状態の影響は受

けないレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。 
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13.3.11 割り込み要因レジスタ 01（マスク状態の影響なし）（INT2A01） 

INT2A01は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。割り込

みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合でも、本レジスタは、該当ビットの要因表示を行いま

す（該当ビットの割り込みは行いません）。割り込みマスクレジスタの状態に応じて要因を非表示としたい場合

は、INT2A11レジスタを使用ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 — 0 0 0 — — 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — —

— 0

— — — —

—

—

— —

— —

0

— —

0

— — LCDC — —

—

— SRC 
ODFI

SRC 
IDEI —

SCIF2 — VDC2 USB EtherC

— — IIC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

25 SCIF2 不定 R SCIF2割り込み要因表示 

24～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

19 VDC2 不定 R VDC2割り込み要因表示 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

17 USB 不定 R USB割り込み要因表示 

16 EtherC 不定 R EtherC割り込み要因表示 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

7 LCDC 不定 R LCDC割り込み要因表示 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4 IIC 不定 R IIC割り込み要因表示 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 SRCODFI 不定 R SRC ODFI割り込み要因表示 

1 SRCIDEI 不定 R SRC IDEI割り込み要因表示 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの状態の影響は受

けないレジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。ただし、SRCの

ODFI、および IDEI割り

込み要因は要因が解除さ

れると、本レジスタの値

も 0となります。 
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13.3.12 割り込み要因レジスタ 1（マスク状態の影響あり）（INT2A1） 

INT2A1は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の 32ビットのレジスタです。ただし、

割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットは表示されません（1にセットさ

れません）。割り込みマスクレジスタの状態に関わらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A0レジス

タを使用ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — SRC —

— — — — —

GPIO FLCTL ATAPI SSI_B — SSI_A 
CH2

SSI_A 
CH1

SSI_A 
CH0

SSI_A 
DMA0 G2D — DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

25 GPIO 0 R GPIO割り込み要因表示 

24 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

23 SRC 0 R SRC OVF割り込み要因表示 

22 FLCTL 0 R FLCTL割り込み要因表示 

21 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

20 ATAPI 0 R ATAPI割り込み要因表示 

19 SSI_B 0 R SSI_B割り込み要因表示 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

17 SSI_ACH2 0 R SSI_A (SSICH2) 割り込み要因表示 

16 SSI_ACH1 0 R SSI_A (SSICH1) 割り込み要因表示 

15 SSI_ACH0 0 R SSI_A (SSICH0) 割り込み要因表示 

14 SSI_ADMA0 0 R SSI_A (SSIDMA0) 割り込み要因表示 

13 G2D 0 R G2D割り込み要因表示 

12～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

8 DMAC 0 R DMACチャネル 0～5割り込み要因表示

7 H-UDI 0 R H-UDI割り込み要因表示 

6 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの影響を受けるレ

ジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 WDT 0 R WDT割り込み要因表示 

4 SCIF1 0 R SCIF1割り込み要因表示 

3 SCIF0 0 R SCIF0割り込み要因表示 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

1 TMU1 0 R TMU1割り込み要因表示 

0 TMU0 0 R TMU0割り込み要因表示 

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの影響を受けるレ

ジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。 
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13.3.13 割り込み要因レジスタ 11（マスク状態の影響あり）（INT2A11） 

INT2A11は、内蔵モジュールからの割り込み要因を表示する読み出し専用の32ビットのレジスタです。ただし、

割り込みマスクレジスタに割り込みマスクが設定されている場合は、該当ビットは表示されません（1にセットさ

れません）。割り込みマスクレジスタの状態に関わらず割り込みヘ発生の有無を確認する場合は、INT2A01レジ

スタを使用ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — —

— — — — — — LCDC — — — SRC 
ODFI

SRC 
IDEI —

SCIF2 — VDC2 USB EtherC

— — IIC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

25 SCIF2 0 R SCIF2割り込み要因表示 

24～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

19 VDC2 0 R VDC2割り込み要因表示 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

17 USB 0 R USB割り込み要因表示 

16 EtherC 0 R EtherC割り込み要因表示 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

7 LCDC 0 R LCDC割り込み要因表示 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

4 IIC 0 R IIC割り込み要因表示 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

2 SRCODFI 0 R SRC ODFI割り込み要因表示 

1 SRCIDEI 0 R SRC IDEI割り込み要因表示 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

内蔵モジュール種別ごと

に割り込み要因を表示し

ます（割り込みマスクレ

ジスタの影響を受けるレ

ジスタです）。 

0：割り込み無し 

1：割り込み発生 

【注】CPUに通知された

INTEVT（例外コード）を

直接読むことで、割り込

み要因を特定することも

可能です。その場合、本

レジスタ読み出しは不要

となります。 

書き込みは無効です。 

割り込み要因は各内蔵モ

ジュールが保留していま

す。ただし、SRCの

ODFI、および IDEI割り

込み要因は要因が解除さ

れると、本レジスタの値

も 0となります。 
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13.3.14 割り込みマスクレジスタ（INT2MSKR） 

INT2MSKRは、割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することがで

きる読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。本レジスタに 1が設定された該当要因の割り込みは割

り込み通知されません。リセット時は H'FFFF FFFF（＝すべてマスク）に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R/W R R/W R/W R R/W R/W R R/W R/W

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R R/W R/W R/W R R/W R/W

— — — — — — — SRC —

— — — — —

GPIO FLCTL ATAPI SSI_B —
SSI_A 
CH2

SSI_A 
CH1

SSI_A 
CH0

SSI_A 
DMA0 G2D — DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

25 GPIO 1 R/W GPIO割り込みマスク設定 

24 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

23 SRC 1 R/W SRC OVF割り込みマスク設定 

22 FLCTL 1 R/W FLCTL割り込みマスク設定 

21 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

20 ATAPI 1 R/W ATAPI割り込みマスク設定 

19 SSI_B 1 R/W SSI_B割り込みマスク設定 

18 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

17 SSI_ACH2 1 R/W SSI_A（SSICH2）割り込みマスク設定 

16 SSI_ACH1 1 R/W SSI_A（SSICH1）割り込みマスク設定 

15 SSI_ACH0 1 R/W SSI_A（SSICH0）割り込みマスク設定 

14 SSI_ADMA0 1 R/W SSI_A（SSIDMA0）割り込みマスク設定 

13 G2D 1 R/W G2D割り込みマスク設定 

12～9 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

内蔵モジュール別に割り込

みマスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 DMAC 1 R/W DMACチャネル 0～5割り込みマスク設定 

7 H-UDI 1 R/W H-UDI割り込みマスク設定 

6 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

5 WDT 1 R/W WDT割り込みマスク設定 

4 SCIF1 1 R/W SCIF1割り込みマスク設定 

3 SCIF0 1 R/W SCIF0割り込みマスク設定 

2 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

1 TMU1 1 R/W TMU1割り込みマスク設定 

0 TMU0 1 R/W TMU0割り込みマスク設定 

内蔵モジュール別に割り込

みマスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 
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13.3.15 割り込みマスクレジスタ 1（INT2MSKR1） 

INT2MSKR1は、割り込み要因レジスタに表示される要因に対して、個別に割り込みマスクを設定することがで

きる読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。本レジスタに 1が設定された該当要因の割り込みは割

り込み通知されません。リセット時は H'FFFF FFFF（＝すべてマスク）に初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

R R R R R R R/W R R R R R R/W R R/W R/W

R R R R R R R R R/W R R R/W R R/W R/W R

— — — — — — — — — — —

— — — — — — LCDC — — — SRC 
ODFI

SRC 
IDEI —

SCIF2 — USBVDC2 EtherC

— — IIC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

25 SCIF2 1 R/W SCIF2割り込みマスク設定 

24～20 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

19 VDC2 1 R/W VDC2割り込みマスク設定 

18 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

17 USB 1 R/W USB割り込みマスク設定 

16 EtherC 1 R/W EtherC割り込みマスク設定 

15～8 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

7 LCDC 1 R/W LCDC割り込みマスク設定 

6、5 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

4 IIC 1 R/W IIC割り込みマスク設定 

3 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

2 SRCODFI 1 R/W SRC ODFI割り込みマスク設定 

内蔵モジュール別に割り込み

マスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 SRCIDEI 1 R/W SRC IDEI割り込みマスク設定 

0 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

書き込む値も常に 1にしてください。 

内蔵モジュール別に割り込み

マスクを設定します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク設定 

読み出し時 

0：マスク設定なし 

1：マスク設定有り 
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13.3.16 割り込みマスククリアレジスタ（INT2MSKCR） 

INT2MSKCRは、割り込みマスクレジスタに設定されたマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビットの

レジスタです。本レジスタの該当ビットに 1を設定するとその割り込み要因のマスクがクリアされます。読み出

しは常に 0です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W W W W W W W W W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W W W W W W W W W

— — — — — — — SRC —

— — — — —

GPIO FLCTL ATAPI SSI_B —
SSI_A 
CH2

SSI_A 
CH1

SSI_A 
CH0

SSI_A 
DMA0 G2D — DMAC H-UDI WDT SCIF1 SCIF0 TMU1 TMU0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

25 GPIO 0 W GPIO割り込みマスククリア設定 

24 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

23 SRC 0 W SRC OVF割り込みマスククリア設定 

22 FLCTL 0 W FLCTL割り込みマスククリア設定 

21 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

20 ATAPI 0 W ATAPI割り込みマスククリア設定 

19 SSI_B 0 W SSI_B割り込み要因表示 

18 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

17 SSI_ACH2 0 W SSI_A（SSICH2）割り込みマスククリア

設定 

16 SSI_ACH1 0 W SSI_A（SSICH1）割り込みマスククリア

設定 

15 SSI_ACH0 0 W SSI_A（SSICH0）割り込みマスククリア

設定 

14 SSI_ADMA0 0 W SSI_A（SSIDMA0）割り込みマスククリ

ア設定 

13 G2D 0 W G2D割り込みマスククリア設定 

12～9 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

内蔵モジュール別の割り

込みマスクをクリア設定

します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク 

クリア 

（割り込みを許可す

る） 

読み出し時 

常に 0です 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 DMAC 0 W DMAC割り込みマスククリア設定 

7 H-UDI 0 W H-UDI割り込みマスククリア設定 

6 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に０を書いてください。

5 WDT 0 W WDT割り込みマスククリア設定 

4 SCIF1 0 W SCIF1割り込みマスククリア設定 

3 SCIF0 0 W SCIF0割り込みマスククリア設定 

2 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

1 TMU1 0 W TMU1割り込みマスククリア設定 

0 TMU0 0 W TMU0割り込みマスククリア設定 

内蔵モジュール別の割り

込みマスクをクリア設定

します。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスク 

クリア 

（割り込みを許可す

る） 

読み出し時 

常に 0です 
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13.3.17 割り込みマスククリアレジスタ 1（INT2MSKCR1） 

INT2MSKCR1は、割り込みマスクレジスタに設定されたマスクをクリアするための書き込み専用の 32ビット

のレジスタです。本レジスタの該当ビットに 1を設定するとその割り込み要因のマスクがクリアされます。読み

出しは常に 0です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W W W W W W W W W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W W W W W W W W W

— — — — — — — — — — —

— — — — — — LCDC — — — SRC 
ODFI

SRC 
IDEI —

SCIF2 — VDC2 USB EtherC

— — IIC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

25 SCIF2 0 W SCIF2割り込みマスククリア設定 

24～20 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

19 VDC2 0 W VDC2割り込みマスククリア設定 

18 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

17 USB 0 W USB割り込みマスククリア設定 

16 EtherC 0 W EtherC割り込みマスククリア設定 

15～8 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

7 LCDC 0 W LCDC割り込みマスククリア設定 

6、5 － すべて 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

4 IIC 0 W IIC割り込みマスククリア設定 

3 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

2 SRCODFI 0 W SRC ODFI割り込みマスククリア設定

1 SRCIDEI 0 W SRC IDEI割り込みマスククリア設定 

0 － 0 W リザーブビット 

書き込み時は常に 0を書いてください。

内蔵モジュール別の割り込

みマスクをクリア設定しま

す。 

書き込み時 

0：無効 

1：割り込みマスククリア 

（割り込みを許可す

る） 

読み出し時 

常に 0です 
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13.3.18 内蔵モジュール別割り込み要因レジスタ（INT2B0、INT2B2～INT2B7） 

INT2B0、INT2B2～INT2B7は、割り込み要因レジスタで表示されているモジュール種別の要因に対して、更に

詳細の個別要因を表示するレジスタで、これらのレジスタは、割り込みマスク設定レジスタのマスク状態に影響

を受けない、何れも読み出し専用の 32ビットのレジスタです。これら個々の詳細要因に対して個別にマスク設定

を行う場合は、該当モジュールの割り込みマスクレジスタ、または割り込みイネーブルレジスタを設定する必要

があります。INT2B0、INT2B2～INT2B7はすべて読み出し専用の 32ビットのレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — —

— — — — — — — — —

— — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

— — — — — — — — — — — — — — — —

TUNI5 TUNI4 TUNI3 TICPI2 TUNI2 TUNI1 TUNI0

 
 

（1） INT2B0レジスタ：TMUモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～7 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

6 TUNI5 TMUチャネル 5アンダフロー割り込み 

5 TUNI4 TMUチャネル 4アンダフロー割り込み 

4 TUNI3 TMUチャネル 3アンダフロー割り込み 

3 TICPI2 TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み

2 TUNI2 TMUチャネル 2アンダフロー割り込み 

1 TUNI1 TMUチャネル 1アンダフロー割り込み 

TMU 

モジュール 

0 TUNI0 TMUチャネル 0アンダフロー割り込み 

TMUの割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

TMUをマスク設定しても表示

は消えません。 
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（2） INT2B2レジスタ：SCIFモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～8 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

7 TXI1 SCIFチャネル 1送信 FIFOデータエンプティに

よる割り込み 

6 BRI1 SCIFチャネル 1ブレークまたはオーバラン 

エラーによる割り込み 

5 RXI1 SCIFチャネル 1受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディによる割り込み 

SCIF1 

モジュール 

4 ERI1 SCIFチャネル 1受信エラー割り込み 

3 TXI0 SCIFチャネル 0送信 FIFOデータエンプティに

よる割り込み 

2 BRI0 SCIFチャネル 0ブレークまたはオーバラン 

エラーによる割り込み 

1 RXI0 SCIFチャネル 0受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディによる割り込み 

SCIF0 

モジュール 

0 ERI0 SCIFチャネル 0受信エラー割り込み 

SCIFの割り込み要因が表示さ

れます。本レジスタの表示は、

割り込みマスクレジスタにて

SCIFをマスク設定しても表示

は消えません。 

 

（3） INT2B3レジスタ：DMACモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～13 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無

効です。 

12 DMAE チャネル 0～5DMAアドレスエラー割り込み 

11～6 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは無

効です。 

5 DMINT5 チャネル 5DMA転送終了割り込み 

4 DMINT4 チャネル 4DMA転送終了割り込み 

3 DMINT3 チャネル 3DMA転送終了／ハーフエンド割り込み

2 DMINT2 チャネル 2DMA転送終了／ハーフエンド割り込み

1 DMINT1 チャネル 1DMA転送終了／ハーフエンド割り込み

DMAC 

モジュール 

0 DMINT0 チャネル 0DMA転送終了／ハーフエンド割り込み

DMACの割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は、割り込みマスクレジスタに

て DMACをマスク設定しても

表示は消えません。 
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（4） INT2B4レジスタ：SSIモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～9 – リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

8 SSICH5 SSI ch5割り込み 

7 SSICH4 SSI ch4割り込み 

6 SSICH3 SSI ch3割り込み 

5 SSIDMA1 SSI DMA1割り込み 

4 – リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 SSICH2 SSI ch2割り込み 

2 SSICH1 SSI ch1割り込み 

1 SSICH0 SSI ch0割り込み 

SSI 

モジュール 

0 SSIDMA0 SSI DMA0割り込み 

SSI の割り込み要因が表示され

ます。本レジスタの表示は、割

り込みマスクレジスタにて SSI

をマスク設定しても表示は消

えません。 

 

（5） INT2B5レジスタ：FLCTLモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～4 – リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 FLTRQ1 FLCTL FLECFIFO転送要求割り込み 

2 FLTRQ0 FLCTL TLDFIFO転送要求割り込み 

1 FLTEND FLCTL転送終了割り込み 

FLCTL 

モジュール 

0 FLSTE FLCTLステータスエラーまたはレディ／ビジー

タイムアウトエラー割り込み 

FLCTL の割り込み要因が表示

されます。本レジスタの表示

は、割り込みマスクレジスタに

て FLCTL をマスク設定しても

表示は消えません。 
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（6） INT2B6レジスタ：SCIF2モジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～4 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 TXI2 チャネル 2送信 FIFOデータエンプティ 

割り込み 

2 BRI2 チャネル 2ブレークまたは 

オーバランエラー割り込み 

1 RXI2 チャネル 2受信 FIFOデータフルまたは 

受信データレディ割り込み 

SCIF2 

モジュール 

0 ERI2 チャネル 2受信エラー割り込み 

SCIF2の割り込み要因が表示

されます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにて SCIF2を

マスク設定しても表示は消え

ません。 

 

（7） INT2B7レジスタ：GPIOモジュールの割り込み詳細要因 
 

モジュール ビット 要   因 説  明 

31～28 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

27 PINT15I PINT15端子からの GPIOチャネル 3割り込み

26 PINT14I PINT14端子からの GPIOチャネル 3割り込み

25 PINT13I PINT13端子からの GPIOチャネル 3割り込み

24 PINT12I PINT12端子からの GPIOチャネル 3割り込み

23～20 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

19 PINT11I PINT11端子からの GPIOチャネル 2割り込み

18 PINT10I PINT10端子からの GPIOチャネル 2割り込み

17 PINT9I PINT9端子からの GPIOチャネル 2割り込み 

16 PINT8I PINT8端子からの GPIOチャネル 2割り込み 

15～12 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

11 PINT7I PINT7端子からの GPIOチャネル 1割り込み 

10 PINT6I PINT6端子からの GPIOチャネル 1割り込み 

9 PINT5I PINT5端子からの GPIOチャネル 1割り込み 

GPIO 

モジュール 

8 PINT4I PINT4端子からの GPIOチャネル 1割り込み 

GPIO の割り込み要因が表示さ

れます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにてGPIOをマ

スク設定しても表示は消えま

せん。 
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モジュール ビット 要   因 説  明 

7～4 － リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み

は無効です。 

3 PINT3I PINT3端子からの GPIOチャネル 0割り込み 

2 PINT2I PINT2端子からの GPIOチャネル 0割り込み 

1 PINT1I PINT1端子からの GPIOチャネル 0割り込み 

GPIO 

モジュール 

0 PINT0I PINT0端子からの GPIOチャネル 0割り込み 

GPIO の割り込み要因が表示さ

れます。 

本レジスタの表示は、割り込み

マスクレジスタにてGPIOをマ

スク設定しても表示は消えま

せん。 

 

13.3.19 GPIO割り込み設定レジスタ（INT2GPIC） 

INT2GPICは、GPIO割り込みとしてポート A0～7、B0～7からの割り込み要求入力を許可します。 

GPIO割り込みは、ローアクティブなレベル割り込みです。GPIO割り込みとして使用する各ポートコントロー

ルレジスタ（A、B）で該当する端子をポート入力に設定した後、割り込み要求の許可を行ってください。ポート

コントロールレジスタについては、「第 27章 汎用入出力ポート（GPIO）」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — —

— — — — — — — —

PINT
15E

PINT
14E

PINT
13E

PINT
12E

PINT
11E

PINT
10E

PINT
9E

PINT
8E

PINT
7E

PINT
6E

PINT
5E

PINT
4E

PINT
3E

PINT
2E

PINT
1E

PINT
0E

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

27 PINT15E 0 R/W PINT15端子からの GPIOチャネル 3割

り込み要求を許可 

26 PINT14E 0 R/W PINT14端子からの GPIOチャネル 3割

り込み要求を許可 

25 PINT13E 0 R/W PINT13端子からの GPIOチャネル 3割

り込み要求を許可 

24 PINT12E 0 R/W PINT12端子からの GPIOチャネル 3割

り込み要求を許可 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

19 PINT11E 0 R/W PINT11端子からの GPIOチャネル 2割

り込み要求を許可 

GPIO割り込み入力端子

別に割り込み要求を許可

します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 PINT10E 0 R/W PINT10端子からの GPIOチャネル 2割

り込み要求を許可 

17 PINT9E 0 R/W PINT9端子からの GPIOチャネル 2割り

込み要求を許可 

16 PINT8E 0 R/W PINT8端子からの GPIOチャネル 2割り

込み要求を許可 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

11 PINT7E 0 R/W PINT7端子からの GPIOチャネル 1割り

込み要求を許可 

10 PINT6E 0 R/W PINT6端子からの GPIOチャネル 1割り

込み要求を許可 

9 PINT5E 0 R/W PINT5端子からの GPIOチャネル 1割り

込み要求を許可 

8 PINT4E 0 R/W PINT4端子からの GPIOチャネル 1割り

込み要求を許可 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書

き込む値も常に 0にしてください。 

3 PINT3E 0 R/W PINT3端子からの GPIOチャネル 0割り

込み要求を許可 

2 PINT2E 0 R/W PINT2端子からの GPIOチャネル 0割り

込み要求を許可 

1 PINT1E 0 R/W PINT1端子からの GPIOチャネル 0割り

込み要求を許可 

0 PINT0E 0 R/W PINT0端子からの GPIOチャネル 0割り

込み要求を許可 

GPIO割り込み入力端子

別に割り込み要求を許可

します。 

0：割り込み要求を禁止 

1：割り込み要求を許可 

 

GPIOのポートを割り込み入力端子として使用した場合、GPIOが割り込みを検出すると、GPIOから INTCへ割

り込みが通知されますが、INTCとしては割り込み要因レジスタ INT2A0または INT2A1に 1ビットの要因として

表示します。この場合、モジュール別割り込み要因レジスタ INT2B7を参照することでどのチャネルの何番の端

子から割り込みが発生しているかを特定することが可能です。チャネルの特定は CPUの INTEVT（例外コード）

を参照することでも可能です。 
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13.4 割り込み要因 
割り込み要因は、NMI、IRQ、内蔵周辺モジュールの 3つに分類されます。各割り込みの優先順位は割り込み優

先レベル値（16～0）で表され、レベル 16が最高で、レベル 1が最低です。レベル 0に設定すると、その割り込

みはマスクされ、割り込み要求は無視されます。 
 

13.4.1 NMI割り込み 

NMI割り込みは、レベル 16の最優先の割り込みです。CPU内の SRの BLビットが 1にセットされていないか 

ぎりいつでも受け付けられます。ただし、スリープモード中は BLビットが 1でも受け付けられます。 

また、設定により BLビットが 1でも NMIを受け付けることができます。 

NMI端子からの入力はエッジで検出されます。検出エッジは ICR0の NMIエッジセレクトビット（NMIE）の

設定によって、立ち上がりエッジまたは立ち下がりエッジを選択できます。ICR0の NMIEビットを書き換えた場

合、書き換えてから最大 6バスクロック期間、NMI割り込みを検出しません。 

NMI割り込み例外処理によって、SRの割り込みマスクレベル（IMASK）が影響されることはありません。 
 

13.4.2 IRQ割り込み 

IRQ割り込みは、ICR1の IRQnS[1:0]（n＝1、0）ビットの設定により、立ち下がりエッジ、立ち上がりエッジ、

ローレベル、ハイレベルの検出が可能です。また、割り込み優先レベルは、割り込み優先順位設定レジスタ（INTPRI）

により設定できます。 

IRQ割り込み要求をローレベル、ハイレベルで検出する場合、IRQ割り込みの端子状態は割り込みを受け付け

て割り込み処理を開始するまで、その端子状態を保持してください。 

ただし、IRQ割り込み要求の検出後、CPUが受け付ける前に IRQ割り込みの端子状態を変更して要求を取り下

げても、INTREQで要因を保持しています。CPUが何らかの割り込み（IRQ割り込みとはかぎりません）を受け

付けるか、該当する割り込みマスクピットに 1をセットするまで要因を保持します。割り込み処理ルーチンで IRQ

割り込み要因をクリアした後、INTREQで保持している要因を 0にクリアしてください。クリア方法の詳細は

「13.7.3 IRQ割り込み要求のクリア方法」を参照してください。 

CPUOPM.INTMUビットが 1に設定されている場合は、SRの割り込みマスクレベル（SR.IMASK）は、受け付

けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビットが 0に設定されている場合は、割り

込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 
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13.4.3 内蔵周辺モジュール割り込み 

内蔵モジュール割り込みは、内蔵周辺モジュールで発生する割り込みです。 

要因ごとに異なる割り込みベクタは割り当てられてはいませんが、要因は割り込み事象レジスタ（INTEVT）に

反映されますので、例外処理ルーチン中で INTEVTの値をオフセットとして分岐することによって、容易に要因

が判定できます。 

優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI12によって、モジュールごとに優先レベル 31～0の範囲で設定できます。た

だし、CPUに通知する時には、最下位 1ビットを切り捨てた 4ビットに変換します。詳細は、「13.4.4 内蔵周

辺モジュール割り込み優先順位」を参照してください。 

内蔵周辺モジュール割り込み処理によって、SRの割り込みマスクビット（IMASK）が影響されることはありま

せん。 

内蔵周辺モジュールの割り込み要因フラグおよび割り込み許可フラグの更新は、SRの BLビットが 1のときに

行ってください。なお、更新したはずの割り込み要因による誤った割り込みの受け付けを避けるために、いった

ん該当フラグを含む内蔵周辺モジュールのレジスタを読み出してからBLビットを0にしてください。これにより、

内部的に必要なタイミングが確保されます。複数のフラグを更新する場合は、最後のフラグを更新した後で、そ

のフラグを含むレジスタを読み出すだけで問題ありません。 

BLビットが 0のときにフラグの更新を行うと INTEVTの値が 0で割り込み処理ルーチンにジャンプすることが

あります。これはフラグの更新と本 LSI内部での割り込み要求を認識するタイミングとの関係で割り込み処理が

起動したためです。この場合は、RTE命令を実行することにより、問題なく処理を続けることができます。 
 



 

13. 割り込みコントローラ（INTC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  13-41 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

13.4.4 内蔵周辺モジュール割り込み優先順位 

内蔵周辺モジュール割り込みは、割り込み時に、要因固有の識別として割り込み例外コードを CPUへ出力しま

す。CPUは割り込みを受け付けると INTEVTレジスタに該当する例外コードを表示します。割り込みハンドラは、

CPUの INTEVTレジスタを読むことにより、INTCの要因表示レジスタを読み込まなくても要因を知ることが可

能です。内蔵周辺モジュールの割り込み要因と例外コードの対応は、表 13.1を参照してください。 

また、内蔵周辺モジュール割り込みでは図 13.2に示すように、個々の割り込み要因を 5ビットで 30レベル（大

きい値ほど優先順位が高い。H'00と H'01は割り込み要求をマスク）に設定することが可能です。CPUの割り込み

レベル受信インタフェースは 4ビットで 15レベル（H'0は割り込み要求をマスク）ですが、内蔵周辺モジュール

割り込みの優先順位は 1ビット拡張した 5ビットで各割り込み要因を優先選択し、選択後に最下位 1ビットを切

り捨てた 4ビットに変換して通知を行います。例えば、優先レベル H'1Aと優先レベル H'1Bに設定した 2つの要

因はどちらの割り込みであっても出力する 4ビットの優先レベルはH'Dとなります。これは同じ値となりますが、

両者の割り込みが競合した場合に通知する例外コードは、5ビットで考えた場合に優先順位が高い H'1Bの割り込

みに該当する例外コードが優先されます。両者の優先レベルを同一値に設定した割り込みが競合した場合は、表

13.1に示す優先順位で例外コードが通知されます。 

0000

優先レベルH'01は、
要求マスクと同じです

CPUにとってH'Dレベルの内蔵周辺モジュール割り込みを、INTC内部では
優先レベルH'1A とH'1Bの割り込み要求に分けることができます

優先レベルH'01は、最下位1ビットを
切り捨てるとH'0になるので、割り込み
要求が発生してもCPUに通知されません。
割り込み優先順位設定レジスタにはH'02
～H'1Fまでの値（30レベル）を設定して
ください。

内蔵周辺モジュール割り込み要求が、同時に発生した場合は優先レベルが
H'1B の割り込み要求を優先します。しかし外部割り込み要求と同時に
発生した場合、外部割り込み要求が優先されるケースがあります。
・NMI 割り込み要求が発生
・優先レベルが同じかそれ以上のIRQ割り込み要求が発生
（図の例ではH'D以上）

0000

1 1011

INTC での優先順位 高い

CPU での優先順位

1011

1 1011

低い

同じ

1011

0

 

図 13.2 内蔵周辺モジュール割り込みの優先レベルについて 
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13.4.5 割り込み例外処理と優先順位 

割り込み要因と割り込み事象レジスタ（INTEVT）のコード、割り込み優先順位を表 13.6に示します。 

各割り込み要因は、それぞれ異なる INTEVTのコードが割り当てられます。例外処理ルーチンの先頭アドレス

は、各割り込み要因で共通です。このため、割り込み要因を識別するために、例外処理ルーチンの先頭で、INTEVT

の値を使って分岐させます。たとえば INTEVTの値をオフセットにして分岐させます。 

内蔵モジュールの優先順位は、INT2PRI0～INT2PRI12によって、優先レベル 31～0の範囲で任意に設定できま

す。リセットによって、内蔵モジュールの優先順位は優先レベル 0に設定されます。 

複数の割り込み要因の優先順位を同じレベルに設定した場合、それらの割り込みが同時に発生したときは、表

13.6に示すデフォルト優先順位に従って処理されます。 

INTPRI、INT2PRI0～INT2PRI12の更新は、SRの BLビットが 1のときに行ってください。なお、誤った割り込

みの受け付けを避けるために、いったんいずれかの割り込み優先レベル設定レジスタを読み出してから BLビット

を 0にしてください。これにより内部的に必要なタイミングが確保されます。 
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表 13.6 割り込み例外処理要因と優先順位 

割り込み要因 INTEVT

（例外 

コード）

割り込み 

優先順位 

INTCでの 

マスク／クリア 

レジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内 

での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

NMI － H'1C0 16 － － － － 

IRQ0 H'240 INTPRI[31:28] INTMSK[31] 

INTMSKCLR[31] 

INTREQ[31] － IRQ 

IRQ1 H'280 INTPRI[27:24] INTMSK[30] 

INTMSKCLR[30] 

INTREQ[30] － 

高 

 

低 

WDT ITI* H'560 INT2PRI2[12:8] INT2MSKR[5] 

INT2MSKCR[5] 

INT2A0[5] 

INT2A1[5] 

－  

TMU0 TUNI0* H'580 INT2PRI0[28:24] INT2B0[0]  

TMU1 TUNI1* H'5A0 INT2PRI0[20:16] INT2B0[1]  

TUNI2* H'5C0 INT2PRI0[12:8] INT2B0[2]  TMU2 

TICPI2* H'5E0 INT2PRI0[4:0] 

INT2MSKR[0] 

INT2MSKCR[0] 

INT2A0[0] 

INT2A1[0] 

INT2B0[3]  

H-UDI H-UDI H'600 INT2PRI3[28:24] INT2MSKR[7] 

INT2MSKCR[7] 

INT2A0[7] 

INT2A1[7] 

－  

LCDC LCDCI H'620 INT2PRI9[28:24] INT2MSKR1[7] 

INT2MSKCR1[7] 

INT2A01[7] 

INT2A11[7] 

－  

DMINT0* H'640 INT2B3[0] 

DMINT1* H'660 INT2B3[1] 

DMINT2* H'680 INT2B3[2] 

DMINT3* H'6A0 INT2B3[3] 

高 

 

 

低 

DMAC 

DMAE* H'6C0 

INT2PRI3[20:16] INT2MSKR[8] 

INT2MSKCR[8] 

INT2A0[8] 

INT2A1[8] 

INT2B3[12]  

ERI0* H'700 INT2B2[0] 

RXI0* H'720 INT2B2[1] 

BRI0* H'740 INT2B2[2] 

SCIF0 

TXI0* H'760 

INT2PRI2[28:24] INT2MSKR[3] 

INT2MSKCR[3] 

INT2A0[3] 

INT2A1[3] 

INT2B2[3] 

高 

 

 

低 

DMINT4* H'780 INT2B3[4] DMAC 

DMINT5* H'7A0 

INT2PRI3[20:16] INT2MSKR[8] 

INT2MSKCR[8] 

INT2A0[8] 

INT2A1[8] INT2B3[5] 

高 

低 

VDC2 VDCI H'860 INT2PRI12[28:24] INT2MSKR1[19] 

INT2MSKCR1[19]

INT2A01[19] 

INT2A11[19] 

－  

IIC IICI H'8A0 INT2PRI9[4:0] INT2MSKR1[4] 

INT2MSKCR1[4] 

INT2A01[4] 

INT2A11[4] 

－  

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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割り込み要因 INTEVT

（例外 

コード）

割り込み 

優先順位 

INTCでの 

マスク／クリア 

レジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内 

での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

EtherC EINT H'920 INT2PRI12[4:0] INT2MSKR1[16] 

INT2MSKCR1[16]

INT2A01[16] 

INT2A11[16] 

－  

G2D G2DI H'980 INT2PRI4[20:16] INT2MSKR[13] 

INT2MSKCR[13] 

INT2A0[13] 

INT2A1[13] 

－  

SSIDMA0 H'A00 INT2PRI4[12:8] INT2MSKR[14] 

INT2MSKCR[14] 

INT2A0[14] 

INT2A1[14] 

INT2B4[0]  

SSICH0 H'A20 INT2PRI4[4:0] INT2MSKR[15] 

INT2MSKCR[15] 

INT2A0[15] 

INT2A1[15] 

INT2B4[1]  

SSICH1 H'A40 INT2PRI5[28:24] INT2MSKR[16] 

INT2MSKCR[16] 

INT2A0[16] 

INT2A1[16] 

INT2B4[2]  

SSI_A 

SSICH2 H'A60 INT2PRI5[20:16] INT2MSKR[17] 

INT2MSKCR[17] 

INT2A0[17] 

INT2A1[17] 

INT2B4[3]  

SSIDMA1 H'AA0 INT2B4[5]  

SSICH3 H'AC0 INT2B4[6]  

SSICH4 H'AE0 INT2B4[7]  

SSI_B 

SSICH5 H'B00 

INT2PRI5[4:0] INT2MSKR[19] 

INT2MSKCR[19] 

INT2A0[19] 

INT2A1[19] 

INT2B4[8]  

ERI1* H'B80 INT2B2[4] 

RXI1* H'BA0 INT2B2[5] 

BRI1* H'BC0 INT2B2[6] 

SCIF1 

TXI1* H'BE0 

INT2PRI2[20:16] INT2MSKR[4] 

INT2MSKCR[4] 

INT2A0[4] 

INT2A1[4] 

INT2B2[7] 

高 

 

 

低 

ATAPI ATAI H'C00 INT2PRI6[28:24] INT2MSKR[14] 

INT2MSKCR[14] 

INT2A0[14] 

INT2A1[14] 

－  

USB USBI H'C60 INT2PRI12[12:8] INT2MSKR1[17] 

INT2MSKCR1[17]

INT2A01[17] 

INT2A11[17] 

－  

FLSTE H'D00 INT2B5[0] 

FLTEND H'D20 INT2B5[1] 

FLTRQ0 H'D40 INT2B5[2] 

FLCTL 

FLTRQ1 H'D60 

INT2PRI6[12:8] INT2MSKR[22] 

INT2MSKCR[22] 

INT2A0[22] 

INT2A1[22] 

INT2B5[3] 

高 

 

 

低 

TMU3 TUNI3* H'E00 INT2PRI1[28:24] INT2B0[4]  

TMU4 TUNI4* H'E20 INT2PRI1[20:16] INT2B0[5]  

TMU5 TUNI5* H'E40 INT2PRI1[12:8] 

INT2MSKR[1] 

INT2MSKCR[1] 

INT2A0[1] 

INT2A1[1] 

INT2B0[6]  

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低 
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割り込み要因 INTEVT

（例外 

コード）

割り込み 

優先順位 

INTCでの 

マスク／クリア 

レジスタ 

要因表示 

レジスタ 

詳細表示 

レジスタ 

要因内 

での 

優先順位 

デフォルト 

優先順位 

OVF H'E80 INT2PRI6[4:0] INT2MSKR[23] 

INT2MSKCR[23] 

INT2A0[23] 

INT2A1[23] 

－ 

IDEI H'EA0 INT2PRI8[12:8] INT2MSKR1[1] 

INT2MSKCR1[1] 

INT2A01[1] 

INT2A11[1] 

－ 

SRC 

ODFI H'EC0 INT2PRI8[20:16] INT2MSKR1[2] 

INT2MSKCR1[2] 

INT2A01[2] 

INT2A11[2] 

－ 

高 

 

 

 

 

低 

ERI2 H'F00 INT2B6[0] 

RXI2 H'F20 INT2B6[1] 

BRI2 H'F40 INT2B6[2] 

SCIF2 

TXI2 H'F60 

INT2PRI7[28:24] INT2MSKR1[25] 

INT2MSKCR1[25]

INT2A01[25] 

INT2A11[25] 

INT2B6[3] 

高 

 

 

低 

高 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CH0 H'F80 INT2B7[3:0] 

CH1 H'FA0 INT2B7[11:8] 

CH2 H'FC0 INT2B7[19:16]

GPIO 

CH3 H'FE0 

INT2PRI7[20:16] INT2MSKR[25] 

INT2MSKCR[25] 

INT2A0[25] 

INT2A1[25] 

INT2B7[27:24]

高 

 

 

低 

 

 

 

低 

【記号説明】 

 ITI ：WDTインターバルタイマ割り込み 

 TUNI0～TUNI5 ：TMUチャネル 0～5アンダフロー割り込み 

 TICPI2 ：TMUチャネル 2インプットキャプチャ割り込み 

 DMINT0～DMINT5 ：DMAC チャネル 0～5転送終了割り込み 

 DMAE ：DMACアドレスエラー割り込み（チャネル 0～5共通） 

 ERI0、ERI1、ERI2 ：SCIFチャネル 0、1、2受信エラー割り込み 

 RXI0、RXI1、RXI2 ：SCIFチャネル 0、1、2受信データフル割り込み 

 BRI0、BRI1、BRI2 ：SCIFチャネル 0、1、2ブレーク割り込み要求 

 TXI0、TXI1、TXI2 ：SCIFチャネル 0、1、2送信データエンプティ割り込み 
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13.5 動作説明 

13.5.1 割り込み動作の流れ 

割り込み発生時の動作の流れを以下に説明します。また、図 13.3に割り込み動作フローを示します。 
 

1. 割り込みコントローラに対して、各割り込み要求元から割り込み要求信号が送られます。 

2. 割り込みコントローラでは、送られた割り込み要求の中からINTPRI、INT2PRI0～INT2PRI12に従って、最も

優先順位の高い割り込みが選択され、それより優先順位の低い割り込みは保留されます。このとき、同一優

先順位に設定された割り込み、または同一モジュール内の割り込みが複数発生した場合は、表13.6に従って

最も優先順位の高い割り込みが選択されます。 

3. 割り込みコントローラで選択された割り込みの優先レベルとCPUのSRの割り込みマスクレベル（IMASK）と

が比較されます。IMASKビットのレベルより高い優先順位の割り込みだけが受け付けられ、CPUへ割り込み

要求信号が送られます。 

4. CPUは、命令の切れ目で割り込みを受け付けます。 

5. 割り込み事象レジスタ（INTEVT）に例外コード（割り込み要因コード）がセットされます。 

6. ステータスレジスタ（SR）とプログラムカウンタ（PC）が、それぞれSSRとSPCに退避されます。そのとき

のR15をSGRに退避します。 

7. SRのブロックビット（BL）、モードビット（MD）、レジスタバンクビット（RB）が1にセットされます。 

8. 割り込み関連の例外処理ルーチンの先頭番地（ベクタベースレジスタ（VBR）に設定された値とH'0000 0600

の和）にジャンプします。 

 

例外処理ルーチンでは、割り込み要因を識別するために、たとえば INTEVTレジスタの値をオフセットとして

分岐します。これにより、容易に割り込み要因別の処理ルーチンへ分岐できます。 
 

【注】 1. CPU動作モードレジスタの INTMUビット（CPUOPM.INTMU）が 1に設定されている場合は、SRの割り込みマ

スクレベル（SR.IMASK）は、受け付けられた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMUビット

が 0に設定されている場合は、割り込み受理によって SR.IMASKが影響されることはありません。 

 2. 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてください。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度

受け付けないようにするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 13.7で示される優先順位判定時

間を待ってから、BLビットをクリアするか、RTE命令を実行します。 

 3. IRQ割り込みおよび内蔵モジュール割り込みは、パワーオンリセットで割り込みマスク状態に初期化されます。

INTMSKCLR、INT2MSKCR、INT2MSKCR1を使用して、要因ごとの割り込みマスク（INTMSK、INT2MSKR、

INT2MSKR1）をクリアする必要があります。 
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プログラム実行状態

SR.IMASKを受付けた
割り込みレベルに設定

例外処理ルーチンに分岐

例外コードを
INTEVT にセット
SRをSSRに退避
PCをSPCに退避
R15をSGRに退避

ICR0.MAI=1?
Yes

No

割り込み発生?

Yes

No

SR.BL=0または
スリープモード

Yes

No

CPUOPM.INTMU = 1?
No

Yes

NMI端子は
ローレベル？

Yes

No

ICR0.NMIB=1?

Yes

No

NMI?

Yes

No
NMI?

Yes

No

15
?

Yes

No

14
?

Yes

No

1
?

Yes

Yes

No

SR.IMASK 
0 ?

No

Yes SR.IMASK 
13 ?

No

Yes SR.IMASK 
14 ?

No

 

図 13.3 割り込み動作フロー 
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13.5.2 多重割り込み 

多重割り込みを行う場合は、割り込み処理ルーチンの構造を以下のようにします。 

1. 割り込み要因を判定するために、INTEVTの値をオフセットとして、各割り込み要因の割り込み処理ルーチ

ンに分岐します。 

2. 各割り込み処理ルーチン中で、該当割り込み要因をクリアします。 

3. SPC、SSRをスタックに退避します。 

4. SRのBLビットをクリアします。CPUOPM.INTMU=1のときは、SRレジスタの割り込みマスクレベル（IMASK）

は受け付けた割り込みレベルに自動的に設定されます。CPUOPM.INTMU=0のときは、SRの割り込みマスク

レベル（IMASK）を、ソフトウェアにより受け付けた割り込みレベルに設定します。 

5. この後、実際に行いたい処理を書きます。 

6. SRのBLビットを1にセットします。 

7. SSRとSPCをメモリから復帰します。 

8. RTE命令を実行します。 

 

割り込み処理ルーチンを上記の構造にすることにより、4.の直後の時点で多重割り込みがあった場合、より優先

レベルの高いものは受け付けられます。これにより、緊急度の高い処理については、割り込み応答時間を短縮で

きます。 
 

13.5.3 MAIビットによる割り込みマスク 

ICR0のMAIビットを 1に設定することにより、NMI端子がローレベルの間、SRレジスタの BL、IMASKビッ

トに関係なく割り込みをマスクすることができます。 

• 通常動作時およびスリープモード時 

NMI端子がローレベルの間、すべての割り込みをマスクします。ただし、NMI端子の変化によるNMI割り込

みだけは発生します。 
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13.6 割り込み応答時間 
割り込み要求が発生してから、割り込み例外処理が行われ、例外処理ルーチンの先頭命令のフェッチが開始さ

れるまでの時間（割り込み応答時間）を表 13.7に示します。 
 

表 13.7 割り込み応答時間 

ステート数 

周辺モジュール 

項  目 

NMI IRQ 

GPIO以外 GPIO 

備  考 

優先順位判定時間 5Bcyc+2Pcyc 4Bcyc+2Pcyc 5Pcyc 7Pcyc  

CPUが実行中のシーケンス

終了までの待ち時間 

S-1（≥0）×Icyc  

割り込み例外処理（SR、PC

の退避）から、例外処理ルー

チンの先頭命令 

フェッチの SHwyバスリクエ

ストを発行するまでの時間 

11Icyc+1Scyc  

合計 （S+10）Icyc 

+1Scyc 

+5Bcyc 

+2Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+4Bcyc 

+2Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+5Pcyc 

（S+10）Icyc 

+1Scyc 

+7Pcyc 

 応答時間 

最小時 29Icyc 

+S×Icyc 

35Icyc 

+S×Icyc 

31Icyc 

+S×Icyc 

39Icyc 

+S×Icyc 

Icyc:Scyc: 

Bcyc:Pcyc 

＝4:4:2:1の 

とき 

【記号説明】 

 Icyc ：CPUクロック（Ick）の 1サイクル期間 

 Scyc ：SHwyクロック（SHck）の 1サイクル期間 

 Bcyc ：バスクロック（Bck）出力 CLKOUTの 1サイクル期間 

 Pcyc ：周辺クロック（Pck）の 1サイクル期間 

 S ：命令実行ステート数 
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13.7 使用上の注意事項 

13.7.1 割り込みおよびレベル検出設定時の IRQ割り込みの処理ルーチン例 

レベル検出設定時の IRQ割り込み要求は、CPUが割り込みを受け付けた後も検出を行うため、割り込み処理ル

ーチンで INTCが保持している割り込み要求をクリアする必要があります。 

IRQレベル割り込み処理開始

割り込み処理

IRQレベル割り込みの要求元をクリア
GPIO端子出力、またはローカルバス空間を
使用して外部デバイスに割り込みを受け付け
たことを通知してください。

IRQレベル割り込みの要求クリアの待ち
IRQ端子に入力している割り込み要求を
取り下げるまでの時間と、取り下げたことを
INTCが検出するまでの時間（バスクロックで
8サイクル）が必要です。

内部で保持している割り込み要求をクリア
割り込みマスクビットに1をセットして
INTC内部で保持している割り込み要求を
クリアしてください。

IRQレベル割り込み処理終了

（1）GPIOレジスタまたはローカルバス空間に書き込み
（2）書き込み行ったアドレスを読み出す

（1）INTMSKの該当ビットに1をセット
（2）INTMSKCLRの該当ビットに1をセット
（3）INTMSKを読み出す

 

図 13.4 割り込み処理ルーチンの例 
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CLKOUT 端子出力

3サイクル

IRQ 割り込み設定時の
IRQ1、IRQ0端子入力

 

図 13.5 IRQ端子から入力する割り込み要求の検出に必要な時間 

13.7.2 IRQ端子機能設定時の注意事項 

IRQ1、IRQ0端子機能切り替え時に、割り込み要求を誤検出して INTC内部で保持する可能性があります。した

がって、IRQ割り込み要求をマスク状態に設定してから、IRQ1、IRQ 0端子の使用への切り替えを行ってくださ

い。 
 

表 13.8 IRQ端子機能切り替え手順 

手順 項   目 内   容 

1 IRQ割り込み要求をマスク INTMSKの全ビットに 1を書き込む 

2 IRQ0/DTEND1、WDTOVF/IRQ1/AUDUCK/DACK1端

子を IRQ0,IRQ1機能に設定 

IRQ0：GPIOの PTSEL_Sレジスタの PTSEL_S15

ビットに 0を書き込む 

IRQ1：GPIOの PTSEL_Kレジスタの PTSEL_K7[1:0]

ビットに 01を書き込む 

3 IRQ割り込み要求の検出を開始 INTMSKCLRの該当するビットに 1を書き込む 

 

13.7.3 IRQ割り込み要求のクリア方法 

INTCで保持している割り込み要求をクリアする場合、以下の手順で行ってください。 
 

（1） レベル検出設定時の IRQ割り込み要求のクリア方法 

レベル検出設定をしている IRQ1、IRQ0割り込み要求のクリアは、INTMSKの該当するビット IM01～IM00に 1

を書き込んでください。INTPRIで該当するビットに 0を書き込んでも、検出している IRQ割り込み要求をクリア

することはできません。検出している IRQ割り込み要求（CPUが割り込みを受け付けるとクリアします）は

INTREQを読み出すことで確認できます。 
 

（2） エッジ検出設定時の IRQ割り込み要求のクリア方法 

エッジ検出設定をしている IRQ1、IRQ0割り込み要求のクリアは、INTREQの該当するビット IR1、IR0から 1

を読み出した後、0を書き込んでください。INTMSKで該当するビットに 1を書き込んでも、検出している IRQ

割り込み要求をクリアすることはできません。 
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14. タイマユニット（TMU） 

本 LSIは 6チャネル（チャネル 0～5）の 32ビットタイマにより構成される 32ビットタイマユニット（TMU：

Timer Unit）を内蔵しています。 
 

14.1 特長 

TMUには次のような特長があります。 
 

• 各チャネルとも、オートリロード方式の32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル2は、インプットキャプチャ機能を搭載 

• チャネル0～2は、外部クロック選択時もしくはチャネル2インプットキャプチャ機能使用時には、外部クロッ

クの入力エッジとして立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ選択可能 

• 各チャネルとも、任意の時点で読み出し／書き込み可能なオートリロード用の32ビットタイマコンスタント

レジスタおよび32ビットダウンカウンタを搭載 

• チャネル0～2は、6種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

外部クロック（TCLK）、5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）（ただし、Pck

は周辺クロック） 

• チャネル3～5は、5種類のカウンタ入力クロックを選択可能 

5種類の周辺クロック（Pck/4、Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024） 

• 2種類の割り込み要因 

アンダフロー×1要因（各チャネル）、インプットキャプチャ×1要因（チャネル2）があります。 
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図 14.1に TMUのブロック図を示します。 

TCR

TSTR0

TCOR

TCR

TCOR

TCOR

TCPR

TSTR1

TOCR

クロック
制御部

クロック
制御部

クロック
制御部

プリスケーラ

各チャネルへ

【記号説明】
TCNT
TCOR 
TCPR 
TCR 
TOCR
TSTR0、TSTR1

：タイマカウンタ
：タイマコンスタントレジスタ 
：インプットキャプチャレジスタ（チャネル2のみ） 
：タイマコントロールレジスタ
：タイマアウトプットコントロールレジスタ
：タイマスタートレジスタ

周辺
バス

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

TCR

TCLK

TUNI0
TUNI1

TUNI2

TUNI3
TUNI4
TUNI5

Pck

TCNT

TCNT

TCLK
制御部

割り込み
制御部

割り込み
制御部TCNT

割り込み
制御部

チャネル0、1

チャネル2

チャネル3、4、5

 

図 14.1 TMUのブロック図 
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14.2 入出力端子 
表 14.1に TMUの端子構成を示します。 

 

表 14.1 端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

TCLK クロック入力 入力 チャネル 0、1、2外部クロック入力端子／ 

チャネル 2インプットキャプチャ制御入力端子 

 

14.3 レジスタの説明 

TMUのレジスタ構成を表 14.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 14.3に示します。 
 

表 14.2 レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

012共通 タイマアウトプット 

コントロールレジスタ 

TOCR R/W H'FFD8 0000 H'1FD8 0000 8 

012共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD8 0004 H'1FD8 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 R/W H'FFD8 0008 H'1FD8 0008 32 

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'FFD8 000C H'1FD8 000C 32 

0 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'FFD8 0010 H'1FD8 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 R/W H'FFD8 0014 H'1FD8 0014 32 

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'FFD8 0018 H'1FD8 0018 32 

1 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'FFD8 001C H'1FD8 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 R/W H'FFD8 0020 H'1FD8 0020 32 

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'FFD8 0024 H'1FD8 0024 32 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'FFD8 0028 H'1FD8 0028 16 

2 

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 R H'FFD8 002C H'1FD8 002C 32 

345共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFDC 0004 H'1FDC 0004 8 

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 R/W H'FFDC 0008 H'1FDC 0008 32 

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'FFDC 000C H'1FDC 000C 32 

3 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'FFDC 0010 H'1FDC 0010 16 

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 R/W H'FFDC 0014 H'1FDC 0014 32 

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'FFDC 0018 H'1FDC 0018 32 

4 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'FFDC 001C H'1FDC 001C 16 

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 R/W H'FFDC 0020 H'1FDC 0020 32 

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'FFDC 0024 H'1FDC 0024 32 

5 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'FFDC 0028 H'1FDC 0028 16 
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表 14.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ モジュール 

スタンバイ 

012共通 タイマアウトプット 

コントロールレジスタ 

TOCR H'00 保持 保持 保持 

012共通 タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 0 TCNT0 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

0 

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 1 TCNT1 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

1 

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 2 TCNT2 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 H'0000 保持 保持 保持 

2 

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 H'xxxx xxxx 保持 保持 保持 

345共通 タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 H'00 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 3 TCNT3 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

3 

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 4 TCNT4 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

4 

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 H'0000 保持 保持 保持 

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

タイマカウンタ 5 TCNT5 H'FFFF FFFF 保持 保持 保持 

5 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 H'0000 保持 保持 保持 
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14.3.1 タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR） 

タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR）は、読み出し専用の 8ビットのレジスタです。 

外部端子 TCLKが外部クロックまたはインプットキャプチャ制御用の入力端子であることを示します。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R

－ － － － － － － TCOE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TCOE 0 R タイマクロック端子制御（TCOE） 

タイマクロック端子（TCLK）が外部クロックまたはインプットキャプチャ

制御用の入力端子であることを示します。 

0：外部クロックまたはインプットキャプチャ制御用の入力端子である 

1：無効 

 

14.3.2 タイマスタートレジスタ（TSTRn）（n＝0、1） 

TSTRは、読み出し／書き込み可能な 8ビットのレジスタです。TCNTを動作させるか、停止させるかを選択し

ます。 
 

• TSTR0 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － STR0STR2 STR1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR2 0 R/W カウンタスタート 2 

TCNT2を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT2のカウント動作は停止 

1：TCNT2はカウント動作する 

1 STR1 0 R/W カウンタスタート 1 

TCNT1を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT1のカウント動作は停止 

1：TCNT1はカウント動作する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 STR0 0 R/W カウンタスタート 0 

TCNT0を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT0のカウント動作は停止 

1：TCNT0はカウント動作する 

 

• TSTR1 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － STR3STR5 STR4

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 STR5 0 R/W カウンタスタート 5 

TCNT5を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT5のカウント動作は停止 

1：TCNT5はカウント動作する 

1 STR4 0 R/W カウンタスタート 4 

TCNT4を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT4のカウント動作は停止 

1：TCNT4はカウント動作する 

0 STR3 0 R/W カウンタスタート 3 

TCNT3を動作させるか、停止させるかを選択します。 

0：TCNT3のカウント動作は停止 

1：TCNT3はカウント動作する 
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14.3.3 タイマコンスタントレジスタ（TCORn）（n＝0～5） 

TCORは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTのカウントダウンの結果、アンダフロー

が発生すると、この TCORの値が TCNTにセットされ、TCNTはセットされた値からカウントダウンを続けます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

14.3.4 タイマカウンタ（TCNTn）（n＝0～5） 

TCNTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットレジスタです。TCNTは、TCRの TPSC[2:0]ビットにより選択

した入力クロックにより、カウントダウン動作を行います。 

TCNTのカウントダウン動作の結果、アンダフローが発生すると、対応するチャネルの TCRの UNFが 1にセ

ットされます。また、同時に TCNTには、TCORの値が設定され、設定された値からカウントダウン動作を続け

ます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

111111111111111 1

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
 

14.3.5 タイマコントロールレジスタ（TCRn）（n＝0～5） 

TCRは、読み出し／書き込み可能な 16ビットレジスタです。カウントクロックの選択、外部クロック選択時の

エッジの選択、TCNTのアンダフロー発生を示すフラグが 1にセットされたときの割り込み発生の制御を行いま

す。また、チャネル 2の TCRはインプットキャプチャ機能の制御およびインプットキャプチャ時の割り込み発生

の制御を行います。 
 

• TCR0、TCR1、TCR3、TCR4、TCR5 

 
ビット：

初期値：

R/W：

－ －－UNF UNIE CKEG1 CKEG0 TPSC2 TPSC1 TPSC0－ － － － － －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR/WRRRRRR R  
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• TCR2 

 
ビット：

初期値：

R/W：

－ UNFICPF ICPE[1:0] UNIE CKEG[1:0] TPSC[2:0]－ － － － －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRRRR R  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ICPF*1 0 R/W インプットキャプチャ割り込みフラグ 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャの発生を示すステータスフ

ラグです。 

0：インプットキャプチャが発生していないことを示します 

［クリア条件］ICPFに 0を書き込んだとき 

1：インプットキャプチャが発生したことを示します 

［セット条件］インプットキャプチャが発生したとき*2 

8 UNF 0 R/W アンダフローフラグ 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグです。 

0：TCNTがアンダフローを起こしていないことを示します 

［クリア条件］UNFに 0を書き込んだとき 

1：TCNTがアンダフローを起こしたことを示します 

［セット条件］TCNTがアンダフローを起こしたとき*2 

7、6 ICPE[1:0]*1 00 R/W インプットキャプチャ制御 

チャネル 2のみの機能で、インプットキャプチャ機能を使用するかどうかお

よび使用時の割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

TCLK端子の立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジのいずれかを使って

TCPR2に TCNT2の値をセットするかは、CKEGビットで設定します。 

TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値が TCPR2にセットされ

ます。ICPFビットが 1のときは、インプットキャプチャが発生しても

TCPR2はセットされません。 

00：インプットキャプチャ機能を使用しないことを示します 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：インプットキャプチャ機能を使用するが、インプットキャプチャに

よる割り込み（TICPI2）を許可しないことを示します。 

11：インプットキャプチャ機能を使用し、またインプットキャプチャに

よる割り込み（TICPI2）を許可することを示します。 

5 UNIE 0 R/W アンダフロー割り込み制御 

TCNTのアンダフローの発生を示すステータスフラグ UNFが 1にセットさ

れたときに割り込み発生を許可するかどうかを制御します。 

0：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可しない 

1：アンダフローによる割り込み（TUNI）を許可する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4、3 CKEG[1:0] 00 R/W クロックエッジ 

外部クロック選択時もしくはインプットキャプチャ機能使用時に、外部クロ

ックの入力エッジを選択します。 

00：立ち上がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセッ

ト 

01：立ち下がりエッジでカウント／インプットキャプチャレジスタセッ

ト 

1X：立ち上がり／立ち下がりの両エッジでカウント／インプットキャプ

チャレジスタセット 

2～0 TPSC[2:0] 000 R/W タイマプリスケーラ 

TCNTのカウントクロックを選択します。 

000：Pck/4でカウント 

001：Pck/16でカウント 

010：Pck/64でカウント 

011：Pck/256でカウント 

100：Pck/1024でカウント 

101：設定禁止 

110：設定禁止 

111：外部クロック（TCLK）でカウント*3 

【注】 X：Don't care 

 *1 チャネル 0、1、3、4、5ではリザーブビットです（初期値 0、リードのみ）。 

 *2 1を書き込むと元の値が保持されます。 

 *3 チャネル 3、4、5では設定禁止です。 

 

14.3.6 インプットキャプチャレジスタ 2（TCPR2） 

TCPR2は、チャネル 2のみに内蔵されているインプットキャプチャ機能用の読み出し専用の 32ビットレジスタ

です。TCR2の ICPEビットおよび CKEGビットによって、インプットキャプチャ機能を制御します。インプット

キャプチャが発生すると、TCNT2の値が TCPR2にコピーされます。TCR2の ICPFビットが 0のときのみ TCPR2

にセットします。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 



 

14. タイマユニット（TMU） 

14-10  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

14.4 動作説明 

各チャネルには、32ビットのタイマカウンタ（TCNT）と 32ビットのタイマコンスタントレジスタ（TCOR）

があります。TCNTは、カウントダウン動作を行います。オートリロード機能によって周期カウント動作または

外部イベントカウント動作が可能です。また、チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 
 

14.4.1 カウンタの動作 

TSTR1、TSTR0の STR5～STR0ビットを 1にセットすると、対応するチャネルの TCNTはカウント動作を開始

します。TCNTがアンダフローすると対応する TCRの UNFフラグが 1にセットされます。このとき、TCRの UNIE

ビットが 1ならば、CPUに割り込みを要求します。また、このとき TCNTには TCORから値がコピーされ、カウ

ントダウン動作を継続します（オートリロード機能）。 
 

（1） カウント動作の設定手順例 

図 14.2にカウント動作の設定手順例を示します。 

動作選択

カウント動作開始

カウンタクロックの
選択

アンダフロー割り込みの
発生設定

タイマコンスタント
レジスタの設定

タイマカウンタの
初期値設定

インプットキャプチャ
割り込みの発生設定

＜インプットキャプチャ
機能使用時＞

【注】割り込みが発生した場合、割り込みハンドラ中で要因となったフラグをクリアしてください。
クリアせずに割り込み許可状態にすると、再度割り込みが発生してしまいます。

TCRのTPSC[2:0]ビットでカウンタクロッ
クを選択してください。
外部クロック（TCLK）を選択する場合、
TCRのCKEG[1:0]ビットで外部クロック
のエッジを選択してください。

TCRのUNIEビットでTCNTのアンダフロ
ー時に割り込みを発生させるかどうかを
設定してください。

インプットキャプチャ機能を使用する場
合、割り込み機能を使うかどうかも含め
て、TCRのICPEビットをセットしてくだ
さい。

TCORに値をセットしてください。

TCNTに初期値を設定してください。

TSTRのSTRビットを1にセットしてカウ
ント動作を開始してください。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（1）

（2）

（4）

（3）

（5）

（6）

 

図 14.2 カウント動作設定手順例 
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（2） オートリロードカウント動作 

図 14.3に TCNTのオートリロード動作を示します。 

TCOR

H'0000 0000

STR0～STF5

UNF

TCNTの値
アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

 

図 14.3 TCNTのオートリロード動作 

（3） TCNTのカウントタイミング 

• 内部クロック動作の場合 

TCRのTPSC[2:0]ビットにより、カウントクロックとして周辺クロックを分周した5種類のクロック（Pck/4、

Pck/16、Pck/64、Pck/256、Pck/1024）を選択できます。 

このときのタイミングを図14.4に示します。 

N

Pck

N-1N+1TCNT

内部
クロック

 

図 14.4 内部クロック動作時のカウントタイミング 
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• 外部クロック動作の場合 

チャネル0、1、2では、TCRのTPSC[2:0]ビットにより、タイマ用クロックとして外部クロック端子（TCLK）

からの入力を選択できます。また、TCRのCKEG[1:0]ビットにより検出エッジを選択できます。外部クロッ

クの検出は、立ち上がり／立ち下がり／両エッジの選択が可能です。 

図14.5に両エッジ検出時のタイミングを示します。 

N

Pck

N-1N+1TCNT

外部クロック
入力端子

 

図 14.5 外部クロック動作時のカウントタイミング 

14.4.2 インプットキャプチャ機能 

チャネル 2には、インプットキャプチャ機能があります。 

インプットキャプチャ機能を使用する場合、 

1. TCRのTPSC[2:0]ビットでのタイマの動作クロックを内部クロックに設定します。 

2. TCRのICPE[1:0]ビットでインプットキャプチャ機能の使用および使用の際に割り込みを発生させるかを指

定します。 

3. TCRのCKEG[1:0]ビットでTCLK端子の立ち上がり／立ち下がりのどのエッジを使用してTCPR2にTCNTの値

をセットするかを指定します。 

 

インプットキャプチャ発生時、TCR2の ICPFビットが 0のときのみ、TCNT2の値を TCPR2にセットします。 

図 14.6にインプットキャプチャ機能使用時の動作タイミングを示します（TCLKの立ち上がりエッジ使用）。 
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TCOR

H'0000 0000

TCLK

TCPR2

TCNTの値

TCNTの値をセット

アンダフロー時にTCORの値を
TCNTにセット

時間

TICPI2

 

図 14.6 インプットキャプチャ機能使用時の動作タイミング 
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14.5 割り込み 

TMUの割り込み要因は、アンダフロー割り込みおよびインプットキャプチャ機能使用時のインプットキャプチ

ャ割り込みです。アンダフロー割り込みは各チャネルで、インプットキャプチャ割り込みはチャネル 2のみで発

生します。 
 

UNFビットが 1であり、そのチャネルの割り込み許可ビットが 1のとき、アンダフロー割り込み要求を発生し

ます（チャネルごと）。 
 

インプットキャプチャ機能使用時、インプットキャプチャ要求が発生すると TCR2の ICPFビットが 1で TCR2

のインプットキャプチャ制御ビット（ICPE[1:0]）が 11の場合に割り込み要求が発生します。 

表 14.4に TMUの割り込み要因を示します。 
 

表 14.4 TMUの割り込み要因 

チャネル 割り込み要因 内   容 

0 TUNI0 アンダフロー割り込み 0 

1 TUNI1 アンダフロー割り込み 1 

TUNI2 アンダフロー割り込み 2 2 

TICPI2 インプットキャプチャ割り込み 2 

3 TUNI3 アンダフロー割り込み 3 

4 TUNI4 アンダフロー割り込み 4 

5 TUNI5 アンダフロー割り込み 5 
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14.6 使用上の注意事項 

14.6.1 レジスタの書き込みについて 

TMUのレジスタに書き込むときには、必ず TSTRの該当チャネルのスタートビット（STR5～STR0）をクリア

して、タイマのカウント動作を停止させてください。 

ただし、TSTRの書き込み、TCRの UNF、ICPFビットのクリアは、カウント動作中に行うことができます。カ

ウント動作中にフラグ（UNF、ICPF）をクリアする際は、クリアするビット以外は変更しないようにしてくださ

い。 
 

14.6.2 TCNTレジスタの読み出しについて 

TCNTレジスタの読み出し時に、タイマのカウント動作との同期処理を行っています。タイマカウント動作と

レジスタの読み出し処理が同時に行われた場合は、同期処理により TCNTカウンタのカウントダウン動作前の値

が読み出されます。 
 

14.6.3 外部クロック周波数について 

チャネル 0、1、2への外部クロック（TCLK）入力周波数は Pck/4を超えないようにしてください。 
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15. FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 
インタフェース（SCIF） 

本 LSIは、調歩同期式通信とクロック同期式通信の 2方式をサポートする 3チャネルの FIFO内蔵シリアルコミ

ュニケーションインタフェース（SCIF）を備えています。また、各チャネルとも独立に送信／受信用に 16段の

FIFOレジスタを内蔵し、本 LSIの効率的かつ高速な連続通信を可能にしています。 
 

15.1 特長 

• 調歩同期式シリアル通信 

キャラクタ単位で同期をとる調歩同期方式でシリアルデータの通信を行います。Universal Asynchronous 

Receiver/Transmitter（UART）やAsynchronous Communication Interface Adapter（ACIA）など標準の調歩同期式

通信用LSIとのシリアルデータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットを8種類のフォーマットか

ら選択できます。 

データ長 ：7ビット、または8ビット 

ストップビット長 ：1ビット、または2ビット 

パリティ ：偶数パリティ、奇数パリティ、またはパリティなし 

受信エラーの検出 ：パリティエラー、フレーミングエラー、オーバランエラーを検出 

ブレークの検出 ：フレーミングエラー発生後、引き続き1フレーム長以上スペース0（ローレベル）の場合、

ブレークが検出されます。またフレーミングエラー発生時にRxD端子のレベルをシリア

ルポートレジスタから直接読み出すことによってもブレークを検出できます。 

• クロック同期式シリアル通信 

クロックに同期してシリアルデータ通信を行います。クロック同期式通信機能を持つ他のLSIとのシリアルデ

ータ通信が可能です。シリアルデータ通信フォーマットは1種類です。 

データ長 ：8ビット 

受信エラーの検出 ：オーバランエラーを検出 

• 全二重通信が可能 

独立した送信部と受信部を備えているので、送信と受信を同時に行うことができます。また、送信部および

受信部ともに16段のFIFOバッファ構造になっているので、シリアルデータの高速連続送信、連続受信ができ

ます。 

•  内蔵ボーレートジェネレータにより任意のビットレートを選択可能 
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•  内部または外部送受信クロックソース 

ボーレートジェネレータ（内部クロック）、またはSCK端子（外部クロック）から選択可能 

• 4種類の割り込み要因 

送信FIFOデータエンプティ割り込み、ブレーク割り込み、受信FIFOデータフル割り込み、および受信エラー

割り込みの4種類の割り込み要因があり、それぞれ独立に要求することができます。 

• SCIFを使用しないときは、消費電力低減のためSCIFに対してクロックの供給を止めて動作を停止させること

ができます。 

• 調歩同期式モードにおいて、 モデムコントロール機能（RTSおよびCTS）を内蔵 

• 送信、および受信FIFOデータレジスタのデータ数、および受信FIFOデータレジスタの受信データの受信エラ

ー数を検出できます。 

• 調歩同期式モード受信時、タイムアウトエラー（DR）を検出できます。 

• 調歩同期式モードにおいて、ビットレートの16または8倍の基本クロックでの動作を選択可能 

• 調歩同期式モード、クロックソースが内部クロック／SCK端子は入力端子において、ボーレートジェネレー

タ通常／倍速モード選択可能 

• 調歩同期式モードにおいて、3Mbps以上の高速通信にも対応可能です。 
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図 15.1に SCIFのブロック図を示します。 

：受信シフトレジスタ
：受信FIFOデータレジスタ
：送信シフトレジスタ
：送信FIFOデータレジスタ
：シリアルモードレジスタ
：シリアルコントロールレジスタ
：シリアル拡張モードレジスタ
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SCIF  

：シリアルステータスレジスタ
：ビットレートレジスタ
：シリアルポートレジスタ
：FIFOコントロールレジスタ
：FIFOデータカウントセットレジスタ
：ラインステータスレジスタ 
：周辺クロック（Pck）の周波数     

【記号説明】

SCRSR
SCFRDR
SCTSR
SCFTDR
SCSMR
SCSCR
SCEMR

SCFSR
SCBRR
SCSPTR
SCFCR
SCFDR
SCLSR 
P   

図 15.1 SCIFのブロック図 

15.2 入出力端子 

SCIFの端子構成を表 15.1に示します。 
 

表 15.1 端子構成 

チャネル 名称 端子名 入出力 機   能 

シリアルクロック端子 SCK0～SCK2 入出力 クロック入出力 

受信データ端子 RxD0～RxD2 入力 受信データ入力 

送信データ端子 TxD0～TxD2 出力 送信データ出力 

リクエストツーセンド端子 RTS0～RTS2 入出力 リクエストツーセンド 

0～2 

クリアツーセンド端子 CTS0～CTS2 入出力 クリアツーセンド 

 



 

15. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

15-4  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

15.3 レジスタの説明 
SCIFのレジスタ構成を表 15.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 15.3に示します。

各チャネルともレジスタの構成は同じですので、本文中ではチャネルを省略して説明しています。 
 

表 15.2 レジスタ構成 

チャネル レジスタ名 略称 R/W P4領域 

アドレス 

アドレス アクセス 

サイズ 

シリアルモードレジスタ_0 SCSMR_0 R/W H'FFE00000 H'1FE00000 16 

ビットレートレジスタ_0 SCBRR_0 R/W H'FFE00004 H'1FE00004 8 

シリアルコントロールレジスタ_0 SCSCR_0 R/W H'FFE00008 H'1FE00008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_0 SCFTDR_0 W H'FFE0000C H'1FE0000C 8 

シリアルステータスレジスタ_0 SCFSR_0 R/(W)*1 H'FFE00010 H'1FE00010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_0 SCFRDR_0 R H'FFE00014 H'1FE00014 8 

FIFOコントロールレジスタ_0 SCFCR_0 R/W H'FFE00018 H'1FE00018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_0 SCFDR_0 R H'FFE0001C H'1FE0001C 16 

シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 R/W H'FFE00020 H'1FE00020 16 

ラインステータスレジスタ_0 SCLSR_0 R/(W)*2 H'FFE00024 H'1FE00024 16 

0 

シリアル拡張モードレジスタ_0 SCEMR_0 R/W H'FFE00028 H'1FE00028 16 

シリアルモードレジスタ_1 SCSMR_1 R/W H'FFE10000 H'1FE10000 16 

ビットレートレジスタ_1 SCBRR_1 R/W H'FFE10004 H'1FE10004 8 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCSCR_1 R/W H'FFE10008 H'1FE10008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_1 SCFTDR_1 W H'FFE1000C H'1FE1000C 8 

シリアルステータスレジスタ_1 SCFSR_1 R/(W)*1 H'FFE10010 H'1FE10010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_1 SCFRDR_1 R H'FFE10014 H'1FE10014 8 

FIFOコントロールレジスタ_1 SCFCR_1 R/W H'FFE10018 H'1FE10018 16 

FIFOデータカウントセットレジスタ_1 SCFDR_1 R H'FFE1001C H'1FE1001C 16 

シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 R/W H'FFE10020 H'1FE10020 16 

ラインステータスレジスタ_1 SCLSR_1 R/(W)*2 H'FFE10024 H'1FE10024 16 

1 

シリアル拡張モードレジスタ_1 SCEMR_1 R/W H'FFE10028 H'1FE10028 16 

シリアルモードレジスタ_2 SCSMR_2 R/W H'FFE20000 H'1FE20000 16 

ビットレートレジスタ_2 SCBRR_2 R/W H'FFE20004 H'1FE20004 8 

シリアルコントロールレジスタ_2 SCSCR_2 R/W H'FFE20008 H'1FE20008 16 

送信 FIFOデータレジスタ_2 SCFTDR_2 W H'FFE2000C H'1FE2000C 8 

シリアルステータスレジスタ_2 SCFSR_2 R/(W)*1 H'FFE20010 H'1FE20010 16 

受信 FIFOデータレジスタ_2 SCFRDR_2 R H'FFE20014 H'1FE20014 8 

FIFOコントロールレジスタ_2 SCFCR_2 R/W H'FFE20018 H'1FE20018 16 

2 

FIFOデータカウントセットレジスタ_2 SCFDR_2 R H'FFE2001C H'1FE2001C 16 
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チャネル レジスタ名 略称 R/W P4領域 

アドレス 

アドレス アクセス 

サイズ 

シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 R/W H'FFE20020 H'1FE20020 16 

ラインステータスレジスタ_2 SCLSR_2 R/(W)*2 H'FFE20024 H'1FE20024 16 

2 

シリアル拡張モードレジスタ_2 SCEMR_2 R/W H'FFE20028 H'1FE20028 16 

【注】 *1 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～8、3、2は読み出し専用であり書き込む

ことはできません。 

 *2 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～1は読み出し専用であり書き込むことは

できません。 

 

表 15.3 各処理状態におけるレジスタの状態 

チャネル レジスタ名 略称 初期値 スタンバイ スリープ モジュール 

スタンバイ 

シリアルモードレジスタ_0 SCSMR_0 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ_0 SCBRR_0 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ_0 SCSCR_0 H'0000 保持 保持 保持 

送信 FIFOデータレジスタ_0 SCFTDR_0 不定 保持 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ_0 SCFSR_0 H'0060 保持 保持 保持 

受信 FIFOデータレジスタ_0 SCFRDR_0 不定 保持 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ_0 SCFCR_0 H'0000 保持 保持 保持 

FIFOデータカウントセットレジスタ_0 SCFDR_0 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 H'0050 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ_0 SCLSR_0 H'0000 保持 保持 保持 

0 

シリアル拡張モードレジスタ_0 SCEMR_0 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ_1 SCSMR_1 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ_1 SCBRR_1 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ_1 SCSCR_1 H'0000 保持 保持 保持 

送信 FIFOデータレジスタ_1 SCFTDR_1 不定 保持 保持 保持 

シリアルステータスレジスタ_1 SCFSR_1 H'0060 保持 保持 保持 

受信 FIFOデータレジスタ_1 SCFRDR_1 不定 保持 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ_1 SCFCR_1 H'0000 保持 保持 保持 

FIFOデータカウントセットレジスタ_1 SCFDR_1 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 H'0050 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ_1 SCLSR_1 H'0000 保持 保持 保持 

1 

シリアル拡張モードレジスタ_1 SCEMR_1 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルモードレジスタ_2 SCSMR_2 H'0000 保持 保持 保持 

ビットレートレジスタ_2 SCBRR_2 H'FF 保持 保持 保持 

シリアルコントロールレジスタ_2 SCSCR_2 H'0000 保持 保持 保持 

2 

送信 FIFOデータレジスタ_2 SCFTDR_2 不定 保持 保持 保持 
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チャネル レジスタ名 略称 初期値 スタンバイ スリープ モジュール 

スタンバイ 

シリアルステータスレジスタ_2 SCFSR_2 H'0060 保持 保持 保持 

受信 FIFOデータレジスタ_2 SCFRDR_2 不定 保持 保持 保持 

FIFOコントロールレジスタ_2 SCFCR_2 H'0000 保持 保持 保持 

FIFOデータカウントセットレジスタ_2 SCFDR_2 H'0000 保持 保持 保持 

シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 H'0050 保持 保持 保持 

ラインステータスレジスタ_2 SCLSR_2 H'0028 保持 保持 保持 

2 

シリアル拡張モードレジスタ_2 SCEMR_2 H'0000 保持 保持 保持 

 

15.3.1 受信シフトレジスタ（SCRSR） 

SCRSRは、シリアルデータを受信するためのレジスタです。SCIFは、SCRSRに RxD端子から入力されたシリ

アルデータを LSB（ビット 0）から受信した順にセットし、パラレルデータに変換します。1バイトのデータ受信

を終了すると、データは自動的に受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）へ転送されます。 

CPUから直接 SCRSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  

 

15.3.2 受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR） 

SCFRDRは、受信したシリアルデータを格納する 16段 FIFOレジスタです。SCIFは、1バイトのシリアルデー

タの受信が終了すると、受信シフトレジスタ（SCRSR）から SCFRDRへ受信したシリアルデータを転送して格納

し、受信動作を完了します。16バイトの格納が終了するまで連続した受信動作が可能です。CPUは SCFRDRから

読み出しはできますが書き込みはできません。受信 FIFOデータレジスタに受信データがない状態でデータを読み

出すと値は不定になります。 

SCFRDRが受信データでいっぱいになると、それ以降に受信したシリアルデータは失われます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
R R R R R R R R  
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15.3.3 送信シフトレジスタ（SCTSR） 

SCTSRは、シリアルデータを送信するためのレジスタです。SCIFは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）

から送信データをいったん SCTSRに転送し、LSB（ビット 0）から順に TxD端子に送り出すことでシリアルデー

タ送信を行います。1バイトのデータ送信を終了すると自動的に SCFTDRから SCTSRへ次の送信データを転送し、

送信を開始します。 

CPUから、直接 SCTSRの読み出し／書き込みをすることはできません。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
- - - - - - - -  

 

15.3.4 送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR） 

SCFTDRは、シリアル送信するデータを格納する 16段 FIFOレジスタです。SCIFは、送信シフトレジスタ

（SCTSR）の空を検出すると、SCFTDRに書き込まれた送信データを SCTSRに転送してシリアル送信を開始しま

す。SCFTDRの送信データが空になるまで連続シリアル送信ができます。SCFTDRは常に CPUによる書き込みが

可能です。 

SCFTDRが送信データでいっぱい（16バイト）になると、次のデータを書き込むことができません。書き込み

を試みてもデータは無視されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

- - - - - - - -
W W W W W W W W  
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15.3.5 シリアルモードレジスタ（SCSMR） 

SCSMRは、SCIFのシリアル通信フォーマットの設定と、ボーレートジェネレータのクロックソースを選択す

るためのレジスタです。 

SCSMRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

- - - - - - - - C/A CHR PE O/E STOP - CKS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 C/A 0 R/W コミュニケーションモード 

SCIFの動作モードを調歩同期式モードとクロック同期式モードのいずれかか

ら選択します。 

0：調歩同期式モード 

1：クロック同期式モード 

6 CHR 0 R/W キャラクタレングス 

調歩同期式モードのデータ長を 7ビット／8ビットデータのいずれかから選択

します。クロック同期式モードでは、CHRの設定にかかわらず、データ長は 8

ビットデータ固定です。 

0：8ビットデータ 

1：7ビットデータ* 

【注】* 7ビットデータを選択した場合、送信 FIFOデータレジスタのMSB（ビ

ット 7）は送信されません。 

5 PE 0 R/W パリティイネーブル 

調歩同期式モードでは、送信時にパリティビットの付加を、受信時にパリティ

ビットのチェックを行うかどうかを選択します。クロック同期式モードでは、

PEビットの設定にかかわらずパリティビットの付加およびチェックは行いま

せん。 

0：パリティビットの付加、およびチェックを禁止 

1：パリティビットの付加、およびチェックを許可* 

【注】* PEビットに 1をセットすると、送信時には O/Eビットで指定した

偶数または奇数パリティを送信データに付加して送信します。受信

時には、受信したパリティビットが O/Eビットで指定した偶数また

は奇数パリティになっているかどうかをチェックします。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 O/E 0 R/W パリティモード 

パリティの付加やチェックを偶数パリティまたは奇数パリティのいずれで行う

かを選択します。O/Eビットの設定は、調歩同期式モードで PEビットに 1を設

定しパリティビットの付加やチェックを許可したときのみ有効になります。ク

ロック同期式モードや調歩同期式モードでパリティの付加やチェックを禁止し

ている場合には、O/Eビットの指定は無効です。 

0：偶数パリティ*1 

1：奇数パリティ*2 

【注】 *1 偶数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が偶数になるようにパ

リティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中

の 1の数の合計が偶数であるかどうかをチェックします。 

 *2 奇数パリティに設定すると、送信時には、パリティビットと送信キ

ャラクタをあわせて、その中の 1の数の合計が奇数になるようにパ

リティビットを付加して送信します。 

受信時には、パリティビットと受信キャラクタをあわせて、その中

の 1の数の合計が奇数であるかどうかをチェックします。 

3 STOP 0 R/W ストップビットレングス 

調歩同期式モードでのストップビットの長さを 1ビット／2ビットのいずれか

から選択します。STOPビットの設定は調歩同期式モードでのみ有効になりま

す。クロック同期式モードに設定した場合にはストップビットは付加されませ

んので、このビットの設定は無効です。なお、受信時には STOPビットの設定

にかかわらず、受信したストップビットの 1ビット目のみをチェックします。

ストップビットの 2ビット目が 1の場合はストップビットとして扱いますが、0

の場合は次の送信キャラクタのスタートビットとして扱います。 

0：1ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 1ビットの 1（ストップビット）

を付加して送信します。 

1：2ストップビット 

送信時には、送信キャラクタの最後尾に 2ビットの 1（ストップビット）

を付加して送信します。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 CKS[1:0] 00 R/W クロックセレクト 

内蔵ボーレートジェネレータの内部クロックソースを選択します。 

クロックソースと、ビットレートレジスタの設定値、およびボーレートの関係

については、「15.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR）」を参照してくださ

い。 

00：Pφクロック 

01：Pφ/4クロック 

10：Pφ/16クロック 

11：Pφ/64クロック 

【注】Pφ：周辺クロック 

 

15.3.6 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR） 

SCSCRは、SCIFの送信／受信動作、割り込み要求の許可／禁止、および送信／受信クロックソースの選択を行

うレジスタです。SCSCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

- - - - - - - - TIE RIE TE RE REIE - CKE[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TIE 0 R/W 送信インタラプトイネーブル 

送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）から送信シフトレジスタ（SCTSR）ヘ

シリアル送信データが転送され、送信 FIFOデータレジスタのデータ数が指定送

信トリガ数より少なくなり、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFE

フラグが 1にセットされたときに、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）

要求の発生を許可／禁止します。 

0：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を禁止 

1：送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を許可* 

【注】* TXIの解除は、SCFTDRに指定した送信トリガ数より多い送信データ

を書き込み、TDFEフラグの 1を読み出した後 0にクリアするか、ま

たは TIEを 0にクリアすることで行うことができます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 RIE 0 R/W 受信インタラプトイネーブル 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグまたは DRフラグが 1

にセットされたときの受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、SCFSRの

ERフラグが 1にセットされたときの受信エラー割り込み（ERI）要求、および

SCFSRの BRKフラグまたはラインステータスレジスタ（SCLSR）の ORER

フラグが 1にセットされたときのブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可／

禁止します。 

0：受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求、およびブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）

要求、およびブレーク割り込み（BRI）要求を許可* 

【注】* RXI割り込み要求の解除は、DRまたは RDFフラグの 1を読み出した

後、0にクリアするか、RIEビットを 0にクリアすることで行えます。

ERI、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORERフラグの

1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にクリ

アすることで行えます。 

5 TE 0 R/W 送信イネーブル 

シリアル送信動作の開始を許可／禁止します。 

0：送信動作を禁止 

1：送信動作を許可* 

【注】* この状態で SCFTDRに送信データを書き込むとシリアル送信を開始

します。なお、TEビットを 1にセットする前に必ず SCSMRおよび

SCFCRの設定を行い、送信フォーマットを決定し、送信 FIFOをリセ

ットてください。 

4 RE 0 R/W 受信イネーブル 

シリアル受信動作の開始を許可／禁止します。 

0：受信動作を禁止*1 

1：受信動作を許可*2 

【注】*1 REビットを 0にクリアしても DR、ER、BRK、RDF、FER、PER、

ORERの各ビットは影響を受けず、状態を保持しますので注意して

ください。 

 *2 この状態で調歩同期式モードの場合はスタートビットを、クロック同

期式モードの場合は同期クロックをそれぞれ検出すると、シリアル受

信を開始します。なお、REビットを 1にセットする前に必ずシリア

ルモードレジスタ（SCSMR）、FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）

の設定を行い、受信フォーマットを決定し、受信 FIFOをリセットし

てください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 REIE 0 R/W 受信エラーインタラプトイネーブル 

受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の発生を許可

／禁止します。ただし、REIEビットの設定は RIEビットが 0のときのみ有効で

す。 

0：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を禁止 

1：受信エラー割り込み（ERI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求を許可* 

【注】* ERI、BRI割り込み要求の解除は、ER、BRK、または ORERフラグの

1を読み出した後、0にクリアするか、RIE、REIEビットを 0にクリ

アすることで行えます。RIEを 0に設定しても、REIEを 1に設定す

れば、ERI、BRI割り込み要求は発生します。DMAC転送時に ERI、

BRI割り込み要求を割り込みコントローラへ通知したいときに設定し

ます。 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 CKE[1:0] 00 R/W クロックイネーブル 

SCIFのクロックソースの選択、および SCK端子からのクロック出力の許可／

禁止を設定します。CKE[1:0]によって SCK端子をシリアルクロック出力端子に

するか、またはシリアルクロック入力端子にするかが決まります。クロック同

期式モードで同期クロック出力に設定する場合は、SCSMRの C/Aビットを 1

に設定してから CKE[1:0]を設定してください。 

• 調歩同期式モード 

00：内部クロック／SCK端子は入力端子（入力信号は無視） 

01：内部クロック／SCK端子はクロック出力 

（ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロックを出力） 

10：外部クロック／SCK端子はクロック入力 

（ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロックを入力） 

11：設定禁止 

• クロック同期式モード 

00：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

01：内部クロック／SCK端子は同期クロック出力 

10：外部クロック／SCK端子は同期クロック入力 

11：設定禁止 
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15.3.7 シリアルステータスレジスタ（SCFSR） 

SCFSRは、16ビットのレジスタです。上位 8ビットは受信 FIFOデータレジスタのデータの受信エラー数を、

下位 8ビットは SCIFの動作状態を示すステータスフラグを示します。 

SCFSRは常に CPUから読み出し／書き込みができます。ただし、ER、TEND、TDFE、BRK、RDF、DRの各ス

テータスフラグヘ 1を書き込むことはできません。また、これらを 0にクリアするためには、あらかじめ 1を読

み出しておく必要があります。さらに、PERフラグ（ビット 15～12、2）、FERフラグ（ビット 11～8、3）は読

み出し専用であり、書き込むことはできません。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)* R/(W)* R R R/(W)* R/(W)*

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

PER[3:0] FER[3:0] ER TEND TDFE BRK FER PER RDF DR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 PER[3:0] 0000 R パリティエラー数 

受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている受信データでパリテ

ィエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 15～12で示される値がパリテ

ィエラー発生データ数を表示します。SCFRDRの 16バイト受信データすべて

がパリティエラーを伴う場合、PER[3:0]は 0000を表示します。 

11～8 FER[3:0] 0000 R フレーミングエラー数 

受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている受信データでフレー

ミングエラーの発生しているデータ数を示します。 

SCFSRの ERビットがセットされた後、ビット 11～8で示される値がフレーミ

ングエラーの発生しているデータ数を表示します。SCFRDRの 16バイト受信

データすべてがフレーミングエラーを伴う場合、FER[3:0]は 0000を表示しま

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 ER 0 R/(W)* 受信エラー 

フレーミングエラー、またはパリティを含むデータの受信時にパリティエラー

が発生したことを示します。*1 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• ER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にフレーミングエラーまたはパリティエラーが発生したことを表示 

［セット条件］ 

• 1回のデータ受信の終わりで受信データの最後のストップビットが1であるか

どうかをチェックし、ストップビットが 0の場合*2 

• 受信時の受信データとパリティビットを合わせた 1の数が、シリアルモードレ

ジスタ（SCSMR）の O/Eビットで指定した偶数パリティ／奇数パリティの設

定と一致しなかったとき 

【注】*1 SCSCRの REビットを 0にクリアしたときには、ERビットは影響を

受けず以前の状態を保持します。受信エラーが発生しても受信データ

は SCFRDRに転送され受信動作は継続します。SCFRDRから読み出

したデータに受信エラーが含まれるかどうかは、SCFSRの FERビッ

トと PERビットで判定できます。 

 *2 2ストップモードのときは第 1ストップビットのみチェックされ、第

2ストップビットはチェックされません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TEND 1 R/(W)* 送信エンド 

送信キャラクタの最後尾ビットの送信時に SCFTDRに有効なデータがなく、送

信を終了したことを示します。 

0：送信中であることを表示 

［クリア条件］ 

• SCFTDRへ送信データを書き込み、TEND=1の状態を読み出した後、TEND

フラグに 0を書き込んだとき 

1：送信を終了したことを表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット 

• SCSCRの TEビットが 0のとき 

• 1バイトのシリアル送信キャラクタの最後尾ビット送信時に SCFTDRに送信

データがないとき 

5 TDFE 1 R/(W)* 送信 FIFOデータエンプティ 

送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）から送信シフトレジスタ（SCTSR）に

データが転送され、SCFTDRのデータ数が FIFOコントロールレジスタ

（SCFCR）の TTRG[1:0]で指定した送信トリガデータ数以下になり、SCFTDR

への送信データの書き込みが許可されることを示します。 

0：SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数より多いことを 

表示 

［クリア条件］ 

• TDFE＝1の状態を読み出した後、指定送信トリガ数より多いデータを

SCFTDRに書き込み、TDFEに 0を書き込んだとき 

• 送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）により DMACを起動し、指定送

信トリガ数より多いデータを SCFTDRに書き込んだとき 

1：SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数以下であること*1

を表示 

［セット条件］ 

• パワーオンリセット 

• 送信の結果 SCFTDRに書き込んだ送信データ数が指定送信トリガ数以下のと

き 

【注】*1 SCFTDRは 16バイトの FIFOレジスタであるため、TDFE＝1の状態

で書き込むことができるデータの最大数は「16から指定した送信ト

リガ数を引いた数」になります。それより多くのデータを書き込もう

としてもデータは無視されます。SCFTDRのデータ数は SCFDRの

上位 8ビットで示されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 BRK 0 R/(W)* ブレーク検出 

受信データにブレーク信号が検出されたことを示します。 

0：ブレーク信号なし 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• BRK＝1の状態を読み出した後、BRKフラグに 0を書き込んだとき 

1：ブレーク信号を受信*1 

［セット条件］ 

• フレーミングエラーを含むデータを受信し、引き続き 1フレーム長以上スペー

ス 0（ローレベル）の場合 

【注】*1 ブレークが検出されると、検出後 SCFRDRへの受信データ（H'00）

の転送は停止します。ブレークが終了し、受信信号がマーク 1にな

ると、受信データの転送が再開します。 

3 FER 0 R フレーミングエラー表示 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した

データにフレーミングエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生しな

かったことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにフレーミングエラーが発生した

ことを表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにフレーミングエラーあり 

2 PER 0 R パリティエラー表示 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した

データにパリティエラーがあったかどうかを表示します。 

0：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生しなかっ

たことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーなし 

1：次に SCFRDRから読み出す受信データにパリティエラーが発生したこと

を表示 

［セット条件］ 

• 次の SCFRDR読み出しデータにパリティエラーあり 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 RDF 0 R/(W)* 受信 FIFOデータフル 

受信データが受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に転送され、SCFRDRの

データ数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の RTRG[1:0]で指定した受

信トリガ数以上になったことを示します。 

0：SCFRDRの書き込まれた受信データ数が指定受信トリガ数より少ないこ

とを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• RDF＝1を読み出した後、SCFRDRの受信データ数が指定受信トリガ数より

少なくなるまで SCFRDRを読み出し、RDFに 0を書き込んだとき 

• 受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）により DMACを起動し、SCFRDRの

受信データ数が指定受信トリガ数より少なくなるまで SCFRDRを読み出した

とき 

1：SCFRDRの受信データ数が指定受信トリガ数以上であることを表示 

［セット条件］ 

• 指定受信トリガ数以上の受信データ数が SCFRDRに格納されるとき*1 

【注】*1 SCFRDRは 16バイトの FIFOレジスタであるため、RDFが 1のと

き読み出すことができるデータの最大数は指定受信トリガ数となり

ます。SCFRDRのすべてのデータを読み出した後、さらに読み出し

を続けるとデータは不定になります。SCFRDRの受信データ数は

SCFDRの下位 8ビットで示されます。 

0 DR 0 R/(W)* 受信データレディ 

調歩同期式モードで、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に指定受信トリ

ガ数より少ないデータを格納し、最後のストップビットから 15ETUの時間経過

後も次のデータが受信されないことを示します。クロック同期式モードに設定

した場合はセットされません。 

0：受信中であるか、正常に受信完了後 SCFRDRに受信データが残っていな

いことを表示 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• DR=1の状態を読み出した後、SCFRDR内の受信データをすべて読み出し、0

を書き込んだとき 

• 受信 FIFOデータフル割り込み（RXI）により DMACを起動し、SCFRDR内

の受信データをすべて読み出したとき 

1：次の受信データが受信されていないことを表示 

［セット条件］ 

• 指定受信トリガ数未満のデータを SCFRDRが格納し、最後のストップビット

から 15ETUの時間経過*1後も次のデータが受信されないとき 

【注】*1 8ビット、1ストップビットのフォーマットの 1.5フレーム分に相当

します。（ETU：Element Time Unit：要素時間単位） 

【注】 * フラグをクリアするため、1を読み出した後に 0を書き込むことのみ可能です。 
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15.3.8 ビットレートレジスタ（SCBRR） 

SCBRRは、シリアルモードレジスタ（SCSMR）の CKS[1:0]、シリアル拡張モードレジスタ（SCEMR）の BGDM

ビットおよびABCSビットとあわせて、シリアル送信／受信のビットレートを設定する 8ビットのレジスタです。 

SCBRRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。SCBRRは、パワーオンリセット時に H'FFに初

期化されます。なお、チャネルごとにボーレートジェネレータのコントロールが独立していますので、3つのチャ

ネルにはそれぞれ異なる値を設定することができます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

SCBRRの設定値は以下の計算式で求められます。 

【調歩同期式モード】 

• ボーレートジェネレータ通常モード（SCEMRのBGDM＝0） 

N＝（Pφ／（64×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

N＝（Pφ／（32×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 

• ボーレートジェネレータ倍速モード（SCEMRのBGDM＝1） 

N＝（Pφ／（32×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

N＝（Pφ／（16×22n-1×B））×106－1 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 

 

【クロック同期式モード】 

N =
8 × 2        × B2n-1

Pφ
× 106 －1

 
 

B ：ビットレート（bit/s） 

N ：ボーレートジェネレータの SCBRRの設定値（0≦N≦255） 

（電気的特性を満足する設定値としてください） 

Pφ ：周辺クロック（Pck）周波数（MHz） 

n ：ボーレートジェネレータ入力クロック（n＝0、1、2、3） 

（nとクロックの関係は、表 15.4を参照してください） 
 



 

15. FIFO内蔵シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIF） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  15-19 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

表 15.4 SCSMRの設定 

SCSMRの設定値 n クロック 

CKS[1] CKS[0] 

0 Pφ 0 0 

1 Pφ/4 0 1 

2 Pφ/16 1 0 

3 Pφ/64 1 1 

 

調歩同期式モードのビットレート誤差は、以下の計算式で求められます。 

• ボーレートジェネレータ通常モード（SCEMRのBGDM＝0） 

誤差（％）＝｛（（Pφ×106）／（（N＋1）×B×64×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

誤差（％）＝｛（（Pφ×106）／（（N＋1）×B×32×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 

• ボーレートジェネレータ倍速モード（SCEMRのBGDM＝1） 

誤差（％）＝｛（（Pφ×106）／（（N＋1）×B×32×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの16倍の基本クロックで動作時） 

誤差（％）＝｛（（Pφ×106）／（（N＋1）×B×16×22n-1））－1｝×100 

（ビットレートの8倍の基本クロックで動作時） 

 

表 15.5にボーレートジェネレータ通常モード（SCEMRの BGDM＝0）、16倍の基本クロック動作（SCEMRの

ABCS＝0）のとき、調歩同期式モードの SCBRRの設定例を示します。また、表 15.6にクロック同期式モードの

SCBRRの設定例を示します。 
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表 15.5 ビットレートに対する SCBRRの設定例（調歩同期式モード、BGDM＝0、ABCS＝0） 

Pφ（MHz） 

45 50 54 

ビットレート 

(bit/s) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

n N 誤差 

(％) 

110 3 199 -0.12 3 221 -0.02 3 239 -0.12 

150 3 145 0.33 3 162 -0.15 3 175 -0.12 

300 3 72 0.33 3 80 0.47 3 87 -0.12 

600 2 145 0.33 2 162 -0.15 2 175 -0.12 

1200 2 72 0.33 2 80 0.47 2 87 -0.12 

2400 1 145 0.33 1 162 -0.15 1 175 -0.12 

4800 1 72 0.33 1 80 0.47 1 87 -0.12 

9600 0 145 0.33 0 162 -0.15 0 175 -0.12 

19200 0 72 0.33 0 80 0.47 0 87 -0.12 

31250 0 44 0.00 0 49 0.00 0 53 0.00 

38400 0 36 -1.02 0 40 -0.76 0 43 -0.12 

 

表 15.6 ビットレートに対する SCBRRの設定例（クロック同期式モード） 

Pφ（MHz） 

45 50 54 

ビットレート 

(bit/s) 

n N n N n N 

110 － － － － － － 

250 － － － － － － 

500 － － － － － － 

1k 3 175 3 194 3 210 

2.5k 3 69 3 77 3 83 

5k 2 140 2 155 2 168 

10k 2 69 2 77 2 83 

25k 1 112 1 124 1 134 

50k 0 224 0 249 1 67 

100k 0 112 0 124 0 134 

250k 0 44 0 49 0 53 

500k 0 22 0 24 0 26 

1M 0 10 0 12 0 13 

2M 0 5 0 5 0 6 

【記号説明】 

 － ：設定可能ですが誤差がでます。 
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表 15.7にボーレートジェネレータを使用する場合の調歩同期式モードの各周波数における最大ビットレートを

示します。また、表 15.8に外部クロック入力における調歩同期式モードの最大ビットレート、表 15.9に外部ク

ロック入力（tScyc＝12tpcyc時*）におけるクロック同期式モードの最大ビットレートを示します。 

【注】 * 本 LSIと通信相手先の電気的特性を満足することを確認してください。 

 

表 15.7 ボーレートジェネレータを使用する場合の各周波数における最大ビットレート（調歩同期式モード） 

設定値 Pφ（MHz） 

BGDM ABCS n N 

最大ビットレート（bit/s） 

0 0 0 1406250 0 

1 0 0 2812500 

0 0 0 2812500 

45 

1 

1 0 0 5625000 

0 0 0 1562500 0 

1 0 0 3125000 

0 0 0 3125000 

50 

1 

1 0 0 6250000 

0 0 0 1687500 0 

1 0 0 3375000 

0 0 0 3375000 

54 

1 

1 0 0 6750000 
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表 15.8 外部クロック入力時の最大ビットレート（調歩同期式モード） 

設定値 Pφ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 

ABCS 

最大ビットレート（bit/s） 

0 703125 45 11.2500 

1 1406250 

0 781250 50 12.5000 

1 1562500 

0 843750 54 13.5000 

1 1687500 

 

表 15.9 外部クロック入力時の最大ビットレート（クロック同期式モード、tScyc＝12tpcyc時） 

Pφ（MHz） 外部入力クロック（MHz） 最大ビットレート（bit/s） 

45 3.7500 3750000.0 

50 4.1666 4166666.6 

54 4.5000 4500000.0 

 

15.3.9 FIFOコントロールレジスタ（SCFCR） 

SCFCRは、送信 FIFOデータレジスタおよび受信 FIFOデータレジスタのデータ数のリセット、トリガデータ数

の設定を行うレジスタです。また、ループバックテストの許可ビットを含んでいます。 

SCFCRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - RSTRG[2:0] RTRG[1:0] TTRG[1:0] MCE TFRST RFRST LOOP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～8 RSTRG[2:0] 000 R/W RTS出力アクティブトリガ 

受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）内に格納された受信データ数が下表に

示すトリガ設定数以上になったとき、RTS信号はハイレベルになります。 

000：15 

001：1 

010：4 

011：6 

100：8 

101：10 

110：12 

111：14 

7、6 RTRG[1:0] 00 R/W 受信 FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグをセットする基準とな

る受信データ数（指定受信トリガ数）を設定します。受信 FIFOデータレジス

タ（SCFRDR）に格納された受信データ数が以下に示す設定トリガ数以上にな

ったとき RDFフラグは 1にセットされます。 

• 調歩同期式モード 

00：1 

01：4 

10：8 

11：14 

• クロック同期式モード 

00：1 

01：2 

10：8 

11：14 

【注】クロック同期式モードのとき、DMACにより受信データを転送する場合、

受信トリガ数を 1に設定してください。1以外に設定した場合、CPUに

より SCFRDRに残っている受信データを読み出す必要があります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 TTRG[1:0] 00 R/W 送信 FIFOデータ数トリガ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグをセットする基準とな

る送信データ数（指定送信トリガ数）を設定します。送信 FIFOデータレジス

タ（SCFTDR）に格納された送信データ数が以下に示す設定トリガ数以下にな

ったとき TDFEフラグは 1にセットされます。 

00：8（8）* 

01：4（12）* 

10：2（14）* 

11：0（16）* 

【注】* （ ）内の数値は TDFEフラグが 1にセットされるときの SCFTDR

レジスタの空きバイト数を意味します。 

3 MCE 0 R/W モデムコントロールイネーブル 

モデムコントロール信号 CTS、RTSを許可／禁止します。 

チャネル 0～2、クロック同期モードでは MCEを常に 0にしてください。 

0：モデム信号を禁止* 

1：モデム信号を許可 

【注】* 入力値に関係なく CTSはアクティブ 0に固定され、RTSも 0に固定

されます。 

2 TFRST 0 R/W 送信 FIFOデータレジスタリセット 

送信 FIFOデータレジスタ内の送信データを無効にし、データが空の状態にリ

セットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

1 RFRST 0 R/W 受信 FIFOデータレジスタリセット 

受信 FIFOデータレジスタ内の受信データを無効にし、データを空の状態にリ

セットします。 

0：リセット動作を禁止* 

1：リセット動作を許可 

【注】* パワーオンリセット時にはリセット動作が行われます。 

0 LOOP 0 R/W ループバックテスト 

送信出力端子（TxD）と受信入力端子（RxD）、RTS端子と CTS端子を内部で

接続しループバックテストを許可します。 

0：ループバックテストを禁止 

1：ループバックテストを許可 
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15.3.10 FIFOデータカウントセットレジスタ（SCFDR） 

SCFDRは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）と受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）に格納されている

データ数を示します。 

上位 8ビットで SCFTDRの送信データ数を、下位 8ビットで SCFRDRの受信データ数を示します。SCFDRは、

常に CPUから読み出しが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

- - - T[4:0] - - - R[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12～8 T[4:0] 00000 R SCFTDRに格納された未送信データ数を示します。 

H'00は送信データがないことを、H'10は送信データのすべてが SCFTDRに格

納されていることを示します。 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4～0 R[4:0] 00000 R SCFRDRに格納された受信データ数を示します。 

H'00は受信データがないことを、H'10は受信データのすべてが SCFRDR格納

されていることを示します。 
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15.3.11 シリアルポートレジスタ（SCSPTR） 

SCSPTRは、SCIFの端子にマルチプレクスされたポートの入出力およびデータを制御します。ビット 7、6で

RTS端子に対して、データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 5、4で CTS端子に

対して、データの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 3、2で SCK端子に対して、デ

ータの読み出しおよび出力データを書き込むことができます。ビット 1、0によって RxD端子から入力データを

読み出し、TxD端子へ出力データを書き込むことができ、シリアル送受信のブレークを制御します。 

SCSPTRは、常に CPUによる読み出し／書き込みが可能です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

- - - - - - - - RTSIO RTSDT CTSIO CTSDT SCKIO SCKDT SPB2IOSPB2DT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 RTSIO 0 R/W RTSポート入出力 

シリアルポートの RTS端子の入出力を指定します。実際に RTS端子をポート

出力端子として RTSDTビットで設定した値を出力する場合は、SCFCRのMCE

ビットを 0に設定してください。 

0：RTS端子に RTSDTビットの値を出力しない 

1：RTS端子に RTSDTビットの値を出力する 

6 RTSDT 1 R/W RTSポートデータ 

シリアルポートの RTS端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

RTSIOビットで指定します。出力の場合、RTSDTビットの値が RTS端子に出

力されます。RTSIOビットの値にかかわらず、RTSDTビットからは RTS端子

の値が読み出されます。ただし PFCで RTS入出力に設定しておく必要があり

ます。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 

5 CTSIO 0 R/W CTSポート入出力 

シリアルポートの CTS端子の入出力を指定します。実際に CTS端子をポート

出力端子として CTSDTビットで設定した値を出力する場合は、SCFCRのMCE

ビットを 0に設定してください。 

0：CTS端子に CTSDTビットの値を出力しない 

1：CTS端子に CTSDTビットの値を出力する 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 CTSDT 1 R/W CTSポートデータ 

シリアルポートの CTS端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

CTSIOビットで指定します。出力の場合、CTSDTビットの値が CTS端子に出

力されます。CTSIOビットの値にかかわらず、CTSDTビットからは CTS端子

の値が読み出されます。ただし PFCで CTS入出力に設定しておく必要があり

ます。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 

3 SCKIO 0 R/W SCKポート入出力 

シリアルポートの SCK端子の入出力を指定します。実際に SCK端子をポート

出力端子として SCKDTビットで設定した値を出力する場合は、SCSCRの

CKE1、CKE0ビットを 0に設定してください。 

0：SCK端子に SCKDTビットの値を出力しない 

1：SCK端子に SCKDTビットの値を出力する 

2 SCKDT 0 R/W SCKポートデータ 

シリアルポートの SCK端子の入出力データを指定します。入力か出力かは

SCKIOビットで指定します。出力の場合、SCKDTビットの値が SCK端子に出

力されます。SCKIOビットの値にかかわらず、SCKDTビットからは SCK端子

の値が読み出されます。ただし GPIOで SCK入出力に設定しておく必要があり

ます。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 

1 SPB2IO 0 R/W シリアルポートブレーク入出力 

シリアルポートの TxD端子の出力条件を指定します。実際に TxD端子をポート

出力端子として SPB2DTビットで設定した値を出力する場合は、SCSCRの TE

ビットを 0に設定してください。 

0：TxD端子に SPB2DTビットの値を出力しない 

1：TxD端子に SPB2DTビットの値を出力する 

0 SPB2DT 0 R/W シリアルポートブレークデータ 

シリアルポートのRxD端子の入力データおよびTxD端子の出力データを指定し

ます。入力か出力かは SPB2IOビットで指定します。TxD端子を出力に設定し

た場合、SPB2DTビットの値が TxD端子に出力されます。SPB2IOビットの値

にかかわらず、SPB2DTビットからは RxD端子の値が読み出されます。ただし

PFCで RxD入力、TxD出力に設定しておく必要があります。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 
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15.3.12 ラインステータスレジスタ（SCLSR） 

SCLSRは、常に CPUから読み出し／書き込みが可能です。ただし、ORERのステータスフラグヘ 1を書き込む

ことはできません。0にクリアするためには、あらかじめ 1を読み出しておく必要があります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/(W)*

【注】 フラグをクリアするため、1を読み出した後に0を書き込むことのみ可能です。*

- - - - - - - - - - - - - - - ORER

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ORER 0 R/(W)* オーバランエラー 

受信時にオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。 

0：受信中、または正常に受信を完了したことを表示*1 

［クリア条件］ 

• パワーオンリセット 

• ORER＝1の状態を読み出した後、0を書き込んだとき 

1：受信時にオーバランエラーが発生したことを表示*2 

［セット条件］ 

• 受信 FIFOにいっぱいの 16バイトのデータが受信された状態で次のシリアル

受信を完了したとき 

【注】*1 シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の REビットを 0にクリ

アしたときには、ORERフラグは影響を受けず以前の状態を保持し

ます。 

 *2 受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）ではオーバランエラーが発

生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われま

す。さらに、ORER=1にセットされた状態で、以降のシリアル受信

を続けることはできません。 
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15.3.13 シリアル拡張モードレジスタ（SCEMR） 

SCEMRは、常に CPUから読み出し／書き込みが可能です。BGDMビットを 1にセットすることにより、調歩

同期式モード（SCSMRの C/A＝0）かつクロックソースを内部クロック／SCK端子は入力端子（SCSCRの CKE[1:0]

＝00）のとき、SCIF内部のボーレートジェネレータが倍速モードで動作します。 

また、ABCSビットの設定を変更することにより、調歩同期式モードにおける 1ビット期間の基本クロックを

選択することができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R R R R R R R/W

- - - - - - - - BGDM - - - - - - ABCS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 BGDM 0 R/W ボーレートジェネレータ倍速モード 

BGDMビットを 1にセットすると、SCIF内部のボーレートジェネレータが倍速

モードで動作します。BGDMの設定は、調歩同期式モード（SCSMRの C/A＝0）

かつクロックソースを内部クロック／SCK端子は入力端子（SCSCRの

CKE[1:0]＝00）のときに有効です。上記設定以外のときは通常モードを使用し

てください。 

0：通常モード 

1：倍速モード 

6～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ABCS 0 R/W 調歩同期式基本クロックセレクト 

調歩同期式モードにおける 1ビット期間の基本クロックを選択します。ABCS

ビットの設定は、調歩同期式モード（SCSMRの C/A＝0）のとき有効です。 

0：ビットレートの 16倍の周波数の基本クロックで動作 

1：ビットレートの 8倍の周波数の基本クロックで動作 
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15.4 動作説明 

15.4.1 概要 

SCIFは、キャラクタ単位で同期をとりながら通信する調歩同期式モードと、クロックパルスにより同期をとり

ながら通信するクロック同期式モードの 2方式でシリアル通信ができます。 

送信／受信のそれぞれに 16段の FIFOバッファを内蔵しており、CPUのオーバヘッドを減らし、高速連続通信

が可能です。さらに、モデムコントロール信号として RTS信号、CTS信号を用意しています。送受信フォーマッ

トの選択は、シリアルモードレジスタ（SCSMR）で行います。これを表 15.10に示します。また、SCIFのクロッ

クソースは、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の CKE[1:0]の組み合わせで決まります。これを表 15.11

に示します。 
 

（1） 調歩同期式モード 

• データ長：7ビット／8ビットから選択可能 

• パリティの付加および1ビット／2ビットのストップビットの付加を選択可能 

（これらの組み合わせにより送信／受信フォーマット、およびキャラクタ長を決定） 

• 受信時にフレーミングエラー、パリティエラー、受信FIFOデータフル、オーバランエラー、受信データレデ

ィ、およびブレークの検出が可能 

• 送受信FIFOレジスタそれぞれの格納データ数を表示 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作 

外部クロックを選択した場合：ビットレートの16または8倍の周波数のクロックを入力することが必要  

（内蔵ボーレートジェネレータを使用しない） 

（2） クロック同期式モード 

• 送信／受信フォーマット：8ビットデータ固定 

• 受信時にオーバランエラーの検出可能 

• SCIFのクロックソース：内部クロック／外部クロックから選択可能 

内部クロックを選択した場合：SCIFはボーレートジェネレータのクロックで動作し、このクロックを同期ク

ロックとして外部へ出力 

外部クロックを選択した場合：内部ボーレートジェネレータを使用せず、入力された外部同期クロックで動

作 
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表 15.10 SCSMRの設定値と SCIF送信／受信フォーマット 

SCSMR SCIF送信／受信フォーマット 

ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 3 

C/A CHR PE STOP 

モード 

データ長 パリティ 

ビット 

ストップ 

ビット長 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

8ビット 

あり 

2ビット 

0 1ビット 0 

1 

なし 

2ビット 

0 1ビット 

0 

1 

1 

1 

調歩同期式モード 

7ビット 

あり 

2ビット 

1 x x x クロック同期式モード 8ビット なし なし 

【記号説明】x：Don't care 

 

表 15.11 SCSMR、SCSCRの設定値と SCIFのクロックソースの選択 

SCSMR SCSCR 

ビット 7 ビット 1、0 

C/A CKE[1:0] 

モード クロック

ソース 

SCK端子の機能 

00 SCIFは SCK端子を使用しません 

01 

内部 

ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロック

を出力 

10 外部 ビットレートの 16または 8倍の周波数のクロック

を入力 

0 

11 

調歩同期式モード 

設定禁止 

0x 内部 同期クロックを出力 

10 外部 同期クロックを入力 

1 

11 

クロック同期式モード 

設定禁止 

【記号説明】x：Don't care 

【注】 ボーレートジェネレータ倍速モード（BGDM＝1）を使用する際は、調歩同期式モード（C/A＝0）かつクロックソースを

内部クロック／SCK端子を使用しない（CKE[1:0]＝00）設定にしてください。 
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15.4.2 調歩同期式モード時の動作 

調歩同期式モードは、通信開始を意味するスタートビットと通信終了を意味するストップビットとをデータに

付加したキャラクタを送信／受信し、1キャラクタ単位で同期をとりながらシリアル通信を行うモードです。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部と受

信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていますので、送信／受信中にデータの読み出し／書き込みがで

きるので、連続送信／受信が可能です。 

調歩同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 15.2に示します。 

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常、マーク状態（ハイレベル）に保たれています。SCIFは通信回

線を監視し、スペース（ローレベル）になったところをスタートビットとみなしてシリアル通信を開始します。 

シリアル通信の 1キャラクタは、スタートビット（ローレベル）から始まり、データ（LSBファースト：最下

位ビットから）、パリティビット（ハイ／ローレベル）、最後にストップビット（ハイレベル）の順で構成され

ています。 

調歩同期式モードでは、SCIFは受信時にスタートビットの立ち下がりエッジで同期化を行います。また SCIF

は、データを 1ビット期間の 16または 8倍の周波数のクロックの 8または 4番目でサンプリングしますので、各

ビットの中央で通信データが取り込まれます。 

0

1

D0 D1 D3 D4 D5 D6D2 0/1 1 1

1

D7

1ビット

スタート
ビット

シリアル
データ

パリティ
ビット

ストップビット

アイドル状態(マーク状態)

1ビット
または
なし

1ビット
または
2ビット

7ビットまたは8ビット

送信／受信データ

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

（LSB） （MSB）

 

図 15.2 調歩同期式通信のデータフォーマット 

（8ビットデータ／パリティあり／2ストップビットの例） 
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（1） 送信／受信フォーマット 

設定可能な送信／受信フォーマットを、表 15.12に示します。 

送信／受信フォーマットは 8種類あり、シリアルモードレジスタ（SCSMR）の設定により選択できます。 
 

表 15.12 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード） 

SCSMRの設定

CHR PE STOP

0 0 0 START 8ビットデータ STOP

0

1

1

1

1 0 0

1 0

1

1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

START 8ビットデータ STOP STOP

START 8ビットデータ P STOP

START 8ビットデータ P STOP STOP

START 7ビットデータ STOP

START 7ビットデータ STOP STOP

START 7ビットデータ P STOP

START 7ビットデータ P STOP STOP
 

【記号説明】 

 START ：スタートビット 

 STOP ：ストップビット 

 P ：パリティビット 

 

（2） クロック 

SCIFの送受信クロックは、SCSMRの C/Aビットおよびシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）の CKE[1:0]

の設定により、内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロックまたは SCK端子から入力された外部クロッ

クの 2種類から選択できます。SCIFのクロックソースの選択については表 15.11を参照してください。 

外部クロックを SCK端子に入力する場合には、使用するビットレートの 16または 8倍の周波数のクロックを

入力してください。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子からクロックを出力することができます。このとき出力されるクロ

ックの周波数はビットレートの 16または 8倍の周波数です。 
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（3） データの送信／受信動作 

• SCIF初期化（調歩同期式モード） 

データの送信／受信前には、まずシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットおよびREビットを0

にクリアした後、以下の順でSCIFを初期化してください。 

動作モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には、必ずTEビットおよびREビットを0にクリアし

てから次の手順で変更を行ってください。TEビットを0にクリアすると、送信シフトレジスタ（SCTSR）は

初期化されます。しかし、TEビットとREビットを0にクリアしても、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）、

送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）、受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）は初期化されず、それらの内

容は保持されますのでご注意ください。TEビットの0クリアは、送信データをすべて送信し、SCFSRのTEND

フラグがセットされた後に行ってください。TEビットは送信中でも0クリア可能ですが、送信データは0クリ

アした後、マーク状態になります。また再度TEビットを1にセットして送信開始する前にSCFCRのTFRSTビ

ットを1にセットしてSCFTDRをリセットしてください。 

外部クロックを使用している場合には、動作が不確実になりますので、初期化を含めた動作中にクロックを

止めないでください。図15.3にSCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

初期化

シリアルモードレジスタ（SCSMR）に送信／
受信フォーマットを設定します。

（2）

シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）に
クロック選択を設定してください。なお、TIE、
RIE、TE、REビットは必ず0を設定してください。

（1）

ビットレートレジスタ（SCBRR）にビットレート
に対応する値を書き込みます。ただし、外部クロッ
クを使用する場合には必要ありません。

（3）

使用する外部端子のPFC設定を行います。
受信時にはRxD入力、送信時にはTxD出力になる
ように設定します。
なお、調歩同期式モードでCKE[1:0]が00の場合は
SCK端子の設定は不要です。

（4）

シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE
ビットまたはREビットを1にセットします。
また、TIE、RIE、REIEビットを設定してください。
TE、REビットを設定することによりTxD、RxD
端子が使用可能になります。
送信時にはマーク状態となり、受信時には
スタートビット待ちのアイドル状態になります
内部クロック出力設定の場合、この時点でSCK端
子からクロックが出力され始めます。

（5）

（2）

（1）

（3）

（5）

（4）

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを1にセット

SCEMRのBGDM、ABCSビットを設定

SCSCRのCKE[1:0]ビットを設定
（TIE、RIE、TE、REビットは0）

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
各フラグを読み出した後0書き込みでクリア

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]、MCEビットを
設定しTFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

使用する外部端子のPFC設定
SCK、TxD、RxD

終了  

図 15.3 SCIF初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（調歩同期式モード） 

図15.4にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

SCIFの送信を可能にした後、シリアルデータ送信は以下の手順に従い行ってください。 

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFSRのTENDフラグを読み出し

送信開始 SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
シリアルステータスレジスタ（SCFSR）を読み出して、
TDFEフラグが1であることを確認した後、送信FIFO
データレジスタ（SCFTDR）に送信データを書き込み、
TDFEフラグとTENDフラグの1を読み出した後、これら
のフラグを0にクリアします。書き込み可能な送信デー
タ数は16-(送信トリガ設定数)になります。

シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグの1を
読み出して書き込み可能であることを確認した後に
SCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラグを0に
クリアしてください。

シリアル送信時にブレーク出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、シリア
ルポートレジスタ（SCSPTR）のSPB2DTビットを0に
クリアし、SPB2IOビットを1にセットした後に、シリア
ルコントロールレジスタ（SCSCR）のTEビットを0に
クリアします。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEとTENDフラグの

1を読み出した後、0にクリア

SPB2DTを0にクリア
SPB2IOを1にセット

SCSCRのTEビットを0にクリア

TDFE＝1？

全データ送信？

TEND＝1？

ブレーク出力？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

No

Yes

送信完了

なお、ステップ（1）（2）において、FIFOデータレジスタ
（SCFDR）の上位8ビットで示されるSCFTDRの送信データ
バイト数により、書き込み可能なデータバイト数を確認する
ことができます。

 

図 15.4 シリアル送信のフローチャートの例 

SCIFは、シリアル送信時には以下のように動作します。 

1. SCIFは、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）にデータが書き込まれると、SCFTDRから送信シフトレジス

タ（SCTSR）にデータを転送します。送信データをSCFTDRに書き込む前に、シリアルステータスレジスタ

（SCFSR）のTDFEフラグが1にセットされていることを確認してください。書き込み可能な送信データバイ

ト数は（16－送信トリガ設定数）です。 
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2. SCFTDRからSCTSRヘデータを転送し、送信を開始すると、SCFTDRの送信データがなくなるまで連続して

送信動作を実行します。SCFTDRの送信データバイト数がFIFOコントロールレジスタ（SCFCR）で設定した

送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセットされます。このとき、シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR）のTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

シリアル送信データは、以下の順にTxD端子から送り出されます。 

（a）スタートビット ：1ビットの0が出力されます。 

（b）送信データ ：8ビットまたは7ビットのデータがLSBから順に出力されます。 

（c）パリティビット ：1ビットのパリティビット（偶数パリティ、または奇数パリティ）が出力されます 

（なお、パリティビットを出力しないフォーマットも選択できます）。 

（d）ストップビット ：1ビットまたは2ビットの1（ストップビット）が出力されます。 

（e）マーク状態 ：次の送信を開始するスタートビットを送り出すまで1を出力し続けます。 

3. SCIFは、ストップビットを送出するタイミングでSCFTDR送信データをチェックします。データがあると、

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、ストップビットを送り出した後、次フレームのシリアル送信を開始

します。 

 

調歩同期式モードでの送信時の動作例を図15.5に示します。 

TXI割り込み処理ルーチンでSCFTDRに
データを書き込み、TDFEフラグの1を
読み取った後、0にクリア

TDFE

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

TEND

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データパリティ

ビット
ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

 

図 15.5 送信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

4. モデムコントロールを許可した場合、CTS入力値によって送信を停止／再開することができます。CTSが1に

セットされると、送信中のときは1フレームの送信終了後マーク状態になります。CTSが0にセットされると、

次の送信データがスタートビットを先頭に出力されます。 

 

モデムコントロールを使用した動作例を図15.6に示します。 
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CTS

0 0/1D0 D1 D7 0 0/1D0 D1 D7

スタート
ビット

シリアルデータ
TxD

スタート
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

ストップビットの前にこの点を立ち上げます。  

図 15.6 モデムコントロールを使用した動作例（CTS） 

• シリアルデータ受信（調歩同期式モード） 

図15.7、図15.8にシリアル受信フローチャートの例を示します。 

SCIFの受信を可能に設定した後、シリアルデータ受信は次の手順に従い行ってください。 

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
ORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

受信開始

エラー処理

受信エラー処理とブレークの検出：
受信エラーが発生したときには、シリアル
ステータスレジスタ（SCFSR）のDR、ER、
BRK、ラインステータスレジスタ（SCLSR）
のORERの各フラグを読み出してエラーを
判定し、所定のエラー処理を行った後、DR、
ER、BRK、ORERの各フラグをすべて0に
クリアしてください。また、フレーミング
エラー時にRxD端子の値を読み出すことで
ブレークの検出ができます。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
シリアルステータスレジスタ（SCFSR）を
読み出して、RDFフラグが1であることを確認
した後、受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）
の受信データを読み出し、RDFフラグの1を
読み出した後、RDFフラグを0にクリアしま
す。RDFフラグが0から1に変化したことは、
受信FIFOデータフル割り込み（RXI）によっ
て知ることができます。

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、少なくとも
SCFRDRから受信データバイトの受信トリガ
設定数を読み出し、RDFフラグから1を読み出
した後、RDFフラグを0にクリアします。
SCFRDRの受信データバイト数はSCFDRの
下位ビットを読み出すことによって確認でき
ます。

（1）

（2）

（3）

（1）

（2）

（3）

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

ER or 
DR or BRK or ORER

＝1？

RDF＝1？

全数受信？

No

No

No

Yes

Yes

Yes

受信終了  

図 15.7 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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オーバランエラー処理

ブレーク処理

SCFRDRの受信データの読み出し

SCFSRのDR、ER、BRKフラグを0にクリア
SCLSRのORERフラグを0にクリア

エラー処理

終了

受信FIFOデータレジスタ（SCFRDR）から読み出した受信
データにフレーミングエラー、パリティエラーが発生して
いるかどうかは、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）
のFER、PERビットで知ることができます。

ORER＝1？

BRK＝1？

DR＝1？

No

Yes

No

Yes

No

Yes

受信エラー処理

ER＝1？
No

Yes

ブレーク信号の受信時、BRKフラグがセットされている場合、
受信データはSCFRDRに転送されません。ただし、SCFRDRの
最後尾のデータはH'00で、フレーミングエラーが発生した
ブレークデータが格納されることに注意してください。

 

図 15.8 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

SCIFは受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは通信回線を監視し、スタートビットの0を検出すると内部を同期化し、受信を開始します。 

2. 受信したデータをSCRSRのLSBからMSBの順に格納します。 

3. パリティビットおよびストップビットを受信します。 

受信後、SCIFは以下のチェックを行います。 

（a）ストップビットチェック：ストップビットが1であるかをチェックします。ただし、2ストップビットの

場合、1ビット目のストップビットのみをチェックします。 
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（b）受信データを受信シフトレジスタ（SCRSR）からSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。 

（c）オーバランエラーチェック：オーバランエラーが発生していないことを示すORERフラグが0であるか

どうかをチェックします。 

（d）ブレークチェック：ブレーク状態がセットされていないことを示すBRKフラグが0であるかどうかをチ

ェックします。 

以上のチェックがすべてパスしたとき、SCFRDRに受信データが格納されます。 

【注】 パリティエラー、フレーミングエラーが発生しても受信動作を続けます。 

4. RDFまたはDRフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットが1にセットされていると、受信FIFOデータフル

割り込み（RXI）要求を発生します。また、ERフラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビッ

トが1にセットされていると、受信エラー割り込み（ERI）要求を発生します。さらに、BRKフラグまたはORER

フラグが1になったとき、SCSCRのRIEビットまたはREIEビットが1にセットされていると、ブレーク受信割

り込み（BRI）要求を発生します。 

 

調歩同期式モード受信時の動作例を図15.9に示します。 

RXI割り込み処理ルーチンで
データを読み出し、RDFフラグ
の1を読み出した後、0にクリア

RDF

0 0/1 1

1 1

D0 D1 D7 0 0/1 1D0 D1 D7

FER

RXI割り込み
要求の発生

受信エラーで
ERI割り込み
要求の発生

1フレーム

スタート
ビット

シリアル
データ

スタート
ビットデータ データパリティ

ビット
ストップ
ビット

パリティ
ビット

ストップ
ビット

アイドル状態
（マーク状態）

 

図 15.9 SCIFの受信時の動作例 （8ビットデータ／パリティあり／1ストップビットの例） 

5. モデムコントロールが有効であると、SCFRDRが空のときRTS信号が出力されます。RTSが0の場合受信が可

能です。RTSが1の場合はSCFRDRのデータ数がRTS出力アクティブトリガ設定数以上であることを示します。 

 

モデムコントロール使用時の動作例を図15.10に示します。 
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RTS

0 10/1D0 D1 D2 D7 D0 D1 D1D70

スタート
ビット

シリアルデータ
RxD

スタート
ビット

パリティ
ビット

 

図 15.10 モデムコントロール使用時の動作例（RTS） 

15.4.3 クロック同期式モード時の動作 

クロック同期式モードは、クロックパルスに同期してデータを送信／受信するモードで、高速シリアル通信に

適しています。 

SCIF内部では、送信部と受信部は独立していますので、クロックを共有することで全二重通信ができます。ま

た、送信部と受信部がともに 16段の FIFOバッファ構造になっていますので、送信／受信中にデータの読み出し

／書き込みができ、連続送信／受信が可能です。 

クロック同期式シリアル通信の一般的なフォーマットを図 15.11に示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6 ビット7

* *

LSB MSB

Don't careDon't care

【注】*　連続送信／受信のとき以外はハイレベル

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

 

図 15.11 クロック同期式通信のデータフォーマット 

クロック同期式シリアル通信では、通信回線のデータは同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出

力されます。また、同期クロックの立ち上がりでデータの確定が保証されます。 

シリアル通信の 1キャラクタは、データの LSBから始まり最後にMSBが出力されます。MSB出力後の通信回

線の状態はMSBの状態を保ちます。 

クロック同期式モードでは、SCIFは同期クロックの立ち上がりに同期してデータを受信します。 
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（1） 送信／受信フォーマット 

8ビットデータ固定です。 

パリティビットの付加はできません。 
 

（2） クロック 

SCSMRの C/Aビットと SCSCRの CKE[1:0]の設定により内蔵ボーレートジェネレータの生成した内部クロック、

または SCK端子から入力された外部同期クロックの 2種類から選択できます。 

内部クロックで動作させるとき、SCK端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1キャラクタの

送受信で 8パルス出力され、送信／受信を行わないときにはハイレベルに固定されます。受信動作のみの場合、

内部クロックを選択すると SCSCRの REビットが 1の間、受信 FIFO内データ数が受信トリガ設定数に達するま

でクロックパルスが出力されます。 
 

（3） データの送信／受信動作 

• SCIFの初期化（クロック同期式モード） 

データの送信／受信前にシリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のTE、REビットを0にクリアした後、以

下の手順でSCIFを初期化してください。 

モードの変更、通信フォーマットの変更などの場合には必ず、TE、およびREビットを0にクリアしてから下

記手順で変更してください。TEビットを0にクリアすると送信シフトレジスタ（SCTSR）が初期化されます。

REビットを0にクリアしてもRDF、PER、FER、ORERの各フラグ、および受信データレジスタ（SCRDR）の

内容は保持されますので注意してください。 
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図 15.12に SCIFの初期化フローチャートの例を示します。 

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

初期化

（1）

（1）

（3）CKE[1:0]を設定します。

（2）

（4）

（6）

（2）

（3）

（4）

（6）

（5）

SCFCRのTFRST、RFRSTビットを
1にセットし、FIFOバッファをクリア

SCFSRのER、DR、BRK、SCLSRの
各フラグを読み出した後0書き込みでクリア

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定

SCSCRのCKE[1:0]を設定
（TE、RE、TIE、RIEビットは0）

SCBRRに値を設定

SCFCRのRTRG[1:0]、TTRG[1:0]を設定し、
TFRST、RFRSTビットを0にクリア

SCSCRのTE、REビットを1にセット、
およびTIE、RIE、REIEビットを設定

終了

初期化終了の直前まで、TE、REビットは０にしてください。

SCSCRのTEビットまたはREビットを１にセットします。
またTIE、RIE、REIEビットを設定してください。この時点で
TxD、RxD、SCK端子が使用可能になります。
送信時にTxD端子はマーク状態となります。
クロック同期式モード受信でかつ、同期クロック出力（クロック
マスタ）設定の場合、この時点でSCK端子からクロックが出力
され始めます。

ビットレートレジスタ（SCBRR）にビットレートに対応する
値を書き込みます。ただし、外部クロックを使用する場合には
必要ありません。

SCSMRに送信／受信フォーマットを設定します。

使用する外部端子のPFC設定を行います。
受信時にはRxD入力、送信時にはTxD出力になるように設定し
ます。

（5）

使用する外部端子のPFC設定
SCK、TxD、RxD

 

図 15.12 SCIF初期化フローチャートの例 
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• シリアルデータ送信（クロック同期式モード） 

図15.13にシリアル送信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ送信は、SCIFを送信動作可能状態に設定した後、以下の手順で行ってください。 

SCFSRのTDFEフラグを読み出し

終了

送信開始

TDFE=1？
No

Yes

全データ送信？
No

Yes

SCFSRのTENDフラグを読み出し

TEND=1？
No

Yes

SCSCRのTEビットを0にクリア

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

（1）

（2）

（1）

（2）

SCIFの状態を確認して、送信データを書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを
確認した後、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）
に送信データを書き込み、TDFEフラグを0にクリア
します。

シリアル送信の継続手順：
シリアル送信を続けるときには、必ずTDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認した
後にSCFTDRにデータを書き込み、続いてTDFEフラ
グを0にクリアしてください。

 

図 15.13 シリアル送信のフローチャートの例 
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SCIFはシリアル送信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは、送信FIFOデータレジスタ（SCFTDR）にデータが書き込まれると、SCFTDRから送信シフトレジス

タ（SCTSR）にデータを転送します。送信データをSCFTDRに書き込む前に、シリアルステータスレジスタ

（SCFSR）のTDFEフラグが1にセットされていることを確認してください。書き込み可能な送信データバイ

ト数は（16－送信トリガ設定数）です。 

2. SCFTDRからSCTSRヘデータが転送され、送信を開始すると、SCFTDRに送信データがなくなるまで連続し

て送信動作を続けます。SCFTDRの送信データバイト数がFIFOコントロールレジスタ（SCFCR）で設定した

送信トリガ数以下になると、TDFEフラグがセットされます。このとき、シリアルコントロールレジスタ

（SCSCR）のTIEビットが1にセットされていると送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求を発生し

ます。 

クロック出力モードに設定したときには、SCIFは同期クロックを8パルス出力します。外部クロックに設定

したときには、入力クロックに同期してデータを出力します。シリアル送信データは、LSB（ビット0）～

MSB（ビット7）の順にTxD端子から送り出されます。 

3. SCIFは、最終ビットを送出するタイミングでSCFTDR送信データをチェックします。送信データがあると

SCFTDRからSCTSRにデータを転送し、次のフレームのシリアル送信を開始します。データがないと、SCFSR

のTENDフラグを1にセットし、最終ビットを送り出した後、TxD端子は状態を保持します。 

4. シリアル送信終了後は、SCK端子はハイレベル固定になります。 

 

図15.14にSCIFの送信時の動作例を示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット0 ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

LSB MSB

TXI割り込み処理ルーチンで
SCFTDRにデータを書き込み、
TDFEフラグを0にクリア

TDFE

TEND

TXI割り込み
要求の発生

TXI割り込み
要求の発生

1フレーム  

図 15.14 SCIFの送信時の動作例 
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• シリアルデータ受信（クロック同期式モード） 

図15.15、図15.16にシリアル受信のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータ受信は、SCIFを受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行ってください。 

SCIFの初期化を行わずに動作モードを調歩同期式モードからクロック同期式モードに切り換える際には、必

ず、ORER、PER、FERの各フラグが0にクリアされていることを確認してください。 

SCLSRのORERフラグを読み出し

SCFSRのRDFフラグを読み出し

SCSCRのREビットを0にクリア

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

受信開始

エラー処理

終了

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORER
フラグを読み出してから、所定のエラー処理を行っ
た後、ORERフラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を
再開できません。

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出してRDFフラグが1であることを
確認した後、SCFRDRの受信データを読み出し、
RDFフラグを0にクリアします。RDFフラグが0から
1へ変化したことは、受信FIFOデータフル割り込み
（RXI）によっても知ることができます。

（2）

シリアル受信の継続手順：
シリアル受信を続けるときには、SCFRDR内の
データを少なくとも受信トリガ設定数読み出して、
RDFフラグの1を読み出した後0を書き込んで
ください。SCFRDR内の受信データ数はSCFDRの
下位ビットを読み出すことで知ることができます。
ただし、RXIでDMACを起動し、SCFRDRの値を
読み出す場合には、RDFビットクリアは自動的に
行われますので必要ありません。

（3）

（1）

（1）

（3）

（2）

ORER＝1？

RDF＝1？

全数受信？

Yes

No

No

Yes

No

Yes

 

図 15.15 シリアル受信のフローチャートの例（1） 
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オーバランエラー処理

エラー処理

SCLSRのORERフラグを0にクリア

終了

ORER＝1？

Yes

No

 

図 15.16 シリアル受信のフローチャートの例（2） 

SCIFはシリアル受信時に以下のように動作します。 

1. SCIFは同期クロックの入力または出力に同期して受信を開始します。 

2. 受信したデータを受信シフトレジスタ（SCRSR）のLSBからMSBの順に格納します。受信後、SCIFは受信デ

ータをSCRSRからSCFRDRに転送できる状態であるかをチェックします。このチェックがパスしたときRDF

フラグが1にセットされ、SCFRDRに受信データが格納されます。エラーチェックでオーバランエラーを検出

すると、以後の受信動作ができません。 

3. RDFフラグが1になったとき、シリアルコントロールレジスタ（SCSCR）のRIEビットが1にセットされてい

ると受信FIFOデータフル割り込み（RXI）要求を発生します。また、ORERフラグが1になったとき、SCSCR

のRIEビットまたはREIEビットが1にセットされているとブレーク割り込み（BRI）要求を発生します。 

 

図15.17にSCIFの受信時の動作例を示します。 

同期
クロック

シリアル
データ

ビット7 ビット0

LSB MSB

ビット7 ビット0 ビット1 ビット6 ビット7

RXI割り込み処理ルーチンで
SCFRDRのデータを読み出し、
RDFフラグを0にクリア

RDF

ORER

RXI割り込み
要求の発生

RXI割り込み
要求の発生

1フレーム

オーバランエラーで
BRI割り込み要求の発生

 

図 15.17 SCIFの受信時の動作例 
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• シリアルデータ送受信同時動作（クロック同期式モード） 

図15.18にシリアル送受信同時動作のフローチャートの例を示します。 

シリアルデータの送受信同時動作は、SCIFを送受信動作可能状態に設定した後、以下の手順に従って行って

ください。 

SCFSRのTDFEビットを読み出し

SCFTDRに送信データを書き込み、
SCFSRのTDFEフラグを0にクリア

SCLSRのORERフラグを読み出し

初期化

SCSCRのTE、REビットを0にクリア

SCFRDRの受信データを読み出し、
SCFSRのRDFフラグを0にクリア

送受信開始

エラー処理

終了

SCIFの状態を確認して受信データを読み出し：
SCFSRを読み出してRDFフラグが1であることを確認し
た後、SCFRDRの受信データを読み出し、RDFフラグを
0にクリアします。RDFフラグの0から1への変化は受信
FIFOデータフル割り込み（RXI）によっても知ることが
できます。

シリアル送受信の継続手順：
シリアル送受信を続けるときには、現在のフレームのMSBを
受信する前に、RDFフラグとSCFRDRを読み出し、RDF
フラグの0クリアを終了しておいてください。
また、現在のフレームのMSBを送信する前に、TDFEフラグ
の1を読み出して書き込み可能であることを確認してくだ
さい。さらにSCFTDRにデータを書き込み、TDFEフラグを
0にクリアしておいてください。

（3）

受信エラー処理：
受信エラーが発生したときには、SCLSRのORERフラグ
を読み出してから、所定のエラー処理を行った後、ORER
フラグを0にクリアしてください。
ORERフラグが1にセットされた状態では受信を再開でき
ません。

SCIFの状態確認と送信データの書き込み：
SCFSRを読み出して、TDFEフラグが1であることを確認
した後、SCFTDRに送信データを書き込み、TDFEフラグ
を0にクリアします。TDFEフラグの0から1への変化は、
送信FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）によっても
知ることができます。

（1）

（4）

（2）

（1）
（2）

（4）

（3）

TDFE＝1？

ORER＝1？

全数受信？

Yes

No

No

SCFSRのRDFフラグを読み出し

RDF＝1？
No

Yes

No

Yes

Yes

【注】　送信、または受信動作から同時送受信に切り替え
　　　　るときにはTEビットとREビットを0にクリアして
　　　　からTEビットとREビットを同時に1にセットして
　　　　ください。

 

図 15.18 シリアルデータ送受信フローチャートの例 
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15.5 SCIFの割り込み 

SCIFは、送信 FIFOデータエンプティ割り込み（TXI）要求、受信エラー割り込み（ERI）要求、受信 FIFOデ

ータフル割り込み（RXI）要求、ブレーク割り込み（BRI）要求の 4種類の割り込み要因を持っています。 

表 15.13に各割り込み要因と優先順位を示します。各割り込み要因は、SCSCRの TIE、RIE、REIEビットで、

許可または禁止できます。また、各割り込み要求はそれぞれ独立に割り込みコントローラに送られます。 

TIEビットにより TXIが許可されている場合、シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグが 1に

セットされると、TXI割り込み要求が発生します。この TXI割り込み要求で DMACを起動して、データ転送を行

うことができます。このとき、CPUへの割り込み要求は発生しません。 

RIEビットにより RXIが許可されている場合、SCFSRの RDFフラグまたは DRフラグが 1にセットされると、

RXI割り込み要求が発生します。このRXI割り込み要求でDMACを起動して、データ転送を行うことができます。

このとき、CPUへの割り込み要求は発生しません。また、DRフラグが 1にセットされたことによる RXI割り込

み要求は、調歩同期式モード時のみ発生します。 

SCSCRの RIEビットを 0に設定し、REIEビットを 1に設定すると、RXI割り込み要求を出さずに ERI割り込

み要求だけを出すことができます。 

なお、TXIは送信データを書き込み可能なことを示し、RXIは SCFRDRに受信データがあることを示していま

す。 
 

表 15.13 SCIF割り込み要因 

割り込み要因 内   容 DMACの起動 リセット解除時 

優先順位 

BRI ブレーク（BRK）またはオーバラン（ORER）による割り

込み 

不可 

ERI 受信エラー（ER）による割り込み 不可 

RXI 受信 FIFOデータフル（RDF）またはデータレディ（DR）

による割り込み 

可 

高 

TXl 送信 FIFOデータエンプティ（TDFE）による割り込み 可 低 
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15.6 使用上の注意事項 
SCIFを使用する際は、以下のことに注意してください。 

 

15.6.1 SCFTDRへの書き込みと TDFEフラグ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の TDFEフラグは、送信 FIFOデータレジスタ（SCFTDR）に書き込ま

れた送信データバイト数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の TTRG[1:0]で設定した送信トリガ数より少な

くなるとセットされます。TDFEフラグがセットされた後、送信データは SCFTDRの空バイト数まで書き込むこ

とができ、効率のよい連続送信が可能です。 

ただし、SCFTDRに書き込んだデータバイト数が送信トリガ数以下の場合、TDFEフラグは 1を読み出した後 0

にクリアしても再び 1にセットされます。したがって、TDFEフラグのクリアは、SCFTDRに書き込んだデータバ

イト数が送信トリガ数を上回るときに 1を読み出した後に実行してください。 

SCFTDRの送信データバイト数は FIFOデータカウントレジスタ（SCFDR）の上位 8ビットから知ることがで

きます。 
 

15.6.2 SCFRDRの読み出しと RDFフラグ 

シリアルステータスレジスタ（SCFSR）の RDFフラグは、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）の受信デー

タバイト数が FIFOコントロールレジスタ（SCFCR）の RTRG[1:0]で設定した受信トリガ数以上になるとセットさ

れます。RDFフラグがセットされた後、トリガ数分の受信データを SCFRDRから読み出すことができ、効率のよ

い連続受信が可能です。 

ただし、SCFRDRのデータバイト数が受信トリガ数を上回る場合、RDFフラグは、1を読み出した後 0にクリ

アしても再び 1にセットされます。したがって、RDFフラグのクリアは、受信 FIFOデータレジスタ（SCFRDR）

内のデータ数がトリガ数より少なくなるように受信データを読み出した後、RDFフラグの 1を読み出し 0にクリ

アしてください。SCFRDRの受信データバイト数は、FIFOデータカウントレジスタ（SCFDR）の下位 8ビットか

ら知ることができます。 
 

15.6.3 ブレークの検出と処理 

フレーミングエラー（FER）検出時に RxD端子の値を直接読み出すことで、ブレークを検出できます。ブレー

クでは、RxD端子からの入力がすべて 0になりますので、FERフラグがセットされ、またパリティエラーフラグ

（PER）もセットされる場合があります。 

SCIFは、ブレークを検出すると SCFRDRへの受信データの転送は停止しますが、受信動作は続けます。 
 

15.6.4 ブレークの送り出し 

TxD端子の入出力条件とレベルは、シリアルポートレジスタ（SCSPTR）の SPB2IOビットと SPB2DRビットで

決まります。これを利用してブレークの送り出しができます。 

シリアル送信の初期化から TEビットを 1にセット（送信可能）するまでは、TxD端子として機能しません。

この間は、マーク状態は SPB2DTビットの値で代替されます。このため、最初は SPB2IOと SPB2DTビットを 1
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（ハイレベル出力）に設定しておきます。 

シリアル送信時にブレーク信号を送り出すためには、SPB2DTビットを 0にクリア（ローレベルを指定）した

後、TEビットを 0にクリア（送信停止）します。TEビットを 0にクリアすると現在の送信状態とは無関係に送

信部は初期化され、TxD端子から 0が出力されます。 
 

15.6.5 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン 

SCIFはビットレートの 16または 8倍の周波数の基本クロックで動作しています。受信時に SCIFは、スタート

ビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして、内部を同期化します。また、受信データを基本クロッ

クの 8または 4クロック目の立ち上がりエッジで内部に取り込みます。16倍の周波数の基本クロックで動作した

ときのタイミングを図 15.19に示します。 

D0 D1

基本クロック

受信データ
（RxD）

同期化
サンプリング
タイミング

データ
サンプリング
タイミング

スタートビット

16クロック

8クロック

－7.5クロック ＋7.5クロック

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 56 7 8 9 10 11 12 13 14 15

 

図 15.19 調歩同期式モードでの受信データサンプリングタイミング 

（ビットレートの 16倍の周波数の基本クロックで動作） 
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したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のように表すことができます。 
 

M ＝｛（0.5－　　 ）－（L－0.5）F－　　　　 （1＋Ｆ）｝×100[％]　　…式（1）
2N
1

N

|D－0.5|

 

M：受信マージン（%） 

N：ビットレートに対するクロック周波数の比（N=16または 8） 

D：クロックデューティ（D:0～1.0） 

L：フレーム長（L＝9～12） 

F：クロック周波数の偏差の絶対値 
 

式（1）で、F＝0、D＝0.5、N＝16とすると、受信マージンは式（2）より 46.875%となります。 
 

D＝0.5、F＝0のとき

M＝（0.5－1／(2×16)）×100％＝46.875％　　　　　    　　　　　 　　…式（2）  
 

ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20～30%の余裕を持たせてください。 
 

15.6.6 調歩同期式基本クロックセレクト 

本 LSIでは、シリアル拡張モードレジスタ（SCEMR）の ABCSビットを変更することにより、調歩同期式モー

ドにおける 1ビット期間の基本クロックをビットレートの 16/8倍の周波数にすることができます。 

ただし、「15.6.5 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン」の式（1）からわ

かるように、基本クロックの周波数をビットレートの 8倍に下げると受信マージンが減少するので注意してくだ

さい。 

所望のビットレートが、シリアルモードレジスタ（SCSMR）の CKS[1:0]、ビットレートレジスタ（SCBRR）の

設定のみで可能であれば、1ビット期間の基本クロックをビットレートの 16倍の周波数（SCEMRの ABCS＝0）

とすることをお勧めします。また、クロックソースを内部クロック／SCK端子を使用しなければ、ボーレートジ

ェネレータ倍速モード（SCEMRの BGDM＝1）にすることで受信マージンを落とさずにビットレートを上げるこ

とができます。 
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16. I2Cバスインタフェース（IIC） 

16.1 特長 

I2Cバスインタフェースには次のような特長があります。 
 

• I2Cバスインタフェース方式に対応 

• マルチマスタ対応 

• 7ビット／10ビットアドレス互換マスタ 

• 7ビットのスレーブアドレス 

• ファースト・モード対応 

• SCLクロック周波数可変 

 

図 16.1に I2Cバスインタフェースのブロック図を示します。 

Tx
データ

Rx
データ

コントロール／
ステータス
レジスタ

マスタ

スレーブ

SCL入力

SCL出力

SDA出力

クロックジェネレータ

クロック
フィルタ

データ
フィルタ

SDA入力

IO
バ
ス

 

図 16.1 I2Cバスインタフェースのブロック図 
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16.2 入出力端子 

表 16.1に I2Cバスインタフェースで使用する端子を示します。 
 

表 16.1 I2Cバスインタフェースの端子構成 

名   称 入出力 機   能 

SCL 入出力 I2Cシリアルクロック入出力端子* 

SDA 入出力 I2Cシリアルデータ入出力端子* 

【注】 * I2Cバス上の SCL/SDA入出力端子はオープンドレインで、3.3V I/Oです。 

 

16.3 レジスタの説明 

I2Cバスインタフェースのレジスタ構成を表 16.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を

表 16.3に示します。 
 

表 16.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

スレーブコントロールレジスタ ICSCR R/W H'FFE7 0000 H'1FF7 0000 8 

マスタコントロールレジスタ ICMCR R/W H'FFE7 0004 H'1FF7 0004 8 

スレーブステータスレジスタ ICSSR R/(W)*1 H'FFE7 0008 H'1FF7 0008 8 

マスタステータスレジスタ ICMSR R/(W)*2 H'FFE7 000C H'1FF7 000C 8 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ ICSIER R/W H'FFE7 0010 H'1FF7 0010 8 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ ICMIER R/W H'FFE7 0014 H'1FF7 0014 8 

クロックコントロールレジスタ ICCCR R/W H'FFE7 0018 H'1FF7 0018 8 

スレーブアドレスレジスタ ICSAR R/W H'FFE7 001C H'1FF7 001C 8 

マスタアドレスレジスタ ICMAR R/W H'FFE7 0020 H'1FF7 0020 8 

受信データレジスタ ICRXD R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8 

送信データレジスタ ICTXD R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8 

【注】 *1 ビット 4～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *2 ビット 6～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 
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表 16.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

スレーブコントロールレジスタ ICSCR H'00 保持 保持 

マスタコントロールレジスタ ICMCR H'x0 保持 保持 

スレーブステータスレジスタ ICSSR H'00 保持 保持 

マスタステータスレジスタ ICMSR H'00 保持 保持 

スレーブ割り込みイネーブルレジスタ ICSIER H'00 保持 保持 

マスタ割り込みイネーブルレジスタ ICMIER H'00 保持 保持 

クロックコントロールレジスタ ICCCR H'00 保持 保持 

スレーブアドレスレジスタ ICSAR H'00 保持 保持 

マスタアドレスレジスタ ICMAR H'00 保持 保持 

受信データレジスタ ICRXD H'00 保持 保持 

送信データレジスタ ICTXD H'00 保持 保持 
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16.3.1 スレーブコントロールレジスタ（ICSCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W

－ － － － SDBS SIE GCAE FNA

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

3 SDBS 0 R/W スレーブデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモード

とシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してから SDRがクリアされる

まで SCLがローレベルに保持されます。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時に、

バスが 2回データ受信動作を行った後、SDRがクリアされていない間は SCL

がローレベルに保持され、SDRがクリアされると SCLのローレベルが解除

されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

2 SIE 0 R/W スレーブインタフェースイネーブル 

スレーブが動作するときはこのビットをセットする必要があります。このビ

ットがローレベルのときスレーブインタフェースはリセットされます。 

また、MIEをセットするとこのビットがセットされます。 

1 GCAE 0 R/W ジェネラルコールアクノリッジイネーブル 

スレーブがマスタからのジェネラルコールアドレスの送信に対しアクノリッ

ジを求められた場合、このビットを 1にセットする必要があります。 

0 FNA 0 R/W 強制非アクノリッジ 

スレーブ受信モードでこのビットのレベルがアクノリッジ信号として送信デ

バイスに送られます。このビットはデータパケットが受信されている間はク

リアされ、データ受信が終了するとセットされます。 

強制非アクノリッジはスレーブ受信中にマスタに送信されます。 

スレーブがデータパケットの最後のバイトデータを受信し終わるとアクノリ

ッジをドライブしないこと（nack）でマスタと通信を行います。nackを受け

取ったあとマスタはバス上にストップを発行します。このビットを設定して

もスレーブアドレスのアクノリッジには影響を与えません。 
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16.3.2 スレーブステータスレジスタ（ICSSR） 

スレーブステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～4）は、0を書き込むとクリアされます。各ビッ

トは GCARビットと STMビットを除き、0を書き込むことによるリセットまで 1に保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－ GCAR STM SSR SDE SDT SDR SAR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 GCAR 0 R ジェネラルコールアドレス受信 

バスから受信したアドレスがジェネラルコールアドレス（00H）であるこ

とを示します。このステータスビットは割り込みを発生させません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコン

トロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

本ビットへの書き込みは無効です。 

5 STM 0 R スレーブ送信モード 

現在のスレーブ送信モードが読み出しか書き込みかを示します。1のとき

書き込みで 0のとき読み出しです。このステータスビットは割り込みを発

生させません。 

SIEビットが 0または、SSRビットがセットされるとこのビットはハード

ウェアによって自動的に 0にクリアされます。SIEビットはスレーブコン

トロールレジスタのビット 2、SSRビットは本レジスタのビット 4です。 

本ビットへの書き込みは無効です。 

4 SSR 0 R/W* スレーブストップ受信 

ストップがバス上に出力されました。マスタストップの期間中で SDAの立

ち上がりエッジのあとこのステータスビットがアクティブになります。 

3 SDE 0 R/W* スレーブデータエンプティ 

送信データがシフトレジスタにロードされました。データバイト送信の開

始時、ICTXDレジスタの内容は、バスへデータ送信可能状態のシフトレジ

スタにロードされます。本ステータスビットは、このロードが行われ

ICTXDレジスタが再びレディ状態になったことを示します。また、このス

テータスビットは最初のデータビットの前に SCLの立ち下がりエッジで

アクティブになります。シングルバッファモード時には、このビットは

ICTXDレジスタに新しいデータを書き込むごとにリセットする必要があ

ります。スレーブ送信サイクルのスタートになってもこのビットがセット

されたままの場合スレーブはバスを停止するために SCLをローレベルに

保持するからです。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 SDT 0 R/W* スレーブデータ送信 

バイトデータがバス上に送信されました。このビットは最後のデータビッ

トの期間中で SCLの立ち下がりエッジのあとアクティブになります。 

1 SDR 0 R/W* スレーブデータ受信 

バイトデータをバスから受信しました。データは受信データレジスタ内に

ありレディ状態です。このビットは最後のデータビットの期間中で SCLの

立ち下がりエッジのあとアクティブになります。シングルバッファモード

時には、データが ICRXDレジスタから読み出された後、このビットをリ

セットする必要があります。 

SDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開

始してから SDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

0 SAR 0 R/W* スレーブアドレス受信 

スレーブがバス上に自分のアドレスを認識したことを示します（このアド

レスはスレーブアドレスレジスタで定義されます）。スレーブコントロー

ルレジスタのジェネラルコールアクノリッジイネーブルビットが有効な場

合、本ステータスビットはバス上のアドレスがジェネラルコールアドレス

の場合もセットされます。この場合、このレジスタの GCARビットでゼネ

ラルコールアドレスが区別できます。STMビットはアクセスが読み出し

（ハイレベル）か書き込み（ローレベル）かを示します。このステータス

ビットは、最後のアドレスビットの期間中で SCLの立ち下がりエッジのあ

とアクティブになります。ソフトウェアがこのステータスビットをリセッ

トするまで、ACKの開始時にスレーブは SCLをローレベルに保持します。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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16.3.3 スレーブ割り込みイネーブルレジスタ（ICSIER） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － SSRE SDEE SDTE SDRE SARE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

4 SSRE 0 R/W スレーブストップ受信割り込みイネーブル 

0：SSR割り込みの発生を禁止 

1：SSR割り込みの発生を許可 

3 SDEE 0 R/W スレーブデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：SDE割り込みの発生を禁止 

1：SDE割り込みの発生を許可 

2 SDTE 0 R/W スレーブデータ送信割り込みイネーブル 

0：SDT割り込みの発生を禁止 

1：SDT割り込みの発生を許可 

1 SDRE 0 R/W スレーブデータ受信割り込みイネーブル 

0：SDR割り込みの発生を禁止 

1：SDR割り込みの発生を許可 

0 SARE 0 R/W スレーブアドレス受信割り込みイネーブル 

0：SAR割り込みの発生を禁止 

1：SAR割り込みの発生を許可 
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16.3.4 スレーブアドレスレジスタ（ICSAR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ SADDO[6:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 SADD0[6:0] すべて 0 R/W スレーブアドレス 

I2Cバス上でスレーブに割り付けられた固有の 7ビットアドレスです。スレ

ーブインタフェースは、データパケット送信の始めにスレーブアドレスと

して送信される最初の 7ビットと、このアドレスが一致するかどうかを確

認します。 
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16.3.5 マスタコントロールレジスタ（ICMCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 － － 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MDBS FSCL FSDA OBPC MIE TSBE FSB ESG

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 MDBS 0 R/W マスタデータバッファセレクト 

データバッファを選択します。データバッファには、ダブルバッファモー

ドとシングルバッファモードの 2つのモードがあります。 

このビットをセットするとシングルバッファが選択されます。 

受信データレジスタがデータパケットを受信してからMDRがクリアされ

るまで SCLがローレベルに保持されます。 

このビットをクリアするとダブルバッファが選択されます。受信モード時

に、バスが 2回データ受信動作を行った後、MDRがクリアされていない間

は SCLがローレベルに保持され、MDRがクリアされると SCLのローレベ

ルが解除されます。 

0：ダブルバッファモード 

1：シングルバッファモード 

6 FSCL － R/W 強制 SCL 

強制 SCLは SCL端子の状態を制御します（読み出しは SCL端子の状態を

反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス上の SCLを

制御します。 

SCL端子の値をそのまま反映しているので、読み出しサイクル中のこのビ

ットのレベル（リセットレベルも含む）も SCLのレベルによって変化しま

す。 

5 FSDA － R/W 強制 SDA 

強制 SDAは SDA端子の状態を制御します（読み出しは I2Cバスのビジー

状態を反映します）。OBPCがセットされるとこのビットが直接バス上の

SDAを制御します。 

読み出しサイクル中のこのビットのレベル（リセットレベルも含む）は、

I2Cバスのビジー状態を示します。1は I2Cバスがビジーであることを、0

はビジーでないことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 OBPC 0 R/W オーバライドバス端子コントロール 

このビットをセットするとこのレジスタの FSDAと FSCLが直接 SDAと

SCLを制御します。テスト用です。 

3 MIE 0 R/W マスタインタフェースイネーブル 

このビットをセットするとマスタインタフェースが有効になります。 

MALセット時にクリアされます。 

2 TSBE 0 R/W スタートバイト送信イネーブル 

このビットをセットすると各スタート、リスタート発行後、バス上にスタ

ートバイト（H'01）をマスタが送信します。スタートバイトは I2Cバスイ

ンタフェース対応の動作周波数の低いマイコンとインタフェースをとるた

めに使用されます。 

1 FSB 0 R/W バス上への強制ストップ 

このビットをセットすると現在の転送の終了時にマスタがバス上にストッ

プを発行します。ESGもセットされた場合、マスタは直ちにスタートを発

行し新しいデータパケットの送信を開始します。ESGがセットされない場

合、マスタはアイドル状態になります。 

0 ESG 0 R/W イネーブルスタート生成 

このビットをセットすると、マスタはデータパケットの送信を開始します。

ESGがセットされたときにバスがアイドル状態だった場合、マスタはスタ

ートをバス上に発行し、その後スレーブアドレスを発行します。マスタが

転送中に ESGがセットされた場合、マスタは転送中のデータバイトの終了

時にスレーブアドレスを発行する前にリスタートを発行します。データパ

ケットを送信する場合、ソフトウェアはスレーブアドレスが送信されてか

らこのビットをリセットする必要があります。リセットしない場合、各送

信終了後にリスタートが発行されます。 
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16.3.6 マスタステータスレジスタ（ICMSR） 

マスタステータスレジスタのステータスビット（ビット 0～6）は、0を書き込むことでクリアされます。各ビ

ットは 0を書き込んでリセットされるまで 1に保持されます。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

－ MNR MAL MST MDE MDT MDR MAT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 MNR 0 R/W* マスタ Nack受信 

このビットがセットされると、マスタがアドレスまたはデータ送信に対

する nackを受信したことを示します（nackはアクノリッジサイクル中に

バス上の SDAがハイレベルであることです）。 

5 MAL 0 R/W* マスタアービトレーションロスト 

マルチマスタシステムではこのビットがセットされるとマスタはバス上

の他のマスタに対するアービトレーションを失ったことを示します。 

このときMIEはリセットされマスタインタフェースは無効になります。 

4 MST 0 R/W* マスタストップ送信 

このビットがセットされるとマスタがバス上にストップを送信したこと

を示します。コントロールレジスタの強制ストップビットを設定するこ

とでマスタストップを出力し、nack受信時にもマスタストップを出力し

ます。 

3 MDE 0 R/W* マスタデータエンプティ 

データバイト送信開始時、送信データレジスタの内容はバスに送信可能

状態のシフトレジスタにロードされます。 

このビットがセットされるとこのロードが行われ送信データレジスタが

再びレディ状態になったことを示します。 

マスタ送信モードでは、MDEビットは、スレーブアドレスが送信された

後にMATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされま

す。このとき ICMCRの ESGビットがクリアされた後でMDEとMATビ

ットをクリアしてください。クリアするとデータ送信が再開されます。 

2 MDT 0 R/W* マスタデータ送信 

バイトデータがバス上のスレーブに送信されました。このステータスビ

ットは最後のデータビット期間中に SCLの立ち下がりエッジ後アクティ

ブになります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 MDR 0 R/W* マスタデータ受信 

バイトデータがバスから受信され受信データレジスタがレディ状態になり

ました。このステータスビットは最後のデータビット期間中に SCLの立ち

下がりエッジ後アクティブになります。シングルバッファモード時には、

受信データレジスタからデータが読み出されたあと、このステータスビッ

トをリセットする必要があります。 

MDBSがセットされると、受信データレジスタがデータパケットを受信開

始してからMDRがクリアされるまで SCLはローレベルに保持されます。 

マスタ受信モードでは、MDRビットは、スレーブアドレスが送信された後

にMATビットがセットされるときと同じタイミングでもセットされます。

このとき、ICMCRの ESGビットがクリアされた後で、MDRとMATビッ

トをクリアしてください。クリアすると、データ受信がスタートされます。 

0 MAT 0 R/W* マスタアドレス送信 

スレーブアドレスのバイトデータパケットがマスタによって送信されまし

た。このビットはアドレスの ackビット期間中で SCL立ち下がりエッジ後

にアクティブになります。 

【注】 * 読み出し／書き込み可能です。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 
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16.3.7 マスタ割り込みイネーブルレジスタ（ICMIER） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ MNRE MALE MSTE MDEE MDTE MDRE MATE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 － 0 R リザーブビット 

書き込む値も常に 0にしてください。 

6 MNRE 0 R/W マスタ Nack受信割り込みイネーブル 

0：MNR割り込みの発生を禁止 

1：MNR割り込みの発生を許可 

5 MALE 0 R/W マスタアービトレーションロスト割り込みイネーブル 

0：MAL割り込みの発生を禁止 

1：MAL割り込みの発生を許可 

4 MSTE 0 R/W マスタストップ送信割り込みイネーブル 

0：MST割り込みの発生を禁止 

1：MST割り込みの発生を許可 

3 MDEE 0 R/W マスタデータエンプティ割り込みイネーブル 

0：MDE割り込みの発生を禁止 

1：MDE割り込みの発生を許可 

2 MDTE 0 R/W マスタデータ送信割り込みイネーブル 

0：MDT割り込みの発生を禁止 

1：MDT割り込みの発生を許可 

1 MDRE 0 R/W マスタデータ受信割り込みイネーブル 

0：MDR割り込みの発生を禁止 

1：MDR割り込みの発生を許可 

0 MATE 0 R/W マスタアドレス送信割り込みイネーブル 

0：MAT割り込みの発生を禁止 

1：MAT割り込みの発生を許可 
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16.3.8 マスタアドレスレジスタ（ICMAR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SADD1[6:0] STM1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～1 SADD1[6:0] すべて 0 R/W スレーブアドレス 

このビットはマスタが通信しようとするスレーブのアドレスです。 

0 STM1 0 R/W スレーブ転送モード 

このビットはスレーブが動作しようとしているモードを示します。 

このビットはスレーブの動作モード（送信または受信）を、マスタから送

信されたスレーブアドレス（SADD1）と一致する外部スレーブデバイスに

設定します。スレーブデバイスは受信した STM1の値によってハードウェ

アが自動的に送信／受信を設定します。 

このビットがセットされると読み出し、クリアされると書き込みになりま

す。 
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16.3.9 クロックコントロールレジスタ（ICCCR） 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

SCGD[5:0] CDF[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～2 SCGD[5:0] すべて 0 R/W SCLクロック生成分周 

マスタモードで動作しているときは、SCGDを分周比として内部クロック

周波数から SCLクロックが生成されます。スレーブモードにおいても、デ

ータオーバフローでバスを停止させるためSCLをローレベルに保持してい

るときは内部クロックからのクロック生成により動作します。このため

SCGDはマスタとスレーブのいずれのモードにおいてもプログラムする必

要があります。周波数の関係を以下に示します。 

式 2 SCLレート計算 

SCL freq = IICck /（20 + SCGD ∗ 8）    IICck：IIC内部クロック周波数 

CPUのレートと 2種類の I2Cバスのスピードに対して推奨する CDFと

SCGDの値を表 16.4に示します。 

1、0 CDF[1:0] すべて 0 R/W クロック分周要素 

I2Cバスインタフェースモジュール内のほとんどのブロックで使用される

内部クロックは周辺のクロックを分周したものです。IICの内部クロックは

CDFを分周比として周辺クロックから生成されます。 

式 1 IIC内部クロック周波数計算 

IICck＝Pck /（1 + CDF）   Pck：周辺クロック 

バス上の SCLに対する SDAのセットアップとホールドタイムの最小値を

満たすようにしてください。 

クロック周波数は、グリッチフィルタが I2Cファーストモード仕様に述べ

られているとおり 50nsまでのグリッチに対して動作するようにしてくだ

さい。 

【注】CDFはクロック周波数（IICck）が 20MHz未満になるような値にし

てください。 

 

表 16.4 CDFと SCGDの推奨値* 

100KHz 400KHz 周辺クロック周波数 

CDF SCGD CDF SCGD 

50 MHz 2 19 2 3 

誤差 -3.10% -5.30% 

【注】 * SCLレートにおける推奨値です。 
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16.3.10 受信／送信データレジスタ（ICRXD/ICTXD） 

本レジスタを読み出したときと書き込みしたときは、物理的には別のレジスタにアクセスしています。データ

が送信されるときは TXDを使用して、シフトレジスタのデータがロードされます。I2Cバスからシフトレジスタ

にデータを受信したときは、データは RXDにロードされます。 

• 受信データレジスタ（ICRXD） 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

RXD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 RXD[7:0] すべて 0 R 読み出し受信データ 

マスタまたはスレーブによって受信されるデータ 

 

• 送信データレジスタ（ICTXD） 

 
7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
W W W W W W W W

TXD[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 TXD[7:0] すべて 0 W 書き込み送信データ 

マスタまたはスレーブによって送信されるデータ 
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16.4 動作説明 

16.4.1 データとクロックフィルタ 

これらのブロックは I2Cバスから入力される信号のグリッチを取り除きます。取り除くグリッチの幅は 1クロッ

クまでです（内部クロック周波数の詳細はクロックコントロールレジスタを参照してください）。これはファー

ストモード I2Cバスレート（400kHz）の仕様ですが低速モードの仕様に違反するものではありません。 

また、これらのブロックは内部クロックに対してバス信号の再同期も行います。 
 

16.4.2 クロックジェネレータ 

クロックジェネレータは 2つの機能を持ちます。1つめは、マスタまたはスレーブインタフェースのコマンドに

従って SCL I2Cバスクロックを生成することです。2つめは、フィルタやマスタ、スレーブインタフェースで使用

される内部クロックを制御することです。このクロックはフィルタやマスタ、スレーブインタフェースのレジス

タのクロックイネーブル信号として動作します。 
 

16.4.3 マスタ／スレーブインタフェース 

これらのインタフェースは独立で並行に動作します。マスタインタフェースは I2Cバス上のアドレスとデータの

転送を制御します。スレーブインタフェースは I2Cバスを監視し、設定されたアドレスがバス上に出力されると転

送に参加します。どちらのインタフェースも独立にコントロール／ステータスレジスタと通信します。割り込み

は 1本のみで、I2Cバスインタフェースモジュールから出力されます。発生源はマスタかスレーブのどちらかにな

ります。 
 

16.4.4 ソフトウェアステータスインターロック 

I2Cバスインタフェースモジュールへのソフトウェアインタフェースをできるだけ強固でシンプルにするため、

いくつかの連動させたステータスをマスタインタフェースとスレーブインタフェースの動作に組み込んでいます。

このステータスビットを以下に示します。 
 

（1） MDRと SDR 

データを受信するとマスタ受信時はMDRが、スレーブ受信時は SDRがセットされます。受信データレジスタ

を読み出したあとはステータスをクリアしてください。MDRと SDRがセットされているときにデータを受信す

ると、ハードウェアは受信データレジスタにまだ読み出されていないデータがあることを認識して自動的に SCL

をローレベルに保持し、データ転送を一時停止します。この場合、受信データを読み出した後にステータスをク

リアすることで転送は再開されます。 

データを連続して受信するときは、受信データレジスタを読み出したあと必ずMDRと SDRのステータスをク

リアしてください。 
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（2） MDEと SDE 

スレーブまたはマスタが、データ（送信データレジスタのデータ）を I2Cバス上に送信する段階になってもMDE

と SDEステータスビットがセットされている場合、MDEと SDEがリセットされるまで SCLはローレベルに保持

される必要があります。MDEと SDEがセットされることで、現在送信データレジスタに保持されているデータ

はすでにシフトレジスタにセットされたことを示します。 

次にデータバイトの送信を行うとき、ソフトウェアは ICTXDに送信データを書き込んでから、このステータス

ビットをクリアする必要があります。ただし、この操作はバス上に送信される最初のバイトデータには必要あり

ません。 
 

（3） MAL 

マスタがアービトレーションを失ったとき、マスタステータスレジスタのMALビットがセットされマスタコン

トロールレジスタのMIEビットがリセットされます。このときマスタモードは無効になり I2Cバスインタフェー

スはスレーブモードになります。マスタの動作を再開する場合、マスタからのデータ転送はMALビットがクリア

されてから開始されます。 
 

（4） SAR 

SARステータスビットは、スレーブが、自分のアドレスが I2Cバス上に出力されたことを認識したときにセッ

トされます。このときスレーブインタフェースは、SARステータスビットがリセットされるまで SCLをローレベ

ルに保持します。 

これはスレーブの送信がバスに対して行われようとしているときは特に重要です。スレーブは送信データレジ

スタからデータを送信します。ソフトウェアは SARステータスに対して、送信データレジスタに要求されるデー

タを書き込み、その後 SARビットをリセットするという応答を行います。これによりスレーブインタフェースは

アクセスを続けることができます。 

スレーブがデータを受信しようとしている場合、ソフトウェアが受信データレジスタから前のアクセスでロー

ドされたデータをまだ読み出しているということがあります。新しいアクセスがまだ受信データレジスタにある

有効なデータを上書きしてしまう可能性があります。しかし、SARステータスビットを使うことでこれを回避す

ることができます。ソフトウェアが受信データレジスタのすべてのデータの読み出しを終了してから SARビット

をリセット（SARがセットされていた場合）すると、受信データレジスタの上書きを避けられます。 
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16.4.5 I2Cバスデータフォーマット 

図 16.2に I2Cバスインタフェースのバスタイミングを示します。また、表 16.5に図 16.2の記号の意味を示し

ます。 

PS

SCL 1–7

ACK

SDA

98

ACK

1–7 8 9 1–7 8 9

R/W ACK データデータアドレス

スタート条件 ストップ条件  

図 16.2 I2Cバスタイミング 

表 16.5 I2Cバスデータフォーマットの記号説明 

記号 説   明 

S 開始条件を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをハイレベルからローレ

ベルに変化させます。 

SLA スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。 

R/W 送受信の方向を示します。1のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、0のときマスタデバイ

スからスレーブデバイスへデータを転送します。 

A データアクノリッジを示します。受信デバイスが SDAをローレベルにします。スレーブデバイスは

マスタ送信モードではデータアクノリッジを返します。 

DATA 送受信データを示します。データ長は 8ビットでMSBから転送されます。 

P 停止状態を示します。マスタデバイスは、SCLがハイレベルの状態で SDAをローレベルからハイレ

ベルに変化させます。 
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16.4.6 7ビットアドレスフォーマット 

図 16.3にマスタからスレーブデバイスへのデータ転送フォーマット（マスタデータ送信フォーマット）を示し

ます。図 16.4にマスタデバイスがスレーブデバイスからの 2番目とそれ以降のバイトデータを読み出すデータ転

送フォーマット（マスタデータ受信フォーマット）を示します。 

マスタからスレーブ

スレーブからマスタ

A＝アクノリッジ（SDAがローレベル）
A＝非アクノリッジ（SDAがハイレベル）
S＝スタート条件
P＝ストップ条件

0（書き込み）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

：

：
 

図 16.3 マスタデータ送信フォーマット 

1（読み出し）

S スレーブアドレス A PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

 

図 16.4 マスタデータ受信フォーマット 

図 16.5に、1回の転送中にデータ転送の方向が変わる複合転送フォーマットを示します。1回目の転送で方向

が変わるときは反復スタート条件（Sr）、スレーブアドレス、R/Wが送信されます。この場合 R/Wは 1回目の転

送方向と逆の方向が設定されています。再送コマンドは、マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生

成ビットがセットされているときに送信または受信の最後でマスタが発行します。 

読み出しまたは
書き込み

Sr＝反復スタート条件

読み出しまたは
書き込み

転送方向は
この時点で変化します。

【注】* データの転送方向とアクノリッジビットはR/Wビットの設定に依存します。

S スレーブアドレス Sr PA/AデータAR/WR/W A データ A/A スレーブアドレス

（n バイト
+ACK.）*

（n バイト
+ACK.）*

 

図 16.5 マスタ転送の複合転送フォーマット 

【注】 * 反復スタート条件：SCLがハイレベルで、SDAをローレベルにしたときにスタートします。 
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16.4.7 10ビットアドレスフォーマット 

マスタモードでサポートする 10ビットアドレス転送フォーマットについて説明します。 

このフォーマットは 7ビットアドレス転送フォーマット同様に 3種類の転送方法があります。 

図 16.6にデータ転送フォーマットを示します。マスタアドレスレジスタに設定された値は 1回目の転送条件（S）

の後に 1バイトで出力されます。送信データレジスタ（TXD）に設定された値は 2番目のバイトでスレーブアド

レスとして転送されます。3バイト目とそれ以降のデータ転送は 7ビットアドレスデータ送信と同じ方法で行われ

ます。 

0（書き込み）

スレーブアドレス A2 PA/Aデータ データR/W A

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

 

図 16.6 10ビットアドレスデータ送信フォーマット 

図 16.7にデータ受信フォーマットを示します。 

データ受信フォーマットで 2バイトのアドレスの送信は前述のデータ送信と同様に行われます。その後、反復

スタート条件（Sr）が送信され、アドレスレジスタに設定された値が送信されます。このとき、STM1は 1（受信

モード）である必要があります。データ転送は 7ビットアドレス受信フォーマットと同様に行われます。 

0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ
（nバイト＋アクノリッジ）

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2

 

図 16.7 10ビットアドレスデータ受信フォーマット 

図 16.8にデータ送信／受信複合フォーマットを示します。 

データ送信／受信複合フォーマットでは、データは最初の 2バイトでアドレスが送信された後データが送信さ

れます。その後、再送条件（Sr）がストップ条件（P）の代わりに送信されます。Sr送信後の手順は通常のデータ

受信フォーマットと同様に行われます。 
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0（書き込み）

スレーブアドレスR/W A1スレーブアドレスS

2バイト目1バイト目7ビット

1 1 1 1 0 X X

SLAVE ADDRESS A3 Aデータ データA

転送されるデータ

Sr

1バイト目7ビット

PR/Wスレーブアドレス

1 1 1 1 0 X X

1（読み出し）

A2 A/Aデータ データA

転送されるデータ

 

図 16.8 10ビットアドレスデータ送信／受信複合フォーマット 

16.4.8 マスタ送信動作 

マスタ送信モードでの送信手順と動作を以下に示します。図 16.9にマスタ送信モードのタイミングチャートを

示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、IICはシングルバッファモー

ドで動作します。 
 

1. 初期状態では、スレーブアドレス、送信データ、送信スピードに従ってクロックコントロールレジスタとマ

スタ割り込みイネーブルレジスタを設定してください。マスタモードが使用されているときでもスレーブモ

ードは要求されるので、スレーブアドレスレジスタにデバイスのアドレスを設定してください。 

また、マスタコントロールレジスタのMDBSとスレーブコントロールレジスタのSDBSは動作途中では変更し

ないでください。動作途中でこれらのビットを変更すると誤動作することがあります。 

2. マスタコントロールレジスタのFSDAビットとFSCLビットを監視してください。バスがアイドル状態のとき、

FSDAビットが0、かつ、FSCLビットが1となります。これは他のI2Cデバイスがバスを使用していないことを

意味します。確認後、マスタコントロールレジスタのMIEビットとESGビットをセットしてマスタ送信を開

始します。 

3. 送信開始条件、スレーブアドレス、データ送信方向を示す信号が送信された後、マスタステータスレジスタ

のMATビットとMDEビットによる割り込みが図16.9の（1）に示されるタイミングで生成されます。このと

きESGをクリアしてください。マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビットがクリア

されるまでSCLをローレベルにします。 

4. SARによる割り込みが図16.9の（3）に示されるタイミングで生成されます。スレーブデバイスのIRQ処理が

遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を延ばします（図16.9の（7）

に示されるタイミング）。スレーブデバイスは9番目のクロックでSDAをローレベルにしてACKを返します。 

5. データ転送は8ビットにACKの1ビットを加えたもの、つまり9ビットを単位として行います。MDE（ビット3）

による割り込みは、データ転送前の9番目のクロック（図16.9の（2）に示されるタイミング）のときに生成

されます。MDT（ビット2）による割り込みは、1バイトのデータ転送後の8番目のクロック（図16.9の（4）

に示されるタイミング）のときに生成されます。転送データを設定したあとMDEをクリアしてください。 
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6. スレーブデバイスからNackを受信したとき、マスタステータスレジスタのMNRがセットされます。このとき

データ転送を終了させるために、マスタデバイスはFSBの設定に関わらずデータ転送終了条件を出力します。 

マスタデバイスでデータ送信を終了するとき、マスタコントロールレジスタのFSBをセットしてマスタスト

ップを出力するようにしてください。 

7. FSBは最終バイトデータが転送される前に設定される必要があります。そこでマスタ送信モード時には、最

終バイトデータが設定されたあとMST（マスタストップ送信）を割り込みまたはポーリングでチェックしま

す。また同時にMNR（マスタNACK受信）をチェックし、NACKが返された場合はそれ以降のバイトデータ

を再送信するために自動でマスタストップを出力してエラールーチンに進みます。 

 

図 16.9のタイミング（1）～（6）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 

S

ACK

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1

SDA
ビット

7
ビット

7
ビット

6
ビット

5
ビット

4
ビット

3
ビット

2
ビット

1
ビット

0

ビット
7

ビット
7

ビット
6

ビット
5

ビット
4

ビット
3

ビット
2

ビット
1

ビット
0

SCL

SDA
（マスタ出力）

SDA
（スレーブ出力）

マスタIRQ

スレーブIRQ

（1）

（7）

（3）

ACK

SDA

1 2 3 4 5 6 7 8 9 19

（4）

（2） （5）

SCL

SDA
（マスタ出力）

 SDA
（スレーブ出力）

マスタIRQ

スレーブIRQ

（8）

（6）

（2）

 

図 16.9 データ転送モード動作タイミング 
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16.4.9 マスタ受信動作 

マスタ受信モードでのデータ受信手順と動作を以下に示します。図 16.10にマスタデータ受信モードのタイミ

ングチャートを示します。マスタコントロールレジスタのMDBSビットをセットすることにより、IICはシング

ルバッファモードで動作します。 
 

1. マスタデータ受信モードでは、スレーブアドレスとデータ転送方向を示す1バイトの信号については、動作は

マスタデータ転送モードと同様です。しかし、このときデータ転送方向は1（受信）を選択してください。 

2. スレーブデバイスは、データ転送方向を示す信号によって自動的にデータ転送モードになり、マスタデバイ

スからのSCLクロックに同期して、1バイトデータの送信を行います。マスタデバイスは8番目のクロック（図

16.10の（2）に示されるタイミング）でMDR（ビット1）の割り込みを生成します。マスタデバイスが受信

データを読み出した後、MDRビットをクリアしてください。この割り込み処理が遅れた場合、マスタデバイ

スはデータ送信を一時停止するためにSCLの期間を伸ばします（図16.10の（3）に示されるタイミング）。 

3. スレーブデバイスは、8番目のクロック（図16.10の（2）に示されるタイミング）で1バイトのデータ転送の

最後を示すSDT（ビット2）による割り込みを生成します。また、9番目のクロック（図16.10の（1）に示さ

れるタイミング）でデータエンプティを示すSDE（ビット3）による割り込みを生成します。スレーブ送信デ

ータをTXDに書き込んだ後、SDEをクリアしてください。 

4. 転送を終了するために、マスタデバイスのマスタコントロールレジスタのFSB（ビット1）をセットしてマス

タストップを出力するようにしてください。IICモジュールはバイトデータの最終ビットの送信または受信が

完了すると、FSBの値を取り込んでストップ状態になります。そのため、あらかじめ決まったバイト数のデ

ータ転送のあと通信を終了させるには、最終バイトデータの転送開始前にFSBが設定されている必要があり

ます。最終バイトの受信後、マスタレシーバは受信トランザクションを完了しますが、もし最終バイトデー

タが正しくないとき、プロトコルレイヤはスレーブ送信側に再送信が必要なことを通知します。 

 

図 16.10のタイミング（1）～（3）は、クロックの立ち下がりエッジ後に生成されます。 
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図 16.10 データ受信モード動作タイミング 
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16.5 スレーブ動作 

16.5.1 スレーブアドレス受信動作 

ICSAR に設定されたアドレスがマスタより送信されたとき、SARによる割り込みが図 16.9の（3）に示される

タイミングで生成されます。スレーブデバイスの割り込み処理が遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を

一時停止するために SCLの期間を延ばします（図 16.9の（7）に示されるタイミング）。スレーブデバイスは 9

番目のクロックで SDAをローレベルにして ACKを返します。また、スレーブデバイスは、データ転送方向を示

す信号（8番目クロック時の SDAのレベル）によって自動的にデータ送信とデータ受信の切り替えを行い、STM

にデータ転送方向を記録します。 
 

16.5.2 スレーブデータ受信動作 

スレーブデバイスの SDR（スレーブデータ受信）による割り込みは、8番目のクロック（図 16.9の（6）に示

されるタイミング）のときに生成されます。スレーブデバイスが受信データをリードしたあと SDRをクリアして

ください。この処理が遅れた場合、スレーブデバイスはデータ送信を一時停止するために SCLの期間を延ばしま

す（図 16.9の（8）に示されるタイミング）。 
 

16.5.3 スレーブデータ送信動作 

スレーブデバイスは、8番目のクロック（図 16.10の（2）に示されるタイミング）で 1バイトのデータ転送の

最後を示す SDT（ビット 2）による割り込みを生成します。また、9番目のクロック（図 16.10の（1）に示され

るタイミング）でデータエンプティを示す SDE（ビット 3）による割り込みを生成します。スレーブ送信データ

を TXDに書き込んだ後、SDEをクリアしてください。 
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16.6 プログラム例 

16.6.1 マスタ送信 

I2Cバスにデータパケットを送信するマスタインタフェースの設定をするためには、以下の手順に従ってくださ

い。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比にH'2を設定 

（周辺クロックが50MHz、I2C内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタステータスクリア 

ICMSRに 0をセットし、ステータスビットをクリアします。 

 

（3） マスタコントロールレジスタ、1番目のデータバイトとアドレスのロード 

1. ICMARのSADDにアクセスするスレーブアドレスを設定し、STM1に0を設定 

2. 送信データレジスタに送信される1番目のデータバイトをICTXDに設定 

3. FSDA=0かつFSCL=1となるのを待ち、ICMCRにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（4） アドレスの出力待ち 

1. MAT=1かつMDE=1を待つ。この間にMNR=1 (スレーブがNACK出力) となった場合、エラールーチンへ移行 

2. ICMCRにH'88を設定（マスタデバイスは、データ送信を一時停止するために、MDEビットがクリアされるま

でSCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ送信する場合はICMCRにH'8Aを設定（ストップの生成が有効）して、(6)へ 

これにより1バイト送信したらすぐにストップを生成 

3. MATビットとMDEビットをリセット 

 

（5） データバイトの送信経過を監視（2バイト以上） 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDEビット）待ち 

2. 送信データレジスタに次のデータバイトを設定 

3. 最終バイト設定済みならICMCRにH'8Aを設定して、（6）へ 

4. MDEビットをリセット 
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最終送信バイトの設定後MDEをクリアします。最終送信バイト送信開始後、MDEが発生します。そのMDE

をクリアする前に、マスタコントロールレジスタにH'8Aを設定してください。 

（強制ストップビットをセット） 

 

（6） 送信終了待ち 

1. MATとMDEをクリア 

2. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

3. MNR＝0を確認後、ICMSRに0をセット 

 

16.6.2 マスタ受信 

I2Cバスのデータパケットを受信するマスタインタフェースの設定をするためには、以下の手順に従ってくださ

い。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'2を設定 

（周辺クロックが50MHz、IIC内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. マスタステータスをクリアするため、ICMSRに0に書き込む 

2. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

3. マスタコントロールレジスタにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 

 

（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベントMAT＝1かつMDR=1になるのを待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定（マスタデバイスは、データ受信を一時停止するために、MDRビ

ットがクリアされるまでSCLをローレベルにします。） 

1バイトのみ受信する場合はマスタコントロールレジスタにH'8Aを設定（ストップの生成が有効）、（5）へ 

これにより1バイト受信したらすぐにストップを生成する。 

3. MATビットとMDRビットをリセット 
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（4） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

2. ICRXDからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 

3. 次の受信データが最終バイトの場合、ICMCRにH’8Aを設定し、(5)へ 

4. MDRをクリア 

 

（5） 受信終了待ち 

1. MATとMDRをクリア 

2. MDR=1を待ち、ICRXDから受信データを読み出す 

3. MDRをクリア 

4. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMST）待ち 

5. ICMSRに0を書き込む 

 

16.6.3 マスタ送信－リスタート－マスタ受信 

I2Cバスにデータパケットを送信し、リスタートを発行し、スレーブからデータを読み出すマスタインタフェー

スの設定をするためには、以下の手順に従ってください。 

（1） クロックコントロールレジスタのロード 

1. SCLクロック分周（SCGD）にH'03を設定 

（SCL周波数が400KHz） 

2. クロック分周比（CDF）にH'2を設定 

（周辺クロックが50MHz、IIC内部クロックIICckが16.7MHz） 

 

（2） マスタコントロールレジスタとアドレスのロード 

1. ステータスクリアのため、ICMSRに0を書き込む 

2. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（書き込みモードは0）を設

定 

3. ICTXDに送信データをセットする 

4. FSDA=0かつFSCL=1となるのを待つ 

5. マスタコントロールレジスタにH'89を設定 

（MDBS＝1、MIE＝1、ESG＝1） 
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（3） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベントMAT=1かつMDE=1を待つ 

2. マスタアドレスレジスタにアクセスしているスレーブのアドレスとSTM1ビット（読み出しモードは1）を設

定 

マスタコントロールレジスタのイネーブルスタート生成ビットがまだセットされているときは送信の最後で

マスタはリスタートを発行します。新しいアドレスが上述のとおりロードされているので、バスの方向が変

えられます。 

3. MATビットとMDEビットをリセット 

 

（4） データ送信 

1. MDE=1を待つ 

2. ICMSRに0を書き込む 

 

（5） アドレスの出力待ち 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMATビットとMDRビットによる割り込み）待ち。 

2. マスタコントロールレジスタにH'88を設定 

（マスタデバイスはデータ受信を一時停止するために、MDRビットがクリアされるまでSCLをローレベルに

します。） 

1バイトのみ受信する場合、ICMCRにH’8Aを設定し、(7)へ 

3. MATビットとMDRビットをリセット 

 

（6） データバイトの受信経過を監視 

1. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMDRビット）待ち 

受信データレジスタからデータ読み出し 

次のデータバイトがスレーブデバイスによって送信される（最終-1）バイトのデータバイトの場合、その最

終-1バイトの受信割り込みすなわちMDR割り込みに対して 

2. 次の受信データが最終バイトの場合、ICMCRにH’8Aを設定し、(7)へ 

3. MDRビットをリセット 
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（7） 受信終了待ち 

1. MATとMDRをクリア 

2. MDR=1を待つ 

3. ICRDXからデータを読み出し、MDRをクリア 

4. マスタデバイスのイベント（マスタステータスレジスタのMSTビット）待ち 

5. MSTビットをリセット 
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17. ATAPIインタフェース（ATAPI） 

ATAPIコントローラ（ATAPI）は ATAおよび ATAPI物理インタフェースを提供します。このデバイスは、ATA

タスクコマンドおよび ATAPIパケットコマンドをサポートしています。 
 

17.1 特長 

• プライマリチャネルサポート 

• マスタ／スレーブサポート 

• 3.3V I/Oインタフェース 

• PIOモード0～4、マルチワードDMAモード0～2、ウルトラDMAモード0～4をサポート 

• ディスクリプタモードをサポート 

 

図 17.1に ATAPIのブロック構成を示します。 

I/Oバス
インタフェース

物理
インタフェース

DMA
コントロール

Pixelバス
インタフェース

ATAPI
コントロール
レジスタ

IDED15
IDED0
IDEA2
IDEA0
IODACK

IODREQ
IDECS1

IDECS0

IDEIOWR

IDEIORD

IDEIORDY
IDEINT
IDERST

DIRECTION

I/Oバスへ

Pixelバス DMA転送用

ダブルバッ

PIO転送用

FIFO
（32バイト）

CRC

 

図 17.1 ATAPIブロック図 
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17.2 入出力端子 
ATAPIコントローラの端子構成を表 17.1に示します。 

ATAPIコントローラの入出力端子には、通常の端子グループ以外にミラー端子グループを用意しています。ど

ちらの端子グループも常に同じ入出力動作をします。 

通常の端子グループは、外部データバスビット 63～32とマルチプレクスされていますので、外部データバスを

32ビット幅とする場合、ATAPIコントローラの通常の端子グループを使用可能です。 

ミラー端子グループは、汎用入出力ポート（GPIO）、イーサネットコントローラ（EtherC）関連端子、シリア

ルサウンドインタフェース（SSI）関連端子とマルチプレクスされていますので、これらを GPIOとして使用せず、

さらに EtherCや SSIを使用しなければ、ATAPIコントローラのミラー端子グループを使用可能です。 

ATAPIコントローラ端子の選択は、GPIOのピンセレクトレジスタでおこないます。2つの端子グループを混在

して使用することはできません。 
 

表 17.1 ATAPIの端子構成 

信   号 

通常入出力 ミラー入出力 

（ATAPI仕様） 機   能 入出力 

IDED15～ 

IDED0 

IDED15_M～ 

IDED0_M 

（DD（15：0）） 双方向データバス 入出力 

IDEA2～ 

IDEA0 

IDEA2_M～ 

IDEA0_M 

（DA（2：0）） アドレスバス 出力 

IODACK IODACK_M （DMACK） プライマリチャネル DMAアクノレッジ 

（アクティブフロー） 

出力 

IODREQ IODREQ_M （DMARQ） プライマリチャネル DMAリクエスト 

（アクティブハイ） 

入力 

IDECS1、 

IDECS0 

IDECS1_M、 

IDECS0_M 

（CS0、CS1） プライマリチャネルチップセレクト 

（アクティブロー） 

出力 

IDEIOWR IDEIOWR_M （DIOW、STOP） プライマリチャネルディスク書き込み 

（アクティブロー） 

出力 

IDEIORD IDEIORD_M （DIOR、HDMARDY、

HSTROBE） 

プライマリチャネルディスク読み出し 

（アクティブロー） 

出力 

IDEIORDY IDEIORDY_M （IORDY、DDMARDY、

DSTROBE） 

プライマリチャネルレディ信号 

（アクティブハイ） 

入力 

IDEINT IDEINT_M （INTRQ） プライマリチャネル割り込み要求* 

（アクティブハイ） 

入力 

IDERST IDERST_M （RESET） プライマリチャネル ATAPIデバイスリセット 

（アクティブロー） 

出力 

DIRECTION DIRECTION_M － 外部レベルシフターディレクション信号 

（デバイスのライト時に 0） 

出力 

【注】 * ATAPIコントローラは、ATAPIデバイスからの割り込み信号をレベルトリガ入力とみなします。 
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17.3 レジスタの説明 

以下の ATAPIコントローラレジスタセットは、SHレジスタマップ空間に割り付けられています。 
 

表 17.2 ATAタスクファイルレジスタマップ 

（下記のレジスタは、ATAPI/ATAデバイスに割り付けられており、本 LSIの ATAPIモジュールには割り付けられていません。） 

アドレス 読み出し 

レジスタ 

書き込み 

レジスタ 

端子アドレス 

（IDECS[1:0]、IDEA[2:0]）

H：HighLevel 

L：LowLevel@3.3V I/O 

アクセスサイズ*1

（可能ビット 

サイズ） 

レジスタ 

ロケーション 

H'FFF0 0000 データ データ HL-LLL/HH-XXX 

（X：Don't care） 

32（16）*2 ドライブ 

H'FFF0 0004 エラー 機能 HL-LLH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0008 セクタカウント セクタカウント HL-LHL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 000C セクタ番号 セクタ番号 HL-LHH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0010 シリンダロー シリンダロー HL-HLL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0014 シリンダハイ シリンダハイ HL-HLH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0018 デバイス／ 

ヘッド 

デバイス／ 

ヘッド 

HL-HHL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 001C ステータス コマンド HL-HHH 32（8）*3 ドライブ 

H' FFF0 0038 代替ステータス デバイス 

コントロール 

LH-HHL 32（8）*3 ドライブ 

【注】 *1 CPUは、上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセス

は禁止です。 

 *2 データバスの 15～0ビットが使用されます。 

 *3 データバスの 7～0ビットが使用されます。 

 

表 17.3 ATAPIパケットコマンドタスクファイルレジスタマップ 

（下記のレジスタは、ATAPI/ATAデバイスに割り付けられており、本 LSI ATAPIモジュールには割り付けられていません。） 

アドレス 読み出し 

レジスタ 

書き込み 

レジスタ 

端子アドレス 

（IDECS[1:0]、IDEA[2:0]）

アクセスサイズ*1

（可能ビット 

サイズ） 

レジスタ 

ロケーション 

H'FFF0 0000 データ データ HL-LLL 32（16）*2 ドライブ 

H'FFF0 0004 エラー 機能 HL-LLH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0008 割り込み要因 － HL-LHL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 000C － － HL-LHH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0010 バイトカウント 

ロー 

バイトカウント 

ロー 

HL-HLL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0014 バイトカウント 

ハイ 

バイトカウント 

ハイ 

HL-HLH 32（8）*3 ドライブ 
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アドレス 読み出し 

レジスタ 

書き込み 

レジスタ 

端子アドレス 

（IDECS[1:0]、IDEA[2:0]）

アクセスサイズ*1

（可能ビット 

サイズ） 

レジスタ 

ロケーション 

H'FFF0 0018 デバイスセレクト デバイスセレクト HL-HHL 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 001C ステータス コマンド HL-HHH 32（8）*3 ドライブ 

H'FFF0 0038 代替ステータス デバイス 

コントロール 

LH-HHL 32（8）*3 ドライブ 

【注】 *1 上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止で

す。 

 *2 データバスの 15～0ビットが使用されます。 

 *3 データバスの 7～0ビットが使用されます。 

 

表 17.4 ATAPIコントロールレジスタマップ 

（下記のレジスタは、本 LSI ATAPIモジュールに割り付けられています。） 

アドレス レジスタ名 略   称 アクセス

タイプ 

レジスタアクセス

サイズ* 

H'FFF0 0080 ATAPIコントロール ATAPI_CONTROL R/W 32 

H'FFF0 0084 ATAPIステータス ATAPI_STATUS R/W 32 

H'FFF0 0088 割り込みイネーブル ATAPI_INT_ENABLE R/W 32 

H'FFF0 008C PIOタイミング ATAPI_PIO_TIMING R/W 32 

H'FFF0 0090 マルチワード DMAタイミング ATAPI_MULTI_TIMING R/W 32 

H'FFF0 0094 ウルトラ DMAタイミング ATAPI_ULTRA_TIMING R/W 32 

H'FFF0 0098 ディスクリプタテーブルベースアドレス ATAPI_DTB_ADR R/W 32 

H'FFF0 009C DMAスタートアドレス ATAPI_DMA_START_ADR R/W 32 

H'FFF0 00A0 DMA転送カウント ATAPI_DMA_TRANS_CNT R/W 32 

H'FFF0 00A4 ATAPIコントロール 2 ATAPI_CONTROL2 R/W 32 

H'FFF0 00A8 リザーブ  R 32 

H'FFF0 00AC リザーブ  R 32 

H'FFF0 00B0 ATAPI信号ステータス ATAPI_SIG_ST R 32 

H'FFF0 00BC バイトスワップ ATAPI_BYTE_SWAP R/W 32 

【注】 * 上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止です。 
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【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

－ ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

－/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。 
 

コントロールレジスタおよびステータスレジスタは、すべてアクティブハイです。 
 

17.3.1 ATAPIコントロールレジスタ（ATAPI_CONTROL） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 1 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

—

0

— — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — —

0 0 0 0 0 0

DTCD —

0

RESET M/S BUSSELUDMAEN DESE R/W STOP START

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

9 DTCD 0 R/W 本ビットは、ウルトラ DMA動作時に連続するデバイスターミネーショ

ン動作に対する動作モードを制御します。 

デバイスターミネーションを受け付けても転送数に達していない場合

は、異常終了せず、次の deviceからの DMARQを待って、転送を再開

します。 

既存の ATAデバイスの中に、デバイスターミネーションをポーズと同

等に扱っているデバイスが存在するため、デバイスターミネーションを

受け付けても転送数に達していない場合は、異常終了せず、次の device

からの DMARQを待って転送を再開する必要があります。この動作モ

ードを「デバイスターミネーション連続モード」とよびます。 

1：デバイスターミネーション連続モードの抑止 

0：デバイスターミネーション連続モード 

8 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RESET 0 R/W 本ビットは、ATAPIデバイスのリセットを制御します。本ビットを 1

にセットすると、ATAPIリセット信号がアサートされます。IDERST

信号はアクティブロー信号です。 

本ビットが 1にセットされると、IDERST信号がローレベルになりま

す。本ビットを 0にクリアすると、IDERST信号はハイレベルになりま

す。 

6 M/S 0 R/W 本ビットは、ATAPIデバイスのマスタあるいはスレーブを選択します。 

1：ATAPIデバイスはマスタになります。 

0：ATAPIデバイスはスレーブになります。 

5 BUSSEL 1 R/W 本ビットは、Pixelバスあるいは I/Oバスを選択します。 

1：Pixelバスを選択します。 

0：I/Oバスを選択します。 

【注】本 LSIでは 0では使用できません。1に設定してご使用ください。 

4 UDMAEN 0 R/W 本ビットは、ウルトラ DMAのイネーブルビットです。 

ウルトラDMAを使用する場合は、本ビットを 1にセットしてください。

マルチワード DMAを使用する場合や PIOFIFOモード時は、本ビット

を 0にクリアしてください。 

3 DESE 0 R/W 本ビットは、descriptor table動作モードを制御します。 

1：Descriptor機能有効。 

0：Descriptor機能無効。 

2 R/W 0 R/W 本ビットは、FIFOのリード／ライトを制御します。 

1：FIFOリード。（DMA転送時の data-in動作） 

0：FIFOライト。（DMA転送時の data-out動作） 

データを ATAPIデバイスから読み出す場合は、本ビットを 1にセット

してください。 

データを ATAPIデバイスに書き込む場合は、0にクリアしてください。 

1 STOP 0 R/W 本ビットは、DMA転送の停止を制御します。 

書き込み時 

0：無視されます。 

1：データ転送を停止します。 

読み出し時 

0：停止コマンドは、発行されません。 

1：データ転送の停止コマンドが発行されます。 

本ビットは、次の DMA転送が開始されると 0にクリアされます。 

【注】DMA転送が停止されたアドレスから転送を再開できるわけでは

ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 START 0 R/W 本ビットは DMA転送開始を制御します。 

本ビットが 1にセットされると、DMA転送が開始します。本ビットを

0にクリアした場合、無視されます。 

書き込み時 

0：無視されます。 

1：DMA転送を開始します。 

読み出し時 

0：DMA転送は非アクティブです。 

1：DMA転送中でビジー状態です。 

【注】DMAがアクティブである場合は、タスクファイルレジスタのア

クセスは禁止です。 

 

17.3.2 ATAPIステータスレジスタ（ATAPI_STATUS） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/WC0 R/WC0 R/WC0 R/WC0 R R/WC0 R/WC0 R/WC0 R

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0

SWERR IFERR DNEND DEVTRM DEVINT TOUT ERR NEND ACT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

8 SWERR 0 R/WC0 ソフトウェアエラービットです。本ビットが 1にセットされた場合、

DMAがアクティブのときにタスクファイルレジスタがアクセスされた

ことを示します。DMAアクティブ中のタスクレジスタアクセスは禁止

されています。たとえば、ウルトラ DMA、マルチワード DMA転送中

に PIO転送を行うと本ビットが 1にセットされます。このとき、LSI

外部には出力されることはなく、アクセスは無視されます。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 IFERR 0 R/WC0 本ビットは、ATAPIインタフェースプロトコルエラーが検出されたこ

とを示します。 

• ウルトラ DMAdata-inバーストがホスト終了状態において、

（IDEDREQ＝1）または（IDEIORDY＝0）のとき。 

• ウルトラ DMAdata-outバーストがデバイス終了状態において、

IDEIORDY＝0のとき。 

• ウルトラ DMAdata-outバーストが開始されたとき、IDEIORDY＝0。 

• ウルトラ DMAdata-outバーストがホスト終了状態において、

（IDEDREQ＝1）または（IDEIORDY＝0）のとき。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

6 DNEND 0 R/WC0 本ビットはディスクリプタモードですべての DMAが正常終了したこ

とを示します。0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

5 DEVTRM 0 R/WC0 本 ATAPIモジュールに設定された DMA転送バイト数に到達する前に

ATAPIデバイスのウルトラ DMAモードが終了された場合、本ビットは

1にセットされます。0を書き込むことにより、本ビットはリセットさ

れます。 

4 DEVINT 0 R 本ビットは、ATAPIデバイス割り込み IDEINTのステータスを示しま

す。本ビットは、リード専用ビットです。本ビットは、本 LSIチップ

内にステータスを保持していないので、IDEINTが 0の場合は、本ビッ

トも 0にクリアされます。ATAPIインタフェースは、ATAPIデバイス

からの割り込み信号をレベルトリガ入力とみなします。ATAPI規格に

従い、割り込みペンディング状態をクリアするためにステータスレジ

スタを読み出すために使用する IDEIORDをネゲートしてから 400ns

以内に、IDEINTは ATAPIデバイスによりネゲートされます。 

書き込みは無効です。 

3 TOUT 0 R/WC0 本ビットは、IORDYタイムアウトが検出されたことを示します。タイ

ムアウトは、Pixelバスクロックで 150サイクル以上の期間、応答がな

い（IDEIORDY端子が Lowレベル）場合に検出されます。本ビットに

0を書き込むと、本ビットはリセットされます。 

2 ERR 0 R/WC0 本ビットは、DMAアボートを検出した場合に 1にセットされます。 

• ホストが DMA転送を強制終了する場合 

• DTCD=1かつデバイスターミネーションが発生しACT=0になる場合

に ERR=1になります。 

0を書き込むことにより、本ビットはリセットされます。 

1 NEND 0 R/WC0 本ビットは DMAが正常終了したことを示します。0を書き込むことに

より、本ビットはリセットされます。 

0 ACT 0 R 本ビットは、DMAがアクティブであることを示します。本ビットは、

リード専用ビットです。本ビットは、DMA転送が完了すると 0にクリ

アされます。本ビットを割り込みソースとして使用することはおすす

めしません。 

書き込みは無効です。 
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17.3.3 割り込みイネーブル（ATAPI_INT_ENABLE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0

iSWERR iIFERR iDNENDiDEVTRM iDEVINT iTOUT iERR iNEND iACT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

8 iSWERR 0 R/W 本ビットは、SWERR割り込みイネーブルビットです。 

7 iIFERR 0 R/W 本ビットは、IFERR割り込みイネーブルビットです。 

6 iDNEND 0 R/W 本ビットは、DNEND割り込みイネーブルビットです。 

5 iDEVTRM 0 R/W 本ビットは、DEVTRM割り込みイネーブルビットです。 

4 iDEVINT 0 R/W 本ビットは、DEVINT割り込みイネーブルビットです。 

3 iTOUT 0 R/W 本ビットは、TOUT割り込みイネーブルビットです。 

2 iERR 0 R/W 本ビットは、ERR割り込みイネーブルビットです。 

1 iNEND 0 R/W 本ビットは、NEND割り込みイネーブルビットです。 

0 iACT 0 R/W 本ビットは、ACT割り込みイネーブルビットです。ACTは DMA転送

が完了すると自動的にクリアされるので、本ビットを 1にセットする

ことはおすすめしません。 

【注】 各ビットに 1を書き込むと、ATAPIステータスレジスタの各ビットに対応する割り込み信号がイネーブルになります。 
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17.3.4 PIOタイミングレジスタ（ATAPI_PIO_TIMING） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタの以下のビットにマシンサイクル数を設定してください。 

マシンサイクルは、Pixelバスクロックです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — pSDCT

0 0

pSDPW pSDST

— —

0 0

pMDCT pMDPW pMDST

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

29～24 pSDCT 0 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

23～19 pSDPW 0 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅

を設定します。 

18～16 pSDST 0 R/W 本ビットは、PIOモードのスレーブ ATAPIデバイスの

IDEIORD/IDEIOWRに対するアドレスセットアップ時間を設定します。 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

13～8 pMDCT 0 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

7～3 pMDPW 0 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を

設定します。 

2～0 pMDST 0 R/W 本ビットは、PIOモードのマスタATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWR

に対するアドレスセットアップ時間を設定します。 
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 DCT 周期の設定
 DPW IDEIORD/IDEIOWRのLowパルス幅の設定
 DST アドレスとIDEIORD/IDEIOWRへのセットアップ時間の設定
【注】 接頭のpSはスレーブ、pMはマスタ。
  DCT、DST、DPWは各レジスタ設定値×Pixcelclk周期により設定される。

IDEIORD/

IDEIOWR

ATA

アドレス

DCT

DST DPW DST

 

図 17.2 PIOタイミングレジスタ 

 

• PIOタイミングレジスタ設定値表（マスタ／スレーブ） 

Pixelバスクロック モード 0 モード 1 モード 2 モード 3 モード 4 

100MHz H'3DF7 H'28F6 H'22F4 H'134C H'0D44 

 

17.3.5 マルチワード DMAタイミングレジスタ（ATAPI_MULTI_TIMING） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタの以下のビットにマシンサイクル数を設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — —

0 0 0 0 0

mSDCT mSDPW

— — — — —

0 0 0 0 0

mMDCT mMDPW

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

26～21 mSDCT 0 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

20～16 mSDPW 0 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅

を設定します。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

10～5 mMDCT 0 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4～0 mMDPW 0 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスの IDEIORD/IDEIOWRパルス幅を

設定します。 

 

 DCT 周期の設定
 DPW IDEIORD/IDEIOWRのLowパルス幅の設定
【注】 接頭のmSはスレーブ、mMはマスタ。
 DCT、DPWは各レジスタ設定値×Pixcelclk周期により設定される。

DCT

DPW

IDEIORD/

IDEIOWR

 

図 17.3 マルチワード DMAタイミングレジスタ 

 

• マルチワードDMAタイミングレジスタ設定値表 

Pixelバスクロック モード 0 モード 1 モード 2 

100MHz H'0637 H'0209 H'01A8 

 

17.3.6 ウルトラ DMAタイミングレジスタ（ATAPI_ULTRA_TIMING） 

ATAPIデバイスをアクセスする前に、本レジスタの以下のビットにマシンサイクル数を設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0

uSDCT uSDRP

— — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0

uMDCT uMDRP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

24～21 uSDCT 0 R/W 本ビットは、スレーブ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

20～16 uSDRP 0 R/W 本ビットは、DMARDY（IDEIORDYではない）ネゲートからスレーブ

ATAPIデバイスによる中断までの時間を設定します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

8～5 uMDCT 0 R/W 本ビットは、マスタ ATAPIデバイスのサイクル時間を設定します。 

4～0 uMDRP 0 R/W 本ビットは、DMARDY（IDEIORDYではない）ネゲートからマスタ

ATAPIデバイスによる中断までの時間を設定します。 

 

DCT　　周期の設定

DMARDY
（IDEIORD）

STOP
（IDEIOWR）

DCT DCT

DRP

DRP　　DMARDY（IDEIORD）ネゲート時からSTOP（IDEIOWR）信号発行までの設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（データインバースト時に使用）
【注】 接頭のuSはスレーブ、uMはマスタ。
 DCT、DRPは各レジスタ設定値×Pixcelclk周期により設定される。  

図 17.4 ウルトラ DMAタイミングレジスタ 

 

• ウルトラDMAタイミング設定値表 

Pixelバスクロック モード 0 モード 1 モード 2 モード 3 モード 4 

100MHz H'0191 H'010E H'00CB H'00AB H'006B 
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17.3.7 ディスクリプタテーブルベースアドレスレジスタ（ATAPI_DTB_ADR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

— — —

0 0 0

DTBAA[2:0] DTBA[25:16]

DTBA[15:2] — —

0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

28～26 DTBAA[2:0] 0 R/W 本ビットは、ディスクリプタテーブルベースの SDRAMエリアを設定

します。設定は以下に示す値としてください。 

001：SDRAMエリア 1を設定します。 

010：SDRAMエリア 2を設定します。 

上記以外：設定禁止 

25～2 DTBA[25:2] 0 R/W 本ビットは、ディスクリプタテーブルベースアドレスを示します。ビ

ット 25～0は、ディスクリプタテーブルベースアドレスをバイト単位

で設定するために使用されます。 

ディスクリプタテーブル用に 64ビットアドレス境界を確保しなければ

ならないので、ビット 3、2には必ず 0を設定してください。 

ビット 1、0は無視されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 1. 本レジスタは、ATAPIコントロールレジスタのビット 5（BUSSEL）が 1にセットされている場合にのみ有効です。 

 2. 本アドレスは、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 

3. 本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビットのアドレスをビ

ット 28～ビット 0に設定指定ください。 
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17.3.8 ディスクリプタテーブル 

ディスクリプタテーブルは、終了フラグ、ディスクリプタ用 DMAスタートエリア／アドレスおよびディスク

リプタ用 DMA転送カウントを 1組とするテーブルです。 
 

メモリ内のディスクリプタテーブルマップ 

アドレス データ内容 

DTBA 1番目の終了フラグ（bit31＝0）および DDSTAA/DDSTA格納エリア／アドレス 

DTBA＋4 1番目の DDTRC格納アドレス 

DTBA＋8 2番目の終了フラグ（bit31＝0）および DDSTAA/DDSTA格納エリア／アドレス 

DTBA＋12 2番目の DDTRC格納アドレス 

．．．． ．．．． 

DTBA＋8×(n-1) n番目の終了フラグ（bit31＝1）および DDSTAA/DDSTA格納エリア／アドレス 

DTBA＋8×(n-1)＋4 n番目の DDTRC格納アドレス 

 

17.3.9 終了フラグおよびディスクリプタ用 DMAスタートアドレス 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

— 0 0 — — — — — — — — — — — — —
R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

DTEND — — DDSTAA[2:0] DDSTA[25:16]

DDSTA[15:2] — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DTEND － R/W 本ビットは、ディスクリプタ DMA動作の終了を制御します。 

1：ディスクリプタ DMA動作の終了。 

本ビットの 1のときに、最後のディスクリプタテーブルと認識

します。 

0：ディスクリプタテーブルの有効。 

本ビットが 0のときに、DMA転送カウントを読み込み、DMA転送し、

次のディスクリプタテーブルを読み込みます。 

30、29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

28～26 DDSTAA 

[2:0] 

－ R/W 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMAスタートの SDRAMエリ

アを設定します。設定は以下に示す値としてください。 

001：SDRAMエリア 1を設定します。 

010：SDRAMエリア 2を設定します。 

上記以外：設定禁止 

25～2 DDSTA 

[25:2] 

－ R/W 本ビットは、ディスクリプタテーブルベースアドレスを示す。ビット

25～0は、ディスクリプタテーブルベースアドレスをバイト単位で設

定するために使用されます。 

ディスクリプタテーブル用に256ビットアドレス境界を確保しなけれ

ばならいので、ビット 4～2には必ず 0を設定してください。 

ビット 1、0は無視されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

 

有効フラグおよびディスクリプタ用 DMAスタートアドレスは、メモリ内のディスクリプタテーブルベースア

ドレス+m（m：2の倍数、0、2、4、）に設定する。 

17.3.10 ディスクリプタ用 DMA転送カウント 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 — — — — — — — — — — — — —
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

— — — DDTRC[28:16]

DDTRC[15:1] —

 
 

ディスクリプタ用 DMA転送カウントは、メモリ内のディスクリプタテーブルベースアドレス+m（m：2の倍数

+1、1、3、5…）に設定する。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

28～1 DDTRC 

[28:1] 

－ R/W 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMA転送カウントを設定しま

す。 

ビット 28～0は、DMA転送カウントをバイト単位で設定するために

使用されます。 

ビット 0は、ATAPIのデータバスが 16ビット単位（ワード単位）で

すので無視されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

 

17.3.11 DMAスタートアドレスレジスタ（ATAPI_DMA_START_ADR） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R

— — —

0 0 0

DSTAA[2:0] DSTA[25:16]

DSTA[15:2] — —

0 0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

28～26 DSTAA[2:0] 0 R/W 本ビットは、ディスクリプタ動作時の DMAスタートの SDRAMエリア

を設定します。設定は以下に示す値としてください。 

001：SDRAMエリア 1を設定します。 

010：SDRAMエリア 2を設定します。 

上記以外：設定禁止 

25～2 DSTA[25:2] 0 R/W 本ビットは、メモリ内のデータ転送開始アドレスを示す DMAスタート

アドレスを設定します。ビット 25～0は、DMAスタートアドレスをバ

イト単位で設定するために使用されます。 

DMAスタートアドレス用に 256ビットアドレス境界を確保しなければ

ならいので、ビット 4～2には必ず 0を設定してください。 

ビット 1、0は無視されます。 

1、0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 1. 本レジスタは、ATAPIコントロールレジスタのビット 5（BUSSEL）が 1にセットされている場合にのみ有効です。 

 2. 本アドレスは、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 

 3. 本レジスタは 32ビットアドレスモードにおいては、指定する 32ビットアドレスおよび SDRAMエリアをビット

28～ビット 0に設定指定ください。 
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17.3.12 DMA転送カウントレジスタ（ATAPI_DMA_TRANS_CNT） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

— — —

0 0 0

DTRC[28:16]

DTRC[15:1] —

0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

28～1 DTRC[28:1] 0 R/W 本ビットは、DMA転送カウントを設定します。 

ビット 28～0は、DMA転送カウントをバイト単位で設定するために使

用されます。 

ビット 0は、ATAPIのデータバスが 16ビット単位（ワード単位）です

ので無視されます。 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

【注】 本カウント値は、DMAアクティブ後も変化せず、設定値は保持されます。 
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17.3.13 ATAPIコントロール 2レジスタ（ATAPI_CONTROL2） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WORD 
SWAP IFEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

1 WORDSWAP 0 R/W 本ビットは、Pixelバスの 32ビットバスがイネーブルされている場合、

上位 16ビットデータと下位 16ビットデータの交換するかどうかを制

御します。 

0：ワードスワップは実行されません。Pixelバス上の 32ビットデー

タは、ビッグエンディアン形式で表されます。 

1：ATAPIインタフェースとレジスタ／Pixelバス間で、ワードスワ

ップが実行されます。Pixelバス上の 32ビットデータは、リトル

エンディアン形式で表されます。 

データ転送におけるワードスワップは、ATAPIコントロールレジスタ

のビット 0が 1にセットされDMAモードがスタートした場合のみ有効

です。DMA以外は、全レジスタアクセスは、ロングワードアクセスで

す。 

0 IFEN 0 R/W 本ビットは、ATAPIコントローラのイネーブルを制御します。 

0：ATAPIコントローラは無効 

1：ATAPIコントローラは有効 

【注】 0のとき、ATAPIコントローラの I/O端子は入力端子として機

能し、出力端子はハイインピーダンス状態になります。 
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17.3.14 ATAPI信号ステータスレジスタ（ATAPI_SIG_ST） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — DDMARDY

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 — —

DMARQ

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

1 DDMARDY － R 本ビットは、ATAPIDDMARDY（IDEIORDYの反転）信号状態を示し

ます。 

0 DMARQ － R 本ビットは、ATAPIDMARQ（IDEDREQ）信号状態を示します。 

 

17.3.15 バイトスワップレジスタ（ATAPI_BYTE_SWAP） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

R R R R R R R R R R R R R R R R

0

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

— — — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

— — — — — — — — — — — — — — —

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

BYTE 
SWAP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

0 BYTESWAP 0 R/W 本ビットは、ATAPIインタフェースの上位 8ビットと下位 8ビットの

スワップを制御するビットです。 

1：APAPIインタフェースと Pixelバス間でバイトスワップが実行さ

れます。 

バイトスワップは、ATAPIコントロールレジスタのビット 0が 1にセ

ットされ DMAモードがスタートした場合のみ有効です。 
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17.3.16 ATAPIのデータバス・アライメント 

IO-BUS側のデータバス・
ビッグエンディアン／リトルエンディアンによる違いはありません。
物理的なバス幅は、3：

PIXEL-BUS側のデータバス・アライメント
バス幅は、32ビット固定。アクセスサイズはロングワードです。

データ方向：ATAPIデバイス→ATAPI内部→Pixel-BUS

データ方向：Pixel-Bus→ATAPI内部→ATAPIデバイス

ATAPIデバイス

ATAPI内

Pixel Bus

1回
目

AT_DSD15-8

AT_DSD7-0

D1

D0
2回
目

AT_DSD15-8

AT_DSD7-0

D3

D2

31-24 23-16 15-08 07-00

D1 D0 D3 D2

31-24 23-16 15-08 07-00

←

32ビットバス

サイズ

バイト

ワード

ロングワード

アドレス
4n
4n+1
4n+2
4n+3

4n
4n+2

4n

バス

アクセス 31 16 8

規定せず

規定せず

B3 B2 B1 B0

規定せず

規定せず

規定せず 規定せず

B3：31～24、B2：23～16、B1：15～8、B0：7～0ビット目

規定せず

規定せず

0
16ビットバス

31 16 8 0
8ビットバス

31 16 8 0

31-24 23-16 15-08 07-00

←

31-24 23-16 15-08 07-00

←

31-24 23-16 15-08 07-00

D1 D0 D3 D2

31-24 23-16 15-08 07-00

D3 D2 D1 D0

31-24 23-16 15-08 07-00

D0 D1 D2 D3

31-24 23-16 15-08 07-00

D2

WORDSWAPbit

BYTESWAPbit:

←0

←0

←1

←0

←0

←1

←1

←1

D3 D0 D1

変換せず ワードスワップ バイトスワップ ワード、バイトスワップ

変換せず ワードスワップ バイトスワップ ワード、バイトスワップ

WORDSWAPbit ATAPIC control 2 Reg (bit1)
BYTESWAPbit: Byte Swap Reg (bit0)

WORDSWAPbit

BYTESWAPbit:

←0

←0

←1

←0

←0

←1

←1

←1

WORDSWAPbit ATAPIC control 2 Reg (bit1)
BYTESWAPbit: Byte Swap Reg (bit0)

Pixel Bus

ATAPI内

31-24 23-16 15-08 07-00

D1 D0 D3 D2

31-24 23-16 15-08 07-00

←

31-24 23-16 15-08 07-00

←

31-24 23-16 15-08 07-00

←

31-24 23-16 15-08 07-00

D1 D0 D3 D2

31-24 23-16 15-08 07-00

D3 D2 D1 D0

31-24 23-16 15-08 07-00

D0 D1 D2 D3

31-24 23-16 15-08 07-00

D2 D3 D0 D1

1回
目

IDED15-8 D1

IDED7-0 D0

2回
目

IDED15-8 D3

IDED7-0 D2

1回
目

IDED15-8 D3

IDED7-0 D2

2回
目

IDED15-8 D1

IDED7-0 D0

1回
目

IDED15-8 D0

IDED7-0 D1

2回
目

IDED15-8 D2

IDED7-0 D3

1回
目

IDED15-8 D2

IDED7-0 D3

2回
目

IDED15-8 D0

IDED7-0 D1

 

図 17.5 ATAPIのデータバスアライメント 
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17.4 機能説明 

ATAPIコントローラは、プライマリチャネルをホストとしてサポートしています。また、ATAPIインタフェー

ス仕様書に定義されているように、マスタ／スレーブ構成もサポートしています。ATAPIインタフェースのリー

ド／ライト FIFOバッファは、PIO、マルチワード DMAモードへの最大 16Mバイト／秒のデータ転送を実現する

ために設計されています。ATAPIコントローラは、3.3V I/Oインタフェースをサポートしています。 

ATAタスクファイルレジスタおよび ATAPIパケットコマンドタスクファイルレジスタは、SHレジスタマップ

空間に割り付けられています。そのため、SHにより本レジスタをアクセスする場合は、DVDROMドライブなど

のデバイス内のレジスタを DCS[1:0]端子および DSA[2:0]端子でアドレスすることによりアクセスできます。 
 

17.4.1 データ転送モード 

ATAPIインタフェースコントロールレジスタは、PIO転送モード、マルチワード DMA転送モード、ウルトラ

DMA転送モードをサポートしています。ATAPIインタフェースコントロールレジスタは、転送モードを開始し、

各転送モードにより異なる ATAPIインタフェースタイミングを設定します。 

PIOモード 0～4、マルチワード DMAモード 0～2、ウルトラ DMAモード 0～4（最大 66MB/s）をサポートして

います。 

マルチワード DMAデータ転送およびウルトラ DMAデータ転送用に、Pixelバスが使用できます。一方、PIO

転送は I/Oバスしか使用できません。 
 

表 17.5 データ転送モード 

ATAデバイス-Pixelバス間の DMAデータ転送 データ転送モード

内部動作および内部レジスタ 
PIOデータ転送 

マルチワード DMA ウルトラ DMA 

FIFO動作 バイパス* 使用 使用 

コントロールレジスタ BUSSELビット Don't Care 1 1 

コントロールレジスタ UDMAENビット Don't Care 0 1 

コントロールレジスタ START/STOPビット Not Used Used Used 

【注】 * CPUが ATAデバイスに対して PIOアクセスする。 

  本表の DMA転送では、ATAPIデバイスとメモリ間でデータが転送されます。 

 

17.4.2 ディスクリプタ機能 

ATAPIコントローラは、DMAデータ転送のメモリ空間に重複しない複数の連続したメモリ空間を指定すること

ができます。ディスクリプタテーブルに各々の DMAスタートアドレスおよび DMA転送カウントを設定します。 
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17.5 動作手順 

17.5.1 初期化 

（1） インタフェースイネーブルビットの設定 

ATAPIコントロール 2レジスタの IFENビットを 1にセットしてください。 

（2） タイミングレジスタの設定 

以下のレジスタに適切な値を書き込んでください。 

各値については、各レジスタの説明を参照してください。 

• PIOタイミングレジスタ 

• マルチワードDMAタイミングレジスタ 

• ウルトラDMAタイミングレジスタ 

 

17.5.2 PIO転送モード手順 

FIFOを使用しない場合 

開始

終了

マスタドライブ？

Yes

No

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに"1"を書き込む

ATAPIコントロールレジスタの
M/Sビットに0を書き込む

タスクファイルレジスタをライト
またはリード

【注】ATAPIステータスレジスタのACTビットが1のあいだ、PIO転送を絶対に実行しないでください。  

図 17.6 PIO転送モード手順（FIFO未使用の場合） 
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17.5.3 マルチワード DMA転送モード手順 

ポーリングによる Pixelバスを介したグラフィックメモリとの転送 

開始

終了

マスタドライブ？

Yes

Yes

No

No

No

ACT=1

ERR=0かつNEND=1

ATPIコントロールレジスタの
M/Sビットに1を書き込む

DMA転送カウントレジスタに
転送数を書き込む

ATAPIステータスレジスタのクリア ATAPIステータスレジスタのクリア

ERR処理

DMAスタートアドレスレジスタに
ユニファイドメモリアドレスを

書き込む

Yes

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット7～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：0m100101
ATAPIデバイスライト：0m100001

ATPIデバイスを起動する

ATPIコントロールレジスタの
M/Sビットに0を書き込む

【注】各デバイスのマニュアルを参照してください

【注】M/Sビットと同じ値をmに設定してください

プロセス（a）

プロセス（b）

 

図 17.7 ポーリングによる Pixelバスを介したメモリとの転送 
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割り込みによる Pixelバスを介したメモリとの転送 

【注】M/Sビットと同じ値をmに設定してください

Yes

No

Yes No

開始

終了

割り込み発生？

ERR=0かつNEND=1

割り込みイネーブルレジスタの
iEERビットおよびiNENDビットに

1を書き込む

割り込みイネーブルレジスタのIERR
ビットとINENDに0を書き込む

プロセス（c）

プロセス（a）と同様

ATAPIステータスレジスタのクリア ATAPIステータスレジスタのクリア

ERR処理

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット7～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：0m100101
ATAPIデバイスライト：0m100001

 

図 17.8 割り込みによる Pixelバスを介したグラフィックメモリとの転送 
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17.5.4 ウルトラ DMA転送モード手順 

ポーリングによる Pixelバスを介したメモリとの転送 

開始

終了

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット8～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：00m110101
ATAPIデバイスライト：00m110001

プロセス（a）と同様

プロセス（b）と同様

【注】M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

 

図 17.9 ポーリングによる Pixelバスを介したメモリとの転送 

 

割り込みによる Pixelバスを介したメモリとの転送 

開始

終了

以下の値をATAPIコントロール
レジスタのビット8～0に書き込む
ATAPIデバイスリード：00m110101
ATAPIデバイスライト：00m110001

割り込みイネーブルレジスタの
iERRビットおよびiNENDビットに
1を書き込む

プロセス（a）と同様

プロセス（c）と同様

【注】M/Sビットと同じ値をmに設定してください。

 

図 17.10 割り込みによる Pixelバスを介したメモリとの転送 
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17.5.5 ATAPIデバイスのハードウェアリセット手順 

開始

終了

ATAPIコントロールレジスタの
RESETビットに1を書き込む

25μs以上待機

ATAPIコントロールレジスタの
RESETビットに0を書き込む

 

図 17.11 ATAPIデバイスのハードウェアリセット手順 

 

17.6 使用上の注意事項 

17.6.1 IORDYタイムアウトの誤検出について 

IDEIORDY端子は他の機能の端子とマルチプレクスされており、パワーオンリセット解除後は他の機能の端子

が選択されます。詳細は「第 27章 汎用入出力ポート（GPIO）」を参照してください。このため、本 LSI内部

の IORDY信号は、IDEIORDY端子機能が選択されるまでの期間、ローレベルに固定されており、

ATAPI_STATUS.TOUTビットがセットされることがあります。 

したがって、IDEIORDY端子機能を選択した後に、ATAPI_STATUS.TOUTビットに 0を書き込んで初期化して

ください。 
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18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

シリアルサウンドインタフェース（SSI）は、Philips方式などと互換性のあるさまざまなデバイスと音声データ

の送受信を行うモジュールです。 

他の一般的フォーマットだけでなく、マルチチャネルモードにも対応しています。 
 

18.1 特長 

（1） SSIモジュール構成 

SSIモジュールは、次のブロックにより構成されます。 

• SSI_DMAC0 / 1 

• SSI_CH0 / 1 / 2 / 3 / 4 / 5 

• SSI_CLKSEL 

 

（2） SSIの特徴 

SSIモジュールは、次のような特徴があります。 

• チャネル数：６チャネル 

• 動作モード：非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

• SSIモジュールは、トランスミッタまたはレシーバのいずれとしても動作できます。 

また、シリアルバスフォーマットを使用できます。 

• データバッファとシフトレジスタ間は非同期転送です。 

• シリアルバスインタフェースで使用されるクロックの分周比が選択可能です。 

• SSI_DMAC0 / 1 または割り込みで、データ送受信を制御できます。 

• 任意のチャネルのオーディオクロックを選択可能です。 

• 任意のチャネルのシリアルビットクロック／シリアルワード選択信号を選択可能です。 
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図 18.1に SSIのブロック図を示します。 

SuperHywayバス

SuperHyway
target-IF SuperHyway initiator-IF

SSIインタフェース

SSI_DMAC0 SSI_DMAC1

制御回路

MS　　　シフトレジスタ　 　LS

データバッファ

バレルシフタ

ビットカウンタ

シリアルクロック 
制御（分周器）

SSI_ch0 SSI_ch1 SSI_ch2 SSI_ch3 SSI_ch4 SSI_ch5

DATA WS
シリアルビット
クロック

オーディオクロック

オーディオクロック 
選択

シリアルビットクロック／ 
シリアルワード選択信号（WS）の選択(受信側）

シリアルビットクロック／ 
シリアルワード選択信号（WS）の選択(送信側） SSI_

CLKSEL

PAD部

SSIDATA
[5:0]

SSIWS 
[5:0]

SSISCK
[5:0]

AUDIO_CLK 
[5:0]

送受信 
FIFO

 

図 18.1 SSIブロック図 
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18.2 入出力端子 
表 18.1に SSIの端子構成を示します。 

 

表 18.1 SSIの端子構成 

端子名 機  能 入出力 説   明 

AUDIO_CLK 

[5:0] 

オーディオクロック 入力 SSI_CH0～5 分周器入力クロック（オーバサンプルクロック） 

SSISCK[5:0] シリアルビットクロック 入出力 SSI_CH0～5 シリアルビットクロック 

SSIWS [5:0] ワードセレクト 入出力 SSI_CH0～5 シリアルワード選択信号 

SSIDATA [5:0] シリアルデータ 入出力 SSI_CH0～5 シリアルデータ 
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18.3 レジスタの説明 
SSI_DMAC0のレジスタ構成を表 18.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 18.3に示

します。 
 

表 18.2 SSI_DMAC0レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

DMAモードレジスタ 0 SSIDMMR0 R/W H'FF40 1000 H'1F40 1000 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 0 SSIRDMADR0 R/W H'FF40 1008 H'1F40 1008 32 

RDMA 転送語数レジスタ 0 SSIRDMCNTR0 R/W H'FF40 1010 H'1F40 1010 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 0 SSIWDMADR0 R/W H'FF40 1018 H'1F40 1018 32 

WDMA 転送語数レジスタ 0 SSIWDMCNTR0 R/W H'FF40 1020 H'1F40 1020 32 

DMA コントロールレジスタ 0 SSIDMCOR0 R/W H'FF40 1028 H'1F40 1028 32 

送信一時停止ブロックカウンタ 0 SSISTPBLCNT0 R/W H'FF40 1030 H'1F40 1030 32 

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 0 

SSISTPDR0 R/W H'FF40 1038 H'1F40 1038 32 

ブロックカウントソースレジスタ 0 SSIBLCNTSR0 R/W H'FF40 1040 H'1F40 1040 32 

ブロックカウンタ 0 SSIBLCNT0 R H'FF40 1048 H'1F40 1048 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 0 

SSIBLNCNTSR0 R/W H'FF40 1050 H'1F40 1050 32 

0 

ブロック xn回カウンタ 0 SSIBLNCNT0 R H'FF40 1058 H'1F40 1058 32 

DMAモードレジスタ 1 SSIDMMR1 R/W H'FF40 1060 H'1F40 1060 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 1 SSIRDMADR1 R/W H'FF40 1068 H'1F40 1068 32 

RDMA 転送語数レジスタ 1 SSIRDMCNTR1 R/W H'FF40 1070 H'1F40 1070 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 1 SSIWDMADR1 R/W H'FF40 1078 H'1F40 1078 32 

WDMA 転送語数レジスタ 1 SSIWDMCNTR1 R/W H'FF40 1080 H'1F40 1080 32 

DMA コントロールレジスタ 1 SSIDMCOR1 R/W H'FF40 1088 H'1F40 1088 32 

送信一時停止ブロックカウンタ 1 SSISTPBLCNT1 R/W H'FF40 1090 H'1F40 1090 32 

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 1 

SSISTPDR1 R/W H'FF40 1098 H'1F40 1098 32 

ブロックカウントソースレジスタ 1 SSIBLCNTSR1 R/W H'FF40 10A0 H'1F40 10A0 32 

ブロックカウンタ 1 SSIBLCNT1 R H'FF40 10A8 H'1F40 10A8 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 1 

SSIBLNCNTSR1 R/W H'FF40 10B0 H'1F40 10B0 32 

1 

ブロック xn回カウンタ 1 SSIBLNCNT1 R H'FF40 10B8 H'1F40 10B8 32 
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チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

DMAモードレジスタ 2 SSIDMMR2 R/W H'FF40 10C0 H'1F40 10C0 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 2 SSIRDMADR2 R/W H'FF40 10C8 H'1F40 10C8 32 

RDMA 転送語数レジスタ 2 SSIRDMCNTR2 R/W H'FF40 10D0 H'1F40 10D0 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 2 SSIWDMADR2 R/W H'FF40 10D8 H'1F40 10D8 32 

WDMA 転送語数レジスタ 2 SSIWDMCNTR2 R/W H'FF40 10E0 H'1F40 10E0 32 

DMA コントロールレジスタ 2 SSIDMCOR2 R/W H'FF40 10E8 H'1F40 10E8 32 

送信一時停止ブロックカウンタ 2 SSISTPBLCNT2 R/W H'FF40 10F0 H'1F40 10F0 32 

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 2 

SSISTPDR2 R/W H'FF40 10F8 H'1F40 10F8 32 

ブロックカウントソースレジスタ 2 SSIBLCNTSR2 R/W H'FF40 1100 H'1F40 1100 32 

ブロックカウンタ 2 SSIBLCNT2 R H'FF40 1108 H'1F40 1108 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 2 

SSIBLNCNTSR2 R/W H'FF40 1110 H'1F40 1110 32 

2 

ブロック xn回カウンタ 2 SSIBLNCNT2 R H'FF40 1118 H'1F40 1118 32 

DMAオペレーションレジスタ 0 SSIDMAOR0 R/W H'FF40 1180 H'1F40 1180 32 

割り込みステータスレジスタ 0 SSIDMINTSR0 R/W H'FF40 1188 H'1F40 1188 32 

0～2 

共通 

割り込みマスクレジスタ 0 SSIDMINTMR0 R/W H'FF40 1190 H'1F40 1190 32 

 

表 18.3 SSI_DMAC0各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

DMAモードレジスタ 0 SSIDMMR0 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 0 SSIRDMADR0 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 0 SSIRDMCNTR0 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 0 SSIWDMADR0 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 0 SSIWDMCNTR0 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 0 SSIDMCOR0 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 0 SSISTPBLCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 0 SSISTPDR0 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 0 SSIBLCNTSR0 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウンタ 0 SSIBLCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

ブロック xn回割り込みカウントソース 

レジスタ 0 

SSIBLNCNTSR0 H'0000 0000 保持 保持 

0 

ブロック xn回カウンタ 0 SSIBLNCNT0 H'0000 0000 保持 保持 
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チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

DMAモードレジスタ 1 SSIDMMR1 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 1 SSIRDMADR1 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 1 SSIRDMCNTR1 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 1 SSIWDMADR1 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 1 SSIWDMCNTR1 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 1 SSIDMCOR1 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 1 SSISTPBLCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 1 SSISTPDR1 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 1 SSIBLCNTSR1 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウンタ 1 SSIBLCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

ブロック xn回割り込みカウントソース 

レジスタ 1 

SSIBLNCNTSR1 H'0000 0000 保持 保持 

1 

ブロック xn回カウンタ 1 SSIBLNCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

DMAモードレジスタ 2 SSIDMMR2 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 2 SSIRDMADR2 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 2 SSIRDMCNTR2 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 2 SSIWDMADR2 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 2 SSIWDMCNTR2 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 2 SSIDMCOR2 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 2 SSISTPBLCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 2 SSISTPDR2 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 2 SSIBLCNTSR2 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウンタ 2 SSIBLCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

ブロック xn回割り込みカウントソースレジ

スタ 2 

SSIBLNCNTSR2 H'0000 0000 保持 保持 

2 

ブロック xn回カウンタ 2 SSIBLNCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

DMAオペレーションレジスタ 0 SSIDMAOR0 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 0 SSIDMINTSR0 H'0101 0101 保持 保持 

0～2共通 

割り込みマスクレジスタ 0 SSIDMINTMR0 H'1F1F 1F1F 保持 保持 

 

SSI_DMAC1のレジスタ構成を表 18.4に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 18.5に示

します。 
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表 18.4 SSI_DMAC1レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

DMAモードレジスタ 3 SSIDMMR3 R/W H'FF50 1000 H'1F50 1000 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 3 SSIRDMADR3 R/W H'FF50 1008 H'1F50 1008 32 

RDMA 転送語数レジスタ 3 SSIRDMCNTR3 R/W H'FF50 1010 H'1F50 1010 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 3 SSIWDMADR3 R/W H'FF50 1008 H'1F50 1018 32 

WDMA 転送語数レジスタ 3 SSIWDMCNTR3 R/W H'FF50 1020 H'1F50 1020 32 

DMA コントロールレジスタ 3 SSIDMCOR3 R/W H'FF50 1028 H'1F50 1028 32 

送信一時停止ブロックカウンタ 3 SSISTPBLCNT3 R/W H'FF50 1030 H'1F50 1030 32 

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 3 

SSISTPDR3 R/W H'FF50 1038 H'1F50 1038 32 

ブロックカウントソースレジスタ 3 SSIBLCNTSR3 R/W H'FF50 1040 H'1F50 1040 32 

ブロックカウンタ 3 SSIBLCNT3 R H'FF50 1048 H'1F50 1048 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 3 

SSIBLNCNTSR3 R/W H'FF50 1050 H'1F50 1050 32 

3 

ブロック xn回カウンタ 3 SSIBLNCNT3 R H'FF50 1058 H'1F50 1058 32 

DMAモードレジスタ 4 SSIDMMR4 R/W H'FF50 1060 H'1F50 1060 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 4 SSIRDMADR4 R/W H'FF50 1068 H'1F50 1068 32 

RDMA 転送語数レジスタ 4 SSIRDMCNTR4 R/W H'FF50 1070 H'1F50 1070 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 4 SSIWDMADR4 R/W H'FF50 1078 H'1F50 1078  32 

WDMA 転送語数レジスタ 4 SSIWDMCNTR4 R/W H'FF50 1080 H'1F50 1080 32 

DMA コントロールレジスタ 4 SSIDMCOR4 R/W H'FF50 1088 H'1F50 1088 32 

送信一時停止ブロックカウンタ 4 SSISTPBLCNT4 R/W H'FF50 1090 H'1F50 1090 32 

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 4 

SSISTPDR4 R/W H'FF50 1098 H'1F50 1098 32 

ブロックカウントソースレジスタ 4 SSIBLCNTSR4 R/W H'FF50 10A0 H'1F50 10A0 32 

ブロックカウンタ 4 SSIBLCNT4 R H'FF50 10A8 H'1F50 10A8 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 4 

SSIBLNCNTSR4 R/W H'FF50 10B0 H'1F50 10B0 32 

4 

ブロック xn回カウンタ 4 SSIBLNCNT4 R H'FF50 10B8 H'1F50 10B8 32 

DMAモードレジスタ 5 SSIDMMR5 R/W H'FF50 10C0 H'1F50 10C0 32 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 5 SSIRDMADR5 R/W H'FF50 10C8 H'1F50 10C8 32 

RDMA 転送語数レジスタ 5 SSIRDMCNTR5 R/W H'FF50 10D0 H'1F50 10D0 32 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 5 SSIWDMADR5 R/W H'FF50 10D8 H'1F50 10D8 32 

WDMA 転送語数レジスタ 5 SSIWDMCNTR5 R/W H'FF50 10E0 H'1F50 10E0 32 

DMA コントロールレジスタ 5 SSIDMCOR5 R/W H'FF50 10E8 H'1F50 10E8 32 

5 

送信一時停止ブロックカウンタ 5 SSISTPBLCNT5 R/W H'FF50 10F0 H'1F50 10F0 32 
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チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

送信一時停止中転送データレジスタ

5 

SSISTPDR5 R/W H'FF50 10F8 H'1F50 10F8 32 

ブロックカウントソースレジスタ 5 SSIBLCNTSR5 R/W H'FF50 1100 H'1F50 1100 32 

ブロックカウンタ 5 SSIBLCNT5 R H'FF50 1108 H'1F50 1108 32 

ブロック xn回割り込みカウント 

ソースレジスタ 5 

SSIBLNCNTSR5 R/W H'FF50 1110 H'1F50 1110 32 

5 

ブロック xn回カウンタ 5 SSIBLNCNT5 R H'FF50 1118 H'1F50 1118 32 

DMAオペレーションレジスタ 1 SSIDMAOR1 R/W H'FF50 1180 H'1F50 1180 32 

割り込みステータスレジスタ 1 SSIDMINTSR1 R/W H'FF50 1188 H'1F50 1188 32 

3～5共通 

割り込みマスクレジスタ 1 SSIDMINTMR1 R/W H'FF50 1190 H'1F50 1190 32 

 

表 18.5 SSI_DMAC1各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

DMAモードレジスタ 3 SSIDMMR3 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 3 SSIRDMADR3 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 3 SSIRDMCNTR3 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 3 SSIWDMADR3 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 3 SSIWDMCNTR3 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 3 SSIDMCOR3 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 3 SSISTPBLCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 3 SSISTPDR3 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 3 SSIBLCNTSR3 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウンタ 3 SSIBLCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

ブロック xn回割り込みカウントソース 

レジスタ 3 

SSIBLNCNTSR3 H'0000 0000 保持 保持 

3 

ブロック xn回カウンタ 3 SSIBLNCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

DMAモードレジスタ 4 SSIDMMR4 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 4 SSIRDMADR4 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 4 SSIRDMCNTR4 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 4 SSIWDMADR4 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 4 SSIWDMCNTR4 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 4 SSIDMCOR4 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 4 SSISTPBLCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 4 SSISTPDR4 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 4 SSIBLCNTSR4 H'0000 0000 保持 保持 

4 

ブロックカウンタ 4 SSIBLCNT4 H'0000 0000 保持 保持 
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チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ブロック xn回割り込みカウントソース 

レジスタ 4 

SSIBLNCNTSR4 H'0000 0000 保持 保持 4 

ブロック xn回カウンタ 4 SSIBLNCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

DMAモードレジスタ 5 SSIDMMR5 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送元アドレスレジスタ 5 SSIRDMADR5 H'0000 0000 保持 保持 

RDMA 転送語数レジスタ 5 SSIRDMCNTR5 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送先アドレスレジスタ 5 SSIWDMADR5 H'0000 0000 保持 保持 

WDMA 転送語数レジスタ 5 SSIWDMCNTR5 H'0000 0000 保持 保持 

DMA コントロールレジスタ 5 SSIDMCOR5 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止ブロックカウンタ 5 SSISTPBLCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

送信一時停止中転送データレジスタ 5 SSISTPDR5 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウントソースレジスタ 5 SSIBLCNTSR5 H'0000 0000 保持 保持 

ブロックカウンタ 5 SSIBLCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

ブロック xn回割り込みカウントソース 

レジスタ 5 

SSIBLNCNTSR5 H'0000 0000 保持 保持 

5 

ブロック xn回カウンタ 5 SSIBLNCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

DMAオペレーションレジスタ 1 SSIDMAOR1 H'0000 0000 保持 保持 

割り込みステータスレジスタ 1 SSIDMINTSR1 H'0101 0101 保持 保持 

3～5共通 

割り込みマスクレジスタ 1 SSIDMINTMR1 H'1F1F 1F1F 保持 保持 
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SSI_CH0～5のレジスタ構成を表 18.6に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 18.7に示

します。 
 

表 18.6 SSI_CH0～5レジスタ構成 

チャネル 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'FF40 2000 H'1F40 2000 32 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W* H'FF40 2004 H'1F40 2004 32 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 R/W H'FF40 2008 H'1F40 2008 32 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'FF40 200C H'1F40 200C 32 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'FF40 3000 H'1F40 3000 32 

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W* H'FF40 3004 H'1F40 3004 32 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 R/W H'FF40 3008 H'1F40 3008 32 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'FF40 300C H'1F40 300C 32 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 R/W H'FF40 4000 H'1F40 4000 32 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 R/W* H'FF40 4004 H'1F40 4004 32 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 R/W H'FF40 4008 H'1F40 4008 32 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 R H'FF40 400C H'1F40 400C 32 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 R/W H'FF50 2000 H'1F50 2000 32 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 R/W* H'FF50 2004 H'1F50 2004 32 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 R/W H'FF50 2008 H'1F50 2008 32 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 R H'FF50 200C H'1F50 200C 32 

コントロールレジスタ 4 SSICR4 R/W H'FF50 3000 H'1F50 3000 32 

ステータスレジスタ 4 SSISR4 R/W* H'FF50 3004 H'1F50 3004 32 

トランスミットデータレジスタ 4 SSITDR4 R/W H'FF50 3008 H'1F50 3008 32 

4 

レシーブデータレジスタ 4 SSIRDR4 R H'FF50 300C H'1F50 300C 32 

コントロールレジスタ 5 SSICR5 R/W H'FF50 4000 H'1F50 4000 32 

ステータスレジスタ 5 SSISR5 R/W* H'FF50 4004 H'1F50 4004 32 

トランスミットデータレジスタ 5 SSITDR5 R/W H'FF50 4008 H'1F50 4008 32 

5 

レシーブデータレジスタ 5 SSIRDR5 R H'FF50 400C H'1F50 400C 32 

【注】 * 本レジスタの 26,27ビットは読み出し／書き込み可能で、それ以外は読み出し専用です。 

詳細は、「18.3.17 ステータスレジスタ 0～5（SSISR0～5）」を参照してください。 
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表 18.7 SSI_CH0～5各処理モードにおけるレジスタの状態 

チャネル 名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

コントロールレジスタ 0 SSICR0 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 0 SSISR0 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 0 SSITDR0 H'0000 0000 保持 保持 

0 

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 1 SSICR1 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 1 SISR1 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 1 SSITDR1 H'0000 0000 保持 保持 

1 

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 2 SSICR2 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 2 SSISR2 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 2 SSITDR2 H'0000 0000 保持 保持 

2 

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 3 SSICR3 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 3 SSITDR3 H'0000 0000 保持 保持 

3 

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 4 SSICR4 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 4 SSISR4 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 4 SITDR4 H'0000 0000 保持 保持 

4 

レシーブデータレジスタ 4 SSIRDR4 H'0000 0000 保持 保持 

コントロールレジスタ 5 SSICR5 H'0000 0000 保持 保持 

ステータスレジスタ 5 SSISR5 H'0210 A003 保持 保持 

トランスミットデータレジスタ 5 SSITDR5 H'0000 0000 保持 保持 

5 

レシーブデータレジスタ 5 SSIRDR5 H'0000 0000 保持 保持 
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18.3.1 DMAモードレジスタ 0～5（SSIDMMR0～5） 

SSIDMMR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSI_DMACの動作モードを設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － － － － － － － － － －
RDS
AM －

WDD
AM

－ － － － － － － － RDMBSZ[1:0] WDMBSZ[1:0] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 RDSAM 0 R/W RDMA転送元アドレスモード 

本ビットは、RDMA転送時の転送元アドレスの増減を設定します。 

0：転送元アドレス増加(+4) 

1：設定禁止 

17 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 WDDAM 0 R/W WDMA転送先アドレスモード 

本ビットは、WDMA転送時の転送先アドレスの増減を設定します。 

0：転送先アドレス増加(+4) 

1：設定禁止 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7、6 RDMBSZ[1:0] 00 R/W RDMA最大バースト長 

本ビットは、RDMAのデータ転送時の最大のバースト長を設定します。 

00：1バースト(8バイト) 

01：2バースト(16バイト) 

10：4バースト(32バイト) 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 WDMBSZ[1:0] 00 R/W WDMA最大バースト長 

本ビットは、WDMAのデータ転送時の最大のバースト長を設定します。 

00：1バースト(8バイト) 

01：2バースト(16バイト) 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

18.3.2 RDMA転送元アドレスレジスタ 0～5（SSIRDMADR0～5） 

SSIRDMADR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、RDMA転送時のデータの転送元の

メモリアドレスを設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

RDMADR[31:16]

RDMADR[15:3] － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 RDMADR 

[31:3] 

すべて 0 R/W RDMA転送元アドレス 

本ビットは、RDMA転送時のデータ転送元のメモリアドレスを設定します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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18.3.3 RDMA転送語数レジスタ 0～5（SSIRDMCNTR0～5） 

SSIRDMCNTR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、RDMA転送時のデータの転送語数

（バイト数）を設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

RDMCNT[31:16]

RDMCNT[15:3] － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 RDMCNT[31:3] すべて 0 R/W RDMA転送語数 

本ビットは、RDMA転送時のデータの転送語数を設定します。 

RDMA最大バースト長の設定に従い、以下の値を設定して下さい。 

1バースト： 8×n[H'08×n]（バイト） 

2バースト：16×n[H'10×n]（バイト） 

4バースト：32×n[H'20×n]（バイト） 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 
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18.3.4 WDMA転送先アドレスレジスタ 0～5(SSIWDMADR0～5) 

SSIWDMADR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDMA転送時のデータの転送先の

メモリアドレスを設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

WDMADR[31:16]

WDMADR[15:3] － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 WDMADR[31:3] すべて 0 R/W WDMA転送先アドレス 

本ビットは、WDMA転送時のデータ転送先のメモリアドレスを設定

します。 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 
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18.3.5 WDMA転送語数レジスタ 0～5（SSIWDMCNTR0～5） 

SSIWDMCNTR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDMA転送時のデータの転送語

数（バイト数）を設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R

WDMCNT[31:16]

WDMCNT[15:3] － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 WDMCNT[31:3] すべて 0 R/W WDMA転送語数 

本ビットは、WDMA転送時のデータの転送語数を設定します。 

WDMA最大バースト長の設定に従い、以下の値を設定して下さい。 

1バースト： 8×n[H'08×n]（バイト） 

2バースト：16×n[H'10×n]（バイト） 

4バースト：32×n[H'20×n]（バイト） 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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18.3.6 DMAコントロールレジスタ 0～5（SSIDMCOR0～5） 

SSIDMCOR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSI_DMAC0/1の動作・停止の制御お

よびシリアルビットクロック等の選択を行います。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
W R/W R/W R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W

DM 
RST

TX 
RST

RX 
RST

－ － － － － － － － － － － － －

－ － － SCKSOP[2:0] SCKSIP[2:0] SCKS[2:0] － RPT 
MD

TRMD DMEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 DMRST 0 W SSI_DMAC0/1 ソフトウェアリセット 

本ビットは、SSI_CH0～5に対応した SSI_DMAC0 / 1 をリセットし、転送を中

止します。 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

0：ソフトウェアリセット無効 

1：ソフトウェアリセット有効 

30 TXRST 0 R/W 送信 FIFOバッファリセット 

本ビットは送信 FIFOバッファをリセットします。 

0：送信 FIFOバッファリセット無効 

1：送信 FIFOバッファリセット有効 

29 RXRST 0 R/W 受信 FIFOバッファリセット 

本ビットは受信 FIFOバッファをリセットします。 

0：受信 FIFOバッファリセット無効 

1：受信 FIFOバッファリセット有効 

28～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～10 SCKSOP 

[2:0] 

000 R/W シリアルビットクロックおよびシリアルワードセレクト信号出力選択 

本ビットは SSI_CH0～5から外部に出力するシリアルビットクロックおよびシ

リアルワードセレクト信号を選択します。 

SSIDMCOR0の場合 

000：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワード 

セレクト信号を出力 

001：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワード 

セレクト信号を出力 

101：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワード 

セレクト信号を出力 

110：SSISCK0/SSIWS0 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワード 

セレクト信号を出力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 

 

SSIDMCOR1の場合 

000：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

001：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

011：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

101：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

111：SSISCK1/SSIWS1 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～10 

 

SCKSOP 

[2:0] 

 

000 

 

R/W 

 

SSIDMCOR2の場合 

000：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

011：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

110：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

111：SSISCK2/SSIWS2 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 

 

SSIDMCOR3の場合 

000：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

001：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

101：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

110：SSISCK3/SSIWS3 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12～10 SCKSOP 

[2:0] 

000 R/W SSIDMCOR4の場合 

000：SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

001：SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

011：SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100： SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

101： SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

111： SSISCK4/SSIWS4 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 

 

SSIDMCOR5の場合 

000：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

010：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

011：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

100：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

110：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

111：SSISCK5/SSIWS5 = SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレク

ト信号を出力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9～7 SCKSIP 

[2:0] 

000 R/W シリアルビットクロックおよびシリアルワードセレクト信号入力選択 

本ビットは外部から SSI_CH0～5に入力するシリアルビットクロックおよびシ

リアルワードセレクト信号を選択します。 

SSIDMCOR0の場合 

000：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

001：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

010：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

100：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

101：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

110：SSI_CH0のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 

 

SSIDMCOR1の場合 

000：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

001：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

011：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

100：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

101：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

111：SSI_CH1のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9～7 SCKSIP 

[2:0] 

000 R/W SSIDMCOR2の場合 

000：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

010：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

011：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

100：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

110：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

111：SSI_CH2のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 

 

SSIDMCOR3の場合 

000：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

001：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

010：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

100：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

101：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

110：SSI_CH3のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9～7 SCKSIP 

[2:0] 

000 R/W SSIDMCOR4の場合 

000：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

001：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

011：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

100：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

101：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

111：SSI_CH4のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 

 

SSIDMCOR5の場合 

000：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK5/SSIWS5を入力 

010：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK0/SSIWS0を入力 

011：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK1/SSIWS1を入力 

100：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK2/SSIWS2を入力 

110：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK3/SSIWS3を入力 

111：SSI_CH5のシリアルビットクロック/ワードセレクト信号 = 

SSISCK4/SSIWS4を入力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 SCKS 

[2:0] 

000 R/W オーディオクロック選択 

本ビットは外部から SSI_CH0～5に入力するオーディオクロックを選択します。 

SSIDMCOR0の場合 

000：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

001：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

010：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

100：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

101：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

110：SSI_CH0のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 

 

SSIDMCOR1の場合 

000：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

001：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

011：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

100：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

101：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

111：SSI_CH1のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 

 

SSIDMCOR2の場合 

000：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

010：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

011：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

100：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

110：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

111：SSI_CH2のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 SCKS 

[2:0] 

000 R/W SSIDMCOR3の場合 

000：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

001：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

010：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

100：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

101：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

110：SSI_CH3のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

011：設定禁止 

111：設定禁止 

 

SSIDMCOR4の場合 

000：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

001：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

011：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

100：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

101：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

111：SSI_CH4のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

010：設定禁止 

110：設定禁止 

 

SSIDMCOR5の場合 

000：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK5を入力 

010：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK0を入力 

011：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK1を入力 

100：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK2を入力 

110：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK3を入力 

111：SSI_CH5のオーディオクロック = AUDIO_CLK4を入力 

001：設定禁止 

101：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 RPTMD 0 R/W リピートモード 

本ビットは、通常モードかリピートモードを設定します。 

0：通常モード 

1：リピートモード 

1 TRMD 0 R/W 送信/受信モード選択 

本ビットは、SSI_CH0～5に対応した SSI_DMAC0 / 1の送信モード/受信モード

を設定します。 

0：受信モード 

1：送信モード 

0 DMEN 0 R/W SSI-DMACイネーブル 

本ビットは、SSI_CH0～5に対応した SSI_DMAC0 / 1の動作を許可します。 

本ビットは、対応した SSI_DMACが自動停止すると、自動的にクリアされます。

すなわち、非リピートモードで起動中の SSI_DMACの転送語数レジスタがゼロ

となった場合、または、リピートモードで起動中の SSI_DMACの RPTMDビッ

トをクリアした後に転送語数レジスタがゼロとなった場合、本ビットは自動的に

クリアされます。 

0：動作停止 

1：動作許可 

 

18.3.7 送信一時停止ブロックカウンタ 0～5(SSISTPBLCNT0～5) 

SSISTPBLCNT0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSIDMAOR0～1の TXSTOP0～5

に 1を設定した後に、送信一時停止状態になるまでの転送ブロック数を設定します。 

本レジスタは、1ブロック転送毎に 1デクリメントし、０になると送信一時停止状態になります。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXSTOPBL[31:16]

TXSTOPBL[15:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TXSTOPBL 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信一時停止状態になるまでの転送ブロック数 

本ビットは、SSIDMAOR0～1の TXSTOP0～5に 1を設定した後に送信一

時停止状態になるまでの転送ブロック数を設定します。 

読み出し時は設定値が読めます（カウンタの値は読めません）。 

 

18.3.8 送信一時停止中転送データレジスタ 0～5（SSISTPDR0～5） 

SSISTPDR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信一時停止状態中に SSI_CH0～5へ

転送するデータを設定します。 

送信一時停止状態中は、送信 FIFO バッファデータではなく本レジスタ設定データを SSI_CH0～5へ転送します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TXSTOPD[31:16]

TXSTOPD[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TXSTOPD 

[31:0] 

すべて 0 R/W 送信一時停止状態中の転送データ 

本ビットは、送信一時停止状態中に SSI_CH0～5へ転送するデータを設定

します。 
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18.3.9 ブロックカウントソースレジスタ 0～5（SSIBLCNTSR0～5） 

SSIBLCNTSR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSIBLCNT0～5のインクリメントタ

イミングを転送バイト数で設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 

また、ブロック転送終了割り込み機能、ブロック xn回転送終了割り込み機能を使用する場合、本レジスタには、

初期値以外の値を設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BLCNTSR[31:16]

BLCNTSR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BLCNTSR 

[31:0] 

すべて 0 R/W SSIBLCNT0～5インクリメントタイミング 

本ビットは、SSIBLCNT0～5のインクリメントタイミングを転送バイト数

で設定します。 

RDMA最大バースト長あるいはWDMA最大バースト長の設定に従い、以

下の値を設定して下さい。 

1バースト： 8×n[H'08×n]（バイト） 

2バースト：16×n[H'10×n]（バイト） 

4バースト：32×n[H'20×n]（バイト） 
 

18.3.10 ブロックカウンタ 0～5（SSIBLCNT0～5） 

SSIBLCNT0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSIBLCNTSR0～5で設定されたバイト

数を 1ブロックとした転送ブロック数を示します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

BLCNT[31:16]

BLCNT[15:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BLCNT 

[31:0] 

すべて 0 R 転送ブロック数 

本ビットは、SSIBLCNTSR0～5で設定されたバイト数を 1ブロックとした

転送ブロック数を示します。 

 

18.3.11 ブロック xn回割り込みカウントソースレジスタ 0～5（SSIBLNCNTSR0～5） 

SSIBLNCNTSR0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ブロック xn回転送割り込み発生

タイミングおよび SSIBLNCNT0～5のインクリメントタイミングを転送ブロック数で設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 

本レジスタへの書き込みは、対応する SSIDMCOR0～5の DMENが 0のときのみ可能です。 

また、ブロック転送終了割り込み機能、ブロック xn回転送終了割り込み機能を使用する場合、本レジスタには、

初期値以外の値を設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

BLNCNTSR[31:16]

BLNCNTSR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BLNCNTSR

[31:0] 

すべて 0 R/W ブロック xn回転送割込み発生タイミング 

本ビットは、ブロック xn回転送割込み発生タイミングおよび

SSIBLNCNT0～5のインクリメントタイミングを転送ブロック数で設定

します。 
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18.3.12 ブロック xn回カウンタ 0～5（SSIBLNCNT0～5） 

SSIBLNCNT0～5は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSIBLNCNTSR0～5で設定されたブ

ロック数毎にインクリメントした値を示します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセット、および対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する

SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R

BLNCNT[31:16]

BLNCNT[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 BLNCNT 

[31:0] 

すべて 0 R 転送ブロック xn回数 

本ビットは、SSIBLNCNTSR0～5で設定されたブロック数毎にインクリメ

ントした値を示します。 

 

18.3.13 DMAオペレーションレジスタ 0～1（SSIDMAOR0～1） 

SSIDMAOR0～1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信一時停止チャネルの優先順位お

よび送受信データのエンディアンを設定します。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセットによって初期化されます。さらに、本レジスタ内の TXSTOPビット

0～5は、対応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によって

も初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － －
TX 

STOP2
TX 

STOP1
TX 

STOP0 － － PR[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 TXSTOP2 

(TXSTOP5)

0 R/W SSI_CH2 (CH5) 送信一時停止 

本ビットは、SSI_CH2 (CH5) 用送信 FIFOバッファから SSI_CH2 (CH5) 

の転送を一時停止させ、SSITXSTPDR2 (5) に設定されたデータを

SSI_CH2 (CH5) へ転送します。 

0：SSI_CH2 (CH5)は送信動作 

SSI_CH2 (CH5) 用送信 FIFOバッファから SSI_CH2 (CH5) へデー

タ転送 

1：SSI_CH2 (CH5) は送信一時停止 

SSITXSTPDR2 (5) から SSI_CH2 (CH5) へデータ転送 

5 TXSTOP1 

(TXSTOP4)

0 R/W SSI_CH1 (CH4) 送信一時停止 

本ビットは、SSI_CH1 (CH4) 用送信 FIFOバッファから SSI_CH1 (CH4) 

の転送を一時停止させ、SSITXSTPDR1 (4) に設定されたデータを

SSI_CH1 (CH4) へ転送します。 

0：SSI_CH1 (CH4) は送信動作 

SSI_CH1 (CH4) 用送信 

FIFOバッファから SSI_CH1 (CH4) へデータ転送 

1：SSI_CH1 (CH4) は送信一時停止 

SSITXSTPDR1 (4) から SSI_CH1 (CH4) へデータ転送 

4 TXSTOP0

(TXSTOP3)

0 R/W SSI_CH0 (CH3) 送信一時停止 

本ビットは、SSI_CH0 (CH3) 用送信 FIFOバッファから SSI_CH0 (CH3) 

の転送を一時停止させ、SSITXSTPDR0 (3) に設定されたデータを

SSI_CH0  (CH3) へ転送します。 

0：SSI_CH0 (CH3) は送信動作 

SSI_CH0 (CH3) 用送信 FIFOバッファから SSI_CH0 (CH3) へデー

タ転送 

1：SSI_CH0 (CH3) は送信一時停止 

SSITXSTPDR0 (3) から SSI_CH0 (CH3) へデータ転送 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 PR[1:0] すべて 0 R/W プライオリティモード 1、0 

同時に複数の SSI（SSI_CH0～5）からの転送要求があった場合の優先順位

を設定します。 

00：SSI_CH0>SSI_CH1>SSI_CH2 (SSI_CH3>SSI_CH4>SSI_CH5) 

01：SSI_CH0>SSI_CH2>SSI_CH1 (SSI_CH3>SSI_CH5>SSI_CH4) 

10：設定禁止 

11：SSI_CH0～2 (SSI_CH3～5) のラウンドロビン 

【注】 （ ）内は SSIDMAOR1の場合です。 

 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

18-32  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

18.3.14 割り込みステータスレジスタ 0～1（SSIDMINTSR0～1） 

SSIDMINTSR0～1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSI_DMAC0 / 1 の各種割り込み要

因を示します。 

割り込みマスクレジスタ（SSIDMINTMR0～1）で割り込みが許可されていれば割り込みを発生します。 

SSIDMINTSR0～1 の各ビットは、"1" 書き込みにて"0" クリアされます。 

"0" 書き込み時は無視されます。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセットによって初期化されます。さらに、本レジスタ内の BLKENDビット

0～5、BLKNENDビット 0～5、DMENDビット 0～5、TXFIFOFULビット 0～5、RXFIFOEMPビット 0～5は、対

応する SSI_DMACのソフトウェアリセット（対応する SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）によっても初期化さ

れます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － BLK 
END2

BLKN 
END2

DM 
END2

TXFIFO 
FUL2

RXFIFO 
EMP2

－ － － BLK 
END1

BLKN 
END1

DM 
END1

TXFIFO 
FUL1

RXFIFO 
EMP1 － － － BLK 

END0
BLKN 
END0

DM 
END0

TXFIFO 
FUL0

RXFIFO 
EMP0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － ビット 24＝1 

その他＝0 

R リザーブビット 

読み出すとビット 24は 1、その他は常に 0が読み出されます。書き込む値

は常に 0にしてください。 

20 BLKEND2 

(BLKEND5) 

0 R/W ブロック転送終了 2 (5) 

本ビットは、SSIBLCNTSR2 (5) に設定されたバイト数の転送が終了した

ことを示します。 

0：SSIBLCNTSR2 (5) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLCNTSR2 (5) に設定された分のデータ転送が終了した 

19 BLKNEND2 

(BLKNEND5) 

0 R/W ブロック xn回転送終了 2 (5) 

本ビットは、SSIBLNCNTSR2 (5) に設定されたブロック数の転送が終了し

たことを示します。 

0：SSIBLNCNTSR2 (5) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLNCNTSR2 (5) に設定された分のデータ転送が終了した 

18 DMEND2 

(DMEND5) 

0 R/W 転送終了 2 (5) 

本ビットは、SSIRDMCNTR2 (5) あるいは SSIWDMCNTR2 (5) に 

設定された分のデータ転送が終了したことを示します。 

0：SSIRDMCNTR2 (5) あるいは SSIWDMCNTR2 (5) に設定された分

のデータ転送が終了していない 

1：SSIRDMCNTR2 (5) あるいは SSIWDMCNTR2 (5) に設定された分

のデータ転送が終了した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

17 TXFIFOFUL2 

(TXFIFOFUL5)

0 R/W 送信 FIFOバッファフル 2 (5) 

本ビットは、SSI_SH2 (CH5) 用送信 FIFOバッファがフルであることを示

します。 

0：SSI_CH2 (CH5) 用送信 FIFOバッファはフルでない 

いったん、送信 FIFOバッファがフルになっても、その後のハードウ

ェアの動作で、送信 FIFOバッファがフルでなくなると、本ビットは

自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH2 (CH5) 用送信 FIFOバッファはフル 

16 RXFIFOEMP2

(RXFIFOEMP5)

1 R/W 受信 FIFOバッファエンプティ 2 (5) 

本ビットは、SSI_CH2 (CH5) 用受信 FIFOバッファがエンプティであるこ

とを示します。 

0：SSI_CH2 (CH5) 用受信 FIFOバッファはエンプティでない 

いったん、受信 FIFOバッファがエンプティになっても、その後のハ

ードウェアの動作で、受信 FIFOバッファがエンプティでなくなる

と、本ビットは自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH2 (CH5) 用受信 FIFOバッファはエンプティ 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 BLKEND1 

(BLKEND4) 

0 R/W ブロック転送終了 1 (4) 

本ビットは、SSIBLCNTSR1 (4) に設定されたバイト数の転送が終了した

ことを示します。 

0：SSIBLCNTSR1 (4) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLCNTSR1 (4) に設定された分のデータ転送が終了した 

11 BLKNEND1 

(BLKNEND4) 

0 R/W ブロック xn回転送終了 1 (4) 

本ビットは、SSIBLNCNTSR1 (4) に設定されたブロック数の転送が終了し

たことを示します。 

0：SSIBLNCNTSR1 (4) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLNCNTSR1 (4) に設定された分のデータ転送が終了した 

10 DMEND1 

(DMEND4) 

0 R/W 転送終了 1 (4) 

本ビットは、SSIRDMCNTR1 (4) あるいは SSIWDMCNTR1 (4) に 

設定された分のデータ転送が終了したことを示します。 

0：SSIRDMCNTR1 (4) あるいは SSIWDMCNTR1 (4) に設定された分

のデータ転送が終了していない 

1：SSIRDMCNTR1 (4) あるいは SSIWDMCNTR1 (4) に設定された分

のデータ転送が終了した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 TXFIFOFUL1 

(TXFIFOFUL4)

0 R/W 送信 FIFOバッファフル 1 (4) 

本ビットは、SSI_SH1 (CH4) 用送信 FIFOバッファがフルであることを示

します。 

0：SSI_CH1 (CH4) 用送信 FIFOバッファはフルでない 

いったん、送信 FIFOバッファがフルになっても、その後のハードウ

ェアの動作で、送信 FIFOバッファがフルでなくなると、本ビットは

自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH1 (CH4) 用送信 FIFOバッファはフル 

8 RXFIFOEMP1

(RXFIFOEMP4)

1 R/W 受信 FIFOバッファエンプティ 1 (4) 

本ビットは、SSI_CH1 (CH4) 用受信 FIFOバッファがエンプティであるこ

とを示します。 

0：SSI_CH1 (CH4) 用受信 FIFOバッファはエンプティでない 

いったん、受信 FIFOバッファがエンプティになっても、その後のハ

ードウェアの動作で、受信 FIFOバッファがエンプティでなくなる

と、本ビットは自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH1 (CH4) 用受信 FIFOバッファはエンプティ 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 BLKEND0 

(BLKEND3) 

0 R/W ブロック転送終了 0 (3) 

本ビットは、SSIBLCNTSR0 (3) に設定されたバイト数の転送が終了した

ことを示します。 

0：SSIBLCNTSR0 (3) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLCNTSR0 (3) に設定された分のデータ転送が終了した 

3 BLKNEND0 

(BLKNEND3) 

0 R/W ブロック xn回転送終了 0 (3) 

本ビットは、SSIBLNCNTSR0 (3) に設定されたブロック数の転送が終了し

たことを示します。 

0：SSIBLNCNTSR0 (3) に設定された分のデータ転送が終了していない 

1：SSIBLNCNTSR0 (3) に設定された分のデータ転送が終了した 

2 DMEND0 

(DMEND3) 

0 R/W 転送終了 0 (3) 

本ビットは、SSIRDMCNTR0 (3) あるいは SSIWDMCNTR0 (3) に設定さ

れた分のデータ転送が終了したことを示します。 

0：SSIRDMCNTR0 (3) あるいは SSIWDMCNTR0 (3) に設定された分の

データ転送が終了していない 

1：SSIRDMCNTR0 (3) あるいは SSIWDMCNTR0 (3) に設定された分の

データ転送が終了した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 TXFIFOFUL0 

(TXFIFOFUL3)

0 R/W 送信 FIFOバッファフル 0 (3) 

本ビットは、SSI_CH0 (CH3) 用送信 FIFOバッファがフルであることを示

します。 

0：SSI_CH0 (CH3) 用送信 FIFOバッファはフルでない 

いったん、送信 FIFOバッファがフルになっても、その後のハードウ

ェアの動作で、送信 FIFOバッファがフルでなくなると、本ビットは

自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH0 (CH3) 用送信 FIFOバッファはフル 

0 RXFIFOEMP0

(RXFIFOEMP3)

1 R/W 受信 FIFOバッファエンプティ 0 (3) 

本ビットは、SSI_CH0 (CH3) 用受信 FIFOバッファがエンプティであるこ

とを示します。 

0：SSI_CH0 (CH3) 用受信 FIFOバッファはエンプティでない 

いったん、受信 FIFOバッファがエンプティになっても、その後のハ

ードウェアの動作で、受信 FIFOバッファがエンプティでなくなる

と、本ビットは自動的にクリアされます。 

1：SSI_CH0 (CH3) 用受信 FIFOバッファはエンプティ 

【注】 （ ）内は SSIDMINTSR1の場合です。 
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18.3.15 割り込みマスクレジスタ 0～1（SSIDMINTMR0～1） 

SSIDMINTMR0～1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SSI_DMAC0 / 1の各種割り込み要

因をマスクします。 

本レジスタの値は、ハードウェアリセットによって初期化されますが、SSI_DMACのソフトウェアリセット

（SSIDMCOR0～5の DMRSTビット）では初期化されません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1

R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －
BLKEND 

M2
BLKN 

ENDM2
DMEND 

M2
TXFIFO 
FULM2

RXFIFO 
EMPM2

－ － －
BLKEND 

M1
BLKN 

ENDM1
DM 

ENDM1
TXFIFO 
FULM1

RXFIFO 
EMPM1 － － －

BLKEMD 
M0

BLKN 
ENDM0

DMEND 
M0

TXFIFO 
FULM0

RXFIFO 
EMPM0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － ビット 31～29＝0 

ビット 28～24＝1 

R リザーブビット 

読み出すとビット 31～29は 0、ビット 28～24は 1が読み出さ

れます。書き込む値も同じにしてください。 

20 BLKENDM2 

(BLKENDM5) 

1 R/W BLKEND2 (5) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKEND2 (5) の割り込み要因のマスクを設定しま

す。 

0：BLKEND2 (5) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKEND2 (5) の割り込み要因をマスクする 

19 BLKNENDM2 

(BLKNENDM5) 

1 R/W BLKNEND2 (5) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKNEND2 (5) の割り込み要因のマスクを設定し

ます。 

0：BLKNEND2 (5) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKNEND2 (5) の割り込み要因をマスクする 

18 DMENDM2 

(DMENDM5) 

1 R/W DMEND2 (5) 割り込み要因マスク 

本ビットは、DMEND2 (5) の割り込み要因のマスクを設定しま

す。 

0：DMEND2 (5) の割り込み要因をマスクしない 

1：DMEND2 (5) の割り込み要因をマスクする 

17 TXFIFOFULM2 

(TXFIFOFULM5)

1 R/W TXFIFOFUL2 (5) 割り込み要因マスク 

本ビットは、TXFIFOFUL2 (5) の割り込み要因のマスクを設定

します。 

0：TXFIFOFUL2 (5) の割り込み要因をマスクしない 

1：TXFIFOFUL2 (5) の割り込み要因をマスクする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 RXFIFOEMPM2

(RXFIFOEMPM5)

1 R/W RXFIFOEMP2 (5) 割り込み要因マスク 

本ビットは、RXFIFOEMP2 (5) の割り込み要因のマスクを設定しま

す。 

0：RXFIFOEMP2 (5) の割り込み要因をマスクしない 

1：RXFIFOEMP2 (5) の割り込み要因をマスクする 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

12 BLKENDM1 

(BLKENDM4) 

1 R/W BLKEND1 (4) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKEND1 (4) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：BLKEND1 (4) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKEND1 (4) の割り込み要因をマスクする 

11 BLKNENDM1 

(BLKNENDM4) 

1 R/W BLKNEND1 (4) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKNEND1 (4) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：BLKNEND1 (4) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKNEND1 (4) の割り込み要因をマスクする 

10 DMENDM1 

(DMENDM4) 

1 R/W DMEND1 (4) 割り込み要因マスク 

本ビットは、DMEND1 (4) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：DMEND1 (4) の割り込み要因をマスクしない 

1：DMEND1 (4) の割り込み要因をマスクする 

9 TXFIFOFULM1 

(TXFIFOFULM4)

1 R/W TXFIFOFUL1 (4) 割り込み要因マスク 

本ビットは、TXFIFOFUL1 (4) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：TXFIFOFUL1 (4) の割り込み要因をマスクしない 

1：TXFIFOFUL1 (4) の割り込み要因をマスクする 

8 RXFIFOEMPM1

(RXFIFOEMPM4)

1 R/W RXFIFOEMP1 (4) 割り込み要因マスク 

本ビットは、RXFIFOEMP1 (4) の割り込み要因のマスクを設定しま

す。 

0：RXFIFOEMP1 (4) の割り込み要因をマスクしない 

1：RXFIFOEMP1 (4) の割り込み要因をマスクする 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

4 BLKENDM0 

(BLKENDM3) 

1 R/W BLKEND0 (3) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKEND0 (3) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：BLKEND0 (3) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKEND0 (3) の割り込み要因をマスクする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 BLKNENDM0 

(BLKNENDM3) 

1 R/W BLKNEND0 (3) 割り込み要因マスク 

本ビットは、BLKNEND0 (3) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：BLKNEND0 (3) の割り込み要因をマスクしない 

1：BLKNEND0 (3) の割り込み要因をマスクする 

2 DMENDM0 

(DMENDM3) 

1 R/W DMEND0 (3) 割り込み要因マスク 

本ビットは、DMEND0 (3) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：DMEND0 (3) の割り込み要因をマスクしない 

1：DMEND0 (3) の割り込み要因をマスクする 

1 TXFIFOFULM0 

(TXFIFOFULM3)

1 R/W TXFIFOFUL0 (3) 割り込み要因マスク 

本ビットは、TXFIFOFUL0 (3) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：TXFIFOFUL0 (3) の割り込み要因をマスクしない 

1：TXFIFOFUL0 (3) の割り込み要因をマスクする 

0 RXFIFOEMPM0

(RXFIFOEMPM3)

1 R/W RXFIFOEMP0 (3) 割り込み要因マスク 

本ビットは、RXFIFOEMP0 (3) の割り込み要因のマスクを設定します。 

0：RXFIFOEMP0 (3) の割り込み要因をマスクしない 

1：RXFIFOEMP0 (3) の割り込み要因をマスクする 

【注】 （ ）内は SSIDMINTMR1の場合です。 
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18.3.16 コントロールレジスタ 0～5（SSICR0～5） 

SSICR0～5は、割り込みの制御、各極性の状態の選択、動作モードの設定を行います。  
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W

－ － － DMEN UIEN OIEN IIEN DIEN CHNL[1:0] DWL[2:0] SWL[2:0]

SCKD SWSD SCKP SWSP SPDP SDTA PDTA DEL CKDV[2:0] MUEN TRMD EN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 DMEN 0 R/W DMAイネーブル 

DMA要求を許可／禁止します。 

0：DMA要求を禁止 

1：DMA要求を許可 

27 UIEN 0 R/W アンダフロー割り込みイネーブル 

0：アンダフロー割り込みを禁止 

1：アンダフロー割り込みを許可 

26 OIEN 0 R/W オーバフロー割り込みイネーブル 

0：オーバフロー割り込みを禁止 

1：オーバフロー割り込みを許可 

25 IIEN 0 R/W アイドルモード割り込みイネーブル 

0：アイドルモード割り込みを禁止 

1：アイドルモード割り込みを許可 

24 DIEN 0 R/W データ割り込みイネーブル 

0：データ割り込みを禁止 

1：データ割り込みを許可 

23、22 CHNL[1:0] 00 R/W チャネル 

各システムワードのチャネル数を示します。 

00：各システムワードは 1チャネルで構成されています。 

01：各システムワードは 2チャネルで構成されています。 

10：各システムワードは 3チャネルで構成されています。 

11：各システムワードは 4チャネルで構成されています。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

21～19 DWL[2:0] 000 R/W データワード長 

データワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：18ビット 

011：20ビット 

100：22ビット 

101：24ビット 

110：32ビット 

111：設定禁止 

18～16 SWL[2:0] 000 R/W システムワード長 

システムワードのビット数を示します。 

000：8ビット 

001：16ビット 

010：24ビット 

011：32ビット 

100：48ビット 

101：64ビット 

110：128ビット 

111：256ビット 

15 SCKD 0 R/W シリアルビットクロック方向 

0：シリアルビットクロックは入力、スレーブモード 

1：シリアルビットクロックは出力、マスタモード 

【注】（SCKD,SWSD）＝(0,0)と(1,1)の設定のみ可能です。それ以外の設定

は禁止です。 

14 SWSD 0 R/W シリアルワード選択信号（WS）方向 

0：シリアルワード選択は入力、スレーブモード 

1：シリアルワード選択は出力、マスタモード 

【注】（SCKD,SWSD）＝(0,0)と(1,1)の設定のみ可能です。それ以外の設定

は禁止です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 SCKP 0 R/W シリアルビットクロック極性 

0：SSIWS[5:0] と SSIDATA[5:0] は SSISCK[5:0] の立ち下がりエッジで変

化（SSISCK[5:0] の立ち上がりエッジでサンプリング） 

1：SSIWS[5:0] と SSIDATA[5:0] は SSISCK[5:0] の立ち上がりエッジで変

化（SSISCK[5:0] の立ち下がりエッジでサンプリング） 

 

 SCKP＝0 SCKP＝1 

受信時（TRMD＝0）

SSIDATA[5:0] 

入力サンプリングタイミング 

SSISCK[5:0] 

立ち上がり 

エッジ 

SSISCK[5:0] 

立ち下がり 

エッジ 

送信時（TRMD＝1）

SSIDATA[5:0] 

出力変化タイミング 

SSISCK[5:0] 

立ち下がり 

エッジ 

SSISCK[5:0] 

立ち上がり 

エッジ 

スレーブモード時（SWSD＝0）

SSIWS[5:0] 

入力サンプリングタイミング 

SSISCK[5:0] 

立ち上がり 

エッジ 

SSISCK[5:0] 

立ち下がり 

エッジ 

マスタモード時（SWSD＝1） 

SSIWS[5:0] 

出力変化タイミング 

SSISCK[5:0] 

立ち下がり 

エッジ 

SSISCK[5:0] 

立ち上がり 

エッジ 

 

12 SWSP 0 R/W シリアルワード選択信号（WS）極性 

0：SSIWS[5:0] は第 1チャネルではローレベル、第 2チャネルではハイレ

ベル 

1：SSIWS[5:0] は第 1チャネルではハイレベル、第 2チャネルではローレ

ベル 

11 SPDP 0 R/W シリアルパディング極性 

0：パディングビットはローレベル 

1：パディングビットはハイレベル 

MUEN=1のとき、パディングビットはローレベルになります。（MUTE機能

が優先されます） 

10 SDTA 0 R/W シリアルデータアラインメント 

0：シリアルデータ、パディングビットの順に送受信 

1：パディングビット、シリアルデータの順に送受信 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 PDTA 0 R/W パラレルデータアラインメント 

データワード長が 32、16、8ビットのとき、このビットは意味を持ちません。 

このビットは、受信モード時の SSIRDR0～5と送信モード時の SSITDR0～5

に適用します。 

0：パラレルデータ（SSITDR0～5、SSIRDR0～5）を左詰め 

1：パラレルデータ（SSITDR0～5、SSIRDR0～5）を右詰め 

 

• DWL[2:0]＝000（データワード長 8ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDR0～5か SSITDR0～5の全データビットがシリアルオーディオバス

上で使用されます。 

各 32ビットアクセスには 4データワードが送受信されます。 

ビット 7～0には第 1のデータワード、ビット 15～8には第 2のデータワー

ド、ビット 23～16には第 3のデータワード、そしてビット 31～24には第

4のデータワードが格納されています。 

• DWL[2:0]＝001（データワード長 16ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDR0～5か SSITDR0～5の全データビットがシリアルオーディオバス

上で使用されます。 

各 32ビットアクセスには 2データワードが送受信されます。 

ビット 15～0には第 1のデータワード、そしてビット 31～16には第 2のデ

ータワードが格納されています。 

• DWL[2:0]＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット

時）、PDTA＝0（左詰め） 

SSIRDR0～5か SSITDR0～5のデータビットで使用されるのは以下のビッ

トです。 

ビット 31～ビット（32－DWL[2:0]によって設定されたデータワード長のビ

ット数）つまり、DWL[2:0]＝011のとき、データワード長は 20ビットにな

り、SSIRDR0～5か SSITDR0～5のビット 31～12が使用されます。 

他のすべてのビットは無視されるかリザーブビットになります。 

• DWL[2:0]＝010、011、100、101（データワード長 18、20、22、24ビット

時）、PDTA＝1（右詰め） 

SSIRDR0～5か SSITDR0～5のデータビットで使用されるのは以下のビッ

トです。 

ビット（DWL[2:0]によって設定されたデータワード長のビット数－1）～ビ

ット 0 つまり、DWL[2:0]＝011のとき、データワード長は 20ビットになり、

SSIRDR0～5か SSITDR0～5のビット 19～0が使用されます。 

他のすべてのビットは無視されるかリザーブビットになります。 

• DWL[2:0]＝110（データワード長 32ビット時）、PDTA設定は無視 

SSIRDR0～5か SSITDR0～5の全データビットがシリアルオーディオバス

上で使用されます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 DEL 0 R/W シリアルデータディレイ 

0：SSIWS[5:0] と SSIDATA[5:0] 間で 1クロックサイクルの遅延 

1：SSIWS[5:0] と SSIDATA[5:0] 間の遅延なし 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～4 CKDV[2:0] 000 R/W シリアルオーバサンプルクロック分周比 

オーバサンプルクロック AUDIO_CLK[5:0] とシリアルビットクロックの分周

比を設定します。 

SCKD＝0のとき、このビットは無視されます。 

シリアルビットクロックはシフトレジスタで使われ、SSISCK[5:0] 端子から

供給されます。 

000：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／1 

001：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／2 

010：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／4 

011：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／8 

100：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／16 

101：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／6 

110：シリアルビットクロック周波数＝オーバサンプルクロック周波数／12 

111：設定禁止 

3 MUEN 0 R/W ミュートイネーブル 

0：SSI_CH0～5はミュート状態でない 

1：SSI_CH0～5はミュート状態 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TRMD 0 R/W 送信／受信モード選択 

0：SSI_CH0～5は受信モード 

1：SSI_CH0～5は送信モード 

0 EN 0 R/W 動作イネーブル 

0：SSI_CH0～5は動作を禁止 

1：SSI_CH0～5は動作を許可 
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18.3.17 ステータスレジスタ 0～5（SSISR0～5） 

SSISR0～5は、動作状態を示すステータスフラグと、現在のチャネル番号とワード番号を示すビットで 

構成されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1*2 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R R R R R/W*1 R/W*1 R R R R R R R R R R

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1*2

R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － DMRQ UIRQ OIRQ IIRQ DIRQ － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － － CHNO[1:0] SWNO IDST

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － 0 R リザーブビット 

読み出し値は不定です。書き込む値は常に 0にしてください。 

28 DMRQ 0 R DMA要求ステータスフラグ 

本ステータスフラグにより、CPUは SSI_CH0～5の DMAリクエストの状

態を知ることができます。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

DMRQ＝1のとき、SSIRDR0～5に未読データがあります。 

SSIRDR0～5が読み出された場合、次の未読データがくるまで DMRQ＝

0になります。 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

DMRQ＝1のとき、SSITDR0～5は、シリアルオーディオバス上の送信

を継続できるようデータの書き込みを要求します。 

SSITDR0～5にデータが書き込まれた場合、次の送信データの要求があ

るまで DMRQ＝0になります。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

27 UIRQ 0 R/W*1 アンダフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより低いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは、UIENビットの設定に関わらず 1にセットされます。0にク

リアするには、0を書き込んでください。 

UIRQ＝1かつ UIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

UIRQ＝1のとき、DMRQや DIRQビットが新しい未読データの存在を 

示す前に、SSIRDR0～5が読み出されたことを示しています。 

このとき、同じ受信データがホストによって 2回格納される可能性があ

り、マルチチャネルデータの破壊につながる恐れがあります。 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

UIRQ＝1のとき、送信する前に SSITDR0～5に送信データが書き込まれ

なかったことを示しています。 

これにより同じデータが 1回多く送信される可能性があり、マルチチャ

ネルデータの破壊につながる恐れがあります。 

結果として間違った SSIデータが出力されるため、このエラーは、受信

モードのアンダフローより深刻です。 

【注】アンダフローエラーが発生すると、次のデータが書き込まれるまで、 

データバッファ中にあるデータが送信されます。 

26 OIRQ 0 R/W*1 オーバフローエラー割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは要求レートより高いレートでデータが供給されたこ

とを示します。 

このビットは OIENビットの設定に関わらず 1にセットされます。0にク

リアするには、0を書き込んでください。 

OIRQ＝1かつ OIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

OIRQ＝1のとき、SSIRDR0～5に、新しい未読データが書き込まれる前

に以前の未読データが読み出されなかったことを示しています。 

これによりデータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの

破壊につながる恐れがあります。 

【注】オーバフローエラーが発生すると、データバッファ中にあるデータ

は SSIインタフェースから送られてくる次のデータに上書きされま

す。 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

OIRQ＝1のとき、SSITDR0～5中のデータがシフトレジスタに転送され

る前に SSITDR0～5にデータが書き込まれたことを示しています。 

これによりデータが損失される可能性があり、マルチチャネルデータの

破壊につながる恐れがあります。 

 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

18-46  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 IIRQ 1*2 R アイドルモード割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSI_CH0～5がアイドル状態であるかどうかを示し

ます。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、IIENビットの設定に関わら

ず 1にセットされます。 

割り込みは、IIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、この

ビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

IIRQ＝1かつ IIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

0：SSI_CH0～5はアイドル状態でない 

1：SSI_CH0～5はアイドル状態 

24 DIRQ 0 R データ割り込みステータスフラグ 

本ステータスフラグは SSI_CH0～5がデータの読み出しか書き込みを必要

としていることを示します。 

ポーリングを可能にするため、このビットは、DIENビットの設定に関わら

ず 1にセットされます。 

割り込みは、DIENビットを 0にクリアすることでマスクできますが、こ

のビットに 0を書き込んでも割り込みをクリアできません。 

DIRQ＝1かつ DIEN＝1のとき、割り込みが発生します。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

0：SSIRDR0～5に未読データなし 

1：SSIRDR0～5に未読データあり 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

0：送信バッファはフル 

1：送信バッファは空で、SSITDR0～5へのデータ書き込みを要求してい

ます 

23～4 － H'10A00 R リザーブビット 

SSI_DMAC0/1動作中の読み出し値は、不定です。書き込む値は常に 0に

してください。 

3、2 CHNO[1:0] 00 R チャネル番号 

現在のチャネルを示します。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

このビットは、SSIRDR0～5内の現在のデータがどのチャネルのものか

を表わします。 

シフトレジスタからの転送により SSIRDR0～5中のデータが更新される

とこの値は変化します。 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

このビットは、SSITDR0～5にどのチャネルのデータを書き込むべきか

を表わします。 

データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDR0～5に書き込まれ

たかどうかに関わらず、この値は変化します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 SWNO 1 R シリアルワード番号 

現在のワード番号を示します。 

• TRMD＝0（受信モード）のとき 

このビットは、SSIRDR0～5内の現在のデータがどちらのシステムワー

ドであるかを表わします。 

SSIRDR0～5が読み出されたかどうかに関わらず、シフトレジスタから

の転送により SSIRDR0～5中のデータが更新されるとこの値は変化しま

す。 

• TRMD＝1（送信モード）のとき 

このビットは、SSITDR0～5にどちらのシステムワードを書き込むべき

かを表わします。 

データがシフトレジスタにコピーされると、SSITDR0～5に書き込まれ

たかどうかに関わらず、この値は変化します。 

0 IDST 1*2 R アイドルモードステータスフラグ 

本ステータスフラグはシリアルバスが停止した状態であることを示しま

す。 

EN＝1かつシリアルバスが動作中のとき、このビットはクリアされます。 

このビットは以下の条件のときに自動的に 1にセットされます。 

• SSI_CH0～5がマスタトランスミッタ（SWSD＝1かつ TRMD＝1）のと

き 

ENビットがクリアされ、SSITDR0～5に書き込まれているデータがシリ

アルデータ入出力端子(SSIDATA0～5)から出力を完了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

• SSI_CH0～5がマスタレシーバ（SWSD＝1かつ TRMD＝0）のとき 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

• SSI_CH0～5がスレーブトランスミッタ／レシーバ（SWSD＝0）のとき 

ENビットがクリアされ、現在のシステムワードが終了すると、このビッ

トは 1にセットされます。 

【注】現在のシステムワードが終了する前に外部デバイスが 

シリアルバスクロックを停止すると、このビットはセットされませ

ん。 

【注】 1. 読み出し／書き込み可能。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視されます。 

 2. 初期化するためには、パワーオンリセット後に、LSI内部のシリアルビットクロックラインにクロックを供給する

必要があります。シリアルビットクロックラインにクロックを供給するには、以下の 2つの方法があります。 

 ・ ポートコントロールレジスタの操作で当該 SSIチャネルの SSISCK端子を活性化し、SSICRの SCKDビットにお

いて、「シリアルビットクロックは入力」を選択した状態で、LSI外部から SSISCK端子にクロックを供給する。 

 ・ ポートコントロールレジスタの操作で当該 SSIチャネルの AUDIO_CLK端子を活性化し、SSICRの SCKDビット

において、「シリアルビットクロックは出力」を選択した状態で、LSI外部から AUDIO_CLK端子にクロックを供

給する。 
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18.3.18 トランスミットデータレジスタ 0～5（SSITDR0～5） 

SSITDR0～5は、送信するデータを格納します。 

本レジスタに書き込まれたデータは、送信の要求があるとシフトレジスタに転送されます。 

データワード長が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICR0～5の PDTAコントロールビットの設定に従

って行われます。 

本レジスタを読むことで、バッファ内のデータが得られます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：

R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

18.3.19 レシーブデータレジスタ 0～5（SSIRDR0～5） 

SSIRDR0～5は、受信したデータを格納します。 

本レジスタのデータは、データワードが受信されるごとにシフトレジスタから転送されます。 

データワード長が 32ビット未満のとき、アラインメントは SSICR0～5の PDTAコントロールビットの設定に

従って行われます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R  
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18.4 動作説明 

18.4.1 SSI_CLKSEL 動作説明 

SSI_CLKSELは、SSIインタフェースからの各チャネルのオーディオクロックおよびシリアルビットクロック／

シリアルワード選択信号をレジスタ設定に従い、SSI_CH0～5に接続します。 
 

• オーディオクロックの選択 

SSI_CH0～5で、各々使用するオーディオクロック（AUDIO_CLK[5:0]）はSSIDMCOR0～5の 

SCKS[2:0]ビットの設定により、SSI_CLKSELで選択動作を行います。 

初期状態では、AUDIO_CLK0 = SSI_CH0のように同じチャネルを接続するよう選択します。 

 

• シリアルビットクロック／シリアルワード選択信号の選択 

SSI_CH0～5で、各々使用するシリアルビットクロック／シリアルワード選択信号（SSISCK[5:0] ／

SSIWS[5:0]）はSSIDMCOR0～5のSCKSIP[2:0]またはSCKOP[2:0]ビットの設定によりSSI_CLKSELで選択動作

を行います。 

初期状態では、SSISCK0= SSI_CH0のように同じチャネルを接続するよう選択します。 

 

18.4.2 SSI_DMAC0 / 1 動作説明 

SSI_DMAC0 / 1 は、計６チャネルのシリアルサウンドインタフェース（SSI_CH0～5）と外部メモリあるいは内

蔵メモリ間のデータ転送を行います。 

SSI_DMAC0 / 1 は、送信・受信それぞれに FIFOバッファ（32ビット×16段）を持っており、効率のよい高速

連続通信を行うことができます。 

SSI_DMAC0 / 1 は、データ転送量を任意のブロック単位でカウントし、このブロック単位での割り込み発生・

一時停止等のデータ転送の管理ができます。 

また、データ転送を一時停止することが可能で、この一時停止中には SSI_CH0～5に対して任意のデータ（た

とえば無音データ）を転送し続けることで音をポーズさせることができます。 

 

• チャネル数： 

SSI_CH0～5の送信／受信に対応した６チャネル 

• 転送データサイズ： 

８バイト／1６バイト／３２バイト 

• 最大転送バイト数： 

4,294,967,296バイト 

• バスモード： 

サイクルスチール 
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• チャネル間優先順位： 

SSI_CH0～2とSSI_CH3～5において固定優先とラウンドロビンモードから選択可能です。 

• 送信FIFOバッファ／受信FIFOバッファ： 

SSI_CH0～5の送信／受信に対応したFIFOバッファを内蔵（32ビット×16段） 

• 割り込み要求： 

ブロック転送終了割り込み 

ブロックxn回転送終了割り込み 

転送終了割り込み 

送信FIFOバッファフル割り込み 

受信FIFOバッファエンプティ割り込み 

• ソフトウェアリセット： 

SSI_CH0～5に対し、個別にソフトウェアリセットが可能です。 

SSI_CH0～5の各送信FIFOバッファ／受信FIFOバッファを個別にリセットが可能です。 

• 送信一時停止： 

即時停止と任意のブロック単位でのデータ転送後に停止を選択可能です。 

一時停止中には、自動的に任意のデータ（たとえば無音データ）をSSI_CH0～5へ転送します。 

 

18.4.3 SSI_CH0～5 動作説明 

（1） バスフォーマット 

SSI_CH0～5は、トランスミッタとレシーバのいずれとしても動作でき、どちらのモードにおいても多くのシリ

アルバスフォーマットを使用できます。 

バスフォーマットは表 18.8に示す 8つの主要なモードから選択できます。 
 

表 18.8 SSI_CH0～5バスフォーマット 

バスフォーマット

非圧縮スレーブレシーバ

非圧縮スレーブトランスミッタ

非圧縮マスタレシーバ

非圧縮マスタトランスミッタ

コントロールビット コンフィギュレーションビット

T
R

M
D

S
C

K
D

S
W

S
D

E
N

M
U

E
N

D
IE

N

IIE
N

O
IE

N

U
IE

N

D
E

L

P
D

T
A

S
D

T
A

S
P

D
P

S
W

S
P

S
C

K
P

S
W

L[
2:

0]

D
W

L[
2:

0]

C
H

N
L[

1:
0]

0

1

0

1

0

0

1

1

0

0

1

1

 
 

（2） 非圧縮モード 

非圧縮モードは、チャネルに分割されるシリアルオーディオストリームをサポートします。 

Philips、Sonyまたは松下モードだけでなく、多数の改良版にも対応しています。 
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（a） スレーブレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。 

シリアルデータストリームに使われるクロックとシリアルワード選択信号は外部デバイスから供給されま

す。 

これらの信号がSSI_CH0～5に設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 

 

（b） スレーブトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。 

シリアルデータストリームに使われるクロックとシリアルワード選択信号は外部デバイスから供給されま

す。 

これらの信号がSSI_CH0～5に設定されたフォーマットと一致しないとき、動作は保証されません。 

 

（c） マスタレシーバ 

このモードでは、別のデバイスからシリアルデータを受信できます。 

クロックとシリアルワード選択信号はAUDIO_CLK0～5の入力クロックから内部生成されます。 

これらの信号のフォーマットはSSI_CH0～5の設定に従います。 

別デバイスから送信されるデータが、設定されたフォーマットと一致しないとき動作は保証されません。 

 

（d） マスタトランスミッタ 

このモードでは、別のデバイスにシリアルデータを送信できます。 

クロックとシリアルワード選択信号はAUDIO_CLK0～5の入力クロックから内部生成されます。 

これらの信号のフォーマットはSSI_CH0～5の設定に従います。 

 

（e） 動作設定キーワード長関連 

非圧縮モードは、SSICR0～5のワード長に関するすべてのビットが有効です。 

SSI_CH0～5は多数のコンフィギュレーションをサポートできますが、ここではPhilips、Sony、松下のフォー

マットについて説明します。 
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• Philipsフォーマット 

図 18.2と図 18.3に、パディングありとパディングなしの Philipsフォーマットをそれぞれ示します。 

データワード長がシステムワード長より短いときにパディングが発生します。 

prev. sample MSB LSB
+ 1 LSB MSB LSB

+ 1 LSB next sample

システムワード1 =
データワード1

システムワード2 =
データワード2

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 0、CHNL = 00
システムワード長 = データワード長のとき

 

図 18.2 Philipsフォーマット（パディングなし） 

MSB LSB MSB LSB Next

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディング パディング

SSISCK

 SSIWS

 SSIDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 0、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 0
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 18.3 Philipsフォーマット（パディングあり） 

• Sonyフォーマット 

図 18.4に Sonyフォーマットを示します。 

パディングありの例ですが、システムワード長とデータワード長が同じだった場合はパディングなしとなるこ

ともあります。 
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MSB LSB MSB LSB Next

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディング パディング

SSISCK

 SSIWS

 SSIDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 0
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 18.4 Sonyフォーマット（シリアルデータ、パディングビットの順に送受信） 

• 松下フォーマット 

図 18.5に松下フォーマットを示します。 

パディングありの例ですが、システムワード長とデータワード長が同じだった場合はパディングなしとなるこ

ともあります。 

MSB LSB

システムワード1 システムワード2

データワード1 データワード2パディングパディング

MSB LSBPrev.

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 00、SPDP = 0、SDTA = 1
システムワード長 > データワード長のとき

 

図 18.5 松下フォーマット（パディングビット、シリアルデータの順に送受信） 

（f） マルチチャネルフォーマット 

Philips仕様の定義を拡張し、2システムワード中に2より多いチャネルの転送を行うデバイスタイプもあります。 

SSI_CH0～5は、CHNL、SWLおよび DWLビットを使って、2、3、および 4チャネルの転送を実行します。 

ただし、システムワード長（SWL）が、データワード長（DWL）にチャネル数（CHNL）を掛けたもの以上の

長さの場合に限ります。 

表 18.9に有効な設定とパディングビット数を示します。 

有効ではない設定には数字の代わりに「-」が記入されています。 
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表 18.9 有効な設定とパディングビット数 

システムワードごとのパディングビット数 DWL[2:0] 000 001 010 011 100 101 110 

CHNL 

[1:0] 

システムワードごとに 

デコードされるチャネル 

SWL 

[2:0] 

デコードされた

ワード長 

8 16 18 20 22 24 32 

000 8 0 － － － － － － 

001 16 8 0 － － － － － 

010 24 16 8 6 4 2 0 － 

011 32 24 16 14 12 10 8 0 

100 48 40 32 30 28 26 24 16 

101 64 56 48 46 44 42 40 32 

110 128 120 112 110 108 106 104 96 

00 1 

111 256 248 240 238 236 234 232 224 

000 8 － － － － － － － 

001 16 0 － － － － － － 

010 24 8 － － － － － － 

011 32 16 0 － － － － － 

100 48 32 16 12 8 4 0 － 

101 64 48 32 28 24 20 16 0 

110 128 112 96 92 88 84 80 64 

01 2 

111 256 240 224 220 216 212 208 192 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 0 － － － － － － 

011 32 8 － － － － － － 

100 48 24 0 － － － － － 

101 64 40 16 10 4 － － － 

110 128 104 80 74 68 62 56 32 

10 3 

111 256 232 208 202 196 190 184 160 

000 8 － － － － － － － 

001 16 － － － － － － － 

010 24 － － － － － － － 

011 32 0 － － － － － － 

100 48 16 － － － － － － 

101 64 32 0 － － － － － 

110 128 96 64 56 48 40 32 0 

11 4 

111 256 224 192 184 176 168 160 128 
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SSI_CH0～5がトランスミッタとして動作する場合、SSITDR0～5に書き込まれた各ワードは書き込まれた順に

シリアルオーディオバスに送信されます。 

SSI_CH0～5がレシーバとして動作する場合、シリアルオーディオバスが受信した各ワードは SSIRDR0～5から

受信した順に読み出されます。 

図 18.6～図 18.8に、2、3および 4チャネルのデータがどのようにシリアルオーディオバスに転送されるかを

示します。 

図 18.6の例にはパディングビットがない場合、図 18.7の例は左詰めの場合、そして図 18.8の例は右詰めの場

合を示します。 

これらの例は、すべて任意の例です。 

MSB LSB

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

MSB LSB

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

システムワード1 システムワード2

LSB MSB

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 01、SPDP = Don't care、SDTA = Don't care
システムワード長 = データワード長 × 2のとき 

 

図 18.6 マルチチャネルフォーマット（2チャネル、パディングなし） 

MSB LSB

システムワード2

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB

データ
ワード2

データ
ワード3

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

パ
デ
ィ
ン
グ

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 10、SPDP = 1、SDTA = 0
システムワード長 = データワード長 × 3のとき

 

図 18.7 マルチチャネルフォーマット（3チャネル、Highパディング） 
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MSB LSB

システムワード2

データ
ワード1

MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB MSB LSB

データ
ワード2

データ
ワード3

データ
ワード4

データ
ワード5

データ
ワード6

データ
ワード7

データ
ワード8

パ
デ
ィ
ン
グ

システムワード1

パ
デ
ィ
ン
グ

SSIWS

SSIDATA

SSISCK

SCKP = 0、SWSP = 0、DEL = 1、CHNL = 11、SPDP = 0、SDTA = 1
システムワード長 = データワード長 × 4のとき

 

図 18.8 マルチチャネルフォーマット 

（4チャネル、パディングビット、シリアルデータの順に送受信、パディングあり） 

 

（g） 動作設定フォーマット設定ビット 

非圧縮モードの他のコンフィギュレーションビットを以下に示します。 

これらのビットはお互いに排他的ではありませんが、組み合わせによっては実用でない設定があります。 

図18.9の基本のフォーマット例を参照しながら、これらのコンフィギュレーションビットを以下に説明しま

す。 

SSISCK

 SSIWS

 SSIDATA

【記号説明】（以降の図に適用）

0000 00

シリアルバスのローレベル（パディングやミュート）0

シリアルバスのハイレベル（パディング）1

レシーバのサンプリングポイント

SSITDRのnビットTDn

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWL = 6ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
DWL = 4ビット（SSIモジュールでは不可な参考例）
CHNL = 00、SCKP = 0、SWSP = 0、SPDP = 0、SDTA = 0、PDTA = 0、DEL = 0、MUEN = 0
SSITDRに連続書き込みされた4ビットのデータがシリアルオーディオバスに送信されます

 

図 18.9 基本フォーマット例（送信モード、任意のシステム／データワード長） 

図 18.9の例では、6ビットのシステムワードと 4ビットのデータワードが使用されます。 
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これらの設定は SSI_CH0～5では実現不可能ですが、その他の設定ビットの説明のためにここでは例として用

いています。 
 

• 反転クロック 

SSISCK

 SSIWS

 SSIDATA 0000 00

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SCKP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 18.10 反転クロック 

• 反転ワード選択信号 

SSISCK

 SSIWS

 SSIDATA 0000 00

第1のチャネル 第2のチャネル

TD28 TD31TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SWSP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 18.11 反転ワード選択信号 

• 反転パディング極性 

SSISCK

 SSIWS

SSIDATA TD28 TD31

第1のチャネル 第2のチャネル

1 1 1 1 1 1TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SPDP = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 18.12 反転パディング極性 
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• パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

SSISCK

SSIWS

 SSIDATA 000TD28 0 0

第1のチャネル 第2のチャネル

TD30 TD29 TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SDTA = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

 

図 18.13 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延あり 

• パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

SDTA = 1、DEL = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

000TD28 0 0TD29 0TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SSISCK

 SSIWS

SSIDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 18.14 パディングビット、シリアルデータの順に送受信、遅延なし 

• シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 

DEL = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 0 TD31 TD30TD31 TD30 TD29 TD28 TD31 TD30 TD29 TD28

SSISCK

SSIWS

 SSIDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 18.15 シリアルデータ、パディングビットの順に送受信、遅延なし 
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• パラレルデータの右詰め、遅延あり 

PDTA = 1を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 0 TD3TD0 TD3 TD2 TD1 TD0 TD3 TD2 TD1 TD0

SSISCK

SSIWS

 SSIDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 18.16 パラレルデータの右詰め、遅延あり 

• ミュート有効 

MUEN = 1 （TDデータ無視）を除き、基本フォーマット例と同じ設定です。

0000 0 00 00 00 00 00 000

SSISCK

SSIWS

SSIDATA

第1のチャネル 第2のチャネル

 

図 18.17 ミュート有効 
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（3） 動作モード 

コンフィギュレーション、有効および無効の 3つの動作モードがあります。 

図 18.18に動作モードの遷移図を示します。 

【注】* パワーオンリセットをかけるだけでは、IDSTビットは初期されません。
 詳細は、「18.3.17　ステータスレジスタ0～5(SSISR0～5)」を参照して
 ください。よって、パワーオンリセット後、最初にSSIをモジュール有効
 モードに遷移させる際は、IDSTビットが1になっていることを確認する
 必要はありません。

モジュール
コンフィギュ
レーション

（リセット後）

モジュール有効
（通常tx/rx）

EN = 1
（IDST = 0）

*

モジュール
無効（バスの
インアクティブ

待ち） EN = 0
（IDST = 0）

EN = 0
（IDST = 1）

リセット

 

図 18.18 動作モード遷移図 

• コンフィギュレーションモード 

リセット解除後にこのモードになります。 

SSI_CH0～5がENビットのセットで有効になる前に、このモードでコントロールレジスタに必要な設定をす

る必要があります。 

ENビットをセットすると、SSI_CH0～5はモジュール有効モードに遷移します。 

• モジュール有効モード 

このモードの動作は選択された動作モードに依存しています。 

詳細については「18.4.3（4）送信動作」と「18.4.3（5）受信動作」を参照してください。 
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（4） 送信動作 

送信は DMAか割り込みで制御できます。 

CPU負荷を低減するという点では、DMA制御の方が優れています。DMA制御モードでは、データのアンダフ

ローやオーバフローの発生時、または SSI_DMAC0～1の転送終了は割り込みによって通知されます。 

別の制御方法としては、必要に応じて SSI_CH0～5がデータ供給のために生成する割り込みを用いる方法があ

ります。 

SSI_CH0～5は単にダブルバッファ構造であり、少なくともシステムワードごとにデータの書き込みを必要とす

るため、割り込み制御モードの方が高い負荷が生じます。 

SSI_CH0～5を無効にする場合、SSISR0～5の IIRQビットが SSI_CH0～5のアイドル状態を示すまで SSIクロ

ック*は供給され続けなければなりません。 

図 18.19に DMA制御モードの送信動作を、図 18.20に割り込み制御モードの送信動作を示します。 
 

【注】 * SCKD＝0のとき SSISCK[5:0] 端子からの入力クロック 

SCKD＝1のとき AUDIO_CLK[5:0] 端子からの入力クロック  
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（a） SSI_DMAC0～1を使用した送信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定 

開始

必要に応じて送信用の
データを供給するように

DMAのセットアップ

SSIモジュールをイネーブル
DMAをイネーブル

エラー割り込みを許可 

DMACやSSIからの
割り込み待ち

SSI
エラー割り込み？

DMA要求停止

DIRQ＝1 ？

DMAC 
Txデータの終了？

送信するデータが
残っている？

マスタ・モード？

SSIモジュールをディスエーブル
DMAをディスエーブル
エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールをディスエーブル
DMAの動作停止

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

【注】 *   SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、 
   再度開始フローから実行してください。
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SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
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DMEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

EN = 0、
DMEN = 0、
UIEN = 0、OIEN = 0、
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EN＝0、
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図 18.19 SSI_DMAC0、1を使用した送信 
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（b） 割り込みデータフロー制御を使用した送信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション

ビットを設定 

開始

SSIモジュールをイネーブル
データ割り込みをイネーブル
エラー割り込みを許可

SSIからの割り込み待ち

データ割り込み？

送信するデータが
残っている？

SSIモジュールをディスエーブル
データ割り込みをディスエーブル

エラー割り込みを禁止
アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了

No

Yes

Yes

No

TRMD、EN、SCKD、SWSD、
MUEN、DEL、PDTA、SDTA、
SPDP、SWSP、SCKP、SWL、
DWL、CHNLの設定

EN = 1、
DIEN = 1、
UIEN = 1、OIEN = 1

SSIステータスレジスタビットで
アンダフロー／オーバフロー
後にデータの再アラインメント

EN = 0、
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UIEN = 0、OIEN = 0、
IIEN = 1

チャネルnのデータをロード

次のチャネル

n = ((CHNL + 1) × 2)
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図 18.20 割り込みデータフロー制御を使用した送信 
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（5） 受信動作 

送信同様、受信も DMAまたは割り込みで制御できます。 

図 18.21と図 18.22にそれぞれの動作フローチャートを示します。 

SSI_CH0～5を無効にする場合、SSISR0～5の IIRQビットが SSI_CH0～5のアイドル状態を示すまで SSIクロ

ック*は供給され続けなければなりません。 
 

【注】 * SCKD＝0のとき SSISCK[5:0] 端子からの入力クロック 

SCKD＝1のとき AUDIO_CLK[5:0] 端子からの入力クロック 
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（a） SSI_DMAC0～1を使用した受信 
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アイドル割り込みを許可 

SSIモジュールからの
アイドル割り込み待ち

終了*

【注】*   SSIエラー割り込み（アンダフロー／オーバフロー）が発生した場合は、 
 再度開始フローから実行してください。
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図 18.21 SSI_DMAC0、1を使用した受信 
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（b） 割り込みデータフロー制御を使用した受信 

リセット解除
SSICRのコンフィギュレーション
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図 18.22 割り込みデータフロー制御を使用した受信 
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アンダフローやオーバフロー条件が一致した場合、SSISR0～5の CHNO[1:0]ビットと SWNOビットを使って

SSI_CH0～5を一致する前の状態に回復できます。 

アンダフローやオーバフローが発生したら、ホスト CPUはチャネル数とシステムワード数を読み出すことで、

シリアルオーディオストリームの到達した位置を知ることができます。 

トランスミッタとして動作する場合、SSI_CH0～5が次に送信する予定のデータに到達するまでホスト CPUは

送信データをスキップすることが可能です。 

これにより、オーディオデータストリームと再び同期できます。 

レシーバとして動作する場合、SSI_CH0～5モジュールが次に受信すると示しているデータを格納できるように

なるまでホスト CPUはヌルデータを格納することにより、受信データ数の整合性をとりオーディオデータストリ

ームと再び同期できます。 
 

（6） シリアルビットクロックコントロール 

シリアルビットクロック機能を用いて、シリアルバスインタフェースで使われるクロックの制御と選択を行っ

ています。 

シリアルビットクロック方向が入力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝0）、SSI_CH0～5はクロックスレー

ブモードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは SSISCK[5:0] 端子に入力されたクロックです。 

シリアルビットクロック方向が出力に設定されている場合（SSICR.SCKD＝1）、SSI_CH0～5はクロックマスタモ

ードであり、シフトレジスタが使うビットクロックは AUDIO_CLK[5:0] 入力端子から入力されたクロックまたは

それを分周したクロックです。 

AUDIO_CLK[5:0] 端子から入力されたクロックは、SSICR_0～5のシリアルオーバサンプルクロック分周比

（SSICR.CKDV）ビットで設定された比率で分周された後でシフトレジスタのビットクロックとして使われます。 

上記のいずれの場合でも、SSISCK[5:0] 端子の出力はビットクロックと同じになります。 
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18.5 使用上の注意事項 

18.5.1 受信 DMA動作中にオーバフローが起こった場合の制限事項 

受信DMA動作中にオーバフローが起こった場合、SSI_CH0～5のうち該当するモジュールの再起動が必要です。 

SSI_CH0～5内の受信バッファは Lチャネルと Rチャネルが共用の 32ビットのレジスタで構成しています。その

ため、例えばコントロールレジスタ 0～5（SSICR 0～5）のデータワード長（DWL2～DWL0）が 32ビットの設定

で、システムワード長（SWL2～SWL0）が 32ビットの設定の場合、オーバフローが一度発生すると、Lチャネル

で受信すべきデータが、Rチャネルで受信してしまうことがあります。 

そこで、オーバフローエラー割り込みまたはオーバフローエラーステータスフラグ（SSISR 0～5の OIRQビッ

ト）によりオーバフローを確認した場合、SSICR 0～5の ENビットおよび DMENビットに 0を書き込むことによ

り、SSI_CH0～5の DMAを禁止して動作を停止させてください（この時 SSI_DMAC0 / 1の設定も停止させてくだ

さい）。 

その後、OIRQビットに 0を書き込み、オーバフローステータスをクリアし、再度 DMAの設定を行い転送を再開

してください。 
 

18.5.2 スレーブモードで動作させる場合の制限事項 

スレーブモードで使用する場合において、データ転送を終了する際には入力するシリアルワード選択信号

（SSIWS[5:0]）が停止する前にデータ転送を終了（SSICR0～5の ENビット=0）してください。 

スレーブモードの場合、ENビットがクリア（転送停止）され、シリアルワード選択信号（SSIWS[5:0]）の立ち

下りエッジを検出することでデータ転送を終了する構成になっています。 

入力するシリアルワード選択信号が停止すると、シリアルワード選択信号の立ち下りエッジが検出できなくな

り、データ転送が正常に終了できなくなります。 
 

18.5.3 各種レジスタ設定時の注意事項 

1. DMAモードレジスタ（SSIDMMR）のRDMA最大バースト長（RDMBSZ）とWDMA最大バースト長（WDMBSZ）

はFIFOバッファサイズ（64バイト：32bit×16段）を考慮して設定してください。 

2. RDMA転送語数レジスタ（SSIRDMCNTR）はRDMA最大バースト長（RDMBSZ）の倍数となるバイト数を設

定してください。例えばRDMBSZ=4バースト(32バイト)の場合は32、64、96、128・・・になります。 

WDMA転送語数レジスタ（SSIWDMCNTR）もWDMA最大バースト長（WDMBSZ）の倍数となるバイト数

を設定してください。また、RDMA転送語数レジスタ（SSIRDMCNTR）、WDMA転送語数レジスタ

（SSIWDMCNTR）は常に設定した値が読み出されます。 

3. ブロックカウントソースレジスタ（SSIBLCNTSR）はRDMAもしくはWDMAの最大バースト長の倍数となる

バイト数を設定してください。 

4. 送信一時停止ブロックカウンタ（SSISTPBLCNT）と送信一時停止中転送データレジスタ（SSISTPDR）はDMA

転送中は書き込みできません。 
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5. RDMA転送語数レジスタ（SSIRDMCNTR）とWDMA転送語数レジスタ（SSIWDMCNTR）をリード時は常に

設定した値が読み出されます。データ転送数はブロックカウンタ（SSIBLCNT）とブロックxn回カウンタ

（SSIBLNCNT）を参照してください。 

6. ブロックカウンタ（SSIBLCNT）とブロックxn回カウンタ（SSIBLNCNT）はリードオンリーです。ソフトウ

ェアリセット（DMRST）にてクリアされます。 

カウントタイミングは、送信動作中はSSI-DMACの送信FIFOからとSSIのデータバッファへの転送時にカウン

ト、受信動作中はSSIのデータバッファからSSI-DMACの受信FIFOへの転送時にカウントします。 

 

18.5.4 送信 DMACを強制停止する場合の注意事項 

SSI送信モードで起動中の DMACを、SSIDMCORの DMRSTビット、TXRSTビットの操作で強制停止させる

場合、次の手順に従ってください。 
 

(a) SSIDMCORの DMENビットをクリア 

(b) SSICRの DMENビットをクリア 

(c) SSICRの ENビットをクリア 

(d) SSIDMCORの DMRSTビットをセット 

(e) SSIDMCORの TXRSTビットをセット 

(f) SSIDMCORの TXRSTビットをクリア 
 

【注】 1. 各操作の順番は守ってください。 

 2. (b)と(c)は同時に行っても問題ありません。 

 3. (e)と(f)では、RXRSTビットも同時にセット／クリアしても問題ありません。 

 4. 各操作の間に SSI、SSI-DMAC動作に関係しない操作やソフトウェアでの待ち時間を入れても問題ありません。 

 

18.5.5 受信 DMACを強制停止する場合の注意事項 

SSI受信モードで起動中の DMACを、SSIDMCORの DMRSTビット、RXRSTビットの操作で強制停止させる

場合、以下のような手順を踏んでください。この手順を守らないで受信 DMACを強制停止すると、再起動後の受

信 DMACが暴走することがあります。 
 

(a) SSIDMCORの RPTMDビットをクリア 

(b) SSIDMCORの DMENビットをクリア 

(c) DMEND割込み待ちまたは SSIDMINTSRの DMENDフラグをポーリング 

(d) SSICRの DMENビットをクリア 

(e) SSICRの ENビットをクリア 

(f) SSIDMCORの DMRSTビットをセット 

(g) SSIDMCORの RXRSTビットをセット 

(h) SSIDMCORの RXRSTビットをクリア 

(i) この後、SSI、SSIDMAC再起動 
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【注】 1. 各操作の順番は守ってください。 

 2. (a)と(b)は同時に行っても問題ありません。 

 3. (g)と(h)では、TXRSTビットも同時にセット／クリアしても問題ありません。 

 4. (h)と(i)は同時に行っても問題ありません。 

 5. 各操作の間に SSI、SSI-DMAC動作に関係しない操作やソフトウェアでの待ち時間を入れても問題ありません。 

 

なお、DMACが起動されていない状態や、上記手順により DMACが自発的に停止した後でのソフトウェアリセ

ット発行は何ら問題ありません。 
 

18.5.6 送信／受信 DMACを自動停止する場合の注意事項 

起動中の送信 DMAC、または受信 DMACを通常停止させる場合、次の手順に従ってください。 
 

（1） 非リピートモード（SSIDMCORの RPTMDビット＝0の状態）で DMAC起動中の場合 

DMACは、残転送語数カウンタ*がゼロになると自発的に停止します。このとき、SSIDMINTSRの DMENDビ

ットがセットされます。 
 

（2） リピートモード（SSIDMCORの RPTMDビット＝1の状態）で DMAC起動中の場合 

(a) SSIDMCORの RPTMDビットのみをクリアしてください。この後、DMACは最初に残転送語数カウンタ*が

ゼロになるまで動作を継続し、同カウンタがゼロになった時点で自動的に停止します。 

(b) または、SSIDMCORの DMENビット、RPTMDビットの両方をクリアしてください。この後、DMACは最

初に残転送語数カウンタ*がゼロになるまで動作を継続し、同カウンタがゼロになった時点で自発的に停止し、

SSIDMINTSRの DMENDビットがセットされます。その後、SSIDMCORの DMRSTビットによって、DMAC

ソフトウェアリセットをかけてください。 
 

【注】 * 本カウンタはソフトウェアからはアクセスできません。本カウンタには、DMAC起動の際や、リピートモードの

リピートの際に、SSIRDMCNTR/SSIWDMCNTRの設定値がリロードされ、DMAC転送の度にデクリメントされ

ます。送信バッファ/受信バッファの末端に到達すると、本カウンタはゼロになります。 

 



 

18. シリアルサウンドインタフェース（SSI） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  18-71 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

18.5.7 ブロックカウンタ、ブロック xn回カウンタ読み出し時の注意事項 

カスケードに動作している、SSIBLCNTカウンタと SSIBLNCNTカウンタにおいて、SSIBLCNTカウンタ値が

繰り上がる付近で、両カウンタの読み出し値が整合しないことがあります。このため、SSIBLCNTカウンタ、

SSIBLNCNTカウンタを 1回ずつ読み出しただけでは、転送済ブロック数を正しく算出できない場合があります。

次の手順で転送済ブロック数を算出してください。 
 

1回目に SSIBLNCNTカウンタ読み出し、2回目に SSIBLCNTカウンタ読み出し、3回目に SSIBLNCNTカウン

タ読み出します。読み出した値によって、次のような判定を行います。 
 

1回目の読み出し値＝3回目の読み出し値ならば、 

転送済ブロック数＝(3回目の読み出し値)×(SSIBLNCNTSRレジスタ値)×(SSIBLCNTSRレジスタ値)＋(2回目

の読み出し値)×(SSIBLCNTSRレジスタ値) 
 

1回目の読み出し値≠3回目の読み出し値ならば、 

転送済ブロック数＝(3回目の読み出し値)×(SSIBLNCNTSRレジスタ値)×(SSIBLCNTSRレジスタ値) 
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19. イーサネットコントローラ（EtherC） 

本 LSIは、イーサネットあるいは IEEE802.3のMAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネットコ

ントローラ（EtherC）を内蔵しています。EtherCは、同規格に合致する物理層 LSI（PHY-LSI）と接続することに

より、イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信を行うことができます。本 LSI内蔵のイーサネットコントロー

ラはMAC層インタフェースを 1系統内蔵しています。また、イーサネットコントローラは、本 LSI内部でイーサ

ネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）に接続されており、メモリとの高速

アクセスが可能です。 

図 19.1に EtherCの構成を示します。 

19.1 特長 

• イーサネット／IEEE802.3フレームの送受信 

• 10Mbpsおよび100Mbps転送への対応 

• 全二重モードおよび半二重モード対応 

• IEEE802.3u規格のMII（Media Independent Interface）対応 

• Magic Packetの検出およびWake-On-LAN（WOL）信号の出力 

• IEEE802.3x規格のフロー制御準拠 

MAC

EtherC

PHY

E-DMAC

送信制御部

コマンドステータス
インタフェース

MII

受信制御部

E-DMAC

 

図 19.1 EtherCの構成 
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19.2 入出力端子 

EtherCの端子構成を表 19.1に示します。 
 

表 19.1 端子構成 

名  称 端子名 入出力 説   明 

送信クロック* TX-CLK 入力 TX-EN、MII_TXD3～MII_TXD0、TX-ERのタイミング参照信号 

受信クロック* RX-CLK 入力 RX-DV、MII_RXD3～MII_RXD0、RX-ERのタイミング参照信

号 

送信イネーブル* TX-EN 出力 MII_TXD3～MII_TXD0上に送信データが準備できたことを示

す信号 

送信データ* MII_TXD3～MII_TXD0 出力 4ビットの送信データ 

送信エラー* TX-ER 出力 送信中のエラーを PHY-LSIに通知 

受信データ有効* RX-DV 入力 有効な受信データがMII_RXD3～MII_RXD0上にあることを示

す信号 

受信データ* MII_RXD3～MII_RXD0 入力 4ビットの受信データ 

受信エラー* RX-ER 入力 データ受信中に発生したエラー状態を認識 

キャリア検出* CRS 入力 キャリア検出信号 

衝突検出* COL 入力 衝突検出信号 

管理用データクロック* MDC 出力 MDIOによる情報転送用の参照クロック信号 

管理用データ入出力* MDIO 入出力 STAと PHYとの間で管理情報を交換するための双方向信号 

リンクステータス LNKSTA 入力 PHY-LSIからのリンク状態入力 

汎用外部出力 EXOUT 出力 外部出力用端子 

ウェイク・オン・ラン WOL 出力 Magic Packet受信を示す信号 

【注】 * IEEE802.3u準拠のMII信号 
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19.3 レジスタの説明 
EtherCのレジスタ構成を表 19.2に示します。 

 

表 19.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

EtherCモードレジスタ ECMR R/W H'FEF0 0100 H'1EF0 0100 32 

EtherCステータスレジスタ ECSR R/W H'FEF0 0110 H'1EF0 0110 32 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'FEF0 0118 H'1EF0 0118 32 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR R/W H'FEF0 0108 H'1EF0 0108 32 

PHY部インタフェースレジスタ PIR R/W H'FEF0 0120 H'1EF0 0120 32 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR R/W H'FEF0 01C0 H'1EF0 01C0 32 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR R/W H'FEF0 01C8 H'1EF0 01C8 32 

PHY部ステータスレジスタ PSR R H'FEF0 0128 H'1EF0 0128 32 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR R/W H'FEF0 01D0 H'1EF0 01D0 32 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR R/W H'FEF0 01D4 H'1EF0 01D4 32 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR R/W H'FEF0 01D8 H'1EF0 01D8 32 

キャリア未検出カウンタレジスタ CNDCR R/W H'FEF0 01DC H'1EF0 01DC 32 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR R/W H'FEF0 01E4 H'1EF0 01E4 32 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR R/W H'FEF0 01E8 H'1EF0 01E8 32 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR R/W H'FEF0 01EC H'1EF0 01EC 32 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR R/W H'FEF0 01F0 H'1EF0 01F0 32 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR R/W H'FEF0 01F4 H'1EF0 01F4 32 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタ

レジスタ 

MAFCR R/W H'FEF0 01F8 H'1EF0 01F8 32 

IPG設定レジスタ IPGR R/W H'FEF0 0150 H'1EF0 0150 32 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR R/W H'FEF0 0154 H'1EF0 0154 32 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR R/W H'FEF0 0158 H'1EF0 0158 32 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER R/W H'FEF0 0164 H'1EF0 0164 32 

乱数生成カウンタ上限値 RDMLR R/W H'FEF0 0140 H'1EF0 0140 32 

受信 PAUSEフレームカウンタ RFCF R/W H'FEF0 0160 H'1EF0 0160 32 

PAUSEフレーム再送回数カウンタ TPAUSECR R H'FEF0 0168 H'1EF0 0168 32 

Broadcastフレーム受信回数設定 BCFRR R H'FEF0 016C H'1EF0 016C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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EtherCの各処理モードにおけるレジスタの状態を表 19.3に示します。 
 

表 19.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 ソフトウェア 

リセット時 

EtherCモードレジスタ ECMR ○ 

EtherCステータスレジスタ ECSR ○ 

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR ○ 

受信フレーム長上限レジスタ RFLR ○ 

PHY部インタフェースレジスタ PIR ○ 

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR ○ 

MACアドレス下位設定レジスタ MALR ○ 

PHY部ステータスレジスタ PSR ○ 

送信リトライオーバカウンタレジスタ TROCR ○ 

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR ○ 

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR ○ 

キャリア未検出カウンタレジスタ CNDCR ○ 

CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ CEFCR ○ 

フレーム受信エラーカウンタレジスタ FRECR ○ 

64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ TSFRCR ○ 

指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ TLFRCR ○ 

端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ RFCR ○ 

マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ MAFCR ○ 

IPG設定レジスタ IPGR ○ 

自動 PAUSEフレーム設定レジスタ APR ○ 

手動 PAUSEフレーム設定レジスタ MPR ○ 

自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ TPAUSER ○ 

乱数生成カウンタ上限値 RDMLR ○ 

受信 PAUSEフレームカウンタ RFCF ○ 

PAUSEフレーム再送回数カウンタ TPAUSECR ○ 

Broadcastフレーム受信回数設定 BCFRR ○ 

【記号説明】 

○：初期化されるレジスタ 

－：保持されるレジスタ 
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19.3.1 EtherCモードレジスタ（ECMR） 

ECMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、イーサネットコントローラの動作モードを

指定するレジスタです。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。 

動作モードの設定は、送信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替

える場合は、EDMRの SWRビットにより、EtherCおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定を行います。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R R R/W R/W R R/W R R/W R/W

－ － － － － － TPC ZPF PFR RXF TXF

－ － － PRCEF － － MPDE － － RE TE －

－ － － － －

ILB － DM PRM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～21 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

20 TPC 0 R/W PAUSEフレーム送信 

0：PAUSE期間中には PAUSEフレームを送信しません 

1：PAUSE期間中でも PAUSEフレームを送信します 

19 ZPF 0 R/W 0 time PAUSEフレーム使用許可 

0：TIMEパラメータが 0の PAUSEフレーム制御を無効にする 

 Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を行いません。

Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場合、PAUSEフ

レームを破棄します。 

1：TIMEパラメータが 0の PAUSEフレーム制御を有効にする 

 Timer値の示す時間が経過していない状態で、受信 FIFOのデータ量が

FCFTR設定値未満になると Timer値が 0の自動 PAUSEフレームを送信

します。Timer値の示す時間が 0の PAUSEフレームを受信した場合、送

信待ち状態を解除します。 

18 PFR 0 R/W PAUSEフレーム受信モード 

0：PAUSEフレームを E-DMACへ転送しません 

1：PAUSEフレームを E-DMACへ転送します 

17 RXF 0 R/W 受信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になります 

1：受信系のフロー制御機能が有効になります 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

16 TXF 0 R/W 送信系フロー制御動作モード 

0：PAUSEフレームの検出機能が無効になります 

（自動 PAUSEフレームは送信されません） 

1：送信系のフロー制御機能が有効になります 

（必要に応じて自動 PAUSEフレームが送信されます） 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12 PRCEF 0 R/W CRCエラーフレーム受信許可 

0：CRCエラーとなった受信フレームをエラーとする 

1：CRCエラーとなった受信フレームをエラーとしない 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

9 MPDE 0 R/W Magic Packet検出許可 

イーサネットからの起動を有効にするため、ハードウェアによる Magic Packet

の検出機能を許可するかしないかの選択を行います。 

0：Magic Packetの検出を許可しない 

1：Magic Packetの検出を許可する 

8、7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 RE 0 R/W 受信許可 

本ビットを受信機能有効（RE＝1）から無効（RE＝0）としたときに受信中の

フレームがあれば、当該フレームの受信終了まで受信機能は有効となります。 

0：受信機能を無効にする 

1：受信機能を有効にする 

5 TE 0 R/W 送信許可 

本ビットを送信機能有効（TE＝1）から無効（TE＝0）としたときに送信中のフ

レームがあれば、当該フレームの送信終了まで送信機能は有効となります。 

0：送信機能を無効にする 

1：送信機能を有効にする 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 ILB 0 R/W 内部ループバックモード 

EtherC内部でのループバックモードを指定します。 

0：通常のデータ送受信を行う  

1：DM＝1のとき、EtherC内のMAC内部でのデータの折り返しを行う 

2 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 DM 0 R/W デュプレックスモード 

EtherCの転送方式を指示します。 

0：半二重転送方式を指定する 

1：全二重転送方式を指定する 

0 PRM 0 R/W プロミスキャスモード 

本ビットを設定すると、すべてのイーサネットフレームを受信することができ

ます。このときすべてのイーサネットフレームとは、宛先アドレス、ブロード

キャストアドレス、マルチキャストビットなどの相違や有無にかかわらず、受

信可能なすべてのフレームを表します。 

0：EtherCは、通常動作を行う 

1：EtherCは、プロミスキャスモード動作を行う 

 

19.3.2 EtherCステータスレジスタ（ECSR） 

ECSRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC内のステータスを表示するレジスタ

です。本ステータスは、割り込みによって CPUに通知することが可能です。PSRTO、LCHNG、MPD、ICDビッ

トに 1を書き込むと、対応するフラグをクリアできます。0を書き込んだ場合は、フラグに影響を与えません。ま

た割り込みを発生するビットは、ECSIPRレジスタの対応するビットによって割り込みを許可または禁止すること

ができます。 

本ステータスレジスタが要因で発生する割り込みは、E-DMACの EESRレジスタ ECIビットに反映されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － BFR PSRTO

－ － － － －

－ LCHNG MPD ICD

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5 BFR 0 R/W Broadcastフレーム連続受信割り込み＜割り込み要因＞ 

Broadcastフレームを連続して受信したことを示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PSRTO 0 R/W PAUSEフレーム再送リトライオーバ 

フロー制御を用いる際の PAUSEフレームの再送において、再送回数が自動

PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）に設定した再送上限値を

超えたことを表します。 

0：PAUSEフレーム再送回数が上限値を超えていない  

1：PAUSEフレーム再送回数が上限値を超えた 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 LCHNG 0 R/W リンク信号変化 

PHY-LSIから入力される LNKSTA信号が、ハイレベルからローレベルにあるい

はローレベルからハイレベルに変化したことを表します。 

現在の Link状態を確認するには、PHY部ステータスレジスタ（PSR）の LMON

ビットを参照してください。 

0：LNKSTA信号の変化を検出していない  

1：LNKSTA信号の変化（ハイレベルからローレベルあるいはローレベルか 

らハイレベル）を検出した 

1 MPD 0 R/W Magic Packet検出 

回線上からMagic Packetを検出したことを表します。 

0：Magic Packetを検出していない 

1：Magic Packetを検出した 

0 ICD 0 R/W 不正キャリア検出 

回線上で PHY-LSIが不正なキャリアを検出したことを表します。すなわち、

PHY-LSIから本 LSIへ通知される信号が RX-DV=0かつ RX-ER=1かつ 

MII-RXD3～0=1110の組み合わせとなった場合、本ビットがセットされます。

（図 19.4（6）参照） 

ただし、PHY-LSIから入力される信号の変化がソフトウェアの認識時間よりも

早く変化するような場合は、正しい情報が得られないことがあります。採用す

る PHY-LSIのタイミングを参照してください。 

0：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出していない  

1：PHY-LSIは、回線上で不正キャリアを検出した 
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19.3.3 EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR） 

ECSIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、ECSRレジスタによって報告される割り

込み要因の許可を指示します。各ビットは、ECSRのビットに対応する割り込みを許可することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － BFSIPR PSRTO 
IP

－ － － － －

－ LCHN
GIP MPDIP ICDIP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5 BFSIPR 0 R/W Broadcastフレーム連続受信割り込み許可 

0：ECSRの対応するビットによる割り込みを許可 

1：ECSRの対応するビットによる割り込みを禁止 

4 PSRTOIP 0 R/W Pauseフレーム再送リトライオーバ割り込み許可ビット 

0：PSRTOの割り込み通知を禁止 

1：PSRTOの割り込み通知を許可 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2 LCHNGIP 0 R/W リンク信号変化割り込み許可ビット 

0：LCHNGの割り込み通知を禁止 

1：LCHNGの割り込み通知を許可 

1 MPDIP 0 R/W Magic Packet検出割り込み許可ビット 

0：MPDの割り込み通知を禁止 

1：MPDの割り込み通知を許可 

0 ICDIP 0 R/W 不正キャリア検出割り込み許可ビット 

0：ICDの割り込み通知を禁止 

1：ICDの割り込み通知を許可 
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19.3.4 PHY部インタフェースレジスタ（PIR） 

PIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、MIIを経由して PHY-LSI内部のレジスタにア

クセスする手段を提供します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － MDI

－ － － － －

MDO MMD MDC－

－
 

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

3 MDI 不定 R MIIマネジメントデータイン 

MDIO端子のレベルを表します。 

2 MDO 0 R/W MIIマネジメントデータアウト 

MMDビットが 1のとき、本ビットに設定された値を MDIO端子より出力しま

す。 

1 MMD 0 R/W MIIマネジメントモード 

MIIとのデータのリード／ライト方向を規定します。 

0：リード方向を規定 

1：ライト方向を規定 

0 MDC 0 R/W MIIマネジメントデータクロック 

本ビットに設定された値をMDC端子より出力し、MIIへのマネジメントデータ

クロックを供給します。MIIレジスタへのアクセス方法については、「19.4.4 

MIIレジスタのアクセス方法」を参照してください。 
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19.3.5 MACアドレス上位設定レジスタ（MAHR） 

MAHRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの上位 32ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信および受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MA[31:16]

MA[47:32]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MA[47:16] すべて 0 R/W MACアドレスビット 

MACアドレスの上位 32ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'01234567を設定します。 

 

19.3.6 MACアドレス下位設定レジスタ（MALR） 

MALRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、48ビットのMACアドレスの下位 16ビッ

トを設定します。通常、本レジスタの設定は、リセット後の初期設定時に行います。MACアドレスの設定は、送

信または受信機能が有効な状態で書き換えることを禁止します。EDMRの SWRビットにより EtherCおよび

E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MA[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 MA[15:0] すべて 0 R/W MACアドレスビット 15～0 

MACアドレスの下位 16ビットを設定します。 

MACアドレスが 01-23-45-67-89-AB（16進数表示）である場合、本レジスタに

は H'89ABを設定します。 

 

19.3.7 受信フレーム長上限レジスタ（RFLR） 

RFLRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、本 LSIが受信することのできる最大フレー

ム長をバイト単位で指定します。本レジスタは、受信機能が有効な状態での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － RFL[11:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11～0 RFL[11:0] すべて 0 R/W 受信フレームデータ長 11～0 

ここでのフレームデータは、宛先アドレスから CRCデータまでを含んだ範囲と

なりますが、実際には、宛先アドレスからデータまでがメモリ上に転送されま

す。CRCデータは含まれません。ここで指定された値を超えたデータを受信し

たとき、設定された値を超えた分のデータは廃棄されます。 

H'000～H'5EE：1,518バイト 

H'5EF：1,519バイト 

H'5F0：1,520バイト 

：    ： 

H'7FF：2,047バイト 

H'800～H'FFF：2,048バイト 
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19.3.8 PHY部ステータスレジスタ（PSR） 

PSRは、読み出し専用のレジスタで、PHY-LSIからのインタフェース信号を読み込むことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －

R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － LMON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 LMON 不定 R LNKSTA端子状態 

LNKSTA端子に PHY-LSIから出力される Link信号を接続することによって、

Link状態を読み込むことができます。極性については、接続する PHY-LSIの仕

様を参照してください。 

 

19.3.9 送信リトライオーバカウンタレジスタ（TROCR） 

TROCRは、送信時に再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレーム数を示す 32ビットのカウンタで

す。送信を 16回失敗すると、本レジスタは 1カウントアップします。本レジスタの値が、H'FFFFFFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされます。書き

込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TROC[31:16]

TROC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TROC[31:0] すべて 0 R/W 送信リトライオーバカウント 

送信時に、再送を合わせて 16回の試行で送信できなかったフレームのカウント

数を表します。 
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19.3.10 遅延衝突検出カウンタレジスタ（CDCR） 

CDCRは、送信開始以降すべての回線上の遅延衝突回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになると

カウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き

込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

COSDC[31:16]

COSDC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 COSDC 

[31:0] 

すべて 0 R/W 遅延衝突検出カウント 

送信開始からのすべての遅延衝突の回数を表します。 

 

19.3.11 キャリア消失カウンタレジスタ（LCCR） 

LCCRは、データの送信中にキャリアが消失した回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカ

ウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込

む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LCC[31:16]

LCC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 LCC[31:0] すべて 0 R/W 消失キャリアカウント 

データ送信中に消失したキャリアのカウント数を表します。 
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19.3.12 キャリア未検出カウンタレジスタ（CNDCR） 

CNDCRは、プリアンブルを送出中にキャリアを検出できなかった回数を示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にク

リアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CNDC[31:16]

CNDC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CNDC[31:0] すべて 0 R/W キャリア未検出カウント 

未検出キャリアのカウント数を表します。 

 

19.3.13 CRCエラーフレーム受信カウンタレジスタ（CEFCR） 

CEFCRは、CRCエラーとなったフレームの受信回数を示す 32ビットのカウンタで、H'FFFFFFFFになるとカウ

ントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は 0にクリアされます。書き込む

値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

CEFC[31:16]

CEFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CEFC[31:0] すべて 0 R/W CRCエラーフレームカウント 

CRCエラーとなったフレームを受信したカウント数を表します。 
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19.3.14 フレーム受信エラーカウンタレジスタ（FRECR） 

FRECRは、PHY-LSIから入力される RX-ER端子により受信エラーとなったフレームの個数を示す 32ビットの

カウンタです。RX-ER端子がアクティブになるごとに 1カウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFFFFF

になるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアされま

す。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FREC[31:16]

FREC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FREC[31:0] すべて0 R/W フレーム受信エラーカウント 

フレームを受信中にエラーとなったカウント数を表します。 

 

19.3.15 64バイト未満フレーム受信カウンタレジスタ（TSFRCR） 

TSFRCRは、64バイト未満のフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタです。本レジスタの値が

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TSFC[31:16]

TSFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TSFC[31:0] すべて 0 R/W 64バイト未満フレーム受信カウント 

64バイト未満のフレームを受信したカウント数を表します。 
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19.3.16 指定バイト超フレーム受信カウンタレジスタ（TLFRCR） 

TLFRCRは、受信フレーム長上限レジスタ（RFLR）で指定した値を超えるフレームを受信したことを示す 32

ビットのカウンタです。本レジスタの値が H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。端数ビットを含

むフレームを受信した場合は、本レジスタはカウントアップしません。この場合は、端数ビットフレーム受信カ

ウンタレジスタ（RFCR）に反映されます。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0にクリアさ

れます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TLFC[31:16]

TLFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TLFC[31:0] すべて0 R/W 指定バイト超フレーム受信カウント 

RFLRの値を超えるフレームを受信したカウント数を表します。 

 

19.3.17 端数ビットフレーム受信カウンタレジスタ（RFCR） 

RFCRは、8ビットに満たない端数ビットデータを含むフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RFC[31:16]

RFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RFC[31:0] すべて 0 R/W 端数ビットフレーム受信カウント 

端数ビットデータを含むフレームを受信したカウント数を表します。 
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19.3.18 マルチキャストアドレスフレーム受信カウンタレジスタ（MAFCR） 

MAFCRは、マルチキャストアドレスを指定するフレームを受信したことを示す 32ビットのカウンタで、

H'FFFFFFFFになるとカウントアップを停止します。本レジスタへの書き込み動作によってカウンタの値は、0に

クリアされます。書き込む値は、いずれでもかまいません。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

MAFC[31:16]

MAFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 MAFC[31:0] すべて0 R/W マルチキャストアドレスフレームカウント 

マルチキャストフレームを受信したカウント数を表します。 

 

19.3.19 IPG設定レジスタ（IPGR） 

IPGRは、IPG（InterPacketGap）の値を設定するレジスタです。EtherCモードレジスタ（ECMR）の送受信機能

が有効な状態での書き換えは、禁止します（詳細は「19.4.6 IPG設定による動作」を参照してください）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

IPG[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4～0 IPG[4:0] H'14 R/W Inter Packet Gap 

4ビット時間ごとに IPG値を設定します。 

H'00：16ビット時間 

H'01：20ビット時間 

 ：  ： 

H'14：96ビット時間（初期値） 

 ：  ： 

H'1F：140ビット時間 

 

19.3.20 自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR） 

APRは、自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

自動 PAUSEフレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータと

して使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

AP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 AP[15:0] すべて 0 R/W 自動 PAUSE 

自動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。 
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19.3.21 手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR） 

MPRは、手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。 

手動 PAUSEフレームを送信するときに、このレジスタに設定した値を PAUSEフレームの TIMEパラメータと

して使用します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MP[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MP[15:0] すべて 0 R/W 手動 PAUSE 

手動 PAUSEフレームの TIMEパラメータ値を設定します。このとき 1ビット

は、512ビット時間を表します。読み出すと不定値が読み出されます。 

 

19.3.22 自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER） 

TPAUSERは、自動 PAUSEフレームの再送回数の上限値を設定します。本レジスタは、送信機能が有効な状態

での書き換えを禁止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

TPAUSE[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TPAUSE 

[15:0] 

すべて 0 R/W 自動 PAUSEフレーム再送回数上限値 

H'0000：再送回数無制限 

H'0001：再送回数は、1回 

：    ： 

H'FFFF：再送回数は、65535回 

 

19.3.23 乱数生成カウンタ上限値設定（RDMLR） 

RDMLRは乱数生成部で使用しているカウンタの上限値を設定することができるレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － RMD[19:16]

RMD[15:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

19～0 RMD[19:0] すべて 0 R/W 乱数生成部で使用しているカウンタの上限値 

H'00000：通常の動作での設定値です。 

H'00001～H'FFFFE：カウンタの上限値がこの設定値になります。 

【注】 このレジスタは、feLicの乱数生成部の動作が変わるため、0以外を設定する場合は、注意してください。 
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19.3.24 受信 PAUSEフレームカウンタ（RFCF） 

RFCFは PAUSEフレームの受信カウンタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － RPAUSE[7:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 RPAUSE 

[7:0] 

すべて 0 R PAUSEフレームの受信回数 

 

19.3.25 PAUSEフレーム再送回数カウンタ（TPAUSECR） 

TPAUSECRは PAUSEフレームの再送回数を示すカウンタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －

TXP[7:0]

－ － － － －

－ － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

7～0 TXP[7:0] すべて 0 R PAUSEフレームの再送回数 
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19.3.26 Broadcastフレーム受信回数設定（BCFRR） 

BCFRRは Broadcastフレーム連続受信回数を設定するレジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

BCF[15:0]

－ － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 BCF[15:0] すべて 0 R/W Broadcastフレームの連続受信回数設定 

DAがブロードキャストアドレスのフレームを、設定した回数値まで受信するこ

とが可能であり、設定を越えて受信した場合は、以降のブロードキャストフレ

ームを破棄します。 

H'0000：受信回数制限なし 

H'0001：1フレーム受信 

：    ： 

H'FFFF：65535フレーム受信 
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19.4 動作説明 
イーサネットコントローラ（EtherC）の動作の概要を以下に示します。 

イーサネットコントローラ（EtherC）は、IEEE802.3xに準拠した制御をサポートしており、使用される Pause

フレームの送信および受信が可能です。 

19.4.1 送信動作 

EtherC送信部は、送信 E-DMACから送信要求があると、送信データをフレームに組み立ててMIIに出力します。

MIIを経由した送信データは、PHY-LSIによって回線上に送出されます。EtherC送信部の状態遷移図を図 19.2に

示します。 

リセット

TEセット

FDPX 
HDPX 
SFD

：Full Duplex 
：Half Duplex 
：Start Frame Delimiter

FDPX

【注】*1

　　　*2

再送処理には衝突検出にともなうジャムの送信、およびバックオフアルゴリズムによる
送信時間間隔の調整が含まれます。
512 bit以下（プリアンブル、SFD含む）のデータ送出中のみ再送処理を行います。
512 bitを超えるデータの送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、
バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。

TEリセット

再送15回失敗
or

512 bit時間
以後の衝突

衝突

衝突

正常送信

キャリア検出

キャリア検出

SFD送信

データ送信

CRC送信

再送処理*1

キャリア
検出

送信開始
（プリアンブル送出）アイドル

キャリア
未検出

キャリア
未検出

キャリア
検出

HDPX

HDPX
再送
起動

送信停止

【記号説明】

エラー検出

エラー

エラー

エラー

エラー報告

衝突*2

      衝突*2

FDPX

 

図 19.2 EtherC送信部状態遷移図 
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1. 送信許可（TE）ビットがセットされると、送信アイドル状態に遷移します。 

2. 送信E-DMACから送信要求があるとEtherCは、キャリア検出、フレーム間隔時間の送信延期を経てプリアン

ブルをMIIに送出します。キャリア検出を必要としない全二重転送方式を選択しているときには、送信

E-DMACから送信要求があると即座にプリアンブルを送出します。 

3. SFD、データ、CRCを順次送信します。送信を終了すると送信E-DMACが送信終了割り込み（TC）を発生し

ます。 データ送信中に衝突発生あるいはキャリア未検出状態となるとそれぞれを割り込み要因として報告し

ます。 

4. フレーム間隔時間を経た後は、アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 

 

19.4.2 受信動作 

EtherC受信部は、MIIより入力されたフレームをプリアンブル、SFD、データおよび CRCデータに分解し、受

信 E-DMACには DA（宛先アドレス）から CRCデータまでを出力します。EtherC受信部の状態遷移図を図 19.3

に示します。 

リセット

REセット

REリセット

【記号説明】
　SFD：Start Frame
　　　  Delimiter

【注】*  エラーフレームもバッファに対しデータ転送を行います。

プリアンブル
検出

プロミスキャス
and 他局宛アドレス

SFD受信

RX-DVネゲート

自局宛アドレス
or  ブロードキャスト
or  マルチキャスト
or  プロミスキャス

受信終了

エラー報告*

受信エラー
検出

受信エラー
検出

正常受信

受信停止

不正キャリア
検出

アイドル
フレーム
受信開始

デスティネーション
アドレス受信

エラー検出 データ受信

CRC受信

SFD受信
待ち

 

図 19.3 EtherC受信部状態遷移図 
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1. 受信許可（RE）ビットがセットされると、受信アイドル状態に遷移します。 

2. 受信パケットのプリアンブルに続くSFD（スタートフレームデリミタ）を検出すると受信処理を開始します。

不当パターンの場合は、フレームを破棄します。 

3. 通常モードでは、フレームのデスティネーションアドレスが本LSI宛の場合、ブロードキャストフレームの場

合、またはマルチキャストフレームの場合にデータ受信を開始します。プロミスキャスモードでは、フレー

ムの種類にかかわらずデータ受信を開始します。 

4. MIIからのデータ受信後、フレームデータ部のCRCチェックを行います。結果はメモリ上へのフレームデー

タをライトした後、ディスクリプタ内にステータスとして反映されます。異常時は、エラーステータスを報

告します。 

5. 1フレームを受信後、EtherCモードレジスタ内の受信許可ビットが設定（RE＝1）されていると、次のフレー

ム受信に備えます。 

 

19.4.3 MIIフレームタイミング 

各種MIIフレームのタイミングを図 19.4に示します。 

TX-CLK

TX-EN

MII_TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data CRC

 

図 19.4 （1）MIIフレーム送信タイミング（正常時） 

TX-CLK

TX-EN

MII_TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

Preamble JAM

 

図 19.4 （2）MIIフレーム送信タイミング（衝突発生） 
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TX-CLK

TX-EN

MII_TXD3～0

TX-ER

CRS

COL

SFDPreamble Data

 

図 19.4 （3）MIIフレーム送信タイミング（送信エラー発生） 

RX-CLK

RX-DV

MII_RXD3～0

RX-ER

Preamble Data CRCSFD

 

図 19.4 （4）MIIフレーム受信タイミング（正常受信） 

RX-CLK

RX-DV

MII_RXD3～0

RX-ER

Preamble Data XXXXSFD

 

図 19.4 （5）MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（1）受信エラー通知） 

RX-CLK

RX-DV

MII_RXD3～0

RX-ER

XXXX 1110 XXXX

 

図 19.4 （6）MIIフレーム受信タイミング（受信エラー（2）キャリアエラー通知） 
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19.4.4 MIIレジスタのアクセス方法 

PHY-LSI内にあるMIIレジスタへは、本 LSIの PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してアクセスし

ます。IEEE802.3uで規定されるMIIフレームフォーマットに従い、シリアルインタフェースとして接続します。 

（1） MII管理フレームのフォーマット 

MII管理フレームのフォーマットを図 19.5に示します。MIIレジスタをアクセスするには、（2）で示す手順に

従う管理フレームをプログラムによって実現します。 

アクセス種別 MII管理フレーム

項目

ビット数

リード

ライト

PRE

32

1..1

1..1

ST

2

01

01

OP

2

10

01

PHYAD

5

00001

00001

REGAD

5

RRRRR

RRRRR

TA

2

Z0

10

DATA

16

D..D

D..D

IDLE

X

PRE
ST
OP
PHYAD

REGAD

TA

DATA

IDLE

：32個の連続した1
：フレームの先頭を示す01のライト
：アクセス種別を示すコードのライト
：PHY-LSIのアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIアドレスによって可変となる。
：レジスタアドレスが1番の場合、0001をライト（MSBから順次ライト）。このビットは、
　PHY-LSIのレジスタアドレスによって可変となる。
：MIIインタフェース上でデータの送信元を切り替える時間
　（a）ライト時は10をライト
　（b）リード時は、「バス解放」（Z0と表記）を行う
：16ビットのデータ。MSBから順次ライトあるいはリード
　（a）ライト時は、16ビットデータのライト
　（b）リード時は、16ビットデータのリード
：次のMII管理フォーマット入力までの待機時間
　（a）ライト時は、「単独バス解放」（Xと表記）を行う
　（b）リード時は、すでにTA時にバス解放済みであり制御不要

【記号説明】

 

図 19.5 MII管理フレームフォーマット 
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（2） MIIレジスタアクセス手順 

プログラムは、PHY部インタフェースレジスタ（PIR）を経由してMIIレジスタをアクセスします。アクセス

は、1ビット単位のデータライト、1ビット単位のデータをリードし、バスの解放および単独バス解放の組み合わ

せによって実現します。MIIレジスタアクセスタイミング例を図 19.6に示します。アクセスタイミングは、PHY-LSI

の種類によって異なります。 

MDC

MDO

1ビットデータのライトと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト
MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト
MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト
MMD＝1
MDO＝ライトデータ
MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 19.6 （1）1ビットデータのライトフロー 

MDC

MDO

バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト 

MMD＝0
MDC＝0

（2） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝1

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

（1）（2） （3）

 

図 19.6 （2）バス解放フロー（図 19.5中のリード時の TA） 
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1ビットデータのリードと
タイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝1

（2） PHY部インタフェース
レジスタのリード
MMD＝0
MDC＝1
MDIをリード
データとする

（3） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

MDC

MDI

（1） （3）（2）

 

図 19.6 （3）1ビットデータのリードフロー 

単独バス解放とタイミングの関係

（1） PHY部インタフェース
レジスタへのライト

MMD＝0
MDC＝0

MDC

MDO

（1）

 

図 19.6 （4）単独バス解放フロー（図 19.5中のライト時の IDLE） 
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19.4.5 Magic Packetの検出 

EtherCは、Magic Packetの検出機能を有しています。本機能は、ホスト装置などから LANに接続される各種周

辺装置を起動する機能（WOL：Wake-On-LAN）を提供します。これによって、ホスト装置などから送出される

Magic Packetを周辺装置が受信し、周辺装置がみずから起動するシステムを構築できます。Magic Packetを検出し

たときには、それ以前に受信していたブロードキャストパケット等によって受信 FIFOにはデータが蓄積され、

EtherCには受信ステータスなどが報告されています。本割り込み処理から通常の動作に復帰するためには、

E-DMACモードレジスタ（EDMR）の SWRビットにより EtherCおよび E-DMACの初期化を実行してください。 

Magic Packetにおいては、宛先アドレスにかかわらず受信を行います。結果として、Magic Packet内のフォーマ

ットで指定される宛先に合致する場合のみ有効となりWOL端子が有効となります。Magic Packetに関する詳細に

ついては、AMD社の技術資料を参照してください。 

本 LSIを用いてWOLを利用するには、以下のような設定順序で行います。 

1. 各種割り込み許可／マスクレジスタによって割り込み要因の出力を禁止します。 

2. EtherCモードレジスタ（ECMR）のMagic Packet検出許可ビット（MPDE）を設定します。 

3. EtherC割り込み許可レジスタ（ECSIPR）のMagic Packet検出割り込み許可ビット（MPDIP）をイネーブルに

設定します。 

4. 必要ならCPUの動作モードをスリープモードあるいは周辺機能をモジュールスタンバイモードに設定しま

す。 

5. Magic Packetを検出すると、CPUには割り込みが通知されます。また、周辺LSIに対しては、WOL端子により

Magic Packetを検出したことを通知します。 

 

19.4.6 IPG設定による動作 

EtherCは、送信フレーム間の無送信期間 IPG（Inter Packet Gap）を変更する機能を有しています。IPG設定レジ

スタ（IPGR）の設定値を変更することで、伝送効率を標準値よりも上げたり下げたりすることが可能です。なお

IPGの設定は IEEE802.3標準で定められています。設定を変更するときは、同じネットワークでそれぞれの機器が

うまく動作するかどうかの確認作業を十分に行ってください。 

ケース－A
（短いIPG）

パケット IPG*

ケース－B
（長いIPG）

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤ ……

……

【注】* IPGは、回線の状態やシステムバスの使用状況により、設定値より長くなることがあります。  

図 19.7 IPGの変更による伝送効率の違い 
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19.4.7 フロー制御 

EtherCは、全二重動作時に IEEE802.3x準拠のフロー制御機能をサポートしています。フロー制御は、受信と送

信の双方の動作に対して適用することができます。フロー制御をするときの PAUSEフレームの送信には、次の手

順があります。 

（1） 自動 PAUSEフレームの送信 

受信フレームに対しては、受信 FIFO（E-DMACに内蔵）に書き込まれたデータ量が E-DMAC内蔵のフロー制

御開始 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR）に設定された値に達すると PAUSEフレームを自動送信します。こ

のときの PAUSEフレームに含まれる TIMEパラメータは、自動 PAUSEフレーム設定レジスタ（APR）で設定し

ます。自動 PAUSEフレームの送信は、受信 FIFO内のデータが読み出されてデータ量が FCFTR設定値未満にな

るまで繰り返されます。また、自動 PAUSEフレーム再送回数設定レジスタ（TPAUSER）により PAUSEフレーム

の再送信回数の上限値を設定することもできます。この場合は、受信 FIFO内のデータ量が FCFTR設定値未満に

なるか、送信回数が TPAUSERの設定値に達するまで PAUSEフレームの送信が繰り返されます。自動 PAUSEフ

レームの送信は EtherCモードレジスタ（ECMR）の TXFビットが 1の場合に有効となります。 
 

（2） 手動 PAUSEフレームの送信 

ソフトウェアからの指示により、PAUSEフレームを送信します。手動 PAUSEフレーム設定レジスタ（MPR）

への Timer値を書き込むと、手動 PAUSEフレームの送信を開始します。この手順による PAUSEフレームの送信

は、1回のみです。 
 

（3） PAUSEフレームの受信 

PAUSEフレームを受信した場合、Timer値の示す時間が経過するまで、次のフレーム送信を待ちます。ただし、

送信中のフレームについては送信を継続します。PAUSEフレームの受信は EtherCモードレジスタ（ECMR）の

RXFビットが 1の場合に有効となります。 
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19.5 PHY-LSIとの接続 
図 19.8に National Semiconductor Corporationの DP83846AVHGとの接続例を示します。 

TX-ER
MII_TXD3
MII_TXD2
MII_TXD1
MII_TXD0

TX-EN
TX-CLK

MDC
MDIO

MII_RXD3
MII_RXD2
MII_RXD1
MII_RXD0

RX-CLK
CRS
COL

RX-DV
RX-ER

TX_ER
TXD3
TXD2
TXD1
TXD0
TX_EN
TX_CLK
MDC
MDIO
RXD3
RXD2
RXD1
RXD0
RX_CLK
CRS
COL
RX_DV
RX_ER

本LSI DP83846AVHG

MII（Media Independent Interface）

 

図 19.8 DP83846AVHGとの接続例 
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19.6 使用上の注意事項 
EtherCを使用する際は、以下のことに注意してください。 

（1） LCHNGビットのセット条件について 

LNKSTA端子への入力レベルが変化していない場合でも、ECSRの LCHNGビットがセットされる場合があり

ます。GPIOの PSELで LNKSTA端子を選択したときや、EDMRの SWRビットによる EtherC/E-DMACのソフト

ウェアリセット解除時に、LNKSTA端子にハイレベルが入力されている場合です。 

これは、GPIOで LNKSTA端子を選択していないときや、EtherC/E-DMACのソフトウェアリセット中に、LSI

内部の LNKSTA信号が、外部端子への入力レベルとは無関係に、ローレベル固定されているからです。 

誤ってリンク信号変化割り込みを発生させないように、LCHNGビットをクリアしてから、ECSIPRの LCHNGIP

ビットをセットしてください。 
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20. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリ 
アクセスコントローラ（E-DMAC） 

本 LSIは、イーサネットコントローラ（EtherC）に直結したダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）

を内蔵しています。バッファ管理の多くの部分を E-DMACがディスクリプタを用いて制御します。このため CPU

の負荷を軽減し、効率の良いデータ送受信制御を行うことができます。 

図 20.1に E-DMACとメモリ上のディスクリプタおよび送信と受信バッファの構成を示します。 

20.1 特長 

• ディスクリプタ管理方式によるCPU負荷の軽減 

•  送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映 

•  ブロック転送（32バイト単位）によるシステムバスの効率使用 

• シングルフレーム・マルチバッファ方式対応可能 

• 受信データへのパディング挿入によるソフトウェアの処理能力の向上 

 

EtherC

E-DMAC

送信 DMAC
内部バス

インタ

フェース

ディスクリプタ
情報

送信 FIFO

受信 DMAC

ディスクリプタ
情報

受信 FIFO

内部バス

送信

ディスク

リプタ

送信バッファ

受信
ディスク

リプタ

受信バッファ

外部メモリ

本LSI

外部バス

フェース
インタ

 

図 20.1 E-DMACとディスクリプタおよびバッファの構成 
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20.2 レジスタの説明 

E-DMACのレジスタ構成を表 20.1に示します。 
 

表 20.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

E-DMACモードレジスタ EDMR R/W H'FEF0 0000 H'1EF0 0000 32 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR R/W H'FEF0 0008 H'1EF0 0008 32 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR R/W H'FEF0 0010 H'1EF0 0010 32 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR R/W H'FEF0 0018 H'1EF0 0018 32 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR R/W H'FEF0 0020 H'1EF0 0020 32 

EtherC/E-DMACステータスレジスタ EESR R/W H'FEF0 0028 H'1EF0 0028 32 

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ EESIPR R/W H'FEF0 0030 H'1EF0 0030 32 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER R/W H'FEF0 0038 H'1EF0 0038 32 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR R H'FEF0 0040 H'1EF0 0040 32 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR R/W H'FEF0 0048 H'1EF0 0048 32 

FIFO容量指定レジスタ FDR R/W H'FEF0 0050 H'1EF0 0050 32 

受信方式制御レジスタ RMCR R/W H'FEF0 0058 H'1EF0 0058 32 

送信 FIFOアンダランカウント TFUCR R/W H'FEF0 0064 H'1EF0 0064 32 

受信 FIFOオーバフローカウント RFOCR R/W H'FEF0 0068 H'1EF0 0068 32 

受信バッファライトアドレスレジスタ RBWAR R H'FEF0 00C8 H'1EF0 00C8 32 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR R H'FEF0 00CC H'1EF0 00CC 32 

送信バッファリードアドレスレジスタ TBRAR R H'FEF0 00D4 H'1EF0 00D4 32 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR R H'FEF0 00D8 H'1EF0 00D8 32 

フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR R/W H'FEF0 0070 H'1EF0 0070 32 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR R/W H'FEF0 0078 H'1EF0 0078 32 

送信割り込み設定レジスタ TRIMD R/W H'FEF0 007C H'1EF0 007C 32 

個別出力信号設定レジスタ IOSR R/W H'FEF0 006C H'1EF0 006C 32 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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E-DMACの各処理モードにおけるレジスタの状態を表 20.2に示します。 
 

表 20.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略  称 ソフトウェア 

リセット時 

E-DMACモードレジスタ EDMR ○ 

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR ○ 

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR ○ 

送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ TDLAR － 

受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ RDLAR － 

EtherC/E-DMACステータスレジスタ EESR ○ 

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ EESIPR ○ 

送受信ステータスコピー指示レジスタ TRSCER ○ 

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR － 

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR ○ 

FIFO容量指定レジスタ FDR ○ 

受信方式制御レジスタ RMCR ○ 

送信 FIFOアンダランカウント TFUCR － 

受信 FIFOオーバフローカウント RFOCR － 

受信バッファライトアドレスレジスタ RBWAR ○ 

受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ RDFAR ○ 

送信バッファリードアドレスレジスタ TBRAR ○ 

送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ TDFAR ○ 

フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ FCFTR ○ 

受信データパディング挿入設定レジスタ RPADIR ○ 

送信割り込み設定レジスタ TRIMD ○ 

個別出力信号設定レジスタ IOSR ○ 

【記号説明】 

○：初期化されるレジスタ 

－：保持されるレジスタ 
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20.2.1 E-DMACモードレジスタ（EDMR） 

EDMRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACの動作モードを指定します。本

レジスタの設定は、通常リセット後の初期設定時に行います。データ送信中に本レジスタによって EtherCおよび

E-DMACを初期化すると回線上に異常データを送出する可能性があります。動作モードの設定は、送信と受信機

能が有効状態で書き換えることを禁止します。動作モードを切り替えるには、ソフトウェアリセットビット（SWR）

により、EtherCおよび E-DMACを初期状態に戻してから再設定してください。なお、EtherCおよび E-DMACの

初期化完了までの所要時間は、内部バスクロック Bφで 64サイクルです。このため、EtherCおよび E-DMAC内

のレジスタアクセスは、内部バスクロック Bφで 64サイクル経過後に行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R/W R/W R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － DE DL[1:0]

－ － － － －

－ － － SWR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

6 DE 0 R/W ビッグ／リトルエンディアンモード指定 

0：ビッグエンディアンモード（ロングワードアクセス）（初期値） 

1：リトルエンディアンモード（ロングワードアクセス） 

送受信データについて有効になります。 

送受信ディスクリプタ、レジスタについては無効。（ビッグエンディア

ンのみサポート） 

5、4 DL[1:0] 00 R/W 送受信ディスクリプタ長の指定 

00：16バイト（初期値） 

01：32バイト 

10：64バイト 

11を設定した場合は初期値の 16バイトになります。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 SWR 0 R/W ソフトウェアリセット 

書き込み時 

0：無効 

1：内部ハードウェアをリセットします。リセットされるレジスタは表 19.3

および表 20.2を参照してください。 
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20.2.2 E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR） 

EDTRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに送信指示を行います。1つの

フレームの送信を終了すると、次のディスクリプタを読み込みます。このディスクリプタ内の送信ディスクリプ

タ有効ビットが有効であれば、送信を継続します。また送信ディスクリプタ有効ビットが無効な場合は、TRビッ

トをクリアして送信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － TR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TR 0 R/W 送信要求 

0：送信停止状態。0を書き込んでも送信は停止しません。送信の終了は、送

信ディスクリプタ内の有効ビットで制御します。 

1：送信開始。該当するディスクリプタを読み込み、送信有効ビットが 1であ

るフレームを送信します。 
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20.2.3 E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR） 

EDRRRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、E-DMACに受信指示を行います。E-DMAC

は、受信要求ビットがセットされると、当該受信ディスクリプタを読み込みます。ディスクリプタ内の受信ディ

スクリプタ有効ビットが有効であれば、EtherCからの受信要求に備えます。受信バッファ分の受信が完了すると、

E-DMACは次のディスクリプタを読み込みフレームの受信に備えます。このとき、ディスクリプタ内の受信ディ

スクリプタ有効ビットが無効である場合は、RRビットをクリアして受信 DMACの動作を停止します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － RR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 RR 0 R/W 受信要求 

0：受信機能を無効にします* 

1：受信ディスクリプタを読み込み、E-DMAC受信可能状態にします 

【注】 * フレームの受信中に受信機能を無効にした場合、受信ディスクリプタのライトバックが正常に動作せず、以降の受

信ディスクリプタの読み込みポインタが異常となるため、E-DMACは正常な動作ができなくなります。この場合、

再度 E-DMACを受信可能状態とするためには、EDMRの SWRビットによりソフトウェアリセットしてください。 

E-DMACをソフトウェアリセットせずに受信機能を無効とするには、ECMRの REビットにより受信機能を無効と

します。次に、E-DMACの受信が完了し受信ディスクリプタのライトバックが確認できた後、本レジスタの受信機

能を無効にしてください。 
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20.2.4 送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR） 

TDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。送信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC送信要求レジス

タ（EDTRR）の TRビット（＝0）による送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TDLA[15:0]

TDLA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDLA[31:0] すべて 0 R/W 送信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

 16バイトバウンダリ：TDLA[3:0]＝0000 

 32バイトバウンダリ：TDLA[4:0]＝00000 

 64バイトバウンダリ：TDLA[5:0]＝000000 

 

20.2.5 受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR） 

RDLARは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信ディスクリプタリストの先頭アドレ

スを設定します。各ディスクリプタは、EDMRの DLビットで示すディスクリプタ長に合致する境界構成としま

す。受信中に本レジスタを書き換えることは、禁止します。本レジスタの書き換えは、E-DMAC受信要求レジス

タ（EDRRR）の RRビット（＝0）による受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

RDLA[15:0]

RDLA[31:16]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDLA[31:0] すべて0 R/W 受信ディスクリプタの先頭アドレス 

指定したディスクリプタ長によって下位ビットを以下のように設定します。 

 16バイトバウンダリ：RDLA[3:0]＝0000 

 32バイトバウンダリ：RDLA[4:0]＝00000 

 64バイトバウンダリ：RDLA[5:0]＝000000 

 

20.2.6 EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR） 

EESRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCと E-DMACを合わせた通信ステータ

スを表示します。本レジスタは、割り込み要因として報告されます。各ビットは、1をライトすることでクリアさ

れます（ただし、ビット 22（ECI）はリード専用で、1をライトしてもクリアされません）。0をライトしても、

各ビットの状態には影響しません。各割り込み要因は EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）

の当該ビットによってマスクすることが可能です。 
 

－ TWB

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ ADE ECI TC TDE TFUF FR RDE RFOF

－ － － － －DLC CD TRO RMAFCND RRF

－ － TABT RABT RFCOF

RTLF RTSF PRE CERF－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWB 0 R/W ライトバック完了 

フレーム送信完了後の E-DMACからの当該ディスクリプタへのライトバック

が完了したことを示します。本動作は、TRIMDの TISビットが 1にセットされ

ているときのみ有効です。 

0：ライトバック未完了または送信未指示 

1：ライトバック完了 

29～27 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

26 TABT 0 R/W 送信中断検出 

フレーム送信時、障害等により EtherCがフレーム送信を中断したことを示しま

す。 

0：フレーム送信中断未発生または送信未指示 

1：フレーム送信中断発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25 RABT 0 R/W 受信中断検出 

フレーム受信時、障害等により EtherCがフレーム受信を中断したことを示しま

す。 

0：フレーム受信中断未発生または受信未指示 

1：フレーム受信中断発生 

24 RFCOF 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー 

受信 FIFO内のフレームカウンタがオーバフローしたことを示します。 

0：受信フレームカウンタがオーバフローしていない 

1：受信フレームカウンタがオーバフローした 

23 ADE 0 R/W アドレスエラー 

E-DMACが転送しようとしたメモリアドレスが不正であったことを示します。 

0：不正なメモリアドレスを検出していない（正常動作） 

1：不正なメモリアドレスを検出した 

【注】 アドレスエラーが検出されると、E-DMACは送受信を停止します。再開

するには、EDMRの SWRビットにより、ソフトウェアリセットをかけ

てから再設定してください。 

22 ECI 0 R EtherCステータスレジスタ要因 

本ビットは、リード専用です。EtherCにある ECSRの要因がクリアされると、

本ビットもクリアされます。 

0：EtherCステータス割り込み要因未検出 

1：EtherCステータス割り込み要因検出 

21 TC 0 R/W フレーム送信完了 

送信ディスクリプタによって指定されたデータをすべて EtherCより送信した

ことを示します。1フレーム／1バッファ処理では、1フレームの送信が完了し

た場合、またマルチバッファフレーム処理ではフレーム最後のデータを送信し、

次のディスクリプタ内の送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされ

ていなかった場合に送信完了とみなし、本ビットが 1となります。フレーム送

信完了後は、E-DMACは転送状態を当該ディスクリプタにライトバックします。 

0：転送未完了または転送未指示 

1：転送完了 

 



 

20. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 

20-10  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TDE 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇 

マルチバッファフレーム処理で前ディスクリプタがフレームの最終でない場合

は、E-DMACが送信ディスクリプタを読み込んだときに、ディスクリプタ内の

送信ディスクリプタ有効ビット（TACT）がセットされていなかったことを示し

ます。結果として不完全なフレームを送出する場合があります。 

0：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝1を検出 

1：送信ディスクリプタ有効ビット TACT＝0を検出 

送信ディスクリプタ枯渇（TDE＝1）が発生した場合は、ソフトウェアリセット

してから送信起動をかけてください。このとき、送信ディスクリプタリスト先

頭アドレスレジスタ（TDLAR）に格納されているアドレスからの開始となりま

す。 

19 TFUF 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー 

フレームを送信中に送信 FIFOにアンダフローが発生したことを示します。回

線上には、不完全なデータが送出されます。 

0：アンダフロー未発生 

1：アンダフロー発生 

18 FR 0 R/W フレーム受信 

フレームを受信し、受信ディスクリプタを更新したことを示します。本ビット

は、1フレームを受信するたびに 1にセットされます。 

0：フレーム未受信 

1：フレーム受信済み 

17 RDE 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇 

受信ディスクリプタ枯渇（RDE＝1）が発生した場合は、当該受信ディスクリ

プタを RACT＝1に設定し受信起動をかけることで、受信を再開することがで

きます。 

0：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝1を検出 

1：受信ディスクリプタ有効ビット RACT＝0を検出 

16 RFOF 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー 

フレームを受信中に受信 FIFOがオーバフローしたことを示します。 

0：オーバフロー未発生 

1：オーバフロー発生 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

11 CND 0 R/W キャリア未検出 

キャリアの検出状態を示します。 

0：送信開始時にキャリア検出 

1：キャリア未検出 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 DLC 0 R/W キャリア消失検出 

フレーム送信中のキャリア消失を検出したことを示します。 

0：キャリア消失未検出 

1：キャリア消失検出 

9 CD 0 R/W 遅延衝突検出 

フレーム送信中に遅延衝突を検出したことを示します。 

0：遅延衝突未検出 

1：遅延衝突検出 

8 TRO 0 R/W 送信リトライオーバ 

フレーム送信中にリトライオーバが発生したことを示します。これは、EtherC

が送信を開始後、バックオフアルゴリズムに基づく 15回の再送をあわせ全部で

16回の送信試行に失敗したことを示します。 

0：送信リトライオーバ未検出 

1：送信リトライオーバ検出 

7 RMAF 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信 

0：マルチキャストアドレスフレーム未受信 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

4 RRF 0 R/W 端数ビットフレーム受信 

0：端数ビットフレーム未受信 

1：端数ビットフレーム受信 

3 RTLF 0 R/W ロングフレーム受信エラー 

EtherCのRFLRで設定した受信フレーム長上限値を超えるバイト数のフレーム

を受信したことを示します。 

0：ロングフレーム未受信 

1：ロングフレーム受信 

2 RTSF 0 R/W ショートフレーム受信エラー 

64バイト未満のフレームを受信したことを示します。 

0：ショートフレーム未受信 

1：ショートフレーム受信 

1 PRE 0 R/W PHY-LSI受信エラー 

0：PHY-LSI受信エラー未検出 

1：PHY-LSI受信エラー検出 

0 CERF 0 R/W 受信フレーム CRCエラー 

0：CRCエラー未検出 

1：CRCエラー検出 
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20.2.7 EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR） 

EESIPRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherC/E-DMACステータスレジスタ

（EESR）の各ビットに対応する割り込み許可レジスタです。各ビットは、1をライトすることで割り込みが許可

されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

－
TWB

IP －
ADE
IP

ECI
IP

TC
IP

TDE
IP

TFUF
IP

FR
IP

RDE
IP

RFOF
IP

－ － － －
DLC
IP

CD
IP

TRO
IP

RMAF
IP

CND
IP

RRF
IP

－ －
TABT

IP
RABT

IP
RFCOF

IP

RTLF
IP

RTSF
IP

PRE
IP

CERF
IP－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

30 TWBIP 0 R/W ライトバック完了割り込み許可 

0：ライトバック完了割り込み禁止 

1：ライトバック完了割り込み許可 

29～27 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

26 TABTIP 0 R/W 送信中断検出割り込み許可 

0：送信中断検出割り込み禁止 

1：送信中断検出割り込み許可 

25 RABTIP 0 R/W 受信中断検出割り込み許可 

0：受信中断検出割り込み禁止 

1：受信中断検出割り込み許可 

24 RFCOFIP 0 R/W 受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

0：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み禁止 

1：受信フレームカウンタオーバフロー割り込み許可 

23 ADEIP 0 R/W アドレスエラー割り込み許可 

0：アドレスエラー割り込み禁止 

1：アドレスエラー割り込み許可 

22 ECIIP 0 R/W EtherCステータスレジスタ要因割り込み許可 

0：EtherCステータス割り込み禁止 

1：EtherCステータス割り込み許可 

21 TCIP 0 R/W フレーム送信完了割り込み許可 

0：フレーム送信完了割り込み禁止 

1：フレーム送信完了割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

20 TDEIP 0 R/W 送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：送信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：送信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

19 TFUFIP 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー割り込み許可 

0：アンダフロー割り込み禁止 

1：アンダフロー割り込み許可 

18 FRIP 0 R/W フレーム受信割り込み許可 

0：フレーム受信割り込み禁止 

1：フレーム受信割り込み許可 

17 RDEIP 0 R/W 受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

0：受信ディスクリプタ枯渇割り込み禁止 

1：受信ディスクリプタ枯渇割り込み許可 

16 RFOFIP 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー割り込み許可 

0：オーバフロー割り込み禁止 

1：オーバフロー割り込み許可 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

11 CNDIP 0 R/W キャリア未検出割り込み許可 

0：キャリア未検出割り込み禁止 

1：キャリア未検出割り込み許可 

10 DLCIP 0 R/W キャリア消失検出割り込み許可 

0：キャリア消失検出割り込み禁止 

1：キャリア消失検出割り込み許可 

9 CDIP 0 R/W 遅延衝突検出割り込み許可 

0：遅延衝突割り込み禁止 

1：遅延衝突割り込み許可 

8 TROIP 0 R/W 送信リトライオーバ割り込み許可 

0：送信リトライオーバ割り込み禁止 

1：送信リトライオーバ割り込み許可 

7 RMAFIP 0 R/W マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

0：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み禁止 

1：マルチキャストアドレスフレーム受信割り込み許可 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

ライトは常に 0をライトしてください。 

4 RRFIP 0 R/W 端数ビットフレーム受信割り込み許可 

0：端数ビットフレーム受信割り込み禁止 

1：端数ビットフレーム受信割り込み許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 RTLFIP 0 R/W ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ロングフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ロングフレーム受信エラー割り込み許可 

2 RTSFIP 0 R/W ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

0：ショートフレーム受信エラー割り込み禁止 

1：ショートフレーム受信エラー割り込み許可 

1 PREIP 0 R/W PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0：PHY-LSI受信エラー割り込み禁止 

1：PHY-LSI受信エラー割り込み許可 

0 CERFIP 0 R/W 受信フレーム CRCエラー割り込み許可 

0：CRCエラー割り込み禁止 

1：CRCエラー割り込み許可 

 

20.2.8 送受信ステータスコピー指示レジスタ（TRSCER） 

TRSCERは、EtherC/E-DMACステータスレジスタの各ビットで報告される、送信および受信ステータス情報を

当該ディスクリプタの TFS25～0および RFS26～0に反映するか否かを指示します。本レジスタの各ビットは、

EtherC/E-DMACステータスレジスタ（EESR）のビット 11からビット 0に対応し各ビットに 0を設定すると、送

信ステータス（EESRのビット 11からビット 8）は送信ディスクリプタの TFS3～TFS0ビットに、また受信ステ

ータス（EESRのビット 7からビット 0）は受信ディスクリプタの RFS7～RFS0ビットに反映されます。1を設定

すると、該当する要因が発生してもディスクリプタに反映されません。LSIのリセット後は、各ビットは 0に設定

されています。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

－

－ － － －
DLC
CE

CD
CE

TRO
CE

RMAF
CE

CND
CE

RRF
CE

RTLF
CE

RTSF
CE

PRE
CE

CERF
CE

－ － － － － － － － － － － － － － －

－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

11 CNDCE 0 R/W CNDビットコピー指示 

0： CNDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映しない。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 DLCCE 0 R/W DLCビットコピー指示 

0： DLCビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映しない。 

9 CDCE 0 R/W CDビットコピー指示 

0： CDビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映しない。 

8 TROCE 0 R/W TROビットコピー指示 

0： TROビットのステータスを送信ディスクリプタの TFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても送信ディスクリプタの TFSビットに反映しない。 

7 RMAFCE 0 R/W RMAFビットコピー指示 

0： RMAFビットのステータスを受信ディスクリプタのRFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 RRFCE 0 R/W RRFビットコピー指示 

0： RRFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 

3 RTLFCE 0 R/W RTLFビットコピー指示 

0： RTLFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 

2 RTSFCE 0 R/W RTSFビットコピー指示 

0： RTSFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 

1 PRECE 0 R/W PREビットコピー指示 

0： PREビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 

0 CERFCE 0 R/W CERFビットコピー指示 

0： CERFビットのステータスを受信ディスクリプタの RFSビットに反映する。 

1： 該当する要因が発生しても受信ディスクリプタの RFSビットに反映しない。 
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20.2.9 ミスドフレームカウンタレジスタ（RMFCR） 

RMFCRは、受信時に受信バッファに収容しきれずに廃棄されたフレーム数を示す 16ビットのカウンタです。

受信 FIFOがオーバフローすると、この FIFO内にある受信フレームは廃棄されます。このときに廃棄するフレー

ムの数をカウントアップします。本レジスタの値が H'FFFFになるとカウントアップを停止します。カウンタの値

は、本レジスタへの書き込み動作で 0クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

MFC[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 MFC[15:0] すべて 0 R ミスドフレームカウンタ 

受信時に、受信バッファに転送しきれずに廃棄されたフレーム数を示します。 

 

20.2.10 送信 FIFOしきい値指定レジスタ（TFTR） 

TFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、最初の送信を開始するまでの送信 FIFOの

しきい値を指定します。実際のしきい値は、設定した数値の 4倍の値に相当します。EtherCは送信 FIFO内のデー

タ数が本レジスタで指定されたバイト数を超えるか、送信 FIFOが満杯、または 1フレーム分のデータ書き込みが

行われると送信を開始します。なお本レジスタの設定は、送信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

TFT[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～0 TFT[10:0] すべて 0 R/W 送信 FIFOしきい値 

送信 FIFOのしきい値は、必ず FDRで指定した FIFO容量値より小さい値に設

定してください。 

H'000：ストア＆フォワードモード 

H'001～H'00C：設定禁止 

H'00D：52バイト 

H'00E：56バイト 

 ：   ： 

H'01F：124バイト 

H'020：128バイト 

 ：   ： 

H'03F：252バイト 

H'040：256バイト 

 ：   ： 

H'07F：508バイト 

H'080：512バイト 

 ：   ： 

H'0FF：1020バイト 

H'100：1024バイト 

 ：   ： 

H'1FF：2044バイト 

H'200：2048バイト 

H'201～H'7FF：設定禁止 

【注】 1. 1フレーム分のデータ書き込みが完了する以前に送信を開始する場合には、アンダフローの発生に注意が必要で

す。 

2. 送受信 FIFO容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。 

3. 送信アンダフローの発生を防ぐため、初期値（ストア＆フォワードモード）での設定を推奨します。 
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20.2.11 FIFO容量指定レジスタ（FDR） 

FDRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信および受信 FIFOの容量を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － －

－ － － － －

TFD[4:0] RFD[4:0]－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

12～8 TFD[4:0] 00111 R/W 送信 FIFO容量 

送信 FIFOの容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁

止します。 

00000：256バイト 

00001：512バイト 

00010：768バイト 

00011：1024バイト 

00100：1280バイト 

00101：1536バイト 

00110：1792バイト 

00111：2048バイト 

上記以外：設定禁止 

7～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4～0 RFD[4:0] 00111 R/W 受信 FIFO容量 

受信 FIFOの容量を指定します。送受信開始後は、設定値を変更することを禁

止します。 

00000：256バイト 

00001：512バイト 

00010：768バイト 

00011：1024バイト 

00100：1280バイト 

00101：1536バイト 

00110：1792バイト 

00111：2048バイト 

上記以外：設定禁止 

【注】 送受信 FIFO容量よりも本レジスタの設定値が大きいときの動作は保証しません。 
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20.2.12 受信方式制御レジスタ（RMCR） 

RMCRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フレームを受信するときの EDRRRの RR

ビットの制御方法を指定します。なお本レジスタの設定は、受信停止状態で行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － RNC RNR

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

1 RNC 0 R/W 受信起動ビット nonリセットモード指定 

0：nop 

1：EDRRRの受信起動ビット（RR）のリセットをソフトウェア制御にしま

す。フェッチしたディスクリプタの RACTビットが 0の場合（受信ディ

スクリプタ枯渇）でも、EDRRRの受信起動ビット（RR）をセルフリセ

ットせず、連続して受信ディスクリプタのフェッチを行い受信フレームの

DMAを継続します。 

0 RNR 0 R/W 受信起動ビットリセット 

0：EDRRRの受信起動ビット（EDRRR.RR）は、1フレームの受信が完了し

たときハードウェアでセルフクリアします。 

1フレーム単位の制御が可能です。 

後続の受信フレームを受信する場合は、再度 EDRRRの受信起動ビットを

設定する必要があります。 

1：EDRRRの受信起動ビット(EDRRR.RR)は、上位ソフトウェアにより制 

御します。受信起動ビット（EDRRR.RR）に 1書き込み後は、EDRRR.RR

に 0書き込みを行うまでハードウェアが自律的に受信ディスクリプタの

フェッチを行いフレームを受信します。複数フレームを連続で受信可能と

なります。連続受信を行う場合は、受信起動ビットリセットを 1に設定す

ることを推奨致します。ただし、受信ディスクリプタ枯渇を検出した場合

は、ハードウェアで EDRRR.RRをセルフクリアします。 
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20.2.13 送信 FIFOアンダランカウント（TFUCR） 

送信 FIFOが、アンダランした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み動作で 0ク

リアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

UNDER[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 UNDER 

[15:0] 

すべて 0 R/W 送信 FIFOアンダフロー数 

送信 FIFOにおけるアンダフローが発生した回数が設定されます。 

カウント値が、H'FFFFとなったら停止します。 

 

20.2.14 受信 FIFOオーバフローカウント（RFOCR） 

受信 FIFOが、オーバフローした回数を示すレジスタです。カウンタの値は、本レジスタへの書き込み動作で 0

クリアされます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －－ － － － －

OVER[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

15～0 OVER 

[15:0] 

すべて 0 R/W 受信 FIFOオーバフロー数 

受信 FIFOにおけるオーバフローが発生した回数が設定されます。 

カウント値が、H'FFFFとなったら停止します。 
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20.2.15 受信バッファライトアドレスレジスタ（RBWAR） 

RBWARは、E-DMACが受信バッファにデータを書き込むとき、受信バッファ内で書き込みの対象となるバッ

ファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACが受信バッフ

ァ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているバッファライト

処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RBWA[15:0]

RBWA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBWA[31:0] すべて0 R 受信バッファライトアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

 

20.2.16 受信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（RDFAR） 

RDFARは、E-DMACが受信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの辺

の受信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているディスクリ

プタフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

RDFA[15:0]

RDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RDFA[31:0] すべて0 R 受信ディスクリプタフェッチアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 
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20.2.17 送信バッファリードアドレスレジスタ（TBRAR） 

TBRARは、E-DMACが送信バッファからデータを読み出すとき、送信バッファ内で読み出しの対象となるバッ

ファアドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACが送信バッフ

ァ内のどの辺のアドレスに対し処理を実行しているかを認識できます。E-DMACが実行しているバッファリード

処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TBRA[15:0]

TBRA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBRA[31:0] すべて 0 R 送信バッファリードアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 

 

20.2.18 送信ディスクリプタフェッチアドレスレジスタ（TDFAR） 

TDFARは、E-DMACが送信ディスクリプタからディスクリプタ情報をフェッチする際に必要となるディスクリ

プタ先頭アドレスを格納します。本レジスタに表示されるアドレスをモニタすることにより、E-DMACがどの辺

の送信ディスクリプタ情報をもとに処理を実行しているか認識できます。E-DMACが実行しているディスクリプ

タフェッチ処理とレジスタの読み出しの値が一致していない場合もあります。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

TDFA[15:0]

TDFA[31:16]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TDFA[31:0] すべて 0 R 送信ディスクリプタフェッチアドレス 

本ビットは読み出し専用です。書き込みは禁止です。 
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20.2.19 フロー制御開始 FIFOしきい値設定レジスタ（FCFTR） 

FCFTRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、EtherCのフロー制御の設定（自動 PAUSE

送信のしきい値設定）を行います。受信 FIFOデータ容量（RFDO[2:0]）、受信フレーム数（RFFO[2:0]）によるし

きい値を設定できます。受信 FIFOデータ容量しきい値判定、および受信フレーム数しきい値判定の論理和を条件

として、フロー制御を開始します。 

RFDOの設定条件によりフロー制御をオンにするとき、FIFO容量設定レジスタ（FDR）で設定した受信 FIFO

容量値と同じ設定である場合は、（FIFOデータ容量－64）バイトでフロー制御をオンにします。たとえば FDR

の RFD＝1、FCFTRの RFDO＝1の場合は、受信 FIFO内に（2048－64）バイトのデータを格納されたとき、フロ

ー制御がオンになります。なお本レジスタの RFDOの設定値は、FDRの RFDの設定値と同じか小さい値を設定し

てください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － RFFO[2:0]

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ RFDO[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

18～16 RFFO[2:0] 111 R/W 受信フレーム数オーバフローBSY送出しきい値 

000：受信フレームを受信 FIFO内に 2フレーム格納完了時 

001：受信フレームを受信 FIFO内に 4フレーム格納完了時 

010：受信フレームを受信 FIFO内に 6フレーム格納完了時 

 ： 

110：受信フレームを受信 FIFO内に 14フレーム格納完了時 

111：受信フレームを受信 FIFO内に 16フレーム格納完了時 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

2～0 RFDO[2:0] 111 R/W 受信 FIFOオーバフローBSY送出しきい値 

000：受信 FIFO内に 256－32バイトのデータ容量を格納時 

001：受信 FIFO内に 512－32バイトのデータ容量を格納時 

 ： 

110：受信 FIFO内に 1792－32バイトのデータ容量を格納時 

111：受信 FIFO内に 2048－64バイトのデータ容量を格納時 
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20.2.20 受信データパディング挿入設定レジスタ（RPADIR） 

RPADIRは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、受信データに対するパディングの挿入の

設定を行うレジスタです。本レジスタを再設定するときは、E-DMACモードレジスタ（EDMR）の SWRビットで

リセットしてから行ってください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － PADS[1:0]

－ － － － － － － － － －

－ － － － －

PADR[5:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～18 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

17、16 PADS[1:0] すべて 0 R/W パディングサイズ 

00：パディング挿入なし 

01：1バイト挿入 

10：2バイト挿入 

11：3バイト挿入 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

5～0 PADR[5:0] すべて 0 R/W パディング範囲 

H'00：受信データの 1バイト目の直前にパディングサイズ分挿入 

H'01：受信データの 2バイト目の直前にパディングサイズ分挿入 

                    ： 

H'3E：受信データの 63バイト目の直前にパディングサイズ分挿入 

H'3F：受信データの 64バイト目の直前にパディングサイズ分挿入 

 



 

20. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 

20-26  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

20.2.21 送信割り込み設定レジスタ（TRIMD） 

TRIMDは、読み出しまたは書き込み可能な 32ビットのレジスタで、送信動作時にフレ－ムごとのライトバッ

ク完了を EESRの TWBビットおよび割り込みにて通知するかどうかを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － TIM

－ － － － －

－ － － TIS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

4 TIM 0 R/W 送信割り込みモード 

0：毎送信フレームモード 

送信フレーム毎ライトバック完了時に割り込み。 

1：割り込みモード 

送信ディスクリプタ TWBIビット設定ディスクリプタのライトバック完了

時に割り込み。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 TIS 0 R/W 送信割り込み設定 

0：割り込み未設定 

TIMビットで指定したモードでの割込み通知を行わない。 

TISビット＝0のとき、TIMビットの設定は無効 

1：割り込み設定 

TIMビットで指定したモードで EESRの TWBビットを 1とし割り込み通

知を行う。 
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20.2.22 個別出力信号設定レジスタ（IOSR） 

本ビットの値は、本 LSIの汎用外部出力端子（EXOUT）にそのまま出力されます。EXOUT端子を用いて PHY-LSI

におけるループバックモードの指示などに利用します。本機能によって PHY-LSIでのループバック機能を実現す

る場合は、PHY-LSIに EXOUT端子に対応する端子があることが必要です。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － ELB

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

0 ELB 0 R/W 外部ループバックモード 

0：EXOUT端子は、ローレベルを出力する 

1：EXOUT端子は、ハイレベルを出力する 
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20.3 動作説明 
E-DMACは、EtherCと接続され、送受信データを CPUの介在なく効率的な転送をメモリ（バッファ）との間で

行います。E-DMACは、各バッファと対応したディスクリプタと呼ぶバッファポインタなどを格納した制御情報

をみずから読み込みます。この制御情報に従って送信データを送信バッファから読み込み、受信データは受信バ

ッファにライトします。このディスクリプタを複数個連続して配置（ディスクリプタリスト）することで、送信

ならびに受信を連続して実行できます。 
 

20.3.1 ディスクリプタリストとデータバッファ 

通信プログラムは、送受信の開始に先立って、メモリ上に送信および受信の各ディスクリプタリストを作成し

ます。そしてこのリストの先頭アドレスを、送信または受信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタに設定

します。 

ディスクリプタの開始アドレスの設定は、E-DMACモードレジスタ（EDMR）で設定したディスクリプタ長に

従ったアドレス境界に設定してください。送信バッファの開始アドレスの設定は、ロングワードを境界として設

定する必要はなく、ワード境界、バイト境界として設定しても構いません。 
 

（1） 送信ディスクリプタ 

図 20.2に送信ディスクリプタと送信バッファの関係を示します。本ディスクリプタの指示により、送信フレー

ムと送信バッファの構成を 1フレーム／1バッファまたは 1フレーム／マルチバッファのように関連づけることが

可能です。 

送信バッファ長（TBL）1～16バイトの指定を行う際はバッファアドレスは 32バイト境界にする必要がありま

す。なお、送信バッファ長（TBL）0バイトの指定の動作は保証されません。 

送信ディスクリプタ 送信バッファ

有効送信データ

T
A
C
T

T
D
L
E

T
F
P
1

T
F
P
0

TFSTD0

TBLTD1

TBA

パディング（4 or 20 or 52バイト）

TD2

31 30 29 28 27 26                                                            0
T
F
E

T
W
B
I

31                                     16

31                                                                                     0

【注】 パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア  

図 20.2 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 



 

20. イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  20-29 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

（a） 送信ディスクリプタ 0（TD0） 

TD0は、送信フレームのステータスを示します。これによりフレーム送信状態を連絡します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 TACT 0 R/W 送信ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットはソフトウェア

によってセット（＝1）され、送信フレームを転送完了したときまたは何らかの

要因により送信がアボートされたときにハードウェアによりクリア（＝0）され

ます。 

30 TDLE 0 R/W 送信ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが送信ディスクリプタリングの最終であ

ることを示します。 

29 

28 

TFP1 

TFP0 

0 

0 

R/W 

R/W 

送信フレーム内位置 1、0 

送信バッファと送信フレームの関連づけを行います。前後のディスクリプタに

おいて、本ビットおよび TBLビットの設定は、理論的に正しい関係を維持して

ください。 

00：本ディスクリプタで指示する送信バッファのフレーム送信を維持する 

（フレームを完結しない） 

01：本ディスクリプタで指示する送信バッファはフレームの最後を含む 

（フレームを完結する） 

10：本ディスクリプタで指示する送信バッファはフレームの先頭である 

 （フレームを完結しない） 

11：本ディスクリプタで指示する送信バッファの内容が 1フレームに 

 相当する（1フレーム／1バッファ） 

27 TFE 0 R/W 送信フレームエラー 

セット（＝1）時、TFSにエラーがあることを示します。（TFS7～TFS0につ

いては、TRSCERにより本ビットのセットをマスク可能。ただし、TFS7～TFS0

の要因が TFS8もセットさせる場合はマスクできません。） 

1：フレーム受信中断発生 

26 TWBI 0 R/W ライトバック完了後割り込み指示 

（TRIMDの設定により有効となります。） 

0：nop 

1：本ディスクリプタへのライトバック完了後割り込みます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

25～0 TFS すべて 0 R/W 送信フレームステータス 

TFS25～9［予約（書き込み時は 0としてください）］： 

TFS8［送信アボート検出］： 

セット（＝1）時、フレーム送信中にアボート信号がセット（＝1）されたこ

とを示します。（TFEセット要因） 

TFS7～4［予約（書き込み時は 0としてください）］、 

TFS3［ノーキャリア検出（EESRの CNDビットに相当）］、 

TFS2［キャリア消失検出（EESRの DLCビットに相当）］、 

TFS1［送信中の遅延衝突検出（EESRの CDビットに相当）］、 

TFS0［送信リトライオーバ（EESRの TROビットに相当）］： 

セット（＝1）時、フレーム送信中に TFS8～1がセット（＝1）されたことを

示します。（TFEセット要因ですが、TRSCERにより設定可能） 

 

（b） 送信ディスクリプタ 1（TD1） 

TD1は、送信バッファ長を示します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 TBL すべて 0 R/W 送信バッファ長 

対象となる送信バッファの有効バイト長を示します。 

15～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込み時も常に 0にしてください。 

 

（c） 送信ディスクリプタ 2（TD2） 

TD2は、当該送信バッファの先頭アドレスを示します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 TBA すべて 0 R/W 送信バッファアドレス 

送信バッファの先頭アドレスを示します。 

 

（2） 受信ディスクリプタ 

図 20.3に受信ディスクリプタと受信バッファの関係を示します。受信バッファのアドレスは 32バイトバウン

ダリで設定してください。 

受信バッファ長（RBL）0のディスクリプタ指定の動作は保証されません。 
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【注】 パディング：ディスクリプタ長（16/32/64バイト）に合わせるための冗長エリア
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図 20.3 受信ディスクリプタと受信バッファの関係 
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（a） 受信ディスクリプタ 0（RD0） 

RD0は、受信フレームのステータスを示します。これによりフレーム受信状態を連絡します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 RACT 0 R/W 受信ディスクリプタ有効 

当該ディスクリプタが有効であることを示します。このビットはソフトウェア

によってセット（＝1）され、受信フレームを RD2で示されるバッファアドレ

スに転送し、フレームすべてを転送完了したとき、または受信バッファがいっ

ぱいになった場合にハードウェアによりクリア（＝0）されます。 

30 RDLE 0 R/W 受信ディスクリプタリング最終 

セット（＝1）時、当該ディスクリプタが受信ディスクリプタリングの最終であ

ることを示します。 

29、28 RFP[1:0] 00 R/W 受信フレーム内位置 

受信バッファと受信フレームの関連づけを行います。 

00： 本ディスクリプタで指示する受信バッファのフレーム受信を継続する

（フレームを完結しない） 

01：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの最後を含む（フ

レームを完結する） 

10：本ディスクリプタで指示する受信バッファはフレームの先頭である（フ

レームを完結しない） 

11：本ディスクリプタで指示する受信バッファの内容が 1フレームに相当す

る（1フレーム／1バッファ） 

27 RFE 0 R/W 受信フレームエラー 

セット（＝1）時、RFSにエラーがあることを示します。 

（RFSのビット 7～ビット 0については、TRSCERにより本ビットのセットを

マスク可能。ただし、RFSの RFS7～RFS0の要因が RFS8もセットさせる場

合はマスクできません。） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

26～0 RFS すべて 0 R/W 受信フレームステータス 

RF26～10［予約（書き込み時は 0としてください）］： 

RFS9［受信 FIFOオーバフロー（EESRの RFOFビットに相当）］： 

セット（＝1）時、受信 FIFOオーバフローにより、途中で切断されたフレー

ムがライトバックされたことを示します。（RFEセット要因） 

RFS8［受信アボート検出］： 

セット（＝1）時、フレーム受信中にアボート信号がセット（＝1）されたこ

とを示します。（RFEセット要因） 

RFS7［マルチキャストアドレスフレームを受信（EESRの RMAFビットに相

当）］、 

RFS6、5［予約（書き込み時は 0としてください）］、 

RFS4［端数ビットフレーム受信エラー（EESRの RRFビットに相当）］、 

RFS3［ロングフレーム受信エラー（EESRの RTLFビットに相当）］、 

RFS2［ショートフレーム受信エラー（EESRの RTSFビットに相当）］、 

RFS1［PHY-LSI受信エラー（EESRの PREビットに相当）］、 

RFS0［受信フレーム CRCエラー検出（EESRの CERFビットに相当）］： 

セット（＝1）時、フレーム受信中に RFS8～1がセット（＝1）されたこと

を示します。（RFEセット要因ですが、TRSCERにより設定可能） 

 

（b） 受信ディスクリプタ 1（RD1） 

RD1は、受信バッファ長を示します。 

（ライトバックするビットを下線で示します。） 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 RBL すべて 0 R/W 受信バッファ長 

対象となる受信バッファのバイト長を示します。 

バッファ長は 32×nの大きさで設定してください。 

15～0 RFL すべて 0 R/W 受信フレーム長 

バッファ内に格納された受信フレームの長さ（バイト数）を示します。 

RPADIRで指定されたパディング分のバイト数は含みません。 

フレームの最後を含むディスクリプタにライトバックされます。 

 

（c） 受信ディスクリプタ 2（RD2） 

RD2は、当該受信バッファの先頭アドレスを示します。 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 RBA すべて 0 R/W 受信バッファアドレス 

受信バッファの先頭アドレスを示します。 

バッファアドレスは 32バイト境界に設定してください。 
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20.3.2 送信機能 

送信機能が有効で、E-DMAC送信要求レジスタ（EDTRR）の送信要求ビット（TR）をセットすると、E-DMAC

は送信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初期状態では送信ディス

クリプタ先頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込みます。読み込んだディスクリプタ

の TACTビットが有効な場合は、E-DMACは TD2で指定される送信バッファ先頭アドレスから順次送信フレーム

データを読み出して EtherCに転送します。EtherCは送信フレームを作成しMIIに向けて送信を開始します。ディ

スクリプタ内で指示されるバッファ長分の DMA転送後、TFPの値によって以下のような処理を行います。 

•  TFP＝00 or 10（フレーム継続）： 

DMA転送後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットのみ）を行います。 

•  TFP＝01 or 11（フレーム終了）： 

フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACTビットおよびステータス）を行います。 

 

読み込んだディスクリプタの TACTビットが有効な間は、E-DMACディスクリプタの読み込みとフレームの送

信を継続します。TACTビットが無効なディスクリプタを読み込むと、E-DMACは EDTRRの TRビットをリセッ

トして送信処理を完了します。 
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本LSI＋メモリ

送信フロー

E-DMAC EtherC Ethernet送信FIFO

EtherC/E-DMAC
初期化

ディスクリプタ
送信バッファ設定

送信指示

ディスクリプタ読み込み

ディスクリプタライトバック

ディスクリプタライトバック

送信完了

ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

送信データ転送

 

図 20.4 送信フローの例 
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20.3.3 受信機能 

受信機能が有効で CPUが E-DMAC受信要求レジスタ（EDRRR）の受信要求ビット（RR）をセットすると、

E-DMACは受信ディスクリプタリストから前回使用したディスクリプタの次のディスクリプタ（初期状態では受

信ディスクリプタ先頭アドレスレジスタ（RDLAR）で示すディスクリプタ）を読み込んだ後に受信待機状態とな

ります。RACTビットが有効でかつ自局あてのフレームを受信すると、RD2で指定される受信バッファに転送し

ます。受信したフレームのデータ長が RD1で与えられるバッファ長よりも大きい場合は、E-DMACはバッファが

満了となった時点でディスクリプタにライトバック（RFP＝10 or 00）を行った後に次のディスクリプタを読み込

みます。そして新たな RD2によって指定される受信バッファに引き続きデータを転送します。フレームの受信が

完了した場合、または何らかのエラーでフレーム受信を中断した場合は、当該ディスクリプタにライトバック（RFP

＝11 or 01）を行った後に受信処理を終了します。そして次のディスクリプタを読み込み受信待機状態となります。 

なお連続してフレームを受信するには、受信方式制御レジスタ（RMCR）内の受信コントロールビット（RNC）

を 1に設定してください。初期化後は、0になっています。 

本LSI＋メモリ

受信フロー

E-DMAC EtherC受信FIFO Ethernet

EtherC/E-DMAC
初期化

ディスクリプタ
受信バッファ設定

受信完了

受信データ転送

受信データ転送

フレーム受信

受信起動

ディスクリプタ読み込み

ディスクリプタライトバック

ディスクリプタライトバック

ディスクリプタ読み込み
（次フレーム受信準備）

ディスクリプタ読み込み

 

図 20.5 受信フローの例 
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20.3.4 マルチバッファフレームの送受信処理について 

（1） マルチバッファフレームの送信処理 

マルチバッファフレームの送信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 20.6に示す処理を行います。 

図中で送信ディスクリプタが無効（TACTビットが 0）である部分は、すでにバッファデータを正常に送信した

部分を、送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である部分は、バッファデータが未送信であることを示

します。送信ディスクリプタが有効（TACTビットが 1）である最初のディスクリプタ部分でフレーム送信エラー

が発生した場合は、即座に送信を停止して TACTビットを 0クリアします。その後、次のディスクリプタをリー

ドし、送信フレーム内の位置を TFP1、TFP0ビットをもとに判断していきます（継続[B'00]または終了[B'01]）。

継続ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみで、すぐに次ディスクリプタのリードを行

います。最終ディスクリプタである場合は、TACTビットを 0クリアするのみでなく、TFEおよび TFSビットへ

のライトバックも同時に行います。エラー発生後から最終ディスクリプタへのライトバックまでの間は、バッフ

ァ上のデータは送信しません。EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ（EESIPR）でエラー割り込みが

許可されている場合は、最終ディスクリプタのライトバック直後に割り込みが発生します。 
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図 20.6 送信エラー発生後の E-DMAC動作 
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（2） マルチバッファフレームの受信処理 

マルチバッファフレームの受信中にエラーが発生した場合は、E-DMACは図 20.7に示す処理を行います。 

図中で受信ディスクリプタが無効（RACTビットが 0）である部分はすでにバッファデータを正常に受信した部

分を、受信ディスクリプタが有効（RACTビットが 1）である部分は未受信バッファであることを示します。図中

で RACTビットが 1である最初のディスクリプタ部分でフレーム受信エラーが発生した場合は、ディスクリプタ

にステータスのライトバックを行います。 

EESIPRでエラー割り込みを許可している場合は、ライトバック直後に割り込みが発生します。新しいフレーム

の受信要求がある場合には、エラーが発生したバッファの次のバッファから引き続き受信を行います。 
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図 20.7 受信エラー発生後の E-DMAC動作 

 

20.4 使用上の注意事項 

20.4.1 E-DMACの実効アドレスについて 

送信ディスクリプタ先頭アドレス（TDLAR）、受信ディスクリプタ先頭アドレス（RDLAR）、送信ディスクリ

プタ内の TBAフィールド、受信ディスクリプタ内の RBAフィールドの 4箇所に設定する値は、E-DMACの実効

アドレスとなります。E-DMACには 512MBの物理アドレス空間の概念しかありませんので、上記 4箇所に設定す

る値は、H'00000000～H'10000000の範囲に留めてください。 

なお、CPUによる送信ディスクリプタや受信ディスクリプタのアクセス（ディスクリプタの準備、あるいは

E-DMACによりライトバックされたディスクリプタの読み出し）は、キャッシュコヒーレンシの観点から、論理

空間 P2領域（キャッシュ不可領域）を経由して行ってください。 
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21. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール 
（USB） 

本モジュールは、USBホストコントロール機能とファンクションコントロール機能を備えた USBコントローラ

です。ホストコントローラ機能選択時は、USB（Universal Serial Bus）規格 2.0のハイスピード転送、フルスピー

ド転送、ロースピード転送に対応します。ファンクションコントローラ機能選択時は、ハイスピード転送、フル

スピード転送に対応します。また、本モジュールは、USBトランシーバを内蔵し、USB規格で定義されている全

転送タイプに対応しています。 

データ転送用に 5Kバイトのバッファメモリを内蔵し、最大 10本のパイプを使用できます。また、パイプ 1～9

に対しては、通信を行う周辺デバイスやユーザシステムに合わせた任意のエンドポイント番号の割り付けが可能

です。 

21.1 特長 

（1） USBハイスピード対応のホストコントローラとファンクションコントローラを内蔵 

• USBホストコントローラとファンクションコントローラを内蔵 

• USBホストコントローラ機能とファンクションコントローラ機能をレジスタ設定により切り替え可能 

• USBトランシーバ内蔵 

 

（2） 少ない外付け素子かつ省スペース実装が可能 

• VBUS信号を本モジュールの入力端子に直接接続可能 

• D+プルアップ抵抗内蔵（ファンクション動作時） 

• D+、D-のプルダウン抵抗内蔵（ホスト動作時） 

• D+、D-終端抵抗内蔵（ハイスピード動作時） 

• D+、D-出力抵抗内蔵（フルスピード動作時） 

 

（3） USB通信の全種類のデータ転送タイプに対応 

• コントロール転送 

• バルク転送 

• インタラプト転送（High Bandwidthは非対応） 

• アイソクロナス転送（High Bandwidthは非対応） 

 

（4） 内部バスインタフェース 

• DMAインタフェースを2チャネル内蔵 
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（5） パイプコンフィギュレーション 

•  USB通信用バッファメモリを5Kバイトまで対応可能 

• 最大10本のパイプを選択可能（デフォルトコントロールパイプを含む） 

•  プログラマブルなパイプ構成 

•  パイプ1～9は任意のエンドポイント番号を割り付け可能 

• 各パイプの設定可能な転送条件は以下のとおりです。 

パイプ0：コントロール転送専用のパイプ（デフォルトコントロールパイプ：DPC）、64バイト固定シングル

バッファ 

パイプ1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送を選択可能なパイプ、連続転送モード、バッファサイズ

はプログラマブル（最大2Kバイトでダブルバッファ指定可能） 

パイプ3～5：バルク転送専用のパイプ、連続転送モード、バッファサイズはプログラマブル（最大2Kバイト

でダブルバッファ指定可能） 

パイプ6～9：インタラプト転送専用のパイプ、64バイト固定シングルバッファ 

 

（6） ホストコントロール機能選択時の特長 

• ハイスピード転送（480Mbps）、フルスピード転送（12Mbps）およびロースピード（1.5Mbps）に対応 

• ハブを1段経由し、複数の周辺デバイスと接続し通信が可能 

• リセットハンドシェイク自動応答 

• SOF、パケット送信のスケジュールを自動化 

• アイソクロナス転送、インタラプト転送の転送インターバル設定機能 

 

（7） ファンクションコントロール機能選択時の特長 

• ハイスピード転送（480Mbps）およびフルスピード転送（12Mbps）に対応 

• リセットハンドシェイク自動応答による、ハイスピード動作もしくはフルスピード動作の自動認識 

• コントロール転送ステージ管理機能 

• デバイスステート管理機能 

• SET_ADDRESSリクエストに対する自動応答機能 

• NAK応答割り込み機能（NRDY） 

• SOF補間機能 

 

（8） その他の機能 

• トランザクションカウントによるトランスファ終了機能 

• BRDY割り込みイベント通知タイミング変更機能（BFRE） 

• DnFIFO（n＝0、1）ポートで指定したパイプのデータ読み出し後自動バッファメモリクリア機能（DCLRM） 

• トランスファ終了による応答PIDのNAK設定機能（SHTNAK） 
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21.2 入出力端子 

USBの端子構成を表 21.1に示します。 
 

表 21.1 USBの端子構成 

端子名 名  称 入出力 機能 

XIN USB用水晶／外部クロック 入力 USB動作用の水晶発振子または外部クロックを接続します。 

XOUT USB用水晶発振子 出力 USB動作用の水晶発振子を接続します。 

MODE7 USBクロックモード制御 入力 USBクロックモードを選択します。 

0：XINに外部クロックを入力、XOUTはオープンにします。 

1：XIN、XOUTに、48MHzの水晶発振子を接続します。 

DP D＋信号 入出力 USB D＋信号 

DM D－信号 入出力 USB D－信号 

VBUS Vbus信号 入力 USB Vbus信号 

REFRIN リファレンス入力 入力 5.6KΩ（±1%）の抵抗を介して VSSQA_USBに接続します。 

VDD_USB USB PHYデジタル部電源 － USB PHYのデジタル部用電源です。1.25 V（Typ）を入力しま

す。 

USBを使用しない場合も電源を供給してください。 

VSS_USB USB PHYデジタル部グランド － USB PHYのデジタル部用グランドです。0Vを入力します。 

USBを使用しない場合も接地してください。 

VDDQ_USB USB PHYデジタル部電源 － USB PHYのデジタル部用電源です。3.3 V（Typ）を入力しま

す。 

USBを使用しない場合も電源を供給してください。 

VSSQ_USB USB PHYデジタル部グランド － USB PHYのデジタル部用グランドです。0Vを入力します。 

USBを使用しない場合も接地してください。 

VDDA_USB USB PHYアナログ部電源 － USB PHYのアナログ部用電源です。1.25 V（Typ）を入力しま

す。 

USBを使用しない場合も電源を供給してください。 

VSSA_USB USB PHYアナログ部グランド － USB PHYのアナログ部用グランドです。0Vを入力します。 

USBを使用しない場合も接地してください。 

VDDQA_USB USB PHYアナログ部電源 － USB PHYのアナログ部用電源です。3.3 V（Typ）を入力しま

す。 

USBを使用しない場合も電源を供給してください。 

VSSQA_USB USB PHYアナログ部グランド － USB PHYのアナログ部用グランドです。0Vを入力します。USB

を使用しない場合も接地してください。 

UV12 USB PHYデジタル部電源 － USB PHYのデジタル部用電源です。1.25 V（Typ）を入力しま

す。 

USBを使用しない場合も電源を供給してください。 

UG12 USB PHYデジタル部グランド － USB PHYのデジタル部用グランドです。0Vを入力します。 

USBを使用しない場合も接地してください。 
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21.3 レジスタの説明 

USBのレジスタ構成を表 21.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 21.3に示します。 
 

表 21.2 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ SYSCFG R/W H'FE40 0000 16 

CPUバスウェイト設定レジスタ BUSWAIT R/W H'FE40 0002 16 

システムコンフィギュレーションステータスレジスタ SYSSTS R H'FE40 0004 16 

デバイスステートコントロールレジスタ DVSTCTR R/W H'FE40 0008 16 

テストモードレジスタ TESTMODE R/W H'FE40 000C 16 

DMA0-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ D0FBCFG R/W H'FE40 0010 16 

DMA1-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ D1FBCFG R/W H'FE40 0012 16 

CFIFOポートレジスタ CFIFO R/W H'FE40 0014 8、16、32 

H'FE40 0018 D0FIFOポートレジスタ D0FIFO R/W 

H'FE40 0180 

8、16、32 

H'FE40 001C D1FIFOポートレジスタ D1FIFO R/W 

H'FE40 01C0 

8、16、32 

CFIFOポート選択レジスタ CFIFOSEL R/W H'FE40 0020 16 

CFIFOポートコントロールレジスタ CFIFOCTR R/W H'FE40 0022 16 

D0FIFOポート選択レジスタ D0FIFOSEL R/W H'FE40 0028 16 

D0FIFOポートコントロールレジスタ D0FIFOCTR R/W H'FE40 002A 16 

D1FIFOポート選択レジスタ D1FIFOSEL R/W H'FE40 002C 16 

D1FIFOポートコントロールレジスタ D1FIFOCTR R/W H'FE40 002E 16 

割り込み許可レジスタ 0 INTENB0 R/W H'FE40 0030 16 

割り込み許可レジスタ 1 INTENB1 R/W H'FE40 0032 16 

BRDY割り込み許可レジスタ BRDYENB R/W H'FE40 0036 16 

NRDY割り込み許可レジスタ NRDYENB R/W H'FE40 0038 16 

BEMP割り込み許可レジスタ BEMPENB R/W H'FE40 003A 16 

SOF出力コンフィグレーションレジスタ SOFCFG R/W H'FE40 003C 16 

割り込みステータスレジスタ 0 INTSTS0 R/W H'FE40 0040 16 

割り込みステータスレジスタ 1 INTSTS1 R/W H'FE40 0042 16 

BRDY割り込みステータスレジスタ BRDYSTS R/W H'FE40 0046 16 

NRDY割り込みステータスレジスタ NRDYSTS R/W H'FE40 0048 16 

BEMP割り込みステータスレジスタ BEMPSTS R/W H'FE40 004A 16 

フレームナンバーレジスタ FRMNUM R/W H'FE40 004C 16 

μフレームナンバーレジスタ UFRMNUM R/W H'FE40 004E 16 
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レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

USBアドレスレジスタ USBADDR R H'FE40 0050 16 

USBリクエストタイプレジスタ USBREQ R H'FE40 0054 16 

USBリクエストバリューレジスタ USBVAL R H'FE40 0056 16 

USBリクエストインデックスレジスタ USBINDX R H'FE40 0058 16 

USBリクエストレングスレジスタ USBLENG R H'FE40 005A 16 

DCPコンフィギュレーションレジスタ DCPCFG R/W H'FE40 005C 16 

DCPマックスパケットサイズレジスタ DCPMAXP R/W H'FE40 005E 16 

DCPコントロールレジスタ DCPCTR R/W H'FE40 0060 16 

パイプウィンドウ選択レジスタ PIPESEL R/W H'FE40 0064 16 

パイプコンフィギュレーションレジスタ PIPECFG R/W H'FE40 0068 16 

パイプバッファ指定レジスタ PIPEBUF R/W H'FE40 006A 16 

パイプマックスパケットサイズレジスタ PIPEMAXP R/W H'FE40 006C 16 

パイプ周期制御レジスタ PIPEPERI R/W H'FE40 006E 16 

パイプ 1コントロールレジスタ PIPE1CTR R/W H'FE40 0070 16 

パイプ 2コントロールレジスタ PIPE2CTR R/W H'FE40 0072 16 

パイプ 3コントロールレジスタ PIPE3CTR R/W H'FE40 0074 16 

パイプ 4コントロールレジスタ PIPE4CTR R/W H'FE40 0076 16 

パイプ 5コントロールレジスタ PIPE5CTR R/W H'FE40 0078 16 

パイプ 6コントロールレジスタ PIPE6CTR R/W H'FE40 007A 16 

パイプ 7コントロールレジスタ PIPE7CTR R/W H'FE40 007C 16 

パイプ 8コントロールレジスタ PIPE8CTR R/W H'FE40 007E 16 

パイプ 9コントロールレジスタ PIPE9CTR R/W H'FE40 0080 16 

パイプ 1トランザクションカウンタイネーブルレジスタ PIPE1TRE R/W H'FE40 0090 16 

パイプ 1トランザクションカウンタレジスタ PIPE1TRN R/W H'FE40 0092 16 

パイプ 2トランザクションカウンタイネーブルレジスタ PIPE2TRE R/W H'FE40 0094 16 

パイプ 2トランザクションカウンタレジスタ PIPE2TRN R/W H'FE40 0096 16 

パイプ 3トランザクションカウンタイネーブルレジスタ PIPE3TRE R/W H'FE40 0098 16 

パイプ 3トランザクションカウンタレジスタ PIPE3TRN R/W H'FE40 009A 16 

パイプ 4トランザクションカウンタイネーブルレジスタ PIPE4TRE R/W H'FE40 009C 16 

パイプ 4トランザクションカウンタレジスタ PIPE4TRN R/W H'FE40 009E 16 

パイプ 5トランザクションカウンタイネーブルレジスタ PIPE5TRE R/W H'FE40 00A0 16 

パイプ 5トランザクションカウンタレジスタ PIPE5TRN R/W H'FE40 00A2 16 

デバイスアドレス 0コンフィグレーションレジスタ DEVADD0 R/W H'FE40 00D0 16 

デバイスアドレス 1コンフィグレーションレジスタ DEVADD1 R/W H'FE40 00D2 16 

デバイスアドレス 2コンフィグレーションレジスタ DEVADD2 R/W H'FE40 00D4 16 

デバイスアドレス 3コンフィグレーションレジスタ DEVADD3 R/W H'FE40 00D6 16 
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レジスタ名 略称 R/W アドレス アクセス 

サイズ 

デバイスアドレス 4コンフィグレーションレジスタ DEVADD4 R/W H'FE40 00D8 16 

デバイスアドレス 5コンフィグレーションレジスタ DEVADD5 R/W H'FE40 00DA 16 

デバイスアドレス 6コンフィグレーションレジスタ DEVADD6 R/W H'FE40 00DC 16 

デバイスアドレス 7コンフィグレーションレジスタ DEVADD7 R/W H'FE40 00DE 16 

デバイスアドレス 8コンフィグレーションレジスタ DEVADD8 R/W H'FE40 00E0 16 

デバイスアドレス 9コンフィグレーションレジスタ DEVADD9 R/W H'FE40 00E2 16 

デバイスアドレス Aコンフィグレーションレジスタ DEVADDA R/W H'FE40 00E4 16 
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表 21.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオンリセット スタンバイ モジュールスタンバイ スリープ 

SYSCFG 初期化 保持 保持 保持 

BUSWAIT 初期化 保持 保持 保持 

SYSSTS 初期化 保持 保持 保持 

DVSTCTR 初期化 保持 保持 保持 

TESTMODE 初期化 保持 保持 保持 

D0FBCFG 初期化 保持 保持 保持 

D1FBCFG 初期化 保持 保持 保持 

CFIFO 初期化 保持 保持 保持 

D0FIFO 初期化 保持 保持 保持 

D1FIFO 初期化 保持 保持 保持 

CFIFOSEL 初期化 保持 保持 保持 

CFIFOCTR 初期化 保持 保持 保持 

D0FIFOSEL 初期化 保持 保持 保持 

D0FIFOCTR 初期化 保持 保持 保持 

D1FIFOSEL 初期化 保持 保持 保持 

D1FIFOCTR 初期化 保持 保持 保持 

INTENB0 初期化 保持 保持 保持 

INTENB1 初期化 保持 保持 保持 

BRDYENB 初期化 保持 保持 保持 

NRDYENB 初期化 保持 保持 保持 

BEMPENB 初期化 保持 保持 保持 

SOFCFG 初期化 保持 保持 保持 

INTSTS0 初期化 保持 保持 保持 

INTSTS1 初期化 保持 保持 保持 

BRDYSTS 初期化 保持 保持 保持 

NRDYSTS 初期化 保持 保持 保持 

BEMPSTS 初期化 保持 保持 保持 

FRMNUM 初期化 保持 保持 保持 

UFRMNUM 初期化 保持 保持 保持 

USBADDR 初期化 保持 保持 保持 

USBREQ 初期化 保持 保持 保持 

USBVAL 初期化 保持 保持 保持 

USBINDX 初期化 保持 保持 保持 

USBLENG 初期化 保持 保持 保持 

DCPCFG 初期化 保持 保持 保持 

DCPMAXP 初期化 保持 保持 保持 
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レジスタ略称 パワーオンリセット スタンバイ モジュールスタンバイ スリープ 

DCPCTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPESEL 初期化 保持 保持 保持 

PIPECFG 初期化 保持 保持 保持 

PIPEBUF 初期化 保持 保持 保持 

PIPEMAXP 初期化 保持 保持 保持 

PIPEPERI 初期化 保持 保持 保持 

PIPE1CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE2CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE3CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE4CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE5CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE6CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE7CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE8CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE9CTR 初期化 保持 保持 保持 

PIPE1TRE 初期化 保持 保持 保持 

PIPE1TRN 初期化 保持 保持 保持 

PIPE2TRE 初期化 保持 保持 保持 

PIPE2TRN 初期化 保持 保持 保持 

PIPE3TRE 初期化 保持 保持 保持 

PIPE3TRN 初期化 保持 保持 保持 

PIPE4TRE 初期化 保持 保持 保持 

PIPE4TRN 初期化 保持 保持 保持 

PIPE5TRE 初期化 保持 保持 保持 

PIPE5TRN 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD0 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD1 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD2 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD3 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD4 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD5 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD6 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD7 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD8 初期化 保持 保持 保持 

DEVADD9 初期化 保持 保持 保持 

DEVADDA 初期化 保持 保持 保持 
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21.3.1 システムコンフィギュレーションコントロールレジスタ（SYSCFG） 

SYSCFGは、ハイスピード動作の許可、ホストコントローラ機能またはファンクションコントローラ機能の選

択、DP、DM端子の制御および本モジュールの動作許可制御を行うレジスタです。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/WR/W R/W R/W R/W R R R R/W

— — — — — — — HSESCKE DCFM DRPD DPRPU — — USBE—

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 SCKE 0 R/W USBモジュールクロック許可 

本モジュールへの 48MHzクロック供給の停止／許可を指定します。 

0：USBモジュールへのクロック供給停止 

1：USBモジュールへのクロック供給許可 

本ビットが 0の場合、本レジスタおよび BUSWAITレジスタのみ、読み出し

／書き込みができます。 

USBモジュール内の他のレジスタは、読み出しはできますが、書き込みはで

きません。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 HSE 0 R/W ハイスピード動作許可 

0：ハイスピード動作禁止 

ファンクションコントローラ機能選択時：フルスピード動作のみ 

ホストコントローラ機能選択時：フルスピードのみ動作 

1：ハイスピード動作許可（本モジュールが通信スピードを検出します） 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

HSE＝0を設定した場合、USBポートはフルスピード動作を行います。 

HSE＝1を設定した場合、本モジュールはリセットハンドシェークプロト

コルを実行し、その結果に従い自動的に USBポートをハイスピードまたは

フルスピード動作を行います。 

本ビットの変更は、アタッチ検出（ATTCH割り込み検出）後から USBバ

スリセット実行前（USBRESET＝1設定前）の間に行ってください。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

HSE＝0を設定した場合、本モジュールはフルスピード動作を行います。 

HSE＝1を設定した場合、本モジュールはリセットハンドシェークプロト

コルを実行し、その結果に従い自動的にハイスピードまたはフルスピード

動作を行います。 

本ビットの書き換えは、DPRPU＝0のときに行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 DCFM 0 R/W コントローラ機能選択 

本モジュールの機能を選択します。 

0：ファンクションコントローラ機能を選択 

1：ホストコントローラ機能を選択 

本ビットの変更は、DPRPU＝0かつ DRPD＝0のときに行ってください。 

5 DRPD 0 R/W D+／D-ライン抵抗制御 

ホストコントローラ機能選択時、D+／D-ラインのプルダウンの禁止／許可を

指定します。 

0：プルダウン禁止 

1：プルダウン許可 

本ビットの 1への設定は、ホストコントロール機能選択時に行ってください。 

ファンクションコントロール機能選択時は、0を設定してください。 

4 DPRPU 0 R/W D+ライン抵抗制御 

ファンクションコントローラ機能選択時、D+ラインのプルアップの禁止／許

可を指定します。 

0：プルアップ禁止 

1：プルアップ許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に本ビットを 1に設定すると、本モ

ジュールは D+ラインを 3.3Vにプルアップし、USBホストに対してアタッチ

を通知することができます。また、本ビットを 1から 0に変更することによ

り、本モジュールは D+ラインのプルアップを解消しますので、USBホスト

に対してデタッチしたと見せることができます。 

本ビットへの 1設定は、ファンクションコントローラ機能選択時に行ってく

ださい。ホストコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 USBE 0 R/W USBモジュール動作許可 

本モジュールの動作禁止／許可を指定します。 

0：USBモジュール動作禁止 

1：USBモジュール動作許可 

本ビットを 1から 0に変更したときに初期化されるレジスタとビットを表

21.4と表 21.5に示します。 

本ビットの変更は、SCKE＝1のときに行ってください。 

ホストコントローラ機能選択時は、DPRD＝1設定後、LNSTビットのチャタ

リング除去を行い、USBバスの状態が安定したことを確認した後で、USBE

＝1設定を行ってください。 
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表 21.4 USBE＝0書き込みにより初期化されるレジスタ（ファンクションコントローラ機能選択時） 

レジスタ名 ビット名 備  考 

SYSSTS LNST ホストコントローラ機能選択時は値保持 

DVSTCTR RHST  

INTSTS0 DVSQ ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBADDR USBADDR ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USEREQ BRequest、bmRequestType ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBVAL wValue ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBINDX wIndex ホストコントローラ機能選択時は値保持 

USBLENG wLength ホストコントローラ機能選択時は値保持 

 

表 21.5 USBE＝0書き込みにより初期化されるレジスタ（ホストコントローラ機能選択時） 

レジスタ名 ビット名 備  考 

DVSTCTR RHST  

FRMNUM FRNM ファンクションコントローラ機能選択時は値保持 

UFRMNUM UFRNM ファンクションコントローラ機能選択時は値保持 
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21.3.2 CPUバスウェイトレジスタ（BUSWAIT） 

BUSWAITは、CPUから本モジュールに対するアクセスウェイト数を指定します。 

SYSCFGレジスタの SCKEビットが 0の場合であっても、本レジスタへの書き込みは可能です。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0

— — — — — — — — — — ——

1 1

BWAIT[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 BWAIT 

[3:0] 

1111 R/W CPUバスウェイト 

本モジュールに対するアクセスウェイト数を設定します。 

0000～0011：設定禁止 

0100：4ウェイト（アクセスサイクル 6） 

0110：6ウェイト（アクセスサイクル 8） 

 ： 

1111：15ウェイト（アクセスサイクル 17）初期値 

 

本コントローラの H'04アドレス以降のレジスタへのアクセスサイクルには、以下のような制約があります。 

ウェイト制約：本コントローラのレジスタへの連続アクセスのサイクルは、80ns以上でなければなりません。 

本制約を満たすために、入力する SHwyクロックの周波数によりウェイト制御する必要があります。 

初期値は最大値（17クロックサイクル）ですので、最適な設定値を選択してください。 

以下に SHwyクロックのMIN、MAX時の BWAITの計算方法と設定値を示します。 
 

[計算式] 
 

80ns ÷ {(1÷使用SHwyクロック周波数) ÷ 10-9)} －1 
 

[SHwyクロックに対する BWAIT設定値] 

<SHwyクロック> <BWAIT設定値> 

80MHz 0100 

108MHz 0110 
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21.3.3 システムコンフィギュレーションステータスレジスタ（SYSSTS） 

SYSSTSは、USBデータバスのラインステータス（D+および D-ライン）をモニタします。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

1

— — — — — — — — — — —— — —

— —

LNST[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にしてください。 

9～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 LNST[1:0] 不定* R USBデータラインステータスモニタ 

USBデータバスライン（D+ライン、D-ライン）のステータスが表示されま

す。USBデータバスラインステータスを表 21.6に示します。 

本ビットの参照は、ファンクションコントローラ機能選択時にはアタッチ処

理（DPRPU＝1設定）以後、ホストコントローラ機能選択時には、プルダ

ウン許可（DRPD＝1設定）以後に行ってください。 

【注】 * DP、DM端子の状態に依存します。 

 

表 21.6 USBデータバスラインステータス表 

LNST[1] LNST[0] ロースピード動作時 

（ホストコントローラ

機能選択時のみ） 

フルスピード動作時 ハイスピード動作時 Chirp動作時 

0 0 SE0 SE0 Squelch Squelch 

0 1 K-State J-State UnSquelch Chirp J 

1 0 J-State K-State Invalid Chirp K 

1 1 SE1 SE1 Invalid Invalid 

【記号説明】 

 Chirp：ハイスピード動作許可の状態（SYSCFG.HSE＝1）でリセットハンドシェイクプロトコル（RHSP）実行中 

 Squelch：SE0またはアイドル状態 

 UnSquelch：ハイスピード J-Stateまたはハイスピード K-State 

 Chirp J：Chirp J-State 

 Chirp K：Chirp K-State 

 Invalid：無効 
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21.3.4 デバイスステートコントロールレジスタ（DVSTCTR） 

DVSTCTRは、USBデータバスの状態制御および確認をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。USBバスリセットでは、WKUPビットは初期化され、

RESUMEビットは不定になります。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W* R/W R/W R/W R/W R R R R

— — — — — — — WKUP RWUPE USBRST RESUME UACT — RHST[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 WKUP 0 R/W* ウェイクアップ出力 

ファンクションコントロール機能選択時に、USBバス上へのリモートウェイク

アップ（レジューム信号出力）禁止／許可を指定します。 

0：リモートウェイクアップ信号非出力 

1：リモートウェイクアップ信号出力 

本モジュールは、リモートウェイクアップ信号の出力時間を管理しています。

本ビットに 1を設定すると、本モジュールは 10msの K-Stateを出力した後、

本ビットを 0にします。 

USB規格では、リモートウェイクアップ信号の送信までに最短 5msの USBバ

スアイドル状態を保持する必要があります。このため、本モジュールは、サス

ペンド状態を検出した直後に本ビットに 1を書き込んでも、2ms待ってから

K-Stateを出力します。 

本ビットへの 1書き込みは、デバイスステートがサスペンド（INTSTS0.DVSQ

＝1xx）であり、かつ USBホストからリモートウェイクアップが許可されてい

る場合にのみ行ってください。本ビットを 1に設定する場合は、サスペンド中

であっても内部クロックを停止しないでください。（SCKE＝1の状態でWKUP

＝1を書き込んでください。） 

ホストコントロール機能選択時は、0を書き込んでください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 RWUPE 0 R/W ウェイクアップ検出許可 

ホストコントローラ機能選択時に、ダウンポートの周辺デバイスに対して、リ

モートウェイクアップ（レジューム信号出力）の禁止／許可を指定します。 

0：ダウンポートリモートウェイクアップ出力禁止 

1：ダウンポートリモートウェイクアップ許可 

本ビットを 1に設定すると、リモートウェイクアップ信号を検出した場合にダ

ウンポートに対してレジューム信号（2.5μs間の K-State）を検出し、レジュ

ーム処理（K-Stateのドライブ）を行います。 

本ビットを 0に設定した場合、本モジュールが USBポートに接続された周辺デ

バイスからのリモートウェイクアップ信号（K-State）を検出しても無視します。 

本ビットを 1に設定したときには、サスペンド中であっても内部クロックを停

止しないでください（SCKE＝1の状態にしてください）。また、サスペンド状

態からの USBバスリセット実行（USBRST＝1設定）は行わないでください。

USB Specification2.0で禁止されています。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

6 USBRST 0 R/W バスリセット出力 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバスリセット信号の出力制御を行いま

す。 

0：USBバスリセット信号非出力 

1：USBバスリセット信号出力 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットを 1に設定すると、本モジュールは

USBポートの SE0ドライブを行い、USBバスリセット処理を行います。この

とき、HSEビットが 1の場合、Reset Handshake Protocolを実行します。 

本モジュールは、USBRST＝1の期間（ソフトウェアが USBRST＝0を書き込

むまで） SE0出力を継続します。USBRST＝1の期間（USBバスリセット期

間） は USB Specification2.0に準拠した時間を確保してください。 

通信中（UACT＝1）またはレジューム中（RESUME＝1）に本ビットに 1を書

き込んだ場合、本モジュールは UACT＝0かつ RESUME＝0の状態になるまで

USBバスリセットを開始しません。 

USBバスリセット終了（USBRST＝0書き込み）と同時に UACTビットに 1を

書き込んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 RESUME 0 R/W レジューム出力 

ホストコントローラ機能選択時に、レジューム信号の出力制御を行います。 

0：レジューム信号非出力 

1：レジューム信号出力 

本ビットを 1に設定すると、本モジュールはポートを K-Stateドライブし、レ

ジューム出力を行います。 

本モジュールは、RESUME＝1の期間（ソフトウェアが RESUME＝0を書き

込むまで）K-State出力を継続します。 RESUME＝1の期間（レジューム期間）

は USB Specification2.0に準拠した時間を確保してください。 

本ビットへの 1書き込みは、サスペンド中にのみ行ってください。 

レジューム終了（RESUME＝0書き込み）と同時に UACTビットに 1を書き込

んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

4 UACT 0 R/W USBバス許可 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバス動作許可（USBバス上への SOF

またはμSOFパケットの送出制御）を行います。 

0：ダウンポート動作禁止（SOF／μSOF送出禁止） 

1：ダウンポート動作許可（SOF／μSOF送出許可） 

本ビットを 1に設定すると、本モジュールは USBポートを USBバス許可状態

にし、SOF出力およびデータ送受信を行います。 

ソフトウェアが UACT＝1を書き込んでから、1 （マイクロ）フレーム時間以

内に SOF／μSOF出力を開始します。 

本ビットを 0に設定した場合、本モジュールは SOF／μSOF出力後アイドル

状態に遷移します。 

以下の場合に、本モジュールは本ビットを 0に設定します。 

• 通信中（UACT＝1設定時）に DTCH割り込みを検出した場合 

• 通信中（UACT＝1設定時）に EOFERR割り込みを検出した場合 

本ビットへの 1書き込みは、USBリセット処理終了時（USBRST＝0書き込み）、

または、サスペンドからのレジューム処理終了時（RESUME＝0書き込み）の

いずれかのタイミングで行ってください。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 RHST[2:0] 000 R リセットハンドシェイク 

リセットハンドシェイクの状態を表示します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

000：通信速度不定（パワード時あるいは非接続時） 

1xx：リセットハンドシェイク処理中 

001：ロースピード接続時 

010：フルスピード接続時 

011：ハイスピード接続時 

ソフトウェアで USBRST＝1書き込み後、本ビットは 100を示します。 

ポートに対して HSE＝1を設定している場合、本モジュールが周辺デバイスか

らの ChirpKを検出した時点で、本ビットは 111を示します。 

ソフトウェアが USBRST＝0を書き込み、本モジュールが SE0ドライブを終了

した時点で、本モジュールは RHSTビットの値を確定します。 

(2) ファンクションコントロール機能選択時 

000：通信速度不定 

100：リセットハンドシェイク処理中 

010：フルスピード接続時 

011：ハイスピード接続時 

HSE＝1を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセットを検出すると、

本ビットは 100を示します。その後、本モジュールが ChirpKを出力し、USB

ホストからの ChirpJKを３回検出した時点で本ビットは 011を示します。

ChirpK出力後、2.5ms以内にハイスピードに確定しなければ、本ビットは 010

を示します。 

HSE＝0を設定している場合、本モジュールがUSBバスリセットを検出すると、

本ビットは 010を示します。 

本モジュールが USBバスリセットを検出後、RHSTビットが 010または 011

に確定した時点で、DVST割り込みが発生します。 

【注】 * 1書き込みのみ有効です。 
 

21.3.5 テストモードレジスタ（TESTMODE） 

TESTMODEは、ハイスピード動作時の USBテスト信号出力を制御します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — UTST[3:0]
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 UTST[3:0] 0000 R/W テストモード 

本ビットに値を書き込むことにより、本モジュールは、ハイスピード動作時の

USBテスト信号を出力します。 

表 21.7に本モジュールのテストモード動作表を示します。 

 
(1) ホストコントローラ機能選択時 

DRPD＝1書き込み後に本ビットの設定が可能です。DPRD＝1かつ UACT＝1

を設定した USBポートに対して、本モジュールは波形出力を行います。また、

USBポートに対してハイスピード終端を行います。 

• UTSTビット設定手順は以下のとおりです。 

1. パワーオンリセット 

2. クロック起動（水晶発振および USB PLL安定後 SCKEビットに 1を設定） 

3. DCFM＝1、DPRD＝1（HSE＝1の設定は必要ありません。） 

4. USBE＝1 

5. UTSTビットにテスト内容に応じた値を設定 

6. UACTビットに 1を設定 

• UTSTビット変更手順は以下のとおりです。 

1.（上記 6.の状態で）UACT＝0、USBE＝0 

2. USBE＝1 

3. UTSTビットにテスト内容に応じた値を設定 

4. UACTビットに 1を設定 

Test_SE0_NAK（1011）設定時は、UACT＝1を設定したポートに対しても本

モジュールは SOFパケットを出力しません。 

Test_Force_Enable（1101）設定時は、UACT＝1を設定したポートに対して、

本モジュールは SOFパケットを出力します。また、本モード設定時には、本モ

ジュールがハイスピードディスコネクトを検出（DTCH割り込みを検出）して

も本モジュールは検出に付随するハードウェア制御を行いません。 

UTSTビットを設定する場合は、すべてのパイプの PIDビットに NAKを設定に

してください。 

テストモード設定後、通常の USB通信を行う場合は、パワーオンリセットを実

施してください。 

 
(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

ハイスピード通信時の USBホストからの SetFeatureリクエストに従って本ビ

ットを書き込んでください。 

本ビットに 0001～0100を設定している時には、本モジュールはサスペンド状

態へ遷移しません。 
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表 21.7 テストモード動作表 

UTSTビット設定 テストモード 

ファンクションコントローラ機能選択時 ホストコントローラ機能選択時 

通常動作 0000 0000 

Test_J 0001 1001 

Test_K 0010 1010 

Test_SE0_NAK 0011 1011 

Test_Packet 0100 1100 

Test_Force_Enable － 1101 

Reserved 0101～0111 1110～1111 

 

21.3.6 DMA-FIFOバスコンフィグレーションレジスタ（D0FBCFG、D1FBCFG） 

D0FBCFGレジスタは、DMA0-FIFOのバスアクセス制御を、D1FBCFGレジスタは、DMA1-FIFOのバスアクセ

ス制御を行うレジスタです。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W R/W R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — —DFACC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 DFACC 00 R/W DMAn-FIFOバッファアクセスモード（n＝0、1） 

DMA0-FIFOあるいは DMA1-FIFO ポートのアクセスモードを指定 

00：サイクルスチルモード（初期値） 

01：16バイト連続アクセスモード 

10：32バイト連続アクセスモード 

11：無効 

11～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.7 FIFOポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO） 

CFIFO、D0FIFO、D1FIFOは、FIFOバッファメモリへのデータ読み出し／書き込みを行うポートレジスタです。 

FIFOポートには、CFIFO、D0FIFO、D1FIFOの 3つのポートがあります。各 FIFOポートは、FIFOバッファメ

モリへのデータリード／ライトを行う本ポートレジスタ（CFIFO、D0FIFO、D1FIFO）以外に、FIFOポートに割

り当てるパイプを選択する選択レジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL）、コントロールレジスタ

（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTR）で構成されています。 

各 FIFOポートには、下記に示す特徴があります。 

•   DCP用FIFOバッファへのアクセスは、CFIFOポートを通して行ってください。 

• DMA転送によるFIFOバッファアクセスはD0FIFOあるいはD1FIFOポートを通して行ってください。 

• CPUによるD1FIFOあるいはD0FIFOポートアクセスも可能です。 

• FIFOポート固有の機能を使用する場合は、CURPIPEビットに設定するパイプ番号（選択パイプ）を変更でき

ません（DMA転送機能使用時など）。 

• FIFOポートを構成するレジスタ群は、他のFIFOポートに影響を与えることはありません。 

• 同一パイプを別々のFIFOポートに割り当てないでください。 

• FIFOバッファの状況には、アクセス権がCPU側にある場合とSIE側にある場合の２種類があります。FIFOバ

ッファのアクセス権がSIE側にある場合は、CPUからアクセスができません。 

• 表21.2のD0FIFOポートレジスタ、D1FIFOポートレジスタに記載してあるH'FE40 0180とH'FE40 01C0は16/32

バイト連続アクセス用のアドレスです。16/32バイト連続アクセスを行う場合は必ずビット幅を32ビット幅で

行ってください。エンディアンはどちらでも構いません。 

CFIFOにCPUアクセス、D0FIFOあるいはD1FIFOに対して、サイクルスチールもしくはCPUアクセスを行う場

合は、H'FE40 0014、H'FE40 0018あるいはH'FE40 001Cにアクセスしてください。 

ただし、C/D0/D1FIFOに対してリトルエンディアンで32ビット幅以外のビット幅でアクセスする場合はアド

レスが変更になります。詳細は表21.8～表21.10を参照してください。 

 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[31:16] 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FIFOPORT[15:0] 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 FIFOPORT 

[31:0] 

すべて 0 R/W FIFOポート 

本ビットにアクセスすることにより、FIFOバッファからの受信データを読み

出し、もしくは FIFOバッファへの送信データの書き込みを行います。 

本レジスタへのアクセスは、各コントロールレジスタ（CFIFOCTR、

D0FIFOCTRまたは D1FIFOCTR）の FRDYビットが 1を示しているときのみ

可能です。 

本レジスタの有効ビットは、MBWビットの設定値および BIGENDビットの設

定値により異なります。有効ビットを、表 21.8～表 21.10に示します。 

 

表 21.8 32ビットアクセス時のエンディアン動作表 

アクセスアドレス BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

CFIFO D0FIFO D1FIFO 

0 N+3アドレス N+2アドレス N+1アドレス N+0アドレス 

1 N+0アドレス N+1アドレス N+2アドレス N+3アドレス 

H'FE40 0014 H'FE40 0018 H'FE40 001C 

 

表 21.9 16ビットアクセス時のエンディアン動作表 

アクセスアドレス BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

CFIFO D0FIFO D1FIFO 

0 書き込み：無効、読み出し：禁止* N+1アドレス N+0アドレス H'FE40 0016 H'FE40 001A H'FE40 001E 

1 N+0アドレス N+1アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止* H'FE40 0014 H'FE40 0018 H'FE40 001C 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 

 

表 21.10 8ビットアクセス時のエンディアン動作表 

アクセスサイズ BIGENDビット ビット 31～24 ビット 23～16 ビット 15～8 ビット 7～0 

CFIO D0FIFO D1FIFO 

0 書き込み：無効、読み出し：禁止* N+0アドレス H'FE40 0017 H'FE40 001B H'FE40 001F 

1 N+0アドレス 書き込み：無効、読み出し：禁止* H'FE40 0014 H'FE40 0018 H'FE40 001C 

【注】 * 無効レジスタへのワードリードまたはバイトリードは禁止です。 
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21.3.8 FIFOポート選択レジスタ（CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL） 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSEL は、FIFOポートに割り当てるパイプの選択、各 FIFOポートへのアクセ

スの制御をします。 

CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSELの CURPIPEビットに同一のパイプを指定しないでください。また、

D0FIFOSEL、D1FIFOSELレジスタの CURPIPEビットの設定が B'000の場合には、パイプ指定なしとなります。 

なお、DMA転送許可状態でパイプ番号の変更は行わないでください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

（1） CFIFOSEL 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R/W R/W R R/W R R R/W R R/W R/W R/W R/WR/W*

RCNT REW — — MBW[1:0] — — — ISELBIGEND — CURPIPE[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

CFIFOCTRレジスタの DTLNビットの読み出しモードを指定します。 

0：CFIFOの全受信データ読み出し終了時に DTLNビットを 0クリア 

 （ダブルバッファの場合は一面のみ読み出し終了時） 

1：CFIFO受信データ読み出しごとに DTLNビットをカウントダウン 

14 REW 0 R/W* バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

選択パイプが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFOバッファの最初のデータから読み出しを行うことができま

す（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータからの再読み出

し可能状態になります）。 

REW＝1の設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。

REW＝1の設定は、必ず FRDY＝1であることを確認してから行ってください。 

送信方向のパイプに対して FIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり

直す場合は、BCLRビットを使用してください。 

13、12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 MBW[1:0] 00 R/W CFIFOポートアクセスビット幅 

CFIFOポートへのアクセスビット幅を指定します。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

選択パイプが受信方向の場合、本ビットの設定後読み出しを開始したときには、

すべてのデータの読み出しが完了するまで MBWビットの変更を行わないでく

ださい。 

また選択パイプが受信方向の場合、CURPIPEビットとMBWビットを同時に

設定してください。 

選択パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8ビ

ット幅から 16ビット幅／32ビット幅、または 16 ビット幅から 32ビット幅へ

のビット幅切り替えは行えません。 

8ビット／16ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、奇数

バイトの書き込みは可能です。 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 BIGEND 0 R/W CFIFOポートエンディアン制御 

CFIFOポートのバイトエンディアンを指定します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 ISEL 0 R/W DCP選択時の CFIFOポートアクセス方向 

0：バッファメモリ読み出し選択 

1：バッファメモリ書き込み選択 

選択パイプが DCPのときに、本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込

み後、読み出しを行い、書き込み値と読み出し値が一致することを確認してか

ら、次の処理に進んでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまで

のアクセスを保持し、本ビットの設定を書き戻し後、続けてアクセスする事が

できます。 

本ビットの設定は、CURPIPEビットの設定と同時に行ってください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 CURPIPE 

[3:0] 

0000 R/W CFIFOポートアクセスパイプ指定 

CFIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いたいパイプ番号

を設定してください。 

0000：DCP 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き

込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでくださ

い。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの

CURPIPEビットに同じパイプ番号を設定しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それまで

のアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスすることができ

ます。 

【注】 * 0読み出しのみ有効です。 
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（2） D0FIFOSEL、D1FIFOSEL 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W* R/W R/W R/W R/W R R/W R R R R R/W R/W R/W R/W

RCNT REW DCLRM DREQE MBW[1:0] BIG
END — — — CURPIPE[3:0]— —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 RCNT 0 R/W リードカウントモード 

DnFIFOCTRレジスタの DTLNビットの読み出しモードを指定します。 

0：DnFIFOの全受信データ読み出し終了時に DTLNビットを 0クリア 

 （ダブルバッファの場合は一面分の読み出し終了時） 

1：DnFIFO受信データ読み出しごとに DTLNビットカウントダウン 

BFREビットに 1を設定して DnFIFOにアクセスを行う場合は、本ビットに 0

を設定してください。 

14 REW 0 R/W*1 バッファポインタリワインド 

バッファポインタのリワインドをする／しないを指定します。 

0：バッファポインタリワインドしない 

1：バッファポインタリワインドする 

選択パイプが受信方向の場合に、FIFOバッファの読み出し中に本ビットに 1

を設定すると、FIFOバッファの最初のデータから読み出しを行うことができ

ます（ダブルバッファの場合は読み出し中の一面の最初のデータからの再読み

出し可能状態になります）。 

REW＝1の設定と CURPIPEビットの設定変更を同時に行わないでください。

REW＝1の設定は、必ず FRDY＝1であることを確認してから行ってくださ

い。 

BFREビットに 1を設定して DnFIFOにアクセスを行う場合は、ショートパケ

ットデータを読み出し終えた状態で本ビットに 1を設定しないでください。 

送信方向のパイプに対してFIFOバッファの最初のデータから書き込みをやり

直す場合は、BCLRビットを使用してください。 

13 DCLRM 0 R/W 選択パイプのデータ読み出し後の自動バッファメモリクリアモード 

選択パイプのデータ読み出し後、自動バッファメモリクリアの禁止／許可を指

定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可 

本ビットに 1を設定した場合、選択パイプに割り当てた FIFOバッファが空の

状態で Zero-Length packetを受信したとき、または BFRE＝1設定時にショー

トパケット受信しデータ読み出しを完了時に、FIFOバッファへの BCLR＝1

処理を本モジュールが行います。 

BRDYM＝1に設定して本モジュールを使用するときには、必ず本ビットに 0

を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DREQE 0 R/W DMA転送要求許可 

DMA転送要求発行の禁止／許可を指定します。 

0：DMA転送要求禁止 

1：DMA転送要求許可 

DMA転送要求発行を許可する場合、CURPIPEビット設定後に本ビットに 1

を設定してください。 

CURPIPEビット設定を変更するときには、本ビットに 0を設定した後で変更

を行ってください。 

11、10 MBW[1:0] 00 R/W FIFOポートアクセスビット幅 

DnFIFOポートアクセスビット幅を指定します。 

00：8ビット幅 

01：16ビット幅 

10：32ビット幅 

11：設定禁止 

選択パイプが受信方向の場合、本ビットの設定後読み出しを開始したときに

は、すべてのデータの読み出しが完了するまで MBWビットの変更を行わない

でください。 

また選択パイプが受信方向の場合、CURPIPEビットとMBWビットを同時に

設定してください。 

指定パイプが送信方向の場合、バッファメモリへの書き込み処理実行中に 8

ビット幅から 16ビット幅／32ビット幅、または 16 ビット幅から 32ビット

幅へのビット幅切り替えは行えません。 

8ビット／16ビット幅の設定でも、バイトアクセス制御することにより、奇

数バイトの書き込みは可能です。 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 BIGEND 0 R/W FIFOポートエンディアン制御 

DnFIFOポートのバイトエンディアンを指定します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 

7～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 CURPIPE 

[3:0] 

0000 R/W FIFOポートアクセスパイプ指定 

D0FIFO／D1FIFOポート経由で、データの読み出しまたは書き込みを行いた

いパイプ番号を設定してください。 

0000：指定なし 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットを変更するときは、本ビットへの書き込み後、読み出しを行い、書き

込み値と読み出し値が一致することを確認してから、次の処理に進んでくださ

い。 

CFIFOSELレジスタ、D0FIFOSELレジスタおよび D1FIFOSELレジスタの

CURPIPEビットに同じパイプ番号を設定しないでください。 

FIFOバッファへのアクセスの途中で本ビットの設定を変更した場合、それま

でのアクセスを保持し、本ビットの書き戻し後、続けてアクセスする事ができ

ます。 

【注】 * 0読み出しのみ有効です。 
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21.3.9 FIFOポートコントロールレジスタ（CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTR） 

CFIFOCTR、D0FIFOCTR、D1FIFOCTRは、バッファメモリの書き込み終了、CPU側バッファクリア、および

FIFOポートアクセス可能かどうかを設定するレジスタです。本レジスタには、各 FIFOポートに対応しています。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W*2 R/W*1 R R R R R R R R R R R R R R

BVAL BCLR FRDY — DTLN[11:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BVAL 0 R/W*2 バッファメモリ有効フラグ 

CURPIPEに指定したパイプ（選択パイプ）の CPU側の FIFOバッファの書き

込み終了時に 1を指定します。 

0：無効 

1：書き込み終了 

選択パイプが送信方向のとき、以下の場合に本ビットに 1を設定してください。

本モジュールはCPU側の FIFOバッファをSIE側にし、送信可能状態にします。 

• ショートパケットの送信を行いたいとき、データ書き込み終了時に本ビット

に 1を設定 

• Zero-Lengthパケットの送信を行いたいとき、FIFOバッファへデータを書き

込む前に本ビットに 1を設定 

• 連続転送モードのパイプに対して、MaxPacketSizeの自然数倍かつBufferSize

未満のデータ書き込み後に本ビットに 1を設定 

連続転送モードのパイプに対して MaxPacketSize分のデータを書き込むと、本

モジュールが本ビットを 1にし、CPU側の FIFOバッファを SIE側にして、送

信可能状態にします。 

本ビットへの 1書き込みは、本モジュールが FRDY＝1を示しているときに実

施してください。 

選択パイプが受信方向のときには、本ビットへの 1書き込みを行わないでくだ

さい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 BCLR 0 R/W*1 CPUバッファクリア 

選択パイプの CPU側の FIFOバッファをクリアする場合に 1を指定します。 

0：無効 

1：CPU側バッファメモリクリア 

選択パイプにアサインされている FIFOバッファがダブルバッファ設定の場合

で、両面共に読み出し可能状態である場合でも、本モジュールは片面の FIFO

バッファのみをクリアします。 

選択パイプが DCPの場合は、FIFOバッファが CPU側、SIE側にかかわらず、

BCLR＝1設定により本モジュールは FIFOバッファをクリアします。SIE側の

バッファをクリアするときには、DCPの PIDビットを必ず NAKに設定した後

で BCLR＝1を行ってください。 

選択パイプが送信方向の場合、BVALビットと BCLRビットへ同時に 1を書き

込んだ場合には、本モジュールはそれ以前に書き込んだデータをクリアし、

Zero-Length パケットを送信可能な状態にします。 

選択パイプが DCP以外の場合、本ビットへの 1書き込みは、本モジュールが

FRDY＝1を示しているときに実施してください。 

13 FRDY 0 R FIFOポートレディ 

CPU（DMAC）から FIFOポートにアクセス可能かどうかが表示されます。 

0：FIFOポートアクセス不可 

1：FIFOポートアクセス可能 

以下の場合には、本モジュールは FRDY＝1を表示しますが、読み出すべきデ

ータがないため FIFOポートからのデータ読み出しはできません。これらのケ

ースでは、BCLR＝1を設定して FIFOバッファのクリアを行い、次のデータ送

受信を行える状態にしてください。 

• 選択パイプにアサインされている FIFOバッファが空の状態で Zero-Length 

パケット受信した場合。 

• BFRE＝1設定時に、ショートパケットを受信し、データ読み出しを完了した

場合。 

12 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11～0 DTLN 

[11:0] 

H'000 R 受信データ長 

受信データ長が表示されます。 

FIFOバッファ読み出し中の本ビットの値は、RCNTビットの設定値により以下

のように異なります。 

• RCNT＝0設定時： 

CPU（DMAC）が FIFOバッファ 1面分の受信データを読み出し完了するま

で、本モジュールは受信データ長を本ビットに表示します。 

BFRE＝1設定時には、読み出しが完了しても BCLR＝1を行うまでは本モジ

ュールは受信データ長を保持します。 

• RCNT＝1設定時： 

読み出し毎に本モジュールは DTLNビットの表示をダウンカウントします。

（MBW＝0設定時は-1、MBW＝1設定時は-2ずつダウンカウント） 

1面分の FIFOバッファ読み出し完了時に、本モジュールは DTLN＝0を表示し

ます。ただし、ダブルバッファ設定時かつ FIFOバッファ 1面分の受信データ

の読み出しを完了する前にもう 1面分の FIFOバッファに受信完了した場合は、

先の 1面分の読み出し完了時に後の 1面分の受信データ長を DTLNビットに表

示します。 

RCNT＝1設定時に、FIFOバッファ読み出し途中で本ビットの値を読み出すと

きには、FIFOポートへのリードサイクル後 150ns後までに本モジュールは本

ビットの更新値を表示します。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 
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21.3.10 割り込み許可レジスタ 0（INTENB0） 

INTENB0は、各割り込みマスクの指定を行います。ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したビットに対応す

る割り込みを本モジュールが検出した場合に、本モジュールは USB割り込みを発生します。 

本モジュールは、本レジスタの設定値（割り込み通知の禁止／許可）にかかわらず、各割り込み要因の検出条

件を満たしたときに INTSTS0レジスタの対応するステータスビットに 1を表示します。 

各割り込み要因に対応する INTSTS0レジスタのステータスビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは USB割り込み発生します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

VBSE RSME SOFE DVSE CTRE BEMPE NRDYE BRDYE — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBSE 0 R/W VBUS割り込み許可 

VBINT割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

14 RSME 0 R/W レジューム割り込み許可* 

RESM割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

13 SOFE 0 R/W フレーム番号更新割り込み許可 

SOFR割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

12 DVSE 0 R/W デバイスステート遷移割り込み許可* 

DVST割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

11 CTRE 0 R/W コントロール転送ステージ遷移割り込み許可* 

CTRT割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

10 BEMPE 0 R/W バッファエンプティ割り込み許可 

BEMP割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NRDYE 0 R/W バッファノットレディ応答割り込み許可 

NRDY割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 BRDYE 0 R/W バッファレディ割り込み許可 

BRDY割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * RSMEビット、DVSEビットおよび CTREビットは、ファンクションコントロール機能選択時のみ設定ができます。

ホストコントローラ機能選択時は、許可を行わないでください。 
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21.3.11 割り込み許可レジスタ 1（INTENB1） 

INTENB1は、ホストコントローラ機能選択時の割り込みマスクの設定を行います。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したビットに対応する割り込みを本モジュールが検出した場合に、本モ

ジュールは USB割り込みを発生します。 

本モジュールは、本レジスタの設定値（割り込み通知の禁止／許可） にかかわらず、各割り込み要因の検出条

件を満たしたときに INTSTS1レジスタの対応するステータスビットに 1を表示します。 

各割り込み要因に対応する INTSTS1レジスタのステータスビットが 1を示している状態で、ソフトウェアが本

レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは USB割り込み発生します。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、割り込み許可を行わないでください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R R R R

— BCHGE — DTCHE ATT
CHE — — — EOF

ERRE SIGNE SACKE — — — ——

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 BCHGE 0 R/W USBバス変化割り込み許可 

BCHG割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 DTCHE 0 R/W 切断検出割り込み許可 

DTCH割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

11 ATTCHE 0 R/W 接続検出割り込み許可 

ATTCHE割り込み検出時の USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

10～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 EOFERRE 0 R/W EOFエラー検出割り込み許可 

EOFERR割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 SIGNE 0 R/W セットアップトランザクションエラー割り込み許可 

SIGN割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 SACKE 0 R/W セットアップトランザクション正常応答割り込み許可 

SACK割り込み検出時、USB割り込み出力の禁止／許可を指定します。 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 INTENB1レジスタによる割り込み許可は、ホストコントロール機能選択時のみ設定ができます。ファンクションコント

ローラ機能選択時は、許可を行わないでください。 
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21.3.12 BRDY割り込み許可レジスタ（BRDYENB） 

BRDYENBは、各パイプの BRDY割り込み検出時に、INTSTS0レジスタの BRDYビットを１に設定することを

禁止するか／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに1を設定したパイプに対して、本モジュールがBRDY割り込みを検出した場合に、

本モジュールは BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジスタの

BRDYビットに 1を表示し、BRDY割り込みを発生します。 

BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットの少なくともひとつのビットが 1を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは BRDY割り込みを発生し

ます。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
BRDYE

PIPE8
BRDYE

PIPE7
BRDYE

PIPE6
BRDYE

PIPE5
BRDYE

PIPE4
BRDYE

PIPE3
BRDYE

PIPE2
BRDYE

PIPE1
BRDYE

PIPE0
BRDYE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BRDYE 0 R/W パイプ 9の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8BRDYE 0 R/W パイプ 8の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7BRDYE 0 R/W パイプ 7の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6BRDYE 0 R/W パイプ 6の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5BRDYE 0 R/W パイプ 5の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4BRDYE 0 R/W パイプ 4の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

 



 

21. USB2.0ホスト／ファンクションモジュール（USB） 

21-36  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PIPE3BRDYE 0 R/W パイプ 3の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

2 PIPE2BRDYE 0 R/W パイプ 2の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1BRDYE 0 R/W パイプ 1の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0BRDYE 0 R/W パイプ 0の BRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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21.3.13 NRDY割り込み許可レジスタ（NRDYENB） 

NRDYENBは、各パイプの NRDY割り込み検出時に INTSTS0レジスタの NRDYビットを 1に設定することを

禁止する／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本モジュールが NRDY割り込み要因を検出した場

合に、本モジュールは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジス

タの NRDYビットに 1を表示し、NRDY割り込みを発生します。 

NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの少なくともひとつのビットが 1を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは NRDY割り込みを発生し

ます。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
NRDYE

PIPE8
NRDYE

PIPE7
NRDYE

PIPE6
NRDYE

PIPE5
NRDYE

PIPE4
NRDYE

PIPE3
NRDYE

PIPE2
NRDYE

PIPE1
NRDYE

PIPE0
NRDYE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9NRDYE 0 R/W パイプ 9の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8NRDYE 0 R/W パイプ 8の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7NRDYE 0 R/W パイプ 7の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6NRDYE 0 R/W パイプ 6の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5NRDYE 0 R/W パイプ 5の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4NRDYE 0 R/W パイプ 4の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PIPE3NRDYE 0 R/W パイプ 3の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

2 PIPE2NRDYE 0 R/W パイプ 2の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1NRDYE 0 R/W パイプ 1の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0NRDYE 0 R/W パイプ 0の NRDY割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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21.3.14 BEMP割り込み許可レジスタ（BEMPENB） 

BEMPENBは、各パイプの BEMP割り込み検出時に INTSTS0レジスタの BEMPビットを 1に設定することを

禁止する／許可するかを指定します。 

ソフトウェアが本レジスタに 1を設定したパイプに対して、本モジュールが BEMP割り込み要因を検出した場

合に、本モジュールは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに 1を表示し、INTSTS0レジス

タの BEMPビットに 1を表示し、BEMP割り込みを発生します。 

BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの少なくともひとつのビットが 1を示している状態で、ソフトウェア

が本レジスタの対応する割り込み許可ビットを 0から 1に変更すれば、本モジュールは BEMP割り込みを発生し

ます。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— — — — — — PIPE9
BEMPE

PIPE8
BEMPE

PIPE7
BEMPE

PIPE6
BEMPE

PIPE5
BEMPE

PIPE4
BEMPE

PIPE3
BEMPE

PIPE2
BEMPE

PIPE1
BEMPE

PIPE0
BEMPE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BEMPE 0 R/W パイプ 9の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

8 PIPE8BEMPE 0 R/W パイプ 8の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

7 PIPE7BEMPE 0 R/W パイプ 7の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

6 PIPE6BEMPE 0 R/W パイプ 6の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

5 PIPE5BEMPE 0 R/W パイプ 5の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

4 PIPE4BEMPE 0 R/W パイプ 4の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 PIPE3BEMPE 0 R/W パイプ 3の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

2 PIPE2BEMPE 0 R/W パイプ 2の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

1 PIPE1BEMPE 0 R/W パイプ 1の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 

0 PIPE0BEMPE 0 R/W パイプ 0の BEMP割り込み許可 

0：割り込み出力禁止 

1：割り込み出力許可 
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21.3.15 SOF制御レジスタ（SOFCFG） 

SOFCFGは、トランザクションの有効期間や BRDY割り込みステータスクリアタイミングなどを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 *0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R RR RR R

— — — — — — — —TRNEN 
SEL — —— —— —BRDYM

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 TRNENSEL 0 R/W トランザクション有効期限切り替えビット 

フルスピードまたはロースピード通信中のポートにおいて、1フレーム中に

本モジュールがトークン発行を行う期間（トランザクション有効期間）を指

定します。 

0：ロースピード未対応 

1：ロースピード対応 

本ビットは、ホストコントロール機能選択時のみ有効です。また、ホストコ

ントロール機能選択時であってもハイスピードのトランザクション有効期

間には影響しません。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、0を設定してください。 

7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 BRDYM 0 R/W 各パイプの BRDY割り込みステータスクリアタイミング設定 

各パイプの BRDY割り込みステータスをクリアするタイミングを指定しま

す。 

0：ソフトウェアがステータスをクリア 

1：FIFOバッファの読み出しまたは FIFOバッファへの書き込み動作によ

り本モジュールがステータスをクリア 

5 －  0* R リザーブビット 

本ビットはリザーブビットです。直前に読み出した値を書き込むようにして

ください。 

【注】パワーオンリセット直後の初期値は 0ですが、本モジュールの初期化

ルーチンで必ず 1に設定してください。 

4～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 * パワーオンリセット直後の初期値は 0ですが、本モジュールの初期化ルーチンで必ず 1に設定してください。 
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21.3.16 割り込みステータスレジスタ 0（INTSTS0） 

INTSTS0は、各検出された割り込みのステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで DVSQ[2:0]ビットは初期化

されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 *3 *2 *2 *2 0 0 0 0
R/W*7 R/W*7 R/W*7 R/W*7 R/W*7 R R R R R R R R/W*7 R R R

VBINT RESM SOFR DVST CTRT BEMP NRDY BRDY VBSTS DVSQ[2:0] VALID CTSQ[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 VBINT 0 R/W*7 VBUS割り込みステータス*4*5 

0：VBUS割り込み非発生 

1：VBUS割り込み発生 

本モジュールが VBUS端子入力値の変化（ハイレベルからローレベルへの変

化あるいはローレベルからハイレベルへの変化） を検出したときに、本ビ

ットに 1を表示します。本モジュールは VBUS端子の入力値を、VBSTSビ

ットに表示します。VBINT割り込み発生時は、ソフトウェアで VBSTSビッ

ト読み出しの数度一致を行い、チャタリング除去を実施してください。 

14 RESM 0 R/W*7 レジューム割り込みステータス*4*5*6 

0：レジューム割り込み非発生 

1：レジューム割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがサスペンド状態 

（DVSQ＝1XX) であり、かつ、DP端子の立ち下りを検出したときに、本ビ

ットに 1を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

13 SOFR 0 R/W*7 フレーム番号更新割り込みステータス*4 

0：SOF割り込み非発生 

1：SOF割り込み発生 

(1) ホストコントローラ機能設定時 

ソフトウェアが UACTビットを 1に設定しているとき、フレームナンバー

の更新タイミングで本ビットに 1を表示します。（本割り込みは、1ms毎

に検出します。） 

(2) ファンクションコントローラ機能設定時 

フレームナンバーの更新時に本モジュールは本ビットに 1を表示します。

（本割り込みは、1ms毎に検出します。） 

USBホストからの SOFパケットが破損したときでも、内部補間により、

本モジュールは SOFR割り込みを検出します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DVST 0/1*1 R/W*7 デバイスステート遷移割り込みステータス*4*6 

0：デバイスステート遷移割り込み非発生 

1：デバイスステート遷移割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがデバイスステート

の変化を検出したときに、本モジュールは DVSQの値を更新し、本ビット

に 1を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本モジュールが次のデバイスステートステ

ート遷移を検出する前に、ステータスクリアを実施してください。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

11 CTRT 0 R/W*7 コントロール転送ステージ遷移割り込みステータス*4*6 

0：コントロール転送ステージ遷移割り込み非発生 

1：コントロール転送ステージ遷移割り込み発生 

ファンクションコントローラ機能設定時、本モジュールがコントロール転送

のステージ遷移を検出したときに、本モジュールは CTSQの値を更新し、

本ビットに 1を表示します。 

本割り込みが発生したときには、本モジュールがコントロール転送の次のス

テージ遷移を検出するまでに、ステータスクリアを実施してください。 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

10 BEMP 0 R バッファエンプティ割り込みステータス 

0：BEMP割り込み非発生 

1：BEMP割り込み発生 

BEMPENBレジスタの PIPEBEMPEビットに 1を設定したパイプに対応す

る BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットのうち、少なくともひとつが 1

の状態になったとき（ソフトウェアが BEMP割り込み通知を許可したパイ

プのうち少なくともひとつに対し本モジュールが BEMP割り込み状態を検

出したとき）に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPEBEMPステータスのアサート条件は、「21.4.2(3) BEMP割り込み」を

参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBEMPEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPEBEMPビットすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビットを

0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 NRDY 0 R バッファノットレディ割り込みステータス 

0：NRDY割り込み非発生 

1：NRDY割り込み発生 

NRDYENBレジスタの PIPENRDYEビットに 1を設定したパイプに対応す

る NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットのうち、少なくともひとつが 1

の状態になったとき（ソフトウェアが NRDY割り込み通知を許可したパイ

プのうち少なくともひとつに対し本モジュールが NRDY割り込み状態を検

出したとき） に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPENRDYステータスのアサート条件は、「21.4.2(2) NRDY割り込み」を

参照ください。 

ソフトウェアが、PIPENRDYEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPENRDYビットのすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビット

を 0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 

8 BRDY 0 R バッファレディ割り込みステータス 

BRDY割り込みステータスが表示されます。 

0：BRDY割り込み非発生 

1：BRDY割り込み発生 

BRDYENBレジスタの PIPEBRDYEビットに 1を設定したパイプに対応す

る BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットのうち、少なくともひとつが 1

の状態になったとき（ソフトウェアが BRDY割り込み通知を許可したパイ

プのうち少なくともひとつに対し本モジュールが BRDY割り込み状態を検

出したとき）に、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

PIPEBRDYステータスのアサート条件は、「21.4.2(1) BRDY割り込み」を

参照ください。 

ソフトウェアが、PIPEBRDYEビットで許可を設定しているパイプに対応す

る PIPEBRDYビットのすべてに 0を書き込むと、本モジュールは本ビット

を 0にクリアします。 

ソフトウェアが本ビットに対して 0を書き込んでも、本ビットの 0クリアを

行うことはできません。 

7 VBSTS 0／1*3 R VBUS入力ステータス 

0：VBUS端子がローレベル 

1：VBUS端子がハイレベル 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～4 DVSQ[2:0] 000/001*2 R デバイスステート 

000：パワードステート 

001：デフォルトステート 

010：アドレスステート 

011：コンフィギュレーションステート 

1xx：サスペンドステート 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

3 VALID 0 R/W*7 USBリクエスト受信 

0：未検出 

1：セットアップパケット受信 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

2～0 CTSQ[2:0] 000 R コントロール転送ステージ 

000：アイドルまたはセットアップステージ 

001：コントロールリードデータステージ 

010：コントロールリードステータスステージ 

011：コントロールライトデータステージ 

100：コントロールライトステータスステージ 

101：コントロールライト（NoData）ステータスステージ 

110：コントロール転送シーケンスエラー 

111：設定禁止 

ホストコントローラ機能選択時、読み出し値は無効です。 

【注】 *1 パワーオンリセットのとき B'0、USBバスリセットのとき B'1です。 

 *2 パワーオンリセットのとき B'000、USBバスリセットのとき B'001です。 

 *3 VBUS端子がハイレベルのとき 1、ローレベルのとき 0です。 

 *4 VBINTビット、RESMビット、SOFRビット、DVSTビット、または CTRTビットをクリアする場合は、クリア

したいビットにのみ 0を、その他のビットには 1を書き込んでください。0を示しているステータスビットへの 0

の書き込みを行わないでください。 

 *5 VBINTビット、RESMビットが示すステータス変化をクロック停止中（SCKE＝0）でも検出し、対応する割り込

みが許可されていれば割り込みを通知します。ソフトウェアによるステータスのクリアはクロック許可後に行って

ください。 

 *6 RESMビット、DVSTビット、CTRTビットのステータス変化は、ファンクションコントロール機能選択時のみ発

生します。ファンクションコントローラ機能選択時には対応する割り込み許可ビットを禁止（0）にしてください。 

 *7 0書き込みのみ有効です。 
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21.3.17 割り込みステータスレジスタ 1（INTSTS1） 

INTSTS1は、各割り込みのステータスを確認するレジスタです。 

なお、ファンクションコントローラ機能選択時は INTSTS0レジスタ、ホストコントローラ機能選択時は INTSTS1

レジスタを利用することにより、どちらか片方のレジスタのみを参照することで割り込みの発生を知ることがで

きます。 

本レジスタの各ビットが示すステータス変化による割り込みは、ホストコントローラ機能選択時のみ許可して

ください。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W*1 R R/W*1 R/W*1 R R R R R/W*1 R/W*1 R/W*1 R R R R

— BCHG — DTCH ATTCH — — — — EOF
ERR SIGN SACK — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 BCHG 0 R/W*1 USBバス変化割り込みステータス 

USBバス変化割り込みステータスが表示されます。 

0：BCHG割り込み非発生 

1：BCHG割り込み発生 

USBポートでフルスピード／ロースピード信号レベルでの状態変化が発生

した （J-State、K-State、またはSE0のいずれかの状態から、J-State、K-State、

または SE0のいずれかの状態に変化した）ときに、本モジュールは BCHG

割り込みを検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが

該当する割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込

み発生を発生させます。 

USBポートの現在の入力状態を、SYSSTS0レジスタの LNSTビットに表示

します。BCHG端子割り込み発生時は、ソフトウェアで LNSTビット読み出

しの数度一致を行い、チャタリング除去を実施してください。 

USBバス変化は、内部クロック停止状態でも検出します。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DTCH 0 R/W*1 USB切断検出割り込みステータス 

ホストコントローラ機能選択時、USB切断検出割り込みステータスが表示

されます。 

0：DTCH割り込み非発生 

1：DTCH割り込み発生 

USBバスディスコネクト検出時に、本モジュールは DTCH割り込みを検出

し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割り込

み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込み発生します。 

本モジュールは、USB 2.0仕様に準じた基準でバスディスコネクトを検出し

ます。 

本モジュールは、DTCH割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの

設定値にかかわらず）以下のハードウェア制御を行います。ソフトウェアは、

USBポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、USB

ポートへのアタッチ（ATTCH割り込み発生）待ちの状態に遷移してくださ

い。 

• DTCH割り込みを検出したポートの UACTビットを 0に変更し表示。 

• DTCH割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

11 ATTCH 0 R/W*1 ATTCH割り込みステータス 

ホストコントローラ機能選択時、ATTCH割り込みステータスが表示されま

す。 

0：ATTCH割り込み非発生 

1：ATTCH割り込み発生 

本モジュールがポートにフルスピード／ロースピード信号レベルの J-State

または K-Stateを 2.5μs間検出したとき、本モジュールは ATTCH割り込み

を検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する

割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは割り込み発生を

します。 

本モジュールの ATTCH割り込み検出条件は、具体的には以下のとおりです。 

• K-State、SE0または SE1から J-Stateに変化し J-Stateのまま 2.5μs間

継続したとき  

• J-State、SE0または SE1から K-Stateに変化し K-Stateのまま 2.5μs間

継続したとき 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

10～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6 EOFERR 0 R/W*1 EOFエラー検出割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、EOFERR割り込みステータスが表示され

ます。 

0：EOFERR割り込み非発生 

1：EOFERR割り込み発生 

USB 2.0仕様に定められているEOF2タイミング時点で通信が終了しないこ

とを本モジュールが検出したときに、本モジュールは EOFERR割り込みを

検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割

り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは EOFERR割り込

みを発生します。 

本モジュールは、EOFERR割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビッ

トの設定値にかかわらず）以下のハードウェア制御を行います。ソフトウェ

アは、USBポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、

USBポートへの再 Enumerationを行ってください。 

• EOFERR割り込みを検出したポートの UACTビットを 0に変更し表示 

• EOFERR割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 

5 SIGN 0 R/W*1 セットアップトランザクションエラー割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、セットアップトランザクションエラー割り

込みステータスが表示されます。 

0：SIGN割り込み非発生 

1：SIGN割り込み発生 

本モジュールが発行した SETUPトランザクションにおいて、周辺デバイス

が ACK応答を行わない状態が連続 3回発生したときに、本モジュールは

SIGN割り込みを検出し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウ

ェアが該当する割り込み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは

SIGN割り込み発生をします。 

本モジュールの SIGN割り込み検出条件は、具体的には 3回の連続した

SETUPトランザクションに対して、以下のいずれかの応答が発生したとき

です。 

• 周辺デバイスが何も応答しない状態で本モジュールがタイムアウトを検

出したとき 

• ACKパケットが破損したとき 

• ACK以外のハンドシェイク（NAK、NYET、または STALL）を受信したと

き 

ファンクションコントロール機能選択時、読み出し値は無効です。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 SACK 0 R/W*1 セットアップトランザクション正常応答割り込みステータス 

ホストコントロール機能選択時、セットアップトランザクション正常応答割

り込みステータスを表示します。 

0：SACK割り込み非発生 

1：SACK割り込み発生 

本モジュールが発行した SETUPトランザクションにおいて、周辺デバイス

からの ACK応答を受信したときに、本モジュールは SACK割り込みを検出

し、本ビットに 1を表示します。このとき、ソフトウェアが該当する割り込

み許可ビットに 1を設定していれば、本モジュールは SACK割り込みを発

生します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 *1 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ 0を、その他のビットに

は 1を書き込んでください。  

 *2 BCHGビットが示すステータス変化をクロック停止中（SCKE＝0）でも検出し、対応する割り込みが許可されて

いれば割り込みを通知します。ソフトウェアによるステータスのクリアはクロック許可後に行ってください。 

BCHGビット以外の割り込みは、クロック停止中（SCKE＝0）は検出しません。 
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21.3.18 BRDY割り込みステータスレジスタ（BRDYSTS） 

BRDYSTSは、各パイプの BRDY割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1 R/W*1

— — — — — — PIPE9
BRDY

PIPE8
BRDY

PIPE7
BRDY

PIPE6
BRDY

PIPE5
BRDY

PIPE4
BRDY

PIPE3
BRDY

PIPE2
BRDY

PIPE1
BRDY

PIPE0
BRDY

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BRDY 0 R/W*1 パイプ 9の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8BRDY 0 R/W*1 パイプ 8の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7BRDY 0 R/W*1 パイプ 7の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6BRDY 0 R/W*1 パイプ 6の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5BRDY 0 R/W*1 パイプ 5の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4BRDY 0 R/W*1 パイプ 4の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3BRDY 0 R/W*1 パイプ 3の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2BRDY 0 R/W*1 パイプ 2の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1BRDY 0 R/W*1 パイプ 1の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0BRDY 0 R/W*1 パイプ 0の BRDY割り込みステータス*2 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 *1 BRDYM＝0設定の場合、本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにの

み 0を、その他のビットには 1を書き込んでください。 

 *2 BRDYM＝0設定の場合、本割り込みのクリアは、必ず FIFOアクセスを行う前に実施してください。 
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21.3.19 NRDY割り込みステータスレジスタ（NRDYSTS） 

NRDYSTSは、各パイプの NRDY割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

— — — — — — PIPE9
NRDY

PIPE8
NRDY

PIPE7
NRDY

PIPE6
NRDY

PIPE5
NRDY

PIPE4
NRDY

PIPE3
NRDY

PIPE2
NRDY

PIPE1
NRDY

PIPE0
NRDY

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9NRDY 0 R/W* パイプ 9の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8NRDY 0 R/W* パイプ 8の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7NRDY 0 R/W* パイプ 7の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6NRDY 0 R/W* パイプ 6の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5NRDY 0 R/W* パイプ 5の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4NRDY 0 R/W* パイプ 4の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3NRDY 0 R/W* パイプ 3の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2NRDY 0 R/W* パイプ 2の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1NRDY 0 R/W* パイプ 1の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0NRDY 0 R/W* パイプ 0の NRDY割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 * 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ 0を、その他のビットに

は 1を書き込んでください。 
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21.3.20 BEMP割り込みステータスレジスタ（BEMPSTS） 

BEMPSTSは、各パイプの BEMP割り込みステータスを表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

— — — — — — PIPE9
BEMP

PIPE8
BEMP

PIPE7
BEMP

PIPE6
BEMP

PIPE5
BEMP

PIPE4
BEMP

PIPE3
BEMP

PIPE2
BEMP

PIPE1
BEMP

PIPE0
BEMP

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 PIPE9BEMP 0 R/W* パイプ 9の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

8 PIPE8BEMP 0 R/W* パイプ 8の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

7 PIPE7BEMP 0 R/W* パイプ 7の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

6 PIPE6BEMP 0 R/W* パイプ 6の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

5 PIPE5BEMP 0 R/W* パイプ 5の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

4 PIPE4BEMP 0 R/W* パイプ 4の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

3 PIPE3BEMP 0 R/W* パイプ 3の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

2 PIPE2BEMP 0 R/W* パイプ 2の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

1 PIPE1BEMP 0 R/W* パイプ 1の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

0 PIPE0BEMP 0 R/W* パイプ 0の BEMP割り込みステータス 

0：割り込み非発生 

1：割り込み発生 

【注】 * 本レジスタの各ビットが示すステータスをクリアする場合は、クリアしたいビットにのみ 0を、他のビットには 1

を書き込んでください。 
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21.3.21 フレームナンバーレジスタ（FRMNUM） 

FRMNUMは、アイソクロナスエラー通知の要因判別およびフレーム番号等の表示をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R R R R R R R R R R R R R R

OVRN CRCE — — — FRNM[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 OVRN 0 R/W* オーバラン／アンダラン検出ステータス 

アイソクロナス転送を行っているパイプに対するオーバラン／アンダラン

エラー検出の有無が表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

ソフトウェアは、本ビットに 0を書き込むことにより、本ビットを 0にクリ

アすることができます。このとき、本レジスタの他のビットには 1を書き込

んでください。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

以下のいずれかの場合に、本モジュールが本ビットに 1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、FIFOバッファ

に送信データの書き込みが完了していないのに OUTトークン発行タイミ

ングに達したとき。 

• 転送タイプがアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少なくとも一面

分の FIFOバッファの空がない状態で、INトークン発行タイミングに達し

たとき。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

以下のいずれかの場合に、本モジュールが本ビットに 1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスの送信方向パイプにおいて、FIFOバッファ

に送信データの書き込みが完了していないのに IN Tokenを受信したとき。 

• 転送タイプがアイソクロナスの受信方向パイプにおいて、少なくとも一面

分の FIFOバッファの空がない状態で、OUTトークンを受信したとき。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 CRCE 0 R/W* 受信データエラー 

アイソクロナス転送中のパイプに対する CRCエラーやビットスタッフィン

グエラーの検出ステータスが表示されます。 

0：エラーなし 

1：エラー発生 

ソフトウェアは、本ビットに 0を書き込むことにより本ビットを 0にクリア

することができます。 

このとき本レジスタの他のビットには 1を書き込んでください。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

CRCエラーの検出時には、本モジュールは内部 NRDY割り込み要求を発

生させます。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

CRCエラーの検出時には、本モジュールは内部 NRDY割り込み要求を発

生させしません。 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 FRNM 

[10:0] 

H'000 R フレーム番号 

本モジュールは、1msに１回の SOF発行タイミングまたは SOF受信時に本

ビットを書き換え、最新のフレーム番号を表示します。 

本ビットを読み出すときは、2度一致で読み出してください。 

【注】 * 0書き込みのみ有効です。 

 

21.3.22 μフレームナンバーレジスタ（UFRMNUM） 

UFRMNUMは、μフレーム番号を表示します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — — — — — UFRNM[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2～0 UFRNM[2:0] 000 R μフレーム 

μフレーム番号が確認できます。 

ハイスピード動作時は、本モジュールは、本ビットにμフレーム番号を表

示します。 

ハイスピード以外での動作時には、本ビットに B'000を表示します。 

本ビットを読み出すときは、２度一致で読み出してください。 
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21.3.23 USBアドレスレジスタ（USBADDR） 

USBADDRは、USBアドレスを表示します。 

本レジスタは、ファンクションコントローラ機能選択時のみ有効です。ホストコントローラ機能選択時の周辺

デバイスアドレスの設定は、PIPEMAXPレジスタの DEVSELビットを使用してください。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

— — — — — — — — — USBADDR[6:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6～0 USBADDR[6:0] H'00 R USBアドレス 

ファンクションコントロール機能選択時に、SET_ADRESSリクエストを

正常に処理したときに、ホストから割り付けられた USBアドレスを表示し

ます。 

本モジュールが USBリセットを検出したとき、本ビットに H'00を表示し

ます。 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットは無効です。 
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21.3.24 USBリクエストタイプレジスタ（USBREQ） 

USBREQは、コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBREQは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した bRequestおよび bmRequestTypeの値が格納さ

れます。ホストコントローラ機能選択時、送信する bRequestおよび bmRequestTypeの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

BREQUEST[7:0] BMREQUESTTYPE[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 BREQUEST[7:0] H'00 R/W* リクエスト 

USBリクエスト bRequestの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエストデータ値を設定し

てください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないでくだ

さい。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエストデータ値を表示し

ます。書き込みは無効です。 

7～0 BMREQUEST 

TYPE[7:0] 

H'00 R/W* リクエストタイプ 

USBリクエスト bmRequestTypeの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエストデータ値を設定し

てください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないでくだ

さい。 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエストデータ値を表示し

ます。書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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21.3.25 USBリクエストバリューレジスタ（USBVAL） 

USBVALは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wValueの値が格納されます。ホストコント

ローラ機能選択時、送信する wValueの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WVALUE[15:0]

R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WVALUE[15:0] H'0000 R/W* バリュー 

USBリクエスト wValueの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエスト wValueの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないで

ください。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wValueの値を表

示します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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21.3.26 USBリクエストインデックスレジスタ（USBINDX） 

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBINDXは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wIndexの値が格納されます。ホストコント

ローラ機能選択時、送信する wIndexの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

WINDEX[15:0]

R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WINDEX[15:0] H'0000 R/W* インデックス 

USBリクエスト wIndexの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションの USBリクエスト wIndexの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態で本ビットの書き換えは行わないで

ください。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信したUSBリクエストwIndexの値を表示

します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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21.3.27 USBリクエストレングスレジスタ（USBLENG） 

コントロール転送のセットアップリクエストを格納するためのレジスタです。 

USBLENGは、ファンクションコントローラ機能選択時、受信した wLengthの値が格納されます。ホストコン

トローラ機能選択時、送信する wLengthの値を設定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットおよび USBバスリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W* R/W*

WLENGTH[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 WLENGTH[15:0] H'0000 R/W* レングス 

USBリクエスト wLengthの値を格納します。 

(1) ホストコントローラ機能を選択時 

送信する SETUPトランザクションのUSBリクエストwLengthの値を設

定してください。SUREQ＝1の状態でビットの書き換えは行わないでく

ださい。 

(2) ファンクションコントローラ選択時 

SETUPトランザクションで受信した USBリクエスト wLengthの値を表

示します。本ビットへの書き込みは無効です。 

【注】 * ファンクションコントローラ機能を選択したときは、読み出しのみ可能で書き込みは無効です。一方、ホストコン

トローラ機能を選択したときは、読み出し／書き込み可能です。 
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21.3.28 DCPコンフィギュレーションレジスタ（DCPCFG） 

DCPCFGは、デフォルトコントロールパイプ（DCP）に対して、データの転送方向を指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R

— — — — — — — — — — — DIR — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DIR 0 R/W 転送方向 

ホストコントローラ機能選択時、コントロール転送のデータステージ、ス

テータスステージの転送方向を設定します。 

0：データ受信方向 

1：データ送信方向 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは 0を設定して

ください。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.3.29 DCPマックスパケットサイズレジスタ（DCPMAXP） 

DCPMAXP は、DCPに対して、マックスパケットサイズを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R R R

— — — — — MXPS[6:0]DEVSEL[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 DEVSEL[3:0] 0000 R/W デバイス選択 

ホストコントローラ機能選択時、コントロール転送の通信相手である周辺

デバイスのアドレスを指定します。 

0000：アドレス 0000 

0001：アドレス 0001 

 ：    ： 

1001：アドレス 1001 

1010：アドレス 1010 

上記以外：設定禁止 

本ビットの設定値に対応する DEVADDnレジスタの設定を行ったあとで、

本ビットを設定してください。 

例えば、DEVSEL＝0010を設定する場合、DEVADD2レジスタにアドレス

の設定を行ってください。 

本ビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび SUREQ＝0の期間に実

施してください。 

DCPのPIDビットをBUFからNAKへ変更してから本ビットを変更する場

合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変更して

ください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場合には、

ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

ファンクションコントローラ機能選択時は、本ビットの値を B'0000に設定

してください。 

11～7 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

6～0 MXPS[6:0] H'40 R/W マックスパケットサイズ 

DCPの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を本ビットに設

定してください。 

初期値は、H'40（64バイト）です。 

MXPSビットの設定は、USB規格に準拠した値を設定してください。 

MXPSビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビット

に未設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS＝0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID＝BUFの設

定は行わないでください。 
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21.3.30 DCPコントロールレジスタ（DCPCTR） 

DCPCTR は、DCPに対して、バッファメモリステータスの確認、データ PIDシーケンスビットの変更と確認、

および応答 PIDの設定を行います。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで CCPL、PID[2:0]ビットは初

期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
R R/W*1 R R/W*1 R R R/W*1R/W*2 R/W*1 R R R/W R R/W*1 R/W R/W

BSTS SUREQ CSCLR CSCTS SUREQ
CLR — — SQCLR SQSET SQMON PBUSY PINGE — CCPL PID[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

DCP FIFOバッファへのアクセス可否ステータスが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、ISELビットの設定値により以下のように異なります。 

• ISEL＝0のとき、受信データの読み出しが可能かどうかを表示します。 

• ISEL＝1のとき、送信データの書き込みが可能かどうかを表示します。 

14 SUREQ 0 R/W*2 SETUPトークン送出 

ホストコントローラ機能選択時、本ビットを 1にセットすることにより、

セットアップパケットを送信します。 

0：無効 

1：セットアップパケット送出 

SETUPトランザクション処理終了後、本モジュールは SACK割り込み、

もしくは SIGN割り込みのどちらかを発生させ、本ビットを 0にクリアし

ます。 

また、SUREQCLRビットをソフトウェアで 1にセットする事により、本

モジュールは本ビットを 0にクリアします。 

DEVSELビット、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジ

スタおよび USBLENGレジスタに SETUPトランザクションで送信したい

USBリクエストを設定した後で、本ビットに 1を設定してください。

SUREQ＝1を設定する前に、DCPの PIDビットを NAKに設定しているこ

とを確認してください。また、本ビットへの 1設定後、SETUPトランザク

ションが終了するまで（SUREQ＝1）の期間は DEVSELビット、USBREQ

レジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、および USBLENGレ

ジスタの値を変更しないでください。 

SETUPトークンを出すときのみ本ビットを 1にセットしてください。その

他のときには、必ず 0を書き込んでください。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 CSCLR 0 R/W*1 スプリットトランザクションの C-SPLITステータスクリア 

ホストコントローラ機能選択時に、スプリットトランザクションを使用す

る転送について、本ビットを 1にすることにより CSSTSビットを 0にク

リアすることができます。このとき、DCPの次回の転送は S-SPLITから再

開されます。 

0：無効 

1：CSSTSビットの 0クリア実行 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは CSSTSビット

を 0にクリアします。 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソ

フトウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

12 CSSTS 0 R スプリットトランザクションの COMPLETE SPLIT（C-SPLIT）ステータス 

ホストコントローラ機能選択時に、スプリットトランザクションの

C-SPLITステータスが表示されます。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプ

リットトランザクション未使用デバイスの処理中 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検知したときに本ビットの 0を表示します。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットの読み出し値は無効で

す。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 SUREQCLR 0 R/W*1 SUREQビットクリア 

ホストコントローラ機能選択時に、本ビットを 1にすることにより SUREQ

ビットをクリアすることができます。 

0：無効 

1：SUREQビットの 0クリア実行 

本ビットは常に 0を表示します。 

SETUPトランザクションにおいて、SUREQ＝1のまま通信が停止したと

きに、ソフトウェアで本ビットに 1を設定してください。正常な SETUP

トランザクションでは、トランザクション終了時に本モジュールが自動的

に SUREQビットを 0にクリアしますので、ソフトウェアによるクリア処

理は不要です。 

本ビットによる SUREQビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

10、9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア 

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値を DATA0 に設定する事ができます。 

0：無効 

1：DATA0指定 

本ビットは常に 0を表示します。 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に 1を設定しないでください。 

本ビットへの 1設定は、CSCTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEが未設

定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット 

DCPの転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値を DATA1に設定することができます。 

0：無効 

1：DATA1指定 

SQCLRビットと SQSETビットに同時に 1を設定しないでください。 

本ビットへの 1設定は、CSCTS＝0、PID＝NAK及び CURPIPEが未設定

時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 1 R シーケンストグルビットモニタ 

DCP の転送において、次のトランザクションのシーケンストグルビットの

期待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

トランザクションが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせ

ます。ただし、受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビ

ットをトグルさせません。 

ファンクションコントローラ機能選択時、SETUPパケット正常受信時に、

本モジュールは本ビットを 1にセット（期待値を DATA1に設定）します。 

また、ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールはステータ

スステージの IN/OUTトランザクションでは本ビットを参照しません。ま

た正常終了してもトグルさせません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

DCPが PIDビットを BUFから NAKに変更した場合に、DCPのトランザ

クションで使用されなくなったかを表示します。 

0：DCPはトランザクションで未使用 

1：DCPはトランザクションで使用 

詳細は「21.4.3（1）パイプコントロールレジスタの切り替え手順」を参照

してください。 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。ひとつのトランザクションが終了したと

きに本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PINGE 0 R/W PINGトークン発行許可 

ホストコントローラ機能選択時に、本ビットに 1を設定すると、送信方向

の転送において本モジュールは PINGトークンの発行を行います。送信方

向の転送を PINGトランザクションから開始します。 

0：PINGトークン発行禁止 

1：通常 PING動作 

PINGトランザクションにおいて ACKハンドシェイクを検出した場合、次

のトランザクションで OUTトランザクションを実行します。 

OUTトランザクションにおいて NAKハンドシェイクを検出した場合、次

のトランザクションで PINGトランザクションを実行します。  

ホストコントローラ機能選択時にソフトウェアが本ビットに 0を設定する

と、送信方向の転送において本モジュールは PINGトークンの発行を行い

ません。送信方向の転送はすべて OUTトランザクションで実行します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0かつPID＝NAKのときに実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

ファンクションコントローラ機能選択時、本ビットへは必ず 0を書き込ん

でください。 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2 CCPL 0 R/W*1 コントロール転送終了許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に、本ビットを 1にすることによ

りコントロール転送のステータスステージの終了許可を設定します。 

0：無効 

1：コントロール転送終了許可 

対応する PIDビットが BUFのとき、ソフトウェアが本ビットに 1を設定す

ると、本モジュールはコントロール転送のステージを完了させます。 

即ち、コントロールリード転送時では USBホストからの OUTトランザク

ションに対して ACKハンドシェイクを送信し、コントロールライトおよび

ノーデータコントロール転送時では USB ホストからの INトランザクショ

ンに対して Zero-Lengthパケットを送信します。ただし、SET_ADDRESS

リクエスト検出時は、本ビットの設定値に関係なく本モジュールは SETUP

ステージからステータスステージ完了まで自動応答を行います。 

新たな SETUPパケットを受信したときに、本モジュールは本ビットを 1

から 0に変更します。 

VALID＝1のとき、ソフトウェアは本ビットへの 1書き込みを行うことが

出来ません。 

ホストコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き込んでく

ださい。 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

本ビットでコントロール転送における本モジュールの応答を制御します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

(1)ホストコントローラ機能選択時 

以下の手順で本ビットを NAKから BUFに変更してください。 

• 送信方向設定時 

UACT＝1かつ PID＝NAKの状態で FIFOバッファに送信データを書き込

み完了し、PID＝BUFを書き込んでください。PID＝BUFの書き込み後、

本モジュールはOUTトランザクション（または PINGトランザクション）  

を実行します。 

• 受信方向設定時 

UACT＝1かつ PID＝NAKの状態で FIFOバッファが空の状態であること

を確認し（空の状態にし）、PID＝BUFを書き込んでください。PID＝BUF

の書き込み後、本モジュールは INトランザクションを実行します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• ソフトウェアが本ビットに BUFを設定しているときに、本モジュールが

MaxPacketSizeを超えるデータを受信した場合、本モジュールは PID＝

STALL（11）を表示します。 

• CRCエラーなどの受信エラーを 3回連続で検出した場合には、本モジュ

ールは PID＝NAKを表示します。 

• STALLハンドシェイクを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL

（11）を表示します。 

本モジュールが選択パイプにおいてスプリットトランザクションの

S-SPLIT発行後（CSSTS＝1表示中） にソフトウェアが本ビットを NAK

に変更しても、C-SPLIT終了までトランザクションを実行します。C-SPLIT

終了時に本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

 

(2) ファンクションコントローラ機能選択時 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 本モジュールが SETUPパケットを受信したときに、本モジュールは本ビ

ットを PID＝NAKに変更します。このとき、本モジュールは VALID＝1

を表示し、ソフトウェアで VALID＝0を設定するまではソフトウェアは

本ビットの変更を行うことはできません。 

• ソフトウェアが本ビットに BUFを設定しているときに、本モジュールが

MaxPacketSizeを超えるデータを受信した場合、本モジュールは PID＝

STALL（11）を表示します。 

• 本モジュールがコントロール転送シーケンスエラーを検出した場合、PID

＝STALL（1x）を表示します。 

• 本モジュールが USBバスリセットを検出した場合、PID＝NAKを表示し

ます。 

SET_ADDRESSリクエスト処理（自動処理）時には、本モジュールは本

ビットの設定値を参照しません。 

【注】 *1 読み出すと常に 0が読み出されます。書き込みは 1のみ有効です。 

 *2 書き込みは 1のみ有効です。 
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21.3.31 パイプウィンドウ選択レジスタ（PIPESEL） 

パイプ 1～9の設定は、PIPESEL、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXP、PIPEPERI、PIPEnCTR、PIPEnTREおよび

PIPEnTRNレジスタで行ってください。 

PIPESELレジスタにて使用するパイプをした後、PIPECFG、PIPEBUF、PIPEMAXPおよび PIPEPERIレジスタ

に、各パイプの機能設定を行います。なお、PIPEnCTR、PIPnTRE、および PIPnTRNレジスタは、PIPESELレジ

スタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 

パワーオンリセットおよび USBバスリセット時は、選択されているパイプだけではなく、すべてのパイプのレ

ジスタの該当ビットが初期化されます。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

— — — — — — — — — — — — PIPESEL[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3～0 PIPESEL 

[3:0] 

0000 R/W パイプウィンドウ選択 

書き込み／読み出しをの対象とする PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジス

タ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタに対応するパイプ番号を指

定します。 

0000：未選択 

0001：パイプ 1 

0010：パイプ 2 

0011：パイプ 3 

0100：パイプ 4 

0101：パイプ 5 

0110：パイプ 6 

0111：パイプ 7 

1000：パイプ 8 

1001：パイプ 9 

上記以外：設定禁止 

本ビットで指定したパイプ番号に対応する PIPECFG、PIPEBUF、

PIPEMAXP、PIPEPERIレジスタの読み出し／書き込みができます。 

本ビットに 0000を設定したときは、PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジ

スタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタ、および PIPEnCTRレジ

スタの各ビットに、すべて 0が読み出されます。書き込みは無効です。 
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21.3.32 パイプコンフィギュレーションレジスタ（PIPECFG） 

パイプ 1～9に対して、各パイプの転送タイプ、バッファメモリのアクセス方向、およびエンドポイント番号の

指定、また連続転送モードか非連続転送モードか、シングルバッファかダブルバッファか、および転送終了時の

パイプ動作を禁止するか否かの選択をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W

TYPE[1:0] — — — BFRE DBLB CNTMD SHT
NAK — — DIR EPNUM[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 TYPE[1:0] 00 R/W 転送タイプ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）の転送タイプを指定しま

す。 

• パイプ 1、2の場合 

00：パイプ不使用 

01：バルク転送 

10：設定禁止 

11：アイソクロナス転送 

• パイプ 3～5の場合 

00：パイプ不使用 

01：バルク転送 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

• パイプ 6～9の場合 

00：パイプ不使用 

01：設定禁止 

10：インタラプト転送 

11：設定禁止 

選択パイプを PID＝BUFに設定する（選択したパイプを使用した USB通信

を開始する）前に、必ず本ビットを 00以外の値に設定してください。 

本ビットの変更は、選択パイプの PIDビットが NAK状態のときに行ってく

ださい。選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビッ

トを変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

13～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 BFRE 0 R/W BRDY割り込み動作指定 

本モジュールから CPU へのの選択パイプ に関する BRDY 割り込みの発行

タイミングを指定します 

0：データ送受信で BRDY割り込み 

1：データ読み出し完了時に BRDY割り込み 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ選択パイプを受信方向で使用

している場合、本モジュールは、トランスファの終了を検出し、そのパケ

ットを読み出し終えたときに BRDY割り込みを発行します。 

この設定で BRDY割り込みが発生したときには、ソフトウェアは BCLR＝

1の書き込み処理を行う必要があります。BCLR＝1を行うまでは選択パイ

プに割り付けられた FIFOバッファは受信可能状態になりません。 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ、選択パイプを送信方向で使

用している場合、本モジュールは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、「21.4.2(1) BRDY割り込み」を参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプが未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 DBLB 0 R/W ダブルバッファモード 

選択パイプが使用する FIFOバッファがシングルバッファかダブルバッフ

ァかを指定します。 

0：シングルバッファ 

1：ダブルバッファ 

本ビットはパイプ 1～5選択時に有効です。 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定している場合、本モジュールは選択パ

イプに対し、PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットで指定した FIFOバッ

ファサイズを 2面分割り当てます。 

すなわち、本モジュールが選択パイプに対して割り当てる FIFOバッファ

の容量は以下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)×64×(DBLB+1) [バイト] 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定し、かつ選択パイプを送信方向で使用

している場合、本モジュールは BRDY割り込みを発生させません。 

詳細は、PIPEBRDY割り込みレジスタを参照してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットにパ

イプ番号未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 CNTMD 0 R/W 連続転送モード 

選択パイプを連続転送モードで通信させるかどうかを指定します。 

0：非連続転送モード 

1：連続転送モード 

本ビットは、PIPESELビットでパイプ 1～5を選択し、かつバルク転送選

択時（TYPE＝01）に有効です。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットにパ

イプ番号未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SHTNAK 0 R/W トランスファ終了時のパイプ禁止 

選択パイプが受信方向の場合に、トランスファ終了時に PIDを NAKに変更

するかどうかを指定します。 

0：トランスファ終了時にパイプ継続 

1：トランスファ終了時にパイプ禁止 

本ビットは、選択パイプがパイプ 1～パイプ 5であり、かつ、受信方向で

ある場合に有効なビットです。 

受信方向パイプに対してソフトウェアが本ビットに 1を設定している場

合、本モジュールは、選択パイプに対しトランスファの終了を判定したと

きに選択パイプに対応する PIDビットを NAKに変更します。本モジュール

は、以下条件が満たされたときにトランスファ終了と判定します。 

• ショートパケットデータ (Zero-Lengthパケットを含む) を正常に受信し

たとき。 

• トランザクションカウンタを使用し、トランザクションカウンタ分のパ

ケットを正常受信したとき。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0および PID＝NAKの状態のときに実施して

ください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

送信方向パイプに対しては、本ビットを 0に設定してください。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 DIR 0 R/W 転送方向 

選択パイプの転送方向を指定します。 

0：受信方向 

1：送信方向 

ソフトウェアが本ビットに 0を設定している場合、本モジュールは選択パ

イプを受信方向に、本ビットに 1を設定している場合、本モジュールは選

択パイプを送信方向に使用します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

また、選択パイプを使用した USB通信を行った後、本ビットの設定を変更

する場合には、上記 3つのレジスタの状態に加え、ソフトウェアで ACLRM

＝1、ACLRM＝0を連続して書き込み、選択パイプに割り付けられた FIFO

バッファのクリアを実行してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3～0 EPNUM[3:0] 0000 R/W エンドポイント番号 

選択パイプのエンドポイント番号を指定します。 

0000の設定は、未使用パイプを意味します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0および PID＝NAKの状態のときに実施して

ください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

DIRビットと EPNUMビットの設定の組み合わせが他のパイプの設定と重

複しないように設定してください。（EPNUM＝0000の設定は重複可能で

す。） 
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21.3.33 パイプバッファ指定レジスタ（PIPEBUF） 

PIPEBUFは、パイプ 1～9に対して、バッファサイズおよびバッファ番号を指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— BUFSIZE[4:0] — — BUFNMB[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～10 BUFSIZE 

[4:0] 

H'00 R/W バッファサイズ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）のバッファサイズを指定

します。単位はブロック数であり、１ブロックは 64バイトです。 

00000（H'00）：64バイト 

00001（H'01）：128バイト 

：   ： 

11111（H'1F）：2Kバイト 

ソフトウェアが DBLB＝1を設定している場合、本モジュールは選択パイプ

に対し、本ビットで指定した FIFOバッファサイズを 2面分割り当てます。 

本モジュールが選択パイプに対して割り当てる FIFOバッファの容量は以

下のとおりです。 

(BUFSIZE+1)*64*(DBLB+1) [バイト] 

選択パイプに応じて、本ビットに設定可能な値が異なります。 

パイプ 1～5の場合：BUFSIZE＝H'00～H'1Fを設定してください。 

パイプ 6～9の場合：BUFSIZE＝H'00を設定してください。 

CNTMD＝1で使用する場合は、本ビットに、MaxPacketSizeの整数倍の値

を設定してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

9、8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 BUFNMB 

[7:0] 

H'00 R/W バッファ番号 

選択パイプの FIFOバッファ番号を H'04～H'4Fで指定します。 

選択パイプとしてパイプ 1～5を設定している場合、本ビットにはユーザシ

ステムに合わせた値を設定することができます。 

BUFNMB＝0～3は DCP専用です。 

BUFNMB＝4はパイプ 6専用です。 

ただしパイプ 6を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 6の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝4を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝5はパイプ 7専用です。 

ただしパイプ 7を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 7の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝5を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝6はパイプ 8専用です。 

ただしパイプ 8を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 8の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝6を自動的に割り付けます。 

BUFNMB＝7はパイプ 9専用です。 

ただしパイプ 9を使用しない場合、他のパイプで使用可能です。 

選択パイプがパイプ 9の場合、本ビットへの書き込みは無効で、モジュ

ールが BUFNMB＝7を自動的に割り付けます。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび CURPIPEビットにパ

イプ未設定の状態のときに実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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21.3.34 パイプマックスパケットサイズレジスタ（PIPEMAXP） 

PIPEMAXPは、パイプ 1～9に対して、マックスパケットサイズを指定します。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

— MXPS[10:0]DEVSEL[3:0]

 
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 DEVSEL[3:0] 00 R/W デバイス選択 

ホストコントローラ機能選択時に、通信相手の周辺デバイスの USBデバイ

スアドレスを指定します。 

0000：アドレス 0000 

0001：アドレス 0001 

0010：アドレス 0010 

 ：    ： 

1010：アドレス 1010 

上記以外：設定禁止 

本ビットの設定値に対応する DEVADDn（n＝0～A）レジスタの設定を行

ったあとで、本ビットを設定してください。 

例えば、DEVSEL＝0010を設定する場合、DEVADD2アドレスの設定を行

ってください。 

本ビットの設定を、PIDを BUFから NAKへ変更した後で変更する場合は、

選択パイプの CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから行ってくださ

い。本モジュールにより PIDが NAKに変更された場合には、PBUSYビッ

トの確認は必要ありません 

ファンクションコントローラ機能を選択したときは、本ビットの値を

B'0000に設定してください。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10～0 MXPS[10:0] * R/W マックスパケットサイズ 

選択パイプの最大データペイロード（マックスパケットサイズ）を指定し

ます。パイプごとに設定可能な値の範囲を以下に示します。 

パイプ 1、2： 1 バイト (H'001）～1024 バイト (H'400)  

パイプ 3～5： 8 バイト（H'008）、16 バイト（H'010）、32 バイト（H'020）、

64 バイト（H'040）、512 バイト（H'200） 

（[2:0]のビットはありません。） 

パイプ 6～9：  1 バイト (H'001）～64 バイト（H'040） 

MXPSビットの設定は、転送タイプ毎に USB規格に準拠した値を設定して

ください。 

アイソクロナスパイプをスプリットトランザクションで通信する場合に

は、MXPSビットには 188バイト以下の値を設定してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

MXPS＝0の設定での FIFOバッファへの書き込み、または PID＝BUFの設

定は行わないでください。 

【注】 * PIPESELレジスタの PIPESELビットでパイプを選択していないとき H'000、選択しているとき H'040です。 
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21.3.35 パイプ周期制御レジスタ（PIPEPERI） 

パイプ 1～9に対して、アイソクロナス IN転送時のインターバルエラーによってバッファフラッシュ機能を動

作させるか否かの選択、およびインターバルエラーの検出間隔の設定をします。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R R R R R R R R/W R/W R/W

— — — IFIS — — — — — — — — — IITV[2:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 IFIS 0 R/W アイソクロナス INバッファフラッシュ 

PIPESELビットに指定したパイプ（選択パイプ）がアイソクロナス IN転

送の場合に、バッファフラッシュ有無を指定します。 

0：バッファフラッシュしない 

1：バッファフラッシュする 

ファンクションコントローラ機能選択時に、選択パイプの転送タイプがア

イソクロナス、かつ転送方向が IN転送の場合において、IITVビットに設定

したインターバル毎の（マイクロ）フレーム中に USB ホストから IN-Token

を本モジュールが受信しなかった場合に、本モジュールが自動的に FIFO

バッファをクリアする機能です。 

ダブルバッファ設定時（DBLB＝1設定時）は、本モジュールがクリアする

のは古い方の 1面分データのみです。 

FIFOバッファクリアのタイミングは、IN-Tokenを受信するはずの（マイ

クロ）フレーム直後の SOFパケット受信時です。また SOFパケットが破

損した場合でも内部補間機能により SOFを受信すべきタイミングにクリ

アを行います。 

ホストコントローラ機能選択時には、本ビットへは 0を設定してください。 

選択パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合は、本ビットへは 0

を設定してください。 

11～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2～0 IITV[2:0] 000 R/W インターバルエラー検出間隔 

選択パイプのインターバルエラー検出間隔をフレームタイミングの 2の n

乗で指定してください。 

詳細機能は、後述のようにホストコントローラ機能選択時とファンクショ

ンコントローラ機能選択時で異なります。 

本ビットの設定は、CSSTS＝0、PID＝NAK、および CURPIPEビットに未

設定時に実施してください。 

選択パイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを変更

する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビットを変

更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した場

合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを設定し、USB通信を行った後で別の値に変更する場合には、PID

＝NAK設定後 ACLRM＝1をセットし、インタバルタイマの初期化を行っ

てください。 

パイプ 3～5に対しては、本ビットは存在しません。パイプ 3～5に対応す

る本ビットの位置には 000を設定してください。 
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21.3.36 パイプ nコントロールレジスタ（PIPEnCTR）（n＝1～9） 

パイプ 1～９に対して、バッファメモリステータスの確認、データ PIDシーケンスビットの変更と確認、自動

応答モードにするか否かの選択、自動バッファクリアモードにするか否かの選択、および応答 PIDの設定を行い

ます。本設定は、PIPESELレジスタによるパイプ選択とは無関係に設定可能です。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで PID[1:0]ビットは初期化さ

れます。 

（1） PIPEｎCTR（n＝1～5） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W*2 R R R/W R/W R/W*1 R/W*1 R R R R R R/W R/W

BSTS INBUFM CSCLR CSSTS — AT
REPM ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプの FIFOバッファステータスが表示されます。 

0：CPUからのバッファアクセス不可 

1：CPUからのバッファアクセス可 

本ビットの意味は、DIR、BFREおよび DCLRMビットの設定値により表

21.11に示すように異なります。 

14 INBUFM 0 R 送信バッファモニタ 

当該パイプが送信方向の場合に、当該パイプの FIFOバッファステータス

が表示されます。 

0：バッファメモリに送信可能データなし 

1：バッファメモリに送信可能データあり 

当該パイプを送信方向（DIR＝1）に設定している場合に、ソフトウェア（ま

たは DMAC）が少なくとも 1面分のデータを FIFOバッファに書き込み完

了したときに、本モジュールは本ビットに 1を表示します。 

書き込みが完了している面の FIFOバッファ上のデータを本モジュールが

すべて送信完了したときに、本モジュールは本ビットに 0を表示します。

ダブルバッファ使用時（DBLB＝1設定時）には、本モジュールが 2面分の

データを送信完了しかつソフトウェア（または DMAC）が 1面分のデータ

書き込みを完了していないときに、本ビットに 0を表示します。 

当該パイプを受信方向（DIR＝0）に設定している場合には、本ビットは

BSTSビットと同じ値を示します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13 CSCLR 0 R/W*2 CSPLITステータスクリアビット 

ホストコントローラ機能選択時に、ソフトウェアが本ビットに 1を設定す

ると本モジュールは CSSTSビットを 0にクリアします。 

0：書き込み無効 

1：CSSTSビットをクリア 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソ

フトウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き

込んでください。 

12 CSSTS 0 R CSSTSステータスビット 

ホストコントローラ機能選択時に、本モジュールはスプリットトランザク

ションの C-SPLITのステータスを本ビットに表示します。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプ

リットトランザクション未使用転送である 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検出したときに本ビットに 0を表示します。 

本ビットの表示は、ホストコントローラ機能選択時のみ有効な値を示しま

す。 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 ATREPM 0 R/W 自動応答モード 

当該パイプの自動応答禁止／許可を指定します。 

0：自動応答禁止 

1：自動応答許可 

ファンクションコントローラ機能選択時に、当該パイプの転送タイプをバ

ルクに設定している場合、本ビットへの 1設定が可能です。 

本ビットに 1を設定した場合、USBホストからのトークンに対し本モジュ

ールは以下のように応答します。 

(1) 当該パイプが Bulk-IN転送（TYPE＝01かつ DIR＝1を設定）の場合 

ATREPM＝1かつ PID＝BUFを設定している場合、IN-Tokenに対して本

モジュールは Zero-Lengthパケットを送信します。 

USBホストからの ACK受信の度に（1トランザクションは IN-Token受

信→Zero Lengthパケット送信→ACK受信）、本モジュールはシーケン

ストグルビット（DATA-PID）の更新（トグル）を行います。 

BRDY割り込み、BEMP割り込みは発生させません。 

(2) 当該パイプが Bulk-OUT転送（TYPE＝01かつ DIR＝0を設定）の場合 

ATREPM＝1かつ PID＝BUFを設定している場合、OUT-Token（または

PING-Token）に対して本モジュールは NAK応答を行い、NRDY割り込

みを発生させます。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットを 1に設定して USB通信を行う場合、FIFOバッファは必ず空の

状態で設定を行ってください。本ビットを 1に設定して USB通信を行って

いる期間は FIFOバッファへの書き込みを行わないでください。 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場合、本ビットには必ず

0を設定してください。 

ホストコントローラ機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き込んでく

ださい。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：禁止 

1：許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRMビットに 1、0を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0を連続して設定した場合に本モジュールがクリアする内容

と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 21.12に示します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、CURPIPE＝0000と設定して

いるときに実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA0 にクリアするときに１を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA0に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、Bulk-Out転送パイプに対して本ビットに

1を設定すると、本モジュールは当該パイプの次回転送を PING-tokenから

開始します。 

SQCLRビットへの 1設定は、CSCTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA1 にセットするときに１を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA1に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

SQSETビットへの 1設定は、CSSTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トランザクシ

ョンが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせます。ただし、

受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさ

せません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在トランザクションで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプはトランザクションで未使用 

1：当該パイプはトランザクションで使用 

詳細は、「21.4.3（1）パイプコントロールレジスタの切り替え手順」を参

照してください。 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。ひとつのトランザクションが終了したと

きに本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

本ビットのデフォルト値は NAKです。当該パイプで USB転送を行う場合

には本ビットを BUFに変更してください。PIDビットの設定値ごとの本モ

ジュールの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は表 21.13

および表 21.14のとおりです。 

当該パイプが USB通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUF

から NAKに変更する場合、NAKを書き込んだ後、実際に当該パイプの USB

転送が NAK状態に遷移したことを確認するために PBUSY＝1であること

を確認してください。ただし、本モジュールが本ビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 当該パイプが受信方向の場合、かつソフトウェアが選択パイプの

SHTNAKビットに 1を設定している場合、本モジュールがトランスファ

ー終了を認識したときに、PID＝NAKを表示します。 

• 当該パイプに対し、MaxPacketSizeを超えるペイロードのデータパケッ

トを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL（11）を表示します。 

• ファンクションコントロール機能選択時に、USBバスリセットを検出し

た場合、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、CRCエラーなどの受信エラーを 3回

連続で検出した場合には、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、STALLハンドシェイクを受信した場

合、本モジュールは PID＝STALL（11）を表示します。 

 

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。 

• NAK（00）状態から STALL状態にする場合には、10を書き込んでくだ

さい。 

• BUF（01）状態から STALL状態にする場合には、11を書き込んでくだ

さい。 

• STALL（11）から NAK状態にする場合には、一度 10を書き込んでから

00を書き込んでください。 

• STALL状態から BUF状態にする場合には、一度 NAK状態に変更し、そ

の後、BUF状態にしてください。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 
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表 21.11 BSTSビットの動作 

DIR 

ビット 

BFRE 

ビット 

DCLRM 

ビット 

BSTSビットの意味 

0 0 0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了したときに 0を表示します。 

  1 この組み合わせは設定禁止です。 

 1 0 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了した後でソフトウェアが BCLR＝1を書き込んだときに 0を表

示します。 

  1 FIFOバッファからの受信データの読み出しが可能になったときに 1を表示し、デー

タの読み出しが完了したときに 0を表示します。 

1 0 0 FIFOバッファへの送信データの書き込みが可能になったときに 1を表示し、データ

の書き込みが完了したときに 0を表示します。 

  1 この組み合わせは設定禁止です。 

 1 0 この組み合わせは設定禁止です。 

  1 この組み合わせは設定禁止です。 

 

表 21.12 ACLRM＝1設定時に本モジュールがクリアする内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

1 当該パイプに割り付けた FIFOバッファのすべての内

容 (ダブルバッファ設定時は FIFOバッファを２面と

もクリア) 

 

2 当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送の場

合、インターバルカウント値 

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

3 BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

4 FIFOバッファトグル制御 DBLBビットの設定値変更時 

5 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 

 

表 21.13 PIDビットによる本モジュールの動作一覧（ホストコントローラ機能選択時） 

PIDビット 転送タイプ 転送方向 

（DIRビット） 

本モジュールの動作 

00（NAK） 設定値に依存しない 設定値に依存しない トークンを発行しない 

01（BUF） バルク 

または 

インタラプト 

 

設定値に依存しない UACT＝1が設定されて、かつ当該パイプに対応する FIFOバッ

ファが送受信可能な状態ならばトークンを発行する。 

UACT＝0が設定される、または送受信可能でなければトークン

を発行しない。 

 アイソクロナス 設定値に依存しない 当該パイプに対応する FIFOバッファの状態にかかわらずトー

クンを発行する。 

10（STALL） 

または 

11（STALL） 

設定値に依存しない 設定値に依存しない トークンを発行しない 
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表 21.14 PIDビットによる本モジュールの動作一覧（ファンクションコントローラ機能選択時） 

PIDビット 転送タイプ 転送方向 

（DIRビット） 

本モジュールの動作 

00（NAK） バルク、または 

インタラプト 

設定値に依存しない USBホストからのトークンに NAK応答を行う 

ただし、ATREPM＝1設定時の動作は ATREPMビットの説明を

参照してください。 

 アイソクロナス 設定値に依存しない USBホストからのトークンに無応答を行う 

01（BUF） バルク 受信方向  

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信し ACK

応答を行う。受信可能な状態でなければ NAK応答を行う。 

USBホストからの PINGトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならば ACK応答を行う。受

信可能な状態でなければ NYET応答を行う 

 インタラプト 受信方向  

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信し ACK

応答を行う。受信可能な状態でなければ NAK応答を行う 

 バルク、または 

インタラプト 

送信方向  

（DIR＝1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USBホストか

らのトークンに対しデータを送信する。送信可能でなければ

NAK応答を行う。 

 アイソクロナス 受信方向  

（DIR＝0） 

USBホストからの OUTトークンに対し、当該パイプに対応す

る FIFOバッファが受信可能な状態ならばデータを受信する。

受信可能な状態でなければデータを破棄する。 

  送信方向  

（DIR＝1） 

対応する FIFOバッファが送信可能な状態ならば USBホストか

らのトークンに対しデータを送信する。送信可能でなければ

Zero-Lengthパケットを送信する 

10（STALL） 

または 

バルク、または 

インタラプト 

設定値に依存しない USBホストからのトークンに STALL応答を行う。 

11（STALL） アイソクロナス 設定値に依存しない USBホストからのトークンに無応答を行う。 
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（2） PIPEnCTR（n＝6～9） 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R/W*1 R R R R/W R/W*1 R/W*1 R R R R R R/W R/W

BSTS — CSCLR CSSTS — — ACLRM SQCLR SQSET SQMON PBUSY — — — PID[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 BSTS 0 R バッファステータス 

当該パイプの FIFOバッファステータスが表示されます。 

0：バッファアクセス不可 

1：バッファアクセス可 

本ビットの意味は、DIR、BFREおよび DCLRMビットの設定値により表

21.11に示すように異なります。 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 CSCLR 0 R/W*1 CSPLITステータスクリアビット 

本ビットを 1にセットすることのより、当該パイプの CSSTSビットをク

リアします。 

0：書き込み無効 

1：CSSTSビットをクリア 

スプリットトランザクションを使用する転送において、強制的に次回の転

送を S-SPLITから再開させたいときに、ソフトウェアで本ビットに 1を設

定してください。正常なスプリットトランザクションでは、C-SPLIT終了

時に本モジュールが自動的に CSSTSビットを 0にクリアしますので、ソ

フトウェアによるクリア処理は不要です。 

本ビットによる CSSTSビットの制御は、UACT＝0による通信停止時、ま

たはデタッチ検出時で転送を行っていないことが確実なときに行ってくだ

さい。 

CSSTS＝0のときに本ビットに 1を設定しても、CSSTS＝0ままです。 

ファンクションコントロール機能選択時には、本ビットへは必ず 0を書き

込んでください。 

12 CSSTS 0 R ホストコントローラ機能選択時に、本モジュールはスプリットトランザク

ションの C-SPLITのステータスを本ビットに表示します。 

0：START-SPLIT（S-SPLIT）トランザクション処理中、または、スプ

リットトランザクション未使用転送である 

1：C-SPLITトランザクション処理中 

本モジュールは、C-SPLIT開始時に本ビットに 1を表示し、C-SPLIT終了

を検出したときに本ビットに 0を表示します。 

本ビットの表示は、ホストコントローラ機能選択時のみ有効な値を示しま

す。 

11、10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9 ACLRM 0 R/W 自動バッファクリアモード*3*4 

当該パイプの自動バッファクリアモードの禁止／許可を指定します。 

0：自動バッファクリアモード禁止 

1：自動バッファクリアモード許可（全バッファ初期化） 

当該パイプに割り付けた FIFOバッファの内容をすべて削除したい場合に、

ACLRMビットに 1、0を連続して書き込んでください。 

本ビットに 1、0を連続して設定した場合に本モジュールがクリアする内容

と、当該項目のクリアが必要なケースについて表 21.15に示します。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAKおよび当該パイプを CURPIPE

ビットに未設定時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

8 SQCLR 0 R/W*1 トグルビットクリア*3*4 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA0 にクリアするときに１を指定します。 

0：無効 

1：DATA0指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA0に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

ホストコントローラ機能選択時、Bulk-Out転送パイプに対して本ビットに

1を設定すると、本モジュールは当該パイプの次回転送を PING-tokenから

開始します。 

SQCLRビットへの 1設定は、CSCTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7 SQSET 0 R/W*1 トグルビットセット*3*4 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値を DATA1 にセットするときに１を指定します。 

0：無効 

1：DATA1指定 

ソフトウェアが本ビットに 1を設定すると本モジュールは当該パイプのシ

ーケンストグルビットの期待値を DATA1に設定します。本モジュールは、

常に本ビットに 0を表示します。 

SQSETビットへの 1設定は、CSSTS＝0かつ PID＝NAK設定時に実施し

てください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットに

1を設定する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビ

ットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変

更した場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありま

せん。 

6 SQMON 0 R トグルビット確認 

当該パイプの次回トランザクションにおけるシーケンストグルビットの期

待値が表示されます。 

0：DATA0 

1：DATA1 

当該パイプの転送タイプがアイソクロナス転送以外の場合、トランザクシ

ョンが正常処理すると本モジュールは本ビットをトグルさせます。ただし、

受信方向転送時の DATA-PIDミスマッチ発生時には、本ビットをトグルさ

せません。 

5 PBUSY 0 R パイプビジー 

当該パイプを現在 USBバスで使用中かどうかが表示されます。 

0：当該パイプを USBバスにて未使用 

1：当該パイプを USBバスにて使用 

本モジュールは、当該パイプの USBトランザクションを開始したときに本

ビットを 0から 1に変更します。ひとつのトランザクションが終了したと

きに本ビットを 1から 0に変更します。 

ソフトウェアが PID＝NAKを設定した後、本ビットを読み出すことにより、

パイプ設定変更が可能になったかどうかを確認することができます。 

4～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1、0 PID[1:0] 00 R/W 応答 PID 

当該パイプの次回トランザクションにおける応答方法を指定します。 

00：NAK応答 

01：BUF応答（バッファ状態に従う） 

10：STALL応答 

11：STALL応答 

本ビットのデフォルト値は NAKです。当該パイプで USB転送を行う場合

には本ビットを BUFに変更してください。PIDビットの設定値毎の本モジ

ュールの基本動作（通信パケットにエラーがない場合の動作）は表 21.13

および表 21.14のとおりです。 

当該パイプが USB通信中であるときに、ソフトウェアで本ビットを BUF

から NAKに変更する場合、NAKを書き込んだ後、実際に当該パイプの USB

転送が NAK状態に遷移したことを確認するために PBUSY＝1であること

を確認してください。ただし、本モジュールが本ビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

以下の場合には本モジュールが本ビットの値を変更します。 

• 当該パイプが受信方向の場合、かつソフトウェアが選択パイプの

SHTNAKビットに 1を設定している場合、本モジュールがトランスファ

ー終了を認識したときに、PID＝NAKを表示します。 

• 当該パイプに対し、MaxPacketSizeを超えるペイロードのデータパケッ

トを受信した場合、本モジュールは PID＝STALL（11）を表示します。 

• ファンクションコントロール機能選択時に、USBバスリセットを検出し

た場合、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、CRCエラーなどの受信エラーを 3回

連続で検出した場合には、本モジュールは PID＝NAKを表示します。 

• ホストコントロール機能選択時に、STALLハンドシェイクを受信した場

合、本モジュールは PID＝STALL（11）を表示します。 

 

本ビットの設定は以下の手順で行ってください。 

• NAK（00）状態から STALL状態にする場合には、10を書き込んでくだ

さい。 

• BUF（01）状態から STALL状態にする場合には、11を書き込んでくだ

さい。 

• STALL（11）から NAK状態にする場合には、一度 10を書き込んでから

00を書き込んでください。 

• STALL状態から BUF状態にする場合には、一度 NAK状態に変更し、そ

の後、BUF状態にしてください。 

【注】 *1 0読み出し、1書き込みのみ有効です。 

 *2 1書き込みのみ有効です。 

 *3 ACLRMビット、SQCLRビット、または、SQSETビットの設定は、以下の条件を守って行ってください。 

CSSTS＝0および PID＝NAK時および選択パイプを CURPIPEに設定していないときに設定してください。 

 *4 ACLRMビット、SQCLRビット、または SQSETビットの設定を、PID＝BUFから NAKへ変更した後で変更する
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場合は、選択パイプの CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから行ってください。HW制御にて PIDが NAK

に変更された場合には、PBUSYビットの確認は必要有りません。 

 

表 21.15 ACLRM＝1設定時に本モジュールがクリアする内容 

番号 ACLRMビット操作によるクリア内容 クリアが必要なケース 

1 選択パイプに割り付けた FIFOバッファのすべての内容  

2 ホストコントローラ機能選択時、選択パイプの転送タイ

プがインタラプト転送の場合、インターバルカウント値

インターバルカウント値のリセットを行いたい場合 

3 BFREビットに関する内部フラグ BFREビットの設定値変更時 

4 トランザクションカウントに関する内部フラグ トランザクションカウント機能の強制終了実行時 
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21.3.37 パイプ nトランザクションカウンタイネーブルレジスタ（PIPEnTRE） 

（n＝1～5） 

PIPEnTREは、パイプ 1～5に対応するトランザクションカウンタの無効／有効の指定や、カウンタクリアの指

定を行います。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/WR R R R R R R R R

— — — — — — TRENB TRCLR — — — — — — ——

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 TRENB 0 R/W トランザクションカウンタ許可 

トランザクションカウンタ無効／有効を指定します。 

0：トランザクションカウンタ機能無効 

1：トランザクションカウンタ機能有効 

受信パイプに対して、ソフトウェアで TRNCNTビットに総パケット数を設

定した後で本ビットに 1を設定すると、本モジュールは TRNCNTビットの

設定値と同数のパケット受信を終了したときに以下の制御を行います。 

• 連続送受信モード使用（CNTMD＝1設定）時、受信完了時に FIFOバッ

ファがフルの状態でなくても、CPU側にトグルさせます。 

• SHTNAK＝1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を

終了時点で対応するパイプの PIDビットを NAKに変更します。 

• BFRE＝1設定時、TRNCNTビットの設定値と同数のパケット受信を終了

し最後のデータを読み出し終えたときに、BRDY割り込みをアサートし

ます。 

送信パイプについては、本ビットに 0を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0を設定

してください。 

トランザクションカウント機能を使用する場合、本ビットに 1を設定する

前に TRNCNTビットの設定を行ってください。また、トランザクションカ

ウントの対象となる最初のパケットを受信する前に本ビットに 1を設定し

てください。 

8 TRCLR 0 R/W トランザクションカウンタクリア 

当該パイプに対応するトランザクションカウンタの現在のカウント値をク

リアし、本ビットに 0を表示します。 

0：無効 

1：カレントカウンタクリア 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

【注】 本レジスタの各ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK時に実施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更したあとで各ビットの設定値を変更する場合には、CSSTS＝0お

よび PBUSY＝0を確認してから本ビットを変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更した

場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 
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21.3.38 パイプ nトランザクションカウンタレジスタ（PIPEnTRN）（n＝1～5） 

PIPEnTRNは、パイプ 1～5に対応するトランザクションカウンタです。 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。また、USBバスリセットで設定値が保持されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

TRNCNT[15:0] 

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TRNCNT すべて 0 R/W トランザクションカウンタ 

ライト時： 

DMA転送のトランザクション回数を設定します。 

リード時： 

TRENB＝0の場合は設定したトランザクション回数が表示されます。 

TRENB＝1の場合はカウント中のトランザクション回数が表示されま

す。 

本モジュールは、受信時の状態が以下のすべて満たしたときに本ビットを

1インクリメントします。 

• TRENB＝1である 

• パケット受信時に（TRCNT設定値≠現在のカウント値+1）である 

• 受信したパケットのペイロードが MXPSビットへの設定値と一致した 

 

本モジュールは、以下のいずれかの条件が満たされたときに本ビットの表

示を 0にクリアします。 

• 以下の条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

パケット受信時に (TRCNT設定値＝現在のカウント値+1)である 

受信したパケットのペイロードが MXPSビットへの設定値と一致した 

• 以下条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

ショートパケットを受信した 

• 以下の条件がすべて満たされたとき 

TRENB＝1である 

ソフトウェアが TRCLRビットに 1を設定した 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 TRNCNT すべて 0 R/W 送信パイプついては、本ビットに 0を設定してください。 

トランザクションカウント機能を使用しない場合は、本ビットに 0を設定

してください。 

本ビットの変更は、CSSTS＝0、PID＝NAK、かつ TRENB＝0設定時に実

施してください。 

対応するパイプの PIDビットを BUFから NAKへ変更してから本ビットを

変更する場合には、CSSTS＝0および PBUSY＝0を確認してから本ビット

を変更してください。ただし、本モジュールが PIDビットを NAKに変更し

た場合には、ソフトウェアによる PBUSYビットの確認は必要ありません。 

本ビットの値を変更する場合は、TRENB＝1を設定する前に TRCNT＝1

を実施してください。 
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21.3.39 デバイスアドレス nコンフィグレーションレジスタ（DEVADDn）（n＝0～A） 

DEVADDnは、パイプ 0～Aに対して、通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBのアドレスやポート番

号、および通信速度を指定します。 

ホストコントローラ機能選択時、各パイプに対する通信を開始する前に、必ず本レジスタの各ビットを設定し

てください。 

本レジスタの各ビットの変更は、本ビットの設定を使用している有効なパイプが存在しないときに行ってくだ

さい。有効なパイプとは以下の 1.と 2.の両方条件を満たしているパイプです。 

1. DEVSELビットの設定が、本レジスタを指定しているとき 

2. 選択パイプのPIDビットにBUFを設定しているとき、または選択パイプがDCPでありSUREQ＝1を設定してい

るとき 

本レジスタは、パワーオンリセットで初期化されます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W R/W R/W R R R R R R

— UPPHUB[3:0] HUBPORT[2:0] USBSPD[1:0] — — — — ——

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14～11 UPPHUB 

[3:0] 

0000 R/W 通信対象接続 HUBレジスタ 

通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBの USBアドレスを設定し

ます。 

0000：周辺デバイスが本 LSIのポートに直接接続されている 

0001～1010：HUBの USBアドレス 

1011～1111：設定禁止 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、スプリットトランザク

ションを実行するときに本ビットの設定値を参照してパケットを生成しま

す。 

ファンクションコントロール機能選択時、0000を設定してください。 

10～8 HUBPORT 

[2:0] 

000 R/W 通信対象接続 HUBポート 

通信対象の周辺デバイスが接続されている HUBのポート番号を設定しま

す。 

000：周辺デバイスが本 LSIのポートに直接接続されている 

001～111：HUBのポート番号 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、スプリットトランザク

ションを実行するときに本ビットの設定値を参照してパケットを生成しま

す。 

ファンクションコントロール機能選択時、000を設定してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 USBSPD 

[1:0] 

00 R/W 通信対象デバイスの転送速度 

通信対象の周辺デバイスの USB転送速度を設定します。 

00：DEVADDnレジスタ未使用 

01：ロースピード 

10：フルスピード 

11：ハイスピード 

ホストコントローラ機能選択時、本モジュールは、本ビットの設定値を参

照してパケットを生成します。 

ファンクションコントロール機能選択時、00を設定してください。 

5～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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21.4 動作説明 

21.4.1 システム制御および発振制御 

本節では、本モジュールの初期設定に必要なレジスタ操作および消費電力制御を行うために必要なレジスタに

ついて説明します。 
 

（1） リセット 

表 21.16に本モジュールのリセット種別の一覧を示します。なお、各リセット動作後のレジスタ初期化状態に

ついては、「21.3 レジスタの説明」を参照してください。 
 

表 21.16 リセット種別一覧表 

名称 操   作 

パワーオンリセット PRESET端子からのローレベル入力 

USBバスリセット ファンクションコントローラ機能選択時に、本モジュールが D+、D-ラインから自動検出 

 

（2） コントローラ機能の選択設定 

本モジュールは、ホストコントローラ機能またはファンクションコントローラ機能を選択することができます。

コントローラ機能の選択は、SYSCFGレジスタの DCFMビットで行ってください。DCFMビットの設定は、パワ

ーオンリセット直後の初期設定または D+のプルアップ禁止状態（DPRPU＝0）で D+/D-のプルダウン禁止状態

（DRPD＝0）ときに行ってください。 
 

（3） ハイスピード動作の許可 

本モジュールは、ソフトウェアにて、USB通信速度（通信ビットレート）を設定することができます。 

ホストコントロール機能選択時、ハイスピード動作またはフルスピード／ロースピード動作のどちらかに設定

できます。ファンクションコントロール機能選択時、ハイスピード動作またはフルスピード動作のどちらかを選

択することができます。本モジュールでハイスピード動作を許可する場合は、SYSCFGレジスタの HSEビットを

1に設定してください。ハイスピード動作が許可されている場合は、本モジュールがリセットハンドシェイクプロ

トコルを実行し、USB通信速度を自動的に設定します。リセットハンドシェイクの結果は、DVSTCTRレジスタ

の RHSTビットで確認できます。 

ハイスピード動作が禁止されている場合は、本モジュールは、ホストコントローラ機能が選択時は、フルスピ

ードまたはロースピードで動作し、ファンクションコントローラ機能選択時は、フルスピードでのみ動作します。 

HSEビットの変更は、ホストコントローラ機能が選択時は、アタッチ検出からバスリセットの実行前に、ファ

ンクションコントローラ機能が選択時は、D+のプルアップ禁止状態（DPRPU＝0）のときに行ってください。 
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（4） USBデータバス抵抗制御 

図 21.1に本モジュールと USBコネクタの接続図を示します。 

本モジュールは、D+信号のプルアップ抵抗と D+、D-信号のプルダウン抵抗を内蔵しています。SYSCFGレジ

スタの DPRPU、DRPDビットの設定により、各信号のプルアップ、プルダウンを設定してください。 

また、本モジュールは D+、D-信号のハイスピード動作時の終端抵抗とフルスピード動作時の出力抵抗の制御を

行います。ホストコントローラまたは周辺機器との接続後の内蔵抵抗の切り替えは、リセットハンドシェイク、

サスペンド、レジューム検出により本モジュールが自動的に行います。 

なお、ファンクションコントローラ機能を選択し、ホストコントローラと通信中に SYSCFGレジスタの DPRPU

ビットに 0を設定した場合は、USBデータラインのプルアップ抵抗（または終端抵抗）をディスエーブルにしま

すので、USBホストにデバイスの切断を通知することができます。 

【記号説明】

本LSI

：出力インピーダンス
：プルダウン抵抗
：プルアップ抵抗

D-

D+

USB
コネクタ

DP

DM

ZPD

ZDRU

ZDRU
ZPD
ZPU

ZPU

ZPD

ZDRU

 

図 21.1 USBコネクタ接続図 
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21.4.2 割り込み機能 

表 21.17に本モジュールの割り込み発生条件一覧表を示します。 

これらの割り込み発生条件が成立し、対応する割り込み許可レジスタにて割り込み出力許可に設定されている

とき、本モジュールは割り込みコントローラ（INTC）へ USB割り込み要求を発行します。 
 

表 21.17 割り込み発生条件一覧表 

ビット 割り込み名称 割り込み発生条件 発生する機能 関連 

ステータス 

VBINT VBUS割り込み • VBUS入力端子の状態変化を検出したとき（L→H、H→L

の両方の変化） 

ホスト、 

ファンクション 

VBSTS 

RESM レジューム 

割り込み 

• サスペンド状態において USBバスの状態変化を検出した

とき 

（J-State→K-Stateまたは J-State→SE0） 

ファンクション － 

SOFR フレーム番号 

更新割り込み 

［ホストコントローラ機能選択時］ 

• フレーム番号の異なる SOFパケットを送信したとき 

［ファンクションコントローラ機能選択時］ 

• SOFRM＝0：フレーム番号の異なる SOFパケットを受信

したとき 

• SOFRM＝1：μフレーム番号が 0のときの SOFをパケッ

ト破損などで受信できなかったとき 

ホスト、 

ファンクション 

－ 

DVST デバイス 

ステート遷移 

割り込み 

• デバイスステートの遷移を検出したとき 

USBバスリセット検出 

サスペンド状態検出 

SET_ADDRESSリクエストの受信 

SET_CONFIGURATIONリクエストの受信 

ファンクション DVSQ 

CTRT コントロール 

転送ステージ 

遷移割り込み 

• コントロール転送のステージ遷移を検出したとき 

セットアップステージ完了 

コントロールライト転送ステータスステージ遷移 

コントロールリード転送ステータスステージ遷移 

コントロール転送完了 

コントロール転送シーケンスエラー発生 

ファンクション CTSQ 

BEMP バッファ 

エンプティ 

割り込み 

• バッファメモリ中の全データを送信してバッファが空にな

ったとき 

• マックスパケットサイズを超えたパケットを受信したとき

ホスト、 

ファンクション 

BEMPSTS.

PIPEBEMP 
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ビット 割り込み名称 割り込み発生条件 発生する機能 関連 

ステータス 

NRDY バッファ 

ノットレディ 

割り込み 

［ホストコントローラ機能選択時］ 

• 発行したトークンに対して周辺デバイス側からの STALL

を受信したとき 

• 発行したトークンに対して周辺デバイス側からの応答を正

しく受信できなかったとき。（無応答が 3回連続、または

パケット受信エラーが 3回連続） 

• アイソクロナス転送時にオーバラン／アンダランが発生し

たとき 

［ファンクションコントローラ機能選択時］ 

• INトークン／OUTトークン／PINGトークンに対してNAK

を応答したとき。 

• アイソクロナス転送でデータ受信時に CRCエラー、ビット

スタッフエラーが発生したとき 

• アイソクロナス転送でデータ受信時にオーバラン／アンダ

ランが発生したとき 

ホスト、 

ファンクション 

NRDYSTS.

PIPENRDY 

BRDY バッファレディ

割り込み 

• バッファがレディ（リードまたはライト可能状態）になっ

たとき 

ホスト、 

ファンクション 

BRDYSTS. 

PIPEBRDY 

BCHG バス変化割り込

み 

• USBバスステートの変化を検出したとき ホスト、 

ファンクション 

－ 

DTCH デバイス切断検

出 

• 周辺デバイスの切断を検出したとき ホスト － 

ATTCH デバイス接続検

出 

• USBバスステートが 2.5μs連続した J-STATE、または 2.5

μs連続した K-STATEを検出したとき。周辺デバイスの接

続検出に使用可能。 

ホスト － 

EOFERR EOFエラー検

出 

• 周辺デバイスの EOFエラーを検出 ホスト － 

SACK SETUP正常 • セットアップトランザクションの正常応答（ACK）を受信

したとき 

ホスト － 

SIGN SETUPエラー • セットアップトランザクションのエラー（無応答または

ACKパケット破損）を 3回連続で検出したとき 

ホスト － 

【注】 レジスタ名が示されていないビットのレジスタはすべて INTSTS0です。 
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図 21.2に本モジュールの割り込み関連図を示します。 
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図 21.2 割り込みの関連図 
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（1） BRDY割り込み 

BRDY割り込みは、ホストコントロール、ファンクションコントロールのどちらの機能を選択したときでも発

生します。各パイプが下記の条件を満たしたときに、本モジュールは BRDYSTSレジスタの該当ビットを 1にセ

ットします。このとき、ソフトウェアが当該パイプに対応する BRDYENBレジスタの PIPEBRDYEビットを 1に

設定し、かつ、INTENB0レジスタの BRDYEビットを 1に設定していれば、本モジュールは BRDY割り込みを発

生させます。 

BRDY割り込みは、BRDYMビットおよび各パイプの BFREビットの設定により、発生条件およびクリア方法

が異なります。 
 

（a） BRDYM＝0かつ BFRE＝0設定時 

この設定の場合、BRDY割り込みは FIFOポートにアクセス可能になったことを示す割り込みになります。 

本モジュールは、下記に示す条件の場合に、内部 BRDY割り込み要求トリガを発生させ、要求トリガ発生パイ

プに対応する PIPEBRDYビットに 1を表示します。 
 

1. 送信方向に設定したパイプの場合 

• ソフトウェアがDIRビットを0から1に変更したとき。 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの書き込みが不可状態のとき（BSTSビット読み出し値が

0のとき）に、本モジュールが当該パイプのパケット送信を完了したとき。 

連続送受信モードに設定した場合には、FIFOバッファ一面分のデータの送信完了時に要求トリガが発生しま 

す。 

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ書き込み完了時にもう一方のFIFOバッ

ファが空であったとき。 

FIFOバッファ書き込み中にもう一方が送信完了になっても、現在書き込み中の面が書き込み完了になるまで

は要求トリガは発生しません。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、ハードウェアによるバッファフラッシュが発生したとき。 

• ACLRMビットに1を書き込むことより、FIFOバッファが書き込み不可状態から書き込み可能状態になったと

き。 

 

DCPに対しては（即ち、コントロール転送でのデータ送信においては）要求トリガは発生しません。 
 

2. 受信方向に設定したパイプの場合 

• 当該パイプに割り付けたFIFOバッファへのCPUからの読み出しが不可状態のとき (BSTSビット読み出し値

が0のとき) に、パケット受信が正常に完了し、FIFOバッファが読み出し可能状態になったとき。 

データPIDミスマッチのトランザクションに対しては要求トリガは発生しません。 

連続送受信モードの場合には、MaxPacketSizeのデータサイズで、かつまだバッファに空きがある場合には要

求トリガは発生しません。 

ショートパケットを受信した場合には、FIFOバッファに空きがあっても要求トリガは発生します。 
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トランザクションカウンタを使用している場合には、設定値分のパケットを受信時に要求トリガは発生しま

す。このとき、FIFOバッファにまだ空きがあっても要求トリガは発生します。 

• FIFOバッファをダブルバッファに設定しているときで、FIFOバッファ読み出し完了時にもう一方のFIFOバッ

ファも読み出し可能状態であったとき 

読み出し中にもう一方が受信完了しても、現在読み出し中の面が読み出し完了になるまで要求トリガは発生

しません。 

 

ファンクションコントロール機能選択時のコントロール転送のステータスステージでの通信では本割り込みは

発生しません。 

ソフトウェアは、当該パイプに対応する BRDYSTSレジスタの PIPEBRDYビットに 0を書き込むことにより、

当該パイプの PIPEBRDY割り込みステータスを 0にクリアすることができます。このとき、他のパイプに対応す

るビットには 1を書き込んでください。 

本割り込みステータスのクリアは、必ず FIFOバッファへのアクセスを行う前に実施してください。 
 

（b） BRDYM＝0かつ BFRE＝1設定時 

この設定の場合、本モジュールは、受信パイプにおいて 1トランスファー分の全データ読み出し完了時に、BRDY

割り込み発生と判断し、本レジスタの当該パイプに対応するビットに 1を表示します。 

本モジュールは、以下のいずれかのときに 1トランスファーにおける最後のデータを受信したと判定します。 

• Zero-Lengthパケットを含むショートパケットを受信したとき 

• トランザクションカウンタ (TRNCNTビット) を使用し、TRNCNTビット設定値分のパケットを受信したと

き 

 

上記判定条件を満たした後、そのデータの読み出しが完了したときに、本モジュールは 1トランスファ分の全

データ読み出し完了と判断します。 

FIFOバッファが空の状態で Zero-Lengthパケット受信した場合は、Zero-Lengthパケットデータが CPU側へトグ

ルされた時点で、本モジュールは 1トランスファー分の全データ読み出し完了と判断します。この場合、次のト

ランスファを開始するためには、対応する FIFOCTRレジスタの BCLRビットにソフトウェアで 1を書き込んでく

ださい。 
 

本設定の場合には、本モジュールは送信パイプに対して BRDY割り込みを検出しません。 
 

ソフトウェアは、当該パイプに対応する PIPEBRDYビットに 0を書き込むことにより、当該パイプの PIPEBRDY

割り込みステータスを 0にクリアすることができます。このとき他のパイプに対応するビットには 1を書き込ん

でください。 

本モードを使用するときには、トランスファ分の処理を終了するまで BFREビットの設定値を変更しないでく

ださい。 

途中で BFREビットを変更する場合には、ACLRMビットにより対応するパイプの FIFOバッファをすべてクリ

アしてください。 
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（c） BRDYM＝1かつ BFRE＝0設定時 

この設定の場合、PIPEBRDYビットの値は各パイプの BSTSビットに連動します。即ち、BRDY割り込みステ

ータスは FIFOバッファの状態によって本モジュールが 1、0を表示します。 
 

1. 送信方向に設定したパイプの場合 

FIFOポートにデータが書き込み可能な状態であれば1を表示し、書き込み不可の状態になれば0を表示しま

す。 

ただしDCPの送信パイプが書き込み可能であっても、BRDY割り込みは発生しません。 

 
2. 受信方向に設定したパイプの場合 

FIFOポートにデータが読み出し可能な状態であれば1を表示し、すべてのデータを読み出したら（読み出し

不可の状態になったら）0を表示します。 

FIFOバッファが空でZero-Lengthパケットを受信した場合、ソフトウェアがBCLR＝1を書き込むまで該当ビッ

トには1が表示されBRDY割り込みは発生し続けます。 

 
本設定時、ソフトウェアは、PIPEBRDYビットの0クリアを行うことはできません。 

BRDYM＝1設定時は、BFREビットは必ずすべて（全パイプ）0に設定してください。 

 

図 21.3に、BRDY割り込み発生タイミング図を示します。 
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図 21.3 BRDY割り込み発生タイミング図 
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（2） NRDY割り込み 

ソフトウェアが PID＝BUFに設定したパイプに対して、本モジュールが内部 NRDY割り込み要求を発生させた

場合に、本モジュールは NRDYSTSレジスタの PIPENRDYビットの対応するビットに 1を表示します。このとき、

ソフトウェアによって NRDYENBレジスタの対応するビットに 1が設定されている場合、本モジュールは

INTSTS0レジスタの NRDYビットに 1を表示し、USB割り込みを発生します。 
 

本モジュールが、あるパイプに対して内部 NRDY割り込み要求を発生させる条件を以下に示します。 

ただし、ホストコントローラ機能選択時の SETUPトランザクション実行時は以下の割り込み発生条件に該当し

ません。ホストコントロール機能選択時の SETUPトランザクションでは、SACK割り込みまたは SIGN割り込み

を検出します。 

また、ファンクションコントロール機能選択時のコントロール転送ステータスステージ実行時は割り込み要求

を発生させません。 
 

（a） ホストコントローラ機能選択時でかつスプリットトランザクションが発生しない接続の場合 

1. 送信方向パイプの場合 

本モジュールは、以下のいずれかの条件を満たした場合に、NRDY割り込みを検出します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに送信データがない状態でOUTトークン発行

タイミングに達したとき。 

このとき、本モジュールはOUTトークンに続けてZero-Lengthパケットを送信し、PIPENRDYビットの対応す

るビットに1を表示し、OVRNビットにも1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプ、かつSETUPトランザクション以外の通信において、周辺デバイ

スが無応答 (周辺デバイスからのHandshakeパケットを検出しないままタイムアウトを検出) した、または周

辺デバイスからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき 

このとき、本モジュールは、PIPENRDYビットの対応するビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビット

をNAKに変更します。 

• SETUPトランザクション以外の通信において、周辺デバイスからSTALL Handshakeを受信したとき（OUTに

対するSTALLだけではなく、PINGに対するSTALLも該当します）。 

このとき本モジュールは、PIPENRDYビットの対応するビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビットを

STALL（11）に変更します。 

 

2. 受信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに空きがない状態でIN Token発行タイミング

に達したとき。 

このとき本モジュールは、IN Tokenに対する受信データを破棄し、当該パイプに対応するPIPENRDYビット

に1を表示し、OVRNビットにも1を表示します。 

更に、IN Tokenに対する受信データにパケットエラーを検出した場合には、CRCEビットにも1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナス転送以外のパイプで、本モジュールが発行したIN Tokenに対して周辺デバイス
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が無応答（周辺デバイスからのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、または周

辺デバイスからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをNAKに変更します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、IN Tokenに対して周辺デバイスが無応答 （周辺デバイスか

らのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、または周辺デバイスからのパケット

にエラーを検出したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示します （対応するパイプのPID

ビットの変更は行いません) 。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、受信したデータパケットにCRCエラーまたはビットスタッ

フィングエラーを検出したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示しま

す。 

• STALL Handshakeを受信したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALLに変更します。 

 

（b） ホストコントローラ機能選択時でかつスプリットトランザクションが発生するの接続の場合 

1. 送信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに送信データがない状態でOUTトークン発行

タイミングに達したとき。 

このとき本モジュールは、Start-Splitトランザクション （S-SPLIT）発行時点で当該パイプに対応する

PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示します。また、OUTトークンに続けてZero-Lengthパ

ケットを送信します。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプにおいて、S-SPLITまたはComplete-Spritトランザクション

（C-SPLIT）に対して、HUBが無応答（HUBからのHandshakeパケットを検出しないままタイムアウトを検出）、

またはHUBからのパケットにエラーを検出したケースが任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トNAKに変更します。 

C-SPLIT発行時にNRDY割り込みを検出した場合には、本モジュールはCSSTSビットをクリアし0を表示しま

す。 

• C-SPLITに対し、STALL Handshakeを受信したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALL（11）に変更し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

ただしSETUPトランザクションにおいては、本割り込みを検出しません。 

• 転送タイプがインタラプトのパイプにおいて、microFrame番号＝４のときのC-SPLITに対して、NYETを受信
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したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CSSTSビットをクリアし0

を表示します（ 対応するパイプのPIDビットは変更しません) 。 

 

2. 受信方向パイプの場合 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、FIFOバッファに空きがない状態でIN Token発行タイミング

に達したとき。 

このとき本モジュールは、S-SPLIT発行時点で当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、OVRN

ビットに1を表示します。また、IN Tokenに対する受信データを破棄します。 

• 転送タイプがバルクのパイプの転送、またはDCPのSETUPトランザクション以外の転送において、S-SPLIT

またはC-SPLIT発行時に、本モジュールが発行したIN Tokenに対してHUBが無応答（HUBからのDATAパケ

ットを検出しないままタイムアウトを検出）した場合、またはHUBからのパケットにエラーを検出した場合

が任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYに1を表示し、対応するパイプのPIDビットを

NAKに変更します。C-SPLITにおいて本条件が発生した場合には、本モジュールはCSSTSビットをクリアし0

を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスまたはインタラプトのパイプのC-SPLITにおいて、本モジュールが発行したIN 

Tokenに対してHUBが無応答（HUBからのDATAパケットを検出しないままタイムアウトを検出) した場合、

またはHUBからのパケットにエラーを検出した場合が任意の組み合わせで3回連続して発生したとき。 

転送タイプがインタラプトのパイプにおいて、本条件が発生した場合、本モジュールは、当該パイプに対応

するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビットをNAKに変更し、CSSTSビットをクリアし

0を表示します。 

転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、本条件が発生した場合、本モジュールは、当該パイプに対

応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

（パイプのPIDビットの変更は行いません）。 

• 転送タイプがアイソクロナス以外のパイプのC-SPLITにおいて、STALL Handshakeを受信した場合。 

このとき本モジュールは、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、対応するパイプのPIDビッ

トをSTALL（11）に変更し、CSSTSビットをクリアし0を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナス／インタラプトのパイプのC-SPLITにおいて、microFrame ＝ ４のときにNYET 

Handshakeを受信した場合。 

このとき本モジュール、当該パイプに対応するPIPENRDYビットに1を表示し、CRCEビットに1を表示し、

CSSTSビットをクリアし0を表示します。 （パイプのPIDビットの変更は行いません) 。 

 

（c） ファンクションコントロール機能選択時 

1. 送信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに送信データがない状態でIN Tokenを受信したとき 
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IN Token受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表示します。 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、本モジュールはZero-Lengthパケットを送信し、

OVRNビットに1を表示します。 

 

2. 受信方向パイプの場合 

• FIFOバッファに空きがない状態でOUTトークンを受信したとき 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合、OUTトークン受信時に本モジュールはNRDY割

り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示し、OVRNビットに1を表示します。 

割り込み発生パイプの転送タイプがアイソクロナス以外の場合、本モジュールは、OUTトークンに続くデー

タ受信後NAK Handshakeを送信するときにNRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示しま

す。 

ただし、再送時 （DATA-PIDミスマッチ発生時）には、NRDY割り込み要求を発生させません。また、DATA

パケットにエラーがある場合にも、発生させません。 

• FIFOバッファに空きがない状態でPINGトークンを受信したとき 

PINGトークン受信時に本モジュールはNRDY割り込み要求を発生させPIPENRDYビットに1を表示します。 

• 転送タイプがアイソクロナスのパイプにおいて、インターバルフレーム内に正常受信されなかったとき 

SOF受信のタイミングで本モジュールは、NRDY割り込み要求を発生させ、PIPENRDYビットに1を表示しま

す。 

 

図 21.4に、ファンクションコントローラ機能選択時の NRDY割り込み発生タイミング図を示します。 
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IN

NAK

NAK

NAKOUT

PING

（1）　データ送信時

（2）　データ受信；OUTトークン受信時

（3）　データ受信；PINGトークン受信時

USBバス

NRDY割り込み

USBバス

NRDY割り込み

（CRCエラービット等）

USBバス

NRDY割り込み  

図 21.4 ファンクションコントローラ機能選択時の NRDY割り込み発生タイミング図 
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（3） BEMP割り込み 

ソフトウェアが PID＝BUFに設定したパイプに対して、本モジュールが、BEMP割り込みを検出した場合に、

本モジュールは BEMPSTSレジスタの PIPEBEMPビットの対応するビットに 1を表示します。このとき、ソフト

ウェアによって BEMPENBレジスタの対応するビットに 1が設定されている場合、本モジュールは INTSTS0レジ

スタの BEMPビットに 1を表示し、USB割り込みを発生します。 
 

以下の場合に、本モジュールは内部 BEMP割り込み要求を発生させます。 

1. 送信方向パイプにおいて、送信完了時（Zero-Lengthパケットの送信時を含む) に、対応するパイプのFIFOバ

ッファが空のとき。 

シングルバッファ設定時は、DCP以外のパイプに対してはBRDY割り込みと同時に内部BEMP割り込み要求を

発生させます。 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

• ダブルバッファ設定時に、1面分のデータ送信完了時にソフトウェア（DMAC）がCPU側のFIFOバッファに

対する書き込みを開始している場合 

• また、ACLRMビットまたはBCLRビットに1を書き込むことによるバッファクリア（エンプティ）した場合 

• ファンクションコントローラ機能設定時、コントロール転送StatusステージのIN転送（Zero-Lengthパケット送

信）した場合 

 

2. 受信方向パイプの場合 

MaxPacketSizeの設定値より大きなデータサイズを正常受信したとき。 

この場合、本モジュールは、BEMP割り込み要求を発生させ、PIPEBEMPビットの対応するビットに1を表示

し、受信データを破棄し、対応するパイプのPIDビットをSTALL（11）に変更します。 

このとき本モジュールは、ホストコントローラ機能設定時には無応答し、ファンクションコントローラ機能

設定時にはSTALL応答を行います。 

 

ただし、以下の場合は内部BEMP割り込み要求を発生させません。 

• 受信データにCRCエラー、またはビットスタッフィングエラー等を検出したとき 

• SETUPトランザクション実行時 

 

PIPEBEMPビットに0を書き込むことにより、ステータスをクリアすることができます。 

PIPEBEMPビットに1を書き込んでも、何もしません。 

 

図 21.5に、ファンクションコントローラ機能選択時の BEMP割り込み発生タイミング図を示します。 
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IN

STALL

ACK

OUT

（1）　データ送信時

（2）　データ受信

USBバス

BEMP割り込み

USBバス

BEMP割り込み  

図 21.5 ファンクションコントローラ機能選択時の BEMP割り込み発生タイミング図 

 

（4） デバイスステート遷移割り込み 

図 21.6に本モジュールのデバイスステート遷移図を示します。本モジュールは、デバイスステートを管理し、

デバイスステート遷移割り込みが発生します。ただし、サスペンドからの復帰（レジューム信号検出）は、レジ

ューム割り込みで検出します。デバイスステート遷移割り込みは、INTENB0レジスタで個別に割り込みの許可ま

たは禁止を設定することができます。また、遷移したデバイスステートは、INTSTS0レジスタの DVSQビットに

て確認できます。 

デフォルトステートに遷移する場合には、リセットハンドシェイクプロトコルの終了後に、デバイスステート

遷移割り込みが発生します。 

デバイスステートの管理は、ファンクションコントローラ機能選択時のみ行います。デバイスステート遷移割

り込みもファンクションコントローラ機能選択時のみ発生します。 
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Powered
ステート

（DVSQ＝000）

Suspended
ステート

（DVSQ＝100）

Default
ステート

（DVSQ＝001）

Suspended
ステート

（DVSQ＝101）

Address
ステート

（DVSQ＝010）

Suspended
ステート

（DVSQ＝110）

Configured
ステート

（DVSQ＝011）

Suspended
ステート

（DVSQ＝111）

サスペンド検出 
（DVSTが1にセット）

USBバスリセット検出 
（DVSTが1にセット）

サスペンド検出 
（DVSTが1にセット）

サスペンド検出 
（DVSTが1にセット）

Set Address実行 
（DVSTが1にセット）

Set Address実行（Address＝0） 
（DVSTが1にセット）

サスペンド検出 
（DVSTが1にセット）

Set Configuration実行（Configuration Value≠0） 
（DVSTが1にセット）

Set Configuration実行  
（Configuration Value＝0） 
（DVSTが1にセット）

レジューム（RESMが1にセット）

レジューム（RESMが1にセット）

レジューム（RESMが1にセット）

レジューム（RESMが1にセット）

USBバスリセット検出 
（DVSTが1にセット）

 

図 21.6 デバイスステート遷移図 
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（5） コントロール転送ステージ遷移割り込み 

図 21.7に本モジュールのコントロール転送ステージ遷移図を示します。本モジュールは、コントロール転送の

シーケンスを管理し、コントロール転送ステージ遷移割り込みが発生します。コントロール転送ステージ遷移割

り込みは、INTENB0レジスタで個別に割り込みの許可または禁止を設定することができます。また、遷移した転

送ステージは INTSTS0レジスタの CTSQビットにて確認できます。 

コントロール転送ステージ遷移割り込みは、ファンクションコントロール機能を選択した場合のみ発生します。 

コントロール転送のシーケンスエラーを下記に示します。エラーが発生した場合は、DCPCTRレジスタの PID

ビットが B'1x（STALL応答）になります。 

1. コントロールリード転送時 

• データステージのINトークンに対して、一度もデータ転送していない状態でOUTまたはPINGトークンを受信 

• ステータスステージでINトークン受信 

• ステータスステージでデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信 

2. コントロールライト転送時 

• データステージのOUTトークンに対して、一度もACK応答していない状態でINトークンを受信 

• データスステージで最初のデータパケットがDATAPID＝DATA0のパケットを受信 

• ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 

3. コントロールライトノーデータコントロール転送時 

• ステータスステージでOUTまたはPINGトークン受信 

 

なお、コントロールライト転送データステージで、受信データ数が USBリクエストの wLength値を超えた場合

は、コントロール転送シーケンスエラーと認識できません。また、コントロールリード転送ステータスステージ

で、Zero-Lengthパケット以外のパケット受信には、ACK応答を行い正常終了します。 

シーケンスエラーによる CTRT割り込み発生時（SERR＝1設定）は、CTSQ＝110の値がシステムから CTRT

＝0書き込み（割り込みステータスクリア）するまで保持されます。このため、CTSQ＝110が保持されている状

態では、新しい USBリクエストを受信しても、セットアップステージ完了の CTRT割り込みは発生しません（セ

ットアップステージ完了は、本モジュールで保持されており、ソフトウェアによる割り込みステータスクリア後

に、セットアップステージ完了割り込みが発生します）。 
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② コントロールリード転送ステータスステージ遷移
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4

枠内全ステージでエラー検出
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図 21.7 コントロール転送ステージ遷移図 
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（6） フレーム更新割り込み 

図 21.8に本モジュールの SOFR割り込み出力タイミング例を示します。 

ホストコントローラ機能を選択した場合は、フレーム番号更新のタイミングで割り込みが発生します。ファン

クションコントローラ機能を選択した場合は、フレーム番号が更新されたときに SOFR割り込みが発生します。 
 

ファンクションコントローラ機能を選択した場合、本モジュールは、フルスピード動作中に新しい SOFパケッ

トを検出すると、フレーム番号を更新して SOFR割り込みを発生します。しかし、ハイスピード動作中はμSOF

ロック状態にならないと、フレーム番号を更新せず SOFR割り込みも発生しません。また、SOFの補間機能も動

作しません。μSOFロック状態とは、エラーなしでフレーム番号の異なるμSOFパケットを 2回連続受信するこ

とです。 

なお、μSOFロック監視開始条件およびμSOFロック監視停止条件は下記 1.、2.のとおりです。 

1. μSOFロック監視開始条件 

USBE＝1 

2. μSOFロック監視停止条件 

USBE＝0、USBバスリセット受信、またはサスペンド検出 

6

7 0 1 6 7 0 7 0 1 7 0 17 0 1 2

7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1 2 3 4 5 6 7 0 1

3 4 6

周辺デバイス

μSOFパケット

μSOFパケット

μSOFロック

μSOF番号

μSOF番号

μSOFロック

フレーム番号

SOFR割り込み

SOFR割り込み

SOF 
補間

SOF補間機能

SOF 
補間

SOF 
補間

SOF補間／欠落未ロック 未ロック  

図 21.8 SOFR割り込み出力タイミングの例 

（7） VBUS割り込み 

VBUS端子に変化があった場合に VBUS割り込みが発生します。INTSTS0レジスタの VBSTSビットにて VBUS

端子のレベルを確認できます。VBUS割り込みによってホストコントローラの接続および切断の確認ができます。

ただし、ホストコントローラが接続された状態でシステムが起動された場合は、VBUS端子が変化しないため、

最初の VBUS割り込みが発生しません。 
 

（8） レジューム割り込み 

ファンクションコントローラ機能選択時、デバイスステートがサスペンド状態で USBバス状態が変化（J-State
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→K-Stateまたは J-State→SE0）したときにレジューム割り込みが発生します。レジューム割り込みによってサス

ペンド状態からの復帰を検出します。 

ホストコントローラ機能選択時、レジューム割り込みは発生しません。USBバスの変化は BCHG割り込みを用

いて検出してください。 
 

（9） BCHG割り込み 

USBバスステートに変化があった場合に、BCHG割り込みが発生します。ホストコントローラ機能選択時の周

辺デバイスの接続、リモートウェイクアップの検出に使用します。BCHG割り込みは、ホストコントローラ機能

またはファンクションコントローラ機能のどちらを選択していても発生します。 
 

（10）DTCH割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、USBバスのディスコネクトを検出した場合、DTCH割り込みが発生します。

本モジュールは、USB Specification2.0に準じた基準でバスディスコネクトを検出します。 

本モジュールは、DTCH割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの設定値にかかわらず） 以下のハー

ドウェア制御を行います。ソフトウェアは、当該ポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了させ、

当該ポートへのアタッチ（ATTCH割り込み発生） 待ちの状態に遷移してください。 

• DTCH割り込みを検出したポートのUACTビットを0に変更し表示する。 

• DTCH割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 

 

（11）SACK割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、送信したセットアップパケットに対して周辺デバイスからの ACK応答を受

信した場合に SACK割り込みが発生します。SACK割り込みにより、セットアップトランザクションが正常に終

了したことを知ることができます。 
 

（12）SIGN割り込み 

ホストコントローラ機能選択時に、送信したセットアップパケットに対して周辺デバイスからの ACK応答を 3

回連続で正常に受信できなかった場合に SIGN割り込みが発生します。周辺デバイスが ACKを送信しなかった場

合（無応答）や、ACKパケットの破損を検出することができます。 
 

（13）ATTCH割り込み 

ホストコントローラ機能選択時、USBポートにフルスピード／ロースピード信号レベルの J-Stateまたは K-State

を 2.5μs間検出した場合、ATTCH割り込みが発生します。ATTCH割り込み検出条件は、具体的には以下のとお

りです。 

• K-State、SE0またはSE1からJ-Stateに変化しJ-Stateのまま2.5μs間継続したとき  

• J-State、SE0またはSE1からK-Stateに変化しK-Stateのまま2.5μs間継続したとき 

 

（14）EOFERR割り込み 

USB 2.0仕様書に定められている EOF2タイミング時点で通信が終了しないことを検出した場合、EOFERR割り
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込みを発生します。 

本モジュールは、EOFERR割り込みを検出後（該当する割り込み許可ビットの設定値にかかわらず）以下のハ

ードウェア制御を行います。ソフトウェアは、該当ポートに対して通信を行っているパイプをすべて通信終了さ

せ、該当ポートへの再 Enumerationを行ってください。 

• EOFERR割り込みを検出したポートのUACTビットを0に変更し表示する。 

• EOFERR割り込みが発生したポートをアイドル状態に遷移させる。 
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21.4.3 パイプコントロール 

表 21.18に本モジュールのパイプ設定項目一覧表を示します。USBデータ転送は、エンドポイントと呼ばれる

論理パイプにて、データ通信を行う必要があります。本モジュールにはデータ転送用に 10本のパイプがあります。

各パイプは、システムの仕様に合わせて設定を行ってください。 
 

表 21.18 パイプ設定項目一覧表 

レジスタ名 ビット名 設定内容 備   考 

TYPE 転送タイプを指定 パイプ 1～9：設定可 

BFRE BRDY割り込みモードを 

選択 

パイプ 1～5：設定可 

DBLB ダブルバッファを選択 パイプ 1～5：設定可 

CNTMD 連続転送または非連続転

送を選択 

パイプ 1、2：設定可（バルク転送選択時のみ設定可能） 

パイプ 3～5：設定可 

DIR 転送方向を選択 INまたは OUT設定可 

EPNUM エンドポイント番号 パイプ 1～9：設定可 

パイプ使用時は 0000以外に設定 

DCPCFG 

PIPECFG 

SHTNAK トランスファ終了時のパ

イプ禁止選択 

パイプ 1、2：設定可（バルク転送選択時のみ設定可能） 

パイプ 3～5：設定可 

BUFSIZE バッファメモリサイズ DCP：設定不可（256バイト固定） 

パイプ 1～5：設定可（最大 2Kバイトまで指定可） 

パイプ 6、9：設定不可（64バイト固定） 

PIPEBUF 

BUFNMB バッファメモリ番号 DCP：設定不可（領域 H'0～H'3固定） 

パイプ 1～5：設定可（領域 H'8～H'7Fで指定可） 

パイプ 6～9：設定不可（領域 H'4～H'7固定） 

DEVSEL デバイス選択 ホストコントロール機能選択時のみ参照 DCPMAXP 

PIPEMAXP MXPS マックスパケットサイズ USB規格に準拠した設定 

IFIS バッファフラッシュ パイプ 1、2：設定可（アイソクロナス転送選択時のみ） 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホストコントロール機能選択時のみ設定可 

PIPEPERI 

IITV インターバルカウンタ パイプ 1、2：設定可（アイソクロナス転送選択時のみ） 

パイプ 3～5：設定不可 

パイプ 6～9：ホストコントロール機能選択時のみ設定可 
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レジスタ名 ビット名 設定内容 備   考 

BSTS バッファステータス DCPは ISELビットにより、受信／送信バッファ状態の切り替え 

INBUFM INバッファモニタ パイプ 3～5のみ搭載 

SUREQ SETUPリクエスト DCPのみ設定可能 

ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

SUREQCLR SUREQクリア DCPのみ設定可能 

ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

CSCLR CSSTSクリア ホストコントロール機能選択時のみ制御可能 

CSSTS SPLITステータス表示 ホストコントロール機能選択時のみ参照可能 

ATREPM 自動応答モード パイプ 1～5：設定可 

ファンクションコントロール機能選択時のみ設定可能 

ACLRM 自動バッファクリア パイプ 1～9：設定可 

SQCLR シーケンスクリア データトグルビットのクリア 

SQSET シーケンスセット データトグルビットのセット 

SQMON シーケンス確認 データトグルビットの確認 

PBUSY パイプビジー確認  

DCPCTR 

PIPEnCTR 

PID 応答 PID 「21.4.3（6） 応答 PID」を参照してください。 

PIPEnTRE TRENB トランザクションカウ

ント許可 

パイプ 1～5：設定可 

 TRCLR カレントトランザクシ

ョンカウンタのクリア

パイプ 1～5：設定可 

PIPEnTRN TRNCNT トランザクションカウ

ンタ 

パイプ 1～5：設定可 
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（1） パイプコントロールレジスタの切り替え手順 

パイプコントロールレジスタの以下のビットは、USB通信が不許可（PID＝NAK）であるときのみ書き換えが

可能です。 
 

USB通信許可（PID＝BUF）状態では設定禁止であるレジスタ 

・DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

・DCPCTRレジスタの SQCLRビット、SQSETビット 

・PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 

・PIPExCTRレジスタの ATREPMビット、ACLRMビット、SQCLRビット、SQSETビット 

・PIPExTREレジスタ、PIPExTRNレジスタの各ビット 
 

USB通信許可（PID＝BUF）状態から、上記ビットを切り替える際は以下の手順に従ってください。 

1. パイプコントロールレジスタのビット変更要求発生。 

2. 当該パイプのPIDをNAKに変更。 

3. 当該パイプのCSSTSビットが0になるまで待つ。（ホストコントローラ機能選択時のみ） 

4. 当該パイプのPBUSYビットが0になるまで待つ。 

5. パイプコントロールレジスタのビット変更開始。 

 

またパイプコントロールレジスタの以下のビットは、CFIFOSEL、D0FIFOSEL、D1FIFOSELレジスタのいずれ

の CURPIPEビットにも設定されていないパイプ情報のみ書き換えが可能です。 
 

FIFO-PORTの CURPIPEに設定中に設定禁止であるレジスタ 

・DCPCFGレジスタ、DCPMAXPレジスタの各ビット 

・PIPECFGレジスタ、PIPEBUFレジスタ、PIPEMAXPレジスタ、PIPEPERIレジスタの各ビット 
 

パイプ情報を変更する場合には、CURPIPEビットの設定を変更パイプ以外に指定してください。なお、DCPに

ついてはパイプ情報修正後、BCLRにてバッファのクリア処理をしてください。 
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（2） 転送タイプ 

PIPEPCFGレジスタの TYPEビットにて各パイプの転送タイプを設定します。各パイプに設定可能な転送タイ

プを下記に示します。 

• DCP：設定不要（コントロール転送固定）です。 

• パイプ1、2：バルク転送またはアイソクロナス転送を設定してください。 

• パイプ3～5：バルク転送を設定してください。 

• パイプ6～9：インタラプト転送を設定してください。 

 

（3） エンドポイント番号 

PIPEPCFGレジスタの EPNUMビットにて各パイプのエンドポイント番号を設定します。DCPは、エンドポイ

ント 0に固定されています。他のパイプは、エンドポイント 1からエンドポイント 15までの設定が可能です。 

• DCP：設定不要（エンドポイント0固定）です。 

• パイプ1～9：1から15までを選択して設定してください。 

ただし、DIRビットとEPNUMビットの組み合わせが重複しないように設定してください。 
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（4） マックスパケットサイズ設定 

DCPMAXPレジスタおよびPIPEMAXPレジスタのMXPSビットにて各パイプのマックスパケットサイズを設定

します。DCPおよびパイプ 1～5は USB規格で定義されているすべてのマックスパケットサイズに設定が可能で

す。パイプ 6～9は最大 64バイトがマックスパケットサイズの上限です。マックスパケットサイズは転送を開始

する前（PID＝BUF）に設定してください。 

• DCP：ハイスピード動作時は64を設定してください。 

• DCP：フルスピード動作時は、8、16、32、64から選択して設定してください。 

• パイプ1～5：ハイスピードバルク転送時は、512を設定してください。 

• パイプ1～5：フルスピードバルク転送時は、8、16、32、64から選択して設定してください。 

• パイプ1、2：ハイスピードアイソクロナス転送時は、1から1024の値を設定してください。 

• パイプ1、2：フルスピードアイソクロナス転送時は、1から1023の値を設定してください。 

• パイプ6～9：1から64の値を設定してください。 

インタラプト転送およびアイソクロナス転送の High Bandwidthは未対応です。 
 

（5） トランザクションカウンタ（パイプ 1～5読み出し方向） 

本モジュールは、データパケット受信方向で、指定回数のトランザクションが終了した場合に、トランスファ

終了と認識できます。トランザクションカウンタは、D0FIFO/D1FIFOポートにて選択されているパイプが、バッ

ファメモリからデータ読み出し方向で設定されている場合に動作する機能です。トランザクションカウンタには、

トランザクション回数を指定する TRNCNTレジスタと、内部でトランザクションをカウントするカレントカウン

タがあり、カレントカウンタが指定回数に一致すると、バッファメモリが読み出し可能状態となります。TRCLR

ビットにて、トランザクションカウンタ機能のカレントカウンタを初期化し、トランザクションを最初からカウ

ントし直すことができます。TRENBビットの設定により、TRNCNTレジスタ読み出し時の情報が異なります。 

• TRENB＝0：設定したトランザクションカウンタ値が読み出せます。 

• TRENB＝1：内部でカウントしたカレントカウンタ値が読み出せます。 

 

TRCLRビットの操作条件は下記のとおりです。 

• トランザクションカウント中、かつ、PID＝BUFの場合は、カレントカウンタはクリアできません。 

• バッファ内にデータが残っている状態ではカレントカウンタはクリアできません。 
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（6） 応答 PID 

DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの PIDビットにて各パイプの応答 PIDを設定します。 

各設定における本モジュールの動作は下記のとおりです。 
 

1. ホストコントローラ機能選択時の応答PID設定 

応答PIDは、トランザクションの実地を指定します。 

• NAK設定：パイプ禁止状態です。トランザクションは実施されません。 

• BUF設定：バッファメモリの状況に応じてトランザクションが実施されます。 

OUT方向の場合、バッファメモリに送信データがある場合、OUTトークンを発行します。 

IN方向の場合、バッファメモリに空きがあり受信可能な場合、INトークンを発行します。 

• STALL設定：パイプ禁止状態です。トランザクションは実施されません。 

 

【注】 DCPのセットアップトランザクションは、SUREQビットで設定します。 

 

2. ファンクションコントローラ機能選択時の応答PID設定 

応答PIDは、ホストからのトランザクションに対する応答を指定します。 

• NAK設定： 発生したトランザクションに対して常にNAK応答します。 

• BUF設定：バッファメモリの状況に応じてトランザクションに応答します。 

• STALL設定： 発生したトランザクションに対して常にSTALL応答します。 

 

【注】 セットアップトランザクションに対しては、PIDの設定にかかわらず、常に ACK応答し、レジスタに USBリクエスト

を格納します。 

PIDビットは、トランザクション結果により本モジュールによる書き込みが発生する場合があります。本モジ

ュールにより PIDビットへの書き込みが発生するのは以下の場合です。 
 

3. ホストコントローラ機能選択時にハードウェアが応答PIDを設定する場合 

• NAK設定：以下の場合にPID＝NAKとなり、トークンの発行を自動的に停止します。 

－アイソクロナス以外の転送で、NRDY割り込みが発生したとき 

 （詳細は、NRDY割り込みを参照してください。） 

－バルク転送時にPIPECFGレジスタのSHTNAKビットを1に設定した場合でショートパケットを

受信したとき 

－バルク転送時にSHTNAKビットを1に設定し、トランザクションカウンタが終了したとき 

• BUF設定：本モジュールによるBUF書き込みはありません。 

• STALL設定：以下の場合にPID＝STALLとなり、トークンの発行を自動的に停止します。 

送信したトークンに対してSTALLを受信したとき 

受信したデータパケットがマックスパケットサイズを超えたとき 
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4. ファンクションコントローラ機能選択時にハードウェアが応答PIDを設定する場合 

• NAK設定：以下の場合にPID＝NAKとなり、トランザクションに対して常にNAK応答します。 

SETUPトークンを正常に受信したとき（DCPのみ） 

バルク転送時にPIPECFGレジスタのSHTNAKビットを1に設定し、トランザクションカウンタが終了したと

き、またはショートパケットを受信したとき 

• BUF設定：本モジュールによるBUF書き込みはありません。 

• STALL設定：以下の場合にPID＝STALLとなり、トランザクションに対して常にSTALL応答します。 

受信データパケットでマックスパケットサイズオーバエラーを検出したとき 

 コントロール転送シーケンスエラーを検出したとき（DCPのみ） 

 

（7） データ PIDシーケンスビット 

コントロール転送のデータステージ、バルク転送、インタラプト転送において正常なデータ転送が行われると、

本モジュールによりデータ PIDのシーケンスビットが自動的にトグル動作します。次に送出されるデータ PIDの

シーケンスビットは、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの SQMONビットにて確認できます。データ

送信時は ACKハンドシェイク受信タイミングで、データ受信時は ACKハンドシェイク送信タイミングでシーケ

ンスビットが切り替わります。また、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの SQCLRビット、SQSETビ

ットにてデータ PIDシーケンスビットを変更可能です。 

ファンクションコントローラ機能選択時のコントロール転送では、ステージ遷移時に本モジュールが自動的に

シーケンスビットを設定します。セットアップステージ終了時は DATA0になり、ステータスステージでは DATA1

で応答します。このため、ソフトウェアによる設定は必要ありません。ホストコントローラ機能選択時のコント

ロール転送では、ステージ遷移時にシーケンスビットをソフトウェアで設定する必要があります。 

ホストまたはファンクションのどちらの機能を選択した場合でも、ClearFeatureリクエストの送信または受信時

などは、ソフトウェアでデータ PIDシーケンスビットを設定する必要がありますので注意してください。 

なお、アイソクロナス転送設定パイプは、SQSETビットによるシーケンスビット操作を行うことはできません。 
 

（8） 応答 PID＝NAK機能 

本モジュールには、PIPECFGレジスタの SHTNAKビットに 1を設定することで、トランスファの最後（ショ

ートパケット受信またはトランザクションカウンタでモジュールが自動識別）のデータパケット受信タイミング

で、パイプ動作を禁止（応答 PID＝NAK）する機能があります。 

この機能を使用することで、バッファメモリをダブルバッファで使用している場合に、トランスファ単位での

データパケットの受信が可能です。また、パイプ動作が禁止された場合は、ソフトウェアで再度パイプ許可（応

答 PID＝BUF）設定を行う必要があります。 

なお、本機能はバルク転送時のみ動作することが可能です。 
 

（9） オート応答モード 

バルク転送のパイプ（パイプ 1～5）において、PIPEnCTRレジスタの ATREPMビットに 1をセットすると、オ

ート応答モードとなります。OUT転送時（DIR＝0）には OUT-NAKモードとなり、IN転送時（DIR＝1）には Null
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自動応答モードとなります。 
 

• OUT-NAKモード 

バルク OUT転送のパイプにおいて、ATREPMビットに 1をセットすると、OUTトークンまたは PINGトーク

ンに対して NAK応答し、NRDY割り込みを出力します。通常モードから OUT-NAKモードへ設定するためには、

パイプ動作禁止状態（応答 PID＝NAK）で OUT-NAKモードに設定して、パイプ動作許可（応答 PID＝BUF）を

行ってください。パイプ動作許可後に、OUT-NAKモードが有効になります。ただし、パイプ動作禁止にする直前

で OUTトークンを受け付けた場合には、そのトークンのデータは正常に受信され、ホストへ ACK応答されます。 

OUT-NAKモードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答 PID＝NAK）で OUT-NAK

モードを解除して、パイプ動作許可（応答 PID＝BUF）を行ってください。通常モードでは、OUTデータ受信が

可能となり、PINGトークンに対しては、バッファが受信可能であれば ACKを返します。 
 

• Null自動応答モード 

バルク IN転送のパイプにおいて、ATREPMビットに 1をセットすると、Zero-Lengthパケットを送信し続けま

す。 

通常モードから Null自動応答モードへ設定するためには、パイプ動作禁止状態（応答 PID＝NAK）で、Null自

動応答モードに設定して、パイプ動作許可（応答 PID＝BUF）を行ってください。パイプ動作許可後に、Null自

動応答モードが有効になります。ただし、Null自動応答モードへ設定する場合には、バッファ内は空の状態であ

る必要があります。INBUFMビットが 0であることで確認してください。INBUFMビットが 1の場合には、バッ

ファ内にデータが存在しているため、ACLRMビットにより空にしてください。また、Null自動応答モードへの

設定中には、FIFOポートからのデータ書き込みは行わないでください。 

Null自動応答モードから通常モードへ遷移させるためには、パイプ動作禁止状態（応答 PID＝NAK）を

Zero-Lengthパケット送信分ウェイト（フルスピード時：10μs、ハイスピード時：3μs）した後、Null自動応答モ

ードを解除してください。通常モードでは、FIFOポートからの書き込みが可能となり、パイプ動作許可（応答 PID

＝BUF）を行うことにより、ホストへのパケット送信が可能となります。 
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21.4.4 FIFOバッファメモリ 

（1） FIFOバッファメモリ割り当て 

図 21.9に本モジュールの FIFOバッファメモリマップ例を示します。FIFOバッファメモリは CPUと本モジュ

ールが共用する領域です。FIFOバッファメモリの状況には、アクセス権がシステム（CPU側）にある場合と本モ

ジュール（SIE側）にある場合があります。 

FIFOバッファメモリは、パイプごとに独立した領域を設定します。メモリ領域は、64バイトを 1ブロックとし

て、ブロック先頭番号とブロック数（PIPEBUFレジスタの BUFNMBおよび BUFSIZEビット）で設定します。 

PIPEnCFGレジスタの CNTMDビットにて連続転送モードを選択した場合には、BUFSIZEビットの設定は、必

ずマックスパケットサイズの整数倍になるように設定してください。また PIPEnCFGレジスタの DBLBビットに

てダブルバッファを選択した場合には、同一パイプに対して PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットにて指定した

メモリ領域を２面分割り当てられます。 

また、バッファメモリへのアクセス（データ読み書き）は 3本の FIFOポートを使用します。FIFOポートに割

り当てるパイプは、C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにてパイプ番号を指定します。 

各パイプのバッファステータスは、DCPCTRレジスタおよび PIPEnCTRレジスタの BSTSビット、INBUFMビ

ットで確認できます。また、FIFOポートのアクセス権は、CFIFOCTRレジスタおよびDnFIFOCTRレジスタの FRDY

ビットで確認できます。 

バッファメモリ PIPEBUF レジスタ

BUFNMB＝0、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝4、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝5、BUFSIZE＝0

BUFNMB＝6、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝10、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝18、BUFSIZE＝3

BUFNMB＝22、BUFSIZE＝7

BUFNMB＝28、BUFSIZE＝2

0

6

7

5

1

2

3

4

CURPIPE＝1

CURPIPE＝3

CURPIPE＝6

FIFO ポート

CFIFO ポート

D0FIFO ポート

D1FIFO ポート

 

図 21.9 バッファメモリマップ例 
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• バッファステータス 

表 21.19および表 21.20本モジュールのバッファステータス表を示します。バッファメモリステータスを

DCPCTR.BSTSビットおよび PIPEnCTR.INBUFMビットにて確認できます。バッファメモリのアクセス方向は、

PIPEnCFGレジスタの DIRビットまたは CFIFOSELレジスタの ISELビット（DCP選択時）で、バッファメモリ

のアクセス方向を指定します。 

なお、INBUFMビットは送信方向のパイプ 1～5でのみ有効です。 

送信側の転送パイプをダブルバッファに設定している場合、BSTSビットは CPU側のバッファの状態を、

INBUFMビットは SIE側のバッファの状態を判断するために使用します。CPU（DMAC）による FIFOポートへの

書き込みが遅く、BEMP割り込みではバッファの空きが判別できない場合に、INBUFMビットで送信完了を確認

できます。 
 

表 21.19 BSTSビットによるバッファステータス表 

ISELまたは DIR BSTS バッファメモリの状態 

0（受信方向） 0 受信データなし、または受信中 

FIFOポートからの読み出し不可 

0（受信方向） 1 受信データあり、または Zero-Lengthパケット受信 

FIFOポートからの読み出し可能 

ただし、Zero-Lengthパケット受信時は読み出し不可のためバッファクリアが必要 

1（送信方向） 0 送信を完了していない 

FIFOポートへの書き込み不可 

1（送信方向） 1 送信完了 

CPUは書き込み可能 

 

表 21.20 INBUFMビットによるバッファステータス表 

DIR INBUFM バッファメモリの状態 

0（受信方向） 無効 無効 

1（送信方向） 0 送信可能データを送信完了した 

送信可能データなし 

1（送信方向） 1 送信可能データが FIFOポートから書き込まれた 

送信可能データあり 
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• FIFOバッファクリア 

表 21.21に本モジュールによる FIFOバッファメモリのクリア一覧表を示します。バッファメモリは、BCLR、

DCLRM、ACLRMビットにてクリアできます。 
 

表 21.21 バッファクリア一覧表 

ビット名 BCLR DCLRM ACLRM 

レジスタ CFIFOCTRレジスタ 

DnFIFOCTRレジスタ 

DnFIFOSELレジスタ PIPEnCTRレジスタ 

機能 CPU側バッファメモリをクリア

します。 

指定パイプのデータを読み出した

後で、自動でバッファメモリをク

リアするモードです。 

受信したパケットをすべて破棄する

自動バッファクリアモードです。 

クリア方法 1ライトでクリア 1：モード有効 

0：モード無効 

1：モード有効 

0：モード無効 

 

• バッファ領域 

表 21.22に本モジュールのバッファメモリマップを示します。バッファメモリには、あらかじめパイプに割り

当てられている専用固定領域およびユーザ設定が可能なユーザ領域があります。 

DCP用バッファは、コントロールリード転送およびコントロールライト転送で、同一領域を使用する専用固定

領域です。 

パイプ 6～9領域は、あらかじめ領域を割り当ててありますが、パイプ 6～9を使用しない場合はユーザ領域と

してパイプ 1～5に割り当てて使用可能です。 

各パイプで領域が重ならないように設定してください。特にダブルバッファ設定時は領域が設定値の倍になり

ますので注意してください。 

また、マックスパケットサイズ未満の設定値でバッファサイズ指定は行わないでください。 
 

表 21.22 バッファメモリマップ 

バッファメモリ番号 バッファサイズ パイプ設定 備考 

H'0 64バイト DCP専用固定領域 シングルバッファ 

H'1～H'3 － 使用禁止 － 

H'4 64バイト パイプ 6用固定領域 シングルバッファ 

H'5 64バイト パイプ 7用固定領域 シングルバッファ 

H'6 64バイト パイプ 8用固定領域 シングルバッファ 

H'7 64バイト パイプ 9用固定領域 シングルバッファ 

H'8～H'4F 最大 5120バイト パイプ 1～5ユーザ領域 ダブルバッファ設定可能、連続転送可能 
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• 自動バッファクリアモード機能 

本モジュールには、PIPEnCTRレジスタの ACLRMビットに 1を設定することで、受信したすべてのデータパ

ケットを破棄します。ただし、正常なデータパケットを受信した場合は、ホストコントローラに対して ACK応答

を行います。なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定可能です。 

また、ACLRMビットに 1を設定し、続けて 0を設定することで、アクセス方向に関係なく、選択パイプのバ

ッファメモリをクリアできます。 

ハードウェアの内部シーケンス実行時間として、ACLRMビットへの 1書き込みと 0書き込みの間隔を 100ns

以上とってください。 
 

• バッファメモリ仕様（シングル／ダブル設定） 

パイプ 1～5は、PIPEnCFGレジスタの DBLBビットにてシングルバッファまたはダブルバッファを選択できま

す。ダブルバッファは同一パイプに対して PIPEBUFレジスタの BUFSIZEビットにて指定したメモリ領域を 2面

分割り当てる機能です。図 21.10に本モジュールのバッファメモリ設定例を示します。 

バッファメモリ PIPEBUF レジスタ

64

64

64

128

BUFSIZE＝0、
DBLB＝0

BUFSIZE＝0、
DBLB＝1

BUFSIZE＝1、
DBLB＝0  

図 21.10 バッファメモリ設定例 
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• バッファメモリ動作（連続転送設定） 

PIPEnCFGレジスタの CNTMDビットにて連続転送モード、または非連続転送モードを選択できます。この選

択は、パイプ 1～5に対して有効です。 

連続転送モード機能は、複数のトランザクションを連続して送受信する機能です。連続転送モード設定時は、

各パイプに割り当てられたバッファサイズまで CPUへ割り込みを発生させずにデータ転送ができます。 

連続送信モードでは、書き込みデータをマックスパケットサイズで分割して送信します。バッファサイズ未満

のデータ送信（ショートパケットまたはマックスパケットサイズの整数倍でバッファサイズ未満）の場合には、

送信データの書き込み後 BVAL＝1を設定する必要があります。 

連続受信モードでは、バッファサイズまでのパケット受信、トランザクションカウントの終了、またはショー

トパケットを受信するまで割り込みは発生しません。 

表 21.23に CNTMDビット設定値と FIFOバッファに対する送受信完了判定方法の関係を示します。 
 

表 21.23 CNTMDビット設定値と FIFOバッファに対する送受信完了判定方法の関係 

連続転送モード 読み出し可能状態、送信可能判定方法 

非連続転送 

（CNTMD＝0） 

受信方向設定時（DIR＝0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件： 

• 本モジュールが 1パケット受信したとき 

 送信方向設定時（DIR＝1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件： 

以下のいずれかを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）がマックスパケットサイズ分のデータを FIFOバッファに書き込んだ。 

• ソフトウェア（または DMAC）がショートパケット分のデータ（0バイトの場合を含む）を FIFOバッ

ファに書き込み、BVAL＝1を書き込んだ。 

連続転送 

（CNTMD＝1） 

受信方向設定時（DIR＝0）FIFOバッファ読み出し可能状態になる条件： 

• 選択パイプに割り当てられた FIFOバッファに受信したデータのバイト数と、割り当てられたバイト数

（(BUFSIZE+1)*64）が等しくなったとき 

• 本モジュールが Zero-Lengthパケット以外のショートパケットを受信したとき 

• 選択パイプに割り当てられた FIFOバッファにすでにデータが格納されている状態で、本モジュールが

Zero-Lengthパケットを受信したとき。 

• ソフトウェアが選択パイプに対して設定したトランザクションカウンタ回数分のパケットを受信した

とき 

 送信方向設定時（DIR＝1）FIFOバッファ送信可能状態になる条件： 

以下のいずれかをを満たしたとき 

• ソフトウェア（または DMAC）が書き込んだデータ数が、選択パイプに割り当てられた FIFOバッフ

ァサイズ 1面分と等しくなったとき。 

• ソフトウェア（または DMAC）が、選択パイプに割り当てられた FIFOバッファサイズ 1面分よりも

小さいデータ数（0バイトの場合を含む）を FIFOバッファに書き込み、BVAL＝1を書き込んだとき。 
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図 21.11に本モジュールのバッファメモリ動作例を示します。 

CNTMD＝0
パケット受信時

CNTMD＝1
パケット受信時

CNTMD＝0
パケット送信時

CNTMD＝1
パケット送信時

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

Max Packet Size

未使用領域

未使用領域

割り込み発生

割り込み発生

送信可能

送信可能  

図 21.11 バッファメモリ動作例 
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（2） FIFOポートの機能 

表 21.24本モジュールの FIFOポート機能設定表を示します。データ書き込みアクセス時は、バッファフル（非

連続転送時はマックスパケットサイズ数）まで書き込みを行うと、自動的に送信可能状態となります。バッファ

フル（非連続転送時はマックスパケットサイズ数）未満のデータを送信可能状態にするには、C/DnFIFOCTRレジ

スタの BVALビットによる書き込み終了設定が必要です。また、Zero-Lengthパケットの送信は、同レジスタの

BCLRビットによるバッファクリアの上、BVALビットによる書き込み終了設定が必要です。 

読み出しアクセス時は、すべてのデータを読み出すと、自動的に新しいパケット受信可能状態になります。た

だし、Zero-Lengthパケット受信時（DTLN＝0）は、データは読み出せませんので、同レジスタの BCLRビットに

よるバッファクリアが必要です。受信データ長は、C/DnFIFOCTRレジスタの DTLNビットにて確認します。 
 

表 21.24 FIFOポート機能設定表 

レジスタ名 ビット名 機   能 備考 

C/DnFIFOSEL RCNT DTLN読み出しモード選択  

REW バッファメモリリワインド（再読み出し、再書き込み）  

DCLRM 指定パイプの受信データ読み出し後自動クリア DnFIFO専用 

DREQE DMA転送許可 DnFIFO専用 

MBW FIFOポートアクセスビット幅  

BIGEND FIFOポートエンディアン選択  

ISEL FIFOポートアクセス方向 DCP専用 

 

CURPIPE カレントパイプ選択  

BVAL バッファメモリ書き込み終了  

BCLR CPU側バッファメモリクリア  

C/DnFIFOCTR 

DTLN 受信データ長確認  
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（a） FIFOポート選択 

表 21.25に各 FIFOポートで選択可能なパイプ表を示します。C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビットにて、

アクセスするパイプを選択します。パイプ選択後、書き込んだ CURPIPE値が正しく読み出せたのを確認してから

（前回のパイプ番号が読み出された場合には、本コントローラがパイプ変更処理中である事を示します）FRDY＝

1を確認し FIFOポートへアクセスしてください。 

また、MBWビットでアクセスするバス幅を選択してください。バッファメモリアクセス方向は、PIPEnCFGレ

ジスタの DIRビットに従います。ただし、DCPのみ ISELビットにより決定します。 
 

表 21.25 パイプ別 FIFOポートアクセス表 

パイプ アクセス方法 使用可能なポート 

DCP CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

CPUアクセス CFIFOポートレジスタ 

D0FIFO/D1FIFOポートレジスタ 

パイプ 1～9 

DMAアクセス D0FIFO/D1FIFOポートレジスタ 

 

（b） REWビット 

現在アクセス中のパイプアクセスを一時的に中断し、別のパイプに対するアクセスを行い、再度現在のパイプ

処理を継続して行うことができます。このような処理には、C/DnFIFOSELレジスタの REWビットを使用します。 

C/DnFIFOSELレジスタの CURPIPEビット設定と同時に REWビットを 1に設定してパイプ選択を行うと、バッ

ファメモリの読み出しまたは書き込みポインタをリセットし、最初のバイトから読み出しまたは書き込みを行う

ことができます。また、0に設定しパイプ選択を行うと、バッファメモリの読み出しまたは書き込みポインタをリ

セットせずに、前回選択時の続きから継続してデータの読み書きができます。 

FIFOポートへアクセスするには、パイプ選択後、FRDY＝1を確認する必要があります。 
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（3） DMA転送（D0FIFO/D1FIFOポート） 

（a） DMA転送概要 

パイプ 1～9に対して、DMACによる FIFOポートアクセスが可能です。DMAに設定したパイプのバッファが

アクセス可能になったとき、DMA転送要求を出力します。 

DnFIFOSELレジスタのMBWビットにて FIFOポートへの転送単位を、CURPIPEビットにて DMA転送するパ

イプを選択してください。なお、DMA転送中は選択しているパイプを変更しないでください。 
 

（b） DMA転送終了自動認識 

本モジュールは、DMA転送終了信号入力を制御することによって、DMA転送による FIFOデータ書き込みを

終了させることが可能です。転送終了信号をサンプリングすると、バッファメモリを送信可能状態（BVAL＝1を

設定したのと同じ状態）にします。 
 

（c） DnFIFO自動クリアモード（D0FIFO/D1FIFOポート読み出し方向） 

本モジュールは、DnFIFOSELレジスタの DCLRMビットに 1を設定することで、バッファメモリからのデータ

読み出しを完了した場合に、選択パイプのバッファメモリを自動的にクリアします。 

表 21.26に各設定での、パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連を示します。表

21.26に示すように、BFREビットの設定値によりバッファクリア条件が異なりますが、クリアが必要などのよう

な状態においても、DCLRMビットを使用することでソフトウェアによるバッファクリアが不要になり、ソフトウ

ェアを介在させない DMA転送が可能となります。 

なお、本機能はバッファメモリ読み出し方向のみ設定できます。 

 

表 21.26 パケット受信とソフトウェアによるバッファメモリクリア処理の関連表 

DCLRM＝0 DCLRM＝1 レジスタ設定

 

 

パケット受信時のバッファ状態 

BFRE＝0 BFRE＝1 BFRE＝0 BFRE＝1 

バッファフル クリア不要 クリア不要 クリア不要 クリア不要 

Zero-Lengthパケット受信 クリア必要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

通常のショートパケット受信 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 

トランザクションカウント終了 クリア不要 クリア必要 クリア不要 クリア不要 
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21.4.5 コントロール転送（DCP） 

コントロール転送のデータステージのデータ転送は、デフォルトコントロールパイプ（DCP）を使用します。

DCPのバッファメモリは、コントロールリードおよびコントロールライト共用の固定領域で 256バイトシングル

バッファです。バッファメモリへのアクセスは、CFIFOポートのみ可能です。 
 

（1） ホストコントローラ機能選択時のコントロール転送 

（a） セットアップステージ 

USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、および USBLENGレジスタはセットアップトラ

ンザクションの USBリクエスト送信用のレジスタです。セットアップパケットのデータをレジスタに書き込み、

DCPCTRレジスタの SUREQビットに 1を書き込むことで設定されているデータがセットアップトランザクショ

ンとして送出されます。SUREQビットは、トランザクションが終了すると、0にクリアされます。SUREQ＝1中

は上記USBリクエストレジスタを操作しないでください。セットアップトランザクションのデバイスアドレスは、

DCPMAXPレジスタの DEVSELビットで指定します。 

トランザクションを送出すると、周辺デバイスからの応答により割り込み要求が発生します（INTSTS1レジス

タの SIGNビットおよび SACKビット）。この割り込み要求によりセットアップトランザクション結果を確認す

ることができます。 

セットアップトランザクションのデータパケットは、DCPCTRレジスタの SQMONビットの内容にかかわらず、

常に DATA0のデータパケット（USBリクエスト）が送信されます。 
 

（b） データステージ 

DCPバッファメモリを使用してデータの転送を行います。 

DCPバッファメモリへのアクセスにはCFIFOSELレジスタの ISELビットでアクセス方向を指定してください。

また、DCPCFGレジスタの DIRビットで転送方向を指定してください。 

データステージの第 1データパケットはデータ PIDを DATA1として通信する必要があります。DCPCFGレジ

スタの SQSETビットでデータ PIDを DATA1にセットし、PIDビットを BUFに設定することでトランザクション

を実行します。データ転送の完了は、BRDY割り込みおよび BEMP割り込みによって検出します。 

連続転送指定により複数パケットにわたったデータ転送が可能です。ただし、受信方向で連続転送に設定した

場合は、バッファフルになるか、ショートパケットを受信しないと、BRDY割り込みが発生しませんので注意し

てください（マックスパケットサイズの整数倍で、かつ 256バイト以下の場合）。 

また、コントロールライト転送の場合、送信データがマックスパケットサイズの整数倍の場合は最後に

Zero-Lengthパケットを送出するようにソフトウェアで制御してください。 
 

（c） ステータスステージ 

データステージと逆方向の Zero-Lengthパケットのデータ転送です。データステージ同様に DCPバッファメモ

リを使用したデータ転送になります。データステージと同様手順でトランザクションを実行します。 

データステージのデータパケットはデータ PIDを DATA1として通信する必要があります。DCPCFGレジスタ

の SQSETビットでデータ PIDを DATA1にセットしてください。 

また、Zero-Lengthパケットの受信は、BRDY割り込み発生後 CFIFOCTRレジスタの DTLNビットで受信データ
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長を確認のうえ、BCLRビットでバッファメモリクリアを行ってください。 
 

（2） ファンクションコントローラ機能選択時のコントロール転送 

（a） セットアップステージ 

本モジュールは、本モジュールに対する正常なセットアップパケットに対して必ず ACK応答します。セットア

ップステージの本モジュールの動作を以下に示します。 

1. 新しいセットアップパケットを受信すると、本モジュールは以下のビットをセットします。 

• INTSTS0レジスタのVALIDビットを1にセット 

• DCPCTRレジスタのPIDビットをNAKにセット 

• DCPCTRレジスタのCCPLビットを0にセット 

2. セットアップパケットに引き続きデータパケット受信すると、本モジュールは、USBリクエストのパラメー

タを、USBREQレジスタ、USBVALレジスタ、USBINDXレジスタ、およびUSBLENGレジスタに格納します。 

 

コントロール転送に対する応答処理は、必ず VALID＝0を設定後に行ってください。VALID＝1状態では PID

＝BUF設定が行えず、データステージを終了することができません。 

VALIDビットの機能により、本モジュールは、コントロール転送中に新しい USBリクエストを受信した場合

には処理中のリクエスト処理を中断し、最新のリクエストに対する応答を行うことができます。 

また、本モジュールは、受信した USBリクエストの方向ビット（bmRequestTypeのビット 8）およびリクエス

トデータ長（wLength）を自動判別し、コントロールリード転送、コントロールライト転送、およびコントロール

ライトノーデータ転送を識別し、ステージ遷移を管理します。間違ったシーケンスに対しては、コントロール転

送ステージ遷移割り込みのシーケンスエラーが発生し、ソフトウェアに通知します。本モジュールのステージ管

理については図 21.7を参照してください。 
 

（b） データステージ 

受信した USBリクエストに対応したデータ転送を DCPにて行ってください。DCPバッファメモリへアクセス

する前に、CFIFOSELレジスタの ISELビットにてアクセス方向指定を行ってください。 

転送データが DCPバッファメモリのサイズより大きい場合には、コントロールライト転送では BRDY割り込み

を、コントロールリード転送では BEMP割り込みを使用してデータ転送を行ってください。 

ハイスピード動作時のコントロールライト転送では、バッファメモリの状況に応じて NYETハンドシェイク応

答を行います。 
 

（c） ステータスステージ 

DCPCTRレジスタの PIDビットが PID＝BUFの状態で、CCPLビットに 1を設定することによりコントロール

転送を終了します。 

上記設定後、セットアップステージで確定したデータ転送方向に従い、本モジュールが自動的にステータスス

テージを実行します。具体的には下記のとおりです。 

• コントロールリード転送の場合 

本モジュールはZero-Lengthパケットの送信を行い、USBホストからのACK応答を受信します。 
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• コントロールライト転送、ノーデータコントロール転送の場合 

USBホストからのZero-Lengthパケットを受信し、ACK応答を送信します。 

 

（d） コントロール転送自動応答機能 

本モジュールは、正常な SET_ADDRESSリクエストに自動応答します。SET_ADDRESSリクエストに下記のエ

ラーがある場合はソフトウェアによる応答が必要です。 

• コントロールリード転送以外の場合：bmRequestType≠H'00 

• リクエストエラーの場合：wIndex≠H'00 

• ノーデータコントロール転送以外の場合：wLength≠H'00 

• リクエストエラーの場合：wValue＞H'7F 

• デバイスステートエラーのコントロール転送： DVSQ＝011（Configured） 

 

SET_ADDRESS以外のすべてのリクエストには対応するソフトウェアによる応答が必要です。 
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21.4.6 バルク転送（パイプ 1～5） 

バルク転送は、バッファメモリ使用方法（シングル／ダブルバッファ設定、または連続／非連続転送モード設

定）の選択ができます。バッファメモリサイズは、最大 2Kバイトまで設定可能です。バッファメモリの状態は本

モジュールが管理し、PINGパケット／NYETハンドシェイクには自動応答します。 
 

（1） ホストコントローラ機能選択時の PINGパケット制御 

OUT方向の PINGパケットの送信は、本モジュールにより自動的に送出されます。 

以下に示すとおり初期状態が PINGパケット送出状態で ACKハンドシェイクを受信することにより OUTパケ

ットを送出します。NAKまたは NYETを受信すると PING送出状態に戻ります。また、この制御はコントロール

転送のデータステージ、ステータスステージも同様です。 

1. OUTデータ送信設定 

2. PINGパケット送信 

3. ACKハンドシェイク受信 

4. OUTデータパケット送信 

5. ACKハンドシェイク受信 

（4.と5.を繰り返します。） 

6. OUTデータパケット送信 

7. NAK/NYETハンドシェイク受信 

8. PINGパケット送信 

 

また、本モジュールが PINGパケットの送信に戻る要因は、パワーオンリセット、NYET/NAKハンドシェイク

受信、シーケンストグルビットのセット、クリア（SQSET、SQCLR）、バッファクリア（ACLRM）設定です。 
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（2） ファンクションコントローラ機能選択時の NYETハンドシェイク制御 

表 21.27に本モジュールの NYETハンドシェイク応答表を示します。本モジュールの NYET応答は、下記の条

件に従います。ただし、ショートパケット受信時は、NYETパケット応答をせずに ACK応答となります。また、

コントロールライト転送のデータステージも同様です。 
 

表 21.27 NYETハンドシェイク応答表 

DCPCTR.PID

ビット設定値 

バッファメモリ

の状態 

トークン 応答 備   考 

NAK/STALL － SETUP ACK － 

 － IN/OUT/PING NAK/STALL － 

BUF － SETUP ACK － 

 RCV-BRDY1 OUT/PING ACK OUTトークン受信時はデータパケットを受信 

 RCV-BRDY2 OUT NYET データパケット受信、受信不能通知 

 RCV-BRDY2 OUT（Short） ACK データパケット受信、受信可能通知 

 RCV-BRDY2 PING ACK 受信可能通知 

 RCV-NRDY OUT/PING NAK 受信不能通知 

 TRN-BRDY IN DATA0/1 データパケット送信 

 TRN-NRDY IN NAK TRN-NRDY 

【記号説明】 

 RCV-BRDY1：OUT/PINGトークン受信時にバッファメモリに 2パケット分以上の空き領域がある 

 RCV-BRDY2：OUTトークン受信時にバッファメモリに 1パケット分の空き領域しかない 

 RCV-NRDY：PINGトークン受信時にバッファメモリに空き領域がない 

 TRN-BRDY：INトークン受信時にバッファメモリに送信データがある 

 TRN-NRDY：INトークン受信時にバッファメモリに送信データがない 
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21.4.7 インタラプト転送（パイプ 6～9） 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールは、ホストコントローラが管理している周期に従って

インタラプト転送を行います。インタラプト転送の場合、PINGパケットは無視（無応答になる）します。また、

NYETハンドシェイクを送信せず、ACK、NAK、STALL応答を行います。 

ホストコントローラ機能選択時は、インターバルカウンタによりトークン発行タイミングの設定を行うことが

できます。OUT方向の転送であっても、PINGトークンは発行せずに OUTトークンを発行します。 

なお、本モジュールは、インタラプト転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 
 

（1） ホストコントローラ機能選択時のインタラプト転送時のインターバルカウンタ 

インタラプト転送を行う場合、PIPEPERIレジスタの IITVビットに、トランザクションのインターバルを設定

します。本コントローラは設定されたインターバルに従ってインタラプト転送のトークンを発行します。 
 

（a） カウンタの初期化 

本コントローラがインターバルカウンタを初期化する条件は以下のとおりです。 

• パワーオンリセット： 

IITVビットが初期化されます。 

• ACLRMによるバッファメモリ初期化 

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITVの

設定値を最初からカウントします。 

 

なお以下の場合にはインターバルカウンタは初期化されませんのでご注意ください。 

• USBバスリセット、USBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。UACTビットを1にすることにより、USBバスリセット、USBサスペンド状

態とする前の値からカウントを開始します。 

 

（b） トークンの発生タイミングに送受信できない場合の動作 

以下のような場合、トークンの発生タイミングであってもトークンを発生させません。このような場合、次の

インターバルにトランザクションの実行を試みます。 

• PIDをNAKまたはSTALLに設定した場合 

• IN方向（受信）の転送でトークンの送信タイミングにバッファメモリに空き領域がない場合 

• OUT方向（送信）の転送でトークンの送信タイミングにバッファメモリに送信データがない場合 
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21.4.8 アイソクロナス転送（パイプ 1、2） 

本モジュールは、アイソクロナス転送に対して下記の機能を備えています。 

• アイソクロナス転送のエラー情報通知 

• インターバルカウンタ（IITVビット指定） 

• アイソクロナスIN転送データセットアップコントロール（IDLY機能） 

• アイソクロナスIN転送バッファフラッシュ機能（IFISビット指定） 

本モジュールは、アイソクロナス転送の High-Bandwidth転送には対応していません。 
 

（1） アイソクロナス転送のエラー検出 

本モジュールは、アイソクロナス転送のエラー発生を、ソフトウェアが管理可能なように、下記のエラー情報

の検出機能を持っています。表 21.28および表 21.29に本モジュールがエラーを検出する優先順位とエラー検出

に伴って発生させる割り込みについて示します。 

1. PIDエラー 

• 受信パケットのPIDが不正な場合 

 

2. CRCエラー、ビットスタッフィングエラー 

• 受信パケットのCRCにエラーがあった場合またはビットスタッフィングが不正な場合 

 

3. マックスパケットサイズオーバ 

• 受信パケットのデータサイズがマックスパケットサイズの設定値を超えていた 

 

4. オーバラン、アンダランエラー 

• ホストコントローラ機能選択時 

IN方向（受信）の転送時にトークンの送信タイミングにバッファメモリに空き領域がない場合 

OUT方向（送信）の転送時にトークンの送信タイミングにバッファメモリにデータがない場合 

• ファンクションコントローラ機能選択時 

IN方向（送信）の転送時にINトークン受信時にバッファメモリにデータがない場合 

OUT方向（受信）の転送時にOUTトークン受信したがバッファメモリに空き領域がない場合 

 

5. インターバルエラー 

ファンクションコントローラ機能選択時に、以下の場合にインターバルエラーとします。 

• アイソクロナスIN転送でインターバルフレームにINトークンを受信できなかった場合 

• アイソクロナスOUT転送でインターバルフレーム以外にOUTトークンを受信した場合 
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表 21.28 トークン受信時のエラー検出 

検出の優先

順位 

エラー 発生する割り込みとステータス 

1 PIDエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合に

も、割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。 

2 CRCエラー、ビットスタッフィングエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合に

も、割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。 

3 オーバラン、アンダランエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合に

も、NRDY割り込みを発生させ、OVRNビットをセットしま

す。ホストコントローラ機能選択時は、トークンを送信しま

せん。ファンクションコントローラ機能選択時は、INトーク

ンに対して Zero-Lengthパケットを送信します。OUTトーク

ンに対してはデータパケットを受信しません。 

4 インターバルエラー ファンクションコントローラ機能選択時は、NRDY割り込み

を発生させます。ホストコントローラ機能選択時は発生しま

せん。 

 

表 21.29 データパケット受信時のエラー検出 

検出の優先

順位 

エラー 発生する割り込みとステータス 

1 PIDエラー 割り込み発生せず（破損パケットとして無視）。 

2 CRCエラー、ビットスタッフィングエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合に

も、NRDY割り込みを発生させて、CRCEビットをセットし

ます。 

3 マックスパケットサイズオーバエラー ホスト／ファンクションのどちらの機能を選択した場合に

も、BEMP割り込みを発生させて、PIDを STALLにセットし

ます。 
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（2） DATA-PID 

本モジュールは、High-Bandwidth転送には対応していません。ファンクションコントローラ機能選択時に、受

信した PIDに対する対応を以下に示します。 

1. IN方向  

• DATA0：データパケットのPIDとして送信します。 

• DATA1：送信しません。 

• DATA2：送信しません。 

• mDATA：送信しません。 

 

2. OUT方向（フルスピード動作時） 

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA2：パケットを無視します。 

• mDATA：パケットを無視します。 

 

3. OUT方向（ハイスピード動作時） 

• DATA0：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA1：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• DATA2：データパケットのPIDとして正常受信します。 

• mDATA：データパケットのPIDとして正常受信します。 

 

（3） インターバルカウンタ 

PIPEPERIレジスタの IITVビットによりアイソクロナス転送のインターバルを設定できます。インターバルカ

ウンタにより、ファンクションコントローラ機能選択時、表 21.30に示す機能を実現します。ホストコントロー

ラ機能選択時は、トークンの発行タイミングを生成します。ホストコントローラ機能選択時のインターバルカウ

ンタの動作は、インタラプト転送と同じ動作となります。 
 

表 21.30 ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウンタの機能 

転送方向 機   能 検出条件 

IN 送信バッファフラッシュ機能 アイソクロナス IN転送でインターバルフレームに INトークンを正常受

信できない。 

OUT トークン未受信の通知 アイソクロナスOUT転送でインターバルフレームにOUTトークンを正

常受信できない。 

 

インターバルのカウントは、SOFの受信または補間された SOFで行いますので、SOFが破損しても等時性を保

つことができます。設定できるフレーム間隔は 2IITVフレームまたは 2IITVμフレームです。 
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（a） ファンクションコントローラ機能選択時でのカウンタの初期化 

本モジュールは、下記の条件でインターバルカウンタを初期化します。 

• パワーオンリセット 

IITVビットが初期化されます。 

• ACLRMによるバッファメモリ初期化 

IITVビットは初期化されませんがカウントは初期化されます。ACLRMビットを0にすることにより、IITVの

設定値からカウントを開始します。 

 

インターバルカウンタが初期化された後は、正常にパケットを転送したあとに、下記 1.または 2.の条件でイン

ターバルのカウントを開始します。 

1. PID＝BUF状態でINトークンに対して、データを送信後のSOF受信 

2. PID＝BUF状態でOUTトークンのデータを受信後のSOF受信 

 

なお、下記の条件ではインターバルカウンタは初期化されません。 

3. PIDビットをNAKまたはSTALLに設定した場合 

インターバルタイマは停止しません。次のインターバルにトランザクションの実行を試みます。 

4. USBバスリセットおよびUSBサスペンド 

IITVビットは初期化されません。SOFを受信すると、受信前の値からカウントを開始します。 

 

（b） ホストコントローラ機能選択時のインターバルカウントと転送制御 

IITVビットの設定値に従って本モジュールはトークン発行間隔を制御します。本モジュールは 2^IITV回の (マ

イクロ) フレームに 1回の間隔で選択パイプに対するトークンを発行します。 

本モジュールは、ハイスピード HUBに接続されたフルスピード／ロースピードの周辺デバイスとの通信に使用

するパイプに対しては、1msフレームでインターバルをカウントします。 

本モジュールは、ソフトウェアが PIDビットを BUFに設定した次の (マイクロ) フレームからトークン発行間

隔のカウントを開始します。 
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図 21.12 IITV＝0の場合の Token発行有無 
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図 21.13 IITV＝1の場合の場合の Token発行有無 

 

選択パイプの転送タイプがアイソクロナスの場合には、本モジュールはトークン発行間隔の制御に付随して以

下の動作を行います。NRDY割り込み発生条件を満たした場合でも本モジュールはトークンを発行します。 

1. 選択パイプがIsochronous-IN転送パイプの場合 

In-Tokenを発行し、周辺デバイスから正常にパケットを受信しなかった場合（無応答やパケットエラー等の

場合）に、NRDY割り込みを発生させます。  

（ソフトウェア（DMAC）がFIFOバッファからデータを読み出すのが遅いなどの原因で）FIFOバッファがフ

ルのために、本モジュールがデータを受信できない状態で、IN-Token発行タイミングに至った場合、本モジ

ュールはOVRNビットに1を表示し、NRDY割り込みを発生させます。 

2. 選択パイプがIsochronous-OUT転送パイプの場合 

（ソフトウェア（DMAC）がFIFOバッファにデータを書き込むのが遅いなどの原因で）送信可能なデータが

FIFOバッファに無い状態でOUT-TOKEN発行タイミングに至った場合、本モジュールはOVRNビットに1を表

示し、NRDY割り込みを発生させ、Zero-Lengthパケットを送信します。 

トークン発行間隔のリセット条件は以下の場合です。 

• 本モジュールがハードウェアリセットされた場合（この時、IITVビットへの設定値も0にクリアされます。） 

• ソフトウェアがACLRM＝1を設定した場合。 

 

（c） ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウントと転送制御 

1. 選択パイプがIsochronous-OUT転送パイプの場合 

IITVビットに設定したインターバル毎の（マイクロ）フレーム中にDATAパケットを受信しなかったとき、

本コントローラはNRDY割り込みを発生させます。 

DATAパケットにCRCエラー等のエラーが発生したために受信できなかったとき、またはFIFOバッファがフ

ルのために本モジュールがデータを受信できなかったときにもNRDY割り込みを発生させます。 

 

NRDY割り込みの発生のタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した場合でも内部

補間機能によりSOFを受信すべきタイミングに割り込みを発生させます。 

ただしIITV＝0以外のときには、インターバルカウント開始後のインターバル毎のSOFパケット受信時に
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NRDY割り込みを発生させます。 

インターバルタイマ起動後、ソフトウェアでPIDビットにNAKを設定した場合、本モジュールはSOFパケッ

トを受信してもNRDY割り込みを発生させません。 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。 

 

• IITV＝0のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した次の（マイクロ）フレームからインターバルの 

カウントを開始します。 
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図 21.14 IITV＝0の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 

• IITV＝0以外のとき：選択パイプのPIDビットをBUFに変更した後最初のDATAパケット正常受信完了時点か

らインターバルのカウントを開始します。 
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図 21.15 IITV＝0以外の場合の（マイクロ）フレームと Token受信期待有無の関係 

 

2. 選択パイプがIsochronous-IN転送パイプの場合 

IFIS＝1と組み合わせて使用します。IFIS＝0の場合にはIITVビットへの設定値とは関係なく、受信したトー

クンに応答してデータパケットを送信します。 

IFIS＝1を設定している場合、FIFOバッファに送信可能なデータが存在している状態で、IITVビットに設定し

たインターバル毎の（マイクロ） フレーム中にIN-Tokenを受信しなかったとき、本モジュールはFIFOバッ

ファをクリアします。 
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IN-TokenにCRCエラー等のバスエラーが発生したために本モジュールが正常受信できなかった場合にもクリ

アを行います。 

FIFOバッファクリアのタイミングは、SOFパケット受信時です。またSOFパケットが破損した場合でも内部

補間機能によりSOFを受信すべきタイミングにFIFOバッファクリアを行います 

 

インターバルのカウント開始条件は、IITVビットの設定値により異なります。（OUT時と同様です） 

ファンクションコントローラ機能選択時のインターバルカウント条件は以下のいずれかの場合です。 

• 本モジュールがハードウェアリセットされた場合（このとき、IITVビットへの設定値も0にクリアされます。） 

• ソフトウェアがACLRM＝1を設定した場合 

• 本モジュールがUSBリセットを検出した場合 

 

（4） ファンクションコントローラ機能選択時のアイソクロナス転送送信データセットアップ 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールのアイソクロナスデータ送信では、バッファメモリに

データ書き込み後、SOFパケットを検出した次のフレームでデータパケットの送出が可能になります。この機能

をアイソクロナス転送送信データセットアップ機能と呼びます。この機能により、送信を開始したフレームを特

定することができます。 

バッファメモリをダブルバッファで使用している場合で、両方のバッファの書き込みが終了している場合も、

転送可能状態になるバッファメモリは先に書き込みを終了した 1面だけとなります。このため同一フレームで、

複数の INトークンを受信しても、送出されるバッファメモリはただ 1パケット分となります。 

INトークンの受信時に、バッファメモリが送信可能状態であればデータ転送し正常応答します。しかし、バッ

ファメモリが送信不能状態であれば、Zero-Lengthパケットを送出しアンダランエラーとなります。 

図 21.16に本モジュールで、IITV＝0（毎フレーム）を設定した場合のアイソクロナス転送送信データセットア

ップ機能による送信例を示します。Zero-Lengthパケット送出は図中で網掛け Nullと表示しています。 
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図 21.16 データセットアップ機能動作例 
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（5） ファンクションコントローラ機能選択時のアイソクロナス転送送信バッファフラッシュ 

ファンクションコントローラ機能選択時、本モジュールは、アイソクロナスデータ送信でインターバルフレー

ムに INトークンを受信せず、次フレームの SOFまたμSOFパケットを受信した場合は、INトークン破損として

扱い、送信可能状態となっているバッファをクリアし、そのバッファを書き込み可能状態とします。 

また、このときにダブルバッファで使用しており両方のバッファの書き込みが終了している場合は、破棄した

バッファメモリを同インターバルフレームで送信されたものとみなして、SOFまたはμSOFパケット受信で破棄

されていないバッファメモリを転送可能状態とします。 

バッファフラッシュ機能は IITVビット設定値により動作開始タイミングが異なります。 

• IITV＝0の場合 

パイプが有効となった次のフレームからバッファフラッシュ動作します。 

• IITV＝0以外の場合 

最初の正常なトランザクション以降バッファフラッシュ動作します。 

 

図 21.17に本モジュールのバッファフラッシュ機能の動作例を示します。ただし、設定されたインターバル間

隔外（インターバルフレーム前のトークン）に対しては、データセットアップ状態に従い、書き込みデータの送

出またはアンダランエラーとして Zero-Lengthパケットを送出します。 

バッファA
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空き状態

空き状態

空き状態書き込み終了 書き込み終了

書き込み終了

書き込み
中

書き込み
中

書き込み
中転送可能状態

転送可能状態  

図 21.17 バッファフラッシュ機能動作例 
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図 21.18に本モジュールのインターバルエラー発生例を示します。インターバルエラーは下記の 5種類です。

図中の①タイミングでインターバルエラーが発生しバッファフラッシュ機能が動作します。 

インターバルエラーは IN転送時にバッファフラッシュ機能が動作し、OUT転送時は NRDY割り込みが発生し

ます。 

受信パケットエラーなどの NRDY割り込みとオーバランエラーとの区別は OVRNビットで判定してください。 

図中網掛けのトークンに対してはバッファメモリの状態に応じた応答になります。 

1. IN方向  

• バッファ転送可能状態であればデータ転送し正常応答 

• バッファ転送不能状態であればZero-Lengthパケット送信しアンダランエラー 

2. OUT方向 

• バッファ受信可能状態であればデータ受信し正常応答 

• バッファ受信不能状態であればデータ破棄しオーバランエラー 
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図 21.18 IITV＝1のときのインターバルエラー発生例 
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21.4.9 SOF補間機能 

ファンクションコントローラ機能を選択時に SOFパケットの破損または欠落のために、1ms（フルスピード動

作時）または 125μs（ハイスピード動作時）間隔で SOFパケットを受信できなかった場合に、本モジュールは SOF

を補間します。SOF補間動作の開始は SYSCFG.USBE＝1、SYSCFG.SCKE＝1かつ SOFパケット受信となります。

また、下記の条件で補間機能が初期化されます。 

• パワーオンリセット 

• USBバスリセット 

• サスペンド検出 

 

また、SOF補間は次の仕様で動作します。 

• フレーム間隔（125μsまたは1ms）はリセットハンドシェイクプロトコルの結果に従う。 

• SOFパケット受信までは補間機能は動作しない。 

• 最初のSOFパケット受信後は内部クロック48MHzで125μsまたは1msをカウントし補間する。 

• 2回目以降のSOFパケットを受信後は前回の受信間隔を用いて補間する。 

• サスペンド時およびUSBバスリセット受信中は補間しない。 

（ハイスピード時のサスペンド移行では最終パケットから3msの間は補間を継続します） 

 

本モジュールは、SOFパケットの受信に基づいて下記の機能を動作させますが、SOFパケットが欠落した場合

には SOF補間を行うため、正常動作を継続させることができます。 

• フレーム番号およびマイクロフレーム番号の更新 

• SOFR割り込みタイミングおよびμSOFロック 

• アイソクロナス転送インターバルカウント 

 

フルスピード動作時に SOFパケットが欠落した場合には、FRMNUMレジスタの FRNMビットは更新されませ

ん。ハイスピード動作時にμSOFパケットが欠落した場合には、UFRMNUMレジスタの UFRNMビットが更新さ

れます。ただし、UFRNM＝000のμSOFパケットが欠落した場合には、FRNMビットは更新されません。この場

合は、継続する UFRNM＝000以外のμSOFパケットが正常に受信されても FRNMビットは更新されません。 
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21.4.10 パイプスケジュール 

（1） トランザクション発行条件 

本モジュールは、ホストコントローラ機能選択時、UACT＝1を設定したあと、表 21.31に示す条件でトランザ

クションを発行します。 
 

表 21.31 トランザクション発行条件 

発行条件 トランザクション 

DIR PID IITV0 バッファの状態 SUREQ 

セットアップ －*1 －*1 －*1 －*1 1設定 

IN BUF 無効 受信領域あり －*1 コントロール転送のデータステージ、

ステータスステージ、 

バルク転送 
OUT BUF 無効 送信データあり －*1 

IN BUF 有効 受信領域あり －*1 インタラプト転送 

OUT BUF 有効 送信データあり －*1 

IN BUF 有効 *2 －*1 アイソクロナス転送 

OUT BUF 有効 *3 －*1 

【注】 *1 表中の「－」は、トークンの発行に関係のない条件であることを示します。有効はインタラプト転送とアイソクロ

ナス転送において、インターバルカウンタによる転送フレームでのみ発行されることを示します。無効はインター

バルカウンタに関わらず発行されることを示します。 

 *2 受信領域の有無にかかわらずトランザクションを発行します。ただし、受信領域がなかった場合は受信データを破

棄します。 

 *3 送信データの有無にかかわらずトランザクションを発行します。ただし送信データがなかった場合は、Zero-Length 

パケットを送信します。 
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（2） 転送スケジュール 

本モジュールのフレーム内の転送スケジューリング方法について説明します。本モジュールは、SOFを送信後、

以下に示す順番で転送を行います。 
 

1. 周期的転送の実行 

パイプ1→パイプ2→パイプ6→パイプ7→パイプ8→パイプ9の順に検索し、アイソクロナス転送またはインタ

ラプト転送のトランザクション発行が可能なパイプがあれば、トランザクションを発行します。 

 

2. コントロール転送のセットアップトランザクション 

DCPを確認してセットアップトランザクションが可能であれば送信します。 

 

3. バルク、コントロール転送データステージ、ステータスステージの実行 

DCP→パイプ1→パイプ2→パイプ3→パイプ4→パイプ5の順にパイプを検索し、バルク、コントロール転送デ

ータステージ、コントロール転送ステータスステージのトランザクションの発行が可能なパイプがあれば、

トランザクションを実行します。 

トランザクションを発行したとき、周辺デバイスからの応答がACKであってもNAKであっても次のパイプの

トランザクションに移ります。また、フレーム内に転送を行う時間があれば、3.を繰り返します。 

 

（3） USB通信許可 

DVSTCTRレジスタの UACTビットを 1に設定することにより、SOFまたはμSOFの送信を開始し、トランザ

クションの発行が可能となります。 

UACTビットを 0に設定すると、SOFまたはμSOFの送信を停止しサスペンドとなります。UACTビットを 1

→0に設定する場合、次の SOFまたはμSOFを送信してから停止します。 
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21.5 使用上の注意事項 

21.5.1 USBモジュールの起動／停止手順 

（1） 起動手順 

USBモジュールを起動する場合、以下の手順に従ってください。 

1. リフレッシュスタンバイモード時に、IRQn割り込みもしくはNMI割り込みを発生させてから、低消費電力モ

ードのSTBCRレジスタのSTBYビットに0を書き込み、通常動作に復帰させてください。 

2. 発振安定時間を確保するために、3～5msウェイトしてください。 

3. CPGのMSTPCR0レジスタのUSBビットに0、SYSCFGレジスタのSCKEビットに1を書き込み、モジュールス

タンバイ状態を解除してください。 

 

（2） 停止手順 

USBモジュールを停止する場合、以下の手順に従ってください。 

1. SYSCFGレジスタのSCKEビットに0、CPGのMSTPCR0レジスタのUSBビットに1を書き込み、USBモジュー

ルをモジュールスタンバイ状態にしてください。 

2. 40ns（48MHzクロックで２サイクル分）以上ウェイトしてください。 

3. 低消費電力モードのSTBCRレジスタのSTBYビットに1を書き込み、リフレッシュスタンバイモードに遷移さ

せてください。 

【注】 MSTPCR0レジスタの USBビットと SYSCFGレジスタの SCKEビットは、必ずセットで設定してください。 
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21.5.2 USBクロック周辺回路設計時の注意事項 

（1） 水晶発振子使用時の注意 

水晶発振子と容量はできるだけ XIN端子および XOUT端子の近くに置いてください。また、これらの端子の信

号線に他の信号線を交差させないでください。誘導のために正しい発振ができなくなることがあります。 

信号線交差禁止

CL1、CL2およびダンピング抵抗値は、使用する水晶発振子メーカと 
評価検討の上、値を決めてください。

推奨値
CL1 = CL2 = 10pF
R=0Ω

【注】

水晶発振子

XOUT

R

SH7764

XIN

CL2CL1

 

図 21.19 水晶発振子使用時の注意 

（2） 外部クロックを XIN端子から入力するときの注意 

XOUT端子には、何も接続しないでください。 

（3） PLL電源配線時の注意事項 

VDDA_USBと VSSA_USBは、USBモジュール内の 480MHz-PLLの電源端子です。他の電源ラインからノイズ

の影響を受けないように、その他の VDD、VSSとはボードの電源供給元から分離し、端子の近くにバイパスコン

デンサを挿入してください。 
 

21.5.3 VBUS端子処理 

VBUS端子は USBコネクタの Vbusラインに接続してください。本モジュールを USBホストコントローラモー

ドに設定する場合、Vbusラインを経由して、ファンクション機器に VBUS電源を供給する必要がありますが、本

モジュールから直接、電源を供給することはできません。 

USB電源バス用過電流制限機能付きパワースイッチ ICを外付けすることを推奨します。 

なお、本 LSIの電源が供給されていない状態で、VBUS端子に電圧が印加されても問題ありません（VBUS端

子が破壊されることはありません）。 
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21.5.4 USBフルスピードファンクション機能使用時の USB切断処理に関する注意事

項 

USBモジュールにおいて、ファンクション機能を使用しフルスピードにて USBホストからのパケット受信中に

USBの切断をした場合、INTSTS0レジスタの DVSQビット、DVSTCTRレジスタの RHSTビットなどのステート

が異常となり、USB再接続時、正常に USB通信を行うことができない場合があります。 

なお、ホスト機能使用時、またはペリフェラル機能かつハイスピード通信時には、本現象は発生しません。 

（1） 発生条件 

下記（1）、（2）、（3）、および（4）の条件がすべて満たされたときに、現象が発生する可能性があります。 

（1）ファンクション機能にて使用（SYSCFGレジスタの DCFMビット＝0設定） 

（2）フルスピード通信時（DVSTCTRレジスタの RHSTビット＝010設定） 

（3）USBホストのパケット受信中に USBを切断した場合。 

（4）（3）の USB切断から 3ms経過後*に D+プルアップ解除（SYSCFGレジスタの DPRPUビット＝0）した

場合。 

【注】 * 「VBUS変化検出割り込み（INTSTS0レジスタの VBINTビット＝1）発生から 3ms経過後」ではありませんので

ご注意ください。 

 

（2） 回避策 

USB切断検出時、以下の USB切断処理を実施していただくことにより現象回避が可能です。 

【注】 D+プルアップ解除（SYSCFGレジスタの DPRPUビット＝0）の箇所を以下に置き換えてください。 

（1）SYSCFGレジスタの DPRPUビット＝0 

（2）1μs（1000ns）以上のウェイト 

（3）SYSCFGレジスタの DCFMビット＝1 

（4）200ns以上のウェイト 

（5）SYSCFGレジスタの DCFMビット＝0 
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22. LCDコントローラ（LCDC） 

LCDコントローラ（LCDC）は、表示用の画像をシステムメモリに格納するユニファイドメモリアーキテクチ

ャをとっています。LCDCモジュールはシステムメモリからデータを読み出し、パレットメモリを使って色を決

定した後、LCDパネルに送ります。マイコンバスインタフェース方式、NTSC/PAL方式、LVDSインタフェース

の液晶モジュール*以外の液晶モジュールを接続することが可能です。 

【注】 * LVDS変換 LSIを接続することで、LVDSインタフェースに接続可能です。 

22.1 特長 

LCDCは次のような特長があります。 

• パネルインタフェース 

シリアルインタフェース方式 

STN/Dual STN/TFTパネル（8/12/16/18ビットバス幅）のデータフォーマットをサポート*1 

• 4/8/15/16 bpp（ビットパーピクセル）カラーモードをサポート 

• 1/2/4/6bppグレイスケールモードをサポート 

• 16×1～1024×1024までの液晶パネルサイズをサポート*2 

• 24ビットカラーパレットメモリ（24ビット中、16ビットが有効 R:5 / G:6 / B:5） 

• RGB各8ビットの、24ビットの空間変調FRCにより、ちらつき、シャドーイングが起こりやすいSTN/DSTNパ

ネルでのちらつきの少ない65536の色制御を実現 

• CPUに接続されたSDRAM（エリア1、2）の一部をLCDCの表示データ格納用VRAMとして使用することで、

専用の表示用メモリが不要 

• 2.4Kバイトの大きなサイズのラインバッファにより、安定した表示を実現 

• 液晶パネルの信号極性に合わせる、出力信号、出力信号のレベル反転機能をサポート 

• 各種のデータフォーマット（バイト内のエンディアン設定、バックドピクセル方式）をレジスタにより選択

的にサポート可能 

• ユーザ指定位置で割り込みを発生可能（VRAMの更新開始タイミングを制御することによりティアリング（ち

らつき）を回避） 

 

【注】 *1 18ビットバス幅の TFTパネル接続時は、未結線となる下位ビットの信号を GND、またはデータが出力される最

下位ビットに接続してください。 

 *2 詳細は「22.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて」を参照してください。 
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図 22.1に LCDCのブロック図を示します。 

クロック 
ジェネレータ

パレット
RAM

LCDC

パワー 
コントロール

レジスタ

LCD_CLK
Pck

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

バスインタフェース ライン 
バッファ

2.4Kバイト

4バイト×256エントリ

LCD_CL1
LCD_CL2
LCD_FLM
LCD_D15～0
LCD_DON
LCD_VCPWC
LCD_VEPWC
LCD_M_DISP

周辺バス

DOTCLK

SDRAM

SDRAMコントローラ
MCU

 

図 22.1 LCDCのブロック図 
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22.2 入出力端子 
表 22.1に LCDCの端子構成を示します。 

LCDC端子の選択は、PFCのピンセレクトレジスタで行います。 
 

表 22.1 端子構成 

端子名 入出力 機   能 

LCD_D15～0 出力 LCDパネル用データ 

LCD_DON 出力 表示開始信号（DON） 

LCD_CL1 出力 シフトクロック 1（STN/DSTN）／水平同期信号（HSYNC） 

LCD_CL2 出力 シフトクロック 2（STN/DSTN）／ドットクロック（DOTCLK） 

LCD_M_DISP 出力 液晶交流化信号／DISP信号 

LCD_FLM 出力 ファーストラインマーカ／垂直同期信号（VSYNC）（TFT） 

LCD_VCPWC 出力 液晶モジュール電源制御（VCC） 

LCD_VEPWC 出力 液晶モジュール電源制御（VEE） 

LCD_CLK 入力 LCDクロックソース外部入力 

外部クロックを入力してください。水晶発振子を接続することはできません。 

【注】 液晶モジュールとの結線仕様に関しては、「22.5 クロックと LCDデータ信号例」と、液晶モジュール側の仕様をよく

確認の上、決定してください。 
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22.3 レジスタの説明 
LCDCのレジスタ構成を表 22.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 22.3に示しま

す。 
 

表 22.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FFE3 0000～

H'FFE3 03FC 

H'1FE3 0000～ 

H'1FE3 03FC 

32 

LCDCインプットクロックレジスタ LDICKR R/W H'FFE3 0400 H'1FE3 0400 16 

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR R/W H'FFE3 0402 H'1FE3 0402 16 

LCDCデータフォーマットレジスタ LDDFR R/W H'FFE3 0404 H'1FE3 0404 16 

LCDC上部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARU R/W H'FFE3 0408 H'1FE3 0408 32 

LCDC下部表示パネル用データ取り込み 

開始アドレスレジスタ 

LDSARL R/W H'FFE3 040C H'1FE3 040C 32 

LCDC表示パネル用取り込みデータ 

ラインアドレスオフセットレジスタ 

LDLAOR R/W H'FFE3 0410 H'1FE3 0410 16 

LCDCパレットコントロールレジスタ LDPALCR R/W H'FFE3 0412 H'1FE3 0412 16 

LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ LDHCNR R/W H'FFE3 0414 H'1FE3 0414 16 

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR R/W H'FFE3 0416 H'1FE3 0416 16 

LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ LDVDLNR R/W H'FFE3 0418 H'1FE3 0418 16 

LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ LDVTLNR R/W H'FFE3 041A H'1FE3 041A 16 

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR R/W H'FFE3 041C H'1FE3 041C 16 

LCDC ACモジュレーション信号トグル 

ラインナンバーレジスタ 

LDACLNR R/W H'FFE3 041E H'1FE3 041E 16 

LCDC割り込みコントロールレジスタ LDINTR R/W H'FFE3 0420 H'1FE3 0420 16 

LCDCパワーマネジメントモードレジスタ LDPMMR R/W H'FFE3 0424 H'1FE3 0424 16 

LCDC電源シーケンス期間レジスタ LDPSPR R/W H'FFE3 0426 H'1FE3 0426 16 

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR R/W H'FFE3 0428 H'1FE3 0428 16 

LCDCユーザ指定割り込みコントロール 

レジスタ 

LDUINTR R/W H'FFE3 0434 H'1FE3 0434 16 

LCDCユーザ指定割り込みラインナンバー 

レジスタ 

LDUINTLNR R/W H'FFE3 0436 H'1FE3 0436 16 

LCDCメモリアクセスインターバル 

ナンバーレジスタ 

LDLIRNR R/W H'FFE3 0440 H'1FE3 0440 16 
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表 22.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン

リセット 

スリープ スタンバイ 

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

不定 保持 保持 

LCDCインプットクロックレジスタ LDICKR H'1101 保持 保持 

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR H'0109 保持 保持 

LCDCデータフォーマットレジスタ LDDFR H'000C 保持 保持 

LCDC上部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ LDSARU H'04000000 保持 保持 

LCDC下部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ LDSARL H'04000000 保持 保持 

LCDC表示パネル用取り込みデータラインアドレスオフセット

レジスタ 

LDLAOR H'0280 保持 保持 

LCDCパレットコントロールレジスタ LDPALCR H'0000 保持 保持 

LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ LDHCNR H'4F52 保持 保持 

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR H'0050 保持 保持 

LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ LDVDLNR H'01DF 保持 保持 

LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ LDVTLNR H'01DF 保持 保持 

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR H'01DF 保持 保持 

LCDC ACモジュレーション信号トグルラインナンバーレジスタ LDACLNR H'000C 保持 保持 

LCDC割り込みコントロールレジスタ LDINTR H'0000 保持 保持 

LCDCパワーマネジメントモードレジスタ LDPMMR H'0010 保持 保持 

LCDC電源シーケンス期間レジスタ LDPSPR H'F60F 保持 保持 

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR H'0000 保持 保持 

LCDCユーザ指定割り込みコントロールレジスタ LDUINTR H'0000 保持 保持 

LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ LDUINTLNR H'004F 保持 保持 

LCDCメモリアクセスインターバルナンバーレジスタ LDLIRNR H'0000 保持 保持 
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22.3.1 LCDCインプットクロックレジスタ（LDICKR） 

LCDCは、LCDCの動作クロック供給源として、周辺クロックまたは外部クロックを選択できます。また、1/1

～1/32までの分周器を内蔵し、分周したクロックを LCDCの動作クロック（DOTCLK）として使用可能です。LCDC

から出力されるクロックは本レジスタで選択された動作クロックから液晶パネル用の同期クロック出力

（LCD_CL2）を生成します。TFTパネルの場合は LCD_CL2＝DOTCLKとなり、STN、DSTNパネルの場合は

LCD_CL2＝（DOTCLK／液晶パネルへの出力データバス幅）の周波数のクロックが出力されます。LCD_CL2に

かかわらず、LCDCへの入力クロックが周辺クロック（Pck）以下となるように、LDICKRを設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － ICKSEL[1:0] DCDR[5:0]－ － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

13、12 ICKSEL[1:0] 01 R/W 入力クロック選択 

DOTCLKの供給源を設定します。 

00：設定禁止 

01：周辺クロックを選択（Pck） 

10：外部クロックを選択（LCD_CLK） 

11：設定禁止 

11～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 － 1 R リザーブビット 

読み出すと常に1が読み出されます。書き込む値も常に1にしてください。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

5～0 DCDR[5:0] 000001 R/W クロック分周比 

入力クロック分周比を設定します。 

設定の詳細については表 22.4を参照してください。 
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表 22.4 入出力クロック周波数と分周比 

入出力クロック周波数（MHz） DCDR[5:0] クロック分周比 

50.000 54.000 

000001 1/1 50.000 54.000 

000010 1/2 25.000 27.000 

000011 1/3 16.667 18.000 

000100 1/4 12.500 13.500 

000110 1/6 8.333 9.000 

001000 1/8 6.250 6.750 

001100 1/12 4.167 4.500 

010000 1/16 3.125 3.375 

011000 1/24 2.083 2.250 

100000 1/32 1.563 1.688 

【注】 上記以外の設定の場合はクロック分周比 1/1（初期値）となります。 

 

22.3.2 LCDCモジュールタイプレジスタ（LDMTR） 

LDMTRは、接続される液晶モジュールの信号極性に合わせ、LCDCより出力される制御信号、およびデータ信

号の極性を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

FLM
POL

CL1
POL

DISP
POL DPOL － MCNT CL1CNT CL2CNT MIFTYP[5:0]－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 FLMPOL 0 R/W FLM（垂直同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_FLM（垂直同期信号、ファーストラインマーカ）

の極性を選択します。 

0：LCD_FLMパルスはハイアクティブ 

1：LCD_FLMパルスはローアクティブ 

14 CL1POL 0 R/W CL1（水平同期）極性選択 

液晶モジュールの LCD_CL1（水平同期信号）の極性を選択します。 

0：LCD_CL1パルスはハイアクティブ 

1：LCD_CL1パルスはローアクティブ 

13 DISPPOL 0 R/W DISP（表示許可）極性選択 

液晶モジュールの LCD_M_DISP（表示許可）の極性を選択します。 

0：LCD_M_DISPはハイアクティブ 

1：LCD_M_DISPはローアクティブ 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 DPOL 0 R/W 表示データ極性選択 

液晶モジュールの LCD_D15～0（表示データ）の極性を選択します。液

晶モジュールの反映をサポートしています。 

0：LCD_D15～0はハイアクティブ。透過型液晶パネル 

1：LCD_D15～0はローアクティブ。反射型液晶パネル 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10 MCNT 0 R/W M信号制御 

液晶モジュールの液晶交流化信号の出力を設定します。 

0：M（ACラインモジュレーション）信号を出力する 

1：M信号は出力しない 

9 CL1CNT 0 R/W CL1（水平同期）制御 

垂直帰線期間中の LCD_CL1出力を設定します。 

0：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力する 

1：垂直帰線期間中、LCD_CL1は出力しない 

8 CL2CNT 1 R/W CL2（液晶モジュールのドットクロック）制御 

垂直水平帰線期間中の LCD_CL2出力を設定します。 

0：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力する 

1：垂直水平帰線期間中、LCD_CL2は出力しない 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5～0 MIFTYP[5:0] 001001 R/W モジュールインタフェースタイプ選択 

液晶パネルのタイプと、液晶パネルへの出力データバス幅を設定します。

液晶パネルのタイプは STN、DSTN、TFTの 3種類から選択します。液晶

パネルへの出力データバス幅は 4ビット、8ビット、12ビット、16ビッ

トから選択します。TFTの液晶パネルの要求データバス幅が 16ビット以

上のときは、パネル側に存在するデータバスに合わせて接続してくださ

い。TFTと異なり、STN、DSTNの液晶パネルにおいては表示色数、表示

解像度と出力データバス幅の設定は一対一で対応しないため、16bppの表

示色数であっても 8ビットのデータバス幅であったり、4bppの表示色数

であっても 12ビットのデータバス幅であることがあります。これは、

STN、DSTNの表示色数はデータバスのビット数ではなく、データバスへ

のデータの載せ方により決まるためです。STN、DSTNの場合のデータ仕

様については、使用する液晶パネルの仕様書を参照してください。また、

出力データバス幅は液晶パネルの機械的なインタフェース仕様に従って

設定してください。 

STN、または DSTNタイプが液晶パネルのタイプとして選択された場合、

色表示、階調表示の階調設定にかかわらず LCDCに内蔵された RGB各 8

ビットの24ビット空調変調FRCにより表示制御が行われます。そのため、

STN、または DSTNの表示においては 1600万色から DSPCOLOR指定の

色、階調が選択されて表示されます。パレットを使用する場合は、パレッ

トで設定された色が表示されます。 

000000：STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール 

000001：STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

001000：STNカラー4ビットデータバスモジュール 

001001：STNカラー8ビットデータバスモジュール 

001010：STNカラー12ビットデータバスモジュール 

001011：STNカラー16ビットデータバスモジュール 

010001：DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール 

010011：DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール 

011001：DSTNカラー8ビットデータバスモジュール 

011010：DSTNカラー12ビットデータバスモジュール 

011011：DSTNカラー16ビットデータバスモジュール 

101011：TFTカラー16ビットデータバスモジュール 

上記以外の設定：設定禁止 
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22.3.3 LCDCデータフォーマットレジスタ（LDDFR） 

LDDFRは、表示用のドライバソフトウェアの仕様に合わせるために、1バイト内のデータのビットアラインメ

ント、および表示に使用するデータの型と色数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － PABD DSPCOLOR[6:0]－

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 PABD 0 R/W バイトデータピクセルアライメント 

1バイトデータ内のピクセルデータのアライメント種類を設定します。ア

ラインメントされた 1ピクセル当たりのデータそれぞれの内容は、このビ

ットの内容にかかわらず同一になります。たとえば、H'05というデータ

は 2進数の B'0101か B'1010かを選ぶのではなく、CPUがMOV命令で

通常扱う形の H'05（B'0101）としてください。 

0：バイトデータ内をビッグエンディアンに設定 

1：バイトデータ内をリトルエンディアンに設定 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6～0 DSPCOLOR

[6:0] 

0001100 R/W 表示カラー選択 

ディスプレイの表示色数を設定します（アンパレット 4、5、6bpp上位ビ

ットを 0で埋めることで対応）。 

（パレット経由）との記述のある表示カラーについては、実際にはカラー

パレットに設定した色が、表示データにより選択されて表示されます。 

回転表示時にサポート可能な色数は、表示解像度によって制限されます。 

0000000：モノクロ、2グレイスケール、1bpp（パレット経由） 

0000001：モノクロ、4グレイスケール、2bpp（パレット経由） 

0000010：モノクロ、16グレイスケール、4bpp（パレット経由） 

0000100：モノクロ、64グレイスケール、6bpp（パレット経由） 

0001010：カラー、16色、4bpp（パレット経由） 

0001100：カラー、256色、8bpp（パレット経由） 

0011101：カラー、32k色（RGB：5-5-5）、15bpp 

0101101：カラー、64k色（RGB：5-6-5）、16bpp 

上記以外の設定：設定禁止 
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22.3.4 LCDC上部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARU） 

LDSARUは、液晶パネルに表示するデータを LCDCに取り込み開始するアドレスを指定します。DSTN型の液

晶パネルを使用する場合、本レジスタは上部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － SAU[27:16]

SAU[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27 SAU[27] 0 R/W 

26 SAU[26] 1 R/W 

25～4 SAU[25:4] すべて 0 R/W 

上部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 1、2の SDRAM領域内に設

定します。 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

【注】 LDSARUの最小のアラインメント単位は 512バイトです。下位 9ビットには 0を設定してください。 
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22.3.5 LCDC下部表示パネル用データ取り込み開始アドレスレジスタ（LDSARL） 

LDSARLは、DSTN型の液晶パネルを使用する場合、下部のパネルの取り込み開始アドレスを指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

－ － － － SAL[27:16]

SAL[15:4] － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～28 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

27 SAL[27] 0 R/W 

26 SAL[26] 1 R/W 

25～4 SAL[25:4] すべて 0 R/W 

下部パネル表示データの取り込み開始アドレス 

表示データの取り込み開始アドレスはエリア 1、2の SDRAM領域内に設

定します。 

STN、TFT：使用しません 

DSTN：下部パネルに対応する表示データの取り込み開始アドレス 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

【注】 LDSARLの最小アラインメント単位は 32バイトです。下位５ビットには 0を設定してください。 
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22.3.6 LCDC表示パネル用取り込みデータラインアドレスオフセットレジスタ 

（LDLAOR） 

LDLAORは、グラフィックスドライバにより認識されている画像イメージを LCDCが読み出すための Y座標イ

ンクリメントのアドレス幅を指定します。Y座標方向に 1増えた際に何バイト分アドレスを移動してメモリから

データを読むかを指定するレジスタであり、液晶パネルの横幅と同一である必要はありません。2次元の画像イメ

ージ上の点（X、Y）のメモリアドレスが Ax＋By＋Cで計算される場合、本レジスタはこの式の Bと等しくなり

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

LAO[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～0 LAO[15:0] H'0280 R/W ラインアドレスオフセット 

最小のアライメント単位は 32バイトです。32バイト単位の処理となるの

で、各レジスタ書き込み値の下位 5ビットは 0としてください。また、レ

ジスタ値を読み出すと下位 5ビットは 0が読み出されます。初期値は、

VGA（640×480ドット）表示データをライン間でアドレスを飛ばさずに

連続、稠密的に配置するための設定値（×解像度＝640）となっています。 

LDLAORの値としては、ソフトウェアの動作速度面を考慮し、画像イメ

ージの横幅以上の 2のべき乗の値を推奨します。 
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22.3.7 LCDCパレットコントロールレジスタ（LDPALCR） 

LDPALCRは、パレットメモリの CPUからのアクセス、または LCDCからのアクセスを選択します。パレット

メモリを使用して表示動作中は、通常表示モードに、パレットメモリの内容を書き換える際はカラーパレット設

定モードに設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － PALS － － － PALEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 PALS 0 R パレット状態 

パレットのアクセス権の状態を示します。 

0：LCDCがパレットを使用。通常表示モード 

1：ホスト（CPU）がパレットを使用。カラーパレット設定モード 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 PALEN 0 R/W パレット読み出し／書き込みイネーブル 

パレットアクセス権を要求します。 

0：通常表示モードへの遷移要求 

1：カラーパレット設定モードへの遷移要求 
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22.3.8 パレットデータレジスタ 00～FF（LDPR00～LDPRFF） 

LDPRは、メモリ空間上に直接配置（4バイト×256アドレス）されたパレットデータをアクセスするためのレ

ジスタです。パレットメモリへのアクセスは、本レジスタ（LDPR00～LDPRFF）の中の該当するレジスタに対し

てアクセスしてください。一つ一つのパレットレジスタは RGBそれぞれ 8ビットずつの領域を有する 32ビット

のレジスタです。本カラーパレットの詳細仕様に関しては、「22.4.2 カラーパレット仕様について」を参照して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

－ － － － － － － － － － － － － － － －
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － PALDnn[23:16]

PALDnn[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － － R リザーブビット 

23～0 PALDnn[23:0] － R/W パレットデータ 

ビット 18～16、9、8、2～0は、RGB各パレット内のリザーブビットで

す。設定できませんが、上位ビットに従って拡張して使用できます。 

【注】 nn＝H'00～H'FF 
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22.3.9 LCDC水平キャラクタナンバーレジスタ（LDHCNR） 

LDHCNRは、液晶モジュールの横方向（スキャン方向）のサイズ、および水平帰線期間を含めた全体のスキャ

ン幅を指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 1 0 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HDCN[7:0] HTCN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 HDCN[7:0] 01001111 R/W 水平表示キャラクタナンバー 

水平画面方向の表示キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（表示キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HDCN＝(640/8)－1＝79＝H'4F 

7～0 HTCN[7:0] 01010010 R/W 水平総キャラクタナンバー 

水平画面方向の総キャラクタ数を設定します（キャラクタ＝8ドット単

位）。 

（総キャラクタ数）－1の値を設定してください。 

ただし、最小の水平帰線期間は 3キャラクタ（24ドット）です。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HTCN＝[(640/8)－1]＋3＝82＝H'52 

   この場合、水平総ドット数は 664ドット、水平帰線期間は 24 

   ドットになります。 

【注】 1. HDCN、HTCNの設定値は、HTCN＞＝HDCNの関係を必ず満足してください。また、HTCNは総キャラクタ数を

偶数としてください（設定値は -1値設定のため奇数となります）。 

 2. HDCNの設定は、使用するディスプレイの解像度によって下記としてください。 

  1bppの場合：（16の倍数）－1[1ラインが 128pixelの倍数] 

  2bppの場合：（8の倍数）－1[1ラインが 64pixelの倍数] 

  4bppの場合：（4の倍数）－1[1ラインが 32pixelの倍数] 

  6bpp/8bppの場合：（2の倍数）－1[1ラインが 16pixelの倍数] 
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22.3.10 LCDC水平同期信号レジスタ（LDHSYNR） 

LDHSYNRは、液晶パネルモジュールの横方向（スキャン方向）の同期信号のタイミングを指定するレジスタ

です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

HSYNW[3:0] HSYNP[7:0]－ － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 HSYNW[3:0] すべて 0 R/W 水平同期信号幅 

水平画面方向の同期信号（CL1、Hsync）幅を設定します（キャラクタ＝8

ドット単位）。 

（水平同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）水平同期信号幅を 8ドットとする場合 

   HSYNW＝（8ドット／8ドット／キャラクタ）－1＝0＝H'0 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 HSYNP[7:0] 01010000 R/W 水平同期信号出力位置 

水平画面方向の同期信号の出力位置を設定します（キャラクタ＝8ドット

単位）。 

（水平同期信号出力位置）－1の値を設定してください。 

（例）横幅 640pixelの液晶モジュールを使用する場合 

   HSYNP＝[(640/8)＋1]－1＝80＝H'50 

   この場合、648ドット目から 655ドット目まで水平同期信号が 

   アクティブになります。 

【注】 HTCN＞＝HSYNP＋HSYNW＋1 

 HSYNP＞＝HDCN＋1の関係を満足してください。 
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22.3.11 LCDC垂直表示ラインナンバーレジスタ（LDVDLNR） 

LDVDLNRは、液晶パネルモジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）のサイズを指定するレジスタです。

DSTNの場合は上下のパネルの大きさにかかわらず、パネルモジュールとしての縦方向サイズ以上の偶数を指定

してください（例：640×480のパネルの場合は 480）。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VDLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VDLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直表示ラインナンバー 

垂直画面方向の表示ライン数を設定します（ライン単位）。 

（表示ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用する場合 

   VDLN＝480－1＝479＝H'1DF 

 

22.3.12 LCDC垂直総ラインナンバーレジスタ（LDVTLNR） 

LDVTLNRは、液晶パネルモジュールの垂直帰線期間を含めた全体の縦方向の長さを指定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － VTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VTLN[10:0] 00111011111 R/W 垂直総ラインナンバー 

垂直画面方向の総ライン数を設定します（ライン単位）。 

（総ライン数）－1の値を設定してください。 

最小の垂直総ライン数は 2ラインです。 

VTLN＞＝VDLN、VTLN＞＝1を満足してください。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、垂直帰線期間が 0ライン 

   の場合 

   VTLN＝(480＋0)－1＝479＝H'1DF 

 



 

22. LCDコントローラ（LCDC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  22-19 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

22.3.13 LCDC垂直同期信号レジスタ（LDVSYNR） 

LDVSYNRは、液晶モジュールの縦方向（スキャン方向と垂直方向）の同期信号のタイミングを指定するレジ

スタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

VSYNW[3:0] － VSYNP[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 VSYNW[3:0] すべて 0 R/W 垂直同期信号幅 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）幅を設定します（ライン単位）。 

（垂直同期信号幅）－1の値を設定してください。 

（例）垂直同期信号幅を 1ラインとする場合 

   VSYNW＝(1－1)＝0＝H'0 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 VSYNP[10:0] 00111011111 R/W 垂直同期信号出力位置 

垂直画面方向の同期信号（FLM、Vsync）の出力位置を設定します（ライ

ン単位）。 

（垂直同期信号出力位置）－2の値を設定してください。 

DSTNの場合は奇数値を設定してください。(設定値＋1)/2として扱われ

ます。 

（例）480ラインの液晶モジュールを使用し、帰線期間が 0ライン、 

   つまり VTLN＝479のときに 1ライン目に垂直同期信号をアク 

   ティブにする場合 

• シングルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)＋479mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 

• デュアルディスプレイの場合 

VSYNP＝[(1－1)×2＋VTLN]mod(VTLN＋1)＝[(1－1)×2＋479]mod(479＋1) 

＝479mod480=479 

＝H'1DF 
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22.3.14 LCDC ACモジュレーション信号トグルラインナンバーレジスタ（LDACLNR） 

LDACLNRは、液晶モジュールの ACモジュレーション信号（液晶交流化信号）をトグルするタイミングを指

定するレジスタです。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － ACLN[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4～0 ACLN[4:0] 01100 R/W ACラインナンバー 

液晶モジュール交流化信号をトグルする行数を設定します（ライン単位）。 

（トグルする行数）－1の値を設定してください。 

（例）13ラインごとにトグルさせる場合 

   ACLN＝13－1＝12＝H'0C 

【注】 パネルの総ライン数が偶数の場合、必ず奇数行でトグルするように偶数を設定してください。 
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22.3.15 LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR） 

LDINTRは、Vsync割り込みの開始点を指定するレジスタです。割り込みについては、「22.3.19 LCDCユー

ザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）」および「22.3.20 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバ

ーレジスタ（LDUINTLNR）」も参照してください。なお、本レジスタの設定による作用と、LCDCユーザ指定割

り込みコントロールレジスタ（LDUINTR）の設定による作用は独立です。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

MINT
EN

FINT
EN

VSINT
EN

VEINT
EN MINTS FINTS VSINTS VEINTS － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 MINTEN 0 R/W メモリアクセス割り込みイネーブル 

LCDCによる VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生しません。 

1：VRAMアクセスの垂直帰線期間の開始点で割り込みを発生します。 

14 FINTEN 0 R/W フレーム終了割り込みイネーブル 

液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを発生

するか否かを設定します。 

0：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生しません。 

1：液晶パネルにフレームの最終ピクセルを出力したときに割り込みを

発生します。 

13 VSINTEN 0 R/W Vsync開始割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの開始時に割り込みを発生します。 

12 VEINTEN 0 R/W Vsync終了割り込みイネーブル 

LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生しません。 

1：LCDC Vsyncの終了時に割り込みを発生します。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11 MINTS 0 R/W メモリアクセス割り込み状態 

メモリアクセス割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCメモリアクセス割り込みが発生した時点で 1を示し

ます（セット状態）。メモリアクセス割り込みに対する処理ルーチンの中

で、レジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生していないか、またはメモ

リアクセス割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表し

ます。 

1：LCDCがメモリアクセス割り込みを発生し処理済の通知を受けてい

ない状態を表します。 

10 FINTS 0 R/W フレーム終了割り込み状態 

フレーム終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDCフレーム終了割り込みが発生した時点で 1を示しま

す（セット状態）。フレーム終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レ

ジスタへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがフレーム終了割り込みを発生していないか、またはフレー

ム終了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表しま

す。 

1：LCDCがフレーム終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていな

い状態を表します。 

9 VSINTS 0 R/W Vsync開始割り込み状態 

LCDC Vsync開始割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync開始割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync開始割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync開始割り込みを発生していないか、または Vsync開

始割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCが Vsync開始割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

8 VEINTS 0 R/W Vsync終了割り込み状態 

LCDC Vsync終了割り込みの処理状態を表します。 

このビットは、LCDC Vsync終了割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。Vsync終了割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCが Vsync終了割り込みを発生していないか、または Vsync終

了割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を示します。 

1：LCDCが Vsync終了割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 



 

22. LCDコントローラ（LCDC） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  22-23 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

22.3.16 LCDCパワーマネジメントモードレジスタ（LDPMMR） 

LDPMMRは、液晶パネルモジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VCPWCと LCD_VEPWCの 2種類の電源制御端子を使用するかしないか、電源投入機能オン／オフを設定し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R R R R

ONC[3:0] OFFD[3:0] － VCPE VEPE DONE － － LPS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONC[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VEPWC端子のアサ

ートから LCD_DON端子のアサートまでの期間をフレーム周期単位設定

します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（c）期間に当たります。詳細な方法は、表 22.5を参照してください（設

定方法は ONA、ONB、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタに共通です）。 

11～8 OFFD[3:0] すべて 0 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

LCDモジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_DON端子のネゲー

トから LCD_VEPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期単位で設

定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8の「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」

の（d）期間に当たります。 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6 VCPE 0 R/W LCD_VCPWC端子イネーブル 

LCD_VCPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します 

0：（処理無）LCD_VCPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VCPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 

5 VEPE 0 R/W LCD_VEPWC端子イネーブル 

LCD_VEPWC端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定しま

す。 

0：（処理無）LCD_VEPWC端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_VEPWC端子出力は所定のシーケンスに従いアサー

ト、ネゲートする 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 DONE 1 R/W LCD_DON端子イネーブル 

LCD_DON端子を用いた電源制御シーケンス処理の有無を設定します。 

0：（処理無）LCD_DON端子出力はマスクされロー固定 

1：（処理有）LCD_DON端子出力は所定のシーケンスに従いアサート、

ネゲートする 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

1、0 LPS[1:0] すべて 0 R 液晶モジュール電源入力状態 

電源、制御機能を使用しているときの液晶モジュールの電源投入状態を示

します。 

00：液晶モジュール電源遮断 

11：液晶モジュール電源投入 
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22.3.17 LCDC電源シーケンス期間レジスタ（LDPSPR） 

LDPSPRは、液晶モジュールに電源を供給する電源回路を制御する機能の設定を行うレジスタです。

LCD_VEPWC、LCD_VCPWC端子とそれに伴うタイミング信号の出力開始タイミングを指定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ONA[3:0] ONB[3:0] OFFE[3:0] OFFF[3:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 ONA[3:0] 1111 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいてLCD_VCPWC端子のアサ

ートから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力開始までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（a）期間に当たります。 

11～8 ONB[3:0] 0110 R/W LCDC電源投入シーケンス期間 

LCDモジュールの電源投入シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力開始から LCD_VEPWC端子のアサートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（b）期間に当たります。 

7～4 OFFE[3:0] 0000 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて LCD_VEPWC端子ネゲー

トから表示データ（LCD_D15～0）とタイミング信号（LCD_FLM、

LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）の出力停止までの期間をフレーム

周期単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（e）期間に当たります。 

3～0 OFFF[3:0] 1111 R/W LCDC電源遮断シーケンス期間 

液晶モジュールの電源遮断シーケンスにおいて表示データ（LCD_D15～

0）とタイミング信号（LCD_FLM、LCD_CL1、LCD_CL2、LCD_M_DISP）

の出力停止から LCD_VCPWC端子のネゲートまでの期間をフレーム周期

単位で設定します。（期間）－1の値を設定してください。 

図 22.5～図 22.8「電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態」の

（f）期間に当たります。 
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22.3.18 LCDCコントロールレジスタ（LDCNTR） 

LDCNTRは、LCDCによる表示動作の開始／終了を指定します。 

DON2ビットと DONビットにそれぞれ 1を書き込んだとき、LCDCは表示動作を開始します。次に、LDPMMR

および LDCNTRで設定されたシーケンスに従って液晶モジュールの電源を投入します。LPS1、LPS0ビットが B'00

から B'11になれば所定のシーケンスは終了です。なお、所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操

作を行わないでください。 

LCDCの表示動作を終了するときは、DONビットを 0に設定します。LDPMMRおよび LDCNTRで設定された

シーケンスに従って液晶モジュールの電源を遮断します。LCDCの動作を停止します。LPS[1:0]が B'11から B'00

になれば所定のシーケンスは終了です。なお所定のシーケンスが終了するまで次の DONビットの操作を行わない

でください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/W

－ － － － － － － － － － － DON2 － － － DON

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

4 DON2 0 R/W ディスプレイオン 2 

LCDCによる表示動作開始を指示します。 

0：LCDC動作／終了中 

1：動作開始 

このビットを読み出すと常に 0が読み出されます。表示動作開始時のみ 1

を書き込んでください。表示動作開始時以外で 1を書いた場合の動作は保

証されません。書き込んだ 1は 0に自動的に復帰するので、1をクリアす

るために 0を書き込む必要はありません。 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 DON 0 R/W ディスプレイオン 

LCDCによる表示動作の開始／終了を指示します。 

制御シーケンスの状態はLDPMMRの LPS[1:0]値を参照することで確認で

きます。 

0：LCDC非動作。表示オフモード 

1：LCDC動作。表示オンモード 

【注】 1. 表示開始時は H'0011を LDCNTRに、表示終了時は H'0000を LDCNTRに書き込んでください。これ以外の値は

書き込まないでください。 

 2. DON2ビットに 1を書き込むとパレット RAMデータが不定になるので、DON2ビットに 1を書き込んでからパレ

ット RAMにデータを設定してください。 
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22.3.19 LCDCユーザ指定割り込みコントロールレジスタ（LDUINTR） 

LDUINTRは、ユーザ指定割り込みの発生有無を設定し、その状態を表示するレジスタです。本割り込みは、LCDC

が LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR）で設定したラインの画像データを VRAM

から読み終えた時点で発生します。 

本 LCDCが発行する割り込み（LCDCI）は、本レジスタによるユーザ指定割り込みと LCDC割り込みコントロ

ールレジスタ（LDINTR）によるメモリアクセス、Vsync割り込みとの OR出力となります。なお、本レジスタと

LCDC割り込みコントロールレジスタ（LDINTR）の設定は、割り込み動作に対して独立に作用します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － UINTSUINTEN －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～9 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 UINTEN 0 R/W ユーザ指定割り込みイネーブル 

LCDCユーザ指定割り込みを発生するか否かを設定します。 

0：LCDCユーザ指定割り込みを発生しません。 

1：LCDCユーザ指定割り込みを発生します。 

7～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 UINTS 0 R/W ユーザ指定割り込み状態 

このビットは、LCDCユーザ指定割り込みが発生した時点で 1を示します

（セット状態）。ユーザ指定割り込みに対する処理ルーチン中で、レジス

タへの 0書き込みでクリアしてください。 

0：LCDCがユーザ指定割り込みを発生していないか、またはユーザ指

定割り込み発生に対して処理済の通知を受けた状態を表します。 

1：LCDCがユーザ指定割り込みを発生し処理済の通知を受けていない

状態を表します。 

【注】 割り込み処理の流れ 

 1. 割り込み信号入力 

 2. LDINTRのリード 

 3. もしMINTSまたは FINTSまたは VSINTSまたは VEINTS＝1ならば、その割り込みはメモリアクセスあるいはフ

レーム終了割り込みあるいは Vsync立ち上がり割り込みあるいは Vsync立ち下がり割り込み。それぞれの割り込

みに対する処理を行う。 

 4. もしMINTS＝FINTS＝VSINTS＝VEINTS＝0ならば、その割り込みはメモリアクセス、フレーム終了、Vsync立

ち上がり割り込み、および Vsync立ち下がり割り込みではない。 

 5. UINTSのリード 

 6. もし UINTS＝1ならば、その割り込みはユーザ指定割り込み。ユーザ指定割り込みに対する処理を行う。 

 7. もし UINTS＝0ならば、その割り込みはユーザ指定割り込みではない。他の処理を行う。 
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22.3.20 LCDCユーザ指定割り込みラインナンバーレジスタ（LDUINTLNR） 

LDUINTLNRは、ユーザ指定割り込みを発生する位置を設定するレジスタです。設定は水平ライン単位で行う

ことができます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － UINTLN[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10～0 UINTLN[10:0] 0000100

1111 

R/W ユーザ指定割り込み発生ラインナンバー 

ユーザ指定割り込みを発生するラインを設定します（ライン単位）。 

（割り込み発生ライン数）－1の値を設定してください。 

（例）80ライン目にユーザ指定割り込みを発生する場合： 

 HINTLN＝160/2－1＝79＝H'04F 

【注】 1. STN/TFTの液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）

以下にしてください。 

 2. DSTN液晶モジュールを使用する場合、本レジスタの設定値は LDVDLNRの垂直表示ラインナンバー（VDLN）の

1/2以下に設定してください。このとき、ユーザ指定割り込みは LCDCが下部画面の画像データを本レジスタに設

定したライン数分 VRAMから読み終えた時点で発生します。 
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22.3.21 LCDCメモリアクセスインターバルナンバレジスタ（LDLIRNR） 

LDLIRNRは、LCDCが VRAMを読み出す際のバスサイクルの間隔を制御します。LDLIRNRに H'00以外の値

を設定した場合には、SDRAMのクロック数をカウントし LDLIRNRの設定値と一致するまで、LCDCは VRAM

をアクセスしません。LDLIRNRに H'00を設定した場合（初期値）には、LCDCの VRAMアクセスの 1クロック

後に、LCDCが VRAMアクセスを行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － LIRN[7:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

7～0 LIRN[7:0] すべて 0 R/W LCDCの VRAM読み出しクロックサイクル間隔 

LCDCが VRAMを読み出すバーストバスサイクルの間の SDRAMのクロ

ックサイクル数を指定します。 

H'00：1クロックサイクル 

H'01：1クロックサイクル 

H'02：2クロックサイクル 

 ： 

H'FE：254クロックサイクル 

H'FF：255クロックサイクル 
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22.4 動作説明 

22.4.1 LCDCで表示可能な液晶モジュールのサイズについて 

LCDCは、機能としては 1024×1024ドット、16bpp（ビットパーピクセル）の表示を行うことが可能です。し

かし、表示される画像のイメージは CPUと共有である VRAMに格納されており、本 LCDCは表示に間に合うよ

うに VRAMからデータの読み出しを行う必要があります。 

本 LSIでは、最大 16バースト（32bit幅）のメモリリードと 2.4kバイトのラインバッファ内蔵により、表示の

破綻が起こりにくいのですが、組み合わせによっては、表示が困難になることがあります。フレームレート 60Hz

とした場合の推奨するサイズとしては、16bpp時 320×240ドット、もしくは 8bpp時 640×480ドットです。 

目安としては、下記に示されたバス占有率が 40％を超えないようにしてください。 
 

バス占有率（％）＝

（                            ）オーバヘッド係数×表示総ピクセル数（HDCN＋1）×8×（VDLN＋1） 
×フレームレート（Hz）×色数（bpp）

CLKOUT（Hz）×バス幅（＝32bit）
×100

 
 

オーバヘッド係数は、CL（CASレイテンシ）＝2の SDRAMが 32ビットバスのときに 2.000となります（64

ビットバスのときに 1.825いずれもベストケースの理想値になります）。 

図 22.2に有効な表示と帰線期間について示します。 
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Active Video = Top/ Left Border + Addressable Video + Bottom/ Right Border
Total H Blank = Hsync Time + Back Porch + Front Porch
Total V Blank = Vsync Time + Back Porch + Front Porch
 
HTCN = H Total Time
HDCN = H Addressable Video
HSYNP = H Addressable Video + Right Border + Front Porch
HSYNW = Hsync Time
 
VTLN = V Total Time
CDLN = V Addressable Video
VSYNP = V Addressable Video + Bottom Border + Front Porch
VSYNW = Vsync Time  

図 22.2 有効な表示と帰線期間 
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22.4.2 カラーパレット仕様について 

（1） カラーパレットレジスタ 

本LCDCは1エントリにつき24ビットデータ出力で256エントリ同時使用可能なカラーパレットを有しており、

本カラーパレットを利用することで 16M色中 256色同時発色が可能です。 

また、本カラーパレットは以下の手順によって、ユーザにより随時設定可能です。 
 

1. LDPALCRのPALENビット＝0（初期値）：通常表示動作 

2. LDPALCRにアクセスしPALEN＝1を設定：カラーパレット設定モードに移行は周辺クロックの3サイクル後 

3. LDPALCRにアクセスしPALS＝1を確認 

4. LDPR00～FFにアクセスしPALD00～FFに必要な値を書き込む 

5. LDPALCRにアクセスしPALEN＝0を設定：通常表示モードに移行は周辺クロックの1サイクル後 

 

なお、LDPALCRの PALS＝1の間、LCDC表示データ出力（LCD_D15～0）は 0値出力となります。 

カラー

モノクロ

07152331

G6 G5 G4 G3 G2 G1 G0G7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0B7R6 R5 R4 R3 R2 R1 R0R7

M6 M5 M4 M3 M2 M1 M0M7  

図 22.3 カラーパレットデータフォーマット 

PALDnnの色／階調データは上記のように設定してください。 

カラー表示の場合、PALDnn[23:16]には Rデータを、PALDnn[15:8]には Gデータを、PALDnn[7:0]には Bデータ

を設定します。ただし、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]にはレジスタのビットは存在しますが、それ

に対応するメモリが存在しません。そのため、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]はパレットのデータを

保存することができないため、R:5ビット、G:6ビット、B:5ビットが有効となります。実際に使用する際は、24

ビット（R:8ビット、G:8ビット、B:8ビット）のデータを書き込んでください。PALDnn[23:19]、PALDnn[15:10]、

PALDnn[7:3]の値が 0でないときは、PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0または 1で埋め、PALDnn[23:19]、

PALDnn[15:10]、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[18:16]、PALDnn[9:8]、PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

24ビットに拡張します。 

モノクロ表示の場合、PALDnn[7:3]に階調データを設定します。PALDnn[23:8]は don’t careです。PALDnn[7:3]

の値が 0でないときは PALDnn[2:0]を 1で埋め、PALDnn[7:3]の値が 0のときは PALDnn[2:0]を 0で埋めることで

8ビットに拡張します。 

【記号説明】nn：H'00～H'FF 
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22.4.3 データフォーマット 
 

1.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB ↓Top Left Pixel

P00

P08

P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10

P18

P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

…

Display Memory

4.Packed 1bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P07

P08

P06 P05 P04 P03 P02 P01 P00

P17

P18

P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

2.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P00 P01 P02 P03

P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13

P14 P15 P16 P17

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

3.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Big Endian）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00 P01

P02 P03

P10 P11

P12 P13

P04 P05

P14 P15

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn: Put 1bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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5.Packed 2bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

MSB LSB

P03 P02 P01 P00

P07 P06 P05 P04

P13 P12 P11 P10

P17 P16 P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

6.Packed 4bpp（Pixel Alignment in Byte is Little Endian）

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P01 P00

P03 P02

P11 P10

P13 P12

P05 P04

P15 P14

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

7.Unpacked 4bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

8.Unpacked 5bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［1:0］: Put 2bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［3:0］: Put 4bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［4:0］: Put 5bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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9.Unpacked 6bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

10.Packed 8bpp［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+01 

+02 

+03

…

+LAO+00 

+LAO+01

+LAO+02 

+LAO+03

… 

［Bit］

（Byte0）

（Byte1）

（Byte2）

MSB LSB

P00

P01

P10

P11

P02

P12

7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

11.Unpacked color 15bpp（RGB 555）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

12.Packed color 16bpp（RGB 565）［Windows CE Recommended Format］

Address

+00 

+02 

+04

+06

…

+LAO+00 

+LAO+02

+LAO+04 

+LAO+06

… 

［Bit］

（Word0）

（Word2）

（Word4）

MSB LSB

P00R

P01R

P10R

P11R

P02R

P12R

P00G

P01G

P10G

P11G

P02G

P12G

P00B

P01B

P10B

P11B

P02B

P12B

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

…

…

Display Memory

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［5:0］: Put 6bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

…

Display

Pn=Pn［7:0］: Put 8bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［4.0］.Pr 5bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 15bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0

↓Top Left Pixel

P00 P01 P02 P03 P04 P05 P06 P07

P10 P11 P12 P13 P14 P15 P16 P17

…

…

…

Display

PrR=PrR［4.0］.Pr 5bit RED data

PrG=PrG［5.0］.Pr 6bit GREEN data

PrB=PrB［4.0］.Pr 5bit BLUE data

Pr=（PrR,PrG,PrB） .Pr 16bit data

LAO: Line Address Offset

-Unused bits should be 0
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22.4.4 表示解像度の設定 

表示解像度は LDHCNR、LDHSYNR、LDVDLNR、LDVTLNR、LDVSYNRで設定します。LDACLNRで STN

または DSTN表示時の液晶交流化周期を設定します。これらのレジスタの初期値は VGA（640×480ドット）、

STNまたは DSTN表示に典型的な解像度設定値となっています。 

LDICKRで使用するクロックを設定します。液晶モジュールのフレームレートは、サイズに関係するレジスタ

で設定された 1画面分の表示画面＋帰線期間（非表示期間）と使用するクロックの周波数により決定されます。

また本 LCDCは、垂直帰線期間の開始点（正確には最終表示ラインの次のライン開始点）ごとに割り込みを発生

する Vsync割り込み機能を有しています。LDINTRを用いて、その機能を設定します。 
 

22.4.5 電源制御シーケンス処理 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関して特定のシーケンス処理を必要としています。LDPMMR、

LDPSPR、LDCNTRを設定することにより、液晶電源制御端子（LCD_VCPWC、LCD_VEPWC、LCD_DON）を使

用して、液晶モジュールの要求に応じた多様な電源制御シーケンス処理を実行できます。 

電源制御シーケンスのフローチャートを図 22.4に、概略タイミングチャートを図 22.5～図 22.8に、設定可能

な電源制御シーケンス期間の説明を表 22.5に示します。 
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Yes

No

（1） 電源投入シーケンス（入力クロックに外部クロックを選択時）

DON2＝1、DON＝1を設定

DON2＝1、DON＝1を設定

DON2＝0、DON＝0を設定

【注】 * LDCNTR書き込み後にLCDCの別のレジスタにアクセスを行う場合は、
  TMUのTCNT0レジスタのダミーリードを1回行ってください。

【注】 電源遮断シーケンス後に、表示データ格納用VRAM（エリア1、2の
 SDRAM）をセルフリフレッシュにしたり、スタンバイモード、
 モジュールスタンバイ等に入る場合は、「22.6.1　表示データ格納用
 VRAM（エリア1、2のSDRAM）アクセスの停止手順について」に
 記載した手順を実施してください。

TMUのTCNT0レジスタを1回ダミーリードしてください。

ダミーリード回数n ＝ N/2 × P/L ＋2 [回]
N：分周設定（1、2、3、4、6、8、12、24、32）
P：PΦ周波数（MHz）、L：外部LCD入力周波数（MHz）
[例] N：3分周、P：Pφ＝50MHz、L：LCDCLK＝50MHzの場合
 3/2 × 50MHz/50MHz＋2＝3.5＝4回（小数点以下切り上げ）

（2） 電源投入シーケンス（入力クロックに周辺クロックを選択時）

（3） 電源遮断シーケンス

開始

各LCDCレジスタの設定

LDCNTRにH'0011を設定

TCNT0を1回ダミーリード

LDCNTRをn回ダミーリード

LDPMMR.LPS[0]＝1 ?

終了

開始

各LCDCレジスタの設定

LDCNTRにH'0011を設定*

終了

開始

LDCNTRにH'0000を設定

終了

LDPMMR.LPSビットをリード

 

図 22.4 電源制御シーケンスのフローチャート 
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電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr (b)=1fr (c)=1fr (d)=1fr (e)=1fr (f)=0fr

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

VCPE=ON

(1) STN,DSTN電源制御  

VEPE=ON

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON 端子

レジスタコントロール

シーケンス

 

図 22.5 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

00 ≠00b,11b ≠00b,11bb 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=1fr (d)=1fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

(2) STN,DSTN以外の電源制御 

VEPE=OFF

DONE=ON

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out)表示データ、 

    タイミング信号

 (out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

(液晶モジュール動作)(液晶モジュール停止) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

（内部信号）

 

図 22.6 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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VCPE=ON

(3) TFT 電源制御

VEPE=ON

DONE=OFF

00b 00b11b

(a)=1fr (b)=6fr (c)=0fr (d)=0fr (e)=1fr (f)=1fr

(in) DONレジスタ

(out) LCD_ VCPWC 端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

 (out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール

シーケンス

(液晶モジュール停止)

不定

電源投入開始 電源遮断開始

任意 不定

(液晶モジュール動作) (液晶モジュール停止)

（内部信号）

≠00b,11b ≠00b,11b

 

図 22.7 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 

00b 00b11b

(a)=0fr

(b)=0fr

(c)=0fr (d)=0fr

(e)=0fr

(f)=0fr

VCPE=OFF

VEPE=OFF

DONE=OFF

電源投入開始 電源遮断開始

任意不定 不定

（液晶モジュール動作）(液晶モジュール停止) （液晶モジュール停止）

(4) TFT以外の電源制御 

(in) DONレジスタ

(out) LCD_VCPWC端子

(out) 表示データ、

    タイミング信号

(out)LPSレジスタ

(out) LCD_VEPWC端子

(out) LCD_DON端子

レジスタコントロール
シーケンス

（内部信号）

（内部信号）

（内部信号）

 

図 22.8 電源制御シーケンスと液晶モジュールの動作状態 
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表 22.5 代表的なフレームレートにおいて設定可能な電源制御シーケンス期間 

フレームレート ONX、OFFX 

レジスタ設定値 120Hz 60Hz 

H'F (-1+1)/120 ＝    0.00(ms) (-1+1)/60 ＝    0.00(ms) 

H'0  (0+1)/120 ＝    8.33(ms)  (0+1)/60 ＝   16.67(ms) 

H'1  (1+1)/120 ＝   16.67(ms)  (1+1)/60 ＝   33.33(ms) 

H'2  (2+1)/120 ＝   25.00(ms)  (2+1)/60 ＝   50.00(ms) 

H'3  (3+1)/120 ＝   33.33(ms)  (3+1)/60 ＝   66.67(ms) 

H'4  (4+1)/120 ＝   41.67(ms)  (4+1)/60 ＝   83.33(ms) 

H'5  (5+1)/120 ＝   50.00(ms)  (5+1)/60 ＝  100.00(ms) 

H'6  (6+1)/120 ＝   58.33(ms)  (6+1)/60 ＝  116.67(ms) 

H'7  (7+1)/120 ＝   66.67(ms)  (7+1)/60 ＝  133.33(ms) 

H'8  (8+1)/120 ＝   75.00(ms)  (8+1)/60 ＝  150.00(ms) 

H'9  (9+1)/120 ＝   83.33(ms)  (9+1)/60 ＝  166.67(ms) 

H'A (10+1)/120 ＝   91.67(ms) (10+1)/60 ＝  183.33(ms) 

H'B (11+1)/120 ＝  100.00(ms) (11+1)/60 ＝  200.00(ms) 

H'C (12+1)/120 ＝  108.33(ms) (12+1)/60 ＝  216.67(ms) 

H'D (13+1)/120 ＝  116.67(ms) (13+1)/60 ＝  233.33(ms) 

H'E (14+1)/120 ＝  125.00(ms) (14+1)/60 ＝  250.00(ms) 
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ONA、ONB、ONC、OFFD、OFFE、OFFFの各レジスタはフレーム周期単位で 0～15フレームまでの電源制御

シーケンス期間を設定可能です。レジスタ設定は（－1値）設定であり、H'0～H'E設定でおのおの 1～15フレー

ム、H'F設定で 0フレームを意味します。 

実際のシーケンス時間はレジスタ設定値と表示フレーム周波数に依存します。下表は代表的な液晶モジュール

の表示フレーム周波数での電源制御シーケンス期間です。 
 

• 表示フレーム周波数120HzにおいてONBレジスタにH'6を設定した場合 

表示フレーム周波数が 120Hzなので、1フレームの時間は 8.33（ms）＝1/120（sec） 

ONBレジスタは（－1値）設定なので電源投入シーケンス期間は 7フレーム。 

したがって、この場合のシーケンス時間は 58.33（ms）＝8.33（ms）×7となります。 
 

表 22.6 LCDC動作モード 

モード 機   能 

表示 ON 

（LCDC動作） 
レジスタ設定：DON＝1 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力 

表示 OFF 

（LCDC停止） 
レジスタ設定：DON＝0 

レジスタアクセスは可能。 

所定の解像度、色数による表示データ、タイミング信号を液

晶モジュールに出力しない 

 

表 22.7 液晶モジュール電源状態 

（STN、DSTNモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 DON信号 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 
LCD_CL2、LCD_CL1、LCD_FLM、

LCD_M_DISP、LCD_D15～0 
LCD_VEPWC LCD_DON 

動作状態 供給 供給 供給 供給 

供給 供給 供給  

供給 供給   （過渡状態） 

供給    

停止状態     
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（TFTモジュールの場合） 

状  態 ロジック系電源 表示データ 

タイミング信号 

高圧系電源 

対応する制御端子 LCD_VCPWC 

LCD_CL2、LCD_CL1、

LCD_FLM、LCD_M_DISP、

LCD_D15～0 

LCD_VEPWC 

動作状態 供給 供給 供給 

供給 供給  
（過渡状態） 

供給   

停止状態    

 

上記は、一般的と思われる液晶モジュールの動作状態、停止状態での電源および表示データ、タイミング信号

の供給状態です。ただし、モジュールによっては高圧系電源をロジック系電源電圧からモジュール内部で生成す

るものもあり必ずしも示した電源の供給を必要としているとは限りません。 
 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 

本 LCDCによる液晶モジュール電源制御シーケンス処理を使用している場合、表示 ON モードのまま電源の遮

断を行った場合の LCDCの正常動作は保証できません。また、最悪の場合、接続している液晶モジュールが破損

する恐れがあります。 
 

22.5 クロックと LCDデータ信号例 

DOTCLK

1) STNモノクロ4ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

B12

B13

B14

B15

LCD_D4～15 LOW  

図 22.9 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 4ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

2) STNモノクロ8ビットデータバスモジュール 

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

B0

B1

B2

B3

B4

B5

B6

B7

B8

B9

B10

B11

LCD_D8～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B12

B13

B14

B15

 

図 22.10 クロックと LCDデータ信号例（STNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 

 

DOTCLK

3) STNカラー4ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

R0

G0

B0

R1

LCD_D4～15 LOW

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3 G1

B1

R2

G2

B2

R3

G3

B3

R4

G4

B4

R5

G5

B5

R6

G6

B6

R7

G7

B7

R8

G8

B8

R9

G9

B9

R10

G10

B10

R11

G11

B11

B14

R15

G15

B15

R12

G12

B12

R13

G13

B13

R14

G14

 

図 22.11 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー4ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

4) STNカラー8ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D8～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

B10

R11

G11

R12

G12

B11

R13

B12

G13

B13

R14

G14

R15

G15

B14

B15

 

図 22.12 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー8ビットデータバスモジュール） 

 

DOTCLK

5) STNカラー12ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D12～15 LOW

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5

B4

G5

B5

R6

G6

R7

G7

B6

B7

R8

G8

B8

R9

G9

R10

G10

B9

B10

R11

G11

R12

G12

B11

R13

B12

G13

B13

R14

G14

R15

G15

B14

B15

LCD_D8

LCD_D9

LCD_D10

LCD_D11

 

図 22.13 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

6) STNカラー16ビットデータバスモジュール

LCD_CL2

LCD_D0

LCD_D1

LCD_D2

LCD_D3

R0

G0

B0

R1

G1

R2

G2

LCD_D4

LCD_D5

LCD_D6

LCD_D7

B1

B2

R3

G3

R4

G4

B3

R5
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図 22.14 クロックと LCDデータ信号例（STNカラー16ビットデータバスモジュール） 
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図 22.15 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 8ビットデータバスモジュール） 
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図 22.16 クロックと LCDデータ信号例（DSTNモノクロ 16ビットデータバスモジュール） 
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図 22.17 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー8ビットデータバスモジュール） 
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図 22.18 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー12ビットデータバスモジュール） 
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DOTCLK

11) DSTNカラー16ビットデータバスモジュール
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図 22.19 クロックと LCDデータ信号例（DSTNカラー16ビットデータバスモジュール） 
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図 22.20 クロックと LCDデータ信号例（TFTカラー12ビットデータバスモジュール） 
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13) TFTカラー16ビットデータバスモジュール
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図 22.21 クロックと LCDデータ信号例（TFTカラー16ビットデータバスモジュール） 
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14) 8ビットインタフェースカラー640×480
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図 22.22 クロックと LCDデータ信号例（8ビットインタフェースカラー640×480） 
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15) 16ビットインタフェースカラー640×480
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図 22.23 クロックと LCDデータ信号例（16ビットインタフェースカラー640×480） 



 

22. LCDコントローラ（LCDC） 

22-52  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

22.6 使用上の注意事項 

22.6.1 表示データ格納用 VRAM（エリア 1、2の SDRAM）アクセスの停止手順につい

て 

表示データ格納用 VRAM（エリア 1、2の SDRAM）アクセスの停止手順は、以下のフローに従ってください。 
 

• 表示データ格納用VRAMアクセスの停止手順 

1. 現在の状態がLDPMMRのLPS1とLPS0ビットが1であることを確認します。 

2. LDCNTRのDONビットを0（表示オフモード）に設定します。 

3. LDPMMRののLPS1とLPS0ビットが0になることを確認します。 

4. 1フレームの表示時間を待ちます。 

 

表示データ格納用 VRAM（エリア 1、2の SDRAM）をセルフリフレッシュにする前、スタンバイモード、モジ

ュールスタンバイ等に入る前には、この停止手順が必要です。 
 

22.6.2 MCUリクエスト受け付け停止時の注意事項について 

MCUのリクエストマスク設定レジスタ（RQM）のビット 24（NMIE）とビット 16（LCDC）がそれぞれ 1のと

きに NMI割り込みにより NMIFCRの NMIFLビットが 1にセットされると、LCDCから表示データ格納用 VRAM

（エリア 1、2の SDRAM）アクセスができなくなります（リクエストは保留されます）。 

LCDCはラインバッファに格納したデータを LCDパネル用データ端子への出力を継続するため、ラインバッフ

ァが空になると LCD表示が停止する場合があります。したがって、ラインバッファが空になる前に NMI割り込

みをインアクティブにし、NMIFLビットを 0にクリアしてください。 

同様に外部からのバス解放要求（BREQ）が受けられた場合にも LCDCから表示データ格納用 VRAM（エリア

1、2の SDRAM）アクセスができなくなります（リクエストは保留されます）。 

NMIFの場合と同様、ラインバッファが空になる前にバス権の再取得を行ってください。 
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23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23.1 基本機能 

23.1.1 コマンド、レンダリング属性一覧 
 

表 23.1 コマンド、レンダリング属性一覧（1） 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 

OP CODE コマンド 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24

MTRE reserve CLIP RCLIP STRANS DTRANS/ 

LINKE 

WORK/ 

LREL 

SS 

POLYGON4A 1 0 0 0 0 0 1 0 MTRE  CLIP RCLIP STRANS  WORK SS 

POLYGON4B     0 0 0 1 MTRE  CLIP RCLIP STRANS  WORK SS 

POLYGON4C     0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP   WORK  

LINEA 1 0 1 1 0 0 1 0 MTRE  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) 

LINEB     0 0 0 1 MTRE  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) 

LINEC     0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

LINED     0 0 1 1 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

RLINEA     0 1 1 0 MTRE  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) 

RLINEB     0 1 0 1 MTRE  CLIP RCLIP STRANS   SS(0) 

RLINEC     0 1 0 0 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

RLINED     0 1 1 1 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

FTRAPC 1 1 0 1 0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

RFTRAPC     0 1 0 0 MTRE  CLIP RCLIP  LINKE LREL  

CLRWC 1 1 1 0 0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP     

LINEWC 1 1 1 1 0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP     

RLINEWC     0 1 0 0 MTRE  CLIP RCLIP     

BITBLTA 1 0 1 0 0 0 1 0 MTRE  CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS 

BITBLTB     0 0 0 1 MTRE  CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS 

BITBLTC     0 0 0 0 MTRE  CLIP RCLIP  DTRANS WORK  

テストモード 1 0 1 0 1 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 
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Draw Mode 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

OP CODE コマンド 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 

REL STYLE/ 

SRCDIRX

BLKE/

SRCDIRY

NET/EDG/ 

DSTDIRX 

EOS/ 

DSTDIRY 

COOF AA/ 

αE 

CLKW/ 

SαE 

POLYGON4A 1 0 0 0 0 0 1 0 REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE SαE 

POLYGON4B     0 0 0 1 REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE  

POLYGON4C     0 0 0 0   BLKE NET EOS COOF αE  

LINEA 1 0 1 1 0 0 1 0 REL STYLE 

(1) 

 NET EOS COOF AA  

LINEB 
    0 0 0 1 REL STYLE 

(1) 

 NET EOS COOF AA  

LINEC     0 0 0 0    NET EOS COOF AA  

LINED     0 0 1 1       AA(1) CLKW 

RLINEA 
    0 1 1 0 REL STYLE 

(1) 

 NET EOS COOF AA  

RLINEB 
    0 1 0 1 REL STYLE 

(1) 

 NET EOS COOF AA  

RLINEC 
    0 1 0 0    NET EOS COOF AA  

RLINED 
    0 1 1 1       AA(1) CLKW 

FTRAPC 
1 1 0 1 0 0 0 0   BLKE 

(1) 

EDG EOS    

RFTRAPC 
    0 1 0 0   BLKE 

(1) 

EDG EOS    

CLRWC 
1 1 1 0 0 0 0 0   BLKE 

(1) 

     

LINEWC 
1 1 1 1 0 0 0 0     EOS    

RLINEWC 
    0 1 0 0     EOS    

BITBLTA 
1 0 1 0 0 0 1 0 REL SRCDIR

X 

SRCDIR

Y 

DSTDIR

X 

DSTDIR

Y 

COOF αE SαE 

BITBLTB 
    0 0 0 1 REL SRCDIR

X 

SRCDIR

Y 

DSTDIR

X 

DSTDIR

Y 

COOF αE  

BITBLTC 
    0 0 0 0    DSTDIR

X 

DSTDIR

Y 

COOF αE  

テストモード 
1 0 1 0 1 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 

REL ：SS＝0のときのみ有効。SS＝1のときは 0を設定してください。 

COOF ：16ビット／画素時（GBM＝1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM＝0）は 0を設定してください。 

SαE ：ARGBフォーマット時（SPF＝DPF＝1）のみ有効。RGBフォーマット時（SPF＝DPF＝0）および 8ビット／画素時

（GBM＝0）は 0を設定してください。αE＝0時は、0を設定してください。 

αE ：16ビット／画素時（GBM＝1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM＝0）は 0を設定してください。 

 POLYGON4A/B/Cコマンドでは BLKE＝1のときのみ有効。BLK＝0のときは 0を設定してください。 

 BITBLTA/B/Cコマンドでは ROPコード＝H'CCのときのみ有効。その他のコード時は 0を設定してください。 
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LREL ：LINKE＝1のときのみ有効。LINKE＝0のときは 0を設定してください。 

STYLE ：BLKE＝1のときは 1を設定してください。（R）LINEA/Bコマンド時は 1を設定してください。 

AA ：NET＝1のときは 0を設定してください。16ビット／画素時（GBM＝1）のみ有効。8ビット／画素時（GBM＝0）

 は0を設定してください。 

 （R）LINEDコマンド時は 1を設定してください。 

SS ：（R）LINEA/Bコマンド時は 0を設定してください。 

BLKE ：（R）FTRAPC、CLRWCコマンド時は 1を設定してください。 

網掛け ：不可（0を設定してください。） 

 

表 23.2 コマンド、レンダリング属性一覧（2） 

OP CODE Draw Mode コマンド 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 

TRAP 0 0 0 0 0 0 0 0         

NOP/INT 0 0 0 0 1 0 0 0 INT        

VBKEM 0 0 0 1 0 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 

WPR 0 0 0 1 1 0 0 0      LINKE LREL  

JUMP 0 0 1 0 1 0 0 0         

GOSUB 0 0 1 1 0 0 0 0         

RET 0 0 1 1 1 0 0 0         

LCOFS 0 1 0 0 0 0 0 0         

RLCOFS 0 1 0 0 0 1 0 0         

MOVE 0 1 0 0 1 0 0 0         

RMOVE 0 1 0 0 1 1 0 0         

テストモード 0 1 0 1 0 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 
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OP CODE Draw Mode コマンド 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

TRAP*1 0 0 0 0 0 0 0 0   Flip5 Flip4 Flip3 Flip2 Flip1 Flip0 

NOP/INT 0 0 0 0 1 0 0 0 INT No 

VBKEM 0 0 0 1 0 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 

WPR 0 0 0 1 1 0 0 0     ByteM3 ByteM2 ByteM1 ByteM0 

JUMP 0 0 1 0 1 0 0 0 REL        

GOSUB 0 0 1 1 0 0 0 0 REL       No 

RET 0 0 1 1 1 0 0 0        No 

LCOFS 0 1 0 0 0 0 0 0         

RLCOFS 0 1 0 0 0 1 0 0         

MOVE 0 1 0 0 1 0 0 0         

RMOVE 0 1 0 0 1 1 0 0         

テストモード 0 1 0 1 0 0 0 0 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされません。 

【注】 *1 TRAPコマンドの Flip[5:0]は、本 LSIではサポートされません。 
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23.1.2 基本機能 

（1） 特長 

• 座標変換ジオメトリエンジン搭載 

入力頂点に対して座標変換（4×4マトリクス演算＋Zクリッピング＋透視W除算）を実行するハードウェア

内蔵 

• 2D機能拡張 

高機能太線、アンチエイリアスライン、ROP／αブレンド付きBITBLTコマンド内蔵 

• 制御系コマンドの機能拡充 

INTコマンド、GOSUB/RETコマンド2系統化、WPRコマンド機能拡充、TRAPコマンド機能拡充 

• Q2SDと機能レベル上位コンパチブル 

 

（2） 4×4マトリクス演算 

入力頂点に対して 4×4マトリクス演算を実行します。座標変換コントロールレジスタの座標変換イネーブルビ

ット（GTE）を 1に設定し、各コマンドのレンダリング属性のMTREビットに 1を設定すると入力頂点に対して

マトリクス演算を実行します。 

一般的に、入力頂点を座標変換する場合、下記の行列式になります。 
 

ＴX

ＴY

W

ＴZ

Ｘ

Ｙ

Ｚ

１

＝

1

0

0

0

0

1

0

0

P02

P12

P32

P22

P03

P13

P23

P33

m02

m12

m22

m03

m13

m23

m01

m11

m21

m00

m10

m20

0 100

パース変換行 アフィン変換行

＝

m00+P02m20

m10+P12m20

P32m20

m01+P02m21

m11+P12m21

P32m21

m02+P02m22

m12+P12m22

P32m22

m03+P02m23

m13+P12m23

P32m23+P33

P22m20 P22m21 P22m22 P22m23

Ｘ

Ｙ

Ｚ

１
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ここで、入力頂点Ｚは 0、また出力の TZは使用しないことから、合成行列は下記となります。 
 

m00+P02m20

m10+P12m20

0

m01+P02m21

m11+P12m21

0

0

0

0

m03+P02m23

m13+P12m23

P32m20 P32m21 0 P32m20+P33

0

 

残った 9つのパラメータを座標変換制御レジスタのマトリクスパラメータＡからＩ(MTRAR～MTRIR)に設定し

ます。 

マトリクスパラメータレジスタと行列パラメータの関係は下記となります。 
 

A

D

0

G

B

E

0

H

0

0

0

0

C

F

0

I  
 

たとえば、下図のように視点が Z=0の場合は、パース変換行列が（1）になるので、アフィン変換行列との合成

行列は（2）になります。 
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0

0

0

0

0

0

1

1/d

0

1

0

0

1

0

0

0

(1)

0

0

0

0

m03

m13

0

m23/d

m01

m11

0

m21/d

m00

m10

0

m20/d

(2)

Z=0

スクリーン

グランドd

Zmin Zmax

 
 

上記 9つのパラメータを座標変換制御レジスタのマトリクスパラメータＡからＩ(MTRAR～MTRIR)に設定しま

す。 

MTRAR～MTRIRは IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで与えます。ただし、内部演算は 32ビット固定小

数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、パラメータ Aから Iは-215≦MTRAR～MTRIR＜215

の範囲で設定してください。単精度浮動小数点から 32ビット固定小数点の変換時に左記範囲を超えて設定した場

合、飽和処理を施します。なお、マトリクス演算結果の TX、TY、Wについても TX、TYは、-H'7FFF.FFFF≦TX、

TY≦H'7FFF.FFFF、Wは H'0000.0001≦W≦H'7FFF.FFFFの範囲を超えないようにパラメータＡからＩを設定して

ください。もし、TX、TY、Wが-H'7FFF.FFFF≦TX、TY、W≦H'7FFF.FFFFの範囲を超えた場合、ステータスレ

ジスタのマトリクス演算エラービット（MTRER）をセットし、飽和処理を施します。 
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【注】 1. マトリクス演算前に、入力座標 X、Yに対して G2D内部でローカルオフセット値を加え演算します。 

 2. 相対座標指定コマンド時は G2D内部で絶対座標に直してからマトリクス演算します。 

 3. BITBLTコマンドはセンター座標（BXC、BYC）、太線は始終点座標のみマトリクス演算します。 

 4. マトリクス演算エラービット（MTRER）は座標変換コントロールレジスタの座標変換イネーブルビット(GTE)、レ

ンダリング属性の(MTRE)でマスクしておりませんので、GTE=0、または、GTE=1かつMTRE=0の場合、座標変換

を行わなくてもMTRERが 1にセットされる場合があります。 

したがって、レンダリングスタートからトラップまでの期間、常に GTE=1かつMTRE=1として使用する場合以外

はMTRERを使用しないでください。 

 

（3） Zクリッピング 

描画図形の全頂点（下記【注】参照）が Zクリップエリア MINレジスタ（ZCLPMINR）値未満、または、Zク

リップエリアMAXレジスタ（ZCLPMAXR）値より大きい場合にプリクリッピングします。ZクリッピングはW

値で比較しますので、ZCLPMINR、ZCLPMAXRはWに相当する値（上記の例では Zmin/d、Zmax/d）で設定して

ください。なお、プリクリッピングされなかった場合、Z座標値が Z飽和値MINレジスタ（ZSATVMINR）に設

定した値以下のときは、ZSATVMINRに設定した値に飽和処理します。ZSATVMINRも、Wに相当する値を設定

してください。飽和処理が行われると図形が変形しますので、Z座標値が ZSATVMINR値にかからないようにマ

トリクスパラメータを設定するか、スクリーン座標に現れないように、あらかじめ描画図形を分割し、ディスプ

レイリスト化してください。ZCLPMINR、ZCLPMAXR、ZSATVMINRは IEEE754単精度浮動小数点フォーマット

で与えます。ただし、内部演算は 32ビット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、

2-16≦ZSATVMINR≦ZCLPMINR≦ZCLPMAXR＜215の範囲で設定してください。左記範囲を超えて設定した場合、

飽和処理を施します。 

（R）LINE系、（R）LINEWコマンドはパターンの連続性を保つために、Zプリクリッピングを行いません。

したがって、スクリーン座標に現れない図形の描画が実行され、性能劣化が起こる場合があります。性能劣化を

起こしたくない場合は、レンダリングコントロールレジスタのラインプリクリッピングイネーブルビット（LPCE）

に 1を設定してください。LPCEに 1を設定すると 2次元クリップエリア（システムクリップエリア、ユーザクリ

ップエリア、相対ユーザクリップエリア）で線分単位にプリクリッピングするので、性能が向上します。ただし、

途中の線分がプリクリッピングされた場合、パターンは連続しません（パターンは前に描画した線分の終点から

開始します）。 

【注】 （R）FTRAPCコマンドにおいて縁取り描画を有効（EDG=1）にした場合、縁取りラインは Zプリクリッピングされ

ません。 
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Z=0 ZSATVMINR ZCLPMINR ZCLPMAXR

飽和処理

プリクリッピングプリクリッピング

プリクリッピング

【注】POLYGON4系、CLRWC：座標変換後の4頂点

BITBLT系 ：座標変換後のセンター座標1頂点

(R)FTRAPC ：座標変換後の外接四角形の4頂点  
 

（4） 透視W除算 

マトリクス演算後の TX、TYに対して、座標変換コントロールレジスタのアフィン変換イネーブルビット（AFE）

の設定により、 

• AFEビット=0のときは 

出力X座標X'と出力Y座標Y'はX'＝TX/WC+GTROFSX、Y'＝TY/WC+GTROFSYとなります。 

GTROFSX、GTROFSYはそれぞれ座標変換オフセットXレジスタ(GTROFSXR)、座標変換オフセットYレジス

タ(GTROFSYR)に設定します。GTROFSX、GTROFSYは16ビット整数（2の補数）で与えます。 

• AFEビット=1のときは 

出力X座標X'と出力Y座標Y'はX'＝TX、Y'＝TYとなります。Ｚクリッピング、透視Ｗ除算およびオフセット

加算は行いません。 

 

AFEビット=0のときはＷ除算後の TX/WC、TY/WCが、-H'7FFF≦TX/WC、TY/WC≦H'7FFFの範囲を超えてい

た場合、飽和処理を施します。さらに、オフセット（GTROFSX、GTROFSY）加算後の TX/WC+GTROFSX、

TY/WC+GTROFSYが-H'7FFF≦TX/WC+GTROFSX、TY/WC+GTROFSY≦H'7FFFの範囲を超えていた場合も、飽

和処理を施します。飽和処理が発生した場合でも、コマンドは飽和処理した頂点座標で継続実行します。 

【注】 BITBLT系コマンドは座標変換後のセンター座標値に対して幅(LW, RW)、高さ（TH, BH）を加算して 4頂点を求めま

す。 

また、太線は座標変換後の始終点と線幅（W）から 4頂点を求めます。したがって、この 2つのコマンドでは基準点

（BITBLT：センター座標、太線：始終点座標）から求めた頂点の飽和処理は行われませんので、レンダリング座標を

超えないように注意してください。 
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（5） 座標変換フローと飽和処理 

座標変換は下記順序で行います。 

4×4
マトリクス
演算

飽

和

処

理

飽

和

処

理

Zクリッピング 飽和
処理

透視
W除算

オフセット
加算

飽和
処理 TX/WC+オフセットX

TY/WC+オフセットY

W  WC
TX/WC

TY/WC

TX,TY

マトリクスパラメータA～I
(MTRAR～MTRIR)

飽和処理

Zクリップエリア
Z飽和値MIN

飽和処理

座標変換オフセットX,Y

入力
頂点

X',Y'

AFE

GTE & MTRE

出力
頂点

16bit整数

 

図 23.1 座標変換フローイメージ図 

 

表 23.3 レジスタ設定パラメータの設定範囲と飽和処理 

レジスタ設定 

パラメータ 

設定範囲 飽和処理 

マトリクス 

パラメータ A～I 

-215 ≦マトリクスパラメータ A～I＜215 

(IEEE754単精度浮動小数点) 

マトリクスパラメータ A～I≧215のとき：H'7FFF.FFFF 

マトリクスパラメータ A～I＜-215のとき：-H'8000.0000 

（32ビット固定小数点） 

Zクリップエリア、 

Z飽和値MIN 

2-16≦Zクリップエリア、Z飽和値MIN＜215

(IEEE754単精度浮動小数点) 

Zクリップエリア、Z飽和値MIN≧215のとき：H'7FFF.FFFF 

Zクリップエリア、Z飽和値MIN＜2-16のとき：H'0000.0001 

（32ビット固定小数点） 

座標変換オフセッ

ト X,Y 

-215≦座標変換オフセット X,Y≦215-1 

（16ビット整数（2の補数）） 

－ 
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表 23.4 演算後頂点の範囲と飽和処理 

演算後頂点座標 範   囲 飽和処理 

TX,TY,W -H'7FFF.FFFF≦TX,YT,W≦H'7FFF.FFFF 

（32ビット固定小数点） 

TX,YT,W＞H'7FFF.FFFFのとき：H'7FFF.FFFF 

TX,YT,W＜-H'7FFF.FFFFのとき：-H'7FFF.FFFF 

（32ビット固定小数点） 

WC Z飽和値MIN≦WC≦H'7FFF.FFFF 

（32ビット固定小数点） 

WC＜Z飽和値MINのとき：Z飽和値MIN 

（32ビット固定小数点） 

TX/WC,TY/WC 

TX/WC＋オフセット

X, 

TY/WC＋オフセット

Y 

-H'7FFF≦TX/WC,TY/WC≦H'7FFF 

-H'7FFF≦TX/WC＋オフセット X,TY/WC 

＋オフセット Y≦H'7FFF 

（16ビット整数） 

TX/WC,TY/WC＞H'7FFFのとき：H'7FFF 

TX/WC,TY/WC＜-H'7FFFのとき：-H'7FFF 

TX/WC＋オフセット X,TY/WC＋オフセット Y 

＞H'7FFFのとき：H'7FFF 

TX/WC＋オフセット X,TY/WC＋オフセット Y 

＜-H'7FFFのとき：-H'7FFF 

（16ビット整数） 

X',Y' -H'7FFF≦X',Y'≦H'7FFF（16ビット整数） － 

出力頂点 -H'8000≦出力頂点≦H'7FFF（16ビット整数） － 

 

（6） 太線描画 

LINE系、RLINE系コマンドで線幅Ｗに 0より大きい値を設定することで、太線を描画することができます。始

終点座標と線幅Wより太線座標 a、b、c、dを求め、描画します。Wは整数部 6ビットで与えます。0を設定する

と、線幅 1のラインを描画します。また、連結太線時の連結部分はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）

のコネクション描画マスクビット（COM）で描画する、しないを選択できます。太線指定時は線分ごとの始終点

座標が一致した場合、何も描画しません。また、太線描画時は論理空間を-215+(W+2)≦x,y≦215-1-(W+2)の範囲で始

終点座標を与えてください。 
 

X

Y

(0,0)

Wa

b

c

d

e

f

g

h

(DX3,DY3)

(DX2,DY2)

(DX1,DY1)
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（7） アンチエイリアス 

LINE系、RLINE系コマンドで使用可能で、エイリアスを低減します。レンダリング属性のアンチエイリアスビ

ット AAビットに 1を設定することでアンチエイリアス処理を実行します。 

アンチエイリアス設定時は、論理空間を-215＋1≦x,y≦215-2の範囲で始終点座標を与えてください。 

太線時は-215＋1＋(W＋2)≦x,y≦215-2－(W＋2)の範囲で始終点座標を与えてください。 

• 破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

• (R)LINEA/B/Cコマンドは線分ごとの始終点座標が一致した場合、線幅1（W＝0）のときはアンチエイリアス

処理をせずに1ドット描画し、太線時は何も描画しません。 

• (R)LINEDコマンドは線分ごとの始終点座標が一致した場合は何も描画しません。 

• 水平、垂直、斜め45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 

 

図 23.2 アンチエイリアス指定例 

23.1.3 座標系 

G2Dは、4つの 2次元座標（スクリーン座標、レンダリング座標、2次元ソース座標、ワーク座標）と 1つの 1

次元座標（1次元ソース座標）を持っています。 

スクリーン座標は表示制御の座標であり、スクリーン座標の Xが表示画面の横、Yが縦に対応し、原点が表示

画面の左上となります。スクリーン座標の正の方向は、X軸は右、Y軸は下となります。スクリーン座標の 1座

標のデータ幅は、16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。 

レンダリング座標は、描画制御の座標であり、スクリーン座標に対して描画コマンドで指定するオフセットの

分だけ水平垂直にずれた座標系です。描画コマンドは、この座標で描画動作を行います。レンダリング座標の 1

座標のデータ幅は、16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。 

2次元ソース座標は、描画制御の座標であり、描画コマンド実行時に描画コマンドで指定するソース（矩形）の

座標系で、SS＝1のとき使用します。2次元ソース座標の 1座標のデータ幅は、16ビット（16ビット/画素）と 8

ビット（8ビット／画素）から選択します。 

1次元ソース座標は、描画制御の座標であり、描画コマンド実行時に描画コマンドで指定するソース（1次元）

の座標系で、SS＝0のとき使用します。1次元ソース座標の 1座標のデータ幅は、1ビット（1ビット／画素）と

16ビット（16ビット／画素）と 8ビット（8ビット／画素）から選択します。1次元ソース 1個につき、1つの物

理アドレス（左上）とその 1次元ソースの横幅と縦幅を指定します。 

ワーク座標は描画制御の座標であり、レンダリング座標に 1：1で対応します。描画コマンド実行時に描画コマ
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ンドで指定するワークの座標系です。ワーク座標の 1座標のデータ幅は 1ビットです。 

スクリーン座標の最大値は X＝4095、Y＝4095です。 

デスティネーションストライドレジスタ (DSTRR)
にスクリーン座標のストライドを設定します（レジスタへは画素数で設定します）。

(0,0) X (min:16)

X (max:4096)

Y
(max:4096)

 

図 23.3 スクリーン座標 
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Y

( 0, 0 )

レンダリング座標

　
32767

-32768

スクリーン座標原点
レンダリング座標原点

オフセット値＝0の場合

-32768 32767

32767-a X

Y

( 0, 0 )

レンダリング座標

32767-b

オフセット

スクリーン座標原点

レンダリング座標原点

オフセット値＝(a,b)の場合

オフセット値によってレンダリング座標原点
からの論理空間の大きさは、-32767を超えるこ
とはありません。

(a,b)

-32768

-32768

X

Y

( 0, 0 )

レンダリング座標

-32768+a
オフセット

レンダリング座標原点

オフセット値＝(-a,-b)の場合

オフセット値によってレンダリング座標原点
からの論理空間の大きさは、-32768を超える
ことはありません。

(-a,-b)

-32768+b

スクリーン座標原点

32767

　32767

 

図 23.4 レンダリング座標 
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32767-a X

Y

( 0, 0 )

ワーク座標

32767-b

-32768

-32768

オフセット

物理座標原点

ワーク座標原点

オフセット値＝(a,b)の場合

オフセット値によってワーク座標原点からの論理
空間の大きさは、32767超えることはありません。

(a,b)

32767 X

Y

( 0, 0 )

ワーク座標

32767

-32768+a

-32768+b

オフセット

物理座標原点

ワーク座標原点

オフセット値＝(-a,-b)の場合

オフセット値によってワーク座標原点からの論理空
間の大きさは、-32768超えることはありません。

(-a,-b)

オフセット値＝０の場合
X

Y

( 0, 0 )

ワーク座標

32767

-32768

物理座標原点
ワーク座標原点

-32768 32767

 

図 23.5 ワーク座標 
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(0,0)

2次元ソースストライドレジスタ(SSTRR)
に2次元ソース座標のストライドを設定します（レジスタへは画素数で設定します）。

X(min:16)

X(max:4096)

Y
(max:4096)

 

図 23.6 2次元ソース座標（SS＝1） 

 

(0,0) X(min:8)

X(max:4088)

Y
(max:4096)

1次元ソース座標（1次元ソース１つにつき１つの座標系となる）
 

図 23.7 1次元ソース座標（SS＝0） 
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23.1.4 データフォーマット 
 

●1ビット／画素データ

ビット
画素番号

●8ビット／画素データ

画素番号は画面の左側が0で、右に行くに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右に行くに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右に行くに従い大きくなります。

画素番号は画面の左側が0で、右に行くに従い大きくなります。

ビット
画素番号

●16ビット／画素データ（RGB）

ビット

画素番号

●16ビット／画素データ（ARGB）

ビット

画素番号

●32ビットデータ（ディスプレイリスト）

ビット

3 2 1 0

3 2 1 0

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

63 56 55 48 47 40 39 32 31 24 23 16 15 8 7 0

63 59 58 53 52 48 47 43 42 37 36 32 31 27 26 21 20 16 15 11 10 5 4 0

63 62 58 57 53 52 48 47 46 42 41 37 36 32 31 30 26 25 21 20 16 15 14 10 9 5 4 0

A3 A2 A1 A0

63 32 31 0

B0R3 G3 B3 R2 G2 B2 R1 G1 B1

B1 R0

R0

G0

G0

B0G2 B2 R1 G1R3 G3 B3 R2

1 0

Adress 8n 4 Adress 8n

6 5 4 3 27

 
 

23.1.5 レンダリング属性 

（1） ソース透過指定（STRANS） 

ソースデータを参照する場合、透過にするか、非透過にするかを STRANSビットにより描画コマンド単位で選

択できます。透過を選択すると、レンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソース透過色ポラリティビット

（STP）が 0の場合、レジスタの値＝ソース色で透過、1の場合レジスタの値≠ソース色で透過となり、その画素

は描画しません。使用できるコマンドは、POLYGON4A/4B、LINEA/B、RLINEA/B、BITBLTA/Bで、その他のコ

マンドでは STRANSビットを 0にしてください。ソースピクセルフォーマットが ARGBのときは A値は比較し

ません。なお、本ビットを 1に設定した場合、BITBLTA/Bでは ROPコードによらず必ずソースリードします。 
 

（2） デスティネーション透過指定（DTRANS） 

デスティネーションデータを参照する場合、透過にするか、非透過にするかを DTRANSビットにより描画コマ

ンド単位で選択できます。透過を選択すると、レンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のデスティネーショ

ン透過色ポラリティビット（DTP）が 0の場合、レジスタの値＝デスティネーション色で透過、1の場合レジスタ

の値≠デスティネーション色で透過となり、その画素は描画しません。使用できるコマンドは、BITBLTA/B/Cで、

その他のコマンドでは DTRANSビットを 0にしてください。デスティネーションピクセルフォーマットが ARGB

のときは A値は比較しません。なお、本ビットを 1に設定した場合、ROPコードによらず必ずデスティネーショ

ンリードします。 
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（3） ソーススタイル指定（STYLE） 

ソースデータを拡大縮小するか、または繰り返し参照するかを STYLEビットにより描画コマンド単位で選択で

きます。スタイル指定しない場合、ソースデータはレンダリング領域の大きさによって拡大縮小します。スタイ

ル指定した場合、ソースデータはレンダリング領域の大きさによって繰り返し参照します。このため、ハッチパ

ターンのような繰り返し模様を描画する際に本属性を指定します。使用できるコマンドは、POLYGON4A/4B、

LINEA/B、RLINEA/Bで、その他のコマンドでは STYLEビットを 0にしてください。LINEA/B、RLINEA/Bおよ

び POLYGON4A/4Bで BLKE＝1設定時は、必ず STYLE＝1を設定してください。 

LINEA/B、RLINEA/Bコマンド時はソースの X方向のみ繰り返し参照します。ソースの Y方向は線幅に応じて

拡大／縮小されます。 

スタイル指定なし（STYLE＝"0"）

スタイル指定あり（STYLE＝"1"）

ソースデータ 描画データ

ソーススタイル指定例

2回繰り返し参照

2倍に拡大

X

Y

X

Y

 

図 23.8 ソーススタイル指定例 

 

（4） クリッピング指定（CLIP） 

クリッピング領域管理を行うことができます。クリッピング領域には、システムクリッピング領域と、ユーザ

クリッピング領域および相対ユーザクリッピング領域があります。 

システムクリッピング領域は、描画範囲固定されるものです。システムクリッピング領域は、属性の指定に関

係なく常に有効となります。 
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ユーザクリッピング領域は、システムクリッピング領域内で任意に設定できます。また、その領域内でクリッ

ピングを行うか、行わないかをレンダリング属性の CLIPビットにより描画コマンド単位で選択できます。境界は

描画します。なお、LCOFS、RLCOFSコマンドで設定したローカルオフセット値は加算されません。必ず XMIN

＜XMAX、YMIN＜YMAXとなる値を設定してください。 

クリッピングは、スクリーン座標で設定します。なお、電源投入後のクリッピング範囲は不定値となりますの

で、最初に実行させるディスプレイリストの先頭でWPRコマンドにより設定してください。また、XMAXはデ

スティネーションストライドで設定した値未満に設定してください。 

クリッピング指定例

(0,0)

CLIPビットが "1" CLIPビットが "0"

ユーザクリップ設定

システムクリップ設定

(SXMAX,SYMAX)

(UXMAX,UYMAX)

(UXMIN,UYMIN)

 

図 23.9 クリッピング指定例 

 

（5） 相対クリッピング指定（RCLIP） 

クリッピング領域管理を行うことができます。クリッピング領域には、システムクリッピング領域と、ユーザ

クリッピング領域および相対ユーザクリッピング領域があります。 

システムクリッピング領域は、描画範囲固定されるものです。システムクリッピング領域は、属性の指定に関

係なく常に有効となります。 

相対ユーザクリッピング領域は、システムクリッピング領域内でローカルオフセットからの相対指定で任意に

設定できます。また、その領域内でクリッピングを行うか、行わないかをレンダリング属性の RCLIPビットによ

り描画コマンド単位で選択できます。境界は描画します。LCOFS、RLCOFSコマンドで設定したローカルオフセ

ット値が加算されます。 

必ず XMIN＜XMAX、YMIN＜YMAXとなる値を設定してください。クリッピングは、スクリーン座標で設定

します。電源投入後のクリッピング範囲は不定値となりますので、最初に実行させるディスプレイリストの先頭

でWPRコマンドにより設定してください。また、XMAXはデスティネーションストライドで設定した値未満に

設定してください。RCLIPと CLIPビットを同時に 1にすると 2つのクリッピング領域が重なった領域を描画しま

す。 
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相対ユーザクリッピング指定例

(0, 0)

ユーザクリップ設定領域

システムクリップ設定領域

相対ユーザクリップ設定領域

(XO,YO)

描画領域

(XO+RUXMIN,YO+RUYMIN)

(XO+RUXMAX,
 YO+RUYMAX)

ローカルオフセット

 

図 23.10 相対ユーザクリッピング指定例 

 

相対ユーザクリッピング領域(XO+RUXMIN, YO+RUYMIN)-(XO+RUXMAX, YO+RUYMAX)がシステムクリッ

ピング領域と交わった場合、以下のように飽和処理をします。 

XO+RUXMIN＜0 → XO+RUXMIN＝0 

XO+RUXMAX＞SXMAX → XO+RUXMAX＝SXMAX 

YO+RUYMIN＜0 → YO+RUYMIN＝0 

YO+RUYMAX＞SYMAX → YO+RUYMAX＝SYMAX 

【注】 下記範囲を超えないようにローカルオフセット、相対ユーザクリッピング領域を設定してください。 

 -4096≦XO+RUXMIN≦4095 

 -4096≦YO+RUYMIN≦4095 

 0≦XO+RUXMAX≦8191 

 0≦YO+RUYMAX≦8191 

 RCLIP＝1のとき、相対ユーザクリッピング領域が下記条件のいずれかを満たす場合、相対ユーザクリッピング領域は

G2D内部で無効にします。 

 （RCLIP＝0と同じ動作になります） 

 4095 < XO+RUXMIN 

 4095 < YO+RUYMIN 

 XO+RUXMAX < 0 

 YO+RUYMAX < 0 

 

（6） ネット描画指定（NET） 

ネット描画を行うか、行わないかを NETビットにより描画コマンド単位で選択できます。ネット描画とは、レ

ンダリング座標の X＋Y＝EOS（0：偶数、1：奇数）が真となる座標の画素のみ描画を行う機能です。たとえば、

EOS＝0なら Y＝0、X＝0、2、4、6、8…、Y＝1、X＝1、3、5、7、9…の座標のみ描画を行います。 
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この機能により、描画する図形と下地を半分ずつ重ね合わせることができます。 

使用できるコマンドは、POLYGON4系、LINEA/B/C、RLINEA/B/Cで、その他のコマンドでは NETビットを 0

にしてください。アンチエイリアスイネーブル(AA)ビットとの併用は禁止です。 
 

（7） イーブンオッドセレクト指定（EOS） 

EOSビット＝0を選択すると偶数画素、EOSビット＝1を選択すると奇数画素が選択されます。 

ネット描画指定（NET）とあわせて使用します。また、LINEWCおよび RLINEWCコマンドでは、EOSビット

＝0を選択すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1を選択すると 1でワーク座標に描画します。 
 

（8） ワーク指定（WORK） 

レンダリング座標に POLYGON4系、BITBLT系コマンドで描画する場合、2値ワークデータを参照するか、参

照しないかをWORKビットにより描画コマンド単位で選択できます。 

2値ワークデータ参照を選択した場合、レンダリング座標に対応する画素のワークデータが 1ならば描画され、

0ならば描画されません。したがって、ワーク座標に描画された図形と同じ形で、レンダリング座標に描画を行う

ことができます。ワーク座標への描画は、FTRAPC、RFTRAPC、LINEWC、RLINEWC、CLRWCコマンドによる

描画、または CPUによる描画のどちらか一方の方法で行えます。また、コマンドによるメモリ描画アクセスと

CPUによるメモリ描画アクセスを同時に行わないようにしてください。使用できるコマンドは POLYGON4系、

BITBLT系で、その他のコマンドではWORKビットを 0にしてください。 
 

（9） ソースアドレス指定（SS） 

ソースを 2次元ソース領域から参照するか、ディスプレイリストの BaseAddressパラメータで示すアドレスから

参照するかを SSビットにより選択できます。使用できるコマンドは、POLYGON4A/B、BITBLTA/Bです。他の

コマンドでは、SSビットに 0を設定してください。また、オフセット値を設定すると（TXOFS, TYOFS）からソ

ースを参照します。 
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ソースアドレス指定例

SS＝"0"

ソースストライド（SSTRR）

2次元ソース領域
開始アドレス

(SSAR) (TXS,TYS)

Height

Width

(TXOFS,TYOFS)

Height：POLYGON4系（TDY）、BITBLT系（TH+BH+1）
Width： POLYGON4系（TDX）、BITBLT系（LW+RW+1）

ソーススタートアドレスは2次元ソース領域開始アドレスレジスタ（SSAR）で 
与えます。ソースストライドはソースストライドレジスタ（SSTRR）で与えます。

SS＝"1"

BaseAddress

Height

Width＝ソースストラド

(TXOFS,TYOFS)

Height：POLYGON4系（TDY）、BITBLT系（TH+BH+1）
Width： POLYGON4系（TDX）、BITBLT系（LW+RW+1）

ソーススタートアドレスはディスプレイリスト中のBase Address
パラメータで示すアドレスになります。
ソーススライドはディスプレイリスト中のWidthパラメータになります。

 

図 23.11 ソースアドレス指定例 

【注】 SS＝1時は、0≦TXS≦SSTRR - Width(TDX,LW+RW+1) , 0≦TYS≦4096 - Hight(TDY,TH+BH+1)の範囲で設定してく

ださい。 

 

（10）ソース座標相対アドレス指定（REL） 

POLYGON4A/4B、BITBLTA/B、LINEA/B、RLINEA/B、JUMP、GOSUBコマンドにおいて RELビットを 1にす

ることにより、コマンドコードからの前方または後方に相対アドレスでのソース参照または分岐を行えます。

POLYGON4A、BITBLTAのときは、SSビットを 0に設定してください。SSビットが 1のときの動作は保証され

ません。 

なお、コマンドコードのアドレスが相対アドレスの原点になります（ロングワードアドレス）。 

【注】 POLYGON4A/4B、BITBLTA/B、LINEA/B、RLINEA/Bコマンド時は、コマンドコードが配置されるアドレス（ロング

ワード：32ビット単位）＋ソース開始相対アドレス（ロングワード：32ビット単位）がクワッドワードアドレス（64

ビット）単位になるようにしてください。 

 

（11）縁どり描画（EDG） 

FTRAP、RFTRAPコマンドにおいて、EDGビットを 1にすることにより、ワーク領域への多角形描画後に、縁

どりのライン群を描画させることができます。このとき、縁どりラインの描画を 0で行うか、1で行うかは EOS

ビットで指定します。 
 

（12）カラーオフセット（COOF） 

POLYGON4系、LINEA/B/C、RLINEA/B/C、BITBLT系コマンドで使用可能です。デスティネーションが 16ビ

ット／画素のとき、レンダリング属性の COOFビットに 1を設定するとソースデータ（2値ソースはカラー展開

後データ、単色指定時は指定カラー）に、COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。8ビット／画素の

ときには、COOFビットは必ず 0に設定してください。ソースピクセルフォーマットが ARGBのときは A値は演

算されません。 
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（13）ソースディレクション X、Y（SRCDIRX, SRCDIRY） 

BITBLTA/Bコマンドで使用可能です。ソースのスキャン方向を選択します。 

（TXS, TYS）、BaseAddressはソースのスキャン方向によらず、矩形ソースの左上を指定します。 

ソース参照方

SRCDIRX＝0
SRCDIRY＝0

SRCDIRX＝1
SRCDIRY＝0

SRCDIRX＝0
SRCDIRY＝1

SRCDIRX＝1
SRCDIRY＝1

(TXS,TYS) or
Base Address

Ｘ

Ｙ

 

図 23.12 ソースディレクション指定例 

（14）デスティネーションディレクション X、Y（DSTDIRX, DSTDIRY） 

BITBLTA/B/Cコマンドで使用可能です。デスティネーション描画の方向を選択します。 

デスティネーション描画

DSTDIRX＝0
DSTDIRY＝0

DSTDIRX＝1
DSTDIRY＝0

DSTDIRX＝0
DSTDIRY＝1

DSTDIRX＝1
DSTDIRY＝1

Ｘ

Ｙ

 

図 23.13 デスティネーションディレクション指定例 

 

（15）アンチエイリアスイネーブル（AA） 

LINE系、RLINE系コマンドで使用可能です。エイリアスを低減します。デスティネーションが 16ビット／画

素のときのみ有効です。8ビット／画素時は 0を設定してください。LINED、RLINEDコマンドでは必ず 1を設定

してください。ネット描画指定（NET）との併用はできません。 
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（16）アルファブレンドイネーブル（αE） 

POLYGON4系、BITBLT系コマンドで使用可能です。ソースデータ（2値ソースはカラー展開後データ、単色

指定時は指定カラー）と下地データをアルファブレンドして描画します。アルファ値はアルファ値レジスタ

（ALPHR）に設定します。デスティネーションが 16ビット／画素のときのみ有効です。8ビット／画素時は 0を

設定してください。POLYGON4系コマンドでは BLKE=1のときのみ有効です。BLKE＝0のときは 0を設定して

ください。BITBLT系コマンドでは ROPコード＝H'CC（ソースコピー）のときのみ有効です。他の ROPコード

時はαＥ＝0にしてください。ARGBフォーマット時の A値はアルファブレンドされません。A値はレンダリン

グコントロールレジスタのソース A値ユーズビット（SAU）および Aバリュービット（AVALUE）の設定に従い

描画されます。 
 

（17）ソースアルファイネーブル（SαE） 

POLYGON4A、BITBLTAコマンドで使用可能です。αEとあわせて使用します。αE ＝0のときは 0を設定し

てください。ソースピクセルフォーマット（SPF）が 1（ARGB）のとき、ソースデータの A値が 1の画素のみア

ルファブレンドします。0の画素はアルファブレンドせず、ソースデータをそのまま描画します。SPF＝1のとき

のみ有効です。SPF＝0のときは 0を設定してください。 
 

（18）ブロックイネーブル（BLKE） 

POLYGON4系コマンドで有効です。BLKE＝1のとき、与えられた頂点座標（DXn、DYn）を外接する矩形（DXn'、

DYn'）に内部で変換し描画します。座標変換する場合は、変換した頂点に対して矩形に内部で変換し描画します。

座標変換後もパターンを垂直に貼りたい場合に有効です。BLKE＝1の場合の描画方向は、左上から右下固定にな

ります（上下左右反転はできません）。 

CLRWコマンドで座標変換する場合、入力された左右 X座標値、上下 Y座標値から内部で 4頂点を求め、その

4頂点に対して座標変換します。その後、変換された 4頂点外接する矩形に内部で変換し描画します。 

FTRAPC、RFTRAPCコマンドで座標変換する場合、入力された多角形の外接四角形の座標値から内部で 4頂点

を求め、その 4頂点に対して座標変換します。その後、変換された 4頂点に外接する矩形に内部で変換、左端を

求め描画します。CLRW、FTRAPC、RFTRAPCコマンドでは必ず 1を設定してください。 
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入力頂点(DXn,DYn)を外接矩形(DX'n,DY'n)に変換します入力頂点を変換しません

【デスティネーション】

POLYGON4系で
ワーク参照描

多値ソース

BLKE＝1BLKE＝0

(DX2,DY2)

(DX4,DY4)

(DX2,DY2)

(DX4,DY4)

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

ワーク

(DX1,DY1)

(DX3,DY3)
(DX3,DY3)

(DX1,DY1)

(DX1',DY1')

(DX2',DY2')

(DX3',DY3')
(DX4',DY4')

 

図 23.14 ブロックイネーブル指定例 

 

（19）座標変換イネーブル（MTRE） 

全描画コマンドで使用可能です。座標変換コントロールレジスタの座標変換イネーブルビット（GTE）＝1のと

き、本ビットに 1を設定することで入力頂点に対して座標変換を行います。 
 

（20）リンク指定イネーブル（LINKE） 

LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、RFTRAPC、WPRコマンドで使用可能です。LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、

RFTRAPCコマンド時は頂点座標を、WPRコマンド時はレジスタライトデータを LINK Addressで指定したメモリ

上からリードします。 

LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク

先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
 

（21）リンクアドレス相対指定（LREL） 

LINEC/D、R LINEC/D、FTRAPC、RFTRAPC、WPRコマンドで使用可能で、LINKEとあわせて使用します。

LINKE＝0時は 0を設定してください。リンク先アドレスを相対アドレスで指定します。コマンドコードのアドレ

スが相対アドレスの原点になります。 

LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるア

ドレス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレス

は指定しないでください。 
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（22）クロックワイズ（CLKW） 

LINED、RLINEDコマンドで有効です。N頂点の与える順番が時計回りか反時計回りかを指定します。CLKW=1

のときは時計回り、CLKW＝0のときは反時計回りを示します。 
 

（23）ラスタオペレーション（ROP） 

BITBLT系コマンドで使用可能です。BITBLTコマンドパラメータの ROPフィールドで指定します。 
 

ROPコード オペレーション 

H'00 0 

H'11 ~(S | D) 

H'22 ~S & D 

H'33 ~S 

H'44 S & ~D 

H'55 ~D 

H'66 S ^ D 

H'77 ~(S & D) 

H'88 S & D 

H'99 ~(S ^ D) 

H'AA D 

H'BB ~S | D 

H'CC S 

H'DD S | ~D 

H'EE S | D 

H'FF 1 

 

アルファブレンドイネーブル有効時（αE＝1）は H'CCに設定してください。また、ARGBフォーマット時の A

値はアルファブレンドおよびラスタオペレーションされません。A値はレンダリングコントロールレジスタのソ

ース A値ユーズビット（SAU）および Aバリュービット（AVALUE）の設定に従い描画されます。 
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23.2 ディスプレイリスト 

23.2.1 4頂点面描画コマンド 

（1） POLYGON4A 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の 4頂点描画を行い

ます。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4095) 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4095) 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-TDX、0≦TYS≦4096-TDY（SSTRR：ソースストライドレジスタ設定値） 

 

• SS＝0かつREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 
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• SS=＝0かつREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 

【注】 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）＋Base Address（ロングワード：32ビット単位）

が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

1. CODE 

B'10000010 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○  ○（WORK＝1のみ）  ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE SαE 

 

3. コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を 書き込

んでください。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）。負の数は 2の補数とします。 

TXOFS、TYOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 
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（c） 説明 

多値（8または 16ビット／画素）のソースデータを任意の四角形でレンダリング座標に転送します。ソースは

必ず水平に走査しますが、描画は外形により斜めに走査することもあります。斜めに走査する描画では、穴埋め

を行うために二度書きが生じます。 

なお、SS＝0のとき、TDXには 8画素の倍数の画素数を設定してください。SS＝1では、TDXに 8画素以上の

値を画素単位で設定してください。TDXが 8画素未満の場合は、多値ソースの参照が正常に行われません。また、

TXOFS、TYOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFS、TYOFSは画素単位で設定し

ます。 
 

1. レンダリング属性でソーススタイル指定（STYLE＝1）を選択すると、ソースは拡大、縮小せず、繰り返し

参照します。 

2. レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

3. SS＝1のときは、2次元ソース領域からソースを参照し、SS＝0のときはディスプレイリストのBase Addressか

らソース参照します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、

POLYGON4Aコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスでソースアドレス

を指定できます。 

4. 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると多値ソースデータの値に、

COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付きで行われます。8ビット／画素のと

きには、COOFビットは必ず0に設定してください。 

 

（d） 例 

TDY

TDX
(TXS,TYS)

ワーク座標

レンダリング座標

(DX1,DY1)
(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

レンダリング座標

(DX1,DY1)
(DX2,DY2)

(DX3,DY3)
(DX4,DY4)

2次元ソース座標

ワーク指定なし

(DX1,DY1)
(DX2,DY2)

(DX3,DY3)
(DX4,DY4)

(WORK 0)

(WORK 1)

ワーク指定あり(WORK＝1)
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（2） POLYGON4B 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の 4頂点描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4095) 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 

【注】 0≦TXS≦SSTRR-TDX、0≦TYS≦4096-TDY（SSTRR：ソースストライドレジスタ設定値） 

 

• SS＝0かつREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address (quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 
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• SS＝0かつREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address (long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) 0 0 0 0 TYOFS (0≦TYOFS≦TDY – 1) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 

【注】 コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビット単

位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

1. CODE 

B'10000001 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○ ○（WORK＝1のみ）  ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 WORK SS REL STYLE BLKE NET EOS COOF αE 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を

書き込んでください。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31

～A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）。負の数は 2の補数とします。 

TXOFS、TYOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 
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COLOR0、COLOR1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピク

セルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

（c） 説明 

2値（1ビット／画素）のソースデータを任意の四角形で、レンダリング領域に、パラメータの COLOR0およ

び COLOR1で指定した色で描画します。8ビット／画素時のカラー指定（COLOR0、1）には、上位、下位バイト

とも同じ 8ビットデータを設定してください。ソースは必ず水平に走査しますが、描画は外形により斜めに走査

することもあります。斜めに走査する描画では、穴埋めを行うために二度書きが生じます。TDXの値は SSビッ

トの値によらず、必ず 8画素の倍数の値を設定してください。また、TXOFS、TYOFSを設定するとソースをオフ

セット分ずらして参照します。TXOFS、TYOFSは画素単位で設定します。 
 

1. レンダリング属性でソーススタイル指定（STYLE＝1）を選択すると、ソースは拡大、縮小せず、繰り返し

参照します。 

2. レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

3. ソースアドレスはREL＝0のときは絶対アドレスで指定します。REL＝1のときは、POLYGON4Bコマンドの

コマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスでソースアドレスを指定します。 

 

（d） 例 

TDY

TDXBase
Address

レンダリング座標

(DX1,DY1)
(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

1次元ソース座標

COLOR 1

COLOR 0

レンダリング座標

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

COLOR 1

透過モード
(STRANS＝1)

非透過モード
(STRANS＝0)

2値ソースの'0'を透過色とした
場合。
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（3） POLYGON4C 

（a） 機能 

レンダリング座標に単色指定で任意の 4頂点描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1000_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

all 0 Color 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 DX2(-32768≦DX2≦32767) 符 DY2(-32768≦DY2≦32767) 

符 DX3(-32768≦DX3≦32767) 符 DY3(-32768≦DY3≦32767) 

符 DX4(-32768≦DX4≦32767) 符 DY4(-32768≦DY4≦32767) 

 

1. CODE 

B'10000000 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

  ○（WORK=1のみ） ○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 WORK 0固定 0固定 0固定 BLKE NET EOS COOF αE 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

DXn、DYn（n＝1～4） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

COLOR ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピク

セルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 
 

（c） 説明 

任意の四角形をレンダリング領域に、パラメータの COLORで指定した単色で描画します。レンダリング属性

でワーク指定（WORK＝1）を選択した場合、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を参照しながらワーク座

標の画素が 1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 
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（d） 例 

ワーク座標

COLOR

レンダリング座標

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

ワーク指定

ワーク指定なし

レンダリング座標

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

COLOR

指定カラー

指定カラー
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23.2.2 線描画 

（1） LINEA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画

を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 1. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 2. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• REL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 3. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 
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1. CODE 

B'10110010 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○    ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 SS ：0を設定してください。 

 STYLE ：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書

き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。“1”は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

頂点 1（DX1, DY1）から頂点 2（DX2, DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1, DYn－1）を経由し頂点 n（DXn, DYn）

まで折れ線を描画します。TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定するとソース

をオフセット分ずらして参照します。TXOFS、は画素単位で設定します。STYLEのパターン繰り返しは、ソース

の X方向のみ行います。Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小されます。 

Ｗに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 
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 3. AA＝1のとき 

 • 破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 

（2） LINEB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 1. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 2. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• REL=1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 
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 3. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

1. CODE 

B'10110001 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○   ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 SS ：0を設定してください。 

 STYLE ：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

Color0、Color1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセ

ルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書

き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。“1”は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 
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（c） 説明 

頂点 1（DX1, DY1）から頂点 2（DX2, DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1, DYn－1）を経由し頂点 n（DXn, DYn）

まで折れ線を描画します。TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定するとソース

をオフセット分ずらして参照します。TXOFS、は画素単位で設定します。STYLEの場合のパターン繰り返しは、

ソースの X方向のみ行います。Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小されます。 

Ｗに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。 
 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 

 3. AA＝1のとき 

 • 破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 

（d） 例 
 

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

n=3

(DX3,DY3)

レンダリング座標

1100 1100 1100 1100
Base
Address

L

S

B

M

S

B

STRANS=1,STYLE=1を指定

(0,0)

TDX
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（3） LINEC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に単色指定で、任意の太さの折れ線描画を行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (2≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 
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1. CODE 

B'10110000 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

Color ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセ

ルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。“1”は設定禁止です。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1, A0は 0を書き込んで

ください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

頂点 1（DX1, DY1）から頂点 2（DX2, DY2）、…、頂点 n－1（DXn－1, DYn－1）を経由し頂点 n（DXn, DYn）

まで折れ線を描画します。Ｗに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。また、LINKE＝1のときは頂点

座標を LINK Addressで指定したメモリ上からリードします。LINK Addressは LRELビットによって絶対アドレス

または LINECコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 

 3. AA＝1のとき 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 
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（d） 例 

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

n=3

(DX3,DY3)

レンダリング座標

(0,0)

 
 

（4） LINED 

（a） 機能 

多角形の外枠にアンチエイリアス処理を行います。本コマンドはデスティネーションが 16ビット／画素時のみ

実行してください。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0011 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

1. CODE 

B'10110011 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

    ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 AA(1) CLKW 

【注】 AA：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

DXn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1, A0は 0を書き込んで

ください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

ワーク参照で描画した多角形の外枠に対してアンチエイリアス処理をします。 

n頂点を与える順番が時計回りか反時計回りかを CLKWビットで指定します。CLKW＝1のときは時計回り、

CLKW＝0のときは反時計回りを示します。時計回りのときは、アンチエイリアス処理で描画方向に対して左の画

素を、反時計回りのときは、右の画素を参照します。また、LINKE＝1のときは頂点座標を LINK Addressで指定

したメモリ上からリードします。LINK Addressは LRELビットによって絶対アドレスまたは LINEDコマンドのコ
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マンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

なお、本コマンドはデスティネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

ワーク参照で使用する多角形を（R）FTRAPCコマンド描画する場合は、EDGビット＝1かつ EOSビット＝1

で描画してください。 

【注】 1. 8点法描画です。 

 2. 線分ごとの終点は描画しません。POLYGON4系コマンドで描画した図形の外枠に対して対してアンチエイリアス

処理をする場合は軌跡が一致しない場合があります。 

 3. 線分ごとの始終点座標が一致した場合何も描画しません。 

 4. 水平、垂直、斜め 45度の線分は G2D内部でプリクリッピングしますので、アンチエイリアス処理を行いません。 

 5. 画素ごとのクリッピングは、参照画素、描画する画素のどちらか一方でもクリッピングエリア外の場合、クリッピ

ングされ、アンチエイリアス処理を行いません。 

 

（d） 例 
 

レンダリング座標

n＝6の時

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)
(DX4,DY4)

(DX5,DY5)

(0,0)

CLKW＝1

レンダリング座標

n＝6の時

(DX2,DY2)

(DX3,DY3)
(DX4,DY4)

(DX5,DY5)

(0,0)

CLKW＝0

(DX6,DY6)
(DX1,DY1)

(DX6,DY6)
(DX1,DY1)

 
 

（5） RLINEA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画

をカレントポインタからの相対指定で行います。 
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（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0110 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 2. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 3. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• REL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0110 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）＋Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 3. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 4. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
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1. CODE 

B'10110110 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○    ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 SS ：0を設定してください。 

 STYLE ：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書

き込んでください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

カレントポインタ（XC, YC）からの相対移動量（DX、DY）で指定した座標への線分（XC、YC）－（XC＋DX1、

YC＋DY1）、（XC＋DX1、YC＋DY1）－（XC＋DX1＋DX2、YC＋DY1＋DY2）、…、（XC＋…＋DXn－1、YC

＋…＋DYn－1）－（XC＋…＋DXn－1＋DXn、YC＋…＋DYn－1＋DYn）まで折れ線を描画します。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC、YC）として記憶されます。TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定

してください。また、TXOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして参照します。TXOFS、は画素単位で設

定します。 

STYLEの場合のパターン繰り返しは、ソースの X方向のみ行います Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小され

ます。 

Ｗに 0より大きい値を設定すると太線を描画できます。 
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【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 

 3. AA＝1のとき 

 • 破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 

 

（6） RLINEB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）ソースを参照しながら、任意の太さの折れ線描画をカレント

ポインタからの相対指定で行います。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0101 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088) 0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 2. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 3. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-48  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

• REL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0101 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 TDX (8≦TDX≦4088)  0 0 0 0 0 0 0 TDY (1≦TDY≦4095) 

0 0 0 0 TXOFS (0≦TXOFS≦TDX – 1) n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）+ Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 2. W＝0のときは、TDY＝1に設定してください。 

 3. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 4. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

1. CODE 

B'10110101 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○   ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS 0固定 0固定 SS(0) REL STYLE(1) 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

【注】 SS ：0を設定してください。 

 STYLE ：1を設定してください。 
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3. コマンドパラメータ 

Color0、Color1 ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセ

ルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書

き込んでください）。 

ース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

TDX、TDY ：ソースサイズ。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TXOFS ：ソースオフセット。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。1は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

カレントポインタ（XC, YC）からの相対移動量（DX, DY）で指定した座標への線分(XC, YC) - (XC+DX1, 

YC+DY1)、(XC+DX1, YC+DY1) – (XC+DX1+DX2, YC+DY1+DY2)、…、(XC+…+DXn-1, YC+…+DYn-1) – (XC+…

+DXn-1+DXn, YC+…+DYn-1+DYn)まで折れ線を描画します。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC, YC）として記憶されます。 

TDXの値は必ず 8画素の倍数を設定してください。また、TXOFSを設定するとソースをオフセット分ずらして

参照します。TXOFS、は画素単位で設定します。 

STYLEの場合のパターン繰り返しは、ソースの X方向のみ行います Y方向は線幅に応じて、拡大／縮小され

ます。 

Ｗに 1より大きい値を設定すると太線を描画できます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 

 3. AA＝1のとき 

 • 破線時は、破線の隙間はアンチエイリアスがかかりません。 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 
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（d） 例 
 

n＝2

(XC,YC)

(XC+DX1,YC+DY1)

DX1 DX2

DY1 DY2

1100 1100 1100 1100
Base
Address

L

S

B

M

S

B

STRANS＝1, STYLE＝1を指定

(XC+DX1+DX2,YC+DY1+DY2)

レンダリング座標

(0,0) TDX

 
 

（7） RLINEC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に単色指定で、任意の太さの折れ線描画をカレントポインタからの相対指定で行いま

す。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
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• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Color n (1≦n≦65535) 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 W(0,2≦W≦63) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

1. CODE 

B'10110100 

2. レンダリング属性 

 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 NET EOS COOF AA 0固定 

 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-52  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

3. コマンドパラメータ 

Color ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセ

ルフォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

W ：線幅。整数 6ビットで与えます。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Wに 0を設定すると線幅 1の折れ線を描画します。“1”は設定禁止です。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込ん

でください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

カレントポインタ（XC, YC）からの相対移動量（DX, DY）で指定した座標への線分 (XC, YC) – (XC+DX1, 

YC+DY1)、(XC+DX1, YC+DY1) – (XC+DX1+DX2, YC+DY1+DY2)、…、(XC+…+DXn-1, YC+…+DYn-1) - (XC+…

+DXn-1+DXn, YC+…+DYn-1+DYn) まで折れ線を描画します。Ｗに 1より大きい値を設定すると太線を描画でき

ます。また、LINKE＝1のときは頂点座標を LINK Addressで指定したメモリ上からリードします。LINK Address

は LRELビットによって絶対アドレスまたは RLINECコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスか

らの相対アドレスで指定できます。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC, YC）として記憶されます。 

【注】 1. 線幅 1のときは 8点法描画、太線時は 4点法も用いて描画します。 

 2. 線分ごとの終点は描画します。線分ごとの始終点が一致した場合、線幅 1のときは 1ドット描画し太線時は何も描

画しません。 

 3. AA＝1のとき 

 • 線分ごとの始終点座標が一致した場合はアンチエイリアス処理を行いません。 

 • 水平、垂直、斜め 45度の線分はアンチエイリアス処理を行いません。 

 4. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 

 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  23-53 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

（d） 例 
n＝2

レンダリング座標

(XC,YC)

(XC+DX1,YC+DY1)

(XC+DX1+DX2,YC+DY1+DY2)

DX1 DX2

DY1 DY2

(0,0)

 
 

（8） RLINED 

（a） 機能 

多角形の外枠にカレントポインタからの相対指定でアンチエイリアス処理を行います。本コマンドはデスティ

ネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1011_0111 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

1. CODE 

B'10110111 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

    ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 AA(1) CLKW 

【注】 AA：1を設定してさい。 

 

3. コマンドパラメータ 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

DXn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：レンダリング座標（相対値）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込ん

でください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 
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（c） 説明 

ワーク参照で描画した多角形の外枠に対してカレントポインタからの相対指定でアンチエイリアス処理をしま

す。 

n頂点を与える順番が時計回りか反時計回りかを CLKWビットで指定します。CLKW＝1のときは時計回り、

CLKW＝0のときは反時計回りを示します。時計回りのときは、アンチエイリアス処理で描画方向に対して左の画

素を、反時計回りのときは、右の画素を参照します。また、LINKE＝1のときは頂点座標を LINK Addressで指定

したメモリ上からリードします。LINK Addressは LRELビットによって絶対アドレスまたは LINEDコマンドのコ

マンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

なお、本コマンドはデスティネーションが 16ビット／画素時のみ実行してください。 

ワーク参照で使用する多角形を（R）FTRAPCコマンド描画する場合は、EDGビット＝1かつ EOSビット＝1

で描画してください。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC, YC）として記憶されます。 

【注】 1. 8点法描画です。 

 2. 線分ごとの終点は描画しません。POLYGON4系コマンドで描画した図形の外枠に対して対してアンチエイリアス

処理をする場合は軌跡が一致しない場合があります。 

 3. 線分ごとの始終点座標が一致した場合何も描画しません。 

 4. 水平、垂直、斜め 45度の線分は G2D内部でプリクリッピングしますので、アンチエイリアス処理を行いません。 

 5. 画素ごとのクリッピングは、参照画素、描画する画素のどちらか一方でもクリッピングエリア外の場合、クリッピ

ングされ、アンチエイリアス処理を行いません。 

 6. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 

 

（d） 例 
 

レンダリング座標

n=5のとき

(XC+DX1,YC+DY1)

(XC+DX1+DX2,
  YC+DY1+DY2)

(XC+DX1+DX2 +DX3,
   YC+DY1+DY2+DY3)

(XC+DX1+DX2 +DX3 +DX4,
  YC+DY1+DY2 +DY3+DY4)

(XC,YC)

(0,0)

CLKW=1

レンダリング座標

n=5のとき

(0,0)

CLKW=0

(XC,YC)

(XC+DX1,YC+DY1)

(XC+DX1+DX2,
  YC+DY1+DY2)

(XC+DX1+DX2 +DX3,
   YC+DY1+DY2+DY3)

(XC+DX1+DX2 +DX3 +DX4,
  YC+DY1+DY2 +DY3+DY4)

(XC+DX1+DX2 +DX3 +DX4+DX5,
  YC+DY1+DY2 +DY3 +DY4+DY5)

(XC+DX1+DX2 +DX3 +DX4+DX5,
  YC+DY1+DY2 +DY3 +DY4+DY5)
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23.2.3 ワーク面描画コマンド 

（1） FTRAPC 

（a） 機能 

ワーク座標に多角形を描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

1. CODE 

B'11010000 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) EDG EOS 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

Xmin ：多角形の外接四角形の Xmin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymin ：多角形の外接四角形の Ymin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Xmax ：多角形の外接四角形の Xmax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymax ：多角形の外接四角形の Ymax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DXn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1,A0は 0を書き込んで

ください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 
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（c） 説明 

ワーク座標に頂点が n－1個の多角形を描画します。X＝Xminを左側辺、線分 (DX1, DY1) – (DX2, DY2)、(DX2, 

DY2) – (DX3, DY3)、…、(DXn-1, DYn-1) – (DXn, DYn) を右側辺とする上底および下底が X軸に平行な台形を n

－1個ワーク座標に 2値の EORで塗りつぶします。ただし、下底の描画は行いません。なお、閉図形になるよう

に (DXN, DYN)＝(DX1, DY1) としてください。レンダリング属性の EDGビットを 1に設定することにより、塗

りつぶした後、縁どりのラインを描画します。ラインの描画データは、EOSビットで選択します。 

FTRAPCコマンドで座標変換する場合、入力された多角形の外接四角形の座標値から内部で 4頂点を求め、そ

の 4頂点に対して座標変換します。その後、変換された 4頂点を外接する矩形に内部で変換、左端を求め描画し

ます。 

【注】 縁取り描画を有効（EDG＝1）にした場合、縁取りラインは Zプリクリッピングされません。 

 

（d） 例 

FTRAPのパラメータ並び順

n

Xmin,Ymin

Xmax,Ymax

DX1, DY1

DX2, DY2

DX3, DY3

DX4, DY4

DX1, DY1 最後に始点を付加してください。

ワーク座標

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

 n＝5の時

(DX3,DY3)

(DX4,DY4)

(0,0)

(Xmax,Ymax)

(Xmin,Ymin)

Xmin

塗りつぶし順序

Xmin Xmin Xmin Xmin
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（2） RFTRAPC 

（a） 機能 

ワーク座標に多角形をカレントポインタからの相対指定で描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード“0”を入れてください。 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

0 0 0 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード“0”を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先

アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 

 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-60  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1101_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

符号拡張 符 LINK Address(long word address) 0 0 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード“0”を入れてください。 

 3. LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアド

レス＋LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは

指定しないでください。 

 

1. CODE 

B'11010100 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) EDG EOS 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

Xmin ：多角形の外接四角形の Xmin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymin ：多角形の外接四角形の Ymin値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Xmax ：多角形の外接四角形の Xmax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymax ：多角形の外接四角形の Ymax値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DXn（n＝1～65535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込ん

でください）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 
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（c） 説明 

X＝Xminを左側辺、カレントポインタ（XC, YC）からの相対移動量（DX, DY）で指定した座標への線分 (XC, 

YC) – (XC+DX1, YC+DY1)、(XC+DX1, YC+DY1) – (XC+DX1+DX2, YC+DY1+DY2)、…、(XC+…+DXn-1, YC+…

+DYn-1) – (XC+…+DXn-1+DXn, YC+…+DYn-1+DYn) を右側辺とする上底および下底が X軸に平行な台形を n個

ワーク座標に 2値の EORで塗りつぶします。ただし、下底の描画は行いません。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC, YC）として記憶されます。閉図形となるように DX1+DX2+DXn=0、

DY1+DY2+DYn=0としてください。レンダリング属性の EDGビットを 1に設定することにより、塗りつぶした

後、縁どりのラインを描画します。ラインの描画データは、EOSビットで選択します。 

RFTRAPCコマンドで座標変換する場合、入力された多角形の外接四角形の座標値から内部で 4頂点を求め、そ

の 4頂点に対して座標変換します。その後、変換された 4頂点を外接する矩形に内部で変換、左端を求め描画し

ます。 

【注】 1. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 

 2. 縁取り描画を有効（EDG＝1）にした場合、縁取りラインは Zプリクリッピングされません。 

 

（d） 例 

Xmin

塗りつぶし順序

Xmin Xmin Xmin Xmin

ワーク座標

(XC,YC)

(XC+DX1,YC+DY1)

n=4の時

(0,0)

(Xmax,Ymax)

(Xmin,Ymin)

(XC+DX1+DX2,YC+DY1+DY2)

(XC+DX1+DX2+DX3,
  YC+DY1+DY2+DY3)

(XC+DX1+DX2+DX3+DX4,
  YC+DY1+DY2+DY3+DY4)
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（3） CLRWC 

（a） 機能 

ワーク座標をゼロクリアします。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1110_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符 Xmin(-32768≦Xmin≦32767) 符 Ymin(-32768≦Ymin≦32767) 

符 Xmax(-32768≦Xmax≦32767) 符 Ymax(-32768≦Ymax≦32767) 

 

1. CODE 

B'11100000 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

     ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 BLKE(1) 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

【注】 BLKE：1を設定してください。 

 

3. コマンドパラメータ 

Xmin、Xmax：左右 X座標値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

Ymin、Ymax：上下 Y座標値、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

ワーク座標において左上座標（XMIN, YMIN）、右下座標（XMAX, YMAX）で指定された領域をゼロクリアし

ます。 

CLRWCコマンドで座標変換する場合、入力された左右 X座標値、上下 Y座標値から内部で 4頂点を求め、そ

の 4頂点に対して座標変換します。その後、変換された 4頂点を外接する矩形に内部で変換し描画します。 
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（d） 例 

ワーク座標

(XMIN,YMIN)

(XMAX,YMAX)

(0,0)

 
 

23.2.4 ワーク線描画 

（1） LINEWC 

（a） 機能 

ワーク座標に 1ドット幅の実線を描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1111_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (2≦n≦65535) 

符 DX1(-32768≦DX1≦32767) 符 DY1(-32768≦DY1≦32767) 

符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-32768≦DXn≦32767) 符 DYn(-32768≦DYn≦32767) 

【注】 n＝0、1を設定した場合の動作は保証されません。 

 

1. CODE 

B'11110000 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○（2値の EOS）  ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 EOS 0固定 0固定 0固定 
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3. コマンドパラメータ 

n（n＝2～65535） ：頂点数。 

DXn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝2～65535） ：ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

頂点 1(DX1, DY1)から頂点 2(DX2, DY2)、…、頂点 n-1(Dxn-1, Dyn-1)を経由し頂点 n(DXn, DYn)まで折れ線をワ

ーク座標に 2値描画します。0描画か 1描画かの選択は描画モードの EOSビットで行います。EOSビット＝0を

選択すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1を選択すると 1でワーク座標に描画します（ワーク座標への

多角形塗りつぶし描画図形の縁取り描画に使用します）。 

【注】 8点法描画です。線分ごとの終点は描画します。 

 

（d） 例 

(DX1,DY1)

(DX2,DY2)

n＝3

(DX3,DY3)

(0,0)

ワーク座標
 

 

（2） RLINEWC 

（a） 機能 

ワーク座標に 1ドット幅の実線をカレントポインタからの相対指定で描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1111_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n (1≦n≦65535) 

符 DX2(-128≦DX2≦127) 符 DY2(-128≦DY2≦127) 符 DX1(-128≦DX1≦127) 符 DY1(-128≦DY1≦127) 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 ・ 符 ・ 符 ・ 符 ・ 

符 DXn(-128≦DXn≦127) 符 DYn(-128≦DYn≦127) 符 DXn-1(-128≦DXn-1≦127) 符 DYn-1(-128≦DYn-1≦127) 

【注】 1. n＝0を設定した場合の動作は保証されません。 

 2. nが奇数のときは、最後にダミーワード 0を入れてください。 
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1. CODE 

B'11110100 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

   ○（2値の EOS）  ○ 

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 EOS 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

n（n＝1～65535） ：頂点数。 

DXn（n＝1～65535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

DYn（n＝1～65535） ：ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

カレントポインタ（XC, YC）からの相対移動量（DX, DY）で指定した座標への線分(XC, YC) - (XC+DX1, 

YC+DY1)、(XC+DX1, YC+DY1) - (XC+DX1+DX2, YC+DY1+DY2)、…、(XC+…+DXn - 1、YC+…+DYn-1) – (XC+

…+DXn – 1+DXn, YC+…+DYn – 1+DYn)まで折れ線をワーク座標に 2値描画します。0描画か 1描画かの選択はレ

ンダリング属性の EOSビットで行います。EOSビット＝0を選択すると 0でワーク座標に描画、EOSビット＝1

を選択すると 1でワーク座標に描画します（ワーク座標への多角形塗りつぶし描画図形の縁取り描画に使用しま

す）。 

また、座標最終点はカレントポインタ（XC, YC）として記憶されます。 

【注】 1. 8点法描画です。線分ごとの終点は描画します。 

 2. カレントポインタ（XC, YC）へは、座標変換する前の座標最終点が記憶されます。 

 

（d） 例 
n＝2

(XC,YC)

(XC+DX1,YC+DY1)

(XC+DX1+DX2,YC+DY1+DY2)

DX1 DX2

DY1 DY2

(0,0)

ワーク座標
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23.2.5 矩形描画コマンド 

（1） BITBLTA 

（a） 機能 

デスティネーション領域に多値（8または 16ビット／画素）矩形ソースを転送します。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4095) 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4094) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4094) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 0≦TXS≦SSTRR-(LW+RW+1), 0≦TYS≦4096-(TH+BH+1) (SSTRR：ソースストライドレジスタ設定値) 

 2. 8≦LW+RW+1≦4095, 1≦TH+BH+1≦4095 

 3. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, -32768≦BYC+BH≦32767 

 

• SS＝0かつREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 8≦LW+RW+1≦4088 (8の倍数), 1≦TH+BH+1≦4095 

 2. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, 

-32768≦BYC+BH≦32767 
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• SS＝0かつREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0010 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 LW(0≦LW≦4087) 0 0 0 0 RW(0≦RW≦4087) 

0 0 0 0 TH(0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH(0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 8≦LW+RW+1≦4088 (8の倍数)、1≦TH+BH+1≦4095 

 2. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, 

-32768≦BYC+BH≦32767 

 3. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）＋Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

1. CODE 

B'10100010 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

○  ○（WORK=1のみ）  ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANSDTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE SαE 

 

3. コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書き込ん

でください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29は

A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値、レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH ：Top高さ、Bottom高さ、(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してくだ

さい。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 
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ROP ：ラスタオペレーションコード。 

（c） 説明 

多値（8または 16ビット／画素）の矩形ソースデータをレンダリング座標に転送します。 

なお、SS＝0のとき、LW＋RW＋1が 8の倍数になるように設定してください。SS＝1では、LW＋RW＋1が 8

以上の値になるように設定してください。 
 

1. レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

2. SS＝1のときは、2次元ソース領域からソース参照します。SS＝0のときは、ディスプレイリストのBase Address

からソース参照します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指定できます。REL＝1のとき

は、BITBLTAコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相対アドレスでソースアドレス

を指定できます。 

3. 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると多値ソースデータの値に、

COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付で行われます。8ビット／画素のとき

には、COOFビットは必ず0に設定してください。 

4. SRCDIRX, Yビットでソースの参照方向を選択できます。 

5. DSTDIRX, Yビットで描画方向の選択ができます。 

6. αE＝1にするとソースデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE＝1にする場合はROPコード＝

H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値はアルファブレンドされません。A値は

レンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソースA値ユース（SAU)、Aバリュー（AVALUE）の設定に

従い描画されます。16ビット／画素時に有効です。 

7. 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値はラスタオペレーションされま

せん。A値はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソースA値ユース（SAU)、Aバリュー（AVALUE）

の設定に従い描画されます。 

【注】 システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。Zクリッピングはセンター座標でのみ行い

ます。 
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（d） 例 

(TXS,TYS) LW+RW+1

レンダリング座標2次元ソース座標

(BXC,BYC)

SS＝1のとき

SSAR

Base
Address

TH+BH+1

ソースストラド

SS＝0のとき

TH+BH+1

LW+RW+1

LW RW

TH

BH

(BXC-LW,BYC-TH)

(BXC+RW,BYC+BH)

X

Y

 
 

（2） BITBLTB 

（a） 機能 

デスティネーション領域に 2値（1ビット／画素）矩形ソースをカラー展開して転送します。 

（b） コマンドフォーマット 

• SS＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

0 0 0 0 TXS (0≦TXS≦4088) 0 0 0 0 TYS (0≦TYS≦4095) 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 0≦TXS≦SSTRR-(LW+RW+1), 0≦TYS≦4096-(TH+BH+1)(SSTRR：ソースストライドレジスタ設定値) 

 2. 8≦LW+RW+1≦4088 (8の倍数), 1≦TH+BH+1≦4095 

 3. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, 

-32768≦BYC+BH≦32767  
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• SS＝0かつREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

0 0 0 Base Address(quad word address) 0 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 8≦LW+RW+1≦4088 (8の倍数), 1≦TH+BH+1≦4095 

 2. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, 

-32768≦BYC＋BH≦32767 

 

• SS＝0かつREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0001 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Color1 Color0 

符号拡張 符 Base Address(long word address) 0 0 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4087) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4087) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 8≦LW+RW+1≦4088 (8の倍数), 1≦TH+BH+1≦4095 

 2. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC+RW≦32767, 

-32768≦BYC+BH≦32767 

 3. コマンドコードが配置されるアドレス（ロングワード：32ビット単位）＋Base Address（ロングワード：32ビッ

ト単位）が、クワッドワードアドレス（64ビット）単位になるようにしてください。 

 

1. CODE 

B'10100001 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

 ○ ○（WORK＝1のみ）  ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP STRANS DTRANS WORK SS REL SRCDIRX SRCDIRY DSTDIRX DSTDIRY COOF αE 0固定 
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3. コマンドパラメータ 

TXS、TYS ：ソース開始点。未使用ビットは 0を書き込んでください。 

Base Address ：ソース開始絶対アドレス（クワッドワードアドレス、A31～29および A2～A0は 0を書き込ん

でください）。 

ソース開始相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29は

A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値、レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH ：Top高さ、Bottom高さ(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してくださ

い。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

ROP ：ラスタオペレーションコード 。 

COLOR0、COLOR1：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセル

フォーマットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 
 

（c） 説明 

2値（1ビット／画素）の矩形ソースデータをレンダリング座標に転送します。 

LW＋RW＋1は、SSビットの値によらず、8画素の倍数になるように設定してください。 
 

1. レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

2. 2値のソースデータは、メモリにリニア配置します。ソースアドレスは、REL＝0のときは絶対アドレスで指

定できます。REL＝1のときは、BITBLTBコマンドのコマンドコードが配置されたメモリアドレスからの相

対アドレスでソースアドレスを指定できます。 

3. 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると2値ソースデータをカラー

展開したデータに、COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付で行われます。8

ビット／画素のときには、COOFビットは必ず0に設定してください。 

4. SRCDIRX, Yビットでソースの参照方向を選択できます。 

5. DSTDIRX, Yビットで描画方向の選択ができます。 

6. αE=1にすると2値ソースデータをカラー展開したデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE＝1

にする場合はROPコード＝H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値はアルファ

ブレンドされません。A値はレンダリングコントロールレジスタ(RCLR)のソースA値ユース（SAU）、Aバリ

ュー（AVALUE）の設定に従い描画されます。16ビット／画素時に有効です。 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-72  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

7. 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値はラスタオペレーションされま

せん。A値はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソースA値ユース（SAU）、Aバリュー（AVALUE）

の設定に従い描画されます。 

【注】 システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。Zクリッピングはセンター座標でのみ行い

ます。 

 

（d） 例 

COLOR 1

COLOR 0

レンダリング座標

(BXC,BYC)

Base
Address

LW+RW+1

TH+BH+1

LW RW

TH

BH

(BXC-LW,BYC-TH)

(BXC+RW,BYC+BH)

X

Y

 
 

（3） BITBLTC 

（a） 機能 

デスティネーション領域に単色指定で矩形描画します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝1010_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) 0 0 0 0 0 0 0 0 ROP 

Reserve (all 0) Color 

0 0 0 0 LW (0≦LW≦4094) 0 0 0 0 RW (0≦RW≦4094) 

0 0 0 0 TH (0≦TH≦4094) 0 0 0 0 BH (0≦BH≦4094) 

符 BXC(-32768≦BXC≦32767) 符 BYC(-32768≦BYC≦32767) 

【注】 1. 1≦LW+RW+1≦4095、1≦TH+BH+1≦4095 

 2. -32768≦BXC-LW≦32767, -32768≦BYC-TH≦32767, -32768≦BXC＋RW≦32767、 

-32768≦BYC+BH≦32767 

 

1. CODE 

B'10100000 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  23-73 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

2. レンダリング属性 

参照データ 描画先 

多値ソース 2値ソース 2値ワーク 指定カラー レンダリング ワーク 

  ○（WORK＝1のみ） ○ ○  

 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

MTRE 0固定 CLIP RCLIP 0固定 DTRANS WORK 0固定 0固定 0固定 0固定 DSTDIRX DSTDIRY COOF αE 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

BXC、BYC ：センターX、Y座標値、レンダリング座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

LW、RW ：Left幅、Right幅、(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

TH、BH ：Top高さ、Bottom高さ(BXC, BYC)からの相対値、レンダリング座標。画素数で設定してください。 

未使用ビットは 0を書き込んでください。 

COLOR ：8または 16ビット／画素カラー指定。16ビット／画素はデスティネーションのピクセルフォー

マットにあわせてください。 

8ビット／画素時は上位、下位バイトとも、同じ値を設定してください。 

ROP ：ラスタオペレーションコード。  
 

（c） 説明 

デスティネーション領域にパラメータの COLORで指定した単色で矩形描画します。 
 

1. レンダリング属性でワーク指定（WORK＝1）を選択すると、レンダリング座標と同じ座標のワーク座標を

参照しながらワーク座標の画素が1になっているところのみをレンダリング座標に描画します。 

2. 描画が16ビット／画素のとき、レンダリング属性のCOOFビットに1を設定すると指定カラーの値に、COFSR

レジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付で行われます。8ビット／画素のときには、

COOFビットは必ず0に設定してください。 

3. DSTDIRX, Yビットで描画方向の選択ができます。 

4. αE＝1にすると指定カラーデータと下地をアルファブレンドして描画します。αE＝1にする場合はROPコー

ド＝H'CC（ソースコピー）にしてください。ARGBフォーマット時のA値はアルファブレンドされません。A

値はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソースA値ユース（SAU)、Aバリュー（AVALUE）の設

定に従い描画されます。16ビット／画素時に有効です。 

5. 16種のラスタオペレーションが可能です。また、ARGBフォーマット時のA値はラスタオペレーションされま

せん。A値はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のソースA値ユース（SAU)、Aバリュー（AVALUE）

の設定に従い描画されます。 

【注】システムクリッピング、（相対）ユーザクリッピングは、矩形で行います。Zクリッピングはセンター座標でのみ行います。 
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（d） 例 

COLOR 

レンダリング座標

(BXC,BYC)

LW RW

TH

BH

(BXC-LW,BYC-TH)

(BXC+RW,BYC+BH)

X

Y

 
 

23.2.6 制御コマンド 

（1） MOVE 

（a） 機能 

カレントポインタを設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0100_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

XC(-32768≦XC≦32767) YC(-32768≦YC≦32767) 

 

1. CODE 

B'01001000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

XC：レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 

YC：レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

XC、YCにローカルオフセット値を加算した値をカレントポインタに設定します。また、XC、YCは絶対座標

で設定します。なお、カレントポインタは相対系描画コマンドのみで使用します。MOVEコマンド発行後は、相

対系描画コマンドを連続で使用してください。途中で絶対系描画コマンドを使用した場合、カレントポインタを

内部の演算用レジスタとして使用し、カレントポインタの値を破壊します。そのため、再度相対系描画コマンド

を使用する場合は、MOVEコマンドを発行してから使用してください。 
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（d） 例 

レンダリング座標

(XC,YC)

ワーク座標

(0,0)

 
 

（2） RMOVE 

（a） 機能 

カレントポインタを加算します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0100_1100 Reserve (all 0) Draw Mode 

XC(-32768≦XC≦32767) YC(-32768≦YC≦32767) 

 

1. CODE 

B'01001100 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

XC：レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 

YC：レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数とします。 
 

（c） 説明 

カレントポインタに XC、YCを加算します。 
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（d） 例 

レンダリング座標

旧(XC,YC) XC

YC

(旧XC＋XC,旧YC＋YC)

ワーク座標

(0,0)

 
 

（3） LCOFS 

（a） 機能 

デスティネーション領域およびワーク領域のオフセット値（ローカルオフセット）を設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0100_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

XO(-32768≦XO≦32767) YO(-32768≦YO≦32767) 

 

1. CODE 

B'01000000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

XO：ローカルオフセット値、レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数と

します。 

YO：ローカルオフセット値、レンダリング座標（絶対座標）、ワーク座標（絶対座標）、負の数は 2の補数と

します。 
 

（c） 説明 

ローカルオフセットを設定した以降の描画コマンドで指定した座標は、すべてこのオフセット値が加算されま

す。 

ディスプレイリストの先頭で必ず設定してください（初期値は不定です）。 

カレントポインタにローカルオフセットを反映したい場合は、LCOFSコマンドの後でMOVEコマンドを発行
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してください。 

（d） 例 

レンダリング座標

(XO,YO)

ワーク座標

(0,0)

LINE

(XO+DX2,YO+DY2)

(XO+DX1,YO+DY1)

 
 

（4） RLCOFS 

（a） 機能 

ローカルオフセットに XO、YOを加算します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0100_0100 Reserve (all 0) Draw Mode 

XO(-32768≦XO≦32767) YO(-32768≦YO≦32767) 

 

1. CODE 

B'01000100 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

XO：ローカルオフセット値、レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数と

します。 

YO：ローカルオフセット値、レンダリング座標（相対座標）、ワーク座標（相対座標）、負の数は 2の補数と

します。 
 

（c） 説明 

ローカルオフセットに XO、YOを加算した値をローカルオフセットとします。これを設定した以降の描画コマ

ンドで指定した座標は、すべてこのオフセット値が加算されます。 

また、カレントポインタにローカルオフセット値を反映したい場合は、LCOFS、RLCOFSコマンドでローカル
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オフセットを設定した後に、MOVEコマンドを実行するようにしてください。 
 

（d） 例 

レンダリング座標

(旧XO＋XO,旧YO＋YO)

ワーク座標

(0,0)

LINE

旧(XO,YO)

(旧XO＋XO+DX1,旧YO＋YO+DY1)

XO

YO

 
 

（5） WPR 

（a） 機能 

特定のアドレスマップドレジスタに値を設定します。 

（b） コマンドフォーマット 

• LINKE＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0001_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 0 0 0 W Reg No 

Data0 

・ 

・ 

Data n-1 

 

• LINKE＝1かつLREL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0001_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 0 0 0 W Reg No 

0 0 0 LINK Address (long word address) 0 0 

【注】 LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、LINK Addressで指定するリンク先アドレ

スには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないでください。 
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• LINKE＝1かつLREL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0001_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

Reserve (all 0) n -1(0≦n-1≦255) 0 0 0 0 0 0 0 W Reg No 

符号拡張 符 LINK Address (long word address) 0 0 

【注】 LINK Addressの次のロングワードを次のコマンドコードとして解釈するので、コマンドコードが配置されるアドレス＋

LINK Addressで指定するリンク先アドレスには、LINK Addressが配置される次のロングワードアドレスは指定しないで

ください。 

 

1. CODE 

B'00011000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 LINKE LREL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 ByteM3 ByteM2 ByteM1 ByteM0 

 

3. パラメータ 

W reg No ：レジスタ番号。 

Data n(n＝1～256) ：ライトデータ。 

n-1 ：ライトデータ数。 

LINK Address ：LINK絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込んでく

ださい）。 

LINK相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29は A28

の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

アドレスマップドレジスタにデータを書き込みます。レジスタ番号はW reg Noに、書き込むデータは Data nに

設定します。 

また、CPUからのアクセス競合が起こらないようにしてください。 
 

1. LINKEビットを設定するとメモリ上のLINK Addressからデータをリードし、レジスタにライトします。 

2. LINK AddressはLRELビットによって絶対アドレスまたはWPRコマンドのコマンドコードが配置されたメモ

リアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

3. ByteM3～0ビットに“1”を設定すると、バイト単位でレジスタライトをマスクできます。 
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（6） JUMP 

（a） 機能 

ディスプレイリストのフェッチ先を変更します。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0010_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 JUMP Address (long word address) 0 0 

 

• REL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0010_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 JUMP Address (long word address) 0 0 

 

1. CODE 

B'00101000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 REL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 

 

3. コマンドパラメータ 

JUMP Address ：ジャンプ先絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込ん

でください）。 

ジャンプ先相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～A29

は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先を指定するアドレスに変更します。 

ジャンプ先アドレスは、REL＝0のとき、絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、コマンドコードが

配置されているメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 
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（d） 例 

レジスタ設定

コマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画コマンド

ディスプレイリスト領域

：
：

描画起動

JUMPコマンド

 
 

（7） GOSUB 

（a） 機能 

ディスプレイリストをサブルーチンコールします。 

（b） コマンドフォーマット 

• REL＝0 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0011_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

0 0 0 GOSUB Address (long word address) 0 0 

 

• REL＝1 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE=0011_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

符号拡張 符 GOSUB Address (long word address) 0 0 

 

1. CODE 

B'00110000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 REL 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 No 
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3. コマンドパラメータ 

GOSUB Address ：サブルーチン絶対アドレス（ロングワードアドレス、A31～29および A1、A0は 0を書き込

んでください）。 

サブルーチン相対アドレス（ロングワードアドレス、負の数は 2の補数とします。A31～

A29は A28の符号を拡張してください。A1～A0は 0を書き込んでください）。 

【注】 32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスのビット 28～ビット 3を A28～A3に書き込んでく

ださい。 

 

（c） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先を指定するサブルーチンアドレスに変更します。RET命令により、フェッチ

アドレスは復帰します。ただし、多重度（ネスト）は 1なので、サブルーチンの中でサブルーチンコールをする

と復帰できなくなります。 

サブルーチンアドレスは、REL＝0のとき、絶対アドレスで指定できます。REL＝1のときは、コマンドコード

が配置されているメモリアドレスからの相対アドレスで指定できます。 

また、Noビットが 0の場合はリターンアドレス 0レジスタ（RTN0R）に、1の場合はリターンアドレス 1レジ

スタ（RTN1R）にリターンアドレスが設定されます。 
 

（d） 例 

レジスタ設定

コマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画コマンド

ディスプレイリスト領域

：
：

描画起動

GOSUBコマンド

描画コマンド

RETコマンド

サブルーチン
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（8） RET 

（a） 機能 

GOSUBコマンドによるサブルーチンコールから復帰します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0011_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

1. CODE 

B'00111000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 No 

 

（c） 説明 

ディスプレイリストのフェッチ先をサブルーチンコール元の次アドレスに復帰させます。 

Noビットが 0の場合はリターンアドレス 0レジスタ（RTN0R）、1の場合はリターンアドレス 1レジスタ（RTN1R）

のアドレスに復帰します。 
 

（9） NOP/INT 

（a） 機能 

ノーオペレーションを実行します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0000_1000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

1. CODE 

B'00001000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

INT 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 INT No 

 

（c） 説明 

何の動作もしません。次の命令をフェッチします。ただし、INTビットを設定した場合は、本コマンドフェッ

チ後ステータスレジスタ（SR）の INTビットを“1”にセットし、割り込みコマンド IDレジスタ（ICIDR）に INT 

Noを格納した後描画動作を停止します。ステータスレジスタの INTビットのクリアで次のコマンドから描画再開

します。 
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（10）TRAP 

【注】 本 LSIでは、Flip[5:0]はサポートしていません。 

（a） 機能 

ディスプレイリストの終了を示します。 

（b） コマンドフォーマット 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

OP CODE＝0000_0000 Reserve (all 0) Draw Mode 

 

1. CODE 

B'00000000 

2. レンダリング属性 

Draw Mode 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 0固定 Flip5 Flip4 Flip3 Flip2 Flip1 Flip0 

 

（c） 説明 

描画動作を停止し、ステータスレジスタ（SR）の TRAを 1にします。また、割り込み許可レジスタ（IER）の

TREを 1にした場合に、CPUに対し割り込みを発生します。 

ディスプレイリストの終了に必ず入れてください。 
 

（d） 例 

レジスタ設定
コマンド

描画コマンド

描画コマンド

描画コマンド

ディスプレイリスト領域

：
：

TRAPコマンド

ステータスレジスタ(SR)
のTRAビットを"1"にセット。

このときTRE=1であると外部に
割り込みを発生します。

描画停止

描画起動
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23.3 レジスタ仕様 
システム制御レジスタ以外は、INTコマンドでの描画停止期間を除いて、レンダリングスタートをかけてから

TRAPまでの期間 CPUライト禁止です。ただし、割り込み許可レジスタは、WPRコマンドの書き込みと競合した

場合、CPUライトを優先します。また、特に明記していない場合、以下“リセット”はハードウェアリセットと

ソフトウェアリセットの両方を示します。ハードウェアリセットとは、パワーオンリセットを示します。 
 

表 23.5 レジスタ構成 

分類 名  称 略称 RW WPR*1 P4領域 

アドレス*2 

エリア 7 

アドレス*2 

アクセス 

サイズ 

システムコントロール SCLR R/W × H'FFEA 0000 H'1FEA 0000 32 

ステータス SR R × H'FFEA 0004 H'1FEA 0004 32 

ステータス・レジスタ・

クリア 

SRCR W × H'FFEA 0008 H'1FEA 0008 32 

割り込み許可 IER R/W ○ H'FFEA 000C H'1FEA 000C 32 

システム制御 

割り込みコマンド ID ICIDR R × H'FFEA 0010 H'1FEA 0010 32 

リターンアドレス 0 RTN0R R ○ H'FFEA 0040 H'1FEA 0040 32 

リターンアドレス 1 RTN1R R ○ H'FFEA 0044 H'1FEA 0044 32 

ディスプレイリスト開

始アドレス 

DLSAR R/W × H'FFEA 0048 H'1FEA 0048 32 

2次元ソース領域開始 

アドレス 

SSAR R/W ○ H'FFEA 004C H'1FEA 004C 32 

描画スタートアドレス RSAR R/W ○ H'FFEA 0050 H'1FEA 0050 32 

ワーク領域開始 

アドレス 

WSAR R/W ○ H'FFEA 0054 H'1FEA 0054 32 

ソースストライド SSTRR R/W ○ H'FFEA 0058 H'1FEA 0058 32 

デスティネーションス

トライド 

DSTRR R/W ○ H'FFEA 005C H'1FEA 005C 32 

メモリ制御 

エンディアン変換 

コントロール 

ENDCVR R/W × H'FFEA 0060 H'1FEA 0060 32 

ソース透過色 STCR R/W ○ H'FFEA 0080 H'1FEA 0080 32 

デスティネーション透

過色 

DTCR R/W ○ H'FFEA 0084 H'1FEA 0084 32 

アルファ値 ALPHR R/W ○ H'FFEA 0088 H'1FEA 0088 32 

カラー制御 

カラーオフセット COFSR R/W ○ H'FFEA 008C H'1FEA 008C 32 
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分類 名  称 略称 RW WPR*1 P4領域 

アドレス*2 

エリア 7 

アドレス*2 

アクセス 

サイズ 

レンダリンク 

コントロール 

RCLR R/W ○ H'FFEA 00C0 H'1FEA 00C0 32 

コマンドステータス CSTR R × H'FFEA 00C4 H'1FEA 00C4 32 

カレントポインタ CURR R × H'FFEA 00C8 H'1FEA 00C8 32 

ローカルオフセット LCOR R × H'FFEA 00CC H'1FEA 00CC 32 

システムクリップ 

エリアMAX 

SCLMAR R ○ H'FFEA 00D0 H'1FEA 00D0 32 

ユーザクリップエリア

MIN 

UCLMIR R ○ H'FFEA 00D4 H'1FEA 00D4 32 

ユーザクリップエリア

MAX 

UCLMAR R ○ H'FFEA 00D8 H'1FEA 00D8 32 

相対ユーザクリップ 

エリアMIN 

RUCLMIR R ○ H'FFEA 00DC H'1FEA 00DC 32 

相対ユーザクリップ 

エリアMAX 

RUCLMAR R ○ H'FFEA 00E0 H'1FEA 00E0 32 

レンダリング 

コントロール 2 

RCL2R R/W ○ H'FFEA 00F0 H'1FEA 00F0 32 

レンダリング 

制御 

パタンオフセット POFSR R/W ○ H'FFEA 00F8 H'1FEA 00F8 32 

座標変換コントロール GTRCR R/W ○ H'FFEA 0100 H'1FEA 0100 32 

マトリクスパラメータ

A 

MTRAR R/W ○ H'FFEA 0104 H'1FEA 0104 32 

マトリクスパラメータ

B 

MTRBR R/W ○ H'FFEA 0108 H'1FEA 0108 32 

マトリクスパラメータ

C 

MTRCR R/W ○ H'FFEA 010C H'1FEA 010C 32 

マトリクスパラメータ

D 

MTRDR R/W ○ H'FFEA 0110 H'1FEA 0110 32 

マトリクスパラメータ

E 

MTRER R/W ○ H'FFEA 0114 H'1FEA 0114 32 

マトリクスパラメータ

F 

MTRFR R/W ○ H'FFEA 0118 H'1FEA 0118 32 

マトリクスパラメータ

G 

MTRGR R/W ○ H'FFEA 011C H'1FEA 011C 32 

マトリクスパラメータ

H 

MTRHR R/W ○ H'FFEA 0120 H'1FEA 0120 32 

マトリクスパラメータ I MTRIR R/W ○ H'FFEA 0124 H'1FEA 0124 32 

座標変換制御 

座標変換オフセット X GTROFSXR R/W ○ H'FFEA 0128 H'1FEA 0128 32 
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分類 名  称 略称 RW WPR*1 P4領域 

アドレス*2 

エリア 7 

アドレス*2 

アクセス 

サイズ 

座標変換オフセット Y GTROFSYR R/W ○ H'FFEA 012C H'1FEA 012C 32 

Zクリップエリア 

MIN 

ZCLPMINR R/W ○ H'FFEA 0130 H'1FEA 0130 32 

ZクリップエリアMAX ZCLPMAXR R/W ○ H'FFEA 0134 H'1FEA 0134 32 

座標変換制御 

Z飽和値ＭIN ZSATVMINR R/W ○ H'FFEA 0138 H'1FEA 0138 32 

【注】 *1 WPRコマンド設定 ○：可、×：不可 

 *2 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリアからアクセスするものです。 

指定されたアドレス以外への書き込みは禁止です。書き込みを行った場合の動作は保証されません。 
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表 23.6 レジスタビット構成 

分類 レジスタ
略称

システム制御

メモリ制御

カラー制御

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デ－タ

SCLR

SRCR

RTN0R

RTN1R

DLSAR

SSAR

STCR

RSAR

WSAR

DTCR

SSTRR

DSTRR

ALPHR

COFSR

ENDCVR

LWSWAP

WSWAP

BYTESWAP

BITSWAP

ICIDR

IER

SR

SRES

MTCL

CECL

INCL

TRCL

VER

MTRER

CER

INT

TRA

MTE

CEE

STC1

DTC8

COR

COG

COB

COR

COG

COB

DTC16

STC8

STC16

INE

TRE

RS

0 0

0 0

0 00 0

0 00 0

0 00 0

0 00 0

0 00 0

0 00 0

RGB: 
565時

ARGB: 
1555時
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分類 レジスタ
略称

レンダリング 
制御

座標変換制御

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デ－タ

RCLR

CSTR

CURR

LCOR

SCLMAR

UCLMAR

RCL2R

POFSR

GTRCR

MTRAR

MTRBR

MTRCR

MTRDR

MTRER

UCLMIR

RUCLMIR

RUCLMAR

STP

DTP

SPF

DPF

GBM

SAU

AVALUE

LPCE

SXMAX

SYMAX

UXMAX

DAE

PSTYLE

POFSX

POFSY

GTE

AFE

PXSIZE

PYSIZE

UYMAX

UXMIN

UYMIN

RUXMIN

RUYMIN

RUXMAX

RUYMAX

COM

XC

YC

XO

YO
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分類 レジスタ
略称

座標変換制御

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デ－タ

MTRFR

MTRGR

MTRHR

MTRIR

GTROFSXR

GTROFSYR

ZCLPMINR

ZCLPMAXR

ZSATVMINR  
 

表 23.7 レジスタのハードウェアのリセットおよびソフトウェアリセット時の初期値 

レジスタ
略称

ハード 
ウェア 
リセット

ソフト 
ウェア 
リセット

シ
ス
テ
ム
制
御

メ
モ
リ
制
御

カ
ラ
ー
制
御

レ
ン
ダ
リ
ン
グ
制
御

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デ－タ

SCLR

SR

SRCR

IER

ICIDR

RTN0R

RTN1R

DLSAR

SSAR

DSAR

WSAR

SSTRR

DSTRR

ENDCVR

STCR

DTCR

ALPHR

COFSR

RCLR

CSTR

CURR

LCOR

SCLMAR

UCLMIR

UCLMAR

RUCLMIR

RUCLMAR

RCL2R

POF3R

○

○

○

○

○○

○○

○○

○○

○○

○○

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

1

1 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 00 0 0

0 0

0 0 0 0

0 0 0

0 1 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0

0

0

0 0 0

0 00 0 0

0 0

0

0

* * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * *

* * * * * * * *

* * * * * *

** * * ** * * * * * * *

** * * ** * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

** * * ** * * * * * * * * * *

** * * * * * * * * * *

** * * * * * * * * * *

** * * * * * * * * * *

** * * * * * * * * * *

** * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * *

* * * * * * * * *

* *
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レジスタ
略称

ハード 
ウェア 
リセット

ソフト 
ウェア 
リセット

座
標
変
換
制
御

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

デ－タ

○○

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

× ×

0 0

* *

* *

* *

* * ** * *

* * *

* * *

* * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* ** * ** * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* * * * * * * * * * * *

* *

* ** *

* ** *

* ** *

GTRCR

MTRAR

MTRBR

MTRCR

MTRDR

MTRER

MTRFR

MTRGR

MTRHR

MTRIR

GTROFSXR

GTROFSYR

ZCLPMIN

ZCLPMAX

ZSATVMINR

*

*

0

0

1

1

【記号説明】

：不定値。ハードウェアリセットおよびソフトウェアリセット時に値を保持します。

：ハードウェアリセットおよびソフトウェアリセット時に0に初期化されます。

：リザーブビット。読み出し時は0が読み出されます。書き込み時は0を書き込んでください。

：リザーブビット。ハードウェアリセットおよびソフトウェアリセット時に0に初期化されます。書き込み時は0を書き込んでください。

：リザーブビット。ハードウェアリセットおよびソフトウェアリセット時に1に初期化されます。書き込み時は1を書き込んでください。

：リザーブビット。ハードウェアリセットおよびソフトウェアリセット時に値を保持します。読み出し時は不定値が読み出されます。
書き込み時は0を書き込んでください。

：ハードウェアリセット時に1に初期化されます。
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23.3.1 システム制御レジスタ 

（1） システムコントロールレジスタ（SCLR） 

オフセット：H'000 

初期値：H'8000000 
 

システムコントロールレジスタ（SCLR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、システム動作

を設定します。SCLRは、ハードウェアリセット時に以下のように初期化されます。 

• SRESビットは1になります。 

• RSビットは0になります。 

SRES＝1&RS＝1は設定禁止です。 
 

• ビット31：ソフトウェアリセット（SRES） 

G2Dをリセットします。 

 

ビット 31 

SRES 

説   明 

0 コマンド処理の実行を許可します。 

1 ハードウェアリセットを行うと SRES＝1になります。 （初期値） 

初期化時に 0に設定して使用してください。 

ソフトウェアで本ビットを 1に設定すると、描画動作のリセットを行います。G2Dのレジスタ値も初期化

されます。 

SRES＝1の間は本レジスタ以外のレジスタはライトできません。 

【注】ソフトウェアリセットが本 LSI上に正しく反映されるためには、メモリアクセスと同様のライトアク

セス反映、確認手段が必要になります。このため、ソフトウェアリセットに移行後、解除するまでの

間に、以下の処理を実行してください。 

（1）G2Dと CPUの優先順位が同じ場合は、SDRAMの任意の領域に対するダミーリードを 3回以上実施

してください。 

（2）G2Dがレベル 2で CPUがレベル 3の場合、SDRAMの任意の領域に対するダミーリードを 1回以上

実施してください。 

（3）G2Dがレベル 3で CPUがレベル 2の場合、G2D以外の Level2、Level3モジュールの SDRAMへの

アクセスをすべて終了させてください。 

 

• ビット30～1：リザーブビット 

書き込み時は0を書き込んでください。読み出すと常に0が読み出されます。 

 

• ビット0：レンダリングスタート（RS） 

レンダリングの開始を指定するビットです。描画期間中（レンダリングスタートをかけてからTRAPまでの

期間）は1ライト禁止です。 
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ビット 0 

RS 

説   明 

0 レンダリングを開始しません。（初期値） 

1 レンダリングを開始します。本ビットはレンダリング開始後、0にクリアされます。 

 

（2） ステータスレジスタ（SR） 

オフセット：H'004 

初期値：H'8000000 
 

ステータスレジスタ（SR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、内部状態を外部から読み出すためのも

のです。SRは、リセット時に以下のように初期化されます。 

• Verフラグは1000にセットされます。 

• その他のフラグは、0にクリアされます。 

 

• ビット31～28：バージョンフラグ（VER） 

1000が読み出されます。 

 

• ビット18：マトリクス演算エラーフラグ（MTRER） 

座標変換マトリクス演算結果のTX、TY、Wがレンジオーバして飽和処理されたことを示します。 

【注】 MTRERは座標変換コントロールレジスタの座標変換イネーブルビット(GTE)、レンダリング属性の(MTRE)でマスクし

ておりませんので、GTE＝0、または、GTE＝1かつMTRE＝0の場合、座標変換を行わなくても MTRERが 1にセッ

トされる場合があります。したがって、レンダリングスタートからトラップまでの期間、常に GTE＝1かつMTRE＝1

として使用する場合以外はMTRERを使用しないでください。 

 

ビット 18 

MTRER 

説   明 

0 正常状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRのMTCLビットによりMTRERフラグをクリアしてか

ら、座標変換マトリクス演算結果の TX、TY、Wがレンジオーバしていない（飽和処理されていない）こと

を示します。（初期値） 

1 座標変換マトリクス演算結果の TX、TY、Wがレンジオーバして飽和処理された事を示します。描画動作は

停止しません。 

MTRERフラグは、リセットまたは SRCRによりクリアされるまで状態を保持します。 

 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-94  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

• ビット2：コマンドエラーフラグ（CER） 

不当なコマンドをフェッチしたことを示します。 

 

ビット 2 

CER 

説   明 

0 正常状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの CECLビットにより CERフラグをクリアしてから、

不当なコマンドをフェッチしていないことを示します。 

不当なコマンドとは、コマンドコードの上位 8ビットが未定義であるものです。下位 16ビットのレンダリ

ング属性の不当性についてはチェックを行いません。 （初期値） 

1 描画動作停止状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの CECLビットにより CERフラグをクリア

してから、不当なコマンドをフェッチしたため、描画動作を停止したままになっていることを示します。描

画動作を再開するときは、ソフトウェアリセット後レンダリングスタートをかけてください。 

CERフラグは、リセットまたは SRCRによりクリアされるまで状態を保持します。 

 

• ビット1：割り込みフラグ（INT） 

NOP/INTコマンドをフェッチしたことを示すフラグです（レンダリング属性のINTビット=1のときのみ）。 

 

ビット 1 

INT 

説   明 

0 SCLRの SRESビットまたは SRCRの INCLビットにより INTフラグをクリアしてから、NOP/INTコマン

ドフェッチしていないことを示します。 （初期値） 

1 描画動作停止状態です。SCLRの SRESビットまたは SRCRの INCLビットにより INTフラグをクリアし

てから、NOP/INTコマンドをフェッチしたため、描画動作を停止したままになっていることを示します。 

（レンダリング属性の INTビット=1のときのみ） 

SRCRの INCLビットにより INTフラグをクリアすると次のコマンドから描画再開します。 

INTフラグは、リセットまたは SRCRによりクリアされるまで状態を保持します。 

【注】INTコマンドで描画停止期間中にディスプレイリストを書き換えないでください。 

 

• ビット0：トラップフラグ（TRA） 

コマンド実行が終了したことを示すフラグです。 

 

ビット 0 

TRA 

説   明 

0 SCLRの SRESビットまたは SRCRの TRCLビットにより TRAフラグをクリアしてから、TRAPコマンド

をフェッチしていないことを示します。 （初期値） 

1 コマンド実行の終了、または現在コマンドを実行していないことを示します。 

TRAフラグは、リセットまたは SRCRによりクリアされるまで状態を保持します。 

 

• ビット27～19、17～3：リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。 
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（3） ステータスレジスタクリアレジスタ（SRCR） 

オフセット：H'008 

初期値：H'0000000 
 

ステータスレジスタクリアレジスタ（SRCR）は、32ビットの書き込み専用のレジスタで、対応するステータ

スレジスタ（SR）の各フラグをクリアします。なお、SRのクリアが終了した後、SRCRは内部的にオール 0にク

リアされます（読み出すと 0が読み出されます）。 
 

ビット ビット名称 略称 説   明 

18 マトリクス演算エラーフラグクリア MTCL MTCLビットに 1を書き込むと、SRのMTRERフラグ

は 0にクリアされます 

2 コマンドエラーフラグクリア CECL CECLビットに 1を書き込むと、SRの CERフラグは 0

にクリアされます 

1 割り込みフラグクリア INCL INCLビットに 1を書き込むと、SRの INTフラグは 0

にクリアされます 

0 トラップフラグクリア TRCL TRCLビットに 1を書き込むと、SRの TRAフラグは 0

にクリアされます 

31～19、17～3 リザーブビット － 書き込み時には 0を書き込んでください 

 

（4） 割り込み許可レジスタ（IER） 

オフセット：H'00C 

初期値：H'0000000 
 

割り込み許可レジスタ（IER）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、対応するステータスレ

ジスタ（SR）の各フラグによる割り込みを許可／禁止します。IER内の 1に設定したビット位置に対応する SR

のビットが 1にセットされると、CPUに対して割り込みを要求します。割り込み発生条件は次のようになります。 

割り込み発生条件＝a＋b＋c＋d 

a＝MTRER・MTE 

b＝CER・CEE 

c＝INT・INE 

d＝TRA・TRE 
 

• ビット18：マトリクス演算エラーフラグイネーブル（MTE） 

SRのMTRERフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

 

【注】 MTRERは座標変換コントロールレジスタの座標変換イネーブルビット(GTE)、レンダリング属性の(MTRE)でマスクし

ておりませんので、GTE=0、または、GTE=1かつMTRE=0の場合、座標変換を行わなくても MTRERが 1にセット

され、意図しない割り込みを発生する場合があります。したがって、レンダリングスタートからトラップまでの期間、

常に GTE=1かつMTRE=1とし使用する場合以外はMTE=0としてください。 
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ビット 18 

MTE 

説   明 

0 SRのMTRERフラグによる割り込みを禁止します。（初期値） 

1 SRのMTRERフラグによる割り込みを許可します。 

 

• ビット2：コマンドエラーフラグイネーブル（CEE） 

SRのCERフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

 

ビット 2 

CEE 

説   明 

0 SRの CERフラグによる割り込みを禁止します。 （初期値） 

1 SRの CERフラグによる割り込みを許可します。 

 

• ビット1：割り込みフラグイネーブル（INE） 

SRのINTフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

 

ビット 1 

INE 

説   明 

0 SRの INEフラグによる割り込みを禁止します。（初期値）    

1 SRの INEフラグによる割り込みを許可します。 

 

• ビット0：トラップフラグイネーブル（TRE） 

SRのTRAフラグによる割り込みを許可／禁止します。 

 

ビット 0 

TRE 

説   明 

0 SRの TRAフラグによる割り込みを禁止します。（初期値） 

1 SRの TRAフラグによる割り込みを許可します。 

 

• ビット31～19、17～3：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。 

 

（5） 割り込みコマンド IDレジスタ（ICIDR） 

オフセット：H'010 

初期値：不定 
 

割り込みコマンド IDレジスタ（ICIDR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで NOP/INTコマンドフェッ

チ時にレンダリング属性の INTビットに 1が設定されていれば、レンダリング属性で指定した IDが格納されます。

使用しないビットは読み出すと常に 0が読み出されます。ICIDRはリセット時に値を保持します。 
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• ビット7～0：割り込みコマンドID 

 

• ビット31～8：リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。 

 

23.3.2 メモリ制御レジスタ 

（1） リターンアドレスレジスタ 0（RTN0R） 

オフセット：H'040 

初期値：不定 
 

リターンアドレスレジスタ 0（RTN0R）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、GOSUBコマンドにおい

てレンダリング属性の Noビットが 0そのときのリターンアドレスが設定されます。RTN0Rで示されるアドレス

はロングワードアドレス（A28～A2）となります。RTN0Rは、リセット時に値が保持されます。（使用しないビ

ットの読み出し値は不定となります）。 
 

（2） リターンアドレスレジスタ 1（RTN1R） 

オフセット：H'044 

初期値：不定 
 

リターンアドレスレジスタ 1（RTN1R）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、GOSUBコマンドにおい

てレンダリング属性の Noビットが 1のときのリターンアドレスが設定されます。RTN1Rで示されるアドレスは

ロングワードアドレス（A28～A2）となります。RTN1Rは、リセット時に値が保持されます。（使用しないビッ

トの読み出し値は不定となります）。 
 

（3） ディスプレイリスト開始アドレスレジスタ（DLSAR） 

オフセット：H'048 

初期値：不定 
 

ディスプレイリスト開始アドレスレジスタ（DLSAR）は、32 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、

ディスプレイリストとして使用するメモリの領域を設定します。ディスプレイリストの先頭物理アドレスを（A28

～A0）を 16バイト単位で設定します。32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位

29ビットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定指定ください。 下位 4ビットは 0を書き込んでください。使

用しないビットには、0を書き込んでください（読み出し値は不定となります）。DLSARは、リセット時に値を

保持します。タイルリージョン（「第 11 章 メモリコントローラユニット（MCU）」参照）へはマッピングし

ないでください。 

（4） 2次元ソース領域開始アドレスレジスタ（SSAR） 

オフセット：H'04C 

初期値：不定 
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2次元ソース領域開始アドレスレジスタ（SSAR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、2次

元ソース領域として使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに設定する物理アドレスが 2次元ソース座

標の原点物理アドレスとなります。2次元ソース領域の先頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で設定し

ます。32ビットアドレスモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビットのアドレスをビット 28

～ビット 0に設定指定ください。下位 4ビットは 0を書き込んでください。使用しないビットには、0を書き込ん

でください（読み出し値は不定となります）。SSARは、リセット時に値を保持します。タイルアドレッシング領

域（「第 11章 メモリコントローラユニット（MCU）」参照）にマッピングする場合は下位 9ビットは 0を書

き込んでください（512バイト単位）。 
 

（5） 描画スタートアドレスレジスタ（RSAR） 

オフセット：H'050 

初期値：不定 
 

描画スタートアドレスレジスタ（RSAR）は、32 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、描画領域と

して使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに設定する物理アドレスが描画座標の原点物理アドレスと

なります。描画領域の先頭物理アドレス（A28～A0）を 16バイト単位で設定します。32ビットアドレスモードに

おいても、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定指定ください。

下位 4ビットは 0を書き込んでください。使用しないビットには、0を書き込んでください（読み出し値は不定と

なります）。RSARは、リセット時に値を保持します。タイルアドレッシング領域（「第 11章 メモリコントロ

ーラユニット（MCU）」参照）にマッピングする場合は下位 9 ビットは 0 を書き込んでください（512 バイト単

位）。 

ワーク領域と重ならないように設定してください。 
 

（6） ワーク領域開始アドレスレジスタ（WSAR） 

オフセット：H'054 

初期値：不定 
 

ワーク領域開始アドレスレジスタ（WSAR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、ワーク領

域として使用するメモリの領域を設定します。本レジスタに設定する物理アドレスがワーク座標の原点物理アド

レスとなります。ワーク領域の先頭物理アドレス（A28～A0）をを 16バイト単位で設定します。32ビットアドレ

スモードにおいても、指定する 32ビットアドレスの下位 29ビットのアドレスをビット 28～ビット 0に設定指定

ください。下位 4ビットは 0を書き込んでください。使用しないビットには、0を書き込んでください（読み出し

値は不定となります）。 

WSARは、リセット時に値を保持します。タイルアドレッシング領域（「第 11章 メモリコントローラユニッ

ト（MCU）」参照）へはマッピングしないでください。 

ワーク領域へはワーク描画コマンド以外のコマンドで描画しないでください。CPUからワーク領域へライトす

る場合は、描画期間中（レンダリングスタートをかけてから TRAPまで（NOP/INTコマンドでの描画停止期間含

む））は行わないでください。また、ワーク描画コマンドで描画した図形をソースとして使用しないでください。 
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（7） ソースストライドレジスタ（SSTRR） 

オフセット：H'058 

初期値：不定 
 

ソースストライドレジスタ（SSTRR）は、32 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、2 次元ソース領

域のストライドを設定します。SSTRRは、リセット時に値を保持します。 
 

• ビット12～0：ソースストライド（SSTRIDE） 

2次元ソース領域のストライドを画素数で指定します。16≦SSTRIDE≦4096の範囲で設定してください。下

位4ビットは0を書き込んでください（16画素単位）。 

使用する2次元ソース領域がタイルアドレッシング領域（「第11章 メモリコントローラユニット（MCU）」

参照）へマッピングする場合は512、1024、2048、4096のみ設定可能です。 

 

• ビット31～13：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（8） デスティネーションストライドレジスタ（DSTRR） 

オフセット：H'05C 

初期値：不定 
 

デスティネーションストライドレジスタ（DSTRR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、デ

スティネーション領域のストライドを設定します。DSTRRは、リセット時に値を保持します。 
 

• ビット12～0：デスティネーションストライド（DSTRIDE） 

デスティネーション領域のストライドを画素数で指定します。256≦DSTRIDE≦4096の範囲で設定してくだ

さい。下位4ビットは0を書き込んでください（16画素単位）。 

使用するデスティネーション領域をタイルリージョンタイルアドレッシング領域（「第11章 メモリコント

ローラユニット（MCU）」参照）へマッピングする場合は512、1024、2048、4096のみ設定可能です。 

 

• ビット31～13：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（9） エンディアン変換コントロールレジスタ（ENDCVR） 

オフセット：H'060 

初期値：H'00000000 
 

エンディアン変換コントロールレジスタ（ENDCVR）は、32 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、

エンディアン変換方法を設定します。 
 



 

23. 2Dグラフィックスエンジン（G2D） 

23-100  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

• ビット31～4：リザーブビット 

書き込み時は0を書き込んでください。読み出すと常に0が読み出されます。 

 

• ビット3：ロングワードスワップ（LWSWAP） 

データをロングワード（32ビット）単位でスワップします。 

 

ビット 3 

LWSWAP 

説   明 

0 データをスワップしません。（初期値）  

1 データをロングワード（32ビット）単位でスワップします。 

 

• ビット2：ワードスワップ（WSWAP) 

データをワード（16ビット）単位でスワップします。 

 

ビット 2 

WSWAP 

説   明 

0 データをスワップしません。（初期値）  

1 データをワード（16ビット）単位でスワップします。 

 

• ビット1：バイトスワップ（BYTESWAP） 

データをバイト（8ビット）単位でスワップします。 

 

ビット 1 

BYTESWAP 

説   明 

0 データをスワップしません。（初期値）  

1 データをバイト（8ビット）単位でスワップします。 

 

• ビット0：ビットスワップ（BITSWAP） 

データをビット単位でスワップします。 

 

ビット 0 

BITSWAP 

説   明 

0 データをスワップしません。（初期値）  

1 データをビット単位でスワップします。 
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●1ビット／画素データ

ビット

画素番号

●8ビット／画素データ(BITSWAPは無効となります)

ビット

画素番号

●16ビット／画素データ(RGB) （BYTEAWAP,BITSWAPは無効となります）

ビット

画素番号

●16ビット／画素データ(ARGB)（BYTEAWAP,BITSWAPは無効となります）

ビット

画素番号

●32ビットデータ（ディスプレイリスト）（WSWAP,BYTESWAP,BITSWAPは無効となります）

ビット

3 2 1 0

3 2 1 0

63 5655 4847 4039 3231 2423 1615 8 7 0

63 5655 4847 4039 3231 2423 1615 8 7 0

63 5655 4847 4039 3231 2423 1615 8 7 0

63 59 58 53 52 4847 43 42 37 36 3231 27 26 21 20 1615 11 10 5 4 0

6362 58 57 53 52 4847 46 42 41 37 36 323130 26 25 21 20 1615 14 10 9 5 4 0

A3 A2 A1 A0

63 3231 0

B0R3 G3 B3 R2 G2 B2 R1 G1 B1

B1 R0

R0

G0

G0

B0G2 B2 R1 G1R3 G3 B3 R2

1 0

Adress 8n+4 Adress 8n

6 5 4 3 27

BITSWAP

BYTESWAP

WSWAP

LWSWAP

BYTESWAP

LWSWAP

WSWAP
LWSWAP

WSWAP

LWSWAP

WSWAP

LWSWAP
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23.3.3 カラー制御レジスタ 

（1） ソース透過色レジスタ（STCR） 

オフセット：H'080 

初期値：不定 
 

ソース透過色レジスタ（STCR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、レンダリング属性の

STRANSビットに 1を設定した場合、ソースデータと本レジスタの設定色を比較します。レンダリングコントロ

ールレジスタ(RCLR)のソース透過色ポラリティビット(STP)が 0の場合はソースデータと本レジスタの設定色が

一致したときに、1の場合は不一致のときに透過になり描画しません。STCRは、リセット時に値を保持します。 
 

ビット 名   称 意   味 

24 STC1 ソース 1ビット／画素時の透過色 

23～16 STC8 ソース 8ビット／画素時の透過色 

15～0 STC16 ソース 16ビット／画素時の透過色 

 

ソース 16ビット／画素時はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）の SPFとフォーマットをあわせてく

ださい。SPF＝1 (ARGB＝1555)の場合は A値は比較しません。 

 

• ビット31～25：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（2） デスティネーション透過色レジスタ（DTCR） 

オフセット：H'084 

初期値：不定 
 

デスティネーション透過色レジスタ（DTCR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、レンダ

リング属性の DTRANSビットに 1を設定した場合、デスティネーションデータと本レジスタの設定色を比較しま

す。レンダリングコントロールレジスタ（RCLR）のデスティネーション透過色ポラリティビット（DTP）が 0の

場合はデスティネーションデータと本レジスタの設定色が一致したときに、1の場合は不一致のときに透過になり

描画しません。DTCRは、リセット時に値を保持します。 
 

ビット 名   称 意   味 

23～16 DTC8 デスティネーション 8ビット／画素時の透過色 

15～0 DTC16 デスティネーション 16ビット／画素時の透過色 

 

デスティネーション 16ビット／画素時はレンダリングコントロールレジスタ（RCLR）の DPFとフォーマット

をあわせてください。DPF＝1 (ARGB＝1555)の場合、A値は比較しません。 
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• ビット31～24：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（3） アルファ値レジスタ（ALPHR） 

オフセット：H'088 

初期値：不定 

 

アルファ値レジスタ（ALPHR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、レンダリング属性のα

Eビットに 1を設定した場合のアルファブレンド値を設定します。ALPHRは、リセット時に値を保持します。青

成分、赤成分のブレンドはアルファ値の上位 5ビットが有効です。緑成分はデスティネーションピクセルフォー

マットが RGBモードのときは上位 6ビット有効、ARGBフォーマット時は上位 5ビットが有効です。 
 

ビット 名   称 意   味 

7～0 ALPH アルファ値を設定します。 

 

デスティネーション≒ソース*ALPH/255＋デスティネーション（1－ALPH/255）（ALPHを 8ビットとしたとき

の近似式） 
 

• ビット31～8：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（4） カラーオフセットレジスタ（COFSR） 

オフセット：H'08C 

初期値：不定 
 

カラーオフセットレジスタ（COFSR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、描画が 16ビッ

ト／画素のとき、レンダリング属性の COOFビットに 1を設定するとソースデータ（2値ソースはカラー展開後

データ、単色指定時は指定カラー）に、COFSRレジスタの値を加えた結果が描画されます。演算は飽和処理付で

行われます。8ビット／画素のときには、レンダリング属性の COOFビットは必ず 0に設定してください。オフ

セットの各成分は、符号付整数として扱われます。負の場合は 2の補数を設定してください。COFSRは、リセッ

ト時に値を保持します。 
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ソースのピクセルフォーマットが RGB＝565時（SPF=0） 

ビット 名   称 意   味 

23～19 COR（Color Offset R） カラーオフセットの赤成分 

15～10 COG（Color Offset G） カラーオフセットの緑成分 

7～3 COB（Color Offset B） カラーオフセットの青成分 

 

ビット 18～16、9、8、2～0は切り捨てられます。読み出し時は 0が読み出されます。 

ソースのピクセルフォーマットが ARGB＝1555時（SPF=1） 

ビット 名   称 意   味 

23～19 COR（Color Offset R） カラーオフセットの赤成分 

15～11 COG（Color Offset G） カラーオフセットの緑成分 

7～3 COB（Color Offset B） カラーオフセットの青成分 

 

ビット 18～16、10～8、2～0は切り捨てられます。読み出し時は 0が読み出されます。 
 

• ビット31～24：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

23.3.4 レンダリング制御レジスタ 

（1） レンダリングコントロールレジスタ（RCLR） 

オフセット：H'0C0 

初期値：H'0000000 
 

レンダリングコントロールレジスタ（RCLR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、レンダ

リング属性を設定します。 
 

• ビット25：ソース透過色ポラリティ（STP） 

ソースデータとソース透過色レジスタの設定値が一致で透過か不一致で透過か選択します。 

 

ビット 25 

STP 

説   明 

0 一致で透過（初期値） 

1 不一致で透過 

 

• ビット24：デスティネーション透過色ポラリティ（DTP） 

デスティネーションとデスティネーション透過色レジスタの設定値が一致で透過か不一致で透過か選択しま

す。 
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ビット 24 

DTP 

説   明 

0 一致で透過（初期値） 

1 不一致で透過 

 

• ビット21：ソースピクセルフォーマット（SPF） 

多値ソースのピクセルフォーマットを指定します。多値ソースが16ビット／画素時のみ有効となります。8

ビット／画素時は0を設定してください。デスティネーションのピクセルフォーマットとあわせてください。 

 

ビット 21 

SPF 

説   明 

0 RGB=565フォーマットになります。（初期値） 

1 ARGB=1555フォーマットになります。 

 

• ビット20：デスティネーションピクセルフォーマット（DPF） 

デスティネーションのピクセルフォーマットを指定します。デスティネーションが16ビット／画素時のみ有

効となります。8ビット／画素時は0を設定してください。多値ソースのピクセルフォーマットとあわせてく

ださい。 

 

ビット 20 

DPF 

説   明 

0 RGB=565フォーマットになります。（初期値） 

1 ARGB=1555フォーマットになります。 

 

• ビット18：グラフィックビットモード（GBM） 

多値ソース、デスティネーションのグラフィックビットモードを指定します。 

 

ビット 18 

GBM 

説   明 

0 8ビット／画素になります。（初期値） 

1 16ビット／画素になります。 

 

• ビット17：ソースA値ユース（SAU） 

ソース、デスティネーションのピクセルフォーマットがARGBのとき、デスティネーションのA値をソースの

A値を参照して描画します。 
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• ビット16：Aバリュー(AVALUE) 

ソース、デスティネーションのピクセルフォーマットがARGBのとき、デスティネーションのA値を0または1

で描画します。 

 
ソース／デスティネーションピクセルフォーマット(SPF/DPF)と SAUビット、AVALUEの関係 

SPF DPF SAU AVALUE 説   明 

0 0 * * ソース＝RGB(565)、デスティネーション＝RGB(565)。SAUと AVALUEは無

効になります。 

0 1 * * 設定禁止。 

1 0 * * 設定禁止。 

0 0 ソース＝ARGB(1555)、デスティネーション＝ARGB(1555)。デスティネーシ

ョンの A値は 0で描画されます。 

0 1 ソース＝ARGB(1555)、デスティネーション＝ARGB(1555)。デスティネーシ

ョンの A値は 1で描画されます。 

1 1 

1 * ソース＝ARGB(1555)、デスティネーション＝ARGB(1555)。デスティネーシ

ョンの A値はソースの A値を参照して描画されます。AVALUEは無効になり

ます。 

【注】 * Don't care 

 

SAU＝1の場合、2値ソースを参照するコマンドでは、コマンドパラメータの Color0、Color1の A値を、単色指

定のコマンドではコマンドパラメータの Colorの A値を参照します。 

また、LINEDコマンド時は SAUビット、AVALUEビットの設定にかかわらず、下地（デスティネーション）

の A値を書き戻します。 
 

• ビット1：ラインプリクリッピングイネーブル（LPCE） 

(R)LINE系、(R)LINEW系コマンドで有効です。LPCEに1を設定すると2次元クリップエリア（システムクリ

ップエリア、ユーザクリップエリア、相対ユーザクリップエリア）で線分単位にプリクリッピングします。

ただし、途中の線分がプリクリッピングされた場合、パターンは連続しません（パターンは前に描画した線

分の終点から開始します）。 

 

ビット 1 

LPCE 

説   明 

0 プリクリッピングしません。 （初期値） 

1 2次元クリップエリアで線分単位にプリクリッピングします。 

 

• ビット0：コネクション描画マスク（COＭ） 

太線時の連結部分を描画するか、しないかを選択します。 
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ビット 0 

COM 

説   明 

0 太線時の連結部分を描画します。（初期値） 

1 太線時の連結部分を描画しません。 

 

• ビット31～26、23、22、19、15～2：リザーブビット 

書き込み時は0を書き込んでください。読み出すと常に0が読み出されます。 

 

（2） コマンドステータスレジスタ（CSTR） 

オフセット：H'0C4 

初期値：不定 
 

コマンドステータスレジスタ（CSTR）は、32ビットの読み出し専用レジスタで、フェッチしたコマンドワード

（オペコードワード）のアドレスを記憶します。 

CSTRで示されるアドレスは、ロングワードアドレス（A28～2）となります。使用しないビットは読み出すと

常に 0が読み出されます。CSTRは、リセット時に値を保持します。 
 

（3） カレントポインタレジスタ（CURR） 

オフセット：H'0C8 

初期値：不定 
 

カレントポインタレジスタ（CURR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、ポインタの現在座標を示し

ます。 

上位ワードにポインタの X座標（XC）、下位ワードにポインタの Y座標（YC）が示されます。 

CURRは、リセット時に値を保持します。 
 

（4） ローカルオフセットレジスタ（LCOR） 

オフセット：H'0CC 

初期値：不定 
 

ローカルオフセットレジスタ（LCOR）は、32 ビットの読み出し専用のレジスタで、オフセット座標を示しま

す。 

上位ワードにオフセットの X座標（XO）、下位ワードにオフセットの Y座標（YO）が示されます 

LCORは、リセット時に値を保持します。 
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（5） システムクリップエリア MAXレジスタ（SCLMAR） 

オフセット：H'0D0 

初期値：不定 
 

システムクリップエリアMAXレジスタ（SCLMAR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、システムク

リップ座標のMAX値を示します。上位ワードにシステムクリップ座標の XMAX（SXMAX）、下位ワードにシス

テムクリップ座標の YMAX（SYMAX）が示されます。本レジスタを読み出すと使用していないビットは常に 0

が読み出されます。WPRコマンドで設定時は、描画範囲の最大値を設定してください（最大 4095。ただし SXMAX

＜DSTRRで設定ください）。 

SCLMARは、リセット時に値を保持します。 
 

（6） ユーザクリップエリアMINレジスタ（UCLMIR） 

オフセット：H'0D4 

初期値：不定 
 

ユーザクリップエリアMINレジスタ（UCLMIR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、ユーザクリップ

座標のMIN値を示します。上位ワードにユーザクリップ座標の XMIN（UXMIN）、下位ワードにユーザクリップ

座標の YMIN（UYMIN）が示されます。本レジスタを読み出すと使用していないビットは常に 0が読み出されま

す。WPRコマンドで設定時は、0≦UXMIN≦UXMAX≦SXMAX≦4095、0≦UYMIN≦UYMAX≦SYMAX≦4095

の範囲で設定してください。 

UCLMIRは、リセット時に値を保持します。 
 

（7） ユーザクリップエリアMAXレジスタ（UCLMAR） 

オフセット：H'0D8 

初期値：不定 
 

ユーザクリップエリアMAXレジスタ（UCLMAR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、ユーザクリッ

プ座標のMAX値を示します。上位ワードにユーザクリップ座標の X MAX（UX MAX）、下位ワードにユーザク

リップ座標の Y MAX（UY MAX）が示されます。本レジスタを読み出すと使用していないビットは常に 0が読み

出されます。WPRコマンドで設定時は、0≦UXMIN≦UXMAX≦SXMAX≦4095、0≦UYMIN≦UYMAX≦SYMAX

≦4095の範囲で設定してください。 

UCLMARは、リセット時に値を保持します。 
 

（8） 相対ユーザクリップエリア MINレジスタ（RUCLMIR） 

オフセット：H'0DC 

初期値：不定 
 

相対ユーザクリップエリアMINレジスタ（RUCLMIR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、相対ユー

ザクリップ座標のMIN値（ローカルオフセットに加算されるオフセット値）を示します。WPRコマンドで設定

するときはローカルオフセットからの相対座標を設定してください。上位ワードに相対ユーザクリップ座標の
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XMIN（RUXMIN）、下位ワードに相対ユーザクリップ座標の YMIN（RUYMIN）が示されます。本レジスタを読

み出すと使用していないビットは常に 0が読み出されます。WPRコマンドで設定時は、 

0≦RUXMIN≦RUXMAX≦SXMAX≦4095、0≦RUYMIN≦RUYMAX≦SYMAX≦4095の範囲で設定してくださ

い。設定範囲の詳細は「23.1.5（5）相対クリッピング指定（RCLIP）」を参照してください。RUCLMIRは、リ

セット時に値を保持します。 
 

（9） 相対ユーザクリップエリア MAXレジスタ（RUCLMAR） 

オフセット：H'0E0 

初期値：不定 
 

相対ユーザクリップエリアMAXレジスタ（RUCLMAR）は、32ビットの読み出し専用のレジスタで、相対ユ

ーザクリップ座標のMAX値（ローカルオフセットに加算されるオフセット値）を示します。WPRコマンドで設

定するときはローカルオフセットからの相対座標を設定してください。上位ワードに相対ユーザクリップ座標の

X MAX（RUX MAX）、下位ワードに相対ユーザクリップ座標の Y MAX（RUY MAX）が示されます。本レジス

タを読み出すと使用していないビットは常に 0が読み出されます。WPRコマンドで設定時は、0≦RUXMIN≦

RUXMAX≦SXMAX≦4095、0≦RUYMIN≦RUYMAX≦SYMAX≦4095の範囲で設定してください。設定範囲の

詳細は「23.1.5（5）相対クリッピング指定（RCLIP）」を参照してください。RUCLMARは、リセット時に値を

保持します。 
 

（10）レンダリングコントロール 2レジスタ（RCL2R） 

オフセット：H'0F0 

初期値：H'00004004 
 

レンダリングコントロール 2レジスタ（RCL2R）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、レン

ダリング属性を設定します。 
 

• ビット21：デスティネーションアルファイネーブル（DAE） 

アルファブレンドイネーブル(αE)とあわせて使用します。ARGB=1555フォーマットのとき、デスティネー

ション（下地）A値が1の画素のみアルファブレンドします。デスティネーション（下地）A値が0の画素は描

画しません。 
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ビット 21 

DAE 

説   明 

0 デスティネーション（下地）A値によらずアルファブレンドします。（初期値） 

1 デスティネーション（下地）A値が 1の画素のみアルファブレンドします。 

【注】 • RGB=565フォーマットおよび 8ビット／画素時は 0を設定してください。 

 • POLYGON4系コマンド以外では 0を設定してください。 

 • アルファブレンドイネーブル(αE) =0のときは 0を設定してください。 

 • 本ビットはコマンドでデコードしていませんので該当コマンドごとに設定および解除を行ってください。 

 

• ビット20：パタンスタイルイネーブル（PSTYLE） 

ソーススタイル指定(STYLE)とあわせて使用します。ソースパタンをデスティネーション座標を基に、パタ

ンサイズで繰り返し生成します。 
 

ビット 20 

PSTYLE 

説   明 

0 パタンスタイル無効。（初期値） 

1 ソースパタンをデスティネーション座標を基に生成します。 

【注】 • ソースオフセット TXOFSおよび TYOFSは 0を設定してください。 

 • ソーススタイル指定(STYLE) = 0のときは 0を設定してください。 

 • ソースアドレス指定(SS) = 0に設定してください。 

 • POLYGON4A/Bコマンド以外では 0を設定してください。 

 • 本ビットはコマンドでデコードしていませんので該当コマンドごとに設定および解除を行ってください。 

 

• ビット19、18：パタンXサイズ（PXSIZE） 

パタンスタイルイネーブル(PSTYLE)＝1時のパタンXサイズを指定します。 

 

ビット 19 ビット 18

PXSIZE[1] PXSIZE[0]

説   明 

0 0 パタン Xサイズ＝8画素。 

0 1 パタン Xサイズ＝16画素。 

1 0 パタン Xサイズ＝32画素。 

1 1 パタン Xサイズ＝64画素。 

【注】 ソースサイズ TDXには指定したパタン Xサイズ（8、16、32、64）を設定してください。 
 

• ビット17、16：パタンYサイズ（PYSIZE） 

パタンスタイルイネーブル(PSTYLE)=1時のパタンYサイズを指定します。 
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ビット 17 ビット 16

PYSIZE[1] PYSIZE[0]

説   明 

0 0 パタン Yサイズ＝8画素。 

0 1 パタン Yサイズ＝16画素。 

1 0 パタン Yサイズ＝32画素。 

1 1 パタン Yサイズ＝64画素。 

【注】 ソースサイズ TDYには指定したパタン Yサイズ（8、16、32、64）を設定してください。 

 

• ビット31～22、15～0：リザーブビット 

書き込み時は、初期値を書き込んでください。 

 

（11）パタンオフセットレジスタ（POFSR） 

オフセット：H'0F8 

初期値：H'00000000 
 

パタンオフセットレジスタ（POFSR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、パタンスタイル

イネーブル（PSTYLE）＝1時のオフセット値を設定します。本設定値は、パタンスタイルイネーブル（PSTYLE）

＝1時のみ参照されます。 
 

• ビット31～16：パタンオフセットX（POFSX） 

X方向のパタンオフセット値を16ビット整数で設定します。負の場合は2の補数を設定してください。 
 

• ビット15～0：パタンオフセットY（POFSY） 

Y方向のパタンオフセット値を16ビット整数で設定します。負の場合は2の補数を設定してください。 

 

23.3.5 座標変換制御レジスタ 

（1） 座標変換コントロールレジスタ（GTRCR） 

オフセット：H'100 

初期値：H'00000000 
 

座標変換コントロールレジスタ（GTRCR）は 32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変換す

るかしないかのイネーブルビットを設定します。 
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• ビット31：座標変換イネーブル（GTE） 

座標変換を行います。 

 

ビット 31 

GTE 

説   明 

0 座標変換を行いません。レンダリング属性の MTREは無効になります。                     （初期値） 

1 レンダリング属性のMTREを有効にします。 

 

• ビット0：アフィン変換イネーブル（AFE） 

座標変換時、W除算およびオフセットの加算を行いません。レンダリング属性のMTREビット＝1かつGTEビ

ット＝1のとき有効となります。 

 

ビット 0 

AFE 

説   明 

0 行列演算後の TX、TYをWCで除算後、オフセット値を加算した値が、頂点座標 X'、Y'になります。 

X'＝TX/WC＋GTROFSX 

Y'＝TY/WC＋GTROFSY 

GTROFSX、GTROFSYはそれぞれ座標変換オフセット Xレジスタ（GTROFSXR）、座標変換オフセット

Yレジスタ（GTROFSYR）に設定します。（初期値） 

1 行列演算後の TX,TYが頂点座標 X'、Y'になります。 

X'＝TX 

Y'＝TY 

 

• ビット30～1：リザーブビット 

書き込み時は、0を書き込んでください。読み出し時は0が読み出されます。 

 

（2） マトリクスパラメータ Aレジスタ（MTRAR） 

オフセット：H'104 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Aレジスタ（MTRAR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRAR＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRARは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 
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（3） マトリクスパラメータ Bレジスタ（MTRBR） 

オフセット：H'108 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Bレジスタ（MTRBR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRBR＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRBRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（4） マトリクスパラメータ Cレジスタ（MTRCR） 

オフセット：H'10C 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Cレジスタ（MTRCR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRCR＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRCRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（5） マトリクスパラメータ Dレジスタ（MTRDR） 

オフセット：H'110 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Dレジスタ（MTRDR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRDR＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRDRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（6） マトリクスパラメータ Eレジスタ（MTRER） 

オフセット：H'114 

初期値：不定 
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マトリクスパラメータ Eレジスタ（MTRER）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRER＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRERは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（7） マトリクスパラメータ Fレジスタ（MTRFR） 

オフセット：H'118 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Fレジスタ（MTRFR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変化

時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビッ

ト固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRFR＜215の範囲で設定してくだ

さい。 

MTRFRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（8） マトリクスパラメータ Gレジスタ（MTRGR） 

オフセット：H'11C 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Gレジスタ（MTRGR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRGR＜215の範囲で設定してく

ださい。 

MTRGRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（9） マトリクスパラメータ Hレジスタ（MTRHR） 

オフセット：H'120 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Hレジスタ（MTRHR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビ

ット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRHR＜215の範囲で設定してく

ださい。 
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MTRHRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（10）マトリクスパラメータ Iレジスタ（MTRIR） 

オフセット：H'124 

初期値：不定 
 

マトリクスパラメータ Iレジスタ（MTRIR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変化

時のマトリクスパラメータを IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。ただし、内部演算は 32ビッ

ト固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、-215≦MTRIR＜215の範囲で設定してくださ

い。 

MTRIRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（11）座標変換オフセット Xレジスタ（GTROFSXR） 

オフセット：H'128 

初期値：不定 
 

座標変換オフセット Xレジスタ（GTROFSXR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時の Xオフセット値を 16ビット整数で設定します。負の場合は 2の補数で設定します。 

GTROFSXRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（12）座標変換オフセット Yレジスタ（GTROFSYR） 

オフセット：H'12C 

初期値：不定 
 

座標変換オフセット Yレジスタ（GTROFSYR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、座標変

化時の Yオフセット値を 16ビット整数で設定します。負の場合は 2の補数で設定します。 

GTROFSYRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（13）Zクリップエリア MIN（ZCLPMINR） 

オフセット：H'130 

初期値：不定 
 

ZクリップエリアMIN（ZCLPMINR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、Zクリップエリ
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アMIN値を IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。W値で比較しますので、ZCLPMINRはWに

相当する値で設定してください。 

内部演算は 32ビット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、2-16≦ZCLPMIN≦

ZCLPMAX＜215の範囲で設定してください。 

ZCLPMINRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（14）Zクリップエリア MAX（ZCLPMAXR） 

オフセット：H'134 

初期値：不定 
 

ZクリップエリアMAX（ZCLPMAXR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、Zクリップエ

リアMAX値を IEEE754単精度浮動小数点フォーマットで設定します。W値で比較しますので、ZCLPMAXRは

Wに相当する値で設定してください。 

内部演算は 32ビット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、2-16≦ZCLPMIN≦

ZCLPMAX＜215の範囲で設定してください。 

ZCLPMAXRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 

 

（15）Z飽和値MIN（ZSATVMINR） 

オフセット：H'138 

初期値：不定 
 

Z飽和値MIN（ZSATVMINR）は、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、Z飽和値MINを IEEE754

単精度浮動小数点フォーマットで設定します。W値で比較しますので、ZSATVMINRはWに相当する値で設定し

てください。内部演算は 32ビット固定小数点（整数部 16ビット、小数部 16ビット）で行いますので、2-16≦

ZSATVMIN≦ZCLPMIN≦ZCLPMAX＜215の範囲で設定してください。 

ZSATVMINRは、リセット時に値を保持します。 

【注】 設定範囲に関する詳細は「23.1.2基本機能（2）4×4マトリクス演算～（5）座標変換フローと飽和処理」を参照して

ください。 
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23.4 使用上の注意事項 

23.4.1 G2Dコマンドの注意事項について 

（1） 該当コマンド 

CLRWC、LINEWC、RLINEWCコマンド 
 

（2） 注意事項 

ワーク指定付 POLYGON4系コマンドまたはワーク指定付 BITBLT系コマンド実行後に、該当コマンドを実行し

た場合、極稀にワークキャッシュメモリのダーティー（D）ビットの判定ミスにより、キャッシュデータ不整合が

起こります。結果としてキャッシュメモリ中の描画済みデータのライトバックが行われず、最大 64画素の描画抜

けが発生します。 

該当コマンド実行前に、バリッド（V）ビット、ダーティー（D）ビットをクリアすることで、本不具合は発生

しません。非公開機能で NOPコマンド実行時に、ワークキャッシュのクリアまたはフラッシュを行う機能があり

ます（レンダリング属性で指定）。この機能を使用する事で不具合の発生する該当コマンドの実行前にワークキ

ャッシュ全ラインの Vビットと Dビットを０にクリアすることが出来ます。全ての該当コマンド実行前にワーク

キャッシュのクリアまたはフラッシュを指定した NOPコマンドを実行してください。 
 

（3） ワークキャッシュのクリアおよびフラッシュ方法 

ワークキャッシュのクリアもしくはフラッシュを行うには、次に記載する NOPコマンドのレンダリング属性中

のWCLRビットもしくはWFLSHビットをセットし、NOPコマンドを実行します。 
 

（a） NOPコマンドのレンダリング属性 
 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

INT 0固定 WCLR WFLSH 0固定 0固定 0固定 0固定 INT No 

 

• WCLRビット 

１にセットすることで、ワークキャッシュのVおよびDビットをクリアします。ワークキャッシュ中のデータ

は、ライトバックされず消失します。ライトバックが必要ない場合にご利用ください。 

• WFLSHビット 

１にセットすることで、ワークキャッシュのDビットがセットされているラインのデータをライトバックし

た後、VおよびDビットをクリアします。ワークキャッシュ中の更新されたデータがライトバックされるため、

ライトバックの必要の可否によらず、本不具合回避にご利用いただけます。ライトバックの必要性の判断が

難しい場合、こちらをご利用ください。 
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（b） NOPコマンド挿入例 

該当コマンド直前に、太字で記した NOPコマンドを実行させてください。 

NOP(WCLRもしくは WFLSHをセット) 

CLRWC 

FTRAPC 

POLYGON4系 

NOP(WCLRもしくは WFLSHをセット) 

CLRWC 

FTRAPC 

POLYGON4 系 

NOP(WCLRもしくは WFLSHをセット) 

(R)LINEWC 

： 

： 
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24. 表示コントローラ（VDC2） 

24.1 概要 

表示コントローラ（Video Display Controller 2: VDC2）の機能は、外部メモリに格納された 4面のグラフィック

ス画像（レイヤ 1、2、3、4）を読み出し、4面の画像をオーバレイ処理します。18ビットの RGB（各 6ビット）

映像出力、BTA T-1004に準拠したデジタル映像出力を出力します。 
 

24.2 特長 
 

項目 機   能 

動作周波数 T-1004用 表示系クロック：54MHz 

RGB666用 表示系クロック：6.0MHz～36.0MHz表示パネルサイズに依存 

入力画像形式 16ビットの RGB565 プログレッシブ（SDRAM） 

表示画面サイズ • プログレッシブ方式で 18ビット RGB出力 

720×480（NTSC） 

720×576（PAL） 

320×240（QVGA） 

640×480（VGA） 

800×480（WVGA） 

• BTA T-1004(8:4:4形式ビット並列インタフェース)の 8ビットデジタル出力（SYNCNTレジスタ設

定することにより、RGBデータのクロック立ち上がり／立ち下がりのタイミング選択可能） 

720×480（NTSC） 

表示画面数 最大 4面（レイヤ 1、レイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ 4） 

αブレンド レイヤ 1、レイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ 4を透過率（α値）に基づきMixing 

クロマキー 設定した RGB色をクロマキー処理（α値により透過率設定可能） 

出力映像形式 RGB666プログレッシブ映像出力（RGB各 6ビット:計 18ビット） 

BTA T-1004(8:4:4形式ビット並列インタフェース)に準拠した 8ビットデジタル映像出力 

（SYNCNTレジスタ設定により、RGBデータのクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミング

選択可能） 

同期信号出力 Vsync、Hsync、データイネーブル、COM/CDE信号、データイネーブル、COM/CDE信号を選択可能

（SYNCNTレジスタ設定により、各信号のクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミング選択、

極性選択可能） 

外部同期モード 外部からの同期信号（EX-VSYNC、EX-HSYNC）、パネルクロックにて、動作可能（SYNCNTレジス

タ設定により、外部入力同期信号のクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミング選択、極性

選択可能） 

ただし、このモードを使用時、映像は RGB666のみ出力可能 

クロマ判定出力 映像中の指定された色に対する判定信号（CDE）を出力する 
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24.3 入出力端子 
 

表 24.1 入出力端子 

端子名 入出力 名  称 説   明 

DR [5:0] 出力 デジタルレッドデータ 出力ビデオデータの出力端子です。 

DG [5:0] 出力 デジタルグリーンデータ 出力ビデオデータの出力端子です。 

DB [5:0] 出力 デジタルブルーデータ 出力ビデオデータの出力端子です。 

VSYNC 出力 垂直同期信号 垂直同期信号です。 

HSYNC 出力 水平同期信号 水平同期信号です。 

DE_V 出力 垂直データイネーブル信号 垂直データイネーブル信号です。 

DE_H／DE_C 出力 水平データイネーブル信号

／表示イネーブル信号  

水平データイネーブル信号／表示イネーブルです。 

COM／CDE 出力 ゲート制御信号／クロマデ

ータイネーブル信号 

ゲート制御信号／表示イネーブル（レジスタに設定したクロマキ

ー対象色と一致したときにアサート）です。 

BT_DATA[7:0] 出力 BTA-T1004表示データ BTA-T1004 表示データの出力端子です。 

BT_VSYNC 出力 BTA-T1004垂直同期 BTA-T1004用垂直同期信号です。 

BT_HSYNC 出力 BTA-T1004水平同期 BTA-T1004用水平同期信号です。 

BT_DE_C 出力 BTA-T1004表示イネーブル BTA-T1004表示イネーブル信号です。 

EX_VSYNC 入力 VSYNC入力 外部同期モード時、VSYNC信号を入力します。 

EX_HSYNC 入力 HSYNC入力 外部同期モード時、HSYNC信号を入力します。 

DCLKIN 入力 パネルソースクロック入力 表示用のソースクロックを入力します。表示パネルサイズに合わ

せた周波数を入力します。 

DCLKOUT 出力 パネルクロック出力 パネルクロックの出力端子です。 

 



 

24. 表示コントローラ（VDC2） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  24-3 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

24.4 VDC2の構成 
VDC2は下記の 7つの機能ブロックで構成されています。VDC2の全体ブロック図を図 24.1に示します。 

 

表 24.2 VDC2内部の機能ブロック 

ブロック名 機能概要 

グラフィックス部 1

（レイヤ 1） 

外部メモリに格納された Grapihcs画像(RGB565：レイヤ 1)をピクセルバスより読み出し、グラフィ

ックス部 2に出力する。 

グラフィックス部 2

（レイヤ 2） 

外部メモリに格納された Graphisc画像（RGB565：レイヤ 2）をピクセルバスより読み出し、グラフ

ィックス部 1の出力とオーバレイ処理を行いグラフィックス部 3に出力する。 

グラフィックス部 3

（レイヤ 3） 

外部メモリに格納された Graphisc画像（RGB565：レイヤ 3）をピクセルバスより読み出し、グラフ

ィックス部 2の出力とオーバレイ処理を行いグラフィックス部 4に出力する。 

グラフィックス部 4

（レイヤ 4） 

外部メモリに格納された Graphisc画像（RGB565：レイヤ 4）をピクセルバスより読み出し、グラフ

ィックス部 3の出力とオーバレイ処理を行い、画像データを出力する。 

表示制御部 グラフィックス部 4の出力(RGB)を YCbCr(4:2:2)変換を行い、BTA T-1004規格の 8:4:4並列フォーマ

ットで出力する。TFT-LCDパネル向けの制御信号を出力する。 

入力タイミング制御部 外部入力の同期信号のクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミング選択、極性を制御する。 

出力タイミング制御部 同期信号のクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミング選択、極性を制御する。RGB666映

像出力のクロック立ち上がり／立ち下がりエッジのタイミングを制御する。 

【注】 レイヤ 1、2、3、4は同構造で最下層（レイヤ 1）にはαブレンド対象となる画像入力がありません。 

 

EX_VSYNC

CPG

EX_HSYNC

グラフィックス部（レイヤ2） （レイヤ3） （レイヤ4）

表示制御部

α blend
RGB8:8:8

RGB8:8:8 
変換

垂直・水平
タイミング制御

ラインバッファ

Pixel Bus I/F レジスタ

RGB8:8:8

内部同期信号

入力
タイミング
制御部

BTAT-1004
デジタル映像出力

ピクセルバス
グラフィックデータ1
RGB565

ピクセルバス
グラフィックデータ2 
RGB565

ピクセルバス
グラフィックデータ3 
RGB565

ピクセルバス
グラフィックデータ4 
RGB565

周辺バス

出力タイミング
制御部

DCLKOUT

BT_DATA[7:0]
BT_VSYNC
BT_HSYNC
BT_DE_C

DR[5:0]

DG[5:0]
DB[5:0]

DE_V
HSYNC
VSYNC

DE_H/DE_C

レジスタ

COM/CDE

DCLKIN

同期信号
生成

タ
イ
ミ
ン
グ
制
御

（レイヤ1）
分周回路2
×1
×1/2 

 

図 24.1 VDC2ブロック図 
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24.5 機能説明 

24.5.1 グラフィックス（レイヤ 1、レイヤ 2、レイヤ 3、レイヤ 4） 

グラフィックス部では、RGB565（16ビット）にてメモリ領域に格納されている画像データを表示します。外

部入力同期信号あるいは、内部生成同期信号を基準にし表示制御を行います。画像の表示は 1面のみの表示、も

しくは 2面、3面、4面の重ね合わせ表示の設定が可能です。表示面の重ね合わせを行った場合、カレント画像（カ

レントレイヤ）のα制御領域の設定により、下層グラフィックス（下層レイヤ）を透過処理することが可能です。

透過率は 1/256×100%刻みで設定が可能です。また、クロマキー処理にて、指定色の透過率を設定して、下層グ

ラフィックス（下層レイヤ）の画像を透過させることができます。図 24.2に例を示します。 

（例1）グラフィックス部2出力（レイヤ1、2のオーバレイ）

（例2）グラフィックス部3出力（レイヤ1、2、3のオーバレイ）

グラフィックス部1　レイヤ1（下層）

グラフィックス部2　レイヤ2（カレント）

グラフィックス部3　レイヤ3（カレント）

グラフィックス部2出力　レイヤ1、2オーバレイ（下層）

α制御領域

グラフィック画面領域に
α制御領域を設定する
ことで、レイヤ1、2の
αブレンドが可能

ABC、MPG
2007/1/1

2007/1/1

ABC、MPG

クロマキー対象色

クロマキー処理にて、
レイヤ3のクロマキー 
対象色を透過率100％に
設定（透過率は変更可能）

 

図 24.2 重ね合わせ表示例 
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24.5.2 同期信号生成 

生成できる同期信号のフォーマットの例を図 24.3に示します。Vsync、Hsync、DE_V、DE_H/DE_Cを生成し出

力することができます。 
 

VSYNC ：垂直同期信号 

HSYNC ：水平同期信号 

DE_V ：垂直データイネーブル信号 

DE_H ：水平データイネーブル信号 DE_C ：データイネーブル信号(コンポジット)  

CDE ：クロマデータイネーブル信号 COM ：ゲート制御信号 
 

パネルクロック

内部Hsync

内部Hsync

内
部

H
sync

HSYNC

DE_H

DE_H

DE_V

DE_C

V
S

Y
N

C

D
E

_V

【注】　DE_CはDE_VとDE_Hの論理積した信号（SGMODEレジスタのDEC_MODE＝0設定時）
 CDEはCDECRKYレジスタに設定したクロマキー対象色と一致したときにアサートする信号  

図 24.3 フォーマット（Vsync、Hsync、DE_V、DE_H、DE_C、CDE出力） 
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24.5.3 外部同期モード 

外部同期モードは TV、ビデオなどの外部の同期信号発生回路から入力される垂直／水平同期信号(EX_VSYNC、

EX_HSYNC)に同期して、グラフィック画像を出力します。外部の同期信号発生回路から垂直／水平同期信号およ

びクロックを EX_VSYNC、EX_HSYNC、DCLKIN端子にそれぞれ入力してください。同期信号関連のレジスタ設

定は次のように設定してください。 
 

（1） 外部同期モード設定 

SGMODEレジスタの SYNC_SEL=1設定し、外部同期モードにします。入力される垂直／水平同期信号が負極

性の場合は、SYNCNTレジスタの EX_V_TYPE=1、EX_H_TYPE=1設定し、入力を反転します。 
 

（2） COM／CDE端子の出力設定 

SGMODEレジスタの COM_CDE_SEL=1、CDE_EXE=1を設定し、CDE信号を COM/CDE端子に出力します。

CDE信号は CDECRKYレジスタに設定したクロマキー対象色と一致したときにアサートします。CDE信号の極性

は SYNCNTレジスタの COM_TYPEビットにて制御できます。 
 

（3） 入力、出力タイミングの設定 

入力される垂直／水平同期信号のサンプリングタイミング、出力される RGBデータ、CDE信号の出力タイミ

ングを DCLKINの立ち上がり、あるいは、立ち下りを外部の同期信号発生回路、ディスプレイ仕様に合わせて設

定します。（SYNCNTレジスタ参照）。 
 

VDC2は、EX_VSYNC信号が入力されない場合は、垂直帰線期間のまま EX_VSYNC信号を待ち続けます（Vsync

自走制御は行いません）。同様に EX_HSYNC信号が入力されると、VDC2は水平表示完了動作を行い、次ライン

の制御に移行します。EX_HSYNC信号が入力されない場合は、水平帰線期間のまま EX_HSYNC信号を待ち続け

ます（Hsync自走制御は行いません）。 
 

外部の同期信号発生回路：マスタ

クロック VSYNC HSYNC R.G.B

DCLKIN EX_VSYNC EX_HSYNC

本LSI：スレーブ

入力2

入力1

出力

ディスプレイ

CDEでマスタのR, G, B（入力2）
とスレーブのDR, DG, DB（入力1） 
を切り替える

DR[5:0]
DG[5:0]
DB[5:0]

COM/CDE
 

図 24.4 外部同期モード信号の流れ 
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24.5.4 デジタル映像出力 

BTA T-1004 デジタル映像出力では、BTA T-1004（8:4:4形式ビット並列インタフェース）規格に準拠した 8ビ

ットの輝度信号（Y）、色差信号（CB、CR）、EAV、SAVを生成します。 
 

24.5.5 RGB565→YC444変換 

ITU-R BT601規格に基づいて RGB565を YC444に変換を行います。まず、①式にて RGB565を RGB888に変換

を行い、R、G、B値を 0～255の範囲になるようにします。RGBから YCへの変換は BT601規格の②式のカラリ

メトリを使用します。 
 

R1 = R31
255

G1 = G63
255

B1 = B31
255

. . . . .  

. . . . .  

16

128 

128

+=

Y

Cb

Cr

R1

G1 

B1

0.299

-0.169

0.500

0.587

-0.331 

-0.419

0.114

0.500 

-0.081  
 

24.5.6 YC444→YC422変換 

YC444を YCbCr422に変換します。図 24.5にタイミング図を示します。YC444→YC422の色差変換はホールド

方式により実施します。 

内部HSYNC

Y[7:0]

Cb[7:0]

Y[7:0]

CbCr[7:0]

Cr[7:0]

Y (0) Y (1) Y (2) Y (3) Y (N - 1)

Y (0) Y (1) Y (2) Y (3) Y (N - 2) Y (N - 1)

Cb (N - 1)

Cr (N - 1)

Cr (N - 2)

Cb (0) Cb (1) Cb (2)

Cb (N - 2)Cb (0) Cb (2)

Cb (3)

Cr (0) Cr (1) Cr (2) Cr (3)

Cr (0) Cr (2)

. . .

. . .

. . .

. . .
 

図 24.5 YC444から YC422への変換のタイミング図 
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24.5.7 データイネーブル信号（コンポジット） 

SGMODEレジスタの DEC_MODEにて、グラフィックス部が生成したデータイネーブル（レイヤ 1、2、3、4

の論理和）または、表示制御部が生成したデータイネーブル（矩形）を出力するか選択することができます。 

内部HSYNC

内
部

V
S

Y
N

C

内
部

V
S

Y
N

C

内部HSYNC

レイヤ1、2、3、4のグラフィック
画像領域にデータイネーブルが
アサートされます。

レイヤ1、2、3、4

表示制御部にて生成される
データイネーブル。  

図 24.6 データイネーブル説明図 
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24.6 レジスタの説明 
以下のレジスタセットは、SHレジスタマップ空間に割り付けられています。 

 

【レジスタ説明の記号説明】 

初期値 ：リセット後のレジスタ値 

― ：不定値 

R/W ：リードおよびライト可。書き込み値を読み出すことができます。 

R/WC0 ：リードおよびライト可。0を書き込むとビットは初期化されますが、1の書き込みは無視 

されます。 

R/WC1 ：リードおよびライト可。1を書き込むとビットは初期化されますが、0の書き込みは無視され 

ます。 

R ：リードのみ可。書き込む値は常に 0にしてください。 

―/W ：ライトのみ可。読み出し値は不定です。  
 

表 24.3 グラフィックス部 1 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

グラフィックス部制御 

レジスタ 

GRCMEN1 R/W H'FFEC 0000 H'1FEC 0000 32/16/8 

バス制御レジスタ GRCBUSCNT1 R/W H'FFEC 0004 H'1FEC 0004 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0008 H'1FEC 0008 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 000C H'1FEC 000C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0300 H'1FEC 0300 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0304 H'1FEC 0304 32/16/8 

グラフィック画像ベースアドレスレジスタ GROPSADR1 R/W H'FFEC 0308 H'1FEC 0308 32/16/8 

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH1 R/W H'FFEC 030C H'1FEC 030C 32/16/8 

グラフィック画像ラインオフセット 

レジスタ 

GROPSOFST1 R/W H'FFEC 0310 H'1FEC 0310 32/16/8 

グラフィック画像開始位置レジスタ GROPDPHV1 R/W H'FFEC 0314 H'1FEC 0314 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0318 H'1FEC 0318 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 031C H'1FEC 031C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0320 H'1FEC 0320 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0324 H'1FEC 0324 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEC 0328 H'1FEC 0328 32/16/8 

グラフィック画像領域外の色設定レジスタ GROPBASERGB1 R/W H'FFEC 032C H'1FEC 032C 32/16/8 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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表 24.4 グラフィックス部 2 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN2 R/W H'FFED 0000 H'1FED 0000 32/16/8 

バス制御レジスタ GRCBUSCNT2 R/W H'FFED 0004 H'1FED 0004 32/16/8 

リザーブ － R H'FFED 0008 H'1FED 0008 32/16/8 

リザーブ － R H'FFED 000C H'1FED 000C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFED 0300 H'1FED 0300 32/16/8 

リザーブ － R H'FFED 0304 H'1FED 0304 32/16/8 

グラフィック画像ベースアドレスレジスタ GROPSADR2 R/W H'FFED 0308 H'1FED 0308 32/16/8 

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH2 R/W H'FFED 030C H'1FED 030C 32/16/8 

グラフィック画像ラインオフセット 

レジスタ 

GROPSOFST2 R/W H'FFED 0310 H'1FED 0310 32/16/8 

グラフィック画像開始位置レジスタ GROPDPHV2 R/W H'FFED 0314 H'1FED 0314 32/16/8 

α制御領域レジスタ GROPEWH2 R/W H'FFED 0318 H'1FED 0318 32/16/8 

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV2 R/W H'FFED 031C H'1FED 031C 32/16/8 

α制御レジスタ GROPEDPA2 R/W H'FFED 0320 H'1FED 0320 32/16/8 

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_2 R/W H'FFED 0324 H'1FED 0324 32/16/8 

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_2 R/W H'FFED 0328 H'1FED 0328 32/16/8 

グラフィック画像領域外の色設定レジスタ GROPBASERGB2 R/W H'FFED 032C H'1FED 032C 32/16/8 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 24.5 グラフィックス部 3 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN3 R/W H'FFEE 0000 H'1FEE 0000 32/16/8 

バス制御レジスタ GRCBUSCNT3 R/W H'FFEE 0004 H'1FEE 0004 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEE 0008 H'1FEE 0008 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEE 000C H'1FEE 000C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEE 0300 H'1FEE 0300 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEE 0304 H'1FEE 0304 32/16/8 

グラフィック画像ベースアドレスレジスタ GROPSADR3 R/W H'FFEE 0308 H'1FEE 0308 32/16/8 

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH3 R/W H'FFEE 030C H'1FEE 030C 32/16/8 

グラフィック画像ラインオフセット 

レジスタ 

GROPSOFST3 R/W H'FFEE 0310 H'1FEE 0310 32/16/8 

グラフィック画像開始位置レジスタ GROPDPHV3 R/W H'FFEE 0314 H'1FEE 0314 32/16/8 

α制御領域レジスタ GROPEWH3 R/W H'FFEE 0318 H'1FEE 0318 32/16/8 

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV3 R/W H'FFEE 031C H'1FEE 031C 32/16/8 
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名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

α制御レジスタ GROPEDPA3 R/W H'FFEE 0320 H'1FEE 0320 32/16/8 

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_3 R/W H'FFEE 0324 H'1FEE 0324 32/16/8 

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_3 R/W H'FFEE 0328 H'1FEE 0328 32/16/8 

グラフィック画像領域外の色設定レジスタ GROPBASERGB3 R/W H'FFEE 032C H'1FEE 032C 32/16/8 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 24.6 グラフィックス部 4 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN4 R/W H'FFEF 0000 H'1FEF 0000 32/16/8 

バス制御レジスタ GRCBUSCNT4 R/W H'FFEF 0004 H'1FEF 0004 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEF 0008 H'1FEF 0008 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEF 000C H'1FEF 000C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEF 0300 H'1FEF 0300 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEF 0304 H'1FEF 0304 32/16/8 

グラフィック画像ベースアドレスレジスタ GROPSADR4 R/W H'FFEF 0308 H'1FEF 0308 32/16/8 

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH4 R/W H'FFEF 030C H'1FEF 030C 32/16/8 

グラフィック画像ラインオフセット 

レジスタ 

GROPSOFST4 R/W H'FFEF 0310 H'1FEF 0310 32/16/8 

グラフィック画像開始位置レジスタ GROPDPHV4 R/W H'FFEF 0314 H'1FEF 0314 32/16/8 

α制御領域レジスタ GROPEWH4 R/W H'FFEF 0318 H'1FEF 0318 32/16/8 

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV4 R/W H'FFEF 031C H'1FEF 031C 32/16/8 

α制御レジスタ GROPEDPA4 R/W H'FFEF 0320 H'1FEF 0320 32/16/8 

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_4 R/W H'FFEF 0324 H'1FEF 0324 32/16/8 

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_4 R/W H'FFEF 0328 H'1FEF 0328 32/16/8 

グラフィック画像領域外の色設定レジスタ GROPBASERGB4 R/W H'FFEF 032C H'1FEF 032C 32/16/8 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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表 24.7 表示制御部 レジスタ構成 

名  称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

SGモード設定レジスタ SGMODE R/W H'FFEB 0000 H'1FEB 0000 32/16/8 

割込み出力制御レジスタ SGINTCNT R/W H'FFEB 0004 H'1FEB 0004 32/16/8 

同期信号制御レジスタ SYNCNT R/W H'FFEB 0008 H'1FEB 0008 32/16/8 

外部入力同期信号タイミング制御レジスタ EXTSYNCNT R/W H'FFEB 000C H'1FEB 000C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 0100 H'1FEB 0100 32/16/8 

同期信号サイズレジスタ SYNSIZE R/W H'FFEB 0104 H'1FEB 0104 32/16/8 

垂直同期信号タイミング制御レジスタ VSYNCTIM R/W H'FFEB 0108 H'1FEB 0108 32/16/8 

水平同期信号タイミング制御レジスタ HSYNCTIM R/W H'FFEB 010C H'1FEB 010C 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 0110 H'1FEB 0110 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 0118 H'1FEB 0118 32/16/8 

ゲート制御信号タイミング制御レジスタ COMTIM R/W H'FFEB 011C H'1FEB 011C 32/16/8 

SGDE領域開始位置レジスタ SGDESTART R/W H'FFEB 0120 H'1FEB 0120 32/16/8 

SGDE領域サイズレジスタ SGDESIZE R/W H'FFEB 0124 H'1FEB 0124 32/16/8 

CDEクロマ色指定レジスタ CDECRKY R/W H'FFEB 0128 H'1FEB 0128 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 0148 H'1FEB 0148 32/16/8 

T-1004 制御レジスタ T1004CNT R/W H'FFEB 0200 H'1FEB 0200 32/16/8 

T-1004 映像開始位置レジスタ T1004OFFSET R/W H'FFEB 0204 H'1FEB 0204 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 0208 H'1FEB 0208 32/16/8 

リザーブ － R H'FFEB 020C H'1FEB 020C 32/16/8 

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いたものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理アド

レス空間のエリア 7からアクセスするものです。 
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24.6.1 グラフィックス部制御レジスタ（GRCMEN1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

WE － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － DEN VEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 WE 0 R/W 本ビットは、レジスタ値転送許可ビットです。1セットによりレジスタ値

（H'000～H'31C、H'32Cレジスタが対象）が Vsyncに同期して転送されま

す。Vsyncによりレジスタ値の転送後、0にクリアされます。 

30～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 DEN 0 R/W 本ビットは、グラフィックス表示許可ビットです。 

0：不許可 

1：動作許可 

0 VEN 0 R/W 本ビットは、下層グラフィックス表示許可ビットです。 

0：不許可 

1：動作許可 

 



 

24. 表示コントローラ（VDC2） 

24-14  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

表 24.8 表示許可ビット説明 

DEN VEN 動  作 出  力 制  御 

0 0 メモリから画像データの読み出し

は行わず、下層グラフィックスの

表示処理も行わない。 

GROPBASERGBレジスタに設定

した色が全面に出力する。（イネ

ーブル出力はネゲート） 

 

0 1 メモリから画像データの読み出し

は行わないが、下層グラフィック

スの表示処理のみ行う。 

下層グラフィックスのみ表示す

る。（下層グラフィックスのイネ

ーブル出力） 

下層グラフィックスのみ表示 

1 0 メモリから画像データの読み出し

は行うが、下層グラフィックスの

表示処理は行わない。 

カレントグラフィックスのみ表示

する。（カレントグラフィックス

のイネーブル出力） 

カレントグラフィックスのみ表示 

1 1 メモリから画像データを読み出

し、下層グラフィックスの表示処

理を共に行う。 

グラフィックスと下層グラフィッ

クスを指定の処理をし、表示する。

（グラフィックスと下層グラフィ

ックスのイネーブルの論理和出

力） 

カレント＋下層グラフィックス表

示 

【注】 1. α制御領域（GROPEW、GROPEDPHVレジスタ参照）をグラフィックス画像領域（GROPSWH、GROPDPHV

レジスタ参照）より大きく取ってある場合には、下層グラフィックス画像のみ表示されます。 

 2. レイヤ毎に設定する必要があります。上位レイヤの（DEN,VEN）＝（0,0）の場合には下位レイヤのグラフィック

スは出力されません。 

 

24.6.2 バス制御レジスタ（GRCBUSCNT1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － ENDIAN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 ENDIAN 0 R/W 本ビットは、ピクセルバスのエンディアンを設定します。 

0：リトルエンディアン 

1：ビッグエンディアン 
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ピクセルバス RGB7 RGB6 RGB5 RGB4 RGB3 RGB2 RGB1 RGB0

MSB LSB128 bit

R4 R3 R2 R1 R0 G5 G4 G3 G2 G1 G0 B4 B3 B2 B1 B0

127 0

015

16

【注】 画像はRGB0→RGB1→RGB2→　．．．．．→RGB6→RGB7の画素順に左から右に表示されます。  

図 24.7 ピクセルバス エンディアン（ENDIAN＝0） 

ピクセルバス RGB0 RGB1 RGB2 RGB3 RGB4 RGB5 RGB6 RGB7

MSB LSB128 bit

R4 R3 R2 R1 R0 G5 G4 G3 G2 G1 G0 B4 B3 B2 B1 B0

15 0

127 127

16ビット

【注】 画像はRGB0→RGB1→RGB2→　．．．．．→RGB6→RGB7の画素順に左から右に表示されます。  

図 24.8 ピクセルバス エンディアン（ENDIAN＝1） 

24.6.3 グラフィック画像ベースアドレスレジスタ（GROPSADR1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPSADR[28:16]

GROPSADR[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

28～0 GROPSADR

[28:0] 

H'0000000 R/W 本ビットは、グラフィック画像の読み出しアドレスを設定します。最下位

ビットは 0に固定してください。 

【注】 16ビット RGBデータを扱う為、2バイトの境界をまたぐアライメントデータは扱えません。 
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24.6.4 グラフィック画像領域レジスタ（GROPSWH1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPSH[9:0]

－ － － － － － GROPSW[9:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 GROPSH 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、グラフィック画像領域の高さを設定します［ライン数］。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 GROPSW 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、グラフィック画像領域の幅を設定します［パネルクロック数］。 
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図 24.9 グラフィック画像領域の設定に関する補足図（メモリからの読み出し） 

グラフィックス領域は下記の範囲で設定してください。下記範囲外の設定を行った場合は、動作保証しません。 

（1Hのパネルクロック数）＞GROPSW（幅）＋GROPDPH（水平表示開始位置）＋（16パネルクロック） 

（1Frameのライン数）＞GROPSH（高さ）＋GROPDPV（垂直表示開始位置）＋（1ライン） 
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24.6.5 グラフィック画像ラインオフセットレジスタ（GROPSOFST1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPSOFST[28:16]

GROPSOFST[15:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28～0 GROPSOFST

[28:0] 

H'0000000 R/W 本ビットは、グラフィック画像のラインオフセットを設定します。下位 4

ビットは 0000固定してください。 

 

GROPSOFST1、2、3、4

Graphic Image
Area

GROPSADR1、2、3、4

 

図 24.10 グラフィック画像メモリ領域の補足図 

ベースアドレスレジスタ（GROPSADR1、2、3、4）にラインオフセット（GROPSOFST1、2、3、4）×ｎを加

算したものがｎライン目の先頭（左端）アドレスになります。 
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24.6.6 グラフィック画像開始位置レジスタ（GROPDPHV1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPDPV[9:0]

－ － － － － － GROPDPH[9:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 GROPDPV 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、グラフィック画像領域の垂直表示開始位置を設定します［ライン

数］。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 GROPDPH 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、グラフィック画像領域の水平表示開始位置を設定します［パネル

クロック数］。 

【注】 表示開始位置にはオフセットが存在します（図 24.9参照）。 

 垂直方向：（GROPDPVレジスタ設定値）＋1ライン 

 水平方向：（GROPDPHレジスタ設定値）＋16パネルクロック 
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24.6.7 α制御領域レジスタ（GROPEWH2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPEH[9:0]

－ － － － － － GROPEW[9:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 GROPEH 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、α制御領域の高さを設定します［ライン数］。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 GROPEW 

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、α制御領域の幅を設定します［パネルクロック数］。 

【注】 レイヤ 1は最下層画像となるのでα制御の対象がありませんので設定禁止になります。 

 

α制御領域（矩形）のサイズを設定します。図 24.11参照。 
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24.6.8 α制御領域開始位置レジスタ（GROPEDPHV2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － GROPEDPV[9:0]

－ － － － － － GROPEDPH[9:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 GROPEDPV

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、α制御領域の垂直開始位置を設定します［ライン数］。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0

にしてください。 

9～0 GROPEDPH

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、α制御領域の水平開始位置を設定します［パネルクロック数］。 

【注】 レイヤ 1は最下層画像となるのでα制御の対象がありませんので設定禁止になります。 
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図 24.11 α制御領域の設定に関する補足図 
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24.6.9 α制御レジスタ（GROPEDPA2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R R/W R/W R/W

ACOEF[7:0]

ARATE[7:0] WE － － AST

DEFA[7:0]

－ AMOD[1:0] AEN

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 DEFA[7:0] H'FF R/W 本ビットは、α値の初期値を設定します。 

23～16 ACOEF 

[7:0] 

H'00 R/W 本ビットは、α値演算係数を設定します。DEFAに対して加算もしくは減算に

なります。 

15～8 ARATE 

[7:0] 

H'00 R/W 本ビットは、α値制御を行うフレームレートを設定します。（480pの Vsyncを

カウントソース） 

7 WE 0 R/W 本ビットは、α制御のレジスタ値転送許可ビットです。1セットにより、レジス

タ値（H'320～H'328）が Vsyncに同期して転送されます。Vsyncによりレジス

タ値の転送後 0にクリアされます。 

0：転送禁止 

1：転送許可 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 AST 0 R 本ビットは、αブレンド処理ステータスフラグです。 

0：加算あるいは減算処理完了 

1：加算あるいは減算処理中 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2、1 AMOD 

[1:0] 

00 R/W 本ビットは、α処理モードを設定します。 

00：α値初期値（不変） 

01：α値加算処理 

10：α値減算処理 

11：設定禁止 

0 AEN 0 R/W 本ビットは、α制御の許可／不許可を設定します。 

0：α制御不許可（α値 1に相当） 

1：α制御許可 

【注】 レイヤ 1は最下層画像となるのでα制御の対象がありませんので設定禁止になります。 
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α値は AEN="1"、WE="1"状態の時に Vsyncのタイミングで内部にロードされます。 

AMOD[1:0]=[0 0]では、DEFAに指定されたα値がビデオ領域上に適用されます。 

AMOD[1:0]=[0 1]ではビデオ領域上のα値をフィールドレートに従って ACOEFの値を DEFAに加算します。 

α値が 255以上になった時点で停止します（フェードアウト）。 

AMOD[1:0]=[1 0]ではビデオ領域上のα値をフィールドレートに従って ACOEFの値を DEFAから減算します。 

α値が 0以下になった時点で停止します（フェードイン）。 
 

表 24.9 α値によるブレンド比率 

α値（10進） グラフィックス 下層グラフィックス 

255 256/256 0/256 

254 254/256 1/256 

253 253/256 2/256 

252 252/256 
・ 
・ 

2/256 

3/256 
・ 
・ 

253/256 

1 1/256 254/256 

0 0/256 256/256 

 

24.6.10 クロマキー制御レジスタ（GROPCRKY0_2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － CKEN

CROMAKR[4:0] CROMAKG[5:0]

－ － － － －

CROMARKB[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

16 CKEN 0 R/W 本ビットは、クロマキー操作の許可／不許可を設定します。 

0：クロマキー操作不許可 

1：クロマキー操作許可 

15～11 CROMAKR[4:0] 00000 R/W 本ビットは、クロマキー対象色 Rです。 

10～5 CROMAKG[5:0] 000000 R/W 本ビットは、クロマキー対象色 Gです。 

4～0 CROMAKB[4:0] 00000 R/W 本ビットは、クロマキー対象色 Bです。 

【注】 レイヤ 1は最下層画像となるのでα制御の対象がありませんので設定禁止になります。 
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GROPEDPAレジスタのWE="1"状態の時に内部 Vsyncのタイミングで内部にロードされます。 

クロマキー操作を許可することにより、グラフィックスデータ（RGB16形式）が CROMAKR[4:0]、

CROMAKG[5:0]、CROMAKB[4:0]に全て一致したピクセルを、クロマ色指定レジスタ（GROPCRKY1）により指

定した色（RGB16形式）に変換し、さらに ALPHA[7:0]によるα制御を行います。 

これにより、下層グラフィックスの上に文字、カーソル等を表示するなどの効果を得ることができます。 
 

24.6.11 クロマ色指定レジスタ（GROPCRKY1_2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － ALPHA[7:0]

R[4:0] G[5:0]

－ － － － －

B[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

23～16 ALPHA[7:0] H'00 R/W 本ビットは、置換後α値です。 

15～11 R[4:0] 00000 R/W 本ビットは、置換後 R値です。 

10～5 G[5:0] 000000 R/W 本ビットは、置換後 G値です。 

4～0 B[4:0] 00000 R/W 本ビットは、置換後 B値です。 

【注】 レイヤ 1は最下層画像となるのでα制御の対象がありませんので設定禁止になります。 

 

クロマキーRGBにて一致した際に置き換える色情報をセットします。 

α演算は下記のように行われます。 

出力 R＝R（カレントグラフィックス画像）×α＋R（下層グラフィックス画像）×（1－α） 

出力 G＝G（カレントグラフィックス画像）×α＋G（下層グラフィックス画像）×（1－α） 

出力 B＝B（カレントグラフィックス画像）×α＋B（下層グラフィックス画像）×（1－α） 
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24.6.12 グラフィック画像領域外の色設定レジスタ（GROPBASERGB1、2、3、4） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

BASE_R[4:0] BASE_G[5:0]

－ － － － －

BASE_B[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

15～11 BASE_R[4:0] 00000 R/W グラフィック画像領域外の R値です。 

10～5 BASE_G[5:0] 000000 R/W グラフィック画像領域外の G値です。 

4～0 BASE_B[4:0] 00000 R/W グラフィック画像領域外の B値です。 

【注】 GRCMENレジスタの VEN＝0のときのみ、本機能は有効です。 
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図 24.12 スクリーンフォーマット 
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24.6.13 SGモード設定レジスタ（SGMODE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R/W R/W R R R/W R

WE － － － － － － － － － －

－ － － － － －
COM_ 

CDE_SEL
CDE_ 
EXE － －

DE_
SEL

DEC_
MODE

－ － － － －

－ －
SYNC
_SEL －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 WE 0 R/W 本ビットは、レジスタ値転送許可ビットです*1。1セットによりレジ

スタ値（H'FFEB_0000～H'FFEB_0208レジスタが対象）を転送しま

す。 

30～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

9 COM_CDE_SEL 0 R/W 本ビットは、COMと CDEの出力セレクトビットです。 

0：COM信号を出力 

1：CDE信号を出力 

8 CDE_EXE 0 R/W 本ビットは、CDEの動作許可ビットです。なお、内部 Vsync同期に

て、更新されます。 

0：CDE動作不許可（SYNCNTレジスタの COM_TYPEビット＝0

のとき、常に CDEは"0"出力） 

1：CDE動作許可 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

5 DE_SEL 0 R/W 本ビットは、DE_Hと DE_Cの出力セレクトビットです。 

0：DE_H（水平方向のデータイネーブル）を出力 

1：DE_C（水平、垂直方向のコンポジットデータイネーブル）を

出力 

4 DEC_MODE 0 R/W 本ビットは、イネーブルのモード選択ビットです。 

0：SGDESTART、SGDESIZEレジスタにて設定したデータイネー

ブルを出力 

1：グラフィックス部で生成されたデータイネーブル（コンポジッ

ト：各レイヤのデータイネーブルの論理和）を出力*2 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

1 SYNC_SEL 0 R/W 本ビットは、同期信号選択ビットです。 

0：内部の同期信号を使用する 

1：外部の同期信号を使用する（5サイクル＠パネルクロック内部

で遅延します） 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

【注】 *1 WEビットはレジスタ（H'000～H'208）変更前に 0クリアしてください。レジスタ値変更後に 1セットしてくだ

さい。 

 *2 DEC_MODEを 1セット時は、DE_SELも 1セットしてください。 

 

24.6.14 割込み出力制御レジスタ（SGINTCNT） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R/W R R R R/WC0

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － －
VSYNC
_MASK

－ － － － －

－ － －
VSYNC_
STATUS

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 

4 VSYNC_MASK 0 R/W 本ビットは、VSYNC割込みマスクビットです*1。 

0：割込み許可 

1：割込みマスク 

3～1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にして

ください。 

0 VSYNC_STATUS 1 R/WC0 本ビットは、VSYNC割込みステータスビットです*2。 

0：割込み有り 

1：割込み無し 

【注】 *1 割込みマスクを 1書き込みすることにより、割込みステータスはクリアされます。 

 *2. 割込みステータスに 0書き込みすることにより、割込みステータスはクリアされます。  
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24.6.15 同期信号制御レジスタ（SYNCNT） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － －
VSYNC

_TIM
HSYNC

_TIM
DEV 
_TIM

DEH 
_TIM

DEC
_TIM

COM 
_TIM

－ － － － － －
EX_V_
TYPE

EX_H_
TYPE － －

VSYNC
_TYPE

HSYNC
_TYPE

RGB_
TIM － －

EX_V
_TIM

EX_H
_TIM

DEV 
_TYPE

DEH 
_TYPE

DEC 
_TYPE

COM 
_TYPE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～29 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

28 RGB_TIM 0 R/W 本ビットは、RGBデータ出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

27、26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 EX_V_TIM 0 R/W 本ビットは、外部入力の VSYNC入力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期でラッチ 

1：パネルクロックの立ち下がり同期でラッチ 

24 EX_H_TIM 0 R/W 本ビットは、外部入力の HSYNC入力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期でラッチ 

1：パネルクロックの立ち下がり同期でラッチ 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 VSYNC_TIM 0 R/W 本ビットは、VSYNC出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

20 HSYNC_TIM 0 R/W 本ビットは、HSYNC出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

19 DEV_TIM 0 R/W 本ビットは、DE_V出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

18 DEH_TIM 0 R/W 本ビットは、DE_H出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

17 DEC_TIM 0 R/W 本ビットは、DE_C出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

16 COM_TIM 0 R/W 本ビットは、COM／CDE出力タイミング設定ビットです。 

0：パネルクロックの立ち上がり同期で出力 

1：パネルクロックの立ち下がり同期で出力 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 EX_V_TYPE 0 R/W 本ビットは、外部入力の VSYNCの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転して入力します。 

8 EX_H_TYPE 0 R/W 本ビットは、外部入力の HSYNCの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転して入力します。 

7、6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5 VSYNC_TYPE 0 R/W 本ビットは、VSYNCの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 

4 HSYNC_TYPE 0 R/W 本ビットは、HSYNCの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 

3 DEV_TYPE 0 R/W 本ビットは、DE_Vの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 

2 DEH_TYPE 0 R/W 本ビットは、DE_Hの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 

1 DEC_TYPE 0 R/W 本ビットは、DE_Cの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 

0 COM_TYPE 0 R/W 本ビットは、COM／CDEの反転制御ビットです。 

0：反転なし 

1：反転出力 
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24.6.16 外部入力同期信号タイミング制御レジスタ（EXTSYNCNT） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R/W R/W R R R/W R/W

－ － － － － － － － － －
EX_ 

STATUS

－ － － － － － － － － － EX_V_DLY

－ － － － －

－ － EX_H_DLY

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～17 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

16 EX_STATAS 0 R 本ビットは、外部入力の VSYNCと HSYNCの位相ステータスビットです。 

0：VSYNCと HSYNCの位相が一致しているとき 

1：VSYNCと HSYNCの位相がずれているとき 

15～6 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

5、4 EX_V_DLY

[1:0] 

H'0 R/W 本ビットは、外部入力の VSYNCを遅延させます[ドットクロック数]。 

00：遅延なし 

01：1ドットクロック遅延 

10：2ドットクロック遅延 

11：3ドットクロック遅延 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 EX_H_DLY

[1:0] 

H'0 R/W 本ビットは、外部入力の HSYNCを遅延させます[ドットクロック数]。 

00：遅延なし 

01：1ドットクロック遅延 

10：2ドットクロック遅延 

11：3ドットクロック遅延 

 

外部入力同期信号の入力タイミングは VESA規格対応液晶パネルの水平、垂直同期信号タイミングを想定して

います。本レジスタでは、外部入力の同期信号を内部でサンプリングする際の位相の補正を行います。 
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24.6.17 同期信号サイズレジスタ（SYNSIZE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － SYN_HEIGHT[9:0]

－ － － － － SYN_WIDTH[10:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 SYN_HEIGHT

[9:0] 

H'20D R/W 本ビットは、垂直方向の帰線期間を含む高さを設定します［ライン数］。 

初期値：H'20D = 525ライン 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SYN_WIDTH

[10:0] 

H'35A R/W 本ビットは、水平方向の帰線期間を含む幅を設定します［パネルクロック

数］。 

初期値：H'35A = 858ドット 
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24.6.18 垂直同期信号タイミング制御レジスタ（VSYNCTIM） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － VSYNC_START[9:0]

－ － － － － － VSYNC_END[9:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 VSYNC_START

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、内部の垂直同期信号から、スクリーンの垂直同期信号（VSYNC）

の 1セット位置までを設定します［ライン数］。 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9～0 VSYNC_END 

[9:0] 

H'001 R/W 本ビットは、内部の垂直同期信号から、スクリーンの垂直同期信号

（VSYNC）の 0クリア位置までを設定します［ライン数］。 

【注】 VSYNC_START ≠VSYNC_ENDと設定してください。それ以外の設定を行った場合は、動作保証しません。 
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24.6.19 水平同期信号タイミング制御レジスタ（HSYNCTIM） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － HSYNC_START[10:0]

－ － － － － HSYNC_END[10:0]

－ －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～27 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

26～16 HSYNC_START

[10:0] 

H'000 R/W 本ビットは、H'000設定にて使用ください。内部の水平同期信号から、ス

クリーンの水平同期信号（HSYNC）の 1セット位置までを設定します［パ

ネルクロック数］。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 HSYNC_END 

[10:0] 

H'00A R/W 本ビットは、内部の水平同期信号から、スクリーンの水平同期信号

（HSYNC）の 0クリア位置までを設定します［パネルクロック数］。 

【注】 HSYNC_START ≠HSYNC_ENDと設定してください。それ以外の設定を行った場合は、動作保証しません。 
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24.6.20 ゲート制御信号タイミング制御レジスタ（COMTIM） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

COM_ 
MODE － － COMTIM_V[9:0]

－ － － － － COMTIM_H[10:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 COM_MODE 0 R/W 本ビットは、ゲート制御信号（COM）のトグルモードを選択します。 

0：1ライン（行）毎に H→L→H→．．．と反転して出力します。 

またフレーム単位で、位相反転します（nフレーム：H→L→H→．．．

であれば、n+1フレーム目：L→H→L→．．．となります）。 

1：1フレーム毎に反転します。 

30～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 COMTIM_V

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、内部の垂直同期信号からゲート制御信号（COM）のフレーム位置

を設定します［ライン数］。0設定時は 1ライン目がフレーム位置、1設定時

は 2ライン目がフレーム位置になります。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 COMTIM_H

[10:0] 

H'000 R/W 本ビットは、内部の水平同期信号からゲート制御信号（COM）の水平方向のト

グル位置を設定します［パネルクロック数］。 

【注】 COMTIM_Vは COMTIM_V＜SYN_HEIGHTと設定してください。それ以外の設定を行った場合は、動作保証しません。 

 

最終ライン 1ライン目 2ライン目

COM

Frame（内部信号） Frameのタイミング（COMTIM_V＝0設定時）  

図 24.13 COM信号 補足説明図 
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24.6.21 SGDE領域開始位置レジスタ（SGDESTART） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － SGDE_START_V[9:0]

－ － － － － SGDE_START_H[10:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

25～16 SGDE_START_V

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、内部の垂直同期信号から、DE（データイネーブル）の垂直

方向出力開始位置を設定します［ライン数］。 

0設定は禁止です。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

10～0 SGDE_START_H

[10:0] 

H'000 R/W 本ビットは、内部の水平同期信号から、DE（データイネーブル）の水平

方向出力開始位置を設定します［パネルクロック数］。 

【注】 1. SYN_HEIGHT＞SGDE_HEIGHT + SGDE_START_Vと設定してください。それ以外の設定を行った場合は、動作

保証しません。 

 2. SYN_WIDTH＞SGDE_WIDTH + SGDE_START_Hと設定してください。それ以外の設定を行った場合は、動作保

証しません。 
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図 24.14 SG部生成の DE領域の設定に関する補足図  
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24.6.22 SGDE領域サイズレジスタ（SGDESIZE） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － SGDE_HEIGHT[9:0]

－ － － － － SGDE_WIDTH[10:0]

－ － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～16 SGDE_HEIGHT

[9:0] 

H'000 R/W 本ビットは、DE（データイネーブル）の垂直方向の高さを設定します［ラ

イン数］。 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10～0 SGDE_WIDTH

[10:0] 

H'000 R/W 本ビットは、DE（データイネーブル）の水平方向の幅を設定します［パネ

ルクロック数］。 
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24.6.23 CDEクロマ色指定レジスタ（CDECRKY） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

CDE_R[4:0] CDE_G[5:0]

－ － － － －

CDE_B[4:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～11 CDE_R[4:0] 00000 R/W 本ビットは、CDE信号用のクロマキー対象 R値です。 

10～5 CDE_G[5:0] 000000 R/W 本ビットは、CDE信号用のクロマキー対象 G値です。 

4～0 CDE_B[4:0] 00000 R/W 本ビットは、CDE信号用のクロマキー対象 B値です。 

【注】 グラフィックス画像のオーバレイ処理後（レイヤ 1＋2＋3＋4）の画像データに対して上記の指定色との比較を行い CDE

信号を生成します。（各レイヤ単位での処理ではありません。） 
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24.6.24 T1004制御レジスタ（T1004CNT） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

－ － － － －

－
VSYNC 
_TYPE

HSYNC 
_TYPE

DEC 
_TYPE

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

2 VSYNC_TYPE 0 R/W 本ビットは、T-1004の VSYNC極性選択ビットです。 

0：正極性 

1：負極性 

1 HSYNC_TYPE 0 R/W 本ビットは、T-1004の HSYNC極性選択ビットです。 

0：正極性 

1：負極性 

0 DEC_TYPE 0 R/W 本ビットは、T-1004の DE_C（データイネーブル）極性選択ビットです。 

0：正極性 

1：負極性 

 



 

24. 表示コントローラ（VDC2） 

24-40  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

24.6.25 T1004映像開始位置レジスタ（T1004OFFSET） 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － －

－ － － － －

－ － － － －

T1004OFFSET_H[10:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくださ

い。 

10～0 T1004OFFSET_H

[10:0] 

0 R/W 本ビットは、映像信号とブランキング期間の水平位相を 2ピクセル単位

で調整します。設定値を大きくすると、映像が左側にシフトしていきま

す。最位 2ビット（ビット 1、0）は 0に固定してください。 
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表 24.10のレジスタ設定にて、映像を Active Areaの左上の角に配置することができます。 
 

表 24.10 T-1004出力のレジスタ設定例  

 レジスタ名 レジスタ値 設定内容 

グラフィックス部 GROPDPHV1、2、3、4 H'0026_0072 内部の Vsyncに対して、40[ライン]から映像出力内部の

Hsyncに対して、131[パネルクロック]から映像出力 

SYNSIZE H'020D_35A 垂直同期信号の期間 525[ライン]水平同期信号の期間 858[パ

ネルクロック] 

表示制御部 

T1004OFFSET H'0000_0010 映像信号とブランキング期間の水平位相を調整。 

値を H'4増やす毎に、映像が左に 2ピクセルシフトします。

値を H'4減らす毎に、映像が右に 2ピクセルシフトします。 

 

GROPDPH + 16 GROPSW
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図 24.15 T-1004出力の映像出力位置 
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24.7 動作手順 

24.7.1 表示制御部 

1. レジスタ値転送許可ビットを不許可設定 

SGモード設定レジスタのWEビットを0にセットしてください。 

2. 表示制御部のレジスタ設定 

表24.9に示すレジスタに適切なレジスタ値を設定します。 

外部端子の極性を先に設定してください。 

3. レジスタ値転送許可ビットを許可設定 

SGモード設定レジスタのWEビットを1にセットしてください。 

 

24.7.2 グラフィックス部 

1. レジスタ値転送許可ビットを不許可設定 

グラフィックス部制御レジスタのWEビットを0にセットしてください。 

α制御レジスタのWEビットを0にセットしてください。 

2. グラフィックス部のレジスタ設定 

表24.5～表24.8に示すレジスタに適切なレジスタ値を設定します。 

3. レジスタ値転送許可ビットを許可設定 

グラフィックス部制御レジスタのWEビットを1にセットしてください。 

α制御レジスタのWEビットを1にセットしてください。 

次のフレーム画面から、設定したレジスタの動作を行います。 
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24.7.3 バス占有率の計算方法 

表示レイヤを増やすことで外部メモリから VDC2へのデータ転送量が増加し、内部バスの負荷は高くなります。

レイヤごとに計算したバス占有率の総和が VDC2のバス占有率になります。目安としては 40%以下になるように

調整してください。表示処理の許容可能なバス占有率はシステムによって異なりますので、システムに合わせた

TFT-LCDパネルの選定、レイヤ構成をご検討ください。 
 

 (%) =

 × 

×  (Hz) ×  (bpp) 

 ×  (= 32bit)
× 100

× 100 = 21.3% =

)  = H800 × V480,  = 60Hz,

16bit,  = 2.00,  = 108MHz 

2.00 × 800 × 480 × 60 × 16 

108 × 10
6
 × 32  
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25. NANDフラッシュメモリコントローラ 
（FLCTL） 

NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL）は、NAND型フラッシュメモリとのメモリインタフェースを

提供します。また、FLCTLは、フラッシュメモリ特有の読み出し不具合に対応するための ECC符号の生成および

エラー検出機能を持ちます。 

【注】 フラッシュメモリにおいて、多値（MLC）の製品が存在しますが、本 LSIでは対応していませんので、注意してくださ

い。 

25.1 特長 

（1） NAND型フラッシュメモリのメモリインタフェース 

• NAND型フラッシュメモリとの直結が可能なインタフェース 

• セクタ（512＋16バイト）単位のリードライト。ECC処理を実行します。 

NAND型フラッシュメモリのデータシートでは、2048＋64バイトのアクセス単位をページと表記されている

製品もありますが、本書では512＋16バイトを1セクタとして統一します。 

• バイト単位のリードライト 

 

（2） アクセスモード：FLCTLでは次の 2つのアクセスモードが選択できます。 

• コマンドアクセスモード： 

本FLCTLからフラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、入出力するデータサイズをレジスタ

に指定することで一連のアクセスを行います。これにより、ECC処理をともなわないデータのリードライト

およびイレースが行えます。 

• セクタアクセスモード： 

物理セクタを指定することで、物理セクタ単位のリードライトを実行します。ECC符号生成／チェックの制

御を行います。セクタ数を指定することで、連続する物理セクタに対するリードライトを実行できます。 

 

（3） セクタと管理コード 

• 1セクタは、512バイトのデータと16バイトの管理コードから構成されます。管理コードには、8バイトのECC

が含まれます。 

• 管理コード内のECCの埋め込まれる位置は、4バイト単位で指定可能です。 

• ECC以外の管理コードには、ユーザ情報を書き込むことができます。 
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（4） ECC 

• セクタ（データ：512バイト＋管理コード：16バイト）に対し8バイトのECCコードの生成およびエラーチェ

ックを行います。 

（ただし、管理コード16バイト中でECCの生成およびエラーチェックの対象となるバイト数は設定により異

なります。） 

• エラー訂正能力は、任意の3箇所までです。 

• 書き込み時、データおよびECCより前の管理コードまでがECC符号生成の対象です。ECCより後の管理コー

ドは、ECCの対象外です。 

• 読み出し時、データおよびECCより前の管理コードがECCエラー判定の対象です。また、FIFO内の管理コー

ド上のECCは、フラッシュメモリから読み出されたECCコードではなく、ECC回路による判定結果に置換さ

れています。 

• ECCエラー発生時のエラー訂正は行いません。ソフト処理を行ってください。 

 

（5） データエラー時 

• プログラム／イレースエラー発生時、エラー要因フラグに反映されます。独立要因の割り込みが指定可能で

す。 

• リードエラー発生時、管理コード内のECCは0以外になります。その場合、ECCエラー要因フラグに反映され

ます。 

• ECCエラーが発生した場合、エラー訂正を行い、代替セクタを指定し、必要に応じてブロックの内容を代替

セクタにコピーしてください。 

 

（6） データ転送用 FIFOとデータレジスタ 

• フラッシュメモリのデータ転送用に224バイトのFLDTFIFOを内蔵 

• 管理コードのデータ転送用に32バイトのFLECFIFOを内蔵 

• CPUおよびDMAからのアクセス時、オーバラン／アンダラン検出フラグビットがあります。 

 

（7） DMA転送 

• DMAコントローラにフラッシュメモリのデータと管理コードの転送先を個別に指定することにより、異なる

領域にデータと管理コードを転送できます。 

 

（8） アクセスサイズ 

• レジスタには、32ビットアクセスのレジスタと8ビットアクセスのレジスタがあります。指定されたアクセス

サイズでリードライトを行ってください。 
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（9） アクセスタイム 

• 本FLCTLの端子側の動作周波数は、周辺バスの動作周波数とは別に、共通コントロールレジスタ（FLCMNCR）

のFCKSELビットとQTSELビットにより指定可能です。 

• CPGの設定を変更する場合は、FLCTLをモジュールストップにより停止させた状態で行ってください。 

• NAND型フラッシュメモリでは、FRE端子、FWE端子がCPGで指定した端子側の動作周波数で動作します。

セットアップタイムを確保するため接続するメモリの最大動作周波数を超えないように設定してください。 

• NAND型フラッシュメモリ端子側の動作クロックFCLKは、周辺バスの動作クロックPckを分周して使用しま

す。 
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FLCTLのブロックを図 25.1に示します。 

周辺バス

割り込み
4本

制御信号

DMA
転送要求
2本

DMAC

周辺バスIF

32

32

レジスタ ステート
マシン

送受信制御ECC

FLASH IF

NAND
FLASH

FIFO
256Byte

32

8

8

8

8

32 32

FLCTL

【注】FCLK：フラッシュメモリとのインタフェース信号の動作クロック。
　　      CPGで設定します。

CPG×1、×1/2、
×1/4

FCLK

QTSEL
FCKSEL

周辺クロック
Pck

 

図 25.1 FLCTLのブロック図 
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25.2 入出力端子 
FLCTLの端子構成を表 25.1に示します。 

 

表 25.1 端子構成 

端子名 機能 入出力 対応する 

フラッシュメモリ

の端子（NAND型）

説   明 

FCE チップイネーブル 出力 CE 本 LSIに接続されたフラッシュメモリをイネーブル

にします。 

FD7～FD0 データ入出力 入出力 I/O7～I/O0 コマンド、アドレス、データの入出力端子です。* 

FCLE コマンドデータ 

イネーブル 

出力 CLE コマンドラッチイネーブル（CLE） 

コマンド出力時にアサートします。 

FALE アドレスラッチ 

イネーブル 

出力 ALE アドレスラッチイネーブル（ALE） 

アドレス出力時にアサートします。 

データ入出力時にネゲートします。 

FRE リードイネーブル 出力 RE リードイネーブル（RE） 

REの立ち下がりエッジでデータリードします。 

FWE ライトイネーブル 出力 WE ライトイネーブル 

WEの立ち上がりエッジでフラッシュメモリがコマ

ンド、アドレスおよびデータをラッチします。 

FR/B レディ／ビジー 入力 R/B レディ／ビジー 

ハイレベルでレディ状態を、ローレベルでビジー状

態を示します。 

【注】 * FD7～FD0は、それぞれMODE8、MODE7、MODE5～MODE0とマルチプレクスされていますが、LSI内部への動

作モード設定取り込みは、PRESETの解除に同期し完了するため、PRESET解除後は、FD7～FD0として機能しま

す。動作モード設定取り込みタイミングの詳細については、「34.4.1 クロック・制御信号タイミング」を参照して

ください。 
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25.3 レジスタの説明 
FLCTLのレジスタ構成を表 25.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 25.3に示しま

す。 
 

表 25.2 レジスタ構成 

レジスタ名称 略称 R/W P4領域アドレス エリア 7アドレス アクセスサイズ 

共通コントロールレジスタ FLCMNCR R/W H'FFE9 0000 H'1FE9 0000 32 

コマンド制御レジスタ FLCMDCR R/W H'FFE9 0004 H'1FE9 0004 32 

コマンドコードレジスタ FLCMCDR R/W H'FFE9 0008 H'1FE9 0008 32 

アドレスレジスタ FLADR R/W H'FFE9 000C H'1FE9 000C 32 

アドレスレジスタ 2 FLADR2 R/W H'FFE9 003C H'1FE9 003C 32 

データレジスタ FLDATAR R/W H'FFE9 0010 H'1FE9 0010 32 

データカウンタレジスタ FLDTCNTR R/W H'FFE9 0014 H'1FE9 0014 32 

割り込み DMA制御レジスタ FLINTDMACR R/W H'FFE9 0018 H'1FE9 0018 32 

レディビジータイムアウト設定レジスタ FLBSYTMR R/W H'FFE9 001C H'1FE9 001C 32 

レディビジータイムアウトカウンタ FLBSYCNT R H'FFE9 0020 H'1FE9 0020 32 

データ FIFOレジスタ FLDTFIFO R/W H'FFE9 0024/ 

H'FFE9 0050 

H'1FE9 0024/ 

H'1FE9 0050 

32 

管理コード FIFOレジスタ FLECFIFO R/W H'FFE9 0028/ 

H'FFE9 0060 

H'1FE9 0028/ 

H'1FE9 0060 

32 

転送制御レジスタ FLTRCR R/W H'FFE9 002C H'1FE9 002C 8 

 

表 25.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ略称 パワーオンリセット スタンバイ モジュール 

スタンバイ 

スリープ 

FLCMNCR 初期化 保持 保持 保持 

FLCMDCR 初期化 保持 保持 保持 

FLCMCDR 初期化 保持 保持 保持 

FLADR 初期化 保持 保持 保持 

FLADR2 初期化 保持 保持 保持 

FLDATAR 初期化 保持 保持 保持 

FLDTCNTR 初期化 保持 保持 保持 

FLINTDMACR 初期化 保持 保持 保持 

FLBSYTMR 初期化 保持 保持 保持 

FLBSYCNT 初期化 保持 保持 保持 

FLDTFIFO 初期化 保持 保持 保持 

FLECFIFO 初期化 保持 保持 保持 

FLTRCR 初期化 保持 保持 保持 
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25.3.1 共通コントロールレジスタ（FLCMNCR） 

FLCMNCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、フラッシュのメモリタイプ（NAND）、ア

クセスモードなどを指定します。また、FCE端子の出力を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R/W R/W R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R/W R R R/W

－ － － － － － － － － － － － － SNAND QT
SEL －

FCK
SEL － ECCPOS[1:0] ACM[1:0] NAND

WF － － － － － CE0 － － TYPE
SEL

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～19 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

18 SNAND 0 R/W 大容量 NANDフラッシュメモリ選択ビット 

1Gビット以上のフラッシュメモリの内、1ページの構成が 2048＋64バイ

トである NANDフラッシュメモリ指定のために使用します。 

0：1ページ構成が 512＋16バイトのフラッシュメモリ使用時は 0に設

定してください 

1：1ページ構成が 2048＋64バイトの NAND型フラッシュメモリ使用

時は 1に設定してください 

【注】TYPESEL＝0のときは、1への設定禁止。 

17 QTSEL 0 R/W フラッシュクロック 4分周選択ビット 

フラッシュメモリ内で使用するクロック FCLKの分周選択ビットです。 

FCKSELとあわせて使用します。 

QTSEL=0、FCKSEL=0：CPGからのクロック(Pck)を 2分の 1に分周して

FCLKとして使用します。 

QTSEL=0、FCKSEL=1：CPGからのクロック(Pck)をそのまま FCLKとし

て使用します。 

QTSEL=1、FCKSEL=0：CPGからのクロック(Pck)を 4分の 1に分周して

FCLKとして使用します。 

QTSEL=1、FCKSEL=1：設定禁止 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15 FCKSEL 0 R/W フラッシュクロック選択ビット 

フラッシュメモリ内で使用するクロック FCLKの分周選択ビットです。 

QTSELとあわせて使用します。QTSELの説明部を参照して下さい。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13、12 ECCPOS[1:0] 00 R/W ECC埋め込み位置指定ビット 1、0 

管理コード領域内の ECCの埋め込み位置（0/4/8バイト目）を指定します。 

00：管理コード領域の 0～7バイト目に ECCを配置します 

01：管理コード領域の 4～11バイト目に ECCを配置します 

10：管理コード領域の 8～15バイト目に ECCを配置します 

11：設定禁止 

11、10 ACM[1:0] 00 R/W アクセスモード指定ビット 1、0 

アクセスモードを指定します。 

00：コマンドアクセスモード 

01：セクタアクセスモード 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

9 NANDWF 0 R/W NANDウェイト挿入動作ビット 

0：アドレス、データの入出力が 1FCLKサイクルで行われます 

1：アドレス、データの入出力が 2FCLKサイクルで行われます* 

8～4 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

3 CE0 0 R/W チップイネーブルビット 0 

0：ディスエーブル（FCE端子にハイレベルを出力します。） 

1：イネーブル（FCE端子にローレベルを出力します。） 

2、1 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 TYPESEL 0 R/W メモリ選択ビット 

0：リザーブ 

1：NAND型フラッシュメモリを選択します。 

 FLCTL使用時は必ずこのビットを 1に設定してください。 

 



 

25. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  25-9 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

25.3.2 コマンド制御レジスタ（FLCMDCR） 

FLCMDCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセスモードでのコマンド発行、

アドレス発行の有無やデータの入出力先の指定ができます。セクタアクセスモードでは、セクタ転送回数の指定

ができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADR
CNT2 SCTCNT[19:16] ADR

MD
CDS
RC DOSR － － SEL

RW
DOA
DR ADRCNT[1:0] DOC

MD2
DOC
MD1

SCTCNT[15:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31 ADRCNT2 0 R/W アドレス発行バイト数指定ビット 

アドレスステージで発行するアドレスデータのバイト数を指定します。

ADRCNT[1:0]ビットとあわせて使用します。 

0：ADRCNT[1:0]で指定したバイト数だけアドレスを発行します。 

1：5バイトのアドレスを発行 

ADRCNT[1:0]は 00に設定してください。 

30～27 SCTCNT 

[19:16] 

すべて 0 R/W セレクタ転送回数指定ビット[19:16] 

セレクタ転送回数指定ビット SCTCNT[15:0]の拡張ビットです。 

SCTCNT[19:16]とSCTCNT[15:0]はあわせてSCTCNT[19:0]の20ビットの

カウンタとして動作します。 

26 ADRMD 0 R/W セクタアクセスアドレス指定ビット 

コマンドアクセスモード時は、このビットは無効です。セクタアクセスモ

ード時のみ有効となります。 

0：アドレスレジスタの値は物理セクタ番号として処理されます。 

セクタアクセス時は通常こちらを使用してください。 

1：アドレスレジスタの値がそのまま、フラッシュメモリのアドレスと

して出力されます。 

【注】連続セクタアクセス時は、0に設定してください。 

25 CDSRC 0 R/W データバッファ指定ビット 

コマンドアクセスモード時、データステージのリード／ライトするデータ

バッファを指定します。 

0：データバッファとして FLDATARを指定 

1：データバッファとして FLDTFIFOを指定 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

24 DOSR 0 R/W ステータスリードチェックビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンド発行後、ステータスリードを行

うか指定します。 

0：ステータスリードを行わない 

1：ステータスリードを実行する 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21 SELRW 0 R/W データリードライト指定ビット 

データステージでのリードライト方向を指定します。 

0：リード 

1：ライト 

20 DOADR 0 R/W アドレスステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、アドレスステージを実行するかどうかを指定

します。 

0：アドレスステージを実行しない 

1：アドレスステージを実行する 

19、18 ADRCNT[1:0] 00 R/W アドレス発行バイト数指定ビット 

アドレスステージで発行するアドレスデータのバイト数を指定します。 

00：1バイトのアドレスを発行 

01：2バイトのアドレスを発行 

10：3バイトのアドレスを発行 

11：4バイトのアドレスを発行 

17 DOCMD2 0 R/W 第 2コマンドステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 2コマンドステージを実行するかどうかを

指定します。 

0：第 2コマンドステージを実行しない 

1：第 2コマンドステージを実行する 

16 DOCMD1 0 R/W 第 1コマンドステージ実行指定ビット 

コマンドアクセスモード時、第 1コマンドステージを実行するかどうかを

指定します。 

0：第 1コマンドステージを実行しない 

1：第 1コマンドステージを実行する 

15～0 SCTCNT[15:0] H'0000 R/W セクタ転送回数指定ビット[15:0] 

セクタアクセスモードで連続して読み出すセクタ数を指定します。1セク

タ転送終了ごとにカウントダウンし、0になると停止します。 

SCTCNT[19:16]と合わせて使用します。 

コマンドアクセスモード時は、動作中 H'0 0001になります。 
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25.3.3 コマンドコードレジスタ（FLCMCDR） 

FLCMCDRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセス、セクタアクセス時に発

行するコマンドの値を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － － － － －

CMD[15:8] CMD[7:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

15～8 CMD[15:8] H'00 R/W 第 2コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 

7～0 CMD[7:0] H'00 R/W 第 1コマンドステージに発行するコマンドコードを指定します。 

 

25.3.4 アドレスレジスタ（FLADR） 

FLADRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、コマンドアクセスモードでアドレスとして出

力する値を指定します。セクタアクセスモードでは、物理セクタアドレスビットに指定された物理セクタ番号が

アドレスに変換され、出力されます。 
 

• コマンドアクセスモード時 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ADR[31:24] ADR[23:16]

ADR[15:8] ADR[7:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ADR[31:24] H'00 R/W 第 4アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに 4番目に

出力されるデータを指定します。 

23～16 ADR[23:16] H'00 R/W 第 3アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに 3番目に

出力されるデータを指定します。 

 



 

25. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

25-12  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

15～8 ADR[15:8]  H'00 R/W 第 2アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに 2番目に

出力されるデータを指定します。 

7～0 ADR[7:0] H'00 R/W 第 1アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに最初に

出力されるデータを指定します。 

 

• セクタアクセスモード時 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － ADR[25:16]

ADR[15:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～26 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25～0 ADR[25:0] H'000 0000 R/W 物理セクタアドレスビット 

セクタアクセスモードでアクセスする物理セクタ番号を指定します。 

物理セクタ番号は、アドレスに変換されてフラッシュメモリに出力されま

す。FLCMDCRの ADRCNT2ビットが 1のときは、ADR[25:0]、ADRCNT2

ビットが 0のときは ADR[17:0]が有効になります。 
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25.3.5 アドレスレジスタ 2（FLADR2） 

FLADR2は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、FLCMDCRの ADRCNT2ビットが 1のとき有

効になります。コマンドアクセスモードでアドレスとして出力する値を指定します。 
 

R R R R R R R R R R R R R R R R

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － － － － － － ADR[7:0]

－ － － － － － － － － － － － － － － －

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7～0 ADR[7:0] すべて 0 R/W 第 5アドレスデータビット 

コマンドアクセスモード時にアドレスとしてフラッシュメモリに 5番目に

出力されるデータを指定します。 

 

25.3.6 データカウンタレジスタ（FLDTCNTR） 

FLDTCNTRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。コマンドアクセスモード時に、リード

ライトするバイト数を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ECFLW[7:0] DTFLW[7:0]

－ － － － DTCNT[11:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ECFLW[7:0] H'00 R FLECFIFOアクセス数ビット 

FLECFIFOのリードライト可能なロングワード数を示します。 

CPUによる FLECFIFOリードライト時に利用できます。 

FLECFIFOリード時は、FLECFIFO内の読み出し可能なデータのロングワ

ード数を示します。 

FLECFIFOライト時は、FLECFIFO内の書き込み可能な空きロングワード

数を示します。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

23～16 DTFLW[7:0] H'00 R FLDTFIFOアクセス数ビット 

FLDTFIFOのリードライト可能なロングワード数を示します。 

CPUによる FLDTFIFOリードライト時に利用できます。 

FLDTFIFOリード時は、FLDTFIFO内の読み出し可能なデータのロングワ

ード数を示します。 

FLDTFIFOライト時は、FLDTFIFO内の書き込み可能な空きロングワード

数を示します。 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11～0 DTCNT[11:0] H'000 R/W データ数指定ビット 

コマンドアクセスモードで、リードライトするデータのバイト数を指定し

ます（2048＋64バイトまで指定可能です）。 
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25.3.7 データレジスタ（FLDATAR） 

FLDATARは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

コマンドアクセスモードで FLCMDCRの CDSRCビットに 0を設定した場合に使用される入出力データ格納用

レジスタです。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DT[31:24] DT[23:16]

DT[15:8] DT[7:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 DT[31:24]  H'00 R/W 第 4データビット 

FD7～FD0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

23～16 DT[23:16] H'00 R/W 第 3データビット 

FD7～FD0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

15～8 DT[15:8]  H'00 R/W 第 2データビット 

FD7～FD0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

7～0 DT[7:0] H'00 R/W 第 1データビット 

FD7～FD0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 
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25.3.8 割り込み DMA制御レジスタ（FLINTDMACR） 

FLINTDMACRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、DMA転送要求および割り込みの許可

／禁止を設定します。FLCTLから DMACに対する転送要求は、各アクセスモードの動作開始後発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R/W R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － ECER
INTE － － FIFOTRG

[1:0]
AC1
CLR

AC0
CLR

DREQ1
EN

DREQ0
EN

－ － － － － － EC
ERB

ST
ERB

BTO
ERB

TRR
EQF1

TRR
EQF0

STER
INTE

RBER
INTE

TE
INTE

TR
INTE1

TR
INTE0

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～25 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

24 ECERINTE 0 R/W ECCエラー割り込み許可ビット 

0：ECCエラー発生時割り込みを禁止します 

1：ECCエラー発生時割り込みを許可します 

23、22 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

21、20 FIFOTRG[1:0] 00 R/W FIFOトリガ設定ビット 

FIFOの転送要求発生条件を切り替えます。 

フラッシュメモリ読み出し時 

00：FLDTFIFOに 4バイトたまったとき、CPUに割り込み。もしくは、

DMA転送要求を発生。 

01：FLDTFIFOに 16バイトたまったとき、CPUに割り込み。もしくは、

DMA転送要求を発生。 

10：FLDTFIFOに 128バイトたまったときに、CPUに割り込み。もし

くは、DMA転送要求を発生。 

11：FLDTFIFOに 128バイトたまったときに、CPUに割り込み。もし

くは、16バイトたまったとき、DMA転送要求を発生。 

フラッシュメモリ書き込み時 

00：FLDTFIFOに 4バイト以上空きがあるとき、CPUに割り込み 

（DMA転送設定しないでください）。 

01：FLDTFIFOに 16バイト以上空きがあるとき、CPUに割り込み／ 

DMA転送要求を発生。 

10：FLDTFIFOにデータが 128バイト以上空きがあるとき、CPUに割

り込み。（DMA転送設定しないでください） 

11：FLDTFIFOにデータが 128バイト以上空きがあるとき、CPUに割

り込み。もしくは、16バイト以上空きがあるとき、DMA転送要求

を発生。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

19 AC1CLR 0 R/W FLECFIFOクリアビット 

FLECFIFOをクリアします。 

0：FLECFIFOの値を保持します。フラッシュメモリアクセス時は 0に

設定してください。 

1：FLECFIFOをクリアします。クリア後は 0に設定してください。 

18 AC0CLR 0 R/W FLDTFIFOクリアビット 

データ領域 FLDTFIFOをクリアします。 

0：FLDTFIFOの値を保持します。フラッシュメモリアクセス時は 0に

設定してください。 

1：FLDTFIFOの値をクリアします。クリア後は 0に設定してください。 

17 DREQ1EN 0 R/W FLECFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLECFIFO領域からの DMA転送要求発行を許可します 

16 DREQ0EN 0 R/W FLDTFIFODMAリクエストイネーブルビット 

FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行許可／禁止を選択します。 

0：FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行を禁止します 

1：FLDTFIFO領域からの DMA転送要求発行を許可します 

15～10 － すべて 0 R  リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 ECERB 0 R/W ECCエラービット 

ECCのエラー検出結果を示します。セクタアクセスモードでフラッシュメ

モリを読み出した場合、その中の ECCエラーが発生していれば、本ビッ

トに 1がセットされます。 

本ビットが 1にセットされても割り込みは発生しません。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：ECCエラーなし（取り込んだ ECCがすべて 0であったことを示し

ます） 

1：ECCエラーが発生したことを示します。 

8 STERB 0 R/W ステータスエラービット 

ステータスリードの結果を示します。ステータスリードした場合、

FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットの特定ビットが 1であれば、本ビットに 1

がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：ステータスエラーなし（FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットの特定ビッ

トが 0であったことを示します） 

1：ステータスエラーが発生したことを示します。 

特定ビットに関しては「25.4.6 ステータスリード」を参照してく

ださい。 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

7 BTOERB 0 R/W タイムアウトエラービット 

タイムアウトエラーが発生した（FLBSYCNTの RBTIMCNT[19:0]ビットが

カウントダウン後 0になった）とき、本ビットに 1がセットされます。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：タイムアウトエラーなし 

1：タイムアウトエラーが発生したことを示します。 

6 TRREQF1 0 R/W FLECFIFO転送要求フラグビット 

FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：FLECFIFOからの転送要求は発生していません 

1：FLECFIFOからの転送要求が発生したことを示します 

5 TRREQF0 0 R/W FLDTFIFO転送要求フラグビット 

FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します。 

本ビットはフラグビットであるため、1は書き込めません。フラグをクリ

アするための 0書き込みのみ可能です。 

0：FLDTFIFOからの転送要求は発生していません 

1：FLDTFIFOからの転送要求が発生したことを示します 

4 STERINTE 0 R/W ステータスエラー発生時の割り込み許可ビット 

ステータスエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択しま

す。 

0：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：ステータスエラーによる CPUに対する割り込み許可 

3 RBERINTE 0 R/W タイムアウトエラー発生時の割り込み許可ビット 

タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込みの許可／禁止を選択し

ます。 

0：タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み禁止 

1：タイムアウトエラーによる CPUに対する割り込み許可 

2 TEINTE 0 R/W 転送終了割り込み許可ビット 

転送終了（FLTRCRの TRENDビット）による CPUに対する割り込みの

許可／禁止を選択します。 

0：転送終了による CPUに対する割り込み禁止 

1：転送終了による CPUに対する割り込み許可 
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ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

1 TRINTE1 0 R/W CPUへの FLECFIFO転送要求許可ビット 

FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を

選択します。 

0：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLECFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしている時は、本ビットを 0に設定してく

ださい。 

0 TRINTE0 0 R/W CPUへの FLDTFIFO転送要求許可ビット 

FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込みの許可／禁止を

選択します。 

0：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み禁止 

1：FLDTFIFOからの転送要求による CPUに対する割り込み許可 

DMA転送をイネーブルにしている時は、本ビットを 0に設定してく

ださい。 

 

25.3.9 レディビジータイムアウト設定レジスタ（FLBSYTMR） 

FLBSYTMRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタです。 

FR/B端子がビジー状態のときのタイムアウト時間を設定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

－ － － － － － － － － － － － RBTMOUT[19:16]

RBTMOUT[15:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19～0 RBTMOUT[19:0] H'00000 R/W レディビジータイムアウトビット 

ビジー状態のタイムアウトまでの時間を（Pckのクロック数で）設定しま

す。0に設定した場合、タイムアウトは発生しません。 
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25.3.10 レディビジータイムアウトカウンタ（FLBSYCNT） 

FLBSYCNTは、読み出し専用の 32ビットのレジスタです。 

ステータスリード動作で読み出したフラッシュメモリのステータスを STAT[7:0]に格納します。 

FR/B端子がビジー状態になると、FLBSYTMRの RBTMOUT[19:0]ビットに設定したタイムアウト時間を

RBTIMCNT[19:0]ビットにコピーしカウントダウンを開始します。RBTIMCNT[19:0]ビットの値が 0になると

FLINTDMACRの BTOERBビットに 1をセットしタイムアウトエラーが発生したことを通知します。このとき

FLINTDMACRの RBERINTEビットで割り込みを許可していれば、FLSTE割り込みを発行することができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R R

STAT[7:0] － － － － RBTIMCNT[19:16]

RBTIMCNT[15:0]

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 STAT[7:0] H'00 R フラッシュメモリからステータスリードした値を表示します。 

23～20 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。 

19～0 RBTIMCNT[19:0] H'00000 R レディビジータイムアウトカウンタビット 

FR/B端子がビジー状態になったとき、FLBSYTMRの RBTMOUT[19:0]ビ

ットの設定値が本ビットにコピーされます。 

その後 FR/B端子がビジー状態の間、本ビットの値はカウントダウンされ、

0になるとタイムアウトエラーが発生します。 
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25.3.11 データ FIFOレジスタ（FLDTFIFO） 

FLDTFIFOは、データ FIFO領域に対するリードライト用レジスタです。 

DMA転送時は、本レジスタをデータの転送先（転送元）に指定してください。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。 

16バイト DMA転送時は、16バイトアドレス境界のアドレスから FLDTFIFOにアクセスしてください。 

本レジスタを使用する場合、FINTDMACRの FIFOクリアビットにより、FIFOの値をクリアしてから使用して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

DTFO[31:24] DTFO[23:16]

DTFO[15:8] DTFO[7:0] 

 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 DTFO[31:24] H'00 R/W 第 1データビット 

FD7～FD0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

23～16 DTFO[23:16] H'00 R/W 第 2データビット 

FD7～FD0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

15～8 DTFO[15:8] H'00 R/W 第 3データビット 

FD7～FD0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

7～0 DTFO[7:0]  H'00 R/W 第 4データビット 

FD7～FD0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 
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25.3.12 管理コード FIFOレジスタ（FLECFIFO） 

FLECFIFOは、管理コード FIFO領域に対するリードライト用レジスタです。 

DMA転送時は、本レジスタを管理コードの転送先（転送元）に指定してください。 

FLCMDCRの SELRWビットで指定したリードライト方向と本レジスタのリードライトアクセスの向きは一致

させてください。 

16バイト DMA転送時は、16バイトアドレス境界のアドレスから FLECFIFOにアクセスしてください。 

本レジスタを使用する場合、FINTDMACRの FIFOクリアビットにより、FIFOの値をクリアしてから使用して

ください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

ECFO[31:24] ECFO[23:16]

ECFO[15:8] ECFO[7:0] 

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

31～24 ECFO[31:24] H'00 R/W 第 1データビット 

FD7～FD0から 1番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

23～16 ECFO[23:16] H'00 R/W 第 2データビット 

FD7～FD0から 2番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

15～8 ECFO[15:8] H'00 R/W 第 3データビット 

FD7～FD0から 3番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 

7～0 ECFO[7:0] H'00 R/W 第 4データビット 

FD7～FD0から 4番目に入出力されるデータを指定します。 

書き込み時：書き込むデータを指定します。 

読み出し時：読み出しデータが格納されます。 
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25.3.13 転送制御レジスタ（FLTRCR） 

TRSTRTビットを 1にすることによりフラッシュメモリへのアクセスを開始させます。TRENDビットによりア

クセスの終了を確認できます。転送中（TRSTRTビットを 1にセットしてから TRENDビットに 1がセットされる

までの間）には強制終了（TRSTRTビットを 0にセット）は行わないでください。 
 

7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W

－ － － － － － TREND TRSTRT

 
 

ビット 名称 初期値 R/W 説   明 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 TREND 0 R/W 処理終了フラグビット 

指定したアクセスモードによる処理が終了したことを示します。 

書き込むときは、0を書き込んでください。 

0 TRSTRT 0 R/W 転送開始ビット 

TRENDが 0のときに TRSTRTを 0から 1にセットすることで、アクセス

モード指定ビット ACM[1:0]で指定したアクセスモードでの処理を開始し

ます。 

0：転送停止 

1：転送開始 
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25.4 動作説明 

25.4.1 動作モード 

動作モードには、 

• コマンドアクセスモード 

• セクタアクセスモード 

の 2モードがあります。ECCの生成／エラーチェックは、セクタアクセスモードで実行されます。 
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25.4.2 レジスタ設定手順 

図 25.2にフラッシュメモリとのアクセスに必要なレジスタ設定フローを示します。 

Yes

No

START

END

FLCMNCR設定

FLCMDCR設定

FLCMCDR設定

FLADR設定

FLDTCNTR設定

FLDATAR設定

FLINTDMACR設定

FLBSYTMR設定

FLDTFIFO設定

FLECFIFO設定

FLTRCR以外、
レジスタ設定は終了?

Yes

転送中であれば転送終了まで
設定は行わない

No
FLTRCRはすべて0?

FLTRCRにH'01を設定

FLTRCRにH'00を設定

Yes

No
FLTRCR、TREND＝1?

セクタアクセス時は設定不要

リード時は設定不要
FLDTFIFO使用時は設定不要

リード時は設定不要

リード時は設定不要

転送開始

転送終了まで待機

 

図 25.2 レジスタ設定フロー 
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25.4.3 コマンドアクセスモード 

コマンドアクセスモードは、レジスタにフラッシュメモリに対して発行するコマンド、アドレス、データ、リ

ードライト方向および回数等を設定することにより、フラッシュメモリにアクセスを行うモードです。入出力デ

ータは、FLDTFIFOを用い DMA転送が可能です。 

（1） NAND型フラッシュメモリのアクセス 

図 25.3に NAND型フラッシュメモリに対して読み出し動作を行った例を示します。本例は、第 1コマンドに

H'00を指定、アドレス長は 3バイトを指定。リードバイト数としてデータカウンタに 8バイトを指定した場合の

動作です。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'00 A2A1 A3 1 2 3 4 5 8

 

図 25.3 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 

次に図 25.4、図 25.5に NAND型フラッシュメモリに対して書き込み動作を行った場合の波形を示します。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'80 A2A1 A3 1 2 3 4 5 8

 

図 25.4 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（1） 
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CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'10 H'70

Status

 

図 25.5 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（2） 

（2） NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）のアクセス 

図 25.6に NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）に対して読み出し動作を行った例を示します。本例

は、第 1コマンドに H'00、第 2コマンドに H'30を指定、アドレス長は 4バイトを指定。リードバイト数としてデ

ータカウンタに 4バイトを指定した場合の動作です。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'00

A1 A2 A3 A4 1 2 3 4

H'30

 

図 25.6 NAND型フラッシュメモリの読み出し動作タイミング 
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次に図 25.7、図 25.8に NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）に対して書き込み動作を行った場合の

波形を示します。 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'80

A1 A2 A3 A4 1 2 3 4

H'10

 

図 25.7 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（1） 

CLE

ALE

WE

RE

I/O7～I/O0

R/B

H'10 H'70

Status

 

図 25.8 NAND型フラッシュメモリの書き込み動作タイミング（2） 
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25.4.4 セクタアクセスモード 

セクタアクセスモードでは、アクセスする物理セクタ番号を指定することによりセクタ単位のリードライトが

可能です。また書き込み時には ECC付加、読み出し時には ECCエラーチェック（検出）処理が実行されます。 

512バイトのデータは FLDTFIFOに、16バイトの管理コードは FLECFIFOに格納されるので、FLINTDMACR

の DREQ1EN、DREQ0ENを設定しそれぞれ DMA転送が行えます。 

フラッシュメモリ内のセクタ（データ＋管理コード）とアドレス空間上のメモリとの DMA転送の関係を図 25.9

に示します。 

データ
(512バイト)

フラッシュメモリ

管理コード
(16バイト)

FLCTL

FLDT FIFO

FLEC FIFO

DMA転送

DMA転送

アドレス空間（外部メモリ領域）

データ領域

管理コード領域

 

図 25.9 DMA転送とセクタ（データ、管理コード）とメモリと DMA転送の関連模式図 
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（1） 物理セクタ 

NAND型フラッシュメモリの物理セクタアドレスとフラッシュメモリのアドレスの関係を図25.10に示します。 

物理セクタアドレス

物理セクタアドレスビット（FLADR[17:0]）

NAND型フラッシュメモリ（512＋16バイト）の場合

Row2

Row2Row3

Row3 Row1

Row1 Col

000000 0 0 0 0 0 0

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col Row1 Row2 Row3

【注】FLADR2は使用しません。

【注】FADRCNT2=1の場合FLADR[25:18]まで有効になります。
 フラッシュメモリサイズに応じて、不要ビットは0に
 セットしてください。

FLADR[1:0]よりカラムアドレスの境界
アドレス（512＋16バイト）ごとの
アドレスを生成するため、NAND型
フラッシュメモリ（2048＋64バイト）
使用時は、
  00：0バイト目
  01：512＋16バイト目 
  10：1024＋32バイト目 
  11：1536＋48バイト目 
をFLADR[1:0]に設定してください。

【注】

【記号説明】
Col : カラムアドレス 
Row : ロウアドレス（ページアドレス）

ビット17 ビット0

ビット17 ビット0

物理セクタアドレス

物理セクタアドレスビット（FLADR[25:0]）

NAND型フラッシュメモリ（2048＋64バイト）の場合

Row2Row3

Row2 Col2

ColRow1

Row1 Col1

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col1 Col2 Row1 Row2

NANDのI/Oへのアドレス出力順

Col1 Col2 Row1 Row1 Row3

【記号説明】
Col : カラムアドレス 
Row : ロウアドレス（ページアドレス）

ビット25 ビット0

ビット25

ADRCNT2=0のとき

ADRCNT2=1のとき（ビット[25:18]まで有効になります。）

ビット0

000000 0 0 0 0 0 0 0 0

Row3

 

図 25.10 セクタ番号と NAND型フラッシュメモリのアドレスの展開例 
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（2） 連続セクタアクセス 

NAND型フラッシュメモリの先頭の物理セクタとセクタ転送回数を指定することにより、連続した物理セクタ

のリードライトが可能になります。途中に不良セクタが存在し、物理セクタが不連続である 0～40までの論理セ

クタを転送する場合の物理セクタ指定レジスタとセクタ転送回数指定レジスタの設定例を図25.11にまとめます。 

物理 論理

物理セクタ指定
（FLADR、ADR17～0）

CPUがレジスタに設定する値

セクタ転送回数
（FLCMDCR、SCTCNT）

転送開始 0～11セクタを転送

13～40セクタを転送

12セクタを転送

00 12

0 0

11 11
12 ＊＊＊

13 13

40 40

300 12

転送開始

転送開始

300 1

13 28

 

図 25.11 不良セクタがある場合のセクタアクセス例 

25.4.5 ECCのエラーの修正 

本 FLCTLでは、セクタアクセスモードの書き込み時には ECCコードの生成および付加を、読み出し時には ECC

エラーチェックを行いますが、エラー訂正は行いません。 

エラー訂正は、ソフト処理で行う必要があります。 
 

25.4.6 ステータスリード 

FLCTLは NAND型フラッシュメモリのステータスレジスタの値を読み出すことができます。NANDフラッシ

ュメモリのステータスレジスタの値は I/O7～0から入力され FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットに格納されます。

FLBSYCNTの STAT[7:0]ビットは CPUからの読み出しが可能です。ステータスレジスタの値が FLBSYCNTの

STAT[7:0]ビットに格納されたときに書き込みエラーやイレースエラーを検出した場合、FLINTDMACRの STERB

ビットに 1がセットされ、FLINTDMACRの STERINTEビットが許可されていれば CPUに対し割り込みを発生さ

せます。 
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NAND型フラッシュメモリのステータスリードは、NAND型フラッシュメモリに対し、コマンド H'70を入力す

ることで実現できます。FLCMDCRの DOSRビットを 1にセットし、コマンドアクセスモードまたはセクタアク

セスモードで書き込みを実行すれば、FLCTLは自動的に H'70を NAND型フラッシュメモリに入力し、ステータ

スリードを行います。NAND型フラッシュメモリステータスリード時、I/O7～0から入力されるステータスレジス

タ各ビットの意味を表 25.4に示します。 
 

表 25.4 NAND型フラッシュメモリのステータスリード 

I/O 状態（definition） 説   明 

I/O7 書き込み保護 0：書き込み不可 

1：書き込み可 

I/O6 レディ／ビジー 0：ビジー状態 

1：レディ状態 

I/O5～1 リザーブ － 

I/O0 書き込み／消去 0：Pass（成功） 

1：Fail（失敗） 

 



 

25. NANDフラッシュメモリコントローラ（FLCTL） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  25-33 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

25.5 割り込み処理 
FLCTLには 6種類の割り込み要因（ステータスエラー、レディ／ビジータイムアウトエラー、ECCエラー、転

送終了、FIFO0転送要求、FIFO1転送要求）があります。すべての割り込み要因は独立した割り込みフラグを持

っており、割り込みイネーブルビットにより許可されていれば、CPUに対し独立した割り込み要求が発生します。

ステータスエラーとレディ／ビジータイムアウトエラー、ECCエラーは、CPUに対して共通の FLSTE割り込み

を使用します。 
 

表 25.5 FLCTLの割り込み要求 

割り込み要因 割り込みフラグ 許可ビット 意   味 優先順位 

STERB STERINTE ステータスエラー 

BTOERB RBERINTE レディ／ビジータイムアウトエラー 

FLSTE割り込み 

ECERB ECERINTE ECCエラー 

FLTEND割り込み TREND TEINTE 転送終了 

FLTRQ0割り込み TRREQF0 TRINTE0 FIFO0転送要求 

FLTRQ1割り込み TRREQF1 TRINTE1 FIFO1転送要求 

高 

 

 

 

 

低 

【注】 FIFO0オーバラン／アンダラン、FIFO1オーバラン／アンダランエラーにもフラグは存在しますが、CPUに対する割り

込みは発生しません。 
 

25.6 DMA転送の設定 

FLCTLはデータ領域FLDTFIFOと管理コード領域FLECFIFOから個別にDMA転送要求を出すことができます。

各アクセスモードでの DMA転送の可／不可を表 25.6に示します。 
 

表 25.6 DMA転送の設定 

 セクタアクセスモード コマンドアクセスモード 

FLDTFIFO 可能 可能 

FLECFIFO 可能 不可 

 

DMACの設定については「第 12章 ダイレクトメモリアクセスコントローラ（DMAC）」を参照してくださ

い。 
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26. サンプリングレートコンバータ（SRC） 

サンプリングレートコンバータ（SRC）は、WMA/MP3/AACなどの各種デコーダで生成されたデータのサンプ

リングレートを変換するモジュールです。 
 

26.1 特長 

• データ形式：16ビット（ステレオ／モノラル） 

• サンプリングレート 

入力：8kHz、11.025kHz、12kHz、16kHz、22.05kHz、24kHz、32kHz、44.1kHz、48kHzから選択可能 

出力：32kHz、44.1kHz、48kHzから選択可能 

• 処理性能：1サンプルの出力間隔は最大約10μs（周辺バスクロック＝54MHz） 

• SNR：93db以上 

• 割り込み要因：3種類 

入力データFIFOエンプティ、出力データFIFOフル、出力データFIFOオーバライト 

• DMA転送要因：2種類 

入力データFIFOエンプティ、出力データFIFOフル 

• モジュールスタンバイモード 

不使用時にSRCへのクロック供給を停止することにより、消費電力の低減が可能 
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図 26.1に SRCのブロック図を示します。 

周辺バス

【記号説明】
SRCID ：SRC入力データレジスタ
SRCOD ：SRC出力データレジスタ
SRCIDCTRL ：SRC入力データ制御レジスタ

SRCODCTRL ：SRC出力データ制御レジスタ
SRCCTRL ：SRC制御レジスタ
SRCSTAT ：SRCステータスレジスタ

SRCOD SRCIDCTRL

SRCODCTRL

SRCCTRL

SRCSTAT

入出力制御部

割り込み／DMA転送要求

出力データFIFO
32ビット×8段

係数ROM レジスタ

入力バッファメモリ
16ビット×64ワード×2

中間バッファメモリ
16ビット×64ワード×2

ch0

ch1

ch0

ch1

SRCID

入力データFIFO
32ビット×16段

 

図 26.1 SRCのブロック図 
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26.2 レジスタの説明 
SRCには以下のレジスタがあります。 

 

表 26.1 レジスタ構成 

レジスタ名 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

SRC入力データレジスタ SRCID R/W H'FFF2 0000 H'1FF2 0000 16、32 

SRC出力データレジスタ SRCOD R H'FFF2 0004 H'1FF2 0004 16、32 

SRC入力データ制御レジスタ SRCIDCTRL R/W H'FFF2 0008 H'1FF2 0008 16 

SRC出力データ制御レジスタ SRCODCTRL R/W H'FFF2 000A H'1FF2 000A 16 

SRC制御レジスタ SRCCTRL R/W H'FFF2 000C H'1FF2 000C 16 

SRCステータスレジスタ SRCSTAT R/(W)* H'FFF2 000E H'1FF2 000E 16 

【注】 * ビット 15～3は読み出しのみ可能です。また、ビット 2～0は 1を読み出した後の 0書き込みのみ可能です。 

ビット 2については、それをクリアしない場合、常に 1を書き込んでください。ビット 2～0への 1書き込みは、各

ビットの値に影響を与えません。 

 

表 26.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 

レジスタ名 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

SRC入力データレジスタ SRCID H'0000 0000 保持 保持 

SRC出力データレジスタ SRCOD H'0000 0000 保持 保持 

SRC入力データ制御レジスタ SRCIDCTRL H'0000 保持 保持 

SRC出力データ制御レジスタ SRCODCTRL H'0000 保持 保持 

SRC制御レジスタ SRCCTRL H'0000 保持 保持 

SRCステータスレジスタ SRCSTAT H'0002 保持 保持 
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26.2.1 SRC入力データレジスタ（SRCID） 

SRCIDは、32ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、サンプリングレート変換前のデータの入力に用

います。すべてのビットは読み出すと 0が読み出されます。SRCIDへ書き込まれたデータは、16段の入力データ

FIFOに格納されます。入力データ FIFOのデータ数が 16のときは、SRCIDへの書き込みは無効になります。ステ

レオデータの場合、ビット 31～16には ch0のデータ、ビット 15～0には ch1のデータを格納します。モノラルデ

ータの場合、ビット 31～16に格納されたデータが有効となり、ビット 15～0に格納されたデータは無効となりま

す。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  

 

変換処理の対象となるデータは、SRCIDCTRLの IEDビットの設定値によりアラインメントが異なります。表

26.3に SRCIDCTRLの IEDビットの設定値とデータのアラインメントの関係を示します。 
 

表 26.3 変換データのアラインメント 

IED ch0[15:8] ch0[7:0] ch1[15:8] ch1[7:0] 

0 SRCID[31:24] SRCID[23:16] SRCID[15:8] SRCID[7:0] 

1 SRCID[23:16] SRCID[31:24] SRCID[7:0] SRCID[15:8] 
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26.2.2 SRC出力データレジスタ（SRCOD） 

SRCODは、32ビットの読み出し可能なレジスタで、サンプリングレート変換後のデータの出力に用います。8

段の出力データ FIFOに格納されたデータを SRCODから読み出すことができます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

初期値：
R/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3

R R R R R R R R R R R R R R R R

0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3 0*3

R R R R R R R R R R R R R R R R  
 

SRCODの内容は、SRCODCTRLの OCH、OEDビットの設定値によりアラインメントが異なります。表 26.4

に SRCODCTRLの OCH、OEDビットの設定値と SRCODに格納されるデータのアラインメントの関係を示しま

す。 

表 26.4 SRCODのアラインメント 

OCH OED SRCOD[31:24] SRCOD[23:16] SRCOD[15:8] SRCOD[7:0] 

0 ch0[15:8] ch0[7:0] ch1[15:8]*2 ch1[7:0]*2 0 

1 ch0[7:0] ch0[15:8] ch1[7:0]*2 ch1[15:8]*2 

0 ch1[15:8] ch1[7:0] ch0[15:8] ch0[7:0] 1*1 

1 ch1[7:0] ch1[15:8] ch0[7:0] ch0[15:8] 

【注】 *1 モノラルデータを処理する場合は設定しないでください。 

 *2 モノラルデータを処理する場合は無効なデータとなります。 

 *3 SRCCTRLレジスタ CLビットに 1を書き込んだ後、読み出すと 0が読み出されます。CLビットに 1を書き込む

前に読み出すと値は保証されません。 
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26.2.3 SRC入力データ制御レジスタ（SRCIDCTRL） 

SRCIDCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、入力データのエンディアン形式、割り込

み要求の許可／禁止、トリガデータ数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R/W R/W R R R R R R R/W R/W

- - - - - - IED IEN - - - - - - IFTRG[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9 IED 0 R/W 入力データエンディアン指定 

入力データのエンディアン形式を指定します。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

8 IEN 0 R/W 入力データエンプティインタラプトイネーブル 

入力 FIFOのデータ数が IFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以下にな

り、SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の IINTビットが 1にセットさ

れたときに、入力データエンプティ割り込み要求の発生を許可／禁止しま

す。 

0：入力データエンプティ割り込み要求を禁止 

1：入力データエンプティ割り込み要求を許可 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 IFTRG[1:0] 00 R/W 入力 FIFOデータ数トリガ 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の IINTビットをセットする条件を

指定します。入力 FIFOに格納された入力データ数が以下に示す設定トリ

ガ数以下になったとき、IINTビットは 1にセットされます。 

00：0 

01：4 

10：8 

11：12 
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26.2.4 SRC出力データ制御レジスタ（SRCODCTRL） 

SRCODCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力データのチャネル入れ替え、エンデ

ィアン形式、割り込み要求の許可／禁止、トリガデータ数を設定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R/W R/W R/W R R R R R R R/W R/W

- - - - - OCH OED OEN - - - - - - OFTRG[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～11 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 OCH 0 R/W 出力データチャネルスワップ 

SRC出力データレジスタ（SRCOD）のチャネル入れ替えを指定します。

モノラルデータを変換する場合は 1に設定しないでください。 

0：チャネルを入れ替えない（入力データの順と同じにする） 

1：チャネルを入れ替える（入力データの順と逆にする） 

9 OED 0 R/W 出力データエンディアン指定 

出力データのエンディアン形式を指定します。 

0：ビッグエンディアン 

1：リトルエンディアン 

8 OEN 0 R/W 出力データフルインタラプトイネーブル 

出力FIFOのデータ数がOFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以上にな

り、SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OINTビットがセットされ

たときに、出力データフル割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：出力データフル割り込み要求を禁止 

1：出力データフル割り込み要求を許可 

7～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 OFTRG[1:0] 00 R/W 出力 FIFOデータ数トリガ 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OINTビットをセットする条件

を指定します。出力 FIFOに格納された出力データ数が以下に示す設定ト

リガ数以上になったとき、OINTビットは 1にセットされます。 

00：1 

01：2 

10：4 

11：6 
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26.2.5 SRC制御レジスタ（SRCCTRL） 

SRCCTRLは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、モジュール動作の許可／禁止、割り込み要

求の許可／禁止、フラッシュ処理、内部ワークメモリのクリア処理、入力および出力サンプリングレートを設定

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R/W R/W

- - - SRCEN - EEN FL CL IFS[3:0] - - OFS[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～13 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 SRCEN 0 R/W SRCモジュールイネーブル 

SRCのモジュール動作の許可／禁止を設定します。 

0：SRCモジュール動作を禁止 

1：SRCモジュール動作を許可 

【注】SRCEN＝1のときは、下記ビットの設定値を変更しないでください。 

レジスタ名 ビット ビット名  

SRCIDCTRL 9 IED  

SRCODCTRL 10、9 OCH、OED  

SRCCTRL 7～4、0 IFS[3:0]、OFS  
 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 EEN 0 R/W 出力 FIFOオーバライトインタラプトイネーブル 

出力 FIFOのデータが読み出される前に上書きが発生し、SRCステータス

レジスタ（SRCSTAT）の OVFビットが 1にセットされたときに、出力

FIFOオーバライト割り込み要求の発生を許可／禁止します。 

0：出力 FIFOオーバライト割り込み要求を禁止 

1：出力 FIFOオーバライト割り込み要求を許可 

9 FL 0 R/W 内部ワークメモリフラッシュ 

1を書き込むと、入力 FIFO、入力バッファメモリ、および中間バッファメ

モリに格納されたすべてのデータに対するサンプリングレート変換の実行

（フラッシュ処理）を開始します。読み出すと常に 0が読み出されます。

SRCEN＝0のときは、1を書き込んでもフラッシュ処理を実行しません。 

また、入力バッファメモリ内のデータ数が 64未満の状態で FLビットに 1

を書き込んだ場合は、有効な出力データが得られないため、フラッシュ処

理を実行しません。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 CL 0 R/W 内部ワークメモリクリア 

1を書き込むと、入力 FIFO、出力 FIFO、入力バッファメモリ、中間バッ

ファメモリ、およびアキュムレータをクリアします。読み出すと常に 0が

読み出されます。 

SRC実行前に 1を書き込んで、SRC内部をクリアしてください。 

なお、本ビットを 1とした後、クリア処理のために周辺バスブロックで

32cyc待った後、次の処理をしてください。本ビットを1とする際、IFS[3:0]、

OFSを設定してください。 

7～4 IFS[3:0] 0000 R/W 入力サンプリングレート 

入力サンプリングレートを設定します。 

0000：8.0kHz 

0001：11.025kHz 

0010：12.0kHz 

0011：設定禁止 

0100：16.0kHz 

0101：22.05kHz 

0110：24.0kHz 

0111：設定禁止 

1000：32.0kHz 

1001：44.1kHz 

1010：48.0kHz 

1011：設定禁止 

1100：設定禁止 

1101：設定禁止 

1110：設定禁止 

1111：設定禁止 

3、2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1、0 OFS[1:0] すべて 0 R/W 出力サンプリングレート 

出力サンプリングレートを設定します。 

00：44.1kHz 

01：48.0kHz 

10：32kHz 

11：設定禁止 
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変換結果として得られる出力データ数は、以下に示す式（A）または式（B）から求められます。表 26.5に IFS、

OFS[1:0]ビットの設定値と適用される計算式の関係を示します。 
 

出力データ数＝入力データ数×
出力サンプリングレート 

入力サンプリングレート

出力データ数＝入力データ数×
出力サンプリングレート 

入力サンプリングレート
－1

...（A）

...（B）

 
 

表 26.5 サンプリングレート設定と出力データ数の関係 

IFS[3:0]設定値（入力サンプルリングレート[kHz]） OFS[1:0]設定値 

（出力サンプル

リングレート

[kHz]） 

0000 

（8.0）

0001 

（11.025） 

0010 

（12.0）

0100 

（16.0）

0101 

（22.05）

0110 

（24.0）

1000 

（32.0） 

1001 

（44.1） 

1010 

（48.0） 

00（44.1） B A A B A A B － A 

01（48.0） B B A B B A B B － 

10（32.0） A B B A B A － B A 
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26.2.6 SRCステータスレジスタ（SRCSTAT） 

SRCSTATは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、出力 FIFOおよび入力 FIFOのデータ数、各

割り込み要因の発生状態、フラッシュ処理の実行状態を示します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 1 0
R R R R R R/(W)* R/(W)* R/(W)*

【注】 1を読み出した後の0書き込みのみ可能です。*

0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R

OFDN[3:0] IFDN[4:0] - - FLF - OVF IINT OINT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 OFDN[3:0] 0000 R 出力 FIFOデータカウント 

出力 FIFOに格納されたデータの数を示します。 

11～7 IFDN[4:0] 00000 R 入力 FIFOデータカウント 

入力 FIFOに格納されたデータの数を示します。 

6、5 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 FLF 0 R フラッシュ処理ステータスフラグ 

フラッシュ処理の実行中であることを示します。 

［クリア条件］ 

• フラッシュ処理が終了したとき 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

［セット条件］ 

• SRCCTRLの FLビットに 1を書き込んだとき 

3 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 OVF 0 R/(W)* 出力 FIFOオーバライト割り込み要求フラグ 

出力 FIFOのデータ数が 8のときに、次のデータの変換処理が終了したこ

とを示します。このとき、SRC出力データレジスタ（SRCOD）の読み出

しによって出力データ FIFOに空きができるまで、変換処理は停止します。 

［クリア条件］ 

• OVF＝1の状態で OVFを読み出し後、OVFに 0を書き込んだとき（ただ

し、OVFをクリアしない場合は、常に 1を書き込んでください。OVFへ

の 1書き込みは OVFの値に影響を与えません） 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

［セット条件］ 

• 出力 FIFOのデータ数が 8の状態で、次のデータの変換処理が終了した

とき 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

1 IINT 1 R/(W)* 入力 FIFOエンプティ割り込み要求フラグ 

入力 FIFOに格納されたデータ数が SRC入力データ制御レジスタ

（SRCIDCTRL）の IFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以下になった

ことを示します。 

［クリア条件］ 

• IINT＝1の状態で IINTを読み出した後、IINTに 0を書き込んだとき 

• DMA転送により、入力 FIFOのデータ数が設定されたトリガ数を上回っ

たとき 

［セット条件］ 

• 入力 FIFOに格納されたデータ数が設定されたトリガ数以下になったと

き 

• SRCCTRLの CLビットに 1を書き込んだとき 

0 OINT 0 R/(W)* 出力 FIFOフル割り込み要求フラグ 

出力 FIFOに格納されたデータ数が SRC出力データ制御レジスタ

（SRCODCTRL）の OFTRG[1:0]ビットで設定されたトリガ数以上になっ

たことを示します。 

［クリア条件］ 

• OINT＝1の状態で OINTを読み出した後、OINTに 0を書き込んだとき 

• DMA転送により、出力 FIFOのデータ数が設定されたトリガ数を下回っ

たとき 

［セット条件］ 

• 出力 FIFOに格納されたデータ数が設定されたトリガ数以上になったと

き 

【注】 * 1を読み出した後の 0書き込みのみ可能です。 
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26.3 動作説明 

26.3.1 初期設定 

図 26.2に初期設定の手順を示します。 

レジスタ

SRCCTRL EEN

IFS[3:0]

OFS

SRCIDCTRL IED

IEN

IFTRG[1:0]

SRCODCTRL OCH

OED

OEN

OFTRG[1:0]

OVF割り込みの許可／禁止

入力サンプリングレート

出力サンプリングレート

入力データエンディアン

IDE割り込みの許可／禁止

入力データFIFOトリガ数

出力データチャネル入れ替え

出力データエンディアン

ODF割り込みの許可／禁止

出力データFIFOトリガ数

ビット 設定項目初期設定開始

各種パラメタの設定

SRCCTRLのSRCENに1を設定

初期設定終了

 

図 26.2 初期設定手順の例 
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26.3.2 データ入力 

図 26.3にデータ入力の手順を示します。 

データ入力開始

SRCSTATのIINTフラグの読み出し

SRCIDへ変換データを書き込み、
SRCSTATのIINTビットを0にクリア

SRCCTRLのFLビットに1をセット

データ入力終了

IINT＝1？
No

No

Yes

Yes

全データの入力終了？

 

図 26.3 データ入力手順の例 

（1） CPUへの割り込みを使用する場合 

1. SRCIDCTRLのIENビットに1を設定します。 

2. 割り込みコントローラの設定をします。 

3. SRCSTATのIINTビットに1が設定されると、IDE割り込み要求を発生します。割り込み処理ルーチンで

SRCSTATのIINTビットが1であることを読み出した後、SRCIDへデータを書き込み、SRCSTATのIINTビット

に0を書き込みます。その後、割り込み処理ルーチンから復帰します。 

4. 3.を繰り返し、すべてのデータ入力が終わったら、SRCCTRLのFLビットに1を書き込みます。 

 

（2） 割り込みにより DMACを起動する場合 

1. DMACのいずれかのチャネルをSRCのIDEIに割り当てます。 

2. SRCIDCTRLのIENビットに1を設定します。 

3. SRCSTATのIINTビットに1が設定されると、IDE割り込み要求を発生し、DMACを起動します。DMA転送に

より、SRCIDへデータが書き込まれ、入力データFIFOのデータ数がSRCIDCTRLのIFTRG[1:0]ビットで設定し

たトリガ数を上回ると、SRCSTATのIINTビットがクリアされます。 
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4. 3.を繰り返し、すべてのデータ入力が終わったら、SRCCTRLのFLビットに1を書き込みます。 

 

26.3.3 データ出力 

図 26.4にデータ出力の手順を示します。 

データ出力開始

SRCSTATのOINTビットの読み出し

SRCODから変換データを読み出し、
SRCSTATのOINTビットを0にクリア

SRCSTATのFLFビットの読み出し

データ出力終了

OINT＝1？
No

No

No

Yes

Yes

Yes

FLF＝0？

フラッシュ処理開始？

 

図 26.4 データ出力手順の例 

（1） CPUへの割り込みを使用する場合 

1. SRCODCTRLのOENビットに1を設定します。 

2. 割り込みコントローラの設定をします。 

3. SRCSTATのOINTビットに1が設定されると、ODF割り込み要求を発生します。割り込み処理ルーチンで

SRCSTATのOINTビットが1であることを読み出した後、SRCODからデータを読み出し、SRCSTATのOINT

ビットに0を書き込みます。その後、割り込み処理ルーチンから復帰します。 

4. フラッシュ処理開始後、SRCSTATのFLFビットが0であることを読み出すまで、3.を繰り返します。 

 

（2） 割り込みにより DMACを起動する場合 

1. DMACのいずれかのチャネルをSRCのODFIに割り当てます。 
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2. SRCODCTRLのOENビットに1を設定します。 

3. SRCSTATのOINTビットに1が設定されると、ODF割り込み要求を発生し、DMACを起動します。DMA転送

により、SRCODからデータが読み出され、出力データFIFOのデータ数がSRCODCTRLのOFTRG[1:0]ビット

で設定したトリガ数を下回ると、SRCSTATのOINTビットがクリアされます。 

4. フラッシュ処理開始後、SRCSTATのFLFビットが0であることを読み出すまで、3.を繰り返します。 

 

26.4 割り込み 

SRCの割り込み要因には、入力 FIFOデータエンプティ（IDEI）、出力 FIFOデータフル（ODFI）、出力 FIFO

オーバライト（OVF）の 3種類があります。表 26.6に割り込みの種類と発生条件を示します。 
 

表 26.6 割り込み要求の種類と発生条件 

割り込み要求 略称 発生条件 DMAC 起動 

入力データ FIFOエンプティ IDEI (IINT＝1)・(IEN＝1)・(SRCEN＝1) 可 

出力データ FIFOフル ODFI (OINT＝1)・(OEN＝1)・(SRCEN＝1) 可 

出力データ FIFOオーバライト OVF (OVF＝1)・(EEN＝1)・(SRCEN＝1) 不可 

 

割り込み発生条件が成立すると、CPUは割り込み例外処理を実行します。割り込み要因フラグは、割り込み例

外処理ルーチン内でクリアしてください。 

IDEI割り込みと ODFI割り込みは、DMACの設定により、DMACを起動することができます。DMA転送によ

り SRCIDにデータが書き込まれ、入力データ FIFOのデータ数が設定トリガ数を上回った場合、IINTはクリアさ

れます。同様に、SRCODからデータが読み出され、出力データ FIFOのデータ数が設定トリガ数を下回った場合、

OINTはクリアされます。 
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26.5 使用上の注意事項 

26.5.1 レジスタアクセス時の注意 

SRCCTRLの FLビットに 1を書き込んだ場合、SRCSTATの FLFビットがセットされるまでに周辺クロック（P

φ）で3サイクルかかります。一方、CPUはレジスタ書き込み完了を待たずに後続の命令を実行するため、SRCCTRL

への書き込み命令の直後の命令では、FLFがセットされた状態を読み出すことはできません。フラッシュ処理の

実行状態確認する場合は、SRCCTRLへの書き込み命令の後に SRCCTRLまたは SRCSTATをダミーリードし、FLF

ビットがセットされるのを待ってください。 
 

26.5.2 フラッシュ処理に関する注意 

SRC制御レジスタ（SRCCTRL）の FLビットに 1が書き込まれると、SRCはそれまでに入力されたデータの終

点以降に 0データを付加しながら、変換処理を続行します。フラッシュ処理は、オーディオデータの終点となる

データの入力が完了し、後続するデータが存在しない場合に行ってください。 

また、フラッシュ処理を実行した後に再度変換処理を行う場合は、下記のいずれかの動作によって内部ワーク

メモリをクリアしてください。 

• SRCCTRLのCLビットに1を書き込む 

• SRCCTRLのSRCENビットに0を書き込んだ後に1を書き込む 

 

26.5.3 OVFフラグビットのクリアについて 

SRCステータスレジスタ（SRCSTAT）の OVFビットが 1にセットされるタイミングで、CPUによる読み出し

を行うと、CPUには 0が返されますが、SRC内部論理は CPUに 1を返したと認識することがあります。このため、

その後、CPUが本フラグに 0を書き込むと、1読み出し後の 0書き込みの条件が成立し、本フラグが誤ってクリ

アされることがあります。 

これを回避するため、本フラグのクリアを意図しない SRCSTATへの書き込みでは、OVFフラグビットに 1を

書き込んでください（OVFフラグビットへの 1書き込みはフラグの値に影響を与えません）。本フラグのクリア

を意図する SRCSTATへの書き込みでのみ、OVFフラグビットに 0を書き込んでください。
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27. 汎用入出力ポート（GPIO） 

27.1 特長 

本 LSIは 10組（入出力：77本）の汎用ポート（ポート A～J）があります。 

汎用入出力ポート（GPIO）の各ポートは周辺モジュールの端子とマルチプレクスされており、GPIO、周辺モジ

ュールの選択を行います。 

GPIOには次のような特長があります。 

• それぞれのポート端子は、ポートコントロールレジスタで端子機能とプルアップMOS制御を端子ごとに行え

るマルチプレクス端子です。 

• ポートはそれぞれ端子のデータを格納するためのデータレジスタを1本ずつ持っています。 

• GPIO割り込みあり（ポートA、ポートB） 

 

表 27.1および表 27.2に汎用入出力ポート（GPIO）のレジスタで制御されるマルチプレクス端子を示します。 
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表 27.1 ポートコントロールレジスタで制御されるマルチプレクス一覧表 

 

ポート ポートの機能 

(関連 

モジュール) 

その他の機能 1 

(関連 

モジュール) 

その他の機能 2

(関連 

モジュール) 

その他の機能 3

(関連 

モジュール) 

その他の機能 4 

(関連 

モジュール) 

GPIO割り込み 

PA7 

入出力（ポート）

STATUS1 

出力（SYSTEM）

RTS2 

入出力（SCIF）

－ － PINT15 

入力（INTC） 

PA6 

入出力（ポート）

STATUS0 

出力（SYSTEM）

CTS2 

入出力（SCIF）

－ － PINT14 

入力（INTC） 

PA5 

入出力（ポート）

FCE 

出力（FLCTL） 

－ － － PINT13 

入力（INTC） 

PA4 

入出力（ポート）

FRE 

出力（FLCTL） 

－ － － PINT12 

入力（INTC） 

PA3 

入出力（ポート）

FEW 

出力（FLCTL） 

－ － － PINT11 

入力（INTC） 

PA2 

入出力（ポート）

TxD2 

出力（SCIF） 

－ － － PINT10 

入力（INTC） 

PA1 

入出力（ポート）

RxD2 

入力（SCIF） 

－ － － PINT9 

入力（INTC） 

A 

PA0 

入出力（ポート）

SCK2 

入出力（SCIF） 

－ － － PINT8 

入力（INTC） 

PB7 

入出力（ポート）

A25 

出力（ADDRESS） 

DREQ0 

入力（DMAC）

RTS0 

入出力（SCIF）

－ PINT7 

入力（INTC） 

PB6 

入出力（ポート）

A24 

出力（ADDRESS） 

DACK0 

出力（DMAC）

CTS0 

入出力（SCIF）

－ PINT6 

入力（INTC） 

PB5 

入出力（ポート）

A23 

出力（ADDRESS） 

DTEND0 

出力（DMAC）

RTS1 

入出力（SCIF）

－ PINT5 

入力（INTC） 

PB4 

入出力（ポート）

A22 

出力（ADDRESS） 

CTS1 

入出力（SCIF）

－ － PINT4 

入力（INTC） 

PB3 

入出力（ポート）

A21 

出力（ADDRESS） 

－ － － PINT3 

入力（INTC） 

PB2 

入出力（ポート）

A20 

出力（ADDRESS） 

－ － － PINT2 

入力（INTC） 

PB1 

入出力（ポート）

A19 

出力（ADDRESS） 

－ － － PINT1 

入力（INTC） 

B 

PB0 

入出力（ポート）

A18 

出力（ADDRESS） 

－ － － PINT0 

入力（INTC） 
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ポート ポートの機能 

(関連 

モジュール) 

その他の機能 1

(関連 

モジュール) 

その他の機能 2

(関連 

モジュール) 

その他の機能 3

(関連 

モジュール) 

その他の機能 4 

(関連 

モジュール) 

GPIO割り込み 

PC7 

入出力（ポート）

AUDIO_CLK0 

入力（SSI） 

－ － － － 

PC6 

入出力（ポート）

AUDIO_CLK1 

入力（SSI） 

－ － － － 

PC5 

入出力（ポート）

AUDIO_CLK2 

入力（SSI） 

－ － － － 

PC4 

入出力（ポート）

SSIWS2 

入出力（SSI） 

－ － － － 

PC3 

入出力（ポート）

SSISCK2 

入出力（SSI） 

－ － － － 

PC2 

入出力（ポート）

SSIDATA2 

入出力（SSI） 

－ － － － 

PC1 

入出力（ポート）

ASEBRK/ 

BRKACK 

入出力（AUD）

TCLK 

入力（TMU） 

－ － － 

C 

PC0 

入出力（ポート）

FALE 

出力（FLCTL）

－ － － － 

PD7 

入出力（ポート）

CRS 

入力（EtherC）

IDEA1_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PD6 

入出力（ポート）

TX_ER 

出力（EtherC）

IDEIOWR_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PD5 

入出力（ポート）

TX_CLK 

入力（EtherC）

IDED15_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 

PD4 

入出力（ポート）

TX_EN 

出力（EtherC）

IDED0_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 

PD3 

入出力（ポート）

MII_TXD0 

出力（EtherC）

SSISCK5 

入出力（SSI） 

IDEIORDY_M 

入力（ATAPI）

－ － 

PD2 

入出力（ポート）

MII_TXD1 

出力（EtherC）

SSIWS5 

入出力（SSI） 

IDEIORD_M 

出力（ATAPI）

－ － 

PD1 

入出力（ポート）

MII_TXD2 

出力（EtherC）

AUDIO_CLK5 

入力（SSI） 

IDEINT_M 

入力（ATAPI）

－ － 

D 

PD0 

入出力（ポート）

MII_TXD3 

出力（EtherC）

SSIDATA5 

入出力（SSI） 

IODACK_M 

出力（ATAPI）

－ － 
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ポート ポートの機能 

(関連 

モジュール) 

その他の機能 1

(関連 

モジュール) 

その他の機能 2

(関連 

モジュール) 

その他の機能 3

(関連 

モジュール) 

その他の機能 4 

(関連 

モジュール) 

GPIO割り込み 

PE7 

入出力（ポート）

COL 

入力（EtherC）

IDEA2_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PE6 

入出力（ポート）

RX_ER 

入力（EtherC）

IODREQ_M 

入力（ATAPI）

－ － － 

PE5 

入出力（ポート）

RX_CLK 

入力（EtherC）

IDED1_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 

PE4 

入出力（ポート）

RX_DV 

入力（EtherC）

IDED14_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 

PE3 

入出力（ポート）

MII_RXD0 

入力（EtherC）

SSIWS4 

入出力（SSI） 

IDED2_M 

入出力（ATAPI）

－ － 

PE2 

入出力（ポート）

MII_RXD1 

入力（EtherC）

SSISCK4 

入出力（SSI） 

IDED13_M 

入出力（ATAPI）

－ － 

PE1 

入出力（ポート）

MII_RXD2 

入力（EtherC）

SSIDATA4 

入出力（SSI） 

IDED3_M 

入出力（ATAPI）

－ － 

E 

PE0 

入出力（ポート）

MII_RXD3 

入力（EtherC）

AUDIO_CLK4 

入力（SSI） 

IDED12_M 

入出力（ATAPI）

－ － 

PF7 

入出力（ポート）

D32 

入出力（DATA）

－ － － － 

PF6 

入出力（ポート）

D33 

入出力（DATA）

－ － － － 

PF5 

入出力（ポート）

D34 

入出力（DATA）

－ － － － 

PF4 

入出力（ポート）

EXOUT 

出力（EtherC）

IDECS1_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PF3 

入出力（ポート）

LNKSTA 

入力（EtherC）

IDECS0_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PF2 

入出力（ポート）

WOL 

出力（EtherC）

IDEA0_M 

出力（ATAPI）

－ － － 

PF1 

入出力（ポート）

MDIO 

入出力（EtherC）

IDED11_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 

F 

PF0 

入出力（ポート）

MDC 

出力（EtherC）

IDED4_M 

入出力（ATAPI）

－ － － 
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ポート ポートの機能 

（関連 

モジュール） 

その他の機能 1

（関連 

モジュール） 

その他の機能 2

（関連 

モジュール） 

その他の機能 3

（関連 

モジュール） 

その他の機能 4 

（関連 

モジュール） 

GPIO割り込み 

PG7 

入出力（ポート）

LCD_DATA15 

出力（LCDC）

DR3 

出力（VDC2）

－ － － 

PG6 

入出力（ポート）

LCD_DATA14 

出力（LCDC）

DR2 

出力（VDC2）

－ － － 

PG5 

入出力（ポート）

LCD_DATA13 

出力（LCDC）

DR1 

出力（VDC2）

－ － － 

PG4 

入出力（ポート）

LCD_DATA12 

出力（LCDC）

DR0 

出力（VDC2）

－ － － 

PG3 

入出力（ポート）

LCD_DATA11 

出力（LCDC）

DG5 

出力（VDC2）

－ － － 

PG2 

入出力（ポート）

LCD_DATA10 

出力（LCDC）

DG4 

出力（VDC2）

－ － － 

PG1 

入出力（ポート）

LCD_DATA9 

出力（LCDC）

DG3 

出力（VDC2）

－ － － 

G 

PG0 

入出力（ポート）

LCD_DATA8 

出力（LCDC）

DG2 

出力（VDC2）

－ － － 

PH7 

入出力（ポート）

AUDIO_CLK3 

入力（SSI） 

－ － － － 

PH6 

入出力（ポート）

SSIWS3 

入出力（SSI）

－ － － － 

PH5 

入出力（ポート）

SSISCK3 

入出力（SSI）

－ － － － 

PH4 

入出力（ポート）

SSIDATA3 

入出力（SSI）

－ － － － 

PH3 

入出力（ポート）

LCD_CL2 

出力（LCDC）

DE_V 

出力（VDC2）

－ － － 

PH2 

入出力（ポート）

LCD_DON 

出力（LCDC）

DCLKOUT 

出力（VDC2）

－ － － 

PH1 

入出力（ポート）

LCD_VCP_WC

出力（LCDC）

DR4 

出力（VDC2）

－ － － 

H 

PH0 

入出力（ポート）

LCD_VEP_WC

出力（LCDC）

DR5 

出力（VDC2）

－ － － 
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ポート ポートの機能 

(関連 

モジュール) 

その他の機能 1

(関連 

モジュール) 

その他の機能 2

(関連 

モジュール) 

その他の機能 3

(関連 

モジュール) 

その他の機能 4 

(関連 

モジュール) 

GPIO割り込み 

PI4 

入出力（ポート）

LCD_DATA7 

出力（LCDC）

DG1 

出力（VDC2）

BT_DATA7 

出力（VDC2）

－ － 

PI3 

入出力（ポート）

LCD_DATA6 

出力（LCDC）

DG0 

出力（VDC2）

BT_DATA6 

出力（VDC2）

－ － 

PI2 

入出力（ポート）

LCD_DATA5 

出力（LCDC）

DB5 

出力（VDC2）

BT_DATA5 

出力（VDC2）

－ － 

PI1 

入出力（ポート）

LCD_DATA4 

出力（LCDC）

DB4 

出力（VDC2）

BT_DATA4 

出力（VDC2）

－ － 

I 

PI0 

入出力（ポート）

PI0 

入出力（ポート）

COM／CDE 

出力（VDC2）

－ － － 

PJ7 

入出力（ポート）

PJ7 

入出力（ポート）

－ － IDED10_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ6 

入出力（ポート）

PJ6 

入出力（ポート）

－ － IDED5_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ5 

入出力（ポート）

PJ5 

入出力（ポート）

－ － IDED9_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ4 

入出力（ポート）

PJ4 

入出力（ポート）

－ － IDED6_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ3 

入出力（ポート）

PJ3 

入出力（ポート）

－ － IDED7_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ2 

入出力（ポート）

PJ2 

入出力（ポート）

－ － IDED8_M 

入出力（ATAPI） 

－ 

PJ1 

入出力（ポート）

PJ1 

入出力（ポート）

－ － IDERST_M 

出力（ATAPI） 

－ 

J 

PJ0 

入出力（ポート）

PJ0 

入出力（ポート）

－ － DIRECTION_M

出力（ATAPI） 

－ 

【注】 表において、ハッチングの端子がリセット直後から使用できる端子機能です。 
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表 27.2 ピンセレクトレジスタで制御されるマルチプレクス一覧 

レジスタ名 ビット名 端子の機能 1 端子の機能 2 端子の機能 3 端子の機能 4 

PTSEL_K7[1:0] WDTOVF 

出力（SYSTEM） 

IRQ1 

入力（INT） 

AUDCK 

出力（AUD） 

DACK1 

出力（DMAC） 

PTSEL_K6[1:0] SCK0 

入出力（SCIF） 

AUDSYNC 

出力（AUD） 

FCLE 

出力（FLCTL） 

－ 

PTSEL_K5 SCK1 

入出力（SCIF） 

FR/B 

入力（FLCTL） 

－ － 

PTSEL_K4[1:0] LCD_DATA0 

出力（LCDC） 

DB0 

出力（VDC2） 

BT_DATA0 

出力（VDC2） 

－ 

PTSEL_K3[1:0] LCD_CL1 

出力（LCDC） 

HSYNC* 

入出力（VDC2） 

BT_HSYNC 

出力（VDC2） 

－ 

PTSEL_K2[1:0] LCD_CLK 

入力（LCDC） 

DCLKIN 

入力（VDC2） 

－ － 

PTSEL_K1[1:0] LCD_FLM 

出力（LCDC） 

VSYNC* 

入出力（VDC2） 

BT_VSYNC 

出力（VDC2） 

 

PTSEL_K 

PTSEL_K0[1:0] LCD_M_DISP 

出力（LCDC） 

DE_H/DE_C 

出力（VDC2） 

BT_DE_C 

出力（VDC2） 

 

PTSEL_P11 RXD0 

入力（SCIF） 

AUDATA0 

出力（AUD） 

－ － 

PTSEL_P10 TXD0 

出力（SCIF） 

AUDATA1 

出力（AUD） 

－ － 

PTSEL_P9 RXD1 

入力（SCIF） 

AUDATA2 

出力（AUD） 

－ － 

PTSEL_P 

PTSEL_P8 TXD1 

出力（SCIF） 

AUDATA3 

出力（AUD） 

－ － 

PTSEL_R15 D63 

入出力（DATA） 

IDED1 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R14 D62 

入出力（DATA） 

IDED0 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R13 D61 

入出力（DATA） 

IDED3 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R12 D60 

入出力（DATA） 

IDED2 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R11 D59 

入出力（DATA） 

IDED5 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R10 D58 

入出力（DATA） 

IDED4 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R 

PTSEL_R9 D57 

入出力（DATA） 

IDED7 

入出力（ATAPI） 
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レジスタ名 ビット名 端子の機能 1 端子の機能 2 端子の機能 3 端子の機能 4 

PTSEL_R8 D56 

入出力（DATA） 

IDED6 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R7 D55 

入出力（DATA） 

DIRECTION 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R6 D54 

入出力（DATA） 

IDERST 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R5 D53 

入出力（DATA） 

IDED8 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R4 D52 

入出力（DATA） 

IDED9 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R3 D51 

入出力（DATA） 

IDED10 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R2 D50 

入出力（DATA） 

IDED11 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R1 D49 

入出力（DATA） 

IDED12 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_R 

PTSEL_R0 D48 

入出力（DATA） 

IDED13 

入出力（ATAPI） 

  

PTSEL_S15 IRQ0 

入力（INT） 

DTEND1 

出力（DMAC） 

－ － 

PTSEL_S14 IRQOUT 

出力（INT） 

DREQ1 

入力（DMAC） 

－ － 

PTSEL_S13 D47 

入出力（DATA） 

IDECS0 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S12 D46 

入出力（DATA） 

IDECS1 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S11 D45 

入出力（DATA） 

IODACK 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S10 D44 

入出力（DATA） 

IDEINT 

入力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S9 D43 

入出力（DATA） 

IDEIORDY 

入力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S8 D42 

入出力（DATA） 

IDEIORD 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S7 D41 

入出力（DATA） 

IODREQ 

入力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S 

PTSEL_S6 D40 

入出力（DATA） 

IDEIOWR 

出力（ATAPI） 

－ － 
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レジスタ名 ビット名 端子の機能 1 端子の機能 2 端子の機能 3 端子の機能 4 

PTSEL_S5 D39 

入出力（DATA） 

IDED14 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S4 D38 

入出力（DATA） 

IDED15 

入出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S3 D37 

入出力（DATA） 

IDEA1 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S2 D36 

入出力（DATA） 

IDEA2 

出力（ATAPI） 

－ － 

PTSEL_S 

PTSEL_S1 D35 

入出力（DATA） 

IDEA0 

出力（ATAPI） 

－ － 

【注】 表において、ハッチングの端子がリセット直後から使用できる端子機能です。 

 * 本機能は特殊選択レジスタにおいて、入出力機能の切り替えを行っています。 
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27.2 レジスタの説明 
GPIOのレジスタ構成を表 27.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 27.4に示します。 

 

表 27.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ*2 

ポート Aコントロールレジスタ PTIO_A R/W H'FFF1 0000 H'1FF1 0000 16 

ポート Bコントロールレジスタ PTIO_B R/W H'FFF1 0004 H'1FF1 0004 16 

ポート Cコントロールレジスタ PTIO_C R/W H'FFF1 0008 H'1FF1 0008 16 

ポート Dコントロールレジスタ PTIO_D R/W H'FFF1 000C H'1FF1 000C 16 

ポート Eコントロールレジスタ PTIO_E R/W H'FFF1 0010 H'1FF1 0010 16 

ポート Fコントロールレジスタ PTIO_F R/W H'FFF1 0014 H'1FF1 0014 16 

ポート Gコントロールレジスタ PTIO_G R/W H'FFF1 0018 H'1FF1 0018 16 

ポート Hコントロールレジスタ PTIO_H R/W H'FFF1 001C H'1FF1 001C 16 

ポート Iコントロールレジスタ PTIO_I R/W H'FFF1 0020 H'1FF1 0020 16 

ポート Jコントロールレジスタ PTIO_J R/W H'FFF1 0024 H'1FF1 0024 16 

ポート Aデータレジスタ PTDAT_A R/W H'FFF1 0040 H'1FF1 0040 16 

ポート Bデータレジスタ PTDAT_B R/W H'FFF1 0044 H'1FF1 0044 16 

ポート Cデータレジスタ PTDAT_C R/W H'FFF1 0048 H'1FF1 0048 16 

ポート Dデータレジスタ PTDAT_D R/W H'FFF1 004C H'1FF1 004C 16 

ポート Eデータレジスタ PTDAT_E R/W H'FFF1 0050 H'1FF1 0050 16 

ポート Fデータレジスタ PTDAT_F R/W H'FFF1 0054 H'1FF1 0054 16 

ポート Gデータレジスタ PTDAT_G R/W H'FFF1 0058 H'1FF1 0058 16 

ポート Hデータレジスタ PTDAT_H R/W H'FFF1 005C H'1FF1 005C 16 

ポート Iデータレジスタ PTDAT_I R/W H'FFF1 0060 H'1FF1 0060 16 

ポート Jデータレジスタ PTDAT_J R/W H'FFF1 0064 H'1FF1 0064 16 

入力端子プルアップ制御レジスタ PTPUL_SPCL R/W H'FFF1 00E0 H'1FF1 00E0 16 

ピンセレクトレジスタ A PTSEL_A R/W H'FFF1 0080 H'1FF1 0080 16 

ピンセレクトレジスタ B PTSEL_B R/W H'FFF1 0084 H'1FF1 0084 16 

ピンセレクトレジスタ C PTSEL_C R/W H'FFF1 0088 H'1FF1 0088 16 

ピンセレクトレジスタ D PTSEL_D R/W H'FFF1 008C H'1FF1 008C 16 

ピンセレクトレジスタ E PTSEL_E R/W H'FFF1 0090 H'1FF1 0090 16 

ピンセレクトレジスタ F PTSEL_F R/W H'FFF1 0094 H'1FF1 0094 16 

ピンセレクトレジスタ G PTSEL_G R/W H'FFF1 0098 H'1FF1 0098 16 

ピンセレクトレジスタ H PTSEL_H R/W H'FFF1 009C H'1FF1 009C 16 

ピンセレクトレジスタ I PTSEL_I R/W H'FFF1 00A0 H'1FF1 00A0 16 
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名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ*2 

ピンセレクトレジスタ J PTSEL_J R/W H'FFF1 00A4 H'1FF1 00A4 16 

ピンセレクトレジスタ K PTSEL_K R/W H'FFF1 00A8 H'1FF1 00A8 16 

ピンセレクトレジスタ P PTSEL_P R/W H'FFF1 00AC H'1FF1 00AC 16 

ピンセレクトレジスタ R PTSEL_R R/W H'FFF1 00B0 H'1FF1 00B0 16 

ピンセレクトレジスタ S PTSEL_S R/W H'FFF1 00B4 H'1FF1 00B4 16 

Hi-Zレジスタ A PTHIZ_A R/W H'FFF1 00E8 H'1FF1 00E8 16 

Hi-Zレジスタ B PTHIZ_B R/W H'FFF1 00EC H'1FF1 00EC 16 

特殊選択レジスタ PTSEL_SPCL R/W H'FFF1 00F0 H'1FF1 00F0 16 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 レジスタには 16ビットアクセスのみです。指定されたアクセスサイズでリードライトを行ってください。 

 

表 27.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ポート Aコントロールレジスタ PTIO_A H'0000 保持 保持 

ポート Bコントロールレジスタ PTIO_B H'0000 保持 保持 

ポート Cコントロールレジスタ PTIO_C H'0000 保持 保持 

ポート Dコントロールレジスタ PTIO_D H'0000 保持 保持 

ポート Eコントロールレジスタ PTIO_E H'0000 保持 保持 

ポート Fコントロールレジスタ PTIO_F H'0000 保持 保持 

ポート Gコントロールレジスタ PTIO_G H'0000 保持 保持 

ポート Hコントロールレジスタ PTIO_H H'0000 保持 保持 

ポート Iコントロールレジスタ PTIO_I H'0002 保持 保持 

ポート Jコントロールレジスタ PTIO_J H'AAAA 保持 保持 

ポート Aデータレジスタ PTDAT_A H'0000 保持 保持 

ポート Bデータレジスタ PTDAT_B H'0000 保持 保持 

ポート Cデータレジスタ PTDAT_C H'0000 保持 保持 

ポート Dデータレジスタ PTDAT_D H'0000 保持 保持 

ポート Eデータレジスタ PTDAT_E H'0000 保持 保持 

ポート Fデータレジスタ PTDAT_F H'0000 保持 保持 

ポート Gデータレジスタ PTDAT_G H'0000 保持 保持 

ポート Hデータレジスタ PTDAT_H H'0000 保持 保持 

ポート Iデータレジスタ PTDAT_I H'0000 保持 保持 

ポート Jデータレジスタ PTDAT_J H'0000 保持 保持 

入力端子プルアップ制御レジスタ PTPUL_SPCL H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ A PTSEL_A H'0000 保持 保持 
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名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

ピンセレクトレジスタ B PTSEL_B H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ C PTSEL_C H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ D PTSEL_D H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ E PTSEL_E H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ F PTSEL_F H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ G PTSEL_G H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ H PTSEL_H H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ I PTSEL_I H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ J PTSEL_J H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ K PTSEL_K H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ P PTSEL_P H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ R PTSEL_R H'0000 保持 保持 

ピンセレクトレジスタ S PTSEL_S H'0000 保持 保持 

Hi-Zレジスタ A PTHIZ_A H'0000 保持 保持 

Hi-Zレジスタ B PTHIZ_B H'0000 保持 保持 

特殊選択レジスタ PTSEL_SPCL H'0000 保持 保持 
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27.2.1 ポート Aコントロールレジスタ（PTIO_A） 

PTIO_Aは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能をと入力プルアップMOS制御を選

択します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_A7[1:0] PTIO_A6[1:0] PTIO_A5[1:0] PTIO_A4[1:0] PTIO_A3[1:0] PTIO_A2[1:0] PTIO_A1[1:0] PTIO_A0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_A7[1:0] 00 R/W PTA7モード 

00：その他の機能（STATUS1、RTS2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_A6[1:0] 00 R/W PTA6モード 

00：その他の機能（STATUS0、CTS2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_A5[1:0] 00 R/W PTA5モード 

00：その他の機能（FCE） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_A4[1:0] 00 R/W PTA4モード 

00：その他の機能（FRE） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_A3[1:0] 00 R/W PTA3モード 

00：その他の機能（FWE） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_A2[1:0] 00 R/W PTA2モード 

00：その他の機能（TxD2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTIO_A1[1:0] 00 R/W PTA1モード 

00：その他の機能（RxD2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_A0[1:0] 00 R/W PTA0モード 

00：その他の機能（SCK2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

27.2.2 ポート Bコントロールレジスタ（PTIO_B） 

PTIO_Bは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_B7[1:0] PTIO_B6[1:0] PTIO_B5[1:0] PTIO_B4[1:0] PTIO_B3[1:0] PTIO_B2[1:0] PTIO_B1[1:0] PTIO_B0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_B7[1:0] 00 R/W PTB7モード 

00：その他の機能（A25、DREQ0、RTS0） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_B6[1:0] 00 R/W PTB6モード 

00：その他の機能（A24、DACK0、CTS0） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_B5[1:0] 00 R/W PTB5モード 

00：その他の機能（A23、DTEND0、RTS1） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PTIO_B4[1:0] 00 R/W PTB4モード 

00：その他の機能（A22、CTS1） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_B3[1:0] 00 R/W PTB3モード 

00：その他の機能（A21） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_B2[1:0] 00 R/W PTB2モード 

00：その他の機能（A20） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_B1[1:0] 00 R/W PTB1モード 

00：その他の機能（A19） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_B0[1:0] 00 R/W PTB0モード 

00：その他の機能（A18） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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27.2.3 ポート Cコントロールレジスタ（PTIO_C） 

PTIO_Cは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_C7[1:0] PTIO_C6[1:0] PTIO_C5[1:0] PTIO_C4[1:0] PTIO_C3[1:0] PTIO_C2[1:0] PTIO_C1[1:0] PTIO_C0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_C7[1:0] 00 R/W PTC7モード 

00：その他の機能（AUDIO_CLK0） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_C6[1:0] 00 R/W PTC6モード 

00：その他の機能（AUDIO_CLK1） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_C5[1:0] 00 R/W PTC5モード 

00：その他の機能（AUDIO_CLK2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_C4[1:0] 00 R/W PTC4モード 

00：その他の機能（SSIWS2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_C3[1:0] 00 R/W PTC3モード 

00：その他の機能（SSISCK2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 PTIO_C2[1:0] 00 R/W PTC2モード 

00：その他の機能（SSIDATA2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_C1[1:0] 00 R/W PTC1モード 

00：その他の機能（ASEBRK /BRKACK, TCLK） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_C0[1:0] 00 R/W PTC0モード 

00：その他の機能（FALE） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

27.2.4 ポート Dコントロールレジスタ（PTIO_D） 

PTIO_Dは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_D7[1:0] PTIO_D6[1:0] PTIO_D5[1:0] PTIO_D4[1:0] PTIO_D3[1:0] PTIO_D2[1:0] PTIO_D1[1:0] PTIO_D0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_D7[1:0] 00 R/W PTD7モード 

00：その他の機能（CRS、IDEA1_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_D6[1:0] 00 R/W PTD6モード 

00：その他の機能（TX_ER、IDEIOWR_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 PTIO_D5[1:0] 00 R/W PTD5モード 

00：その他の機能（TX_CLK、IDED15_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_D4[1:0] 00 R/W PTD4モード 

00：その他の機能（TX_EN、IDED0_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_D3[1:0] 00 R/W PTD3モード 

00：その他の機能（MII_TXD0、SSISCK5、IDEIORDY_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_D2[1:0] 00 R/W PTD2モード 

00：その他の機能（MII_TXD1、SSIWS5、IDEIORD_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_D1[1:0] 00 R/W PTD1モード 

00：その他の機能（MII_TXD2、AUDIO_CLK5、IDEINT_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_D0[1:0] 00 R/W PTD0モード 

00：その他の機能（MII_TXD3、SSIDATA5、IODACK_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 



 

27. 汎用入出力ポート（GPIO） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  27-19 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

27.2.5 ポート Eコントロールレジスタ（PTIO_E） 

PTIO_Eは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_E7[1:0] PTIO_E6[1:0] PTIO_E5[1:0] PTIO_E4[1:0] PTIO_E3[1:0] PTIO_E2[1:0] PTIO_E1[1:0] PTIO_E0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_E7[1:0] 00 R/W PTE7モード 

00：その他の機能（COL、IDEA2_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_E6[1:0] 00 R/W PTE6モード 

00：その他の機能（RX_ER、IODREQ_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_E5[1:0] 00 R/W PTE5モード 

00：その他の機能（RX_CLK、IDED1_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_E4[1:0] 00 R/W PTE4モード 

00：その他の機能（RX_DV、IDED14_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_E3[1:0] 00 R/W PTE3モード 

00：その他の機能（MII_RXD0、SSIWS4、IDED2_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 PTIO_E2[1:0] 00 R/W PTE2モード 

00：その他の機能（MII_RXD1、SSISCK4、IDED13_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_E1[1:0] 00 R/W PTE1モード 

00：その他の機能（MII_RXD2、SSIDATA4、IDED3_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_E0[1:0] 00 R/W PTE0モード 

00：その他の機能（MII_RXD3、AUDIO_CLK4、IDED12_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

27.2.6 ポート Fコントロールレジスタ（PTIO_F） 

PTIO_Fは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_F7[1:0] PTIO_F6[1:0] PTIO_F5[1:0] PTIO_F4[1:0] PTIO_F3[1:0] PTIO_F2[1:0] PTIO_F1[1:0] PTIO_F0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_F7[1:0] 00 R/W PTF7モード 

00：その他の機能（D32） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_F6[1:0] 00 R/W PTF6モード 

00：その他の機能（D33） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

11、10 PTIO_F5[1:0] 00 R/W PTF5モード 

00：その他の機能（D34） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_F4[1:0] 00 R/W PTF4モード 

00：その他の機能（EXOUT、IDECS1_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_F3[1:0] 00 R/W PTF3モード 

00：その他の機能（LNKSTA、IDECS0_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_F2[1:0] 00 R/W PTF2モード 

00：その他の機能（WOL、IDEA0_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_F1[1:0] 00 R/W PTF1モード 

00：その他の機能（MDIO、IDED11_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_F0[1:0] 00 R/W PTF0モード 

00：その他の機能（MDC、IDED4_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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27.2.7 ポート Gコントロールレジスタ（PTIO_G） 

PTIO_Gは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_G7[1:0] PTIO_G6[1:0] PTIO_G5[1:0] PTIO_G4[1:0] PTIO_G3[1:0] PTIO_G2[1:0] PTIO_G1[1:0] PTIO_G0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_G7[1:0] 00 R/W PTG7モード 

00：その他の機能（LCD_DATA15、DR3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_G6[1:0] 00 R/W PTG6モード 

00：その他の機能（LCD_DATA14、DR2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_G5[1:0] 00 R/W PTG5モード 

00：その他の機能（LCD_DATA13、DR1） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_G4[1:0] 00 R/W PTG4モード 

00：その他の機能（LCD_DATA12、DR0） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_G3[1:0] 00 R/W PTG3モード 

00：その他の機能（LCD_DATA11、DG5） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_G2[1:0] 00 R/W PTG2モード 

00：その他の機能（LCD_DATA10、DG4） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTIO_G1[1:0] 00 R/W PTG1モード 

00：その他の機能（LCD_DATA9、DG3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_G0[1:0] 00 R/W PTG0モード 

00：その他の機能（LCD_DATA8、DG2） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

27.2.8 ポート Hコントロールレジスタ（PTIO_H） 

PTIO_Hは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_H7[1:0] PTIO_H6[1:0] PTIO_H5[1:0] PTIO_H4[1:0] PTIO_H3[1:0] PTIO_H2[1:0] PTIO_H1[1:0] PTIO_H0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_H7[1:0] 00 R/W PTH7モード 

00：その他の機能（AUDIO_CLK3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_H6[1:0] 00 R/W PTH6モード 

00：その他の機能（SSIWS3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_H5[1:0] 00 R/W PTH5モード 

00：その他の機能（SSISCK3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PTIO_H4[1:0] 00 R/W PTH4モード 

00：その他の機能（SSIDATA3） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_H3[1:0] 00 R/W PTH3モード 

00：その他の機能（LCD_CL2、DE_V） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_H2[1:0] 00 R/W PTH2モード 

00：その他の機能（LCD_DON、DCLKOUT） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_H1[1:0] 00 R/W PTH1モード 

00：その他の機能（LCD_VCP_WC、DR4） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_H0[1:0] 00 R/W PTH0モード 

00：その他の機能（LCD_VEP_WC、DR5） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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27.2.9 ポート Iコントロールレジスタ（PTIO_I） 

PTIO_Iは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

－ － － － － －

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_I4[1:0] PTIO_I3[1:0] PTIO_I2[1:0] PTIO_I1[1:0] PTIO_I0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～10 － 00 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

9、8 PTIO_I4[1:0] 00 R/W PTI4モード 

00：その他の機能（LCD_DATA7、DG1、BT_DATA7） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_I3[1:0] 00 R/W PTI3モード 

00：その他の機能（LCD_DATA6、DG0、BT_DATA6） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

5、4 PTIO_I2[1:0] 00 R/W PTI2モード 

00：その他の機能（LCD_DATA5、DB5、BT_DATA5） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_I1[1:0] 00 R/W PTI1モード 

00：その他の機能（LCD_DATA4、DB4、BT_DATA4） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_I0[1:0] 10 R/W PTI0モード 

00：その他の機能（COM／CDE） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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27.2.10 ポート Jコントロールレジスタ（PTIO_J） 

PTIO_Jは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、端子機能と入力プルアップMOS制御を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTIO_J7[1:0] PTIO_J6[1:0] PTIO_J5[1:0] PTIO_J4[1:0] PTIO_J3[1:0] PTIO_J2[1:0] PTIO_J1[1:0] PTIO_J0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTIO_J7[1:0] 10 R/W PTJ7モード 

00：その他の機能（IDED10_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

13、12 PTIO_J6[1:0] 10 R/W PTJ6モード 

00：その他の機能（IDED5_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

11、10 PTIO_J5[1:0] 10 R/W PTJ5ード 

00：その他の機能（IDED9_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

9、8 PTIO_J4[1:0] 10 R/W PTJ4モード 

00：その他の機能（IDED6_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

7、6 PTIO_J3[1:0] 10 R/W PTJ3モード 

00：その他の機能（IDED7_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5、4 PTIO_J2[1:0] 10 R/W PTJ2モード 

00：その他の機能（IDED8_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

3、2 PTIO_J1[1:0] 10 R/W PTJ1モード 

00：その他の機能（IDERST_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

1、0 PTIO_J0[1:0] 10 R/W PTJ0モード 

00：その他の機能（DIRECTION_M） 

01：ポート出力 

10：ポート入力（プルアップMOS：オフ） 

11：ポート入力（プルアップMOS：オン） 

 

27.2.11 ポート Aデータレジスタ（PTDAT_A） 

PTDAT_Aは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Aのデータを格納します。 
 

PTDAT_
A7

PTDAT_
A6

PTDAT_
A5

PTDAT_
A4

PTDAT_
A3

PTDAT_
A2

PTDAT_
A1

PTDAT_
A0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0

にしてください。 

7 PTDAT_A7 0 R/W 

6 PTDAT_A6 0 R/W 

5 PTDAT_A5 0 R/W 

4 PTDAT_A4 0 R/W 

3 PTDAT_A3 0 R/W 

2 PTDAT_A2 0 R/W 

1 PTDAT_A1 0 R/W 

0 PTDAT_A0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レ

ジスタの値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する

端子の状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レ

ジスタを読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへ

のライトは無効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レ

ジスタを読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 
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27.2.12 ポート Bデータレジスタ（PTDAT_B） 

PTDAT_Bは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Bのデータを格納します。 
 

PTDAT_
B7

PTDAT_
B6

PTDAT_
B5

PTDAT_
B4

PTDAT_
B3

PTDAT_
B2

PTDAT_
B1

PTDAT_
B0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_B7 0 R/W 

6 PTDAT_B6 0 R/W 

5 PTDAT_B5 0 R/W 

4 PTDAT_B4 0 R/W 

3 PTDAT_B3 0 R/W 

2 PTDAT_B2 0 R/W 

1 PTDAT_B1 0 R/W 

0 PTDAT_B0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

 

27.2.13 ポート Cデータレジスタ（PTDAT_C） 

PTDAT_Cは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Cのデータを格納します。 
 

PTDAT_
C7

PTDAT_
C6

PTDAT_
C5

PTDAT_
C4

PTDAT_
C3

PTDAT_
C2

PTDAT_
C1

PTDAT_
C0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_C7 0 R/W 

6 PTDAT_C6 0 R/W 

5 PTDAT_C5 0 R/W 

4 PTDAT_C4 0 R/W 

3 PTDAT_C3 0 R/W 

2 PTDAT_C2 0 R/W 

1 PTDAT_C1 0 R/W 

0 PTDAT_C0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 
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27.2.14 ポート Dデータレジスタ（PTDAT_D） 

PTDAT_Dは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Dのデータを格納します。 
 

PTDAT_
D7

PTDAT_
D6

PTDAT_
D5

PTDAT_
D4

PTDAT_
D3

PTDAT_
D2

PTDAT_
D1

PTDAT_
D0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_D7 0 R/W 

6 PTDAT_D6 0 R/W 

5 PTDAT_D5 0 R/W 

4 PTDAT_D4 0 R/W 

3 PTDAT_D3 0 R/W 

2 PTDAT_D2 0 R/W 

1 PTDAT_D1 0 R/W 

0 PTDAT_D0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

 

27.2.15 ポート Eデータレジスタ（PTDAT_E） 

PTDAT_Eは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Eのデータを格納します。 
 

PTDAT_
E7

PTDAT_
E6

PTDAT_
E5

PTDAT_
E4

PTDAT_
E3

PTDAT_
E2

PTDAT_
E1

PTDAT_
E0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_E7 0 R/W 

6 PTDAT_E6 0 R/W 

5 PTDAT_E5 0 R/W 

4 PTDAT_E4 0 R/W 

3 PTDAT_E3 0 R/W 

2 PTDAT_E2 0 R/W 

1 PTDAT_E1 0 R/W 

0 PTDAT_E0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 
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27.2.16 ポート Fデータレジスタ（PTDAT_F） 

PTDAT_Fは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Fのデータを格納します。 
 

PTDAT_
F7

PTDAT_
F6

PTDAT_
F5

PTDAT_
F4

PTDAT_
F3

PTDAT_
F2

PTDAT_
F1

PTDAT_
F0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_F7 0 R/W 

6 PTDAT_F6 0 R/W 

5 PTDAT_F5 0 R/W 

4 PTDAT_F4 0 R/W 

3 PTDAT_F3 0 R/W 

2 PTDAT_F2 0 R/W 

1 PTDAT_F1 0 R/W 

0 PTDAT_F0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

 

27.2.17 ポート Gデータレジスタ（PTDAT_G） 

PTDAT_Gは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Gのデータを格納します。 
 

PTDAT_
G7

PTDAT_
G6

PTDAT_
G5

PTDAT_
G4

PTDAT_
G3

PTDAT_
G2

PTDAT_
G1

PTDAT_
G0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にして

ください。 

7 PTDAT_G7 0 R/W 

6 PTDAT_G6 0 R/W 

5 PTDAT_G5 0 R/W 

4 PTDAT_G4 0 R/W 

3 PTDAT_G3 0 R/W 

2 PTDAT_G2 0 R/W 

1 PTDAT_G1 0 R/W 

0 PTDAT_G0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタ

の値が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の

状態が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無

効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタ

を読み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 
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27.2.18 ポート Hデータレジスタ（PTDAT_H） 

PTDAT_Hは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Hのデータを格納します。 
 

PTDAT_
H7

PTDAT_
H6

PTDAT_
H5

PTDAT_
H4

PTDAT_
H3

PTDAT_
H2

PTDAT_
H1

PTDAT_
H0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてくだ

さい。 

7 PTDAT_H7 0 R/W 

6 PTDAT_H6 0 R/W 

5 PTDAT_H5 0 R/W 

4 PTDAT_H4 0 R/W 

3 PTDAT_H3 0 R/W 

2 PTDAT_H2 0 R/W 

1 PTDAT_H1 0 R/W 

0 PTDAT_H0 0 R/W 

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの値

が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の状態

が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

 

27.2.19 ポート Iデータレジスタ（PTDAT_I） 

PTDAT_Iは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Iのデータを格納します。 
 

PTDAT_
I4

PTDAT_
I3

PTDAT_
I2

PTDAT_
I1

PTDAT_
I0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/WR R R R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W  
 
ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて0 R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてく

ださい。 

7～5 － すべて0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PTDAT_I4 0 R/W

3 PTDAT_I3 0 R/W

2 PTDAT_I2 0 R/W

1 PTDAT_I1 0 R/W

0 PTDAT_I0 0 R/W

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの値

が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の状態

が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 
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27.2.20 ポート Jデータレジスタ（PTDAT_J） 

PTDAT_Jは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート Jのデータを格納します。 
 

PTDAT_
J7

PTDAT_
J6

PTDAT_
J5

PTDAT_
J4

PTDAT_
J3

PTDAT_
J2

PTDAT_
J1

PTDAT_
J0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 － すべて

0 

R リザーブビット 

読み出すと下位 8ビットと同じ値が読み出されます。書き込む値は常に 0にしてく

ださい。 

7 PTDAT_J7 0 R/W

6 PTDAT_J6 0 R/W

5 PTDAT_J5 0 R/W

4 PTDAT_J4 0 R/W

3 PTDAT_J3 0 R/W

2 PTDAT_J2 0 R/W

1 PTDAT_J1 0 R/W

0 PTDAT_J0 0 R/W

汎用出力ポートとして使用する端子の出力データを格納します。 

端子機能が汎用出力ポートの場合には、ポートを読み出すと対応する本レジスタの値

が読み出されます。 

端子機能が汎用入力ポートの場合には、本レジスタを読み出すと対応する端子の状態

が読み出されます。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の入力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと対応する端子の状態が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

端子機能が汎用入出力ポート以外の出力端子となっている場合には、本レジスタを読

み出すと不定値が読み出されます。本レジスタへのライトは無効です。 

 

27.2.21 入力端子プルアップ制御レジスタ（PTPUL_SPCL） 

PTPUL_SPCLは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。各ビットに接続された端子のプルアッ

プ制御を個別に行います。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R/W R R R R R R R R R R R R R

PTPUL_
IRQ1

PTPUL_
IRQ0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PTPUL_IRQ1 0 R/W IRQ1端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：IRQ1端子プルアップオフ 

1：IRQ1端子プルアップオン 

13 PTPUL_IRQ0 0 R/W IRQ0端子のプルアップ制御を設定できます。 

0：IRQ0端子プルアップオフ 

1：IRQ0端子プルアップオン 

12～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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27.2.22 ピンセレクトレジスタ 0（PTSEL_A） 

PTSEL_Aは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート A（PA）の「その他の機能」とマルチ

プレクスしている端子の機能を選択します。「その他の機能」を使用する場合、PSEL0を設定した後にポートコ

ントロールレジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

PTSEL_A7[1:0] PTSEL_A6[1:0]
PTSEL_

A5
PTSEL_

A4
PTSEL_

A3
PTSEL_

A2
PTSEL_

A1
PTSEL_

A0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_A7[1:0] 00 R/W ポート A（PA7）の機能を選択します。 

00：STATUS1 

01：RTS2機能を選択 

10：PA7機能を選択 

11：設定禁止 

13、12 PTSEL_A6[1:0] 00 R/W ポート A（PA6）の機能を選択します。 

00：STATUS0 

01：CTS2機能を選択 

10：PA6機能を選択 

11：設定禁止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

10 PTSEL_A5 0 R/W ポート A（PA5）の機能を選択します。 

0：FCE機能を選択 

1：PA5機能を選択 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

8 PTSEL_A4 0 R/W ポート A（PA4）の機能を選択します。 

0：FRE機能を選択 

1：PA4機能を選択 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

6 PTSEL_A3 0 R/W ポート A（PA3）の機能を選択します。 

0：FWE機能を選択 

1：PA3機能を選択 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PTSEL_A2 0 R/W ポート A（PA2）の機能を選択します。 

0：TXD2機能を選択 

1：PA2機能を選択 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

2 PTSEL_A1 0 R/W ポート A（PA1）の機能を選択します。 

0：RXD2機能を選択 

1：PA1機能を選択 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

0 PTSEL_A0 0 R/W ポート A（PA0）の機能を選択します。 

0：SCK2機能を選択 

1：PA0機能を選択 
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27.2.23 ピンセレクトレジスタ 1（PTSEL_B） 

PTSEL_Bは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタでポート B（PB）の「その他の機能」とマルチ

プレクスしている端子の機能を選択します。「その他の機能」を使用する場合、PTSEL_Bを設定した後にポート

コントロールレジスタを「その他の機能」に設定してください。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R/W R R/W R R/W R R/W

PTSEL_B7[1:0] PTSEL_B6[1:0] PTSEL_B5[1:0] PTSEL_B4[1:0]
PTSEL_

B3
PTSEL_

B2
PTSEL_

B1
PTSEL_

B0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_B7[1:0] 00 R ポート B（PB7）の機能を選択します。 

00：A25機能を選択 

01：PB7機能を選択 

10：DREQ0機能を選択 

11：RTS0機能を選択 

13、12 PTSEL_B6[1:0] 00 R/W ポート B（PB6）の機能を選択します。 

00：A24機能を選択 

01：PB6機能を選択 

10：DACK0機能を選択 

11：CTS0機能を選択 

11、10 PTSEL_B5[1:0] 00 R/W ポート B（PB5）の機能を選択します。 

00：A23機能を選択 

01：PB5機能を選択 

10：DTEND0機能を選択 

11：RTS1機能を選択 

9、8 PTSEL_B4[1:0] 00 R/W ポート B（PB4）の機能を選択します。 

00：A22機能を選択 

01：PB4機能を選択 

10：CTS1機能を選択 

11：設定禁止 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PTSEL_B3 0 R/W ポート B（PB3）の機能を選択します。 

0：A21機能を選択 

1：PB3機能を選択 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

4 PTSEL_B2 すべて 0 R/W ポート B（PB2）の機能を選択します。 

0：A20機能を選択 

1：PB2機能を選択 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 PTSEL_B1 すべて 0 R/W ポート B（PB1）の機能を選択します。 

0：A19機能を選択 

1：PB1機能を選択 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PTSEL_B0 すべて 0 R/W ポート B（PB0）の機能を選択します。 

0：A18機能を選択 

1：PB0機能を選択 

 

27.2.24 ピンセレクトレジスタ 2（PTSEL_C） 

PTSEL_Cは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R R/W R/W R/W R R/W

PTSEL_ 
C7

PTSEL_ 
C6

PTSEL_ 
C5

PTSEL_ 
C4

PTSEL_ 
C3

PTSEL_ 
C2

PTSEL_C1[1:0]
PTSEL_ 

C0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PTSEL_C7 0 R/W ポート C（PC7）の機能を選択します。 

0：AUDIO_CLK0機能を選択 

1：PC7機能を選択 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PTSEL_C6 0 R/W ポート C（PC6）の機能を選択します。 

0：AUDIO_CLK1機能を選択 

1：PC6機能を選択 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

10 PTSEL_C5 0 R/W ポート C（PC5）の機能を選択します。 

0：AUDIO_CLK2機能を選択 

1：PC5機能を選択 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

8 PTSEL_C4 0 R/W ポート C（PC4）の機能を選択します。 

0：SSIWS2機能を選択 

1：PC4機能を選択 

7 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

6 PTSEL_C3 0 R/W ポート C（PC3）の機能を選択します。 

0：SSISCK2機能を選択 

1：PC3機能を選択 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 PTSEL_C2 0 R/W ポート C（PC2）の機能を選択します。 

0：SSIDATA2機能を選択 

1：PC2機能を選択 

3、2 PTSEL_C1[1:0] 00 R/W ポート C（PC1）の機能を選択します。 

00：ASEBRK/BRKACK機能を選択 

01：TCLK機能を選択 

10：PC1機能を選択 

00：設定禁止 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 PTSEL_C0 0 R/W ポート C（PC0）の機能を選択します。 

0：FALE機能を選択 

1：PC0機能を選択 
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27.2.25 ピンセレクトレジスタ 3（PTSEL_D） 

PTSEL_Dは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_D7[1:0] PTSEL_D6[1:0] PTSEL_D5[1:0] PTSEL_D4[1:0] PTSEL_D3[1:0] PTSEL_D2[1:0] PTSEL_D1[1:0] PTSEL_D0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_D7[1:0] 00 R/W ポート D（PD7）の機能を選択します。 

00：CRS機能を選択 

01：PD7機能を選択 

10：IDEA1_M機能を選択 

11：設定禁止 

13、12 PTSEL_D6[1:0] 00 R/W ポート D（PD6）の機能を選択します。 

00：TX_ER機能を選択 

01：PD6機能を選択 

10：IDEIOWR_M機能を選択 

11：設定禁止 

11、10 PTSEL_D5[1:0] 00 R/W ポート D（PD5）の機能を選択します。 

00：TX_CLK機能を選択 

01：PD5機能を選択 

10：IDED15_M機能を選択 

11：設定禁止 

9、8 PTSEL_D4[1:0] 00 R/W ポート D（PD4）の機能を選択します。 

00：TX_EN機能を選択 

01：PD4機能を選択 

10：IDED0_M機能を選択 

11：設定禁止 

7、6 PTSEL_D3[1:0] 00 R/W ポート D（PD3）の機能を選択します。 

00：MII_TXD0機能を選択 

01：SSISCK5機能を選択 

10：IDEIORDY_M機能を選択 

11：PD3機能選択 

5、4 PTSEL_D2[1:0] 00 R/W ポート D（PD2）の機能を選択します。 

00：MII_TXD1機能を選択 

01：SSIWS5機能を選択 

10：IDEIORD_M機能を選択 

11：PD2機能選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTSEL_D1[1:0] 00 R/W ポート D（PD1）の機能を選択します。 

00：MII_TXD2機能を選択 

01：AUDIO_CLK5機能を選択 

10：IDEINT_M機能を選択 

11：PD1機能選択 

1、0 PTSEL_D0[1:0] 00 R/W ポート D（PD0）の機能を選択します。 

00：MII_TXD3機能を選択 

01：SSIDATA5機能を選択 

10：IODACK_M機能を選択 

11：PD0機能選択 

 

27.2.26 ピンセレクトレジスタ 4（PTSEL_E） 

PTSEL_Eは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_E7[1:0] PTSEL_E6[1:0] PTSEL_E5[1:0] PTSEL_E4[1:0] PTSEL_E3[1:0] PTSEL_E2[1:0] PTSEL_E1[1:0] PTSEL_E0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_E7[1:0] 00 R/W ポート E（PE7）の機能を選択します。 

00：COL機能を選択 

01：PE7機能を選択 

10：IDEA2_M機能を選択 

11：設定禁止 

13、12 PTSEL_E6[1:0] 00 R/W ポート E（PE6）の機能を選択します。 

00：RX_ER機能を選択 

01：PE6機能を選択 

10：IODREQ_M機能を選択 

11：設定禁止 

11、10 PTSEL_E5[1:0] 00 R/W ポート E（PE5）の機能を選択します。 

00：RX_CLK機能を選択 

01：PE5機能を選択 

10：IDED1_M機能を選択 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PTSEL_E4[1:0] 00 R/W ポート E（PE4）の機能を選択します。 

00：RX_DV機能を選択 

01：PE4機能を選択 

10：IDED14_M機能を選択 

11：設定禁止 

7、6 PTSEL_E3[1:0] 00 R/W ポート E（PE3）の機能を選択します。 

00：MII_RXD0機能を選択 

01：SSIWS4機能を選択 

10：IDED2_M機能を選択 

11：PE3機能を選択 

5、4 PTSEL_E2[1:0] 00 R/W ポート E（PE2）の機能を選択します。 

00：MII_RXD1機能を選択 

01：SSISCK4機能を選択 

10：IDED13_M機能を選択 

11：PE2機能選択 

3、2 PTSEL_E1[1:0] 00 R/W ポート E（PE1）の機能を選択します。 

00：MII_RXD2機能を選択 

01：SSIDATA4機能を選択 

10：IDED3_M機能を選択 

11：PE1機能選択 

1、0 PTSEL_E0[1:0] 00 R/W ポート E（PE0）の機能を選択します。 

00：MII_RXD3機能を選択 

01：AUDIO_CLK4機能を選択 

10：IDED12_M機能を選択 

11：PE0機能選択 

 

27.2.27 ピンセレクトレジスタ 5（PTSEL_F） 

PTSEL_Fは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_F5[1:0]PTSEL_ 
F7

PTSEL_ 
F6

PTSEL_F4[1:0] PTSEL_F3[1:0] PTSEL_F2[1:0] PTSEL_F1[1:0] PTSEL_F0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14 PTSEL_F7 0 R/W ポート F（PF7）の機能を選択します 

0：D32機能を選択 

1：PF7機能を選択 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PTSEL_F6 0 R/W ポート F（PF6）の機能を選択します 

0：D33機能を選択 

1：PF6機能を選択 

11、10 PTSEL_F5[1:0] 00 R/W ポート F（PF5）の機能を選択します。 

00：D34機能を選択 

01：PF5機能を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

9、8 PTSEL_F4[1:0] 00 R/W ポート F（PF4）の機能を選択します。 

00：EXOUT機能を選択 

01：PF4機能を選択 

10：IDECS1_M機能を選択 

11：設定禁止 

7、6 PTSEL_F3[1:0] 00 R/W ポート F（PF3）の機能を選択します。 

00：LNKSTA機能を選択 

01：PF3機能を選択 

10：IDECS0_M機能を選択 

11：設定禁止 

5、4 PTSEL_F2[1:0] 00 R/W ポート F（PF2）の機能を選択します。 

00：WOL機能を選択 

01：PF2機能を選択 

10：IDEA0_M機能を選択 

11：設定禁止 

3、2 PTSEL_F1[1:0] 00 R/W ポート F（PF1）の機能を選択します。 

00：MDIO機能を選択 

01：PF1機能を選択 

10：IDED11_M機能を選択 

11：設定禁止 

1、0 PTSEL_F0[1:0] 00 R/W ポート F（PF0）の機能を選択します。 

00：MDC機能を選択 

01：PF0機能を選択 

10：IDED4_M機能を選択 

11：設定禁止 
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27.2.28 ピンセレクトレジスタ 6（PTSEL_G） 

PTSEL_Gは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_G7[1:0] PTSEL_G6[1:0] PTSEL_G5[1:0] PTSEL_G4[1:0] PTSEL_G3[1:0] PTSEL_G2[1:0] PTSEL_G1[1:0] PTSEL_G0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_G7[1:0] 00 R/W ポート G（PG7）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA15機能を選択 

01：DR3機能を選択 

10：PG7機能を選択 

11：設定禁止 

13、12 PTSEL_G6[1:0] 00 R/W ポート G（PG6）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA14機能を選択 

01：DR2機能を選択 

10：PG6機能を選択 

11：設定禁止 

11、10 PTSEL_G5[1:0] 00 R/W ポート G（PG5）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA13機能を選択 

01：DR1機能を選択 

10：PG5機能を選択 

11：設定禁止 

9、8 PTSEL_G4[1:0] 00 R/W ポート G（PG4）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA12機能を選択 

01：DR0機能を選択 

10：PG4機能を選択 

11：設定禁止 

7、6 PTSEL_G3[1:0] 00 R/W ポート G（PG3）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA11機能を選択 

01：DG5機能を選択 

10：PG3機能を選択 

11：設定禁止 

5、4 PTSEL_G2[1:0] 00 R/W ポート G（PG2）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA10機能を選択 

01：DG4機能を選択 

10：PG2機能を選択 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTSEL_G1[1:0] 00 R/W ポート G（PG1）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA9機能を選択 

01：DG3機能を選択 

10：PG1機能を選択 

11：設定禁止 

1、0 PTSEL_G0[1:0] 00 R/W ポート G（PG0）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA8機能を選択 

01：DG2機能を選択 

10：PG0機能を選択 

11：設定禁止 

 

27.2.29 ピンセレクトレジスタ 7（PTSEL_H） 

PTSEL_Hは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R/W R R/W R R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_ 
H7

PTSEL_ 
H6

PTSEL_ 
H5

PTSEL_ 
H4

PTSEL_H3[1:0] PTSEL_H2[1:0] PTSEL_H1[1:0] PTSEL_H0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

14 PTSEL_H7 0 R/W ポート H（PH7）の機能を選択します。 

0：AUDIO_CLK3機能を選択 

1：PH7機能を選択 

13 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

12 PTSEL_H6 0 R/W ポート H（PH6）の機能を選択します。 

0：SSIWS3機能を選択 

1：PH6機能を選択 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 PTSEL_H5 0 R/W ポート H（PH5）の機能を選択します。 

0：SSISCK3機能を選択 

1：PH5機能を選択 

9 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

8 PTSEL_H4 0 R/W ポート H（PH4）の機能を選択します。 

0：SSIDATA3機能を選択 

1：PH4機能を選択 

7、6 PTSEL_H3[1:0] 00 R/W ポート H（PH3）の機能を選択します。 

00：LCD_CL2機能を選択 

01：DE_V機能を選択 

10：PH3機能を選択 

11：設定禁止 

5、4 PTSEL_H2[1:0] 00 R/W ポート H（PH2）の機能を選択します。 

00：LCD_DON機能を選択 

01：DCLKOUT機能を選択 

10：設定禁止 

11：PH2機能を選択 

3、2 PTSEL_H1[1:0] 00 R/W ポート H（PH1）の機能を選択します。 

00：LCD_VCP_WC機能を選択 

01：DR4機能を選択 

10：PH1機能を選択 

11：設定禁止 

1、0 PTSEL_H0[1:0] 00 R/W ポート H（PH0）の機能を選択します。 

00：LCD_VEP_WC機能を選択 

01：DR5機能を選択 

10：PH0機能を選択 

11：設定禁止 

 

27.2.30 ピンセレクトレジスタ 8（PTSEL_I） 

PTSEL_Iは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_I7[1:0] PTSEL_I6[1:0] PTSEL_I5[1:0] PTSEL_I4[1:0] PTSEL_I3[1:0] PTSEL_I2[1:0] PTSEL_I1[1:0] PTSEL_I0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_I7[1:0] 00 R/W ポート I（PI7）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA3機能を選択 

01：DB3機能を選択 

10：BT_DATA3機能を選択 

11：設定禁止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

13、12 PTSEL_I6[1:0] 00 R/W ポート I（PI6）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA2機能を選択 

01：DB2機能を選択 

10：BT_DATA2機能を選択 

11：設定禁止 

11、10 PTSEL_I5[1:0] 00 R/W ポート I（PI5）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA1機能を選択 

01：DB1機能を選択 

10：BT_DATA1機能を選択 

11：設定禁止 

9、8 PTSEL_I4[1:0] 00 R/W ポート I（PI4）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA7機能を選択 

01：DG1機能を選択 

10：BT_DATA7機能を選択 

11：PI4機能を選択 

7、6 PTSEL_I3[1:0] 00 R/W ポート I（PI3）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA6機能を選択 

01：DG0機能を選択 

10：BT_DATA6機能を選択 

11：PI3機能を選択 

5、4 PTSEL_I2[1:0] 00 R/W ポート I（PI2）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA5機能を選択 

01：DB5機能を選択 

10：BT_DATA5機能を選択 

11：PI2機能を選択 

3、2 PTSEL_I1[1:0] 00 R/W ポート I（PI1）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA4機能を選択 

01：DB4機能を選択 

10：BT_DATA4機能を選択 

11：PI1機能を選択 

1、0 PTSEL_I0[1:0] 00 R/W ポート I（PI0）の機能を選択します。 

00：PI0機能を選択 

01：COM/CDE機能を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 
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27.2.31 ピンセレクトレジスタ 9（PTSEL_J） 

PTSEL_Jは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_J7[1:0] PTSEL_J6[1:0] PTSEL_J5[1:0] PTSEL_J4[1:0] PTSEL_J3[1:0] PTSEL_J2[1:0] PTSEL_J1[1:0] PTSEL_J0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_J7[1:0] 00 R/W ポート J（PJ7）の機能を選択します。 

00：PJ7機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED10_M機能を選択 

13、12 PTSEL_J6[1:0] 00 R/W ポート J（PJ6）の機能を選択します。 

00：PJ6機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED5_M機能を選択 

11、10 PTSEL_J5[1:0] 00 R/W ポート J（PJ5）の機能を選択します。 

00：PJ5機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED9_M機能を選択 

9、8 PTSEL_J4[1:0] 00 R/W ポート J（PJ4）の機能を選択します。 

00：PJ4機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED6_M機能を選択 

7、6 PTSEL_J3[1:0] 00 R/W ポート J（PJ3）の機能を選択します。 

00：PJ3機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED7_M機能を選択 

5、4 PTSEL_J2[1:0] 00 R/W ポート J（PJ2）の機能を選択します。 

00：PJ2機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDED8_M機能を選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3、2 PTSEL_J1[1:0] 00 R/W ポート J（PJ1）の機能を選択します。 

00：PJ1機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：IDERST_M機能を選択 

1、0 PTSEL_J0[1:0] 00 R/W ポート J（PJ0）の機能を選択します。 

00：PJ0機能を選択 

01：設定禁止 

10：設定禁止 

11：DIRECTION_M機能を選択 

 

27.2.32 ピンセレクトレジスタ 10（PTSEL_K） 

PTSEL_Kは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_ 
K5

PTSEL_K3[1:0]PTSEL_K4[1:0]PTSEL_K7[1:0] PTSEL_K6[1:0] PTSEL_K2[1:0] PTSEL_K1[1:0] PTSEL_K0[1:0]

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15、14 PTSEL_K7[1:0] 00 R/W ポート K（PK7）の機能を選択します。 

00：WDTOVF機能を選択 

01：IRQ1機能を選択 

10：AUDCK機能を選択 

11：DACK1機能を選択 

13、12 PTSEL_K6[1:0] 00 R/W ポート K（PK6）の機能を選択します。 

00：SCK0機能を選択 

01：AUDSYNC機能を選択 

10：FCLE機能を選択 

11：設定禁止 

11 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてくだ

さい。 

10 PTSEL_K5 0 R/W ポート K（PK5）の機能を選択します。 

0：SCK1機能を選択 

1：FR/B機能を選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

9、8 PTSEL_K4[1:0] 00 R/W ポート K（PK4）の機能を選択します。 

00：LCD_DATA0機能を選択 

01：DB0機能を選択 

10：BT_DATA0機能を選択 

11：設定禁止 

7、6 PTSEL_K3[1:0] 00 R/W ポート K（PK3）の機能を選択します。 

00：LCD_CL1機能を選択 

01：HSYNC機能を選択* 

10：BT_HSYNC機能を選択 

11：設定禁止 

5、4 PTSEL_K2[1:0] 00 R/W ポート K（PK2）の機能を選択します。 

00：LCD_CLK機能を選択 

01：DCLKIN機能を選択 

10：設定禁止 

11：設定禁止 

3、2 PTSEL_K1[1:0] 00 R/W ポート K（PK1）の機能を選択します。 

00：LCD_FLM機能を選択 

01：VSYNC機能を選択* 

10：BT_VSYNC機能を選択 

11：設定禁止 

1、0 PTSEL_K0[1:0] 00 R/W ポート K（PK0）の機能を選択します。 

00：LCD_M_DISP機能を選択 

01：DE_C/DE_H機能を選択 

10：BT_DE_C機能を選択 

11：設定禁止 

【注】 * 本機能は特殊選択レジスタにおいて、入出力機能の切り替えを行っています。 
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27.2.33 ピンセレクトレジスタ 11（PTSEL_P） 

PTSEL_Pは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R

PTSEL_ 
11

PTSEL_ 
10

PTSEL_ 
9

PTSEL_ 
8

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

11 PTSEL_P11 0 R/W ポート P（PP11）の機能を選択します。 

0：RXD0機能を選択 

1：AUDATA0機能を選択 

10 PTSEL_P10 0 R/W ポート P（PP10）の機能を選択します。 

0：TXD0機能を選択 

1：AUDATA1機能を選択 

9 PTSEL_P9 0 R/W ポート P（PP9）の機能を選択します。 

0：RXD1機能を選択 

1：AUDATA2機能を選択 

8 PTSEL_P8 0 R/W ポート P（PP8）の機能を選択します。 

0：TXD1機能を選択 

1：AUDATA3機能を選択 

7～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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27.2.34 ピンセレクトレジスタ 12（PTSEL_R） 

PTSEL_Rは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W

PTSEL_ 
R15

PTSEL_ 
R14

PTSEL_ 
R13

PTSEL_ 
R12

PTSEL_ 
R11

PTSEL_ 
R10

PTSEL_ 
R9

PTSEL_ 
R8

PTSEL_ 
R7

PTSEL_ 
R6

PTSEL_ 
R5

PTSEL_ 
R4

PTSEL_ 
R3

PTSEL_ 
R2

PTSEL_ 
R1

PTSEL_ 
R0

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PTSEL_R15 0 R/W ポート P（PR15）の機能を選択します。 

0：D63機能を選択 

1：IDED1機能を選択 

14 PTSEL_R14 0 R/W ポート P（PR14）の機能を選択します。 

0：D62機能を選択 

1：IDED0機能を選択 

13 PTSEL_R13 0 R/W ポート P（PR13）の機能を選択します。 

0：D61機能を選択 

1：IDED3機能を選択 

12 PTSEL_R12 0 R/W ポート P（PR12）の機能を選択します。 

0：D60機能を選択 

1：IDED2機能を選択 

11 PTSEL_R11 0 R/W ポート P（PR11）の機能を選択します。 

0：D59機能を選択 

1：IDED5機能を選択 

10 PTSEL_R10 0 R/W ポート P（PR10）の機能を選択します。 

0：D58機能を選択 

1：IDED4機能を選択 

9 PTSEL_R9 0 R/W ポート P（PR9）の機能を選択します。 

0：D57機能を選択 

1：IDED7機能を選択 

8 PTSEL_R8 0 R/W ポート P（PR8）の機能を選択します。 

0：D56機能を選択 

1：IDED6機能を選択 

7 PTSEL_R7 0 R/W ポート P（PR7）の機能を選択します。 

0：D55機能を選択 

1：DIRECTION機能を選択 

6 PTSEL_R6 0 R/W ポート P（PR6）の機能を選択します。 

0：D54機能を選択 

1：IDERST機能を選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 PTSEL_R5 0 R/W ポート P（PR5）の機能を選択します。 

0：D53機能を選択 

1：IDED8機能を選択 

4 PTSEL_R4 0 R/W ポート P（PR4）の機能を選択します。 

0：D52機能を選択 

1：IDED9機能を選択 

3 PTSEL_R3 0 R/W ポート P（PR3）の機能を選択します。 

0：D51機能を選択 

1：IDED10機能を選択 

2 PTSEL_R2 0 R/W ポート P（PR2）の機能を選択します。 

0：D50機能を選択 

1：IDED11機能を選択 

1 PTSEL_R1 0 R/W ポート P（PR1）の機能を選択します。 

0：D49機能を選択 

1：IDED12機能を選択 

0 PTSEL_R0 0 R/W ポート P（PR0）の機能を選択します。 

0：D48機能を選択 

1：IDED13機能を選択 

 

27.2.35 ピンセレクトレジスタ 13（PTSEL_S） 

PTSEL_Sは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、マルチプレクスしている端子の機能を選択し

ます。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：

R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R

PTSEL_ 
S15

PTSEL_ 
S14

PTSEL_ 
S13

PTSEL_ 
S12

PTSEL_ 
S11

PTSEL_ 
S10

PTSEL_ 
S9

PTSEL_ 
S8

PTSEL_ 
S7

PTSEL_ 
S6

PTSEL_ 
S5

PTSEL_ 
S4

PTSEL_ 
S3

PTSEL_ 
S2

PTSEL_ 
S1

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PTSEL_S15 0 R/W ポート S（PS15）の機能を選択します。 

0：IRQ0機能を選択 

1：DTEND1機能を選択 

14 PTSEL_S14 0 R/W ポート S（PS14）の機能を選択します。 

0：IRQOUT機能を選択 

1：DREQ1機能を選択 

13 PTSEL_S13 0 R/W ポート S（PS13）の機能を選択します。 

0：D47機能を選択 

1：IDECS0機能を選択 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

12 PTSEL_S12 0 R/W ポート S（PS12）の機能を選択します。 

0：D46機能を選択 

1：IDECS1機能を選択 

11 PTSEL_S11 0 R/W ポート S（PS11）の機能を選択します。 

0：D45機能を選択 

1：IODACK機能を選択 

10 PTSEL_S10 0 R/W ポート S（PS10）の機能を選択します。 

0：D44機能を選択 

1：IODINT機能を選択 

9 PTSEL_S9 0 R/W ポート S（PS9）の機能を選択します。 

0：D43機能を選択 

1：IDEIORDY機能を選択 

8 PTSEL_S8 0 R/W ポート S（PS8）の機能を選択します。 

0：D42機能を選択 

1：IDEIORD機能を選択 

7 PTSEL_S7 0 R/W ポート S（PS7）の機能を選択します。 

0：D41機能を選択 

1：IODREQ機能を選択 

6 PTSEL_S6 0 R/W ポート S（PS6）の機能を選択します。 

0：D40機能を選択 

1：IDEIOWR機能を選択 

5 PTSEL_S5 0 R/W ポート S（PS5）の機能を選択します。 

0：D39機能を選択 

1：IDED14機能を選択 

4 PTSEL_S4 0 R/W ポート S（PS4）の機能を選択します。 

0：D38機能を選択 

1：IDED15機能を選択 

3 PTSEL_S3 0 R/W ポート S（PS3）の機能を選択します。 

0：D37機能を選択 

1：IDEA1機能を選択 

2 PTSEL_S2 0 R/W ポート S（PS2）の機能を選択します。 

0：D36機能を選択 

1：IDEA2機能を選択 

1 PTSEL_S1 0 R/W ポート S（PS1）の機能を選択します。 

0：D35機能を選択 

1：IDEA0機能を選択 

0 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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27.2.36 HI-Zレジスタ A（PTHIZ_A） 

PTHIZ_Aは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、モジュール端子をハイインピーダンスに設

定します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R

PTHIZ 
_ATA

PTHIZ 
_TMU

PTHIZ 
_LCD

PTHIZ 
_IIC

PTHIZ 
_FLCTL

PTHIZ 
_DMAC

PTHIZ 
_SCI0

PTHIZ 
_SCI1

PTHIZ 
_SCI2

PTHIZ 
_ETH

PTHIZ 
_VDC2

PTHIZ 
_USB — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PTHIZ_ATA 0 R/W ATAPIの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

14 PTHIZ_TMU 0 R/W TMUの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

13 PTHIZ_LCD 0 R/W LCDの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

12 PTHIZ_IIC 0 R/W IICの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

11 PTHIZ_FLCTL 0 R/W FLCTLの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

10 PTHIZ_DMAC 0 R/W DMACの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

9 PTHIZ_SCI0 0 R/W SCIFチャネル 0の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

8 PTHIZ_SCI1 0 R/W SCIFチャネル 1の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

7 PTHIZ_SCI2 0 R/W SCIFチャネル 2の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

6 PTHIZ_ETH 0 R/W EtherCの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 PTHIZ_VDC2 0 R/W VDC2の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

4 PTHIZ_USB 0 R/W USBの端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

3～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

 

27.2.37 HI-Zレジスタ B（PTHIZ_B） 

PTHIZ_Bは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、モジュール端子をハイインピーダンスに設定

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R R R R R R R R R R

PTHIZ 
_SSI0

PTHIZ 
_SSI1

PTHIZ 
_SSI2

PTHIZ 
_SSI3

PTHIZ 
_SSI4

PTHIZ 
_SSI5 — — — — — — — — — —

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 PTHIZ_SSI0 0 R/W SSIチャネル 0の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

14 PTHIZ_SSI1 0 R/W SSIチャネル 1の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

13 PTHIZ_SSI2 0 R/W SSIチャネル 2の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

12 PTHIZ_SSI3 0 R/W SSIチャネル 3の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

11 PTHIZ_SSI4 0 R/W SSIチャネル 4の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

10 PTHIZ_SSI5 0 R/W SSIチャネル 5の端子をハイインピーダンスにします。 

0：通常 

1：ハイインピーダンス 

9～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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27.2.38 特殊選択レジスタ（PTSEL_SPCL） 

PTSEL_SPCLは、読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタで、HSYNCと VSYNCの入出力機能を選択

します。 
 

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

初期値：
R/W：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/W

— — — — — — — — — — — — — — PTSEL_
VSYNC

PTSEL_
HSYNC

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～2 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

1 PTSEL_VSYNC 0 R/W VSYNCの機能を選択します。 

0：VSYNC機能を選択 

1：EX_VSYNC機能を選択 

0 PTSEL_HSYNC 0 R/W HSYNCの機能を選択します。 

0：HSYNC機能を選択 

1：EX_HSYNC機能を選択 
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27.3 使用例 
汎用入出力ポート（GPIO）の設定手順の例を示します。 

 

27.3.1 ポート機能選択 

ポート機能を選択する場合は、まず下記に示すようにポート出力機能もしくは、ポート入力機能を設定してく

ださい。次にピンセレクトレジスタ（PTSEL_A～PTSEL_J）で使用するポート機能を選択してください。 

ポートの入出力機能を間違って設定した状態で、ピンセレクトレジスタをポート機能に設定すると信号が衝突

するなどの不具合が発生する場合がありますのでご注意ください。 
 

27.3.2 ポート出力機能 

ポート出力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PTIO_A～PTIO_J）の該当する 2ビットに B'01を書

き込んでください。ポートデータレジスタ（PTDAT_A～PTDAT_J）の該当するビットの値を端子に出力します。 

このとき、ポート出力機能に設定した端子に対するプルアップ制御レジスタ（PTPUL_AB～PTUPL_IJ）の設定

は無効になります。 
 

27.3.3 ポート入力機能 

ポート入力機能の設定は、ポートコントロールレジスタ（PTIO_A～PTIO_J）の該当する 2ビットにプルアップ

MOSを使用しない場合は B'10を、使用する場合は B'11を書き込んでください。ポートデータレジスタ（PTDAT_A

～PTDAT_J）の該当するビットから端子に入力している値が読み出せます。 
 

27.3.4 周辺モジュール機能 

周辺モジュール機能の設定は、まずピンセレクトレジスタ（PTSEL_A～PTSEL_J）で使用するモジュールを選

択してください。 

最後に、ポートコントロールレジスタ（PTIO_A～PTIO_J）の該当する 2ビットに B'00を書き込んでください。 
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28. 低消費電力モード 

消費電力モードでは、内蔵モジュールの一部と CPUが機能を停止します。これによって、消費電力を低減させ

ることができます。 

28.1 特長 

• リフレッシュスタンバイモードのサポート 

• スリープモード／モジュールスタンバイ機能のサポート 

 

28.1.1 消費電力モードの種類 

消費電力モードには、次のようなモード、機能があります。 

• スリープモード 

• リフレッシュスタンバイ 

• モジュールスタンバイ機能 
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各モードでの CPUや内蔵モジュールなどの状態を表 28.1に示します。 
 

表 28.1 低消費電力モードの状態 

低消費電力 

モード 

遷移方法 CPG CPU 内蔵 

メモリ

内蔵周辺 

モジュール

端子 SDRAM 解除方法 S1* S0* 

スリープ 

モード 

STBCRの

STBY＝0

で SLEEP

命令を実行

動作 停止 

レジスタは

保持 

保持 動作 保持 AR 

または

SR 

（1）割り込み 

（2）パワーオンリセット 

1 0 

リフレッシュ 

スタンバイ 

モード 

STBCRの

STBY＝1

で SLEEP

命令を実行

動作 停止 

レジスタは

保持 

停止 

内容は 

保持 

停止 保持 

CLKOUT

は動作 

SR （1）NMI、IRQ 

（2）パワーオンリセット 

0 1 

モジュール 

スタンバイ 

機能 

MSTPCR

の該当ビッ

トを 1にす

る 

動作 動作 保持 指定 

モジュール

停止 

保持 AR 

または

SR 

MSTPCRの該当ビット

を 0にする 

0 0 

パワーオン 

リセット 

PRESET

端子をロー

にする 

初期

状態

初期状態 初期 

状態 

初期状態 初期状態 初期 

状態 

－ 1 1 

通常状態  動作 動作 動作 動作 動作 動作 － 0 0 

【注】 * S1は STATUS1端子、S0は STATUS0端子の出力状態を示します。 

 

28.2 入出力端子 

消費電力モードに関連する端子を表 28.2に示します。 
 

表 28.2 端子構成 

端子名 機  能 入出力 説  明 

STATUS1 処理状態 1 

STATUS0 処理状態 0 

出力 本 LSIの動作状態を表します。 

STATUS[1:0] 動作状態 

H H ：パワーオンリセット 

H L ：スリープモード 

L L ：通常動作 

L H ：リフレッシュスタンバイモード 
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28.3 レジスタの説明 
低消費電力モードのレジスタ構成を表 28.3に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 28.4

に示します。 
 

表 28.3 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR R/W H'FFC8 0020 H'1FC8 0020 32 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'FFC8 0030 H1FC8 0030 32 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'FFC8 0038 H'1FC8 0038 32 

【注】 スタンバイコントロールレジスタについては、図 10.1も参照してください。 

 

表 28.4 各処理モードにおけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

スタンバイコントロールレジスタ STBCR H'0000 0000 保持 保持 

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 H'0000 0000 保持 保持 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 H'0000 0000 保持 保持 

【注】 スタンバイコントロールレジスタについては、図 10.1も参照してください。 
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28.3.1 スタンバイコントロールレジスタ（STBCR） 

STBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、SLEEP命令実行後の低消費電力モード指定が

できます。 

STBCRは、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

—

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

——————————

RRRRRRRRRRRRRRR R

— —STBY— — — — — — —

—

— — — — ——

————

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 STBY 0 R/W スタンバイビット 

SLEEP命令実行後、スリープモードに遷移するかリフレッシュスタンバイ

モードに遷移するかを指定します。 

0：スリープモードに遷移 

1：リフレッシュスタンバイモードに遷移 

【注】 割り込みにより、リフレッシュスタンバイモードから復帰した場合、

必ず本ビットを 0にクリアしてください。 

6～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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28.3.2 モジュールストップレジスタ 0（MSTPCR0） 

MSTPCR0は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられた各モジュールに対し、個別

に動作、停止の指定ができます。 

MSTPCR0は、ロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

—

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

—INTC————————

RR/WRR/WRR/WR/WRRRRRRRR R

LCDC IICETHERTMU FLCTL — SCIF2 SCIF1 SCIF0 ATAPI

DMAC

G2D — VDC2 — USB—

—UBC—H-UDI

01234567891011121315 14

000000000000000 0

R/WRR/WRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRR/WR/WR/W R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～23 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

22 INTC 0 R/W INTCモジュールストップビット 

INTCビットを１にセットすると、INTCへのクロックの供給を停止します。 

0：INTCは動作 

1：INTCへのクロック供給を停止 

21 DMAC 0 R/W DMACモジュールストップビット 

DMACビットを 1にセットすると、DMACへのクロック供給を停止します。 

0：DMACは動作 

1：DMACへのクロック供給を停止 

20 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

19 H-UDI 0 R/W H-UDIモジュールストップビット 

H-UDIビットを 1にセットすると、H-UDIへのクロック供給を停止します。 

0：H-UDIは動作 

1：H-UDIへのクロック供給を停止 

18 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

17 UBC 0 R/W UBCモジュールストップビット 

UBCビットを 1にセットすると、UBCへのクロック供給を停止します。 

0：UBCは動作 

1：UBCへのクロック供給を停止 

16 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15 LCDC 0 R/W LCDCモジュールストップビット 

LCDCビットを 1にセットすると、LCDCへのクロック供給を停止します。 

0：LCDCは動作 

1：LCDCへのクロック供給を停止 

14 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

13 TMU 0 R/W TMUモジュールストップビット 

TMUビットを１にセットすると、TMUへのクロックの供給を停止します。 

0：TMUは動作 

1：TMUへのクロック供給を停止 

12 FLCTL 0 R/W FLCTLモジュ－ルストップビット 

FLCTLビットを 1にセットすると、FLCTLへのクロックの供給を停止します。 

0：FLCTLは動作 

1：FLCTLへのクロック供給を停止 

11 － 0 R リザ－ブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

10 SCIF2 0 R/W SCIF2モジュ－ルストップビット 

SCIF2ビットを１にセットすると、SCIF2へのクロックの供給を停止します。 

0：SCIF2は動作 

1：SCIF2へのクロック供給を停止 

9 SCIF1 0 R/W SCIF1モジュ－ルストップビット 

SCIF1ビットを１にセットすると、SCIF1へのクロックの供給を停止します。 

0：SCIF1は動作 

1：SCIF1へのクロック供給を停止 

8 SCIF0 0 R/W SCIF0モジュ－ルストップビット 

SCIF0ビットを１にセットすると、SCIF0へのクロックの供給を停止します。 

0：SCIF0は動作 

1：SCIF0へのクロック供給を停止 

7 ETHER 0 R/W ETHERモジュ－ルストップビット 

ETHER ビットを１にセットすると、ETHER へのクロックの供給を停止しま

す。 

0：ETHERは動作 

1：ETHERへのクロック供給を停止 

6 IIC 0 R/W IICモジュ－ルストップビット 

IICビットを１にセットすると、IICへのクロックの供給を停止します。 

0：IICは動作 

1：IICへのクロック供給を停止 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

5 ATAPI 0 R/W ATAPIモジュ－ルストップビット 

ATAPIビットを１にセットすると、ATAPIへのクロックの供給を停止します。 

0：ATAPIは動作 

1：ATAPIへのクロック供給を停止 

4 G2D 0 R/W G2Dモジュ－ルストップビット 

G2Dビットを１にセットすると、G2Dへのクロックの供給を停止します。 

0：G2Dは動作 

1：G2Dへのクロック供給を停止 

3 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

2 VDC2 0 R/W VDC2モジュ－ルストップビット 

VDC2ビットを１にセットすると、VDC2へのクロックの供給を停止します。 

0：VDC2は動作 

1：VDC2へのクロック供給を停止 

1 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

0 USB 0 R/W USBモジュ－ルストップビット 

USBビットを１にセットすると、USBへのクロックの供給を停止します。 

0：USBは動作 

1：USBへのクロック供給を停止 
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28.3.3 モジュールストップレジスタ 1（MSTPCR1） 

MSTPCR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、割り当てられるモジュールに対し、個別に

動作、停止の指定ができます。MSTPCR1はロングワードアクセスのみ可能です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

SRC

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

———SSI_ASSI_B————

RRRRRRRRR/WR/WRRRRR/W R/W

— ——— — — — — — —

—

— — — — ——

————

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31、30 SRC 00 R/W SRCモジュールストップビット 

SRCビットを１にセットすると、SRCへのクロックの供給を停止します。 

00：SRCは動作 

01：リザーブ（設定禁止） 

10：リザーブ（設定禁止） 

11：SRCへのクロック供給を停止 

29～26 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

25 SSI_B 0 R/W SSI_Bモジュールストップビット 

SSI_Bビットを１にセットすると、SSI_Bへのクロックの供給を停止します。 

0：SSI_Bは動作 

1：SSI_Bへのクロック供給を停止 

24 SSI_A 0 R/W SSI_Aモジュールストップビット 

SSI_Aビットを１にセットすると、SSI_Aへのクロックの供給を停止します。 

0：SSI_Aは動作 

1：SSI_Aへのクロック供給を停止 

23～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 
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28.4 スリープモード 

28.4.1 スリープモードへの遷移 

STBCRレジスタの STBYビットが 0の状態で、SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からスリープモ

ードに遷移します。CPUは SLEEP命令実行後に停止しますが、CPUのレジスタ内容は保持されます。 

CPU以外の内蔵モジュールは動作を続けます。また、CLKOUT端子にはクロックが出力され続けます。 

スリープモードでは、STATUS1端子にハイレベルが、STATUS0端子にローレベルが出力されます。 
 

28.4.2 スリープモードの解除 

スリープモードは、割り込み（NMI、IRQ1、IRQ0、内蔵モジュール）、リセットにより解除されます。 

スリープモード中は、SRレジスタの BLビットが 1でも、割り込みを受け付けます。必要ならば、 

SLEEP命令実行前に SPC、SSR等をスタックに退避してください。 

（1） 割り込みによる解除 

NMI、IRQ1、IRQ0、内蔵モジュールの各割り込みが発生すると、スリープモードが解除され、割り込み例外処

理が実行されます。INTEVTレジスタには、割り込み要因に対応したコードがセットされます。 

ただし、NMI、IRQ1、IRQ0によりスリープモードを解除する場合、当該端子を少なくとも 3×Bckの期間、ロ

ーレベル（立ち下がりエッジ検出、またはローレベル検出を設定している場合）またはハイレベル（立ち上がり

エッジ検出、またはハイレベル検出を設定している場合）に保つ必要があります。この条件を満足できない場合、

スリープモードが解除されないことがあります。 
 

（2） リセットによる解除 

PRESET端子によるパワーオンリセットおよび、ウォッチドッグタイマオーバフロー時に発生するパワーオン

リセットにより、スリープモードは解除されます。 
 

28.5 リフレッシュスタンバイモード 

28.5.1 リフレッシュスタンバイモードへの遷移 

STBCRの STBYビットが 1の状態で SLEEP命令を実行すると、プログラム実行状態からリフレッシュスタン

バイモードに遷移します。リフレッシュスタンバイモードでは、CPUだけでなくクロックや内蔵周辺モジュール

も停止します。MCU、CPGは動作しています。CLKOUT端子も動作しています。 

CPU、キャッシュのレジスタ内容は保持されます。周辺モジュールのレジスタに関しては、初期化されるもの

があります。 

リフレッシュスタンバイモードへ遷移する手順を以下に示します。 

1. STBCRのSTBYビットを1に設定します。 

2. SLEEP命令を実行させます。 

3. リフレッシュスタンバイモードに入り、LSI内部のクロックが停止すると、STATUS0端子からハイレベルが

出力されます。 
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28.5.2 リフレッシュスタンバイモードの解除 

リフレッシュスタンバイモードは、割り込み（NMI、IRQ1、IRQ0）、リセットにより、解除されます。 
 

（1） 割り込みによる解除 

NMI、IRQが検出されるとリフレッシュスタンバイモードが解除されて、STATUS0端子がローレベルになりま

す。この後、割り込み例外処理が実行され、割り込み要因に対応したコードが INTEVTに設定されます。割り込

み処理ルーチンに分岐後、STBCRレジスタの STBYビットをクリアしてください。また、リフレッシュスタンバ

イモード中は、SRレジスタの BLビットが 1のときでも割り込みを受け付けますので、必要ならば SLEEP命令実

行前に SPC、SSRをスタックに退避してください。 
 

（2） リセットによる解除 

PRESET端子によるパワーオンリセットにより、リフレッシュスタンバイモードは解除されます。 
 

28.6 モジュールスタンバイ機能 

28.6.1 モジュールスタンバイ機能への遷移 

モジュールストップレジスタの各ビットに 1をセットすることで、それぞれ対応した内蔵モジュールへのクロ

ック供給を停止させることができます。 

モジュールスタンバイ状態にある各モジュールは、モジュールスタンバイ状態に遷移する直前の状態が保持さ

れ続けます。レジスタ設定値も停止前の状態を保持します。また、外部端子も停止前の状態を保持します。モジ

ュールスタンバイ状態から復帰すると、停止前の状態から動作を開始します。 
 

28.6.2 モジュールスタンバイ機能の解除 

モジュールスタンバイ機能の解除は、モジュールストップレジスタの各ビットを 0にクリアするかまたはパワ

ーオンリセットにより行います。 
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28.7 STATUS端子の変化タイミング 

28.7.1 リセットの場合 

「29.5.1 PRESET端子によるパワーオンリセット」を参照してください。 

28.7.2 スリープ解除の場合 

（1） スリープ→割り込み 

STATUS端子の変化タイミングを図 28.1に示します。 

HL（スリープ）

割り込み要求

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT

STATUS[1:0]
出力

IRQOUT
出力

 

図 28.1 スリープ→割り込みの STATUS出力 
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29. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT） 

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）は、リセット制御部とウォッチドッグタイマ制御部から構成され、

パワーオンリセット時のシーケンス制御と、本 LSI内部および外部周辺デバイスのリセットを制御します。 

WDTは 1チャネルのタイマでありウォッチドッグタイマまたはインターバルタイマとしても使用可能です。 

29.1 特長 

• 一定周期でカウントするタイマを使用して、システムの暴走を監視する機能を実現します。 

• カウンタオーバフローにより内部をリセットするウォッチドッグタイマモードと、割り込みを発生するイン

ターバルタイマモードがあります。 

• ウォッチドッグタイマモード時、カウンタオーバフローにより内部モジュールをリセットし、WDTOVF信号

を出力します。 

• インターバルタイマモード時、カウンタオーバフローによりインターバルタイマ割り込みを発生します。 

• WDT関連のレジスタは、容易に書き換えられないように上位8ビットにコード値を設定しています。 

• カウンタがオーバフローするまでの最大時間は、約21秒（周辺クロック：Pck＝50MHz時）です。 
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図 29.1にリセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）のブロック図を示します。 

PRESET

STATUS1 
STATUS0

WDTOVF

リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT）

内部リセット要求 

2

WDTCNT

WDTCSR

WDTST

カウントアップ信号

比較器

リセット
制御回路

CPG

割り込み要求
割り込み
制御回路 INTC

Pck（周辺クロック）

【記号説明】
WDTBCNT
WDTBST 
WDTCNT 
WDTCSR
WDTST

：ウォッチドッグタイマベースカウンタ
：ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ 
：ウォッチドッグタイマカウンタ 
：ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ
：ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ

WDTBCNT

WDTBST

比較器

 

図 29.1 ブロック図 

29.2 入出力端子 

リセット、WDTの端子構成と機能を表 29.1に示します。 
 

表 29.1 リセット、WDTの端子構成と機能 

端子名 機  能 入出力 説   明 

PRESET パワーオンリセット

入力端子 

入力 端子にローレベルを入力することによりパワーオンリセット状態に遷

移します。 

STATUS1 

STATUS0 

ステータス出力 出力 プロセッサの動作状態を表します。 

HH：リセット 

HL：スリープモード 

LH：リフレッシュスタンバイモード 

LL：通常動作 

STATUS1、STATUS0端子は、それぞれ他の機能とマルチプレクスされ

ています。 

WDTOVF ウォッチドッグタイ

マオーバフロー 

出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフロー信号出力 
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29.3 レジスタの説明 
WDTのレジスタ構成を表 29.2に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 29.3に示します。 

 

表 29.2 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

ウォッチドッグタイマストップ 

タイムレジスタ 

WDTST R/W H'FFCC 0000 H'1FCC 0000 32 

ウォッチドッグタイマコントロール／

ステータスレジスタ 

WDTCSR R/W H'FFCC 0004 H'1FCC 0004 32 

ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

WDTBST R/W H'FFCC 0008 H'1FCC 0008 32 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT R H'FFCC 0010 H'1FCC 0010 32 

ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

WDTBCNT R H'FFCC 0018 H'1FCC 0018 32 

 

表 29.3 各処理モードにおけるレジスタの状態 

パワーオン 

リセット 

名   称 略称 

PRESET端子 

による 

WDT/H-UDI 

による 

スリープ スタンバイ 

ウォッチドッグタイマストップ 

タイムレジスタ 

WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマコントロール／ 

ステータスレジスタ 

WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

WDTBCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 
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29.3.1 ウォッチドッグタイマストップタイムレジスタ（WDTST） 

WDTSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDTCNTのオーバフロー値を設定します。

H'0000 0001を設定したときがオーバフローまでの最小時間で、H'0000 0000を設定したときがオーバフローまでの

最大時間になります。 

WDTSTへの書き込みは上位バイトをコード値（H'5A）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－コード値（H'5A）

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTST－－－ －

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'5A） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は

H'5Aを書き込んでください。 

23～12 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてく

ださい。 

11～0 WDTST H'000 R/W WDTCNTのオーバフロー値 
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29.3.2 ウォッチドッグタイマコントロール／ステータスレジスタ（WDTCSR） 

WDTCSRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、タイマのモードを選択するビット、オーバ

フローフラグから成ります。 

WDTCSRへの書き込みは上位バイトをコード値（H'A5）にしてロングワードサイズで行ってください。コード

値を読み出すと常に 0が読み出されます。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

コード値（H'A5）

－

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

01234567891011121315 14

000000000000000 0

－－－IOVFWOVFWT/ITTME－ －－－－－－－

RRRR/WR/WRR/WR/WRRRRRRR R  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 コード値 すべて 0 R/W コード値（H'A5） 

読み出すと常に 0が読み出されます。本レジスタへの書き込み時は H'A5を

書き込んでください。 

23～8 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

7 TME 0 R/W タイマイネーブル 

タイマ動作の開始または停止を設定します。 

0：カウントアップ停止 

1：カウントアップ開始 

6 WT/IT 0 R/W タイマモードセレクト 

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用す

るかを指定します。なお、WDTの動作中にWT/ITを書き替えるとカウント

アップが正しく行われない場合があります。 

0：インターバルタイマモード 

1：ウォッチドッグタイマモード 

5 － 0 R リザーブビット 

読み出すと常に 0が読み出されます。書き込む値も常に 0にしてください。 

4 WOVF 0 R/W ウォッチドッグタイマオーバフロー 

ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。インターバルタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：ウォッチドッグタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

3 IOVF 0 R/W インターバルタイマオーバフロー 

インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローしたことを示しま

す。 

ウォッチドッグタイマモードではセットされません。 

0：オーバフローなし 

1：インターバルタイマモードでWDTCNTがオーバフローした 

2～0 － すべて 0 R リザーブビット 

読み出すと常に0が読み出されます。書き込む値も常に0にしてください。 

 

29.3.3 ウォッチドッグタイマベースストップタイムレジスタ（WDTBST） 

WDTBSTは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタで、WDTBCNTのクリアを行います。 

WDTBCNTのクリアは、WDTBSTの上位バイトにコード値（H'55）をロングワードサイズで書き込むことで実

行します。WDTBSTを読み出すと常に 0が読み出されます。 
 

コード値（H'55）

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－

RRRRRRRRR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W

－－－－－－－－－－－－－－－－

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

01234567891011121315 14

000000000000000 0

RRRRRRRRRRRRRRR R  
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29.3.4 ウォッチドッグタイマカウンタ（WDTCNT） 

WDTCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、WDTBCNTのオーバフローによりカウントアップしま

す。WDTCNTがオーバフローすると、ウォッチドッグタイマモードでは選択したリセットが発生し、インターバ

ルタイマモードでは割り込みが発生します。 

WDTCNTへの書き込みは無効です。 
 

－

ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

－－－－－－－－－－－－－－－ －

RRRRRRRRRRRRRRR R

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTCNT－－－

RRRRRRRRRRRRRRR R  
 

29.3.5 ウォッチドッグタイマベースカウンタ（WDTBCNT） 

WDTBCNTは、読み出し可能な 32ビットのレジスタで、周辺クロック（Pck）によりカウントアップします。

WDTBCNTがオーバフローすると、WDTCNTのカウントアップを行い、WDTBCNTを H'0000 0000にクリアしま

す。 

WDTBCNTへの書き込みは無効です。 
 
ビット：

初期値：

R/W：

ビット：

初期値：

R/W：

－

161718192021222324252627282931 30

000000000000000 0

WDTBCNT－－－－－－－－－－－

R/WR/WRRRRRRRRRRRRR R

－ －

01234567891011121315 14

000000000000000 0

WDTBCNT

R/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/WR/W R/W  
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29.4 動作説明 

29.4.1 リセット要求 

リセットには、パワーオンリセットがあります。下記に発生要因を説明します。 

（1） パワーオンリセット 

1. 要因： 

• PRESET端子からローレベルを入力した場合 

• WDTCSRのWT/ITビットが1の状態で、WDTCNTがオーバフロー発生した場合。 

• H-UDIリセットが発生した場合 

詳細は「第31章 ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）」を参照してください。 

 

2. 遷移先アドレス：H'A000 0000 

3. 遷移時動作： 

例外コード H'000を EXPEVTにセットします。VBR、SRの初期化を行い、PC＝H'A000 0000に分岐します。 

初期化により、VBRレジスタは H'0000 0000にセットされます。SRは、MD、RB、BLビットが 1にセットさ

れ、FDビットが 0にクリアされ、割り込みマスクレベル（IMASK3～IMASK0）が B'1111にセットされます。 

CPUおよび周辺モジュールの初期化を行います。詳細は、各章のレジスタの説明を参照してください。 

電源投入時には必ず PRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

 
Power_on_reset（） 

{ 

 EXPEVT = H'0000 0000; 

 VBR = H'0000 0000; 

 SR.MD = 1; 

 SR.RB = 1; 

 SR.BL = 1; 

 SR.（I0-I3） = B'1111; 

 SR.FD = 0; 

 Initialize_CPU（）; 

 Initialize_Module（PowerOn）; 

 PC = H'A000 0000; 

} 
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29.4.2 ウォッチドッグタイマモードの使用法 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに1を設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. ウォッチドッグタイマモードでは、WDTCNTがオーバフローしないように定期的にWDTCNT、または

WDTBCNTをクリアしてください。クリア方法は「29.4.5 WDTカウンタのクリア方法」を参照してくださ

い。 

5. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのWOVFフラグを1にセットし、パワーオンリセットを発生しま

す。 

29.4.3 インターバルタイマモードの使用法 

インターバルタイマモードでは、カウンタがオーバフローするたびにインターバルタイマ割り込みを発生しま

す。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができます。 

1. WDTSTにWDTCNTのオーバフロー時間を設定する。 

2. WDTCSRのWT/ITビットに0を設定する。 

3. WDTCSRのTMEビットに1を設定すると、WDTカウンタのカウントを開始します。 

4. WDTCNTがオーバフローすると、WDTCSRのIOVFフラグを1にセットし、インターバルタイマ割り込み要求

を発生します。このとき、WDTCNT、およびWDTBCNTはカウントを続行しています。 

 

29.4.4 WDTオーバフロー発生までの時間 

WDTCNTとWDTBCNTとの関係を図 29.2に示します。 

図はインターバルタイマモードの例で、WDTCNTのオーバフロー後もカウントアップを継続します。 

ウォッチドッグタイマモードでは、リセット解除後にWDTCNT、WDTBCNTを 0にクリアしてカウントアップ

を再開します。 
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WDTST

H'0000 0000

WDTCNTの値

時間

オーバフロー時に
0にクリア

カウントアップ周期は
WDTBCNTの
オーバフロー周期

H'0003 FFFF

H'0000 0000

TME

WOVF

IOVF

WDTBCNTの値

時間

カウントアップ周期は
Pck（周辺クロック）

カウントアップ開始 フラグをセット

オーバフロー時に
0にクリア

 

図 29.2 WDTのカウントアップ動作（インターバルタイマモードの例） 



 

29. リセット、ウォッチドッグタイマ（WDT） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  29-11 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

WDTBCNTは 18ビットのカウンタで、周辺クロック（Pck）でカウントアップします。WDTBSTのビット 31

～24に H'55を書き込むことによりWDTBCNTがクリアされます。周辺クロックが 50MHzの場合、 

2^18[bit] × 1/50 [MHz] ＝ 約 5.243 [ms]  

となります。 

WDTCNTは 12ビットのカウンタで、WDTBCNTでオーバフローが発生するとカウントアップします。WDTST

の全ビットに 0を書き込んだ場合がオーバフローまでの最大時間になります。周辺クロックが 50MHzの場合、 

2^12 [bit] × 5.243 [ms] ＝ 約 21.47[s] 

がオーバフローまでの最大時間です。 

 また最小時間は、WDTST に H'0000 0001を書き込んだ場合で、 

  2^1 [bit] × 5.243 [ns] ＝ 5.243 [ms] 

となります。 
 

29.4.5 WDTカウンタのクリア方法 

WDTBSTにコード値をロングワードサイズで書き込むことによりWDTBCNTが、WDTSTにオーバフロー値を

設定することによりWDTCNTが、それぞれ 0にクリアされます。 
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29.5 リセット中の端子タイミング 

29.5.1 PRESET端子によるパワーオンリセット 

パワーオンリセットは、パワーオンリセット状態に遷移した際に PLLをリセットするため、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。したがって、PLL同期安定時間中に PRESET端子にハイレベルを入力しないでくだ

さい。PLL発振安定時間は、PLL1発振安定時間と PLL2発振安定時間を合計した時間です。 

PRESET端子入力をローレベルからハイレベルに変化させた後、リセット保持時間を経過するまで LSI内部で

リセット状態を継続しています。リセット保持時間は、EXTAL端子入力の入力周期の 10240サイクル以上になり

ます。 

（1） 電源投入シーケンス 

電源投入時は、必ず PRESET端子にローレベルを入力してください。また、H-UDIを初期化するために、TRST

端子にローレベルを入力する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

EXTAL
入力

HH（リセット）

EXTAL入力安定時間
PLL発振安定時間
リセット保持時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

VDD

PRESET
入力

TRST
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 29.3 電源投入シーケンス 
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（2） 通常動作中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

通常動作中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

PLL発振安定時間

リセット保持時間

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 29.4 通常動作中の PRESET端子によるパワーオンリセット 

（3） スリープ中に PRESET端子からパワーオンリセットを発生させた場合 

スリープ中に PRESET端子にローレベルを入力してパワーオンリセットを発生させた場合、PLL発振安定時間

を確保する必要があります。 

STATUS[1:0]がリセット状態を表示するタイミングは非同期になります。また、通常状態を表示するタイミング

は周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

PLL発振安定時間

リセット保持時間

LL（通常）HL（スリープ）

CLKOUT
出力

PRESET
入力

STATUS[1:0]
出力

 

図 29.5 スリープ中の PRESET端子によるパワーオンリセット 
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29.5.2 WDTオーバフローによるパワーオンリセット 

WDTオーバフローによるパワーオンリセットの期間（WDTリセット時間）は、EXTAL端子入力の入力周期の

9サイクル、および周辺クロック（Pck）周期の 18サイクル以上になります。 

また、WDTオーバフローからパワーオンリセット状態に遷移するまでの時間（WDTリセット要求時間）は、

EXTAL端子入力の入力周期の 1サイクル、および周辺クロック（Pck）周期の 5サイクル以上になります。 
 

（1） 通常動作中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

STATUS[1:0]がリセット状態、通常状態を表示するタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL

端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 WDTリセット時間

LL（通常）LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 29.6 通常動作中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 

（2） スリープ中にWDTオーバフローによりパワーオンリセットを発生させた場合 

STATUS[1:0]がリセット状態、通常状態を表示するタイミングは周辺クロック（Pck）同期であるため、EXTAL

端子入力、CLKOUT端子出力とは非同期になります。 

HH（リセット）

EXTAL
入力

WDTリセット要求時間 WDTリセット時間

LL（通常）

CLKOUT
出力

WDT
オーバフロー信号

STATUS[1:0]
出力

 

図 29.7 スリープ中のWDTオーバフローによるパワーオンリセット 
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30. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

ユーザブレークコントローラ（UBC）は、プログラムデバッグを容易にする機能を提供します。この機能を使

用することにより、セルフモニタデバッガを容易に作成でき、インサーキットエミュレータを使用しなくても、

本 LSI単体で手軽にプログラムをデバッグできます。UBCに設定できるブレーク条件には、命令フェッチまたは

オペランドの読み出し書き込み、オペランドのサイズ、データの内容、アドレスの値、および命令フェッチのと

きの停止タイミングがあります。 

30.1 特長 

1. 次のようなブレーク比較条件を設定できます 

ブレークチャネル数：2チャネル（チャネル 0と 1） 

ユーザブレークは、チャネル 0、1独立に、または連続した（シーケンシャル）一つの条件として設定するこ

とができます（シーケンシャルブレーク設定：チャネル 0のブレーク条件が一致した後チャネル 1のブレー

ク条件の一致が発生、またはチャネル 1のブレーク条件が一致した後チャネル 0のブレーク条件の一致が発

生し、しかも両者が同じバスサイクルで発生しないとき）。 

• アドレス 

ASIDとアドレス 32ビットから構成された 40ビットの比較において、ASIDは全ビット比較または全ビット

マスクのいずれかを選択できます。 

アドレス 32ビットの比較はビットごとにマスク可能で、ユーザは下位 12ビット（4Kバイトページ）、下位

10ビット（1Kバイトページ）、あるいは任意の大きさのページ等でアドレスをマスク可能です。 

• データ 

チャネル 1のみ、32ビットマスク可能。 

• バスサイクル 

命令フェッチでのブレーク（PCブレーク）またはオペランドアクセスでのブレーク 

• 読み出しまたは書き込み 

• オペランドサイズ 

バイト、ワード、ロングワード、およびクワッドワードをサポート 

2. ユーザ指定のユーザブレーク条件例外処理ルーチンを実行可能。 

3. PCブレークにおいて、ブレークを命令の実行の前に設定するか、後に設定するかを指定可能。 

4. ブレーク条件（チャネル 1に対してのみ）として、最大 212－1回まで繰り返し回数を指定可能。 
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図 30.1に UBCのブロック図を示します。 

SAB
内部バス

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

チャネル0
動作制御

チャネル1
動作制御

アクセス
コンパレータ

アドレス
コンパレータ

データ
コンパレータ

制御

CBR0

CAR0

CAMR0

CRR0

CBR1

CAR1

CAMR1

CDR1

CDMR1

CETR1

CRR1

CCMFR

CBCR

ユーザブレーク要求

SDB
アクセス
制御

CBR0
CRR0
CAR0
CAMR0
CBR1
CRR1
CAR1

CAMR1
CDR1
CDMR1
CETR1
CCMFR
CBCR
SAB
SDB

【記号説明】

ASID
コンパレータ

ASID
コンパレータ

ASID

：マッチ条件設定レジスタ0
：マッチ動作設定レジスタ0
：マッチアドレス設定レジスタ0
：マッチアドレスマスク設定レジスタ0
：マッチ条件設定レジスタ1
：マッチ動作設定レジスタ1
：マッチアドレス設定レジスタ1

：マッチアドレスマスク設定レジスタ1
：マッチデータ設定レジスタ1
：マッチデータマスク設定レジスタ1
：実行回数ブレークレジスタ1
：チャネルマッチフラグレジスタ
：ブレークコントロールレジスタ
：オペランドアドレスバス
：オペランドデータバス  

図 30.1 UBCのブロック図 
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30.2 レジスタの説明 
UBCには以下のレジスタがあります。 

 

表 30.1 レジスタ構成 

名称 略称 R/W P4アドレス エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32 

【注】 * P4アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物理

アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 

表 30.2 各処理状態におけるレジスタの状態 

名称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 0 CAMR0 不定 保持 保持 

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 H'2000 0000 保持 保持 

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 H'0000 2000 保持 保持 

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 不定 保持 保持 

マッチアドレスマスク設定レジスタ 1 CAMR1 不定 保持 保持 

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 不定 保持 保持 

マッチデータマスク設定レジスタ 1 CDMR1 不定 保持 保持 

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 不定 保持 保持 

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR H'0000 0000 保持 保持 

ブレークコントロールレジスタ CBCR H'0000 0000 保持 保持 
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アクセスサイズはコントロールレジスタのサイズと同じでなければなりません。サイズが異なると、レジスタ

の書き込み動作で書き込みが実行されず、読み出し動作は不定な値を返します。コントロールレジスタを書き換

える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレークが発生しない場合があります。

コントロールレジスタが変更されるタイミングを知るためには、最後に書き込んだデータを読み出してください。

それ以降の命令は、新しく書き込んだレジスタ値に対して有効です。 
 

30.2.1 マッチ条件設定レジスタ 0、1（CBR0、CBR1） 

CBR0、CBR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件を指定します。設定可能なブレーク条件は、（1）マッチフラグの有無、（2）ASIDの有無とその値、

（3）データ値の有無、（4）オペランドサイズ、（5）実行回数の有無、（6）バス、（7）命令フェッチまたはオ

ペランドアクセス、（8）読み出しまたは書き込みです。 
 

• CBR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

― SZ ― ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R/W R/W R/W R R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR0[0]に 1

を書き込む際に必ず000000あるいは000001を設定してください。

また CCRMFレジスタのMF0ビットが 0の状態で、本レジスタの

MFEビットを 1に、MFIビットを 000000に設定するとチャネル 0

でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV H'00 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

14～12 SZ すべて 0 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べてのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

2、1 RW  00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 
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• CBR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

MFE AIE MFI AIV

DBE SZ ETBE ― ― ― CD ID ― RW CE

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R R R R/W R/W R/W R/W R R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31 MFE 0 R/W マッチフラグイネーブル 

マッチ条件に本レジスタのMFIビットで指定したマッチフラグの値を含め

るかどうかを指定します。指定したマッチフラグの値が 1のとき、条件一

致となります。 

0：マッチフラグはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にマッチフラグを含める 

30 AIE 0 R/W ASIDイネーブル 

マッチ条件に本レジスタの AIVビットで指定した ASIDを含めるかどうか

を指定します。 

0：ASIDはマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に ASIDを含める 

29～24 MFI 100000 R/W マッチフラグ指定 

マッチ条件とするマッチフラグを指定します。 

000000：CCMFRレジスタのMF0ビット 

000001：CCMFRレジスタのMF1ビット 

その他：リザーブ（設定禁止） 

【注】 初期値はリザーブ（設定禁止）の状態になりますが、CBR1[0]に 1

を書き込む際に必ず 000000あるいは 000001を設定してくださ

い。また、CCRMFレジスタのMF1ビットが 0の状態で、本レジ

スタのMFEビットを 1に、MFIビットを 000001に設定するとチ

ャネル 1でヒットしなくなりますので注意してください。 

23～16 AIV すべて 0 R/W ASID指定 

マッチ条件とする ASID値を指定します。 

15 DBE 0 R/W データ値イネーブル*2 

マッチ条件にデータ値を含めるかどうかを指定します。本ビットは、オペ

ランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

0：データ値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件にデータ値を含める 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

14～12 SZ 000 R/W オペランドサイズセレクト 

マッチ条件とするオペランドサイズを指定します。本ビットは、オペラン

ドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効です。 

000：オペランドサイズはマッチ条件に含まれず、チェックされない（す

べのサイズが対象となる）*1 

001：バイトアクセスを対象とする 

010：ワードアクセスを対象とする 

011：ロングワードアクセスを対象とする 

100：クワッドワードアクセスを対象とする*3 

その他：リザーブ（設定禁止） 

11 ETBE 0 R/W 実行回数値イネーブル 

マッチ条件に実行回数値を含めるかどうかを指定します。このビットが 1

の場合、マッチ条件が成立した回数が CETR1 レジスタで指定した値と等

しくなったとき、CRR1レジスタで指定した動作が発生します。 

0：実行回数値はマッチ条件に含まれず、チェックされない 

1：マッチ条件に実行回数値を含める 

10～8 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

7、6 CD 00 R/W バスセレクト 

マッチ条件とするバスを指定します。本ビットは、オペランドアクセスサ

イクルを対象とする場合のみ有効です。 

00：オペランドアクセスにおいてオペランドバスを対象とする 

その他：リザーブ（設定禁止） 

5、4 ID 00 R/W 命令フェッチ／オペランドアクセスセレクト 

マッチ条件として、命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイ

クルを指定します。 

00：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

01：命令フェッチサイクルを対象とする 

10：オペランドアクセスサイクルを対象とする 

11：命令フェッチサイクルまたはオペランドアクセスサイクルを対象と

する 

3 － 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 
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ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

2、1 RW 00 R/W バスコマンドセレクト 

マッチ条件として、読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを指定しま

す。本ビットは、オペランドアクセスサイクルを対象とする場合のみ有効

です。 

00：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

01：読み出しサイクルを対象とする 

10：書き込みサイクルを対象とする 

11：読み出しサイクルまたは書き込みサイクルを対象とする 

0 CE 0 R/W チャネルイネーブル 

チャネルを有効にするかどうかを指定します。本ビットに 0を設定した場

合、他のビットの設定はすべて無効です。 

0：本チャネルは無効 

1：本チャネルは有効 

【注】 *1 データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 *2 OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 *3 クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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30.2.2 マッチ動作設定レジスタ 0、1（CRR0、CRR1） 

CRR0、CRR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、それぞれチャネル 0、チャネル 1が

マッチ条件を満たした場合の動作を指定します。設定可能な動作内容は、（1）命令フェッチサイクルに対するブ

レークタイミング、（2）ブレーク要求の有無です。 
 

• CRR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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• CRR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― PCB BIE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～14 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

13 ― 1 R リザーブビット 

本ビットを読み出すと常に 1が読み出されます。書き込む値も常に 1にし

てください。 

12～2 ― すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 PCB 0 R/W PCブレークセレクト 

命令フェッチサイクルのブレークタイミングが命令実行の前か後かを指定

します。命令フェッチサイクル以外のブレークに対して、本ビットは無効

です。 

0：PCブレークを命令実行前に設定する 

1：PCブレークを命令実行後に設定する 

0 BIE 0 R/W ブレークイネーブル 

チャネルのマッチ条件が成立したときに、ブレークを要求するかどうかを

指定します。 

0：ブレーク要求しない 

1：ブレークを要求する 
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30.2.3 マッチアドレス設定レジスタ 0、1（CAR0、CAR1） 

CAR0、CAR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 0、チャネル 1の

ブレーク条件とする仮想アドレスを指定します。 
 

• CAR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR0レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 

 

• CAR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CA

CA

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CA 不定 R/W 比較アドレス 

ブレーク条件とするアドレスを指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CA[31:0]に SAB

のアドレスを指定します。 
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30.2.4 マッチアドレスマスク設定レジスタ 0、1（CAMR0、CAMR1） 

CAMR0、CAMR1は、それぞれ読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、対応するチャネルのマ

ッチアドレス設定レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビットを指定します（マスクす

るビットに 1を設定します）。 
 

• CAMR0 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR0 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

• CAMR1 

 
31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CAM

CAM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CAM 不定 R/W 比較アドレスマスク 

CAR1 レジスタによって指定されるアドレスビットのうちマスクするビッ

トを指定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：アドレスビット CA[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：アドレスビット CA[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 
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30.2.5 マッチデータ設定レジスタ 1（CDR1） 

CDR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、チャネル 1のブレーク条件とするデータ値

を指定します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CD

CD

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CD 不定 R/W 比較データ値 

ブレーク条件とするデータ値を指定します。 

CBR1レジスタによりオペランドバスを指定した場合は、CD[31:0]に SDB

のデータ値を指定します。 

 

表 30.3 マッチデータ設定レジスタの指定 

CBR1でのバスセレクト CD[31:24] CD[23:16] CD[15:8] CD[7:0] 

オペランドバス（バイト） Don't care SDB7～0 

オペランドバス（ワード） Don't care SDB15～0 

オペランドバス（ロングワード） SDB31～0 

【注】 1. データ値をマッチ条件に含める場合は、オペランドサイズを指定してください。 

 2. OCBI命令はデータ値のないロングワード書き込み、PREF、OCBP、OCBWB命令はデータ値のないロングワー

ド読み出しとして扱います。これらの命令に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてく

ださい。 

 3. クワッドワードアクセスを指定しかつデータ値をマッチ条件に含めた場合、64ビットデータの上位 32ビットまた

は下位 32ビットそれぞれについて、マッチデータ設定レジスタおよびマッチデータマスク設定レジスタによる設

定内容との比較が行われます。 
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30.2.6 マッチデータマスク設定レジスタ 1（CDMR1） 

CDMR1は、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、マッチデータよって指定されるデータ値

のうちマスクするビットを指定します（マスクするビットに 1を設定します）。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

CDM

CDM

初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～0 CDM 不定 R/W 比較データ値マスク 

CDR1 レジスタによって指定されるデータ値のうちマスクするビットを指

定します（マスクするビットに 1を指定します）。 

0：データ値ビット CD[n]は、ブレーク条件に含まれる 

1：データ値ビット CD[n]はマスクされ、ブレーク条件に含まれない 

【注】n＝31～0 

 

30.2.7 実行回数ブレークレジスタ 1（CETR1） 

CETR1 は、読み出し／書き込み可能な 32 ビットのレジスタであり、ブレークが発生するまでのチャネルヒッ

ト回数を指定します。指定できる最大値は 212－1 です。マッチ条件設定レジスタによりマッチ条件に実行回数値

を含めた場合、チャネルがヒットするごとに本レジスタ値は 1 ずつデクリメントされ、レジスタ値が H'001 にな

った後さらにヒットするとブレークが発生します。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― CET

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―初期値：
R R R R R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～12 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

11～0 CET 不定 R/W 実行回数 

ブレーク条件とする実行回数を指定します。 

 



 

30. ユーザブレークコントローラ（UBC） 

30-16  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

30.2.8 チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR） 

CCMFRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、各チャネルのマッチ条件が成立したかど

うかを示します。チャネルのマッチ条件が成立した場合、対応するフラグビットに 1 が設定されます。フラグの

クリアは、クリアしたいビットを 0、それ以外のビットを 1にしたデータを本レジスタに書き込むことで行います

（書き込み値と現在値の論理積が書き込まれます）。本マッチフラグを用いることで、複数チャネルによるシー

ケンシャル動作を実現できます。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― MF1 MF0

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R/W R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～2 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

1 MF1 0 R/W チャネル 1条件一致フラグ 

チャネル 1にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 1のマッチ条件不一致 

1：チャネル 1のマッチ条件一致 

0 MF0 0 R/W チャネル 0条件一致フラグ 

チャネル 0にセットしたマッチ条件が成立すると、このフラグは 1にセッ

トされます。フラグをクリアするには、このビットに 0を書き込みます。 

0：チャネル 0のマッチ条件不一致 

1：チャネル 0のマッチ条件一致 
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30.2.9 ブレークコントロールレジスタ（CBCR） 

CBCRは、読み出し／書き込み可能な 32ビットのレジスタであり、ユーザブレークデバッグサポート機能を使

用するかどうかを指定します。ユーザブレークデバッグサポート機能の詳細については、「30.4 ユーザブレー

クデバッグサポート機能」を参照してください。 
 

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― UBDE

初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R RR/W：

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0ビット：

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0初期値：
R R R R R R R R R R R R R R R R/WR/W：  

 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 UBDE 0 R/W ユーザブレークデバッグサポート機能イネーブル 

ユーザブレークデバッグサポート機能を使用するかどうかを指定します。 

0：デバッグサポート機能を使用しない 

1：デバッグサポート機能を使用する 
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30.3 動作説明 

30.3.1 アクセスに関する用語の説明 

命令フェッチとは、命令を取得するアクセスを指します。たとえば、分岐命令の実行による分岐先命令のフェ

ッチは命令アクセスです。オペランドアクセスとは、命令実行による任意のメモリアクセスを指します。たとえ

ば、命令MOV.W @(disp,PC),Rnのアドレス（PC＋disp×2＋4）に対するアクセスはオペランドアクセスです。「デ

ータ」という用語は「アドレス」との対比で使用します。 

すべてのオペランドアクセスは、読み出しアクセスまたは書き込みアクセスのいずれかに分類されます。次の

命令は特別の注意が必要です。 
 

• PREF、OCBPおよび OCBWB命令：読み出しアクセスとして扱います。 

• MOVCA.Lおよび OCBI命令 ：書き込みアクセスとして扱います。 

• TAS.B命令 ：1つの読み出しアクセス、1つの書き込みアクセスとして扱います。 

 

PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命令

に対してマッチ条件を設定する場合、データ値を含めないようにしてください。 
 

すべてのオペランドアクセスは、オペランドサイズが定義されます。オペランドサイズには、バイト、ワード、

ロングワード、クワッドワードがあります。PREF、OCBP、OCBWB、MOVCA.L、OCBI 命令によるオペランド

アクセスにおいては、オペランドサイズはロングワードとして定義されます。 
 

30.3.2 ユーザブレーク動作の流れ 

ブレーク条件の設定からユーザブレーク例外処理までの動作の流れは、次のとおりです。 
 

1. マッチ条件とするオペランドサイズ、バス、命令フェッチ／オペランドアクセス、読み出し／書き込み条件

を、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）により指定します。ブレークアドレスをマッチアドレス

設定レジスタ（CAR0、CAR1）、アドレスのマスク条件をマッチアドレスマスク設定レジスタ（CAMR0、

CAMR1）により指定します。マッチ条件にASIDを含める場合は、マッチ条件設定レジスタのAIEビットをセ

ットし、AIVビットによりASIDを指定します。マッチ条件にデータ値を含める場合は、マッチ条件設定レジ

スタのDBEビットをセットし、ブレークデータをマッチデータ設定レジスタ（CDR1）、データのマスク条

件をマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）により指定します。マッチ条件に実行回数を含める場合は、

マッチ条件設定レジスタのETBEビットをセットし、実行回数条件を実行回数ブレークレジスタ（CETR1）

により指定します。シーケンシャルブレークを設定する場合、マッチ条件設定レジスタのMFEビットをセッ

トし、シーケンス元チャネル番号をMFIにより指定します。 
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2. マッチ条件が成立した場合のブレーク要求の有無、命令フェッチによる条件成立の場合のブレーク位置を、

マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）により指定します。他のすべてのレジスタ、およびマッチ条件設

定レジスタの CE ビットを除くビットの設定が終了したのち、マッチ条件設定レジスタの CE ビットをセッ

トし、再度マッチ条件設定レジスタを読み出してください。この手順により、コントロールレジスタの設定

値が直後の後続命令から有効となることを保証できます。リセット後、初期状態のコントロールレジスタか

らマッチ条件設定レジスタの CEビットをセットした場合、意図しないブレークが発生する場合があります。 

3. マッチ条件が成立すると、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）の該当する条件一致フラグ（MF1、

MF0）がセットされます。さらに、マッチ動作設定レジスタ（CRR0、CRR1）の設定内容により、CPUへの

ブレーク要求が発生します。SR レジスタの BL ビットにより、ブレーク要求に対する CPU の動作が異なり

ます。BLビットが 0のとき、ブレーク要求は受理され所定の例外処理が行われますが、BLビットが 1の場

合例外処理は行われません。 

4. マッチ条件の一致または不一致をチェックするため、該当する条件一致フラグ（MF1、MF0）を使用するこ

とができます。フラグは条件一致によりセットされますが、自動的にクリアされません。フラグを再び使用

できるようにするためには、チャネルマッチフラグレジスタ（CCMFR）に対するメモリストア命令により 0

を書き込んでください。 

5. チャネル 0およびチャネル 1で設定したブレークがほぼ同時に発生する場合があります。CPUに対するブレ

ーク要求は 1つだけであっても、これらのブレークに対する条件一致フラグが 2つともセットされる場合が

あります。 

6. SRレジスタの BLビットが 1の期間は、すべてのブレーク要求は受理されません。ただし、条件判定は行わ

れ、一致した場合は条件一致フラグがセットされます。 

7. シーケンシャル条件指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットさ

れます。シーケンス元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のとき

にシーケンス元チャネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリア

してください。 
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30.3.3 命令フェッチサイクルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）に命令フェッチが設定されると、マッチ条件は命令フェッチ

となります。マッチ条件によりブレーク要求を発生させる場合、該当するチャネルに対するマッチ動作レジ

スタ（CRR0またはCRR1）のBIEビットをセットしてください。ブレークのタイミングを命令実行の前にす

るか後にするかは、PCBビットで指定できます。マッチ条件として命令フェッチサイクルを指定する場合、

マッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）のLSBを0にクリアしてください。このビットが1にセッ

トされているとブレークは発生しません。 

2. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行前ブレークを指定すると、命令がフェッチされ実行することが確定

した時点でブレーク要求が発生します。したがって、この機能はオーバラン（分岐または割り込みの遷移中

にフェッチされ、しかも実行されない命令）によってフェッチされる命令には使用できません。命令実行前

ブレークと他の例外との優先順位については、「第5章 例外処理」を参照してください。遅延分岐命令の

遅延スロットに対して実行前ブレークが指定されると、遅延分岐命令の実行前にブレークが発生します。た

だし、RTE命令の遅延スロットには実行前ブレークを指定しないでください。 

3. 命令フェッチサイクルにおいて命令実行後ブレークを指定すると、マッチ条件と一致した命令が実行された

のち、次の命令の実行前にブレークが発生します。実行前のブレークの場合と同様、オーバランによってフ

ェッチされる命令には使用できません。命令実行後ブレークと他の例外との優先順位については、「第5章 

例外処理」を参照してください。遅延分岐命令およびその遅延スロットに対して実行後ブレークが指定され

ると、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。 

4. チャネル1のマッチ条件として命令フェッチサイクルを指定すると、マッチ条件設定レジスタCBR1のDBEビ

ットは無効となり、マッチデータ設定レジスタCDR1およびマッチデータマスク設定レジスタCDMR1の設定

は無視されます。したがって、命令フェッチサイクルのブレークには、データ値を設定することはできませ

ん。 
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30.3.4 オペランドアクセスサイクルブレーク 

1. オペランドアクセスサイクルブレークの場合、マッチ条件設定レジスタ（CBR0またはCBR1）のオペランド

サイズ指定と、条件比較の対象となるアドレスとの関係は、以下のようになります。 

 

表 30.4 オペランドサイズ指定と比較対象アドレス 

オペランドサイズセレクト 比較アドレスビット 

クワッドワード アドレスビット A31～A3 

ロングワード アドレスビット A31～A2 

ワード アドレスビット A31～A1 

バイト アドレスビット A31～A0 

マッチ条件に含まれない クワッドワードアクセス時のアドレスビット A31～A3 

ロングワードアクセス時のアドレスビット A31～A2 

ワードアクセス時のアドレスビット A31～A1 

バイトアクセス時のアドレスビット A31～A0 

 

これは、たとえばマッチアドレス設定レジスタ（CAR0またはCAR1）にアドレスH'00001003を設定するとき、

マッチ条件が成立するオペランドアクセスサイクルには、（他のすべての条件が成立すると仮定した場合）

以下が含まれることを意味します。 

 

アドレスH'00001000に対するロングワードアクセス 

アドレスH'00001002に対するワードアクセス 

アドレスH'00001003に対するバイトアクセス 

 

2. チャネル 1のマッチ条件にデータ値が含まれる場合 

データ値をマッチ条件に含める場合は、マッチ条件設定レジスタ（CBR1）のオペランドサイズセレクト（SZ

ビット）によりクワッドワード、ロングワード、ワード、またはバイトを指定し、かつマッチデータ設定レ

ジスタ（CDR1）およびマッチデータマスク設定レジスタ（CDMR1）を設定する必要があります。このとき、

アドレス条件とデータ条件が一致するとマッチ条件が成立します。バイトアクセス、ワードアクセス、ロン

グワードアクセスに対するデータ値およびマスクは、それぞれCDR1およびCDMR1のビット7～0、ビット15

～0、ビット31～0に設定します。クワッドワードアクセスの場合、64ビットデータは上位32ビットと下位32

ビットに分割され、2つの32ビットデータ単位として条件比較が行われます。2つの32ビットデータ単位のい

ずれかがマッチ条件を満足すると、マッチ条件成立となります。 

3. PREF、OCBP、OCBWB、OCBI命令によるオペランドアクセスはデータ値のないアクセスです。これらの命

令に対するマッチ条件としてデータ値を含めた場合、マッチ条件は成立しません。 
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4. オペランドバスを選択している場合、条件が一致した命令の実行を完了し、次の命令を実行する直前にブレ

ークが発生します。ただし、条件にデータ値を含める場合は、条件が一致した命令から数命令実行した後に

なる場合もあり、ブレークが発生する命令を特定することはできません。また、遅延分岐命令やその遅延ス

ロットでこの種のブレークが発生した場合は、分岐先の最初の命令までブレークは発生しません。RTE命令

の遅延スロットには、オペランドブレークを設定しないでください。また、データ値を条件に含める場合は、

RTE命令の 1.～6.命令前でブレークを発生させないでください。 

 

30.3.5 シーケンシャルブレーク 

1. マッチ条件設定レジスタ（CBR0、CBR1）のMFEビットおよびMFI ビットを設定することで、シーケンシャ

ル条件（チャネル0マッチ条件が成立した後チャネル1マッチ条件が成立、またはその逆）を指定することが

できます。シーケンス元チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE、およびマッチ動作設定レジ

スタのBIEビットをクリアしてください。シーケンス先チャネルについては、マッチ条件設定レジスタのMFE

ビットをセットし、シーケンス元チャネル番号をMFIで指定します。シーケンシャル条件成立時のブレーク

要求の有無は、シーケンス先マッチ動作設定レジスタのBIEビットにより指定します。シーケンシャル条件

指定時、各チャネルのマッチ条件が成立するごとに該当する条件一致フラグがセットされます。シーケンス

元チャネルのマッチ条件が成立し、シーケンス先チャネルのマッチ条件が未成立のときにシーケンス元チャ

ネルのマッチ状態をクリアするには、シーケンス元チャネルの条件一致フラグをクリアしてください。 

2. シーケンシャル条件指定では、チャネル 1については実行回数ブレーク条件も指定することができます。 

3. シーケンス元チャネルとシーケンス先チャネルのマッチ条件成立タイミングが接近している場合、シーケン

シャル条件が保証されない場合があります。 

 

• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルとも命令フェッチサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0命令後 同じアドレスを設定するのと等価です。この設定は使用しないでください。 

命令 Bは命令 Aの 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルは命令フェッチサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルはオペランドアクセス

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0または 1命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 2命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

• シーケンス元チャネルはオペランドアクセスサイクルでマッチ成立、シーケンス先チャネルは命令フェッチ

サイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 
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• シーケンス元チャネル、シーケンス先チャネルともオペランドアクセスサイクルでマッチ成立 

命令 Bは命令 Aの 0～5命令後 シーケンシャル動作は保証されません。 

命令 Bは命令 Aの 6命令以上後 シーケンシャル動作は保証されます。 

 

30.3.6 退避されるプログラムカウンタの値 

ブレーク発生時は、実行を再開すべき命令のアドレスを SPCに退避し、例外処理状態に移行します。マッチ条

件にデータ値を含む場合を除き、ブレークの発生する命令を一意に決定することができます。 
 

1. 命令フェッチサイクル（命令実行前）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行されず、その

前にブレークが発生します。ただし、遅延スロット命令で条件が一致した場合は、遅延分岐命令のアドレス

が SPCに退避されます。 

2. 命令フェッチサイクル（命令実行後）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、マッチ条件と一致した命令の次の命令のアドレスが退避されます。条件が一致した命令は実行さ

れ、次の命令の実行前にブレークが発生します。遅延分岐命令やその遅延スロットで一致した場合は、それ

らの命令は実行され、分岐先のアドレスが SPCに退避されます。 

3. オペランドアクセス（アドレスのみ）をマッチ条件として指定する場合 

SPCには、ブレーク条件に一致した命令の直後の命令のアドレスが退避されます。条件に一致した命令が実

行され、次の命令の実行前にブレークが発生します。ただし、遅延スロットで条件が一致した場合は、分岐

先のアドレスが SPCに退避されます。 

4. オペランドアクセス（アドレス＋データ）をマッチ条件と指定指定する場合 

データ値がマッチ条件に追加されると、マッチ条件に一致した命令は実行を完了します。1 命令後から 6 命

令後までのいずれかの命令の実行前にユーザブレークが発生し、その命令のアドレスが SPC に退避されま

す。ブレークが発生する場所を正確に決定することはできません。遅延スロット命令で条件が一致した場合

は、分岐先アドレスが SPCに退避されます。また、条件に一致した命令の次命令が分岐命令である場合は、

分岐命令や遅延スロットの実行まで完了した後にブレークが発生するときがあります。この場合も、SPCに

は分岐先のアドレスが退避されます。 
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30.4 ユーザブレークデバッグサポート機能 
ユーザブレークデバッグサポート機能を用いることにより、CPUがユーザブレーク要求を受理した場合の分岐

先アドレスを変更することができます。ブレークコントロールレジスタ CBCRの UBDEビットを 1にセットする

ことにより、[VBR＋オフセット]で表示されるアドレスへ分岐するかわりに DBRで示されるアドレスへ分岐しま

す。ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャートを図 30.2に示します。 
 

SPC ← PC
SSR ← SR

SR.BL ← B'1

SR.MD ← B'1
SR.RB ← B'1

例外／割り込み
発生

例外 例外／ 
割り込み／トラップ?

トラップ

割り込み

PC ← H'A000 0000PC ← VBR + ベクタオフセット

RTE命令を実行
PC ← SPC
SR ← SSR

SGR ← R15

PC ← DBR

デバッグプログラム

R15 ← SGR
（STC命令）

リセット例外?

（CBCR.UBDE == 1）&&
（ユーザブレーク）?

例外動作の終了

INTEVT ← 割り込みコードEXPEVT ← 例外コード

YesNo

NoYes

ハードウェア動作

例外処理ルーチン

TRA ← TRAPA （imm）

EXPEVT ← H'160

 

図 30.2 ユーザブレークデバッグサポート機能のフローチャート 
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30.5 ユーザブレーク使用例 

（1） 命令フェッチサイクルに指定したマッチ条件 

• 例1-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00000404／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000404、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、アドレス H'00000404 の命令実行後、またはアドレス H'00008010～H'00008016 の命令実

行前に発生します。 

 

• 例1-2 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 
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【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にユーザブレークが発生します。 
 

• 例1-3 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00027128／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00031415／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00027128、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00031415、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASID、データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、アドレス H'00027128の命令実行前に発生します。チャネル 1では、命令フェッチは偶数ア

ドレスに対して実行されるのでユーザブレークは発生しません。 

 

• 例1-4 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002000／CAR0＝H'00037226／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'C0700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'0003722E／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0 → チャネル 1シーケンシャルモード 
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【チャネル 0】 

アドレス：H'00037226、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'0003722E、アドレスマスク：H'00000000、ASID＝H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ASID＝H'80かつアドレス H'00037226の命令が実行された後、ASID＝H'70かつアドレス H'0003722Eの命令

実行前にブレークが発生します。 

 

• 例1-5 

レジスタ設定 

CBR0＝H'00000013／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00000500／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'00000813／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00001000／CAMR1＝H'00000000／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000005／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00000500、アドレスマスク：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

ASIDは条件に含まれない 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00001000、アドレスマスク：H'00000000 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000005 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

実行回数：5回 

ASID、データ値は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークはアドレス H'00000500の命令の実行前に生じます。チャネル 1では、ユー

ザブレークは、アドレス H'00001000の命令を 4回実行した後、5回目の命令実行前に生じます。 
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• 例1-6 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800013／CRR0＝H'00002003／CAR0＝H'00008404／CAMR0＝H'00000FFF／ 

CBR1＝H'40700013／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'00008010／CAMR1＝H'00000006／ 

CDR1＝H'00000000／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00008404、アドレスマスク：H'00000FFF、ASID：H'80 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行後） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'00008010、アドレスマスク：H'00000006、ASID：H'70 

データ：H'00000000、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：命令フェッチ（命令実行前） 

データ値、実行回数は条件に含まれない 

 

ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00008000～H'00008FFEの命令の実行後、または、ASID＝H'70

でアドレス H'00008010～H'00008016の命令の実行前に生じます。 
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（2） オペランドアクセスサイクルに指定したマッチ条件 

• 例2-1 

レジスタ設定 

CBR0＝H'40800023／CRR0＝H'00002001／CAR0＝H'00123456／CAMR0＝H'00000000／ 

CBR1＝H'4070A025／CRR1＝H'00002001／CAR1＝H'000ABCDE／CAMR1＝H'000000FF／ 

CDR1＝H'0000A512／CDMR1＝H'00000000／CETR1＝H'00000000／ 

CBCR＝H'00000000 

指定条件：チャネル 0／チャネル 1独立条件 

【チャネル 0】 

アドレス：H'00123456、アドレスマスク：H'00000000、ASID：H'80 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／読み出し（オペランドサイズは条件に含まれない） 

【チャネル 1】 

アドレス：H'000ABCDE、アドレスマスク：H'000000FF、ASID：H'70 

データ：H'0000A512、データマスク：H'00000000、実行回数：H'00000000 

バスサイクル：オペランドバス／オペランドアクセス／書き込み／ワード 

実行回数は条件に含まれない 

 

チャネル 0では、ユーザブレークは、ASID＝H'80でアドレス H'00123454に対するロングワードの読み出し、

アドレス H'00123456に対するワード読み出し、あるいはアドレス H'00123456 に対するバイト読み出しで生

じます。チャネル 1では、ユーザブレークは ASID＝H'70で H'000ABC00～H'000ABCFEにワード H'A512を

書き込むときに生じます。 
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30.6 使用上の注意事項 

1. UBCのレジスタの値を書き換える命令を実行してから実際にその値が反映されるまでの期間は、所望のブレ

ークが発生しない場合があります。UBCレジスタを変更後、ブレーク対象の命令を実行する前に、以下の（1）

～（3）のいずれかを実行してください。 

（1）変更したレジスタをリードした後、RTE命令による分岐を実行してください（レジスタリードとRTE命

令は連続している必要はありません）。 

（2）変更したレジスタをリードした後、任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI

命令を実行してください（レジスタリードとICBI命令は連続している必要はありません）。 

（3）UBCレジスタの変更前にIRMCR.R1＝0（初期値）と設定しておき、レジスタライト→レジスタリード

→（もう一度同じ値を）レジスタライトというシーケンスでレジスタを更新してください。 

 

なお、複数のUBCレジスタを変更する場合には、それぞれについて上記の手順を踏む必要はありません。最

後に変更するレジスタについてのみ、上記の手順が必要になります。 

2. CRR0および CRR1の PCBビットは、命令フェッチをマッチ条件にしたときのみ有効です。 

3. シーケンシャル条件設定時、シーケンス元チャネルのマッチ条件成立後シーケンス先チャネルのマッチ条件

が成立するとき、シーケンシャル条件が成立します。したがって、同一バスサイクルに対してチャネル 0お

よびチャネル 1の条件一致が同時に発生するようにマッチ条件が設定されてもシーケンシャル条件は成立せ

ず、ブレークは発生しません。 

4. SLEEP命令に対しては、命令フェッチサイクルをマッチ条件とする命令実行後ブレークを発生させないでく

ださい。また、SLEEP 命令の 1～5 命令前では、オペランドアクセスをマッチ条件とするブレークを発生さ

せないでください。 

5. ユーザブレークと他の例外が同一命令で発生した場合は、定められた優先順位で判定が行われます。優先順

位に関しては、「第 5章 例外処理」を参照してください。より高い優先度の例外が発生した場合は、ユー

ザブレークは発生しません。 

• 命令実行前のブレークは他のどの例外よりも優先して受け付けられます。 

• 命令実行後ブレークやデータアクセスブレークは、より優先度の高い再実行型の例外（命令実行前ブレーク

を含む）と同時に発生した場合、再実行型の例外が受け付けられ、条件一致を示すフラグもセットされませ

ん。例外処理により再実行型の例外要因が解消され、同命令が再実行された完了する時点で改めてブレーク

が発生し、フラグがセットされます。 

• 命令実行後ブレークやオペランドアクセスブレークが、より優先度の高い完了型の例外（TRAPA）と同時に

発生した場合は、ブレークは発生しませんが、条件一致を示すフラグはセットされます。 
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6. チャネル 0、チャネル 1において、マッチ条件が同時に独立して成立し、またその結果 SPCの値が両方のブ

レークに対して同じ場合、ユーザブレークは一度だけ発生しますが、条件一致フラグは両チャネルともにセ

ットされます。たとえば、 

アドレス 110の命令（チャネル 0で命令フェッチに対する実行後ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF0＝1 

アドレス 112の命令（チャネル 1で命令フェッチに対する実行前ブレーク）→SPC＝112、CCMFR.MF1＝1 

7. RTE命令の遅延スロット命令に対して命令実行前ブレークやオペランドブレークを設定しないでください。

またオペランドブレークにデータ値を含める場合には、RTE 命令の 1～6 命令前でブレークを発生させない

でください。 

8. 実行ステートが 2以上の命令において再実行型例外と実行後ブレークが競合した場合、再実行型例外が発生

します。このとき、ブレーク条件の成立に対して、CCMFR.MF0（または CCMFR.MF1）ビットが 1 にセッ

トされる場合と、セットされない場合があります。 
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31. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

ユーザデバッグインタフェース（H-UDI）は、JTAG（IEEE1149.1）に準拠したシリアル入出力インタフェース

であり、エミュレータの接続に使用します。 

31.1 特長 

H-UDIは JTAG、IEEE1149.1 ''IEEE Standard Test Access Port and Boundary-Scan Architecture''に準拠したシリアル

入出力インタフェースです。H-UDIは、エミュレータとの接続に使用します。エミュレータを使用する場合は本

インタフェースの機能を使用しないでください。なお、エミュレータとの接続方法は各エミュレータのマニュア

ルを参照してください。 

H-UDIは 6本の端子（TCK、TMS、TDI、TDO、TRST、ASEBRK/BRKACK）からなります。ASEBRK/BRKACK

を除く端子機能やシリアル転送プロトコルは、JTAGの規格に準拠します。さらにエミュレータ用端子として 6

本の信号（AUDSYNC、ADUCK、AUDATA3～AUDATA0）、チップモード指定端子として 1本の信号（MPMD）

があります。 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラとバウンダリスキャン以外の H-UDIの機能を制御

する TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTのアサートによりバウンダリスキャン用 TAP

コントローラが選択されるため、H-UDIの機能を利用するためには切り替えコマンドを入力する必要があります。

また、バウンダリスキャン TAPコントローラは CPUからアクセスすることはできません。 

図 31.1に H-UDIのブロック図を示します。 

H-UDI回路は内部に TAPコントローラと、SDBPR、SDBSR、SDIR、SDINTの計 4本のレジスタを持ちます。

SDBPRは JTAGのバイパスモードをサポートするためのレジスタ、SDBSRは JTAGのバウンダリスキャンモード

をサポートするためのレジスタ、SDIRはコマンド用のレジスタ、SDINTは H-UDI割り込み用のレジスタです。

SDIRは TDI、TDO端子から直接アクセスできます。 

TAP（Test Access Port）コントローラと制御レジスタおよびバウンダリスキャン TAPコントローラはチップの

リセット端子とは独立して、TRST端子をローレベルにするか、TMSを 1に設定して TCKを 5サイクル以上かけ

ることによりリセットがかかります。その他の回路は通常リセット期間中にリセットがかかり初期化されます。 
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図 31.1 H-UDIのブロック図 
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31.2 入出力端子 
H-UDIの端子構成を表 31.1に示します。 

 

表 31.1 H-UDIの端子構成 

端子名 機   能 入出力 説   明 未使用時 

TCK クロック端子 入力 JTAGのシリアルクロック入力端子と同じです。この信

号に同期してデータ入力端子 TDIからH-UDI回路にデー

タを与えるか、データ出力端子 TDOからデータを読み出

します。 

オープン*1 

TMS モード端子 入力 モードセレクト入力端子。TCKに同期してこの信号を変

化させることで、TDIから入力するデータの意味を決定

します。そのプロトコルは JTAG（IEEE Std 1149.1）規

格に準拠します。 

オープン*1 

TRST*2 リセット端子 入力 H-UDIをリセットする入力端子。TCKとは非同期に受け

付け、ローレベルで JTAGインタフェース回路に対する

リセットがかかります。JTAGの利用の有無にかかわら

ず、電源投入時に TRSTを一定期間ローレベルにしなけ

ればなりません。これは IEEEの規格と異なります。 

グランド固定

または

PRESET接続 

*3 

TDI データ入力端子 入力 データ入力端子。TCKに同期してこの信号を変化させる

ことで H-UDI回路にデータを送ります。 

オープン*1 

TDO データ出力端子 出力 データ出力端子。TCKに同期してこの信号を読むことで、

H-UDI回路からデータを読み取ります。 

オープン 

ASEBRK 

/BRKACK 

エミュレータ用端子 入出力 エミュレータ専用の端子 オープン*1 

AUDSYNC 

AUDCK 

AUDATA3～

AUDATA0 

エミュレータ用端子 出力 エミュレータ専用の端子 オープン 

MPMD チップモード指定端子 入力 エミュレーションサポートモードとして動作させる

（MPMD＝ローレベル）か、本体チップモードとして動

作させる（MPMD＝ハイレベル）かを指定します。 

オープン*1 

【注】 *1 チップ内でプルアップされています。エミュレータを使用可能なボードを設計する場合、あるいは H-UDI経由で
割り込み、リセットを利用する場合、外部にプルアップ抵抗を付けても問題ありません。 

 *2 エミュレータを使用可能なボードを設計する場合あるいは H-UDI経由で割り込み／リセットを利用する場合は、
電源投入時に PRESETと重複する期間 TRSTをローレベルにし、かつ TRST単独でも制御可能となるようにして
ください。 

 *3 グランド固定または PRESETと同じ（あるいは同じ挙動の）信号と接続する。ただし、グランド固定の場合には
下記の問題があります。 TRSTはチップ内でプルアップされているため外部からグランドに固定すると微小な電
流が流れます。電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及
ぼしませんが、不要な電力を消費することになります。 

 

TCKの周波数が本 LSIの周辺クロックの周波数より低くなるように TCKあるいは本 LSIの CPGの設定を行っ

てください。 
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31.3 バウンダリスキャン TAPコントローラ 
（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、CLAMP、
HIGHZ） 

本 LSIの H-UDIはバウンダリスキャン用 TAPコントローラと H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能を制御す

る TAPコントローラを分離しています。電源投入時を含め、TRSTアサートによりバウンダリスキャン用 TAPコ

ントローラが有効になり、JTAGで規定されているバウンダリスキャン機能を利用できます。また、H-UDI切り替

えコマンドを入力することで、H-UDIリセット、H-UDI割り込み機能が利用できるようになります。ただし本 LSI

の場合、以下の制限事項が存在します。 

• クロック関連信号（EXTAL、XTAL、XOUT、XIN）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• リセット関連信号（PRESET）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• H-UDI関連信号（TCK、TDI、TDO、TMS、TRST、MPMD）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• USB関連信号（DM、DP、VBUS、REFRIN）はバウンダリスキャンの対象から外れます。 

• バウンダリスキャン（IDCODE、EXTEST、SAMPLE/PRELOAD、BYPASS、CLAMP、HIGHZ、H-UDI切り替

えコマンド）実行時、TCKの最大周波数は2MHzです。 

• H-UDI側（外部コントローラ）からバウンダリスキャンTAPコントローラへのアクセスサイズは4ビットです。 

以下に、バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンドを示します。 
 

【注】 バウンダリスキャン時、PRESET端子をハイレベル固定にしてください。また、バウンダリスキャン TAPコントロー

ラから H-UDIへの切り替えシーケンスを図 31.2に示します。 

 

表 31.2 バウンダリスキャン TAPコントローラのサポートコマンド 

ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 説   明 

1 1 1 1 BYPASS 

0 0 0 0 EXTEST 

0 0 0 1 SAMPLE/PRELOAD 

0 1 0 0 IDCODE 

0 1 1 0 CLAMP 

0 1 1 1 HIGHZ 

0 0 1 1 H-UDI切り替えコマンド 

上記以外 設定禁止 
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図 31.2 バウンダリスキャン TAPコントローラから H-UDIへの切り替えシーケンス 
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31.4 レジスタの説明 
H-UDIのレジスタ構成を表 31.3、表 31.4に示します。また、各処理モードにおけるレジスタの状態を表 31.5

に示します。 
 

表 31.3 レジスタ構成（1） 

CPU側 名   称 略称 

R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ 

初期値*2 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 H'1C11 0000 16 H'0EFF 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 H'1C11 0018 16 H'0000 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － － － 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 不定 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて 

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 TRST子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Resetの状態で初期化されます。 

 

表 31.4 レジスタ構成（2） 

H-UDI端子側 名   称 略称 

R/W アクセスサイズ 初期値*1 

インストラクションレジスタ SDIR R/W 32 H'FFFF FFFD（固定値*2） 

割り込み要因レジスタ SDINT W*3 32 H'0000 0000 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － 

バイパスレジスタ SDBPR R/W 1 不定 

【注】 *1 TRST端子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Reset状態で初期化されます。 

 *2 H-UDIからの読み出し値は常に固定値（H'FFFF FFFD）となります。 

 *3 H-UDI割り込みコマンドにより最下位ビットへ 1を書き込むことができます。 

 

表 31.5 各処理状態におけるレジスタの状態 

名   称 略称 パワーオン 

リセット 

スリープ スタンバイ 

インストラクションレジスタ SDIR H'0EFF 保持 保持 

割り込み要因レジスタ SDINT H'0000 保持 保持 
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31.4.1 インストラクションレジスタ（SDIR） 

SDIRは、CPUから読み出しのみ可能な 16ビットのレジスタです。シリアル入力（TDI）から値（コマンド）

をセットします。TRSTまたは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。H-UDIからの書き込みの

場合、CPUのモードとは無関係に書き込みができます。またリザーブとなっているコマンドをセットした場合の

動作は保証しません。 

 

TI

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 1 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1
R R R R R R R R R R R R R R R R

ビット：

初期値：
R/W：

— ———————

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～8 TI 00001110 R テストインストラクションビット 7～0 

0110xxxx：H-UDI、リセット、ネゲート 

0111xxxx：H-UDI、リセット、アサート 

101xxxxx：H-UDI割り込み 

00001110：初期状態 

上記以外：設定禁止 

7～0 － すべて 1 R リザーブビット 

読み出すと常に 1が読み出されます。 

【注】 H-UDIリセットを行っても、CPGおよびWDTモジュールは初期化されません。 
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31.4.2 割り込み要因レジスタ（SDINT） 

SDINTは CPUから読み出し／書き込み可能な 16ビットのレジスタです。H-UDI端子側からは、SDIRに「H-UDI

割り込み」コマンドをセットした（Update-IR）場合に、INTREQビットが 1になります。SDIRが「H-UDI割り込

み」コマンドの間、H-UDI端子の TDIと TDOの間に SDINTが接続され、32ビットのレジスタとして読み出し可

能です。その場合上位 16ビットが 0に、下位 16ビットが SDINTになります。 

CPU側からは INTREQビットに 0を書き込むことしかできません。このビットが 1の間は割り込み要求が発行

され続けますので、割り込みハンドラ内で必ず 0にクリアするようにしてください。このレジスタ値は TRSTま

たは TAPの Test Logic Resetステートで初期状態になります。 

 

INTREQ

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

00 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

R R R R R R R R R R R R R R R R/W

———————————————

ビット：

初期値：

R/W：  
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

15～1 － すべて 0 R リザーブビット 

本ビットの読み出し／書き込みに関しては「製品に関する一般的注意事項」

を参照してください。 

0 INTREQ 0 R/W 割り込み要求ビット 

「H-UDI割り込み」コマンドによる割り込み要求の有無を示します。CPU

からはこのビットに 0を書き込むことにより割り込み要求をクリアできま

す。このビットに 1を書き込んだ場合は、直前の値を保持します。 

 

31.4.3 バイパスレジスタ（SDBPR） 

バイパスレジスタ（SDBPR）は JTAGのバイパスモードをサポートするための 1ビットのレジスタです。バウ

ンダリスキャン TAPコントローラに BYPASSコマンドがセットされると、TDIと TDOの間に SDBPRが接続され

ます。CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリセットあるいは TRSTのアサートでも初

期化されません。ただし、Capture-DRステートでは 0に初期化されます。 
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31.4.4 バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR） 

バウンダリスキャンレジスタ（SDBSR）は JTAGのバウンダリスキャンモードをサポートするためのレジスタ

です。本レジスタは外部入出力ピンの制御を行うために PAD上に配置されたシフトレジスタで、SAMPLE/ 

PRELOAD、EXTESTコマンドを用いて JTAG（IEEE Std1149.1）規格に準拠したバウンダリスキャンテストを行う

ことができます。チップのモードにかかわらず CPUからのアクセスはできません。このレジスタはパワーオンリ

セットあるいは TRSTのアサートでも初期化されません。 
 

表 31.6 バウンダリスキャンレジスタの構成 

 

番号 ピン名称 タイプ 

From TDI 

603 SCK0/AUDSYNC/FCLE CONTROL 

602 SCK0/AUDSYNC/FCLE OUTPUT 

601 SCK0/AUDSYNC/FCLE INPUT 

600 LCD_VEP_WC/DR5/PH0 CONTROL 

599 LCD_VEP_WC/DR5/PH0 OUTPUT 

598 LCD_VEP_WC/DR5/PH0 INPUT 

597 LCD_FLM/VSYNC／EX_VSYNC/BT_VSYNC CONTROL 

596 LCD_FLM/VSYNC／EX_VSYNC/BT_VSYNC OUTPUT 

595 LCD_FLM/VSYNC／EX_VSYNC/BT_VSYNC INPUT 

594 LCD_CL1/HSYNC／EX_HSYNC/BT_HSYNC CONTROL 

593 LCD_CL1/HSYNC／EX_HSYNC/BT_HSYNC OUTPUT 

592 LCD_CL1/HSYNC／EX_HSYNC/BT_HSYNC INPUT 

591 LCD_M_DISP/DE_C／DE_H/BT_DE_C CONTROL 

590 LCD_M_DISP/DE_C／DE_H/BT_DE_C OUTPUT 

589 LCD_M_DISP/DE_C／DE_H/BT_DE_C INPUT 

588 LCD_VCP_WC/DR4/PH1 CONTROL 

587 LCD_VCP_WC/DR4/PH1 OUTPUT 

586 LCD_VCP_WC/DR4/PH1 INPUT 

585 LCD_CLK/DCLKIN CONTROL 

584 LCD_CLK/DCLKIN OUTPUT 

583 LCD_CLK/DCLKIN INPUT 

582 LCD_DATA15/DR3/PG7 CONTROL 

581 LCD_DATA15/DR3/PG7 OUTPUT 

580 LCD_DATA15/DR3/PG7 INPUT 

579 LCD_DATA14/DR2/PG6 CONTROL 

578 LCD_DATA14/DR2/PG6 OUTPUT 

577 LCD_DATA14/DR2/PG6 INPUT 
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576 LCD_DATA13/DR1/PG5 CONTROL 

575 LCD_DATA13/DR1/PG5 OUTPUT 

574 LCD_DATA13/DR1/PG5 INPUT 

573 LCD_DATA12/DR0/PG4 CONTROL 

572 LCD_DATA12/DR0/PG4 OUTPUT 

571 LCD_DATA12/DR0/PG4 INPUT 

570 LCD_DATA11/DG5/PG3 CONTROL 

569 LCD_DATA11/DG5/PG3 OUTPUT 

568 LCD_DATA11/DG5/PG3 INPUT 

567 LCD_DATA10/DG4/PG2 CONTROL 

566 LCD_DATA10/DG4/PG2 OUTPUT 

565 LCD_DATA10/DG4/PG2 INPUT 

564 LCD_DATA9/DG3/PG1 CONTROL 

563 LCD_DATA9/DG3/PG1 OUTPUT 

562 LCD_DATA9/DG3/PG1 INPUT 

561 LCD_DATA8/DG2/PG0 CONTROL 

560 LCD_DATA8/DG2/PG0 OUTPUT 

559 LCD_DATA8/DG2/PG0 INPUT 

558 LCD_DATA7/DG1/BT_DATA7/PI4 CONTROL 

557 LCD_DATA7/DG1/BT_DATA7/PI4 OUTPUT 

556 LCD_DATA7/DG1/BT_DATA7/PI4 INPUT 

555 LCD_DATA6/DG0/BT_DATA6/PI3 CONTROL 

554 LCD_DATA6/DG0/BT_DATA6/PI3 OUTPUT 

553 LCD_DATA6/DG0/BT_DATA6/PI3 INPUT 

552 LCD_DATA5/DB5/BT_DATA5/PI2 CONTROL 

551 LCD_DATA5/DB5/BT_DATA5/PI2 OUTPUT 

550 LCD_DATA5/DB5/BT_DATA5/PI2 INPUT 

549 LCD_DATA4/DB4/BT_DATA4/PI1 CONTROL 

548 LCD_DATA4/DB4/BT_DATA4/PI1 OUTPUT 

547 LCD_DATA4/DB4/BT_DATA4/PI1 INPUT 

546 LCD_DATA3/DB3/BT_DATA3 CONTROL 

545 LCD_DATA3/DB3/BT_DATA3 OUTPUT 

544 LCD_DATA3/DB3/BT_DATA3 INPUT 

543 LCD_DATA2/DB2/BT_DATA2 CONTROL 

542 LCD_DATA2/DB2/BT_DATA2 OUTPUT 

541 LCD_DATA2/DB2/BT_DATA2 INPUT 
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540 LCD_DATA1/DB1/BT_DATA1 CONTROL 

539 LCD_DATA1/DB1/BT_DATA1 OUTPUT 

538 LCD_DATA1/DB1/BT_DATA1 INPUT 

537 LCD_DATA0/DB0/BT_DATA0 CONTROL 

536 LCD_DATA0/DB0/BT_DATA0 OUTPUT 

535 LCD_DATA0/DB0/BT_DATA0 INPUT 

534 LCD_CL2/DE_V/PH3 CONTROL 

533 LCD_CL2/DE_V/PH3 OUTPUT 

532 LCD_CL2/DE_V/PH3 INPUT 

531 LCD_DON/DCLKOUT/PH2 CONTROL 

530 LCD_DON/DCLKOUT/PH2 OUTPUT 

529 LCD_DON/DCLKOUT/PH2 INPUT 

528 PI0/COM／CDE CONTROL 

527 PI0/COM／CDE OUTPUT 

526 PI0/COM／CDE INPUT 

525 RDY INPUT 

524 － INTERNAL 

523 NMI INPUT 

522 BACK CONTROL 

521 BACK OUTPUT 

520 BACK INPUT 

519 RD CONTROL 

518 RD OUTPUT 

517 RD INPUT 

516 CS3 CONTROL 

515 CS3 OUTPUT 

514 CS3 INPUT 

513 BREQ INPUT 

512 BS CONTROL 

511 BS OUTPUT 

510 CS0 CONTROL 

509 CS0 OUTPUT 

508 CS0 INPUT 

507 ASEBRK/BRKACK/TCLK/PC1 CONTROL 

506 ASEBRK/BRKACK/TCLK/PC1 OUTPUT 

505 ASEBRK/BRKACK/TCLK/PC1 INPUT 
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504 A25/PB7/DREQ0/RTS0 CONTROL 

503 A25/PB7/DREQ0/RTS0 OUTPUT 

502 A25/PB7/DREQ0/RTS0 INPUT 

501 A24/PB6/DACK0/CTS0 CONTROL 

500 A24/PB6/DACK0/CTS0 OUTPUT 

499 A24/PB6/DACK0/CTS0 INPUT 

498 A17 CONTROL 

497 A17 OUTPUT 

496 A17 INPUT 

495 A23/PB5/DTEND0/RTS1 CONTROL 

494 A23/PB5/DTEND0/RTS1 OUTPUT 

493 A23/PB5/DTEND0/RTS1 INPUT 

492 A21/PB3 CONTROL 

491 A21/PB3 OUTPUT 

490 A21/PB3 INPUT 

489 A20/PB2 CONTROL 

488 A20/PB2 OUTPUT 

487 A20/PB2 INPUT 

486 A22/PB4/CTS1 CONTROL 

485 A22/PB4/CTS1 OUTPUT 

484 A22/PB4/CTS1 INPUT 

483 A19/PB1 CONTROL 

482 A19/PB1 OUTPUT 

481 A19/PB1 INPUT 

480 A18/PB0 CONTROL 

479 A18/PB0 OUTPUT 

478 A18/PB0 INPUT 

477 D15 CONTROL 

476 D15 OUTPUT 

475 D15 INPUT 

474 D14 CONTROL 

473 D14 OUTPUT 

472 D14 INPUT 

471 D1 CONTROL 

470 D1 OUTPUT 

469 D1 INPUT 
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468 D0 CONTROL 

467 D0 OUTPUT 

466 D0 INPUT 

465 D13 CONTROL 

464 D13 OUTPUT 

463 D13 INPUT 

462 D12 CONTROL 

461 D12 OUTPUT 

460 D12 INPUT 

459 D3 CONTROL 

458 D3 OUTPUT 

457 D3 INPUT 

456 D2 CONTROL 

455 D2 OUTPUT 

454 D2 INPUT 

453 D11 CONTROL 

452 D11 OUTPUT 

451 D11 INPUT 

450 D10 CONTROL 

449 D10 OUTPUT 

448 D10 INPUT 

447 D5 CONTROL 

446 D5 OUTPUT 

445 D5 INPUT 

444 D4 CONTROL 

443 D4 OUTPUT 

442 D4 INPUT 

441 D9 CONTROL 

440 D9 OUTPUT 

439 D9 INPUT 

438 D6 CONTROL 

437 D6 OUTPUT 

436 D6 INPUT 

435 D7 CONTROL 

434 D7 OUTPUT 

433 D7 INPUT 
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432 D8 CONTROL 

431 D8 OUTPUT 

430 D8 INPUT 

429 DQMLL CONTROL 

428 DQMLL OUTPUT 

427 DQMLL INPUT 

426 DQMUL CONTROL 

425 DQMUL OUTPUT 

424 DQMUL INPUT 

423 DQMUU CONTROL 

422 DQMUU OUTPUT 

421 DQMUU INPUT 

420 D16 CONTROL 

419 D16 OUTPUT 

418 D16 INPUT 

417 DQMLU CONTROL 

416 DQMLU OUTPUT 

415 DQMLU INPUT 

414 D17 CONTROL 

413 D17 OUTPUT 

412 D17 INPUT 

411 D18 CONTROL 

410 D18 OUTPUT 

409 D18 INPUT 

408 D19 CONTROL 

407 D19 OUTPUT 

406 D19 INPUT 

405 D31 CONTROL 

404 D31 OUTPUT 

403 D31 INPUT 

402 D30 CONTROL 

401 D30 OUTPUT 

400 D30 INPUT 

399 D20 CONTROL 

398 D20 OUTPUT 

397 D20 INPUT 
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396 D21 CONTROL 

395 D21 OUTPUT 

394 D21 INPUT 

393 D22 CONTROL 

392 D22 OUTPUT 

391 D22 INPUT 

390 D28 CONTROL 

389 D28 OUTPUT 

388 D28 INPUT 

387 D29 CONTROL 

386 D29 OUTPUT 

385 D29 INPUT 

384 A15 CONTROL 

383 A15 OUTPUT 

382 A15 INPUT 

381 D23 CONTROL 

380 D23 OUTPUT 

379 D23 INPUT 

378 D26 CONTROL 

377 D26 OUTPUT 

376 D26 INPUT 

375 A13 CONTROL 

374 A13 OUTPUT 

373 A16 CONTROL 

372 A16 OUTPUT 

371 A16 INPUT 

370 D27 CONTROL 

369 D27 OUTPUT 

368 D27 INPUT 

367 D24 CONTROL 

366 D24 OUTPUT 

365 D24 INPUT 

364 A10 CONTROL 

363 A10 OUTPUT 

362 A14 CONTROL 

361 A14 OUTPUT 

360 D25 CONTROL 
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359 D25 OUTPUT 

358 D25 INPUT 

357 A4 CONTROL 

356 A4 OUTPUT 

355 A11 CONTROL 

354 A11 OUTPUT 

353 A5 CONTROL 

352 A5 OUTPUT 

351 R/W CONTROL 

350 R/W OUTPUT 

349 A8 CONTROL 

348 A8 OUTPUT 

347 A12 CONTROL 

346 A12 OUTPUT 

345 CKE CONTROL 

344 CKE OUTPUT 

343 RAS CONTROL 

342 RAS OUTPUT 

341 CLKOUT CONTROL 

340 CLKOUT OUTPUT 

339 A9 CONTROL 

338 A9 OUTPUT 

337 A6 CONTROL 

336 A6 OUTPUT 

335 A7 CONTROL 

334 A7 OUTPUT 

333 CAS CONTROL 

332 CAS OUTPUT 

331 CS1 CONTROL 

330 CS1 OUTPUT 

329 CS1 INPUT 

328 CS2 CONTROL 

327 CS2 OUTPUT 

326 CS2 INPUT 

325 A0 CONTROL 

324 A0 OUTPUT 

323 D47/IDECS0 CONTROL 
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322 D47/IDECS0 OUTPUT 

321 D47/IDECS0 INPUT 

320 A3 CONTROL 

319 A3 OUTPUT 

318 A1 CONTROL 

317 A1 OUTPUT 

316 D45/IODACK CONTROL 

315 D45/IODACK OUTPUT 

314 D45/IODACK INPUT 

313 D46/IDECS1 CONTROL 

312 D46/IDECS1 OUTPUT 

311 D46/IDECS1 INPUT 

310 D33/PF6 CONTROL 

309 D33/PF6 OUTPUT 

308 D33/PF6 INPUT 

307 A2 CONTROL 

306 A2 OUTPUT 

305 D44/IDEINT CONTROL 

304 D44/IDEINT OUTPUT 

303 D44/IDEINT INPUT 

302 D43/IDEIORDY CONTROL 

301 D43/IDEIORDY OUTPUT 

300 D43/IDEIORDY INPUT 

299 D42/IDEIORD CONTROL 

298 D42/IDEIORD OUTPUT 

297 D42/IDEIORD INPUT 

296 D32/PF7 CONTROL 

295 D32/PF7 OUTPUT 

294 D32/PF7 INPUT 

293 D40/IDEIOWR CONTROL 

292 D40/IDEIOWR OUTPUT 

291 D40/IDEIOWR INPUT 

290 D41/IODREQ CONTROL 

289 D41/IODREQ OUTPUT 

288 D41/IODREQ INPUT 

287 D35/IDEA0 CONTROL 

286 D35/IDEA0 OUTPUT 
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285 D35/IDEA0 INPUT 

284 D37/IDEA1 CONTROL 

283 D37/IDEA1 OUTPUT 

282 D37/IDEA1 INPUT 

281 D39/IDED14 CONTROL 

280 D39/IDED14 OUTPUT 

279 D39/IDED14 INPUT 

278 D34/PF5 CONTROL 

277 D34/PF5 OUTPUT 

276 D34/PF5 INPUT 

275 D36/IDEA2 CONTROL 

274 D36/IDEA2 OUTPUT 

273 D36/IDEA2 INPUT 

272 D63/IDED1 CONTROL 

271 D63/IDED1 OUTPUT 

270 D63/IDED1 INPUT 

269 D38/IDED15 CONTROL 

268 D38/IDED15 OUTPUT 

267 D38/IDED15 INPUT 

266 D62/IDED0 CONTROL 

265 D62/IDED0 OUTPUT 

264 D62/IDED0 INPUT 

263 WE2/DQM64UL CONTROL 

262 WE2/DQM64UL OUTPUT 

261 WE0/DQM64LL CONTROL 

260 WE0/DQM64LL OUTPUT 

259 D60/IDED2 CONTROL 

258 D60/IDED2 OUTPUT 

257 D60/IDED2 INPUT 

256 WE3/DQM64UU CONTROL 

255 WE3/DQM64UU OUTPUT 

254 WE1/DQM64LU CONTROL 

253 WE1/DQM64LU OUTPUT 

252 D61/IDED3 CONTROL 

251 D61/IDED3 OUTPUT 

250 D61/IDED3 INPUT 

249 D48/IDED13 CONTROL 
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248 D48/IDED13 OUTPUT 

247 D48/IDED13 INPUT 

246 D59/IDED5 CONTROL 

245 D59/IDED5 OUTPUT 

244 D59/IDED5 INPUT 

243 D58/IDED4 CONTROL 

242 D58/IDED4 OUTPUT 

241 D58/IDED4 INPUT 

240 D49/IDED12 CONTROL 

239 D49/IDED12 OUTPUT 

238 D49/IDED12 INPUT 

237 D51/IDED10 CONTROL 

236 D51/IDED10 OUTPUT 

235 D51/IDED10 INPUT 

234 D50/IDED11 CONTROL 

233 D50/IDED11 OUTPUT 

232 D50/IDED11 INPUT 

231 D56/IDED6 CONTROL 

230 D56/IDED6 OUTPUT 

229 D56/IDED6 INPUT 

228 D52/IDED9 CONTROL 

227 D52/IDED9 OUTPUT 

226 D52/IDED9 INPUT 

225 D53/IDED8 CONTROL 

224 D53/IDED8 OUTPUT 

223 D53/IDED8 INPUT 

222 D57/IDED7 CONTROL 

221 D57/IDED7 OUTPUT 

220 D57/IDED7 INPUT 

219 D54/IDERST CONTROL 

218 D54/IDERST OUTPUT 

217 D54/IDERST INPUT 

216 D55/DIRECTION CONTROL 

215 D55/DIRECTION OUTPUT 

214 D55/DIRECTION INPUT 

213 WOL/PF2/IDEA0_M CONTROL 

212 WOL/PF2/IDEA0_M OUTPUT 
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211 WOL/PF2/IDEA0_M INPUT 

210 SSISCK2/PC3 CONTROL 

209 SSISCK2/PC3 OUTPUT 

208 SSISCK2/PC3 INPUT 

207 SSIDATA2/PC2 CONTROL 

206 SSIDATA2/PC2 OUTPUT 

205 SSIDATA2/PC2 INPUT 

204 SSIWS2/PC4 CONTROL 

203 SSIWS2/PC4 OUTPUT 

202 SSIWS2/PC4 INPUT 

201 LNKSTA/PF3/IDECS0_M CONTROL 

200 LNKSTA/PF3/IDECS0_M OUTPUT 

199 LNKSTA/PF3/IDECS0_M INPUT 

198 EXOUT/PF4/IDECS1_M CONTROL 

197 EXOUT/PF4/IDECS1_M OUTPUT 

196 EXOUT/PF4/IDECS1_M INPUT 

195 AUDIO_CLK2/PC5 CONTROL 

194 AUDIO_CLK2/PC5 OUTPUT 

193 AUDIO_CLK2/PC5 INPUT 

192 CRS/PD7/IDEA1_M CONTROL 

191 CRS/PD7/IDEA1_M OUTPUT 

190 CRS/PD7/IDEA1_M INPUT 

189 COL/PE7/IDEA2_M CONTROL 

188 COL/PE7/IDEA2_M OUTPUT 

187 COL/PE7/IDEA2_M INPUT 

186 TX_ER/PD6/IDEIOWR_M CONTROL 

185 TX_ER/PD6/IDEIOWR_M OUTPUT 

184 TX_ER/PD6/IDEIOWR_M INPUT 

183 MII_TXD3/SSIDATA5/IODACK_M/PD0 CONTROL 

182 MII_TXD3/SSIDATA5/IODACK_M/PD0 OUTPUT 

181 MII_TXD3/SSIDATA5/IODACK_M/PD0 INPUT 

180 MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1 CONTROL 

179 MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1 OUTPUT 

178 MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1 INPUT 

177 RX_ER/PE6/IODREQ_M CONTROL 

176 RX_ER/PE6/IODREQ_M OUTPUT 

175 RX_ER/PE6/IODREQ_M INPUT 
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174 MII_TXD1/SSIWS5/IDEIORD_M/PD2 CONTROL 

173 MII_TXD1/SSIWS5/IDEIORD_M/PD2 OUTPUT 

172 MII_TXD1/SSIWS5/IDEIORD_M/PD2 INPUT 

171 SSIDATA3/PH4 CONTROL 

170 SSIDATA3/PH4 OUTPUT 

169 SSIDATA3/PH4 INPUT 

168 MII_TXD0/SSISCK5/IDEIORDY_M/PD3 CONTROL 

167 MII_TXD0/SSISCK5/IDEIORDY_M/PD3 OUTPUT 

166 MII_TXD0/SSISCK5/IDEIORDY_M/PD3 INPUT 

165 TX_EN/PD4/IDED0_M CONTROL 

164 TX_EN/PD4/IDED0_M OUTPUT 

163 TX_EN/PD4/IDED0_M INPUT 

162 SSIWS3/PH6 CONTROL 

161 SSIWS3/PH6 OUTPUT 

160 SSIWS3/PH6 INPUT 

159 TX_CLK/PD5/IDED15_M CONTROL 

158 TX_CLK/PD5/IDED15_M OUTPUT 

157 TX_CLK/PD5/IDED15_M INPUT 

156 RX_CLK/PE5/IDED1_M CONTROL 

155 RX_CLK/PE5/IDED1_M OUTPUT 

154 RX_CLK/PE5/IDED1_M INPUT 

153 RX_DV/PE4/IDED14_M CONTROL 

152 RX_DV/PE4/IDED14_M OUTPUT 

151 RX_DV/PE4/IDED14_M INPUT 

150 SSISCK3/PH5 CONTROL 

149 SSISCK3/PH5 OUTPUT 

148 SSISCK3/PH5 INPUT 

147 IRQ0/DTEND1 CONTROL 

146 IRQ0/DTEND1 OUTPUT 

145 IRQ0/DTEND1 INPUT 

144 MII_RXD0/SSIWS4/IDED2_M/PE3 CONTROL 

143 MII_RXD0/SSIWS4/IDED2_M/PE3 OUTPUT 

142 MII_RXD0/SSIWS4/IDED2_M/PE3 INPUT 

141 MII_RXD1/SSISCK4/IDED13_M/PE2 CONTROL 

140 MII_RXD1/SSISCK4/IDED13_M/PE2 OUTPUT 

139 MII_RXD1/SSISCK4/IDED13_M/PE2 INPUT 

138 AUDIO_CLK3/PH7 CONTROL 
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137 AUDIO_CLK3/PH7 OUTPUT 

136 AUDIO_CLK3/PH7 INPUT 

135 MII_RXD2/SSIDATA4/IDED3_M/PE1 CONTROL 

134 MII_RXD2/SSIDATA4/IDED3_M/PE1 OUTPUT 

133 MII_RXD2/SSIDATA4/IDED3_M/PE1 INPUT 

132 IRQOUT/DREQ1 CONTROL 

131 IRQOUT/DREQ1 OUTPUT 

130 IRQOUT/DREQ1 INPUT 

129 MII_RXD3/AUDIO_CLK4/IDED12_M/PE0 CONTROL 

128 MII_RXD3/AUDIO_CLK4/IDED12_M/PE0 OUTPUT 

127 MII_RXD3/AUDIO_CLK4/IDED12_M/PE0 INPUT 

126 MDC/PF0/IDED4_M CONTROL 

125 MDC/PF0/IDED4_M OUTPUT 

124 MDC/PF0/IDED4_M INPUT 

123 MDIO/PF1/IDED11_M CONTROL 

122 MDIO/PF1/IDED11_M OUTPUT 

121 MDIO/PF1/IDED11_M INPUT 

120 AUDIO_CLK0/PC7 CONTROL 

119 AUDIO_CLK0/PC7 OUTPUT 

118 AUDIO_CLK0/PC7 INPUT 

117 SSIWS0 CONTROL 

116 SSIWS0 OUTPUT 

115 SSIWS0 INPUT 

114 STATUS1/RTS2/PA7 CONTROL 

113 STATUS1/RTS2/PA7 OUTPUT 

112 STATUS1/RTS2/PA7 INPUT 

111 SSISCK0 CONTROL 

110 SSISCK0 OUTPUT 

109 SSISCK0 INPUT 

108 AUDIO_CLK1/PC6 CONTROL 

107 AUDIO_CLK1/PC6 OUTPUT 

106 AUDIO_CLK1/PC6 INPUT 

105 STATUS0/CTS2/PA6 CONTROL 

104 STATUS0/CTS2/PA6 OUTPUT 

103 STATUS0/CTS2/PA6 INPUT 

102 SSIDATA0 CONTROL 

101 SSIDATA0 OUTPUT 
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100 SSIDATA0 INPUT 

99 SSISCK1 CONTROL 

98 SSISCK1 OUTPUT 

97 SSISCK1 INPUT 

96 PJ7/IDED10_M CONTROL 

95 PJ7/IDED10_M OUTPUT 

94 PJ7/IDED10_M INPUT 

93 SSIWS1 CONTROL 

92 SSIWS1 OUTPUT 

91 SSIWS1 INPUT 

90 PJ6/IDED5_M CONTROL 

89 PJ6/IDED5_M OUTPUT 

88 PJ6/IDED5_M INPUT 

87 FRE/PA4 CONTROL 

86 FRE/PA4 OUTPUT 

85 FRE/PA4 INPUT 

84 SSIDATA1 CONTROL 

83 SSIDATA1 OUTPUT 

82 SSIDATA1 INPUT 

81 PJ5/IDED9_M CONTROL 

80 PJ5/IDED9_M OUTPUT 

79 PJ5/IDED9_M INPUT 

78 PJ4/IDED6_M CONTROL 

77 PJ4/IDED6_M OUTPUT 

76 PJ4/IDED6_M INPUT 

75 PJ2/IDED8_M CONTROL 

74 PJ2/IDED8_M OUTPUT 

73 PJ2/IDED8_M INPUT 

72 PJ3/IDED7_M CONTROL 

71 PJ3/IDED7_M OUTPUT 

70 PJ3/IDED7_M INPUT 

69 FWE/PA3 CONTROL 

68 FWE/PA3 OUTPUT 

67 FWE/PA3 INPUT 

66 FCE/PA5 CONTROL 

65 FCE/PA5 OUTPUT 

64 FCE/PA5 INPUT 
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63 PJ1/IDERST_M CONTROL 

62 PJ1/IDERST_M OUTPUT 

61 PJ1/IDERST_M INPUT 

60 PJ0/DIRECTION_M CONTROL 

59 PJ0/DIRECTION_M OUTPUT 

58 PJ0/DIRECTION_M INPUT 

57 MODE7/FD6 CONTROL 

56 MODE7/FD6 OUTPUT 

55 MODE7/FD6 INPUT 

54 FALE/PC0 CONTROL 

53 FALE/PC0 OUTPUT 

52 FALE/PC0 INPUT 

51 MODE3/FD3 CONTROL 

50 MODE3/FD3 OUTPUT 

49 MODE3/FD3 INPUT 

48 MODE5/FD5 CONTROL 

47 MODE5/FD5 OUTPUT 

46 MODE5/FD5 INPUT 

45 TXD2/PA2 CONTROL 

44 TXD2/PA2 OUTPUT 

43 TXD2/PA2 INPUT 

42 MODE2/FD2 CONTROL 

41 MODE2/FD2 OUTPUT 

40 MODE2/FD2 INPUT 

39 MODE4/FD4 CONTROL 

38 MODE4/FD4 OUTPUT 

37 MODE4/FD4 INPUT 

36 MODE8/FD7 CONTROL 

35 MODE8/FD7 OUTPUT 

34 MODE8/FD7 INPUT 

33 MODE1/FD1 CONTROL 

32 MODE1/FD1 OUTPUT 

31 MODE1/FD1 INPUT 

30 RXD2/PA1 CONTROL 

29 RXD2/PA1 OUTPUT 

28 RXD2/PA1 INPUT 

27 SCK2/PA0 CONTROL 

 



 

31. ユーザデバッグインタフェース（H-UDI） 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  31-25 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

番号 ピン名称 タイプ 

26 SCK2/PA0 OUTPUT 

25 SCK2/PA0 INPUT 

24 SCL OUTPUT 

23 SCL INPUT 

22 SDA OUTPUT 

21 SDA INPUT 

20 RXD1/AUDATA2 CONTROL 

19 RXD1/AUDATA2 OUTPUT 

18 RXD1/AUDATA2 INPUT 

17 WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1 CONTROL 

16 WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1 OUTPUT 

15 WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1 INPUT 

14 MODE0/FD0 CONTROL 

13 MODE0/FD0 OUTPUT 

12 MODE0/FD0 INPUT 

11 RXD0/AUDATA0 CONTROL 

10 RXD0/AUDATA0 OUTPUT 

9 RXD0/AUDATA0 INPUT 

8 TXD1/AUDATA3 CONTROL 

7 TXD1/AUDATA3 OUTPUT 

6 TXD1/AUDATA3 INPUT 

5 TXD0/AUDATA1 CONTROL 

4 TXD0/AUDATA1 OUTPUT 

3 TXD0/AUDATA1 INPUT 

2 SCK1/FR/B CONTROL 

1 SCK1/FR/B OUTPUT 

0 SCK1/FR/B INPUT 

To TDO 
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31.5 動作説明 

31.5.1 TAP制御 

図 31.3に TAP制御回路の内部状態を示します。JTAGで規定されている状態遷移に準拠しています。 

• 遷移条件はTCKの立ち上がりエッジにおけるTMS値です。 

• TDI値はTCKの立ち上がりエッジでサンプリングし、TCKの立ち下がりエッジでシフトします。 

• TDO値はTCKの立ち下がりエッジで変化します。またTDOはShift-DR、Shift-IRステート以外ではハイインピ

ーダンス状態です。 

• TRST＝0への遷移でTCKとは非同期で"Test-Logic-Reset"状態へ遷移します。 

 

Test -Logic-Reset

Capture-DR

Shift-DR

Exit1-DR

Pause-DR

Exit2-DR

Update-DR

Select-DR-ScanRun-Test/Idle

1

0

0

0

0
1 1 1

1

0

0

0

1

1 1

0

1

1

1 0

Capture-IR

Shift-IR

Exit1-IR

Pause-IR

Exit2-IR

Update-IR

Select-IR-Scan

0

0

1

0

0

0

1

0

1

1

1 0

 

図 31.3 TAP制御状態遷移図 
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31.5.2 H-UDIリセット 

SDIRコマンドによりパワーオンリセットをかけられます。H-UDIの端子から H-UDIリセット・アサートコマ

ンドを送り、さらに H-UDIリセット・ネゲートコマンドを送ることでリセットをかけます（図 31.4参照）。H-UDI

リセット・アサートコマンドと H-UDIリセット・ネゲートコマンド間に必要な時間は、パワーオンリセットをか

けるためにリセット端子をローレベルに保つ時間と同じです。 

H-UDI
リセット・アサート

H-UDI
リセット・ネゲートH-UDI端子

チップ内リセット

CPU状態 リセット処理リセット通常

 

図 31.4 H-UDIリセット 

31.5.3 H-UDI割り込み 

H-UDI割り込み機能は、H-UDIから SDIRにコマンド値を設定することにより割り込みを発生させる機能です。 

H-UDI割り込みの要求信号は、コマンドセット後（Update-IR）に SDINTレジスタの INTREQビットが 1にな

ることによりアサートされます。ソフトウェアにより INTREQビットに 0を書き込まない限り割り込み要求信号

はネゲートされませんので、割り込み要求を取りこぼすことはありません。H-UDI割り込みコマンドが SDIRに

セットされている間は、TDIと TDOの間に SDINTが接続されます。 
 

31.6 注意事項 

一度設定した SDIRコマンドは TRSTのアサート、または TAPを Test-Logic-Reset状態にすることによる初期化

以外は H-UDIから他のコマンドを書き込まない限り変化しません。 

H-UDIは、エミュレータの接続に使用されます。したがって、エミュレータを使用する場合には、H-UDIの機

能は使用できません。 
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32. SDホストインタフェース（SDHI） 

本章は、守秘契約を結んでいただいたうえで公開致します。 

詳細は、弊社の営業担当にご確認ください。 
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33. レジスタ一覧 

33.1 レジスタアドレス一覧 
 

• 本LSIの内蔵I/Oレジスタを、機能モジュール単位で、マニュアルの章番号の順に記載します。 

• 本一覧表で記載されていないリザーブアドレスへのアクセスは禁止です。アクセスしたときの動作および継

続する動作については保証できません。 

• アドレスは、16ビットまたは32ビットの場合、ビッグエンディアンを前提として、MSB側のアドレスを記載

しています。 

• アクセスサイズは、ビット数を示します。 

• 各レジスタの詳細は、関連章のレジスタ説明の項を参照してください。 

 

表 33.1 レジスタ構成 

モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス* 

エリア 7 

アドレス* 

アクセス 

サイズ 

備考 

TRAPA例外レジスタ TRA R/W H'FF00 0020 H'1F00 0020 32  

例外事象レジスタ EXPEVT R/W H'FF00 0024 H'1F00 0024 32  

割り込み事象レジスタ INTEVT R/W H'FF00 0028 H'1F00 0028 32  

例外処理 

非サポート検出例外レジスタ EXPMASK R/W H'FF2F 0004 H'1F2F 0004 32  

ページテーブルエントリ上位 

レジスタ 

PTEH R/W H'FF00 0000 H'1F00 0000 32  

ページテーブルエントリ下位 

レジスタ 

PTEL R/W H'FF00 0004 H'1F00 0004 32  

変換テーブルベースレジスタ TTB R/W H'FF00 0008 H'1F00 0008 32  

TLB例外アドレスレジスタ TEA R/W H'FF00 000C H'1F00 000C 32  

MMU制御レジスタ MMUCR R/W H'FF00 0010 H'1F00 0010 32  

ページテーブルエントリ 

アシスタンスレジスタ 

PTEA R/W H'FF00 0034 H'1F00 0034 32  

物理アドレス空間制御レジスタ PASCR R/W H'FF00 0070 H'1F00 0070 32  

MMU 

命令再フェッチ抑止制御レジスタ IRMCR R/W H'FF00 0078 H'1F00 0078 32  

キャッシュ制御レジスタ CCR R/W H'FF00 001C H'1F00 001C 32  

キューアドレス制御レジスタ 0 QACR0 R/W H'FF00 0038 H'1F00 0038 32  

キューアドレス制御レジスタ 1 QACR1 R/W H'FF00 003C H'1F00 003C 32  

キャッシュ 

内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074 H'1F00 0074 32  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

内蔵メモリ 内蔵メモリ制御レジスタ RAMCR R/W H'FF00 0074* H'1F00 0074* 32  

周波数制御レジスタ FRQCR R H'FFC8 0000 H'1FC8 0000 32  

PLLコントロールレジスタ PLLCR R/W H'FFC8 0024 H'1FC8 0024 32  

CPG 

VDC2クロック制御レジスタ VDC2CLKCR R/W H'FFC8 0004 H'1FC8 0004 32  

ウォッチドッグタイマストップ 

タイムレジスタ 

WDTST R/W H'FFCC 0000 H'1FCC 0000 32  

ウォッチドッグタイマコントロー

ル／ステータスレジスタ 

WDTCSR R/W H'FFCC 0004 H'1FCC 0004 32  

ウォッチドッグタイマベース 

ストップタイムレジスタ 

WDTBST R/W H'FFCC 0008 H'1FCC 0008 32  

ウォッチドッグタイマカウンタ WDTCNT R H'FFCC 0010 H'1FCC 0010 32  

WDT 

ウォッチドッグタイマベース 

カウンタ 

WDTBCNT R H'FFCC 0018 H'1FCC 0018 32  

DMAソースアドレスレジスタ 0 SAR0 R/W H'FF60 8020 H'1F60 8020 32*3  

DMAデスティネーションアドレス

レジスタ 0 

DAR0 R/W H'FF60 8024 H'1F60 8024 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ 0 

TCR0 R/W H'FF60 8028 H'1F60 8028 32*3  

DMA チャネルコントロール 

レジスタ 0 

CHCR0 R/W*1 H'FF60 802C H'1F60 802C 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ 1 SAR1 R/W H'FF60 8030 H'1F60 8030 32*3  

DMAデスティネーションアドレス

レジスタ 1 

DAR1 R/W H'FF60 8034 H'1F60 8034 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ 1 

TCR1 R/W H'FF60 8038 H'1F60 8038 32*3  

DMA チャネルコントロール 

レジスタ 1 

CHCR1 R/W*1 H'FF60 803C H'1F60 803C 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ 2 SAR2 R/W H'FF60 8040 H'1F60 8040 32*3  

DMAデスティネーションアドレス

レジスタ 2 

DAR2 R/W H'FF60 8044 H'1F60 8044 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ 2 

TCR2 R/W H'FF60 8048 H'1F60 8048 32*3  

DMA チャネルコントロール 

レジスタ 2 

CHCR2 R/W*1 H'FF60 804C H'1F60 804C 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ 3 SAR3 R/W H'FF60 8050 H'1F60 8050 32*3  

DMAデスティネーションアドレス

レジスタ 3 

DAR3 R/W H'FF60 8054 H'1F60 8054 32*3  

DMAC 

DMAトランスファカウント 

レジスタ 3 

TCR3 R/W H'FF60 8058 H'1F60 8058 32*3  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

DMA チャネルコントロールレジスタ 3 CHCR3 R/W*1 H'FF60 805C H'1F60 805C 32*3  

DMAオペレーションレジスタ 0 DMAOR0 R/W*2 H'FF60 8060 H'1F60 8060 16*3  

DMAソースアドレスレジスタ 4 SAR4 R/W H'FF60 8070 H'1F60 8070 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 4 

DAR4 R/W H'FF60 8074 H'1F60 8074 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ 4 

TCR4 R/W H'FF60 8078 H'1F60 8078 32*3  

DMA チャネルコントロール 

レジスタ 4 

CHCR4 R/W*1 H'FF60 807C H'1F60 807C 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ 5 SAR5 R/W H'FF60 8080 H'1F60 8080 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ 5 

DAR5 R/W H'FF60 8084 H'1F60 8084 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ 5 

TCR5 R/W H'FF60 8088 H'1F60 8088 32*3  

DMAチャネルコントロール 

レジスタ 5 

CHCR5 R/W*1 H'FF60 808C H'1F60 808C 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ B0 SARB0 R/W H'FF60 8120 H'1F60 8120 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B0 

DARB0 R/W H'FF60 8124 H'1F60 8124 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ B0 

TCRB0 R/W H'FF60 8128 H'1F60 8128 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ B1 SARB1 R/W H'FF60 8130 H'1F60 8130 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B1 

DARB1 R/W H'FF60 8134 H'1F60 8134 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ B1 

TCRB1 R/W H'FF60 8138 H'1F60 8138 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ B2 SARB2 R/W H'FF60 8140 H'1F60 8140 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B2 

DARB2 R/W H'FF60 8144 H'1F60 8144 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ B2 

TCRB2 R/W H'FF60 8148 H'1F60 8148 32*3  

DMAソースアドレスレジスタ B3 SARB3 R/W H'FF60 8150 H'1F60 8150 32*3  

DMAデスティネーションアドレス 

レジスタ B3 

DARB3 R/W H'FF60 8154 H'1F60 8154 32*3  

DMAトランスファカウント 

レジスタ B3 

TCRB3 R/W H'FF60 8158 H'1F60 8158 32*3  

DMA拡張リソースセレクタ 0 DMARS0 R/W H'FF60 9000 H'1F60 9000 16*3  

DMA拡張リソースセレクタ 1 DMARS1 R/W H'FF60 9004 H'1F60 9004 16*3  

DMAC 

DMA拡張リソースセレクタ 2 DMARS2 R/W H'FF60 9008 H'1F60 9008 16*3  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

割り込みコントロールレジスタ 0 ICR0 R/W H'FFD0 0000 H'1FD0 0000 32  

割り込みコントロールレジスタ 1 ICR1 R/W H'FFD0 001C H'1FD0 001C 32  

割り込み優先順位設定レジスタ INTPRI R/W H'FFD0 0010 H'1FD0 0010 32  

割り込み要因レジスタ INTREQ R/W H'FFD0 0024 H'1FD0 0024 32  

割り込みマスクレジスタ INTMSK R/W H'FFD0 0044 H'1FD0 0044 32  

割り込みマスククリアレジスタ INTMSKCLR R/W H'FFD0 0064 H'1FD0 0064 32  

NMIフラグコントロールレジスタ NMIFCR R/W H'FFD0 00C0 H'1FD0 00C0 32  

ユーザ割り込みマスクレベル設定

レジスタ 

USERIMASK R/W H'FFD3 0000 H'1FD3 0000 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 0 INT2PRI0 R/W H'FFD4 0000 H'1FD4 0000 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 1 INT2PRI1 R/W H'FFD4 0004 H'1FD4 0004 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 2 INT2PRI2 R/W H'FFD4 0008 H'1FD4 0008 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 3 INT2PRI3 R/W H'FFD4 000C H'1FD4 000C 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 4 INT2PRI4 R/W H'FFD4 0010 H'1FD4 0010 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 5 INT2PRI5 R/W H'FFD4 0014 H'1FD4 0014 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 6 INT2PRI6 R/W H'FFD4 0018 H'1FD4 0018 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 7 INT2PRI7 R/W H'FFD4 001C H'1FD4 001C 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 8 INT2PRI8 R/W H'FFD4 00A0 H'1FD4 00A0 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 9 INT2PRI9 R/W H'FFD4 00A4 H'1FD4 00A4 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 10 INT2PRI10 R/W H'FFD4 00A8 H'1FD4 00A8 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 11 INT2PRI11 R/W H'FFD4 00AC H'1FD4 00AC 32  

割り込み優先順位設定レジスタ 12 INT2PRI12 R/W H'FFD4 00B0 H'1FD4 00B0 32  

割り込み要因レジスタ 0 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A0 R H'FFD4 0030 H'1FD4 0030 32  

割り込み要因レジスタ 01 

（マスク状態の影響なし） 

INT2A01 R H'FFD4 00C0 H'1FD4 00C0 32 

 

割り込み要因レジスタ 1 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A1 R H'FFD4 0034 H'1FD4 0034 32  

割り込み要因レジスタ 11 

（マスク状態の影響あり） 

INT2A11 R H'FFD4 00C4 H'1FD4 00C4 32 

 

割り込みマスクレジスタ INT2MSKR R/W H'FFD4 0038 H'1FD4 0038 32  

割り込みマスクレジスタ 1 INT2MSKR1 R/W H'FFD4 00D0 H'1FD4 00D0 32  

割り込みマスククリアレジスタ INT2MSKCR W H'FFD4 003C H'1FD4 003C 32  

割り込みマスククリアレジスタ 1 INT2MSKCR1 W H'FFD4 00D4 H'1FD4 00D4 32  

INTC 

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 0 

INT2B0 R H'FFD4 0040 H'1FD4 0040 32  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 2 

INT2B2 R H'FFD4 0048 H'1FD4 0048 32  

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 3 

INT2B3 R H'FFD4 004C H'1FD4 004C 32  

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 4 

INT2B4 R H'FFD4 0050 H'1FD4 0050 32  

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 5 

INT2B5 R H'FFD4 0054 H'1FD4 0054 32  

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 6 

INT2B6 R H'FFD4 0058 H'1FD4 0058 32  

モジュール別割り込み要因 

レジスタ 7 

INT2B7 R H'FFD4 005C H'1FD4 005C 32  

INTC 

GPIO割り込み設定レジスタ INT2GPIC R/W H'FFD4 0090 H'1FD4 0090 32  

タイマアウトプットコントロール

レジスタ 

TOCR R/W H'FFD8 0000 H'1FD8 0000 8  

タイマスタートレジスタ 0 TSTR0 R/W H'FFD8 0004 H'1FD8 0004 8  

タイマコンスタントレジスタ 0 TCOR0 R/W H'FFD8 0008 H'1FD8 0008 32  

タイマカウンタ 0 TCNT0 R/W H'FFD8 000C H'1FD8 000C 32  

タイマコントロールレジスタ 0 TCR0 R/W H'FFD8 0010 H'1FD8 0010 16  

タイマコンスタントレジスタ 1 TCOR1 R/W H'FFD8 0014 H'1FD8 0014 32  

タイマカウンタ 1 TCNT1 R/W H'FFD8 0018 H'1FD8 0018 32  

タイマコントロールレジスタ 1 TCR1 R/W H'FFD8 001C H'1FD8 001C 16  

タイマコンスタントレジスタ 2 TCOR2 R/W H'FFD8 0020 H'1FD8 0020 32  

タイマカウンタ 2 TCNT2 R/W H'FFD8 0024 H'1FD8 0024 32  

タイマコントロールレジスタ 2 TCR2 R/W H'FFD8 0028 H'1FD8 0028 16  

インプットキャプチャレジスタ 2 TCPR2 R H'FFD8 002C H'1FD8 002C 32  

タイマスタートレジスタ 1 TSTR1 R/W H'FFDC 0004 H'1FDC 0004 8  

タイマコンスタントレジスタ 3 TCOR3 R/W H'FFDC 0008 H'1FDC 0008 32  

タイマカウンタ 3 TCNT3 R/W H'FFDC 000C H'1FDC 000C 32  

タイマコントロールレジスタ 3 TCR3 R/W H'FFDC 0010 H'1FDC 0010 16  

タイマコンスタントレジスタ 4 TCOR4 R/W H'FFDC 0014 H'1FDC 0014 32  

タイマカウンタ 4 TCNT4 R/W H'FFDC 0018 H'1FDC 0018 32  

タイマコントロールレジスタ 4 TCR4 R/W H'FFDC 001C H'1FDC 001C 16  

タイマコンスタントレジスタ 5 TCOR5 R/W H'FFDC 0020 H'1FDC 0020 32  

タイマカウンタ 5 TCNT5 R/W H'FFDC 0024 H'1FDC 0024 32  

TMU 

タイマコントロールレジスタ 5 TCR5 R/W H'FFDC 0028 H'1FDC 0028 16  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

シリアルモードレジスタ_0 SCSMR_0 R/W H'FFE00000 H'1FE00000 16  

ビットレートレジスタ_0 SCBRR_0 R/W H'FFE00004 H'1FE00004 8  

シリアルコントロールレジスタ_0 SCSCR_0 R/W H'FFE00008 H'1FE00008 16  

送信 FIFOデータレジスタ_0 SCFTDR_0 W H'FFE0000C H'1FE0000C 8  

シリアルステータスレジスタ_0 SCFSR_0 R/(W)*4 H'FFE00010 H'1FE00010 16  

受信 FIFOデータレジスタ_0 SCFRDR_0 R H'FFE00014 H'1FE00014 8  

FIFOコントロールレジスタ_0 SCFCR_0 R/W H'FFE00018 H'1FE00018 16  

FIFOデータカウントセット 

レジスタ_0 

SCFDR_0 R H'FFE0001C H'1FE0001C 16  

シリアルポートレジスタ_0 SCSPTR_0 R/W H'FFE00020 H'1FE00020 16  

ラインステータスレジスタ_0 SCLSR_0 R/(W)*5 H'FFE00024 H'1FE00024 16  

シリアル拡張モードレジスタ_0 SCEMR_0 R/W H'FFE00028 H'1FE00028 16  

シリアルモードレジスタ_1 SCSMR_1 R/W H'FFE10000 H'1FE10000 16  

ビットレートレジスタ_1 SCBRR_1 R/W H'FFE10004 H'1FE10004 8  

シリアルコントロールレジスタ_1 SCSCR_1 R/W H'FFE10008 H'1FE10008 16  

送信 FIFOデータレジスタ_1 SCFTDR_1 W H'FFE1000C H'1FE1000C 8  

シリアルステータスレジスタ_1 SCFSR_1 R/(W)*4 H'FFE10010 H'1FE10010 16  

受信 FIFOデータレジスタ_1 SCFRDR_1 R H'FFE10014 H'1FE10014 8  

FIFOコントロールレジスタ_1 SCFCR_1 R/W H'FFE10018 H'1FE10018 16  

FIFOデータカウントセット 

レジスタ_1 

SCFDR_1 R H'FFE1001C H'1FE1001C 16  

シリアルポートレジスタ_1 SCSPTR_1 R/W H'FFE10020 H'1FE10020 16  

ラインステータスレジスタ_1 SCLSR_1 R/(W)*5 H'FFE10024 H'1FE10024 16  

シリアル拡張モードレジスタ_1 SCEMR_1 R/W H'FFE10028 H'1FE10028 16  

シリアルモードレジスタ_2 SCSMR_2 R/W H'FFE20000 H'1FE20000 16  

ビットレートレジスタ_2 SCBRR_2 R/W H'FFE20004 H'1FE20004 8  

シリアルコントロールレジスタ_2 SCSCR_2 R/W H'FFE20008 H'1FE20008 16  

送信 FIFOデータレジスタ_2 SCFTDR_2 W H'FFE2000C H'1FE2000C 8  

シリアルステータスレジスタ_2 SCFSR_2 R/(W)*4 H'FFE20010 H'1FE20010 16  

受信 FIFOデータレジスタ_2 SCFRDR_2 R H'FFE20014 H'1FE20014 8  

FIFOコントロールレジスタ_2 SCFCR_2 R/W H'FFE20018 H'1FE20018 16  

FIFOデータカウントセット 

レジスタ_2 

SCFDR_2 R H'FFE2001C H'1FE2001C 16  

シリアルポートレジスタ_2 SCSPTR_2 R/W H'FFE20020 H'1FE20020 16  

ラインステータスレジスタ_2 SCLSR_2 R/(W)*5 H'FFE20024 H'1FE20024 16  

SCIF 

シリアル拡張モードレジスタ_2 SCEMR_2 R/W H'FFE20028 H'1FE20028 16  
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

スレーブコントロール 

レジスタ 

ICSCR R/W H'FFE7 0000 H'1FF7 0000 8  

マスタコントロール 

レジスタ 

ICMCR R/W H'FFE7 0004 H'1FF7 0004 8  

スレーブステータス 

レジスタ 

ICSSR R/(W)*6 H'FFE7 0008 H'1FF7 0008 8  

マスタステータスレジスタ ICMSR R/(W)*7 H'FFE7 000C H'1FF7 000C 8  

スレーブ割り込みイネーブル

レジスタ 

ICSIER R/W H'FFE7 0010 H'1FF7 0010 8  

マスタ割り込みイネーブル 

レジスタ 

ICMIER R/W H'FFE7 0014 H'1FF7 0014 8  

クロックコントロール 

レジスタ 

ICCCR R/W H'FFE7 0018 H'1FF7 0018 8  

スレーブアドレスレジスタ ICSAR R/W H'FFE7 001C H'1FF7 001C 8  

マスタアドレスレジスタ ICMAR R/W H'FFE7 0020 H'1FF7 0020 8  

受信データレジスタ ICRXD R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8  

IIC 

送信データレジスタ ICTXD R/W H'FFE7 0024 H'1FF7 0024 8  

DMAモードレジスタ 0 SSIDMMR0 R/W H'FF40 1000 H'1F40 1000 32  

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 0 

SSIRDMADR0 R/W H'FF40 1008 H'1F40 1008 32  

RDMA 転送語数レジスタ 0 SSIRDMCNTR0 R/W H'FF40 1010 H'1F40 1010 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 0 

SSIWDMADR0 R/W H'FF40 1018 H'1F40 1018 32  

WDMA 転送語数レジスタ 0 SSIWDMCNTR0 R/W H'FF40 1020 H'1F40 1020 32  

DMA コントロール 

レジスタ 0 

SSIDMCOR0 R/W H'FF40 1028 H'1F40 1028 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 0 

SSISTPBLCNT0 R/W H'FF40 1030 H'1F40 1030 32  

送信一時停止中転送データレ

ジスタ 0 

SSISTPDR0 R/W H'FF40 1038 H'1F40 1038 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 0 

SSIBLCNTSR0 R/W H'FF40 1040 H'1F40 1040 32  

ブロックカウンタ 0 SSIBLCNT0 R/W H'FF40 1048 H'1F40 1048 32  

ブロック xn回割り込み 

カウントソースレジスタ 0 

SSIBLNCNTSR0 R/W H'FF40 1050 H'1F40 1050 32  

ブロック xn回カウンタ 0 SSIBLNCNT0 R/W H'FF40 1058 H'1F40 1058 32  

DMAモードレジスタ 1 SSIDMMR1 R/W H'FF40 1060 H'1F40 1060 32  

SSI_DMAC0 

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 1 

SSIRDMADR1 R/W H'FF40 1068 H'1F40 1068 32  
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RDMA 転送語数レジスタ 1 SSIRDMCNTR1 R/W H'FF40 1070 H'1F40 1070 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 1 

SSIWDMADR1 R/W H'FF40 1078 H'1F40 1078 32  

WDMA 転送語数レジスタ 1 SSIWDMCNTR1 R/W H'FF40 1080 H'1F40 1080 32  

DMA コントロール 

レジスタ 1 

SSIDMCOR1 R/W H'FF40 1088 H'1F40 1088 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 1 

SSISTPBLCNT1 R/W H'FF40 1090 H'1F40 1090 32  

送信一時停止中転送データレジ

スタ 1 

SSISTPDR1 R/W H'FF40 1098 H'1F40 1098 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 1 

SSIBLCNTSR1 R/W H'FF40 10A0 H'1F40 10A0 32  

ブロックカウンタ 1 SSIBLCNT1 R/W H'FF40 10A8 H'1F40 10A8 32  

ブロック xn回割り込み 

カウントソースレジスタ 1 

SSIBLNCNTSR1 R/W H'FF40 10B0 H'1F40 10B0 32  

ブロック xn回カウンタ 1 SSIBLNCNT1 R/W H'FF40 10B8 H'1F40 10B8 32  

DMAモードレジスタ 2 SSIDMMR2 R/W H'FF40 10C0 H'1F40 10C0 32  

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 2 

SSIRDMADR2 R/W H'FF40 10C8 H'1F40 10C8 32  

RDMA 転送語数レジスタ 2 SSIRDMCNTR2 R/W H'FF40 10D0 H'1F40 10D0 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 2 

SSIWDMADR2 R/W H'FF40 10D8 H'1F40 10D8 32  

WDMA 転送語数レジスタ 2 SSIWDMCNTR2 R/W H'FF40 10E0 H'1F40 10E0 32  

DMA コントロール 

レジスタ 2 

SSIDMCOR2 R/W H'FF40 10E8 H'1F40 10E8 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 2 

SSISTPBLCNT2 R/W H'FF40 10F0 H'1F40 10F0 32  

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 2 

SSISTPDR2 R/W H'FF40 10F8 H'1F40 10F8 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 2 

SSIBLCNTSR2 R/W H'FF40 1100 H'1F40 1100 32  

ブロックカウンタ 2 SSIBLCNT2 R/W H'FF40 1108 H'1F40 1108 32  

ブロック xn回割り込みカウント

ソースレジスタ 2 

SSIBLNCNTSR2 R/W H'FF40 1110 H'1F40 1110 32  

ブロック xn回カウンタ 2 SSIBLNCNT2 R/W H'FF40 1118 H'1F40 1118 32  

DMAオペレーションレジスタ 0 SSIDMAOR0 R/W H'FF40 1180 H'1F40 1180 32  

割り込みステータスレジスタ 0 SSIDMINTSR0 R/W H'FF40 1188 H'1F40 1188 32  

SSI_DMAC0 

割り込みマスクレジスタ 0 SSIDMINTMR0 R/W H'FF40 1190 H'1F40 1190 32  
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アドレス 

アクセス 
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DMAモードレジスタ 3 SSIDMMR3 R/W H'FF50 1000 H'1F50 1000 32  

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 3 

SSIRDMADR3 R/W H'FF50 1008 H'1F50 1008 32  

RDMA 転送語数レジスタ 3 SSIRDMCNTR3 R/W H'FF50 1010 H'1F50 1010 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 3 

SSIWDMADR3 R/W H'FF50 1008 H'1F50 1018 32  

WDMA 転送語数レジスタ 3 SSIWDMCNTR3 R/W H'FF50 1020 H'1F50 1020 32  

DMA コントロールレジスタ 3 SSIDMCOR3 R/W H'FF50 1028 H'1F50 1028 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 3 

SSISTPBLCNT3 R/W H'FF50 1030 H'1F50 1030 32  

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 3 

SSISTPDR3 R/W H'FF50 1038 H'1F50 1038 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 3 

SSIBLCNTSR3 R/W H'FF50 1040 H'1F50 1040 32  

ブロックカウンタ 3 SSIBLCNT3 R/W H'FF50 1048 H'1F50 1048 32  

ブロック xn回割り込み 

カウントソースレジスタ 3 

SSIBLNCNTSR3 R/W H'FF50 1050 H'1F50 1050 32  

ブロック xn回カウンタ 3 SSIBLNCNT3 R/W H'FF50 1058 H'1F50 1058 32  

DMAモードレジスタ 4 SSIDMMR4 R/W H'FF50 1060 H'1F50 1060 32  

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 4 

SSIRDMADR4 R/W H'FF50 1068 H'1F50 1068 32  

RDMA 転送語数レジスタ 4 SSIRDMCNTR4 R/W H'FF50 1070 H'1F50 1070 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 4 

SSIWDMADR4 R/W H'FF50 1078 H'1F50 1078 32  

WDMA 転送語数レジスタ 4 SSIWDMCNTR4 R/W H'FF50 1080 H'1F50 1080 32  

DMA コントロールレジスタ 4 SSIDMCOR4 R/W H'FF50 1088 H'1F50 1088 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 4 

SSISTPBLCNT4 R/W H'FF50 1090 H'1F50 1090 32  

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 4 

SSISTPDR4 R/W H'FF50 1098 H'1F50 1098 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 4 

SSIBLCNTSR4 R/W H'FF50 10A0 H'1F50 10A0 32  

ブロックカウンタ 4 SSIBLCNT4 R/W H'FF50 10A8 H'1F50 10A8 32  

ブロック xn回割り込み 

カウントソースレジスタ 4 

SSIBLNCNTSR4 R/W H'FF50 10B0 H'1F50 10B0 32  

ブロック xn回カウンタ 4 SSIBLNCNT4 R/W H'FF50 10B8 H'1F50 10B8 32  

DMAモードレジスタ 5 SSIDMMR5 R/W H'FF50 10C0 H'1F50 10C0 32  

SSI_DMAC1 

RDMA 転送元アドレス 

レジスタ 5 

SSIRDMADR5 R/W H'FF50 10C8 H'1F50 10C8 32  
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アクセス 
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備考 

RDMA 転送語数レジスタ 5 SSIRDMCNTR5 R/W H'FF50 10D0 H'1F50 10D0 32  

WDMA 転送元アドレス 

レジスタ 5 

SSIWDMADR5 R/W H'FF50 10D8 H'1F50 10D8 32  

WDMA 転送語数レジスタ 5 SSIWDMCNTR5 R/W H'FF50 10E0 H'1F50 10E0 32  

DMA コントロールレジスタ 5 SSIDMCOR5 R/W H'FF50 10E8 H'1F50 10E8 32  

送信一時停止ブロック 

カウンタ 5 

SSISTPBLCNT5 R/W H'FF50 10F0 H'1F50 10F0 32  

送信一時停止中転送データ 

レジスタ 5 

SSISTPDR5 R/W H'FF50 10F8 H'1F50 10F8 32  

ブロックカウントソース 

レジスタ 5 

SSIBLCNTSR5 R/W H'FF50 1100 H'1F50 1100 32  

ブロックカウンタ 5 SSIBLCNT5 R/W H'FF50 1108 H'1F50 1108 32  

ブロック xn回割り込みカウント

ソースレジスタ 5 

SSIBLNCNTSR5 R/W H'FF50 1110 H'1F50 1110 32  

ブロック xn回カウンタ 5 SSIBLNCNT5 R/W H'FF50 1118 H'1F50 1118 32  

DMAオペレーション 

レジスタ 1 

SSIDMAOR1 R/W H'FF50 1180 H'1F50 1180 32  

割り込みステータス 

レジスタ 1 

SSIDMINTSR1 R/W H'FF50 1188 H'1F50 1188 32  

SSI_DMAC1 

割り込みマスクレジスタ 1 SSIDMINTMR1 R/W H'FF50 1190 H'1F50 1190 32  

コントロールレジスタ 0 SSICR0 R/W H'FF40 2000 H'1F40 2000 32  

ステータスレジスタ 0 SSISR0 R/W*8 H'FF40 2004 H'1F40 2004 32  

トランスミットデータ 

レジスタ 0 

SSITDR0 R/W H'FF40 2008 H'1F40 2008 32  

レシーブデータレジスタ 0 SSIRDR0 R H'FF40 200C H'1F40 200C 32  

コントロールレジスタ 1 SSICR1 R/W H'FF40 3000 H'1F40 3000 32  

ステータスレジスタ 1 SSISR1 R/W*8 H'FF40 3004 H'1F40 3004 32  

トランスミットデータ 

レジスタ 1 

SSITDR1 R/W H'FF40 3008 H'1F40 3008 32  

レシーブデータレジスタ 1 SSIRDR1 R H'FF40 300C H'1F40 300C 32  

コントロールレジスタ 2 SSICR2 R/W H'FF40 4000 H'1F40 4000 32  

ステータスレジスタ 2 SSISR2 R/W*8 H'FF40 4004 H'1F40 4004 32  

トランスミットデータ 

レジスタ 2 

SSITDR2 R/W H'FF40 4008 H'1F40 4008 32  

レシーブデータレジスタ 2 SSIRDR2 R H'FF40 400C H'1F40 400C 32  

コントロールレジスタ 3 SSICR3 R/W H'FF50 2000 H'1F50 2000 32  

SSI_ 

CH0～5 

ステータスレジスタ 3 SSISR3 R/W*8 H'FF50 2004 H'1F50 2004 32  
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アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

トランスミットデータ 

レジスタ 3 

SSITDR3 R/W H'FF50 2008 H'1F50 2008 32  

レシーブデータレジスタ 3 SSIRDR3 R H'FF50 200C H'1F50 200C 32  

コントロールレジスタ 4 SSICR4 R/W H'FF50 3000 H'1F50 3000 32  

ステータスレジスタ 4 SSISR4 R/W*8 H'FF50 3004 H'1F50 3004 32  

トランスミットデータ 

レジスタ 4 

SSITDR4 R/W H'FF50 3008 H'1F50 3008 32  

レシーブデータレジスタ 4 SSIRDR4 R H'FF50 300C H'1F50 300C 32  

コントロールレジスタ 5 SSICR5 R/W H'FF50 4000 H'1F50 4000 32  

ステータスレジスタ 5 SSISR5 R/W*8 H'FF50 4004 H'1F50 4004 32  

トランスミットデータ 

レジスタ 5 

SSITDR5 R/W H'FF50 4008 H'1F50 4008 32  

SSI_ 

CH0～5 

レシーブデータレジスタ 5 SSIRDR5 R H'FF50 400C H'1F50 400C 32  

EtherCモードレジスタ ECMR R/W H'FEF0 0100* H'1EF0 0100* 32  

EtherCステータスレジスタ ECSR R/W H'FEF0 0110* H'1EF0 0110* 32  

EtherC割り込み許可レジスタ ECSIPR R/W H'FEF0 0118* H'1EF0 0118* 32  

受信フレーム長上限レジスタ RFLR R/W H'FEF0 0108* H'1EF0 0108* 32  

PHY部インタフェースレジスタ PIR R/W H'FEF0 0120* H'1EF0 0120* 32  

MACアドレス上位設定レジスタ MAHR R/W H'FEF0 01C0* H'1EF0 01C0* 32  

MACアドレス下位設定レジスタ MALR R/W H'FEF0 01C8* H'1EF0 01C8* 32  

PHY部ステータスレジスタ PSR R H'FEF0 0128* H'1EF0 0128* 32  

送信リトライオーバカウンタ 

レジスタ 

TROCR R/W H'FEF0 01D0* H'1EF0 01D0* 32  

遅延衝突検出カウンタレジスタ CDCR R/W H'FEF0 01D4* H'1EF0 01D4* 32  

キャリア消失カウンタレジスタ LCCR R/W H'FEF0 01D8* H'1EF0 01D8* 32  

キャリア未検出カウンタ 

レジスタ 

CNDCR R/W H'FEF0 01DC* H'1EF0 01DC* 32  

CRCエラーフレーム受信 

カウンタレジスタ 

CEFCR R/W H'FEF0 01E4* H'1EF0 01E4* 32  

フレーム受信エラーカウンタ 

レジスタ 

FRECR R/W H'FEF0 01E8* H'1EF0 01E8* 32  

64バイト未満フレーム受信 

カウンタレジスタ 

TSFRCR R/W H'FEF0 01EC* H'1EF0 01EC* 32  

指定バイト超フレーム受信 

カウンタレジスタ 

TLFRCR R/W H'FEF0 01F0* H'1EF0 01F0* 32  

EtherC 

端数ビットフレーム受信 

カウンタレジスタ 

RFCR R/W H'FEF0 01F4* H'1EF0 01F4* 32  
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備考 

マルチキャストアドレスフレーム

受信カウンタレジスタ 

MAFCR R/W H'FEF0 01F8* H'1EF0 01F8* 32  

IPG設定レジスタ IPGR R/W H'FEF0 0150* H'1EF0 0150* 32  

自動 PAUSEフレーム設定 

レジスタ 

APR R/W H'FEF0 0154* H'1EF0 0154* 32  

手動 PAUSEフレーム設定 

レジスタ 

MPR R/W H'FEF0 0158* H'1EF0 0158* 32  

自動 PAUSEフレーム再送回数設

定レジスタ 

TPAUSER R/W H'FEF0 0164* H'1EF0 0164* 32  

乱数生成カウンタ上限値 RDMLR R/W H'FEF0 0140* H'1EF0 0140* 32  

受信 PAUSEフレームカウンタ RFCF R/W H'FEF0 0160* H'1EF0 0160* 32  

PAUSEフレーム再送回数 

カウンタ 

TPAUSECR R/W H'FEF0 0168* H'1EF0 0168* 32  

EtherC 

Broadcastフレーム受信回数設定 BCFRR R/W H'FEF0 016C* H'1EF0 016C* 32  

E-DMACモードレジスタ EDMR R/W H'FEF0 0000* H'1EF0 0000* 32  

E-DMAC送信要求レジスタ EDTRR R/W H'FEF0 0008* H'1EF0 0008* 32  

E-DMAC受信要求レジスタ EDRRR R/W H'FEF0 0010* H'1EF0 0010* 32  

送信ディスクリプタリスト先頭 

アドレスレジスタ 

TDLAR R/W H'FEF0 0018* H'1EF0 0018* 32  

受信ディスクリプタリスト先頭 

アドレスレジスタ 

RDLAR R/W H'FEF0 0020* H'1EF0 0020* 32  

EtherC/E-DMACステータス 

レジスタ 

EESR R/W H'FEF0 0028* H'1EF0 0028* 32  

EtherC/E-DMACステータス割り

込み許可レジスタ 

EESIPR R/W H'FEF0 0030* H'1EF0 0030* 32  

送受信ステータスコピー指示 

レジスタ 

TRSCER R/W H'FEF0 0038* H'1EF0 0038* 32  

ミスドフレームカウンタレジスタ RMFCR R H'FEF0 0040* H'1EF0 0040* 32  

送信 FIFOしきい値指定レジスタ TFTR R/W H'FEF0 0048* H'1EF0 0048* 32  

FIFO容量指定レジスタ FDR R/W H'FEF0 0050* H'1EF0 0050* 32  

受信方式制御レジスタ RMCR R/W H'FEF0 0058* H'1EF0 0058* 32  

送信 FIFOアンダランカウント TFUCR R/W H'FEF0 0064* H'1EF0 0064* 32  

受信 FIFOオーバフローカウント RFOCR R/W H'FEF0 0068* H'1EF0 0068* 32  

受信バッファライトアドレス 

レジスタ 

RBWAR R H'FEF0 00C8* H'1EF0 00C8* 32  

E-DMAC 

受信ディスクリプタフェッチアド

レスレジスタ 

RDFAR R H'FEF0 00CC* H'1EF0 00CC* 32  
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送信バッファリードアドレス 

レジスタ 

TBRAR R H'FEF0 00D4* H'1EF0 00D4* 32  

送信ディスクリプタフェッチアド

レスレジスタ 

TDFAR R H'FEF0 00D8* H'1EF0 00D8* 32  

フロー制御開始 FIFOしきい値設

定レジスタ 

FCFTR R/W H'FEF0 0070* H'1EF0 0070* 32  

受信データパディング挿入設定 

レジスタ 

RPADIR R/W H'FEF0 0078* H'1EF0 0078* 32  

送信割り込み設定レジスタ TRIMD R/W H'FEF0 007C* H'1EF0 007C* 32  

E-DMAC 

個別出力信号設定レジスタ IOSR R/W H'FEF0 006C* H'1EF0 006C* 32  

システムコンフィギュレーション

コントロールレジスタ 

SYSCFG R/W H'FE40 0000  16  

CPUバスウェイト設定レジスタ BUSWAIT R/W H'FE40 0002  16  

システムコンフィギュレーション

ステータスレジスタ 

SYSSTS R H'FE40 0004  16  

デバイスステートコントロール 

レジスタ 

DVSTCTR R/W H'FE40 0008  16  

テストモードレジスタ TESTMODE R/W H'FE40 000C  16  

DMA0-FIFOバスコンフィグレー

ションレジスタ 

D0FBCFG R/W H'FE40 0010  16  

DMA1-FIFOバスコンフィグレー

ションレジスタ 

D1FBCFG R/W H'FE40 0012  16  

CFIFOポートレジスタ CFIFO R/W H'FE40 0014  8、16、32  

H'FE40 0018 D0FIFOポートレジスタ D0FIFO R/W 

H'FE40 0180 

 8、16、32  

H'FE40 001C D1FIFOポートレジスタ D1FIFO R/W 

H'FE40 01C0 

 8、16、32  

CFIFOポート選択レジスタ CFIFOSEL R/W H'FE40 0020  16  

CFIFOポートコントロール 

レジスタ 

CFIFOCTR R/W H'FE40 0022  16  

D0FIFOポート選択レジスタ D0FIFOSEL R/W H'FE40 0028  16  

D0FIFOポートコントロール 

レジスタ 

D0FIFOCTR R/W H'FE40 002A  16  

D1FIFOポート選択レジスタ D1FIFOSEL R/W H'FE40 002C  16  

D1FIFOポートコントロール 

レジスタ 

D1FIFOCTR R/W H'FE40 002E  16  

割り込み許可レジスタ 0 INTENB0 R/W H'FE40 0030  16  

USB 

割り込み許可レジスタ 1 INTENB1 R/W H'FE40 0032  16  

 



 

33. レジスタ一覧 

33-14  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

BRDY割り込み許可レジスタ BRDYENB R/W H'FE40 0036  16  

NRDY割り込み許可レジスタ NRDYENB R/W H'FE40 0038  16  

BEMP割り込み許可レジスタ BEMPENB R/W H'FE40 003A  16  

SOF出力コンフィグレーション

レジスタ 

SOFCFG R/W H'FE40 003C  16  

割り込みステータスレジスタ 0 INTSTS0 R/W H'FE40 0040  16  

割り込みステータスレジスタ 1 INTSTS1 R/W H'FE40 0042  16  

BRDY割り込みステータス 

レジスタ 

BRDYSTS R/W H'FE40 0046  16  

NRDY割り込みステータス 

レジスタ 

NRDYSTS R/W H'FE40 0048  16  

BEMP割り込みステータス 

レジスタ 

BEMPSTS R/W H'FE40 004A  16  

フレームナンバーレジスタ FRMNUM R/W H'FE40 004C  16  

μフレームナンバーレジスタ UFRMNUM R/W H'FE40 004E  16  

USBアドレスレジスタ USBADDR R H'FE40 0050  16  

USBリクエストタイプレジスタ USBREQ R H'FE40 0054  16  

USBリクエストバリュー 

レジスタ 

USBVAL R H'FE40 0056  16  

USBリクエストインデックス 

レジスタ 

USBINDX R H'FE40 0058  16  

USBリクエストレングス 

レジスタ 

USBLENG R H'FE40 005A  16  

DCPコンフィギュレーション 

レジスタ 

DCPCFG R/W H'FE40 005C  16  

DCPマックスパケットサイズ 

レジスタ 

DCPMAXP R/W H'FE40 005E  16  

DCPコントロールレジスタ DCPCTR R/W H'FE40 0060  16  

パイプウィンドウ選択レジスタ PIPESEL R/W H'FE40 0064  16  

パイプコンフィギュレーション 

レジスタ 

PIPECFG R/W H'FE40 0068  16  

パイプバッファ指定レジスタ PIPEBUF R/W H'FE40 006A  16  

パイプマックスパケットサイズ 

レジスタ 

PIPEMAXP R/W H'FE40 006C  16  

パイプ周期制御レジスタ PIPEPERI R/W H'FE40 006E  16  

パイプ 1コントロールレジスタ PIPE1CTR R/W H'FE40 0070  16  

パイプ 2コントロールレジスタ PIPE2CTR R/W H'FE40 0072  16  

USB 

パイプ 3コントロールレジスタ PIPE3CTR R/W H'FE40 0074  16  
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パイプ 4コントロールレジスタ PIPE4CTR R/W H'FE40 0076  16  

パイプ 5コントロールレジスタ PIPE5CTR R/W H'FE40 0078  16  

パイプ 6コントロールレジスタ PIPE6CTR R/W H'FE40 007A  16  

パイプ 7コントロールレジスタ PIPE7CTR R/W H'FE40 007C  16  

パイプ 8コントロールレジスタ PIPE8CTR R/W H'FE40 007E  16  

パイプ 9コントロールレジスタ PIPE9CTR R/W H'FE40 0080  16  

パイプ 1トランザクションカウン

タイネーブルレジスタ 

PIPE1TRE R/W H'FE40 0090  16  

パイプ 1トランザクションカウン

タレジスタ 

PIPE1TRN R/W H'FE40 0092  16  

パイプ 2トランザクションカウン

タイネーブルレジスタ 

PIPE2TRE R/W H'FE40 0094  16  

パイプ 2トランザクションカウン

タレジスタ 

PIPE2TRN R/W H'FE40 0096  16  

パイプ 3トランザクションカウン

タイネーブルレジスタ 

PIPE3TRE R/W H'FE40 0098  16  

パイプ 3トランザクションカウン

タレジスタ 

PIPE3TRN R/W H'FE40 009A  16  

パイプ 4トランザクションカウン

タイネーブルレジスタ 

PIPE4TRE R/W H'FE40 009C  16  

パイプ 4トランザクションカウン

タレジスタ 

PIPE4TRN R/W H'FE40 009E  16  

パイプ 5トランザクションカウン

タイネーブルレジスタ 

PIPE5TRE R/W H'FE40 00A0  16  

パイプ 5トランザクションカウン

タレジスタ 

PIPE5TRN R/W H'FE40 00A2  16  

デバイスアドレス 0コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD0 R/W H'FE40 00D0  16  

デバイスアドレス 1コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD1 R/W H'FE40 00D2  16  

デバイスアドレス 2コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD2 R/W H'FE40 00D4  16  

デバイスアドレス 3コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD3 R/W H'FE40 00D6  16  

デバイスアドレス 4コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD4 R/W H'FE40 00D8  16  

USB 

デバイスアドレス 5コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD5 R/W H'FE40 00DA  16  
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デバイスアドレス 6コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD6 R/W H'FE40 00DC  16  

デバイスアドレス 7コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD7 R/W H'FE40 00DE  16  

デバイスアドレス 8コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD8 R/W H'FE40 00E0  16  

デバイスアドレス 9コンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADD9 R/W H'FE40 00E2  16  

USB 

デバイスアドレスAコンフィグレ

ーションレジスタ 

DEVADDA R/W H'FE40 00E4  16  

パレットデータレジスタ 00～FF LDPR00～

LDPRFF 

R/W H'FFE3 0000～

H'FFE3 03FC 

H'1FE3 0000～

H'1FE3 03FC 

32  

LCDCインプットクロック 

レジスタ 

LDICKR R/W H'FFE3 0400 H'1FE3 0400 16  

LCDCモジュールタイプレジスタ LDMTR R/W H'FFE3 0402 H'1FE3 0402 16  

LCDCデータフォーマット 

レジスタ 

LDDFR R/W H'FFE3 0404 H'1FE3 0404 16  

LCDC上部表示パネル用データ 

取り込み開始アドレスレジスタ 

LDSARU R/W H'FFE3 0408 H'1FE3 0408 32  

LCDC下部表示パネル用データ 

取り込み開始アドレスレジスタ 

LDSARL R/W H'FFE3 040C H'1FE3 040C 32  

LCDC表示パネル用取り込み 

データラインアドレスオフセット 

レジスタ 

LDLAOR R/W H'FFE3 0410 H'1FE3 0410 16  

LCDCパレットコントロール 

レジスタ 

LDPALCR R/W H'FFE3 0412 H'1FE3 0412 16  

LCDC水平キャラクタナンバー 

レジスタ 

LDHCNR R/W H'FFE3 0414 H'1FE3 0414 16  

LCDC水平同期信号レジスタ LDHSYNR R/W H'FFE3 0416 H'1FE3 0416 16  

LCDC垂直表示ラインナンバー 

レジスタ 

LDVDLNR R/W H'FFE3 0418 H'1FE3 0418 16  

LCDC垂直総ラインナンバー 

レジスタ 

LDVTLNR R/W H'FFE3 041A H'1FE3 041A 16  

LCDC垂直同期信号レジスタ LDVSYNR R/W H'FFE3 041C H'1FE3 041C 16  

LCDC ACモジュレーション信号

トグルラインナンバーレジスタ 

LDACLNR R/W H'FFE3 041E H'1FE3 041E 16  

LCDC 

LCDC割り込みコントロール 

レジスタ 

LDINTR R/W H'FFE3 0420 H'1FE3 0420 16  
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LCDCパワーマネジメントモード

レジスタ 

LDPMMR R/W H'FFE3 0424 H'1FE3 0424 16  

LCDC電源シーケンス期間 

レジスタ 

LDPSPR R/W H'FFE3 0426 H'1FE3 0426 16  

LCDCコントロールレジスタ LDCNTR R/W H'FFE3 0428 H'1FE3 0428 16  

LCDCユーザ指定割り込み 

コントロールレジスタ 

LDUINTR R/W H'FFE3 0434 H'1FE3 0434 16  

LCDCユーザ指定割り込みライン

ナンバーレジスタ 

LDUINTLNR R/W H'FFE3 0436 H'1FE3 0436 16  

LCDC 

LCDCメモリアクセス 

インターバルナンバーレジスタ 

LDLIRNR R/W H'FFE3 0440 H'1FE3 0440 16  

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN1 R/W H'FFEC 0000* H'1FEC 0000* 32/16/8  

バス制御レジスタ GRCBUSCNT1 R/W H'FFEC 0004* H'1FEC 0004* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0008* H'1FEC 0008* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 000C* H'1FEC 000C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0300* H'1FEC 0300* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0304* H'1FEC 0304* 32/16/8  

グラフィック画像ベースアドレス

レジスタ 

GROPSADR1 R/W H'FFEC 0308* H'1FEC 0308* 32/16/8  

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH1 R/W H'FFEC 030C* H'1FEC 030C* 32/16/8  

グラフィック画像ラインオフセッ

トレジスタ 

GROPSOFST1 R/W H'FFEC 0310* H'1FEC 0310* 32/16/8  

グラフィック画像開始位置 

レジスタ 

GROPDPHV1 R/W H'FFEC 0314* H'1FEC 0314* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0318* H'1FEC 0318* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 031C* H'1FEC 031C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0320* H'1FEC 0320* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0324* H'1FEC 0324* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEC 0328* H'1FEC 0328* 32/16/8  

VDC2 

グラフィッ

クス部 1 

グラフィック画像領域外の色設定

レジスタ 

GROPBASERGB

1 

R/W H'FFEC 032C* H'1FEC 032C* 32/16/8  

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN2 R/W H'FFED 0000* H'1FED 0000* 32/16/8  

バス制御レジスタ GRCBUSCNT2 R/W H'FFED 0004* H'1FED 0004* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFED 0008* H'1FED 0008* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFED 000C* H'1FED 000C* 32/16/8  

VDC2 

グラフィッ

クス部 2 

リザーブ － R H'FFED 0300* H'1FED 0300* 32/16/8  
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リザーブ － R H'FFED 0304* H'1FED 0304* 32/16/8  

グラフィック画像ベースアドレス

レジスタ 

GROPSADR2 R/W H'FFED 0308* H'1FED 0308* 32/16/8  

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH2 R/W H'FFED 030C* H'1FED 030C* 32/16/8  

グラフィック画像ラインオフセッ

トレジスタ 

GROPSOFST2 R/W H'FFED 0310* H'1FED 0310* 32/16/8  

グラフィック画像開始位置 

レジスタ 

GROPDPHV2 R/W H'FFED 0314* H'1FED 0314* 32/16/8  

α制御領域レジスタ GROPEWH2 R/W H'FFED 0318* H'1FED 0318* 32/16/8  

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV2 R/W H'FFED 031C* H'1FED 031C* 32/16/8  

α制御レジスタ GROPEDPA2 R/W H'FFED 0320* H'1FED 0320* 32/16/8  

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_2 R/W H'FFED 0324* H'1FED 0324* 32/16/8  

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_2 R/W H'FFED 0328* H'1FED 0328* 32/16/8  

VDC2 

グラフィッ

クス部 2 

グラフィック画像領域外の色設定

レジスタ 

GROPBASERGB2 R/W H'FFED 032C* H'1FED 032C* 32/16/8  

グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN3 R/W H'FFEE 0000* H'1FEE 0000* 32/16/8  

バス制御レジスタ GRCBUSCNT3 R/W H'FFEE 0004* H'1FEE 0004* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEE 0008* H'1FEE 0008* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEE 000C* H'1FEE 000C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEE 0300* H'1FEE 0300* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEE 0304* H'1FEE 0304* 32/16/8  

グラフィック画像ベースアドレス

レジスタ 

GROPSADR3 R/W H'FFEE 0308* H'1FEE 0308* 32/16/8  

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH3 R/W H'FFEE 030C* H'1FEE 030C* 32/16/8  

グラフィック画像ラインオフセッ

トレジスタ 

GROPSOFST3 R/W H'FFEE 0310* H'1FEE 0310* 32/16/8  

グラフィック画像開始位置 

レジスタ 

GROPDPHV3 R/W H'FFEE 0314* H'1FEE 0314* 32/16/8  

α制御領域レジスタ GROPEWH3 R/W H'FFEE 0318* H'1FEE 0318* 32/16/8  

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV3 R/W H'FFEE 031C* H'1FEE 031C* 32/16/8  

α制御レジスタ GROPEDPA3 R/W H'FFEE 0320* H'1FEE 0320* 32/16/8  

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_3 R/W H'FFEE 0324* H'1FEE 0324* 32/16/8  

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_3 R/W H'FFEE 0328* H'1FEE 0328* 32/16/8  

VDC2 

グラフィッ

クス部 3 

グラフィック画像領域外の色設定

レジスタ 

GROPBASERGB3 R/W H'FFEE 032C* H'1FEE 032C* 32/16/8  
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グラフィックス部制御レジスタ GRCMEN4 R/W H'FFEF 0000* H'1FEF 0000* 32/16/8  

バス制御レジスタ GRCBUSCNT4 R/W H'FFEF 0004* H'1FEF 0004* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEF 0008* H'1FEF 0008* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEF 000C* H'1FEF 000C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEF 0300* H'1FEF 0300* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEF 0304* H'1FEF 0304* 32/16/8  

グラフィック画像ベースアドレ

スレジスタ 

GROPSADR4 R/W H'FFEF 0308* H'1FEF 0308* 32/16/8  

グラフィック画像領域レジスタ GROPSWH4 R/W H'FFEF 030C* H'1FEF 030C* 32/16/8  

グラフィック画像ラインオフセ

ットレジスタ 

GROPSOFST4 R/W H'FFEF 0310* H'1FEF 0310* 32/16/8  

グラフィック画像開始位置 

レジスタ 

GROPDPHV4 R/W H'FFEF 0314* H'1FEF 0314* 32/16/8  

α制御領域レジスタ GROPEWH4 R/W H'FFEF 0318* H'1FEF 0318* 32/16/8  

α制御領域開始位置レジスタ GROPEDPHV4 R/W H'FFEF 031C* H'1FEF 031C* 32/16/8  

α制御レジスタ GROPEDPA4 R/W H'FFEF 0320* H'1FEF 0320* 32/16/8  

クロマキー制御レジスタ GROPCRKY0_4 R/W H'FFEF 0324* H'1FEF 0324* 32/16/8  

クロマ色指定レジスタ GROPCRKY1_4 R/W H'FFEF 0328* H'1FEF 0328* 32/16/8  

VDC2 

グラフィッ

クス部 4 

グラフィック画像領域外の色設

定レジスタ 

GROPBASERGB4 R/W H'FFEF 032C* H'1FEF 032C* 32/16/8  

SGモード設定レジスタ SGMODE R/W H'FFEB 0000* H'1FEB 0000* 32/16/8  

割り込み出力制御レジスタ SGINTCNT R/W H'FFEB 0004* H'1FEB 0004* 32/16/8  

同期信号制御レジスタ SYNCNT R/W H'FFEB 0008* H'1FEB 0008* 32/16/8  

外部入力同期信号タイミング制

御レジスタ 

EXTSYNCNT R/W H'FFEB 000C* H'1FEB 000C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEB 0100* H'1FEB 0100* 32/16/8  

同期信号サイズレジスタ SYNSIZE R/W H'FFEB 0104* H'1FEB 0104* 32/16/8  

垂直同期信号タイミング制御 

レジスタ 

VSYNCTIM R/W H'FFEB 0108* H'1FEB 0108* 32/16/8  

水平同期信号タイミング制御 

レジスタ 

HSYNCTIM R/W H'FFEB 010C* H'1FEB 010C* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEB 0110* H'1FEB 0110* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEB 0118* H'1FEB 0118* 32/16/8  

ゲート制御信号タイミング制御 

レジスタ 

COMTIM R/W H'FFEB 011C* H'1FEB 011C* 32/16/8  

VDC2 

表示制御部 

SGDE領域開始位置レジスタ SGDESTART R/W H'FFEB 0120* H'1FEB 0120* 32/16/8  
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アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

SGDE領域サイズレジスタ SGDESIZE R/W H'FFEB 0124* H'1FEB 0124* 32/16/8  

CDEクロマ色指定レジスタ CDECRKY R/W H'FFEB 0128* H'1FEB 0128* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEB 0148* H'1FEB 0148* 32/16/8  

T-1004 制御レジスタ T1004CNT R/W H'FFEB 0200* H'1FEB 0200* 32/16/8  

T-1004 映像開始位置レジスタ T1004OFFSET R/W H'FFEB 0204* H'1FEB 0204* 32/16/8  

リザーブ － R H'FFEB 0208* H'1FEB 0208* 32/16/8  

VDC2 

表示制御部 

リザーブ － R H'FFEB 020C* H'1FEB 020C* 32/16/8  

共通コントロールレジスタ FLCMNCR R/W H'FFE9 0000 H'1FE9 0000 32  

コマンド制御レジスタ FLCMDCR R/W H'FFE9 0004 H'1FE9 0004 32  

コマンドコードレジスタ FLCMCDR R/W H'FFE9 0008 H'1FE9 0008 32  

アドレスレジスタ FLADR R/W H'FFE9 000C H'1FE9 000C 32  

アドレスレジスタ 2 FLADR2 R/W H'FFE9 003C H'1FE9 003C 32  

データレジスタ FLDATAR R/W H'FFE9 0010 H'1FE9 0010 32  

データカウンタレジスタ FLDTCNTR R/W H'FFE9 0014 H'1FE9 0014 32  

割り込み DMA制御レジスタ FLINTDMACR R/W H'FFE9 0018 H'1FE9 0018 32  

レディビジータイムアウト設定 

レジスタ 

FLBSYTMR R/W H'FFE9 001C H'1FE9 001C 32  

レディビジータイムアウト 

カウンタ 

FLBSYCNT R H'FFE9 0020 H'1FE9 0020 32  

データ FIFOレジスタ FLDTFIFO R/W H'FFE9 0024/ 

H'FFE9 0050 

H'1FE9 0024/ 

H'1FE9 0050 

32  

管理コード FIFOレジスタ FLECFIFO R/W H'FFE9 0028/ 

H'FFE9 0060 

H'1FE9 0028/ 

H'1FE9 0060 

32  

FLCTL 

転送制御レジスタ FLTRCR R/W H'FFE9 002C H'1FE9 002C 8  

SRC入力データレジスタ SRCID R/W H'FFF3 0000 H'1FF3 0000 16、32  

SRC出力データレジスタ SRCOD R H'FFF3 0004 H'1FF3 0004 16、32  

SRC入力データ制御レジスタ SRCIDCTRL R/W H'FFF3 0008 H'1FF3 0008 16  

SRC出力データ制御レジスタ SRCODCTRL R/W H'FFF3 000A H'1FF3 000A 16  

SRC制御レジスタ SRCCTRL R/W H'FFF3 000C H'1FF3 000C 16  

SRC 

SRCステータスレジスタ SRCSTAT R/(W)*9
H'FFF3 000E H'1FF3 000E 16  

ポート Aコントロールレジスタ PTIO_A R/W H'FFF1 0000* H'1FF1 0000* 16*10  

ポート Bコントロールレジスタ PTIO_B R/W H'FFF1 0004* H'1FF1 0004* 16*10  

ポート Cコントロールレジスタ PTIO_C R/W H'FFF1 0008* H'1FF1 0008* 16*10  

ポート Dコントロールレジスタ PTIO_D R/W H'FFF1 000C* H'1FF1 000C* 16*10  

ポート Eコントロールレジスタ PTIO_E R/W H'FFF1 0010* H'1FF1 0010* 16*10  

ポート Fコントロールレジスタ PTIO_F R/W H'FFF1 0014* H'1FF1 0014* 16*10  

GPIO 

ポート Gコントロールレジスタ PTIO_G R/W H'FFF1 0018* H'1FF1 0018* 16*10  
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アドレス 

アクセス 

サイズ 

備考 

ポート Hコントロールレジスタ PTIO_H R/W H'FFF1 001C* H'1FF1 001C* 16*10  

ポート Iコントロールレジスタ PTIO_I R/W H'FFF1 0020* H'1FF1 0020* 16*10  

ポート Jコントロールレジスタ PTIO_J R/W H'FFF1 0024* H'1FF1 0024* 16*10  

ポート Aデータレジスタ PTDAT_A R/W H'FFF1 0040* H'1FF1 0040* 16*10  

ポート Bデータレジスタ PTDAT_B R/W H'FFF1 0044* H'1FF1 0044* 16*10  

ポート Cデータレジスタ PTDAT_C R/W H'FFF1 0048* H'1FF1 0048* 16*10  

ポート Dデータレジスタ PTDAT_D R/W H'FFF1 004C* H'1FF1 004C* 16*10  

ポート Eデータレジスタ PTDAT_E R/W H'FFF1 0050* H'1FF1 0050* 16*10  

ポート Fデータレジスタ PTDAT_F R/W H'FFF1 0054* H'1FF1 0054* 16*10  

ポート Gデータレジスタ PTDAT_G R/W H'FFF1 0058* H'1FF1 0058* 16*10  

ポート Hデータレジスタ PTDAT_H R/W H'FFF1 005C* H'1FF1 005C* 16*10  

ポート Iデータレジスタ PTDAT_I R/W H'FFF1 0060* H'1FF1 0060* 16*10  

ポート Jデータレジスタ PTDAT_J R/W H'FFF1 0064* H'1FF1 0064* 16*10  

入力端子プルアップ制御 

レジスタ 

PTPUL_SPCL R/W H'FFF1 00E0* H'1FF1 00E0* 16*10  

ピンセレクトレジスタ A PTSEL_A R/W H'FFF1 0080* H'1FF1 0080* 16*10  

ピンセレクトレジスタ B PTSEL_B R/W H'FFF1 0084* H'1FF1 0084* 16*10  

ピンセレクトレジスタ C PTSEL_C R/W H'FFF1 0088* H'1FF1 0088* 16*10  

ピンセレクトレジスタ D PTSEL_D R/W H'FFF1 008C* H'1FF1 008C* 16*10  

ピンセレクトレジスタ E PTSEL_E R/W H'FFF1 0090* H'1FF1 0090* 16*10  

ピンセレクトレジスタ F PTSEL_F R/W H'FFF1 0094* H'1FF1 0094* 16*10  

ピンセレクトレジスタ G PTSEL_G R/W H'FFF1 0098* H'1FF1 0098* 16*10  

ピンセレクトレジスタ H PTSEL_H R/W H'FFF1 009C* H'1FF1 009C* 16*10  

ピンセレクトレジスタ I PTSEL_I R/W H'FFF1 00A0* H'1FF1 00A0* 16*10  

ピンセレクトレジスタ J PTSEL_J R/W H'FFF1 00A4* H'1FF1 00A4* 16*10  

ピンセレクトレジスタ K PTSEL_K R/W H'FFF1 00A8* H'1FF1 00A8* 16*10  

ピンセレクトレジスタ P PTSEL_P R/W H'FFF1 00AC* H'1FF1 00AC* 16*10  

ピンセレクトレジスタ R PTSEL_R R/W H'FFF1 00B0* H'1FF1 00B0* 16*10  

ピンセレクトレジスタ S PTSEL_S R/W H'FFF1 00B4* H'1FF1 00B4* 16*10  

Hi-Zレジスタ A PTHIZ_A R/W H'FFF1 00E8* H'1FF1 00E8* 16*10  

GPIO 

Hi-Zレジスタ B PTHIZ_B R/W H'FFF1 00EC* H'1FF1 00EC* 16*10  

 特殊選択レジスタ PTSEL_SPCL R/W H'FFF 100F0 H'1FF 100F0 16*10  

スタンバイコントロール 

レジスタ*11 

STBCR R/W H'FFC8 0020 H'1FC8 0020 32  

モジュールストップレジスタ 0 MSTPCR0 R/W H'FFC8 0030 H1FC8 0030 32  

低消費電力

モード 

モジュールストップレジスタ 1 MSTPCR1 R/W H'FFC8 0038 H'1FC8 0038 32  
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マッチ条件設定レジスタ 0 CBR0 R/W H'FF20 0000 H'1F20 0000 32  

マッチ動作設定レジスタ 0 CRR0 R/W H'FF20 0004 H'1F20 0004 32  

マッチアドレス設定レジスタ 0 CAR0 R/W H'FF20 0008 H'1F20 0008 32  

マッチアドレスマスク設定 

レジスタ 0 

CAMR0 R/W H'FF20 000C H'1F20 000C 32  

マッチ条件設定レジスタ 1 CBR1 R/W H'FF20 0020 H'1F20 0020 32  

マッチ動作設定レジスタ 1 CRR1 R/W H'FF20 0024 H'1F20 0024 32  

マッチアドレス設定レジスタ 1 CAR1 R/W H'FF20 0028 H'1F20 0028 32  

マッチアドレスマスク設定 

レジスタ 1 

CAMR1 R/W H'FF20 002C H'1F20 002C 32  

マッチデータ設定レジスタ 1 CDR1 R/W H'FF20 0030 H'1F20 0030 32  

マッチデータマスク設定 

レジスタ 1 

CDMR1 R/W H'FF20 0034 H'1F20 0034 32  

実行回数ブレークレジスタ 1 CETR1 R/W H'FF20 0038 H'1F20 0038 32  

チャネルマッチフラグレジスタ CCMFR R/W H'FF20 0600 H'1F20 0600 32  

UBC 

ブレークコントロールレジスタ CBCR R/W H'FF20 0620 H'1F20 0620 32  

【注】 * P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて物

理アドレス空間のエリア 7からアクセスします。 

 *1 CHCRの HE、TEビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。 

 *2 DMAORの AE、NMIFビットは、フラグをクリアするために、1リード後の 0ライトのみ可能です。 

 *3 指定アクセスサイズ以外のアクセスは行わないでください。 

 *4 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～8、3、2は読み出し専用であり書き込む

ことはできません。 

 *5 フラグをクリアするために 0のみ書き込むことができます。ビット 15～1は読み出し専用であり書き込むことは

できません。 

 *6 ビット 4～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *7 ビット 6～0はフラグをクリアするための 0書き込みのみ可能です。 

 *8 本レジスタの 26,27ビットは読み出し／書き込み可能で、それ以外は読み出し専用です。詳細は、「18.3.17 ス

テータスレジスタ 0～5（SSISR0～5）」を参照してください。 

 *9 ビット 15～3は読み出しのみ可能です。また、ビット 2～0は 1を読み出した後の 0書き込みのみ可能です。 

 *10 レジスタには 16ビットアクセスのみです。指定されたアクセスサイズでリードライトを行ってください。 

 *11 スタンバイコントロールレジスタについては、図 10.1も参照してください。 
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バージョンコントロールレジスタ VCR R/W H'FF80 0000  32 H'0B04 0000 

0000 0000 

メモリインタフェースモード 

レジスタ 

MIM R/W H'FF80 0008  32 H'0000 0000 

061A 0x40 

SDRAMコントロールレジスタ SCR R/W H'FF80 0010  32 H'0000 0000 

0000 0000 

SDRAMタイミングレジスタ STR R/W H'FF80 0018  32 H'0000 0000 

00FF FFE7 

SDRAMロウアトリビュート 

レジスタ 

SDRA R/W H'FF80 0030  32 H'0000 0000 

0000 0200 

SDRAMモードレジスタ SDMR R H'FFAx xxxx  32 － 

アービトレーションモード 

レジスタ 

AMR R/W H'FF80 0200  32 H'0000 0000 

0400 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC0 R/W H'FF80 0100  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD0 R/W H'FF80 0108  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM0 R/W H'FF80 0110  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC1 R/W H'FF80 0118  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD1 R/W H'FF80 0120  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM1 R/W H'FF80 0128  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC2 R/W H'FF80 0130  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD2 R/W H'FF80 0138  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM2 R/W H'FF80 0140  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC3 R/W H'FF80 0148  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD3 R/W H'FF80 0150  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM3 R/W H'FF80 0158  32 H'0000 0000 

0000 0000 

MCU 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC4 R/W H'FF80 0160  32 H'0000 0000 

0000 0000 
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リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD4 R/W H'FF80 0168  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM4 R/W H'FF80 0170  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC5 R/W H'FF80 0178  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD5 R/W H'FF80 0180  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM5 R/W H'FF80 0188  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC6 R/W H'FF80 0190  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD6 R/W H'FF80 0198  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM6 R/W H'FF80 01A0  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル変換コントロール 

レジスタ 

LTC7 R/W H'FF80 01A8  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

レジスタ 

LTAD7 R/W H'FF80 01B0  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リニアタイル領域先頭アドレス 

マスクレジスタ 

LTAM7 R/W H'FF80 01B8  32 H'0000 0000 

0000 0000 

リクエストマスク設定レジスタ RQM R/W H'FF80 0218  32 H'0000 0000 

0000 0000 

バスコントロールレジスタ BCR R/W H'FF80 1000  32 H'0000 0000 

3800 0000 

CS0バスコントロールレジスタ CS0BCR R/W H'FF80 2000  32 H'0000 0000 

7777 7x80 

CS0ウェイトコントロール 

レジスタ 

CS0WCR R/W H'FF80 2008  32 H'0000 0000 

7777 770F 

CS3バスコントロールレジスタ CS3BCR R/W H'FF80 2030  32 H'0000 0000 

7777 7380 

MCU 

CS3ウェイトコントロール 

レジスタ 

CS3WCR R/W H'FF80 2038  32 H'0000 0000 

7777 770F 
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ATAPIステータス ATAPI_STATUS R/W H'FFF0 0084  32  

割り込みイネーブル ATAPI_INT_ENABLE R/W H'FFF0 0088  32  

PIOタイミング ATAPI_PIO_TIMING R/W H'FFF0 008C  32  

マルチワード DMAタイミン

グ 

ATAPI_MULTI_ 

TIMING 

R/W H'FFF0 0090  32  

ウルトラ DMAタイミング ATAPI_ULTRA_ 

TIMING 

R/W H'FFF0 0094  32  

ディスクリプタテーブルベ

ースアドレス 

ATAPI_DTB_ADR R/W H'FFF0 0098  32  

DMAスタートアドレス ATAPI_DMA_ 

START_ADR 

R/W H'FFF0 009C  32  

DMA転送カウント ATAPI_DMA_ 

TRANS_CNT 

R/W H'FFF0 00A0  32  

ATAPIコントロール 2 ATAPI_CONTROL2 R/W H'FFF0 00A4  32  

リザーブ  R H'FFF0 00A8  32  

リザーブ  R H'FFF0 00AC  32  

ATAPI信号ステータス ATAPI_SIG_ST R H'FFF0 00B0  32  

ATAPI 

バイトスワップ ATAPI_BYTE_SWAP R/W H'FFF0 00BC  32  

【注】 * 上記レジスタをロングワード（32ビット）でアクセスしてください。バイトアクセスやワードアクセスは禁止です。 
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（WPR）*1 

システムコントロール SCLR R/W H'FFEA 0000 H'1FEA 0000 32 × 

ステータス SR R H'FFEA 0004 H'1FEA 0004 32 × 

ステータス・レジスタ・ 

クリア 

SRCR W H'FFEA 0008 H'1FEA 0008 32 × 

割り込み許可 IER R/W H'FFEA 000C H'1FEA 000C 32 ○ 

割り込みコマンド ID ICIDR R H'FFEA 0010 H'1FEA 0010 32 × 

リターンアドレス 0 RTN0R R H'FFEA 0040 H'1FEA 0040 32 ○ 

リターンアドレス 1 RTN1R R H'FFEA 0044 H'1FEA 0044 32 ○ 

ディスプレイリスト開始ア

ドレス 

DLSAR R/W H'FFEA 0048 H'1FEA 0048 32 × 

2次元ソース領域開始アド

レス 

SSAR R/W H'FFEA 004C H'1FEA 004C 32 ○ 

描画スタートアドレス RSAR R/W H'FFEA 0050 H'1FEA 0050 32 ○ 

ワーク領域開始アドレス WSAR R/W H'FFEA 0054 H'1FEA 0054 32 ○ 

ソースストライド SSTRR R/W H'FFEA 0058 H'1FEA 0058 32 ○ 

デスティネーションストラ

イド 

DSTRR R/W H'FFEA 005C H'1FEA 005C 32 ○ 

エンディアン変換コントロ

ール 

ENDCVR R/W H'FFEA 0060 H'1FEA 0060 32 × 

ソース透過色 STCR R/W H'FFEA 0080 H'1FEA 0080 32 ○ 

デスティネーション透過色 DTCR R/W H'FFEA 0084 H'1FEA 0084 32 ○ 

アルファ値 ALPHR R/W H'FFEA 0088 H'1FEA 0088 32 ○ 

カラーオフセット COFSR R/W H'FFEA 008C H'1FEA 008C 32 ○ 

レンダリングコントロール RCLR R/W H'FFEA 00C0 H'1FEA 00C0 32 ○ 

コマンドステータス CSTR R H'FFEA 00C4 H'1FEA 00C4 32 × 

カレントポインタ CURR R H'FFEA 00C8 H'1FEA 00C8 32 × 

ローカルオフセット LCOR R H'FFEA 00CC H'1FEA 00CC 32 × 

システムクリップエリア

MAX 

SCLMAR R H'FFEA 00D0 H'1FEA 00D0 32 ○ 

ユーザクリップエリア MIN UCLMIR R H'FFEA 00D4 H'1FEA 00D4 32 ○ 

ユーザクリップエリア

MAX 

UCLMAR R H'FFEA 00D8 H'1FEA 00D8 32 ○ 

相対ユーザクリップエリア

MIN 

RUCLMIR R H'FFEA 00DC H'1FEA 00DC 32 ○ 

相対ユーザクリップエリア

MAX 

RUCLMAR R H'FFEA 00E0 H'1FEA 00E0 32 ○ 

G2D 

レンダリングコントロール

2 

RCL2R R/W H'FFEA 00F0 H'1FEA 00F0 32 ○ 
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モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*2 

エリア 7 

アドレス*2 

アクセス 

サイズ 

備考 

（WPR）*1 

パタンオフセット POFSR R/W H'FFEA 00F8 H'1FEA 00F8 32 ○ 

座標変換コントロール GTRCR R/W H'FFEA 0100 H'1FEA 0100 32 ○ 

マトリクスパラメータ A MTRAR R/W H'FFEA 0104 H'1FEA 0104 32 ○ 

マトリクスパラメータ B MTRBR R/W H'FFEA 0108 H'1FEA 0108 32 ○ 

マトリクスパラメータ C MTRCR R/W H'FFEA 010C H'1FEA 010C 32 ○ 

マトリクスパラメータ D MTRDR R/W H'FFEA 0110 H'1FEA 0110 32 ○ 

マトリクスパラメータ E MTRER R/W H'FFEA 0114 H'1FEA 0114 32 ○ 

マトリクスパラメータ F MTRFR R/W H'FFEA 0118 H'1FEA 0118 32 ○ 

マトリクスパラメータ G MTRGR R/W H'FFEA 011C H'1FEA 011C 32 ○ 

マトリクスパラメータ H MTRHR R/W H'FFEA 0120 H'1FEA 0120 32 ○ 

マトリクスパラメータ I MTRIR R/W H'FFEA 0124 H'1FEA 0124 32 ○ 

座標変換オフセット X GTROFSXR R/W H'FFEA 0128 H'1FEA 0128 32 ○ 

座標変換オフセット Y GTROFSYR R/W H'FFEA 012C H'1FEA 012C 32 ○ 

Zクリップエリア MIN ZCLPMINR R/W H'FFEA 0130 H'1FEA 0130 32 ○ 

Zクリップエリア MAX ZCLPMAXR R/W H'FFEA 0134 H'1FEA 0134 32 ○ 

G2D 

Z飽和値ＭIN ZSATVMINR R/W H'FFEA 0138 H'1FEA 0138 32 ○ 

【注】 *1 WPRコマンド設定 ○：可、×：不可 

 *2 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリアからアクセスするものです。 

  指定されたアドレス以外への書き込みは禁止です。書き込みを行った場合の動作は保証されません。 

 

モジュール 名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス*1 

エリア 7 

アドレス*1 

アクセス 

サイズ 

備考 

（初期値）*2 

インストラクションレジスタ SDIR R H'FC11 0000 H'1C11 0000 16 H'0EFF 

割り込み要因レジスタ SDINT R/W H'FC11 0018 H'1C11 0018 16 H'0000 

バウンダリスキャンレジスタ SDBSR － － － － － 

H-UDI 

バイパスレジスタ SDBPR － － － － 不定 

【注】 *1 P4領域アドレスは、仮想アドレス空間の P4領域を用いた場合のものです。エリア 7アドレスは、TLBを用いて

物理アドレス空間のエリア 7からアクセスするものです。 

 *2 TRST子がローレベル、または TAPが Test-Logic-Resetの状態で初期化されます。 
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33.2 各処理モードにおけるレジスタの状態 
 

表 33.2 各処理モードにおけるレジスタの状態（1） 

モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

TRA 不定 保持 保持 

EXPEVT H'0000 0000 保持 保持 

INTEVT 不定 保持 保持 

例外処理 

EXPMASK H'0000 0000 保持 保持 

PTEH 不定 保持 保持 

PTEL 不定 保持 保持 

TTB 不定 保持 保持 

TEA 不定 保持 保持 

MMUCR H'0000 0000 保持 保持 

PTEA H'0000 xxx0 保持 保持 

PASCR H'0000 0000 保持 保持 

MMU 

IRMCR H'0000 0000 保持 保持 

CCR H'0000 0000 保持 保持 

QACR0 不定 保持 保持 

QACR1 不定 保持 保持 

キャッシュ 

RAMCR H'0000 0000 保持 保持 

内蔵メモリ RAMCR H'0000 0000 保持 保持 

FRQCR H'x032 0044*1 保持 保持 

PLLCR H'0000 E001 保持 保持 

CPG 

VDC2CLKCR H'0000 0080 保持 保持 

SAR0 不定 保持 保持 

DAR0 不定 保持 保持 

TCR0 不定 保持 保持 

CHCR0 H'4000 0000 保持 保持 

SAR1 不定 保持 保持 

DAR1 不定 保持 保持 

TCR1 不定 保持 保持 

CHCR1 H'4000 0000 保持 保持 

SAR2 不定 保持 保持 

DAR2 不定 保持 保持 

TCR2 不定 保持 保持 

CHCR2 H'4000 0000 保持 保持 

DAMC 

SAR3 不定 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

DAR3 不定 保持 保持 

TCR3 不定 保持 保持 

CHCR3 H'4000 0000 保持 保持 

DMAOR0 H'0000 保持 保持 

SAR4 不定 保持 保持 

DAR4 不定 保持 保持 

TCR4 不定 保持 保持 

CHCR4 H'4000 0000 保持 保持 

SAR5 不定 保持 保持 

DAR5 不定 保持 保持 

TCR5 不定 保持 保持 

CHCR5 H'4000 0000 保持 保持 

SARB0 不定 保持 保持 

DARB0 不定 保持 保持 

TCRB0 不定 保持 保持 

SARB1 不定 保持 保持 

DARB1 不定 保持 保持 

TCRB1 不定 保持 保持 

SARB2 不定 保持 保持 

DARB2 不定 保持 保持 

TCRB2 不定 保持 保持 

SARB3 不定 保持 保持 

DARB3 不定 保持 保持 

TCRB3 不定 保持 保持 

DMARS0 H'0000 保持 保持 

DMARS1 H'0000 保持 保持 

DAMC 

DMARS2 H'0000 保持 保持 

VCR H'0B04 0000 0000 0000 保持 保持 

MIM H'0000 0000 061A 0x40 保持 保持 

SCR H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

STR H'0000 0000 00FF FFE7 保持 保持 

SDRA H'0000 0000 0000 0200 保持 保持 

SDMR － 保持 保持 

AMR H'0000 0000 0400 0000 保持 保持 

LTC0 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD0 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

MCU 

LTAM0 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

LTC1 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD1 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM1 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC2 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD2 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM2 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC3 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD3 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM3 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC4 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD4 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM4 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC5 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD5 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM5 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC6 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD6 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM6 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTC7 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAD7 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

LTAM7 H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

RQM H'0000 0000 0000 0000 保持 保持 

BCR H'0000 0000 3800 0000 保持 保持 

CS0BCR H'0000 0000 7777 7x80 保持 保持 

CS0WCR H'0000 0000 7777 770F 保持 保持 

CS3BCR H'0000 0000 7777 7380 保持 保持 

MCU 

CS3WCR H'0000 0000 7777 770F 保持 保持 

ICR0 H'x000 0000 保持 保持 

ICR1 H'0000 0000 保持 保持 

INTPRI H'0000 0000 保持 保持 

INTREQ H'0000 0000 保持 保持 

INTMSK H'FF00 0000 保持 保持 

INTMSKCLR H'0000 0000 保持 保持 

NMIFCR H'x000 0000 保持 保持 

USERIMASK H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI0 H'0000 0000 保持 保持 

INTC 

INT2PRI1 H'0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

INT2PRI2 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI3 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI4 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI5 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI6 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI7 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI8 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI9 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI10 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI11 H'0000 0000 保持 保持 

INT2PRI12 H'0000 0000 保持 保持 

INT2A0 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2A01 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2A1 H'0000 0000 保持 保持 

INT2A11 H'0000 0000 保持 保持 

INT2MSKR H'FFFF FFFF 保持 保持 

INT2MSKR1 H'FFFF FFFF 保持 保持 

INT2MSKCR H'0000 0000 保持 保持 

INT2MSKCR1 H'0000 0000 保持 保持 

INT2B0 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B2 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B3 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B4 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B5 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B6 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INT2B7 H'xxxx xxxx 保持 保持 

INTC 

INT2GPIC H'0000 0000 保持 保持 

TOCR H'00 保持 保持 

TSTR0 H'00 保持 保持 

TCOR0 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCNT0 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCR0 H'0000 保持 保持 

TCOR1 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCNT1 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCR1 H'0000 保持 保持 

TCOR2 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TMU 

TCNT2 H'FFFF FFFF 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

TCR2 H'0000 保持 保持 

TCPR2 H'xxxx xxxx 保持 保持 

TSTR1 H'00 保持 保持 

TCOR3 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCNT3 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCR3 H'0000 保持 保持 

TCOR4 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCNT4 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCR4 H'0000 保持 保持 

TCOR5 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TCNT5 H'FFFF FFFF 保持 保持 

TMU 

TCR5 H'0000 保持 保持 

SCSMR_0 H'0000 保持 保持 

SCBRR_0 H'FF 保持 保持 

SCSCR_0 H'0000 保持 保持 

SCFTDR_0 不定 保持 保持 

SCFSR_0 H'0060 保持 保持 

SCFRDR_0 不定 保持 保持 

SCFCR_0 H'0000 保持 保持 

SCFDR_0 H'0000 保持 保持 

SCSPTR_0 H'0050 保持 保持 

SCLSR_0 H'0000 保持 保持 

SCEMR_0 H'0000 保持 保持 

SCSMR_1 H'0000 保持 保持 

SCBRR_1 H'FF 保持 保持 

SCSCR_1 H'0000 保持 保持 

SCFTDR_1 不定 保持 保持 

SCFSR_1 H'0060 保持 保持 

SCFRDR_1 不定 保持 保持 

SCFCR_1 H'0000 保持 保持 

SCFDR_1 H'0000 保持 保持 

SCSPTR_1 H'0050 保持 保持 

SCLSR_1 H'0000 保持 保持 

SCEMR_1 H'0000 保持 保持 

SCSMR_2 H'0000 保持 保持 

SCBRR_2 H'FF 保持 保持 

SCIF 

SCSCR_2 H'0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

SCFTDR_2 不定 保持 保持 

SCFSR_2 H'0060 保持 保持 

SCFRDR_2 不定 保持 保持 

SCFCR_2 H'0000 保持 保持 

SCFDR_2 H'0000 保持 保持 

SCSPTR_2 H'0050 保持 保持 

SCLSR_2 H'0000 保持 保持 

SCIF 

SCEMR_2 H'0000 保持 保持 

ICSCR H'00 保持 保持 

ICMCR H'x0 保持 保持 

ICSSR H'00 保持 保持 

ICMSR H'00 保持 保持 

ICSIER H'00 保持 保持 

ICMIER H'00 保持 保持 

ICCCR H'00 保持 保持 

ICSAR H'00 保持 保持 

ICMAR H'00 保持 保持 

ICRXD H'00 保持 保持 

IIC 

ICTXD H'00 保持 保持 

ATAPI_CONTROL H'0000 0020 保持 保持 

ATAPI_STATUS H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_INT_ENABLE H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_PIO_TIMING H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_MULTI_TIMING H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_ULTRA_TIMING H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_DTB_ADR H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_DMA_START_ADR H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_DMA_TRANS_CNT H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_CONTROL2 H'0000 0000 保持 保持 

ATAPI_SIG_ST H'0000 000x 保持 保持 

ATAPI 

ATAPI_BYTE_SWAP H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMMR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMADR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMCNTR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSI_DMAC0 

SSIDMCOR0 H'0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

SSISTPBLCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMMR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMADR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMCNTR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMCOR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPBLCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMMR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMADR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMCNTR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMCOR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPBLCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMAOR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMINTSR0 H'0101 0101 保持 保持 

SSI_DMAC0 

SSIDMINTMR0 H'1F1F 1F1F 保持 保持 

SSIDMMR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSI_DMAC1 

SSIWDMADR3 H'0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

SSIWDMCNTR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMCOR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPBLCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMMR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMADR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMCNTR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMCOR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPBLCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMMR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMADR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDMCNTR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMADR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIWDMCNTR5  H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMCOR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPBLCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

SSISTPDR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNTSR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNTSR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIBLNCNT5 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMAOR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIDMINTSR1 H'0101 0101 保持 保持 

SSI_DMAC1 

SSIDMINTMR1 H'1F1F 1F1F 保持 保持 
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SSICR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSISR0 H'0210 A003 保持 保持 

SSITDR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDR0 H'0000 0000 保持 保持 

SSICR1 H'0000 0000 保持 保持 

SISR1 H'0210 A003 保持 保持 

SSITDR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDR1 H'0000 0000 保持 保持 

SSICR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSISR2 H'0210 A003 保持 保持 

SSITDR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDR2 H'0000 0000 保持 保持 

SSICR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSISR3 H'0210 A003 保持 保持 

SSITDR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDR3 H'0000 0000 保持 保持 

SSICR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSISR4 H'0210 A003 保持 保持 

SITDR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSIRDR4 H'0000 0000 保持 保持 

SSICR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSISR5 H'0210 A003 保持 保持 

SSITDR5 H'0000 0000 保持 保持 

SSI_CH0～5 

SSIRDR5 H'0000 0000 保持 保持 

ECMR H'0000 0000 保持 保持 

ECSR H'0000 0000 保持 保持 

ECSIPR H'0000 0000 保持 保持 

RFLR H'0000 0000 保持 保持 

PIR H'0000 000x 保持 保持 

MAHR H'0000 0000 保持 保持 

MALR H'0000 0000 保持 保持 

PSR H'0000 000x 保持 保持 

TROCR H'0000 000x 保持 保持 

CDCR H'0000 0000 保持 保持 

LCCR H'0000 0000 保持 保持 

CNDCR H'0000 0000 保持 保持 

EtherC 

CEFCR H'0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

FRECR H'0000 0000 保持 保持 

TSFRCR H'0000 0000 保持 保持 

TLFRCR H'0000 0000 保持 保持 

RFCR H'0000 0000 保持 保持 

MAFCR H'0000 0000 保持 保持 

IPGR H'0000 0000 保持 保持 

APR H'0000 0000 保持 保持 

MPR H'0000 0000 保持 保持 

TPAUSER H'0000 0000 保持 保持 

EtherC 

BCFRR H'0000 0000 保持 保持 

EDMR H'0000 0000 保持 保持 

EDTRR H'0000 0000 保持 保持 

EDRRR H'0000 0000 保持 保持 

TDLAR H'0000 0000 保持 保持 

RDLAR H'0000 0000 保持 保持 

EESR H'0000 0000 保持 保持 

EESIPR H'0000 0000 保持 保持 

TRSCER H'0000 0000 保持 保持 

RMFCR H'0000 0000 保持 保持 

TFTR H'0000 0000 保持 保持 

FDR H'0000 0707 保持 保持 

RMCR H'0000 0000 保持 保持 

TFUCR H'0000 0000 保持 保持 

RFOCR H'0000 0000 保持 保持 

RBWAR H'0000 0000 保持 保持 

RDFAR H'0000 0000 保持 保持 

TBRAR H'0000 0000 保持 保持 

TDFAR H'0000 0000 保持 保持 

FCFTR H'0007 0007 保持 保持 

RPADIR H'0000 0000 保持 保持 

EDMAC 

TRIMD H'0000 0000 保持 保持 

SYSCFG H'0000 保持 保持 

BUSWAIT H'000F 保持 保持 

SYSSTS H'040x 保持 保持 

DVSTCTR H'0000 保持 保持 

TESTMODE H'0000 保持 保持 

USB 

D0FBCFG H'0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

D1FBCFG H'0000 保持 保持 

CFIFO H'0000 0000 保持 保持 

D0FIFO H'0000 0000 保持 保持 

D1FIFO H'0000 0000 保持 保持 

CFIFOSEL H'0000 保持 保持 

CFIFOCTR H'0000 保持 保持 

D0FIFOSEL H'0000 保持 保持 

D0FIFOCTR H'0000 保持 保持 

D1FIFOSEL H'0000 保持 保持 

D1FIFOCTR H'0000 保持 保持 

INTENB0 H'0000 保持 保持 

INTENB1 H'0000 保持 保持 

BRDYENB H'0000 保持 保持 

NRDYENB H'0000 保持 保持 

BEMPENB H'0000 保持 保持 

SOFCFG H'0000 保持 保持 

INTSTS0 H'0000 保持 保持 

INTSTS1 H'0000 保持 保持 

BRDYSTS H'0000 保持 保持 

NRDYSTS H'0000 保持 保持 

BEMPSTS H'0000 保持 保持 

FRMNUM H'0000 保持 保持 

UFRMNUM H'0000 保持 保持 

USBADDR H'0000 保持 保持 

USBREQ H'0000 保持 保持 

USBVAL H'0000 保持 保持 

USBINDX H'0000 保持 保持 

USBLENG H'0000 保持 保持 

DCPCFG H'0000 保持 保持 

DCPMAXP H'0040 保持 保持 

DCPCTR H'0040 保持 保持 

PIPESEL H'0000 保持 保持 

PIPECFG H'0000 保持 保持 

PIPEBUF H'0000 保持 保持 

PIPEMAXP H'0000 保持 保持 

PIPEPERI H'0000 保持 保持 

USB 

PIPE1CTR H'0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

PIPE2CTR H'0000 保持 保持 

PIPE3CTR H'0000 保持 保持 

PIPE4CTR H'0000 保持 保持 

PIPE5CTR H'0000 保持 保持 

PIPE6CTR H'0000 保持 保持 

PIPE7CTR H'0000 保持 保持 

PIPE8CTR H'0000 保持 保持 

PIPE9CTR H'0000 保持 保持 

PIPE1TRE H'0000 保持 保持 

PIPE1TRN H'0000 保持 保持 

PIPE2TRE H'0000 保持 保持 

PIPE2TRN H'0000 保持 保持 

PIPE3TRE H'0000 保持 保持 

PIPE3TRN H'0000 保持 保持 

PIPE4TRE H'0000 保持 保持 

PIPE4TRN H'0000 保持 保持 

PIPE5TRE H'0000 保持 保持 

PIPE5TRN H'0000 保持 保持 

DEVADD0 H'0000 保持 保持 

DEVADD1 H'0000 保持 保持 

DEVADD2 H'0000 保持 保持 

DEVADD3 H'0000 保持 保持 

DEVADD4 H'0000 保持 保持 

DEVADD5 H'0000 保持 保持 

DEVADD6 H'0000 保持 保持 

DEVADD7 H'0000 保持 保持 

DEVADD8 H'0000 保持 保持 

DEVADD9 H'0000 保持 保持 

USB 

DEVADDA H'0000 保持 保持 

LDPR00～LDPRFF 不定 保持 保持 

LDICKR H'1101 保持 保持 

LDMTR H'0109 保持 保持 

LDDFR H'000C 保持 保持 

LDSARU H'04000000 保持 保持 

LDSARL H'04000000 保持 保持 

LDLAOR H'0280 保持 保持 

LCDC 

LDPALCR H'0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

LDHCNR H'4F52 保持 保持 

LDHSYNR H'0050 保持 保持 

LDVDLNR H'01DF 保持 保持 

LDVTLNR H'01DF 保持 保持 

LDVSYNR H'01DF 保持 保持 

LDACLNR H'000C 保持 保持 

LDINTR H'0000 保持 保持 

LDPMMR H'0010 保持 保持 

LDPSPR H'F60F 保持 保持 

LDCNTR H'0000 保持 保持 

LDUINTR H'0000 保持 保持 

LDUINTLNR H'004F 保持 保持 

LCDC 

LDLIRNR H'0000 保持 保持 

SCLR H'8000 0000 保持 保持 

SR 不定 保持 保持 

SRCR H'0000 0000 保持 保持 

IER H'0000 0000 保持 保持 

ICIDR 不定 保持 保持 

RTN0R 不定 保持 保持 

RTN1R 不定 保持 保持 

DLSAR 不定 保持 保持 

SSAR 不定 保持 保持 

RSAR 不定 保持 保持 

WSAR 不定 保持 保持 

SSTRR 不定 保持 保持 

DSTRR 不定 保持 保持 

ENDCVR H'0000 0000 保持 保持 

STCR 不定 保持 保持 

DTCR 不定 保持 保持 

ALPHR 不定 保持 保持 

COFSR 不定 保持 保持 

RCLR H'0000 0000 保持 保持 

CSTR 不定 保持 保持 

CURR 不定 保持 保持 

LCOR 不定 保持 保持 

SCLMAR 不定 保持 保持 

G2D 

UCLMIR 不定 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

UCLMAR 不定 保持 保持 

RUCLMIR 不定 保持 保持 

RUCLMAR 不定 保持 保持 

RCL2R H'0000 4004 保持 保持 

POFSR H'0000 0000 保持 保持 

GTRCR H'0000 0000 保持 保持 

MTRAR 不定 保持 保持 

MTRBR 不定 保持 保持 

MTRCR 不定 保持 保持 

MTRDR 不定 保持 保持 

MTRER 不定 保持 保持 

MTRFR 不定 保持 保持 

MTRGR 不定 保持 保持 

MTRHR 不定 保持 保持 

MTRIR 不定 保持 保持 

GTROFSXR 不定 保持 保持 

GTROFSYR 不定 保持 保持 

ZCLPMINR 不定 保持 保持 

ZCLPMAXR 不定 保持 保持 

G2D 

ZSATVMINR 不定 保持 保持 

GRCMEN1 H'0000 0000 保持 保持 

GRCBUSCNT1 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSADR1 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSWH1 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSOFST1 H'0000 0000 保持 保持 

VDC2 

グラフィックス部 1 

GROPDPHV1 H'0000 0000 保持 保持 

GROPBASERGB1 H'0000 0000 保持 保持 

GRCMEN2 H'0000 0000 保持 保持 

GRCBUSCNT2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSADR2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSWH2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSOFST2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPDPHV2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEWH2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPHV2 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPA2 H'0000 0000 保持 保持 

VDC2 

グラフィックス部 2 

GROPCRKY0_2 H'0000 0000 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

GROPCRKY1_2 H'0000 0000 保持 保持 VDC2 

グラフィックス部 2 GROPBASERGB2 H'0000 0000 保持 保持 

GRCMEN3 H'0000 0000 保持 保持 

GRCBUSCNT3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSADR3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSWH3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSOFST3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPDPHV3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEWH3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPHV3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPA3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPCRKY0_3 H'0000 0000 保持 保持 

GROPCRKY1_3 H'0000 0000 保持 保持 

VDC2 

グラフィックス部 3 

GROPBASERGB3 H'0000 0000 保持 保持 

GRCMEN4 H'0000 0000 保持 保持 

GRCBUSCNT4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSADR4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSWH4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPSOFST4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPDPHV4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEWH4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPHV4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPEDPA4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPCRKY0_4 H'0000 0000 保持 保持 

GROPCRKY1_4 H'0000 0000 保持 保持 

VDC2 

グラフィックス部 4 

GROPBASERGB4 H'0000 0000 保持 保持 

SGMODE H'0000 0000 保持 保持 

SGINTCNT H'0000 0000 保持 保持 

SYNCNT H'0000 0000 保持 保持 

EXTSYNCNT H'0000 0000 保持 保持 

SYNSIZE H'020D 035A 保持 保持 

VSYNCTIM H'0000 0001 保持 保持 

HSYNCTIM H'0000 000A 保持 保持 

COMTIM H'0000 0000 保持 保持 

VDC2表示制御部 

SGDESTART H'0000 0000 保持 保持 
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SGDESIZE H'0000 0000 保持 保持 

CDECRKY H'0000 0000 保持 保持 

T1004CNT H'0000 0000 保持 保持 

VDC2表示制御部 

T1004OFFSET H'0000 0000 保持 保持 

FLCMNCR 初期化 保持 保持 

FLCMDCR 初期化 保持 保持 

FLCMCDR 初期化 保持 保持 

FLADR 初期化 保持 保持 

FLADR2 初期化 保持 保持 

FLDATAR 初期化 保持 保持 

FLDTCNTR 初期化 保持 保持 

FLINTDMACR 初期化 保持 保持 

FLBSYTMR 初期化 保持 保持 

FLBSYCNT 初期化 保持 保持 

FLDTFIFO 初期化 保持 保持 

FLECFIFO 初期化 保持 保持 

FLCTL 

FLTRCR 初期化 保持 保持 

SRCID H'0000 0000 保持 保持 

SRCOD H'0000 0000 保持 保持 

SRCIDCTRL H'0000 保持 保持 

SRCODCTRL H'0000 保持 保持 

SRCCTRL H'0000 保持 保持 

SRC 

SRCSTAT H'0002 保持 保持 

PTIO_A H'0000 保持 保持 

PTIO_B H'0000 保持 保持 

PTIO_C H'0000 保持 保持 

PTIO_D H'0000 保持 保持 

PTIO_E H'0000 保持 保持 

PTIO_F H'0000 保持 保持 

PTIO_G H'0000 保持 保持 

PTIO_H H'0000 保持 保持 

PTIO_I H'0002 保持 保持 

PTIO_J H'AAAA 保持 保持 

PTDAT_A H'0000 保持 保持 

PTDAT_B H'0000 保持 保持 

PTDAT_C H'0000 保持 保持 

GPIO 

PTDAT_D H'0000 保持 保持 

 



 

33. レジスタ一覧 

33-44  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

PTDAT_E H'0000 保持 保持 

PTDAT_F H'0000 保持 保持 

PTDAT_G H'0000 保持 保持 

PTDAT_H H'0000 保持 保持 

PTDAT_I H'0000 保持 保持 

PTDAT_J H'0000 保持 保持 

PTPUL_SPCL H'0000 保持 保持 

PTSEL_A H'0000 保持 保持 

PTSEL_B H'0000 保持 保持 

PTSEL_C H'0000 保持 保持 

PTSEL_D H'0000 保持 保持 

PTSEL_E H'0000 保持 保持 

PTSEL_F H'0000 保持 保持 

PTSEL_G H'0000 保持 保持 

PTSEL_H H'0000 保持 保持 

PTSEL_I H'0000 保持 保持 

PTSEL_J H'0000 保持 保持 

PTSEL_K H'0000 保持 保持 

PTSEL_P H'0000 保持 保持 

PTSEL_R H'0000 保持 保持 

PTSEL_S H'0000 保持 保持 

PTHIZ_A H'0000 保持 保持 

PTHIZ_B H'0000 保持 保持 

GPIO 

PTSEL_SPCL H'0000 保持 保持 

STBCR H'0000 0000 保持 保持 

MSTPCR0 H'0000 0000 保持 保持 

低消費電力モード*2 

MSTPCR1 H'0000 0000 保持 保持 

CBR0 H'2000 0000 保持 保持 

CRR0 H'0000 2000 保持 保持 

CAR0 不定 保持 保持 

CAMR0 不定 保持 保持 

CBR1 H'2000 0000 保持 保持 

CRR1 H'0000 2000 保持 保持 

CAR1 不定 保持 保持 

CAMR1 不定 保持 保持 

CDR1 不定 保持 保持 

CDMR1 不定 保持 保持 

UBC 

CETR1 不定 保持 保持 
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モジュール レジスタ略称 パワーオンリセット スリープ スタンバイ 

CCMFR H'0000 0000 保持 保持 UBC 

CBCR H'0000 0000 保持 保持 

SDIR H'0EFF 保持 保持 H-UDI 

SDINT H'0000 保持 保持 

【記号説明】 

○：初期化されるレジスタ 

－：保持されるレジスタ 

 

【注】 *1 MODE0、MODE1およびMODE2の設定により選択されるクロック動作モードにより設定される初期値となりま

す。 

 *2 スタンバイコントロールレジスタについては、図 10.1も参照してください。（図 10.1：CPGブロック図） 

 
 

パワーオンリセット モジュール レジスタ略称 

PRESET端子による WDT/H-UDIによる 

スリープ スタンバイ 

WDTST H'0000 0000 保持 保持 保持 

WDTCSR H'0000 0000 保持 保持 保持 

WDTBST H'0000 0000 保持 保持 保持 

WDTCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

WDT 

WDTBCNT H'0000 0000 保持 保持 保持 

 



 

33. レジスタ一覧 

33-46  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

 



R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  34-1 

2012.03.13  

34. 電気的特性 

34.1 絶対最大定格*1*2 
 

表 34.1 絶対最大定格 

項   目 記号 定格値 単位 

電源電圧（IO） VDDQ、VDDQ_USB -0.3～4.6 V 

電源電圧（内部） VDD、VDD_PLL1、VDD_PLL2、 

VDD_USB、UV12 

-0.3～1.7 V 

電源電圧（アナログ 3.3V系） VDDQA_USB -0.3～4.6 V 

電源電圧（アナログ 1.2V系） VDDA_USB -0.3～1.7 V 

入力電圧 Vin -0.3～VDDQ+0.3*3 V 

Vbus入力電圧 Vbus -0.3～5.5 V 

-20～85（通常仕様品） 動作温度 Topr 

-40～85（広温度範囲仕様品） 

℃ 

保存温度 Tstg -55～125 ℃ 

【注】 *1 最大定格を超えて LSIを使用した場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *2 すべての VSSを GNDに接続しない場合、LSIの永久破壊となることがあります。 

 *3 上限は電源電圧を超えないこと。 
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34.2 電源投入および切断シーケンス 
電源投入・切断シーケンスとその推奨値を下記に示します。 

GND tUNC tUNC

通常動作期間状態不定期間 状態不定期間

3.3V系電源電圧

3.3V系Min電源電圧

1.2V系電源電圧

1.2V系Min電源電圧

3.3V ：VDDQ、VDDQ_USB、VDDQA_USB

1.2V ：VDD、VDD_PLL1、VDD_PLL2、VDD_USB、VDDA_USB、UV12  

図 34.1 電源投入／切断シーケンス 

 

表 34.2 電源投入・切断許容時間 

項   目 記号 最大許容値 単位 

状態不定時間 tUNC 100 ms 

【注】 上記は最大許容値であり、厳密な設定を要求するものではありません。 

3.3V系電源と 1.2V系電源の投入・切断順序はどちらが先でも LSI単体の動作としては問題ありませんが、投入の遅いほ

うがMin.電圧以上に到達するまでおよび切断の早いほうが Min.電圧未満になってからが状態不定期間となり、その期間

は端子状態および内部状態が不定となります。その状態によってシステム全体が誤動作を引き起こさないようシステム

設計を行ってください。その際、電源投入時には 1.2V系電源を 3.3V系電源よりも先に投入し、電源切断時には 3.3V系

電源を 1.2V系電源よりも先に切断することを推奨します。また、1.2V系電源電位が概ね 0.6Vに達してから 3.3V系電

源投入開始までの時間は極力短くすることを推奨します。なお、3.3V系電源投入後に 1.2V系電源を投入する場合でも、

3.3V系電源投入開始から 1.2V系電源電位が概ね 0.6Vに達するまでの時間は極力短くしてください。 
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34.3 DC特性 
 

表 34.3 DC特性 [共通項目] 

Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

電源電圧（IO） VDDQ、VDDQ_USB 3.0 3.3 3.6 V  

電源電圧（内部） VDD、VDD_PLL1、VDD_PLL2、

VDD_USB、UV12 

1.15 1.25 1.35 V  

電源電圧（アナログ 3.3V系） VDDQA_USB 3.0 3.3 3.6 V  

電源電圧（アナログ 1.2V系） VDDA_USB 1.15 1.25 1.35 V  

IDDQ + IDDQ_USB － － 150 mA 通常動作時 

IDD + IDD_PLL1 + IDD_PLL2  

+ IDD_USB + UV12 

－ － 850 mA 

IDDQ + IDDQ_USB － － 150 mA スリープモード時 

IDD + IDD_PLL1 + IDD_PLL2  

+ IDD_USB + UV12 

－ － 650 mA 

Ick=324MHz 

SHck=Bck=108MHz  

Pck=54MHz 

IDDQ + IDDQ_USB － － 15 mA 

消費電流 

リフレッシュスタンバイ

時 IDD + IDD_PLL1 +  

IDD_PLL2 + IDD_USB + 

UV12 

－ － 450 mA 

 

IDDQA_USB － － 15 mA  動作時 

IDDA_USB － － 20 mA  

IDDQA_USB － － 600 μA  

消費電流 

（USB） 

リフレッシュスタンバイ

時  IDDA_USB － － 600 μA  
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表 34.4 DC特性 [USBトランシーバ、I2C関連端子を除く] 

Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記

号

Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

PRESET、TRST、NMI、 

MODE8/FD7、MODE7/FD6、MODE5/FD5、

MEDE4/FD4、MODE3/FD3、MODE2/FD2、

MODE1/FD1、MODE0/FD0、

IRQ0/DTEND1、

WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1、 

D44/IDEINT、 

MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1、 

STATUS1/RTS2/PA7、

STATUS0/CTS2/PA6、FCE/PA5、

FRE/PA4、FWE/PA3、TXD2/PA2、

RXD2/PA1、SCK2/PA0、

A25/PB7/DREQ0/RTS0、

A24/PB6/DACK0/CTS0、

A23/PB5/DTEND0/RTS1、A22/PB4/CTS1、

A21/PB3、A20/PB2、A19/PB1、A18/PB0、

ASEBRKAK/BRKACK/TCLK/PC1 

EXTAL、XIN 

V
CCQ×

0.9 

－ VCCQ＋0.3

その他の入力端子 

VIH 

2 － VCCQ＋0.3

V VCCQ＝3.0～3.6V 

PRESET、TRST、NMI、 

MODE8/FD7、MODE7/FD6、MODE5/FD5、

MEDE4/FD4、MODE3/FD3、MODE2/FD2、

MODE1/FD1、MODE0/FD0、

IRQ0/DTEND1、

WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1、 

D44/IDEINT、 

MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1、 

STATUS1/RTS2/PA7、

STATUS0/CTS2/PA6、FCE/PA5、

FRE/PA4、FWE/PA3、TXD2/PA2、

RXD2/PA1、SCK2/PA0、

A25/PB7/DREQ0/RTS0、

A24/PB6/DACK0/CTS0、

A23/PB5/DTEND0/RTS1、A22/PB4/CTS1、

A21/PB3、A20/PB2、A19/PB1、A18/PB0、

ASEBRKAK/BRKACK/TCLK/PC1 

EXTAL、XIN  

V
IL －0.3 － VCCQ×0.1 V 

入力電圧 

その他の入力端子 VIL －0.3 － VCCQ×0.2 V 

VCCQ＝3.0～3.6V 
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項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力リーク 

電流 

全入力端子 |lin| － － 1 

スリーステー

トリーク電流 

入出力、全出力端子（オフ状態） |lsti| － － 1 

μA VIN＝0.5～VCCQ－

0.5V 

全出力端子 VOH 2.4 － － VCCQ＝3.0V  

IOH＝－2mA 

出力電圧 

全出力端子 VOL － － 0.55 

V 

VDDQ＝3.0V  

IOL＝2mA 

プルアップ 

抵抗 

全端子 Rpull 20 60 180 kΩ  

端子容量 その他 CL － － 10 pF  

【注】 消費電流値は、VIH（Min.）＝VCCQ－0.5Vおよび VIL（Max.）＝0.5Vの条件で、すべての出力端子を無負荷状態にした場合

の値です。 

 

表 34.5 DC特性 [I2C関連端子] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

電源電圧 VCCQ 3.0 3.3 3.6 V  

入力ハイレベル電圧 VIH VCCQ×0.7 － VCCQ＋0.3 V  

入力ローレベル電圧 VIL －0.3 － VCCQ×0.3 V  

出力ローレベル電圧 VOL － － 0.4 V IOL＝3mA時 

出力ローレベル許容電流 IOL － － 10 mA  

【注】 I2C関連端子：SCL、SDA（オープンドレイン端子） 
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表 34.6 DC特性 [USB関連端子(1)] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

基準抵抗 RREF 5.6kΩ±1% V  

入力ハイレベル電圧（VBUS） VIH 4.02 － 5.25 V  

入力ローレベル電圧（VBUS） VIL 0.0 － 1.0 V  

入力ハイレベル電圧（XIN） VIH VDDQ－0.5 － VDDQ＋0.3 V  

入力ローレベル電圧（XIN） VIL －0.3 － 0.5 V  

 

表 34.6 DC特性 [USB関連端子(2)フルスピード／ハイスピード共通項目] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

0.900 － 1.575  kΩ アイドル時 DPプルアップ抵抗 

（ファンクション機能選択時） 

Rpu 

1.425 － 3.090 kΩ 送受信時 

DP、DMプルアップ抵抗 

（ホスト機能選択時） 

Rpd 14.25 － 24.80 kΩ  

 

表 34.6 DC特性 [USB関連端子(3)フルスピード時] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

入力ハイレベル電圧 VIH 2.0 － － V  

入力ローレベル電圧 VIL － － 0.8 V  

差動入力感度 VDI 0.2 － － V ⏐（DP）－（DM）⏐ 

差動コモンモード範囲 VCM 0.8 － 2.5 V  

出力ハイレベル電圧 VOH 2.8 － 3.6 V IOH＝5mA 

出力ローレベル電圧 VOL 0.0 － 0.3 V IOL＝5mA  

シングルエンディッド 

レシーバスレッショルド電圧 

VSE 0.8 － 2.0 V  

クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 － 2.0 V CL＝50pF 

【注】 USB関連端子：DP、DM 
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表 34.6 DC特性 [USB関連端子(4)ハイスピード時] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

差動入力感度 VHSDI 0.15 － － V  

スケルチ検出スレッショルド電圧 

（差動電圧） 

VHSSQ 100 － 150 mV  

コモンモード電圧範囲 VHSCM －50 － 500 mV  

アイドル状態 VHSOI －10.0 － 10.0 mV  

出力ハイレベル電圧 VHSOH 360 － 440 mV  

出力ローレベル電圧 VHSOL －10.0 － 10.0 mV  

Chirp J出力電圧（差分） VCHIRPJ 700 － 1000 mV  

Chirp K出力電圧（差分） VCHIRPK －900 － －500 mV  

【注】 USB関連端子：DP、DM 

 

表 34.7 DC特性 [USB関連端子(5)ロ－スピード時] 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項  目 記号 Min. Typ. Max. 単位 測定条件 

出力ハイレベル電圧 VLSOH 2.8 － － V IOH＝200μA 

出力ローレベル電圧 VLSOL － － 0.3 V IOL＝2mA  

【注】 USB関連端子：DP、DM 

 

表 34.8 出力許容電流値 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 

出力ローレベル許容電流 IOL － － 2 

出力ローレベル許容電流（総和） ΣIOL － － 120 

mA 

出力ハイレベル許容電流 －IOL － － 2 

出力ハイレベル許容電流（総和） Σ|－IOH| － － 40 

mA 

【注】 LSIの信頼性を確保するため、出力電流値は表 34.8の値を超えないようにしてください。 
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34.4 AC特性 
本 LSIの入力は、原則としてクロック同期入力です。特に断りがないかぎり、各入力信号のセットアップ・ホ 

ールド時間は必ず守ってください。 

34.4.1 クロック・制御信号タイミング 
 

表 34.9 クロック・制御信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

EXTALクロック入力周波数*1 fEX 24 32.4 MHz  

EXTALクロック入力サイクル時間 tEXcyc 30.8 42 ns 34.2 

EXTALクロック入力ローレベルパルス幅 tEXL 7 － ns 34.2 

EXTALクロック入力ハイレベルパルス幅 tEXH 7 － ns 34.2 

EXTALクロック入力立ち上がり時間 tEXr － 4 ns 34.2 

EXTALクロック入力立ち下がり時間 tEXf － 4 ns 34.2 

CLKOUTクロック出力*2 tOP 80 108 MHz  

CLKOUTクロック出力サイクル時間 tCLKOUTcyc 9.26 12.5 ns 34.3 

CLKOUTクロック出力ローレベルパルス幅 tCLKOUTL 2 － ns 34.3 

CLKOUTクロック出力ハイレベルパルス幅 tCLKOUTH 2 － ns 34.3 

CLKOUTクロック出力立ち上がり時間 tCLKOUTr － 3 ns 34.3 

CLKOUTクロック出力立ち下がり時間 tCLKOUTf － 3 ns 34.3 

MDnリセットセットアップ時間 tMDRS 30 － ms 34.5 

MDnリセットホールド時間 tMDRH 20 － ns 34.5 

PRESETアサート時間 tRESPW 30 － ms 34.4、 

34.5 

パワーオン振安定時間 tOSC 60 － μs 34.4 

TRSTリセットホールド時間 tTRSTRH 20 － ns 34.4 

【注】 *1. 水晶発振子が EXTALと XTALに接続されているとき、最大周波数 32.4MHzになります。また、3次オーバトーン 

水晶発振子を使用する場合には、外付け回路としてタンク回路が必要になります。 

 *2. CLKOUT端子への接続負荷容量は最大 50pFとしてください。 
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tEXcyc

tEXH tEXL

tEXrtEXf

1/2VCCQ

VIH VIH

VIL VIL

EXTAL
input

VIH

1/2VCCQ

【注】　EXTAL端子からクロック入力する場合  

図 34.2 EXTALクロック入力タイミング 

tCLKOUTcyc

tCLKOUTH

CLKOUT

tCLKOUTL

tCLKOUTrtCLKOUTf

1/2VCCQ

VOH VOH

VOL VOL

VOH

1/2VCCQ

 

図 34.3 CLKOUTクロック出力タイミング（1） 
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VDD

PRESET

TRST

VDD min

tTRSTRH

tRESPW

CLKOUT

【注】　内蔵発振子を用いる場合の発振安定時間

パワーオン発振安定時間
tOSC

内部クロック

 

図 34.4 パワーオン時発振安定時間 

tMDRS tMDRH

PRESET

MODEn

tRESPW

 

図 34.5 MODE端子セットアップ/ホールドタイミング 
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34.4.2 制御信号タイミング 
 

表 34.10 制御信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

WDTOVF遅延時間 tWOVD － tcyc＋9 ns 34.6 

STATUS0、STATUS1遅延時間 tSTD － tcyc＋10 ns 34.6 

BREQセットアップ時間 tBREQS 3 － ns 34.7 

BREQホールド時間 tBREQH 1.5 － ns 34.7 

BACK遅延時間 tBACKD － 7 ns 34.7 

バストライステート遅延時間 tBOFF － 10 ns 34.7 

バスバッファオンタイム tBON － 10 ns 34.7 

【注】 tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 

CLKOUT

tSTD

STATUS0

WDTOVF

tWOVD tWOVD

STATUS1

 

図 34.6 スタンバイ時の端子ドライブタイミング 

CLKOUT

BREQ

BACK

tBREQS tBREQS

tBREQH

tBACKD tBACKD

tBOFF tBON

tBREQH

A25-0、CSn
BS、R/W、RD、
RAS、CAS、WEn、
DQMLL、DQMLU、
DQMUL、DQMUU  

図 34.7 制御信号タイミング 
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34.4.3 バスタイミング 

表 34.11 バスタイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 備考 参照図 

アドレス遅延時間 tAD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

BS遅延時間 tBSD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

CSn遅延時間 tCSD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

R/W遅延時間 tRWD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

RD遅延時間 tRSD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

読み出しデータセットアップ時間 tRDS 3.0 － ns  34.8～34.11 

読み出しデータホールド時間 tRDH 1.5 － ns  34.8～34.11 

WEn遅延時間（立ち下がりエッジ時）* tWEDF － 7.0 ns  34.8～34.11 

WEn遅延時間 tWED1 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

書き込みデータ遅延時間 tWDD 1.0 7.0 ns  34.8～34.11 

RDYセットアップ時間 tRDYS 3.0 － ns  34.9、34.10 

RDYホールド時間 tRDYH 1.5 － ns  34.9、34.10 

RAS遅延時間 tRASD 1.0 7.0 ns  34.12～34.23 

CAS遅延時間 tCASD 1.0 7.0 ns  34.12～34.23 

CKE遅延時間 tCKED 1.0 7.0 ns  34.12～34.23 

DQM遅延時間 tDQMD 1.0 7.4 ns  34.12～34.23 

【注】 * CLKOUTの立ち下がりエッジに対しての遅延時間を示します。 
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tRDHtRDS

T1

tAD tAD

T2

CLKOUT

A25-A0

CSn

R/W

RD

D31-D0
（リード時）

D31-D0
（ライト時）

BS

DACKn 
（ローアクティブ時）

tWDDtWDD tWDD

tCSD tCSD

tRWD tRWD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tBSD tBSD

tDACD tDACD

DTENDn 
（ローアクティブ時）

tDTED tDTED

RDY

WEn

 

図 34.8 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（ノーウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

CLKOUT

A25-A0

CSn

R/W

RD

D31-D0
(read)

D31-D0
(write)

BS

DACKn 
（ローアクティブ時）

RDY

WEn

T1

tAD

Tw T2

tAD

tRDHtRDS

tCSD

tRWD tRWD

tCSD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tRDYHtRDYS

tBSD tBSD

tDACD tDACD

DTENDn 
（ローアクティブ時）

tDTED tDTED

 

図 34.9 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル（内部 1ウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

CLKOUT

A25-A0

CSn

R/W

RD

D31-D0
（リード時）

D31-D0
（ライト時）

BS

DACKn 
（ローアクティブ時）

RDY

WEn

T1 Tw Twe T2

tRDS tRDH

tRSD

tWEDF

tRDYH

tDACD

tCSD

tRWD

tADtAD

tCSD

tRWD

tRSD tRSD

tWED1
tWEDF

tBSD tBSD

tRDYHtRDYS

tDACD

DTENDn
（ローアクティブ時）

tDTEDtDTED

tRDYS

 

図 34.10 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル  

（内部ウェイト＋外部 1ウェイト） 
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tWDDtWDD tWDD

TS1 T1 T2 TH1

CLKOUT

A25 A0

CSn

R/W

RD

D31～D0
（リード時）

D31～D0
（ライト時）

BS

DACKn
（ローアクティブ時）

DTENDn
（ローアクティブ時）

RDY

WEn

tAD tAD

tCSD tCSD

tRWD tRWD

tRSD tRSD tRSD

tWED1
tWEDF tWEDF

tBSD tBSD

tDACD tDACD

tDTEND tDTEND

tRSD

tRDS tRDH

 

図 34.11 SRAMバスサイクル 基本バスサイクル 

（ノーウェイト、アドレスセットアップ／ホールドタイム挿入、AnS＝1、AnH＝1） 
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Tr Trw Tc1 Tc2 Td1 Td2 Td4Td3

CLKOUT

BANK

tAD

tAD

tAD

Address Col

Precharge L

CSn

R/W

RAS

tRASD tRASD

BS

CAS

tCASD

CKE

DQMn

tDQMD tDQMD tDQMD

tDACD tDACD
DACKn
（ローアクティブ時）

DTENDn
（ローアクティブ時）

D63～D0 
（リード時） d0 d1 d2 d3

tAD

BANK

tADtAD

Row

tADtAD
Row

tCKED

tCSD

tRWD

tCASD tCASD

tDTED tDTED

tRDHtRDS

tBSD tBSD

tDACD

tDTED

tCSD

tRWD

tBSD

 

図 34.12 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード リードバスサイクル（ACT-READ） 

（BOMODE[1:0]＝00、SCL[2:0]＝000、SRCD＝0、CASレイテンシ＝2cyc、IRCD＝2cyc） 
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Tpr Tpc Tr Trw Tc1 Tc2 Td1 Td3Td2 Td4

CLKOUT
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CSn

R/W

RAS

CAS

DQMn

BS

CKE

Row L

Row Col

tAD

tAD

tAD

tRDHtRDS

d3

tCSD

D63～D0
（リード時）

DACKn
（ローアクティブ時）

tDACD
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図 34.13 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード プリチャージ・リードバスサイクル

（PRE-ACT-READ）（BOMODE[1:0]＝00、SRP[1:0]＝00、SCL[2:0]＝000、SRCD＝0、IRP＝2cyc、CASレイ

テンシ＝2cyc、IRCD＝2cyc） 
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図 34.14 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード リードバスサイクル（READ）（BOMODE[1:0]＝00、

SCL[2:0]＝000、SRCD＝0、 CASレイテンシ＝2cyc、IRCD＝2cyc） 
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図 34.15 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード ライトバスサイクル（ACT-WRITE） 

（BOMODE[1:0]＝00、SRCD＝0、IRCD＝2cyc） 
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（ライト時）
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図 34.16 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード プリチャージ・ライトバスサイクル 

（PRE-ACT-SRITE）（BOMODE[1:0]＝00、SRP[1:0]＝00、SRCD＝0、IRP＝2cyc、IRCD＝2cyc） 
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（ライト時）
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（ローアクティブ時）
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図 34.17 SDRAMバスサイクル バンクオープンモード ライトバスサイクル（WRITE） （BOMODE[1:0]＝00、

SRCD＝0、IRCD＝2cyc） 
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（ローアクティブ時）
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図 34.18 SDRAMバスサイクル バンククローズモード リードバスサイクル（ACT-READA）（BOMODE[1:0]

＝1、SRP[1:0]＝00、SCL[2:0]＝000、SRCD＝0、IRP＝2cyc、CASレイテンシ＝2cyc、IRCD＝2cyc） 
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（ライト時）
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図 34.19 SDRAMバスサイクル バンククローズモード ライトバスサイクル（ACT-WRITEA）（BOMODE[1:0]

＝00、SWR[1:0]＝00、SRP[1:0]＝00、SRCD=0、IDAL＝4cyc、IRCD＝2cyc） 
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図 34.20 SDRAMバスサイクル プリチャージサイクル（PALL）（SRP[1:0]＝00、IRP＝2cyc） 
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図 34.21 SDRAMバスサイクル モードレジスタセットサイクル（MRS） 
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図 34.22 SDRAMバスサイクル オートリフレッシュサイクル（REF）（SRFC[2:0]＝000、IRC＝8cyc） 
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図 34.23 SDRAMバスサイクル セルフリフレッシュサイクル（SREF） 
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34.4.4 INTCモジュール信号タイミング 
 

表 34.12 INTCモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min Max. 単位 参照図 備考 

NMIパルス幅（High時） tNMIH 5 － tcyc 34.24 通常時 

スリープ時 

NMIパルス幅（Low時） tNMIL 5 － tcyc 34.24 通常時 

スリープ時 

IRQ1、IRQ0セットアップ時間 tIRQS 8 － ns 34.25 IRQ入力 

IRQ1、IRQ0ホールド時間 tIRQH 3 － ns 34.25 IRQ入力 

PINTn割り込みセットアップ時間 tGPIOS 15 － ns 34.25 GPIO割り込み入力 

PINTn割り込みホールド時間 tGPIOH 8 － ns 34.25 GPIO割り込み入力 

IRQOUT出力遅延時間  tIRQOD － 13 ns 34.25 IRQOUT出力 

【注】 tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 

NMI

tNMILtNMIH

 

図 34.24 NMI入力タイミング 

IRQn PINTn

IRQOUT

CLKOUT

tIRQS 
tGPIOS

tIRQH 
tGPIOH

tIRQOD  

図 34.25 IRQ、PINT入力、IRQOUT出力タイミング 
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34.4.5 DMACモジュール信号タイミング 
 

表 34.13 DMACモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

DREQnセットアップ時間 tDRQS 6 － ns 34.26 

DREQnホールド時間 tDRQH 4 － ns 34.26 

DTENDn遅延時間 tDTED 1.0 8 ns 34.26、34.8～34.23 

DMAC 

DACKn遅延時間 tDACD 1.0 8 ns 34.26、34.8～34.23 

 

tDTEDtDACD

tDRQHtDRQH

tDRQS tDRQS

CLKOUT

DREQ

DTEND DACK

 

図 34.26 DREQ/DTEND/DACKタイミング 

34.4.6 TMUモジュール信号タイミング 
 

表 34.14 TMUモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

タイマクロックパルス幅（High時） tTCLKWH 4 － tPcyc 34.27 

タイマクロックパルス幅（Low時） tTCLKWL 4 － tPcyc 34.27 

タイマクロック立ち上がり時間 tTCLKr － 0.8 tPcyc 34.27 

TMU 

タイマクロック立ち下がり時間 tTCLKf － 0.8 tPcyc 34.27 

【注】 tPcycは周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 
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tTCLKWH

TCLK

tTCLKWL tTCLKf tTCLKr

 

図 34.27 TCLK入力タイミング 

34.4.7 IICモジュール信号タイミング 
 

表 34.15 IICモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 min typ max 単位 参考図 

SCL周波数 tICYC 0 － 400 kHz 

SCL/SDA 

立ち下がり時間 

tICF － － 300 ns 

SDAバスフリー時間 tICBF 1.3 － － us 

SCL開始条件ホールド時間 tICH 0.6 － － us 

SCL再伝送開始条件 

セットアップ時間 

tICS 0.6 － － us 

SDA停止条件 

セットアップ時間 

tICST 0.6 － － us 

SDAセットアップ時間 tDAS 100 － － ns 

SDAホールド時間 tICDH 0 － 0.9 us 

図 34.28、34.29 

RP・CB＝257×10-9

～275×10-9  

[Ω・pF] 

VPU=3.3V 
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SCL

S ：開始条件
P ：終了条件
Sr ：再送信開始条件

SDA

P S Sr P

tICBF

tICF

tICYC

tICDH

tICF

tICS

tICST

tDAStICH

 

図 34.28 IICタイミング 

VPU

RP

SDA
SCL

CB

本LSI

 

図 34.29 AC特性負荷条件 
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34.4.8 SCIFモジュール信号タイミング 
 

表 34.16 SCIFモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

クロック同期 12 － tpcyc 34.30、34.31 入力クロックサイクル 

調歩同期 

tSCYC 

4 － tpcyc 34.30 

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr － 1.5 tpcyc 34.30 

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf － 1.5 tpcyc 34.30 

入力クロック幅 tSCKW 0.4 0.6 tScyc 34.30 

送信データ遅延時間（クロック同期） tTXD － 3tpcyc＋15 ns 34.31 

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 4tpcyc＋15 － ns 34.31 

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 100 － ns 34.31 

【注】 tpcycは周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間をしめします。 

 

tSCKW tSCKr tSCKf

tScyc

SCK

 

図 34.30 SCK入力クロックタイミング 

tScyc

tTXD

SCK
（入力／出力）

TxDn
（データ送信）

RxDn
（データ受信）

tRXHtRXS

 

図 34.31 クロック同期式モード時の SCIF入出力タイミング 
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34.4.9 SSIモジュール信号タイミング 
 

表 34.17 SSIモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項目 記号 min typ max 単位 備考 参考図 

出力クロック周期 tO 160 － 3364 ns 出力 図 34.32 

入力クロック周期 tI 160 － 3364 ns 入力  

クロック High tHC 40 － － ns   

クロック Low tLC 40 － － ns 双方向  

クロック立ち上がり時間 tRC － － 20 ns 出力（100pF）  

遅延 tDTR － － 30 ns 送信 図 34.33、 

図 34.34 

セットアップ時間 tSR 20 － － ns 受信 図 34.35、 

図 34.36 

ホールド時間 tHTR 10 － － ns 受信 図 34.35、 

図 34.36 

AUDIO_CLK周波数 fAUDIO 3.072 － 24.576 MHz  図 34.37 

 

tI ,tO

tHC

SSISCKn
tLC

tRC

 

図 34.32 クロック入出力タイミング 

tDTR tDTR

SSISCKn

SSIWSn,
SSIDATAn

 

図 34.33 SSI送信タイミング(1) 
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tDTR tDTR

SSISCKn

SSIWSn,
SSIDATAn

 

図 34.34 SSI送信タイミング(2) 

tSR tHTR

SSISCKn

SSIWSn,
SSIDATAn

 

図 34.35 SSI受信タイミング(1) 

tSR tHTR

SSISCKn

SSIWSn,
SSIDATAn

 

図 34.36 SSI受信タイミング(2) 

fAUDIO

AUDIO_CLKn

 

図 34.37 AUDIO_CLKタイミング 
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34.4.10 ATAPIインタフェースモジュール信号タイミング 
 

表 34.18 ATAPIインタフェース PIO転送によるレジスタアクセスタイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

PIO転送によるレジスタアクセス時の記号と 

項目および条件（max/min） 

Mode 0 

ns 

Mode 1 

ns 

Mode 2 

ns 

Mode 3  

ns 

Mode 4  

ns 

参照図 

t0 サイクル時間 (min) 600 383 330 180 120 

t1 アドレスセットアップ時間 (min) 70 50 30 30 25 

t2 IDEIORD/IDEIOWRパルス幅 8-bit (min) 290 290 290 80 70 

t2i IDEIORD/IDEIOWRリカバリ時間 (min) － － － 70 25 

t3 IDEIOWRデータセットアップ時間 (min) 60 45 30 30 20 

t4 IDEIOWRデータホールド時間 (min) 30 20 15 10 10 

t5 IDEIORDデータセットアップ時間 (min) 50 35 20 20 20 

t6 IDEIORDデータホールド時間 (min) 5 5 5 5 5 

t6z IDEIORD3ステート遅延時間 (max) 30 30 30 30 30 

t9 アドレスホールド時間 (min) 20 15 10 10 10 

tRD IDEIORDYリードデータ有効時間 (min) 0 0 0 0 0 

tA IDEIORDYセットアップ時間  35 35 35 35 35 

tB IDEIORDYパルス時間 (max) 1250 1250 1250 1250 1250 

tC IDEIORDYのネゲートから 

ハイインピーダンスまでの時間 

(max) 5 5 5 5 5 

34.38 
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表 34.19 ATAPIインタフェース PIO転送によるデータ転送のタイミング 

PIO転送によるデータ転送時の記号と項目 

および条件（max/min） 

Mode 0 

ns 

Mode 1 

ns 

Mode 2 

ns 

Mode 3  

ns 

Mode 4  

ns 

参照図 

t0 サイクル時間 (min) 600 383 240 180 120 

t1 アドレスセットアップ時間 (min) 70 50 30 30 25 

t2 IDEIORD/IDEIOWRパルス幅 8-bit (min) 290 290 290 80 70 

t2i IDEIORD/IDEIOWRリカバリ時間 (min) － － － 70 25 

t3 IDEIOWRデータセットアップ時間 (min) 60 45 30 30 20 

t4 IDEIOWRデータホールド時間 (min) 30 20 15 10 10 

t5 IDEIORDデータセットアップ時間 (min) 50 35 20 20 20 

t6 IDEIORDデータホールド時間 (min) 5 5 5 5 5 

t6z IDEIORD3ステート遅延時間 (max) 30 30 30 30 30 

t9 アドレスホールド時間 (min) 20 15 10 10 10 

tRD IDEIORDYリードデータ有効時間 (min) 0 0 0 0 0 

tA IDEIORDYセットアップ時間  35 35 35 35 35 

tB IDEIORDYパルス時間 (max) 1250 1250 1250 1250 1250 

tC IDEIORDYのネゲートから 

ハイインピーダンスまでの時間 

(max) 5 5 5 5 5 

34.38 

 

表 34.20 ATAPIインタフェース マルチワード転送のタイミング 

マルチワード転送の記号と項目および条件 （max/min） Mode 0 

ns 

Mode 1 

ns 

Mode 2  

ns 

参照図 

t0 サイクル時間 (min) 480 150 120 34.40～34.42 

tD IDEIORD/IDEIOWRパルス幅 (min) 215 80 70 

tE IDEIORDデータアクセス時間 (max) 150 60 50 

tF IDEIORDデータホールド時間 (min) 5 5 5 

tG IDEIORD/IDEIOWRデータセットアップ時間 (min) 100 30 20 

tH IDEIOWRデータホールド時間 (min) 20 15 10 

34.39～34.42 

tI IODACKセットアップ時間 (min) 0 0 0 34.39 

tJ IODACKホールド時間 (min) 20 5 5 34.41、34.42 

tKR IDEIORDネゲートパルス幅 (min) 50 50 25 34.40～34.42 

tKW IDEIOWRネゲートパルス幅 (min) 215 50 25 34.40～34.42 

tLR IDEIORD・IODREQ遅延時間 (max) 120 40 35 

tLW IDEIOWR・IODREQ遅延時間 (max) 40 40 35 

34.41 

tM IDECS[1:0]セットアップ時間 (min) 50 30 25 34.39 

tN IDECS[1:0]ホールド時間 (min) 15 10 10 

tZ IODACK3ステート遅延時間 (max) 20 25 25 

34.41、34.42 
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表 34.21 ATAPIインタフェース ウルトラ DMA転送のタイミング 

Mode 0 

ns 

Mode 1 

ns 

Mode 2 

ns 

Mode 3 

ns 

Mode 4 

ns 

ウルトラ DMA

転送の記号 

min max min max min max min max min max 

参照図 

t2CYCTYP 240  160  120  90  60  34.44 

tCYC 112  73  54  39  25  34.44、34.49 

t2CYC 230  153  115  86  57   

tDS 15  10  7  7  5   

tDH 5  5  5  5  5   

tDVS 70  48  31  20  6.7  

tDVH 6.2  6.2  6.2  6.2  6.2  

34.43、34.44、

34.48、34.49 

tCS 15  10  7  7  5   

tCH 5  5  5  5  5   

tCVS 70  48  31  20  6.7  

tCVH 6.2  6.2  6.2  6.2  6.2  

34.46、34.47、

34.51、34.52 

tZFS 0  0  0  0  0  34.43 

tDZFS 70  48  31  20  6.7  34.43、34.48 

tFS  230  200  170  130  120 34.43 

tLI 0 150 0 150 0 150 0 100 0 100 34.46～34.48 

34.51、34.52 

tMLI 20  20  20  20  20  34.46、34.47、

34.51、34.52 

tUI 0  0  0  0  0  34.43、34.48 

tAZ  10  10  10  10  10 34.43、34.46、

34.47 

tZAH 20  20  20  20  20  34.46、34.47 

tZAD 0  0  0  0  0  34.43 

tENV 20 70 20 70 20 70 20 55 20 55 34.43、34.48 

tRFS  75  70  60  60  60 

tRP 160  125  100  100  100  

34.45、34.47、

34.50、34.52 

tIORDYZ  20  20  20  20  20 34.46、34.47、

34.51、34.52 

tZIORDY 0  0  0  0  0  34.43、34.48 

tACK 20  20  20  20  20  34.43、34.46

～34.48、

34.51、34.52 

tSS 50  50  50  50  50  34.46、34.51 
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表 34.22 ATAPIインタフェース ウルトラ DMA転送のタイミングの記号について 

記  号 備   考 

t2CYCTYP 平均サイクル時間（2サイクル分） 

tCYC サイクル時間 

t2CYC 最小サイクル時間（2サイクル分） 

tDS データセットアップ時間（受け側） 

tDH データホールド時間（受け側） 

tDVS データセットアップ時間（送り側） 

tDVH データホールド時間（送り側） 

tCS CRCデータセットアップ時間（受け側） 

tCH CRCデータホールド時間（受け側） 

tCVS CRCデータセットアップ時間（送り側） 

tCVH CRCデータホールド時間（送り側） 

tZFS ストローブのドライブから最初の STROBEまでのセットアップ時間（送り側） 

tDZFS データのドライブから最初の STROBEまでのセットアップ時間（送り側） 

tFS 最初の STROBE時間 

tLI 制限付きインターロック時間 

tMLI 最小インターロック時間 

tUI 制限なしインターロック時間 

tAZ 出力リリース時間 

tZAH 出力ディレイ時間 

tZAD 出力確定時間（リリースから） 

tENV エンベローブ時間 

tRFS 最終の STROBE時間 

tRP STOPをアサートまたは DMARQをネゲートするまでの時間 

tIORDYZ IORDYをリリースするまでの時間 

tZIORDY STROBEをドライブするまでの時間 

tACK DMACKセットアップ／ホールド時間 

tSS STROBE STOP時間 
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表 34.23 ATAPIインタフェース DIRECTIONのタイミング 

Mode 0 ns Mode 1 ns Mode 2 ns Mode 3 ns Mode 4 ns 項目および記号 

min max min max min max min max min max 

参照図 

PIOライト時の

DIRECTION立ち下がり

遅延時間 

tDIRECTION_WF 

65 74 45 54 25 34 25 34 25 34 

PIOライト時の

DIRECTION立ち上がり

遅延時間 

tDIRECTION_WR 

47 55 47 55 47 55 47 55 47 55 

34.53 

マルチワードDMAデータ

アウト DIRECTION立ち

下がり遅延時間 

tMDIRECTION_F 

-3 5 -3 5 -3 5 － － － － 

マルチワードDMAデータ

アウト DIRECTION立ち

上がり遅延時間 

tMDIRECTION_R 

7 15 7 15 7 15 － － － － 

34.55 

ウルトラDMAデータイン

CRC 送信時の

DIRECTION 

立ち下がり 遅延時間 

tUDIRECTION_F(CRC) 

116 124 76 84 56 64 46 54 36 44 

ウルトラDMAデータイン

CRC 送信時の

DIRECTION立ち上がり 

遅延時間 

tUDIRECTION_R(CRC) 

17 25 17 25 17 25 17 25 17 25 

34.57、 

34.58 

ウルトラDMAデータアウ

ト時の DIRECTION立ち

下がり遅延時間 

tUDIRECTION_F 

25 34 25 34 25 34 25 34 38 43 34.59 

ウルトラDMAデータアウ

ト時の DIRECTION立ち

上がり遅延時間 

tUDIRECTION_R 

48 55 48 55 48 55 48 55 48 55 34.60、 

34.61 

DIRECTION立ち下りか

ら IDED データバスを

ONする時間 tDON 

9 15 9 15 9 15 9 15 18 22 34.53,  

34.55,  

34.57～34.59 

IDEDデータバスを OFF

から DIRECTION立ち上

がり時間 tDOFF 

6 14 6 14 6 14 6 14 6 14 34.53、34.55、

34.57、34.58、

34.60、34.61 
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図 34.38 デバイス間の PIOデータ転送およびレジスタ転送 
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図 34.39 マルチワード DMAデータ転送開始 
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図 34.40 マルチワード DMAデータ転送 
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図 34.41 デバイスからのマルチワード DMAデータ転送終了 
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図 34.42 ホストからのマルチワード DMAデータ転送終了 



 

34. 電気的特性 

34-46  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

  2012.03.13 

  

SH7764グループ

(DSTROBE) 
IDEIORDY 
（デバイス）

(HDMARDY)
IDEIORD
（ホスト）

 (STOP)
IDEIOWR
（ホスト）

 IDECS[1:0]
IDEA[2:0]

リード
IDED[15:0]

IODACK
（ホスト）

IODREQ
（デバイス）

tACK

tUI

tZIORDY

tDVStAZ

tENV tFS

tDZFS
tZFS

tACK

tENV tFStACK

tDVH

tZAD

tZAD

 

図 34.43 UltraDMAデータインバースト開始 
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図 34.44 UltraDMAデータインバースト 
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図 34.45 ホストからの UltraDMAデータインバーストポーズ 
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図 34.46 デバイスからの UltraDMAデータインバースト終了 
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図 34.47 ホストからの UltraDMAデータインバースト終了 
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図 34.48 UltraDMAデータアウトバースト開始 
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図 34.49 UltraDMAデータアウトバースト 
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図 34.50 デバイスからの UltraDMAデータアウトバーストポーズ 
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図 34.51 ホストからの UltraDMAデータアウトバースト終了 
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図 34.52 デバイスからの UltraDMAデータアウトバースト終了 
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図 34.53 デバイスへの PIOデータ転送(DIRECTION) 
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図 34.54 デバイスからの PIOデータ転送(DIRECTION) 
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図 34.55 マルチワード DMA転送(DIRECTION) 
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図 34.56 UltraDMA転送データインバースト開始(DIRECTION) 
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図 34.57 デバイスからの UltraDMA転送データインバースト終了(DIRECTION) 
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図 34.58 ホストからの UltraDMA転送データインバースト終了(DIRECTION) 
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図 34.59 UltraDMA転送データアウトバースト開始(DIRECTION) 
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図 34.60 ホストからの UltraDMA転送データアウトバースト終了(DIRECTION) 
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図 34.61 デバイスからの UltraDMA転送データアウトバースト終了(DIRECTION) 
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34.4.11 USBモジュール信号タイミング 
 

表 34.24 USBモジュールクロックタイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項目 記号 Min Max 単位 参照図 

USB_CLK外部入力クロック周波数

（48MHz） 

tFREQ 47.9 48.1 MHz 

クロック立ち上がり時間 tR48 ─ 2 ns 

クロック立ち下がり時間 tF48 ─ 2 ns 

デューティ（tHIGH / tLOW） tDUTY 90 110 ％ 

34.62 

 

tHIGH tLOW

tFREQ

10%
USB_CLK（入力）

tR48 tF48

90%

 

図 34.62 USBクロックタイミング 

 

表 34.25 USB電気的特性（フルスピード） 

項目 記号 Min Max 単位 状態*1 

遷移時間（立ち上がり）*2 tR 4 20 ns CL=50pF 

遷移時間（立ち下がり）*2 tF 4 20 ns CL=50pF 

立ち上がり／立ち下がり時間マッチング tRFM 90 111 % (TR/TF) 

出力信号クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 2.0 V － 

【注】 エッジ制御用の CEDGE=47pF、直列抵抗 Rs=45Ωが接続された状態で測定されています。 

 *1 規定されていない限り、CL=50pFの条件での値です。 

 *2 信号電圧の 10%～90%内での値です。 
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表 34.26 USB電気的特性（ロースピード） 

項目 記号 Min Max 単位 状態 

遷移時間（立ち上がり）* tR 75 300 ns  

遷移時間（立ち下がり）* tF 75 300 ns  

立ち上がり／立ち下がり時間マッチング tRFM 80 125 % (TR/TF) 

出力信号クロスオーバ電圧 VCRS 1.3 2.0 V － 

【注】 エッジ制御用の CEDGE=47pF、直列抵抗 Rs=22Ωが接続された状態で測定されています。 

 * 信号電圧の 10%～90%内での値です。 

 

34.4.12 GPIO信号タイミング 
 

表 34.27 GPIO信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min Max 単位 参照図 

GPIO出力遅延時間 tIOPD － 17 ns 

GPIO入力セットアップ時間 tIOPS 17 － ns 

GPIO入力ホールド時間 tIOPH tCLKOUTcyc － ns 

34.63 

 

CLKOUT

GPIO
output

GPIO
input

tIOPD

tIOPS tIOPH

 

図 34.63 GPIOタイミング 
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34.4.13 H-UDIモジュール信号タイミング 

表 34.28 H-UDIモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

モジュール 項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

入力クロックサイクル tTCKcyc 50 － ns 34.64、34.66 

入力クロックパルス幅（High時） tTCKH 15 － ns 34.64 

入力クロックパルス幅（Low時） tTCKL 15 － ns 34.64 

入力クロック立ち上がり時間 tTCKr － 10 ns 34.64 

入力クロック立ち下がり時間 tTCKf － 10 ns 34.64 

ASEBRKAK/BRKACKセットアップ時間 tASEBRKS 10 － tcyc 34.65 

ASEBRKAK/BRKACKホールド時間 tASEBRKH 10 － tcyc 34.65 

TDI/TMSセットアップ時間 tTDIS 15 － ns 34.66 

TDI/TMSホールド時間 tTDIH 15 － ns 34.66 

TDOデータ遅延時間 tTDO 0 15 ns 34.66 

H-UDI 

ASEBRKAK/BRKACKパルス幅 tPINBRK 2 － tPcyc 34.67 

【注】 1. tcycは CLKOUTクロックの 1サイクル時間を示します。 

 2. tPcycは周辺クロック（Pck）の 1サイクル時間を示します。 

 

tTCKH

tTCKf tTCKr

tTCKL

tTCKcyc

VIH VIH
VIH

1/2VCCQTCK

【注】　TCK端子からクロックを入力する場合

1/2VCCQVIL VIL

 

図 34.64 TCK入力タイミング 

ASEBRKAK/BRKACK

PRESET

tASEBRKHtASEBRKS

 

図 34.65 PRESETホールドタイミング 
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TDI
TMS

TCK

TDO

tTCKcyc

tTDO

tTDIHtTDIS

 

図 34.66 H-UDIデータ転送タイミング 

ASEBRKAK/BRKACK

tPINBRK

 

図 34.67 ASEBRKAK/BRKACK端子ブレークタイミング 
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34.4.14 EtherCモジュール信号タイミング 
 

表 34.29 イーサネットコントローラタイミング（MII） 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Typ. Max. 単位 参照図 

TX-CLKサイクル時間 tTCYC 40 ― ― ns 34.68 

TX-EN出力遅延時間 tTEND 1 ― 20   

MII_TXD[3:0]出力遅延時間 TMTDD 1 ― 20   

CRSセットアップ時間 tCRSS 10 ― ―   

CRSホールド時間 tCRSH 10 ― ―   

COLセットアップ時間 tCOLS 10 ― ―  34.69 

COLホールド時間 tCOLH 10 ― ―   

RX-CLKサイクル時間 tRCYC 40 ― ―  34.70 

RX-DVセットアップ時間 tRDVS 10 ― ―   

RX-DVホールド時間 tRDVH 10 ― ―   

MII_RXD[3:0]セットアップ時間 TMRDS 10 ― ―   

MII_RXD[3:0]ホールド時間 TMRDH 10 ― ―   

RX-ERセットアップ時間 tRERS 10 ― ―  34.71 

RX-ERホールド時間 tRERH 10 ― ―   

MDIOセットアップ時間 tMDIOS 10 ― ―  34.72 

MDIOホールド時間 tMDIOH 10 ― ―   

MDIO出力データホールド時間* tMDIODH 5 ― 18  34.73 

WOL出力遅延時間 TWOLD 1 ― 20  34.74 

EXOUT出力遅延時間 TEXOUTD 1 ― 20  34.75 

【注】 * ユーザがプログラムにより本規定を満足するように設定する必要があります。 
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tTEND

SFD DATA CRC

tCRSH

TX-CLK

TX-EN

MII_TXD[3:0]

TX-ER

CRS

COL

tCRSS

tMTDD

Preamble

 

図 34.68 MII送信タイミング（正常動作時） 

Preamble JAM

TX-CLK

TX-EN

MII_TXD[3:0]

TX-ER

CRS

COL

tCOLH
tCOLS

 

図 34.69 MII送信タイミング（衝突発生ケース） 
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SFD DATA CRC

RX-CLK

RX-DV

MII_RXD[3:0]

RX-ER

tMRDS

tMRDH

tRDVH
tRDVS

Preamble

 

図 34.70 MII受信タイミング（正常動作時） 

SFD DATA XXXX

RX-CLK

MII_RXD[3:0]

RX-DV

RX-ER

tRERS
tRERH

Preamble

 

図 34.71 MII受信タイミング（エラー発生ケース） 

MDC

tMDIOS tMDIOH

MDIO
 

図 34.72 MDIO入力タイミング 

MDC

tMDIODH

MDIO
 

図 34.73 MDIO出力タイミング 
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RX-CLK

tWOLD

WOL
 

図 34.74 WOL出力タイミング 

CLKOUT

tEXOUTD

EXOUT
 

図 34.75 EXOUT出力タイミング 
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34.4.15 FLCTLモジュール信号タイミング 
 

表 34.30 NAND型フラッシュメモリインタフェースタイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

コマンド出力セットアップ時間 tNCDS 2×tfcyc－10 － ns 

コマンド出力ホールド時間 tNCDH 1.5×tfcyc－5 － ns 

34.76、34.80 

データ出力セットアップ時間 tNDOS 0.5×tfcyc－5 － ns 

データ出力ホールド時間 tNDOH 0.5×tfcyc－10 － ns 

34.76、34.77、

34.79、34.80 

コマンド－アドレス遷移時間 1 tNCDAD1 1.5×tfcyc－10 － ns 34.76、34.77 

コマンド－アドレス遷移時間 2 tNCDAD2 2×tfcyc－10 － ns 34.77 

FWEサイクル時間 tNWC tfcyc－5 － ns 34.77、34.79 

FWEローパルス幅 tNWP 0.5×tfcyc－5 － ns 34.76、34.77、

34.79、34.80 

FWEハイパルス幅 tNWH 0.5×tfcyc－5 － ns 34.77、34.79 

アドレス－レディ／ビジー遷移時間 tNADRB － 32×tpcyc ns 34.77、34.78 

レディ／ビジーーデータリード遷移時間 1 tNRBDR1 1.5×tfcyc － ns 

レディ／ビジーーデータリード遷移時間 2 tNRBDR2 32×tpcyc － ns 

FREサイクル時間 tNSCC tfcyc－5 － ns 

34.78 

FREローパルス幅 tNSP 0.5×tfcyc－5 － ns 34.78、34.80 

FREハイパルス幅 tNSPH 0.5×tfcyc－5 － ns 34.78 

リードデータセットアップ時間 tNRDS 14 － ns 34.78、34.80 

リードデータホールド時間 tNRDH 0 － ns 34.78、34.80 

データライトセットアップ時間 tNDWS 32×tpcyc － ns 34.79 

コマンドーステータスリード遷移時間 tNCDSR 4×tfcyc － ns 

コマンド出力オフ―ステータスリード遷移時間 tNCDFSR 3.5×tfcyc － ns 

ステータスリードセットアップ時間 tNSTS 2.5×tfcyc － ns 

34.80 

【注】 tfcycは FLCTLクロックの 1サイクル時間になります。 
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tNDOS

tNCDS tNWP tNCDH

tNCDAD1

tNDOH

コマンド

(Low)

(High)

(High)

FCE

FCLE

FALE

FWE

FRE

FD7～0

FR/B
 

図 34.76 NAND型フラッシュメモリのコマンド発行タイミング 

tNWP tNWP tNCDAD1

tNADRB

tNWH tNWP tNWH

tNDOS tNDOH tNDOS tNDOH tNDOS tNDOH

tNWC

tNCDAD2

アドレス

(Low)

(High)

(High)

FCE

FCLE

FALE

FWE

FRE

FD7～0

FR/B

アドレス アドレス

 

図 34.77 NAND型フラッシュメモリのアドレス発行タイミング 
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tNSPtNRBDR2
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tNRDS tNRDH

tNSPtNSP

tNSCC

データ

tNRDS tNRDS tNRDH
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FCE
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FWE
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図 34.78 NAND型フラッシュメモリのデータリードタイミング 

tNWPtNDWS tNWH

tNDOS tNDOH

tNWPtNWP

tNWC

データ

tNDOS tNDOS tNDOH
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図 34.79 NAND型フラッシュメモリのデータライトタイミング 
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tNDOS

tNCDS tNWP tNCDH tNSTS

tNCDFSR

tNDOH

コマンド
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FCE

FCLE
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FWE

FRE
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tNRDS
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図 34.80 NAND型フラッシュメモリのステータスリードタイミング 
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34.4.16 LCDCモジュール信号タイミング 

表 34.31 LCDCモジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

LCD_CLK入力クロック周波数 tFREQ － Pck MHz 

LCD_CLK入力クロック立ち上がり時間 tr － 3 ns 

LCD_CLK入力クロック立ち下がり時間 tf － 3 ns 

LCD_CLK入力クロックデューティ tDUTY 90 110 % 

 

クロック（LCD_CL2）サイクル時間 tCC 25 － ns 

クロック（LCD_CL2）Highレベルパルス幅 tCHW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）Lowレベルパルス幅 tCLW 7 － ns 

クロック（LCD_CL2）遷移時間（立ち上がり／立ち下がり） tCT － 3 ns 

データ（LCD_DATA）遅延時間 tDDdo –3.5 3 ns 

表示許可（LCD_M_DISP）遅延時間 tIDdo –3.5 3 ns 

水平同期信号（LCD_CL1）遅延時間 tHDdo –3.5 3 ns 

垂直同期信号（LCD_FLM）遅延時間 tVDdo –3.5 3 ns 

34.81 

【注】 Pckは周辺クロックの周波数を示します。 

 

tDD tDT

tCHW tCLW tCT tCT tCC

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tDT

LCD_DATA0～15

LCD_CL2

LCD_M_DISP

LCD_CL1

LCD_FLM

tID tIT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tIT

tHD tHT

0.8VCCQ
0.2VCCQ

tHT

tVTtVD

0.8VCCQ
0.2VCCQ

0.8Vcc

tVT

0.2Vcc

 

図 34.81 LCDCモジュール信号タイミング 



 

34. 電気的特性 

R01UH0360JJ0300  Rev.3.00  34-75 

2012.03.13  

  

 

SH7764グループ 

34.4.17 VDC2モジュール信号タイミング 
 

表 34.32 VDC2モジュール信号タイミング 

条件：3.3V系電源＝3.0～3.6V、1.2V系電源=1.15～1.35V、Ta＝－20～85℃、－40～85℃ 

項目 記号 min typ max 単位 備考 参考図 

出力クロック周期 tO 18.5 － 158 ns 出力 図 34.82 

入力クロック周期 tI 18.5 － 158 ns 入力  

クロック High tHC 6 － － ns 入力／出力  

クロック Low tLC 6 － － ns   

クロック立ち上がり時間 tRC － － 3 ns 出力（100pF）  

内部同期モード tDTRI － － 5 遅延 

外部同期モード tDTRO － － 20 

ns 送信 図 34.83、 

図 34.84 

セットアップ時間 tSR 5 － － ns 受信 図 34.85、 

図 34.86 

ホールド時間 tHTR 5 － － ns 受信 図 34.85～ 

図 34.86 

 

tI ,tO

tHC

DCLKIN
DCLKOUT

tLC

tRC

 

図 34.82 クロック入出力タイミング 

tDTRI/
tDTRO

tDTRI/
tDTRO

DCLKIN
（外部同期モード）
DCLKOUT
（内部同期モード）

出力信号

 

図 34.83 VDC2送信タイミング(1) 
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tTDTRI/ 

TDTRO

tTDTRI/ 

TDTRO

DCLKIN 
（外部同期モード）
DCLKOUT 
（内部同期モード）

出力信号

 

図 34.84 VDC2送信タイミング(2) 

tSR tHTR

DCLKIN

入力信号

 

図 34.85 VDC2受信タイミング(1) 

tSR tHTR

DCLKIN

入力信号

 

図 34.86 VDC2受信タイミング(2) 
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34.5 AC特性測定条件 
AC特性測定条件は次のとおりです。 

• 入出力信号参照レベル：V*／2 

• 入力パルスレベル ：VSSQ～V* 

• 入力立ち上がり、立ち下がり時間 ：1ns 

 

【注】 V*：VDDQ（VDDQ＝3.0～3.6V） 

 

出力負荷回路を図 34.87に示します。 

IOL

IOH

CL

【注】 1. CLは測定装置の容量も含んだ合計値です。各端子の容量は 30 pFに設定されています。

2. IOL =

 IOH =

3 mA（IIC端子）、

2 mA（その他の端子）

−2 mA

LSI端子出力 出力負荷切り替え
基準電圧

VREF
V

 

図 34.87 出力負荷回路 
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付録 

A. CPU動作モードレジスタ（CPUOPM） 

CPUOPMは、CPUの動作モードを切り替えるために使用します。本レジスタは P4領域の H'FF2F0000あるいは

エリアアドレスの H'1F2F0000から 32ビットサイズで読み出し／書き込みが可能です。本レジスタへ書き込む際

には、必ずリザーブビットに初期値を書き込むようにしてください。リザーブビットに初期値以外の値を書き込

んだ場合の動作は保証されません。 

CPUOPMの更新は、CPU以外の SuperHywayバスマスタからのアクセスでなく、CPUのストア命令で行ってく

ださい。また、CPUOPM更新後、一度 CPUOPMを読み出した後で、以下の 1.または 2.のどちらかを実行してく

ださい。 

1. RTE命令による分岐を実行してください。 

2. 任意のアドレス（キャッシング不可領域でもよい）に対して、ICBI命令を実行してください。 

1.または 2.の実行後、CPUは更新後の CPUOPMの値を用いて動作することが保証されます。 
 

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R/W R/W R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0

－－ INTMURABD

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R

－ － －

R

－

R

－ －

R

－

R

－ －－ －

－

－

－ － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～6 － H'000000F R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

5 RABD 0 R/W サブルーチン復帰投機実行ビット 

0：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行します。本
ビットを 0に設定する場合は、「付録 C. サブルーチン復帰投機実
行」を参照してください。 

1：サブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行しません。 

4 － 0 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 

3 INTMU 0 R/W 割り込み動作モード切り替えビット 

0：割り込みを受理しても SR.IMASKの値は変化しません。 

1：割り込みを受理した場合、受け付けたレベルを SR.IMASKの値に自
動的に設定します。 

2～0 － 000 R リザーブビット 

書き込み時は、必ず初期値を書き込むようにしてください。 
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B. 命令プリフェッチとその副作用について 

SH-4Aは、先読みした命令を保持するためのバッファを内部に設けており、常に命令の先読みを行っています。

したがって、各メモリ空間の最終 64バイト領域にプログラムを配置しないでください。その領域にプログラムを

配置した場合、メモリエリアを超えて命令の先読みのためのバスアクセスが発生する場合があります。 

以下にこれが問題となるケースを示します。 

アドレス

PCプログラムカウンタ

命令のプリフェッチアドレス

エリア0 
エリア1

H'03FF FFF8 
H'03FF FFFA 
H'03FF FFFC 
H'03FF FFFE 
H'4000 0000 
H'4000 0002

ADD R1,R4 
JMP @R2 
NOP
NOP

・
・
・

・
・
・

・
・
・

命令

 

図 B.1 命令のプリフェッチ 

図 B.1では、PC（プログラムカウンタ）が指し示す命令（ADD）と、H'0400 0002番地の命令フェッチが同時に

行われるケースを想定しています。また、プログラムは、後続の JMP命令、ディレイスロット命令の実行後、エ

リア 1以外の領域に分岐するものと仮定します。 

この場合、プログラムのフローから想定し得ないエリア 1へのバスアクセス（命令のプリフェッチ）が発生す

る可能性があります。 
 

（1） 命令のプリフェッチの副作用 

1. 命令プリフェッチが引き起こす外部バスアクセスが原因でその領域に接続されたFIFOなどの外部デバイス

が誤動作する場合が考えられます。 

2. 命令プリフェッチが引き起こす外部バス要求に応答するデバイスが存在しない場合、ハングアップの原因に

なります。 

 

（2） 回避方法 

1. MMUを用いることで、これら不当な命令フェッチを回避することが可能です。 

2. 各エリア最終64バイトの領域にプログラムを配置しないことで、回避することが可能です。 
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C. サブルーチン復帰投機実行 

SH-4Aはサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行する仕組みを内部に持っています。サブル

ーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行することにより、復帰時の実行サイクルを短縮することがで

きます。この機能は CPU動作モードレジスタ（CPUOPM）のビット 5（RABD）の値を 0に設定すると有効にな

ります。しかしサブルーチンからの復帰時に命令フェッチを投機的に発行すると、プログラム上アクセスするは

ずのないアドレスに対する命令フェッチが起きる場合があります。その結果、想定し得ないエリアへのバスアク

セスが発生したり、内部的に命令アドレスエラーが発生して誤動作を引き起こす可能性があります。想定し得な

いエリアへのバスアクセスが発生することによる副作用は、「付録 B.（1） 命令のプリフェッチの副作用」を参

照してください。 
 

使用条件： 

サブルーチン復帰投機実行の機能を有効にする場合、サブルーチンからの復帰は JSR/BSR/BSRF命令で PRに設

定した戻りアドレスに対して、RTS命令を使って行うようにしてください。これによりプログラム上アクセスす

るはずのないアドレスに対するアクセスを抑止でき、誤動作を回避することが可能です。 
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D. バージョンレジスタ（PVR、PRR） 

SH-4Aは、プロセッサコアのバージョンと製品のバージョンを示す読み出し専用のレジスタを内蔵しています。

これらのレジスタの値を用いることにより、ソフトウェアからプロセッサのバージョンおよび製品を区別するこ

とができ拡張性の高いシステムを構築することが可能となります。 

【注】 PVRレジスタのビット 7～ビット 0と、PRRレジスタのビット 3～ビット 0の値は必ずマスクをし、ソフトウェアに

影響を与えないようにしてください。 

 

表 D.1 レジスタ構成 

名   称 略称 R/W P4領域 

アドレス 

エリア 7 

アドレス 

サイズ 

プロセッサバージョンレジスタ PVR R H'FF00 0030 H'1F00 0030 32 

プロダクトレジスタ PRR R H'FF00 0044 H'1F00 0044 32 

 

• PVR 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 0 1 0 0 0 － － － － － － － －

－ －－

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0

R R R R R R

－

R

－ －－ －

CHIP VER

CUT

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～24 CHIP H'10 R プロセッサファミリの種別を示します。 

SH-4Aシリーズでは、必ず、H'10が読み出されます。 

23～16 VER H'30 R バージョンを示します。 

SH-4Aシリーズに大幅な機能拡張を行う場合に変更します。 

15～8 CUT H'08 R バージョンを示します。 

SH-4Aシリーズに小規模な修正を行う場合に変更します。 

7～0 － 不定 R 不定値が読み出されます。 

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してください。 
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• PRR 

 

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0 0 0 1 0 0 0 0 － － － － － － － －

－CUT

ビット：

初期値：
R/W： R R R R R R R R R R R R R R R R

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

－ － － －

R R R R R R R

－－ －

－

Product

－ － － － － － － － － － －

 
 

ビット ビット名 初期値 R/W 説   明 

31～16 － すべて 0 R すべて 0固定です。 

15～8 Product H'10 R 製品種別を示します。 

7～4 CUT 不定 R バージョンを示します。 

製品に小規模な修正を行う場合に変更します。 

3～0 － 不定 R 不定値が読み出されます。 

ソフトウェアからは読み出し後に必ずマスクをして使用してください。 
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E. 端子状態 

表 E.1 リセット、低消費電力状態、バス解放状態での端子状態 

BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

B1 XIN XI XI XI XI XI XI XI 

C1 XOUT XO XO XO XO XO XO XO 

D3 WOL/PF2/IDEA0_M O/IO/O Z O K/G/K O/IO/O Z/IO/Z O/IO/O 

E3 SSISCK2/PC3 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

F4 SSIDATA2/PC2 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

G4 SSIWS2/PC4 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

D2 LNKSTA/PF3/IDECS0_M I/IO/O Z I I/G/K I/IO/O Z/IO/Z I/IO/O 

D1 EXOUT/PF4/IDECS1_M O/IO/O Z O K/G/K O/IO/O Z/IO/Z O/IO/O 

F3 AUDIO_CLK2/PC5 I/IO I I I/G I/IO Z/IO I/IO 

E2 CRS/PD7/IDEA1_M I/IO/O Z I I/G/K I/IO/O Z/IO/Z I/IO/O 

E1 COL/PE7/IDEA2_M I/IO/O Z I I/G/K I/IO/O Z/IO/Z I/IO/O 

G3 TX_ER/PD6/IDEIOWR_M O/IO/O Z O K/G/K O/IO/O Z/IO/Z O/IO/O 

F2 MII_TXD3/SSIDATA5/ 

IODACK_M/PD0 

O/IO/O/IO Z O K/K/K/G O/IO/O/IO Z/Z/Z/IO O/IO/O/IO 

F1 MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT

_M/PD1 

O/I/I/IO Z O K/I/I/G O/I/I/IO Z/Z/Z/IO O/I/I/IO 

H4 MPMD I PI PI PI PI PI PI 

H3 RX_ER/PE6/IODREQ_M I/IO/I Z I I/G/I I/IO/I Z/IO/Z I/IO/I 

G2 MII_TXD1/SSIWS5/ 

IDEIORD_M/PD2 

O/IO/O/IO Z O K/K/K/G O/IO/O/IO Z/Z/Z/IO O/IO/O/IO 

J4 SSIDATA3/PH4 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

G1 MII_TXD0/SSISCK5/ 

IDEIORDY_M/PD3 

O/IO/I/IO Z O K/K/I/G O/IO/I/IO Z/Z/Z/IO O/IO/I/IO 

H2 TX_EN/PD4/IDED0_M O/IO/IO Z O K/G/IO O/IO/IO Z/IO/Z O/IO/IO 

J3 SSIWS3/PH6 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

H1 TX_CLK/PD5/IDED15_M I/IO/IO Z I I/G/IO I/IO/IO Z/IO/Z I/IO/IO 

J2 RX_CLK/PE5/IDED1_M I/IO/IO Z I I/G/IO I/IO/IO Z/IO/Z I/IO/IO 

J1 RX_DV/PE4/IDED14_M I/IO/IO Z I I/G/IO I/IO/IO Z/IO/Z I/IO/IO 

K3 SSISCK3/PH5 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

K4 IRQ0/DTEND1 I/O I I I/O I/O I/Z I/O 

K2 MII_RXD0/SSIWS4/ 

IDED2_M/PE3 

I/IO/IO/IO Z I I/K/IO/G I/IO/IO/IO Z/Z/Z/IO I/IO/IO/IO 

K1 MII_RXD1/SSISCK4/IDED13_M/

PE2 

I/IO/IO/IO Z I I/K/IO/G I/IO/IO/IO Z/Z/Z/IO I/IO/IO/IO 
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BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

L3 AUDIO_CLK3/PH7 I/IO I I I/G I/IO Z/IO I/IO 

L2 MII_RXD2/SSIDATA4/IDED3_M/

PE1 

I/IO/IO/IO Z I I/K/IO/G I/IO/IO/IO Z/Z/Z/IO I/IO/IO/IO 

L4 IRQOUT/DREQ1 O/I H O K/I O/I O/Z O/I 

L1 MII_RXD3/AUDIO_CLK4/ 

IDED12_M/PE0 

I/I/IO/IO Z I I/I/IO/G I/I/IO/IO Z/Z/Z/IO I/I/IO/IO 

M2 MDC/PF0/IDED4_M O/IO/IO Z O K/G/IO O/IO/IO Z/IO/Z O/IO/IO 

M1 MDIO/PF1/IDED11_M IO/IO/IO Z I K/G/IO IO/IO/IO Z/IO/Z IO/IO/IO 

N1 AUDIO_CLK0/PC7 I/IO I I I/G I/IO Z/IO I/IO 

M3 SSIWS0 IO Z I K IO Z IO 

M4 STATUS1/RTS2/PA7 O/IO/IO H L L/K/G H/IO/IO L/Z/IO H/IO/IO 

N2 SSISCK0 IO Z I K IO Z IO 

P1 AUDIO_CLK1/PC6 I/IO I I I/G I/IO Z/IO I/IO 

N4 STATUS0/CTS2/PA6 O/IO/IO H L H/K/G L/IO/IO L/Z/IO L/IO/IO 

N3 SSIDATA0 IO Z I K IO Z IO 

P2 SSISCK1 IO Z I K IO Z IO 

R1 PJ7/IDED10_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

P3 SSIWS1 IO Z I K IO Z IO 

R2 PJ6/IDED5_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

P4 FRE/PA4 O/IO H O K/G O/IO Z/IO O/IO 

R3 SSIDATA1 IO Z I K IO Z IO 

T1 PJ5/IDED9_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

T2 PJ4/IDED6_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

U1 PJ2/IDED8_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

U2 PJ3/IDED7_M IO/IO Z I G/IO IO/IO IO/Z IO/IO 

T3 FWE/PA3 O/IO H O K/G O/IO Z/IO O/IO 

R4 FCE/PA5 O/IO H O K/G O/IO Z/IO O/IO 

V1 PJ1/IDERST_M IO/O Z I G/K IO/O IO/Z IO/O 

V2 PJ0/DIRECTION_M IO/O Z I G/K IO/O IO/Z IO/O 

U3 MODE7/FD6 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

T4 FALE/PC0 O/IO H O K/G O/IO Z/IO O/IO 

W1 MODE3/FD3 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

V3 MODE5/FD5 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

Y1 TXD2/PA2 O/IO Z Z K/G O/IO Z/IO O/IO 

W2 MODE2/FD2 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

V4 MODE4/FD4 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

U4 MODE8/FD7 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 
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BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

W3 MODE1/FD1 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

Y2 RXD2/PA1 I/IO Z I I/G I/IO Z/IO I/IO 

AA1 SCK2/PA0 IO/IO Z I K/G IO/IO Z/IO IO/IO 

AB3 SDA IO I Z IO IO Z IO 

AB2 SCL IO I Z IO IO Z IO 

Y4 RXD1/AUDATA2 I/IO Z I I/K I/IO Z/IO I/IO 

W5 WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1 O/I/IO/O H O O/I/K/O O/I/IO/O O/I/IO/Z O/I/IO/O 

AA3 MODE0/FD0 I/IO I Z -/K -/IO -/Z -/IO 

Y5 RXD0/AUDATA0 I/IO Z I I/K I/IO Z/IO I/IO 

AA4 TXD1/AUDATA3 O/IO Z Z K/K O/IO Z/IO O/IO 

W6 TDO O Z Z O O O O 

AA5 TXD0/AUDATA1 O/IO Z Z K/K O/IO Z/IO O/IO 

AB4 SCK1/FR/B IO/I Z I K/I IO/I Z/Z IO/I 

Y6 TMS I PI PI PI PI PI PI 

W7 TRST I PI PI PI PI PI PI 

AA6 TDI I PI PI PI PI PI PI 

AB5 SCK0/AUDSYNC/FCLE IO/IO/O Z I K/K/K IO/IO/O Z/IO/Z IO/IO/O 

AB6 TCK I PI PI PI PI PI PI 

Y8 LCD_VEP_WC/DR5/PH0 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AA8 LCD_FLM/VSYNC/EX_VSYNC/

BT_VSYNC 

O/IO/O L O K/K/K O/IO/O Z/Z/Z O/IO/O 

AB8 LCD_CL1/HSYNC/EX_HSYNC/

BT_HSYNC 

O/IO/O L O K/K/K O/IO/O Z/Z/Z O/IO/O 

AA9 LCD_M_DISP/DE_C/DE_H/ 

BT_DE_C 

O/O/O L O K/K/K O/O/O Z/Z/Z O/O/O 

Y9 LCD_VCP_WC/DR4/PH1 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AB9 LCD_CLK/DCLKIN I/I I I I/I I/I Z/Z I/I 

Y10 LCD_DATA15/DR3/PG7 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/O/IO O/O/IO 

AA10 LCD_DATA14/DR2/PG6 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/O/IO O/O/IO 

AB10 LCD_DATA13/DR1/PG5 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/O/IO O/O/IO 

Y11 LCD_DATA12/DR0/PG4 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/O/IO O/O/IO 

AA11 LCD_DATA11/DG5/PG3 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AB11 LCD_DATA10/DG4/PG2 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

Y12 LCD_DATA9/DG3/PG1 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AA12 LCD_DATA8/DG2/PG0 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AB12 LCD_DATA7/DG1/BT_DATA7/PI4 O/O/O/IO L O K/K/K/G O/O/O/IO Z/Z/Z/IO O/O/O/IO 

Y13 LCD_DATA6/DG0/BT_DATA6/PI3 O/O/O/IO L O K/K/K/G O/O/O/IO Z/Z/Z/IO O/O/O/IO 
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BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

AA13 LCD_DATA5/DB5/BT_DATA5/PI2 O/O/O/IO L O K/K/K/G O/O/O/IO Z/Z/Z/IO O/O/O/IO 

AB13 LCD_DATA4/DB4/BT_DATA4/PI1 O/O/O/IO L O K/K/K/G O/O/O/IO Z/Z/Z/IO O/O/O/IO 

Y14 LCD_DATA3/DB3/BT_DATA3 O/O/O L O K/K/K O/O/O Z/Z/Z O/O/O 

AA14 LCD_DATA2/DB2/BT_DATA2 O/O/O L O K/K/K O/O/O Z/Z/Z O/O/O 

AB14 LCD_DATA1/DB1/BT_DATA1 O/O/O L O K/K/K O/O/O Z/Z/Z O/O/O 

AA15 LCD_DATA0/DB0/BT_DATA0 O/O/O L O K/K/K O/O/O Z/Z/Z O/O/O 

Y15 LCD_CL2/DE_V/PH3 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

AB15 LCD_DON/DCLKOUT/PH2 O/O/IO L O K/K/G O/O/IO Z/Z/IO O/O/IO 

Y16 PI0/COM/CDE IO/O Z I G/K IO/O IO/Z IO/O 

AB17 RDY I PI I MI MI MI MI 

AA17 NMI I I I I I I I 

AA18 BACK O H O K O O O 

Y17 RD O H O K O O MZ 

W17 CS3 O H O K O O MZ 

Y19 BREQ I PI I MI MI MI MI 

AB21 EXTAL XI XI XI XI XI XI XI 

AB22 XTAL XO XO XO XO XO XO XO 

Y20 BS O H O K O O MZ 

Y22 PRESET I I I I I I I 

W18 CS0 O H O K O O MZ 

W21 ASEBRK/BRKACK/TCLK/PC1 O/I/IO PI A A/I/G IO/I/IO IO/Z/IO IO/I/IO 

V19 A25/PB7/DREQ0/RTS0 O/IO/I/IO PZ O K/G/I/K O/IO/I/IO O/IO/Z/Z MZ/IO/I/IO 

W22 A24/PB6/DACK0/CTS0 O/IO/O/IO PZ O K/G/O/K O/IO/O/IO O/IO/Z/Z MZ/IO/O/IO 

U19 A17 O PZ O K O O MZ 

V21 A23/PB5/DTEND0/RTS1 O/IO/O/IO PZ O K/G/O/K O/IO/O/IO O/IO/Z/Z MZ/IO/O/IO 

V20 A21/PB3 O/IO PZ O K/G O/IO O/IO MZ/IO 

U22 A20/PB2 O/IO PZ O K/G O/IO O/IO MZ/IO 

V22 A22/PB4/CTS1 O/IO/IO PZ O K/G/K O/IO/IO O/IO/Z MZ/IO/IO 

U21 A19/PB1 O/IO PZ O K/G O/IO O/IO MZ/IO 

U20 A18/PB0 O/IO PZ O K/G O/IO O/IO MZ/IO 

T19 D15 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

T20 D14 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

T21 D1 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

T22 D0 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

R19 D13 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

R20 D12 IO Z PZ MZ IO IO MZ 
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BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

R21 D3 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

R22 D2 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

P19 D11 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

P20 D10 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

P21 D5 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

P22 D4 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

N19 D9 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

N22 D6 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

N21 D7 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

N20 D8 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

M22 DQMLL O H O K O O MZ 

M21 DQMUL O H O K O O MZ 

M19 DQMUU O H O K O O MZ 

L22 D16 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

M20 DQMLU O H O K O O MZ 

L21 D17 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

K22 D18 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

K21 D19 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

L19 D31 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

L20 D30 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

J22 D20 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

J21 D21 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

H22 D22 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

K20 D28 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

K19 D29 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

G22 A15 O PZ O K O O MZ 

H21 D23 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

J20 D26 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

F22 A13 O PZ O K O O MZ 

G21 A16 O PZ O K O O MZ 

J19 D27 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

H20 D24 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

E22 A10 O PZ O K O O MZ 

F21 A14 O PZ O K O O MZ 

H19 D25 IO Z PZ MZ IO IO MZ 

D22 A4 O PZ O K O O MZ 
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SH7764グループ 

BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

G20 A11 O PZ O K O O MZ 

E21 A5 O PZ O K O O MZ 

D21 R/W O H O H O O MZ 

F20 A8 O PZ O K O O MZ 

G19 A12 O PZ O K O O MZ 

C22 CKE O H O K O O MZ 

C21 RAS O H O H O O MZ 

B22 CLKOUT O O O C O O O 

F19 A9 O PZ O K O O MZ 

E20 A6 O PZ O K O O MZ 

E19 A7 O PZ O K O O MZ 

D20 CAS O H O K O O MZ 

A21 CS1 O H O K O O MZ 

B20 CS2 O H O K O O MZ 

C19 A0 O PZ O K O O MZ 

D18 D47/IDECS0 IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

A20 A3 O PZ O K O O MZ 

B19 A1 O PZ O K O O MZ 

D17 D45/IODACK IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

C18 D46/IDECS1 IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

B18 D33/PF6 IO/IO Z PZ MZ/G IO/IO IO/IO MZ/IO 

A19 A2 O PZ O K O O MZ 

C17 D44/IDEINT IO/I Z PZ MZ/I IO/I IO/Z MZ/I 

D16 D43/IDEIORDY IO/I Z PZ MZ/I IO/I IO/Z MZ/I 

C16 D42/IDEIORD IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

A18 D32/PF7 IO/IO Z PZ MZ/G IO/IO IO/IO MZ/IO 

C15 D40/IDEIOWR IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

D15 D41/IODREQ IO/I Z PZ MZ/I IO/I IO/Z MZ/I 

B17 D35/IDEA0 IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

B16 D37/IDEA1 IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

B15 D39/IDED14 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

A17 D34/PF5 IO/IO Z PZ MZ/G IO/IO IO/IO MZ/IO 

A16 D36/IDEA2 IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

D14 D63/IDED1 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

A15 D38/IDED15 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

C14 D62/IDED0 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 



 

付録 

付録-12  R01UH0360JJ0300  Rev.3.00 

   2012.03.13 

  

SH7764グループ

BGA  

ball no. 

端子名 I/O パワーオン

リセット中

パワーオン

リセット 

解除直後*1

リフレッシュ

スタンバイ中

スリープ

中 

HiZ 

制御時*2 

バス解放時 

B14 WE2/DQM64UL O/O H O K/K O/O O/O MZ/MZ 

A14 WE0/DQM64LL O/O H O K/K O/O O/O MZ/MZ 

C13 D60/IDED2 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

B13 WE3/DQM64UU O/O H O K/K O/O O/O MZ/MZ 

A13 WE1/DQM64LU O/O H O K/K O/O O/O MZ/MZ 

D13 D61/IDED3 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

A12 D48/IDED13 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

D12 D59/IDED5 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

C12 D58/IDED4 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

B12 D49/IDED12 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

B11 D51/IDED10 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

A11 D50/IDED11 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

C11 D56/IDED6 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

A10 D52/IDED9 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

B10 D53/IDED8 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

D11 D57/IDED7 IO/IO Z PZ MZ/IO IO/IO IO/Z MZ/IO 

C10 D54/IDERST IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

D10 D55/DIRECTION IO/O Z PZ MZ/K IO/O IO/Z MZ/O 

A7 DM AIO Z Z Z AIO Z AIO 

A6 DP AIO Z Z Z AIO Z AIO 

B6 VBUS AI AI AI AI AI AI AI 

E8 REFRIN AI AI AI AI AI AI AI 

【注】 *1 パワーオンリセットが解除され、ソフトウェアがポート関連レジスタ（「第 27章 汎用入出力ポート（GPIO）」

で説明されているレジスタ等）の値を初期値から変更することで、各ピンの定義を変えるまでの期間を指します。 

 *2 GPIOの Hi-Zレジスタ A、B（PTHIZ_A、B）の対応するビットを設定したときの端子状態を示します。  

【記号説明】  

 I ：入力 

 O ：出力 

 IO ：入出力 

 XI ：XTAL入力 

 XO ：XTAL出力 

 AI ：アナログ入力 

 AIO ：アナログ入出力  

 Z ：ハイインピーダンス  

 PI ：内蔵プルアップ抵抗によりプルアップされた入力  

 PZ ：内蔵プルアップ抵抗によりプルアップされたハイインピーダンス  
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 H ：ハイレベル出力  

 L ：ローレベル出力  

 K ：入力、出力端子ともにリフレッシュスタンバイモード遷移前の状態を保持  

 MI ：入力バッファ ON、MCUのレジスタ設定より、内蔵プルアップ抵抗 ONまたは OFF  

 MZ ：入力バッファ OFF、出力バッファ OFF、内蔵プルアップ抵抗はMCUのレジスタ設定により ONまたは OFF  

 A ：内蔵プルアップ抵抗 ON、MPMD=ローレベル時はレジスタによる I/O制御、TRST=ローレベルまたはMPMD=

ハイレベル時は入力 

 C ：CPGのレジスタ設定によりクロック出力またはローレベル出力  

 G ：GPIOのレジスタ設定により、入力または出力、内蔵プルアップ抵抗 ONまたは OFF 

 GPI ：入力バッファ ON、出力バッファ OFF、GPIOのレジスタ設定により、内蔵プルアップ抵抗 ONまたは OFF 

 GPZ ：入力バッファ OFF、出力バッファ OFF、内蔵プルアップ抵抗は、GPIOのレジスタ設定により ONまたは OFF  

 - ：選択不可 
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F. 未使用端子の処理 

表 F.1 未使用端子の処理 

BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

B1 XIN プルダウン 

C1 XOUT オープン 

D3 WOL/PF2/IDEA0_M オープン 

E3 SSISCK2/PC3 プルアップ 

F4 SSIDATA2/PC2 プルアップ 

G4 SSIWS2/PC4 プルアップ 

D2 LNKSTA/PF3/IDECS0_M プルダウン 

D1 EXOUT/PF4/IDECS1_M オープン 

F3 AUDIO_CLK2/PC5 プルアップ 

E2 CRS/PD7/IDEA1_M プルダウン 

E1 COL/PE7/IDEA2_M プルダウン 

G3 TX_ER/PD6/IDEIOWR_M オープン 

F2 MII_TXD3/SSIDATA5/IODACK_M/PD0 オープン 

F1 MII_TXD2/AUDIO_CLK5/IDEINT_M/PD1 オープン 

H4 MPMD プルアップ*2 

H3 RX_ER/PE6/IODREQ_M プルダウン 

G2 MII_TXD1/SSIWS5/IDEIORD_M/PD2 オープン 

J4 SSIDATA3/PH4 プルアップ 

G1 MII_TXD0/SSISCK5/IDEIORDY_M/PD3 オープン 

H2 TX_EN/PD4/IDED0_M オープン 

J3 SSIWS3/PH6 プルアップ 

H1 TX_CLK/PD5/IDED15_M プルダウン 

J2 RX_CLK/PE5/IDED1_M プルダウン 

J1 RX_DV/PE4/IDED14_M プルダウン 

K3 SSISCK3/PH5 プルアップ 

K4 IRQ0/DTEND1 プルアップ 

K2 MII_RXD0/SSIWS4/IDED2_M/PE3 プルダウン 

K1 MII_RXD1/SSISCK4/IDED13_M/PE2 プルダウン 

L3 AUDIO_CLK3/PH7 プルアップ 

L2 MII_RXD2/SSIDATA4/IDED3_M/PE1 プルダウン 

L4 IRQOUT/DREQ1 オープン 

L1 MII_RXD3/AUDIO_CLK4/IDED12_M/PE0 プルダウン 

M2 MDC/PF0/IDED4_M オープン 

M1 MDIO/PF1/IDED11_M プルダウン 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

N1 AUDIO_CLK0/PC7 プルアップ 

M3 SSIWS0 プルアップ 

M4 STATUS1/RTS2/PA7 オープン 

N2 SSISCK0 プルアップ 

P1 AUDIO_CLK1/PC6 プルアップ 

N4 STATUS0/CTS2/PA6 オープン 

N3 SSIDATA0 プルアップ 

P2 SSISCK1 プルアップ 

R1 PJ7/IDED10_M プルアップ 

P3 SSIWS1 プルアップ 

R2 PJ6/IDED5_M プルアップ 

P4 FRE/PA4 オープン 

R3 SSIDATA1 プルアップ 

T1 PJ5/IDED9_M プルアップ 

T2 PJ4/IDED6_M プルアップ 

U1 PJ2/IDED8_M プルアップ 

U2 PJ3/IDED7_M プルアップ 

T3 FWE/PA3 オープン 

R4 FCE/PA5 オープン 

V1 PJ1/IDERST_M プルアップ 

V2 PJ0/DIRECTION_M プルアップ 

U3 MODE7/FD6 プルダウン 

T4 FALE/PC0 オープン 

W1 MODE3/FD3 必ず使用してください 

V3 MODE5/FD5 必ず使用してください 

Y1 TXD2/PA2 オープン 

W2 MODE2/FD2 必ず使用してください 

V4 MODE4/FD4 必ず使用してください 

U4 MODE8/FD7 必ず使用してください 

W3 MODE1/FD1 必ず使用してください 

Y2 RXD2/PA1 プルアップ 

AA1 SCK2/PA0 プルアップ 

AB3 SDA オープン 

AB2 SCL オープン 

Y4 RXD1/AUDATA2 プルアップ 

W5 WDTOVF/IRQ1/AUDCK/DACK1 オープン 

AA3 MODE0/FD0 必ず使用してください 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

Y5 RXD0/AUDATA0 プルアップ 

AA4 TXD1/AUDATA3 オープン 

W6 TDO オープン*2 

AA5 TXD0/AUDATA1 オープン 

AB4 SCK1/FR/B プルアップ 

Y6 TMS オープン*2 

W7 TRST グランド固定または PRESETに接続*2*3 

AA6 TDI オープン*2 

AB5 SCK0/AUDSYNC/FCLE プルアップ 

AB6 TCK オープン*2 

Y8 LCD_VEP_WC/DR5/PH0 オープン 

AA8 LCD_FLM/VSYNC/EX_VSYNC/BT_VSYNC オープン 

AB8 LCD_CL1/HSYNC/EX_HSYNC/BT_HSYNC オープン 

AA9 LCD_M_DISP/DE_C/DE_H/BT_DE_C オープン 

Y9 LCD_VCP_WC/DR4/PH1 オープン 

AB9 LCD_CLK/DCLKIN プルアップ 

Y10 LCD_DATA15/DR3/PG7 オープン 

AA10 LCD_DATA14/DR2/PG6 オープン 

AB10 LCD_DATA13/DR1/PG5 オープン 

Y11 LCD_DATA12/DR0/PG4 オープン 

AA11 LCD_DATA11/DG5/PG3 オープン 

AB11 LCD_DATA10/DG4/PG2 オープン 

Y12 LCD_DATA9/DG3/PG1 オープン 

AA12 LCD_DATA8/DG2/PG0 オープン 

AB12 LCD_DATA7/DG1/BT_DATA7/PI4 オープン 

Y13 LCD_DATA6/DG0/BT_DATA6/PI3 オープン 

AA13 LCD_DATA5/DB5/BT_DATA5/PI2 オープン 

AB13 LCD_DATA4/DB4/BT_DATA4/PI1 オープン 

Y14 LCD_DATA3/DB3/BT_DATA3 オープン 

AA14 LCD_DATA2/DB2/BT_DATA2 オープン 

AB14 LCD_DATA1/DB1/BT_DATA1 オープン 

AA15 LCD_DATA0/DB0/BT_DATA0 オープン 

Y15 LCD_CL2/DE_V/PH3 オープン 

AB15 LCD_DON/DCLKOUT/PH2 オープン 

Y16 PI0/COM/CDE プルアップ 

AB17 RDY プルダウン*1 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

AA17 NMI プルアップ 

AA18 BACK オープン 

Y17 RD オープン 

W17 CS3 オープン 

Y19 BREQ プルアップ 

AB21 EXTAL 必ず使用してください 

AB22 XTAL オープン 

Y20 BS オープン 

Y22 PRESET 必ず使用してください 

W18 CS0 必ず使用してください 

W21 ASEBRK/BRKACK/TCLK/PC1 オープン*2 

V19 A25/PB7/DREQ0/RTS0 オープン 

W22 A24/PB6/DACK0/CTS0 オープン 

U19 A17 オープン 

V21 A23/PB5/DTEND0/RTS1 オープン 

V20 A21/PB3 オープン 

U22 A20/PB2 オープン 

V22 A22/PB4/CTS1 オープン 

U21 A19/PB1 オープン 

U20 A18/PB0 オープン 

T19 D15 オープン 

T20 D14 オープン 

T21 D1 必ず使用してください 

T22 D0 必ず使用してください 

R19 D13 オープン 

R20 D12 オープン 

R21 D3 必ず使用してください 

R22 D2 必ず使用してください 

P19 D11 オープン 

P20 D10 オープン 

P21 D5 必ず使用してください 

P22 D4 必ず使用してください 

N19 D9 オープン 

N22 D6 必ず使用してください 

N21 D7 必ず使用してください 

N20 D8 オープン 

M22 DQMLL オープン 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

M21 DQMUL オープン 

M19 DQMUU オープン 

L22 D16 オープン 

M20 DQMLU オープン 

L21 D17 オープン 

K22 D18 オープン 

K21 D19 オープン 

L19 D31 オープン 

L20 D30 オープン 

J22 D20 オープン 

J21 D21 オープン 

H22 D22 オープン 

K20 D28 オープン 

K19 D29 オープン 

G22 A15 オープン 

H21 D23 オープン 

J20 D26 オープン 

F22 A13 オープン 

G21 A16 オープン 

J19 D27 オープン 

H20 D24 オープン 

E22 A10 オープン 

F21 A14 オープン 

H19 D25 オープン 

D22 A4 オープン 

G20 A11 オープン 

E21 A5 オープン 

D21 R/W オープン 

F20 A8 オープン 

G19 A12 オープン 

C22 CKE オープン 

C21 RAS オープン 

B22 CLKOUT オープン 

F19 A9 オープン 

E20 A6 オープン 

E19 A7 オープン 

D20 CAS オープン 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

A21 CS1 オープン 

B20 CS2 オープン 

C19 A0 オープン 

D18 D47/IDECS0 オープン 

A20 A3 オープン 

B19 A1 オープン 

D17 D45/IODACK オープン 

C18 D46/IDECS1 オープン 

B18 D33/PF6 オープン 

A19 A2 オープン 

C17 D44/IDEINT オープン 

D16 D43/IDEIORDY オープン 

C16 D42/IDEIORD オープン 

A18 D32/PF7 オープン 

C15 D40/IDEIOWR オープン 

D15 D41/IODREQ オープン 

B17 D35/IDEA0 オープン 

B16 D37/IDEA1 オープン 

B15 D39/IDED14 オープン 

A17 D34/PF5 オープン 

A16 D36/IDEA2 オープン 

D14 D63/IDED1 オープン 

A15 D38/IDED15 オープン 

C14 D62/IDED0 オープン 

B14 WE2/DQM64UL オープン 

A14 WE0/DQM64LL オープン 

C13 D60/IDED2 オープン 

B13 WE3/DQM64UU オープン 

A13 WE1/DQM64LU オープン 

D13 D61/IDED3 オープン 

A12 D48/IDED13 オープン 

D12 D59/IDED5 オープン 

C12 D58/IDED4 オープン 

B12 D49/IDED12 オープン 

B11 D51/IDED10 オープン 

A11 D50/IDED11 オープン 

C11 D56/IDED6 オープン 
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BGA ball no. 端子名 未使用端子の処理*4 

A10 D52/IDED9 オープン 

B10 D53/IDED8 オープン 

D11 D57/IDED7 オープン 

C10 D54/IDERST オープン 

D10 D55/DIRECTION オープン 

A7 DM オープン 

A6 DP オープン 

B6 VBUS オープン 

E8 REFRIN オープンまたはグランド接続 

【注】 *1 パワーオンリセット後 LSI内部でプルアップされます（初期状態）。MCUの BCR.IPUPに 1を設定してプルアッ

プオフにしてください。 

但し、本ビットを 1に設定時には、BREQ端子のプルアップもオフされますので、BREQ端子を使用時には、ボ

ードにてプルアップ処理願います。  

 *2 エミュレータが使用可能なボードを設計する場合にはエミュレータの指示に従ってください。  

 *3 エミュレータを使用しないボードを設定する場合にはグランド固定、または PRESETと同じ信号と接続してくだ 

さい。ただし、グランド固定とする場合は、TRSTは LSI 内部でプルアップされているため微小な電流が流れます。

電流値はポート端子のプルアップ抵抗の規定に従います。本電流はチップの動作には何ら影響を及ぼしませんが、

不要な電力を消費することになります。 

 *4 未使用端子の処理は、パワーオンリセット後の端子の状態を前提にしています。 
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G. 型名一覧 
 

製品型名 カタログ型名 動作温度 はんだボール組成 PKGコード SDHI 

R5S77640N300BG R5S77640N300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77640D300BG R5S77640D300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77640P300BG R5S77640P300BG －40～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77641N300BG R5S77641N300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 

R5S77641D300BG R5S77641D300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 

R5S77641P300BG R5S77641P300BG －40～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 

【注】 * 本製品は SDホストインタフェース（SDHI）を搭載しています。 

SDホストインタフェース（SDHI）については、守秘義務を結んでいただいたうえで公開いたします。 

詳細は、弊社営業担当にご確認ください。 
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H. 外形寸法図 
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図 H.1 外形寸法図 
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2012.03.13  

本版で修正または追加された箇所 

SH7764グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編第 3版（RJJ09B0395-0200→R01UH0360JJ0300）に

おきまして、修正および追加した箇所がありますのでご連絡させていただきます。 
 

項   目 ページ 修正箇所 

10.5 ボード設計上の注意事項

（3）PLL電源配線時の注意事

項 

10-9 削除 

各 VDD-PLLおよび VSS-PLLは、その他の VDD、VSSとはボードの電源供給

元から分離し、端子の近くにノイズフィルタとして抵抗 RCB、RDおよびバイ

パスコンデンサ CPB、CDを挿入してください。 

11.4.12 バスコントロールレ

ジスタ（BCR） 

11-27 修正 

ビット ビット名 説   明 

24 OPUP コントロール出力端子プルアップ抵抗制御 

A25～A0、BS、CSn、RD、WEn/DQMn、R/W、RAS、CASの

Hi-Z時のプルアップ抵抗の状態を指定します。このビットはパ

ワーオンリセット時に初期化されます。 

0：コントロール出力のプルアップ抵抗は、オン。 

1：コントロール出力のプルアップ抵抗は、オフ。 
  

図 11.9 SRAMインタフェー

スのウェイトステートタイミン

グ（リードストローブネゲート

タイミングの設定） 

11-51 修正 

WE
（ライト時）

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝0）

TS1：CSnアサート－WEアサート
遅延サイクル

CSnWCR WTS（0～7）

CLKOUT CLKOUT

D31～D0

（ライト時）
（ADS＝1～7）

 

11.9.1 内部モジュールアクセ

ス調停 

11-70 修正 

4. Level2、Level3ラウンドロビンによる判定 

Level2または Level3内の優先度はラウンドロビンで判定します。Level2

または Level3に属するデバイスは個別にどの優先度レベルに属するかをア

ービトレーション制御レジスタで設定可能です。 

各レベルに複数のデバイスを設定した場合には、それぞれのレベルの中で

ラウンドロビン調停されます。 
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項   目 ページ 修正箇所 

13.5.1 割り込み動作の流れ 13-46 修正 

【注】 2. 割り込み要因フラグは、割り込みハンドラ中でクリアしてくださ

い。クリアしたはずの割り込み要因を誤って再度受け付けないよう

にするために、クリア後、要因フラグを読み出し、その後、表 13.7

で示される優先順位判定時間を待ってから、BLビットをクリアする

か、RTE命令を実行します。 

15.3.11 シリアルポートレジ

スタ（SCSPTR） 

15-27 修正 

ビット ビット名 説   明 

2 SCKDT SCKポートデータ 

シリアルポートの SCK端子の入出力データを指定します。入

力か出力かは SCKIOビットで指定します。出力の場合、

SCKDTビットの値が SCK端子に出力されます。SCKIOビッ

トの値にかかわらず、SCKDTビットからは SCK端子の値が読

み出されます。ただし GPIOで SCK入出力に設定しておく必

要があります。 

0：入出力データがローレベル 

1：入出力データがハイレベル 
  

図 16.3 マスタデータ送信フ

ォーマット 

16-20 用語を修正 

A＝アクノリッジ（SDAがローレベル） 

A＝非アクノリッジ（SDAがハイレベル） 

S＝スタート条件 

P＝ストップ条件 

16.4.6 ビットアドレスフォー

マット 

16-20 修正 

【注】*  反復スタート条件：SCLがハイレベルで、SDAをローレベルにした

ときにスタートします。 

16.6.1 マスタ送信 

（4）アドレスの出力待ち 

16-27 修正 

1. MAT=1かつMDE=1を待つ。この間にMNR=1 (スレーブが NACK出力) 

となった場合、エラールーチンへ移行 

16.6.3 マスタ送信－リスター

ト－マスタ受信 

（5）アドレスの出力待ち 

16-30 削除 

2. マスタコントロールレジスタに H'88を設定 

（マスタデバイスはデータ受信を一時停止するために、MDRビットがクリ

アされるまで IIC_SCLをローレベルにします。） 

17.3.4 PIOタイミングレジス

タ（ATAPI_PIO_TIMING） 

• PIOタイミングレジスタ設定

値表（マスタ／スレーブ） 

17-11 修正 

Pixelバスクロック モード 0 

100MHz H'3DF7 
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項   目 ページ 修正箇所 

18.3.1 DMAモードレジスタ 0

～5（SSIDMMR0～5） 

18-12 修正 

ビット ビット名 説   明 

18 RDSAM RDMA転送元アドレスモード 

本ビットは、RDMA転送時の転送元アドレスの増減を設定し

ます。 

0：転送元アドレス増加(+4) 

1：設定禁止 

16 WDDAM WDMA転送先アドレスモード 

本ビットは、WDMA転送時の転送先アドレスの増減を設定し

ます。 

0：転送先アドレス増加(+4) 

1：設定禁止 
  

21.5.4 USBフルスピードファ

ンクション機能使用時の USB

切断処理に関する注意事項 

21-164 項目を追加 

22.4.5 電源制御シーケンス処

理 

22-35 修正 

通常、液晶モジュールは電源の投入遮断に関して特定のシーケンス処理を必要

としています。LDPMMR、LDPSPR、LDCNTRを設定することにより、液晶

電源制御端子（LCD_VCPWC、LCD_VEPWC、LCD_DON）を使用して、液晶

モジュールの要求に応じた多様な電源制御シーケンス処理を実行できます。 

電源制御シーケンスのフローチャートを図 22.4に、概略タイミングチャート

を図 22.5～図 22.8に、設定可能な電源制御シーケンス期間の説明を表 22.5に

示します。 

図 22.4 電源制御シーケンス

のフローチャート 

22-36 図を追加 

23-3 修正 

Draw Mode コマンド 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 

VBKEM 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされませ

ん。 

  

表 23.2 コマンド、レンダリ

ング属性一覧（2） 

23-4 修正 

Draw Mode コマンド 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 

VBKEM 内部検証用のため、設定しないでください。コマンドエラー（CER）はセットされませ

ん。 

  

23.2.6 制御コマンド 

（10）VBKEM 

23-84 項目を削除 
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項   目 ページ 修正箇所 

（10）TRAP 

（c）説明 

23-84 削除 

描画動作を停止し、ステータスレジスタ（SR）の TRAを 1にします。また、

割り込み許可レジスタ（IER）の TREを 1にした場合に、CPUに対し割り込

みを発生します。 

ディスプレイリストの終了に必ず入れてください。 

また、FlipE5～0を設定するとナンバーに対応したプレーンがフリップします

（オートレンダリングモード時のみ有効）。フリップタイミングは、ノン・イ

ンタレース・モード表示、または、インタレース・シンク＆ビデオ・モード表

示では、次の VSYNC、インタレース・シンク・モード表示では、次のフレー

ム開始時点です。 

24.6.14 割込み出力制御レジ

スタ（SGINTCNT） 

24-28 削除 

VSYNC_STATUS値は VDC部の db_n_int_n信号端子（Lアクティブ）より出

力します。 

24.7.3 バス占有率の計算方法 24-43 項目を追加 

29.3.2 ウォッチドッグタイマ

コントロール／ステータスレジ

スタ（WDTCSR）～ 

29.4.3 インターバルタイマモ

ードの使用法 

29-5～

29-9 

用語を修正 

WT/IT → WT/IT 

表 34.11 バスタイミング 34-12 修正 

項   目 記号 

DQM遅延時間 tDQMD 
  

表 34.16 SCIFモジュール信

号タイミング 

34-33 修正 

項   目 記号 Min. Max. 単位 参照図 

送信データ遅延時間 

（クロック同期） 

tTXD － 3tpcyc＋15 ns 34.31 

  

G. 型名一覧 付録-21 追加 

製品型名 カタログ型名 動作温度 はんだ 

ボール組成 

PKGコード SDHI 

R5S77640N300BG R5S77640N300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77640D300BG R5S77640D300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77640P300BG R5S77640P300BG －40～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 非搭載 

R5S77641N300BG R5S77641N300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 

R5S77641D300BG R5S77641D300BG －20～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 

R5S77641P300BG R5S77641P300BG －40～＋85°C 鉛フリー PRBG0404GA-A 搭載* 
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索引 

【数字／記号】 
0による除算 ............................................................... 6-11 

10ビットアドレスフォーマット ............................... 16-21 

2Dグラフィックスエンジン（G2D） ......................... 23-1 

4×4マトリクス演算................................................... 23-5 

7ビットアドレスフォーマット ................................. 16-20 

【Ａ】 
ATAPI.......................................................................... 17-1 

ATTCH割り込み ..................................................... 21-124 

【Ｂ】 
BCHG割り込み....................................................... 21-124 

BEMP割り込み ....................................................... 21-118 

BRDY割り込み ....................................................... 21-109 

【Ｄ】 
DTCH割り込み ....................................................... 21-124 

【Ｅ】 
ECCエラーチェック................................................. 25-31 

ECCコード ............................................................... 25-31 

EOFERR割り込み .................................................. 21-124 

EtherC受信部 ........................................................... 19-25 

EtherC送信部 ........................................................... 19-24 

【Ｆ】 
FIFO内蔵シリアルコミュニケーション 

インタフェース（SCIF） ............................................ 15-1 

FIFOバッファメモリ .............................................. 21-134 

FPUエラー ................................................................. 6-11 

FPUに関するシステムレジスタ.................................... 2-3 

FPU例外 ............................................................ 5-23, 6-11 

FPU例外処理.............................................................. 6-12 

【Ｈ】 
H-UDIリセット ........................................................... 5-11 

【Ｉ】 
I2Cバスインタフェース（IIC） ................................... 16-1 

I2Cバスデータフォーマット ...................................... 16-19 

IPG設定による動作 .................................................. 19-31 

IRQ割り込み ............................................................. 13-39 

【Ｌ】 
LCDCモジュール信号タイミング ............................. 34-74 

LCDコントローラ（LCD） ......................................... 22-1 

【Ｍ】 
Magic Packetの検出 ................................................. 19-31 

MIIフレームタイミング............................................. 19-26 

MIIレジスタのアクセス方法 ..................................... 19-28 

【Ｎ】 
NMI（ノンマスカブル割り込み）................................ 5-23 

NMI割り込み............................................................. 13-39 

NRDY割り込み ....................................................... 21-113 

NYETハンドシェイク応答表 .................................. 21-147 

【Ｐ】 
PHY-LSIとの接続 ..................................................... 19-33 

【Ｓ】 
SACK割り込み........................................................ 21-124 

SCBRRの設定値を求める計算式 .............................. 15-18 

SCIF割り込み要因 .................................................... 15-48 

SDホストインタフェース（SDHI） ........................... 32-1 

SIGN割り込み ........................................................ 21-124 

SOF補間機能 .......................................................... 21-159 

【Ｔ】 
TAP制御 ................................................................... 31-26 

TCNTのカウントタイミング..................................... 14-11 

TLB拡張モードの機能................................................. 7-25 

Tビット......................................................................... 3-2 

【Ｕ】 
USB2.0ホスト／ファンクションモジュール 

（USB）...................................................................... 21-1 

USBデータバス抵抗制御 ........................................ 21-105 
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【Ｖ】 
VBUS割り込み ....................................................... 21-123 

【Ｚ】 
Zクリッピング............................................................ 23-8 

【あ】 
アイソクロナス転送 ................................................ 21-149 

アドレス変換................................................................. 7-8 

アドレス変換方式........................................................ 7-28 

アドレッシングモード................................................... 3-3 

アンダフロー............................................................... 6-11 

アンチエイリアス...................................................... 23-12 

イーサネットコントローラ（EtherC） ....................... 19-1 

イーサネットコントローラ用ダイレクト 

メモリアクセスコントローラ（E-DMAC） ................. 20-1 

一般 FPU抑止／スロット FPU抑止例外 .................... 6-11 

一般 FPU抑止例外...................................................... 5-21 

一般不当命令例外........................................................ 5-19 

一般割り込み要求........................................................ 5-24 

インタラプト転送.................................................... 21-148 

液晶モジュール電源状態 ........................................... 22-40 

応答 PID .................................................................. 21-131 

オートリロードカウント動作 .................................... 14-11 

オーバフロー............................................................... 6-11 

オペランドアクセスサイクルブレーク...................... 30-21 

【か】 
仮想アドレス空間.......................................................... 7-4 

キャッシュ .................................................................... 8-1 

共用 TLB ..................................................................... 7-20 

共用 TLB（UTLB）の構成........................................... 7-25 

クロック発振器（CPG） ............................................ 10-1 

クロック同期式モード時の動作 ................................ 15-40 

固定小数点転送命令 ...................................................... 3-8 

コマンドアクセスモード ........................................... 25-26 

コントロール転送ステージ遷移割り込み ................ 21-121 

コントロールレジスタ................................................... 2-2 

【さ】 
座標変換フローと飽和処理 ....................................... 23-10 

算術演算命令................................................................. 3-9 

サンプリングレートコンバータ（SRC） .................... 26-1 

ジオメトリック演算命令 ............................................. 6-13 

実行ステート............................................................... 4-15 

システムレジスタ.......................................................... 2-3 

 

システム制御命令 ........................................................ 3-13 

実効アドレス ................................................................. 3-3 

シフト命令 .................................................................. 3-12 

受信ディスクリプタ 0（RD0） ................................. 20-32 

受信ディスクリプタ 1（RD1） ................................. 20-33 

受信ディスクリプタ 2（RD2） ................................. 20-33 

初期ページ書き込み例外 ............................................. 5-13 

処理モード .................................................................... 2-2 

スリープモード ........................................................... 28-9 

スロット FPU抑止例外 ............................................... 5-21 

スロット不当命令例外................................................. 5-20 

セクタアクセスモード............................................... 25-29 

送信ディスクリプタ 0（TD0）.................................. 20-29 

送信ディスクリプタ 1（TD1）.................................. 20-30 

送信ディスクリプタ 2（TD2）.................................. 20-30 

【た】 
タイマユニット（TMU）............................................. 14-1 

多重仮想記憶モード ...................................................... 7-8 

多重割り込み ............................................................. 13-48 

単一仮想記憶モード ...................................................... 7-8 

単精度浮動小数点レジスタ............................................ 2-6 

単精度浮動小数点拡張レジスタ..................................... 2-7 

単精度浮動小数点拡張レジスタ行列.............................. 2-7 

単精度浮動小数点ベクトルレジスタ.............................. 2-6 

遅延スロット ................................................................. 3-1 

遅延分岐 ........................................................................ 3-1 

調歩同期式モード時の動作........................................ 15-32 

調歩同期式モードの受信データサンプリング 

タイミングと受信マージン........................................ 15-50 

低消費電力状態 ........................................................... 2-16 

低消費電力モード ........................................................ 28-1 

データ PIDシーケンスビット.................................. 21-132 

データ TLBミス例外 ................................................... 5-12 

データ TLB多重ヒット例外......................................... 5-11 

データ TLB保護違反例外 ............................................ 5-14 

データアドレスエラー................................................. 5-17 

デバイスステート遷移割り込み............................... 21-119 

電源制御シーケンス処理 ........................................... 22-35 

透視W除算 ................................................................. 23-9 

特権モード .................................................................... 2-2 

トランザクション発行条件...................................... 21-160 

【な】 
内蔵周辺モジュール割り込み .................................... 13-40 

内蔵メモリ .................................................................... 9-1 
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【は】 
倍精度浮動小数点レジスタ ........................................... 2-6 

パイプコントロール ................................................ 21-126 

パイプスケジュール ................................................ 21-160 

パイプライン動作.......................................................... 4-1 

バウンダリスキャン TAPコントローラ ...................... 31-4 

発行レート .................................................................. 4-15 

バルク転送 .............................................................. 21-146 

パワーオンリセット ........................................... 5-11, 29-8 

汎用レジスタ................................................................. 2-2 

非正規化数 .................................................................... 6-5 

ビッグエンディアン .................................................... 2-15 

表示 OFFモード（LCDC停止）の注意事項 ............. 22-41 

表示解像度の設定...................................................... 22-35 

ファンクションコントローラ機能選択時の 

コントロール転送.................................................... 21-144 

符号拡張...................................................................... 2-14 

不正確例外 .................................................................. 6-11 

物理アドレス空間.......................................................... 7-7 

浮動小数点レジスタ ............................................... 2-3, 2-6 

浮動小数点制御命令 .................................................... 3-17 

浮動小数点単精度命令................................................. 3-16 

浮動小数点倍精度命令................................................. 3-17 

浮動小数点フォーマット ............................................... 6-2 

浮動小数点ユニット（FPU） ........................................ 6-1 

浮動小数点レジスタ ...................................................... 6-6 

太線描画.................................................................... 23-11 

ブレークの送り出し .................................................. 15-49 

ブレークの検出と処理............................................... 15-49 

フレーム更新割り込み............................................. 21-123 

フロー制御 ................................................................ 19-32 

プログラミングモデル................................................... 2-1 

分岐命令...................................................................... 3-13 

ペア単精度データ転送命令 ......................................... 6-14 

ベクタアドレス ............................................................. 5-7 

ホストコントローラ機能選択時の 

コントロール転送.................................................... 21-143 

【ま】 
マルチバッファフレームの送受信処理...................... 20-37 

丸め............................................................................. 6-10 

無効演算...................................................................... 6-11 

無条件トラップ ........................................................... 5-18 

命令 TLB ..................................................................... 7-22 

命令 TLB（ITLB）の構成 ............................................ 7-28 

命令 TLB多重ヒット例外............................................ 5-11 

命令 TLB保護違反例外 ............................................... 5-15 

命令 TLBミス例外....................................................... 5-12 

命令アドレスエラー .................................................... 5-18 

命令キャッシュウェイ予測の動作説明 ........................ 8-15 

命令実行後ユーザブレーク.......................................... 5-22 

命令実行状態 ............................................................... 2-16 

命令実行前ユーザブレーク.......................................... 5-22 

命令セット .................................................................... 3-1 

命令フェッチサイクルブレーク................................. 30-20 
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